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蕃山 全集 刊行に ついて 

井上通泰 先生 談 

正宗 敦 夫君 は 人 も 知て ゐる 通り 日本 古典 全集 だけで も旣に 三百 冊 近. S 本 を 出して をる。 元來 自分の 努力 を吹聽 しない 

性質で あるから、 懇意な 者で もどの 位 骨の 折れた であらう かと 云 ふ 事 を、 よく 知らない 人 も あるで あらう が、 多くの 書 

は 自分が 筆 を 執って 寫 して、 それ を 原稿と して をる やうで あるが、 校正 さ へ も 容易な 事で な. S のに、 自分で 浩瀚な 原稿、 

就中 中には 餘り 自分の 趣味に 叶 はない もの も あるで あらう に、 それ を 書 上げる 努力 は 容易な 事で あるまい 0 聞く 所に 

よると 多少 長 鳴 豐太郞 君が 手傳て をる さう である けれども、 何れにしても 原稿 を 作る の は 正宗 君が 自身で せねば ならぬ 

事で あるから、 その 勞 力の 容易で ない 事 は 度々 人に も 話して をる 所で ある。 近來 健康 も餘り 宜しくない 様子で ある 上 

に、 先頃から 手に 疲攣を 起して 醫 者から 字 を 書く 事を禁 めら れて をる さう であるが、 これ は 永年の 閒筆を 執った せいで 

あらう。 眞に君 は 言葉 通りに 精力 絕 倫な 人で あると 稱 すべきで ある 

然るに 今回 更に 蕃山 先生の 全集 を 出さう と 云 ふ 事で ある。 定めて 家族な ども 心配して をる 事で あらう から、 自分と し 

て は 寧ろ t れを 抑へ 止める のが 至當 である けれども、 實 はどうしても 同 君 を 煩 はさなければ ならない 事情が あるので あ 

る 
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蕃山仝 ij- 第一.  二 

本 來蕃 山先眚 身に I 管 出す 事を好まれ れ S 鷹で あるが、 我等 後 5 とって は その 著 f 集める 事が 

容易で ないから、 若し 全集が 出 てわたら どんなに か 便利で あらう と 云 ふ 事 は 早くから 考 へた 事で ある。 實際 自分が 其 任 

に當 らうと 云 ふまでの 決心 はして ゐ なかった けれど、 その 編^の 資料と なるべき もの は 永年 鬼 集して 置いた ので ある。 

然る こ 皮の 大正 Q 大震災に よって、 年久しく 苦心して 當時旣 に 中 稿まで 出来て をった 「蕃山 先生 詳傳」 三 册を燒 いてし 

まった。 しかも 不注意な 事に は、 その 初 稿 も 一冊し か殘 して 居らぬ。 その 半分 も 一冊 も 次々 に 書 入れた もので ないか 

ら、 その ま >- 公に する 事が 出来ない 

次に は 余 はは やく 蕃山 先生 書簡集 一 冊 を 世に 公に したが、 其 後 も諸國 から 鑑定 を 乞 ひに 来る 先生の 書簡で 文書 共に 眞な 

る もの は is 、たと へ雷僞 物であって も 文が 本？ あって、 しかも 其 S 本 S だ 世に 現れて わ？ sf 寫 

しとって おいた、 これ も少 くと も 一冊 分 位の 分量が あつたで あらう が、 や li り燒 けて 了った 

著書 は 寫本も 多少 集めて S いた 上に、 林^ 蔵と 云 ふ 精神的な 教育者が あつたが、 同時に 蕃山 先生の 研究者であって、 先 

生の 著 f 大分 集めて S た、 其 中には 確に は覺 えて ま S 、何の 小 解で あつま 非常に 珍しで S 孟子 小 解で あ 

つたら うか) も 有り、 集義 和書の 古 板 も 一種 有った。 林 君 は 自分の 歌道の 門人であった ので、 亡くなった 後に その 蒐集 

してをった蕃山先生の.^-资：を、その息子の農學士某君からニ本箱自分の處へ寄贈された。此れも亦自分の見てゐる眼の 

前で 火に あってし まった 

これ 等の 本に 火の つ いた 時には どうしても 見て をら れ ないで 自分 は 心 弱く も 目を伏せた。 左 樣な大 打撃 を 受けた 後に、 


自分 は 萬 葉 集 新考を 完成し、 引績 いて 各種の 風土記の 新考の 著作に か つたから、 到底 蕃山 先生 全集の 編纂な どの 事 は 

考 へる 精神的 餘裕は 無くなった 

正宗 君が 今回 全集の 編纂 發行を 企てた の はどう 云 ふ 動機で あるか は 知らぬ が、 君 は 永年 自分の 門人と して 文學 方面の み 

ならす 蕃山 先生に 關 する 事 も 熟知して をら れた 上に、 聞く 所に よると 近年 一 一種の 集義 和書の 古 板 を 手に入れられ たさう 

であ. る。 元 來集義 和書に は 三板 有った わけで ある、 その 事 は 自分の 公に した 北 小路 俊 光 日記の 八十 三 頁 以下に 詳しく 書 

いてお いた。 つまり 流布本の 外に 少く とも 古 板が 一 一種 有る わけで あるが、 其 中の 一 種 は 林 君から 貧った 書物の 中に 有つ 

た 害で あるが、 今一 種 は 誰も 見た 人が 無い から、 或は 井上の 研究の 誤で はない かと 疑った 人 さ へ 有った ので ある。 それ 

が 前に も 述べた 通り 近年 二種と も 正宗 君の 手に入つ たさう である。 正宗 君が 疲れき つた 體を もって 更に この 大事 業に 

精進し ようと 云 ふ 志 を 起した のに は、 少く とも 右一 一種の 古 板の 感得と 云 ふ 事が 動機と なった であらう と 思 ふ 

話が 長くなる から 以下 は 節 略す るが、 かやうな わけで あるから 正宗 君に は氣の 毒で あるが、 どうしても 正宗 君に 更に 努 

力して 貰 ふ 外に は 方法が 無い ので ある。 少く とも 自分 は 正宗 君 以外に この 大任に 當り 得る 人 を 承知して をらぬ。 今の 

自分の 心境で は 願く は 正宗 君が この 大任 を 全くして、 其 後は淸 閑を樂 まれる 事の 出來 るの を 希望して をる 

た 玆で 一 つ 問題で あるの は、 蕃山 先生の 著書の 範圍 である。 先生の 生前 旣に 先生に 假 托した 偽書が 出て をった 事 は、 

集義外 書に も 見えて をる 通りで ある。 先生の 緣故 者の 書いた 物の 中で も、 例へば 先生の 甥の 南 條八郞 、その 叉 孫の 某の 

如き は集義 和書の 他 は皆僞 書で あると さへ 云って をる。 これ は 無論 云 ひ 過し である 事 は、 其 後世に 現れた、 否 余が 世に 
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顯 した 北 小路 俊 光 日記と、 自分が 所蔵して をる 先生 自筆の 「孝經 小 解」 等 を 見ても わかる。 先生の 著書の 幕 を 書いた 物 

は、 娘の さき 女の 書いた ものと、 先生の 晩年に 下總の 古河で 先生に 親近した 筒井 某と 云 ふ 者の 覺 書と 二つの 文書に 出て 

ゐ るが、 その 二つの 物 を 比較して 見ても 眞僞に 就て は 一致して 居らぬ。 大體に 於て さき 女の 方 は 偽書と する 物が 多く、 

筒井 某の 覺 書の 方に は 比較的に 腐と する 物が 多い。 自分に しても 到底 徹底的の 研究 を 遂げる 事 は 出来ぬ けれども、 先生 

の 著書に 就ても れ まで 人の した 蓽 より 少々 進んだ 研究 を 遂げた 事が ある。 それ も 彼の 「蕃山 先生 詳傳」 の 中に 牧 めて 

おいた が、 淺 念ながら 燒 失して 了った 

.SJ< 先生の 著書と 稱 せられて をる 物 は大體 その 目次 を 諳記して をる が、 その 中には 云 ふまで も 無く 假托の 僞書も ある。 

これ 等 は 今度の 全集から 省く のが 當然 であるが、 其 他の 書物、 例へば かの 三輪 物語の 如き、 自分 もこれ は 先生の 述作で 

あると 云 ふ 事は斷 言し 得ない が、 世間で は 皆 先生の 著書と 認めて をる。 余の 考 ふる 所に よれば、 此れら の 物 は 其 旨を斷 

つてお いて、 やはり 收容 してお くが よから うと 思 ふ 

何分 名が 高く なれば、 その 人に 就ての 假托が 行 はれる の は 免れぬ 事であって、 例へば 先生の 肯 像と 稱 せらる k 物の 中で 

も、 大和の 三輪 神社に 傳 へられて をった 甲胄 像の 如き は 無論 斷 じて 偽物で ある。 先生に 緣 故の 深い 某 子爵の 所蔵で ある 

肖像 も 余 は 偽物と 鑑定した が、 後に その 肖像が その 子爵 家へ 入った 徑路 まで 明かに なって、 只今で は 一 通り 先生の 事 を 

研究して をる 者で 此等を 信す る 者 は 有るまい。 其 後 伯 誉 の 米 子から 先生の 儒 服の 肯 像が 現れた が、. 此れ も斷 じて 僞物 

である。 或る 文學 博士が 偶然 路傍の がらくた 屋 から 發 見した 宵 像 は、 容貌 服装な どに 就て は 前 三者より 遙 かに 勝って を 


るが、 紋所が 違 ふから、 此れ も r 蕃山 先生」 と 云 ふ 四 字 は 後人の 書 入れた 物と 自分 は 鑑定した。 しかも 前 三者の 如き 絕 

對 的の 僞 物です らも、 種 々の 書物に 轉 載せられて 世 聞の 人の 目に 觸れる 事が 多 レ。 これによ つて 見ても 先生の 著書の 眞 

僞の 鑑定と いふ 事 は 決して 容易い もので 無く、 すべ ての 事に 對 して 三十 年 以前より は 多少 見識の 進んで ゐる 今日の 余の 

眼 を 以て 見ても、 確かな 答 はし 得ぬ のが 實情 である (昭和 十五 年 四月 九日 午^ 於 南天 莊 長嶋 豐太郞 筆記) 
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達人 熊 澤蕃山 

安岡正篤 

蕃山 先生の 全集 を 出版す るに あたり、 縣 より 安岡正篤 先生に 序文 を 書いて 貰 ひたいと 云 ふ 希望 を 原學務 部長が 述べ 

られ て、 私に 其 事 を はこぶ やうに との 事であった。 私が 上京の 序に、 先生に 御 目に 懸 つて 右の 旨 を御傳 へして 一文 

を 投ぜら れん 事 を 乞うた。 先生の 云 はれる に、 蕃山 先生の 全集に 何の 序文の 必要が 有らう。 我々 が 先生の 全集に 序 

を 書く とい ふ 事 は 先生に 對 してむ しろ！： 瀆 であると やうに、 謙虚なる 態度で 斷られ たが、 余の 懇請 もだしがた しと 

して、 「達人 熊澤蕃 山」 の. 一冊 を 取り出されて、 是れを どこか 卷 末にで も 載す る 事 を 得、 君が 懇情に むくい、 かつ 

余の 務めの 一分 を はたす 事が 出来れば 幸で ある、 とて 手 g された。 今 序文の 代りと して 右 「達人 熊澤蕃 山」 を此處 

に揭 ぐるに 當り、 其 願 末 を 略記して おく 正宗 敦夫 


世故 を經 るに つれて 欲しくな るの は r 獨」 の 時間で ある。 星 i 仝の 下に、 朝日の 丘に、 或は 人 無き 室に 獨り 在る 時、 人 は 

始めて a; の 自己に 返る。 そして 靜 かに 古人の 書 を 讀む時 ほど 心の 安け さ、 滿 足さ を覺 える こと はない。 

今宵 も、 靜 かに 冴 ゆる 燈の 影に 彼の 集義 和書 を讀 んでゐ ると、 いかにも 沈着いて 容姿の 整った、 そして 何 處か秀 傑の 氣 

の賴み 切れない 立派な 蕃山 其の 人の 姿が 緊と 浮ぶ。 彼 は 心の 如く 貌も 美しい 人であった。 美しい 中に 威の 有る、 所 

^入 犖 iii 山  1 
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謂 威 有って 猛 からざる 儒雅な 人であった。 その 聲 にも 人 は 一種の 氣 高い 句 ひ を 感じた とい ふ。 彼の 生涯 は 私の 心に 幾 

多の 深い 印象 を 展開す る。 他の 群 鬼と は異 つて、 ロ數 寡く、 姿勢の 正しい、 いつも 倦んだ 氣色も 見えす、 主 光政に 侍し 

て 居る 少年の 姿、 藤樹 先生に 敎を 請うて 許されす、 庇の 下に 一 一夜 も 動かなかった その 求道 心に 燃 ゆる 青年の 姿、 百合 粉 

雜 炊に 據味嗜 《丹め て、 贫 苦の 生活の 中に 嘆の 心 を 躍らせながら 四書 を諫み 耽って 居る 純な 面目、 新 太 郞少將 の參政 

として その 哲學 を赏際 政治の 上に も 活かし、 江戶に 出て は 天下の 侯伯から 爭 うて 敬 待せられ た 其の 男盛りの 威容， 四 

十 を 過ぎた ばかりで 胸に 溢る --經 輪を懷 きながら、 京都の かた ほとりに 隱 棲して、 舉 問と 音樂と を樂 しんで 居る 虔士の 

面影、 紅葉 色 濃き 秋の 慕.： 深 草の 稱心 巷に、 京に 名高い 樂の 名手 小 倉 少將資 起 や、 活 如来と 仰がれた 上人 元 政 等と 打ち 

集うて、 小 倉少將 琴を彈 じ、 上人 和歌 を 詠 じ、 自ら 濱 庇と 銘打った 琵琶 を 彈ぜる 彼の 風流、 所 司 代から 嫌疑 を 受け、 俄 

級な 學者 宗教家 s» から 嫉妬 排斥せられ * うき 世を芳 野の 山に 山人と なって 花 を晃る 其の 逸、 士 江湖に 在って 道 益々 尊 

く、 江戶に 招かれて 天下の 時事 を 論 じ、 却って 古河に 幽閉され た 不運の 舉者、 天を樂 しんで 晏如 として 體 逝した 稀代の 

達人、 限りない 風趣が 脈 々として 私を薰 する。 彼 は 詠 ふ 11 雲の かかる は 月の ため、 風の ちらす は 花の ため、 雲と 風と 

の ありて こそ、 月と 花と はた ふと けれと。 彼 は赏に 其の 心 術に 於て、 學 問に 於て、 出處 進退に 於て、 3^ に 墨礙の 無い 大 

自由 人で あり、 誠に 先生の 風、 山 高く 水 長し と鑽 仰せす に は 居れない 様な 君子で ある。 

彼の幼名は^5^、 元和五年京都稻荷の附近で、 野 尻 一利の 長男と して 生まれた。 祖父 重 政 は 縱田信 長の 臣 であった 

が、 後 浪人して His 十九 年 尾 張で 沒 くな つた。 父 一 利 は 加 藤嘉明 • 山 崎 家 治 • 山 口重 政に 歷 仕した が、 重 政が 卒去の 後 


浪人して やはり 京都に 假 住居した。 世故に 疎い 純潔な 君子 氣 質で 言 ふ 迄 も 無く 貧乏であった。 彼 は 八つの 年 母に 伴 は 

れて 母の 里なる 水 戶藩熊 澤守久 の 家に 養子に やられる ことにな り、 十五 迄 傲 骨な 祖父に 育てられた。 

其の 時 彼の 遠い 身 內に當 る 板 倉 重 昌と京 極 高 通と が 彼 を 岡 山 侯の 池 田 光政に 推駕 して 吳れ て、 十六の 年始め て 光政に 仕 

へる 様になった。 十六 七の 頃の 彼 は 肥滿し 易い 質で、 肥え太った 不自由 相な 人 を 見る ごとに、 彼 はこれ では 武士の 役に 

も 立つまい と 恐れて、 頻りに 瘦 せる 苦心 をした。 その 爲に彼 は 十 年 程の 聞 は帶を 解いて 安臥せ す、 美味 も 食 はす、 酒 も 

飮 ます、 女と も 絶ち、 暇が あれば 搶を使 ひ、 太刀 を 振り、 火事の 用意に 屋根の 上を驅 けたり して、 天狗と 間違 はれた こ 

ともあった。 鬼に 角 非常に 身體を 苦しめた もので、 そうい ふ 工夫 は その後 も 四十 近く 迄 忘れなかった。 その 所爲で 如何 

やら 肥え太らなかった と 彼 自ら 書いて 居る。 厳格な 彼 は 小 供の 時から 成人の 風が あって、 光政 侯 も 彼 は 年少の 時 余の 側 

に 侍 坐して 居た が、 其の 嚴肅な こと はまる で 他の 兒 輩と 異 つて 居た と 後年 人に 語った さう である。 

寬永 十五 年の 島 原の 亂は 彼の 緣 者で 恩ん の 板 倉 重昌が 出征し、 父 も 鍋 島 隊に屬 して 從軍 したので、 年少の 彼 も 血 を 湧か. 

したが、 遂に 戰に參 する こと は 出来なかった。 この t- 彼 は 丁度 二十歳で あつたが、 一旦 辭 職して、 祖母の 里で ある 近 江 

の 桐 原に 寄寓し、 從 軍から 歸っ て 来た 父に 就いて 專ら 兵書 を學ん だ。 

註 1 母 名 は龜、 尾 張 丹 羽 郡 出身、 熊 澤守久 の 娘。 

二  ffi 母 は 近 江 桐 原の 出。 伊庭 姓。 

然るに 二十 二の 年 ある 曰 始めて 彼 は 四書 集注に 眼 を II れた。 此れ は 彼の 精神に 一大 轉機 を與 へた。 四書と は 言 ふ 迄 も 
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無く  r 大學」 r 屮庸」 「論語」 「孟子」 の四經 で、 懦敎の 基礎的 學問 である。 此 等の 經は いづれ も 外にの み 向けられた 俗 

人の 眼 を. 2： に廼 らして、 深く 自性 を徹 見せしめ、 機械的な 物の 世界 を變 じて、 自由な 人格の 世界 を 開かし める 人間の 根 

本的學 問で あるから、 今迄 因習と 欲望との 世界に 在って、 少年の 客氣 のま まに 武技 や 兵書 を 研究して 居た 彼 は、 之を讀 

んで 始めて 自己の 嚴 そかな 神の 聲に觸 れる感 が 有った。 彼の 前に は 新なる 光明の 世界が 開けた。 此の 道 を 歩めと 彼の 

^に 燹の敎 が 聞え る。 けれども 不幸に して 彼 C 擧カ では 折角の 書 も 充分 其の 意 を 解す る ことが 出来なかった。 彼の 

胸に は 熱烈な 學問 求道の 念が 燃え 上った。 

かくて 其の 翌年 到頭 彼 は師を 求めて 京都に 赴いた。 けれども 固より 其の 道に 不案內 な 彼に 容易^ 會 心の 師を 得る こと 

は 出来よう 害 も 無い。 i4i しく 煩悶して ゐる うち、 或 日 宿で 人の 話に 非常に 感動 させられた。 それ は その 人が 曾て 主人 

の 用件で 二百 雨の 金子 を 持って 近 江に 来た 時、 宿まで 乘 つて 来た 馬に その 大金 をつ けた ま、 ころりと 忘れ、 夜中に 夢覺 

めて、 ふと それに 氣が ついて 蒼くな つたが もう 及ばない。 今 は 死んで お： _ 化び をす る ほかない と覺 悟した 時、 思 ひがけな 

くも 螯 聞の 馬子が 深夜 を 引き返して、 その 金 包 を けて 来て 吳れ た。 夢 かとば かり 狂喜した その 人が 取敢 すいくら かの 

分 前 を 出して 厚く 馬子 を犒 ふと、 この 馬子 は 忘れ もの を 届けた だけ だから、 ^段禮 を 受ける わけ は 無い とて 如何しても 

受取らない。 段. <<聽 いて ると、 馬子 は 近 江 聖人で 名高い 中江與 右衛門の 在所 小川 村の 者で、 日頃 深く 與 右衛門の 德に 

懷き、 敎に 服して 居る 者であった とい ふこと で (先哲 叢談に 據る) 末法の 世に 殆ど 有るべからざる 話で ある。 馬子 風情 

の 者 を さへ これほど 熏 化される ので ある 0 餘程斯 の 中 江と いふ 人 は 尊い 人に 相違 無い。 自分が 就いて 舉 ぶべき はま さ 


に斯の 人で あらう と 思って、 早速 彼 は 江 州 高 島 郡 小川 村に 藤樹を 訪ねた。 然るに 人の 師 となる こと を 好まな か つ た藤樹 

は、 彼の 来意 を聽 いて 固ぐ 謝絶した。 彼 は その ま& 村人の 家に 宿して 切に 入門 を 請 ひ、 やう やう 面會を 許された が、 就 

いて 敎を 受ける こと だけ は 如何しても 許さなかった。 

この 時 藤 樹は年 三十 四。 彼より 十一 年上で ある。 俗情より 見れば、 かほ どの 切なる 願で あるから、 之 を 許しても 藤樹 

として^ 段差 支 も 無い 樣 であるが、 そうせぬ 所に 愈々 藤 樹の誠 を 知る ことが 出来る 0 學 者の 中で は、 或は 之 を 藤 樹の謙 

遍に歸 し、 或は また 熊澤の 志が 藤樹に 明らかでなかった からで あると 說く者 も 多い が、 私 はもつ と 深く 藤樹の 心に 立 入 

つて 考 ふべき であると 思ふ。 

由 來藤樹 は 彼の 箇 性に は ぴったり 契 はない 主知的 形式的な 當 時の 朱 子 學的敎 養 を 受けて 居た ところが、 丁度 熊澤が 訪ね 

た 前の 年の 冬、 始めて 王龍溪 (陽 明の 弟子の 中 最も 唯 心的 學者) 語録に 接して、 非常な 悟道 上の 苦悶 を 懐いて 居た ので 

ある。 彼が 夢に 感 する 所あって 嘿 (默に 同じ) 軒と 號 したの は、 正に 熊澤 来訪の 年で、 其 後藤 樹が陽 明 全書 を 得て 大悟 

したの は， それから 三年た つた 正 保 元年で ある 0 隨 つて 藤樹 として は、 かう いふ 轉 機の 時代に 新に 人の 師と爲 るの は餘 

計 心苦しかった であらう し、 また 求む る 者の 熱心で ある だけ、 それだけそう いふ 弟子 を 取る の はつらく 感じた であらう。 

道の 爲には 仕 を も棄て V 奔った 彼で ある。 

それで 熊澤も 止むな く 一 旦歸國 した。 けれども 初志 は 日 を經て 愈々 熱烈 を 加へ、 遂に 翌年 七月 重ねて 藤 樹の門 を 叩き、 

この度 は 庇の 下 を 去らぬ こと 二 夜であった。 さながら 冷 嚴な禪 家の 求 法 をし のばしめ るで はない か。 彼の 熱心に は 先 
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づ籐樹 の 母が 動かされた。 そして そ 0 取 做しに 依って、 到頭 入門 を 許される ことが 出来た。 願 を 叶へ て 心耍を 叩き 一度 一 

家に 歸 つた 彼 は、 其の 秋 九月 三度 師の家 を 叩いて 孝 經* 大學 • 中康を 事んだ。 藤樹は 彼に 於て K; に 「學を 好む」 人 を發； 

見し、 二人 深く 相 許した。 かくて 親しく 藤 樹の敎 を 受ける こと 半 歲铨、 翌寬永 二十 年 二十 五 才の 四月 また 桐 原に 歸っ： 

た。 父の 一利が 仕 を 求めて 江戶に 赴く 爲、 彼が 淺 つて 母 や 弟妹の 面倒 を 見なければ ならなかった ので ある。 其の 「東 一 

江 州の 人 遠き 城 屋敷」 に 彼 は 一江 州 下民の 食 百合 粉雜 炊と いふ もの を 食し、 t.- 味 曖を茱 にして、 汁 翁 酒 茶な く、 淸水紙 一 

木棉布 子に て 寒を禦 ぎ、 衣食 共に 昔 を 忘れて」 書を樂 み、 心 を 練った。 その 問の 冷 苦 は赏に 傍目に も堪 へられぬ もので" 

あつたと 兌え て、 このま、 で棄て 置いて は 家族と 餓死す るか も 知れぬ と 知人が 心配した 程で ある。 けれども 彼 は牙闕 

を咬定 して 動じなかった。 ？ 4、 を is 、む 、と、ぃ 、ふ、 よ、 り 入む、 法、 をず"、 つ、 た。 それに 非常な カを與 へたの は 師藤樹 の 陽 明學に 依る 一 

悟入で ある。 陽 明が 失意と 窮迫と 蠻 地との 中に 死 を 決して 心 を 練り、 遂に 偉大な 信念と 人生 觀の哲 學とを 打 成した その 一 

工夫に 深く 動かされた 藤樹 は、 やがて その 感悟 を熊澤 にも 傳 ふるところ があった ものと 兄え て、 「知れる 人、 母 弟妹の I 

ある を 知り 、機 謹の 餓死に 入りなん こと を^み て、 仕 を 求めし む。 其の 頃 中 江 氏 王子の 書 を兑て 良知の を 喜び、 予に； 

も 1 されき。 是れ より 大いに 心 法の 力 を^たり。 朝夕 一所に 居る 傍輩に も學 問した る こと を 知られす、 書 を 見す して 一 

心 法 を 練る こと 三年な り」 と 彼 も 自ら 述悽 して 居る。  ぬ 

註 一 彼に は 二 弟 三 妹が あった。 仲 s、 玉、 萬、 一成、 美 律と いふ。 其の 仲 愛 は 彼と 四つ 違 ひで、 後. これ も 亦 一 i 樹に舉 び、 .^*L; 

く 光政に 仕へ 閉谷 iK の 設立に 與 つた 人物で ある。  ^ 


そして 遂に 京 極 高 通の^ 介で、 正 保 四 年 二十 九の 年 广 或は 二十 七との 說も ある-、 二度 光政 公に 出仕す る ことにな り、 

名 も；^ 郞八 伯繼と 改めて、 光政の 御 側役に 召し出され、 祿 三百 石 を 給せられ た。 兹に 於て 多年 貧苦と 冷 閑との 中に 練つ 

て 來た心 法と a- 識とを 今度 は赏際 世 聞に 於て 新に 試練すべき 境遇に なった ので ある。 藤樹は 書を與 へて 大いに 彼を激 

勵し、 彼 も 亦 愈 i 切實に その 敎を 叩いて 居る。 彼の 歸參は 幸福であった。 何よりも 主 光政が 見識に 富む 俊傑の 士 であつ 

たからで ある。  ， 

註 光政 は 利隆の 子、 伯繼 より 長ず る こと 十 歳、 慶長 十四 年 四月 岡 山城に 生れた。 幼名 新 太郞、 八 歳 父 を 失 ひ 封 を 襲ぎ、 寬永三 

年 左 近 術 櫂 少將に 進んだ。 因って 新 太郞少 將と稱 する。.  0 

人 大千界 に 偶々 相 逢 ふさ へ、 かりそめなら ぬ緣 であるのに、 まして 道 を 以て 相 許す 名君 賢 臣の契 は 世に 尊い ものである。 

光政と 伯 fl と は その 幸福なる 一組と なった。 

彼 を 知った 光政 はまこと に 得 易から ぬ 名君で ある。 光政が 五つで 始めて 家 康に目 通ぶ した 時、 家康は 此の 兒の 眼光に 逸 

早く その 材轮 を識認 したと 云 はれて 居る。 して この 若き 公達 は 至誠に して 嚴明、 恭謙 土に 下り、 道に 厚く 時務に 明ら 

かに、 他の 凡庸の 大名と 異り、 有爲の 君であった。 

この 名君の 下に 仕 ふる こと 四 年、 彼 の 名聲は 漸く 隱れ なきものに なった。 それ と共に 深く 心 法の 妙 を 極めて 是非に 執 

, せす * 善惡 に拘ら す、 道德學 問の 形式 を 打破して、 偏に 純 直な 生命 を 重んじた 彼の 人物 器量 は、 その 韜み 切れない 英 

氣 と共に、 逸早く 一派の 者 共から 敬 憚 や 誹謗 を 加 へられる やうに なった。 正 保 以來藤 樹の陽 明學に 於け る 大悟の 影響 
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を 受けて、 彼 も 亦 良知の 奥旨に 深く 參 じた。 陽 明 良知の 學は醇 乎と して 醇 なる 自己 內 面の 至上命令に 生きん と チるも 

ので ある。 彼の 依って 得た る 信念と 蘊蓄と は 自ら 潙善 多き 世の 形式的 儒者 や、 動機に 奸曲を 含み、 苟合 妥協 を^ と す る 

俗士 政治家に 大 いなる 精神的 長 怖を與 へす には濟 まなかった であらう つ 由来 道 を K いて、 之 を 傷け ようとす るの は 小人 

の はかない 悶跺 である。 小人 は 常に 議誣 中傷 を 行うて、 僅に 自ら^う する 憐れむべき 性癖 を 持って 居る。 

其の 中に 在って 彼の 露價を 知った もの は 誰よりも 藩主 光政であった。 光政 はやが て慶 安三 年江戶 より 歸 ると、 群議 を排 

し、 彼 を 抜擢して、 三千 石を與 へ、 藩の 參 政に 加へ た。 此の 時 彼 は 次 郞八を 助 右衛門に 改めた。 - 天下 を 思 ふ 彼の 篤い 

志 はおの づ から その 智慧 を 磨いて， 時弊の 存 すると ころ を徹 見して ゐた。 彼の 最も 憂へ たの は 武士階級 そのものの 困窮 

である。 幕府が 參鋭 交替 を 始めと して、 出来るだけ 諸侯の 勢力 を 弱めん とする 傳統 的摔取 政策 は、 甚 しく 諸侯の 財政 を 

窘 迫し、 加 ふるに 內 外に 於け る鎖國 政策 は 諸侯の 商業 的 利益 を 消失せ しめ、 武士と いふ 不生産的 常備軍 を掩 有する こと 

に 依つ て 莫大なる 經^ を耍 し、 生活 费は 次第に 高まる、 其の 結果 は 當然に 民衆 負擔の 過重と なり、 浪人の 增加 となる。 

武士 はよ し祿を 放れぬ まで も、 俸 米 制度 は 著しく その 生活 を 不安なら しめる ものである。 そして 頻々 として 起る 災害 は 

厦 A 人閒を 脅威した。 

そこで 彼 は 先 づ參^ 交替 制を寬 にして、 諸侯の 休養 を圔 りたい と考 へた。 此の こと は 決して 幕府に 取って 危險な 策で は 

たい。 鎌倉時代 は 器量 ある 大名 あり、 氣遣 ひな 大身 も 多かった が、 それでも 人質 も 無く、 三年に 一度 五十 日の 在 府で何 

事 も かった。 此の 制を采 つて、 德川 幕府 も 宜しく 諸侯の 出府 を 三年に 一度と し、 それ も 在 府期聞 を 五十 日 乃至 六十 日 


にすべき である。 そして 貿易 をい ま 少しく 自由にし、 產 業の 振 舆を 謀り、 特に 頻々 として 起る 天災 地 變に對 して、 林政 

及び 治水の 方面に 大いに カを盡 さねば ならぬ。 かくて 彼 は 一面 諸侯に 浪人 を救濟 せしめ、 武士階級の 不生產 的 生活より 

尔る 不利益と 不安と を 除く 爲、 農兵 制度 を 策し、 農業 政策に 力 を 注いで、 租稅ゃ 相績ゃ 家産 等の 制度 を 改良す る ことに 

依って 農民の 安定 を圇 り、 更に 宗敎界 の 肅淸、 學校 制度の 樹立 等、 眞に 經國濟 民の 意味に 於て 遠大なる 經濟 政策 を 懐抱 

して 居た ので ある。 

彼の 懊抱は 名主 光政の 知遇 を 得て、 着々 岡 山 藩 政に 實 現された。 先 づ備播 作 三 州の 耍路に 當る和 氣郡八 塔 寺 村に 自ら 士 

卒を 率ゐ、 農兵 制の 實施を 試みて 成功した。 次いで 林政に、 治水に、 租 法の 改良に 、風教に、 著しい 政 繽を擧 げて往 つ 

た。 多年 安逸の 夢 を 貪って 居た 僧侶 神官 階級 も 彼 及び 光政に 依って 大いに 脅威され た。 彼 は 切 實に墮 落 僧徒 神官の 廓 

淸を考 へ、 §1- ろ 眞宗敎 再 輿の 爲に 寺院 神社の 淘汰 を 策した。 光政の 如き は 直に 此れが 實 行に 着手しょう としたが、 賢明 

なる 彼 は 其の 機に 非ざる こと を 看取して 却って 諫. i: 一した くら ゐ である。 慶 安に 次いで 承應ニ 年、 また 彼が 光政に 侍して 

出府した 時な ど は、 その 令名 を 聞いて、 諸侯 ゃ士 太夫の 交 を 願 ふ 者、 弟子の 鱧 を 執って 敎を請 ふ 者績々 集まり、 就中 紀 

伊 賴宣公 を 始め、 松 平信 綱 板 倉 重 宗堀田 正 俊 中 川 久淸等 諸侯の 禮遇 最も 厚かった。 紀州 侯な どは當 時の 階級 的な 時代 

に 在って、 彼が 歸る時 は 親しく 玄關 まで 送って 出られ、 下に 居て 挨拶され たさう である。 これな ど は實に 諸侯 も 及ばぬ 

敬 待で ある。 隨 つて 彼の 名聲 と共に、 彼 を 憎み 彼を誣 ふるもの も 亦 多かった こと は 言 ふ 迄 も 無い。 とりわけ 學 者宗敎 

家から 深く 怨嫉 された。 いつの 時世に も內心 却って 頑冥 固陋な 者が 彼等に 多い からで ある。 事 實は疑 はしい が、 紀州 
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侯のと ころで-彼と 由 比 正 雪と？ 二った 話 は 甚だ 輿が 深い- 或 時 彼が 侯 を 訪れる と、 偶然 容貌 威儀 凡なら ぬ 一 人の 土人の 

辭去 する 所に 出 遇った。 二人 は i と 1^ を 見合せ て、 どちらも 言葉 は 交さす に 目^し て^れた。 侯に 見えた 序に 彼 は W ね 

た 。「先刻 かう いふ 人に 出 遇 ひました が、 あれ はどう いふお 方であります か o」 「由 比 正 雪と いふ 處士 である。」 すると 

彼 は 色 を 1^- しう して 言った。 「熟々 其の 容貌 を觀 て， 其の _i ^ろ を はかる に、 復び お近づけ にならぬ が 宜しう ございませう。」 

それから 間も無く 正 雪が 侯に 21 通りした 時、 ふと 正 雪 は 尋ねた。 「先日 かう いふ 恰好 Q 人 を 見かけ ましたが、 どなたで 

ございま したでせ う 力 c」 「あれ は 岡 山の 士熊 澤伯繼 である ご すると-止 雪 はきつ となって 言った。 「熟々 其の 容貌 を觀 

て 共の 意 を はかる に、 復び お近づけ にならぬ 方が よろしう ございませう。」 君子と 梟雄と 其 處に淸 濁の 差 こそ あれ、 人 

を 射る 眼光の ほえ に 思 はす 首肯せ しめられる ではない か。 

彼 を 愛する こと 深き 板 倉 重 宗は餘 りに 彼の 高名と 天才に 伴 ふ 獨裁的 手腕と を 心配して、 竊に 彼に 忠吿 する 所があった。 

彼 も 亦 我 を 忘れて 調子に 乘る様 ユ^, 薄の 士 では 無かった。 偶々 明餍ニ 年獵の 途中 誤って 谷に 落ち、 右の 臂を 痛めて、 

弓 も 挽かれす， 槍を使ふにも不自由になると、(_^^れを機會に、武士の勤も最早これまでと斷然隱居を願ったo そして 强 

ひて Qf 到頭 翌年 八 「ん辭 職 を 許されて、 光 S 璧子 I 糞に 家 をず、 彼 は、 其の 領地の 寺 口村 S 退した。 彼 は 

その 村に 源 重 之の 「筑波 山 はやまし げや ましげ けれど 思 ひ 入る に はさ はら ざり けり」 の 歌 意 を 取って 泰山と 名 づけた 

蕃 山の 先生と いふ 呼びなら はしが 終に 其の 雅號 になる 樣 になった。 年 はま だ 三十 九。 彼は此 處に兩 親を迎 へて 靜 かに 

孝養 を樂 しんだ。 


註  一 ia^i^ す， の士、 は 皆自ち みて 歉然 たる ものであるが、 蕃山 も、 自己 を 語って、 武士の 勤 心の 儘ならで 後、 身 を かへ り 見れ 

^5^^"か、ら、人、を、下^、す"へ き14:ょりの士大將にもぁらず、 昨 B 今 to 品 を 超えて 上りた る 者な れぱ、 自ら 川の 額 踏 もし、 山 谷に 

、もぎ、ま、で，は^-^0、るど、きも役^^達すべ からず。 人に S ぜら るべき 德 はなし、 國 家の 用を爲 すべき ォ はなし、 たゾ 無用の 者と 覺ゅ 

ぃー，1^ゲ、て^^00 これ は 決して 彼の 心に もな い 謙遜で はな い。 眞實彼 は 心の奥底 にかう も 感じて 居た ので あらう。 こ の 反省 は 1 

ik 强大 任と 拉び存 して 敢て 俘らぬ ので ある。 

二 蕃山返 職の 原因に 就いては 諸 說紛々 たる ものが ある。 勿論 裏面の 複雜な 事情 は 察せざる を 得ぬ が、 そのうち 備藩 老臣 伊木 

中 5 腐の 言行 を錄 した 久岡 幸秀の 「橘の かをり」 の 中に 說 いて ゐ るの は 一入 異味 ある 具體， S 間 題で ある。 それ は卷 山が 潜に 光政 

公に、 諸子 世 の 法 を 改革 (今日の 相續稳 法の 樣な もの) する 爲に、 先づ 彼等 同席の 家錄を 三分の 1 に 減ずる こと を默 策した の 

が、 いっか 二-一一の 者に 洩れ 聞え て 非常な 怨み を 受け、 彼の 身邊 が危險 になった から、 光政 も 心配して 暫く 休めさせ たの. だとい ふ： 

かくて 藩 政 を 退いて から、 彼の 學 問と 人格と は 愈々 深く 且つ 自由にな つた。 やがて 萬 治 二 年 四十 一 の 年、 彼は馥 然と 幼 

馴染の京都に來て，¥叫，^^?と名のり、 コー 十六 峯の姿 もの どかな 御靈祠 畔に隱 棲した。 此の頃 彼の 學問は 次第に 哲學的 

思索と 其の 證 悟から、 進んで 宗敎的 信仰に 近づいて 行った 様に 思 ふ。 現に 彼 は 陽明學 そのもの を 透過して、 神道に 心 を 

傾け 出した。 彼. の 京都 隱棲 はこの 意味に 於て 皇典の 研究と、 それから 彼の 好める 音樂を 學ぶ爲 と、 隨 つて 多くの 風流 逸 

人に 交る ことな どが その 誘因で あつたに 相 遠 無い。 音 樂に關 して 彼 は廣ぃ 趣味と 勝れた ォとを 持って ゐた。 凡て 正し 

い 樂昔は 自然と 人生と を 貫く 「誠」 の 流露で ある こと を味識 して、 彼 は 常に 律呂に 心 耳を澄ました。 

かくて 隱模の 間に、 彼 は 琵琶 を 小 倉 大納言 實 起に、 等 を 藪 大納言 嗣 孝に 學び、 有名な 深 草の 元 政 上人 等と 心 を 傾けて 交 

はった。 桃李- H はす 下启 ら 蹊を 成す と 云 ふ瞭が あるが、 何よりも おの づ からに 人格の 風韻が 生み出す 世界 こそ、 4^ に最 
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も 尊い もので あらう。 以前 江戶に 出て 其の 材 幹が 諸侯 ゃ士 太夫 を 傾倒せ しめた 樣に、 此處 でも 亦 彼の 悠々 たる 虱 筷は月 

卿 雲 客 をして 彼と 交 はらねば 耻の樣 に 敬慕 させた。 たと へば 左大臣 一 條敎通 • 右大臣 久我廣 道 • 屮院 大納言 通 茂 • 野 宮中 

納言定 基 *淸 水 谷た：^ t 一 c 實業 • 油 小路 大 言隆貞 • 押 小路 公 起 等 いづれ も 皆 彼と 學問 風流の 交 深かった 人々 である。 

殊に 寬文ニ 年 霜月 七日、 深 草の 稱心 i« に 元 政 上人 を 訪れて、 彼 自ら 愛する 琵琶 濱庇を 彈じ小 倉 少將琴 を 調べ、 伶人 笛 を 

吹いて、 元 政 和歌 を 詠 じた 床しい 雅會 は、 ひとり 其の 時に 止まらす、 長く 心 ある 人 をして 限りなき 幽興を 催さし める.」 

或る時 彼 はまた^ 服して 笛 を 吹いて 居た。 偶. <  通 りか k つた 昔樂の 天才 安倍 飛彈守 は、 ふと 之を聽 いて 思 はす 歩み を 止 

め、 これ 決して 常人の 笛で は 無い。 何とも 言へ ぬ 性情の 粹 がその 樂 音に 發 して 居る と 感歎した とい ふ。 

然るに 幕府 はこの 尊い 虑士を 忌み 長れ た" なるほど 彼の 後いて ゐ る進步 した 經綸 は、 幕府の 利己的 中央 集隨 策に 取って 

危險 とも 考へ られ たので あらう。 そこへ 彼が 朝廷 側の 顯榮に 居る 人々 から 尊信され て は、 幕府の 爲に 忌まれざる を 得な 

い。 先づ 京都 所 司 代 牧野 親 成から 始めて 彼に 猜疑の 白眼 を 向ける 樣に爲 つた。 これに 加勢した もの は當 時の 學者 宗敎 

-;! ^等で ある。 殊に 彼の 舊主池 田 光政が 寬文六 年 大いに 宗教改革 を 行 ふと 共に、 その 有力な 黑慕 として 僧侶の 怨嫉が 彼に 

•  蛸 集した。 

其の上 彼が 漸く 漢學の 域 を 超えて 神道に 入り 宗敎的 信仰に 進む だ爲 に、 陽明學 者から さ へ樣々 な 批難 を 蒙る 樣 になつ 

た。 林 家の 弟子 達の 中になる と、 彼 を 正 雪の 续類 とし、 熊澤は 妖術 を 以て 人 を 惑 はし、 次第に 徒黨を 集めて 居る。 その 


薪る 所 も 大抵 耶蘇の 變法 であると 云った 様な あられ もない 流言 を 放つ 始末であった。 其の 實彼は 耶蘇 敎 のみに は 教育 

の 上から も反對 し、 また 日本 は 耶蘇 敎を 入れる 必耍 もない と斷 じて 居った ので ある。 山 崎 闇 齋も保 科 正 之に 彼を彈 劾し 

たと 体 へられて ゐる (蕃山 遺事 )o それば かりで は 無い。 彼 は 同じ 藤樹 門下から も嫉み 憎まれた。 一 體彼は 何事に も少 

しも こだ はらす、 直に 事物の 眞を 把握せ ねば やまぬ 達識の 士 であった から、 師藤樹 の 學に對 しても 更に 曲 奉 ゃ盲從 はし 

なかった。 師を 評しても、 「中 江 氏 は 生れ 付いて 氣 質に 君子の 風 あり。 德 業を備 へたる 所 ある 人な りき。 擧は 未熟に て 

異學の 弊 も ありき。 五 年 命 延びたら まし かば 學も至 所に 到るべき 所 ありし なり」 と 云って 居る。 誠に 偽-つぬ、 そして 眞 

に 藤樹を 理解せ る 評で ある。 藤樹は 三十 七 歳 陽 明 全書 を 得て 大悟して から、 幾何 もな く 四十 一歳で 沒く なった。 勿論 

その 學に 熟せぬ 憾み は藤樹 自身 深く 之 を 抱いて 沒 したで あらう。 若しい ま 五 年 も 長生きしたならば、 あの 器量と 努力と 

で ど u まで 到達した か實際 恐るべき ものが あらう。 又 彼 は 藤 樹に舉 んで藤 樹の學 を 守らぬ とい ふ 非難に 對 して、 「諸子 

は 極まり 有る 所を學 び、 愚 は 極まり無き 所 を學び 候。 其の 時に 大小 差違 無く 候ても * 今 は 大いにた が ひ 申すべく 候。 極 

まりた る 所 は 其 時の 議論 講明 なり.。 極まり無き 所 は 先生の 志 こ、 に 止まらす。 德業 上より 進むな り。 日 新の 學者は 今 

日 は 昨日の 非 を 知る といへ り。 愚 は 先生の 志と 德 業と を 見て、 其 時の 學を 常と せす。 其 時の 學問を 常と する 者 は 先生 

の 非 を 認めて 是 とするな り， - 先生の 志 はむな しからす。 先生 云へ る こと あり、 朱 子 後の 君子 を俟 つの 語 を 卑下の 辭と 

講 する 者 あり。 卑下に 非す、 眞實 なり」 と 云って 居るな ど、 眞に 能く 師の學 の 精髓を 得た る 者で はない か。 されば こ 

そ 彼 は 光政に 藤樹を 招聘 ささう とし、 遂に 光政 をして 正 保 四 年 參覲の 途次 小川 邑に駕 を 抂げて 藤樹を 訪れさせ、 翌年 そ 
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の沒 する に 及んで、 二人の 遣 子 や 門弟 を 藩に 迎 へさせた 程で ある。 しかも 彼の 心事と 學 問と は 却って 無理解 も 亦甚し 

い 憎惡を 以て 報いられねば ならなかった。 

彼と 朝廷との 關係 も、 ^府 にして 若し 達識な 人物が 實カを 持つ て 居たならば、 寧ろ 彼に 依つ て 大いに 朝 幕の 政治的 關係 

を舉 上から 調和し 得られた 0 である。 資際 彼の 朝廷に 對 する 考は、 政治 哲學の 上から 云っても 頗る 深い もので あつ 

て、 彼 は 日本の 天皇 は 建 國以來 超然 的 地位に 立って 一切 を 大統し 給 ふ 御 方で、 單 なる 政治的 立場に 立ち 給 ふべき もの 

で 無ハ。 もっと 超趑 的な、 即ち 政治と 被 政治と を 等しく 包容し、 包容す る ことに 於て 同時に 之 を 超越せ る絕對 的な 地位 

なので ある。 ゆ ゑに 相對 的な 政治 はこれ を 源氏に 委ねられても、 北條 氏に 託されても、 德川 氏に 任されても 好い。 政 

治 上の 事は將 軍が 其の 责に 任すべき であって、 天皇 は 一 切 Q 國家的 生命の 根源で. 御 ありな さるべき である。 隨 つて 武 

家の人が 帝位に 上らう とする のと、 天皇 をして 天下 を專 制せし めようと する のと は 共に 無 分 とい ふ 外 はない として 居 

る 0 

註 彼の 思想 を 知る に は、 その 著 集？ f 和 番同外 書 (これ は 門人の 編輯と 思 はる.) 大舉或 問が 代表的な もので.， 特に 政治 思想に 就 

いて は 外 書と 或 間と が 好い。 然し 前述の 問題に は 夜會記 四卷が 尤も 面白い。 これ は 彼の 著た る こと を 疑 ふ 者 も あるが、 必ずし 

もさう と は 限らぬ。 

是れ實 に 最も 倾聽 すべき 至言であって、 S: に 國體の 精華 を 穿って 居る 言で あり、 到底 半可通な 勤王 論者の 夢想 も 出来ぬ 

ところで ある。 彼の 意思 を 深く 用 ふることの 出来なかった 幕府 も 惜し. S ことで あるが、 いつの 代の 政治家 も 識見 淺く、 


皮相に 流れ 易 いのは 道の 爲に國 の 爲に淺 念な ことで ある。 蕃 山の 京都 隱痿 はかくて 群小の 爲に 妨げられ、 寬文七 

年 春、 八 年の 間 親しんだ 三十 六 峯ゃ川 を 後に して 芳 野の花に 隠れた。 彼 を 敬愛した 人々 は どんなに 此の 高 人の 數奇 

を 悲しんだ であらう。 然しながら 彼の 胸中 は 「靑山 もと 動かす。 白雲お のづ から 去來」 する 趣が あった。 大 いなる 人 

格は大 いなる 世界で ある こと を 俗士は 遂に 解し ない。 中 士は之 を 知る。 知って 未だ 之 を 悟らな； S 。之 を 悟って 始めて 

不惑と 云 ひ 得る であらう。 彼の 歌に、 「この 春は吉 野の 山の 山人と なりて こそ 知れ 花の 色香 を」 とい ふの が ある。 最早 

世の ささやかな 猜疑 嫉妬 や、 人の 蓮 命の 移り 變 りに 心性の 海の 波 だつ こと も 無い 靜 かに 和んだ 高 人の 觀照 がしつと りと 

浮き出て 居る。  . 

それから 間も無く 彼 は木津 川に 沿った 相 樂郡鹿 背 山に 移り 住んだ。 彼が 此處で 自然 を樂 しんで 居た 間に、 牧野 親 成 は 止 

めら れて、 蕃山を 知 を こと 深き 扳倉 重矩が 代って 所 司 代に なった。 小人の 凋落 を 痛快に 思った 彼の 友人が 早速に この 

事 を 報じて 氣 味よ きこと とした 時、 彼の 心 はも はや そんな 恩 響 を 越えて 湛然 たる ものであった。 小人の 凋落 を 見て 喜 

ぶの はや はり 女子 小人と 同じ 心で ある。 彼が 勢に 任せて あらぬ こと を 言 ひ 立て、 仇 をな したの は 彼等の 罪惡。 その 罪 

惡は 憎むべき である。 いま 彼等 は その 積悪の 報 を 受けて、 人 罪せ ざれば 天罰す る 時が 来た。 そうなる とまた がっかり 

し： 敗亡す るの は 小人の 常で、 却って 憐 まねば ならぬ。 その 衰 へに 乘 つて 憎む 樣 では 要するに 彼等と 同じ 心と いふべき 

で あら うと 彼 は 戒めて 居る。 

彼が 京都 を 去った 前年 秋 九月、 武士道 學の權 化と して 上下の 尊崇 を 極めた 處士の 泰斗 山 鹿 素行 も 亦 ー卷の 聖敎耍 錄が當 

建 入 熊 渾蕃山  1 五 


蕃山 全集 第一 份 1プ 

局の 忌諱に 解れて 赤穗に 流された。 吉人を 忌み 斥ける こと は 古今東西 權カ 政治の 必す陷 る 不祥で ある。 新 京都 所 司 代 

板 倉 重矩は 彼の 不遇と 小人の 怨嫉と を S へ、 ひそかに 彼の 心 を 汲んで、 風光 も 美しく 父母の 里に も 近い 明 石の 地を擇 

び、 *s! 主 松 平 言 之に 書 を 遣って * その 領內に 彼 を 匿いて 貰 ふこと を 頼んだ。 そこで 彼 は 寬文九 年 (五十一) 明 石の 城下 

中の 莊に 移り、 程無く 泰山 C 或は 太 山) 寺の 傍に 居 を 占め、 「拙者 世 を 遁れ、 常の 氏名 いらぬ こと 故 一 とて、 ただ 息 遊 軒 

とのみ 稱し、 備 前の 蕃 山村に 父母の 起居 を 問 ふか、 江 州 小川 村に 赴いて 先師の 墓に 詣 でた 外 は 漫に菴 を 出る こと もな 

く、 眞に琴 書 を 樂んで 優 狼 自適した。 

註 1 京都 以來音 樂に迹 ぶこと 深い 彼 は 此# でも 終 琵琶 *箏.笙* 一絃琴 を んだ e 殊に 一紘 琴 は 足利義 政が した もので、 能 

阿 彌が須 磨 寺に 宿した 際、 寺 僧から 昔の 關 の 板 庇 だとて 贈られた もの を 珍しく 思って 將 軍に 献 じたと ころが、 將軍も 大いに 悅 

んで 一絃琴に 作った の だとい ふ。  ,   

二  ^.y に 接した 人々 は 皆、 そ. の kiw 、に ^ 、せられて 彼 を^ 信した。 その 半面に W を 知らず して 何： C なく 彼 を 嫉み惡 み 或は 彼の 

f ず、 に^, す、 るぎ、 理ぎ、 や^ぎ^に^ iji^k す、 るお い 想像 以 どに 多かった らし いが、 彼 自身の 人物 も、 婦人 好 女の 樣に 見えた、 といで 

はれて 居る 程の ぎじ， ぃ麥の 中に i? たる 威厳の タ 難、 いものが あり、 tn 常 招え て 怒ったり 篤った" する 樣な こと、 の 、な、 い H 

の 中に、 S み 透った 5sf« 知の 6!、 も、 かいお^、 す i^-^^. が あり、 親子が 高くて おに 人に 許さぬ、 どちら か、 と、 い、 へ; 、な H 

であった のと、 出 鬼 進退に 殆ど、 打 、込、む、 隙" か、 な、 か、 つ、 た點 など は、 親 じむ 入に も 一 種の 畏れ を 感ぜし め、 知らね 者に は隨分 分らない 

だ^、  ka-^ 惡ぃ 人物と して 惡く謂 はれた 樣 である。 

この 隱棲中 彼に 取って 尤も 會 心の 事であった らうと 思 はれる の は、 寬文九 年の 七月 十五 日、 當時 光政 公の 命で 彼の 弟 泉 

^愛 ゃ津 m 永忠に 依って 工事 を 進められて 居った 岡 山 藩の 新學 館に 監督に 招かれ、 盛大な 釋奠の 式を擧 行した ことで あ 


る。 會 する 者國老 以下 百 六十 名、 藤樹の 筆に 成る 「至 聖文宣 王」 の 一 軸 を 中窒翕 中に 揭げ * 巳の 刻 蕃山香 案の 前に 詣り 

香 を 上って 俯伏、 衆 皆 再拜、 畢っ て 同聲に 孝經を 誦し、 その後 彼れ 神前の 慰 斗 を 撒し、 之 を 室の 中央に 置いて 戶を 閉ぢ、 

國老 以下 手づ から 之 を拜受 して 復 座し、 儒 士三宅 可 三經を 講じて 式を畢 つた。 十月 開校され ると 彼 自ら 經を 講じ、 翌 

年 正月 五日に は 彼れ 叉 歳 首 始業の 式 を 擧げ、 しばらく は 滞留して 頻に學 校に 盡瘁 して ゐ たが、 偶- - 四月 十日 母 を 失 ひ、 

喪に 服して 六月 明 石に 返った。  • 

然るに 彼が 身 を 寄せた 明 石 藩主 松 平信 之 は 延寶七 年 大和 郡 山に 封 を 移された ので、 彼 も 亦 これに 伴うて 大和に 移り 城 西 

の 矢 田 山に 居 を 定めた。 かくして 彼の 生涯 は餘 りに 早く 寂寞 無爲に 入った 樣 であるが、 然しながら 其の 心の 王國に 至つ 

て は 益々 崇高と 自由と を 加へ た。 王者 は 九 五の 位に 在り。 彼の 如き 人 はま さに 上 六に 位する 尊ぶべき 處士 であらう。 

た 5. 社會の 形勢 は 此の 處士 をして 全く 平和に 高 臥す る こと を 許さなかった。 家 光 以後 上下の 生活 は 次第に 泰平に 伴 ふ 

腐敗 gf 落 を 深めて ゆく。 延寳八 年 四 代家繼 薨去の 後 綱吉を 擁立し、 先づ 幕府 自身より 始めて 士風を 刷新しょう とした 傲 

骨 大老 堀 田 E 俊 は、 天 和 年間 竊に彼 を 出府 させて 諮問す る 所があった らしい。 けれども 贞享 元年 八月 正 俊 は 却って 恨 を 

受けて 殿中に 刺された。 岡 山 藩で も、 彼が 一代の 知己で あり 得難. S 名君であった 光政 公が 天 和 二 年 五月に 沒く なった。 

後貞享 1 一年 八月 彼が 世 嗣綱政 侯に 上った 藩 政に 關 する 陳述 を點撿 すれば、 彼の 失意と 苦衷と がま ざま ざ 窺 はれる。 それ 

に また 彼 は 此の頃 老父 一 利と 長男 繼 明と を 相 前後して 失った。 

其のう ちいつ か 貞享四 年 六十 九 の 春を迎 へ た。 松平信之はその前 ，*^年古河に轉じ.<^が後任 の本多忠平が光政 の 女婿で、 
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やはり 彼 をば 效 待した。 根 九泉に 到る 巨 樹の樣 な 彼の 學德 は、 遙 かに 綱吉將 軍の 心 を も 動かした。 大方 彼 は 堀 田 正佼の 

生前に 於て、 十で に蕃 山の 人物 を 聞いて ゐ たので あらう。 同年 八月、 松 平忠之 (信 之の 子) に 內意を 含めて、 はるばる 蕃 

U を 古 1^ こ， 招き 寄せた。 然しながら 結 Bi- はまた 思 ひも 寄らす 彼 をして 浮世の 外に さしく 光 を 冴えし めねば ならぬ こと 

になった。 

彼が 古 可て 來 ると、 恰も 幕府の 大目 付に 任ぜられた 彼の 門人 田 中 孫 十郞友 明が 手紙 を 寄越して 時務 を 問 ふた。 之に 對し 

て 彼の 與 へた 意 が 頗る 當 局の 弱點を 突いたら しい。 それ を 友 明が 程經て 老中に 報じた のが 原因で、 當 局の 間に 物議が 

起り、 友 i? は 免職、 彼 は 繋 居 を 命ぜられた (或は 彼が 秘 して 傳 へる を 欲しなかった 政策 論た る 大學或 問 一名 經濟辨 又は 

經濟拾 S を 友 明が 私に 傳 へた 爲 であると いひ， 或は 又 彼が 幕府に 上った 封 事が 忌諱に 觸れ たと も傳 へられて ゐ る。) 

蕃山 はこれ より またと 人に 向って 時務 を說 かなかった。 そしてた だ 香 烟茶味 淡 然として 日 を 過し、 庵から は 時に 琵琶の 

昔が 靜 かに 波れ、 或 時 は 床しい 笛の 昔が 庭の 松風と 調べ を 交して 居た。 浮世の 外に 澄む 月の 影 こそ 正に 此 頃の 彼の 姿で 

はなかった か。 その r 予を 方々 よりそし りこめ て、 遠方より 尋 ぬる 人に も、 近 里の 同志に も、 道德の 物語す る こと もな 

ら ざる 様になし、 他出 も 不自由なる 體に成 候 は、 外より 見て 困 1^ の 様に あるべく 候へ ども、 予が 心に は 天の 與 ふる 幸と 

覺ぇ 候。 配所の 月 罪 無くて 見ん こと あらま ほしと い へり。 世 を脫れ たる 如くなる 靜 かなる 月 は、 世に ある 人の 見 難き こ 

となり。 配所 なれば こそ 浮世の 外の 月 も 見る にて 候へ」 と 語る ところ、 何たる 心憎い 心境で あらう。 「朝に 道 を 聞きて 

な 夕に 死す とも ほひ 淺す こと は 無く 候へ ども、 &、 の、 一ね 卑をこ r ごま 見 熟し 候 は 又 幸な り。 たと ひ 命 ありと も 世に 持 囀 さ 


れ なば、 生 付 篤 |3t ならす、 聰明 を 好む 病根い よいよ 長 じて、 德を 知る こと 遠 かるべし。 困 厄して 內に 顧み、 德を 知る に 

近き は 幸甚な り」 とい ふに 至って 私 は 其の 人を拜 みたく 思 ふ。 

元祿 元年 彼が 古稀に 達した 年の 夏 八月 二十 二 曰、 生涯 彼と 1 つ 心に 默 して 一 切の 苦樂を 分って 来た 貞淑な いち子 夫人が 

五十に (或は 六) で 先立った。 彼が 臨終の 枕邊に 坐して 心靜 かに 終られよ と攝 くと， 夫人 は 答へ た。 平生の 御言 葉 を 心 

得て 居ります から 御氣遣 下さい ますな。 やがて 事切れた 時、 彼 は 能く 終った と獨 語して 神色 を 動かさなかった。 そし 

て 妻の 遗骸を 愛する 琵琶の 函に 納めて 城外の 鮭延 寺に 葬った。 

註 いち子 夫人 は 矢 部 刑 部左衛 門と いふ 入の 娘で 寛 永 十 一年 (或は 十二 年) に 姬路で 生れた ことぐ らゐ しか 分って 居らない。 蕃 

山との 間に 四 男 六 女が あった。 蕃 山に は 他に 二 女 あるが、 京都 隱棲 時代の 妾腹で も あるら しい。 女子 は 暫く 置き、 男子 は 四 人 

とも 昝 不肖で、 夭死 若しくは 零落して 終って ゐる。 これ も蕃 山の 爲 にさび しく 思 はせられ る ことで ある。 

其の後 彼 は 心 を 易に 潜めて 居た が、 やがて 元 祿四年 八月 十七 曰 七十 三年の 生涯 を卒 へて この類 稀な 哲人 も 亦悠々 として 

天地の 大 化に 歸 した。 一藩 は 敬虔の 念に 滿 ちて、 この 高士 を鮭延 寺に 葬った。 彼の His 報に 伎って、 岡 山 藩で も 藩主 自ら 

痛 悼して、 蕃 山村に 祠堂を 建てて 彼 を BP ふた。 まことに 大 いなる 人格 は大 いなる 自然で ある。 彼 を 思 ふ 毎に 私 は 山 高 

く 水 長き 大自然 を 想 ふ。 

學者 としての 彼に 就いては 世に 樣. な 議論 を 聞く。 鬥 戶を樹 つる 漢學 者の 中には 彼の 擧說が いづれ にも 忠實 でない 爲 

に、 其の 態度の 暖 昧を攻 め、 或は 學 問の 未熟 を 誹る 者が ある。 また 彼の 學說 に少 しも 新 意を發 見し た V と 云って 失望す 

, 人^ S ^春 山  一九、 
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る 者 も ある。 また 學 問の 爲 めの 畢問を 得意と する 人.^ から 彼の 赏用 主義に 對 する 批難 を も 聞く。 如何にも 彼 は 自ら 公 

言せ る 通り， 藤 樹の門 を 出ながら 決して 師說 に拘ら なかった。 其の 學問 はまた 考證的 訓詁 的 方面から 見て^ 段 深く も 無 

かった であらう。 學說 にしても、^ 段 新 意と て は 無い。 そして 修身 齊家 治國平 天下 を 以て 舉 問の 大道と 考 へた 最も 實用 

主義 的な 一 人で ある。 然しながらそう いふ 紛々 たる 攻 磐の 聲が 一 向に とどかない 雄大な 天地 を 有した 學 者で ある こと 

は 確かで ある。 否 一 度； J の 天地に 到る 時 先の 紛紛た る攻 は 殆ど 用を爲 さない ものな ので ある。 

彼のめ 問 は 徒に 概念 を 弄んだり、 知識の 屑 を 拾 ふこと と 違 ふ。 生 そのものに 徹する ことで ある。 「我」 を 通じて 造化 を 

參贊 する ことで ある。 隨 つて 物の 世界から 人格の 世界へ、 機械的 生活から 自由の 生活への 自覺 發展が 彼の 責 用の 意味 

に 外なら ない。 この 道、 この 學問は 萬古鮮 かに 永遠に 新しい 「無限」 である。 ゆ ゑに 其の 本質 も 行に 在って、 聞 見の 知 

に 在る ので は 無い。 不二の 顯を 窮め ゆく 人と、 机上に 地圖を 擴げて 漫然と 話して 居る 者と を 同日に 論す る こと は出來 

ぬ 0 

彼 は頑然 たる 物的 生活から 造化の 根抵に 沈潜し、 そこに 確乎たる 人生 を 樹立しょう として 「學に 志し」 たので ある。 彼 

の 志學は 形の 上から 見れば、 始めて 四 害 集注 を 讀んだ 一 一十一 一歳の 頃に 在らう。 然し 自覺的 立場から 厳密に 論 すれば、 蕃 

山村 隱退 即ち 三十 九の 頃から 一 辰 深刻に なって 居る と 云 はねば ならぬ。 

一 體晚學 であるが、 この 意味から いふと、 一生 學に 志さなかった、 或は 志さない 畢 者が 如何に 多い ことで あらう。 また 

其の 學の味 ひ は、 一生 學問 とか 宗教と かに 身 を 委ねながら、 物の 签 しい 概念 を摑 み、 形式に 捕 へられる より 他に 能の 無 


い 者に 取って 到底 味識 される もので はない。 大蘯 中齊が 「志」 の 解に 就いて 「心の 之くな り」 とい ふ說、 ^^ちぉ求說を 

ば 斥けて 士心說 を 取り、 志と は 欲求より 進んで 士志を 立てる ことで あると 說 いて 居る が、 全く 「之 心より 士心」 に 移る 

ところに 舉的 生活が 始まり、 かくして 「學ん で 以て 位に 居る」 のが 眞の 政治家で あ. ると 思 ふ。 之 心より 士 心に 移る こと 

は、 つまり 個人的 物欲 的 自我から-社 會的 人格 的 自我への 發展 である。 そこに 道德と 政治と が 成立つ。 道德と 政治と は 

,A  くて 同一 原理の 二様 相に 過ぎない。 本来 不二な ものである。 そして それ 等の 極致 は いづれ も 宗敎的 境地で なければ 

ならぬ。 學問も いづれ 宗教 的 境地にまで 進まねば ならぬ。 と 云って 別段 道德ゃ 政治 を 外にして 宗敎が 存在す るので は 

無い。 道德ゃ 政治に 即して 宗教が 發展 する ので ある。 是の 如き 意味に 於て、 私 は 日本 神道に 深遠な 價 値が あると 思 ふ。 

神道 は 最も 現赏 的に して 同時に 超越 的な 偉大なる 宗教で ある。 蕃 山が 學問を 始めて、 道德の 世界から 政治の 世界に 優游 

し、 思索と 體認と を 積む につれ、 非常に 神道に 傾いて 行った ことに 深い 意味 を 認めざる を 得ない。 醇乎 として 醇 なる 日 

本人 はいかなる 放浪 を經て も、 終に は 日本 精神へ 復歸 せざるを得ないの である。 

政治 も 前述の 様に 人と 心 術との 問題に 歸 する。 法令 や 制度 は 末で ある。 

司 馬 光 は 曾て 史上の 人物 を 才と德 との 二方 面から 觀 察して、 個人に 在つ て は、 才 有って 德 無き 巧 進の 徒より、 寧ろ 德有 

つて 才 なき 愚鈍 を 用 ふべき こと を 明らかにした。 けれども 政治 は 大いに 才を 要する こと は 明らかで ある。 隨 つて 危險 

も亦大 ならざる を 得ない。 そこで 蕃 山は爲 政の 根本 問 1^ として、 人 を 取る に 職と 位との 二つ を 分ち、 位 を 主と する 者に 

師呆， 諫議者 • 卿 大夫等 を 置き、 いづれ も 有德の 人格者 を 擧げ、 師保は 一般に 君德を 涵養し、 諫議者 は 君臣の 道 德的責 

_  ^  建 入 餘澤蕃 山 ，， . '-!  f.  •  '  ■  S 一一 一. , 


蕃山金 集 册 序  二 II 

任 を 論し， 卿大 夫に は 人格 的に 國民敎 養の 任に 當ら せる。 此等は II 民の 道德的 儀表た るべき 責務で あるから 「位」 を 重 

くせねば ならぬ。 それと 同時に 一 職」 を 主として 吏務 宫 (今の 事務 宫) を 置き、 ー藝 一能の 士を擧 用して 政務 0 溢 滞 を 

無から しめ、 その上に 執政 者 (宰相) を S いて、 これ も才を 主と し、 德は 識者の 政論 (昌 言) を 喜んで、 よく 是非 を 明ら 

かにし、 諫 を容れ 得る 人 を 用 ふる。 是の 如き 才を彼 は 「本 才」 と 謂って 居る。 

かくて 德に 基き 才を 仲ば す ことが 出来て、 始めて 仁政が 可能で ある。 

彼の 此の 意見 は 何時の 世に 於ても 爲政 者の 深く 慮るべき 問題で あらう。 今の 世 は愁に 文化に 爛熟して 自然に 背馳し、 人 

は 徒に 才智 藝 能の 末に 趨り、 片々 たる 器械と 化し • 復た有 德の士 、生きた 自由の 人物 を 見ぬ。 か ^ る 時 私 は蕃山 その 人 

がしみ じみ 思 はれて， 敬慕の 念の 頓に 彌增 すを覺 える ので ある。 


集義 和書 解題 

集義. ぬ 書が 蕃山 先生の 眞著 であり、 かつ 最も 價値 ある 名著で ある こと はせ 聞 周知の 事で、 今更 私が 噪々 する 必耍は 無い 

と 信す る。 然し 蕃山 先生の 著と 云 ふ 事 は 此の 本に は どこに も 書いて 無い ので ある。 其 處で蕃 山 先生の 著と 云 ふ 事から 

1 應考證 をして 置く 必要が 無いでも ない 

先づ 此の 集義， 5| 書の 版の 種類から 述べる 

初版 (十 一 行 本 • 十 一冊) 寬文 十一 一年 初秋 版 (五十 四歲) 

二 版 (十 行 本 • 十六 冊) 延寶四 年 五月 以前 版 (五十八 歳) 

三 版 (十二 行 本 • 十六 冊) 井上 先生 ノ說 一一 ョレ バニ 種類 アル 

以上の 三種 (或は 四 種) に 就いて 先 づ解說 をす る 

〇 

prJUK  、卜 1  一 了 卜 1 nt" 14- ノ本 全集 第一 冊の 上 

书版 (十一 行。 十一 冊 本) 段に 掲げた る もの 

本謦は序跋ともに，^:-し。 十 1 行に て 十 一 冊で ある。 奥 L 

寬文 十二  % 年初 秋 吉 K 

ニ條通 二王門 町 

集 一お 和 睿^ S  1 
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長 尾 平 兵 衞開刊 

と ある。 蕃山 先生 書簡集  1 三 六 頁) に 

贈 河 村 厶春書  一 

先度 御 返事に 申入^ 和書 出来^ 間 一部 十一 冊 進 之 ゆ。 かき 本の か はりに て^。 世 聞う り 本に は 出し 不 申^。 同志 中； 

へ 計 遣れ やくそく にて 本屋 預 置^。 …… 恐惶 謹言.' 九月 十二 日。 蕃山了 介繼。 河 村 <1 春樣人 御中  .ー 

勘 是 和書 初刊ノ 時ノ 書簡 ナリ  一 

と あり。 此の 書簡 を 井上 先生 は 其 當時 まだ 初版 本が 出現して ゐす、 從 つて 寬文 十二 年の 初秋 刊行の 事 も 知れて ゐなか 一 

つたから、 年 を 定め かねられ たが、 年 は 其の 刊行 年の 寬文 十一 一年と 定めて よいと 思 ふ。 此の 書狀に 云へ る 如く 一部 十一 一 

册 である。 和書が 出来て 到来 早々 に 本と 共に 送られた 書簡で あらう。 「世 問う り 本に は 出 し不 申^」 と あり。 「同志 中 

へ 計 遣れ やくそく にて 本屋 預 置^」 と ある、 先生 自费 出版の やうな 形と 見える。 此時 先生 は 明 石に 移られてから 四 年 

目で ある。 此の 初 刊本は 極めて 稀で ある。 先年 池 田家で 私が 初刊 本なる 事を發 a- したの が 最初で あつたと 思 ふ。 其の 一 

後 私 も 一本 を 得た。 是れは 「酒 折宮」 の 蔵書 印が あり、 梅 隱竹村 氏が 奉納した 事が 毎卷々 頭に 墨 記せられ てゐ る。 內容ー 

は 書簡 一 —— 五、 義論六 11 十一で あるが、 書簡 五の 終に 「心 法圖 解」 が 添って ねる。 始物解 は 無い。 內容は 犬に 二 版 一 

本と は 相違して ゐる。 一 一版 本 出版の 際に 削除せられ たもの が 甚だ 多い。 而 して 其の 加除せられ たも はすべ て 外 書に 編入 

一 

せられて ゐ るが、 た 六 二番 (1 1〇 頁) の 一條の みは 見 當らぬ やうで ある。 但 文章 は 加除が ある。 (是 等の 出入の * 一 


は卷 末に 添へ た對照 表で 見ら るれば 分明す る) 卷第 十三、 義論之 六より は 全く 二 版本の 時の 新增 加で ある。 又 和書 二 版 

本と 外 書と は 同じの は 無い 害で あるが 重複せ るが ある 事 も 表で 明かで ある 

〇  ， 

W1, -5  -hfk.  1-」 ヽ&ン 本 全集 第 ー册 の 下の 

第二 版 (十 行 本 • 十 ナ册) 段に 載せた る もの 

此の 書 又序跋 なく、 かつ 刊行 年月 もな く、 書肆の 名もない。 つまり さる 方面の 記事 は 少しもない 本で ある。 二 版た る 事 

もた M 推察す るに 過ぎない。 蕃山 先生 書簡集 (八 七 頁) に 

贈 國枝平 介 書 延畜年 五月 

(〇 前略)  -  A 

一 ひつば くに 付 道學の 事い よくす たれ^よ し。 左樣 たるべく^。 和書 御らん^ よし。 さいぜんの 板 本よ ほどな をり 

申 ^0  y  、上に 四 五 冊 もた し 出来^。 存^ 町人 自分の 力に て 板 行いた し 志の 方へ 計 可 遺よ し 申^ 

勘 書簡 十八 一一 ョ レバ 初版 ハ 十一 卷 ナリ。 再版 ノ時之 一一 五卷ヲ 加へ テ今 ノ如ク 十六 卷 トセ シナル ベ シ 

此の 狀 によれば 延资四 年 (五十八 歳) 五月 以前に 再版 本が 出で し 事 は 云 ふまで もない。 處で 問題になる の は 「贈 北 小路 

石晃 書延賓 一一 一年 十月」 (八 二 頁) である。 

^々筆 あしく 本 がらす ぐれす： &閒 かきな 3j し 度 事との 義、 れも內 々左樣 に 存^へ ども 何 ほど 正しく かき、 ぎんみ 

； てもう つし ゆ 者の 得が たきに かき 申^ 故 叉々 あやまり 出来 申^。 皆. - はな をされ キ^ 故 大分かん にん 仕事に 

集義 和書 t; 題  一一 一 


上方にてか、せ^はば本がらはょく.^ はんや。 文字は今ょりもぁゃまり可申^0 しかれば 其 ま  >- を こさせ；^ 

方 ましに て 御ざ^。 筆の あしきと 本 がらの よからぬ はかん にん 可 仕：^。  二三 年 通 i: は 又々 氣に 入. Gffi 敷； S へど 

も 先 志 有 之 人々 の受用 をた すけ 可 申た めに： 今 とても 十分に は不存 ゆ。 十分よ くと 存： S は 一生す み 申 間 敷 ゆ。 

何事 も 六 七 分に てかん にんよ く 御 ざ ゆ。 以 h 

勘 集 義 和書 一一 ハ三版 ァリ。 初版 ノ板 行ノ  了 介 時代 ナル 事ハ i 簡 十八 ヲ見テ 知ルべ シ。 此 書簡 及次ノ 書簡 一一 云 へ 

ル ハ 第一 一版 -I テ北 小路 俊 光 日記 资永七 年 六月 1 一十 一日 ノ條ー I 

1 兩日 以前 中 根 流 謙より 市 介使狀 來集義 和書 直し 本 かりに 來。 合 絨六册 かし 遣。 是は板 行に 成ゅ寫 本に 成 ゆ 故 

書 入 直しの を 借 度との 事に て 遣。 三輪 善 蔵本 やへ 入魂 ：5 て かし 被 申 由に 承！ S 也 〇 右 之 本に て は 板 行の 用に 不 

立 ゆと て 六 冊 共返辨 

トイ ヒ又正 德四年 九月 六日 ノ條 -I 

本 や 野 田 彌兵衞 より 集義 和書 合冊 七 冊 手代に 持せ 越。 代 十六 匁 五分 

トイ へ ル ハ 第三 版 ナリ。 而シテ 世-一流 布 セル 本即 

此集義 和書 は 前に 板 行 ありて 世 聞に 流布す とい へど も 印 板 田 舍に有 之 故 今 又 洛陽之 書肆に おひて 古 板の ごと 

く 重ねて ゑり おこな へ る ものな り 

トイ フ序 ァリ テ卷第 十六 ノ 終-; 帝都 « 肆三條 通 烏 丸 東 へ 入る 町 森 島吉 兵衛ト アル 本 ハ右ノ 三版ノ 外 一一 テ 古版 (第 


三 版) ノ摸版 ナリ。 初版 及第 ニ版ハ 未見 ズ。 第三 版ハ 卷數內 容全ク 流布本 一一 同 ジク其 異ナル ハ 題簽 ノミ。 而 シテ： 

其 顆簽ハ 左 一一 示ス ガ如ク -1 テ余ノ 鑑定 一一 ョ レバ 先生 ノ 自筆 ナリ  j 

(〇 n レハ卷 頭-一 揭ゲ タル 寫眞 ノ題藥 第一-一一 -I ァ タル) 一 

 1  1  1  1  一 

〇 刊本 ノ集義 和書 一一 ハ集 義ノ  二字 ヲ除 カズ。 此 書簡 一一 云へ ル所ト 異ナリ 〇 此 書簡 ハ 息游軒 ト署シ タ レ バ 延寶三 一 

年ノ春 ヨリ 後 ノ者ナ ラザル ベ カラ ズ。 然モ次 ノ贈國 枝 平 介 書 ヨリ 前ノ者 ナルコ ト明ナ レバ 延寶 三年 十月 ノ 書簡 一 

ト 斷定ス 〇 此石州 ハ即北 小路 石 見 俊 光一 一 テ 先生 ノ 高弟 ナリ  . 一 

と ある。 此 書簡に 云へ る は 第二 版の 事と 井上 先生の 考證も あり、 然思 はる V が、 「筆 あしく、 本 がらよ からぬ」 が 誤 を 一 

生す るから 其の ま、 おこさせる 方が まし だと 云って あるが、 「筆 あしく、 本 がら あしき」 はむしろ 第二 版に て 第一 は 本 一 

がら も 筆 もよ いと 思 はれる が、 其 は 主觀の 問題で、 今 私が 見て きめた 處で 何にもなら ぬが、 其の ま- ^おこす がまし だと 一 

IK ふ點が 問題になる。 第二 版本 を 見て、 書き直して はと 北 小路 石 見 等が 云った もので は あるまい か。 其の ま、 彫らせ; 

た 方が よいと 云 はる、 に、 第一 一版 は 初版 を大 改革 を ほどこして ねる 事で ある。 然 らば 此北 小路の 云 へ る は、 第一 一版が 出 一 

来て 本 がらが よくない 處と， 田舍に 版が 有る を 不便と して 京の 本屋が 改めて 良い 本 を 出さう と 云 ひ 出した かな どして ffii 

來 た問题 では あるまい か。 然ら すば 「其の ま、 版に おこさす 方が まし だ」 と蕃山 先生が 云 はれた のが 解せられ ぬ。 現に： 

初版 を 犬 改革した 本が 出来て ゐ るし、 蕃山 先生 も 贈 國枝平 介 書 V 延寶四 年 五月) に 「さいぜんの 板 本よ ほどな をり 申 ゆ。； 
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其 上に 四 五 冊 もた し 出来！ s」 と あるから 迷 はざる を 得ぬ * 延寶 三年 十月 廿 二日に 此 書簡が 發 せられ、 同 四 年 E 月に 十 

六 冊の 本が さう 早く 出来 やうと は 思 はれぬ。 貞享 三年の 俊 光 曰 記に 和書 改正 增 補の 事が 見えて ゐる。 度々 改正 有 之 も 

如何、 云々。 今迄の 通に て 置 ゆて 可然、 云々 と ある。 此の 前後の 手簡で は あるまい か 0 又 新 村 博士が 「熊 澤蕃 山と 吉利 

支 丹 禁制」 (陽 明學 研究所 載〕 に 

集義 和書の 編輯 及び 刊行 年代 は 不明で あるが、 蓋し 寬文年 聞の 後期、 即ち 蕃 山の 五十 前後の 著述で あらう と 思 ふ。 北 

小路俊光={:§抄に延{^!-四年〈五十八) 集 義和窨 改版の 企の あった 事が 見え、 その 再刊 本に は 十一 年の 後 貞享四 年 (六 

十九) に 至って、 南部 草！ t の が ある 云々 

と兑 えて ゐる。 南部 草骞の 序文の 有る 本 は 私 はま だ 見る 事が 出来ない から、 十 行 本 か、 十二 行 本 か は 不明で あるが、 前 

にか V げた 贈^ 枝 平 介 書 (延資 四 年 五月) に 十六 册 本が 出来た 事が 云って 有る から、 南部 草壽が 貞享四 年に 序 を 添へ て 

ゐる とすれば、 二 版本の 後 刷に 加へ たか、 第三 版に 加へ たかで あらう。 貞享二 年の 書目に は集義 和書 十六 册の 事が 出て 

ゐる。 是れは 南部 草 毒の 序より 前に 十六 冊 本の 資本が 有った わけで ある。 佤し此 貞享ニ 年の 書目に 見えた 本が 十 行 本 

か、 十二 行 本 か 不明な のは续 念で ある 

〇 

SMIi^^ 邊 is 十六 册、 十五 册 (五 • 

穿 ニー^ ネ 六合 册) 五册 との 111 種 ある 

今せ に 流布して ゐる 十一 一行 本で あるが、 蕃山 先生 書簡集 (八 三 頁) に 


0 集^^和書-ー ハ三版ァリ。 云*  (前に全文を揭げたり) 

と 云 はれた。 其の 我が 師の考 證に對 する 疑問 も 前に 云って 置いた。 第三 版 は 序文に よれば 二種 類 ある 害で ある。 「古 板 

の ごとく」 と 云って あるの を、 內容が 「古 板と ひとしい」 の 意と 見す に、 形まで 同じく と 云 ふ 意で ありと すれば、 第二 

版の 十 行 本と 今の 流布 十二 行 本と は 云 ふまで もな く 別な 形で あるから 「古 板」 と 云へ る を 第二 板 を 直に 指して 云った と 

は 見られぬ 事と なる。 十 行 本の 次に 十二 行の 田舍 版が 有り、 其 を 元と して 流布の 本が 出来た とせねば ならぬ。 とにかく 

書簡 五 は 年代が 少し 下る のか も 知れぬ 0 新 村 博士の 南部 草壽の 序の ある 本、 貞享四 年の が 或は 第三 版で 十二 行 本で、 其 

本の 重刻が 流布本 かも 知れぬ。 而 して 題簽の 問題で あるが、 題簽 は寫眞 版に して 卷 首に 載せて 置いた が、 初版と 二 版と 

は 全く 相 遠す るから 一 見 まが はぬ が、 第二 版の は 井上 先生の 云 はる、 蕃山 先生 自筆の 分で あるが、 此の 題簽 は 二 版 (十 

行 本) と 十一 一行 本と は ほとんど 同 物と 見える が、 これ は 一 一版 本に よって 同じ やうに 刻した と 見えて 微細の 處を實 物に 就 

いて 檢す るに 少しの 差異が あり、 書簡集の 寫眞の は 十二 行 本に て 現に 世間に よく 見かける のと 同じい。 其から 全く 別 

種の^ 簽の 流布本が 有る が、 本文の 版 は 同 一 である。 其處で 南部 草壽の 序の ある 本と、 「此 集義 和書 は」 云 々 の 序の あ 

る 本と 總てを 一 所に 置、 いて 見ねば 確 論 は 出来ぬ。 正宗 文庫に も 十二 行 本 も 三種 あり、 題簽 は 一 一種 は蕃山 先生 自筆の 摸 

刻で あり、 一種 は 相 遠して ゐる 分で あるが、 何分 題簽 等で は 決定 は 出来ぬ。 つまる 處 

南部 草 募の 序の 有る 本 は 何 行 本 か、 是れが 十二 行 本の 古版 か、 其と も 十 行の 後 刷 か。 其が 十二 行なら ば 京都 本の 序に 

云 ふ 古版 は 其 を 指せるな り。 はたして 然 らば 集 義 和書 は 世に 四 種の 版が ある 事と なる 

集義和書^^題  セ  、 


以上の 問題が 今日 直ちに 解決が つかない 

此の 第三 版 は、 い つ Q 出版 か 明らかで ない が、 外 書 は奥附 は^ 永 六 年 己 丑 五月と あるが 序に は^ 永 庚 寅 初夏 下旬と ある。 

庚 寅 は 七 年で ある， 或はい よ/、 世に出た の は 七 年初 夏 かと 思 はれる。 俊 光 日記 抄寶永 七 年 六月 二十 一日の 條に 和書 

直し 本 かりに 來 云々。 三輪 善藏本 やへ 入魂 候て 云々 など ある は 和書 改版の 事と 思 はれる。 外 書が 出来て、 引接き 和書 を 

京都で 外蒈と 同じ やうな 形. で 出版した ものと 考 へられる から、 和書の 京都 版 は 寶永七 年 以後 あまり 遠らぬ ほどに 出来し 

たかと 思 はれる。 正 德四年 九月 六日の 俊 光 日記 抄には 本屋 野 田 彌兵衞 より 和書 合冊 七册 手代に 持せ 越。 代.. H ハ匁 五分 

と ある は 或は 此時 出来した のか 

〇 

此の 集義 和書が 蕃 山の 真 著た る 事 は、 贈 北 小路 石 見 書 (書翰 集 八 二 頁) 

鄉 右衛門. 和書 之 中 思 召より 申來； 5。 集義は 全部の 時の 名號 にて ゆ。 …… 心 友、 學友、 朋友 は 皆 ゆへ 御座れ 

と 云 ひ， 贈 國枝平 介 書に (八 六 頁) 

和書 御らん！ S よし。 さいぜんの 板 本よ ほどな をり 申： §。 其 上に 四五册 もた し 出來ゅ 

と 云 ひ、 贈 河 村 △ 春 書 ( 一 三 六 頁) に 

先度 御 返事に 申入： § 和書 出 來！ S 間 一 部 十 一 冊 進 之： § 

と 云 ひ、 又 北 小路 俊 光 日記 抄、 元 祿四年 八月 十六 日の 條に 


息 遊 軒 自筆 和書の 內五枚 仲 一二 以 丈より 給。 軸 表紙 卷 物に 申 付、 今日 出来 

とまで 出て ゐ るから 疑 ふの 餘地は 無い と 私 は 信じて ゐる。 我が 師も 蕃山考 (四 六 頁) に 贈 國枝平 介 書 を 引いて、 「集義 

和替ハ此書ーー依リテ先生廣正ノ著^^,タルノ鐵案ヲ下セリ」と云はれてゐる。 井上哲次郎、 蟹 江 義丸氏 共編の 「日本 倫理 

彙編」 卷之 一 (陽 明學 派の 部 上) の 序 說には 

…… 伊東 潜 龍の 餘姚 學苑に 玉手箱 を 引きて 曰く 

彼 (0 蕃山) が 鬥人岡 島 可 祐集義 和書、 同 外 書、 儒生 雜記等 を あら はし、 熊澤が 意志 を しらせ 侍る 

是に 由り て 之 を觀れ ば、 集義 和書、 集義外 書は蕃 山の 著書に して 岡 島 氏の 編纂に 係る を 知るべき なり 

と ある。 此の 記事に よると 見えて、 友朋 堂 文庫本の 解 說には 「門人 岡 嶋可祐 の纂錄 する 所」 と 云 ひ、 藤樹 先生 全集 第三 

册、 卷之ー 一十 一 (補遺) 六 頁 (通 頁 六 一 三 頁) に 

蕃 山の 門人 岡 島 可祐が 後に 和書 を緩輯 する 際 云 々 

と 云って、 集義 和書 を 岡 島可祐 が編篆 として ゐ る。 後に と 云 ふ詞は 私に は 解す る 事が 出来ない が、 玉手箱と 云. ふ 本 も、 

餘姚畢 苑と云 ふ 本 も 私 は 見ない から 此の 本が どれ 程 信 をお いてよ い 本 か 知らぬ が， 私 は蕃山 先生の 自 から 著 はされ た 本 

と 信す る。 初版 本が 寬文 十二 年 (先生 五十 四 歳) に 版に なり、 第二 版が 延寶四 年 五月 以前に 版に なり、 先生の 書翰に 前 

揭の ごとく 「和書 £ 來外閒 一部 十一 册進 之： s」 と 云 ひ。 又 「和書 御らん ゆよ し * さ y せんの 板 本よ ほどな をり 申れ。 其 

上に 四五册 もた し 出来 ゆ」 と 云 ひ、 「集義 は 全部の 時の 名號 にて w。 全部 出来 W へば 七 八十 冊に W へ ども 茂早氣 力う す 

集義 和書 解題  -.  九 
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く 成" 間 調 申 聞 敷 ゆ。」 と 云へ るより 考 ふれば 先生の 自著と 定めて 誤 はない と 信す る。 外 書 以下 は 他人が 編輯した ので 

も あらう。 友朋 堂 文庫本の 解題な どの 如く 「岡 島可祐 が募錄 する 所」 など. - 決定的な 言葉 を 用 ねらる、 のは考 もので あ 

る。 かりに 其 常時 岡 島 可 祐が編 * したと 云 ふ 事が 傳 はって ねたと すれば、 其 は 名義人 か、 或は 出版 出資者 位の 處 である 

と考 ふるので ある。 かりに 百 歩 も 千 歩も鑲 つて 岡 鳥 可 祐が編 基した とした 處で、 先生 (當時 五十 四) 自身が 一 々見られ 

た 事 はもと より、 第二 版の 時 (五十八 歲 以前) に 十分なる 削除 もして わられる。 此の 著の 責任 は 岡 島 可 祐が負 ふべき で 

はない ゥ したがって 先生の 自著と 云って、 又然 信じて 先生 を 評論して 寸毫 もさし つかへ はない。 猶 先生 自著と 云って よ 

い 理由の 一 に、 二 版本 十二 卷の 最終に 

一心 友 問、 和書の 前言 多くけ づ りすて 給へ り。 五三 年 過な ば 又け づり度 思 ひ 給 ふ 章 有べき か 云、 淺 る.； I 单今も 半 

は 心に みたす。 しかれ ども 人に より 迷 ひ をと くべき こと あれば けづら す。 後世の そしり は 眼前に 見 ゆれ ども、 今の 

人の 迷 ひ をと くべき 事 は 今日の 天職な り。 時文 明の 運に 當て 人心の 閤昧を ひらく は 少し 天恩に 報す るな り。 是を以 

てよ の そしり を か へ りみ す 

と 云って ゐられ る。 自著た るの 责任は 確かに 持って ゐられ るで はない か 

因に 云。 小島 天 樂と云 ふ 人の 寓居 雑記と 云 ふ 本が ある。 此の 人は津 山の 藩士で 文政 六 年に 岡 山中 之 町の 萬 波 甚太郞 

〈醒 i^) の 家に 寄寓 中に した、 めた 隨 筆で 河 本 一 夫君が 發 見せられた 本で ある。 其 中に  . 

森 川 助 右 衞鬥と 云 ふ もの 土蔵の 腰板 をはづ したりし に 櫻の 木の いと 美 はしき 板な り。 其の 裡を 見. 5. ば^ 澤了 介の 


著述 集義 和書の 板木な りき。 萬 波 甚太郞 は 此の 板 を 以て 書齋の 額に 製した るな り C 意 ふに 集義 和書 は 了 介意に 滿 

たざる 所 ありて 此は 仕た るな らん か 

と 云 ふ 事が 出て ねる。 岡 山 市の 森 川 氏と 書いて 無 いから 確かにと は 云へ ぬが 多分 岡 山 市での 事で あらう ゥ 意に 滿た 

ざる 所 ありと 云 へ る は 推量 なれば 何とも 云 へ ぬが、 蕃山 先生 自身が 心に 滿 たぬ 由 を 1 1 版本で 云って ゐられ る 通りで あ 

り、 第一 版 は 文章 も條項 も大に 改められて ゐ るから、 事 實上然 云っても よいが、 京都に 版木が あつたと すれば、 其れ 

を 岡 山へ 下す がない やうな 氣も する。 (初版 本 も 先生 岡 山で Q 出版で なく 明 石に わられた 時で ある 事 は 前述の通り 

である。) しかし 岡 島 可祐が 出版 出資者で でも 有った のなら ば、 或は 岡 山の 方へ 版木 を 引取って 置いた かも 知れぬ。 初 

版 は 出版 直後 直ちに 改訂に か、 られ たと 見える から、 此の 本 は あまり 世に 流布 はせ なかった" 否、 させられなかった 

のかと 考 へられる。 自然 板木 は廢棄 した かも 知れぬ 

岡^;8可祐の事は俊光日記抄、 元祿 十三 年 十月の 二十日に 「岡 島 可 祐片浦 一流 事 夕方 干 かます 十 枚 持參、 久々 にて 來、 

備前舉 校に 居、 去年より 大 坂に 療治に て 居候 由」 勘、 岡 島 可祐ハ 美作ノ 人。 と あるが 未だ 其 詳傳を 知らぬ 

〇 

本書 改訂の 事、 初版 は 二 版の 時大 改訂が ほどこされた 事 は 前に も 云った。 又 其に 對 する 先生の 考がニ 版本 和書に 出て 

ゐる事 も 前に 云った。 俊 光 日記 抄貞享 三年 四月 廿 八日の 條に 

廿八 日晴。 中院 公、 淸水谷 公へ 寄、 眞靜 にて 三以に 出合 0 押 小路 公へ 同道" 中 公に も 御 出0 和書 改正 幷樂 論、 水 土 之 
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解 入 候て 可 有 板 行 之 由に 付 各 相談。 度.^改正有之も如何、右兩册追加板行も時節不宜間先延引、今迄の通にて置^て 

可然、 以來隱 者 百年の 後 は 筆 作 之 書物 共同 志 中 寄 合 候て 成 共 板 行 可然、 先 只今 は 無用と 中 公 初 被 申に 付 其 通隱者 へ も 

申 參害也 

勘 和書 改版 ノ事 ハ延 IS 四 年-一息 游ガ國 枝 平 介 一一 贈 リシ 書-一見 ヱ タリ。 ータ ビ版ヲ 改メシ 後、 樂論、 水 土解ヲ 加へ 

ナ. トシ テ更 II 版ヲ改 ヌム トセ シナリ C 桀論 ハ即雅 樂解ノ 事-一 ャ。 雅樂解 ト水土 解 トハ外 書 一一 入リ タリ 

と 出て ゐる。 是れは 第二 版 十 行 本 を 改正 せんとせられ たので ある。 此年 は^ 生 六十 八歲、 古河に 移らる、 前年で ある." 

京都の 鬥 人達へ 先生が 改正 及び 增 補の 意 を 漏らされ たので あらう。 先生 は 初版から 四 五 年の 聞に も 相當の 改訂 をして 

二 版を發 行せられ てゐ て、 二 版 中に も旣に 削りた く 思 ふ 節が ある 事 は 述べて ゐられ る 位で ある。 貞享四 年 十二月 十五 

日の 俊 光 日記 抄に 

集義 書簡 義論 改正 之 所三以 玄友兩 筆に て 書 入給幷 一 冊 一一 ー以 自筆 被惠 

勘 玄友ハ 磯山 玄叉 ナルべ シ 

と 見えて ゐる。 此の 改正がん マ 私が 本 全集 を 刊行す るに 用ゐた 和書 改訂の 書 入 本の 原本 かと 思 はれる。 書簡と 義論 とに は 

こ、 かしこ 書 入れ あり、 心 法 il 解に は 一 ケ處 しか 無い が始物 解に はかなり 書 入が 有って 日記 抄の 記事と 全く は 合 はぬ。 

此本 はもと 川田剛 氏の 舊 蔵本で 有って 朱書に て 改訂が 加 へられて ゐる。 奥 書 も 何も 無い から 傳來は 知る 事が 出来ない 

が、 著者が 改訂せ る 事 は 其 直し 方で 推知す るに かたくな 5  (尤此 蒈入は 著者 蕃山 先生の 自筆で は 無い と 井上 先生が 鑑定 


せられた) 

〇 

し法圖 解が 藤樹の 著で 有る として、 昭和 十五 年 版の 藤樹 先生 全集に 牧 めら れた。 藤樹 全集 編纂 者の 加 藤 盛 一氏 は 

集 義外書 こそ 蕃 山の 眞 著の みと 限らす、 和書に 至って は 正眞の もの、 如く 一般に 認めら る" が 如し。 然るに 和書 其 

の 物に 此の 如き 編 暴 上の 粗漏 あり。 蕃山 研究者 果して 此の 說 あり や 

と 云 は ゐる。 私 は蕃山 研究者と 云 ふ 程の 自信 も 無い し、 何れ 世 聞の 蕃山 研究者から 種々 の考證 どもが 發 表せられ 

るの を 待つ ものであるが、 編纂 上の 粗漏と は 思 はぬ。 集義 和書に 岡 島 可祐が 誤って 心 法 圖解を 編入した もので ない 事 

は、 前に 述べた 通り 蕃山 先生 生前に 自ら 二度 も 版に して、 先生 自身が 初版 も 見、 二 版 も 見て ねられる ので あるから、 心 

法圖 解が 藤 樹の眞 著であった とした 處で、 其 は蕃山 先生が 何等かの 考が 有って 編入せられ たもので あって、 かりに 岡 島 

可 1<S が 編 棊しヒ とした 處で、 其 責任 は蕃山 先生に あって 岡 島 可祐に はない 害で ある。 私 は 和書 を 岡 島 可祐の 編纂と 認 

むる 事 を も 否と する 方で あるが、 心法圖 解が 編纂 上の 粗漏より 混入せ る ものと も 思 はぬ。 しかし 私 は 又 澤太助 氏の 卷 

を も 見た のでない から 義論 をす る 根據も 無い が、 志 村 氏 編纂の 全書に 入って ねる とか、 入って ゐぬ とか は 問題で ない 

が、 藤 樹眞筆 本に 藤樹 著と 同筆に て 有る か 無い か は 重大な 問題で ある。 同筆で 藤樹 著と 無い 限り、 其が 藤樹の 書で あつ 

て も 直ちに 藤樹の 著と は斷定 出来ない。 殊に 藤 樹と蕃 山 先生と は 其 筆蹟 は 或る時 代の もの は 酷似せ りとの 事で あるか 

ら、 今日 其 を 分つ 事 は 難事で あらう。 又 其の 當時 (即ち 和書 初版 本の 出で し寬文 十二 年) に は 藤 構 門人の 生存者 も 多い 

集義 和書 解題  一 一一 一 
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事で 有らう し、 藤樹の 長男 も 二 男 も、 三男 も 岡 山に 来て 仕へ てゐた 事で， 若くて 死んだ 人 も あるが、 其 頃 生存して ゐた 

人 も 有る 普で ある。 蕃山 先生が 何の ことわり も 無く 藤 樹の著 を 其の 著述の 內へ 編入す べしと は 常識で は 思 はれない。 又 

西川季 格が 集義 和書 顯非 に、 さる 事 あらば 第 一番に 非難すべき 事と 思 ふが、 季格は 心 法 圇解を 非難して ゐ るが、 藤樹の 

著と は 思 はす、 蕃山 先生の 著と 信じて 批評 をして ゐる やう だ。 又季 格が 知らな か， つたと した 處で、 藤樹 門下の 誰か は 知 

つて ゐて 注意す るか、 何とか 其 旨 を 明かに すべきで あらう と 思 はれる。 殊に 池 田 光政が 自筆に て寫 して ゐる 「天命 性 

道」 と 云 ふ 書 (此の 書名 は 便宜上の 假名で あるが、 今 之に 從ふ) 天命、 性 道、 虚見、 凡夫， 聖學 などの 圔 解は蕃 山の 心 

法圖醉 に^だ 類似して ねる。 而 して SI." 舉の圖 及 解の 文 は 儒生 雑記に 出て ゐ ると 同じい。 而し てこれ は 熊 二の 所 說と記 

されて ゐる。 熊 二 は 即ち 熊 澤ニ郞 八伯繼 の略稱 である。 然れ ば蕃山 先生 は自說 として 光政に 御覽に 入れた か、 光政が 蕃 

山 先生の 書かれた もの を御覽 になって 手記せられ たかで 有らう。 此 「天命 性 道」 中には 「五 性分 釋^」 など、 先生と し 

て採錄 せられて ゐる。 先： iti と は 云 ふまで もな く 中江與 右衛門 惟 命 即ち 藤樹 を尊稱 せられた ので ある。 斯の 如く 藤樹の 

を も採錄 して ゐられ るので ある。 主君 光政に 蕃山 先生が 著と 認ら れてゐ ると 云 ふ 事 は (先生が 御覽に 入れた か、 光政が 

見られた か、 聞かれた かは^と して) 心法圖 解は蕃 山の 眞著 たる 證據に はなり はすまい か。 まさか 蕃山 先生が 師の說 を 

自說の 如くよ そ ほって 主君 を あざむく と 云 ふ 事の 如き 事が 有らう と は 我々 に は 想像 も 出来ない" 尤も 光政が いつ 頃此 

抄錄 をせられ たかと 云 ふ 事 は 私 はま だき はめて ゐ ないから、 光政の 卒した の は 天 和 元年で 集義 和書 は 初版 も 二 版 も 出来 

てゐた 時で は あるから、 出版 後の 抄錄 であると 云 ふ 事に なれば、 此事は 無用の 事になる かも 知れない が、 光政 は 蕃山先 


生より 十 歳の 年上で あり、 集義 和書の 初版の 出 來た寬 文 十二 年 は旣に 六十 四 歳の かなり 老齢で あるから、 多分 其より は 

先の 抄錄 であらう と 思 はれる (本書に 熊 二と 有る 上から 云へば 蕃山了 介 以前。 即ち 明 暦 三年までの 稱、 岩 八の 略 稱がぁ 

るが 是れは 寬文五 年に 岩 田 仲 愛 (即ち 蕃山 先生の 弟 泉 八 右衛門 仲 愛) は 養子 七 郞兵衞 に 二百 石 を分與 して 自ら は 泉 氏に 

復 した。 されば 此 光政の 「天命 性 道 J は 少なくも 寬文五 年 以前の 採錄 だと 一 應は云 ひ 得る。 然し 殿 さまで あるから、 昔 

ながらの を 書いた の だと 云 ふ 人がない とも 限らぬ。 とにかく 常識的な 推量で、 もっと 若い 折の 光政の 採錄の やうな 氣が 

する。 つまり 集義 和書 開 板より はよ ほど 前の ものと 大ざっぱ では あるが 考へ るので ある) 

以ヒ ひ 法圖 解は蕃 山の 著で 藤樹 ので は あるまい と 思 はれる 事に 就て 思 ひ 付いた 點を 述べ たので あるが、 かりに 藤 横の 

說を 載せられた とするならば、 蕃山 先生 は 此說が 世 道 人心に 有益なる ものと 認められて、 一人 にても 廣く、 多く、 知ら 

しめられたかった と考 へて 見ても 何等 彼れ 是れ 騒ぐ にも あたらない。 集義 和書 其 書が 誰の 著と も 書いて 無い 位に、 先生 

として は賫 名の 爲の 著述で も、 利益 を 得る 爲の 著述で もない。 世人 を敎 育し 世 を 救 ふ 以外に は 何にも 無い ので ある 

師藤樹 の說が 世に 廣 まって 世 を 益 すれば、 其 は 即ち 日本 國の爲 で、 師も滿 足で あらう し、 蕃山 先生 も滿 足で あらう。 私 

は 心 法^ 解 は蕃山 先生の 眞著 として 疑 はない が、 どちらの 著と しても 此の 心法圖 解の 人心に 及ぼす 力 は 同じで あったら 

うと ふ。 今日で は 其々 の 人の 立場 上 、顧の 頭 も 信心から と 云 ふ 諺の 如く. 受用 者の 氣 分で 影響の 差 は あるか も 知れな 

。。古人 は 師の說 を 其の ま、 何の ことわり もな く 引いた 人 も 多い。 私 は 思 ふ。 藤樹 全書に 蕃山 先生の 著の 神道 大義が 

混入して ゐた 事が ある。 其 說が藤 樹の說 と 合 はない のなら ば、 藤樹 研究と して は大に 困る.。 藤樹 といへ ども 犬に 迷惑す 
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る わけで ある。 しかし 本人が 生前に (よしや 他人が 編輯した とした 處で) 兒て 何等 さしつ かへ の 無い 說で 有る と 思った 

^^^らば、其の事が國家に役立たば其でもょぃのではぁるまぃか。 殊に 私の 不思議に 思 ふの は 某氏な どが， 蕃山は 薛樹の 

文 を剽竊 せりな ど 論す る 事で ある。 蕃山 先生の 著書 を精讀 して 其の 心 を 汲み 得た としたら ば、 斯 かる 言葉 は 出まい と 思 

ふ。 蕃山 先生 は、 旣に 引用せ る 和書 十一 一 卷の 最終の 「和書の 前言 多くけ づ りすて 給へ り 云々」 の 如き 心 持で 先生の 著述 

は 出来て ゐ るので ある。 私 ども ヒ 先生の 徒らに 聖ん ぶらないで、 閱眛 なる 者 を敎へ 導く と いふ 事 を 天恩に 報す ると せら 

れた 敬虔なる 態度に 甚深 たる 感謝 を惜 まない ので ある 

又蕃山 先生 はと も すれば 江 西の 學 派の 人に 敵視せられ たやう だ、 例せば 西 川 氏の 如きで ある。 其れ は集義 和書 初版 (二 

版に も あり) に 

朋友 問て 云、 江 西の 學 によって 天下 皆 道の 行 はる V と 云 £を しれり。 儒怫 共に 目 を 付かへ たる は大 なる 功也。 答 

て 云、 尤少は 益 も あるべ けれども 害 もまた おほし。 しかと 經傳を も わき まへ す、 道の 大意 もしら で 管 見を是 とし 異見 

を 立て 聖學 とい ひ-愚人 を みちびく もの 出来ぬ。 江 西 以前に は此 弊な かりし が、 天下の 人の 目 を さましたり とい へど 

もい まだ 德を 好の 人 をみ すゥ 粗學の 自滿の ついえ は 二 一に あらす 

など 率直に 云 はれ、 和書 十三 卷 (二 版本) 

心 友 問、 先生 は 先師 中 江 氏の 言 を 用 ひすして 自の見 を 立 給へ る は 高慢 也と 申 者 あり。 云、 予が 先師に 交て たが は 

ざる もの は赏義 也" 學術 言行の 未熟なる と 時 所 位に 應 すると は 曰 を かさねて 熟し、 時に 當て變 通すべし。 予が 後の 


人 も 叉 予が學 の 未熟 を 補 ひ予が 言行の 後の 時に 不叶 をば あらたむべし。 大道の 實義に をいて は 先師と 予と 一 毛 もた 

がふ 亊ぁ たはす。 予が 後の 人 も 亦 同じ。 其變に 通じて 民人う む £ なきの 知 も ひとし。 言行の 跡の 不同 を 見て 同異 を 

爭ふは 道 を 知らざる なり  „  . 

とも 云 はれた。 是 等の 言 は 江 西の 學 派の 人."？ が 心よ からす 思 ふ 原因で あらう が、 先生の 言 は 神に 近い 言葉で あると 思つ 

て 聞けば よろし いと 信す る 

〇 

和書の 事が 俊 光 日記 抄に 見えて ゐる 事が 多い。 色々 & 意味で 參考 にもな り、 又 後々 研究す る 折の 必耍も あらう から 抄錄 

してお く； J ととす る 

元 祿ニ年 

潤 正月 朔日 ー;- 入 夜 三以、 玄又、 、王 稅、 元 庵、 同 內義、 おりん、 淸心、 おかう、 ちかう、 樂、 右 衞鬥、 日向、 某、 退步、 

お 照參集 候て 和書 讀、 義論。 三以明 辯甚感 信、 多 益 之 事 也 

勘 おかう ハ俊眞 の 後妻 〇 右衛門 ハ 俊眞ノ 子医英 〇 日向 ハ 俊光ノ 子俊尙 〇 退歩 ハ 龍 野/家中 池 田長賴 〇 おて る ハ ソ 

/ 妻 〇 所謂 和書 會 ハ 此後モ 度々 開 カレ キ 

元 祿四年  . 

四月 十 一 日 —ー 巨 勢 彥仙中 江 主 水 弟也晝 より 來 話、 初て 引合。 三以、 某 語、 夕釵 振舞。 夕方 被歸 了。 前方 出家、 道心 堅 
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固、 種 K の 荒業 を も 被 勤、 道心に 志 有 之 僧 衆 を 尋、 佛法 奥義に 合點 不參 事共 聞 候 へ 共 不分明 故に 此道 にても 心理 一 大事 

は 不埒 明と 存 * 儒 を M 改申 候。 然共 京都に て 大儒 衆に 聞 候へ 共 格に より 畢 にな づ みたる 所有 之 候て 不安 所 翁 問答 を兑候 

て少々 不審 を 開き 其 後に 集義 和書 見 候て 得大益 候。 などと Q 物語 也。 珍 敷 舉友也 1.0 編者 云、 中 江 主 水 は 中 井 主 水で あ 

る。 此 人の 事 は 南天 莊次筆 一 七 頁、 蕃山 實錄の 著者 を 見ら るべ し) 

潤， へ 月 四日 11 〇 外 書 十三 册三以 丈 本に て：：： 向と 校合 不淺 今： n 濟 〇 集義 和書の 校合 は 主馬 丈. として 相 濟候也 

五日 外 書五盼 今朝 主馬 殿へ 返辨。 此方に 一 册も無 之 也 〔0 編者 云、 元 祿四年 は 先生の 歿せられた 年で ある。 外 書 は 先 

生の なくなられる 頃 は 大體編 募で きて ゐ たと 想像 せられる〕 

九月 朔日 集 義外書 改正 出来 〇 集義 和書 は 去 冬 中 改正 之 通 校合 

十月 廿 八日 晴、 巨 勢 彥仙來 話。 集義 K 書見せ 感信 あり、 日 暮被歸 〔0 編者 云、 此 和書 聞 書 は 未だ 見る 事 を 得す〕 

元 祿五年 

七月 朔日 隱山 殿より 樂借候 和書 拔書 H 向 寫出來 〔0 編者 云、 和書 拔 書と 云 ふ 書 は 富 岡鐵齋 の舊藏 本たり し 福 井 衣笠の 

集めて ゐた蕃 山 叢書と も 云 ふべき 本の 內に 其と おぼしき 本が ある。 一 つ は 和書 拔書 問答と し 漢文で 書いた 十 枚 斗の も 

の、 終に 

按、 此書 成於蕃 山門 人 之 手、 故往々 有稱 先生 曰 之 語、 然 不知 基述出 何人 乎 

と 朱書して ある. - 次 は 「書簡 一 之卷 末」 と 見出し をし、 一 一十 四 枚 ほど あり r 義論之 一 初 一 一」 として 


一 心 友 問て 云、 不偏 不倚、 過不及な きを 中と い へ り 云々 

が 出て ゐる。 次に 和書 拔 として 肩に 朱書 義ニ、 同、 義四 とが 二十 i 枚 斗. り 有って 終 は 肩に 義八、 心 友 問、 操と き は存す 

と 云々 でら つてね る。 是は 十四の 義論 七の 終の 方に あるが、 書き誤つ たので あらう。 猶 外に 141 山 軒 撰と して 「和書 賴語」 

と 云 ふ 書が 同じ 叢書 中に 一 册 ある。 八十 枚 斗の 本で ある〕  ， 

元 祿六年 

,^cr 廿 八日 進 藤 猪 右衛門へ 依 所望 削 簡三册 借 遣。 他見 無 之、 尤寫被 申 候 事 も 先 無用に 候。 若 益に も 成、 大望に も 候 は 

M 此方 各へ 內談 候て 其 上に て 筆耕に 成と も寫 させ 可進閒 一 覽 候て 先 早. -< 御 晨可被 成 ゆ。 …… 

元 祿九年 

三月 四日 晴。 江 南 野 水 見廻 對談。 挨拨 了て 水 土 解 同志 中より 入用に て 取に 來候故 其 元へ 取り 進候處 何方へ か被レ 置レ爲 

レ見 候と て 取に 被 遣 候 由 令 承知 候。 借 許 之節是 は^て 秘書に て 御座 候 間 他見 他 借 被 成 聞 敷 由 申入 候に 外人へ 御 借 之 事 御 

人 體には 似合 不申 不信 之 事に 候。 か 様 之 秘書 私に 秘 する にて は 毛頭 無 御座 候。 義論 書簡 は 受用體 之 事、 板に も 出 申 候 

故不苦 候。 秘書の 分 は 先 事に て 候へば 道 德眞志 不定 内に 珍 敷 書 を 見 候て は 却て 志實 ならす 候 故人に たかぶり 高慢の ぎ 

象 も 出 候へば 却て 害に 成 申 候 故 道德實 志見屆 候て 秘書 見せ 候樣 にと 先 學も申 候 故 某の 志 も 立不申 候。 先 第 一 約 信 等 一 

言 之 義も無 相違 様に 信義 を 極 候 事 人道 第一 之 事に 候。 と 申 候へば 成程 至極に て 候。 某 あやまり 申 候- ^ 源氏 見 樣之書 之 

事 も 卒忽に 語 申 候て 迷惑 申 候 由 被 申、 暫語 被歸き 
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者 云、 蕃山 先生の 書簡な どに 秘書 御 目 にかけ 云々 などの 事が 見えて ゐ る。 先生 は隨分 秘書 に 翳す る -ぶ述 が あ つ 

たらしい。 而 して 其秘 する 原因 も 其 時世に さし 障りの 有る 爲 なの も 有らう し、 此俊光 日記に 見える やうに 「道 德眞志 

不定 内に 珍 敷 蒈を見 候て は 却て 志赏 ならす」 と 云 ふやうな 心 持で 秘 せられた の も 有らう。 先生の 著書の 露 疑. 小 明な 

る も 多く、 又 湮滅に 屬し たかと 思 はる、 の も 多 いのは 又 やむ を 得ぬ 次第で ある。 殊に 其 自筆 本、 又は 原本と 見なす ベ 

き傳 本の 出現の 稀なる は遼憾 のき はみで ある。 私 は 先生 は どこまでも 不仕 合せの 方の 人 かと 思うて 感慨に 堪 へざる 

都が ある。 其の 子孫が 不仕 合で あり、 したがって 遣， 著の 如き も 四散して 今に 行方不明 である 事。 全集の 如き も 成る ベ 

くして 中々 に 成らす、 私の ごとき 者が 乏しき 知識と 不足勝ち なる 資力と を以 つて 其 事に 當 るが 如き、 私と して は赏に 

先-た.： に對 してし のび 難い 點が ある。 然し 其 高著た る集義 和書、 外 書の 厳存せ る は、 先生の 爲 にも 國 家の 爲 にも 幸で あ 

つたと 常に 思 ふ 事で ある〕 

元祿十 一 年 

六月 十七 曰 11 古本屋 甚 兵衞參 11 集き 顯非ー 一冊 戾す 

勘 集 義和蒈 顯非ニ 卷ハ元 祿四年 三月 藤 樹ノ鬥 人 西 川季格 ノ著シ シ所 

元祿 十四 年 

正月 十九 日 11 滴 石 〔o 郡 山城 主 松 平 下野 殿 浪人 村 上 友 軒 兄 同 澗石弟 俗名 八郞 太う と 日記に あり〕 へ 借 候 神道 大意、 和 

書拔耍 返辨。 慕迄讀 


二月 二日 11 夕飯 後より 村 上 兄弟へ 參語。 夜食 酒 振 廻。 義談。 中庸 小 解 一一 天人 圖- 和書 拔 要-持 參 かし 候 

费 永 一 life- 

一 一月 三日 11 生 田 道 休來、 外 書 所望 之 方 有 之 由 被 申故秘 する こと は 無 之 候へ 共 前より 志 も 存候仁 は 各 別、 無 左に は少遠 

^の 子細 も 有 之 候。 其 故 は 外 書に 志 も不糙 方へ は 遠慮 も 可然哉 又は 板 行な ど 若 有 之 候て はいか"" 故にて 候。 と 申。 其 

^は 能合點 致させ 可 申 候。 黑田 甲斐 守 家老 渡 部 半左衞 門と 申 人に 候。 支配の 少 にても 助に 成 候へば 人の 爲 にても 候。 

と 被 申き 

勘 黑田 甲斐 守 ハ筑前 秋月ノ 城主。 名 ハ長重 〇 寶永六 年 一一 ハ外 書旣 一一 版行 セラ ル 

黉永七 年  - 

六月 一 一十 一 日 11 一 兩日 以前 中 根 流 謙より 市 介 使 狀來。 集義 和書 直し 本 かりに 來。 合 减六冊 かし 遣。 是は板 行に 成 候 

寫 本に 成 候 故 書 入 直し の を 借 度との 事に て 遣。 三輪 善 蔵本 や へ 入魂 候て かし 被 申 由に 承 候 也 〇 右 之 本に て は 板 行の 用 

に不立 候と て 六 冊 共返辨 

正德 元年 

八月 1 一十 曰 —— 中 根 流 謙より 集 義聞書 一 一冊 返辨 

正 德四年 

九月 六日 11 本 や 野 田 彌兵衛 より 集義 和書 合冊 七 冊 手代に 持せ 越。 代 十六 匁 五分 

第； れ和？ お 解題  ェ， 一  . 
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勘 第三 版ト オボ ュ。 賓永七 年 六月 一 一十 一 曰 ノ條ト 合 セ見ル ベ シ 

〇 

以上で 和書に 就て 知った^、 思 ひつ いた 事 は 一 應ほ 述べた つもりで あるが、 猶 一 つ 和書と 外 書との 關係 である。 次いで 

，柳 板 本と 外 書との 關 係を考 へて 見ねば ならぬ 事が 接って ねる やうに 思 ふ 

集義外 書に 序が ある。 其 は 書肆 小山 知 常ので あるが 「和書 はお ほく 學者 日用の 工夫 を 論 すれば もとより はやく 世に め 

ぐめ り。 外 書に いたりて は經世 治敎の 事に わたりて 頗る 世の 忌諱 をお かせる 5 あれば にや、 その 徒秘 して これ をった 

へす」 と 云って ゐる。 是れは 書肆の 詞 では あるが K に 近い 詞で 有らう。 外 書の 秘書た る 事 は 俊 光 日記 抄に 見えて ゐる。 

「志 も 不^ 方へ は遠感 も可然 哉」 と 云って ゐる。 そこで 問題になる の は從來 誰も 云って はゐ ない が、 初版の 集義 和書 か 

ら拔き 捨てた もの は ほとんど 全部が 外 書へ 編入 せられて ゐる 事で ある。 是れは 門人 どもが 勝手に 編纂した と 見る か、 先 

生の 考 かと 云 ふ 問題で ある。 先生 は， 旣に 引ける 如く 贈 國枝平 介 書に、 「さいぜんの 板 本よ ほどな をり 申！ s」 と 云 はれ 

ヹ 版本 十二の 最終 「和書の 前言 多くけ づ りすて 給へ り、 五三 年 過な ば 又け づり度 思 ひ 袷 ふ 章 有べき か。 云々。 殘る窣 

今 も 半 は 心に みたす」 と 云って ゐら れる處 からお せば、 先生の 捨て 給 ひし を 門人が 拾 ひ 集めて 編入した と 云 ふやう にも 

思 はれる 事で あるが、 又 翻って 是を考 ふるに、 外 書の 序に ある やうに 「絵 世 治敎の 事に わたりて 頗る 世の 忌諱 をお かせ 

る K1 あれば」 と 云 ふ點を 考慮す る 必要 有りと も 惟せられ る。 或は 思 ふ、 和書の 初版の 出で しょり 滿 三年 位で 二 版が 3! 


て わるから、 世の 忌諱 をお かせる 云々 の點 があって、 其の 爲に是 を 削られた ので あるまい か。 捨てた 形で 拾 はれて 外 書 

の 中に 編 せられて、 秘書の 一 となって ゐ たので は あるまい か。 外 書と いふ ものが、 先生 生存 中に 形 は 出来 上って ゐた 

と 思 はれる。 (多分 は 古河へ 移られる 迄に は 出 來てゐ たらう) それ は 俊 光 日記 抄に、 元 祿四年 潤 八月 三日の 條に 「外 書 

十三 册三以 丈 本に て 日向と 校合、 不殘 今日 濟」 と 云 ふ 事が 見えて ゐ る。 蕃山 先生 は此 年の 八月 十七 日に 歿せられ たので 

あるから、 生前に 本の 形が 大體出 來てゐ たと 考 へて 誤 は あるまい つ さう すると 初版の 改訂の あまりに も 早 いのは、 何 

か 多少 降りが 有った 爲 かも 知れない ゥ 右 は 推量で は あるが、 後の 研究 を 進める のに 右の 事 を 考慮して 進む の も 徒 事で 

はない かも 知れぬ。 

〇 第 四 冊の 解題 訂正 . 

我が 師 井上 先生より 

小次郞 (又は 小 四郞) は 無論 菅眞靜 とは^ 人な り 小 次郞は 市人 (明 石より 以西の) 眞靜は 京の (又は 京に 住みし) 人に 

て 後に 中院通 茂の 紹介に て 源語學 者と して 加賀に 仕へ き 加賀の 史料に 往々 この 人の 名 見えたり 

の 御敎示 ありたり  ， 
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凡例 

本 全集の 集義 和書 は、 初版と 二 版本と を 掲げた。 初版 は 上段に、 二 版 は 下段と した。 初版 本 は 保存 を 第一 目的と した。 

從 つて 濁點は 原本に 有る 以外に は 加へ ない。 讀 切の 點は 原本に は 一 切 無い ので あるから、 校 者が 加へ た。 各 章 ごとに 番 

號を附 したの は 初、 ニ版對 照の 必要の 爲 である。 もとより 原本に あるので は 無い 

第二 版はァ 點が 原本に ある 虚も あり 無い 虚も あるが、 是れ は實用 上、 校 者で 多く 加へ た。 讀 切の 點 はもと より 原本に は 

無 いから 凡て 校 者が 加へ たが 漢字、 假字は 凡て 原本の 通りで ある。 少し 該み 誤る おそれが あると は 思った が 此本も 稀で 

あり、 かつ 第三 版 は 先生 生存 時の 出版で 無い から、 先生の 出版 せられた 姿の ま V にして おいた ので ある。 流布本 は 大分 

傍訓 を 付したり などして 讓み 安くな つて ゐる點 が あるが、 是れは 世間に 流布 も 多く 明治 以後の 活版 複 刻本 も 凡て 流布本 

によって ゐ るから、 參考 せらる、 に事缺 くま じと も考 へたから である 

朱の 直し は 先生の 訂正で 有る と は 信す るが 證據は 無い ので あるから * 本の 形 は 本の 形と して、 朱の 加筆 は 加筆で 現 はし 

て 置いた。 各 寒の 番號は 編者の 附 したる 事 初版 本に 同じ 
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書簡 之 一 

1 來賽 略、 物 を 知て 人に さへ 孝弟 忠信の 

道 を 敎られ $ 人の 中に、 不孝 不忠なる も 御 

はいか 成 事に て； S や 

返窨 略、 武士の 武藝に 達した る は 人に 勝 £ 

を 知に て 5 へ 共、 武功な きも の あり。 無 藝 

にても 武功 ある 人お ほし。 兵法 者の 無手の 

ものに きられた る あり。 學 問の 道 も 同前と 

可 思 召 ひ。 夫 知 仁 勇 は 文武の 德 なり。 .1 樂 

弓馬 書 数 は 文武の 藝 なり。 生 付 仁 厚なる 人 

は 文學せ ざれ 共 孝行 忠節なる ものな り。 生 

付 勇 強なる 人 は 武藝を しらで も 勝負の 利よ 

きもの 也。 しかれ はとて 文武の 藝 すたる へ 

き 道理な けれ は、 古の 人 は 其 身に 道 を 行と 

全から ぬ 人 にても、 文才に 器用なる 者に は 
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書簡 之 一 

1 一 來書 略、 博學 にして 人に さへ 孝弟 忠信の 道を敎 られ^ 人の 中に、 不孝 

不忠なる も^はい か 成 事に て^や 

返書 略、 武士の 武藝に 達した る は、 人に 勝 こと を 知に て：^ へ 共、 武功な き 

者 あり。 無藝 にても 武功 ある 人お ほし。 兵法 者の 無手の 者に きられた る あ 

り。 學 問の 道 も 同前に^。 夫 知 仁 勇 は 文武の 德 なり。 禮樂 弓馬 書數は 文武 

の藝 なり。 生 付 仁 厚なる 人 は 文學せ ざれ 共 孝行 忠節なる ものな り。 生 付 勇 

强 なる 人 は、 武藝を しらで も 勝負の 利よ きものな り。 しかれば とで 文武の 

藝 すたるべき 道理なければ、 古の 人 は 其 身に 道 を 行 ふ 事 全から ぬ 人 にても、 

文才に 器用なる 者に は舉 問せ させ、 ひろく 文 道を敎 へて、 人民の まど ひ を 

とき、 風俗 をうる はしく し、 其 身に 勇氣 すくなき 人 にても、 武藝に 器用な 

る 者に は、 弓馬 をなら はし、 あまねく 兵法 を敎 へて、 人民の 筋骨 をす くや 
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® 間せ させて * ひろく 文 道を敎 て、. <- 民の ま 

よ ひ をと き、 風俗 をうる はしく し、 其 身に 

. 勇氣 すくなき 人 にても、 武藝に 器用なる 者 

に は 弓馬 なら はせ、 あまねく 兵法 を敎 て、 

人民の 筋骨 をす くや かにし 能 をと げしむ。 

國の 武威 を つよく せんとな り。 これ 生將の 

人 をす てす、 ひろく 益 を 取 給 ふ 道 也。 畢問 

なくして 孝行 忠節なる は氣 質の 美 也。 造 を 

しら さる 武篇者 を は 血氣の 勇と も いへ り。 

人の 德を 達し、 才を 長す ると は 文武に しく 

はなし。 今う けた ま はりし 人 は、 文の 末の 

み 知て 本に 達せす、 武 もまた かくの £ し、 

且 天の 物 を 生す る CJ  二な から 全きと なし。 

四 足の 物に は 羽な く、 角 ある ものに は 牙な 

し。 形 ある もの は必 すかく る 所 あり。 大方 

文才に 器用なる 者は德 行に うすく、 德 行に 

よき 人 は 文才 拙き 事 あり。 知 聰明なる 生 付 

の 者 は 行かけ やすし。 SI 實 なる 者 は 知に 
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かにし、 能 をと げしむ。 國の 武威 をつ よく せんと 也。 これ 主 將の人 をす て 

す、 ひろく 签を取 給 ふ 道 也。 學 力なく して 孝行 忠節なる は氣 質の 美な り。 

道 を しらざる 勇者 をば 血氣の 勇と もい へり。 人の 德を 達し、 才を 長す る こ 

と は 文武に しく はなし。 今の 給へ る 人 は、 文の 末の み を 知て、 本に 達せす。 

武も又 かくの どし。 且 天の 物 を 生す る こと、 二ながら 全き ことなし。 四 足 

の ものに は 羽な く、 角 ある ものに は 牙な し。 形 ある もの は必 すかく る 所 あ 

り。 大 かた 文才に 器用なる 者は德 行に うすく、 德 行に よきん は 文才 拙き こ 

と あり。 知 聰明なる 生 付の 者 は 行かけ やすし。 行篤赏 なる 者 は 知に たら ざ 

る 所 あり。 君 予は其 善 を 取て 備 らん 事 を 求めす。 小人 は 人の みじかき 所 を 

あら はして、 その美 をお ほへ り。 すべて 世に 才 もな く德 もな き 人 多し。 才 

あらば 稱 すべし。 德 あらば 好すべし 

^ 1 來書 略、 今の 世に 學問 する 人 は、 天下 國 家の 政道に ぁづ かり 度 思 ふ 者 

多く^。 畢 者に 仕置 をさせ^ は t -、 國 やすく 世靜 かなるべく^ や 

返書 略、 いづれ の學問 にても 利欲 を 本と してつと むる 者 は 各^の 事な り。 

實に道 を 求て 學ぶ人 は 貴殿 我等 を はじめて、 今の 世の 愚なる 人と P 被 思 召 


たらさる 听 あり。 君子 は 其 善 を 取て 備らむ 

事 を- ポ めす、 小人 は 人の みし かき 所 を あら 

はして、 其 美 をお ほ へり。 すへ て 世に 才も 

なく、 德も なき 人 多し。 才 あら は稱す へし。 

德 あら は 好す へし 

2 來 ffis 略、 世に 學間致 ゆ 人 は、 天下 画家 

の 政道に あっかり 度 思 ふ 者お ほく ゆ。 學者 

に 仕置 を させ ：5 は、 - 國 安世 靜に 御座 ある へ 

く； S や 

返書 略、 何の 學問 にても 利欲 を 本と してつ 

とむ る もの は 各 別の 事な り。 實に道 を 求て 

學ぶ入 は 貴殿 我等 を はしめ て、 今の 世 中の 

愚なる 人と 可 被 思 召 ゆ。 此 世に 生て 神の 知 

を 開に したが ひて、 此 世に 入 人 は 利根なる 

故な り。 世間の 利害に 染 ぬれ は 道 德には 遠 

きものに：^。 然 所に 貴殿 我等 ことき 此 世に 

生れ たれと も、 此 世に 入へ き 知識 もさと か 

らす 0 しかも 流 俗に は 習な から 中流に た X 
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^。 此 世に 生れて、 神の 知 を 開く にした が ひて、 世 聞に 入 人 は利發 なる 故 一 

なり。 世 聞の 利害に 染り ぬれば、 道 德には 遠き ものに^。 しかる 所に 貴殿 1 

我等 ごとき 此 世に 生れながら、 世間に 入べき 知識 もさと からす、 しかも 流 一 

俗に は 習ながら、 中流に たによ ひ 居^所に、 幸に 道 を 聞て よろこびれ。 其 

愚なる 下地 ゆへ に、 難き 事 をば しらすして、 古の 法 を 以て 今 を 治めむ と 思： 

へるな り。 我 せんと 思ふ學 者に 仕置 をさせ^ は s*、 乱に 及び^べし。 たと； 

ひ 古の 人の ごとき 賢才 ありと も、 人力 を 以てな さば 不可な り。 况ゃ 古人に. 

及ばざる 事 はるかなる を や。 堯舜の 御代に は屋 をなら ベ て 善人 多 かりし だ 一 

に、 政の 才 ある 人 は、 五 人なら ではな かりし となり。 周の 盛な りしに も カー 

人 ありと いへ り。 學 問して 其 ま、 仕置の たると ならば、 古の 聖代に は 五 人 一 

九 人な ど V いふ 事 は ある まじき 事 也。 古の 才 とい ひたる は、 德 知と 才學と 一 

かねた る 人の 事と 聞え：^。 博 學有德 にても、 人情 時變に 達する 才 なき 人 は、 一 

政 はなり がた く、 世 聞知 ありても、 心ね ぢ けたる 人 は 害お ほく^。 これ は- 

む かしの 人の えらびな り。  今の 政に したが ふとい ふ はしから す。 其 位に 備ー 

りたる 人 か、 衆の 指と ころ か、 いかさまに 人情の ゆるす 所 ある 人の 中に て 一 

卷俸 1  1 一一  . 


蕃山 全集 笫ー册 

法 を 返け 耠ふ言 をき かす、 いかなる ゆへ に 

て 御座い-や。 むかしの 佛 者た にあり、 まし 

て 今の 佛者 は盜賊 なり。 書 を あら はして な 

りと も、 此大賊 の 罪 を あかした く存ゅ 如何 

返 翳 略、 今時 儒學 する 者 は佛を そしる を以 

て 役と す、 みつからのと 筋 を はり、 上氣し 

たるが 損に て ゆ。 佛者 はー點 もいた ます、 

一歩 を 退 ましく ゆ。 貴殿^JU作て明弁せしめ 

給 ふと も、 儒 造 も 起 間 敷、 佛者も 返く まし 

くひへ は、 维 紙の 勞 無用の 事に て： &か。 拙 

者 も 同志の たつね によりて、 其 人の まと ひ 

を 解へ き 事に は、 佛 法の 非 を も 申 ゆ。 かつ 

て不 申に は あらす 5 へ 共、 其 人に あらされ 

は 申さす ± 也。 佛者 によき 人 多て 儒者の 心 

行 あしから は、 可 程 そしりし りそくる とも、 

少 もしる しある ましく ゆ。 却て 佛 者の 咸を 

まし； § へ し。 儒者に 好 人 あまた 出来て、 佛 

者の 作法 あしく は、 あらそ はすと も 大陽出 
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一向 武家の 世と はなれり。 是 より 天下の 諸 大名、 大樹 を 主君と し 奉りて、 

天子に はっか ふま つらす。 陪臣の！： の 君 を 主と すると 同理 なり。 是を 以て 

今なら ばた のまれ 申 まじき と 申 事に^。 扱士 にて は 弁慶 氣 質に 知 仁 勇 ある 

人に： s。 かくれた る處 ありて 世人 知事 まれな り。 勇に かさの ある ことたぐ 

ひすくな く、 知謀 は 泉の わき 出る がごと し。 仁は士 にて 時に あはざる ゆへ 

に a えがたく^。 勇 知に ならぶべき 仁愛み え 申 ゆ。 義經の 好色なる をば 度 

々いさめ ゆき。 しかるに 奥州 落の 時、 北の方 をば 弁慶す、 めて 供いた し^。 

人の 同心す まじき 所 を はかりて、 先 弁 慶大に 氣色 をつ くり、 具し 奉る こと 

はなる まじき よしをい ひて、 後 又 氣色を や はらげ、 さはい ひつれ ども、 ま 

さしき 北の方な り。 身 もた に まし まさす、 鎌 倉 殿 はたの もしげ なし。 都 

に淺し 奉るべき 義 にあら す。 ゆかる、 所まで 行て、 かな はざる 時 は、 先 北 

方 を さし 殺し 奉り、 各自 害し 給 ふべき より 外 は あら じと て、 ちごの 形に つ 

くりて 相 具し、 北陸 道 をへ て 落ら れ しに、 關所 くにて 義經と は 見し りた 

れ ども、 うちと ゾ めて 軍功に もなら じ。 S は 兄弟に てまし ませば、 恩賞 を 

て も 心よ からぬ となり。 其 上 罪な き 人の 大功 ありながら、 護に あ ひ 給へ 


て殘星 光な きかと く 成へ し。 今 儒者 はかく 

のこと く 微少に ゆへ は、 佛 者の 威勢に てに 

うち 亡す とも 手間 は 入 ましく ゆ。 しかれと 

ももろ こし 迄 はふせ かれ 申 ましく ひ へ は、 

後世 時 有て 渡らん を はいかむ ともす る 事な 

かるへ し。 秦の 始皇儒 をに くみ、 其 悪政 を 

後世に いひった へんと を 恥て、 天下の 儒者 

學者を CJ ことくめ しあつめ てうち ころし、 

書 を さかし 求て やきし かと も、 其惡名 かく 

れ なし。 儒 も 佛も德 なくて、 人力 を 以てな 

すと は あしく 御座； s。 ある 僧の 云、 今の 佛 

者 は 盗賊な り、 佛法 はとく 亡て、 盜 賊か佛 

法の 名 を かりて、 大にを こり、 さかんなる 

なり。 此時 11 迦 達磨 を 出し、 眞の佛 法 を 起 

しな は、 寺 も 千 か 一 になり、 僧 も 万 か 一 に 成 

へし、 出家 は樹 下石 上と て 山 居して 世俗の 

事 を 不知 ものな りと いへ り。 ま CJ にかくの 

CJ  くなら は、 何 そ 人道に あらそ はむ^〕 佛 

集！！ 和 香 f  r  a  . 


る もいた はしくて す、 まざる 心の 氣色 を、 弁慶 やがて 見し りければ、 關 

の 人々 の KJ はりの たつべき 様に いひな して 通りし を、 平 泉 寺に て は、 鎌 倉 

殿よりの 討 手 にても なきに、 法師の 身ながら、 邪欲の あまりに、 義經 をう 

ちと M めて 恩賞に ぁづ からむ とて、 とりこめ たれば、 のがれざる 所の 第一 

.t- りき。 しかる 所に、 うつくしき 兒を 具し ける 故に、 坊主 共 目 をう つして、 

時 剥 を ふる 間に、 老僧な ど 出て、 管 被の もよ ほし あり。 義經は 笛の 上手 

お。 供奉の 中に 笙 ひちりきの 得た る あり。 ちご は 箏を彈 じ 給へば、 老若 共 

に 邪心 や はらぎ 難 をの がれたり。 此時 北方 まし まさす ばあやう かるべ し。 

かく あしかるべき もよ ほし だに 道に したがへば 吉 なり。 此 一 事 を 以て も 弁 

慶仁 厚の 心 は 見え 侍り。 平生 義理に 感じ やすく、 泪 もろなる 者と みえたり C 

たは ぶれ ごとな ど. S ひたる は、 患難に 素して は 患難 を 行 ふの 氣象 也。 義經 

一代 難儀の 現にした が ひし かば、 諸人の 氣 屈する 節な り。 弁慶 は 仁に して 

勇なる 故に、 敵に おそれざる のみなら す、 難に 遇ても こ、 ろ 屈せす、 人 を 

いさめた すくる 所 ある 故に、 たは ぶれ ごとな どい ひたるな り。 君子 を 其 地 

に 置たら ばかく あるべき と 思 はれ^な り。 吉野 河に て、 跡に まぢかく 大凝 
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法 も 古に 歸 たるに て あるべし。 た V 佛法を 

も 起し * 儒道 も 行 はれ は、 道なら ひ 行れて、 

相 害する 寧 ある ましく ゆ。 佛も K すたれ、 

儒 も ® かくれ S 故に、 あらそ ひも ある £ 也。 

かく 申せ は ニー 敎 一致の やうに ゆへ ども、 儒 

佛は大 に 別なる ものに て； 5。 別 は 別にて ゆ 

へと も、 佛法を 退む より は、 よく 致 度； s。 

たと へ 佛者 無道に して 退け つ ベ きも のな り 

とも、 人 多と き は 天に 勝の 勢 あるべし。 其 

上 明君の 仁政なら は、 彼 も 同し 人な り。 む 

かし 道な かりし によりて 渡世の ために かく 

なり もて ゆきた る もの なれ は、 あはれ ひ 給 

ふへ し、 にくみ 給へから す。 赤子の 井に 入 

と は 赤子の 罪に あらす。 まして 下に 居 者 何 

そ あっかる へき や。 程 子 朱 子 は 天 吏 也。 吾 

人 はた、 點 〔o 默外〕 して 己 を 成へ きのみ 也 

5 來窨 略。 桶 正 成 は 智仁勇 ありし 大將と 

いへ り C  たる 


を受 ながら， 竹 を 切て 雪中に さし、 竹に むかひて、 ものい ひたる ふるま ひ 

など は、 かりそめなる 事の やう なれ ども、 心の 知 仁 勇 あら はれ^。 東鑑の 

みたし かなる やうに、 世 以て 申 へ 共、 鎌 倉 中の 事は委 くして， 遠 國の事 

は をろ そかな り。 平家物語 義經 記も大 かた 赏 事と 見えたり。 文法 にても 虚 

^好 人 有べ く ：5 へ ど 

は 見 ゆる ものに て^。 正しく 記した る 書の 中に 定て。 よき 生 付の 人 ある 

、、、、、、、、 

も、 廣く見 ざれば 不知 ゆ。 今 思 ひ 出した る は、 ョ本武 尊 源の 頼 光平の ffi 盛帛 山赏忠 

ベく^。 重て 暇 日に 考可 申：^。 源の 頼 光 小 松の s; 府重盛 畠 山の 重 忠< 文武 

*、、、、、、、、*、、、  、、、、、、、、、、、、、，*、、 

北 條泰時 北 條時賴 楠 正 成 細 川 紐 之 今 川 了 佼太田 道 灌毛利 元 就 藤 •  ぬ 弁凝此 十二 入 A 

を 兼て 士君子の 風 ある 人な り。 か k る 人々 に 聖學の 心 法 をき かせば、 唐 ま 

でも 聞る ほどの 人に 成 給べ く^。 時節 あしく 出られし 事 不幸なる 儀な り。 

宋 ぎの 書、 周 子 程 子 朱 子 王子な どの 註解 發 明の 日本に 渡り、 人の 兒ゅ is^ は 

七 八十 

ゎづ かに 五六 十 年ば かりなり。 しかれ ども 市井の 中に と まりて 士の學 と 

、、、、、、、 
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ならす。 。十 年 このかた、 武士の 中に も 志 ある 人 はしく 見え：^ 間、 後世に 

は 好 人餘多 出来^べし 

> 1 來窨 略、 万物 一体と いひ、 草木 國土悉 街 成佛と 云と き は、 同じ 道理の 

様に 閱ぇ" 


は 〇 と は 申 かたく や 侍らん。 武家の 世と 成 

てこの かたよき 入 誰か ひつる や 

返書 略、 不知して 天より ある を氣 質と いひ、 

知て 我物と ずる を德 といへ り。 正 成 は氣質 

に 知 仁 勇 を備 たる 人と 聞え ゆ。 聖學 をき、 

たら まし か は、 たく ひすくな き 文武 ある 君 

子た るへ し。 今の 時なら は 

申 ましく ゆ。 正 成の 時分 は 北條の 代と 後 

世より いへ ども， 京都より 將軍を 申く たし 

奉り、 北 條は諸 大名 ど滂 輩の 禮義 にて 交ら 

れ5。た>-天^"の權をにぎりたるはかり也。 

賴 朝の 御子 孫 九州に もお はし まし なれ 

は、 主君と 成て 諸士 にの そむ 事 は 人情の し 

たかはぬ 所 ありた ると 相 見え ：5。 こ  > -を以 

て 正 成 も 北條と 君臣の 禮 はなく ひ。 其 上 相 

摸 入道 無道に して 亡 ふ へ き 天命 あら はれ、 

又 將單は 京よりの かりの 御 人な り。 しかれ 

は 天子より 外に 主君な く： s。 主君よりの 仰 
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返書 略、 万物 一 体と は、 天地万物 みな 太虚の 一 氣 より 生じた る ものなる ゆ 

へ に、 仁者 は 一 草 一 木 を も、 其 時な く其理 なくて はきら す^。 况ゃ 飛- 潛 動- 

走の もの を や。 草木 にても、 つよき 日で りな どに しぼむ を 見て は、 我心 も 

しほる- -が どし。 雨露の めぐみ を 得て 靑 やかに さかへ ぬる を 見て は、 我心 

も よろこばし。 是 一体の しるしな り。 しかれ ども 人 は 天地の 德、 万物の 靈 

とい ひて、 すぐれたる 所 あり。 たと へば 庭前の 梅の 根の 土中に かくれた る 

は 太虚の ごとく、 一本の 木 は 天地の ごとく、 枝 は國々 のどく、 葉 は 万物の 

ごとく、 花實は 人の ごとし。 葉 も 花實も 一 本の 木より 生す と. S へ 共、 葉に 

は 全体の 木の 用な し。 數 有て 朽 ぬるば かりなり。 花實 はすこし きなりと い 

へど も、 一本の 木の 全体 を備 べし。 故 地に 植 ぬれば 叉 大木と なりぬ。 かく 

の ごとく 万物 も 同じく、 太虚の 一 氣 より 生す とい へど も、 太虚 天地の 全体 

を備る となし。 人 は 其 形す こしき なれ 共、 太虚の 全体 ある 故に、 人の 

性に のみ 明德 の尊號 あり。 故に 人 は 小 体の 天に して、 天 は 大体の 人と いへ 

り。 人の 一身 を 天地に 合せて、 少しもた がふ 事な し。 呼— 吸の 息 は 運-行に 

合す。 暦- 數醫- 術 もこ &に取 こと あり。 天地 造化の 祌— 理 主-帥 を 元 亨利貞 
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なれ は、 たのまれ 申た るの、 たのまれ 申さ k 

るのと いふ CJ にて はなく； §。 臣下の 權 つよ 

くて、 一 旦 なやまし 奉； は 平の 淸盛も 同 

事 也。  賴朝 尊氏秀 吉御當 家と つ 

き 申 w。 賴朝は 

、 以後 武家の 世と なり ゆ。 これより 

天下の 諸 大名 大樹 を 主君と し 奉て、 天子に 

はっか ふま つらす、 陪臣の 國の君 を 主と す 

ると 同理 なり。 是を 以て 今なら はたの まれ 

申 ましき と 申 事に $。  士 にて は 弁慶 ぞ氣質 

に 知 仁 勇 ある 人に； s。 かくれた る 所 ありて 

世人 知 £ まれな り。 勇に かさの ある £ たく 

ひすくな く、 知謀 は隶 のわき 出る か とし。 

仁は士 にて 時に あは さる ゆへ にみ え かたく 

ゆ。 勇 知に なら ふへ き 仁愛み え 申 ゆ。 義經 

の 好色なる を は 度々 いさめ ゆき。 然るに 奥 

州 落の とき 北の方 を は 弁慶す V めて 供いた 

し！ 6。 人の 同心す ましき 所 を はかりて， 先 


10 

とい ひ、 人に 有て は 仁義 禮 知と いふ。 故に 木祌は 仁な り。 金 神は義 也。 火 

神は趙 なり。 水神 は 知な り。 天地人 を 三 極と いふ。 形 は 異なれ ども、 其 神 

は 一-貫 周-流へ だてな し。 理に 大小な きが 故に、 方寸 太虚 本より 同じ。 是 

大舜の 君 五 尺の 身に してよ く 其德を 明かに し 給 ひし かば、 天地 位し 万物 育 

する に 至れる 所な り。 万物 一体と はいふべ し、 一 性と は 云べ からす。 万物 

は 人の ために 生じた る ものな り。 我心 則 太虚な り。 天地 四海 も 我心 中に あ 

り。 人 鬼 幽明うた が ひなし。 堯舜の 道 は 人倫 を 明かに する にあり。 故に 他 

の 道 を學ぴ むこと をね が はす、 佛 法の 事 は 我不識 

> 一 來書 略、 聖人の 書を說 こと は 朱 子に しく はなし。 是以 朱學は 則聖學 な 

りと いへ り。 小學 近思錄 等の 諸 書を學 びて、 かたの ごとくつ とめ 行 ひ^へ 

ども、 心の 微は 本の 凡 情に^。 又心舉 とて 內 よりつと むる とい ふ もお もし 

ろく：^。 陽 明 は 文武 かね 備 へたる 名將 なりと いへ り。 され ども 近年 心學を 

受用 するとい ふ 人 を 見 侍る に、 さとりの 樣 にて 氣質變 化の 畢 とも 覺 えす^ 

返書 略、 拙者 を も 世 聞に は心畢 者と 申と 承^。 初 畢の時 心得 そこな ひて、 

みづ からまね きたる 事に^ へど も、 心學の 名目し かるべ からす 存^。 道な 


弁！ K 大に氣 色 をつ くり、 ぐし 奉る £ はなる 

ましき よしをい ひて、 後 又 氣色を や はらけ、 

さはい ひつれ とも ま、 さしき 北の方に てお 

はし まし、 身 もた に まし まさす 0 鋒 倉毆は 

たのもし けなし、 都に 殘し 奉る へき 義 にあ 

らす。 ゆかる、 所 まて 行て、 かな はさる 時 

は、 一 番に 北方 を さし 殺し 奉り、 各自 害し 給 

ふへ き はかりな りと て、 ち こ を 形に つくり、 

くし 奉りぬ。 扨 北陸 道 をへ て 落ら れ しに、 

閱所 くにて 義經と は 見し りたれ とも、 う 

ちと、 めて 軍功に もなら し、 實は 御兄弟な 

れ- よ、 BS 賞 を 得ても くるしき 事 也。 其 上 罪 

なき 人の、 大功 ありな から、 讒に  > ひ 給へ 

る もいた はしくて、 す V まさる 心の 氣色 を、 

弁慶 やかて 見と りければ、 關の 人々 のい ひ 

わけの 有へ き樣 にし かけて、 通た る もの 也。 

平 泉 寺に てこ そ、 鎌 倉 殿よりの 討 手 にても 

なきに、 法師の 身な から 邪欲の あまりに、 
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らば 道、 學 ならば 學 にて こそ 有べ く ゆへ。 いづれ と 名 を 付かた よる はよ か 

らす卟 。漢 儒の 訓— 詁ぁ りたれば こそ、 宋 朝に 理學 もお り^へ。 宋 朝の 

發明 によりて こそ、 朝に 心 法 を も說^ へ。 明朝の 論 あれば こそ 數 ならぬ 

我等 ごとき も 入 德の受 用 を 心がけ^ へ。 論議 は 次第にく はしくな りても、 

惠ま. 古人に 及が たし。 後生の 者 心 は 本の 凡 情ながら、 文學の 力に てた また 

ま 先賢 發の解 を 得て は、 古人の 凡 情なき 有德を そしり 申 事 勿体なき 義な 

P0 一の 不義 を 行 ひ、 一の 不辜を ころして 天下 を 得 事 もせざる 所 は、 朱 子 

王子 か はりなく^。 拙者 世俗の 習い まだまぬ がれす といへ ども、 此 一事 は 

天地神明 にた 5- しても 古人に 耻 ベから す。 其 外の 事 は 我ながら 我 身の 拙 さ. 

を 存^。 如 仰 貴殿 かたの ごとく 道 を 行 ふと 思 召^へ ども、 心中の 微は 同前 

に^。 又學者 ありて なりが たき 事 を つとむる 所 は^へ ども、 無 擧の平 人に 

をと りたる 事 も 有 之^。 學は程 朱の 道に たが ひも ある まじ く^へ ども、 山丄 

處の心 志 か はりある 故と 存^。 學 術の 外にむ かふに よりて、 みづ から 知と 

の 不明 故にても あるべく  ^0 陽 明の 流の 學者 とて、 心より く はしく もち ゆ 

とよ 申^へ ども、 其 理を窮 と は 見解 多く、 自 I 反愼— 獨の 功も眞 ならざる 處 
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:B§ を， T- ちと-めて、 恩 にあつ からめと 

てとり こめ たれ は、 のかれ さる 所の 第一な 

りき。 しかる 所に、 うつくしき 兒を 供し 奉 

る 故に， 坊主と もみ とれて、 時刻う つりぬ 

る 間に、 老僧な と 出来て、 管絃の もよ ほし 

あり。 義經は 笛の 上手 也。 供の 武士に 笙ひ 

ちりき の 得た る あり。 ち こ は 事 をたん し 給 

へ は- 老若と もに 邪心 や はらき 難 をの かれ 

き 。此時 北方 まし まさす は あやう かる へ し、 

かく あしかる へき もよ ほした に、 道に した 

か へ ば吉 也。 此 一 色 を 以て も 弁慶 仁 厚の 心 

はみ え 侍り。 平生 義理に 感 しゃすく、 泪も 

ろなる 者と みえ ゆ。 おどけ CJ なと いひた る 

は、 患難に 素して は 患難 を 行の t 讽象 也。 義 

經 一 代 難儀の 堺 にした かひし か は、 諸人の 

氣 屈する おりなり。 弁 鹿 は 仁に して 勇なる 

故に、 敵に を それさる のみなら す、 難に 遇 

て も 心 屈せず、 人 をい さめた すくる 所 ある 


1 二 

相 見え i:。 尤ょ きも あるべく"。 大かた は 其 愚 を 知 KJ 明かなら す、 其 位 を 

ぬけ： § 事 を 知 ざれば、 名 根 利根の 伏藏は 本の 凡 情 たるべし。 飯 上の 蠅をを 

ふが ごとく なれ 共、 心 上の 受用 あるに よりて、 みづ から も ゆるす にて ある 

ベく^。 しかれ ども 犬なる 事に あ ひて はみだれ ^はんか。 氣質變 化の 學は 

明白なる 道理ながら、 大 なる 志なければ いたりが たく^。 生 付よ き 人の、 

世間の 習に よりて、 うは ベば かり あしく 成た るな ど は、 道 を 聞^ へば、 一旦 

のま どひ はすみ やかに とけて、 本のよ き 所 あら はれ^。 か、 る 人 を 氣質變 

化と 申 者 あるべく  へど も、 これ も變 化に は あらす^。 大かに は 先 覺後覺 

共に 本の 人 がら ありと 相 見へ^。 いざな ふ 人の 人 がらよ ければ、 其國 所の 

よき 人類に ふれて あつまり、 いざな ふ 人の 人 がら 平 人 なれば、 平 人 あつまり 

^。 王 朱の 學の 異同に は よらで 先 學の德 と不德 によれり。 悉くし かるに は 

あらす^へ ども、 これ 大略に て ^0 むか ふ 人 を 以て 我 身の 鑑と 致し^へば、 

みづ からの 人 がら こそ 耻 かしく^ へ。 古の 人 は 門前に 人の 往來 多き を 以て 

あるじの 才 ある 事 をし り、 來る 人の 善 不善 を 見て、 主の 德を 知と 承： § 

. 一 再 書 略、 宋 朝の 理學、 明朝の 心 術と 承^へば、 程 子 朱 子 は逍統 にあ づ 


故に、 おとけ £ なと をい ひたるな り。 君子 

を その 地に „ほ な は、 かく あるへ きと 思 はれ 

ゆ 也。 吉野 河に て 跡に まち かく 大敵 を受な 

から、 竹 を 切て 雪中に さし、 竹に むかひて 

ものい ひたる ふるま ひなと は、 かろき 事の 

やう なれ ども、 心の 知 仁 勇 あら はれ： s。 世 

に 東鑑を 證據に 申： S へ 共、 鎌 倉 中の 事の み 

委 くして、 遠 國の事 はお ほやうな り。 平家 

物語、 義經記 は 大方 實事 とみえたり。 文法 

にても 虚實 はみ ゆる ものに て 御座 ゆ。 まひ 

本な と はうた ひ 本に 同し 作り物な り。 正し 

く 記した る もの \ 中に、 定て よき 生 付の 人 

あるへ く ゆ。 重て いとまの 餘 力に 考可申 ゆ。 

畠 山の 重忠 よき 士 にて、 士君子の 風 ある 人 

也。 か、 る 人々 に 聖學の 心 法 をき かせ まし 

か は、 唐 まても 開る ほとの 人に なり 可 被 申 

ゆ。 時節 あしく 出られし 不幸なる 義也。 

宋 明の c、 周 子 程 子 朱 子 王子な との 註解 發 
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からざる がごと し、 いか 5^ 

返書 略、 周 子の 通 書な ど を 見 侍れば、 聖人の はだへ あり。 明 道に は顏 子の 

氣象 あり。 後の 賢者の よく をよ ぶべき にあら す。 伊川の 器量 朱 子の 志、 み 

な 聖人の 一体 あり。 凡 心なき 處は 同じ。 聖門傳 受の心 法に あらす して 何ぞ 

や。 我 はた 其 畢術を 論す る HJ の 多少 をい ふの み。 惑 を 解 XJ との 多き を理 

學と いひ、 心 をお さむる ことの 多き を 心 術と いふ。 秦 火に 經 そこねたり。 

故に 漢 儒の 功 は 訓詁に あり。 其 後異- 端お こりて 世に まど ひ 多し。 故に 宋 

儒の 學 は理學 にあり。 まど ひとけて は 心に かへ る。 故に 明朝の 論 は 心 法に 

あり 

> 1 来書 略、 太公望 を 微賤より あげて 三 公と なし 給 ひし 事 不審 多く^。 周 

公 召 公の *^ き 中 行 Q 君子と も 見えが たく^。 軍旅の 事に 長 じたる 人 ゆべ に 

て^や 

返書 略、 古人い へる あり。 老人な り、 かつ 微賤に 居て 下の 情 を しれり。 知 

識 ありて 時變に 達せり。 生れな がらの 上 藤 は、 下の 情 をし り 給 は 事く はし 

0  。 諸 伐 

からす。 。人の いふに したが ひ、 道理の ま、 に 下知し 給 ひて は、 下に 至て 


卷第 1 


-1 


蕃山 全集 第 1 册 

一の 日本に わたり、 人の よみ ゆお は此 比の 

事な り 。しかれと も 市井の 中に と、 まりて、 

士の學 とならす、 十 年 このかた 武士の 中に 

も 志 ある 人 はしく みえ ひ 間、 後世に は 好 

人餘多 御座お へく ゆ 

6 來軎 略、 萬 物 一体と いひ、 草木 國.. H 悉 

皆成佛 とい ふとき は、 同し 道理の 樣に 聞 え 

申 6 

返 K 略、 i 一  鉢と は 天地 萬 物み な 太虚の 

一 氣 より 生した る もの 成 ゆ へに、 仁者 一草 

一木 にても 其 時な く、 其理 なくて はきり 侍 

らす。 况 ゃ飛潛 動^の 物 を や。 草木 にても 

つよき 日て りなと にし ほむ を 見て は、 我心 

もし ほる- -か £ し。 雨露の めくみ を て、 

靑 やかに さかえぬ る をみ て は、 我心 もよ ろ 

こ はしき は、 一体の しるし 也。 しかれ ども 

人 は 天地の 德萬 物の 靈と いひて、 すくれ た 

る 所 あり。 贵宅 庭前の 梅 を 以てた とへ 申へ 


可に あたらざる 事 あり。 是以帝 堯は諫 I 鈹 誘，. 木 を 置耠 へり。 又 資才の 人 も 

下に 居て 上 藤の 風俗 を晃 す。 かつ 政道の 勢 を しら ざれば、 下にて はかりた 

围 あり 

る 事に はたが ふ u おほし。 太 公 も 君子に 交て 上 の 事 をし り、 本よりの 大 

、 、 、 

臣も太 公に よって、 下の 情に 通じ 袷へば、 上下 共に 人情に たが ふ£ なしと 

なり。 軍旅に 達せる 事 は はじめは しろしめさ れ ども、 天然と 大將 軍の 器 

タウ 

量 ある 人なる 故 用 ひ 給 ひしな り。 六- -韜に 記す 處の 文武 太 公の 論 は 皆大な 

る 偽 也。 後世 事 を このむ もの これ を 作れり。 かつ 聖賢 を かりて 軍 者 功利の 

術 を かざりた る ものな り。 もし かれに い へる，： ：o きの 心 あらば、 何 を 以て か 

聖人と は. S- べき や 

> 一 來誓 略、 中華の 國 聖代に は 武威つ よく、 末代 至て よはくな りしと 申 事 

はいかなる 故に て^や 

返書 略、 北 狄の中 夏 を 侵す と、 を かさ るに て しられれ。 聖资の 代に は 文 

明かに 武備 りれ 故に、 臣と稱 して 来朝せ り。 末代 は 文 過て 武を こたれ り。 

文の 過る とい ふ は 奢な り。 士 以上 は を ごれば や はら かに 成て 武威よ はし。 

上 驟れば 民 かじけ ぬ。 上下 を こたり て武 そな はらす。 無事の 時 は 民 も 女の 


し。 根の 土中に かくれた る は 太虚の？ -く、 

1 本の 卞ュ 天地の く. 枝 は國々 のこと く、 

葉 は 萬 物の tj く、 花赏は 人の. t し。 葉 も 花 

實も 一 本の 木, り 生す とい へと も、 葉に は 

全体の 木の 用な し、 數 有て 朽 ぬる 計 也。 花 

實は 小な りと いへ とも、 一本の 木の 全体 を 

備し 故、 地に 植 ぬれば 又 大木と 成ぬ。 かく 

のとく 萬 物 も 同し く、 太虚の ー氣 より 生す 

といへ ども、 太虚 天地の 全体 を 備£ なし。 

人 は その 形す こしき なれと も、 太虚の 全体 

ある 故に、 人の 性に のみ 明德 の尊號 あり。 

故に 人 は 小 体の 天に して、 天 は 大体の 人と 

いへ り。 人の 一 身 を 天地に 合せて、 少 もた 

かふ £ なし。 呼吸の 息 は 運行に 合す、 隱數 

醫術 もこ X に 取 さあり。 天地 造化の 神理主 

帥 を 元 亭利貞 とい ふ。 人に 有て は 仁義 禮知 

と い ふ。 故に 木 神 は 仁な り。 金 神は義 なり。 

火 神は禮 なり。 水神 は 知な り。 天地人 を ニー 
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樣 にて 心 やすき は 使 ひよ き樣 なれ ども、 戰國に のぞみて、 土の 手足と する 

もの は 民 也。 手足 はよ はし、 身 は を ごり て や はら かなれば、 北狄の あなど 

り を かす もとはり なり。 賢 君の 代に は 文武 兼備り ぬれば を ごら す、 を こた 

ら す。 上 藤 もや はら かなら す、 下らう も かじけ す。 身 無病に して 手足つ よ 

きが どし。 北狄を それて 臣 となりぬ る事尤 なり。 日本 も 神武 帝より 應 神の 

御代 其^まで も 王者の 武威 甚 つよく おはし まし、 かど、 次第に 文 過て 武ぉ 

とろへ たり。 京 家の人と て 武家の あなどる は 其 故 也。 武家 にても 少しの 聞 

にキ Sri ク入か はれる となり。 平清盛 は 武功 を 以てへ あがりし かど も、 一門 

M—i に を ごり ぬれば、 ゎづ かに 二十 餘 年の ほどに 武勇よ はく 成^。 まし 

て 唐 は 三百 年 五 百年 治りて、 其 聞に 文武の 業 あやまり^ へば、 劍を も帶せ 

ざる 風俗に なりし も尤 なり。 其 あやまり を 以て 聖代の 繪をも 劍を帶 せす か 

き^は あしく：^ なり 

W 一  来書 略、 文 王 を 野心 あらん かとうた が ひながら、 叉 征伐 を ゆるされた 

る 事 は 心得が たく ゆ 

返書 略、 日本 王 代の 征夷 將 軍と いはんが ごとし。 西國の 諸侯の つかさに て、 

卷隼 1  S 
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極と いふ。 形 は CJ なれと も、 其祌は 一 贯周 

流へ たてな し。 理に 大小な きが 故に、 方寸 

太^ 本より 同し。 是大舜 の 君 五 尺の 身に し 

て、 よく 其德を 明に し 給 ひし か は、 天地 位 

し、 万物 育す るに 至れる 所 也。 萬 物 一休と 

はいふへ し、 一 性と は 云へから す。 蹈物は 

人の ために 生した る もの 也。 我心 則 太虚な 

り。 天地 四海 も 我心 中に あり。 人 鬼 幽明う 

たか ひなし。 堯舜の^^は人倫を明かにする 

にあり 。故に 他の 道を學 びん £ をね か はす、 

佛 法の 事 は 我不識 

7 來$^略。 聖人の 番を說 と は iJ4 子に しく 

はなし。 是以朱 學 は则^ 學 なりと いへ り。 

小學 近思錄 等の 諸 書を舉 ひて、 かたのと く 

つとめ 行 ひゆへ とも、 心の 徹は 本の 凡 情に 

ゆ。 又心學 とて 内より つとむる とい ふ もお 

もしろ く ゆ。 腸 明 は 文武 かね 備 へたる 名將 

なりと 承れり。 乍 去 近年 心 術を受 用す ると 


H ハ 

與國を ひきいて 北 狄の中 國をを かす を はら ひ 退けし む。 其 時 はわ づ かに 周 

ー國の 諸侯に てお はし ましき。 文 王と 申 は贈號 なり。 その かみ は 西 伯と 申 

たり。 西 伯の 紂 王に 忠 ありし ことたぐ ひすくな し。 天下の 諸侯 紂 王が 惡を 

にくみて そむける 人 三分が 二な り。 其 二 は 皆 西 伯に 志 あり。 此時西 伯 軍 を 

おこし 給 はジ、 紂を ほろぼさむ CJ たなご k ろの 內 なり。 しかるに 西 伯は紂 

王に 無二の 忠臣な りし かば、 大半の そむける 諸侯 を ひ きゐて 来朝し 給へ り。 

紂王は 西 伯の 心 を しら ざれば， 人の 思 ひつく を あやしみて 麦-里に とら へ 奉 

りぬ。 其 後 は 来朝す る 諸侯 もまれに して、 北狄 いよく さか ひ を を かせり。 

共 時紂王 初て 西 伯の 功 を 感じ、 ゆるして 國 にかへ すの みならす、 西 國をま 

かせ、 狄人を ふせがし めたり。 股の 代の 末に 文武お とろへ、 中 夏むな しか 

りし かば、 北 狄來り を かし & なり。 これによ りて 周 公 を 征夷 將軍 として 征 

伐せ しめたる なり。 此時 太公望 を あげ 給 ひ、 狄を征 する がた めに 翠法を 論 

じ 給 ひし こと も あるべく^。 然れ ども 六 韜の言 語の ごとき 事 は あるべ から 

す^ 

= 1 来書 略、 不幸に して 壯 年の 時文— 舉 せす、 年已に 五十に 及 ゆ。 小 家中な 


いふ 入 を 見 侍る に、 さとりの 漾 にて 氣質變 

化，： 學 とも 不覺ゅ 

返書 略、 拙者 を も 世間に は心舉 者と 申と 承 

^。 初 學 の 時 心 §5 そこな ひて、 みっから ま 

ねき たる 事に！ S へ 共、 近年 は 心 學の各 同心 

に 無 之 外。 なら は 道、 舉 なら は學に てこ 

そ 有へ く ゆへ。 いつれ と 名 を 付かた よる は 

非な り。 漢 儒の 訓詁 あり たれ はこ そ、 宋朝 

に 理舉も あれ。 宋 朝の 發 明に よりて こそ、 

明朝に 心 法 をも說 5 へ。 明朝の 論 あれ はこ 

そ數 ならぬ 我 i や CJ きも 入 德の受 用 を 心 かけ 

± へ。 論議 は 後世 ほ とくはし くても、 德は 

古 入に 及 かたし。 後生の 者 心 はたく ましき 

凡 情 ありな から、 文學の 力に てた まく 先 

资未發 の 解 を 得て は、 古人の 凡 情なき 有德 

を そしり 申 事、 勿体なき 義也。 一 の 不義 を 

行、 一の 不辜を ころして 天下 を 得 事 もせ さ 

る 所 は、 朱 子 王子 か はりな く ゆ。 拙者 世俗の 
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ども 用人に てれへば、 老舉 のい とまな く： to 朝に 道 を 聞て 夕に 死す るの 

一-語 をね が ひ 申ば かりに^ 

返書 略、 家老た る 人の 道 を 好み、 德を 尊び 給 はん は、 忠 功の 至に て^。 た 

と ひ 其 身 に はっとめ すと も、 人に 道藝 をす 、むる は 上に 立 人の 位に て ゆ。 

心 は 耳目 手足の 能な けれども、 よく 耳目 手足 を 下知して 尊き がごと くに^。 

心の おとなしき 人 を 家老と する なれば、 おとなと もい ひ、 若 けれども 老人 

の 公道 ある 故に 老 とも 申^。 老の 字の 道理に だに かな ひ 給 は ^幸^.^たるべ 

く^ 

は 一 来書 略、 先度 被 仰 下^ 家老た る 者、 其 身 は 無能 無藝 にても、 人に 道藝 

をな さしむ る は、 みづ から 藝能 あるに 同じ、 との 義尤 至極に 存^。 誠に 人 

の 上に 立 ゆ 者、 いか 程 多能 多才に て學問 ひろく^と も、 人の 賢 を そね み、 

人の 能 を そだて 侍らす ば、 かへ りて 凶 人 たるべく^。 弓馬 文筆 等の 事 は 心 

得 申^、 道擧は いづれ の 流が よく ゆや。 今時 朱學格 法王 學睦 學心學 など- - 

色々 にわかれ て 申 ゆ。 皆 古の 儒道に て 御座^ や 

返書 略、 學 問の 手筋の 儀.、 いづれ を よしとも あしし とも 申が たし。 惣 じて 
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習い またまぬ かれす といへ ども、 此 一色 は 

天地神明 にた k しても 古人に 耻 へからす。 

其 外の 事 は 我な から 我".^ を 見 かきり ゆ。 如 

仰责殿 かたの ことく 道 を 行と 思 召 外 へ とも 

心中 の^は 同前に ゆ。 又舉者 あり、 ならぬ 

事 を つとむる 所 は あれと も、 無 學の平 人に 

も をと りたる 樣成事 折々 みえ 申 外。 學は程 

朱の 道に たか ひも ある ましく ゆへ 共、 立 所 

の 心 志 か はりある 故と 存： s。 學 術の 外に 向 

てみ つから 知 £ の 不明 故にても あるべし。 

陽 明の 流の S& 者と て、 心より く はしく もち 

ゆと はいへ ども、 其 理を究 と は兑解 多く、 

自反愼 獨の功 も眞 ならさる 所 相 見 ゆ。 尤ょ 

きも 可 有 之 ゆへ 共、 大方 は 其 愚 を 知と 明な 

らす、 其 位 をぬ け $ 事 を 知され は、 名 根 利 

根の 伏藏は 本の 凡 情た るへ し。 飯 上の 蠅を 

を ふか Co く なれと も、 心 上の 受 5?: により 

て、 みっから も ゆるす にて 可 有 之 ゆへ 共、 


1 八 

すこし 學 びて 道 だてす る 者 は、 人道の 害に 成 事に ゆ。 身の 愚なる たけを も 

しらす、 至り もせぬ 見 を 立て、 とかくい へば、 無事の 人まで 物に くる はせ 

卟。 一向に 俗儒の へりくだり 心得よ き 者 を 招きて 經義 をき、 給べ し。 其 身 

文武 二道の 士 にて なきと 申ば かりにて 夫 武士た る人學 問して 物の 道理 

を 知 給 ひ、 其 上に 武道の つとめよ く^は？、 今の 武士 則 古の 士君子た るべ 

く： ± 

2 一  来書 略、— か ，■,! みに 經義を 聞 ゆと も、 心 法 はいか？ 受用可 仕^ や 

、 、 、 

返書 略、 聖 經賢傳 道理 正し く^へば、 誰よ みても 同じ 事に^。 た マに 理を 

論じ、 跡 を 行 ひたる ばかりにて は 心の あかの ぬけざる 事尤 に^。 心 術を受 

用す ると 申 人 も 凡 情の 伏藏か はりなければ、 共に 功な き 事 は 同じく^ a 有 

德の人 あれば 其 化に よりて よきん 餘多 出来る ものに て^。 德は 人の ために 

する にあら す。 己一 人 天理 を 存じ、 人欲 を 去な り。 人欲 を 去て 天理 を存す 

るの 工夫 は、 善 をす るより 犬なる はなく ^0 善と いふ は 別に 事 をつ くりて 

なすに あらす、 人倫 日用の なすべき 事 はみ な 善な り。 君子 は 義理 を 主と し、 

小人 は 名利 を 主と す。 心に は 義理 を 主として、 よく 心 法を受 用す ると 恩 ふ 


き 


大 なる 事に あひな はみ たれ 申へ く ゆ。 8 

變 化の 學は 明白なる 道理な から、 それ ほと 

の 志な けれ は、 先 以て かたき 事と 存ゅ。 生 

付よ き 人の 世間の 習に よりて、 うはべ は 力 

り あしく 成た る 人な と は、 道 を 聞 ゆ へ は、 一 

且 のまと ひ は 其 ま、 とけて、 本のよ き 所 あ 

ら はれ 申 ゆ。 か、 る 人 を 59 變 化と 申 もの 

御 陛$ へど も、 これ も變 化に は あらす、 舉 

問の しるしの すみやかなる 人 也。 大方 は 先 

覺後覺 共に 俗 生の 人から 有と 相 見え ゆ。 い 

さな ふ 人の 人から よけれ は、 其國 所の よき 

人頹 こ-ふれて あつまる £ 也。 いさな ふ 人の 

人から 平 入 なれ は、 平 人 あつまり 申 ゆ。 王 

朱の 學の 異同に は よらて、 先 學の德 と不德 

によ. li り。 悉くし かるに は あらす § へ とも 

これ 大略 也。 むか ふ 入 を 以て 我 身の 鑑と致 

し 5 へ は、 みつからの 人から こそ 耻 しく ゆ 

へ。 古の 人 は 門前に 人の 往来 多 を 以て ある 
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人 あれ ども、 其 人 がらの 全体、 小人の 位に 居 ズみづ からしら す、 其 位 をぬ 

けざる もの 古今お ほし。 此所 をよ く 得心し 給 ひて 後、 聖賢の 書 を 見 給 ひ、 

人に も尋 られ： S は 《 -、 皆 入德の 功と 成： ^べし。 心 法 は大學 中庸 論語に しく 

はなく^へ ども、 學 者の 心の むき 樣 にて 俗學 となり 跡と なる 事に ゆ。 心 法 

を受 用す る 人 も、 人 がらの 位 をぬ くる R- を しら ざれば、 II 生 心-術の 詁 

にて 終る ものな り。 又學見 も大に 精く 至 ぬれば、 大方の 凡-情 はぬ くる も 

のに て^へ 共、 それほどに 見— 解の 成-就す る 人 はまれなる 事な り。 大方 は 

水の ごみ をい させた る樣 にて、 すみた ると 思 ふも眞 にあら す^。 叉 一 等の 

人 あり 0 生 付 欲う すく、 心 をろ かにして、 小 理の悟 を 信じ、 これによ りて 

心 を うごかさ 1-- る 者 あり。 聰明の 人 は 小 悟 小 信 を 以て 小成の 功なければ、 

理學に はさと く^へ ども、 德 をつ むこと は を そき 樣に 見え^。 いかさま 學 

に 志す ほどの 人 は、 昨日の 我に はま さりぬべし。 しかれ ども 學流 によりて 

.= ^品に はかへ りて 益な く、 人に たかぶり にくまる、 ばかりなる も 有 之 体に 

よく 學ぶ者 は 人の 非 をと がむ るに. S とま あらす、 日々 に 己が 非 を か 《 

りみ る ことく はしくな り^ 


卷第 1 


1 九 


蕃山仝 集 ^一  册： 


二  0 


しの 才 ある £ を 知、 來る 人の 善 不善 を 見て 

主の 德を 知と 承：^ 

8 幷 tl;^- 宋 朝の 舉 S. 朝の 心 術と 承 ゆ 

へ は、 程 子 朱 子 は道統 にあつ からさる か £ 

返書 略、 周 子の 通 雷な と を 見 侍れ は 聖人の 

はだへ あり。 明taには顔子c^.讽象ぁり。 後 

の s< 者の よく をよ ぶへ きに あらす。 伊川の 

器 朱 子の 志み な 聖人の 一体 あり。 凡 心な 

き 所 は 同し。 聖 1： 傳受の 心 法に あらす して 

何 そや。 我た >- その 舉術 >Mi するとの 多少 

をい ふの み 0 感を解 こ と の 多 を 理^ とい ひ、 

心 をお さむる CJ の 多 を 心 術と 云。 秦 火に 經 

そこねたり。 故に^^儒の功は、訓^!:1にぁり。 

其後與 端お こりて 世に まと ひ 多し。 故に 宋 

儒の 舉 は理 にあり、 まと ひとけて は 心に 

かへ る 故に、 明朝の 論 は 心 法に あり 

9 來 K 略、 太公望 を 微賤より あけ 給 ひ 三 


： 一 來書 略、 武王太公伯夷叔齊の是非を=^1する者古<{マ多くゅ へども、 に 

義心 がたく^ 

返書 略、 古の 事 は不存 ^0 只今 武王太 公伯 夷叔齊 御座れ は 1--、 拙者 は 伯 夷 

にしたがって 首 陽 山に 入 申べ し、 論議に 及^。 此兩道 を明辨 せす とも 聰 

明の さはり にも 成 まじく ^0 聖賢に か はり はお はし まさね ども、 時の 變に 

よりて 其 跡た が ひ、 其 心 見が たく ir。 た V- 人道 は堯 舜を師 とせば あやまる 

こと あるべ からす。 變 にあ ひ 給 ふ 聖人に て は 文 王に しくはなく^。 文 王と 

伯 夷 は 本 傍^な りし かど、 出て つかへ られ^。 文 王 も 客の 禮 を 以て 待 給 ひ 

しとった へ うけた ま はり^ 

2 一  來 « 略、 よき 儒者と 怫^ と をよ せて 論ぜ させて 聞 度 心 御座 ^0 疑 ひの 

ある 故 か、 邪心 ある 故にて あるべき と 存^ 

返書 略、 法論 や 懦 道怫の 論な どは氣 力の つよき か、 现 のとり ま はし こかし 

こき 者 勝と 見え^。 其 人の 勝負に て 道の 勝 劣に あらす、 聖人の 道の^ 道に 

こえて ゆたかに 高き こと は、 論議 を またす して 分明なる tj なり。 求 經にふ 

か、 ら ざる 故に、 うたが ひ 出来：^。 天地の 問に 人の ある は、 人の 腹中に 心 


公と なし 給 ひしと 不審 多 ゆ。 周 公 召 公の と 

き 中 行の 君子と も 見 かたく ゆ。 軍旅の 事に 

長した る 人 ゆへ に て^や 

返書 略、 古人い へる tj あり、 老人 也、 かつ 

微賤に 居て 下の 情 を しれり。 知識 ありて 時 

變に 達せり。 生れな からの 上 藤 は 下の 情 を 

しろしめさる CJ  く はし 力らず 人の-^  *1 

にした かひ、 道理の ま、 に 下知し 給 ひて は、 

下に 至て 可に あたらぬ 事 あり。 是以 帝堯は 

かんこ ほう ほく を 給へ り。 又 賢才の 人 も 

下に 居て 上 藤の 風俗 をみ ず、 かつ 政道の 勢 

を しらされ は、 下にて はかりた る 事に はた 

かふと おほし e 太 公 も 君子に 交て 上 藤の 事 

をし り、 本よりの 大臣 も 太な によって 下の 

惰こ 通し 給へ は、 上- ト ともに 人情に たか ふ 

£ なしと 也。 軍旅に 達せる 事 は、 はしめ は 

しろしめさ、 れ とも、 天然と 大將 軍の 器量 

ある 人なる 故 用 給 ひし 也。 六 箱に 記す 所の 


の あるが ごとし。 天地万物 は 人 を 以て 主とし^へば、 有形の もの 人より 尊 

き はなし。 其 人の 道の 外に 何事の あるべ く^ゃ 

！ 一  來書 略、 七 書の 中 聖賢の 論と 云 は 作？ - にて、 多く は 功利の 徒の 言に て 

^は t^、 何れも 用 ゆべ からす^ か  - 

g 書 略、 仁義の 心 あり、 仁義の 名 ありて 後 用べ く^。 大軍は 正兵 を 本と し、 

威 を 以て 敵 を 制し、 小勢 は 奇兵 を 用 ひ、 はかりごと を 好て 敵 をく じき ゆ。 し 

か r> ども 正 も奇を 用る 所 あり、 奇も 正と 成 時 あり。 吾 は iUi して 敵 は 不義 

なり。 吾 は 善に して 敵 は 不善な り。 善人に したが ふ 軍士 は 皆 義士な り。 不 

善人に したが ふ 士卒 は皆賊 なり。 惡人 のために 善人 を そこな ふべ からす。 

謀 を 好て 敵 を あざむき、 味 ユカ を そこな はすして 敵 を 亡す 事 は 明將の 常な り 

七 書と いふ も 其 明 將の行 ひし 跡 をい ひたる ものな り。 叉 は 軍の 才氣を 生 付 

ヒる 者の、 道 をば しら ざれ ども、 大將と 成た るが 軍功 を 立た る 者の 言も^ 

り。 其 軍の 才は 君子に 似た る 所 あれ ども、 其實は 天地 各^なる 事に てレ 

n 一  来書 略、 佛を そしる は 無用の 事な り。 た M 己が 明德を 明かに する 事 を 

およとう けた ま はり：^ は尤 至極に 存^。 爭 なくて 居 ^は… 二敎 一致と 申 も 
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文武 太 公の ija は皆大 なる « なり。 後世の 事 

このむ 者 これ を 作れり。 かつ SIR を かりて 

Jp 功利の 悪 を かさり たる もの 也。 もし か 

れ にいへ る £ きの 心 あら は、 何 を 以て か聖 

入と は 申へ き 

W 來ぉ 略， 中華の 國 聖代に は武 成つ よく 

して、 末代に 至て よはくな りしと 申 £ はい 

かなる 故-」 て 御座 ゆや 

返 略、 s$ の 中 W をお かすと、 おかさ. - 

るに て しられ 侍り。 聖资の 代に は 文明に 武 

備 ゆ。 故に 臣と稱 して 來 朝し 侍り、 未 代 は 

文 過て 武を こたれ り。 文の 過と いふ は 奢な 

り。 士 以上 は を これば や はら かに 成て、 武 

威よ はし。 上 を これ は 民 かしけ ぬ。 上下 を 

こたり て武 そな はらす。 無事の 時 は 民 も 女 

の樣 にて 心 やすき は 使よ き樣 なれと.^, 戰 

國に のぞみて、 士の 手足と する もの は 民な 

り。 手足 はよ はし、 身 は を こりて や はら か 


ョ 一 

罪 ある まじく^ や 

返 香 略、 一致 にても なきもの 1 致と 虚言 可 申 様 もな く ゆ。 其 上 一致 は爭 

の 端 也。 同じ 佛 道の 中に て だに、 各の 異見 を 立て 相爭 ひ^ *  ^は^にして 

あらそ は ざれば、 いつまでも 難なく  ^0 佛者も 天地の 子な り。 我 も 天地の 

子な り。 皆 兄お にて ゆへ ども、 或はみ る 所の 異により、 或は 世に ひかる、 

すぎ は ひに よりて、 さまぐ にわかれ 申^。 儒と いひ 沸と 云 見 を 立れば こ 

そ、 たが ひの 是非 も あれ。 何れの 見 を も 忘れて、 た 5- 兄弟た る 親み ばかり 

にて 交り ゆ へば、 あらそ ふべき 事 もなく^。 こ V に 職人の 子 共 兄； ありて、 

一人 は 矢の 根かぢ となり、 一人 は 具足 やとな りたる がごと し。 矢 をと む 

べき 5- をぬ くべき の爭 あらば、 東 II 各刖の 他人な り。 本の 兄弟の 親しみの 

み 見 時 は、 職 は 各 別にして、 爭は ある まじく^。 これ はすぎ は ひ 故と も 可 

申 ゆへ ども、 食物に も 兄弟 各數奇 きら ひ ある 事 なれば、 味 を あらそ ひれと 

も、 备の 口の ひく 所 は 一致に はなる まじく^ た 其 ま、 にして 我 は 我、 

人 は 人に てよ く^。  SI: 賢の 御代なら では、 天下 一 同に 德 による 槊 はなく^。 

しかれ ども 猶堯の 時に 許 由 あり、 光武に 嚴子陵 あり、 孔子に 原 壊 あり。 m 


なれ は、 s$ の あなと りお かす もとはり な 

り。 代に は 文武 兼備り ぬれ は、 を ごら す 

を こたら す、 上 藤 もや はら かなら す、 下らう 

も かしけ す、 身 無病に して 手足つ よき かと 

し。 火 を それて 臣 となりぬ る E 尤也。 日 

本 も祌武 帝より 應 神の 御代、 其 後まで も 王 

者の 武威 甚 つよく おはし まし、 かと、 次第 

に 文 過て 武 おとろ へぬ。 京 家の人と て 武家 

の 人の あなと る を 以て 御覧 ゆへ。 武家と 武 

家 にても 少の 間に 强弱人 か はれる £ なり。 

平 淸盛は 武功 を 以てへ あかりし かと も、 一 

門 榮耀に を こり ぬれ は、 ゎづか 11^ 洽佘 年の 

ほと に 武勇よ はくな り 5。 まして 唐 は 三百 

年 五 百年 治りて、 其 間に 文武の 業 あやまり 

へ は、 まるこし の 風俗に なり 行も尤 也。 

其 あやまり をして 聖代の 繪を もまる こしに 

かき： § は あしく！ S 也 

n 來書 略、 文 王 を 野心 あらん かとうた が 
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人 これ をし ゐ袷 はす。 天空して 鳥の 飛に まかせ、 海廣 して 魚の を ど. るに し 

たが ふが ごとし 

： 一 來書 略、 拙者 文學は 少し 仕^へ ども、 才德 なくて 儒者と いはれ、 かつ 

祿を 受^  MJ 耻 かしき 事に て ゆ 

g 書 *ff、 今時 儒者と いはる、 人の 中に、 貴殿 ほど 德を 尊び、 道 を 思 ふ 人 は 

すくな かるべく ゆ。 儒者の 名 は 三 皇五帝 夏 商の 代まで はな かりし なり。 は 

じめ て 周官に 出たり。 鄕 里に をいて 六 藝を敎 ふる 者 を 儒と 云 と^へば、 一 

人の なり。 今の 儒者と いふ は 史の官 の ごとし。 博識 を 以て 業と せり。 

素 王 i、 文勝寸 i 質-一史 なりと。 しかれば 今の 儒者の 德 なく、 道 を 行 はざる 

はさの み 罪に も あらす。 聖人の 道 は 五倫の 人道な れぱ、 天子 諸侯 卿 大夫士 

庶 人の 五 等の 人學び 給べき 道な り。 ^に 儒者と いひて、 道 者 あるべき 様な 

し。 舉問を 敎て產 業と すべき 人 あるべき にあら す。 上より 人 を えらびて、 

士 民の 師を置 給 ふ は 各^の 事な り。 此外 先覺の 後覺を さとし、 朋友 相 助、 

相敎 るの 義 あり。 人 幼に して 學び、 壯 にして 行 ひ、 老て敎 るの 道 あり。 皆士 

農工 商の 業 あり。 乱世 久しく 戰國 の士鱧 樂文學 にいと まなく、 武事に のみ 
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ひなから 又 征伐 を ゆるした ると は 心 S£ かた 

く 御 ま 

返 害 略、 日本 王 代の 征夾 とい はんか £ 

し。 WIS の asi^ のっか さに て、 お： 國を ひき 

いて、 4^ の 中 IS をお かす を はら ひ 退けし 

む。 其 時 はわつ かに 周 一 國の 諸侯に てお は 

しまし き。 文 王と 申 は g 號 也。 その かみ は 

伯と 申たり。 re: 伯の 針 王に 忠 ありし さた 

くひ すくなし。 天下の 諸：： B 王が 悪 をに く 

みて、 そむける 人 三分 か 二 也。 其 二 は 皆. S 

伯に 志 あり。 此時 S 伯に 名利の 心 有て、 軍 

をお こし 給 は、、 衬を ほろ ほさん tj たなこ 

、ろの 內 なり" しかるに ：C 伯は紂 王に 無二 

の 忠臣な りし か は、 大半の そむける 諸侯 を 

ひきいて 來 朝し 給へ り。 衬王は s: 伯の 心 を 

しらされ は、 人の 思 ひつく を あやしみて 姜 

里に とらへ 奉ぬ。 其 後は來 朝す る 諸侯 もま 

れ にして、 いよ/、 さか ひ をお かせり。 


二  B 

か、 り 居て、 野人に 成 たれば、 只！^ 里に して 藝 文を敎 へたる 者の 末 * のみ わ 

づ かに 古の 事 を も 知たり。 この ゆへ に 聖人の 道 を說 を 一 ^とい ひたり。 そ 

のかみ の 文飞- -の稱 なりと い へり。 しかれどもぃまだ^^業にはぉちざりき。 

聖人の 道 學を名 付て！^ 者の 近と い ふ べき 道理 はなき 事な り。 世の いひなら 

はしと 成て、 さやう にい は ざれば、 それと 人の 心得ざる 故に、 我等 を 初て 

と 中な り。 古の 人の い へる も かくの ごとく なるべし。 今の 儒學 とい ふ 

は史 となる の 博 學を習 ふが どし。 弓 を 古し、 鉄； 4.? をう ち 習 ひて、 奉公に 

出る がごと く なれば、 康業 とする も 罪に は あらす。 戰國 よりこの かた 學校 

の 政 久しくす たれ ぬれば、 此史 儒の 文藝 者に 經 傅の 文義を 聞べき より 外の 

事な し。 武藝 者に 弓馬 兵法 を 習 ひて、 武勇 を 助け 武功 を 立る は 武士の 事な 

り。 史 儒に 文を學 て 道理 を 知り、 道 を 行 ひ， 德に 入べき は 五 等の 人倫な り。 

故に 今の 史儒は 其 職 ひき & がごと く なれ ども、 其 事 は 諸舊の 中に をいて 第 

一重し。 fjs; 殿 文舉に 器用に て、 他の に はより 處 なし 0 天の 與 ふる 才 なれ 

ば、 文 を 以て 祿を 受ら る、 こと 何の 害 か あらむ 0 もし 德を 知た る 人の、 

文才 ある 者、 貧 きがため のっかへ を 求めば、 史儒 にかくる、 事 も あるべし。 


其 時紂王 初めて 西 伯の 功を感 しゅる して、 

國 にかへ すの みならす、 國を まかせ、 狄 

人 を ふせ かしめ たり。 殷の 代の 末に 文武お 

とろへ、 中 夏むな しかりし か は， 北 狄來り 

おかし \ 也。 これによ りて 周 侯 を 征夷 將軍 

として 征伐 させた るな り. 此時 太公望 を あ 

け 給 ひ、 狄を征 する がた めに、 軍法 を 論し 

給 ひし CJ も あるへ し。 然と も 六韜の 言語の 

-と き 事 は あるべ からず 

は 來書 略、 不幸に して 若き 時文 學不 仕、 

年 巳に 五十に 及 ゆ。 小 家中 なれと も ffl«< に 

て ゆへ は、 老學 のい とまた になく ゆ。 朝に 

道 を 聞て 夕に 死す るの 一 語 をね かひ 申 計に 

返 寄 略、 家老た る 人の 道 を 好み 德を尊 ひ 給 

はん は、 忠 功の 至に て ゆ。 たと ひ 其 身に は 

つとめす しても、 人に 道藝 をす X むる は、 

上に 立 入の 设 なり。 心 は 耳目 手足の 能な け 


晋の陶 淵 明 は 酒に かくれたり， とい へり。 市隱の 類み なし かり。 其 職よりも 

身 をた かぶる もの は 心い やしければ なり。 其 職よりも 身 を へ りく だる 者 は、 

德 たかき が 故な り。 今人 德 ありて 儒者に かくれば、 必す其 言 ゅづ り、 其 身 

へりくだりて、 道 を あら はすべし。 故に 云、 たかぶれば 心い やしく、 へり 

くだれば. f 高し と。 ねが はく は德を 好て 儒者に かくれ 給へ。 今の 人 久しき 

あやまり を 不知して、 佛家 道家な どい ふごと く、 儒者 を も 一流の 道 者な り 

とお もへ り。 大樹 諸侯 卿大 夫士庶 人の 五 等の 人 こそ 道 者に て^へ。 儒者 は 

一 人の 藝者 なり。 世人 弓馬の 藝者を 以て 武篇 者と はせ す。 武士た る 人み な 

武篇 者なる べきが ごとし。 此 あやまり 漢の 代より このかた ならん。 五 等の 

人倫の 外に 別に 道 者 ある を 以て 異端と すれば、 儒者 f: 者 共に 異端な り。 貴 

殿 周官に 出た るむ かしの 儒 C ごとく、 一 人の 役者と なりて 異端の 徒 をまぬ 

かれ給は^-幸甚たるべくゅ  - 

園 ニノ 卞 一一 入 

2 一  來書 略、 拙者 同役に 利發 にて 作法 もよ き 者^。 道に 志な き 故 何方 やら 

ん 談合な ど あ ひがたく、 氣 のどく に 存^。 道理 を 得心す まじき 者に て はな 

く^ 聞、 和解の 書 にても 見せ 可 申^ や 


卷 第一 


二 五一 


春 山 仝 《  ー.*ー  册 

れと， e  、よく 耳目 手足 を 下知して 尊 か £ し。 

心の おとなしき 人 を 家老と する なれ は、 お 

となと もい ひ、 若 けれと も 老人の 公道 ある 

故に 老 ともい へり.^ 老の 字の 道理に たに か 

なひ»は、幸甚たるへく^： 

^ 來 S 略、 先度 被 仰 下 ゆ 家老た る 者、 其 

身はtti^無^slにても、 人に 道藝 をな さしむ 

る はみ づ から 凝 i!^ あるに 同し との 義、 尤至 

aw に存！ §。 誠に 人の 上に たちた る 者. いか 

程 多能 多才に て、 »i. 問 ひろく  ：5 とも、 人の 賢 

を そね み、 人の 能 有 を そた て 侍らす は、 か 

へりて S 人た るへ く ゆ。 弓馬 文笨 等の は 

心得 申 ゆ" 道學 はい つれの 琉 かよく ゆや。 

今 1a 朱學、 格 法、 王舉、 陸學、 心學 なと. - 

て 色々 にわかれ て 申 ゆ。 皆 古の 儒道に て 御 

座：^ 哉 

s^. 舉 間の手 筋の 義、 いつれ をよ しと 

も あし、 とも 申 かたし。 惣 してす こし 學ひ 


二^ 

«| 書 略、 § も 見 及れ • 利 « なる * に 我等な ど 同志の 非 をよ く 見られ 

^0 叉 わきよりも * 者の 非 を いふと は 多く、 少し にても よき >t 有 之 分 は、 

いひき 力す る ものな く  io 志 ある 者 は默 して 居 it より 外の 辜な く  it へば、 

ほ々 にに くむ 心 はま さりて、 中く 志 は 出來申 まじく^。 道 德の義 を 得心 

すま じき 人に て はなく： S へど も、 贵殿 我せ _ォ などより は 知慧ぉ ほく： s。 贵殿 

我等 も學 者の 名 あらす ば、 一 向の 凡夫より はま さりた る 所 も あるべく^ へ 

ば、 したしまる、 事 も i: はん づれ ども、 學 者の 名 ある 故にへ だてと 成^。 

同志の 友 も 世 聞の 人の 非 をば 見が ちに て、 同志の 非 は 見 ゆるし^。 他人の 

非 を 見る は 何の 用に も不 立して、 却て さはり となる 事な り。 同志の 非 をよ 

く 見て、 互に 相 助た き 事に^ C 御 同 佚の 人も贵 殿の 德 次第にて、 後に は 志 

も 出来^べし。 不行廣 なる 人 はたの みなく^。 此人は 作法よ く^へば、 そ 

の 身に さしはさむ 事 も ある まじく：^。 不行儀 る 人 は 他人 C よき ほど 我 身 

の惡 にさ はりぬ る 故、 いよくい みにくむ ものに て^。 赏 殿の 御 同役 は學 

者と いへ ども、 我 身の 無學ほ どもな きと 思 はれ^ 間、 此方の 德を つみ 袷 ひ 

なば、 や はらぎ 出来 "なん。 利發 にて 世情の 心得よ く^べければ、 貴殷だ 


て 道た てす る 者 は、 人道の 害に 成 事に^。 

いたり もせぬ 見 を 立て， とかく、 へ は 無事 

の て はせ 申 ゆ。 身の 愚なる たけを 

もしら さる 也，" 】 向に 俗儒の へ りくた 9、 心 

得よ き 者 を 招きて 經義 をき X 給へ し。 其 身 

文武 二道の 士 にて なきと 申 はかりに て ゆ。 

武士た る人學 間して、 物の 道理 を 知 給 ひ、 

なを 武道の つとめよ く ゆ は、、 今の 武士  U 

古の 士君子た るへ S 

H 來 W 略、 物よ みに 經義を 聞： S とも、 心 

法 はいか、 受用可 仕 ひや 

返 害 略、 壁 經賢傳 道理 正く 御座 ゆへ は、 誰 

よみても 同し 事に s。 た、 に理を 論し、 跡 

を 行た る 斗に て、 心の あかの ぬけさる は尤 

なる £ なり。 心 術 を受用 するとい ふ 人 も、 

凡 情の 伏藏か はりな けれ は、 共に 功な き 事 

は 同し く ゆ。 有 德の人 あれ は 其 化に よりて、 

よき 人餘多 出来る ものに て 御座 5^。 德は人 
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にへ だてな く、 同志と 同じく もてなされ^ は i^、 同志の 人情 を 知らぬ 人よ 

り は、 事の 相談よ ろし かるべく ゆ。 內々 あしく 聞て にくむ 心 ある 所へ は、 

いかほど よき 道理の 書物 を 御 見せれ 共、 甲斐 有 間 敷 ゆ 也 

ISJ 二 ^11 略) 十月の 亥の 日 を 亥の子と 申て、 餅 を 作りて いは ひ 申^ 事 は、 

何とした るい はれに て^や 

返書 略、 和漢の 故事 ゆや 未レ知 ^* 禺 T 見 を 以て 道理 を辨へ i へば、 十月 は 

盹- 陰の 月に て 陽なく^。 亥の 月の 亥の 日 は、 いよ./ \- 陰の 極り なり。 陰 

りて は 陽 を 生す、 生す る もの は 母な り。 生ぜら る、 もの は 子な り。 餅 は 

陽 —物な り。 故に 先人 身の 陽 を 調て、 天地の 氣を 助けん とす。 陰-陽 相對す 

る 時 は 陽 を 凌げり。 君臣と し 夫婦と しても、 君を& みし 夫 を かろし め、 や 

--も すれば 陰の 爲に陽 を 破る こと あり。 J に 微陽は 純 陰に 敵し がた し。 子 

とする 時 は 養育して 生長せ しむ。 故に 陽 を 亥の子と い へ るか。 日本 は 東方 

なれ ども 小國 なり。 陽の 穉 なり。 是 故に 別して 陽 をい は ひそ だてんと する 

心に て 可 有 かと 存^ 

"驅ーニ來|«^13、 具足の あはせ め は 左 を 上に いたし^。 具 足 屋に尋 ^へば、 古 
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* 山 • , ：ん 

のためにす るに あらす、 己一 人 天理 を存 し、 

人欲 を 去 也- 人欲 を 去て 天理 を存 する のェ 

夫 は * 善 をす るより 大 なる はなく ゆ。 赛と 

いふ は 別に^ をつ くりて なすに あらす、 人 

倫 日用の な 丁へ き^は 皆蕃 也. • 君子に 義 If 

を 主と し、 小人 は 名利 を 主と す。 心に は義 

理を 主として， よく 心 法を受 用す ると 思 ふ 

人 あれと も、 其 人からの 全体 小人の 位に 居 

てぬ けす、 みっから 不知 者 古今お ほし。 此 

所をょく5^心し給ひて後、 aig^J: の？ 51 を 御 i_ は 

し、 人にも|5^られ；§は.^、  人德の 功と な 

り $ へし。 心 法 は大ゅ 中庸 論； にしく はな 

く t へ とも、 ^者の 心の むき 樣 にて、 俗學 

となり、 跡と なり 申 事に 外。 心 法を受 用す 

る 人 も、 人からの 位 をぬ くる £を しらされ 

は、 1 生 心 術の 訓詁に て 終 もの 也 >  又^ 見 

も大に 精く 至 ぬれ は、 大方の 凡 情 はぬ くる 

ものに て： &へ とも、 それ ほと に 見解の 成就 


二八 

來： ii 來 りれ へど も、 其 故 AJ- 个 知と- 3-:^ 

返 略、 一 たび 戎 衣して 天下 大に定 ると 香經に 見え：^。 甲 1H は 戎狄の 衣" 胀 

にかた どれり。 南西 北の 人 は 衣服 左 まへ にして 袖な し。 又^ は 兵な り。 戎 

衣 はつ はもの 、服と いふ 〈おにて：^ はんや。 兵 服の 初 はま 服に かたどりて 戎 

衣と 名 付。 是 によりて 戎字 をつ はものと よませた るに や 0 ゑび すの 服、 つ 

はもの V 服、 兩義の 中 左 まへ と 袖な きとに より ゆへば、 ゑび すの 服の 義初 

たるべく^ や。 中 國の人 も 甲 Sc: したる 体 は 戎狄の 形に 似^。 戎 衣なる が 故 

に 左 をう へ にす るに て 可 有と お^。 むかし 日本の よろいに は 袖と いひて^ 

にかたに 付^。 是は矢 を ふせがん がた め、 たてに 用 ひたる ものに^。 近世 

は 鉄^ わたりて 袖の たて 益う すく^ 故に、 次第に 不用^。 異國の 甲 ST に は 

本より なきものに： S な. 0- 


する 人 はまれなる^ なり。 大方 は 水の，， こみ 

をい させた る樣 にて、 すみた る やうに 思 ふ 

も © にあら す。 又 一 等の 人 あり、 生 付 欲う 

すく 心 をろ かにして、 小 理の悟 を 信じ、 こ 

1- こよりて 心 をう こか さ- < る 者 あり。 聰明 

の 人 は、 小 悟 小 信 を 以て、 小成の 功な けれ 

は、 に はさと く： S へ 共、 德 をつ むと は 

を そき 樣に みえ 申 s。 いかさま 學に 志す ほ 

との 人 は、 昨 H の 我に はま さりぬ へ し。 し 

かれと も學 流に よりて、 人品に はかへ りて 

益な く * 人に たかぶり、 にくまる、 計なる 

も 有 之 鉢に ゆ。 よく 學ふ者 は 人の 非 をと か 

むる にいと まあら す、 日々 に 己 か 非 を 見る 

CJ  く  i- しくな り U 

ほ 来書 略、 武王太 公伯 夷 叔齊の 是非 を 論 

する 者 古今 多； S へ 共、 其 精義 心得 かたくれ 

返書 略、 古の 事 は不存 5。 只今 武王太 公伯 

夷叔齊 御座 ゆ はん、 拙者 は 伯 夷に した かつ 

集義 和書 卷 第一 


集義 和書 卷第 
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^ 一  来書 略、 武士た る 者 は 事 あれ かし、 高名して 立身 せんと 思 ふ を 以て 常 

とお ぼへ^。 又 事な きこ そよ けれ、 兵乱 をね がふ は 無用の 事と 申 者^ へば、 

武士の 心に あらすな どい ひて あざけり ^0 いづれ か是に て^べ き 

返書 略、 いづれ も 非に て ゆ。 文盲に して 道學 のわき まへ もな き 武士 は、 せ 

めて 武直ー i の 心がけ を 第一と して、 只今に も 事 あらば と油斷 せす 高名 

4! んと おも ひ、 疊の 上に て 病死す る は 無念なる 事に おも ふ も 可也。 しかれ 

ども 浮氣 にて さやう に 思 ふ は ひが- =t なり。 我 高名 せんと 思へば、 人 も义同 

じ 心 あり。 死生 一 一に 一 なり。 それまで もな く 弓矢 鉄 炮の憂 あれば、 死 は 十 

にして 生 は 一 也。 高名 立身 を 望て、 事 あれ かしと ねが ふ は 思慮 すくなき 事 

に ^0 十 死 一生 を しらで 理 運に 高名すべき 様に 思 ひなば、 なりが たき 勢 を 

見て は、 を くれ を 取 事 も あるべき か。 其 上天 下の 人妻 子等の なげきく るし 
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て 首 ほ 山に 入 申へ し。 論 義に不 及 so 此！ S 

道 を-明 辨 せす とも 聰明の さはり にも 成 まし 

く ゆ。 聖 R にか はり はお はし まさね とも、 

時の 變 によりて、 其 たか ひ、 其 心 見 かた 

く S 。た - 人道 は 堯舜 を師 とせ は あやまる 

£ あるへから ず。 變 にあ ひ 給 ふ 聖人に て は 

文 王に しく はなく  §。 文 王と： は 本滂 輩 

なりし かと 出て つか へられ ゆ。 文 王 も 客の 

» を 以て 待 給 ひし 也 

^ 來 s 略、 よき 儒者と 佛 者と をよ せて 論 

をせ させで 聞 度 心 御座 ゆ。 ，つた かひの ある 

故 か、 邪心 ある 故にて 可 在 之と 存： S 

返 宵 略、 法論 や 儒道 佛の 論な とは氣 力の つ 

よき かた か、 理 のとり ま はし こかし こき 者 

勝と 申 侍り。 其 人の 勝負に て、 道の 勝 劣に 

あらす。 聖人の 道の 諸道に こえて、 ゆたか 

に 高き 事 は 論 51« を またす し て 分明た る CJ な 

り。 孝經に ふか、 ら さる 故にうた かひ 御座 


み をお もへば、 たと ひかなら す 命 AJ 全して、 高名 をき はむ とも、 一人の 小 

知行の ために、 万人 を くるしめ、 人の なげき を あつめて、 名！ S 利用と せん 

事、 心に こ、 ろよ からむ か。 仁人 は國 天下 を 得 とても 好ざる なり • 兵書 

に 云、 凡 兵 は 過な きの 城 をせ めす、 罪な きの 人 を 殺さす。 人 を 殺して 其 31 

郡 をと り、 財 を 利す るは盜 なりと い へり。 惡人 ありて 乱 も. S できよ かし、 

髙名 せんと 思 ふ は 不忠な り。 其 上 富 贵贫賤 盛装 相 か はれり。 如 此の わき ま 

へ ありて、 兵乱 をい とふ はよ き 心得な り。 其 わき まへ もな く、 武道 武藝も 

きら ひに て、 や はら かにくら す 便利の ために、 無事 を 好める は、 しなこ そ 

か はれ、 うは 氣に 何事 ぞ とねが ふ 人に 同前 たるべく ^0 よき 武士と いふ は、 

あくまで 勇 ありて、 武道 武藝 のこ、 ろが け ふかく、 何事 ありても つま づく 

事な き樣 にたし なみ、 さて 主君 を 大切に 思 ひ 奉り、 自分の 子より 初めて、 

天下の 老若 を 不便に おも ふ 仁愛の 心より， 世 中の 無 事を好み、 其 上に 不慮 

の 事 出来る 時 は、 身 を 忘れ 家 を わすれて、 犬なる はたらき を &し、 軍功 を 

立る 人 あらば、 一文 不通の 無畢 とい ふと も、 文武 二道の 士 なるべし。 世間 

に文藝 をし り、 武藝 をし りたる 者 を、 文武 二道と. S ふ は 至極に あらす。 こ 


:5。 天地の 間に 人の ある は、 人の 腹中に 心 

の あるかと し。 天地 蓖物は 人 を以卞 としゅ 

へ は、 有形の 者 人より 尊 はなし、 其 人の 道 

の 外に 何事 か 可 有 之： S や 

^ 來書 略、 七 書の 中 聖賢の 論と 云 は 作と 

にて、 多 は 功利の 徒の 言に て 外 は、、 何れ 

も^ ゲへ か. りす^ 力 

返書 略、 仁義の 心 あり、 仁義の 名 有て 後 可 

用 §。 大軍は 正兵 を. K とし、 威 を 以て 敵 を 

制し、 小勢 は 奇兵 を 用 ひ、 はかりと を 好て 敵 

をく じき §。 然と も 正 も奇を 用る 所 あり、 

奇も 正と 成 時 あり、 吾は義 にして 敵 は 不義 

也。 吾 は 善に して 敵 は 不善 也。 善人に した 

かふ 軍士 は 皆 義士 也。 不善 人に した かふ 士 

卒 は皆賊 也。 惡人 のために iK を そこな ふ 

へ からす。 謀 を 好て 敵 を +f むき、 身方 を 

そこ な はすし て 敵 を 亡す 事 は 明 將の常 也。 

七 書と いふ も 其明將 の 行 ひし 跡 をい ひたる 
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れは 文武の ニ藝 とい ふべ し。 藝 ばかりにて 知 仁 勇の 德 なくば、 二道と は 申 

がた かるべく ゆ 

一 一 來書 略、 哥鞠は 武士の わざに あらす。 賴朝 卿の 次 は sii を もて あそびて 

亡び 給 ひ、 其 次 は哥を 好みて たえ 給へ り。 愁 じて 武家の 弓馬に を ごり て、 

哥鞠を もて あそぶ は 不吉な りと 申 ゆ。 さも ある ことに て^や 

返書 略、 哥道は 我國の 風俗 なれば、 少しな りと も 心得た き 事に て ゆ。 され 

ども. S にしへの 哥人 は、 本 ありての 枝葉に 哥 をよ みたる よしに^。 本と 云 

は學 問の 道な り a 學 問の 道に 文武 あり。 文武に 德と藝 との 本末 あり。 文の 

德は 仁な り。 武の 德は義 なり。 仁義の 本立て 後、 弓馬 書 數禮樂 詩哥の あそ 

び あり。 弓馬 書 數禮樂 詩哥、 叉 文武の 德を 助く る ものな り。 文武の 道 をよ 

く 心得て 武士 を みちびき、 民を撫 おさめ、 其 餘カを 以て 月 花に も 野なら す、 

哥を もて あそばれ^ は J -、 花 も實も ある 好 人 たるべく ^0 頼 朝 卿の 末のお 

とろへ は哥 鞠の 罪に あらす、 其 本の 不立 故な り。 本た 、ざれば 武道の 心が 

けに 過て 亡た る 家 も 和漢 共に あまた あれば、 ^Jれも武道の罪と可申^ゃ。 

本 をす て 、跡に て 論ぜば、 は V- しある ベから す ゆ。 鞣は 親王 門跡な どのれ 
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春 山  集 

も S 也" 父は車の^^を生付たる者の、 0 

を しらて 大將と 成た るか、 m 功 を 立た る 者 

の： ぼ も あり。 ^^5^の才は君子に似たる所ぁ 

れ とも、 其 IS は 天地 芥別也 

SB 來？？ C 略、 佛を そしる は 無用のと 也。 た 

、己 か 明德を 叫かに する CJ をせ よ、 とうけ 

給 はり ゅは尤 至極に 存ゅ。 爭 なくて 居： S は 

、、 ヨ效 一致と 申 も 罪 ある まし く^ゃ 

返 l^t 略、 一致 にても なき も の を 一致 と {.g  一口 

可 申 もな く ゆ。 其 上 一 致 は 爭の端 也。 同 

し佛 道の 中に てた に 名の 異見 を寸. て 相爭ひ 

侍りぬ、 別 は 別にして 爭 はされ は、 いつま 

て も 難なく ゆ。 怫者も 天地の 子 也。 我 も 天 

地の 子 也。 皆 兄弟に て ゆへ とも、 或はみ る 

所の sjj により、 或は 世に ひかる V すき は ひ 

によりで， 色々 にわかれ ：s。 儒と 云 佛と云 

見 を 立れ はこ そ、 たか ひの 是非 も あれ、 何 

れの見 を も 忘れて、 た、 兄弟た る 親み はが 


きく、 武士の やうに a がり 歩行 もな りが たく、 舆ポの 御 ありき も 度々 4i 

りが たければ、 鬥 にば かりお はしまして、 ；， 湫. mi^ しと こほり 給 ふ！ gS* 豉 

に、 si など、 御 あいて だに あしから すば、，、 るし かる まじき か。 それ とても 

^問 業つ とめ 給 ひし 上に、 御 養生の ためなら ばし かるべし。 いづれ にて 

も あそび を專 として * 本な き は あしき 事に て^ 

S 一  來害 略、 勇 は 沈！ si- がよ きと 承^。 され ど 刀 も かねよ き はう ちみる より 

きれぬべく； 4： ぜられ ゆ。 入の 武 も强 如 此と存 ^0 尤沈 SJ^ も あるべく^ 

へ 共， それ は 百 人に 一人に て、 大 かた 見聞の 及 所た が はざる かと 存^ 

返書 略、 まことに 刀の きる k ときれ ざると は、 かねに て ゆる に： to む 

かし は 今の 様に ためし ものと 云 事 まれなる 故に、 た 自分の 目に て かねよ 

き 刀 を p 利して 求めさし たると 申 it し 也。 我等 も それに 心 付て 見習： S へば 

大 かた あたり^。 かねの きた ひよく 猜祌 あるが ごとく、 はきと したる はき 

れ 申^。 かね かたくても 精神な く、 石の ごとく なるや、 鍊 たる やう にても、 

や はら かにに ぶき はきれ す^。 此善惡 は 少し 心 づき ぬれば 見え 申^。 叉大 

かたに て は 見えが たき かね あり。 にぶき に似て、 どみ たる やうに て、 さは 


「0 化が.' 字 上， は J りに て 交り ぬれば、 あら 

L  ヲ 下-一 J* レ i 力」 -「.,3  li 

そふへ き- 1 もな く ゆ。 こ、 に 町人の 子と も 

兄弟 ありて、 一 人 は 矢の 根 かちとな り、 一 人 

は 具足 崖と なりたる か CJ し、 矢 をと、 むハ 

き 甲 をぬ くへ きの あら は、 京 西 各 別の 他 

人 也。 本の 兄弟の 親しみの み 見る 時 は、 職 

は 各 別にして 爭は ある ましく ゆ。 これ はす 

き は ひ 故と も 15- 申^ へ とも、 食物に も 兄弟 

各す ききら ひ ある 事 なれ は、 味 を あらそ ひ 

ゆと も、 各の 口の ひく 所 は 一 致に はなる ま 

しく ゆ。 た k 其 ま- - にして 我 は 我、 人 は 人 

にて よく：：；。 聖賢の 御代なら て は、 天下一 

同に 德 による 事 は 無 御座 ゆ。 しかれ ども 適 

堯の 時に 許 由 あり、 光武に 原 千 陵 あり、 孔 

子に 原壤 有、 聖人 これ をし ゐ給 はす、 天空 

して 鳥の 飛に まかせ、 海廣 して 魚の をと る 

にした かふ かとし 

S 来書 略、 拙者 文 學は少 仕： § へ 共、 才德 
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なく、 空の 曇りた るが ごとく、 淵の ふかきが どくに て、 さへ くと きた ひ 

よきと ころ は 見えざる あり。 是は すぐれたる 大きれ ものに て^。 沈勇 も 叉 

如 あし。 此品々 はさし おきて、 武士た る 者 はみ な 武勇 あるべき こと はりの 

ものに て^。 刀 はみ なきる- -能 ある ものな り。 柄 額して 金銀 糸 を 以て かざ 

り、 はやから すお そから す、 そき ほどに つめて さす ものに て^。 武は文 を 

以てかざる べき 理 なれば、 勇 は 仁 を 以てお さめて、 平生は 禮儀 正しく、 仁 

愛 ふかきが よく^。 刀 脇 指の はやき は 自然の 時の 用まで もな く、 身の あや 

まち 近き にあり。 貴方の 勇氣は 小脇 指の はやき 樣に^ 聞、 よき ほどに つめ 

c 御 さし 可 被 成 i:。 其 上 勇力に ほこる もの は投 多く^。 其 善 を 有すれば そ 

の 善 を 失 ひ、 其 能に 5^ れば其 功 を 失 ふ、 と は 古人の 格言な り。 勇 だてす る 

者 をば 人に くみて、 少々 の 手柄 ありても ほめ ネ、 かへ りてい ひけし ゆ。 0 

何事 ぞを かま へ て、 越度 あらせん とし、 叉 すぐれたる 手柄 ありても、 大身に 

なりが たきものと 申^。 されば 常に 敵 多くて やすき 心なく^。 むかし 三十 

年 甲胄へ.， 枕と し、 山野 を 家と して、 度々 高名 あるの みならす、 武道の 事 功 

者なる： ありき。 若き ともがら 打 寄て は、 此 老人 を 請 じ まう け、 武道の 物 
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なくて 儒者と よはれ， かつ 綠を受 ゆ 事耻か 

しき 事-」 て 御座 i 

返 » 略、 今時 儒者と よはる、 入の 中に、 资 

殿 ほと 德 をな ひ、 ^3を思ふ人はすくなかる 

へく u。 髓 者の 名 は 三 泉 五 帝 S 商の 代 まて 

はな かりし 也。 初て 周せ に 出た るか 鄕 里に 

をいて 六 鏖を敎 者 を 儒と 云と ひへ は、 一人 

の 役者な り。 今の 懾 者と いふ は 史の官 の £ 

し。 識を 以て 業と せり。 素 王 曰、 文 勝寸ハ 

, 燹史 なりと、 しかれ は 今の 儒者の 德 なく、 

道 を 行 はさる は、 さの み s^i; にも あらす。 聖 

人の 道 は 五倫の 人道 なれ は、 天子 諸侯 卿大 

夫士庶 人の 五 等の 人 ffi- ひ 行へ き 道な り。 別 

に繙 者と 云て、 道 者 あるへ き樣 なし。 間 

を 敎て產 菜と す へ き 人 ある へ きに あらす。 

ヒ より 人 を えらむ て 士 民の：！ を i ふ は 各 

別の 事 也。 此外 先覺の を さとし、 朋友 

相 助相敎 の^ あり C 人 幼に して 學ひ肽 にし 


語 をき、 き。 北ハ 人の いへ る は * 吾 は 人の いふ ほどの 手柄 もな し。 わかき 

時より 愛敬 ありて 人に 愛せられ たる 者 也。 この 故に 世に 高名 あり。 武篇の 

1£ 意 は 愛敬な りと いへ り。 何 1^ も 至極に いたれば 道に 近く^ 

S  〔01R 力〕 來辔 略， 生 は 天の 吾を勞 するな り。 死 は 造-物，. 者の 吾 を 安す る 

なり。 狂— 者の 親の 喪に あ ふて うた ふ 道理な り。 みづ からの 死生 をお も ふ 

事尤 同じと。 しかれば 生 をに くみて 死 を 好と も 可 申^ や 

返書 略、 勞 安の 義 二つに あらす、 « 夜 を 以て 兑給 べし。 夜 はいね て 安く、 

昼 はおき て勞 す。 しかれ どもお の やすみ 極り ぬれば、 昼 の^をお も ひ、 耋 

の勞 ；恢 り ぬれば、 我の 休 をお も ふ。 死生 勞安は 時な り。 た 5- 造— 物-者の な 

さむ ま、 なり。 私意 を 立て 好- 惡 すべから す。 狂者 は 凡人の 生 をむ さばり、 

死 をに くむの 迷 をた むべ きがため に、 過言 ある ものな り。 北ハ兒 所 天人 陰陽 

の 外に 出たり。 聖人 もとより 此 心なき にあら す。 しかれ ども 中 行 はく はし 

きが 故に 其 見 を わすれ、 狂者 は あらき 所 ありて 見 を わすれす。 大知は 愚な 

るが ごとし。 物 あれば 则 あり。 S 卞： 人 は 道と 同体な り。 天地万物の 則な り。 

ぞ 見-解 を 立て 物理 を やぶらん や。 しかれ ども 狂-者の 心 も 又よ みすべし 


て 行 ひ、 老て敎 るの 道 あり。 皆 士農工商の 

業 あり。 亂世 久しく、 戰國の 士禮樂 文舉に 

いとまな く， 武事に のみ か k りゐ て、 野人 

に 成 たれ は、 た、 鄉里 にして 藝文 を敎 たる 

者の 末々 のみ、 わつ かに 古の 事 を も 知たり。 

この ゆへ に 聖人の 道 を 說者を 儒と いひた 

り。 その かみの 文 學の稱 也と いへ り。 しか 

れ ともい また 產 業に はおち さりき。 聖人の 

道 學を名 付て、 儒者の 道と いふへ き 道理 は 

なき 事 也。 世の いひなら はしと 成て、 さい 

はされ は、 それと 人の 心得さる 故に、 一人 

くに 説き かする こと もなら され は、 我等 

を 初めに 儒道と 申 也。 古の 人の い へ る も か 

くの £  くなる へし。 今の 儒學 とい ふ は、 史 

となる の 博 學を習 かどし。 弓 を 稽古し、 鐵 

炮を うち 習 ひて 、奉公に 出る かとくな れは、 

產業 とする も 罪に は あらす。 戥國 よりこの 

かた 舉 校の 政 しくす たれ ぬれ は、 此史儒 

^  .ill 和書 卷第 1 . - ： 


一  來書 略、 拙者 在所に 人相 を 見 もの あり。 何と ぞ本 ある 事に て^や 

返書 略、 本 ある 事に て ±。 相 書-一 云，、 ，惡 "乃 チ禍ノ 之-兆 善" 乃チ 福， 之-基 ィと 

あり。 これ 相の 極意に て^ 

_^ 一  来書 略、 拙者 在所に 氣 逸-物なる 物 あり。 知行 二百 石の 身上な りしが、 

死期に のぞみて、 其 子に いふ やう、 天下 はま はり 持なる ぞ、 油斷 すなと て 

相 果^。 天下の 武士た る 者、 此 心なき はふが ひなき 様に 申 者 あり。 然は無 

畢の 人は臣 にしても たのみが たく ゆ。 勢 ひの をよ ばぬ 故に こそした がひつ 

か ゑ^へ。 とり はづ して はみ な 主人 を も 失 ひ 可 申^ や 

返書 略、 天下の 武士の 心 はしらす^。 愁 じて 天下 は 父祖より 受來 りしなら 

ば 是非 こ 及ます、 1^ て のぞまし きものに あらす。 國郡も 又 同じ。 野 拙 は 

おそれながら 大樹 君 を 代官と し 奉り、 治世に ゆるく とすみ 侍る と 存^  ^ 

ば、 かやう の ありがたき 事な く、 万- 歳と いは ひ 奉り^。 貧 は士の 常な お 

ば、 樂 しみこれ に 過べ からす。 許 由が 耳 を 洗し こ、 ろ も、 堯帝を 代官と し 

て、 山水 をた のしむ は 何の 官位に かか ふべき。 我に 天下 を ゅづら むと は、 

人の 弋宫 をせ よと か。 二度 此事 をき かじと て 耳 を あら ひし ものな り。 何の 
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の 文 S3 者に 純^の 文 を S へきより 外の 事 

なし。 武澳 者に 弓馬 兵法 を 習て、 Is を 助 

け 武功 を. H る は 武士の is^ 也。 史 ffi に 文 を 

て、^; S を 知、 fi3 を 行 ひ、 德に 入へ き は 五 等 

の 人倫 也。 故に 今の 史儒は 其 職 ひき、 かこ 

とく なれと も- 其 事 は？！； i 藝の 中に を ひて 第 

一^し。 ^^殿文»1-に器用にて他の^$にはょ 

り 所な し。 天の 與 ふる 才 なれ は、 文 藝を以 

て祿， を 受らる k 率、 何の .3>5 か あらん。 もし 

德を 知た る 人の 文才 ある 者、 がた めの つ 

かへ をぶ め は、 史 儒 にかくる i£ も あるへ 

し。^ の 陶淵明 は 酒に かくれたり といへ り。 

市 £i の 類 しかり。 其 職よりも 身 をた かふ 

る もの は 心い やし けれ はなり。 其 職よりも 

身 をへ りくた る 者 は、 襟た かきが 故 也。 今 

人 あり 德 有て 儒者に かくれ は必 す^ 言 ゆつ 

り、 其. せへ りくたり て 道 を あら はすべし。 

故に 云、 たか ふれ は 心い やしく、 へりく た 


111 六 

苦 分な くた ま はると も、 國も 天下 も 所望に なく： s。 然れ ばと て受來 りたる 

國 天下 を かろくお も ひ、 我 身の ためにす つる は ひが どなり。 聖人の 大 ^3! を 

位と いひて、 富 W なくて は 万民 をす くひた すくる なりが たし。 受 きたり 

^天下なら ば、 仁政 を 行 ひ、 天下 を 安-蹄なら しむる を樂 しみと する^に て 

±o 義 もなくて もとむ ると、 我に ある もの を かろくし てす つると 同じく 無 

道の 至に^。 利欲の 人 は 天".^ の をす お-にて かな は ざれば こそ、 臣 となりて 

かしこまり i: へ 0 勢 ひだに あらば 大 かた 主！^ おもうしな ひ 申 ベく： s。 是以 

カン/お. C ソ  クビ 

漢 高祖 は 我 頸 を ねら ひたる 者 を 知ながら たてお かれ： s。 人情 をし り、 かつ 

天下の 歸 する 所 は 人力に をよ ばざる 事 を 得心 ありた る 故に てれ 

S 一  來 Si 略、 節分の 夜 大豆 を. S り、 幅 は 內へ鬼 は 外へ とい ひ、 .1 のか しら 

を やきて 戶 口にさし など 仕： s_ ^は、 ゆへ もな き 世俗の なら はしと お^。 し 

かれ ども 俗にした が ひ 可 申^ や 

返書 略、， 秋夂 、一は 陰^ 内に 有て 事 を 用 ひ、 ^氣 外に ある 故に、 立春の 旦ょ ジ 

陽氣 に 入て 事 を 用 ひ、 陰 外に 出る のか はりめな り。 されども<^-凌^=^し 

き 故に、 大豆 をい りて 陽氣 助け、 屋の すみぐ まで も 陰陽の か はり を 


れは德 高し と。 153； 殿 文學の ひろき 事 は予に 

百倍な らん。 近所なら は 常に 師 としたつね 

申へ し。 ねか はく は德 を：： て 儒者 £~ くれ 

給へ。 今の 人 久しき あやまり を 不知、 儒者 

はかざり て說 さる か。 佛家 道家な とい ふこ 

とく、 儒者 を も 一 流の 道 者な りと おもへ り。 

大樹 諸侯 卿 大夫士 庶の五 等の 人 こ そ 道 者に 

て：！： へ C 儒者 は 一 人の 藝者 なり、 世人 弓馬 

の 藝者を 以て 武篇 者と はせ す。 武士た る 人 

みな 武篇者 成へ きかさし。 此 あやまり 漢の 

代より このかた ならん。 五 等の 人倫の 外に 

別に 道 者 ある を 以て 異端と すれ は、 儒者 佛 

者 共に^ 端 也。 K 殿 周官に 出た るむ かしの 

儒の ぶ-く、 一人の 役者と なりて、 異端の 徒 

をまぬ かれ 給 は、 幸甚た るへ くれ 

^ 來書 略、 拙者 同役に 利發 にて 作法 もよ 

き 者 御座 ゆ、 道に 志な き 故 何方 やらん 談合 

なと あ ひかた く、 氣の 毒に 存； s。 道理の 合 
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にした る もの たるべく^。 鬼 は 陰な り。 今宵より 外に 出るな り。 祌は 陽な 

り" 神 は 福 をな す、 今宵より 內に 入て 万物 を 生す るな り。 鰯 は 衆 を 養 ふ 物 

にて 仁 魚なる に 依て、 邪氣其 香に おそ るれば、 邪氣を はら はむ となり。 ひ 

いら 木 をく はふる 事 は 世俗 鬼の 理を しらで なした る 事 か。 嫋 のどき 理 ある 

か。 いまだしら す： t 

S 一  來書 略、 今時な ま學 問す る 人 は、 もの を やぶる 様に 被 申^。 世 中の わ 

け もな き 事 を やぶる は尤 にて^ へど も、 何 を も かお も 理屈に て をし へ ば、 

神道 も 王道 も 立ざる 樣に成 行 ゆ。 無の 見と 申 あらき 異學の 風 C ごとし、 い 

返書 略、 古今 異學の 悟道 者と 申 は、 上古の 愚 夫愚婦 なり。 上古の 凡 民に は 

狂 病な し。 其 悟道 者に は此病 あり。 先 地獄 極樂 とてな き 事 をつ くりた るに 

まよ ひ、 又 さとりと て、 やう^、 地獄 極樂 のな きとい ふこと をし りたるな 

り。 無- 懷— 氏の 民に は 本より 此 まよ ひなし。 是を 以てさと り 得て、 はじめ 

てむかし のた 尺になる と 申 事に^。 た 人 なれば せめてに て^ へど も、 

其 上に 自滿 出来て、 人 は 地獄に 迷 ふ を、 我 は 迷 はすと おも ひ ぬれば、 地獄 

卷 第二  1= 七 
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善 山 令 •s-  ii^ ー册 

Ari まいる ましき 者に て はなく 5 間、 和解の 

<« にても 見せ 可 申： SiiS 

拙者 も：：^ 及 ひ、 利發 なる 故に 贵殿 

我等な と 2 志の 非 をよ く 見られ ゆ。 又 わき 

よりも 者の 非 をい ふ CJ は 多く、 少 にても 

よき CJ 有 之 分 は、 いひき かする 者な く！ s。 

志お 之 者 は默し て 居 5 より 外の 事な く ひ へ 

は、 日々 にに くむ 心 はま さりて、 中. （》 志 

は 出來申 ましく ゆ。 造 德の義 を 合点 せらる 

ましき 人に て はなく！ 5 へ とも、 贵殿 我等な 

とより は 知？ お ほく 御座 ゆ。 *x 殿 我等 も學 

者の 名 あらす は、 一 向の 凡夫より はま さり 

たる 所 も あるへ く ゆへ は、 したしまる > "事 

も ゆ はん つれと Js>、 學 者の 名 ある 故にへ た 

てと 成 ：§。 同志の 友 も 世間の 人の 非 を は 見 

. ^ちに て、 同志の 非 はみ ゆるし： 他人の 

非 をみ る は 何の 用に も不 立して、 却て さは 

りと 成 事 也。 同志の 非 を はよ く 見て、 互に 


のな きと 云 一 事 を 以て、 何お も か を もな しとて、 いみ は かる 听な く： so 

體佛 共に 世 中に 此 無の 見 はや p ものに て ゆ 

M 一  来書 略、 佛 敎を內 典と いひ、 儒教 を 外典と 申 候^ は、 心 を 2: とい ひ、 

形 色 を 外と 申！！^ れば、 怫敎は 心 法な り。 懦敎は 外 ざまの し をき 法度な りと 

申 儀に て あるべく： ^0 义 儒道 佛の 三敎は 有無 中 也。 いづれ にも 霜 妙な， きに 

は あら ざれ ども、 つかさどる 所 懦 は 有 相の 上の 道 也。 道 は 無 相 を 至極と せ 

り。 .，1 は 中道 也。 有無 中 かねて 機に よりて 說 といへ ども、 畢竟 は 中道 赏相 

に歸 着す とい へり、 いか 

返書 略、 形 色 ある もの は 皆無より 生じ：^ へば、 有無 もと 二に あらす。 巾と 

云 は 天理の 別名な り。 有無に 對 する 中には あらす。 堯舜 はじめて 易の 心 法 

を發 明し 給 ひて 中と 名 付 給へ り。 則 天下 國 家の 平治齊 とても、 中の 外 無 レー 一 

心無 レニ 道、 天理の 我に ありて 未發 これ を 中と 云。 天理の 我に ありて 已發、 

これ を 和と 云。 條身齊 家 治國平 天下 は 已發の 和な り。 則 中な り。 物の 天理 

の 至 精 を 得て 至 易至簡 なる を 中と 云， M 和な り。 佛 氏と いへ ども、 もと 有 

無 を 二に せす。 色即是空 これな り。 聖學 といへ ども 有無 中 を 別にせ す。 形 


相助たき事に^;。 御 同 佼の人 も 貴殿つ 德次 

第にて後には志も出來^：へし。 不行儀の 人 

はたの みなく 5。 此人は 作法よ く 其 身に さ 

し はさむ £ も ある ましく ゆ。 不行儀の 人 は 

他人の よき ほと 我 身の 悪に さはり ぬる 故、 

いよくい みにくむ ものに て ゆ。 貴殿の 御 

同役 は學 者と いへ とも、 我等の 挺 事 ほと も 

なきと 思 はれ ゆ 間、 此方の 德を つみ 給 ひな 

はや はらき 出來 外なん。 利 にて 世情の 合 

点よ く S へ けれ は、 貴殿た にへ たてな く 同 

志と 同し くもて なされ： S は、、 同志の 人情 

を しらぬ 人より は 事の 相談よ ろし かるへ く 

$0 内々 あしく 聞て にくむ 心 御座 ゆ 所へ は、 

いかほと よき 道理の 1 を 御 見せ ゆ とも 甲 

斐 ある ましく W 也 
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と 色と は 天性な りと。 佛氏 といへ ども， 有無の 中にはと まらす。 怫 書-一 

云， 、心.， 性不- 動。 假- 立 r, 中， 名 1 亡- 泯 三-千。 假- 立 r,Srir 雖？ 1- ス -而モ 

存さ 假ニ 立つ 假， 號 1 道 者と いへ ども、 無に かたよらす、 後世の 奢 をと > 

め、 僞を ひらきて 太-古朴-素 淳- 厚の 風 を かへ さんと おもへ り。 佛仙 共に 

聖學 の 徒 也。 語 も理も いづく より 取來 らん や。 ■  Iky に は 聖學の 修來 明言 を 失 

ひて、 かへ りて 仙怫 にの こりと まる XJ と 多し。 先天の 圖を仙 家に 得た る 

にて 得心 あるべく^。 本 聖人の 門より 出た る こと を わき まへ す。 仙佛 の. S 

ふ 事 なれば 皆 異端の 語と していみ さけぬ。 彼 も聖鬥 のよ きこと ならでは 取 

用 ひす。 三代の 禮樂も 浮-屠に のこれる こと あり。 人道に はかへ りて 戰國 

の 久し かりし 間にと り 失 ひたる こと 多し。 されば 聖學の 至言 はみ な 異端に 

あたへ て 儒 は 土- 宜を 取ぬ。 すべて 道德の 高下 淺深を 論じ、 語の 似た る を 

あはせ て 同異 を い は 盡す期 あ るべ か らナ。 內典 外典の 名は怫 者より い ふ 

といへ 共、 實は 儒者の まねく 處 なり。 秦漢 よりこの かた、 士君子た る 人、 

道 統の傳 を 失 ひて、 執-中の 心 法 を しらす。 道德 はなはだ くだれり。 故に 

儒者の 道 はた 如斯 ものと 思へ り。 されば 高 明の 人 はお ほく 佛に 入、 仙に 
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書簡 之 一 一 

$ 略、 武士た る 者 は^あれ かし、 手 

柄 をし、 Jjg おして、 立身した きとい ふを以 

て 常と おほえ ゆ。 又 何 ホ> もな きそよ き、 兵 

乱 をね かふ はいら さる^と 申 者 5 へ は、 武 

士の 心に あらす。 ぬるき なと いひて あさけ 

り ゆ。 いつれ か & にて 御座： § はんや 

返 $s 略、 いつれ も 非に て 5。 文盲に して 道 

學 のわき ま ゑ もな き 武士 は、 せめて 武道 一 

偏の こ  >- ろかけ を 第 一 として、 明 HI にも 事 

あら はと 汕斷 せす、 手柄 をした くお も ひ、 盤 

の 上に て 死す る は 無念の CJ に 思 ふ もよ く 

侍り。 しかれ ども 浮氣 にて さやう にお も ひ 

もし、 いひ もす る は ひがと なり。 我てから 

を せんと 思へ は、 人 もまた 同し、 ：！- あり。 -处 


B0 

入、 道 も 後 は 天 仙の： b を 失て 地汕 に^たり。 是も又 心 法 を^ ト，。 た v,^ 

者の み 心 法 をい へり。 これによ りて 怫法 AJrt と. S ひ、 151 近 を 外と いへ り 

^ 1 来書 略、 此 ほどお もしろ きむかし 物語 を 承^。 明隸と <i と 同；.！； - して 

路次を 過ら れ 侍りし に、 かたはらに 金銀 多くお とし たり。 拝 も是を て、 

こ i に大； f ありと てよ けて 通り、 四 五町 行す ぎて、 又 云、 先の 物 はおて 也 

人 見つけた らば te びて 取べ しと。 明 栽 云、 おもきに こ、 まで 持 來給ふ 6- と。 

解. 跶の心 は 鬼よ 她ょ などい ひて、 人を窖 する もの ありと はい へど も 兄た る 

者な し。 金銀に 命 を とらる- -者は 眼前に 數を しらす、 誠の 大她 なると 云義 

なり。 このた ぐ ひの 兌— 解 を 以て 世俗の まど ひ を 出た る ものな り。 明慧は 

金銀 も 石 も か はら も 同じく 見なして、 とかくの：： IS 解な し。 誠に はるかに 

高き 心地に て ±。 聖； 賢の 心 位と 申す とも か はりある まじき と 存：^ 

返窨 略、 兩 傲の 內 にて は 心 位の 淺深 ありと. S へど も、 聖擧 よりみれ ぱ、 い 

づれも 見解に て： s。 心地 自然にして 物な しと は 申が たかるべし。 柳 はみ ど 

り 花 は 紅と、 それく に 物の 輕重 は輕 直にし： 置て、 我ぁづ からざる ぞょ 

く ゆ。 金釵と 土石と 同じく みると いふ も、 見-解 を 以て * りたる ものな り 0 


生 は 二に 一 なり。 先 それ まても なく、 鐵炮 

の S あれ は、 死 は 十に して 生 は 一 なり。 手 

柄 立身 を 望て、 事 あれ かしと ねか ふ は 思慮 

すくなき 事に ゆ。 十 死 一生 を しらて、 理運 

に 手柄 をす へき 漾に思 ひな は、 ならぬ 勢 を 

みて は を くれ を 取 事 も： S はんか。 其 上天 下 

の 人妻 子等の なげき くるしみ をお も へ は、 

たと ひ 必す命 を 全して、 高名 をき はむ とも、 

一 人の 小知 行の ために. 萬 人 を くるしめ、 人 

の なけき を あ つめて 、名聞 利用と せん 事、 心 

にこ k ろよ からん か。 仁人 は國 天下 を 得と 

て も 好 さる 事 也。 如 此の わき ま ゑ ありて、 

兵亂 をい とふ は 一 段と よき 心得な り。 其 わ 

きま ゑ もな く、 武道 武藝も きら ひに て、 や 

はら かにくら す 便利の ために、 無 事を好め 

る は、 しなこ そか はれ、 うは 氣に 何事 そと 

願 ふ 人に 同前た るへ く ゆ。 よき 武士と いふ 

は-あくまて けなげに て * 武道 is のこ、 ろ 
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無-物 自-然 の 心に て见 侍らば、 我 こそ 金銀 はいらす とも， 世間の 人の 寶と 

し、 世 を わたり 人 を 養 ふ 物 なれば、 これ をお としたる 者 は、 主人の もの か、 

人の 使 か。 其 身の 一 跡 か、 人に よりて 身代 を やぶり、 命 を 亡す にいた るべ 

き は 不便なる 事な り。 大 かたの 人 見 付な ば、 悅び 取て 我物と すべし。 我等 

の 見た る こそ 幸 なれと て、 ひろ ひて 近 里の しかるべき 者に 預置、 おとし 主 

にかへ すべ き はかり 事 あらん こそ 天性の 仁愛なる ベ けれ。 明 心の 靈 をふさ 

ぐ 事 品 異なりと い へど も、 其お ほふ 所 は 一 なり。 世俗 は 物欲の 塵 を 以て ふ 

さぎ、 學者は 見識 を 以て ふさぐ もの 也。 其 見 至 所に 近き がごと くなる も、 

其傳來 のよ る 所 天に 出ざる は 終に 正道 をな す 事な し。 道の 行 はれざる 事 か 

なレ むべ し 

S 一  來書 略、 陽 氣に我 I 意なる 者 は * 軍陣に てよ からぬ と 申 說^。 又 利害 か 

しこき 者 は、 武篇 鈍き と 申^。 强 弱の 見 1 様 ある 事に て^や 

返書 略、 加 藤 左 馬 助の の 給へ る 由に て 承^。 諸 士の武 篇に目 利 あり。 た 

理 直なる 者大 かた 武篇 よきと 心得べ しと 6 叉 越後の 景虎 のの 給 ひし は、 武 

百姓の 耕作に 同じ。 武士 はた I- 平生の 作法 


篇の はたらき は 武士の 常な 
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かけ つ よく， 明日 にも 何事 そ ありても、 つ ま 

つく， t なき 樣 にたし なみ、 扭 主君 を 大切に 

思 ひ 奉り- ほ 分の 妻子より 初めて、 天下の 

あしよ は を 不便に おも ふ 仁愛の 心より、 世 

中の 無事 を 好み、 其上に不！§|の^1^出來る時 

は、 身 を 忘れ 家 を わすれて、 犬なる はたら 

きをな し、 軍功 を 立る 入 あら は、 1 文 不通 

の無擧 とい ふと も、 文武 二道の 士 なる へし。 

世間に 文藝 をし り、 武藝 をし りたる 者 を 文 

武 二道と いふ は 至極に あらす。 これ は 文武 

の ニ藝と 申へ し。 藝 はかりに て 知 仁 の德 

なく は、 二道と は 申 かた かるへ くひ 

^ 來 S 略- 哥稱は 武士の わさに あらす、 

賴朝榔 の.^、 は稱を もて あそ ひて 亡 拾 ひ、 其 

次 は哥を 好みて たえ 給へ り。 惣 して 武家の 

弓 馬 に を こたり て哥 S を もて あそぶ は 不吉 

なりと 申 ^：。 さも ある ことに 御座 ゆ 哉 

返書 略、 ^ は 我國の 風俗 なれ は、 少なり 


講ニ 

よく 義理 E しき を 以て 上と す。 武耱の はたらき ばかり を 以て、 知行 をお ほ 

く あたへ、 人の 頭と すべから すと。 名將の 下に は 弱 兵な き 事 なれば、 大形 

十 は武篇 よき 者と を ぼしめ さるべく^。 陽氣に 我-意なる もの とても， 臆 

病なる 生 付に て はなし。 た V- 習に て、 何 心なく 其 身に は それ をよ しとおば 

えての 事に て： s。 理 なる 者に うは 氣を しかけ ぬれば、 常なら ぬ 事故、 堪 

忍不& ゆ。 其 時に おも ひかけ ぬ 事に て 行 あたり、 鉢 見苦^。 叉 分^だ てに 

て 利害お ほき 者 は、 常に 義理 を 心がけざる 故に、 自然の 時 義理 を かき^へ 

ば、 臆病と も 申 ゆ。 陰極て 陽 を 生じ、 陽極て 陰 を 生やる なれば、 平生 陽氣 

なる 者 は、 陣中に て は 腹 立て、 なすべき 所に も あらす。 弓矢 鉄炮の 音に て、 

うかびた る. 陽氣は 皆け とられ、 常々 瞬の 本に たく はへ たる 勇氣 のた しなみ 

もなければ、 おも ひの 外 常の 我意 出ざる 故、 なみく にても 目に 立 申^。 

龍と いふ もの は 羽なくて 天に のぼる ほどの 陽氣の 至極 を 得た る ものに て^ 

へど も、 平生は 至 陰の 水中に わ だか まり 居^。 是を 以て 眞實、 に 武勇の 心が 

け ある 人 は 常々 の 養 をよ く 仕事に^ 

お 一 来書 略、 ^約 はよ き 事 なれば， 人々 用た く^^へ どもな りが たく、 奢 


とも 心得た き 事に て 御座 ゆ。 されと もい に 

しへ の 哥人は 本 ありて 枝葉に 哥 をよ みたる 

よしなり。 本と 云は藥 間の 道な り。 舉 間の 

道に 文武 あり、 文武に 德と藝 との 木末 あり。 

文の 德は 仁な り、 武の 德は義 也。 仁義の 本 

* て 後 弓馬 書 禮樂 詩哥の あそ ひ あり。 弓 

馬 書 數禮樂 詩哥、 又 文武の 德を 助く る もの 

なり。 文武の 道 をよ く 心得て 武士 を みちひ 

き  >  民を撫 て お さ め 、其餘 力 のい とま を もつ 

て、 月 花に も 野人なら す、 哥を もて あそ はれ 

$ は- -、 花 も實も ある 好 入た るへ くひ 。賴 

朝 卿の 末のお とろへ は哥 鞠の 罪に あらす、 

其 本 9. 小 立 故 也。 本た. - され は 武道の 心 か 

けに 過て、 亡た る 家 も 和漢と もに いかほと 

も あれ は、 これ も 武道の 罪と 可 申 S 哉。 本 

をす て - 跡に て 論し な ははて しある へ から 

す ゆ。 鞠 は 親王 門跡な とのれ きく、 武士 

の 大名の やうに、 廳 かり 歩行 もな りかた く、 
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は あしき 事と 思 ひながら もやむ る >t あた はすして、 日々 にお ごり ゆ 事 はい 

か？  , 

返書 略、 儉- 約と 吝-啬 と 器.. 用と 奢との わき まへ なき 故にて ゆ。 儉約は 我 

身に 無欲に して、 人に ほどこし、 吝嗇 は 我 身に 欲 ふかくして、 人に ほどこさ 

す。 器用 は 物 を もとめす、 たく はへ す。 あれば 人に ほどこし、 なければ な 

き 分に^。 奢 はたく はへ を かす、 器用なる やうに 見え ゆへ ども、 其 用 は 

みな 我 身の 欲の ため、 榮耀 のために てれ。 奢て 用たら ざれば、 尤人 にも ほ 

どこ さす。 しかの みならす、 家人 を くるしめ、 百姓 をし ぼり 取、 人の 物 を 

is て か へ さす、 商-^ の 物 を 取て 慣を やらす。 畢竟 穿&に 同じき 理を しらで、 

奢 は 器用なる 様に おも ひ、 儉約 といへば 吝嗇と 心得^。 又 吝嗇なる 者の、 

儉 約の 名 を かる も ある ゆ へに て^ 

？ 一  來書 略、 同志の 中に 世擧 りて ほむる 人 御座^。 流 俗に あはせ て 然るに 

は あらす。 しかれ ども 本來 はよ き 人に はよ くい はれ、 あしき 人に は あしく 

いはる、 こそ、 眞の よき 人に て あるべ く^へ、 され どす ぐれて よき をば . 

な ベ て よく 申 こ と はり にても あるべく.^ や 
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舆 本の fit ありき も ffi 々なり かた けれ は， e: 

内にば かりお はしまして、 氣 血^し と r こ 

ほり 給 ふ。 ？ i 散の ために 稱 なと、 御 あいて 

たに あしから す は、 くるし かる ましき か。 

それ とても a. 間家黎 御つ とめの 上に、 御ャ  1^ 

生の ためなら は尤 たるへ し。 いつれ にても 

あそ ひ を^と して、 本な き は あしきと にて 

御 f 

來害 略、 は 沈勇が よきと. 欢 ：s。 され 

と 刀 も 令； よき は、 うちみる よりきれ ぬへ く 

存 しられ， い。 人の 武勇 も强 ：！^ 如 斯と存 5。 

尤沈男 も 御 さある へく ^ へ 共、 それ は； i: 人 

に 一 人に て、 大方 は 見聞の 及 所 たかは さる 

かレ」 存 しられ： g 

返書 略、 如 仰 刀の きれさる ときる > と は 金 

にて み ゆる に ゆ。 むかし 物語に も、 金よ 

き 刀 を かひ 取て といへ り。 むかし は 今の 樣 

にため しものと 云と まれなる 故に、 た、，； m 


S 

返^^略、 此 人の 人 がら 十が 八 はよ し、 二と ても^き に は あらや。 た 此ん 

の迹た り。 共， 疵 ある 故に、 人 ほめ 中 ^0 善人 は 其^ は E^^ へど も * 玉の 

きすに して 大体よ く；^ へば、 其よ き 所ば かりほめ こ、 疵 をば あげす。 こ、 

を 以て W 舉 りて ほむる こと はり 尤 に^。 しかれ ども 其疵に 終に 弊 ある もの 

なる 故、 諸人の ために も そしらる、 事出來 ものな り。 はじめより 其疵 なけ 

れば、 小人の ために は そしらる V にて^。 全く 君子 なれば、 全く 小人の た 

めに は あはざる 事 多し。 其 誘 は 君子の 美に して 疵 にあら す。 其 人に あら ざ 

れば此 二の 道 を 知べ からす^ 

S 1 來窨 略、 我等の 闕には 江 西の ® 風 をした ふ者餘 多^へば、 贲老御 弟子 

の.^ 一  人 申入 度存ゅ 

返 誓 略、 拙者に はお 子と 申 者 は 1 人 もな く 師に 成べき 藝 一 としてな き 

兩術  圃 ffi 者  國以 

故にて^。 驟 者の 醫紫 をなら ひて 一生の 身 をた つるか、 物よ みの 博 舉を學 

、  、 、、ヽ 

て牧 よみ を^ 業と して 一生 をお くる か。 拉は 出家な どの 其 宗門 をつ ぎて、 

、、、、、、、、、、、、>、、、 

寺 を 持な どす る は、 をの づ から 師弟の 契約なくて 不叶 事に ゆ。 拙者 は-^ 舉 

にて、 人に 文字 設 にても はかぐ しく をし ふべき^ 悟な く：^ へば、 何に て 


分の 目に て、 金よ き 刀 を 目 利して、 求めさ 

したる と 申傳し 也。 我等 も それに 心 付て 見 

習！ § へ は、 大方 あたり w。 金の きた ひよく、 

精神 あるが CJ  く はきと したる はきれ 申 5。 

金 かたくても 精神な く、 石の tj  くなる や、 

魏ヒる やう にても、 や はら かにに ぶき はき 

れず。 此善惡 は少 心つ きぬれ は 見え 申"。 

又大 かたに て はみ え かたき 金 あり。 にぶき 

に似て どみ. U, る やうに て さはな く、  の 曇 

りたる かこと く、  の ふかき かとくに て、 

さえ ときた ひよ き 所 はみ えさる あり。 

是 はす くれたる 大きれ ものに て ゆ。 沈勇 も 

亦如此 し。 此品々 はさし をき て 武士た る 

者ハ皆 武勇 あるへ き £ はりの 者に て 外。 刀 は 

みなき る、 能 あ る 物な り。 柄. 鞘し て 金 銀糸 

を以 かさり、 はやから す を そから す、 よき 

ほと につめて さし 申 ものに て ゆ。 武は文 を 

以て かさる へき 理 なれ は、 勇 は 仁 を 以てお 
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園 家業の  困 道 

も 入の 一生 をお くるた よりにな るべき 事 を不存 ^0 少し 文武の 德に志 あり 

,»、、、、、  ， 

て、 聖學の 心 法 を 心がけれ へ ども、 自己の 入 德の功 さ へ お ぼ へ なければ、 

まして 人の 德を なし、 道 を 達して 門人 あらん はお も ひも よらぬ 事な り。 

世に 愚が およばざる 才力 あり、 氣 質の 德 ある \ 々の、 志の 相 叶た る はかた 

りて あそび 申^。 其 人々 愚が 少し 心がけた る 心 法 を たづね られ^へば、 も 

のがたり いたし ^0 高 をす る 者の 丘陵に よる ごとく、 美質 故に 少し 聞れ て 

も、" 愚が 多年の 功に 勝り^へ ば、 かたぐ 以て 皆 益友に^。 武士の 歷々 弓 

馬の 藝を おし へらる、 も 同事に^。 先へ 學て功 者なる 人 は、 あとより なら 

ふ 人に おしへ られ^。 武士 は 相た が ひの 事に てれへば， おしへ て師 ともな 

らす、 恩と もせす。 國の ため 天下の ため、 武士道の ため なれば、 器用なる 人 

に はいそぎ おしへ だてら れ^。 習 ふ 人 も 其 恩 を 感じて 忘ざる ばかりな り。 

醫者 出家な どの ごとくに、 師弟の 樣子 はなく ゆ。 た 本よりの まじ はりに 

て、 志の 恩 をよ ろ XJ びお も ふの みなり。 我等 道德の 議論 をして あそび^ 心 

友 も 叉 かくの ごとし。 心ナ， へなる が 故にた が ひに 貴賤 をば 忘る、 事に 全 

く師と 不存、 ，弟 子に てもなく ゆ。 我等 學問 仕ら ざ る 以前より 常の 武士に て 
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さめて， .ャ 生 は sits 正しく、 仁愛 ふかき か 

よく 御 座：5。 刀 脇 指の はやき は 自然の 時の 

用 まても なく、 身の あやまち 近に あり、 * 

樣の 勇： a- は 小脇 指の はやき 樣に 御座 ゆ 間、 

よき ほと につめて 御 さし 可 被 成 ：s。 其 上 勇 

力に ほこる もの は 損 多 ゆ。 其 能に ほこる 者 

は 其 能 を 失 ひ、 其 功に 誇る 者 は、 其 功 を 失 

ふと は 古人の 格言な り。 勇た て， うてた て 

する 者 を は 人に くみて、 少々 の 手柄 ありて 

も ほめす、 かへ りて、 ひけした がり ゆ。 扱 

何事 そ を かまへ て 越度 あらせた かり、 又す 

くれたる 手柄 ありても、 大名に なり かたき 

者と 申 ゆ。 され は 常に 敵 多くて、 やすき 心 

なく ゆ。 むかし 三十 年 甲胄 を 枕と して 山野 

を 家と し、 度々 高名 手柄 あるの みならす、 

武道の 事 功 者なる 者 ありき C  ¥人 くう 

ち 寄て は、 此 老人 1ft じ ま 5 け、 i の 物 

語 をき、 侍りき。 其 人の 云、 吾 は 人の：， ふ 


四 六 

奉公いた し US 申： S 故に こそ、 右の ごとく 人々 にものが たり も 仕" へ。 もし 

、 、 

苹 人に て學 問いた し、 問の 名 を 以て 奉公に よび 出され^ は *-、 罷出申 ま 

、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、 

じく^。 似合 敷 武士の 位 儀 を 勤る 奉公 ありて、 其 上に はくる しから や^。 

、、、 、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、/-、、、 

今時 歷.！ -の 武士の 奉公に 出ら る  も 同前に^ 。武藝 の ある は： y- 、身 の^に て、 

よのつねの 奉公人に て、 其 上に 志の 相 叶て かたり： S 人に、 お ぼへ たる 事 をお 

し へらる、 はくる しからざる 事な り。 はじめより 藝能 をお もてに して は、 

歷々 の 武士 は 出られす：^。 一向に 物讀と 成て 出る か、 武藝 者と 成て 出る 事 

は、 叉 一道に て^。 心 法 は 五 等の 人倫の 內々 に 用る 身の たしな みなり。 武 

整 は 武士の 役儀の にて、 其嗜 にす る 人の. 2： にて、 勝れた る は 人の 手本と 

なる までに： §:。 手本と はなら でも、 功 者なる 者 は 器用なる 人 を 取 立^ 事 も 

一  困ト害  一一 IV, 

一  来書 略、 道に 志 ある 者の 時として 飮食 男女の 欲に うつる？ i ある は、 志 

の實 ならざる 故な らん か。 又 道に 志なくても 行 俵よ き 者 あり。 先生 いづれ 

を かとり 袷 はむ 

i 返書 略 * 心 は 無- 聲 無-臭の ものに^へば、 見が たき 事に； s。 志 ありと いふ 


ほとの 手柄 もな し、 わかき 時より 愛敬 あり 

て、 人に 愛せ たられた る 者な り。 こ. -を以 

て 世に 高名 あり、 武篇 の：， f 意 は 愛敬な りと 

いへ り。 何事 も 至極に いたる もの は 道に 近 

く 御座：§ 

^ 來 書赂、 生 は 天の 吾を勞 する 也。 死 は 

造 物 者の 吾 を 安す るな り。 狂者の 親の 喪に 

遭て うた ふ 道理な り。 みつからの 死生 をた 

も ふと 尤同 しと。 然は生 を 惡て死 を 好の こ 

V ろか 

返書 略、 勞 安の 義 二に あらす。 晝夜を て 

御覧！ S へ、 夜 はいね て 安く、 晝 はおき て勞 

す。 しかれと も 夜の やすみ 極り ぬれ は、 晝 

の勞 をお も ひ、 晝の勞 極り ぬれ は、 夜の 休 

を 思 ふ。 死生 勞安は 時な り、 た、 造 物 者の 

なさむ ま- - なり。 私意 を 立て 好惡 すへから 

t 狂者 はな を 人の 生 をむ さほり、 死 をに 

くむの 迷 をた めんかた めに、 過言 ある もの 
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人 も、 隱微の 地の 實不 實不存 ：^。 叉 志なくて 行儀よ きん も、 隱微の 所し る 

ベから す。 去ながら 父母 兄弟 妻子 を古鄕 におき たる 人 は、 一 旦他國 に 遊び 

^へど も、 終に は 古 鄕に歸 るが ごとく、 隱微の 地と かく 惡 道に は ゆく まじ 

き 人の、 善に 實 なる 所 あらば、 道に 志 ありて、 一 旦形氣 の 欲に ひかる、 とも、 

終に はもと に歸 るべ く^。 形氣衰 るに したが ひて 道より 外に ゆき 所有 まじ 

く^。 志の 不實と 申に て はなし。 實は あれ ども 明の しばし 蔽 はる、 所 あり 

てな り。 唯今 飮食 男女の 鉢もう すく、 行跡よ くても 心 志の 定所 なき 人 は、 

父母 兄弟 妻子の あつまり たる 古鄕 なくて、 た 5.- ひとり 身のう きたる ごとく 

なり。 しからば 往.々 何國 にと まるべき やらん はかりが たし。 今日の よき 

は 精力 强 くして、 慎みの 苦にならざる か。 名 根の 深くて なす わざ か。 もし 

は 生れ 付て 形氣の 欲う すき 者 も あれば、 其た ぐ ひなるべく^。 形氣 おとろ 

へ 行に したが ひて 本の 志た る道德 はなし、 心 は 味し、 ぁぢ きな くして 後世 

などに 迷 ふ も あり。 愼 みおとろ へて 乱る、 も あり。 行 過て 異風になる も あ 

PC 一旦の よき はたの みに ならす、 月夜の しばし 曇た ると、 闇夜の 喑 との 

ごとし。 雲 ありと もた のむべし。 雲な しと も賴 むべ からす^ 
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なり。 な 八 見所 天人 1 の 外に 出たり。 聖人 

もとより 此 心なき にあら す * しかれと も 中 

行 はく はしき か 故に、 i« 見 を わすれ、 狂者 

は あらき^ ありて、 ：；；^ を わすれす。 大知は 

as なる かとし、 物 あれ は， 則 あり、 聖人 は 道 

と 同体な り、 犬 地 萬 物の 則な り、 何 そ 見解 

を 立て物 語 を や ふらん や。 しかれと も 狂者 

の 心 もまた よみす へ し 

^ 來银 略、 拙者の 在所に 入相 を 見る もの 

有 之 5。 何と そ 本 ある 事に て 御 さ g や 

返齊 略、 本ぁ る 事 に て ゆ 。 相|^3-ー  云 ク 惡 ハ 乃チ 

禍ノ之 兆、 ハ乃 福ノ之 基ィと あり。 これ 

相の 極意に て 外 

^ 來截 略、 拙者 在所に 氣 逸物なる 者お 之 

ゆ。 知行1^百名の身上なりしか死期にのそ 

みて、 其 子 枕 もとにより、 何 にても 仰 置る  >1 

事 はなき かと 申 ゆへ は、 天下 はま はり 持な 

る そ、 油斷 すなと いひて 相果： &。 天下の 武 


一  來^^？！略、 此比^元にて友の^^仕出したる所へ行か、り、 見すぐしが 

たくて すけ 太刀いた し； S 虑に、 先の 者 多勢 故に、 人と もに うたれ 申^。 

本人 は 定業と も 可 申^。 行か、 りたる 者 は 無 是非^に：^。 非業の死 たるべ 

く： S や 

返書 略、 定 非の 事 は 不^^。 惣 じて 喧^ はよ き 武士 はせ ざる ことに^。 大 

かた 禮 儀の たしな みなき か、 また 怒氣 のために を かされて し 出す 事に ^0 

しかれば 人 爲の禍 にて、 命と は 申されす^。 行か、 りたる 人 は、 何 心 もな 

く^へ ども、 友の 難 を 見て は すぎられぬ 義理に て、 すけ 太刀した るに て^ 

へば、 う たれても 其 人の あやまちに あらす^。 これ こそ 誠の 命 ある こと、 

可 申^。 死すべき 義§^ なくて 我 あやまち にて 作 出した る は. 喧 によらす、 

命に てはなく^。 義 ありて 死す る はみ な 命に て ゆ。 是を 以て 君子 は 厳墻の 

もとにた 、す ゆ 

M 1 来書 略、 祭る こと は それぐ の 位に したが ふ 事と 承^。 天地 三 光 天下 

の 名山 大川は 天子 これ を 祭 給 ひ、 は の 名山 大川國 に 功 ありし 人 をば、 諸 

11^ これ を^ 袷 ひ、 § ネ贤 をば 其 子孫 をた て" 祭し め 袷 ふ。 大夫士 庶人各 品 あ 


士 たる 者、 此 心なき はふ かひな き 樣に申 者 

あり。 然は 無學の 人は臣 にしても たのみ か 

たく ゆ。 勢のお よはぬ 故に こそし-に かひつ 

かへ ゆへ。 とり はづ して は 皆 主 を もた をし 

可 申： S 哉 

返書 略、 天 の 武士の 心 はしらす ゆ。 想し 

て 天 下 は 父 祖 より 持 き たりな は是 非に 不 

及、 好て ほしき ものに あらす。 國郡も 亦 同 

前な り.， 愚 拙 は 乍 恐 將軍樣 を 代官と し 奉り、 

治世に ゆる/ \ とすみ 侍る と存： W へ は、 か 

や- 「の ありかたき 事 は 御座な く、 萬く 歳 

とい ゎゐ 奉り ゆ。 貧 は士の 常な れは樂 これ 

に 過へから す。 許 由 か を 洗し こ \ ろ も、 

堯帝を 代官と して 山水 をた のしむ は、 何の 

官位に かか ふへ き。 我に 天下 を ゆ つらむ と 

は、 人の 代官 をせ よと か、. 一度 此事 をき かし 

とて、 耳 を あら ひし ものな， り。 何の 苦 身な 

くた ま はると も、 國も 天下 も所鎮 になく い。 
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り。 しかるに 日本に て は 上下 男女と もに 天 照皇太 神へ 參り ゆ。 天子の 外 は 

國主 とても 成 あじき 事に て^- 非禮 なる かと 存^。 しかるに 貴老其 非禮に 

したが ひ 給 ふ 事 は 心得す：^ 

返書 略、 もろこし 人の 鱧 あるの 外に は 神 を 祭らざる こと は 利 心 を 以て 神 を 

汚す こと を 禁じ、 且邪術 を しりぞけたり。 しかの みならす 、- 罪 を 天に 得て 

は 祈る に 所な き 道理 を あかし、 情欲の 親に つか ふるま どひ を 解て、 人々 の 

,? ^すな はち 至： t 至尊な り。 尊 神の 子 なれば 我 身 則 神の 舍 にして、 我 猜祌則 

天神と 同じ. 仁義 禮智は 天神の 德也。 したがって 行 は 常に 天に つかへ 奉る 

なり。 其？ 1 を 用て まつれば 福 あり。 其 道に そむきて まつる 時は禍 至る の義 

なり。 日本 は祌國 なり。 むかし 禮儀 いまだ 倫ら ざれ 共 • 神明の 德威嚴 |厲 

なり。 いますが ごとくの 敬 を 存じて、 惡を なさす。 神に 詣で， ^は 利欲 も 亡 

び、 邪 術 もお こらす。 天道に も 叶 ひ 親に も 孝 あり、 君に も忠 あり。 た 時 

所 位の 異なるな り。 それ 天子に 直に もの 申 奉る 人 は、 公卿 侍臣のと もがら 

なり 0 それより 下 は 次第の つかさく ありて、 可レ奏 こと は 其つ かさに 達 

するな り。 まして 土民な ど は、 其 御 鬥內の 白砂 を ふむ こふ を だに せざる に、 
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然 はとて 持き たりた る國 天下 を かろくお も 

ひ， 我 ^5- のためにす つる は ひか となり。 聖 

人の 大せを 位と いて， 富贵 なくて は 萬 民 を 

.r- くひた すくる CJ なり かたし。 持 か 、りな 

らは 仁政 を 行、 天下 を 安 葬なら しむる を樂 

とする 镇 にて ：5。 袭 もなくて もとむ ると 我 

にある もの を、 かろくし てす つると 同し く、 

無 造の 至に §。 利欲の 人 は 天威の をす 所に 

て、 かな はね はこ そ S1 と 成て かしこまり ゆ 

へ。 勢た にあら は、 大方 主君 を もとりた を 

し 申へ く s。 是以 澳髙祖 は 我 頸 を ねら ひた 

る 者 を 知な からた てお かれ；^。 人情 を 知、 

かつ 天下の 歸 する 所 は、 人力に およ はぬ CJ 

を 得心 ありた る 故にて： S 

^ 來害 略、 節分の夜大豆をぃ.《^、 福 は 内 

へ 鬼 は 外へ、 とい ひ、 親の かしら を やきて、 

戶 口にさし なと 仕 5£ は、 あたなる 世俗の 

なら はしと 存ゅ。 しかりと 云と も- 俗にし 


五 〇 

帝 堯は鈹 を かけお かせ 給 ひて、 農工 商に よらす 直に 可 申 hv;, 細 あらば、 此 

鈹 をうて、 吾 出て 聞む と 詔 あり。 下にて こと ゆかす、 いき ど ほり ある 者 

は、 皆 直にまい りて 其い きど ほり を 散ぜ しなり。 民の 心に た 父母に もの 

いふ ごとくお も ひたり。 日本の 太 神宫御 治世の 其む かし、 神聖の 德 あつく、 

よく 天下 を 以て 子と し 給 ひ、 下民に ちかくお はし ましたる こと、 堯舜の ご 

とくな りし、 其 遣 風な り。 後世の 手本と して 茅 蒼の 宮殿の 淺り給 ふ も 同じ 

理 にて^。 其 上 神と ならせ 給 ひて は、 和 光 同 塵の 德 にて 帝位の 其 時と は 遠 

ひ、 國 の 風俗に て、 誰もまい りよき 道理に て ^0 野 拙 はた 5- 其聖 神の 德を 

あ ふぎ 奉る ばかりな り。 太 神宮 は 其 御 治， C みならす、 万歳の 後まで も 生 

々不 息の 德 明かに おはしまして、 日月の 照-臨し 給 ふが ごとし。 <J ^りても 

叉お も ひ 出しても、 聖師 にむ かひた るが ごとく、 神化の たすけ すくなから 

す。 古の 聖王は 君師と 申て、 尊き は 君な り、 親しき こと は師 なり。 た 1- 

王の みならす、 靈山川のほとりに行ても道機に觸の^1|すくなからす。 こ 

れ又 山川の 神靈 の德に 化する 故な り。 其 上 祈る と 祭る と義 ことなり。 天 を 

ば 天子な" では 祭：^ はね 共醻 るに 至て は 士庶人 も 苦しから す。 其た めし も 


た.^ ひ 可 申 5 哉 

返書 略、 秋 冬 は 陰 氣內に 有て 事 を 用 ひ、 陽 

氣外 にある 故に 立春 の 旦 より 陽氣內 に 入て 

事 を 用 ひ、 陰氣 外に 出る のか はりめな り。 

されと も 餘寒甚 しき 故に、 大豆 をい りて 陽 

氣を 助け、 尾の すみく まても 陰陽の か は 

り を^に 仕た る ものに て ゆ。 陰の たまし ゐ 

を 鬼と 云、 今宵より 外に 出るな り。 陽の た 

まし ゐを 神と 云、 祌は顥 をな す。 今宵より 

内に 人て 萬 物 を 生す るな り。 鰯 は 衆 を 養 ふ 

物に て、 仁 魚なる によって、 邪氣其 香に お 

そ るれ は、 邪氣を はら はむ と 也。 ひいら 木 

をく はふる， t は、 俗の あやまり か。 鬼の 理 

を あやまり てな したる あたと か、 驗 のとき 

理 あるか、 いまた しらす 

^ 来書 酪、 今時 儒學 する 人 はもの を や ふ 

る 樣に被 申 ゆ。 世 中の わけ もな き 事 を や ふ 

るは尤 に： S へと も、 何もかも 理屈に て をし 
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ろ こ J- にも 多し 

0 一  来書 略、 先度 ク t 請の 宮社 を非禮 なりと ケけ たま はり ゆへ 共、 神道. の 

意 はしから すと 存^。 鳥 井 を 入より 誠 敬 自然と 立て 心 新な り。 社 前に 至て 

拜 する 所に 傳受 あり。 此心を だに 存 養いた しゅへば、 家 ごとに 孝子 國皆忠 

臣と 成て、 天下 平な り。 所 * に勸 請なくて 不叶義 と存卟 はいか^ 

返書 略、 たと へば 洛 陽に ては賀 茂の 御社 一所 にても、 人の 敬 を 立る こと は 

たり^べし。 むかし は數々 の勸 請な かりし 證據 ども^。 其勸 請の 習お ほく 

ゆ は t -、 さし も 天下の 奢 をき はめし 平淸 盛、 藝 州の 嚴嶋 をば とく 都の あた 

りに 勸 請して、 おびた 5- しく 美を盡 さるべ く^へ ども、 はるぐ と 西 海 ま 

で まう でられし こと、 淸 盛に は 奇特な り。 いにしへ も 原廟を 作る とて 大に 

い みたる 事な り。 昔た まさかに 原廟を 作れる も、 靈地を 見た て" 移し、 卒 

尔に はせ ざる だに 非禮ぉ ほく^。 其 後 は 鏤地を も 撰ばす、 みだりに 多 けれ 

ば、 祌を g し 威 をお とし 敬 するとて 大 なる 不敬に 至り^ぬ。 怫家を 以て も 

御覧^へ。 塔 は怫舍 利の ある 所 を 知て、 禮拜の 心 を 生すべき が ためなりと 

申^へ ども、 むかし 山林に ある 伽藍に たまさか にある こそ、 さも あるべく 
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^へに. 神 M も 王道 も. N ぬ 樣に成 行 申： s。 

無の 見と 申 あらき 異！ »- の 風のと し。 儒者と 

いひて 紳-俾 をよ みても、 よる 所な き 故に、 

そしりな から 無 を 極 窓と 仕 鉢に 5。 又佛者 

もお 道 者と いふ は 大方 狂妄 なり。 いかなる 

故にて 御座： 哉 

返書 略、 せ 今 異學の 大悟 道 者と 申 もの は、 

上 占の 愚 夫 ie^ なり。 上古の 凡 民に は 狂 病 

なし。 ！ ©!s のき どくに 此病 あり。 先 地獄 極 

樂 とてな き CU つくりた るに まよ ひ、 又 さと 

りと て やうく 地獄 極樂 のな きとい ふ と を 

しりた る 也。 無 懐 氏の 民に は 本より 此 まよ 

ひなし。 是を 以て 申 ゆ。 さと. 5^ 得て 初て む 

かしの た  >- 人に なり ゆ。 た」 人 なれ はせ め 

て なれ とも 其 上 に自 滿出來 て 人 は 地獄 に 迷 

ふに. 我 は 迷 はすと もお も ひ ぬれ は、 ぢ ごく 

のな きと 云 一 色 を 以て、 何もな し、 かもな し 

といみ ほ、 かる 所な く； 5。 添怫 共に 世 中に 


五 二 

±。  <ir は 町 屋と爭 ひ 建なら ベた る 塔&れ ば、 目 なれて、 むかした まく あ 

りし 僭 法師の 敬 鱧の 心も絕 はて^。 其 上 聖人の 敎は、 其现を 祭て 敬の 本 を 

立^。 鋭の 神すな はち 天神と 一 体に て ^。性 命より 見れば 至尊の 聖 神たり。 

他に 水むべき にあら す。 むかし. 老 ひがめる 親 もちた る 者 あり。 ある 時 子に 

向て いひけ る は、 手足 もた、 すして、 かく 養 はるる はこの 家の 贫乏祌 なり。 

はやく 死 度お もへ 共、 つれな き命& りと。 其 時 子 跪き 愼 ていへ る は、 我家 

の 福祌は 父君に てお はし ましゅ。 つか ふまつ る こと 誠う すき 故に、 福いた 

らす。 しかれ ども かくお はします 故に こそ、 とかくして 妻子お も 養 ひゆ へ。 

た M.S つまで もお はします やうに と 願 ひ：^ 也。 老親 笑て 云、 用に はた、 す 

して、 人 をつ かふの みならす、 色々 の 好み ごと をせ り。 我 ほどの 貧乏神 はな 

きに、 福 神と は 何として いふ ぞと。 子の 曰、 むかしより 今に 至まで、 色々 

の 願 をた て， 難行 をして、 祌佛に 祈る もの 多く ゆへ ども、 福 を 得た る 者 一 

人 もな し。 親に 孝行に て 神の 福 をた ま はり、 君の めぐみ を 得た る 者 は、 倭 

i 共に 多く^。 しかるに 目の前に しるし ある -Is: の； 1 神に は 福 を 祈らす し 

て、 しるし もた く 目に も 見えぬ 所に はいの り^。 親に 孝行 をして 福 を 得す 


此 無の 見 はやり ものに て ゆ 

^ 來書 略、 佛敎を 内典と いひ、 儒敎 を^ 

典と 申 5 事 は、 心を內 とい ひ、 形 色 を 外と 申 

侍れ は、 佛敎は 心 法な り。 儒.，^ は 外さ まの 

し をき 法度な りと 申義 にて 可 有 之 ゆ。 人 も 

ゆるさぬ に 私なる 事 を 申に て 御座 ゆ。 又 儒 

道佛の 三敎は 有無 中 也。 いつれ にも 靈 妙な 

きに は あらされ とも、 つかさと る 所、 儒 は 

有 相の 上の 道な り。 道 は 無 相 を 至極と せ 

り。 佛は 中道 也。 .S 中 かねて 機に よって 

說 といへ とも、 畢竟 は 中道 實 相に 歸 着す と 

申 も あり。 有無 中共に 天竺 ゑ ひすい かてし 

り 侍らん や。 もろこしの 人の 佛 者と 成、 

を ひいて、 とかくよ き やうに 聖人の CJ を か 

りて 名 付た ると 見え 外。 CJ わさに、 しう と 

の ものに て、 あいむ こもて なす、 とやらん、 

あ さき ふ かき- h: 外 とも に 皆 聖人に 取て - J そ 

申い-へ。 文盲なる 者の かたら ひやす きと 不 


とも 害 あら じ。 神怫に 祈りて 福 を 得ざる のみなら す。 其 損 多く^。 今 我 福 一 

神に ひがみ 給 ふ 御 心 ある 故、 幸な きに や；.， J 顔色 を や はらげ て 云ければ、 其 一 

ヒ tftz  ュ 

時老 親う ちうな づきて 得心し ぬ。 それより 後 僻 もやみ、 いかり 腹 だつ 事な 一 

し。 家內の もの もっかへ よくな りぬ  一 

？ 一  來書 略、 庶 人の 父母に は 男女の 侍 坐して つか ふる 者な き 故、 子た る 者 一 

夫婦み づ から 養 を 取^。 たまく 一 一 一人 男女の めしつか ふべき ありと い へ 一 

ども、 農事 を 務め 食事に か、 りな ど すれば、 近づきつ かふべき いとまな し。 一 

其上定 りたる 祿 なき 故に、 用 を 節し 身 をつ、 しみて、 父母 を 養 ふ を 以て 孝 一 

とすと 御査： ±。  士大 夫より 以上の 人は定 りたる 祿 あれば、 養 ふこと はいふ 一 

國 0 み 一 

に 及ばす。 また 卑妾 あれば 朝夕の 給仕の 心 やすき こと 子に か はる 故に 。 つ 一 

かふる にも 及ばす。 其 身の 位々 に 道 を 行 ぬれば、 父母の 養 ひも 傭り、 父母 一 

の 心安して 氣遣 もな し。 a 祭祀に を こたる となし。 是 故に 職分 を務る を以" 

て 孝行と すとう けた， -,。 はり^。 まことに さやう になくて 不叶 事と 存^。 レー 

かるに 文 王み づ から 父母に つかべ 給 ふが ごとくなる はいか-  一 

11 文 王 世子た るの 時 也。 世子と は 令の かたすみ といへ るが 如 L。 いまだ. 一 

返書 略、 これ も 叉 時な り。 い つも さやう に は あるべ からす。 たま 事 
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及 是非； 5 

返 寄路、 形 色 ある もの は 皆無より 生し ひへ 

は， s! もと 二に あらす。 中と 云 は 天理の 

別名な り。 或は §i の屮 とい ひ、 或は 非 有 

非 無. S にも 非と： ぶ、 ときの あさき £ にて は 

なく  -, ル 。堯舜 初て ド？ の 心 法 を發明 し^ひ て 、 

中と 名 2? へ り。 則 天ド國 家の 平 治齊 とて 

も、 中の 外、 無二 心無 一 M、 天理の 我に あ 

りて 未 鼓 これ を 中と 云、 天理の 我に あわて 

巳發 これ を 和と 云。 修身 齊家 治國平 天下 は 

已發の 和 也。 則 中 也。 物の 天 斑の 至 精 を 得 

て 至！ g 至簡 なる を 中と 云、 又 和な り。 近來 

の 三敎は 中に く はしから さるの みならす、 

にも 亦た しかなら す、 佛 者と いへ とも 

もと を 二に せす、 色即 nK{ ^これな わ。 

聖 6 とい へ とも 有無 中 を 別にせ す， と 色 

と は 犬 性な り、 と佛 者と いへ 共く はしき は 

有無の 中にはと  > まらす。 佛 書-一 云ク、 む 性 


にあ づか n 給 ふ^すくな くいと ま 多き ゆ 也 

ならん。 厂、 チは 天下お 頼に し： f| ふが の « な 


治る が 親の 事な」 


？ S 侯 は 其 國 をよ く 

大夫は 政事 を 任して 私な きが 鋭の 事な り。 士は尊 r, 德 


性T道fi問學_ーーが親のl™^-なり。 農 は 天 時 を あやまた す、 地理 を 精して 五穀 生 

ぶ く 

長す るが 親の 事な り。 ェは職 を 上手に つとめ、 商 はよ く is を 通す るが 親の 

、 、 、 

なり。 其 事に あたって、 其 事 を つとむる は 皆 親に つか ふまつ るの 事な り。 

時として. S とま あらば 父母の あたりに 侍らで も 叶 はす、 吾 身 もと 親の 身な 

り。 吾立レ 身， 行 ヱ 道 S 皆 親の 立身 行 道な り。 千里 を隔 といへ ども 父母に 

はなれす 

5 一  來書 略、 .、f 語の 首^ 文理 あらまし 通す といへ ども、 心に みたざる 所 あ 

るが ごとし 

返書 略、 說は 自家の 生 意な り。 境界の 順逆に よって 拫 益し、 樂は 物と 赛を 

同す。 一 体.の義なり。不レ慍はた^-に吾德を人の不レ知とぃふのみにぁらす。 

忠臣 を 不忠と いひな し、 直を不 i ^とい ひ. 信 を 不信と いひ、 しかの みなら 

す、 流-罪、 禁.. 獄、 死刑に およぶ の 逆 も 人 不知の 內 にあり。 泰然と して 人 

おも 尤 めす、 天 を も 怨みす。 炎暑に 霍乱して 死す るが ごとく、 極寒に 吹雪 


不動 假- 立 ¥ノ 名 マ 亡 s^i 二 千 假-立 

，雖 亡 スト 而て存 ス假： 立" 假 -H。 これ 大 

方聖せ の せ をう つし いへ り。 近来の 儒者 は 

如 此の 佛 にたに 不及 あり。 た^-し中$^1假の 

三 をい ふと、 其 家の 病 ありて 聖學の 眞に不 

叶の み。 道 者と い へ とも 無に かたよらす、 

後 »: の 奢 をと め、 偽 を ひらきて 大古朴 素 

淳 厚の 風 を かへ さんと おもへ り。 佛仙 共に 

聖學の 徒な り、 語 も理 もい つくより 來ら 

んゃ。 儒に は聖學 の傳來 明言 を 失 ひて、 か 

へりて 仙佛 にの こりと  >>- まれる CJ 多し。 先 

夭 の 圜を仙 家に 得た るに て 得心 可 被 成 ±。 

本 聖人の 門より 出た ると を わき まへ す、 仙 

怫 のい ふ 事 なれ は皆與 端の 語と してい みさ 

けぬ。 彼も聖 門の よき £ ならて は取用 ひす、 

三代の 禮樂も 浮 屠に のこれる £ あり。 人道 

に はか へ りて 戰國の 久し かりし 間にと り 失 

ひたる £ 多し。 され は 聖學の 至言 はみ な異 
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にあ ひたる がごと し。 天道の 陰陽、 人道の 順逆、 其義 一 なり。 悅樂は 順 也。 

人 不知 は 逆な り。 人生の 境樣. - ありと い へど も、 順逆の 二に もれす。 小人 

は 順に あ ふて は 奢り、 逆に あ ふて は 悲しむ。 春秋 を 常と して 夏 冬な からん 

こと をお も ふが ごとし。 君子 は 順に あ ふて は 物 をな し、 逆に あ ふて は 己 を 

なす。 春 夏に のびて 秋 冬に を さまる がごと し。 富貴 福 澤は春 夏の 道な り。 

貧賤 患難 は 秋 冬の 義 なり。 四時 は 天の 禍福に して 禍福 は 人の 陰陽な り。 屋 

の 南面 は夏凉 しくて 冬溫 かなり。 北面 は 夏 熱く して 冬 寒し。 人の 南面 は 我 

北面と なる。 屋を 並べ 生 をと もに して 世に すむ もの k 自然の 理 なり。 富貴 

福澤 貧賤 憂戚 相と もな ふ 世の中な り。 誰 を か うらみ、 たれ を かとが めむ 
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I？ にあた へて、 我 は土宜 を 1« ぬ。 何 そか 

くひ かめる や。 すへ て道德 の 高下 淺 深 を 論 

し、 WS の 似た る を あわせて、 同異 を、 は r 

39 期 あるへ からす。 内典 外典の 名は俾 者の 

私 言と いへ とも、 K は 僑 者の まねく 所な り。 

i よりこの かた、 士君子た る 人、 适 校の 

iS を 失 ひて、 執 中の 心 法 を 不知。 た に 形 

色の 上に をいて をな し、 道 を 行と おもへ 

り。 道德 甚だ ひくし。 しかる 故 儒者の 道 は 

た V 如斯 ものと 見えたり。 され は 高 明の 人 

はお ほく 佛に 人、 仙に 入、§ も 天 仙の 旨 を 

失て 地 仙に 落たり。 是 もまた 心 法を絕 す。 

た V 佛者 のみ 心 法 をい へり。 これによ つて 

佛法を 内と いひ、 儒道 を 外と 云、 そのより 

來ろ所 ある 事 也 

^ 來害 略、 此 ほと おもしろ きむかし 物ぶ ^ 

を 承 外。 明 と il^ 晩と 同道して 路次を 過. i 

れ 侍しに、 かたはらに 金銀 多お とし sii たり。 


五六 


I J 和書 卷 第三 


書簡 之 三 

^ 1 来 省略、 性心氣 いか 見 侍るべき や 

返書 略、 太虚 は理氣 のみな り、 いへば た 5- ー氣 なり。 理は氣 0 德 なり。 一 

氣屈 仲して 陰陽と なり、 陰陽 八卦と なり、 八卦 六十 四と なる。 それより を 

ちつ かた 一 理万殊 レ ひ盡す ベから す。 天地 萬 物の 理 つくせり。 理を 主と し 

ていへ！！： r 氣は理 の 形な り。 動 靜は太 極の 時 中な り。 吾人の 身に とりてい 

へば、 流行す る もの は氣 なり。 氣の堇 明なる 所 を 心と いふ。 靈. 明の 中に 仁 

義禮 智の德 ある を 性と い ん。 、ef!J 明と 云て 氣中^ にある にあら す。 たと へば 

爐 中の 火の ごとし。 虚 中なる 所に 至 よく" おかに よく 照せ り。 よく 明かに 

よく 照す 所に 條理 あり 

お 一 来書 略、 身 死して 後此心 はいか ♦  、なり ゆや 

返書 略、 冬に 至て は 夏の 帷子 をお も ふ 心なし。 夏に 至て は 冬の.；. へ を 思 ふ 


解脫是 を 見て、 こ  に大她 あり、 とてよ け 

て 通り、 四 五町 行 又 云、 先の 物は定 て 他人 

見 §は> -悅ひ 取 申へ しと。 明慧 云、 おもき 

にこ- - まて 持 來給 ふやと、 1 の 心 は 鬼よ 

她ょ なと いひて、 人 を 害する もの ありと は 

い へ とも 見た る 者な し。 金銀に 命 を とらる 

、者 は、 K 前に 數を しらす、 誠の 大她 なる 

と云義 なり。 このた くひの 見解 を 以て、 世 

俗の まよ ひ を 出た る ものな り。 明慧は 金銀 

も 石 も か はら も 同し く 見なして、 とかくの 

見 脇な し。 誠に はるかに 尊き 心地に て ゆ。 

璧 賢の 心 位と 申す とも、 か はりある ましき 

と存 ひ 

返書 略、 ^僧の 内 にて は 心 位の 淺深 有と い 

へと も、 聖學 より 見れ は、 いつれ も 見解に 

て ゆ。 心地 自然にして 物な しと は 申 かた か 

るへ し。 柳 はみ とり 花 は 紅と それく に 物 

の輕重 は！！ 重に して 置て、 我 あっからざる 
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心なし。 此形 あるが 故に、 形の 心 あり。 此身死 すれば この 形の 心なし 

一 科 一 再 書 略、 しからば 顏 子の 死後 も 盜蹈が 死後 も 同じき か 

返書 略、 此性此 形 を 生じて、 形の ために 生ぜられす。 叉 形の 死す るが ため 

に 死せ や。 悪人の 心に は 今より して 性理を しらす。 死後 を 待べ からす。 君 

子の 心 は 今より して、 形 色に 位せられす。 死生 を 以て 二に せす。 又 死後 を 

またす 

一 « 1 來書 略、 世間に 人の ほむる 人に さし もな き 道 を 信す る 人^ はいか 

返書 各、 それ はよ きこと すきと いふ ものに て^。 定見な き 故に、 本の 邪 正 

を 深く 考 へす、 心 術 を かり 理を かりて、 さも ありぬべく いひな せば はや 

よき 事と して 信じ^ 也。 君子 もよ きこと すきに ては^へ ども、 性 命に 本づ 

きて 善 を 好^な り。 かり 物 は是に 似た るの 非 なれば 大に戒 られゅ 

W 一  來書 略、 愚兄 御存知の ごとく、 作法 正しく 慈悲に も^へ ども、 子孫お 

とろへ 仕 合 あしく： ^はいか 成 故にて あるべ く^ゃ 

返書 各、 人 見て よから ざれ ども、 天の 見 ことよき あり e 人 見て よけれ ども、 

天の みる AJ よからざる あり。 貴兄 を 見 申 ゆに、 愛情 も ありと 見え、 行儀 は 
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蕃山. * 察 ^  -  » 

かよく： &。 金銀と h 石と 闻し くみる とい ふ 

も、 ilj' 以て 作 b たる もの 也。 自然 

の 心に て 侍ら は、 我 こそ 金銀 はいらす と 

も， fte の 人の 喪と し， 世 を わた わ、 人 を 

赛ふ 物に て 侍れ は、 これ をお としたる 者 は、 

主人の もの か 人の 使 か、 其 身の 身代の 一 せ 

きか、 人に よりて 身代 を やぶね、 命 を 亡す 

にも S たらむ は 不便のと なり。 大方の 人 見 

付な は悅ひ 取て 我物と すへ し、 我等の 見た 

る こそ 幸 なれと て、 ひろ ひて 近 里の しかる 

へき 者に 預 s、 おとし 主に かへ すへ き はか 

りと あらん こそ、 天性の 仁愛なる へ けれ。 

明 心の ® をふさく^、 品 異なりと いへ ども、 

其お ほふ 所 は 一 なり。 世俗 は 物欲の ちり を 

て ふさき • 舉者は 見識 を 以て ふさく もの 

也。 其 見 至 所に 近き かとくなる も、 其傳來 

のよ 天に 出さる は 終に KbI 道 をな す £ 

なし。 道の 行 はれさる とかな しむへ し 


隨分 正しく^へ ども、 作法の 正しき は 生 付に て學 によら 卞、 愛情 も橡 人の 

愛に て 人民 を めぐむに 至らす ^0 すく はすしても くるし からざる 者に はは 

どこし. 下 * の 難儀 をば 知た ま はざる がごと くに^。 百姓 l->NV- ば 水 a に.^ 

などして、 病 付た る 者 ども あり。 罪な きのみに あらす、 贵兄を 養 もの を 却 

て， る しめられれ。 其 妻子の 歎き 不 罪の 人の いたみ、 天地神明 をう ごかす 

ベく ：s。 しらすと いは J- 其 天職 を わすれ、 天威 をつ、 しまざる なり。 知て 

せば 不仁な り。 大小に よらす 罪 は 上 一人に か V り^." 今の 世の 習、 下々 を 

ば 難儀 させ、 百姓 をば いたむ る ものと 思 ひて、 とがむ る 人 もな く ゆ。 た ^- 

行儀よ きと、 姑息の 愛と をみ て、 人 はよ レ と..：：， 'はへ ども、 天の 鑑 明らかに 

^0 神明の 1^ にあたり、 仕 合 あしき CJ はりに て^ 

^ 一  再 書 略、 愚兄 事 被 仰 下^ 通尤 に^れ。 去ながら 愚兄 は 姑息の 愛な りと 

も 御座 作法 あしく 不仁 無道に て、 下 をな やまし 民 を くるしめ^ 人に、 

子孫 もさ か へ 仕 合よ き あり。 叉き はめて よき 人 も 仕合惡 く.^ は. S か 

返書 略、 人の 氣 質に、 天地神明の 福 善禍淫 をう くる こと、 おそき あり はや 

き あり。 しかの みならす、 先祖の 造化の 功 を 助た る あり、 さまたげ たる あ 


^ 來蘩 略、 陽氣 にい かつなる 者 は 軍陣に 

てよ からぬ と申說 ゆ。 又 利害 かしこき 者 は 

武 m にぶき と 申 5。 强？： S の 見- 樣 ある ことに 

て御座ひ^?« 

返書 略、 加 癡左馬 殿の のた まへ る 由に て 承 

ぬ、 諸 士の武 篇に目 利 あり、 た r 理直 なる 

者大 かた 武篇 よきと 心得へ しと。 又 魅 後の 

景 虎の. -た まひし は、 武篇の はたらき は武 

士の常 也。 百姓の 耕作に 同し、 武土 はた. - 

平生の 作法よ く、 義理 正しき を 以て 上と す、 

武篇の はたらき ばかり を 以て、 高 知行 を あ 

たへ、 人の 頭と すへから す、 と 名將の 下に 

は 兵な き 事 なれ は、 大形 士は 武篇 よき 者 

とお ほしめ さるへ ベ ひ。 陽氣 にい かつ 成 も 

のとても、 臆病なる 生 付に て はなし、 たど 

習に て 何 心なく 其 身に は是 かよき とお ほえ 

て、 常の 事に て ：s。 理 直なる 者に うは 氣を 

しかけ ぬれ は 常なら ぬ 事故 堪忍 不仕 ひ。 其 
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り。 運 氣の勢 ひ 餘寒殘 暑 あるが ごとし。 先 は 聰明の 人に は、 善に 11 はやく， 

、 、 

悪に 禍 すみやか なり。 愚 不肯に は 善悪に 禍福お そし。 平生 物の 合点の 遲速 

にても しられ^な り 0 先祖の 造化の 神ェを 助た る 勢 ひい まだ やまざるに は、 

子孫 あし けれども 仕 合よ し。 先祖の 造化 を妨 たる は、 子孫よ けれども 其 逆 

命の 勢 ひい まだ さけが たし。 打 身 頭痛の 病 ある 人 は、 土用 八 專雨氣 を感す 

るが ごとし。 これより 下つ かたさ まぐ のこと はり ゆ。 をして しらるべく 

1 舊友 にあた へし 書に 曰、 故 者に は： S ハ故 たる こと を不 失と いへ り。 久し 

く 音 問 を 絡た る 事 は 無情に 似たり。 傳聞貴 老道德 の 勤に すさみ 給 ふと。 道 

をい とひて 愚 をう とみ 給 ふか、 愚 を 見お として 道 をお こたり 給 ふか。 道學 

を 益な しとして、 道德を 好む 者まで を しりぞけ 給 は 是非に 及ばす、 もし 

愚 を 不肖な りと して 道學に 遠ざかり 給 は y あやまち なり。 故 者の 至情 をお 

も ひ 給 は 、何ぞ 愚が 過 を さとし 給 はざる や。 さとして したが ふま じく は、 

愚 をす て 、道德 を 尊信し 給 ふべき こと は 本の どく たるべし。 何ぞ 人に より 

て 道の 信 不信 あらん。 聖人の 門に あそぶ 人なら ば、 天下の 聖學 をす る 人み 
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時に おも ひかけ ぬ 事に て、 行 あたり ふり 見 

苦 ゆ。 又 分別た てに て 利害お ほき 者 は、 常 

に 義理 を 心 かけさる 故に、 自然の 時 義理 を 

かき ひ へ は媳 病と も 申； 5。 陰極て 陽 を 生し 

碟桎 て險を 生す る なれ は、 平生 陽氣 なる 者 

は、 陣中に て は 腹. 1=- てな すへ き 所に も あら 

す。 弓鐵 泡の 音に てう かひた る 展氣は 皆け 

どられ 侍ぬ。 常々 w の 木に たく はへ たる 勇 

氣 のた しなみ もな けれ は、 おも ひの 外 W の 

いかつ 出さる 故、 なみ/、、 にても 目に 立 申 

候。 龍と いふ もの は 羽なくて 天に の ほる ほ 

との 陽 I 嫂の 至極 を 得た る ものに て ひへ と 

も、 平生は 至 陰の 水中に わた かまり 居； 5。 

是を 以て «赏 に 武勇の 心 かけある 人 は 常々 

の 莠 をよ く 仕事に， J: 

^ 来書 略。 儉約 はよ き 事に 定り， 人々 用 

たく 存 ゆへ 共な りかた く、 奢 は あしき 事と 

思 ひなから も， やむ る 事 あた はすして、 日 


六 0 

な 悪人 不正な りと も、 吾^ 學に をいて うたが ひなかるべし。 た 1- 己が 定見 

いかむ とみるべき なり。 人に よりて 信 を まし、 信 をお とし 給 はむ は、 ^を 

みるの 人に あらす 

ー5 一  來書 略， 世に 判宫 "^屑と 申： ^はいかた る 事に て^や 

返書 略、 君子に 三のに くみあり、 其 功に ほこり 賞 をう くる ことお ほき 者 を 

にくみ、 富货 にして 驟る者 をに くみ， 上に 居て 下 をめ ぐまざる 者 をに くむ。 

判官 義經は 其 人 がら 道 を しらす、 勇氣 によりて 失 ありと いへ ども、 大功 あ 

りて 赏を うけす、 人情の あはれ む 所たり。 賴朝卿 福 分 ありて、 天下 をと る 

とい へど も、 不仁に して 寬 ilsf の 心なし。 人情のに くむ 所な り。 頼 朝 判官に 

かぎる ベ か-つす。 驕は 天道の 鼯所、 地道の 亡す 所、 人道のに くむ 所な り。 

廉 は 天道の ます 所、 地道の めぐむ 所、 人道の 好む 所な り 

一 來書 略、 我等の， 在所に 她を 神の 使者な りと 云て、 手 さす こと もせす^。 

さまぐ 氣 のどくなる 事共に： &。 其 上 害 も 出 來±。 され 共 其 通に したが ひ 

はんか、 やぶり^ はんか、 分^ 定が たく： & 

返書 略， 神慮に したが ひて 非 法 を 改めら るべ く：^。 祌は 形な き 故に、 時に 


々に を. こり^ 事 はいか 乂 

返書 略、 儉 約と しわき」」 器用と 奢との わき 

ま ゑな き 故な り C 儉 S は 我 身に 無欲に して 

人に ほと こし-し はき は 我 身に 欲に して、 人 

に ほと こさす、 器用 は 物 を 求めず たく はへ 

ず、 あれ は 人に ほと こし、 なけれ は その 分 

にて 居 申 ：s。 奢 は 今 HI はら ひの 樣に 器用な 

る やうに 見え 6 へ とも、 其 用 所 は 皆 我 身の 

欲の ため、 ：？^耀 のためにて； § 。奢て Bffl たら 

され は尤 人に も ほと こさす、 しかの みなら 

す、 家人 を くるしめ IB 姓 をし ぼり 取、 人の 

物 を 借て かへ さす。 商人の 物 を 取て 價をゃ 

らす、 畢竟 fA® に 同し き理を しらて、 奢 は 

器 W なる 樣に 心得、 儉約 といへ は、 しわき 

と 合 仕： s。 又し わき 者の 儉 約の 名 を かる 

も ある ゆへ にて： S 

^ 來 ftS 略、 同志の 中に 世 こぞって ほむる 

人 御座 -C 琉 俗に あはせ て 然るに は あらす 
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あたりて 何に なりと ものりう つり 袷 ひ^。 她を 使者と 定 べきに あらす。 且 

クサ ムラ 

馳は 襲 にす む もの なれば、 人 居に まじ はる は 非道に て ゆ。 神明 は 非道 を 

戒給 ふべ く^。 她の すむ 深 草に 用心 もな く 行て 害に あ ふ は 人の 非な り。 人 

クタ ムラ 

のす むべき あたりに 她の をる は ！i "の 非に て^へば * 叢に かりやり、 行ざる 

をば うちころして 可也。 なを も 愚民 疑 ひ あらば、 御く じ をと りて 神盧を 御 

うか 1- ひ あるべく^。 訴詔 〔訟 ヨ〕 は 此方に 道理 あれば、 幾度 も 申 ものに て^ 

間、 もし 一 ニ度にて御同心なく^^は^^、 神の 御 同心 被 成まで 幾度 も 御く じ 

を とりてう か？ はるべく  ^0 かなら や 御 同心 あるべく： so 其 外 かくの ごと 

きたぐ ひの 神慮に 叶 はざる 事 を 神慮と して、 人の 尊き を 以て 禽獣に かふる 

様なる 事 多く^ 

^ 一  来書 略、 無- 學-フ 行い 政" 如 無〕 燈夜： 行？ といへ り。 しかるに 貴 老學者 

の 政 は 心得が たしとの 給 ひ、 叉 其 筋目 ある 人 か、 其備り ある 人よ しとうけ 

たま はり^ は 心得が たく；^ 

返書 略、 政の 才 ある 人 を 本才と 申^。 其 人に 學 あれば 國 天下 平 治 仕 ゆ。 本 

ネ あり て も擧 なけ れば、 やみの 夜に ともし 火な くして 行が ごとくに て： &。 
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ひ。 然と も 本来 はよ き 人に はよ くい はれ、 

あしき 入 に は あしく いはる、 こそ、 JW のよ 

き 入に て あるへ く： S へ。 されと すくれ てよ 

きを は、 なへ てよ く 申 f はり にても 可 有 之 

ゆや 

返 略- 此 人の 人から、 十 か 八 はよ し、 二 

とても 惡 きに は あらす、 た 、此 人の きずな 

わ、 其き す ある 故に 諸人 ほめ 申 6。 又 君子 

は 其 扱 は 見 外へ とも、 玉の きすに して、 大 

妹よ く 侍れ は、 其よ き 所 はかり ほめて、 班 

を は あけす。 こ k を 以て 世 こそ. C て ほむる 

i わり 尤に ゆ。 しかれと も 其 瓶 は 終に 弊 あ 

る ものなる 故、 一度 は 諸人の ために も そし 

ら るん 事 出来 ものな り。 初より 其 班な けれ 

は、 小人の ために は そしらる、 にて 御座れ。 

全 君子 なれ は、 全 小人の ために は あはぬ £ 

多し。 其薛は 君子の 美に して 班 にんら す。 

其 人に あらされ は此 二の 道 を 知へから す ゆ 


.1 ハニ 

しかれ ども ありき つけたる 道なる 故 ありき^。 され ど 前後左右 を 兄 ひらき 

て. 目 由の はたらき はなら す ^0 又 才知な くして 學 ある 人の 政 をす る は、 盲 

者の 昼 ありく がごと くにて ^0 聞 たるま k にあり き^へ ども^ 分明^。 時 

所 位の 至善 を はかるべき 核なく^。 不自由 にても みづ から 見て ありく と、 

見す して ありく と は、 て ありく はま さり 可. 軍法 を しらで も 勇 知 あ 

る大將 は、 をの づ から 勝負の 利に 通じ^ 故に、 敵に 逢て 勝 乙と をいた し^。 

軍法し りても 勝負の 利 くらき 大將 は、 敵に 逢て 斗 方な く 候。 勝負の 利よ き 

人、 軍法 を 知^ は 名將 たるべく^。 軍法 しらで は 名 將とは 成が たく^。 

才と舉 との 道理 同事に ^0 古今の ためし 明白なる 事に： t 

K 一  来書 略、 經書 をよ み^はで も學 問な り^と 承^。 さ 様に.^ は V つとめ 

て 見 申 度^。 書 をよ ますして 不叶 事に は 《 -、 老學 とい ひいと まなく へ 

ば 成が たき 事に^ 

返書 略、 賢 を 直に 師 として は 書 をよ まで も 道 を 知、 德に入 AJ と 成 申； *o 

今の 時 SB の師 なく^へ ぱ、 中 人より 以下の 人 は 書 を まなび^ はで は、 道 

を 知 こと 成が たく^。 しかれ どもよ く 心傳を 得た る 人に 閱：^ は i -、 善人と 


^ 來書 略、 我等の 國も とに は 江 西の 遺風 

をした ふ 者 餘多有 之. ゆ。 貴老御 弟子の 內 1 

人 申入た く存 5 

返窨 略、 拙者に は 弟子と 申 者 は 一 人 もな く 

師に 成へ き藝ー としてな き 故にて： §。 

IS 者の E 業 をなら ひて、 一生の 身 をす ぐる 

か、 物よ みの 博 學を學 て、 物よ みを議 と 

して、 一生 をお くる か、 衩は 出家な との 其 

宗門 をつ ぎて 寺 を 持な と 仕る は、 をのつ か 

ら 師弟の 約束なくて 不叶 事に 御座 ゆ。 拙者 

は麁學 にて、 人に 文字 讀 にても はかくし 

く を しゅへき 覺悟 なく ゆへ は、 何 にても 人 

の 一 生の かたつき に 成る へきと を不存 ゆ。 

少 はかり 文武の 德に志 ありて、 聖學の 心 法 

を 心 かけ 5 といへ とも、 自己の 入 德の功 さ 

へお ほえな けれ は、 まして 入の 德を なし 道 

を 達して 門人 あらん 事 はお も ひも よらぬ 事 

也。 世 中に 愚かお よばぬ 才力 あり、 80 
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は 成 申べ く  ±o 扨 はよ き 士と申 ほどの 人 がらに はおよ ぶ 事に て^。 聖人の 

言語に はふく む 所 多く ゆ。 無 極の 体な り。 其 含む 所 は 言外に ゆへば、 我と 

經書を 見て 聖人の 心 をく み 申^。 趾 聖人に 對し 奉る がごと くなる 事れ。 其 

心に は 深き あり 淺き あり、 其 品い ひつく しがた く^へ ども、 いかさまに 書 

をみ る 人 は 後まで も學 にお こたり なく ゅゥ た に 物語に て 心 術の み 聞^ 人 

は、 一旦 はす、 み^へ ども， 言外の 理を 不知 ゆへば、 心なら す 年を經 てた 

ゆむ ものに て^。 中 人 以上の 人 は 少し 心傳を 聞て はやが て 天地 を師 とし、 

造化に をいて 學ぶ所 ある は 書に も 及ばす、 道 を 行 ひ 德に入 ゆなり。 中人以 

上 にても 書 をよ みたる ばかりにて 心 傳を不 聞 人 は、 聖學に 入が たく ゆ。 上 

知 は 心 傳を不 聞して 書 を 見ても すぐに 德を知 ゆなり。 故に 好- 德の 幸福 

ある 人 は、 次第 を 歷て德 を 知 も 御座^。 尤此人 は 書に よりて 聖人に 街 面 仕 

^0 書 をよ み 給 はで も、 人の 主人と して は 仁君と いはれ、 人の 臣 として は 

忠臣と よばれ、 .S づれ によき 士 となり i=-、 善人の 品に 入^ ほどの 事 はなり 

申べ く ゆ。 必す名 を 後世に あぐべく^ 

0 1 来書 略、 三 皇五帝 三 王 周 公 孔子 は 同じく 璺 人と 承れ。 伏義は 文字 も敎 
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德 ある 人 々御座 ゆ。 志の 相 叶た る はかたり 

あそ ひ 申. い。 其 人々 か少心 かけた る 心 法 

をた つねられ ゆへ は、 もの かたわい たし 

til をす る もの  >- 丘陵に よる to く、  ^;|1<&~故少 

聞れ て も、 ss^^~多i^•の功に勝りぬれは、 か 

たく 以て 皆 益友に： f ；。 武士の 歴々， ：？ 馬の 

藝ををしへらる》も同^^に$。 先 へ^て 功 

者なる 人 は、 あとより- 収 つく 人に をし へら 

れ： ±。 武士 は 相 •々. の^に て 侍れ は、 をし へ 

て 肺と もなら す、 悠 ともせす。 國の ため 天 

下の ため、 武士^の ため なれ は、 器 W なる 人 

に はいそき をし へた てられ 外。 習 人 も 其 恩 

を^§して忌さるはかりなり。 者 出家な と 

の CJ くに 師弟の 樣子は 無 御座； s。 た ト不ょ 

りの まし はりに て、 志の 恩 を よろこ ひお も 

ふの みなり。 我等の 迫 德の義 fi を もして あ 

そ ひ § 心 友 も 又 かくの 如し。 心 友なる か 故 

に、 たか ひに i 賤をは 忘ろ 事に： s。 全く 師 


5 

もな き 時に 33^ ひて、 ？？-めて？«っ^-なし、 天下 後 世^^の 淵源 を ひらき 給 

へり。 しかるに 孔. 卞は宋 代に 跡 ある こと を 學び給 ひながら， 章の： ニ^き る 

、まで 朝夕 手 をた、 すして、 いまだ 易ビ 得たり と を も ひ 袷 はす。 神 资 は 草 

极を なめて 初めて 徵藥を つくり 給 ふ" しかるに 孔チ は 4^ 代^ 術 あ ま ね き 

に 生れ 給へ ども、 藥に 達せざる の 語 あり。 かくの ごとく 大に ちが ひたろ^ 

を 同じと はいか 成 事^ や 

返書 略、 時に て： s。 孔子 を 伏蔡神 農の 時に を き^へば、 易 を 作り、 ^を は 

じめ 給 ひゆ。 伏 夔神農 を 孔子の 時に 澄^へば、 又 孔子の ごとくに て： § 

^ 一  再 書 略、 しからば 怫說に 似た る 所^。 わざと まう けて 神 通 方便 をな す 

がごと くに ^0 空々 として 跡な き 事 を だに 作り はじむる 人の、 又 蹄に した 

が ひて 愚人と ひとしく ゆや 

返書 略、 少しも 心はなく^。 三皇の 時に をいて は、 {t^ 々として 跡な き 事 も 

おこり 心の 感 ある 道理：^。 孔子の 時には 迹 ある こと を も たづね 學ぶ心 

の^^御座^。 上世 は大 虚を祖 とし、 天地 を 父母と する こと 近し。 Sil 人生れ て 

其 名淺ら す。 まど ひなければ W 者 かくれ、 不求 子なければ 孝子 を おどろか 


と不存 弟子に てもなく ：s。 我等 學問 仕ら さ 

る 以前より、 常の 武士に て 奉公いた し 居 申 

ゆ 故に こそ、 右の fj く 人々 にものが たり も 

仕 ゆへ。 もし 举 人に て舉問 いたし、 學 問の 

名 を 以て 奉公に よ ひ 出され ゆ は、、 飢寒に 

をよ ふと も 罷出申 ましく ：§。 似合 敷 武士の 

役義を 勤む る 奉公 ありて、 其 上に はくる し 

からす 6。 今時 歷々 の 武士の 奉公に 出ら る 

V も 同前に 5。 武藝の ある は 其 身の 嗜 にて、 

よのつねの 奉公人に て、 其 上に 志の 相 叶て 

かたりれ 人に、 おほえた る 事 を をし へらる 

、は、 くるし からさる 事 也。 初より 藝能を 

聞 及れ て は、 歷々 の 武士 は 出られす ゆ。 一 

向に 物 讚と 成て 出る か、 武藝 者と 成て 出る 

事 は、 又 一道に て 御座 ゆ。 た X まきれ 者 か、 

文武 共に 道の 害に 成 申 £ にて 御座 ：5。 心 法 

は 五 等の 人倫の 内々 に 用る 身 のた しなみ 

也。 武藝は 武士の 役 義の嗜 にて、 其嗜 にす 

集 義和害 卷 第二 


す。 不臣なければ 忠臣 しれす。 政 刑な くして 大道 行 はれ、 敎學 なくして 人 

みな 善な り。 後世に いたりて 性情 わかれ 物欲 生じぬ。 人 初めて まど ひ あり。 

此 時に 當て伏 羲氏出 給へ り。 惻 然として 感-慨 あり。 敎な きこと あた はす。 

時に 天道 龍馬 を 命じて 文 を 以て 其 志 を 助け 給へ り。 書- 畫敎 -學の はじめな 

り。 伏羲氏 以前 は 物欲き ざ- -す、 情 性に 合する 故に、 人に 病疾 なし。 後世 

有 欲 多事の きざし 出来て このかた 病人 あり。 醫藥の 術、 耕作の 政な きこと 

あた はす。 天道 靈草 美-種 を 降して、 神 農 氏の 業 を 助け 給へ り。 是皆 神聖 

廣大の 知の 緒- 餘 なり。 時に よりて 發 する のみ。 伏 羲神農 は 春の ごとし。， 

周 公 孔子 は 夏の どし。 其模— 樣 はか はりあれ ども、 同じく 天理の 神化なる 

がごと し。 易 は 無 極の 理 なれば 孔子の みに かぎらす。 伏羲 といへ ども 是の 

みとお も ひ 給 ふこと はなき 道理に て^ 

0 一  再 書 略、 釋=^ はえび すの 聖.^ か。 是も 時に よりて 感 する 法なる か 

返書 略、 神聖 中 行の 道理に は あらす。 中 國に來 て 孔子に 學 びば、 よく 聖人 

となるべき 分量 あり。 仁心 廣く 厚き 所 あり。 知勇 も氣 質に 備 はりて 見えた 

り。 其生國 はす ぐれて 愚痴に 大に欲 ふかく、 至て 不仁な り。 極-熱の 國な 
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る 人の 内に て 勝れた る は， 人の 手本と なる 

まてに 5。 手本と は ならても、 功 者なる 者 

は 器 S の 人 を 取 立 ゆ も 御座 ゆ 

お 來 略、 道に 志 ある 者の、 時として 飲 

食 男女の 欲に うつわ 侍る i ある は、 志の 赏 

ならさる 故な らん か。 扭又逋 に 志なくても 

行義 よき もの あり、 先生い つれ を かとり 給 

はむ 

返書 略、 心 は 無 整 無臭の ものに 侍れ は 見 か 

たき £ に"。 志 あると いふ 人 も 隱徴の 地の 

资不 -ぉ不 存； &。 又 志なくて 行儀よ き 入 も、 

微の 所し るへから す ひ。 去な から 父母 兄 

弟 妻子 を 古錄に をき たる 人 は、 一 旦他國 に 

遊 ひ 侍る とも、 終に は 古 鄉に歸 るか £ く、 

隱微の 地と かく 惡 道に は ゆく ましき 人の 善 

におなる 所 あら は、 道に 志あって 一 旦形氣 

の 欲に た、 よふと も、 とかく 行 11 りて はも 

とに 歸る へく； 5。 形氣衰 るに した かって、 
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る 故に、 死せ る 肉 を S がた し。 いけながら 持 ありき、 切て うる ことなり。 

仁心 深き 者是を 制する 方 を しらで は、 殺生 戒 をな したる もこと はりな り。 

日 木 は 仁 國 なり。 此國に 生れたら ば 佛法を を こすべき の 感慨 も ある まじく 

^。 若 又 釋-逾 達-磨 を 只今 出して、 今の 佛者 など を 見せば、 何者と も 心 

得が たかるべく^。 佛祖の 流と 申 ゆ は J -、 大に 歎き かなしび て、 其 破 却 か 

ぎり ある まじく^。 我等 は佛 者なら ざる 故に、 遠慮お ほくお もふ樣 にも 申 

さす^。 我 子 を敎戒 する 者 は 至情 をのべ、 人の子 を敎戒 する 者 は、 風諫す 

るが ごとくに て i。 釋迦 達磨に 我等の 怫を 難す る 語 を 聞 せ^は Y、 いまだ 

世情 を はたれ す。 道に 專 ならざる 故に、 遠慮お ほきと て 心に あ ひ 申 まじく 

^ 一  來嘗 略、 俗に 貧 は 世界の 鼷の 神と 申^ はいかなる 道理に て^や 

返書 略、 世の中の 人 殘らす 富：^ は S -、 天地 も 其 ま. - つき^なん。 贫踐 なれ 

ば こそ". 穀 IS 茱を 作り、 衣服 を 織 出し、 材木 薪 をき り、 塩 を やき 魚 をと 

り、 諸 物 を あきな ひ 仕^へ。 六月の 炎暑 をい と^す、 極月の 雪 霜 を 蹈て塩 

薪 野菜な ど をう り^こと、 富： S は 仕べ く^ゃ。 農工 商 も 貧より おこりて 


道より 外に ゆき 所 侍らし。 志の 不實と 申に 

て はなし。 實は あれと も 明の し はし 蔽 はる 

、所 ありて なり。 唯今 i が 食 男女の 欲もう す 

く、 行跡よ くても. 心 志の 定所 なき 人 は、 

父母 兄弟 妻子の あつまり たる 古鄉 なくて、 

た. - 一人 身のう きたる CJ  くな り。 しから は 

往々 何國 にと、 まるへ きゃらん、 はかり 力 

たし。 今日の よき は 精力 强 くして、 愼 みの 

苦になら ぬか、 名 根の 深くて なす わざ か、 

もし は 生れ 付て 形氣の 欲う すき 者 あれ は、 

其た ぐ ひなるべし。 形 氣衰へ 行に した かつ 

て、 本の 志た る道德 はなし、 心は昧 し、 あ 

ちきな くして 後世な とに 迷 ふ も あり。 慎み 

おとろ へて 乱る、 も あり、 行 過て 異風に な 

る も あり。 - 旦の よき はたの みに ならす、 

月夜の し はし 暴た ると、 闇夜の 晴 とのと し - 

雲 ありと もた のむ へし、 雲な しと も賴 むへ 

からす 
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世の中た ち 申^。 た 農工 商の みし かるに あらす。 士 といへ ども 貧 を 常と 

して 學問 諸藝 を" 鋭み、 才德 達し^な り。 生れながら 榮耀 なる 者 はお ほく は 

不才 不德 にして、 國 家の 用に たちが たく ゆ。 唯 士農工商の みならす、 阈天 

下の 大臣 國 郡の 主と い へど も 吉凶 軍 賓嘉の 禮用を そな へ、 國土水 旱の蓄 を 

なし、 君に つか ふまつ るの 役儀 なれば、 富 足 こと あるべ からす。 上 は 天下 

の 主と いへ ども 來を g いて、 往を 厚し、 天下の 人民の 生 を 養 ひ、 死に 喪し 

て 恨みな からしめ、 且異國 の 不意に 備へ、 天運の 凶年 飢 I 饉を あらかじめ ま 

ち 給へば、 天下の 財物のお ほき も、 天下の 人の ために 御覽 すれば あきたる こ 

となし。 其 上に 天下の 主の 第 一 に 乏しく おぼしめ さる、 は 賢才の 人の すく 

なきな り。 堯舜 もこれ を 憂と し 給へ り。 是以 同じく 聖人 なれ ども、 孔子 は 

人の 師 なれば、 知 を 明かに して 先達し 給 ひ、 堯舜は 人の 君な れぱ、 知 をく 

らまして 天下の 賢才 を まねき 給へ り。 寶は 貧に 生じ、 知 ぼ 謙に 明かなる 理 

を しらで、 我 知に 自滿 し、 たれり とお もへば、 天下の 才知み な うづ もる i 事 

なり。 空々 として 謙-退 なれば こそ 善政 もお こり、 美風 も 後世に のこる 事な 

るに、 f-i を耻 とし、 天下の 知 を 不用と き は、 物の 本体 は虚靈 なる の 道理 
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^ 來窖 略、 我等と も つきあ ひゆ 內 には樣 

者と いふ 者 あり、 町人 にして 畢間 する もの 

あり、 農を務 てまな ふ もの あり、 何 を 見て 

も 言と 行と 不相叶 ゆ。 かやう に 申 我等 を 初 

て受用 手に いらす ゆ。 何と そ受 W の 道 ある 

へきと にて 御座： § や 

返書 略、 各の まな ひらる k 所の 書 も、 愚か 

見 恃るも 同し 害 に； s。 道瑰 もお なし 道理に 

ゆ。 舉 術の 床迈 具になる となら さるとの 所 

より、 千里の あやまり 出來 ひ。 たと へ は 我 

等せ かれより 京都に そた ちて 文學 し、 器用 

にて 博學 者と 成 侍らむ に、 あきな ひせん も 

本な く、 百 姓と ならん も 田地な く、 武士と 

ならん も 本より 其 家に 生す 侍ら は、 幸に 文 

學の菜 を 天より あたへ 給 ひた.〕 と存、 物よ 

みとな りて 奉公 可 仕 ゆ。 外 はものよ みに 身 

をく たり、 人の 用 を 達し >  ； s は竊に 理を究 

め、 性 を盡し 家內を 和睦し、 朋友に 交て 信 
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にあら す、 其 耻 にあらざる を は ぢて耻 心 亡び、 不善の 名 を 得る ものな り。 

それ 天地の 大 なる 万物 を 造化し 出す 所 は、 太虚 無一物の 理 なり。 目 は 五 fe 

を 離れて 五色 を辨 へ、 口 は 五味な くして よく 五味 を ぁぢは ひ， 耳 は 五聲な 

くして 五 音 をし り、 心-鏡 { 仝 々として 万事に 應す。 萬の 物 はみ な 無より 生 

じ へば、 贫は 世界の 福 神と いふ 俗語 はまこと に 人心の 靈 にて^ 

一お 一 苒書 略、 しからば 堯舜の 民 も 貧乏 をまぬ かれす ゆや 

返書 略、 まづ しく は あれ ども 乏しき 事はなく^。 人々 分 を 安して 願な けれ 

ば、 身 は勞 して 心は樂 めり。 堯舜の 民 は 康寧の 福 あると は此理 にて^。 む 

かし 田夫 あり、 毎日 北に 向て 禮拜 し、 淸福を 給 ふといへ り。 ぼぺ妻 笑て 曰、 軒 

に は 草し げり、 床に は 稿の 席 をし き、 身に は あらきぬ のこ を 着て 雜毂を 食 

とす。 夫 は 田 昌に勞 し、 婦は 食事に いとまな し。 餘カ あれば 紡- 錢縱 I 紝す。 

春より 冬に 至り、 旦 より 夜に およぶ。 是を淸 福と いは 誰か 福な からむ。 

夫が 曰 * 是皆 賤男賤 女の 事な り。 我 身上ら ふのお ちぶれ にも あらす。 本よ 

り賤の 子に して、 しづの 家に 居、 賤の衣 を =115 し、 賤の食 を 食し、 賤の業 を 

いとなむ は 天 ps の 常 也。 好事 もた きに はしかす、 おも ひかけ ぬ 幸 は 其 願に 


あり， IB 讓 あらん t をね かふへ し。 其 言に 

いはむ 道 は 天子 諸侯 大夫士 の 任し 給 ふへ き 

ものな り。 庶人は 其 業を務 て、 よきと もな 

く あしき Co もなかる へし。 我 又 これに 同し 

惡 なく は 可な りと いふと も、 人の 見る 所 か 

ならす 實 あら は、 言葉 は 譲れり とも、 聖賢 

の 書 をみ る 人 は 各 ti? なりと て、 人皆感 すへ 

し。 道 を 住せす して 道に 益 あらん C 又 町人 

の 家に 生れて 家業 ありな から、 學を好 侍ら 

は、 身 は 町人の 艮俗！ 2 てよ き 町人と いふ も 

のに 成て * 學 は竊！ i 己か爲 にし、 人の 目 を 

くらまさす、 大利を とらす、 有へ き ほとの 

利 をと りて、 家^に 精 を 出し、 いた つら 居 

せす、 無用の 遊 ひ を こり をせ ず。 諸人に 理 

直 者と 信せられ、 或は^^を上手に成て、 百 

花の みっから そめ 出した る 色の CJ く、 人の 

ゆるせる 利あって、 財の 有餘 をな さば 可な 

り。 百姓の 家に 生れて、 田地 あるか、 又は 
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あら ァ。 身に 病な く 家に 災 なし。 達者にして5^-なきは淸福にぁらすゃとん 

い へる こ. と あり。 流 八-は 常に 生て、 たまり 水 は 程なく 死ぬ。 柱に は 虫 入、 

JHQ 柄に は 虫 い らす。 i せ 樂の遊 は 憂 叉した がふ。 水く さり 柱む しばむ のく 

るし みほ どた ければ、 美味 あれ ども 彼 田夫の 麁 にも をと り、 g く暖な 

る 衣 あれ ども、 寒 をいた むこと 錢 のぬ のこに を とれり。 お ュ く は 病苦に た 

えす、 或は 夭-死す。 よく 思 は Ml^ ふべ からす- - 人 は 動； ^た< り" 上天 子よ 

り 下士 民に 至まで ^^丁逸 をつ とめと する は 人の 道な り。 むかし 許 由 は 賢人 

たり。 其 身 は 農夫に して 彼に 同じ- 堯の 天下 を 辞して 耳 を 洗し は、 其 心の 

たのしび、 四海の 富貴に こえたり。 德 なきの 富責は 浮べる 雲の ごとし。 天- 

爵 は万歲 尊し  =  叉 人い へ る 事 あり。 桀紂は 中 國の主 なれば 四海の 尊 位な り。 

其 富 天地の 間になら びな し。 顏子は 無位 無官に して 衣 やぶれ、 食た えん、 

なり。 しかも 三十 餘 にして 天 年 かぎり あり。 人生の 福 是 よりう すき はなし。 

しかれ ども こ 、 に 人 ありて 樂紂に 似たり と. S へ ば 腹 立せ り。 尊き こと 天子 

たり。 富 gl 诲の內 をた もてり。 か&る 至極の 人に 似た ると 云て、 腹 立せ る 

もの は 人，/、 惡 を耻、 善 を 好む の 良心 あれば なり" 叉 顔 子に 似たり といへ 
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故； に ：^;.g ると も、 SK 人の <J ^に を 

入て、 心に 堯舜の 民た るお も ひ をな し、 逍 

遙して田に水入^£に^^り>  手足 を 土に し、 

耜の 柄に すがりて 立と も、 其 心の いさきよ 

くして， 万物の h にの ひやかなる たのしみ 

は、 人 地 神明に も 恥へから す。 ？ルゃ 人に を 

いて を や。 むかし 見たり し 者、 肥た る-馬に 

难、 人お ほく つれて 美々 しき 休に て 過る は 

兒 女の あはれ み を 得と も， 其 心 板 は 妻妾に 

恥る Co なからん か、 いやしむ へく ともうら 

やむ へからず。 市井の 俗と 云て いやしき も 

のにす る At は、 其 心の 利害に のみ ありて 仁 

義 なけれ はなり。 身 は 市井に して 心 は賢大 

大士も 恐る へき 人なら は、 居士と も 隠者と 

もい ふへ し。 昔より お 者の かくれ 所 は 商 

なり、 何 そ 其 職 を 恥へ き や。 門の ゑ ひかき 

を 抱き 柝を うちて たに かくれ ii へし。 况ゃ 

物よ み" 肺の を や。 今の 人々 の學 による 


ば、 屮心悅 ぶと い へど も はぢを それて • 退す。 天子 諸侯の 富贵 とい へど も 

其 1:2 薬に あたりが たし。 人爵 は 其 世ば かりにして 樓の 露の ごとし 3 天爵の 

とこし な へ に 尊き に はなら ぶべ からす。 人爵に は 命 分 あり、 願 ふべ からす。 

天爵に は 分数な し。 心の 位 なれば ふせぐ ものな し。 心の たのしみ は 奪 もの 

なければ、 人 鬼 共に 安し。 吾人た 額 子の 徒と ならん こと をね がふべ し。 

榮 討が 徒た らんこと をね がふべ からす 

M 一  來嘗 略、 無欲の よき 事 は 誰も 存^へ ども、 出家道心^！^などは、 無欲 も 

たてられ^べし。 世 聞に 交 居^て はさ 樣には 成が たき 事に て：^。 又 奢 は あ 

しきと：：^ ながら、 人の する こと をせ ざれば、 文" 嗇と. S ひて そしり 申： s。 人 

なみに 仕て は、 欲 有て とりた く はへ もっか まつらで はかな はす：^。 いか 

仕べき ことに て^や 

返書 略、 贵殿 無欲 を 何と 心得られ ゆや。 天理 をと めて 人欲と し、 人欲 をと 

めて 天理と する の あやまり あるべき と^^。 物 を 蓄 てっか はざる を 欲と 

し、 蓄へ すして 有 次第につ かひ、 なくなれば 何事 を もせす して 居 を 無欲と 

思 ひ 袷 i: や." 其 ふたつ は、 し はきと 正体な しとに て^。 亦人のする^^をせ 


もの はしから す、 儒者と いふ もの は 责は產 

榮 にして * 外 は i さ. の や * つに いひな せり。 

高く 清 かるへ き 内 はい やしく、 謙り かくる 

へき 身 は 奢 ぬれ は、 前にい ふ 所と は 各 別な 

り。 旨 行の たか ふと 尤 なり。 又產 業に て は 

なぐ， 學を好 侍る もの も、 生れ 付 义才に 器 

用に て、 文舉 すきと 云 もの 成へ し。 連哥す 

き 鞠す きとい ふか £ し。 又は 町人の いやし 

き微 をい とひ、 學 間して よき もの に 交り、 

身 をいた かに 持へ きため にこの む も あり。 

た r たてと みえ たれば、 其 市井の 利 心 はか 

たく かたまり てう こかす。 農に よって 學ふ 

もの もこれ に EI し。 賢者 はわ さと もく たつ 

て、 かくる へき 庶 人に をり 合た る こそ 幸な 

れば、 いよく 卑下して 己か爲 にす へき 學 

を、 學にょって其^^にもぁらぬ身をたカふ 

り、 庶人 にして 武士の すかた を 似せ ひもの 

は、 何として ® の 道德に 入 侍らん や。 道 は 
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ざれ まあし く 申との 事 は、 數奇 者に は 茶の湯 をして 見せ、 謠 すきに はうた 

ひの 會 をし、 馬す きと は 馬 あっか ひ をして、 傍輩の 人々 と 一 へ ん わたり 給 

ふべ く ゆや。 さ 様に 仕^ 人 は ある まじく^。 若き 內に藝 を 稽古す るに は、 

其師の 所へ 行、 此方へ i きな どして、 一 藝づ」 き はむ るに て^。 今 はさ 樣に 

す るん々 もまれに^。 た 我心に 叶 ひたる 人々 と 五 人 七 人う ちょり く 往 

卞 ノて かたられ： s。 其 五 七 人の 內、 弓に すきて 弓 を もて あそばる" も あり。 

鍾 太刀 鉄 炮馬を も ひくに^。 扨 は謠か 茶の湯 か 酒 か 連 哥か文 學か人 ごと 

か。 それより くだれる は、 樣々 のい やしきと も 叉 は 奢 も ありと 見え ゆ。 ナ 

身 は 大勢 も 寄 合、 小身 は 座敷 もな く、 つか ふ 人 もなければ、 五ん 七 人に 過 

ベから す。 其 中間の /、吝嗇と か、 淸 白なる とか 名 を 付い へば、 かけ も 力ま 

はぬ 世 聞の 人 も 聞 偉て 申に て^。 たが ひに 一 かまへ くに^ へば、 一 パ ん 

にわた ると. S ふこと はなく ゆ。 こ \ に 三— i 五-常の 道を修 て、 其 身の 作法 

ffi しく、 家內の 男女 をよ くお さめ、 人馬 軍役に 應じ てた しなみ、 知行の 百 

姓 を もつ よから す ゆるから す、 末長く 立べき 樣 にし、 ひろき ことす ぐれた 

る 事 はなく とも、 文武の 藝 にも くらから す、 世間の 奢に ひかれす。 親類 知 
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僻める 道に しても、 ほ實に 道に 志 ある もの 

はこれ に 異なり。 釋迦は 王の 子に 生れて た 

に、 舉間修 ひの ために は 人間 第一 のい やし 

き 者の 人に あな とらる .ム乙〈31{ となり、 天下 

の豁 となりて ヒ たらん と 欲する の 勝 心滿心 

の 火を滅 し、 みは 人の 下に 居て、 心 は 萬 物の 

上に のびと す。 まとに 殊勝の 事なら す や。 

本の 出家 は 人の 上 i にな をる を以第 1 

の滿 足と す。 それ 孿は 人に くた る こと を こ 

そ i& ふ もの なれ、 人の 父た ると は學 ひすし 

て 子た る CJ を まな ひ、 師 たる-.. -と を畢 ひす 

して * 弟子た る £ を まな ふ。 よく 人の子た 

る もの は- よく 人の 父と なる。 よく 人の： li^ 

子た る もの はよ く 人の 師 となる。 みっから 

ひ いてた かふる にあら す、 人より をして 

くす t 今の f は#.« に 居て i,?? 安せ す * 商 

にして 商の 身 を しらす， 潜して 武士の まね 

をし、 遊民の 徒たら むと を 欲す。 た、 外の 


音相番 のかた ぐと 交り を か す， - 屋作を かろくし、 衣服 をつ くろ はす、 

諸道 具 を はぶき、 飲食 をう すくし、 费を やめて 有餘を 存じ、 親類 知 音のお 

ちめ をす くひ、 { ぶ 人 百姓 を あはれ み、 昼夜 文武の 務に 暇な く、 世上の 品. - 

のあそび は 不知が ごとく、 忘れた るが ごとくなる 人 あらば、 世 中には 正 人 

あり、 類 を 以て 來り 友な ふべ し。 用 を も 節せす、 不時の 倫 を もせす、 わざ 

とたく はへ ぬ樣 にし， 仁に も義 にも あらす して、 ゆへ なくつ かひ 施す を 無 

欲と 申^ はんや。 それ は 名 根より 生じて、 欲心の いひ わけに こしら へたる 

ものな り。 欲心 ある 故に、 人の 吝^と いふべき かとて、 淸白 だて をす るに て 

"。 露 .K 無欲の 人に は、 淸白 もな きものに^。 眞 K に 無欲 なれば、 入が 吝 

裔 なりと いふべき かとの 氣遣 もなく^ 故に、 心 もっかす、 家屋の 美 を 好ま 

ざれば、 をの づ から 儉約 なり。 衣服 諸道 具 飲食の 好なければ、 自然と 輕 し。 

無欲 無心の 儉約 なれば、 我も勞 せす、 人 もとが めす。 淡 淸の好 人と いふべ 

きなり。 贵殿 は、 無欲なら ば 身代 もつ きがたく、 世間の 務も いか V- ある 

べき、 と 思 はれ ゆへ ども、 無欲 なれば 身代 もつ き、 世間の 務も よく 成 事 

に；^!。 奢 は en の 欲、 し はき は 陰の 欲な り。 無欲 をつ くる は 名 K の 欲 也。 三 


よき £1VS りて、 身 を 終る の義を しらす。 

ひそかに 隱微の 地に して 心 を をく 所の 凡 位 

を しらず、 舊 習の 汚を覺 えす。 一 且兑る 所 

の 書に たか ふ h、 滿 心高尙 にして 言語 分に 

過る のみな り。 いよ/ \學 ていよく 道に 

遠し 

^ 來書 略、 此比爱 元にて 友の 喧^ 仕出し 

たる 所へ 行か、 り、 見の かされす してす け 

太刀いた し、 先の 者 多勢 故 人 共に うたれ 

申 候。 本人 は 定業と も 可 申； s。 行か \ りた 

る 者 は 無 是非 事に ゆ。 非業の-;^ たるへ く S 

や 

返 得 略、 定 非の 事 は不存 ひ。 喧^ はよ き武 

士は せぬ とに ゆ。 大方 禮義 のた しなみ なき 

か、 また 怒氣 のために を かされて なし 出す 

£c^c しかれ は 人 爲の禍 にて 命と は 申さ 

れす" C 行か、 りたる 人 は 何 心 もな く^へ 

とも • 友の 難 を兑て はす きられぬ 義理に て、 
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ともに 大欲 心に て^。 君子の 無欲と いふ は 鱧 儀に したが ひて 私な きこと な 

り。 如 比の 正 人 あらば、 今の 世 とても あしく は 申 間 敷 ゆ。 たと ひ 無心 得な 

る 者 ありて、 あしく 申と も、 ぁづ からざる 事に^。 天道 を 我心の 證據 人と 

せらるべく 此 以前 遠 國の人 語られ 候。 在所に 奇 I 特成 もの あり、 知行 

五百石の 身上に：^。 親類 知 音に 申樣、 我等 は 下手に て^やらん、 公 设軍设 

をつ とめ、 人馬 を もち、 奉公 を 仕^へば、 やう/、 事たり^。 相番 中お も 

てむ きの 交り はか &れ す^。 其 上に 親類 知 音 中 折節の 撮 舞 を もして あそび 

^へば、 其 分 不足に^。 さ^へば 町人の 物 を か、 りて やらざる 樣に成 ゆ。 

しかれば 親類 知 昔 中 寄 合て、 町人の 物 を 取て 飮食 する にて^。 親類 知 音の 

、： ；, 安き 中 は、 か樣 のこと をもう ちとけ いひて 遠慮 ある まじき ことに ゆ。 各 

は 上手に て有餘 あらば 振舞 給べ し、 何方へ も參 ベく^。 此方 にても 來か k 

りの 常住が g して 寄 合^ は J -、 なら 茶な ど は 可 仕^。 各 も有餘 なく は 無用 

に； §。  等の 流に せらるべく ゆと て、 親類 知 音 中 用 ありて 來 るか、 物が た 

りな どして、 時分まで ゐか、 れば、 平生の 銀 を 振 廻 催して、 寄 合 時 もな 

ら卑 ハ^、 鎮¥ の 外 は 不仕^。 奇特なる 親類 知 音の まじ はり 也と て、 心 ある 


卷 第三 


七三 


蕃山 全集 第一 册 

すけ 刀した るに て 5 へ は、 う たれても 其 

人の あやまちに あらす；^。  二れ こそ 誠の 命 

ある £  > 可 申 ゆ 。死す へ き 義理なくて. 我 あ 

やまちに て 作 出した る は- 喧^^にょらす命 

にて^ なく  ：-。 - ぶあつて-;^ する は 皆 命に て 

御座 ゆ。 Ini- を以 君子 は 溢 培の もとにた 、す 

？ 5 來甯 略、 武近 具の 內、 小 太刀 • 中 太刀， 

長 太刀 あり、 す鐵 • 十文字 . かぎ • 長刀 

あり。 其 利の 爭 ひまち くに 申 s。 何れ か 

よく 御座！！^ や 

返*^1略、 何れもよ く ゆ。 た、 其 身の 得 もの 

^にて ゆ。 我 得た ると て 天下 皆 我に 同し 

くした くお も ふ は. 獨 夫の 狭き 心得に て $o 

大將 たる 人 はよ しあし を 御 かたつけ なく、 

人々 の 心 T ズ 第に 被 成た るかよ く ゆ。 上手 を 

なし 自由 をな して、 利の すみやかなる もの 

は 小 太刀な り。 位 をよ く 取て 手近く 賊を K 

る は 中 太刀な り" ん わざに 働 は 長 太刀な り、 
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者 は 感じ 申と かたり^き 

一 35  〔01?-:1來書略、 拙者せ がれ、 御存知の ごとくう つけに て はなく； S へど 

も， 世間の 習に 入て、 M 隨我ま k にして 道德を 好ます、 諸 t§ 一 も 根に 不入、 

かへ りて 父の 非 をかぞ へ、 諸 同志の 非 を， S ひ、 利口に して 其 身の 行跡 あし 

く、 まことの 奢れる 子の 不可 用に て： s。 いか 仕て よく^ はんや 

返 害 略、 一 朝 一 夕の ゆへ にあら す ^0 貴殿の 年来の 養 ゆへ にて i: へば、 御 

^5.-息の罪にぁらす^。  じて 父と 君と は 心根に 仁 ありて、 常 は 鼓なる がよ 

くけ。 人生は.^^-火の一 一に あら ざれば 一 日 もた ちがた く： t。 水火の 仁 ほど 大 

なる 事 はなく.^ へど も、 火 は 厳なる もの なれば、 人 を それて 用心 仕^ 故に、 

心と 火に 近付て 死す る 者はなく^。 水は柔 なる もの ゆへ に、 人々 心 やすく 

思 ひ 近付て、 溺死す る 者お ほく i。 貴殿の 病 は 柔和 過た るに て^。 柔和 過 

たる は 人の ほむる ものに て、 よき 様に ゆへ ども、 其 門に 不孝 子いで、 其國 

に不 忠臣 で^。 嚴 なる 主 親 は、 無理 をい ひても 子 も臣も 怨みざる ものに 

て^。 たまく 少しの なさけ ありても、 天より 降た る 様に よろこび； ±0 柔 

和なる 主 親 は 道理 ありても、 子も臣 もうらみ 申 ^0 いか 程な さけ g 賞 あ-り 


HI 夜の 太刀に よし。 大坩. の 仕 者な と をた し 

かにす る は 小脇 指な り... 大脇 指は輕 きに 莉 

あり， 中 脇 指は少 おもきに 利 あり。 しかれ 

とも 人々 のお も ひ 人と 韌の かねに よる CJ な 

り C これ は 大抵に ゆ： 一 樣に定 へからす、 多 

勢た ちなら ひて 戰に はす 鐘の 長き かよし e 

=^大 わさの 勝な り C 船 軍 城の りに てかけ ひ 

きの 利 を も 得 太刀 長刀に あ ふて 往来の わさ 

をな し、 自由なる もの は 十文字な り。 入 身 

よき もの は 長刀 かぎ なり。 人に より 所に 

よって 利 あれ は、 何れ を-,; しと も あしと も 

il だべから す C 多勢の 內には 皆 ありた る そよ 

く： so 惣 して 天下の 萬.^.; 1  ケを第 一として 用 

る £ も あり。 所 を f お 一 としてな す CJ も あり。 

時の はやり ものに 心 を れて 我人 のよ きを 

失 ふ 者 も あり。 今時 江 戶 男 は 胸髙蒂 をし、 

京女 は帶 をお にかけ てす るな り。 其 本 は 男 

たる もの は、 恰好に あはせ て 胸 短 かめに 足 
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て も、 其當 座ば かりにて 過分な りと もお も はざる ものに て： &。 親の 柔和な 

る は、 其 子の なら ひあしく、 主君の 柔和なる は、 家中の 風俗 あしき ものに 

^0 水の 仁 は 母の ごとく、 火の 仁 は 父の ごとし。 赏殿は 母の 仁に して 御子 

あしく 成 給 ひゆ。 今に 至て はげしく せられ： S は i^、 いよ，/、 庚て よき こ 

と は ある まじく  ±。 國 家の 政道 を 取ても、 貴 殴の ごとくなる 奉行の 下に は、 

罪人お ほくて 人 多く 死す る ものに^。 叉 君子 なれば いか 程 柔和 にても、 子 

も 臣もを そる、 ものに： s。 神武の 德 おはします 故な り。 水も大 淵の 靑 みか 

へりて 底 しれざる に は、 を それて ほとりに 立が たく、 や はら かなれ ども 大 

に 威 ある 事に^。 贵？ I- 今より 火の 仁 は 成 まじく 卟間、 水の 仁に していよ 

德を積 給 ふべ く， 外 

； 一 來書 略、 雷 は 何方へ おち^ はんも 難 計^へば、 誰もお そる、 は 尤と存 

ゆ。 いか？ 

返書 略、 雷- -聲 をお そる &者 は、 惡 氣と惡 人となり。 贵殿惡 人なら すして 

リウ タイ 

悪 入の 徒と 成 給 ふ こと はま どひ ある 故に i^。 雷聲は 物の 留-滞 を 通す る も 

のなる 故に、 霄 を 聞て は氣血 流行し、 相 當の灸 をし、 藥を 服用した るよりも 
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の ながめな るか、 本の If- の 生れ 付と なり、 

女 は 恰好に は 胴の ながめに 足の みし かめな 

か、 本の 女の 生れ 付と なり、 この 故に 胴 あい 

の 長き 男 か 生れ 付よ き脶 間み じかき 男 を 似 

せて 帶を 高く すれ は、 とかくの わき ま ゑ も 

なぐ， 當 世と 心得て 生れ 付よ き 胴 あいみし 

かき 男 も、 たかく すれ は、 帶胸 にあるな り。 

生れ 付よ き 男 は 常の 腰に 帶 をして こそ、 刀 

のぬ け もよ からめ。 又 生れ 付 胴 あい 長め に 

て、 恰好よ きお を 似せて、 胴 あいみし かき 

女 か帶を さげて すれ は、 本の わき まへ もな 

く、 しりに さけた るかよ きと 心得て、 生れ 付 

よき 女 もさけ て すれ は、 帶尻 にか 、りさ か 

り 過て、 胴 あいなが 過て あし V。 加樣 のと 

にさへ 我 身 をし りたる もの まれに 御座 は e 

武道 具の 用ひ樣 にも その 心 拇可被 成 ゆ 

S 来書 略、 出家 を 異端と は 申 侍れと も、 

入の 難す る 飲食 男女の 欲 をた ちぬる i は、 
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心.^ で 一き ものに い まだなる ことのつ よからざる をお しみ ^也。 たと へ 

ばお- いましめ のために 夜 廻り を 出し， 辻番 をお かれ^さと は、 常ん のた 

めに は悅 にて^。 しかるに 盗賊 は 其い ましめ を 聞て は盱 をけ し： ^0 た 5^ 平 

生 心に 惡 ある 故に 雷聲を 聞て おそる、 にて^ 

S 一  来書 略、 ^人に 夢な しと 申れ へ 共、 孔聖周 公 を 夢み るの 語 あり。 兩挖 

の 聞に 祭る &の夢 あり 

返書 略、 た 世俗に つきて 夢と いへ り。 これ 夢に あらす。 聖人の 心に は 正 

思 あり、 前 知 あり。 周 公 を 夢み 袷 ふ は 夜の 正 思な り。 兩楹の 間に 祭らる 、は 

夜の 前知& り。 今日 吾人と いへ 共 聖人に 同じく 夢な きこと あり。 士 たる 者 

は 常の 產な けれども 常の 心 あり。 盜 をせ ざるの 心 は 死に 至る まで 變ぜ す。 

學 問せ ざれ ども 幼少より 其義を 精く 習 来たる 故な り。 しかる 故に 盜 をした 

ると いふ 夢 は 終に 見す。 一 の 一 は 聖人と 同じ。 間 思 もな く 夢 もな し。 致 知 

のしる し 也。 昔より 物 を 格す の 功な り。 下. _< の 盗 をして は あら はれん 匕と 

を 恐れて せざる ばかりにて、 耻の 心う すき 者 は、 時なら す 欲する 念 も あ 

べし。 しからば にも fe^ してお はれな どし、 又とら へられた るな ど- 


叉 奇特な り。 其 潔き 心より は、 俗 をい やし 

く 見く たしぬ る も to はりと おも はれ 侍り 

返書 略  >  出家なら でも 常の ものに 生れ 付て、 

飲食に 心なき もの あり。 男女の JS うすき 

と 赤子の CJ く 成 もの あり。 たた 人の みなら 

す、 蟲 にも あり。 蟬は 常に 樹 頭に 露 を飮て 

たれり。 飮 食の 淸 潔なる もの これに まさる 

もの あらし。 似我蜂 は 子 を もた す、 他蟲の 

子 を 取て 己 か 子と す、 出家の 弟子 を 子と す 

るかと し。 俗人に も 何の 心 もな く、 た、 妻 

子 嫌 ひなる もの あり。 大名な との 美女に 自 

由なる か 男色に すきて 子孫な きもの あり。 

常の 人に たに あれ は、 まして 出家 は それに 

得た る 者の なる £ なれ は 珍ら しからす ゆ。 

奇特と いふ も蟬の £ く の £ し。 幼少の 

時よりの 出家 か、 或はみ すぎの ために 成た 

る は、 隱 して 魚肉 女色 あり。 法 を 立る とい 

ふ もの も 男 色 あり。 もとより 男色 を も ゆる 
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ある 夢 もみるべし。 常にお も はぬ 事 を も 夢に はみ る なれ ども、 大 かた 其 類 

7 レ  , ザ ネズ £ アナ 

に觸 たる 事 をみ るな り。 車に 乘て嵐 穴 を 通た ると 云 夢 は 見た る 者な しとな 

り 

W 一  来書 略、 人の 身の 心中に ある は、 魚の 水中に あるが ごとし。 此 心より 

此身 生れ、 又 身の 主と 成と 承^。 たと へば 単 をつ くる 者の、 車 を 作ての る 

がごと し。 しかるに 人の 天地の 中に ある は、 人の 腹中に 心の あるが ごとし 

と 仰ら れ^。 心は內 外な し。 腹中に 有と 一 偏に 云べ からざる 歟 

返書 略、 天地人 を 作りて 叉 人 を 以て 主と す。 其 天の 作る 所の 理 すな はち 人 

の 性 命 也。 人性 もと 無 極な り。 天地 を 入て 大 なりと せす。 故に 人 は 天地の 

德 神明の 舍 ともい へり。 心の 臓の 虚中 をの づ から 一 太 極 あり。 叉 腹中に あ 

りと 云 も 害 あらす， 心に 內外 なき こと は 本よりの 義 なり 

リシ ジゥ 

お 一 来書 略、 臨終の 一念と て 命 終る 時の 心 持 を 大事と する 事 はさ も あるべ 

き 事に て^や 

返書 略、 細工 は 流々 とやらん 申 ゆ 間、 其理 こそ 候 はめ。 それ も 造化 を 輪^ 

ュ ルく 

と 見て、 生れ か はるの 見より 生じた る ことたるべく； s。 緩々 と 死なば こそ、 
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したる に は あらす、 出家 は 不淫の 法 なれ は、 

生れ 付 欲う すきもの は 男色 もた ち、 酒 五 辛 

も紀 もの あり、 出家の 至極な り。 しかれと 

も氣 化に よって 生し、 氣を 服して すくる 小 

,M に は 及へから す。 少き 生れ 付に 自滿 して 

大道 を しらす、 せ はきの 至な り。 飲食 男女 

の 欲な きもの は蜂蝣 にしく はなし、 しかれ 

とも 羽蟲の 長と ならす。 雌雄 正しき 鳳凰 を 

長と す 0 

« 来書 略、 當時 ほと 軍法 者の 多ぶ は 御座 

ある ましく ゆ。 何事 そ 御座 ゆ は、 色々 花や 

かなる おもしろき 合戰ぉ ほく ある へ きと 存 

返書 略、 天 T 無事なる 故に 軍法 者お ほく  5。 

S に 成な は 今の 軍法 者 百 人 か 九十 七 <  人 

まて はなに と 成た る やらん、 行衞も ある ま 

しく  go 太刀^ はし あ ひ をしても しれ 申 go 

軍法 は 無事 なれ はし あ ひもなら す、 た、 い 


其 一念 も 可 存^へ。 おも ひがけぬ 事に て ふと 死 はず、 何として さ 様の 事 

成^ はんや" 其 上 昼の 心が け は 夜の 夢と 成：^。 昼 一 日 悪事 をお も ひ 惡事を 

なして、 寢 ざまに 善事 をお も ひ^と も、 其心にも.^なき作善念は、 夜の 夢と 

は 成 まじく i:0 只 終日の 實事 のかげ ならでは 見え 申 まじく ^0 誰も 昼夜の 

理に惑 ひうた がふ 者 はなく  ：5。 目 さめて をき、 ねぶたくて t^^o 何の 心 も 

なく^。 生死 は 終身の 誓 夜に して、 畫夜は 今日の 生死に て^。 生死の 理も 

昼夜 を 思 ふごと く、 常に 明かに；， =: へば、 臨終 とても 無 別儀^。 薪つ きて 火 

滅す るが ごとく、 寢 所に 入て 心よ く寢 が 如く、 何の 思念 もな く、 只 明白 

な る 心 ば かりに^ 

S 一  再 書 略、 昼夜の 道に 通じて 知と：^ へば in- 涯の心 かげ もまた， お 神の 境- 

界と 可成^  や 

返書 略、 生て k 倫の 道 ある 者 は、 死て .A 行に 配す。 本 死 を 以てい ふべ から 

す。 明に は， 倫 あり。 幽には 五行 あり。 明 も 造 物 者と 友たり、 幽も造 物 者 

と 友たり。 生に は 人心 あり、 死に は 人心な し。 人の 字に 心 を 1 〔0 っノ 

I 板き 一つ-一作 ごけ i: へば 明白なる 事に i: 


ひかち！ i$。 勝負の 利と 大將の 器量と は 軍 

法の 外なる ものに； 5。 大將の 器 ある 人 か、 

膀負の 利よ き 人 か にあ ひて 軍法 を 出されな 

は、 大 まけ 可 被 仕に か。 百に  一 二 は 流の よき 

も 有 之 体に ゆ 間、 下地の よき 人存 せられ 6 

は、、 たよりに 成 事 も あるへ くひ。 太刀と 

いへ とも 常の しあ ひとち かひ、 まとの 時 は 

心氣變 し、 阪に湯 か 入： S 故に、 けなげなる 

方 脇 事に ゆ。 常の 心に て 太刀の 流よ きもの 

か 仕 ひ は- - ..-、 に 手柄- 仕； 5  - 常 の 心なら は 、 

兵法 はしらても 大に利 あるへ く ゆ。 義經鏡 

の 宿に て 初て 强盜 五六 人に とりこめられ 給 

ふ 時、 我心のと く 人 を も 思 はれ ゆ 故に、 い 

か ゝと彼 存ゅ處 に、 人 は 心 氣變し 眼に- ^-入 

て、 おも ひの 外す きまお ほくな り ゆ。 義經 

はす くれて 一 男 故 常の 心に て 被 成 § ほ とに、 

心 やすくし たかへ 給へ り。 それより 武勇の 

味 をお ほえ 給 ふと 見え 申 天狗に 兵法な 
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S 一  来書 略、 大舜の 故事 をのべ 給 ふこと、 孟子の 書に 異なる はいか した 

る ことにて： S や 

返書 略、 孟子の 語勢 を 知 給 はざる 故にて^。 孟子の 語勢 は 本の 虚赏 をと は 

す、 それにしても 此 道理と 滯 なく 道 德を發 明し 給 ひたる ものな り。 いかに 

質素の 時 なれば とて、 天子の 二 女 をつ か はし、 場に し 給 ひし 人に、 藏 をぬ 

らし 井 を ほらし むる こと や あるべき。 我と ひとしく 賤 しき 者 を 殺して だに 

助て をく とい ふこと はなき 理 なり。 た 類 を をして 義の 精き に 至り、 若 如 

此 ありても 如此と 至極 いひ つめたる 論な り。 不吿 して 娶る Q 論 は 若 後世 不 

心得なる 親 ありて、 吿て 同心す まじき 者 あらば、 子孫 相績は 孝の 第一 なれ 

ば、 不吿 して 娶 りても くるしから じ。 吿の禮 を 不用 こと は 小節な り。 子孫 

をつ ぎ 人の 大倫を 立る は 大義 なれば たり。 舜の 本より 情欲の 父母に つかへ 

給 はすして、 性 命の 父母に つかへ 給 ひし こと 孟子に 至りて 明かな り。 瞽聘 

の 本心 は吿て かなら す娶 るの 本心な り。 天子の 命 なれば 愚痴なる 事 をい は 

せらるべき にも あらね ども、 愚なる をし りながら、 通ぜ ざる こと をい ひき 

かせて、 同心な き 時 をして やぶる も舜 のために 心よ から ざれば、 一向 初め 
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ら はれし と i る は © に：^。 太刀 をぬ きて 平 

, 家の 誰か 首 /\ とい ひて、 かやの ほ をき り 

拾 ひし を、 わきより 見て * 人狗 のっきた るな 

と 申た るよ し！ i$。 其 身 勇 Li して 太刀 はや 

に 生れ 付た る 人に ゆ。 想して 太刀の 上手と 

申 もしろう とに iis のな きものに ゆ。 しろ 

うとの 病氣 なくす くみな く、 太刀 自由にの 

ひて、 空より くた るか CJ  く、 地より 湧か CJ 

く 成 ものに は、 大方の 兵法 者 はならぬ もの 

に ：5。 まして 其 上に 勇氣 すくれ ：5 へ は、 ま 

CJ の 時 はたれ もなら ぬ ものに； S 

^ 來雷 略， 祭る £ は 段々 に 位に した かふ 

ことく 承 ：5。 天地 三 光 天 の 名山 大川は 天 

子 これ を祭铪 ふ。 其國の 名山 大川國 に 功 あ 

りし 人 を は 諸侯 これ を 祭 給 ふ。 聖賢 を は そ 

の 子孫 をた て > 祭し め 給 ふ。 大夫士 庶人各 

品 あり、 しかるに 日本に て は 上下 男女 をし 

なへ て 天 照 皇太祌 へ參宫 仕 ゆ。 天子の 外 は 


八 0 

よ. リ不吿 して 娶れと 詔 ありた るなる べし。 大舜は 如 此の 叙- ありと ほ 

に 吿給ふ こと も あるへ し 

M 一  來蒈 略、 大王 は 仁人な り、 しかるに 貨を 好み 色 を 好と いへ る は 如何 

返書 は"、 是も 孟子の 語勢な り。 國に 三年の 蓄 なければ 國其國 にあら す、 

とて 後世の 人の 己が ために 貨を たく はふる と はちが ひて、 國人 のために 積 

置る、 ことにて^。 一圃の 一年の 蔵 入 を 四に 分て、 三 を 以て 万事 を 達し、 

タク ； へ 

一 を殘 して 兵事 水 早の 用に 備へ： s。 天道の 四時 も、 冬 一時き 不用して 貯 

となる がごと し。 三年 積て 一年の 餘 あり。 九 年 積て； 二 年の 餘 あり。 籾に て 

をき 干飯に してお き、 あまり 久しき は 段々 に 入 か へな ど ii: &。 如此 なれば、 

異國の 兵乱 ありても、 -?: sra にして 危 き-となし。 水 早の 運に 逢ても 人 を そ 

こな はす。 盗賊お こらす。 國人 のために 貨を 好て、 みづ からのた めに 好に 

あらす。 後世に は貯れ どもみ づ からのた めの たく はへ なれば、 多くても 凯 

謹の 用に は不 立。 大 明の 縫 靼に とられし も * 國に 三年の 蓄 なかり し 故、 飢 

鍾に 逢て 盗賊お こり、 それより やがて 兵乱に 成て * つねに とられたり。 國に 

三年の 蓄 なき は、 闕其國 にあら ざるの 至言 明かな り。 叉 大王の 色 を 好み 輪 


國； に， こても 成 ましき ci に 御座" に、 非禮な 

るかと 存ひ。 しかるに 贵老 其非禮 にした か 

ひ 給 ふと は 心 §;H? ひ 

返窗 略、 もろこし 人の 禮 あるの 外に は 神 を 

祭り 侍ら さる CJ は、 利 心 を W 神 をけ かす CJ 

を禁 し、 且邪術 をし り そけ たり。 しかの み 

ならす、 罪 を 天に 得て は 祈る に 所な き 道理 

を あかし、 ® の 親に つか ふるまと ひ を 解 

て、 人々 の 親すな はち 至 神 至尊な り。 拿 神の 

子 なれ は、 我 身則祌 の 4:: にし て、 我 精神 則 天 

神と 同し。 仁義 禮智は 天神の 德 なり。 した 

かって 行 は 常に 一人に つかへ 奉るな り。 其禮 

を S てま つれ は 福 あり。 其 道に そむいて ま 

つれ は禍 至る の義 也" 日本の むかし は神國 

なり、 IS 義 いまた 備. りされ とも、 神明の 威德 

嚴勵 なり。 います か CJ  くの 敬を存 して 惡を 

なさす、 神に 詣て k 利欲 も 亡 ひ 邪 術 もお こ 

らす、 天道に も 叶 ひ 親に も 孝 あり. 君に も忠 
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ふに は あらす。 もし 好み 給 ふに しても * 大王の 時の ごとく • 姻の禮 を 明か 

にし、 事物 を輕 くして、 男女 t- を不 失。 三十の 男 はかなら す婦 をむ かへ、 

二十の 女 はかなら す 嫁す る 様なら ば、 王道に をいて 尤 重き 事. なり。 今齊王 

色 を 好まる、 とも、 大王の ごとくならば、 王道に さまたげな しとな り 

一 來書 略、 孝子 は 日 を 愛する の 道理 承 度^ 

返書 略、 孝子 は 父母の 命 を 愛せす とい ふこと なく^。 父母 己 を たのしまし 

むる 時 はたの しみ、 つとめし むる 時 はっとむ。 今日の 曰 は 天命な り。 天地 

は大 父母な り。 君子 は 父母 天地 へだてなく^。 天道 旣に 今日の 日 を 命じて、 

或は 勤勞 せしめ、 或は 遊樂 せし む。 故に 日と して 愛せす と. S ふ 事な し。 凡 

人 は 貧賤なる 時 は 憂苦し、 富贵 なる 時 は逸樂 す。 共に 日 を { 仝して 愛する こ 

と を 不知。 目前の 利 を 心と して 千載の 功 を わする。 君子 は 貧賤なる 時 は 勤 

舉し、 富貴なる 時 は 人 を 愛す。 日月 上に 遊て 形体 下に 衰ふ。 忽然と して 万 

物と 遷化す。 尸、璧.£^じて寸陰を重する者はすでに時に及ばざらむことを 

恐れて なり 

タ モク 

一 S 1 来書 略、 天下 をと ると いへ る は 俗語に て^や-^ 聞に く&  ^0 有 といへ 
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あり、 た V 時 所 位の 異なる 也。 それ 天子に 

直に ま いりても の 申 奉る 人 は 三公納 言の 髙 

官 なり、 それより 下 は 次第く の 役者 あり 

て、 可奏と は其投 人に 達するな り。 まして 

士民 なと は 其 御門 内の 白砂 を ふむ と をた に 

せ さるに、 帝 堯は鼓 を かけ を かせ 給 ひて， 

蠱ェ 商に よらす、 直に 可 申 上 子細 あら は此 

鼓 をうて、 吾 出て 聞む と 詔 あり。 下にて £ 

ゆかす、 いきと ほり ある もの は、 皆^に ま 

いりて、 其い きと ほり を 散せ しなり。 民の 

心に た i 父母に ものい ふとくお も ひ 奉りた 

り。 日本の 大神宮 御 治世の 其む かし、 神聖 

の御德 あつく 、よ-天下 を 以て 子と し 給 ひ、 

下々 にち かくお はし ましたる； r 堯舜の CJ 

く 御座 ありし、 其 造 風な り。 後世の 手本と 

して 茅 m の {3 殿の 殘り給 ふ も 同し 理 にて 御 

座 ゆ。 其 上 神と ならせ 給 ひて は 和 光 同 塵の 

德 にて、 帝位の 其 時と は 違 ひ- 國の 風俗に て 


八 二 

ば おだやかに^ は 如何 

返書 略、 德を 以て 天下 を 知 を 有と いひ、 力 を 以て 天下に 4H たる を 取と 申；^。 

王 代 は 有ち 武家 は 取に て あるべく^。 しかれ ども 兵書に 云， 無 t 取； *,， 於 民 一 

者 "取 1 民" 者 也。 無 Kf- ，於國 一 者ハ取 5， 者 也。 無 t 取 f 「於 天下 取 ひ 天下？ 

者 也。 無 t 取 ルハ民 一一 者" 民利 ト $ 之，。 無 t 取ル ハ國. -者ハ 國利ト $ 之，。 無 t 取 1 「天下？ 

者" 天下 利ト 5 之， といへ り。 この 意に て^へば、 取の 字 もく るし からざる か 

J 1 来書 略、 爱 元に 此方より 禮 すれ 共 禮 せざる 者 有 之： s。 今 は 心得て 誰も 

禮 不仕^。 言葉ば かり を かくる か、 彼が ごとく 笑て 過^。 か 様の 者に はい 

か 可 仕^ や 

返書 略、 敎 なく 驢 式な き 故に、 さ 樣の人 何方に もお ほく：^。 介 者-,: 拜せ， f 

とて、 軍 中に て 甲胄して は拜 せざる を 鱧と 仕^。 古ハ 者國丄 谷不， 入， 軍- -0 

軍- 容不， 入 レ國- 一。 軍- 容 入ぶ i 國 s 則 民ノ德 i スと 御座 外。 さ 樣の無 禮んを 

拜 せす、 言葉ば かり を かけて 過る がくせ になり て、 常の 人に もた が ひに 其 

通に 成^。 しかれば 國の禮 儀み だれ^て、 人の 德 すたれ^。 治 國に禮 儀み 

だれ^へば、 軍令 は尙 以行 はれす：^。 亡國の 基に てれ。 是 故に： HIL は敎て 


誰もまい りよき 道理 御座 ゆ。 愚 拙 はた i 其 

聖 神の 德をぁ ふきした ひ 奉る はかりな り。 

太 神宮 は 其 御 治世の みならす、 万歳の 後 ま 

て も 生々 不 息の 德 明に おはしまして、 日月 

の 照臨し 給 ふか £ し。 まいりた てまつ りて 

も， またお も ひ 出し 奉りても、 聖師 にむ かひ 

奉りた る £ く 神化の たすけす くな からす。 

古の 聖王は 君 師と申 奉りて、 尊き き は 君な 

り、 親しき とは師 なり。 た、 聖王 のみなら 

す、 靈 山川の ほとりに 行ても、 道 機に 觸る 

i の 益す くな からす。 これ 又 山川の 祌靈の 

德 に 化する 故な り。 其 上 祈る と 祭と 義 とな 

り、 天 を は 天子なら て 祭 給 はねと も、 禱る 

に 至て， は 士庶も 苦しから す、 其た めし もろ 

こしに も 多し 

^ 来書 略、 先度 勸 請の 宮社を i なりと 

被 仰 $ へ 共、 神道の 子細 はしから すと 存 ：s。 

鳥并を 人より 誠 敬 自然と 立て 心 新な り。 社 
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禮儀 ある こと を 尊び^な り 

I 川 〔こ 一 R 力〕 来書 略、 鬼門 金 神へ Dsn を 出し 屋 うつりす る 事 を 忌^ 事 は、 道理 

有 まじき ことの 樣に覺 え i;。 世間に やぶる 人 も 有 之 へど も、 主人 妻子な 

どに た、 りたる も 多く^。 あしき 方なら ば 家 內不淺 た、 るべき に、 家主 妻 

子 をと がめ ゆ は、 鬼 も 心 ある 樣に 御座^。 この 理 分明なら-一 

返書 略、 日本 は 福 地なる 故に、 田 畠 多く 人 多し。 山澤 これに 應 じがたく^。 

人々 欲する ま，^ に屋 作し、 木 をき-つば、 山林 ほどなく あれて、 人民 立が た 

く^はん か。 この 故に いにしへ 神道の 法と して、 三年 ふさがり、 金 f: 鬼門 

を 忌 事 出来^。 此 分の 堪忍 にても 日本，； 1 の 山林 を 養育し、 家財 を やぶら ざ 

る 事大な り。 むかし は 人の いま ざり し 事 も、 法度 出来て 後 は、 これ をい む 

なり。 法 をお かす は 不義 なれば， これ を罸 する ものな り。 い はんや、 日本の 

水 土に よりて 立ら れ たる 神道の 法 なれば、 を かして は神罸 有べ く ゆ。 神道 

の 本 は 義理 なれば、 義理 有て はくる しから じ。 た 5^ に 欲する に まかせて や 

ぶる ベから す。 此國に 生れながら 此國の 神道 をお し、 或は 年来 惡心惡 行な 

ど 有し 者、 神罸 いたるべき 時節に、 金祌 鬼門の 方 をお かして、 災害に 逢 も 
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前に 至て 拜 する 所に 傳 あり。 此心 をた に 

存 5« いたし； S へ は， 家 £ に 孝子 國皆 忠臣と 

成て 犬 下 平な り。 所々 に 働 請なくて 不叶義 

と存： ：- はいか- - 

返 IS 略、 たと へ は i にて は賀 茂の 御社 一 

所 にても 人の 敬 を 立る CJ はたり 侍り ぬへ 

し 。むかし は數々 の勸 請な かりし 證據 多： so 

その 勸 jl^s の 習お ほく ゆ は、、 さし も-太 下の 

奢 をき はめし 平淸 盛、 藝 pg の 嶋を はとく 

都の あたりに 働 請して、 おひた k しく 美 を 

盡 さるへ けれ 共、 はる/\>と11;^|^まてまぅ 

てられし £淸 盛に は 奇特な り。 伊勢 太 神宮 

は 他の 神より は 威 高く おはし ませ は、 勸請 

いたし ±i 他の 神社の やうに はなく ひ。 自 

然 にあり とてもとの ほか すくなし。 原廟を 

作る とて 古に も大 にいみ たる £ なり。 昔た 

まさかに 原廟を 作に も、 靈 地を兑 たて V 移 

し、 卒尔に はせ ざるた に なる かお ほく 


An 

有べ く： s。 年 來不屆 の 者 なれば、 小過に よりて 罪に 行 はる、 事 人道に も 有 

がごと し" 人の 罪すべき 惡人を K せ ざれば、 鬼 これ を罸 する 者 ありと 古人 

も 被 中れ 

一 來書 略す 

返書 略す 

^ 一  內に 向と 外に 向との 義理 言語 を 以て 申 わけが たく ゆ。 た 心 術の を も 

むきに て^。 内に 向 ひたる 師友と 畢問 仕^ へば、 吾 しらす 心 術 內に向 ひ^。 

外に 向 ひたる 學者を 師友と いたし^ へば、 志は責 にても 心 術 は 外に 向 ひ^。 

是を i-l 心傳- 心と も 可 申^。 書に むかひ 議論 講 明の 時 はか はりな き 様に^ 

へど も、 國 家の 事 五倫の 交り、 世俗に まじ はりて は學 び^ 處 用に 立が たく 

^0 跡に なづ みて 用 ひ^へば そこな ひ 出来 ゆ。 是 みな 外に 向 ひたる 故にて 

な 1 さし 常り なすべき 事 は 義理に て^へば、 善 をす るの 一にて 。書 を 見 

る をのみ^ 問と して、 つとめ を かくは 本心 を 失 ひたる にて ゆ 

j 板 垣 信 形 事、 1^ 形に， A て は 奇^に ^0 是を遗 と は 被申梱 敷^。 なみ， 


：^。 まして 其 後 は^ 地 を も. 撰 はす、 みたり 

に 多 侍れ は 神 を 汚し 威 をお とし、 敬す ると 

て大 なる 不敬に 至り 侍ぬ。 佛家 を以も 御覧 

S へ 、 塔 は 佛个； ： 利の ある 所 を 知て 禮拜の 心 

を 生 せんかた めと 申： S へと も、 むかし 山林 

にある 伽藍に たまさか にある こそ さも ある 

へく ひへ。 今 は 町 屋と爭 ひ 建なら へ たる 塔 

なれ は、 目なる 故 あさまに 成て、 むかし 

たまく ありし 僭 法師の 敬禮の 心も絕 はて 

侍りぬ。 其 上 聖人の 敎は其 親 を 祭て、 敬の 

本 を 立 ひ。 親の 神すな はち 天神と 一体にて 

ゆ。 S 命より 見れ は 至尊の 聖神 なり、 他に 

求へ きに あらす。 むかし 老 ひかめ る 親 もち 

たる もの あり、 ある 時 子に 向て いひけ る は、 

手足 もた V て かく 養 はる、 は、 これの 家の 

貧乏神な り、 はやく. 死 度お もへ とも、 つれな 

き 命に てうら めしと。 其 時 子 ひさ ま づき 愼 

て 答て 曰、 拙 子の 福 神 は 父 <ム にて おはし ま 
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武士に て 一 佚つ とめ： S 者 は >  其 役 だに 仕； i へば、 君の 善惡に はかま ひ不申 

^。 筋目 ある 臣は、 或は 諫め、 或は 其 身 を 正しく 行 ひ、 知 をく らまして 時 

を 待 かの 一 一 たるべく^ 

0 一  位牌 も 本 は 神主 を 似せて 仕た る 者に^。. いける 親の 髮を そり 法 体と 成 

たる 同事に^。 法 体と て 親を拜 せざる 事な く i:。 心の 誠 を だに 存じ^ は 1- 

神主 も 同事 たるべく ゆ。 時の 勢 ひ 次第に 可 被 成 ゆ 

^ 一  人にたい して 隔心 ある 事 は 一体 流行の 仁に あらす； S  。我 を 以て 人 を 見 

^へば 不相叶 事の みに て、 いよ^ \- へだ & り^。 人 を 以て 人 を 見 へば、 

此人は 元 來如此 と 思 ひて とがめ もなく^。 一  体の 本然 同じき 親み を さへ 不 

失^へば、 五倫 共に むつまじく^。 天下 我に 同じき 人の みならば、 一家 も 

立が たかるべく^。 同じから ぬ 人 寄 合て 万事 調 ^0 不相叶 はみ な 我に まさ 

る^な り。 却て 好すべく： & 

一 存養 省察 は 同じ 工夫に て ^。存 養は靜 中の 省察、 省察 は 動 中の 存 養に 

^。 ともに 愼 獨の受 用な り。 天理の 眞樂其 中に 御座^ 

^ 一  我 死体 も 親の 遣 体 なれば、 遺言して をろ かにせ ざる 道理との 事、 尤類 
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し！ -。 つか ふまつ る £ 誠 うすき 故！ i 福いた 

ら す-しかれ ともかくお はします 故に こそ、 

とかくして 妻子 を も y» ひ 侍れ。 た.、 いつま 

て もお はします やうに と 願 ひ 侍るな り。 老 

親 笑て 云、 用に はた、 て 人つ かふの みなら 

す、 色 々好みと をせ り、 我 ほとの 贫乏钟 は 

なきに、 福 神と は 何として いふ そと。 子の 

云、 むかしより 今に 至まで 色々 の 願 をた て、 

難行 をして 神佛に 祈る もの 多： S へ とも、 福 

を 得た る 者 一 人 もな し。 親に 孝行に て 神の 

福 をた ま はり、 If;? のめく み を S! たる もの は、 

俊^と もに $! り。 しかるに 目の前に しる 

しある 家. 2 の 福 神に は 福 を 祈り 侍らて、 し 

るし もな く 目に もみえぬ 所に は いのり 侍 

り。 親に 孝行 をして 福 を 得すと も 害 あらし。 

神佛に 祈りて 福 を 得さる のみなら す、 其 損 

多く侍.s^。 今 我 一顧 神に ひかみ 給 ふ 御 心 ある 

故 幸な きに や、 と 顔色 を や はらけ て 云 けれ 


<六 

をお し、 義 のく はしき に 至^へば、 さ樣に も 被 申 ゆへ ども、 少穿整にi♦^-入 

てく はし 過： & 3 太虚 ，天地 • 先 fg* 父母 ，己， 子孫、 生 脉絡ー に て^へ 

ば、 子孫 とても 先祖の * 体 なれば、 己が 私の 子に あらす^。 生脉 つきて 死 

体と なりたる 時 は、 土に 合する を本理 といたし^。 上古の 人 は 木理に まか 

せれ。 後生 のん は 情に よりて 死体 をお さめ ゆ。 父子 夫婦 等の 死体 をお さむ 

る は、 己が 情 をつ くす にて ゆ。 己が 身に をいて は 跡に のこる 者の 情と 時虚 

の 勢に まかせ S ゆへば、 遺言に 不及 事に； s。 又遼 言せ すして 不叶事 も ある 

ベく ゆ。 

^ 一  来書 略、 古今 鬼神 有無の 說き はまりが たく^ 

返書 略、 聖人 神明 不測との 給 ひゆ。 明白なる 道理に て ゆへ ども、 不測の 理 

に 達せ ざれば にや、 愚者 は 有と し 知者 は 無と す。 言論の 及 所に あらす。 よ 

く 知お は 默識心 通すべく^  . 


は、 其 時老？ g うちうな つきぬ。 それより 後 

僻 もやみ、 いかり 腹 立と なし、 家內の もの 

もっかへ よく 成ぬ。 かりそめ なるとの やう 

なれと も 實事也 

« 来書 略、 今時 古の 聖賢の； f，l も よらす、 

佛說を まし へ なと して 私なる 天地の 阖 をな 

し i へ とも、 曆數は 又 委しき も ：S へ はいよ 

く 人 を 迷し 申； S 

返書 略、 其 唇數は 聖賢の 傳を 習て 仕 ゆ へ は、 

算數に 得た る もの は 委しき-と にても、 其圖 

と 申 もの は、 道理に かな はすしても、 人の 

見て さも ある CJ かとお も ふやう にたに いた 

しゅへ は 信し ゆなり。 木 をし りたる 人 こそ 

是非 を もしる MJ にて； S へ。 數と圖 と は 別に 

したる ものに ゆ。 別と 申 は數は 聖賢の 傳な 

らては あは さる 故 用 ひて、 圖をは 佛說を 用 

ひ、 一ぐ は 我利 口 をく はへ なと 仕 6。 圜 は 何 

とやう にしても しらぬ もの、 目に は 證據な 
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； 一 来書 略、 いにしへ は 人に 取て 善 をな し、 人の 知 を あつめ 用る を 以て 大 

とす。 今 は 人の 善 をと る 者 をば、 入の まね を するとて そしり、 人の 知 を 

用 ばお ろかな りと あなどり 申^。 又た まく 貴人の 人の 言 を 取 用 ひ 給 ふ 

も ありと いへ ども、 善なる さた もな く、 却て あしき 事共^。 いにしへ の 道 

は 今 用 ひがたき と 見え 申^。 但 何と ぞ受 用の. S たし 様 も ある こと や 承 度 

返書 略、 むかし 今 川の 書 を だに、 病に 利 ある 良藥 として 諸國 にも 取 用たり。 

人々 我と いふ もの ある 故に、 善 なれ ども 人の いひた る 事 は 用ざる の 爭ひぁ 

り。 聖人に は 常の 師 なしと て 善を師 とし 給へ り。 いにしへ は 人の 善 を えら 

んで これ を 取 用る を 知と し、 己 を 立て 人の 善 を とらざる を 愚と 申^。 善 を 

積て 憲 となり、 善人の 名 をな す 時 は、 人に とりた る 事 を. S ふ 者な し。 爭を 
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き i なれ はい ひかち なり。 是も人 を 惑 はす 

の 一色に て ひ。 むかし 聖人の 天地の 岡 をな 

されし £ も、 四時の 氣を； ひ、 民の 時を授 

け 給 ふたより はかりな り。 その K 事の 用に 

もたらぬ 人に 見せて、 めいよと おも ふ はか 

りの ぶ i はなされ さる 道理に て； 5。 古の 委し 

き 脚 書 は に 亡 ひたりと いへ とも、 大か 

たは i にの こりて 御座 s。 佛 者の 說に大 

明 は 天地の 中に あらす、 其 證據は 夏至に 景 

あり。 夭せ 一は 大地の 中な り、 故に 夏至に 景 

なしと いへ り。 これ ほと 目の前なる 道理に 

昧 きぶ 1 はなし。 人の 兩眼も 前に ある CJ く、 

日 H: も 南に よりて めくれ は、 大明は 屮國な 

る 故- 2、 夏至に 景 あり。 天竺 は： £ なれと も 

南に よりたる 國 なれ は、 夏至に 景 なし C む 

かし 周 公 地の 中央 を もとめて 王城 を ti&: み 給 

はむ とて 土圭を 作り， 八 尺の 標を 立て 日の 

長お を はかりて， 四時の 序 を 辨へ給 ふに、 


AA 

つみて 不善の 名 をな す 時 は、 己が なり。 入に とらざる 事 を ほむる 者な し。 

大 舜は問 ふこと を 好て 人の 知 を 用 ひ、 人の 善 を あげ 給へ り。 天下 古今の 師 

とする 所に して 大聖 人な bv。  t 水 紂は 人の 知 を 嫉て用 ひす、 人の 善 を ふせぎ 

ていれす， 己一 人才 知 ありと 思へ り。 しかれ ども 天下 わ：： へ，' の そしる 所に し 

て大惡 人な り。 かくの ごとく 善惡の 道理 分明 なれ ども、 凡 情の 習に て、 樂 

紂が 行に なら ふ 者 は 多く、 大舜 の德を 學ぶ者 はすくな し。 思 はざる の甚し 

きなり。 叉 人の 言 を 用ても よから すと 申^ は、 己に したが ひ銷る 者の 吿し 

ら する 小知の 理屈な どに て、 事 はよ きに 似 たれ ども、 人情 時勢に あはざる 

事 ども なれば、 用て 却て あしき 事と なり 賢 知の， さは 己に したが はす、 

こびす、 まされる 名の ある 故に， 爭の心 ありて ふせげり。 小人の 言 を 取て 

賢 知の 言 を ふせがば、 何 を 以て かよ かるべき。 燕 王が 堯舜の 子に ゆ づらす 

して、 賢に ゆ づり給 ひし 善 名 を うらやみて、 子 之に 國を ゅづ りて 乱れた る 

がごと し。 子-之 は 小人 なれば、 うけ まじき 人情 時勢 を しらで うけたり。 故 

に 乱に 及べり。 小. < ^の 一一 pn は. S かで 人情 時 變に叶 ゆ はんや 

S 一  來害 略、 $ ^老は 道 * を 以て 天下に 名 を 得 給 ふ 人な り。 しかるに 一向の 


冬至の 日景は 一 丈 三尺- 夏至の 日景は 一 尺 

五寸 あ. C き。 敷して 日月の めくり、 地より 

外 星辰と、 もに 升 降す る. t は 三 万里な り。 

襟の 景 一 寸 にて 千里つ 、差 ふ もの なれ は、 

S 至の 日景 一尺 五寸 にて は 一 万 五 千里な 

り。 しかる 故に 地の 中と す。 冬至より 日漸 

々に 北の方 をめ くり、 夏至より 漸々 に 南の 

方 をめ くる。 冬" 二 は： HI の 短き CJ いたり、 

夏至に は 日の 長き-と 至れり。 故に 夏至の 日 

は 北の方に めくりて、 襟の 景 一 尺五寸 なり。 

其 上天の 東南 は ひきく、 西北 は 高し。 北極 

南極 を 天の 中な. といへ とも、 北 £ヒ は 地 を 

出る- 1 三十 六 度に して あら はれ、 南極 は 地 

を 人る. t 三十 六 度に して 終に 入の 目に みえ 

す。 故に 中國五 岳の 中 山 嵩高 山 を 天の 中に 

あたれり といへ り。 もとより 天の 中には あ 

らて 地の 中 なれと も、 中和の 氣 あつまれ は、 

天の 中と 云 55； あり 

集^ 和 害 卷 第二 


初學の 者の 樣に、 博學の 者に 逢て は 字 を たづね、 故事 を 問 給 ふとて 人不赛 

申^ 

返書 略、 予 本より 文學 なく^。 然れ ども 字 は 字書に たづね、 . 故事 は 史書な 

どに たづね：^ は 事す み 可 申^ へ ども、 さ 樣に勞 して 物 知 だてす る 事 は、 

何の 益な き 事に^。 幸に 博識の 人 ゆ は たづぬべき 道理 にれ。 世人 予を以 

て をして 道學 の先覺 とせられ ゆ。 予に 先學と 成べき 德 なく^。 た よく 人 

に くだりて 不知 事 を たづぬ る 事の み 少し 人の 先學た るに 足ぬべく ゆ 

一  來書 略、 先日た ま；，^ 參會仕 ゆへ ども、 何の たづね 問 可 申た く はへ も 

なくて 別れ 申た る事殘 念に 存^ 

返書 略、 疑 ひなき 故に てれ。 實に受 用す る 者 は 行 はれざる 事 あり。 これ を 

たづね て 行 はるべき 道 を 知 を問學 と 申^。 人倫 日用の 上に をいて よく 心 を 

用 ひ、 手 をく だし 給 は マ、 かなら すうたが ひ 出來可 申^ 

0 一  來書 略、 士は賢 を. こ ひねが ふと 承^ 間、 いにしへの 賢人の 行跡 を 似せ 

^へど も 及が たく^。 たまく 少し 畢び 得た る樣 にても、 心根 は 凡夫に て 

^0 外 君子に して 內 小ん とや 可 申^。 いか V- 受用可 仕 ゆや 
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« 來害 略、 庶 入の 父母！」 は 男女の 侍 坐し 

てっか ふるものな き 故、 子た る もの 夫婦み 

つから 奏 を 取 ひ。 たまく  一  二人の 男女の 

めしつか ふべき ありと いへ とも、 農事 を 務 

め 食事に か  >- りなと すれ は 近つ きつ，' かふ 

へきい とまな し。 其上定 りたる 祿 なき 故に 

用 を 節し 身 をつ  > しみて、 父母 を 奏 ふを以 

孝と すと 御座 ：-。 士大 夫より 以上の 人は定 

りたる 祿 あれ は、 泰 ふこと はいふに 及 はす" 

また 卑 妾の 侍る あれ は、 朝タの 給仕の 心 や 

すき CJ 子に か はれ は • つ かふる にも 及 はす 

其 身の 位々 に 53 を 行 ぬれ は、 父母の 養 ひも 

備り、 父母の 心安して 氣遣 もな し。 且 祭祀 

に を こたる". 0 なし。 是 故に 職分 を務 るを以 

孝行と すとう け 給り 5。 ま CJ にさ やうに な 

くて 不叶 事と 存 ひ。 しかるに 文 王 はかりみ 

つから 父母に つかへ 給 ふか とくなる はいか 
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返書 略， 予近 比い にしへの 安人 君子の 心 を 察し、 自己に 備れ ると ころ 

て、 學舍 のかべ に 書付 をき、 小人 を はなれ 君子と なるべき 一助に いたし^ 

を、 則う つし 致 進覽^  . 

君子 

M 1 仁者の 心 動な きこと 大山の ごとし。 無欲なる が 故によ く靜 なり 

M 一  仁者 は 太虚 を 心と す。 天地万物 山水 河 海み な 吾 有な り。 春夏秋冬 *幽 

明， 寮 夜 • 風 雷 • 雨露 • 霜雪、 なみ わが 行なり。 順逆 は 人生の 陰陽な り。 

死生 は螯 夜の 返 &り。 何 を か 好み 何 を かにく まむ。 義 と共にし たが ひて 安 

し 

0 一  知者の 心留 滞な きこと 流水の ごとし。 穴に みち、 ひき、 にっきて 終に 

ral 海に 達す。 意 をお こし 才覺を このます、 万事 不得 e して 應す。 無事 を 行 

て無爲 なり 

群 一 知者 は 物 を 以て 物 をみ る。 己に ひとし からん 事 を 欲せす。 故に 周して 

比せす。 小，、 ュ我を 以て 物 をみ る。 己に ひとし からん こと を 欲す。 故に ラ 

して 周せ す 


返 s! 略、 これ も 又 時な り、 いつも さやう に 

は あるへ からす、 たま. （事な きの 折なら 

ん 。天子 は 天下 を 順にし 給 ふが 親の 事な り。 

諸侯 は其國 をよ く 治る か 親の 事な り。 大夫 

は 政 _s ^を 任して 私な きか 親の 事な り。 士は 

は 德性道 問 か 親の 事な り。 農 は 天 時 を あ 

やまた す 地理 を 精して 五穀 生長す るか 親の 

事な り。 ェは職 を 上手に つとめ 商 はよ く 財 

を 通す るか 親の 事な り。 其 事に あたって 其 

事 をつ とむ る は 皆 親に つか ふまつ るの 事な 

り。 時として いとま あら は、 父母の あたり 

に 侍らて 叶 はす。 吾 身 もと 親の 身なり、 吾 

立レ 身ぶ 仃ユ道 皆 親の 立身 S! 也。 千里 を 

隔と い へ とも 父母に はなれす 

^ 來醫 赂、 論語の 首章 文理 あらまし 通す 

といへ とも、 心に みたさる 所 あるかと し 

返書 略、 悅は 自家の 生 意な り、 境界の 順逆 

によって 損益な し。 樂は 物と 春 を 同す、 一 

集 義和害 卷 第二 


一 君子の 意思 は 內に向 ふ。 己 ひとり 知と ころ を 慎て、 人に しられん こと 

を もとめす。 天地神明と まじ はる a 其 人 がら 光風 雾 月の， io し 

^ 一  心地 虚中 なれば 有する ことなし。 故に 問 こと を 好めり 0 まされる を 愛 

しおとれ る をめ ぐむ。 富貴 を うらやます、 貧賤 を あなどらす。 富貴 は 人の 

役な り、 上に 居の み。 貧賤 は易簡 なり、 下に 居の み。 富贵 にして 役せ ざれ 

ば 乱れ、 貧賤に して 易簡 なら ざれば やぶる。 貴 富なる とき は 貴 富 を 行 ひ、 

貧賤なる 時 は 貧賤 を 行 ひ、 すべ て 天命 を たのしみて 吾ぁづ からす 

1 志 を 持す るに は 伯 夷 を師 とすべし。 衣 を 千， 女-の 岡に ふる ひ、 足 を 万里 

の 流に あら ふが ごとく なるべし。 衆 を いる こと は 柳 下 惠を學 ぶべ し。 天 さ 

して 鳥の 飛に まかせ、 海 ひろくして 魚の を どるに したが ふが ごとくな るべ 

し 

一 人 見て よしと すれ ども、 神の みる； J とよから ざる 事 をば せす。 人 見て 

あし、 とすれ ども、 天の みる ことよき 事 をば t れを なすべし。 一 僕の 罪 か 

ろき を 殺して 天下 を 得 こと もせす。 何ぞ 不義に 與し 乱に したが はんや 

小人 
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体の 義 なり。 不 Si はた 、 IT 台， 俊 を 人の 不知 

とい ふの みに あらす。 忠臣 を 不忠と いひな 

し を不 直とい ひ、 信 を 不信と いひ、 しか 

のみなら す 流？ 禁 51 死刑に をよ ふの 逆 も 人 

不知の 内に あり： 泰然と して 人 をも尤 めす * 

天 を も 怨みす。 炎 31? に？ 化 乱して 死す るか £ 

く、 極 塞に 吹雪に あ ひたる か £ し。 むかし 

范純 仁と いふ 賢人 あり、 政道 を 執て 德行は 

れ、 化な かれ、 大功 ある 忠臣な りき。 しか 

るに 章-おと 云 もの 邪知 深くて 君に 得られた 

り。 范純仁 をう しな ひて 已 天下の 榄を とら 

むと おもへ り。 年月 をへ て樣々 に議を 構て 

人 を かたら ひ、 終に 流罪に 處 したり。 妻子 

K 女 うらみて 云、 上 不明に して 讒臣の 言 を 

信し 給 ひ、 か 、る 大忠の 人 を くるしめ 給 ふ 

と、 しかれと も 純 仁 一 言の うらみな し。 船 

にて 配所に 趣き 給 ひしに、 風波 あらく して 

舟. 像れ、 、く 波に 5. 没す。 その 時從者 


^ 一  心 利害に 落人て 喑昧 なり。 世事に 出入して 何となく いそが はし 

一お 一 心 思 外に 向て 人前 を愼 のみ。 或は 頑.； 41 或は 忘 慮 

M 1 順 を 好み 逆 をい とひ、 生 を 愛し 死 をに くみて、 願の み 多し 

順 は富贵 悅樂の 類な り。 逆 は 貧賤 忠 難の 類な り 

一 S 一  愛して は 生たん こと を 欲し、 惡む では 死 せんこと を 欲す 0 すべて 命 を 

不知 

^ 一  名聞 深ければ 誠 すくなし。 利欲 厚ければ 義を 不知 

^ 1 己より 富贵 なる を うらやみ、 或は そね み、 己より 贫賤 なる を あなどり， 

或はし のぎ、 才知 被  1 能の 己に まされる 者 ありても 益 をと る 事な く、 己 にし 

たが ふ 者 を 親む。 人に 問 こと を耻て 一生 無知な り 

^ 一  物 ごとに 實義に は 叶 は ざれ ども、 當^ の 人の ほむる 事 なれば これ をな 

し、 赏義に 叶ぬ る 事 も、 人 そしれば これ を やむ。 眼前の 名 を 求む る 者 は 利 

也。 名利の 人 これ を 小人と いふ。 形の 欲に したが ひて 1：3 を しら ざれば なり 

is 1 人の 己 を ほむる を ra て は、 { ^に 過た る 事 にても 悅び、 ほこり、 己 を そし 

る を 聞て は、 有 ことなれば おどろき、 なき ことなれば いかる。 あやまち を 


を 顧て これ もまた 章 接 かふ かせた る 風 かと 

い へ り。 天道の 陰陽 人ャ M の 順逆、 其義 一 也" 

悅樂は 順な り， 入 不知 は 逆な り。 人生の 境 

樣々 ありと いへ とも、 順逆の 二に もれす。 

小人 は 順に あ ふて は 奢り、 逆に あ ふて は悲 

しむ。 养 秋 を 常と して 夏 冬な からん とお も 

ふか £ し。 君子 は 順に あ ふて は 物 をな し、 

逆に あ ふて は已 をな す。 春 夏に のびて 秋 冬 

にお さまる が £ し 。富貴 福 澤は泰 夏の 道 也。 

貧賤 患難 は 秋 冬の 義 なり。 四時 は 天の 禍福 

にして、 禍福 は 人の！ B 也。 屋の 南面 は夏凉 

しくて 冬溫 かなり、 北面 は 夏 i. 一く して 冬 寒 

し。 人の 南面 は 我 北 •：！ となる。 屋を 並へ 生 

をと もに して 世に すむ もの 、自然の 理也。 

富貴 g 淨 貧賤 g 戚相 ともな ふ 世の中 也。 誰 

を か うらみ、 たれ を かと かめむ。 

集義 和書 卷ニ終 

集義 和書 卷 第二 


かざり 非 を とげて 改 むる こと を 不知。 人み な 其 尺 がら を 知、 其 心根の 邪 を 

.P てと な ふれ ども、 已 ひとりよ くかくして しられす と 思へ り。 欲する 所 を 

必 として 諫を ふせぎて いれす  . 

一 人の 非 をみ る を 以て をのれ 知 ありと おもへ り。 人々 自滿 せざる 者な し 

一 道に たが ひて ほまれ を 求め、 義に そむきて 利 を 求め、 士は媚 と 手 だて 

を はて 祿を えんこと を 思 ひ、 庶人は 人の 0 をく らまして 利 を 得 也。 これ を 

不義に して 富 かつ 貴き は 浮べ る 雲の ごとしと い へ り。 終に 子孫 を 亡す にい 

たれ ども 不察 

^ 一  小人 は 己 ある こと を 知て、 人 ある こと を 不知。 をのれ に 利 あれば、 人 

を そこな ふ 事 を も かへ りみ す。 近き は 身 を 亡し、 遠き は 家 を 亡す。 自滿し 

て才覺 なりと 思 へる 所の もの これな り。 愚 これより 甚 しき はなし 

0 一  來書 略、 志 は 退く とも 不覺^  。隨 分つ とめ はげまし ゆへ ども、 氣質柔 

弱なる 故に 進みが たくれ。 志の 親切なら ざる 故と も 被 存^ 

返書^、 つとめられ 處は氣 の 力の み を はげます にて^。 たと ひ强カ あり 

て 一 且つと めすく やかに 進み^ 共、 德の 力なら ざれば 根に 入て 入德の 益に 
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集義 和書 卷 第三 

書簡 之 三 

« 来書 赂、 人の まよ ひと 民の S 窮は 何れ 

の 根より 生し 申 ゆや 

返 害 略、 人の まよ ひ は 異端の すぎ は ひより 

おこり、 民の 闲窮は 世の 奢より 生 するとに 

て S 

僧の 殊勝なる を $ ^信す る 武士に 吿て 曰、 そ 

れ 士の義 は三辆 五常の 德を行 ひ、 弓馬？^ 樂 

の藝 にあ そ ひ、 文武 二道の 士と 成て 名 を 後 

世 に揚 へし。 天地神明の 理 人道より 尊 はな 

し。 廣大に 至て 精 微を盡 し、 高 明 を 極めて 

中 庸 により 幽明 死生うた かひな し、 何 そ 仙 

佛を たのまむ や C 1 向に 武士 を やめ 傲と な 

らば 是非に 及-はす、 さもな からん に は 三 綱 

五常 をす て 、 大樹 諸侯 立 給 ふべ きか。 天下 
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はなら す^。 氣カは 時 ありて おとろ へ^。 叉 根に 不明なる 所 あれば くじき 

易^。 德のカ は 明かなる 所より 出^へば、 氣 質の 强柔に よらす： S 。知 仁 あ 

る 時 は 共に あり。 德性を 尊て 問學 による はこれ を 明かに する 受 用に て：^。 

知 明かに なり ぬれば、 やめん とすれ ども 不已の gi^ 力 自然に 生じ ^0 私欲の 

愤も くらき 所に ある 事に^。 明かなる 時 は 天理 流行して 一体の 仁 あら はれ 

^。 明かに 知^へば 則 親切の 志 立^。 これ を 明かなる より 誠 あると 申： s。 

誠より 明かなる は 聖人に て^。 これ を 明かに する 功を受 用せ すして、 た M 

に 志の 親切な らん 事 を 願 はれ^ は、 舟なくて 海 を わたらん とする がごと く 

にて ゆ。 故に 大 J^i の 道 は 明德を 明かに する こと を 先 じ： s。 親 民 至善 はみ な 

明德の 工夫 受用 にて^ 

W  ！ 來書 略、 よき 學 者に 成 申 度と 心 懸^へ 共、 志のう すき 故に や、 を こた 

りが ちに て、 むなしく 光陰 を 送り^ 事 無念に 存^ 

返窨 略、 よき 學 者に 成 給^ 事 は 無用の 事に^。 本より 武士に て^へば、 よ 

き士 になり 給 ひ ^様に 鮝夜 心がけら れ尤に ^0 た 1. 名字な しによ き *^ と 申 

がま u との 人に て；^。 まことの 人 は、 公家 たれば よき 公家と 見え、 武家な 


國 家の 政 を こな はるへ きか、 士の道 立べき 

か。 たと へ仙佛 大悟 道 をき はめ 妙法 をな す 

とも、 人道 を 背て 彼に した かふ 時世 中い か 

むと みるべし 

^ 来書 略、 傳に 曰、 國 M 遣 時 は 五穀 か は 

るく みのらす， もし 豐年 あれば、 却て 妖 

といへ り。 壟 年 は 常に あらす や 

返書 略、 豐年 は. i の 常 也。 國 道なければ 

天氣 不順に して 五穀 全く みのると なし。 民 

其 すくなき に 習て 常と す。 其 間 もし 一 年な 

ど豐年 あれ は、 數 歳の 凶年に 氣を つめて、 

たまく の豐 年を悅 び、 いつも かく あらん 

との 樣に 所帶を ゆるく する 故に、 後の つま 

りと なれり、 是 を以妖 といへ るか 

^ 来書 略、 王法 佛法 車の 兩 輪と 申 ゆ。 佛 

法の わたら さる 以前に は、 王法の 片輪 車に 

てめ くり 侍りき や 

返書 略、 神代に は 神道と いひ、 王 代に は 王 
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れば よき 武士と 見え、 町人 なれば よき 町人、 百姓 なれば よき 百姓と 見え 申 

^。 よき 畢 者と 申^に は 風 あり、 くせ あり。 其 類に をいて は ほめ^ても、 

其 法な く、 其 習な き 所へ 出 ゆへば、 却て 人の 目に たて、 耳 を おどろか しゅ。 

其 ゆへ は、 よき 學 者と 申に は 外の かざりお ほくれ。 其 かざり をのけ て 見^ 

へば、 實 はか はる 事なく^。 た^-實義ぁる人のみ、 松栢の しぼめる に をく 

る& たのもしき 所 御座^。 とり わき 武士た る 人の 盱耍 にて ゆ 

W 一  来書 略、 淨土宗 日蓮 宗申^ は、 大乘 の學者 は戒を たもつに 及ばす、 た 

とひ 惡を なしても、 彌 陀を賴 み、 妙法 をと な ふれば、 成佛 うたが ひ.^ しと 

いひ、 善行 をす る をば 雜 行の 人な り、 地獄に 落べ しと 說^。 尤 本願 寺宗同 

前に：^。 法 然坊曰 蓮 法師な どか 樣 のす ぢ なき 事 をい ひて、 一宗 を ひろめ ゆ 

を、 よく ひろめさせ 給 ひたる 事に^。 今 は數百 歳の なら はし 共 可 申 ゆ。 初. 

めに か 様の 事に てお こりた る は 不審に^ 候  、 

返書 略、 法然坊 制禁敎 示の 書 を 見 侍れば 云、 可 ii 停止 r 於 M マ 0 佛鬥 一-号 スル， • 

, 無？ r 戒 上 n 專ラ勸 っ餒— 酒 食-肉 1 適々 守 rT 律 i 儀 T 者"。 名 ニ雜： 行义マ S 

彌陀， 本願 T 者"。 說 5 勿 レ：： 恐. - パ造ナ J 惡，。 事戒" 是 レ佛， -法， 大地 也。 衆-行 
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道と いふ、 其實は I なり。 大道の を 行め 

くる 兩輪 は 文武に て 御座 ゆ" 佛 法の；； S なき 

以前、 大神地 神の 代人 王の 初に は， 大道； t 

はれて 人民 至 治の 化 を かう ふり 侍りき。 佛 

法 ひろまり てより 後、 者 は 武の輪 を かい 

て、 佛の輪 を 人、 奢 や はら かにして 亡たり。 

武家 は 文の 輪 を 欠て、 怫の輪 を 入、 を ごり 

彼 遣に して 長 入なら ず。 佛法は 出世の 道に 

て、 大に 高し といへ は、 神道 は 神道に て を 

き、 人道 は 人 にて をき- 佛 ひとり 高 上に 

かまへ つへ きを- また：. g 輪と 云て わり 人へ 

つら ひて、 神人の 道 を れり。 これ 又佛法 

にも あらす、 不可 不^ 

^ 来書 略、 责老れ で ぼ を-一遊し 給 ひて、 喪禮 

を輕く し 給 ふと は 心 55 すと 申 もの も 御座 $ 

由う けた ま はり g 

返 S 略、 我等 祭鎗を 重して 喪 確を輕 くす る 

に は あらす、 喪 は 哀戚を 本と し、 祭 は 誠 敬 
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雖" l^s マ，.. 同ク專 之 *。 是！： 以， 善導， g 尙. •。 舉 -1; 目， 不， a,, 女人 r 此 行-状， 

タク e 

之— 赴キ。 過？ 一 タ， 本 律 制 一-。 淨 4, 之 IT 不." ま 之-者。 愈^ i 茄來， 之 W- 敎 ^ . 

別"" 背 祖，. 師， 之 奮-跡 マ 旁く 無に 據 者.. 歟。 日： i 坊云。 十七 出家， 後" 不， 帶？： 

妻子 r 不， 食レ 肉-一。 權 宗ノん 5? 町，〕 然 さ 况ャ 正-法 バ仃 ，哉。 

二 祖如此 に^ へば 末流の 坊主と は大に 異なり。 法 然坊は 學カ戒 行 共に まさ 

りたる 体に^。 日蓮 不帶 妻子 i 書 ゆ 所は尤 奇特に ひ。 特 〔持 _d ほと ならば 

妻子と て 可 持 ゆ。 かくれた る 事 は 有 間 敷^。 しかれ ども 出 やぶと なり： S うへ 

は、 戒 なくて は 出家に あらす^との 事に^： 世間の 坊主の 說法は 己が 陂— 戒 

無 I 想の いひ わけと 見え 申^。 渡世の 事に^ へばと かく 批判に 不可 及^ 

シ サ ク カク セゥ 

^ 1 来書，； t、 思に 思-索 覺- 照の たが ひ あるよ し 承 ゆ。 く はしく うけた ま は 

り たくい 

返書 略、 古人 心 を くるしめ 力 をき はむ る は 鑿に いたり 易しと いへ り。 是思 

索の 事に て^。 心の 本然 ふさがりて 至现 てらさす^。 藝は其 術の 功 AJi^ て 

ナリ  ク ハン ヨウ！ S ン n ゥ 

後に 成 世俗の 分刖は 理屈より 出た る 分^と 兒ぇ： §0 寬- 裕溫- 厚に して ひ 

たし 養 ふとき は、 心 本然き 得て 明-審 の 照す 所 あり。 これ を覺昭 ^ と 申 は。 


を 本と す、 天子の 富貴より 庶 人の 賤 しきに 

至 まて、 誠 敬哀戚 の窗は 損益な し。 鱧 は 上 

下の 品と なり、 且 家の. S 、"にした かふ もの 

なり 。又國 の 有無 を はかる ことな からん や。 

日本 は小國 にして 山澤 ふか k らす、 地 福よ 

くして 人 多し、 中華の £ く 死 を S るの 禮を 

備 かた. p。 尤 今日 日本画 中 を かそへ て廿人 

か卅 人なら でな き 儒者の 道 を 行人の 棺槨は 

いかほと 美 を盡 したりと も 害 あるへ から 

す。 聖人の 禮を 知へ きたより にもよ かるへ 

し。 然と も 天下に 道の 行 はるへ き逋 法に は 

なり かたし。 人 死して 魂氣 はもと より 虚中 

にあり、 行す とい ふ CJ なし C 魄蹬は 地に かく 

れて 土に 鑷す、 理の 常な り。 すみやかに 朽ぬ 

へき かまされり。 しかれと も 孝子の 心に 親 

の 体 を 俄に 土に 近付し め撤 蟻に あた ふるに 

しの ひす、 しはらく へたて お ほふ ものな り。 

我 身の 後に をいて は あけて 谷に すつ ると も 
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分別 は 自然に 出て 自得し、 藝は 從-容 として、 其 品た かしと もい へり。 詩哥 

に 至まで たくみなる は 本意に あらす と 承 ゆ。 又 世事 は 其 事に なれ、 藝は其 

術 を しら ざれば、 鏡— 前に 白-布 を はりた るが ごとしと いへ り。 不知 をば 不 

知と し、 知 をば 知と す。 眞知其 中に あり。 知者 はま ど はざる のみ 

£ 1 来書 略、 聖人の 言 は、 何れの 國 何れの 人に もよ く 相 叶^と 承^。 しか 

れ ども 喪祭の 禮儀 など は 今の 時處 位に 行 ひが-たき 事 多く^。 三年の 喪 はと 

り わき 成 申 間 敷 ±0 學 者の 我と 思 ひ 立てつ とめ^だ に 名實か はり 申^。 と 

ぐる 事 は 十に  一二と 見え^。 それ だに 其 人の 得た る 事 か、 境界の しからし 

むる 樣 なる 事ば かりに 候。 若 上より 法に 定められ^ は-偽の 端と なり、 罪 

人 多く 出来 可 申^。 往年 聖人の 法 を少々 國に行 はれし 人 御座^へば、 國人 

かなしび て、 孔子と いひし 人 はいかなる 惡人 にて か、 か、 る 迷惑なる 事 を 

作り 置て、 人 を くるしめられ^と 申た る 由に^。 今 も 儒道の 法 を 立て、 し 

ゐ てつと めさ か^は t^、 是 にか はり 申 間 敷^。 ま £ に僞の 初め 乱の 端 共 可 

成^ 

返書 略、 聖人の 言 は 何れの 時處位 にもよ く應 じ^へ ども、 採用 ひやう あし 
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可也。 け ふりと なすと も 可な り。 生て 明德 

ある 時の 身た に、 義に 害な き £ に は 風俗に 

した かふ CJ おほし、 ましても ぬけの からに 

心 をと  >- むへ きに あらす。 人の CJ に をいて 

は、 しはらく お ほふの 義を取 はかり 也。 我 

國祌 代よりの 溢 風け たし^の £i を はかる 

もの 成へ し。 曰本國 中に 道行 はれて 3^ 法の 

£ くせば、 富贵の 人 はよ かるへ し、 贫賤の 

もの は 恨 をいだ き贫を かなしむべし。 もろ 

こし にても 此 あやまり あり、 資 亡て 文 過た 

り、 万民 喪祭の 總の ® ^きに 迷惑した る 所へ、 

戎國の 佛法來 り、 喪祭の 法 はな はた 易簡に 

て 心 やす かりし か は， これにより てした か 

ふ ものお. ほかりし 也。 愚 拙 か 祭禮を 重す る 

とい ふ も、 國の財を^^にはぃたらす。 天 下 

に 及 ほして うらみな かる へ き CJ を はかり、 

心の. 明 は 敬を盡 し、 身の 盛 服 は 分 を盡し * 

J*- 々に： ii^ する もの をと りて 禮を 行&。 世の 
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きに よりて 害になる 事に^。 喪の 事 は 死 を 以て 生 を ほろぼさ. f と ある 一言 

にて、 行 ひやす き 道理 明白に^。 病 者 か 無氣カ か、 情う すく 習 ひたる か、 

如此 たぐ ひの 人に、 法の ごとくつ とめさせ ゆ は S -、 たちまち 親の 死 を 以て 

子の 生 を 亡し 可 申^。 近世 は 人の 生付氣 根よ はく、 体 や はら かに 成 来り^。 

た 5- 人の みならす、 竹 木金 石も义 おなじ。 無心の 物 だに 運氣 につれ て はか 

くの, ^し。 况ゃ 人に をいて を や。 今の 人の 氣体 よはく、 情う すくなり たる 

に は、 世 聞の 定法の 五十 日の 忌 精進に て相應 に^。 もし 氣根 つよく 志舉カ 

共に ありて、 其 上に 心 喪 を 加へ むと 思 ふ 人 あらば、 又 五十 日 も 祝言 等の 席 

へ 出ざる ほどの 事に て 可な り。 神前の 服 は 日本の 古法の ごとく たるべし。 

これより 上の つとめ をし ゐ：^ は i*、* 者と いふと もた へざる 者 多 かるべし。 

其 人の 罪に あらす。 人情 時變を 不知して、 しゐる 者の 過な り。 物 極れば 必 

す變 する 道理 なれば、 百年の 後 は 人の ぐぶ 根 もまし、 形体つ よくな り、 世 中 

！ 5^ 素の 風に かへ りて、 情 も 少し あつく、 道 德の學 も 輿 起し、 至 治の 澤をか 

うむる 時いたり なば、 予 がいひ E し 事 を すくなし とい ひ、 うすし として そ 

しる 者 あらん。 今 だに 誠 を 大事と 思 はざる 举者 は、 法に よりて 非と する 者 


者の 喪祭 共に 趙を備 る もよ し、 道 學の微 

なる 時には 備すは 道 あら はれさら むか。 我 

中 花の 縫 を 略し 備 さる もよ し。 後世 天下に 

道の 行 はるへ き 事 をかん かへ て、 後の 君子 

を 待 もの 也 

S 來書 略、 生死 は 人の 常の 理 なり、 しか 

るに 三年の 悲哀 は甚 すきた るか とし。 貴老 

は 三年の 喪 をな し 給 はむ や 

返書 略、 古人の 悲哀 は 死を哀 にあら す、 別 

を悲 なり。 こ 、 に 行 へ き 義理 ありて 奥 p§ に 

行人 あら は、 父兄 共に す、 めて 行し むへ し。 

しかれと も 旅立の 朝は必 淚を もよ ほす へ 

し。 これ 其 奥に 行 を 歎く にあら す、 し はし 

の 別 をお しむ 也。 死生 は 天地の 理 なり、 何 

そ 死 をお しまむ や。 只 一生の 別 を かなしむ 

也。 古の 人 は 利う すくして 情 厚し、 父子 別 

れ 夫婦 はなれて、 五 年 も 十 年 も 歎く もの あ 

り、 或は 一 生に をよ ふ もの あり、 死 をお 生 
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あり。 しかりと い へど も、 道のお こらむ とする めぐみの 時に 當 りて、 誠 を 亡 " 

し、 僞を なさむ 事 は予が 心に をいて しのびす。 予 いまだ 凡 情 をまぬ がれす 一 

とい へど も、 狂 見 ありて 大意 を 見 故に、 世の そしりに ひかれす して 獨 立り < . 

他の 學者は 狂 見なければ、 そしり を もやぶ り 得す。 氣体 よはく 情 叶 は ざれ 一 

ば、 法 を も 行 こと 不能。 名聞 ふかき 者 は 身 を 亡し、 あさき 者は學 共に 廢せ ： 

り。 まことに 惜む べし。 故に 世に SliS 量 あり 實義 ある 人 は 多く は 聖人の 道 を 一 

尊ぶ とい へ ども、 大難 あるに より さけて よらす。 其 人々 の 云、 信す るに は あ 一 

ら ざれ ども、 表む き怫 法に よりて 宗旨と たて、 常の 武士 なれば 難な し。 學ー 

者と 成 時 は 其 法 を 行 は ざれば 其 流に そしられ、 本な き 惡名を かう ぶれり。 一 

行 ふ 時 は 身く づ をれ、 武士の つとめ もなら ざる 様 なれば、 實は 不忠に も 落 一 

入な り。 道 は 五倫の道 也。 就中 忠孝 を學 ぶと. S へど も、 忠孝の 實 はなき に 一 

似たり。 道に 志な きに は あらす とい へり。 是非な き 事に^。 今の 時 大に志 一 

ある 人 は、 たと ひ 其 身根氣 つよく、 愛情 ふかくして、 三年の 喪 を つとむべ 一 

き 者な りと も、 人の 師父 兄と なりて、 子弟 を みちびく べきなら ば、 己 ひとり 一 

高く 行 去て、 人の つ 1- きがたき 事 はすべ からす。 くだりつ きて 衆と 共に 行： 
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を 亡す もの あり。 爱を以 聖人 其 過る 情 を を 

さへ て 三年の 喪を定 給へ り、 しゐ てな さし 

め 給 ふに あらす。 今の 時 道 をお こさんと お 

も ふ もの は、 §a 義を以 本と して、 禮法 を以先 

とすへ からす。 かく 孝弟 忠信の 敎 なくして 

情う すくなら ひたる 入に 俄に n 一年の 喪 をせ 

めば、 必 偽の はしと 成 侍へ し。 其 人の 罪に 

あらす、 代 を かさねて 百 千歳 此 かた 習 來し 

世の 勢、 かく 成ぬ る もの 也。 もし 我等 喪 を 

つとめ 侍と も、 た、 一人 心に つとめて、 人 

に てら ひ 侍らし、 我に をいて 其 可 侍る へし 

^ 來雷 略、 世 中 si れ可 申と て は、 人に 狐 

の £ きもの 出て 奇特 をな しゅと 承 及 ゆ。 い 

か 成 故にて 御 さ： S はんや 

返窨 略、 上 治の 世に は 天下に 邪祌 なく ゆ。 

故に 狐狸と い へ とも 無事の けもの に て ゆ。 

中 治の 世に は邪祌 けものに やとり； s。 亂世 

におよ ばむ とて は邪祌 人に やとり ゆ。 或は 


】 〇〇 

ふべ し。 武將の 迸 も 同じ、 一人ぬ けがけ して 高名す るは攝 夫の 奥チュ り。 人 

に將 たる 者 は、 惣 軍勢の かけひきすべき 程 をかん がへ て 進退す。 己が 馬の 

はや きがため に ひとり ゆかす。 俗に 異なる 者 は 一 流と なりて 俗 をな さす。 

天地の 化育 を 助く ベから す。 終に 小道と なれり" 異端と 是非 を相爭 へり。 

道の 行 はれざる 察 常に こ 、にあり。 俗にぬ きんすべき はおの 父母た るの 德 

のみ 

？ 一  来書 略、 天子に あら ざれば 赠樂を 不作 と^へば、 1^ 法の 喪祭 をお こす 

も禮を 作の 類に て あるべ く^ゃ 

返書 略、 古來 日本に 用 ひらる、 禮樂 官位 衣服の 制に 至る まで、 その かみ 遣- 

i-li もろこしより 習 ひ 来りし 聖代の 遗— 法 なれば 、これすな はち 1|；1 法な り。 

喪祭の 事 は 古 は 神道の 法 ありき。 中比佛 法に 移りて 神道 絶たり。 社家に 少 

し 殘れる 事 ありと い へど も、 平 人 はとり 用 ひがたき 樣に いひなら はして、 

世人よ るべき 所 を しらす。 予は 年来 神道に より 行 ふべき 喪祭の 法 だに あら 

ば 用た く^へ ども、 成が たきよ しに^へば 無 是非^。 拉は儒 法と 佻 法と 古 

より 人々 の 心のより 次第に 用ひ來 り^。 佛法 は釋迦 より 初て 火葬に したる 


狐 狸 人と 成て 神 通 奇特 をな しなと いたし 

かくの CJ きのはけ もの 出て、 先人の こ 

、ろ を大 にみ たし 申 ゆ。 人の 心大 にみ たれ 

;5 へ は、 樣々 くらき 分別 裁判 出來 ものに て 

ゆ 故、 世 《i ゆ はむ とて は、 先人 心 を まと はし 

邪神 あら はれ 外 Co さも あるへ く ゆや。 

是以 治國平 天下の 政 は、 人心 を 正しくす る 

を 本と す、 人心 を 正しくす る こと は、 學校 

の敎 より 先なる はなく ゆ 

M 來書 略、 定て可 被 聞 召 ゆ。 儒 書お ほく 

よみ、 人に 講談 まて 仕 ゆ 者、 兩入 まて 異端 

におち w。 喬木 を 下て 幽谷に 入の 甚し きも 

のにて ゆ。 いか 成 事に て 御座 ひはん や 

ES 略、 一入 は 本より 心の 微 くらき 所 御座 

：5 き。 謦を よみ ゆと は 文才の 器用 成 はかり 

に $o まよ ひ！ 5 もよ きな く； s。 また 一人 は 

心に 異學を 信す るに て は ある ましく い.。 聖 

舉に をいて 終に 眞を しらす、 た k に 儒學す 


事 なれば、 ことぐ く 火葬なる ベ くれへ ども、 貴人と 社家と は 大方 土葬に 

して 髮を も不 5i 者 あり。 是叉儒 法な り。 上代に も 神 Hi 怫 まじへ 用ら れゅ • 

故に、 東 照 祌君も 神儒佛 三ながら 用 ゆとの 給 ひれ。 然れば 上代 武家 共に 用 

ひ 来れり 0 何ぞ 作と 可 申 や。 中絶して 見なれ ざる ゆへ に、 夏虫 氷 を 疑に て 

^0 古 は 日本に も 盛な りし 學 校の 敎へ、 釋奠の 祭な ども、 中興せば 珍 しか 

るべ く^ 

5 一  来書 略、 主 忠信の 語、 諸 儒の 說を聞 ゆと いへ ども、 文義に 依て 理を云 

所 はき こえた る 様に^へ ども、 今日の 受 用に 取て はしかと 得心 仕が たく ゆ 

返書 略、 大學 の傳に 誠意と. S へる は 則 主 忠信の 工夫な り。 、王 忠信 は 本体 ェ 

夫な り。 誠意 は 工夫 本体な り。 主 忠信 は 未發の 時に 誠 を 養 ふなり。 誠意 は 

已發の 時に 誠を存 するな り。 誠 は 天の 道 也。 誠 を 思 ふ は 人の 道な り。 誠 を 

思 ふ 心眞實 なれば、 誠すな はち 主と なりて、 思念 をから すして 存ぜ h -。 是 

主 忠信な り。 叉 先 儒の 說に眞 心に 發 する これ を忠 とい ひ、 實 理を盡 す、 こ 

れを 信と いふと いへ り。 此解 おもしろく 覺ぇゅ  - 

2 1 來書 略、 親の 喪 を つとむる は、 學 者の 大義と 承^へ ども、 行 こと 成が 
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きに てふき。 fs; 第に 氣 根お とろへ ひ 故に、 

儒道に 退^ ゆへ たるへ く： &。 儒學を 致な か 

ら 作法 ふたり か はしく： S へ は、 入 も 何かと 

そしり 申 ひ。 佛に 入て 作法 あしき 分 はよ の 

つねにて： S へ は、 誰も 目た て 申さす 5。 其 

上 悟道に かこつけて 平 人よりも 我 ま、 なる 

と はやり ものに て ：s。 彼是 心 やす さ 12 佛に 

入に Co よせて、 我 ま、 を せんとのと たるへ 

く； 5。 又燔 IK. する 人 を は 人に くみ 5 へ は、 

渡世の さまたげ にも 成へ きかと て、 佛 にか 

はり..： を、 てに おはに して さくる も 御座： S 

と 人の かたり 5。 いつれ にしても おしから 

ぬ 人に て ひ。 しらぬ 人のう たか ひ 申と はか 

り當 分道學 のさ またけ にて $ 

S 來書 略， 性心氣 いか V 見 侍る へき や 

返^_^略、 大虚はた、理氣のみぁり、 いへ は 

た X 一  氣 なり、 理は 氣の德 也。 一 氣 屈伸し 

て 龍と なり、 旨 八卦と なり、 八卦 一，， 、十 


1 0  二 

たく  ^0 少し 道を悅 び； S 甲斐 もな く、 耻 しく 存^ 間、 一向に 學 を やめ 申べ 

きと it:h:S へど も、 XJ れも叉 御 恩 をむな しくす るに て^へば、 何とも 辨 へが 

たく^ 

返書 略、 古人 は 欲 薄く 情 厚く、 世事 すくなく、 氣カ つよく、 無病な りし 故 

に、 三年の 喪 をつ とめられ^。 いまだ 三年 を 不足と 思 ひし 人 あり。 又 少し 

はっとめ て 及た る 人 も あり 「- 後世の 人 は 世間 多事に して、 欲の 爲に心 を 奪 

れ、 情 薄く 氣カ 弱し。 この ゆへ に 勤て なりが たく、 企ても 及が たし。 大國 

だに もし かり。 况ゃ 日本 は小國 にて、 人の 魂魄の 精う すく、 堪忍の 力 弱し。 

聖人お こり 袷 ふと も、 曰 本の 令の 入に はし ゐて 三年の 喪 をな さしめ 耠 はじ。 

世の なら はしの くだれる こと 千載に 及 ぬれば、 今の 世に 生れて は 道を悅 び、 

法 を 行 はむ と 思 ふ 志 ありと も、 氣カ 叶が たかるべし。 賢 君 權 起り 給 ひ、 世 

事 次第に すくなく、 人の 利欲 年々 に簿 く、 糟儀 あっき 風俗と 成て 豐 かなら 

ば、 風雨 時 をた がへ す、 ，J^5 暑 節を不 失して、 物の 生長 かたく 成な ば、 人の 

スク. T 力  I 

形体 も 徤 になり て、 人情 厚く &る べし。 然 らば 喪の つとめの みならす 

万事の 行 業 厚くな りて、 其 世の 一年 は <& 'の 百日よりも 勤め やす かるべし。 


四と なる。 それより おちつかた 一 理万殊 い 

ひ盡 すへから す。 天地万物の 理盡 せり。 理 

を 主として いへ は 氣は理 の 形 也。 動 靜は大 

極の 時 中 也。 吾人の 身に とりてい へ は、 流 

行す る もの は氣 也。 氣の靈 明なる 所 を 心と 

云、 遂 明の 中に 仁義 禮智 の德 ある を 性と 云、 

霜 明と 云て 氣中 別に あるに あらす、 爐 中の 

火 を 見 給へ、 虚 中なる 所に 至て よく 明に よ 

く 照せ り、 能 明に 能 照す 所に 條瑰 あり 

S 來書 略、 身 死て 後此心 はいか 成ぞ 

返書 略、 冬に 至て は 夏のう すき 帷子 をお も 

ふ 心なし。 夏に 至て は 冬の わた 入 を 思 ふ 心 

なし。 此形 あるか 故に 形の 心 あり、 此身死 

すれ は此 形の 心なし 

お 再 書 略、 しから は顏 子の 死後 も 盜跡か 

死後 も 问 しき か 

返書 略、 此性此 形 を 生して 形の ために 生せ 

られす C 又 形の 死す るかた めに 死せ す。 悪 
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今の 世 愛子に 別れて、 五 年 七 年 歎き 暮し、 病氣 になる 者 も、 平生の 事 は 喪 

の 体なら す。 これ 哀情 餘 ありと い へど も氣根 弱く、 堪忍の 精な き ゆへ なり。 

况ゃ 哀情の 薄き 者、 つとめて なすべき や。 たと ひ 少し は 哀情 ありても、 氣 

体 弱く 病 時 は、 養生より をの づ から 薄くな り ゆく ものな り。 又 人の 氣質品 

々あり。 生 付の 得た る 方に はっとめ も 人に 異なり、 禮 儀の 法 は 得 たれ ども、 

利 心 深き 者 あり。 仁愛 ありて 人 を 惠み財 をお しまぬ 者 も、 糟 法に は 疎かな 

る もの あり。 勇武 あれ ども 不仁なる 者 あり。 才覺 にして 眞實 薄き 者 あり。 

如 此の 人々、 己が 生 付の 得た る 所に 自滿 して、 たらざる 所 を わき まへ す、 

互に 相 助る 事 あた はざる のみなら す、 却て 相爭 ひ、 相 敵と す。 貴殿 は 勇な 

れ ども、 仁 を 好て 人 を 愛し 給 ひ、 利 心すくな し。 仁と 無欲-勇と は、 道德 

に をいて 長ぜる 所な り。 鱧の 格 法に たへ ざる こと は、 流 俗の 習に して 天下 

みなし かり 0 貴殿 一 人の 罪に あらす。 一 の 不足 を 以て 三の 德を廢 すべき こ 

と は、 上世と. S ふと も あるべ からす。 况ゃ 末代に をいて を や。 貴 殴の 德を 

以て 上代に 生れ 給 は i -、 必す 禮 にも 厚 かるべし。 それ 太古に は 禮の格 法な 

し。 只 誠に 專也。 伏義神 農の 代に は 三年の 喪な く、 哀情 數 なし。 心地 光明 
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人の 心に は 今より して 性理を 不知、 死後 を 

待へから す。 君子の 心 は 今より して 形 色に 

役せられ す、 死生 を 以て 二に せす、 又 死後 

を またす 

^ 來螯 略、 世間に 人の ほむる 人 に わけ も 

なき 道 を 信す る 人 御座 ：f: はいか V 

返 iSSl 略、 それ はよ きとす きと 申 ものに て：^。 

定見な く ゆ 故に、 末の 邪 正 を 深く かんかへ 

す、 心 術 を かり 理を かりて、 尤 らしく 申 5 

へ は、 はやよ き 事と して 信し ゆ 也。 君子 も 

よきと すきに て は 侍れと も、 性 命に 本つ き 

て 善 を 好 ゆ 也。 かり 物 は是に 似た るの 非な 

れは大 に 戒られ ゆ 

^ 來 i: 略、 慰 兄 御存の £ く 作法 正しく 慈 

悲 にも ゆへ とも、 子孫お とろへ 仕 合 あしく 

i- は、 いか 成 故にて 御座 あるへ くひ や 

返爵 略、 入み てよ からされ とも、 天の 見る 

CJ よき あり、 人み てよ けれと も、 天の 見る 


1 〇 四 

にして 飾な かりき。 仁 勇 無欲 は伏蘐 氏の 時に 生れて 必す 尊びら るべ し。 禮 

の 格 法 一 事 を 以て 儒者の 道を盡 せりと おも ひ、 凡 情の 名利 伏 蔵す る もの は、 

堯の 代に いれら るべ からす。 贵殴此 格 法 者の そしりに 逢て、 天性の 德を廢 

せんと 思 ふ は大に 不可な り。 それ 喪 は 終を愼 むな り。 祭 は 遠 を 追な り。 民 

の德 厚 きに 歸す、 尤 人道の 重す る 所な り。 然れ共 喪祭と もに 時 處位を はか 

るべ し。 只 心の 誠を盡 すの み。 格 法に 拘て不 叶 をし ゐ、 不能 を かざらば、 

必す其 本 を そこな ふべ し。 格 法の 儒者の 世に 功 ある 事 すくなから す。 予が 

ごとき もの も恩德 にか、 れり。 しかれ ども 心 法に うとき が ゆへ に、 自己の 

凡 情 を 不知、 又 行 ふこと 日本の 水 土に 叶 はす、 人情に あたらす。 儒 法 をお 

こすと いへ ども、 終に 叉 儒 法 を 破る 事 を しらす。 貴殿 三年の 喪の 法 は あた 

はす 共、 心情の 誠 は 盡し袷 ふべ し。 追 遠の 祭 も 叉なる べき ほどの 事 を 行て、 

自己の 誠 を 盡し給 ふべ し 

H 一  來書 略、 喪の 中 魚 鳥 を 食せ ざる こと、 生類 を 忌の 義 ならば、 佛 家の 流 

に 似たり。 祭 禮に肉 を 用る 時 は、 叉 生類 を 忌に てもなく^。 拙者 若く 無病 

なりし 時 は、 年中 蔬 1 食 水-飯しても 何とも 不 存^き。 近年 は 年寄 病 者に 成 


とよから さる あり。 贵兄を 見 申 ゆに、 仰の 

£ く 愛情 も あると みえ、 行 義は隨 分 正しく 

御座 ゆ へ とも、 作法の 正しき は 生 付に て學 

によらす。 愛情 も 婦人の 愛に て、 人民 をめ 

くむに 至らす ゆ。 すく はすしても かつ へ さ 

る 者に は ほと こし、 下々 の 難儀 を は 御存な 

きかと くに！ §o 百姓 等 を は 水 籠に 人な とし 

て 病 付た る ものと も あり。 罪な きのみに あ 

らす、 貴兄 を 養 もの を 却て くるしめられ ゆ。 

其 妻子の 歎不 罪の 人の いたみ、 天地神明 を 

5 こかす へく！ s。 しらぬ とい は \ 其 天職 を 

わすれ 天 威 をつ k しま さる 也。 知て せは不 

仁 也。 大小に よらす 罪 は 上 一人に か \ り； s。 

今時 は 下々 を は 難儀 させ、 百姓 を はいたむ 

る ものと 思 ひて、 とかむ る 人 もな くひ。 た 

>- 行儀よ きと 姑息の 愛と をみ て、 人 はよ し 

と 申 S へ とも、 天の 鑑 S 也。 神明の 罪に あ 

たり 仕 合 あしき CJ はりに て 斗 
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^故 か、 五日 生魚 を 食せ ざれば 氣カ 乏しく、 十日 食せ ざれば 腹中 あしく 成 

^。 か 様に て は 三年の 喪 はいふに 及ばす、 三月 も 成 申 まじく^。 何とも 辨 

へがたく^ 

返書 略、 喪に 一 の、 王 意 あり、 憂の 中 なれば、 すべて 靜 かにして 事に ぁづか 

らす、 肉食の 眛を 求る も樂 びの 類 なれば 食せ す、 蔬 食して 命 を 養 ふの みな 

り。 只 酒 肉 を 忌の みならす、 五 辛 其 外 何 にても 相 火 を 助け、 精 をます べき 

物 を 食せ す、 まに 水 堅く 閉て 人道の 感 をいだ さじと 也。 蔬— 食 味なければ 腹 

にみ たす。 力なければ 杖つ きて 起居す。 喜 怒と もに 發 する £ を不 得。 これ 

皆壯 年の 者、 生樂を ふせがむ が ためなり。 故に 老て f 兒の ごとくなる 者 は、 

肉 を 食し 酒 を飮、 た 喪服の 身に あるの みなり。 病人 も 又し かり。 これ を 

食して 樂 とせす、 只 生 を 養 ふば かりなり。 氣血 盛に して 精神つ よき 者 は、 

厚味 を 忌の みならす、 蔬- 食と いへ ども 腹に みた レ めす。 夏凉 しくせ す、 

冬援 にせす。 着て 安から す、 寢て 安から す。 これ は 古の 人の 氣血 健に、 筋 

骨つ よく 無病に して 精神 盛な りし かば、 聖人 其 人の 位に 依て 制し 給へ る 法 

り。 今の 世の 人、 此法 のどく つとめば、 生を滅 さむ こと 眼前 也。 生 を 養 
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S 再 書 略、 先度 披仰 下： S 通 尤に存 ゆ。 去 

なから 愚兄 は 姑息の 愛な りと も 御座 ゆ。 作 

法 あしく 不仁 無道に て 下 をな やまし 民 をく 

るし め ：S 人に * 子孫 もさ か へ 仕 合よ き あり。 

又き はめて よき 入に も 仕 合 あしき 御 il ゆ は 

いか k 

i 略、 人の 憂に 天地神明の 福 善 禍淫を 

うくる CJ を そき あり、 はやき あり。 しかの 

みならす、 先祖の 造化の 功 を 助た る あり、 

さはり たる あり。 めくる 運 氣の勢 餘寒殘 暑 

あるか £ し。 先 は 聰明の 人に は 善に 福 はや 

く、 惡に禍 すみやか 也。 愚 不肖に は 善惡に 

禍福 を そし、 平生 物の 合な の遲速 にても し 

られ恃 ると 也。 先祖の 造化の 神ェを 助た る 

勢い また やま さるに は、 子孫 あし けれと も 

仕 合よ し。 先祖の 造化 を妨 たる は 子孫よ け 

れ とも、 其 逆 命の 勢い また さけ かたし。 こ 

れ より 下つ かたさ まくのと はり 御座 so 
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ふ 時 は、 喜 怒の 情發し 易く、 生樂の <_s き 易し。 常の 食 を 食し. 常の 衣 を 

着し、 常の 居 を 安して、 不怒不 笑 不樂事 は、 聖人 大賢 さて は 天質の 美に あ 

ら すして はいかで 成べき や。 この ゆへ に 古の 人 喪に は 必す法 あり。 法な く 

て は 勤る MJ あた はす。 今の 人 其 法 は 身の 位に _个 叶。 又 法を不 立して は 行る 

ベから す。 しかれば 俗にした が ひ 給 はんより 外 は 有 まじく^。 世俗 定法の 

五 旬の 忌の 閒も、 元氣を そこな はざる ためなら ば、 藥を 服用す る ごとく 思 

ひ、 折々 干魚な ど を 用ら るべ し。 貴殿 年より 給 ふとても、 いまだ 五十に て 

^へば、 七十の 人の ごとくに も 成 まじく、 又壯年 無病の 人の 樣 にも 成 まじ 

く^。 其閒御 料簡 あるべく^ 

U 一  来書 略、 三年の 喪 は 今の 人の 情に は不 叶と 承^へ ども、 律佾 行人な ど 

を 見^へば、 又 成 まじき 事と も不被 存^。 淨土宗 日蓮 宗 などの 中に 居て は 

立ら れ まじく ゆへ 共、 律と て 別に 立^へば、 同じ 凡僧ながら、 戒をも 持^ 

間、 喪 も居處 衣服 飲食に 至まで 刖に 出て 仕^ は i-、 とかく 三年 はっとめ 過 

し 可 申^。 叉 心 喪と て 外む き はか はらす しで、 心に 喪 を 勤る と 申^ へ ども、 

是は 一 向に 急 度 立る よりも 成が たかる ベ きかと 存^ 


をして しらる へく； s 

S 舊友 にあた へし 書に 曰、 故 者に は 其 古 

たる £ を不 失と いへ り。 久しく 絕音間 こと 

は 似 無情、 傳聞贵 老道德 の 勤に すさみ 給 ふ 

と。 道 をい とひ 愚 をう とむ し 給 ふか、 愚 を 

見お として 道 を を こたり 給 ふか、 道 德を益 

なしと して 道 德を好 者 まて をし り そけ 給 は 

\ 是非に 不及、 もし 愚 を 不肖な りと して、 

道 德に遠 さかり 給は乂 あやまち 也。 故 者の 

至情 を 思 ひ 給 は \ 何 そ 愚か 過 を さとし 給 は 

さる や。 さとして した かふ ましく は 愚 をす 

て 乂道德 を 尊信し 給 ふ へ き £ は 本の CJ くた 

るへ し。 何 そ 人に よって 道の 信 不信お はし 

まし S はんや 。聖人の 門に あそぶ 人なら は、 

天下に 聖學 する 人 皆惡人 不正 成と も、 吾聖 

孿にを ひて うたか ひなかるべし。 た、 己 か 

定見い かむ とみる へき 也。 人に よりて 信 を 

まし 信 をお とし 給 はむ は 道 をみ るの 人に あ 
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返書 略、 律 僧 行人な ど は 喪の 勤 ほどなる こと も ある 体に^。 しかれ ども そ 

れは 後世に il^ へ 生れん とい ふ 迷 ひに 牽れ、 又は 渡-世の ためな どに みな 據 

所 ありて なす 事に^。 今の 百姓に 律 僧の 1 食と 申 物 を あたへ ゆ はぐよ き 振 

舞と 可 存^。 坊主に は 大方 貧しき 者な り^へば、 しゐ て苦勞 とは存 まじく 

又 不娃戒 など は 律 僧なら でも、 かせ 奉公人な ど は、 大方 無 是非つ とめ 

申^。 拙者 も氣 根よ き 時分 は 名聞 まじりに 三年の 喪 は 可 勤と 存^き。 いか 

チヤ ク 

にも 貴殿の 氣 ざしに て は 成 可 申^。 古の 心 喪と 申 は、 身に 服 を 着せざる は 

かりにて、 作法 はみ 喪の 投と 見え 申^。 今時 心 喪 をな すと 申され^ は、 

尤志は 殊勝に も^ へ 共、 しかと 仕た る 事に てはなく^。 大道 を 心と る 者 は、 

たと ひ 其 身 は 喪 をつ とむべき 道 を 得たり とも、 時の 人の なる まじき ことな 

れば、 光 を や はらげ 塵に 同じく して、 万 歲を見 こと 一日の ごとく， 誠 を 立 

無事 を 行 ひ、 業 を 創め 統を たれ、 衆と 共に 進むべし。 己 ひとり 名 1* をな す 

ベから す。 衆の なす まじき こと を 行 ふ 者 は、 天下の 師 たるべ からす。 法に 

落て 一流と なり、 俗と はなれて は いづれ の 時 か 道 をお こすべき や。 後世 人 

の氣 体つ よく 情 厚くな りたる 時 は、 予が言 を 薄し とし、 そしる 者 あるべし。 
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らす 


^ 來" S 略、 世に 判官 ひいきと 申； § はいか 

成 ことにて 御座 i や 

返 整 略、 君子に 三のに くみあり、 其 功に ほ 

こり^ をう くる tj お ほき もの をに くみ、 富 

贵 にして 11 る もの をに くみ、 上に 居て 下 を 

めく まさる もの をに くむ、 判 {B 義經は 其 人 

から ffl を M ず、 勇氣 によって 失 ありと いへ 

とも、 大功あって をう けす、 人情の あは 

れむ所 也。 賴朝卿 福 分あって 天下 をと ると 

いへ とも- 不仁に して. S 宥の 心なし、 人情 

のにく む 所 也。 顿朝 判官に かきる へからす、 

驟は 天道の 艇所、 地逍の 亡す 所、 人道のに 

くむ 所 也。 謙 は 天 m のます 所、 地道の めく 

む 所、 人道の 好 旗 也 

S  § 略、 我等の 在所に 蛇 を 神の 使者な 

りと 云て、 手 さす £も いたさす； S 樣々 氣の 

とく 成 事と も 御 座 §。 其 上 害 も 出来 仕 候。 
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誠に 願 ふ 所な り. * た 5- 一念 獨 知の 所に をいて、 天を師 とし 祌を 友と せば、 

法の ごとく 勤 を 以てす ぐれたり とせす、 や はらぐ る を 以て 惰れ りと せす。 

名 を さけ 氣勢を しづめ て、 誠 をお も ひ 給 は i -、 幸甚 たるべし 

0 1 來番 略、 今の 世、 多藝小 術の 者も師 となれば、 邯國の 君と 同座し、 無 

禮 至極なる 者 多くれ。 師 となる うへ は如此 あるべき 道理に て^や 

返 害 略、 天下に 達 尊 三 あり。 德と 年と 位と なり。 朝 庭に をいて 衣冠 正しく 

贵賤の 次第 を 分つべき 所に て は、 位 ある 人 を 尊び、 鄉 里の 常の 交に て、 孝弟 

を專ら とすべき 所に て は 年 を 尊び、 世 を 助け 民に 長た るの 德を i ひ、 迷 を 

辨へ心 法 を 明かに する 所に て は德を 尊ぶな り。 故に 古 は 王公と い へど も、 

民 聞の 賢者に 降り 給へ り。 しかるに 彼 一 藝の師 たる 者、 自己の 分を辨 へす、 

小藝を しらで、 道德 仁義 も 同^の 様に 心得た る は 味き 事な り。 贵人も 亦 あ 

やまり 給へ り。 有 德は禮 を 以て 来し、 小 慈 は祿を 以て 招き 給 ふべ くば、 を 

のづ から あらそ ふ HJ あるべ からす 

_M 一  来書 略、 世 聞に すへ 物き りたる 者の 子孫 は絕 ると 申 ^。罪 ありて きら 

る、 者 なれば、 我 きらで も 人 これ をき り： so 昔 物語に、 竹の 雪 を ふる はし 


した かひ ゆ はむか、 や ふり ゆ はんか、 分別 

定かた く ゆ 

返書 略、 神^に した かって 非 法を改 たる そ 

よく ：s。 祌は 形な き 故に、 時に あたりて 何 

に 成と ものりう つり 給 ひゆ。 她を 使者と 定 

へきに あらす。 a 她は 叢に ある CJ はりの も 

の なれ は、 人 居に まし はる は 非道に て ひ。 

神明は非道を戒給ふへく^!。 她の住 深 草に 

用心 もな く 行て 害に あ ふ は 人の 非 也。 人の 

すむ へき あたりに 蛇の をる は她の 非に て ゆ 

へ は 叢に かりやり、 不行を は うちころして 

可也。 なを も 愚民うた かひ あら は 御く じ を 

とりて、 神慮 を 御う か.' ひ 可 被 成^ 訴詔は 

此方に 道理 あれ は 幾度 も 申 ものに て ゆ 間、 

もし 1 二度に て 御 同心な く ゆ は i、 神の 御 

同心 被 成 まて 幾度 も 御く し を 御う か- -ひ可 

被 成 ゆ、 かなら す 御 同心 あるへ く ゆ。 其 外 

かくのと きたく ひの 神慮に 叶 はさる 事 を 神 
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めて、 其 下知した る 者に はか、 らで、 おとした る 者に か、 りたる ことな ど 

申^へ ども、 理屈に て^へば 心得が たく^ 

返書 略、 世 中に しわざ こそ 多 かるべき に、 人 をき る を 事と 仕^ は、 不仁な 

る 心に て^。 其 不仁の 心に 天罸當 るに て^。 我等 もす へ 物き りたる 者の 子 

孫絕 たる を、 二人まで 見 及び^。 常の 武士に て： S へば、 きらざる とても、 

誰し ゆる 人 もなく^。 好て 上手 をす る ゆへ にこ そ、 主人 も 命ぜられ、 朋友 

も 賴み申 事に^。 しかの みならす、 よくき る 者 あれば、 罪の 輕き者 も きら 

る 、様なる あやまり も ある 体に i:。 其 上す へ 物に よりて、 あらみ の 打 やう 

昔に か はり、 當分 きる- -樣 にば かり 仕^ 故、 後世まで 用に 立^ はすくな か 

るべ く  ^0 古 は 今の やうに 様 物 は 不仕^へ ども、 人々 かねよ き 刀 を さし、 

今に 傳て古 身 は 重寶と 成^ 

シモ  力 

は 一 来書 略、 下學 上達の 義 下人-事 を學て 上天- 理に 達すと 承りて、 理 す 

るが ごとく に^へ ども、 受用 となりが たく： ± 

返書 略、 易に 形より 上なる 者 を 道と いひ、 形より 下なる 者 を sus といへ り。 

此語 にて 上下の こ V ろ 分明 にれ。 惣 じて 形 色 ある 者 は 皆 也。 故に 五倫 も 
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慮と して、 人の 尊き を 以禽獸 のい やしきに 

か ふ る樣成 市お ほく 御座 ゆ へ 共、 其 時 其 位 

にあら され は 申ても 詮なき 儀に て 御座" 

W 來害 略、 中 夏の 國世 のか はりめに は必 

衣服^ 物 あら たまり： § とはい か、 

返書 略， 初 は 聖賢の 制作に てよ く 御座： S へ 

とも、 世の末に成行^；ほと、 文武 共に おと 

ろへ て、 其す かたい やしく 成： S 故に、 むか 

しに かへ したる にて、 改めた るに て はなく 

ゆ 。時に よって 制 法に はか はり 御座； S へ 共、 

其 文武の 道のお こり： は M しく 御座 ゆ。 

夏の 代 四 百 有餘 歳に して 亡たり、 初 は禹王 

の 制作に て、 文武 g 樂備 はり ゆへ とも、 王 

道お とろへ て 見に く  V なり $ 故に、 揚 王の 

改め 給 ひて むかしに かへ し 給 ひたる 也。 又 

股の 世 六 百有餘 歳に して 亡たり、 其 人道の 

制お とろへ 外 故に、 武王周 公 これ をお こし 

給 ひし 也。 其 露の 同し きを しらて、 時制の 
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SIS なり。 父子 君臣 夫婦 兄弟 朋友の 交 は、 形より 下なる の？ 也。 父 は 慈に、 

子 は 孝に して、 父子 親 ある は、 形より 上なる の 道な り。 故に 五倫の 交りに 

をいて、 道 を 行ひ德 をな す は下學 上達な り。 理を 窮め 性を盡 し、 命に 至 こ 

と 其 中に あり。 五倫 を 本と せす して { 仝に 理を 窮め 性 を 見る は、 異學の 悟り 

とい ふ ものな り。 高し といへ ども 虛 見なる が 故に、 德に入 業 を 立る こと あ 

たはす。 其 悟と 云 もの も眞 ならす。 人道 を 明かに せざる が ゆへ に 造化 を不 

知。 造化の 神 理を辨 へざる が ゆへ に 跡の み 見て まどへ り。 下學 せす して 上 

達 を もとめ、 上達 も 亦 得ざる ものな り 

^ 一  来書 略、 此比末 書に て 君子 不重不 威の 章の 說を得 ゆ" 君子 は學 者の 稱 

なり。 學問 は學て 君子と なる の 道 なれば、 學者を 指て 君子と いへ り。 在位の 

君子と いふ も同理 なるべし。 古 は 人の 上た る 人 はみ な道德 あり。 故に 在位 

の 人 を 君子と い へり。 重と 不 重と は 氣質 にあり， 生付靜 にして 輕 4f しから 

ぬ 人 は、 をの づ から 人の なれあな どらざる 所 あれば 威 あるが ごとし。 學ぶ 

所の 道 も能受 用して 堅固な り。 氣質輕 く浮氣 なる 者 は、 あなどり やすくし 

て 威 あらす。 學ぶ 所の 道 も 得心た しかなら す。 故に 學 者の 人と 品靜 重に し 


か はりの み 見て あらたまり たると 申 侍り。 

K は 末の世のお とろへ をす くひて、 むかし 

にかへ したる にて ひ 

ぬ 來書 略、 無學 5 行 i 政。 如； •) 無け 澄 夜- 

行  t  力と 御座  S  に、  學 者の 政 は 心得 かたしと 

仰 あり。 又 其 筋目 ある 人 か 其備り ある 人よ 

しと 承 ひ は 心得 かたく 存ゅ 

返書 略、 政の 才 ある 人 を 本 才と申 ゆ。 其 人 

に學 あれ は國 天下 平 治 仕 ゆ、 本才 ありても 

ffi. なけれ は、 やみの 夜に ともし 火な くして 

行か .£ くにて ゆ。 しかれと も ありき つけた 

る 道 故 ありき は 仕 候。 前後左右 をみ ひらき 

て、 自由の はたらき はなら す； so 又 才知な 

くして 學 ある 人の 政 をす る は、 盲者の 晝ぁ 

りく か CJ  くにて ゆ。 聞 たるま  >- にあり き ゆ 

へと も 不分明 ゆ。 時 所 位の 至善 を はかる へ 

き樣 なく： so 不自由 にても みっから 見て あ 

りくと、 見て ありか さると は、 見て ありく は 
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て 威, なる は、 たと へば 田 畠の 地 福よ きが *!；0 し。 しかれ どもよ き 種 をう へ 

ざれば、 地 福の 厚き も設 なし。 主 忠信 は 美 種 をう ふるな り。 己に しかざる 

者 を 友と せ や。 過て は 速 かに 改めて 輕 からす、 吝 かならざる は 耕作の 道 を 

よく 勤る がごと し  ， 

返書 略、 此 章の 文義說 得が たし。 此發明 聞え やすきの み。 予が 見^ は 誠の 

心に ある を忠 とい ひ、 事に 行 ふ を 信と 云、 中心 を忠 とす。 天理 自然の 誠心 

にあり て、 空々 如た る もの 也。 所謂 未發の 中な り。 人 言 を 信と す。 人の 言 

はかなら す實 あるべき ものな り。 僞る もの は 私欲 これ を 害すれば なり。 忠 

は 德の本 也。 信 は 業の 始 なり。 人身の 主な り。 故に 忠信 を 主と すと い へり。 

心 友 を 友と いひ、 面 友 を朋と 云。 人 を 擇び捨 るに あらす。 己に しかざる 者 

を も、 面 友と して 禮を 以て 交 をな すべし。 小人 をした しみ、 心 友と して 德 

を そこな ふべ からざる のみ。 君子の 過 は 日月の 食の ごとしと. S へり。 速 か 

に 改るを 尊と しとす。 善 これより 犬なる はなし。 平 人よ. nN 君子に 至る の 道 

路 なり。 たと ひ 氣質靜 重なり 共、 內に德 業の 本た る 誠な く、 外 過を改 るに 

憚からば、 一旦 威 重なるが ごとくな りと も、 終に は 恐るべき ことなき の實 

卷第四  1 1 1 


蕃山仝 集 第一 冊 

まさり 申へ く ゆ。 軍法 しらても 勇 知 ある 大 

將は、 をのつ から 勝負の 利に 通し ゆ。 故に 

敵に よって 勝と をいた しゅ。 軍法し りても 

勝負の 利 くらき 大將 は、 敵に あ ふて 計 方な 

くひ。 勝負の 利よ き 人に 軍法 御座 外 は、 名 

將 たるへ く ゆ。 軍法 しらて は 名 將とは 成 か 

たく： &。 古今の ためし 明白 成 事に て 御座 S 

S 來 M 略、 經誓 をよ みは はても 畢問 なり 

申と 承！ so さ 樣にゅ は、 いたして 見 申 度 ゆ。 

書 をよ まて 不叶 事に 御座 S は. -、 老^と 申 

いとまな く  ：5 へ は、 成 かたき 事に て 御 さ ゆ 

返 暫赂、 聖舉を 師と致 S へ は、 書 をよ まて 

も 道 を 知、 德に入 ゆ i 成 申 ゆ。 今の 時 聖賢 

の師 なく S へ は、 中 人より 以下の 人 は 書 を 

まな ひゆ はて は、 道 をし る CJ 成 かたくれ。 

然 ともよく 心傳を 得た る 人に 聞 g は.. -、 善 

人と は 成 申へ く； s。 扨 はよ き 士と申 ほとの 

人から に は をよ ひ 申 £ にて 御座 ゆ。 聖人の 
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を 人 $! 知べ し。 たと ひ 氣質輕 々しくして、 浮氣に 近くと も、 忠信 を 主と し 

過 を 改め、 善に うつらば. 浮 架の 煩 ひ 除て、 天然の 淸く 明かなる 本に 歸る； 

べし。 人 みなこれ をよ みして、 其 誠 あるに 恥お そるべし。 威 これより 重き 一 

はなし。 舉 これより 堅 はなし。 君子の 重 を 以て^ を かたくし、 威 を 以て 外- 

邪 を ふせぐ こと は、 文武の 道な り。 恭敬に して 禮儀 正しき はャ M にあら す や。 一 

死生 貧富の 聞、 其 心 を 動 さす。 其 志 を 奪べ からざる は 威に あらす や。 氣質； 

の輕 重に よるべ からす。 己に しかざる 者 を 友と し 親み、 今の 凡 位 を 安す る： 

は、 平 人の 常 也。 賢を師 とし、 善 を 友と して、 過 を 改め、 義に 移る は 日 新. 一 

成德の 業な り。 只學 者の 憂は不 重に あり。 不重者 は に 主な きが ゆへ 也。 一 

生 付の 靜 なると 動と に はよ るべ からす。 心に 主 ある を 重し とす。 主 ある 時： 

は をの づ から 威 あり。 家に 主人 あると、 主な き 家と を 見て 分明な り  一 

M 一  來書 略、 經書を 兄れ に、 始中終 悉く 解 せんと 仕れへば、 心氣勞 して 却」 

て 塞る 様に 覺ぇ ー經の 中、 肝 耍の所 を 見得て 可なる ベ く^か 

返 害 略、 始 より 終まで 句 * 皆 解 せんとす る は、 書 を 解す るに て^へば 、七 一 

を勞 して 受 用の 本意に あらす：^。 叉耍を 得たり と 思 ひて、 他を跺 かにす る 一 


言語に は 言外に ふくむ 所 多 御座 候。 無 極の 

理の休 也。 其 含 所 は 言語の 及 所に あらす ゆ 

へ は、 我と 經書を 見て 聖人の 心 をく み 申 ゆ。 

則 聖人に 御 目に か- - るか CJ  く 成 事 御座 ゆ。 

其 心に は 傑き あり、 淺き あり、 其 品い ひ盡 

しかたく： S へ とも、 如何 樣に書 をみ る 人 は 

後 まても 學に おこたりなく ：s。 た乂に 物語 

にて 心 術の み 聞： § 人 は、 一旦 はす、 み ゆへ 

とも、 言外の 理を 不知： g へ は、 心なら す 年 

を經 てた ゆむ ものに て 御座 候。 中 人 以上の 

人 は 少心傳 を 聞て は-やかて 天地 を師 とし、 

造化に を ひて 學所 ある は 書に も不 及、 道 を 

It^ に 入 ゆ 也。 中 人 以上 にても 書 をよ みた 

る はかりに て、 心 傳を不 聞 人 は、 聖學に 入 

かたく ゆ。 上 知 は 心 傳を不 聞して 書 を 見て 

もす くに 德を 知^ 也。 故に ^ 德の 幸福 あ 

る 人 は、 次第 を 歷て德 を 知 も 御座 ゆ。 尤此 

人 は 書に よって 聖人に I- 面 仕 候。 書 を 御よ 

集義 和書 卷第 111 


も 弊 あり。 情 性 を吟- 詠し、 道 德を涵 —養す る こと は、 詩の みに あらす ^0 

道理 本 行 は 我心な り。 經傳は 我心の 道理 を 解した る ものな り。 經傳 をよ み 

得て 悅ぶ もの は、 我心の 道理 を 見得 たれば なり。 我心の 道理 は 無窮な り。 

書中の 一章 を肝耍 として 止る ベから す。 又甚 解す ベから す。 甚解 する 時 は 

書 を 本 行と して、 我心 を 失 ふの 幣 あり。 吾心の 位と 學術 のす、 むと にした 

が ひて、 受 用の 耍と思 ふ 所 は、 時に よりか はりある ものに^。 故に 時に 我 

心に 受 用の 耍を 得ば よきな り。 廣 くわたり て 道德を 涵養し、 日 新の 功 を 積 

て、 氣 質を變 化し 給 ふべ し 

2 再 書 略、 廣 くわた り^と は、 いか 程の 書を讀 てよ く^ゃ 

一 〔cl、 此 一 字 前 S 再 書 S 上に あるべく や〕 返書 略、 予が廣 くと 申 i; は、 無 極の 理に 

体して、 心 を これの みとと めざる を 申： ^0 古へ 書の すくな かりし 時に、 

却て § ネ賢多 し。 經傳は 貴殿の 心 次第に 孝 經大學 中庸 にても たりぬべし。 論 

語 孟子 にても 足ぬべし。 五經 にても たりぬべし。 其 中 十が 七 八まで も 解し 

淺す とも 妨 なく ^0. 耍は書 中に あらす。 我心に あり。 .K 意 を 得 時 は 天下 疑 

ひなし。 何ぞ 書の 文義を 事と し： S はんや 
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みト はても 人の 主人と して は 仁君と いは 

れ、 人の 臣 として は 忠臣と なり、 いつれ に 

よき 士 とい はれて 善人の 品に 入 ゆ ほとの 事 

はなり 申へ く； §。 かなら す 名 を 後世に あく 

お 來書 略、 古のお 者と 今の 儒者と 異成事 

御座" や 

返 略、 夫 簾 は 古の 官の名 也。 初て 周官に 

出た るか 鄉里 にして 人に 敎 るに 道藝を 以て 

する もの を 儒と いへ り。 其& 儒官 史官 相 通 

たる か、 史儒 ともい ひしと みえたり。 博識 

をお て 業 を 立たり， 道德 なけれ とも、 博學 

なれ は 用 を 達す。 論語に 小人の 儒 君子の 儒 

と ある 所 を 見れ は、 儒 は文舉 する 者の 稱の 

£ し。 大体に した かふ 者 を 大人と すれ は、 

文學 して 道德 をた すくる もの は 君子の 儒な 

り。 小 体に した かふ 者 を 小人と すれ は、 文 

學 して 產 業と する 者 は 小人の 儒 也。 今時 儒 
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^ 一  来書 略， 道本大 なり。 何ぞ 大道と 稱 しれ や  、 

返書 略、 世の 道 をい ふ 者す こしきな り。 故に 大道の 名 あり。 大道と は 大同 

なり。 俗と 共に 進むべし。 獨拔 すべから す。 衆と 共に 行 ふべ し。 獨 異なる 

ベから す。 他人 惡事 をな さば、 己の みせざる にて よし、 人 をと がめ そしる 

ベから す。 善の 行 ふべき こと あらば、 己 一 人な すべし。 人に せむ ベ からす。 

三軍の 將の 士卒と 共に かけひきして、 獨 夫の 勇 を 用 ひざる がごと し。 衆の 

したが ふべき 氣を 見て は、 さきだち てす i むる *i あり。 已氣カ ありと も 人 

のした が ひがたき 事 はなさす。 世の 道學の 小道なる ことい はすして しりぬ 

べし 

來書 略す 

返書 略す 

^ 一  器に 水 を 十分 入て 持す るた とへの 事、 人心の 危を 知て いかりに うつら 

す、 欲に 落 いらす。 本心の 靈明 を不失 事、 右の ごとく にれ は义、 よき 受用 

たるべく^。 しかれ ども 大事と 思 ふ 念 を 常に？^ する にて はなく^。 常に 心 

とすれば， 善ながら 本心の 靈明 をふさぎ^。 主意 眞 K に 立^へば、 常 は 無心 


者と いふ もの はお ほく は 小人の 儒 也。 博學 

にして 祿を うけ、 國 郡の 主の 用 を 達すれ は 

又史 のとし。 是 故に 天性 文 學に器 M もの、 

史^と 成て 祿を うくる CJ はくる しから さる 

也。 己 を 知 もの は 明 也。 今の 儒者 は 己を不 

知 か、 しれと も 勝 心の ためにお ほ はる- <  か、 

君子^.入の儒を明言せさるにゃ、 儒者の 行 

はかくい やしき かとい へ は、 道德の 罪人 也。 

道 藝とは 何 を かいふ や、 禮樂 弓馬 書 數の六 

藝也。 古 は 此六藝 に 長せ る 者 を 撰て、 儒官 

に をいて 人に 敎 しめ、 士君子 を 助し めたり。 

曾 子 曰、 蘧 のと は 有司 存 せりと。 曰 本の 

儒者と いふ もの はべ 藝を もしら す、 た X 文 

學に 長して 故事 をお ほ ゆるの み 也。 しかれ 

とも 此 一色 は 重し >  士君子の 人情 時 變をか 

んか へて、 國 家の 政道 をと るへ きと こ、 に 

あり。 みっから をる へき 位に をり、 受 へき 

祿を うけ、 己が ために 道 をい ひ、 みたら す 
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にて、 事 あれば かなら す 用ら れ^。 天下 生 を 好まぬ 者はなく^。 身 を 大事 

に 存^ 主意 まことに^ 故に、 其念盧 はと めす^へ ども、 あやうき 所に の 

ぞ みて は、 かなら す 愼みゅ 

一 事物に うたが ひ ある 時、 心 を盡し 工夫 被 1《^ へば、 自得の 悅 御座 ゆ 由、 

人の 生 付 種々^ へ ば、 さ 様に て 心の 煩に もなら す、 氣 のと r こほり もな く、 

益 を御覺 え^は 不苦 ゆ。 拙者 若き 時 田舎に 獨學 いたし、 聖言を i 仝に 覺ぇ、 

山野 歩行の 時 も 心に 思 ひ、 口に 吟じ： S へば、 意味の 通じが たき も ふと 道理 

うかみ よろこばしく： S き。 左様の 事に て ゆや。 た に 事物の 不審に 心 をつ 

くさる 、事 はいか と 存^ 

^ 一  心 上意 欲の 妄を はら ひ^ 事、 當然の 工夫に ては^へ ども、 それば かり 

にて 凡 根の 亡び： S 事 はなく：^。 意欲の 妄は皆 凡 心に 付 たるま どひに て^。 

凡 心 は 意 念 私欲の 泉 源に て^。 其 本 をた \す して、 末ば かりお さめて は 終 

に 功な きと 申 事に て^。 我 を 他人に して 我人 がらの 位い かむ と 見^へば、 

心 上の 受用は 大方よ きも、 全体の 人 がら 小人な. る 者 多く^。 此凡位 をまぬ 

がれて、 人 がら 君子の 心地に 近く^へ ば、 凡 根より 出る 意妄 はわ すれた る 
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して 士君子の 才を なし、 道 を 達せ は、 古の 

師儒なら む。 むかし 州の 亞相公 ある s- 

の 儒者に 向て、 なん ぢは 儒者 かと 間 給へ は、 

ものよ み 坊主に て： S とこた へき。 儒者と 答 

ばい ひつめ むと おほした る氣色 をみ て、 か 

しこく ありてい をのへ しとい へり。 ま とに 

妙薛踪 以後の 儒者 ははな はたく たれり。 實 

は あき 人の いやしき 心根 ありて、 外に は聖 

經の威 を かりた かふれ は、 人のに くめる も 

と はり 也。 人の あしく いひな すに あらす、 

みっから 己 をい やしく せり。 心た にい やし 

からす は、 身 はへ りくたり て、 ものよ み坊 

主に かくる V とも また 可也。 日本 にても 近 

比 まて 儒者 は 公家に ありて 官 にっきた ると 

開え たり。 才德 あれ は髙 位に もの ほりたり * 

お ほく はもろ こしの 師儒の £ く史の とし。 

文 之 妙 ー器院 出家より すくに 儒者と 成 たれ 

は 、公家に もな りかた く、 武家に もな さ乂れ 
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がごと く、 ひとりな く 成 ものに て^。 それより 前 は、 身の あつ 火 を はら ふ 

と 申 ことわざの ごとく、 心 上に うかみ i ；。 意妄は 先し りぞくる にて^。 惑 

とけ 心の 位の ぼり、 凡 情 を はなれ、 君子の 地位に 至り^ を 入 德と申 候 

IJCS 一  初學 より 德のカ は 及が たからん との 事尤 に存卟 。眞赏 よりお こりて な 

す こと は、 初學 より 德の 力に て^。 眞赏は 明かなる 所より 生じ：^。 町人 は 

武士より は 臆病なる 者と 申^へ ども、 利を見^Jと明かに、 好む 心眞實 に：^ 

へば、 風波 をし のぎ 遠路 をへ て、 危き難 を かへ りみ すれ 事 は、 武士よりも 

まさり^。 君子 道 を 見 こと 明かに、 德を 好む こと 虞 赏に i; へ ぱ如此 に^。 

それより 前 はさし 當 りて はし ゐ てつと むる 事 もなくて 不叶^ 

孔子 十 有 五より 七十までの 次第の 事、 他の 聖學 をす る 人の 受 用に とりて 申 

^は？、 志 學は道 を 舉び德 に 入 むと志し、 心內に 向て 獨を愼 むにて^。 三 

十に して 立 は、 心 志 堅固に 成て、 文武の 才德 成就した るに て あるべく  ^0 

四十に して まど はざる は、 守り つとむる の 力. S ら すして、 心 を 動かさ る 

の 位 たるべく^。 五十に して 天命 を 知 は、 天道に 順從 し、 運命に 出入して、 

化 を くる 大 蟹の、 む 地 たるべく^。 天 を もうらみ す、 人 を もとが めす。 


は、 かしら は 其 儘に て 武家の 人道のと くし 

て 居られたり。 者の 髮を そる £ は 是 より 

はし まりた ると いへ， り。 醫者 のかみ を そる 

こと も. S 三な と 二三 人出 家より すくに 醫 

師に 成た るか、 これ も 武家の 入道のと くに 

て ありし よりこの かたはし まりた ると 乂ぃ 

へり。 髮を 剃る も 上よりの 命に あらす、 己 

となした る もの 也。 あやまり を 知人 も はし 

く ありと みえ 侍れ は、 また 己と むかしの 

樣 にかみ を をく 樣 にも 成 行なむ。 今 は 刀 さ 

すましき 商人た に、 刀 さして 武士の とくし 

て ありき 侍れ は、 £ に僧醫 の 上下 著て 刀 さ 

k むは 常に か へ りたる にて 御座 ゆ 

來書 略、 三皇 • 五 帝 • 三 王 • 周 公 • 孔 

子 は 同し く 聖人と 承 6。 伏義は 文字 も 敎學 

もな き 時に 出 給 ひて、 初て 畫を なし、 天下 

後世 道舉の 淵源 をな し 給へ り。 しかるに 孔 

子 は 末代 跡 あると を 學ひ給 ひなから、 韋の 
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四時に 應 じて 小袖 かたびら を 用る ごとく、 順逆に 好惡 なき こと 其 中に あり。 

六十に して 耳した がふ は、 大 にして 化するな り。 聖人に 至りた るに て 

是 より は 少の淺 深 未熟 は^へ ども、 生 知の 聖 にか はりはなく^。 孔子の 志 

は、 吾人に あらば 大方 三十に して 立の 心地 たるべく^。 石 針の 南北 を さす 

ごとく、 義理より 外に 他念な きに て^。 立 は 天地人と ならび 立に て^。 不 

惑 は 學士の 天地万物に まど はざる ごとき 事に てはなく^。 賢人の 心 を 不動 

を も 越て、 死生 順逆 一致 に^へば、 富貴 貧賤 夷狄 患難、 入と して 自得せ す 

とい ふ 事な きに て^。 知 天命 は、 知行す るの 知の 意に て、 天命 を 吾 ものと 

するな り。 陰陽 五行 も 我な すなり。 蓮氣も われより 進退すべき 所 御座 ^0 

他の 死生 有 命 富貴 在天 等の 命 を 知に てはなく^。 耳した がふ は 精 微を盡 す 

所 たるべく^。 五十 知 天命まで は、 廣大に 至る 處に て^へば、 言語 を 以て 

解せられ^。 六十 耳順より は 言語 文書の 及と ころに 非す^。 從容 として 道 

にあた る 形 色 は 天性 也。 形 を ふむ の 位 たるべく^。 耳 を 以て 口 鼻 眼 四 体 を 

かね 給 ひ^。 一身の 中に て 神明に 通す る もの は 先 耳な り。 五聲 十二 律の 精 

微を盡 す も 耳に て^。 七十に して 心の 欲する にしたがって のりを えざる 
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三度き る丄迄 朝夕 手 をた、 すして、 いまた 

易 を 得たり とお も ひ 4^ はす。 神 農 は 草根 を 

なめて 初て 践藥 をつ くり 給 ふ。 しかるに 孔 

子 は 末代お 術 あまね き 時に 生れ 給へ とも、 

藥に達せさるの^!^.1ぁゎ。 この £ く大に ちか 

ひたる 位を问 しと はいかなる^ ひや 

返霄 略、 時に て ：！。 孔子 を 伏 If 祌褒の 時に 

をき： S へ は、 易 を 作り £f を はじめ 給 ひ "。 

伏穀祌 4^ を 孔子の 時に へ は、 また 孔子 

の と くにて $ 

W 再 »: 略、 しから は 怫說に 似た る 所 御座 

5。 わさと まう けて 神 通 方便 をな すか Co く 

に：！；。  ^il 々として 迹 なき Co をた に 作り はし 

むる 入の、 又 人に した かって 愚人と ひとし 

く 御 鹿 ゆや 

返書 略、 少も心 はなく ゆ。 三皇の 時に を ひ 

て は 空々 として 迹 なき tj もお こりい。 心の 

感 ある 道理 御 is3;§。 孔子の 時には 迹 ある £ 
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は、 道 s^s 一貫、 義欲 一 致、 天道 無心の 動に 同じき にて あるべく^。  口 を ひ 

ら けば 則と なり、 足 を あぐれば 法と なること 其 中に 御座^ 

^ 1 會子 三省、 初 寧の 時の 事 たるべく^。 如此 人倫 日用に をいて 篤^に 受 

用 ありし 故、 やがて 大賢に 至り 給 へる としら せた る ものに て あるべく： s。 

忠は 己を盡 すなり。 我事に は 誰も 心を盡 しゅ。 人の ために は 十分 不盡 

人我へ だて ある は 仁なら す^ 故に、 仁に 至る の受 用に て^。 朋友 は 眞赏無 

妄の 天道 を 父母と したる 兄弟 なれば， 其 誠 を 思 ひて 相 交る を 信と 申^。 內， 

外 一 なるや、 一 ならざる やと 省る にて i ；。 傳 たる 道理 を受 用せ ざる は學者 

の 病に て i:0 師友に 問學 たる 所 を、 曰 用に こ V ろむ る や、 受用 せざる やと 

省 給 ひ^ 

^ 一  勿 正 はしる し をい そがざる なり。 勿 忘 はお こたらざる なり。 勿 助長 は 

才覺を 用べ からざる なり。 百姓の 農業 を つとむる ごとく、 職人の 職 をつ と 

むる ごとく、 いそがす、 を Xi たらす、 才覺を 用 ひす。 常にな すべき 事 をし 

て、 自得 を 待に て^。 入 德は善 を 行て 積て 德 となる 事に^。 經傅 を兒、 弓 

馬禮 樂を學 び、 自己の 非 をよ くしり、 過 を 聞 こと を悅 び、 h 倫 道 ある 等の 


を もた つね 學 ふ 心の 理御 Ml ゆ。 あがりた る 

世は大 虚を祖 とし、 天地 を 父母と すると 近 

し、 聖人 生れて 其 名殘ら す。 如何と なれ は 

まよ ひな けれ は 明 者 かくれ、 不孝 子な けれ 

は 孝子 をお とろ かす、 不臣な けれ は 忠臣し 

られ す。 政 刑な くして 大道 行 はれ、 敎學な 

くして 人皆德 あり。 後世に いたりて 性情 わ 

かち 物欲な りぬ、 人 初て まと ひ あり。 此時 

に 當て伏 義氏出 給 ふ 。惻 然として 感慨 あり、 

敎 なきと あた はす。 時に 天道 龍馬 を 命して 

文 を 以其志 を r?. 給へ り。 書 畫敎學 の はじめ 

也。 伏義氏 以前 は 物欲き さ乂 す、 情 性に 合 

する 故に、 人に 病疾 なし。 後世 有 欲 多事の 

きさし 出来て このかた 病人 あり、 醫藥の 術、 

耕作の 政な きと あ たはす。 天道 靈草美 種 を 

降して 神 農 氏の 業 を 助 給へ り。 是皆 神聖 廣 

太の 知の 緒餘 也。 時に よって 發 する のみ。 

伏 稷神農 は 春のと し、 周八ム 孔子 は 冬の とし。 


事み な 善 を 行に て^。 不義 をに くみ、 惡を 恥る もの、 吾に ある を 天 眞と申 

^。 これ を 主人公と してな す 事 は、 皆 善に て これ を かなら す 事と する 

MJ ありと 申 候 

^ 一  克己 復禮は 天理 人欲なら び不 立：^。 禮は理 也。 己 は 私 也。 私に 克 たる 

所、 則 天理な り。 則 天下 我心 內 にあり。 尤平 人の 己、 學 者の 己、 賢人の 己、 

高下 淺深 各刖た るべ く  大方 御 書付 の ごとくに て^。 三月 不違仁 の 語 は、 

克己の 後 たるべし。 四時 三月に てうつ り ぬれば、 年中の 事な り。 年中た が 

ふ 事な しとい へど も、 不 遠と^ へばい まだ 力い り^。 化して 聖と成 時 は、 

不 違の 力 も いらす- 無心に して 天理 流行いた し^ 
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其摸樣 はか はりあれ とも， 同し く 天理の 神 

化なる か £ し。 は 無& の理 なれ は、 孔子 

のみに かぎらす、 伏 被と いへ とも S£ たりと 

おも ひ 給 ふと はなき^ 理 にて 御 ゆ 

^ 再み 略、 搏迦は ゑ ひすの 聖人 か、 是も 

時に よつ て する 法なる か 

i,^. 祌§^中行の^3§?にはぁらす、 中^ 

に 來て孔 千に^ ひなば、 よく 聖人と 成へ き 

分址 はあり、 仁心 の^く ra! き 所 あり、 知勇 

も § に備 てみ えたり。 其生國 はす くれて 

愚 に 大に欲 ふかく、 至て 不仁な り。 極熱 

の M 故" 处 せる 肉 を ffi かたし。 生きな から も 

ち ありき て、 切う りに する CJ 也。 仁心 深き 

者是を 制する 方 を しらて は 殺生 戒を なした 

る もよ ぎな きとな り。 日本 は 仁 g 也。 此國 

に 生れたら は、 佛法 をお こさむ の感： まも あ 

る ましく； s。  ^ 鐸： 達磨 を 只 <5 して、 

今の 佛者 ともを 見せな は、 何者と も 合點せ 


二 一〇 

染義 和書 卷 第五 

書簡 之 五 

^ 一  來醤 略、 同姓 を 不娶の 法、 いまだ E 本に をいて 撩な きこと なれば、 い 

とこより は 俗に 隨て不 苦と ゆるし 給れ へど も、 近年 同姓 をい むの 義を 聞^ 

て、 其 =  ぬ を 守る^ 少々 出 來^。 これほどまでの ^儀 を しること も乂 大義 也。 

すこし ひらけた る 知^ をむな しくして、 不 苦と ゆるし 給 はむ こと は ほいな 

きこと 也。 且 いとこ を ゆるさば、 叔母 姪に も をよ びなん。 それより 後は禽 

默に 近くなる べし。 只此 勢に したが ひ 儒 法と して かたく 同姓 をい み、 鱧き 

の 則 を廣く 仕度 俄に^ 

返^ 略、 まことにね がふ 所な hso しかれ ども 此髄を 云 者 は、 贵殿 などした 

しみ 給 ふ 人 十 人 か 1 一十 人 か 。扨 は 格 法の 學者ー 一 三十 人の 外に は 過べ からす。 

ゎづ かに 柑 交る 人 を 以て、 天下の 數 かぎりなき 世俗の 人情 を しらす、 時勢 

をかん がへ すして、 時 至り 勢よ しとお もへ る は 不知な り。 今 天下の 人皆聖 


られ ましく ゆ。 佛祖の 流と 申 S は&、 大に 

歎き かなし ひて、 其 破 却 かきり ある ましく 

ゆ。 我等 は怫 者なら さる ゆへ に、 速 慮お ほ 

く あり やうに もお も ふやう にも 申さす： so 

我. f を戒敎 する 者 はギ； 情 をのべ、 人の子 を 

敎戒 する もの は風諫 する かとくに て ゆ。 釋 

铷達 S に 我等の 佛 をなん する 語 を 聞せ S は 

V. いまた 世情 を はなれす。 道に^ ならさ 

る 故に、 との ほか 物 をの こして、 けっかう 

に 申な したる とて 氣に入 申 ましく ゆ 

^ 來 略 *  a は 世界の 福の 神と 申^ はい 

か i 斑に て 御 鹿， しゃ 

返脊 略、 世の中の 人 殘らず 富れ は& 天地 も 

その ま、 つき 外なん。 なれ はこ そ 五穀 

諸 菜 を 作り、 衣服 を 織 出し、 材木 薪 をき り， 

塩 を やき、 魚 をと り、 諸 色 を あきな ひ 仕 5。 

六月の を もい と はす、 極月の 雪 霜を蹈 

て =£? や 菜 をう り： S と. お： S は 、仕へ くれや。 
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人と 同性 同德 なれ ども、 いまだ 聖人の 學を不 聞、 贲賤 共に 衰世の 俗に 習 ふ 

こと 百 千歳な り。 何 ぞ禮俄 をなら ふに いとま あらん や。 古の 聖人 伏義 氏よ 

りこの かた 相繼 てお XJ り 給 ふ。 其 聞 近き あり 遠き あり。 伏義 より 祌 農に 至 

まで 一 万 七. 千 七 百 八十 七 年、 神 農より 黄 帝まで 五 百 十九 年、 黄 帝^ 熊 氏 在位 

百年な り。 是 まで を 三皇と 号す。 少昊金 天 氏 在位 八十 四 年、 黄 帝の 子な り。 

顓頊商 陽 氏 在位 七十 八 年、 黄 帝の 孫な り。 帝 嚳高辛 氏 少昊の 孫な り。 在位 

七十 年に して 崩す。 子摯位 をつ ぎて 不德 なり。 九 年に して 廢 せらる。 天下 

帝 摯の弟 放勳を 尊て 帝と す。 此帝 (IA なり。 帝 堯陶唐 氏、 在位 一 百 歳な り。 

帝 舜有麋 氏、 在位 四十 八 年な り。 是 まで を 五 帝と 号す。 合せて 三百 八十 九 

年な り。 禹湯武 を 三 王と 号す。 禹 より 湯に 至る まで 四百 三十 九 年な り。 湯 

より 武 王に 至まで 六 百 四十 四 年な り。 伏羲氏 起り 給 ひしょり はじめて 學ぁ 

りと いへ ども、 いまだ 禮儀 法度な し。 神 農 氏繼を こり 給へ ども、 耕作 醫術 

の 民 を 養 ふべき 事 を さきと す。 黄 帝の 時 禮樂の 器 あら はれ、 文章 略 見えた 

りと いへ ども、 いまだ 期 數の定 なし。 五 帝の 時禮儀 法度 大槧 ありと いへ ど 

も、 易簡 にして 行 ひ 易し。 人民の 情に さか はす、 德化 により 善に 勸て 人の 
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農工 商 も 貧より お こりて 世の中た ち 申 ：§• 

た isKH 商の みし かるに あらす、 士 といへ 

ともお を^と して 問 諸 ilSl を 跑み、 .S 達 

し： S 也。 生な から 榮耀 なる もの はお ほく は 

不才 不镲 にして、 國 家の 用に た. -す ：-。 唯 

士農工商の みならす、 國 天下の 大臣 國 郡の 

主と いへ とも-吉凶 の 趙用を そな へ、 

！! S 土 水 孕の をな し、 君に つか ふまつ るの 

^義 なれ は、 富 足と あるへ からす。 上 は 天 

下の 主と いへ とも 來を 薄して 往を 厚し、 天 

1^ の 人民の 生を菱 ひ、 死に 喪して 恨みな か 

ら むと をお ほしめ し、 A 異國の 不意に 備、 

天運の 凶年 飢 |gl を あら かしめ まち 給へ は、 

天 下の 財物のお ほき も、 天下の 人の ために 

御 SK すれ は、 あきたる £ なし。 其 上に 天下 

の 主の 第 一 に 乏しく おほしめ さる、 は、 賢 

才の 人の すくなき 也。 堯舜 もこれ を 褒と被 

成 ひ。 是以 同し く 聖人 なれと も、 孔子 は 人 


1 ニニ 

欲する に 隨て制 法 出来ぬ。 夏 商 を歷て 周に 及び、 文明の 運 極り、 器物 飲食 

大 にたり、 無事 至りて たすべき，. 0 なし。 こ、 に をいて 人情 を 溢れし めざら 

むがた めに、 雜 儀の 防 多く 出来、 數期 こまやか にかたし。 皆 時 所 位に 隨て 

行 ふ ものな り。 今の 時 器物 多く 人 奢れる と は、 頃の 盛 世の ゆたかなる にも 

こえつべし。 しかれ ども 人民の 心の 驢 儀に 習 はざる i は， 伏 藪の 時の ごと 

し。 伏義の 民は體 儀を不 習と いへ ども， 質朴 純 厚に して 情欲う すく 利害な 

し。 今の-^ 情欲 厚く 利害 深き こと 其 習 十 百年に あらす。 根 固く 染 深し。 俄 

に 世俗の 人情 を 抑へ 急に 利害 を 妨げば、 道行る ベから す。 今の 世の 民を敎 

る こと は、 幼少の 者 を 導く がごと し。 童 蒙 は 養て 神 知の 開る を 待べ し。 世 

俗は學 を 先にして 禮儀を 欲する を 待べ し。 三 四 五 歳の 童 は義の 端す こし あ 

ら はれて、 もの はぢ よる 心 あり。 知の 端す こし ひらけて 美惡を わかつ 心 あ 

り。 然れ どもい まだ 義 不義 を 辨 へす、 善惡 是非 をし るに は 及ばす。 六 七八歲 

に 及て 辞 讓の心 生す。 故に 聖人 八 歳に 至る を 待て 小 に 入 給 ふ。 しゅる こ 

となくて 其^ 有と 時と にした がふな り。 五六 百 歳 このかたの 世俗 は、 五六 

^の 童の 時の ごとし。 先學 校の 政 を 以て 是非 善 惡を辨 ふる 知 を ひらきて、 


の師 なれ は、 知 を 明に して 先達し 給 ひ、 堯 

舜は 人の 君 なれ は、 知 をく らまして 天下の 

賢才 を まねき 給へ り。 .J^ は 貧に 生し、 知 は 

謙に 明なる 理を知 袷 はて、 我 §ぉ 滿 した 

れ りと おもへ は、 天下の 才知 皆う つもれぬ。 

空々 として 謙 退 なれ はこ そ 善政 も 起り、 美 

風 も 後世に のこりぬ るに、 下聞 を 恥と し、 

天下の 知 を 不用と き は、 物の 本 は虛靈 なる 

の 道理に あらす、 せば き £ の 至 也。 其 恥に 

あらさる を はちて 恥 心 亡 ひ、 不善の 名 をな 

がす もの 也。 それ 天地の 大 なる 万物 を 造化 

し 出し 拾 ふ 所 は、 大虚 無一物の 理也。 目 は 

五色 を ：1 れて 五色 を辨 へ 、 口 は 五味な くし 

てよ く 五味 を あちは ひ、 耳 は 五 黥な くして 

五 音 をし り、 心 鏡 空々 として 万事に 應 す。 

なし はありの みとて 萬の 物 は 皆な きょり 生 

し； S へ は、 ©は1 の 福 神と いふ 俗語 は、 

ま CJ に 人心の 靈 にて 御座 ゆ 
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恥 をし るの 義を勸 むべ し。 數十年 數百歲 を歷て 後の 君子 を俟 て、 禮儀 をお 

こさし むべき 也。 伏犧祌 農の 德の、 周 公 孔子に 劣れる にあら す。 周 公 孔子 

の 知の 伏犧祌 農に 優れる にあら す。 時と ともに 行 ふなり。 只 時に 中せ ざる 

を を とれり とし、 時に 中す る を まされり とすべし。 三 皇五帝 三 王 周 公 孔子 

共に 時 を 知て、 時に 中す るの 知 は 同じ かるべし。 德は三 皇五帝 をす ぐれた 

りと いふべ し。 天地 ひらけ、 人道 あら はれて、 即時に 行べき 禮 ならば、 何 

ぞ三皇 五 帝 同姓 をめ とらざる の 法 を 立す して 周 を 待べき や。 今の 舉者 時に 

あらざる の禮 をし ゐ つとめて、 人情 時勢に 戻り、 たまく 道のお こるべき 

めぐみ あるに、 實を つとめす して 末 をと り、 っゐに 本末 共に 失 ひなば、 後 

世 かなら す 時 を しらざる の 笑 はれ あらむ か。 よく 幼童 を 養育す る もの は、 

我 童 蒙に 求る にあら す、 童 蒙 我に 求む。 今 十五 以下の 童子 百 餘人を 聚め敎 

る 者 あらむ、 其 中の 秀才 1 1 一人 知覺 はやく ひらけた る ありて、 成人の 法 を 

立む VJ と を 望む とも、 師 たる 者 知 あらば、 ニー 人の ために 大勢の あた は ざ 

る 事 をな すべから す。 知覺 はやき 者に は、 いよく 內に 省み、 實を つとむ 

る こと を 示すべし。 衆 童の ネ長じ 知 ひらけて， もとめ 催す 志 をむ かへ て、 
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g 再^^11略、 しから は堯舜 の 民 も 貧乏 を ま 

ぬかれ 申さす； S や 

返 雷 略， まっしく はあり， 乏しき と はなく 

6。 人々 分 を 安して 願な けれ は、 身 は勞し 

て 心は樂 めり。 堯舜の 民 は 康寧の 福 あると 

は此理 にて 御座 ゆ。 むかし W 夫 あり、 毎日 

北に 向て 禮拜 し、 淸羅 Is ふといへ り。 其 

妻 笑て 曰、 軒に は 夕 かほ か  >- り、 床に は 稿 

の 席 をし き、 身に は あらきぬ のこ を 着て、 

ざこく を 食と す。 夫 は 田 CS に勞 し、 婦は食 

事に いとまな し。 餘カ あれ は妨 綾^ 狂す。 

春より 冬に 至り、 旦 より 夜に をよ ふ、 是を 

清福と いは X 誰か 福な からむ。 夫 か 曰、 是 

皆 賤男賤 女の 事 也。 其 身上ら ふのお ちぶれ 

にも あらす、 本より 賤の 子に して、 しつの 

家に 居、 賤の衣 を 着、 錢の食 を 食し、 賤の 

業 をい となむ は 天理の 常 也。 好事 もな きに 

はしかし、 おも ひかけ ぬ 幸 は 其 願に あらす。 
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大人の 道 を 習 はすべし。 しからば 秀才の 者 も才に ひかれす、 識に 滞らす し 

て、 直の 德 をな すべし。 衆竟 はな を 以て 明かなる より 誠 あるべし。 若秀 

才を 好して、 衆 童の あた はざる MJ をし ゐば、 秀才 は 己が 人に 優れたる に ほ 

こり、 才に はせ 知識に ひかれて、 っゐに 不祥 人と ならむ。 衆 童 は學に 倦み 

道 を 厭て、 學 校の 政の やみな むこと をね がふべ し。 其君師 さり、 其 時 過な 

ば 跡 かたなく ならん か。 今 我 同志の 人々 と 他家の 格 法 者と は 天下の 秀才な 

り。 此 is* の 聖人の 法 を 行 はむ こと を 望む こと は 九 牛が 一毛な り。 天下の 世 

俗 貴賤 はい まだ 聖學の 道理 を だに も不 聞。 况ゃ法 を 行 はむ こと はお も ひも 

よらす。 縱ひ其 中す こし 法に 心 ある 者 ありと も、 彼 百 人の 童 蒙の 中の  一 二 

人に もし かじ。 たと ひ 世俗より 學者 にしゅる とも、 お  1. 者 知 あらば 許容す ベ 

からす。 况ゃ 世俗の 屮 より 願 ふ 者な きを や。 しかの みならす、 世俗の 人い 

まだ 舉を不 聞、 いまだ 法を不 行と いへ ども、 學 者の 道 を 任 するとお も ふ も 

のよりも 人 がらよ き 者 あり。 天性の 德の すぐれたる あり。 今の 學者は 物 知 

たるば かりにて、 彼 好 人に は 及べから す。 皋 者 世俗の いまだしらざる 道學 

を荸 び、 いまだ 行 はざる 禮を行 と ありと いへ ども、 數 代の 習の 汚 をも不 


身に 病な く、 家に 災 なし。 達者に して 暇な 

き は淸扃 にあら す やと 人い へ ると あり、 流 

水 は 常に 生て、 たまり 水 は 程なく 死ぬ。 柱 

に は 虫 入、 鋤の 柄に は 虫 入らす。 俗 樂の遊 

は f« またした かふ。 水く さり 柱む しく ふの 

苦 ほと なけれ は、 美味 あれと も 彼 田夫の 麁 

飯に も をと り、 輕く暖 なる 衣 あれと も、 寒 を 

いたむ &賤 のぬ のこに を とれり。 お ほく は 

病苦に たへ す、 或は 夭死す。 よく 思 は&願 

へからす。 人 は 動物 也。 上天 子より 下士 民 

に 至 まて 無 逸 をつ とめと する は 人の 道 也" 

むかし 許 由 は 賢人 也。 其 身 は * 夫に して 彼 

に 同し。 堯の 天下 を辭 して 耳 を 洗し は 其 心 

のた のし ひ 四海の 富貴に こへ たり。 德 なき 

の 富贵は 浮る 雲の とし。 天爵 は 万歳 尊し。 

亦 人 い へ る 事 あり、 柴射は 中 國の主 なれば、 

四海の 拿 位 也 。其 富 天地の 間になら びな し。 

顫子は 無位 無官に して 衣 や ふれ 食た えく 
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洗、 利害 を だに も 免れざる あり。 意氣^ 高く して、 世俗 を 見下す といへ ど 

も、 實は平 人に も 劣れる こと あり。 毀譽 利害 根深ければ， 格すべき こと あ 

れ ども 至情 を吿 がた し。 世俗み な 良知 良能 あれば、 舉 者の 非 を 見 乙と こま 

やかな り。 心に 竊に 慢り輕 しめらる。 しかの みならす、 時處 位に あはざる 

法 を 持 來て行 はんとす。 天下 千 百年の なら はしに あらす、 神道 王法の 敎に 

あらす、 只 唐 風の ml- 者の 一 流と して、 彼 一 派の 者の ごとくす るの みなり。 

稹 進の 僧 は戒を 持、 禪宗 は坐禪 する がごと し。 世俗と 二に なりて 孤 獨の道 

となりぬ。 異端と 相爭 はむ のみな り。 何の 時に か 道 を 行 はんや。 それ 慈 

父 は 幼童と 共に 戯れ、 不知 不識善 を 導き、 知覺の ひらく るに 隨て、 ともに 

おとなしく 成が ごとし。 聖人 は 俗と 共に あそぶ、 魯 人獵較 すれば 孔子 も 亦 

獵較 す。 衆と ともに 行 ふ を 以て 大道と す。 善なる べき 時 は 衆と ともに 善な 

り。 時 至らざる 時 は、 衆と 共に 愚な り。 故に 學者俗 を 離れす、 道 衆 を 離 

れ す。 德 至り 化 及び、 行 はるべき 時 は 天下と 共に 行 はる。 衆勸て 悖る もの 

なし。 昔 堯舜の 民 はい まだ 三百の 禮儀を 見す、 三千の 威儀 を 行 はすと いへ 

ども、 渾 然として 鱧 儀の 本 全し。 比- 屋可 t 封スの 善人な り。 純 厚朴 素眞實 
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なり、 しかも 一 一一 十に みたす して 天 年 かきり 

あり。 人生の isg 是 よりう すき はなし、 しか 

れ ともこ に 人 あり、 桀衬に 似た ると い へ 

は阪 立ぬ。 錄きと 天子たり、 富 四海の 内 を 

たもてり つか \ る 至極の 人に 似た ると 云て、 

腹 立 もの は、 人々 le- を 恥 善 を 好む の 良心 あ 

れは也 C こ V に 人 あり、 顔 子に 似た ると い 

へ は、 中心 悅ぶ といへ とも、 はぢを それて 

謙 退す。 天子 諸侯の 富贵 といへ とも、 其 言 

葉に あたりが たし。 人爵 は 其 代 はかりに し 

て、 通の 露のと し。 §のとこしなへ^^尊 

に はなら ふへから す。 人爵に は 命 分 あり、 

願 ふへから す。 天爵に は&數 なし、 心の 位 

なれ はふせ く 者な し。 心の たのし ひ は 菊 も 

のな けれ は、 人 鬼 共に 安し。 吾人た &顏子 

の 徒と ならむ CJ をね かふへ し。 桀衬か 徒た 

らん CJ をね かふ へ からす 

n 来書 略、 先度 承， i -、 山に 草木 蕃り ぬれ 
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無妄の 風俗な り。 周の 禮儀備 りし 時の 十お よく 及ぶ こと あた はす。 周何ぞ 

上古の 至 治 をね が は ざらん や。 時文 明に 德衰 へたれば やむ こと を 得ざる の 

義 なり。 堯舜周 公共に 大聖 人な り。 みな 時な り。 然れ ども 今の 人堯 舜を學 

て不 及と も、 誠に 近き 風俗なら む。 周 を 學て不 及 は、 輕薄 無實の 人と なる 

べし。 孟子 曰、 堯 舜を師 として あやまてる 者 は あら じ。 其う へ 今の 學者周 

の 同姓 を 忌の 法 を 行と いへ ども、 全く 周の 法に も 叶 はす。 如何と なれば、 

尊 氏の 代の 末より 織 田家 豐臣 家に 及て、 百餘歲 このかた 天下の 武士の 姓氏 

紛れて しられす。 たまく 系圖 をな すと い へど も、 證據 なく 傳 なくして、 文 

字に 依て 彼は此 ならん とい へる ばかりな り。 戰圃 久し かりし より 今に 至て 

數 代の 間に 大形 系圆を 失へ り。 又 姓氏な き 者 は 心々 の 氏 を 名のり、 姓氏 あ 

る^も 我 好ましき 氏に かへ ぬれば、 同氏 とても 同姓に あらす。 天下 氏系傳 

て糙 なる は 千 人の 内 緣に十 人なる べし。 それ だに 中間 娘の 孫 を 養子と し、 

妹の 子 を 跡に 立れば、 いつの ほどに か 他姓と なりぬ。 十 人の 中に も 七 八 人 

は^なら す。 公家 は 昔より 動き 給 はで 糙 なる 様 なれ ども、 これ も 藤氏の 家 

に 源氏 を 養子に し 給 ふ どく なれば また 糙 ならす。 目の あたり しられた る 同 


は、 に はか 水の s もな く， 且 草木に 水 を ふ 

くみて、 十日 も 4=：11 もした- 1 り あり。 河水 

もと ほしから すと 仰ら れ ゆと を 老農に かた 

り： S へ は， 似合し きたと へ を 申 ひ。 禿の か 

しらに 水 を かけた ると、 坊主の かしらに 水 

を かけた るかと くにて 御座： S と、 至極の 儀 

と感申 ゆ。 大河と いふ も 方々 の， 谷々 のした 

k り 落 合 積て 末に 大を なせり。 芳野川 その 

水上 を？ t れは むくら の， 萩の 下露と 承 ゆ。 

しかれ は 山 澤氣を 通して， 神化の なす 所と 

もさた かに 存 知られす ひ、 いか k 

返書 略、 我山賤 にきけ り。 大和 國芳野 河、 

紀伊國 熊 野 川、 勢國宮 川、 此三 河の 水上 

を大 一？^ か 原と 云。 ： 一一 國晴夭 白ョの は此原 

も 晴天 也。 三國 のうち 少 うす ft 花く もりな 

と 云 ほと にても、 此 原の 雲雨甚 し。 他より 

望見れ は 雲の 山上 を まく かとく、 霧の 深 谷 

に簇 るか とし。 其 上に 登る S: は、 登つ くさ 


\4 ^の 中 を 以て. 同姓と 名 付て 忌 こと を すれ ども、 周 以前の & 服の 忌に も 及ば 

す。 今の 勢に て は 立が たし。 立ざる を 以て 百が 一 一 一 を 用て、 同姓め とらす 

と 過言す。 實は 如何と もす る ことなくして、 時 所に したが ふなり。 迎も全 

く 用ら れ すして、 時 所に したが はんとな らば、 何 ぞ時所 位の 中を擇 ばざる 

や。 何ぞ 全から ざるの 法 を 以て、 衆に 悸り 大同の 道の 行 はれん とする めぐ 

みを妨 ぐる や。 それ 禮法 は漸を 以てお こる ものな り。 其 聞し ゆる もの あれ 

ば、 かなら す 大道 を 害す。 伏 犧神農 黄 帝の 大聖、 忌 給 は ざり しこと を 忌て な 

さしめ す。 三皇の 神聖い まだ 行 給 は ざり しこと を 行 ひ、 これより 後 は此法 

に 背く を 以て 不義 無禮 とすと い へば、 先聖 を 非と する がごと し。 謹まざる 

ベ けんや。 然れ ども 人情 時變 によって 時の しからし むる なれば、 古に 違 ふ 

にあら す。 今の 時人 情 進ます、 時變 いまだ 至らす。 何 を 以て か伏犧 神農黃 

帝 堯舜禹 を 非と して、 周を是 とせん や。 先にい ふごと く 周 法 を 行 はむ と 欲 

すと も、 迚も 行 はれざる 所 あり。 是 より 後 賢 君 相繼て 出世し 給 は マ、 姓 を 

賜り 族 を^ち 袷 ふべ し。 數代 をへ て 時 至らば、 五 服の 忌を定 あ、 服の か. - 

る 分は娶 ざる 様になるべし。 これ 則 周 以前の 列聖の 古法な り。 それ だに 漸 


&義 和書 卷第 111 


卷 第五 


蕃山仝 集 第一 册 

>- るに 身の ぬる、 と 大雨に もまされり。 國 

は 天氣唷 ても此 原に は！； J 雨の 氣 1^ はれす、 

その 廣さ方 一 里 はかり 也。 雨 ふらされ とも 

两 風に は宮 川の 水 を まし、 北風に は 熊 野 川 

の 水 を まし、 東風に は吉野 河の 水 をます、 

さした る 分に て はふせ かれす。 空より 降 

にあら す， 只 原 上に みち、 水氣 風に よ 

こきれ り。 白日の 時と いへ とも、 其 IT た ゆ 

ると なし。 これ その 蘀の や、 はぎの 下露と 

いふ もの 也。 山渾氣 を 通す るの 至 也。 其 外 

高山 深 澤名嶺 に は 私 雨と 云 もの あり、 同し 

理也。 谷 洞より 湧出る 水 も 同し。 醒 井の 水 

の 出る も 同し。 神理 なる を 知す して 迹 によ 

つて 見る か 故にうた が ひお ほし。 水 は髙ょ 

り 出て 下につ く、 人の 口上に あって、 つの 

生す るか ことし。 谷々 の 小水 雨 のした. - 

りおち そふと も 勿論の 儀 也。 しかれと も卅 

日 ほと も 早 時 は、 其 小水 はか はきぬ。 た > - 
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を 以てし かりな 初より しかるに あらす。 天地 ひらけ 1?^ 化に よりて 生れし 人 

は、 天地 を 父母と して 兄弟な り、 男女 ありて 後 父子 あり、 兄弟 あり。 此時 

の 人 兄弟 夫婦と なる がごと し。 しかるに 万物 は明德 なく、 人 は明德 あり。 

父子 親 あり、 君臣 義 あり、 夫婦 別 あり。 故に 父子 槩を 共に せす、 相 交 はら 

t 鳥歡と 異なる の 條理を 本と して、 野- 處 穴-居の 內、 男女^ あるべき 道 

理を しれり。 上古の 聖人 此明覺 の 知に 本 づきて、 兄弟 夫婦と なる ベから ざ 

るの 鱧 法 出来ぬ。 天下 兄弟 相 恥る の 知 明かに、 鱧 普くして 後 伯父 姪 叔母 甥 

も 快から ざる 萠 あり。 其 次の 5^ 人 この 靈明を 本と して、 伯父 姪 叔母 甥、 夫 

婦 となるべからざる の 禮法を 立 給へ り。 兄弟 伯父 甥 は 天 倫の 親み 近く、 長 

幼の 禮深 くして かくの ごとし。 從昆弟 は 他人の 始の ごとし。 長幼の 禮も朋 

友齒 し相讓 がごと し。 故に 上古に は 忌な し。 後世の 人 五 服 を 叙て、 君子 

小人の 澤 五世に して 盡る所 を 見 給へば、 父方 は 再- 從昆- 弟までに 服 あり。 

いよく 一本の 親 を 厚し、 男女 有^の 禮を 明に せんがた めに、 服の ある ま 

では 婚姻 不通の 纏 を 立 給へ り。 母方 はいと この 近き といへ ども、 服な けれ 

ば 本の ごとく 婚姻 をな せり。 姉妹の 子 は 同姓なら すと い へど も、 親近 けれ 


かの 水上の みあり。 其 小水と いへ とも 神氣 

の 生す る 所に あらす とい ふとな し。 た \ 神 

氣 うすけれ は 其 流 も 小 也。 當時國 に 深山 多 

もち 給 ふ 大名 は、 山の 運上 多して 一 旦 はよ 

き やう なれと も、 山 を もち 給 ふ £ は 大事の 

もの 也。 山川 は 天下の 源 也。 山 又 川の 本.^ 

古人の 心 ありて たて S し 山澤を きりあら 

し、 一旦の 利 を 貧る もの は 子孫 亡る と 也。 

國 こそり て かくのと く なれ は、 H 八 下の 本源 

すてに たつに 近し 0 かくて 世 中立 かたし、 天 

地 はい また や ふるへ き 時に も あらされ は、 

乘 除の 理 にて 必す 乱世と なると 也。 亂 世と 

成 ぬれ は 5* 國の 用 兵 粮に難 儀す る £ なれ 

は、 家 の 結構、 堂 寺の 奢 をな すへ き 力な 

し。 其 間に 山々 本の £ くし けり、 川々 昔の 

とく ふかく 成ぬ。 國郡を 持 人事 あるの 時、 

忠節 をと 思 召と は を そし。 何事 そ あるに 至 

て はも はや 取 かへ すへから す。 今日の 治國 
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ば 服 あり • 故に 忌 あり。 再從昆 弟の 外 は 同姓たり とい へど も、 服なければ 一 

婚姻の 忌な し。 是禮ゃ 上古より はこ まやかに して 義備れ り。 末世より は县； 

簡 にして 禮缺 す。 日本に をいて 後世 聖主 賢君繼 おこり 袷 は-、 此禮を 以て 一 

至極と し 給 ふべき か。 今の 時に をいて は、 ， 架 賢の 君 起り 袷 ふと も、 いまだ 一 

此禮を もた て 給 はじ。 同姓 を ゆるさば 親に 及ばむ かとの 遠慮 はげに さも あ 一 

るべき 様に 聞 ゆれ ども、 往古よりの 次第 を 見れば しからす。 曰 本 神代の む 一 

かし は 兄弟 も 夫婦と なり 給 ひき。 後世 文明なる に隨 て、 誰 法 を 立る ともな 一 

く、 鳥獸に 遠ざかる 道理 をし りて、 兄弟 を 忌、 伯父 姪 叔母 甥 をい み 来れり。 一 

今 利 心 深き 者 家財 を 他人に ゅづ らんこと を惜 みて、 弟 を 知 耳と する 者 ある を 一 

ば、 人道に あらす、 禽獸 なりと いみに くめり。 法な く敎 なけれ ども， 人心 一 

の靈 にて 文明の 時 至れば、 漸々 久して かくの ごとし。 先に もい ふごと く， 一 

いとこ は 他人の 交の ごとし。 法い まだ を かれ ざれば、 父方 母方 同じく 相 忌； 

す。 世の中の 風俗た る こと 數 千歳な り。 義に をいて 害 あらす。 上古の 神-一 

だに も 寺 ありて は 忌 給 はす。 法に 泥み て 時 を しらす、 大道 を しらざる 者 は、 一 

大 古の 兄弟 伯父 姪 夫婦たり しを甚 非な りと おも ひて、 其 時の 聖神 をば 信ぜ 一 
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において 如 此大忠 ある 事と 承 及 ゆ 

^ 再 書 略、 古の 人山 川 を 治る 御座 ゆ 哉 

返書 ST 上古に は 地 を 諸侯に 封す といへ と 

も、 名山 大澤を は 封せ す。 いかむ となれ は、 

案 雨 を 起し 材木 を 生し * 琉川を 出し、 天下 

の 用 を 達する 紳 整 あれ は、 一人の 私すへ き 

所に あらす。 故に 杣を入 材木 を 出し、 整 作 

をす る £國 天下の. BJt を はかりて、 つくす 

へから さるつ もり をな せり。 く はしき CJ は 

一 旦の 書簡の 盡す へきに あらされ は、 別に 

しるし 侍り 

n 來辔 略、 無欲の よきと 申と は 誰も 存ゅ 

へと も、 出家の 道心 者な と は ® ^もた てら 

れゅ はんか。 世の中に 交 居 ひて は、 さやう 

に は 成 かたき 事に て 御座 ゆ。 .1$ は あしき 

と存 なから、 人の する £ をせ ね は、 しわき と 

てし かり 申 ゆ。 世間な みに 致 ゆ へ は、 欲 有 

てとりた く はへ もっか まつらて はかな はす 


1 so 

ざらん か 0 百世と いへ ども 同姓 娶ら ざるの 周 人を是 として、 其 時の 聖 g を 

のみ 信ぜん か。 先聖の 後聖に 劣れる にあら す、 太古の 民の 末世の 民より 愚 

なる にあら す、 後聖の 先聖に 優れる-」 あらす、 末世の 民の 太古の 民より 知 

あるに あらす。 それ 法 は 時 を 以て 義 ありて おこれり。 法 を かれて 後に 背く 

は 不義な り。 日本 祌代王 代 武家の 代つ ゐに 同姓 を 忌の 法な し。 法なければ 

いとこ をめ とりて 不義と いふべき 樣 なし。 後世 法 を かれば 再 從昆弟 を娶る 

も 不義なら む。 法な けれども. S とこより 近き は 天理 人情と もに 忌 出来る は 

無法の 法な り。 文明の 時の 人心に 通じてし からしむ るな り。 上代 は德 厚し 

て 文い まだ 開けす。 末代 は德 おとろ へて 文明な り。 此病 あれば この 德 ある 

なり。 上古の 人 は 偽な く 利害な し。 君子た る 人 は 至-誠 純-厚な り。 小人た 

る 者 は 質-直 朴-素 也。 後世の 人の 疑 ふ 所 は 法い まだな かりし ばかりな り。 

其 代の 非に あらす、 其 民の 罪に あらす。 今の 學者 利害 深く 僞を だに もまぬ 

がれす。 古の 常人に も 及べから す。 末代の 君子た る 人 は 驕奢 利欲な り。 小 

人た る 者 は 姦しく して 相 凌ぎ 相 諛 て 相 偽れり。 いまだ 法 を 立る にいと ま 

あらす。 况ゃ法 は 道より 出る といへ ども 道に あらざる を や。 今の 時に 當て 


如何 仕へ き £ に 御座い や 

返書 略、 贵殺 無欲 を 何と 心？ おて 被 仰 ゆや。 

天理 をと めて 人欲と し、 人欲 をと めて 天理 

とする の あやまり あるへ きと 存！ s。 物を蓄 

てっか はぬ を 欲と し、 蓄へ すして 有 次第に 

つか ひ、 なけれ は 童 幼の 手き りたる 樣 にし 

て 居る を «^ と 思 召 ゆや。 其 ふたつ はし は 

きと やくたい なしと にて ：s。 亦 人の すると 

をせ ね は あしく 申と 仰ら れ ：-。 數奇 者に は 

茶の湯 をして 見せ、 謠す きに はうた ひの 菌 

をし、 馬す きと は 馬 あっか ひ をして、 御 傍 

輩の 人々 と 一 へん わたり 給 ひ； S や、 さ漾に 

仕^ 人 は ある ましく ゆ。 若き 內に藝 を 稽古 

する に は、 其師の 所へ 行、 此方へ 招きな と 

して、 一色つ V き はむ るに て 5。 今時 はさ 

樣に する 入々 もまれに 5。 た. -我ぁ ひ 口と 

ち 五 人 七 人う ちょり く 往来して かたられ 

Js。 其 五 七 人の 内、 弓に すきて 弓 を もて あ 


大道 をお こさん もの は學 校の 政 を 先にして、 人々 同 有の 道德 をし らしめ， 

道理 を辨 へしむべし。 法 は 望む 人 ありと も 抑て いまだ 出す ベから す。 誠に 

專 にして 無欲に 至ら しむべし。 禮文 法度 はお こり やすき ものな り。 抑留と 

も 後世 必す備 るべ し。 立が たきもの は 誠な り。 至りが たきもの は 無欲な り。 

たと ひ 周法大 かた 行 はる- -と いふと も、 驕吝相 交て 欲 あり、 多事 博 文に し 

て 誠な くば 周 公 孔子 何ぞ これに 與し給 はんや 
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そ はる  >, も あり、 錢 太刀 鐵炮 馬、 おも ひく 

に ：5。 拉は謠 か 茶の 攝か酒 か 哥か禪 畢か人 

どか、 それより くだれる は樣々 のい やしき 

とも 奢 も ありと みえ 申 ゆ。 大身 は 大勢 も 寄 

合、 小身 は Ml^ もな く、 人 遣 もな けれ は、 

五 人 七 人に 過へから す ゆ。 其 中間の 人し は 

きと か、 きょうと か 名 を 付い へ は、 かけ か 

ま はぬ の 人 も 聞傳て 申に てれ。 互に 一 

かまへ くに g へ は、 一 へんに わたると 云 

£ はなく！ §。 こ、 に 三 綱 五^の道 を修 て， 

其 身の 作法 正しく、 家內の 男女 をよ くお さ 

め、 人馬 軍役に 應 してた しなみ、 知行の 百 

姓 を も、 つよから す ゆるから す. s く 立へ 

き樣 にし、 ひろき CJ すくれ たる £は なくと 

も、 文武の 藝 にも くらから す、 世間の 奢に 

を どり あはす、 i 知 音相番 のかた くと 

交り を か、 す。 屋 作を輕 くし、 衣服 を儉約 

にし， 諸道 具 を はぶき 飲食 をう すくし， 费 


を やめて 有 餘を存 し、 I, 重 曰のお ちめ を 

すく ひ、 家人 百姓 を あはれ み、 晝夜 文武の 

務に 暇な く、 世上の 品々 の あそ ひ は 不知 か 

Co く、 忘れた るが とくなる 人 あら は、 世 中 

に は 正 人 あり、 類 を 以来り ともな ふへ し。 

用 を も 節せず、 不時の 備を もせす、 わさと 

たく はへ ぬ樣 にし、 仁に も義 にも あらす し 

て、 つくりてむ さとつ かひ 施す を 無欲と 申 

！ S はんや。 それ は 名 根より 生して 欲心の い 

ひわけ にこ しらへ たる もの 也。 欲心 ある 故 

に 人の きたなき とい はむかと て、 きょうだ 

て をす るに て：， „;。 眞實 無欲の 人に は、 きょ 

う もな きものに 6。 眞實に ii^ なれば、 人 

かし はきと 云む かとの 氣遣 もな く： s。 故に 

心 もっかす、 家屋の 美 を 好され は、 をのつ 

から 儉約 にして、 衣 i 道具 飲食の 好な け 

れは、 自然と 輕し。 f 無心の 儉約 なれ は、 

我も勞 せす 人 もと かめす、 淡 淸の好 人と い 

…； 8siL.il  tr. 


nu 寂然 不動 ノ象也 〇ハ 流行 活動 ノ象也 ロハ 理 ヲ圜シ 0 ハ 氣ヲ圆 ス。 

太虚 ハ理氣 ノミ。 天道 ハ 至誠 無 息 也。 故 一一 誠字ヲ 中- 1 書ス。 誠ハ天 之道ナ 

レバ 也。 其 中 ヲノヅ カラ 元 亨利貞 ノ條理 ァリ。 是 ヲ天ノ 四德ト 云。 四德モ 

ト 一理-一 シテ無 方 ノ种ナ レ开、 天地 開ケ 形象 ァラハ レテ 後木ハ 東方 一一 位ス。 

木氣ノ 神ヲ元 トス。 故 一一 左 一一 書ス。 火ハ 南方-一位 ス。 火氣ノ 神ヲ亨 トス。 

故-一前 n 書ス。 金ハ 西方 一一 位ス。 金氣ノ 神ヲ利 トス。 故 一一 右-一書 ス。 水ハ 

北方-一位 ス。 水氣ノ 神ヲ貞 トス。 故- 1 背 一一 書ス。 元理感 ジ木氣 流行 シテ万 

物 生 ズルヲ 春 トス。 亨理感 ジ火氣 流行 シテ 万物 長 ズルヲ 夏 トス。 利 理感ジ 

金氣 流行 シテ 万物 权 マル ヲ秋 トス。 贞理感 ジ水氣 流行 シテ萬 物藏ル 、ヲ冬 

トス。 上ハ 中央-一位 ス。 土氣ノ 祌ヲ誠 トス。 シ カレ ドモ 土用 ハ 四季-一 應ズ 

ルガ 故 一一 四隅-一書 ス。 相 生 ズルノ 序 ハ木火 土 金 水 ナリ。 火ハ土 ノ母ナ レバ、 

土 ハ未申 ヲ盛位 トス。 是 天地 鬼祌ノ 造化 ヲナシ テ無盡 藏ナル 道理 ナリ 
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ふへ き 也。 贵殿は $ を たしな まば 身上 成 

まじ。 しから は 世 中の 務も 如何と 思 召 ：5 へ 

とも、 無欲 なれ は 身代 もつ き、 世 ぽの務 

もよ く 成 事に ゆ。 奢 は 陽の 欲、 し はき は 陰 

の 欲 也。 ¥ 欲 をつ くる は 根の 欲 也。 三と 

もに 大欲 心に て ゆ。 君子の 無欲と いふ は、 

義 にした かひて 私な きとな り。 如 此の 正 

入 あら は、 今の 世 とても あしく は 申 ましく 

たと ひ 無心 得 者 か ありて、 あしく 申せ 

はとて、 かま ひなき と 也。 犬 菹を 我心の 證 

據 人と 可 被 成 ：s。 此 まへ 遠 國の人 愚に 物 か 

たりせられ ゆ。 在所に きどく 成 もの 御座 ゆ。 

知行 五百石の 身上に：^。  I 知 昔に 申樣我 

等 は 下手 故 ひ やらむ、 公役 軍役 をつ とめ、 

人馬 を 持、 奉公 を 仕 ゆへ は、 漸車 たり ゆ。 

相番 中外む きの 交り はか V れ 申さす ゆ。 其 

上に i 知 昔 中、 折節の 振舞 を もして あそ 

ひ^"へは、 其 分 不足に ゆ。 左 外へ は 町人の 
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惟 此無極 ノ理- ー五ノ 精妙 合シ テ人ト ナリ、 明德 ソナハ ル。 是 ヲ性ト 云。 性 

中 ヲノヅ カラ 仁義 禮智信 ノ條理 ァリ。 天 ノ元ノ 人 一一 アル ヲ仁ト 云。 天ノ亨 

ノ 人-アル ヲ禮ト 云。 天 ノ利ノ 人 一一 アル ヲ義ト 云 。天 ノ貞ノ 人  一一 了 ルヲ智 

ト云。 天ノ 至誠 無 息 ノ露ノ 人-一 アル ヲ信ト 云。 タト へ バ同ジ 水 ノ流ナ レ >Ji、 

所 一一 ヨリ テ川ノ 名ノカ ハルガ 如シ。 仁義 i 智信ハ 天-通 未— ノ中 也。 故- 


物 を か、 りて やらぬ 樣に成 申 5。 しかれ は 

親類 知 音 中 あ ひ、 かたり をい ひて、 町人 

の 物 を 取て 飲食す るに て w。  $ か あての 

みに 近く 5。 親類 知 音の 心安 は， かやう の 

CJ をもう ちとけ いひて、 遠慮 ある ましき £ 

に 6。 各 は 上手に て有餘 あら は 振舞 15. 被 成 

ゆ。 何方へ も參 へく 5。 此事 にても 來か. - 

りの 常住 か 催して 寄 合 ひ は&、 なら 茶 は 可 

仕 ゆ。 各 も 長 牛 流なら は 御 無用に！ g。 我等 

の 流に 可 被 成： § とて、 謹 知 昔 中 用 ありて 

來 るか 物 かたりな として、 時分 まて ゐ か- - 

れば、 平生の 麁食を 振 適 催して、 寄 合 時 も 

なら 茶 かゆ、 ざう すいの 外 は不仕 ひ。 見事 

成 親類 知 音の あ ひさつと て， 心 ある 者は感 

申と かたり： S き 

M 來霄 略、 拙者せ かれ 御存知の"」 く、 う 

つけに て はなく ゆへ 共、 世間の 習に 人て 氣 

隨我 ま、 にして、 道 德を不 好、 諸藝も 根に 

集義 和書 卷第 三 


□ 一一  書ス、 喜 怒哀樂 ハ 氣ノ 靈，. 覺 ナ"。 故-一？ 一書 ス。 惻— 隱羞— 悪 辞- 讓 

是— 非ハ 仁義 禮智ノ 端ナリ トイ へ >ir 氣 11 感ジ テ螯色 一一 ァラハ ル、 故 一一 0> 一一 

ゲン トク  ブセ イブ.： 

書ス。 仁 ハ天ノ 元德 一一 シ テ 生理 也。 其本體 ハ 無— 聲 無-臭 ナリ ト ィ へ 斥、 感ジ 

テ 天下 ノ コ ト 一一 通ズル トキ ハ慈— 愛惻— 隱ノ 心ト ナル。 天下 國家 慈愛 ナクテ 

ハ 一日 モ立ガ タシ。 是天ノ 元德春 ヲ以テ 万物 ヲ生ズ ルー 一 合ス。 イカ ナル愚 

夫 愚婦モ 赤子 ノ井 1 一入 ン トス ル ヲ見テ ハ甚ィ タミ カナシ メル 心 生ジ、 ハ シ 

リヨ リテ イダ キス クフ モノ 也。 此時  一一 了 タリ テハ 其 赤子 ノ父 一一 ウレ. ンク思 

ハレン トノ心 モナ ク、 スク ハズハ 不仁 ナ ル者ト 人  一一 了シ クイ ハレン ト思フ 

心 モナ ク、 其 父母 ヲ知 不知 ノ辨へ モ ナ シ。 此心ヲ 人 一一 習知タ ル 一一 モア ラズ、 

天機 一一 ゥゴ ィ テ不， 能レ已 1 ミヅ カラ モ 不知 處 ナリ。 故 一一 是ヲ仁 ノ端ト 云 也。 

禮ハ 天理 ノ亨德 一一 シテ、 盛— 大流— 行ノ至 神ナリ トイへ di, 天下 ノコ トー ー感 

ズ ル時ハ 恭— 敬 辞- 讓ノ 心ト ナル。 上下 貴賤 ノ 分定 リ 、位 品 了リ テ相爭 ハズ。 

相 シノガ ズシテ 天下 大平 也。 天下 太平 ナル 時ハ物 ソナハ ル。 天ノ夏 ヲ以テ 

万物 盛 長ナル 一一 合ス。 神明 ノ宮社 一一 近付 トキ ハ 自然 一一 恭敬 ノ心ヲ n リ、 主 

君 ノ位ヲ スグル 時 ハ 、君 ヰ マ サズ トイ へ 敬 心 生ズ。 一 文 不通 ノ賤男 賤女乇 
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不入。 かへ りて 父の 非 を かそへ、 諸； 1: 志の 

非 を 申、 利口に して 其 身の 行跡 あしく、 ま 

との 奢れる 子の 不可 用に て 御座 ゆ。 如何 仕 

てよ く  はんや 

返書 略， 一朝一夕の ゆへ にあら す ゆ。 § 

の 年来 被 成つ けたる？ J にて 御 M:s。 御子 息 

の 罪に あらす s。 惣 して 父と 君と は 心根に 

仁 ありて、 常は嚴 なる かよく； s。 人生 は 水 

火の 二に あらされ は 一 日 も たちかたく ゆ。 

水火の 仁 ほと 大成 事 はなく ゆ へ とも、 火 は 

嚴 なる もの なれ は、 人 を それて 用心 仕： &故 

に、 心と 火に 近付て 死す る もの はなく； s。 

水 は柔成 ものに ：s 故、 人々 心 やす かり 近付 

て 溺死す る 者お ほく： &。 贵樣の 病 はけつ か 

う 過た るに て 御座 ゆ。 結構 過た る は 人の ほ 

むる ものに てよ き やうに 御座 ゆへ 共、 其 門 

に 不孝 子いて、 其 國に不 忠臣いて ゆ。 嚴な 

る 主 親 は 無理 をい ひても、 子 も臣も 怨みぬ 


客ァ レ バ 馳走 シ タキ 心 ァリ。 飲食 菓子 -ー 至 ルマヂ 多 ヲァタ へ 少キヲ トリ、 

ヨキ ヲュヅ リア シキヲ 食 スルノ 事 ァラズ ト云コ トナシ 。故-一 是ヲ禮 ノ端ト 

云。 義ハ 天理 ノ利德 一一 シテ 神武 ノ勇 ァリ。 天下 ノコ トー 一 感ジテ ハ善惡 邪 正 

ヲ斷 i 制ス。 天 ノ秋ヲ 以テ實 ノル 物ハ 成- K シ、 葉ヲ ツル モノ ハ 黄バミ ヲチ、 

虚赏ヮ カル 、一一 合ス。 羞-惡 ノ心ハ 我 一一 惡ァ レバ 耻カ シク 思ヒ、 人-一 不義 

アルト キハ 二 クム 心 生ズ。 此耻ノ 心 深 キ者ハ ョク過 ヲ改メ 善- ゥ ッリ、 緊 

人君 子ノ 地位 一一 モ至リ 县シ。 無畢ノ 野人 トイ へ & 死べ キ所 H テハ 死シ、 主 

君ノ難 一一 當テ ハ命ヲ 力。 ンジ、 名ヲ 後世 一一 ァグル 者 了 ル ハ、 此羞惡 ノ心ァ 

ル故 也。 故-一義 ノ端ト 云。 智ハ 天理 ノ贞德 一一 シテ心 ノ祌明 也。 空々 - トシ テ 

衆 理ヲ妙 一一 ス。 天下 ノ コ ト -ー感 ジテハ 是非 善惡 ノ鑑ト ナル。 天ノ冬 ヲ以テ 

力 クシ、 天 氣淸明 一一 シテ來 歳 春 夏 秋ノ根 トナル 一一 合ス。 智ノ 本体- 1 是非 善 

惡ト云 モノ ァリテ ワカ ツー I 非ズ。 一物 ナ クシ チ虚 神 靈ナル 故 一一、 万事 万 

物ノ 形ァラ ハレ 情ヮ カル 、也。 雜ノ虚 明-一 シテ 一 物ナキ 故-一、 物ノ 形ヲゥ 

ッ スガ 如シ。 鏡 ハ虚明 ナルノ ミー 一 テ神 s ナキ 故-一物 ヲゥッ スバ カリ 也。 

智ハ祌 明 ナル故 一一 能 天下 ノ事 ヲッ カサド リ物ヲ 成 也。 然 鏡 ヨリ 外 一一 5 


ものに て 御座 ひ。 たまく 少の なさけ あり 

て も、 天より 降た る やうに よろこ ひゆ。 け 

つかう 成 主 親 は造理 ありても、 子も臣 もう 

らみ 申"。 いか 程な さけ 恩賞 ありても、 其 

當座 はかりに て _ ^ともお も はぬ ものに て 御 

座 ：5。 親の けっかう 成 は、 その子の そた ち 

あしく、 主君の けっかう なる は、 家中の 風 

俗 あしき ものに ゆ。 水の 仁 は 母のと く、 火 

の 仁 は 父の とし。 责樣 母の 仁に して 御子 息 

あしく 成 給 ひ； s。 今に至てはけしく被成^: 

は乂、 いよく 戾 てよ き. t ある ましく 

國 家の S5 を 取ても、 のとく けっかう 

成 奉行の 下に は、 罪人お ほくて 人 多 死す る 

ものに 5。 又 君子 なれ は 如何程 柔和 にても 

子も臣 もお そる、 ものに 5。 神武の 德 おは 

します 故 也。 水も大 淵の 靑 みかへ りて 底し 

れ さるに は、 を それて ほとりに 立 かたし。 

や はら かなれ とも 大に威 御座 5。 貴樣 今よ 

■ 集義和 S 卷 第三 


ノ 象-ナスべ キ 物ナキ 故-一 古今 タト へ トス ル也。 愁ジテ タトへ ト云 モノ ハ 

一端 ノ 形容 也。 全体 不測 ノ神靈 ハタ トフべ キ樣 ナシ。 鏡-一 扇ナリ It 一物 ゥ 

ッ シ 置テ、 是ヲノ ケザル 時 ハ他ノ 物 ウッラ ズ。 智モ さ々 トメ 一物 ナ キ時ハ 

能 万事 一一 應ズ。 知識 ノ タク ハ へ アルト キハ、 眞知 自然 ノ 照-一 非ズ。 知者 ハ 

無事 ナル 處ヲ行 トテ、 智者 ノ國 天下 ノ政ヲ ナシ、 事ヲ トル ハ易簡 一一 テ何ノ ム 

ッカシ キ事乇 ナク、 水 ノ流ル 、ガ 如ク 也。 知 一一 是非 ハ ナケレ It 物ノ 是非 身 

ノ善 惡ヲヮ カツ モノ ハ 知ナル 故-一、 是非 ノ心ヲ 知 ノ端ト 云 ナリ。 信ハ 至誠 

無 息 ノ 天理 一一 シテ 仁義 禮知 ミナ 信 ァリ。 故 一一 四 端 ミナ 1^1; 實無妄 ナリ。 天道 

一一 元亨利 貞ヲ云 テ誠ヲ 不ヒ百 ガ如シ 。四時 皆 土用 アルガ 如シ。 誠ハ天 ノ道ナ 

リ。 誠 ヲ思フ 、ノ 人ノ道 ナリ。 故 -ー 信ヲ中 一一 書ス。 仁義 禮知モ 無方ノ 祌理ナ 

レ >R ヲ ナジ ク 水火 木金土 ノ祌 ナル故 一一、 天地 ノ 方位-一 配シテ 書ス。 四端モ 

又 四時 II 配シテ 書ス。 喜 怒 哀樂ヲ 四隅 二 書スル モノ ハ天ノ 時-一 カタ ドル。 

喜 ハ春ノ 色 也。 哀ハ 秋ノ聲 也。 樂ハ 夏ノ象 也。 怒 ハ冬ノ 氣也ゥ 喜 ハ愛ヲ 力 

ネ、 哀 ハ懼ヲ カネ、 怒 ハ惡ヲ カネ、 樂 ハ欲ヲ カヌ。 心 正 キ時ハ 七 情 節  一一 了 

タビ 

タル。 故-聖人 ノ喜怒 哀樂ハ 四時 一一 配ス。 文 王 一度 怒リ玉 ヒテ、 天下 ノ民 
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り 火の 仁 は 成 ましく ゆ 間、 水の 仁に してい 

よ/ -德を 御 植可被 成： § 

^ 來書 略、 雷 はお そろし きものに て 御座 

ひ。 何方へ おち； 5 はむ も 難 斗 ひ。 誰もお そ 

る、 は尤 にて ひ。 是も わき まへ なき 故た る 

へく！ S や 

返書 略、 雷聲 をお そる. -者は 悪 氣と惡 人と 

也。 贵殿惡 人なら すして、 惡 人の 徒と § 

ふと は、 まよ ひ ある 故に"。 雷聲は 物の 溜 

滞 を 通す る ものなる 故に、 雷 を 聞て は氣血 

流行し、 相 當の灸 をし、 藥を 服用した るよ 

り も 心地よ きものに ゆ。 いまたなる Co のつ 

よから さる をお しみ： S 也。 たと へ は 盗賊 を 

いましめ のために 夜 廻り を 出し、 仕 番をを 

かれ！ S と は、 常人の ために は悅 にて ひ。 然 

るに 盜賊は 其改を 聞て は 肝 をけ し： §。 た、 

平生 心に 悪 ある 故に、 雷 s» を 聞て おそる. - 

にて ゆ 
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安キ モノ ハ、 夂. フ寒 氣ッ ョ クシ テ、 來歲 豊年 ナ ルガ 如シ。 亦 天ん 合  一 ノ園 

_ー  五倫 ノ 五 典 十義ヲ 書スル モノ ハ、 天 一一 五行 丁 リテ人 一一 五倫 ァリ。 五行 ノ 

祌ハ元 亨利貞 誠 也。 仕 倫 ノ眞ハ 仁義 駿智信 也。 故ュ 父子 ノ親ハ 仁 也。 君臣 

ノ義 ハ则義 也。 夫婦 ノ^ ハ知 ナリ。 長幼 ノ序 ハ權 也。 朋友 ノ信ハ 則 信也リ 

父母 ノ子 ヲ愛シ 養育 シヒト 、ナス ヲ慈ト 云、 子ノ 父母 ヲ 愛敬 シ安ズ ルヲ孝 

ト云、 君ノ 臣ヲァ ハ レミ 各 其 利ヲ利 トシ、 其樂ヲ 樂ミ、 共生 ヲ トグル 樣ー 一政 

敎ヲナ シ玉フ ヲ仁ト 云、 臣下 ノ 身命 ヲ君 一一 奉 リー 一心 ナク 眞實 ヲ盡ス ヲ忠ト 

云、 夫ノ 婦ヲァ ハ レミ、 夫ノ  一 一心 ヲ止テ 安座 スル樣 一一 シ， 能敎へ ミ チビ 

ク ヲ義ト 云、 婦 ノョク 夫-丁 ンタ ガヒ、 地 II  ニノ 天ナキ 如ク、 我 夫ノ外 一一 天 

下 一一 夫 ナキ貞 ノ道ヲ 守リ、 カリ ソメ 一一  モウ シ ログ ラキ 事ナキ ヲ聽ト 云。 兄 

弟ハ天 倫ノ親 一一 テ 同 氣同親 ナ レバ 連 レル枝 ノ如シ 、大 父母 ノ次第 ヲ以テ 年 

長 ゼルダ 一一 位ヒ トシ キ時ハ 長幼 ノ序 ァリ。 况ャ小 父母 ノ兄 第ハ 骨肉 ノ恩ァ 

レバ、 兄ハ父 ユカ ハリテ 弟妹 ヲ敎へ ミチ ビキ愛 養スル ヲ良ト 云、 第 ハ兄ヲ 

父 ノ如ク 思 テ能從 ヒ仕ル ヲ梯ト 云。 朋友 ハ « 實 無妄ノ 天道 ヲ 父母 トシ テ、 

異親 同氣ノ 兄第ナ レバ、 « 實ノ心 ヲ以テ 相 交 ヲ信ノ 道ト云 也。 天 ノ元亨 利 


s 来書 略、 聖人に 夢な しと 申 ゆへ 共、 孔 

聖 周八ム を 夢み るの 語 あり。 兩楹の 間に 祭ら 

る、 の 夢 あり 

返書 略、 た、 世俗に とりて 夢と いへ り、 こ 

れ夢 にあら す。 聖人の 心に は 正 思 あり、 前 

知 あり。 周 八ムを 夢み 給 ふ は 夜の 正 思 也。 兩 

楹に 祭らる、 は 夜の 前 知 也。 今日 吾人と い 

へ とも 聖人に 同し く 夢な き CJ あり。 士 たる 

者 は 常の 產 なけれ とも 常の 心 あり。 盜 をせ 

ざるの 心 は 死に 至 まて 變 せす。 舉問 せされ 

とも、 幼少より 其義を 精く 習 来たる 故 也。 

然る 故に 盜 をした ると 云と も、 盜 をして を 

はれた るな と& ある 夢 も 終に 見す。 是ー は 

聖人と 同し、 間 思 もな く 夢 もな し、 致 知の 

しるし 也。 昔より 物 を 格す の 功也。 下々 の 

盜 をして は あら はれん と を 恐れて せ さる は 

かりにて、 .％ の/? すきもの は 時なら す ほ 

しき 念 慮 も あるへ し。 しから は ゆめにも 盜 


良 ト人ノ 仁義 禮知ト ハ 同体 異名 也。 天ノ 五行 ト人ノ 五倫 ト ハ 同氣 異形 也。 

天地 ハ元亨 利貞/ 理 一一 隨ヒテ 四時 行ハ ル 、時 ハ、 天地 位シ 万物 育ス。 ゾハ 

仁義 禮智ノ 性 一一 シタ ガッテ 五倫 明 カナ ル時 ハ、 家齋リ 〔齊 初〕 國治 iK 下 平 也. - 

父母 ノ子 ヲゥ メル ハ 春生ズ ルガ 如シ。 故 一 一 左 一一 書ス。 兄 第 長幼 相ッ ラナ ル 

ハ 夏長ズ ルガ 如シ。 故 I！ 前 一一 書ス。 君臣 ハ極ヲ 立ルノ 大義 ナリ。 君臣 相 力 

ナツ テ國 治リ 天下 平 也。 天地 ノ 化育 ヲ助テ 物ヲナ セリ。 秋實ノ ルガ 如シ。 

故 一一 右一 一書 ス。 夫婦 ハ 人倫 ノ初ナ リ。 天地 開テ後 男女 ァリ。 男女 ァリテ 後 

夫婦 ァリ。 夫婦 ァリテ 後 父子 ァリ。 兄 第 ァリ。 朋友 ァリ。 君臣 ァリ。 故- 

五倫 皆 夫婦 ノ內 一一 コ モレリ。 天ノ冬 ヲ以テ カク スガ 如シ。 故 一一 背-一書 ス。 

朋友 ハ 五行 一 I 配 シテハ 土 ナリ。 土ハ 定位 ナシ。 故 一一 外 一一 誓ス ルノミ 
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をして を はれな とし、 又とら へられた るな 

と. - ある 夢 もみる へし。 常にお も はぬ £ を 

もみる なれと も、 大方 其 類に れ たると を 

みる 也。 車に 乘て 鼠穴 を 通た ると いふ 夢 は 

みたる ものな しと や 

^ 來書 略、 人の 身の 心中に ある は、 魚の 

水中に あるかと し。 此 心より 此身 生れ、 亦 

身の 主と 成と 承 ゆ。 たと へは享 をつ くる 者 

の、 車 を 作ての るかと し。 然るに 人の 天地 

の 中に ある は、 人の 腹中に 心の あるかと し 

と 仰ら れ； s。 心は內 外な し、 腹中に あると 

1 倔に いふへ からす ゆ 

i 略、 天地人 を 作りて 亦 人を以 主と す、 

其 天の 作 所の 理 すな はち 人の 性 命 也。 人性 

もと 無 極 也 C 天地 を 入て 大 なりと せす。 故 

に 人 は 天地の 德 神明の 舍 ともい へり。 心の 

il の虛中 をのつ から 一 大極 あり。 又 腹中と 

いふ も 害 あらす、 心に^ 外な き Co は 本より 


1 30 


心法ノ  il  一一  □  ノ內 一一 中字ヲ 書スル モノ ハ、 中ハ 天下 ノ 大本 ナ レバナ リ0 

上 一一 無形 無色 無聲 無臭 ヲ書 スル モノ 《未 發ノ 本然 ヲ云 ナリ。 靜虚 無欲 ハ中 

ノ德 ナリ。 寂然 不動- シテ 感ズル モノ ハ中 ノ神理 ナリ。 故-一 皆 □  ノ內 II 

書ス。 神明 ヲ CID ノ 間-一書 スル モノ ハ知 ハ心ノ 神明 ナリ。 モト 寂然 不動 

ノ 理ナリ トイへ X、 五 德ノ中 II 先 感ズル モノ ナリ。 天下 ノ 万事 ヲッ カサド 


の義也 . 

^ 來書 略、 臨終の 一 念と て、 命 終る 時の 

心 t: を 大事と 仕 ゆ は、 さも あるへ きさに 御 

座 6 哉 

返書 略、 細工 は 流々 とやらん 申 ゆ 間、 其理 

こそ 御座！ S はめ。 それ も 造化 を 輪廻と 見て、 

生れ か はるの 見より 生した る tj たるへ く 

ゆ。 緩々 と 死な はこ そ、 其 一念 も可存 ゆへ。 

ふとお も ひかけ ぬ CJ にて、 何のい とま もな 

く 死 ゆ は. <、 何として 成 申へ く ゆや。 其 上 

昼の 心の かけ は 夜の 夢と 成； s。 昼 一 日惡事 

をお も ひ、 惡事 をして ねいり さまに、 善事 を 

おも ひゆと も、 其 心に もな き 作 .10<| ^は、 夜の 

夢と は 成 申 ましく 5。 只 終日の 實事 のかげ 

ならて はさし 申 ましく s。 誰も 晝 夜の 理に 

惑 ひうた かふ もの はなく： so 目 さめて おき、 

ね ふたくて ねいり： s。 何の 心 もな く"。 生 

死 は 終身の 鲞夜 にして、 昼夜 は 今日の 生死 

集義 和書 卷 第三 


リテ、 照 サズト 云事ナ シ。 動 テア ラ ハ レズ、 有無 ノ聞ナ ルガ 故 ナリ。 無聲 

無臭 ノ 本然 一一 ヲィテ ハ手 ヲ下ス べキ樣 ナシ。 聖人 ノ敎ヲ マウ ケ タマ ヒ、 學 

者ノ問 學ヲ好 テ理ヲ 窮メ德 一一 入ノ鬥 ナリ。 故-一心 ノ 神明 ヲ CD ノ 間-書 

シ、 愼獨ヲ 以テ心 法ノ要 トス 0  ノ.^ 一一 和字 及 ビ動直 無 爲遂通 IT 天— 下 之- 

故 一- ヲ 書スル モノ ハ發 シテ節 一一 ァ タル ノ義 ナリ。 寂然 不動 感ズ ルノ 本立テ 

遂通 天下 之 故 也。 靜虚ナ ルガ 故 一一 動 直 ナリ。 無欲 ナ ルガ 故 一一 無爲 ナリ。 無 

爲 ト云テ 何事 ヲ モ ナサ、、、 ルー ーハァ ラズ。 人欲 ノ私 ナク、 天理 一一 シタ ガッテ 

不得 已シテ 應ズル 時ハ、 終日 爲コト ァリテ 乇無爲 ナリ。 同ジ 文字-一 テモ利 

貞 ノ利ト 利欲 ノ利ト 黑白ノ 力 ハリア ルガ 如シ。 天德 一一 ァリテ ハ物 ヲ利ス ル 

故 二道 ナリ、 凡人 ハ己ヲ 利 スル故 一一 欲 ナリ。 夏ノ禹 ノ洪- 水ノ時 一一 ァ タツ 

テ外ニ 八 年 三度 其 門ヲス ギテ入 タマ ハ ザルモ 無爲ノ 至ナリ 〇 ノ下ー 一視 善 

聽善言 善行 善ヲ書 スル モノ ハ、 人ハ 動物 ナリ、 行 ヲ以テ 性ト ス ルノ義 ナリ。 

善ヲ ナサ ♦、 レ パ德 ヲ積コ ト ナシ。 善ト云 テ善ヲ 作爲ス ル 一一 ハ ァ ラズ。 六藝 

一一 ァソ ブ乇 善ヲス ルナ リ。 今日 マサ II ナスべ キ事ヲ スル ハミ ナ 善ナリ 
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にて： s。 生死の 理も 昼夜 を 思 ふ. t く 常に s; 

に 御座 ゆへ は、 臨終 とても 無 別儀 5。 薪つ 

きて 火滅 する か と く、 寢 所に 入て ねいる CJ 

を 心よ くす るかと く、 何の 思念 もな く、 た 

V 明白 成 心 はかりに ゆ 

S! 再 書 略、 鬼 夜の 道に 通して 知と 御座 ゆ 

へ は、 生涯の 心の かげ もまた 鬼神の 境界と 

可成 ゆや 

返書 略、 生て 五倫の道 ある 者 は、 死て 五行 

に 配す、 本 死を以 いふへ からす。 明に は 五 

倫と いひ、 幽には 五行と 云、 生 も 造 物 者と 

友たり、 死 も 造 物 者と 友たり。 生に は 人心 

あり、 死に は 人心な し。 人の に 心 をつ け 

^ へ は 明白 成 事に ± ノ 

M 来書 略、 大舜の 故事 をのへ 給 ふと、 孟 

子の 害に 異なる は 何とした る £ にて 御座 ゆ 

返害酪 、孟子の 語勢 を 知 給 はさる 故にて ゆ。 


凡心ノ  Si モ RO ヲナ シテ 神明 ヲ書ス ル事 君子 ノ闥 一一 同キモ / ハ、 .< -ト生 

レ タル 者ハ 聖人 凡夫 共 一一 天性 一- ヲィ テカハ リナ シ。 善 ヲ知惡 ヲ知ル /神明 

ァラ ズト云 コト ナシ。 人々 不義 ヲ 一一 ク ミ惡ヲ ハ ヅルノ 良知 是也。 タ -.、 愼獨 

ト 自欺ノ タガヒ ヨリ 千里 ノア ャ マリ ト 成テ、 君子 小人 ノ名 了リ。 然>1^ 念 

自 反シテ 惑ヲ辨 へ、 獨ヲ愼 ミ過ヲ 改メテ 善 ユウ ツル 時ハ、 凡夫 モ 君子 トナ 


孟子の 語？？ 5 は 本の 虛實 をと はす、 それにし 

て も此道 W へ と 滞な く 道 德を發 明し 給 ひ た る 

もの 也。 いかに 質素の 時 なれば とて、 天子 

の姬君 をつ か はされ 增 にし 給 ひし 人 を、 お 

を ぬれ 井 を ほれと 云 £ はならぬ £ 也。 象 か 

所務 わけした ると て 手に入 ものに て^ はん 

や。 我と われとの 賤 しき 者 を 殺して たに、 

助て をく と 云と はなき 法 也。 た \ 類 を をし 

て義の 精き に 至り、 若如此 ありても 如此と 

至極い ひつめ たる 論 也。 不吿 して 娶 るの 論 

は、 若 後世 不合点 成 親 ありて、 吿て 同心す 

ましき 者 あ， らは、 子孫 相績は 孝の 第 一 なれ 

は、 不吿 して 娶 りても 不苦 ゆ、 吿の 禮を不 

用と は 小節 也。 子孫 を續 人の 大倫を 立る は 

大義 なれ は 也。 舜の むかしより 情欲の 父母 

にっかへ 給 はすして、 性 命の 父母に つかへ 

給 ひしと、 孟子に 至て 明 也。 瞀艘の 本心 は 

吿て かなら す娶 るの 本心 也。 天子の. 命 なれ 
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ルべ シ。 故 一一 神明 ノミ同 ク書ス ル モノ 也。 小人 ハ自欺 テ氣- 一 隨フ。 故 一一 心 

ノ体 { 仝ナル 時モ眞 i 仝ナ ラズ。 故  一一 口中 一一 頑 さ- ヲ書 ス。 念 慮動ク 時ハ妄 也。 

故 一一 意 必固我 間 思 雜慮ヲ 0 中 一一 書ス。 左右 ノ十 二字 ハ凡心 ノ常ヲ 書ス。 

重キ モノ ヲァ グル ノミ。 驕 モノ ハ 吝ナル 者ヲソ シリ、 吝 カナ ル者ハ 驕ル者 

ヲ ソシル トイへ Itr 共 II 凡 心 ノ惑ナ ル事ヲ 不知。 甚シキ 者 ハ欲悪 ノニ 一一 落 

入、 故- 1 下 I 一  書 ス 


棒 あ 


□  ノ  ヲ ハナ レ テ 高キヲ 悟道 ト スル 乇ノハ a? 所ノ ミ 一一 シ テ兩ヲ ナサ、 -、 

卷¥ハ  .  广四一 一一 
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は^^痴成とをぃはせ抢ふへきにもぁらねと 

も、 扱なる もの をし りつ X* 通せぬ £ をい 

ひき かせて、 わけ もな きと を 云 時、 をして 

やぶる も舜 のために 心よ からね は、 一向 初 

より 不吿 して 娶れと 詔 ありた る 也。 大舜は 

如 此の 敏 ありと ひそかに 吿袷ふ へ く ゆ 

S 來 S3 略， 大王 は 仁人 也、 しかるに 貨を 

好み、 色 を 好と 御座 ゆ は 如何 

返書 略、 是も 孟子の 語勢 也。 國に 三年の 蓄 

なけれ は、 國其國 にあら すと て、 後世の 人 

の 己が ために 貨を もっと はち かひて、 國人 

のために 積！ a る i とに て 御座： s。 1 國の 1 

年の 蔵 入 を 四に 分て 三を以 万事 を 仕舞、 一 

を殘 して 兵事 水 早の 用に 備ゅ。 天道の 四時 

も 冬 一時 を 不用して 貯 とし 給 ふかと し。 三 

年 て 1 年の 餘 あり、 九 年 積て 三年の 餘ぁ 

り。 叙に てをき、 干飯に して をき、 あまり 

久しき は 段々 に 入 かへ なと 仕 ゆ。 如此 なれ 


コ ト ヲ示ス □  0 ハ理氣 也。 理氣 〈アルト キハ 共-一 ァ" * ハナ. -べ カラ ズ n 

ハナ ル 、時 ハ □ モ實理 ナラズ 0 モ眞氣 ナラズ □ 中 一一 見性ヲ 書スル モノ ハ 

異端 トイへ *^ 寂- 然 不動 無-欲 無- 爲ノ 性ヲ見 タル 事ハ 一也 □ ハ無ノ 至極 ナ 

リ。 聖學- 一 ハ 其無ヲ ョク窮 タル 故 一一 惑 ナシ。 異學 一一 ハ無 ヲィへ  >ir 無ヲ窮 

メッ クサ, ル 故-一 、サ トリ タル 所 一一 則 惑 了 リ0 造化 ノ祌理 ヲ見ソ コナ ヒテ、 

天地 ヲモ 輪廻 ト見 タリ。 故 一一 曰、 儒學 一一 ハ 天道 ト云テ 大ナル 事 一一 ス レモ、 

天地 ノ道 トモ-惑 ナリ。 故 一一 佛氏ハ 太虚 ヲ出、 陰陽 ヲ ハナ ル、 ト云リ 。太 

虚外 ナシ、 コェ 出べ キ所 ナシ。 亦 輪 通 ナシ、 ハナ ルべキ モス ナシ。 ダ-, 

□  ノ 寂然 不動 無欲 無爲 一一 シ テア ラ ハ レズ。 アト ナ キノ 眞ヲ見 テ佛性 トシ、 

n ヽ - 至 テ不生 不滅 ナルヲ 成 沸 トシ、 陰陽 生々 ノ氣ヲ ハ ナレテ 二度 生 レズ。 

子孫 ナキヲ 以テ出 離 生死 トス ルナ ルべ シ。 造化 ハ 無！^ 蔵 二 シテ無 中 ヨリ 生 

ズ。 生ズ ル者ハ 消ス。 行 モノ ハカへ ラズ。 輸廻ト 云事ナ シ。 無始 無終ト ハ 

云べ シ。 不生 不滅 トハ 云べ カラ ズ □  ノ 前後 ァラハ レズ。 形象 聲臭ダ -I ナ 

ケ レバ 亦 滅スル ト云事 モナ キヲ不 生 不滅 トイ へ ルナ ルべシ 


は 異國の 兵亂ぁ りても 內©> 固に して 危き £ 

なし。 水旱の 運に あ ひても 人 を そこな はす、 

盗賊お こらす。 國人 のために 貨を 好て みつ 

からのた めに 好に あらす。 後世に は 貯れと 

も、 みつからの ための たく はへ なれ は、 多 

て も 飢饉の 用に は不 立。 大 明の 韓靼に とら 

れ しも、 國に 三年の 蓄 なかり し 故、 飢饉に 

あ ふて 盜賊 おこり、 それより すぐに 兵亂に 

成て とられ たれ は、 國に 三年の 蓄なき は、 

國其國 にあら さるの 至言 明か 也。 また 大王 

の 色 を 好み 給 ふに は あらす。 もし 好み 給 ふ 

にしても、 大王の 時のと く 婚姻の 禮を 明に 

し、 事物 を輕 くして 男女 時を不 失。 三十の 

男 は 必す婦 をむ かへ、 二十の 女 はかなら す 

嫁す る やうなら は、 王道に をいて 尤 重き 事 

也。 今 齊王色 を 好と も 大王のと くせ は 王道 

• に妨 けなしと 也 
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0 ノ ミ 一一 シテ □ ナキヲ 禽獸ト スル モノ ハ、 禽獸 ハ形氣 ノ欲ノ ミヲ 以テ心 

トス。 故 一一 0 中 一丁 王欲ノ 二字 ヲ書 ス。 理ノ知 覺ナケ レバ 虚生浪 死 トテ、 

生ル 乇ヮキ マへ ナク、 死 スル乇 腐 ウセ ヌル バカ" ナリ 。禽獸 トテモ njo 

ヲ ハナ ル、 事ハ ナ ラザレ ドモ、 一一 ゴ リテ タラキ 故 ュ 理ノ靈 覺ハ見 H ズ、 故 

一一 ナキ ガ如シ 

或 問、 雁ノ 長幼 ノ序ァ リテ、 行ヲミ ダラ ザルハ u 照シ アル 一一 似 タリ。 曰、 

陽 島 一一 テ 火氣ヲ 多ク受 テ生レ タル モノ ナリ。 火氣ノ 神ハ鱧 ナリ。 故 一一 自然 


卷第六 


四 五 


a- 山 全集 第一 « 

集義 和書 卷 i 

書簡 之 四 

^ 來 書 略、 いにしへ は 人に 取て 善 をな し、 

人の 知 を あつめ 用る を 以て 大知 とす C 今 は 

人の 善 を とる 者 を は まね をす る とて そし 

り、 人の 知 を 用れ はおろ かなりと あなと り 

申 ゆ。 叉た まく 贵 人の 人の 言 を 取 用 ひ 給 

ふ も 御座 $ へ とも、 善なる さた もな く、 却 

てあしき 事 は 有 之 鉢に ゆ。 いにしへの 道 は 

今 行かた きとみ え 申 ゆ。 但 何と そ受 用の い 

たし 樣も 御座！ S 哉 承 度；^ 

返書 略、 むかし 今 川の 舊を たに 良藥の 病に 

利 ある 事 を は諸國 にも 取 用たり。 吾人 我と 

いふ もの 有 之 ゆ 故に、 善 なれと も 人の いひ 

たると は 用 さるの 爭御さ 5。 聖人に は 常の 

師 なしと て、 善を師 とし 給へ り。 いにしへ 


一 四 六 

一一 シ カリ。 禮 ヲ知テ ナス 一一 非ズ。 故 一一 其 他，' 事 ハ皆鳥 ナリ。 んハ禮 ヲ知ナ 

ガラ無 禮ナル ハ禽獸 一一 モヲ トレリ。 サ レバ 詩人 モ人 トシ テ禮 ナク ハ何ゾ ハ 

ャク 死ザル トイ ヘリ。 人 タル 者ハ 無欲 ノ性ヲ 固-有 シテ、 無 砍ノ理 ヲ知ナ 

ガラ、 欲ノ ミヲ心 トス ル ハ禽獸 一一 異ナ ラズ。 禽獸ハ 禽獸ト 生 タルモ ノナ レ 

バ罪 ナシ。 人 ハ人ノ 性ァリ テ禽獸 一一 近キハ 大ナル 耻ナリ 

或 間、 心ハ 覺ノ名 ナリ。 人物 トモ 一一 靈覺 了リ。 心 ノ虚靈 知覺ハ 一 ナリ。 

理氣ノ 知覺ニ アルガ 如 クキコ ュ ル ハ 如何 曰、 靈覺ノ 本ハ理 也。 理ノ靈 

覺 ハ至テ 明-一、 至 テス ミヤ カナリ。 故 一一 感トノ ミ ィヒテ 知覺ト ハ 云ガ タ シ 。 

至テ 神鋈ナ ルガ 故 ナリ。 聖人 ハ人ノ 神明 ナリ。 平人ハ 聖人 ノ イマ ダ ヒラケ 

ザ ルナ リ。 禽 獸魚蟲 草木 ハ 氣 -1 ゴ リ テ 質偏ナ ル 故-一 靈覺 -ー ブシ。 故-一 末 一一 

ナリテ 氣質ノ 靈覺ノ ミナ リ。 本理ノ 照ハヲ ョ バズ。 人 ハ靈覺 全シ。 故 一一 生 

ヲ知リ 死ヲ知 S 死生 一 一 ァラズ 、獸ハ 生 ヲ不， 知、 死 ヲ不レ 知。 死ト共 一一 亡ブ。 

獸ハ 氣質ノ 知覺ァ ツキ 故-一死 ヲ カナ シム事 ヲ知ノ ミ。 鳥 ハ獸き リモ 知覺ゥ 

ス シ。 イタ ミテ 哀鳴ス レ ドモ、 死 ヲ恐ル 、心ハ ナシ。 大鳥ハ 獸-ー 近 キモ了 

リ。 魚ハ lie ノ ミア リ テ知覺 ナシ。 其 中大魚 ハ鳥獸 ノ知覺 ノ如ク ナルモ 有べ 


は 人の 善 を ゑらん て、 これ を 取 用る を 知と 

し、 己 を 立て 人の 善 を とら さる を 愚と 申 ゆ。 

善 を 積て 德 となり 善人の 名 をな す 時 は、 人 

にと りたる 事 をい ふ 者な し。 爭を つみて 不 

善のお をな す 時 は 己 か 損 也。 人に とら さる 

事 を ほむる 者な し。 大舜は 問と を 好て 人の 

知 を 用 ひ、 人の 善 を あけ 給へ り C 天下 古今の 

師 とする 處 にして 大聖 人な り。 桀衬は 人の 

知 をね たんて 用 ひす、 人の 善 を ふせいて い 

れす。 己 一 人才 知 ありと 思へ り。 しかれと 

も 天下 古今の そしる 處 にして 大惡人 也。 か 

くの CJ く i の 道理 分明 なれと も、 凡 情の 

習に て 柴村か 行に なら ふ 者 は 多く、 大舜の 

德を學 ふ 者 はすくな し 、思 はさる の 甚き 也。 

又 人の 言 を 用ても よから すと 申^ は、 己に 

した かひ こふる 者の、 吿 しらする 小知の 理 

屈な とに て、 事 はよ きに 似 たれと も、 人情 

時勢に あは さる 事と もに て； S へ は、 用て 却 


シ_ ^魚、 ノ感ハ 氣ノ感 ナリ。 理ノ感 一一 異ナ リ。 草木 ハ感 モナ シ。 質 ノ生ノ 

、 、 

ナリ。 .h^ 第-一 知覺 ノウ スキ ヲ以テ 不一 1 ノ 一 ーヲ 見べ シ 
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てあしき 事と なり ゆ。 賢 知の 者 は S にした 

か はすこび す、 まされる名の^18に、 爭の 

心 ありて ふせけ り。 小人の 言 を 取て 賢 知の 

言 を ふせ か は、 何を以 かよ かるへ き や。 蒸 

王 か 堯舜の 子に ゆ つらす して に ゆつ り给 

ひし 善 名 を うらやみて、 子 之に 國を ゆつ り 

て 乱れた るかと し。 子 之 か S なら はう け ま 

しき 也 0 うくる ほと なら は國 ゆたかな るへ 

し。 子 之 は 小人 なれ は、 うけ ましき 人情 時 

勢 を しらて うけたり、 故に 乱に 及へ り。 小 

人の 言 はいかて か 人情 時 變に叶 申 ゆ はん 哉 

GS 来書 略、 贵老に は 敵 多 有 之 ：s。 佛 者の 

佛 敵と 申" は實 を不存 S へは尤 に； 5。 朱學 

の 者の 中に も大に そね みいき と をり、 贵老 

をな き 者に も 仕度 存 ：5 者 有 之 由に ：s。 王學 

の 流と 申 者の 中に も 御座： S 鉢に！ s。 其 外人 

の存 たる 惡人共 方々 いたし 虛說 造言 を 取 あ 

つめて 讒言 仕" 間 御用 心 可 被 成 
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義" 
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gs 1 易--云ク。？！|^包-權-氏，之王！^ギ--天下ー-也。 仰チハgチ觀--象，於天•--。俯く- 

則チ觀_1法"於地^觀--鳥-獸，之文ト與^,地，之宜？近ク"取s身i*"取K物^ 

於け 是- 始テ 作- r- 八- 卦 S 通 神明， 之德 一。 以テ類 r, 萬-物 壬 情 i 

伏犧ハ 天地 ヲ 父母 トシ、 天地 ノ 造化 ヲ 助テ、 天 一丁 ソ イデ 天下一 一王 タリ シ神 

聖 ナリ。 天地 ヒラ ケテ 聖人 ト云名 ノ傳ハ リシ ハ伏 锾ヲ始 トス。 伏犧 以前 一一 

モ聖德 ノ人ハ 多 カルべ ケ レ开、 人-一 敎ント 思 フ心ハ ヲコラ ザ ルナ リ。 イカ 

ントナ レバ 人 11 マド ヒナ ケ レバ、 明 知 モア ラハ レズ。 不孝 子ナケ レバ 孝子 

ノ名 ナク、 不忠 臣ナケ レバ 忠臣 ノ名 モナ 力 リシ 也。 是故 一一 伏犧ョ リサ キノ 

聖人 ハ 渾然ト シテシ ラレ ザル コトハ リナ リ。。 伏 犧ノ時 广 天地開闢 ヨリ ホ 

ド久 シク、 人乇 次第 一一 多 ナリ、 物欲 モ少ヅ 、キザ シテ、 人心-一 マド ヒ出來 

シ カバ、 伏檨 コレヲ カナシ ミ タマ ヒテ敎 ント思 給フ心 ァリ。 ョッテ ミヅカ 


返書 略、 人 は いか 樣 にも ゆ へ 、 此方に は學 

者 を そしり 給 ふまし く 6。 非 あり ともかく 

して 其 非 を あけら る 間 敷 ゆ。 予 同志の 義論 

にせて 不得 巳して 他の 舉 流の つい ゑ を 申 事 

ゆへ 共、 名 をた にかくして 不申 $。 た- -其 

義 論の 道理た にす み ひへ はよ く ゆ。 たと ひ 

留謦 なと ありと も、 舉 者の 非 をい ひたる 處 

は 除き 給 ふ へ し 。たと ひ 予か學 見に 非 あり、 

他の 學 者の 過 ありと も、 世 を まと はし 民 を 

しゅる の 左 道に は 同し かる ましく ゆ。 たま 

く 雨 夜の 星の 光 ほと か. - やき 出て、 佛者 

と 多少 をく らふれ は、 万 分か 二三に も 及 は 

す。 すくなき 學 者の 中に てた かいに そしり 

なみし、 聖學の 身方う ちす る は 是非 は 外に 

して、 あさましき 凡 情た るへ く； &。 亦予を 

方々 よりそし りこめ て、 遠方より たつぬ る 

人に も、 近 里の 同志に も、 道德の 物語す る 

ともならぬ 樣 にいた し、 他出 も 不自由なる 
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围 0  て 天象 チ截 タマ へ バ 、陰陽- ョッ テ兩鵂 ノ友ヲ ナシ、 ョ月 星辰 

ラ 天地 ヲ師 トシ 。天ノ 日月 星辰 ノ象、 地 ノ風雷 水火 ノ時 一一 ョ B シキ 處ヲ兒 

一一 ョ ッテ大 陽 大陰少 歸少陰 ノ友ヲ ナシ、 乾坤- ョ ッテ純 陽 純 I 陰ノ 三畫 ヲけ， シ、、 

タ マ ヒ、 春夏秋冬 ノ時 一一 タガ ハ ズ。 山 澤氣ヲ 通ズル ノ神ヲ シリ變 ヲ察シ 天 

ゆ. 1 ハ子ヲ 生シテ 八卦 備 レリ。 俯シ テ法ヲ 地- 1 觀玉 <  バ天ノ 陰陽 五行 ノ施 ヲ受， 一び 風 g 

理 自然 ノ文耷 鳥獸ノ 羽毛/アヤ 一一 モア ラハ レテ、 至誠 無 息 ノ感ス ル處ヲ 知 


雨露 -ー タゲ ハズ。 

玉フ。 近ク ハ我身 -I 乇 


；ソ テ始テ 八卦 ヲ作タ マ フ 


ヽ遠ク ハ 万物-一 モ  、  ， 

此 八卦 ノ象ヲ ミル 人、 フカ クミ レバ 天地神明 ノ德 一一 通ジ、 精 ク察ス レバ、 

万物 ノコ トハリ 皆此中 一一 ァリ。 此時 マデハ 文字 モ 書物 モナ 力 リシ 也。 此八 

卦 文字 經 書ノ始 ナリ。 カサ ヌル 一一 八ヲ 以シテ 六十 四卦ト ナル。 コ、 一一 ヲィ 

テ 天地万物 ノ 理コト くク備 レリ。 古 者ハ此 六十 四卦ヲ 見テ、 心ヲ ミガキ 

身 ヲ修メ 家ヲト 、 ノ へ國 ヲ治メ 天下 ヲ平 一一 ス。 治乱 共 一 I 通 ゼズト 云 コトナ 

シ  ， 

^ 一  作-^ 結- 繩 vrra メ爲 fl 網- 罟 To 以テ 佃. > 以テ 漁， < 蓋. > 取； 1 ルナ" 諸 離-一 

カヅラ ノヤ ゥナ ル物ヲ トツ テ糸 トシ、 繩 トシ、 ムス ビテ 綱ヲ ナシ、 山野 

1 ^。リ 肉食 ス  リ 

II シテ ハ 鳥獸ヲ トリ、 河 海 一一 シテハ 魚 ヲト。 ルコ トヲ敎 玉 へ リ。 是 IS 一一 一一 S 

ノ象ヲ 以作リ 玉 ヒヌ。 離ハ麗 ナリ。 離ヲ目 トシ、 其 德ヲ麗 トス。 コ レ アミ 
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鉢に 成： い-は、 外より 見て は E5 厄の 樣に可 有 

之 ひ へと も、 予か 心に は 天の 與 ふる 幸と お 

ほえ； &。 配所の 月つ みなくて みむと あらま 

ほしと いへ り。 世 をの かれた る £ くなる 靜 

なる 月 は、 世に ある 人の 兑 かたき 事 也 0 配所 

なれ はこそう き 世の 外の a: もみる にて ：s。 

たと ひ 富 *53； にして 世間 ひろくと も、 我心に 

資に 罪過のお ほえ あら は、 心の 闲 厄の 地な 

るへ し 0 たと ひ 外に は 罪のと なへ ありと も、 

我心に 恥る 事な く は、 心 は. 11 大高 明の 本然 

を 失 ふへから す。 和漢と もに 昔の 賢人 君子 

名 ある 人々 の、 流罪に しつみ 袷へ る も、 罪 

の 至極した にい ひなし 取な しての 事に 

； S へ は、 其 時にはい ひわけ もな く、 世人 赏 

に 罪 ありと 思 ふへ く ゆ。 しから は 緊人好 人 

とも 申 間 敷； j ；。 た、 自己の 心に くもりな き 

故に、 日月の 食の はる 乂 とくい ひわけ なし 

に、 後世に 至て ひとり あら はれ！ S へ は、 其 
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ノ兩 目相ッ • 、ヰテ 物ノ此 一一 ックノ 義ナリ 〔osl 云、 此 ノ所ノ 訂正 ノ文 長ケ レバ 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

一字 下ゲ -I テ 次-力、 グ〕 

肉食 ハ 天地 養ノ理 也。 其 上人 倫 一 I 交ラ ハ シ メズ、 害ヲ 去ノ義 也。 田 畠 

草ヲ ヌクガ 如- ン-- IJI ハ 一 一陽 一 陰 間 一一 魔。 故 ュ離ハ 麗也ト 云 へ リ。 重而六 

卦ヲ ナス 時 ハ兩目 相承 ハ虚 中相ッ 、 ク綱ノ 象 也。 鳥 魚 7 網 罟ハ邇 佃漁ノ 

理也。 其 時 ハイ マダ 衣服 ノヲリ モノ ナシ。 結 繩ハヲ リ物ノ 軒 也。 緖布ノ 

ヲリ モノ モ兩 目シケ ク相ッ V キ、 ヒ シト 打込タ ル モノ 也。 古哥 一一 曰、 ナ 

レ ュク ハウ キヨ ナ レバ ヤス マ ノア マノ シ ホヤ キコ n モ マト ヲナル ラン。 

賤 ノ衣ノ ョ ミア ラキ ハ今 モ虚中 ァリ。 人ノ身 11 1^ テ風 寒暑 濕ヲフ セクモ 

一： 一 卦ノ理 也 

ケ クリテ  ナジ スキ タハメ  ライ タウ 

一 包-横-氏 沒メ 神-農-氏 作 さ 新. 木" 爲， 耜ト 揉- X, 爲 業ト。 耒； 縛， 之-利 

以テ敎 一 ユー 天下 r 蓋 .シ 取 一 1 ルナ リ諸签 一一 

伏 犠ト神 農 トノ間 一 万 七 千 七 百 八十 七 年 也。 ソノ間 女 鍋 氏 ヨリ 無 懐 氏 マ， テ 

十五 代ハ 知テ、 其外ハ シラ レズ。 有德 ノ君ノ ミィ 、俥へ タルカ 0 祌農氏 木 

ヲケ ヅリ其 サキヲ トク シテ 招トナ シ、 木ヲタ ハ メ テ耒ト シ柄ヲ ナ シ、 是ヲ 


i 等の 事、 ほまれと 成て きすと はなら す 

ゆ。 北 野の 天神 も讒 によりて なかされ 給 は 

す は、 かくの CJ  くの ほまれ はお はす まし。 

いにしへの 人の 數には あらね 共、 予も 心に 

かへ り 見て、 おほえな きのみ ならす、 世間 

よりも 何 を 罪と CJ はりて うつされ たるに も 

あらす、 た k 造言の 多か爲 にう たかはる i 

のみ 也。 これ ほとの ふさ かりにて、 か.. -る 

靜 なる 3： を 《^;s 事 は、 何の 幸か是 にしかん 

や。 其 上 予病氣 になり て 後、 甚た氣 力 乏し 

く ゆ、 ふせきな くして 人と まし はら は、 と 

く 死す へし。 造言の 惡名 は予か とふき を少 

の ふるもの 也。 朝に 道 を 聞て 夕に 死す とも 

思 ひのこす 事 はな けれ 共、 書の 一章 を もま 

すく 晃 熟し S は 又 幸 也。 たと ひ 命 ありと 

も、 世に もてはやされな は 生 付篤實 ならす、 

聰明 を 好の 病根 いよく 長し て德を 知と 遠 

かるへ し。 mfe して 內 にかへ りみ、 德を知 
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以テ クサ キリ テ土 ヲォ コシ、 タネ マキ ウフル 事ヲ敎 タマ ヘリ。 是 -KJ ー卦ノ 

象 ヲ見テ 作 タマ ヒヌ。 震 巽 ノニ体 ミナ 木 ナリ。 签ノ 象-一 トル。 風 雷 ハ相助 

ケ テハケ マス モノ ナリ。 耒钼ノ  二 木 相 助 テ土ヲ 起ス是 ナリ。 ^上 3 リ入テ 

下 土 ヲゥゴ カシヲ コス。 風ハ イリ 雷 ハウ ゴク。 上 入 下動ク ハ^»ノ德|| トレ 

リ。 故 一一 雷風ヲ コ リ テ雲ュ キ雨 ホドコ ス處 ヲ見タ マ ヒテ、 As ヲ作テ 耕作 

ヲ敎タ マフ I ー耒 耜ヲ始 トス。 天下 ノ签ハ 耕作 ノ事 ヨリ 大ナル ハナ シ。 耒耜 

ヲ本 トス、 签ノ義 ナリ。 故  一 I 天 施シ地 生ス。 與時偕 行 トイ ヘリ。 天地人 ナ 

ラビ 签了ル モノ ハ 耕作 ノ業ナ リ。 故 一一 民 ハ圃ノ 本 ナリト 1K。 古者ハ 木ヲケ 

ヅリ テ耜鍬 I 一作 リシ 力 ドモ、 後世 ハ人ノ カモヲ トリ、 木 ノ性ョ ハク ナ リタ 

ル故 I 一 、 柄バ カリ 木 一一 テ 作リ、 金鉄 ヲキタ ヒテ作 力 へ タリ。 圔 天下 ヲ平治 

エト  ケン 

シ テ 長久 ノ 政ヲ ナス 道理 モ 此ョ Jil  ノ 卦 一一 テ明 一一 見タ リ。 ヨノ 三陽ヲ 一 陽 損 

ジテ 一一！ ノ卦 トナリ おノ 三陰ヲ 一陽 签テ jn ノ卦ト ナル。 此風雷 ノニ卦 ヲカサ 

ネテ 天下 國家ヲ 利益 スル 仁政 ノ象ヲ 見 タリ。 ィ カント ナレ バ上ヲ 損 ジテ下 

ヲ签ガ ュ へ ナリ。 或 問、 上 ヲ損ジ テ下ヲ 签ヲ益 トス ル ハ何 ノヤ 云、 上 

ヲゴリ 下 クル シム時 ハ乱レ 亡ブ、 損コレ ヨリ 大ナル ハナ シ。 上質 素-下 豐 
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に 近き は 幸甚 

^  f  ^. 此比 東より 來 りひ 舉者の 申 ゆ 

は、 世間に 儒學 をす る 入 は、 佛者を そしら 

すと いふと なし。 市井の 中 にても 整 を あけ 

て甚 退れ とも、 佛 者も是 を 敵と せす、 佛を 

退る の 名 もな し。 先生 はむかし 柬に をゐて 

度々 i 義 論し 給 ふ を 聞し にも、 佛を そし 

り 給 ふ tj なし、 人の そしる を もと k めら れ 

し 也。 しかるに 天下の 佛者を 返る の 罪 を は 

先生 一 人に 歸 する 事 は 何 そやと、 拙 夫 申^ 

は、 儒者 佛者 ともに 天下の 舉 者の 眼 を 付か 

へたる 事 は 先生に よれり。 儒者 も 佛者も 心 

ある 者 はかくい へり、 かくれな き^ 也。 是 

を 以て 天 T の儒宗 のとし。 此 ほまれ あれ は 

此 そしり あり。 たと へ は 海 は 水の 宗 なり。 

天下の 下流の 歸 する 處 なり。 天下の 儒 i25 

る 者の、 佛を 返る Co の 先生 一 人に 歸 する は、 

儒宗の 地に 立る 故なる へし。 學者 云、 本へ 


1 五 二 

カナ ル時 ハ、 國治 天下 平 ナリ。 签コレ ヨリ 大ナル ハナ. ン 問、 上 ハー 人 

一一 シ テ下ハ 衆多 ナリ。 上 ノ財用 普クホ トコ シス クフ _ー  不足。 又儉約 ノヲキ 

テ ハ何ノ 世 一一 モ下 シタガ ハズト 見 タリ。 聖代 一一 ハイ カン シテ能 ホドコ シィ 

カン シテ儉 約 ノ法立 玉へ ルャ 云、 仁者 ハ不富 トテ、 rt: 賢ノ君 ハナ ヲ以 

テ財用 |ii ナ ラズ、 ホドコ シス クフコ ト了タ ハズ。 只 ホドコ サズ シテ 上ヲ損 

シ、 下 ヲ签ノ 政 ァリ。 上 無欲 一一 シテ物 ヲ蓄へ アツ メタ マ ハザ レバ、 財用ヲ 

ノヅ カラ 下 二 散 ジテ、 下 ノ心上 一一 アツ マリ 服スル モノ ナリ。 人心 ノ 歸服 ス 

ル ハ 谷. 是 3 リ 大ナル ハ ナ シ。 是ホド コサズ シ テ上ヲ 視シ、 下ヲ益 一一 ァ ラズ 

ャ。 無欲 一一 シテ カザ リナ キヲ 質素 ト云。 上古 ノ 風俗 ナリ。 如此ナ レバ 治 ザ 

ル 一一 平 カナリ。 此 時-一 ハ天氣 順 II シテ 五穀 ノ多 コト 水火 ノゴ トシ。 故-一民 

不仁 ナル者 ナク、 ゥ ェ I 一  及ブ者 ナシ。 人々 無欲 一一 シテ足 コ トヲ知 レリ。 乱 

ィヅク ョ リシ テ 起リ、 賊ィヅ レノ 所-一力 出 ンャ。 心 法治 道 li- 一一  無欲 ョ リ 

先ナル ハナ シ。 無欲 ナル トキ ハ心靜 一一 シテ蹇 明 生ズ。 仁義 禮知 信ノ性 自然 

II 照ス モノ ナリ。 此心法 ヲ知テ 用 ル人ハ スク ナシ。 民ノ如 キハァ マネ ク敎 

テ 知シム ルコト 不能。 タ* 、政 ヲ以テ 不知 不識 無欲 ニナ ルコト ァリ。 後世 ハ 


罪 や 歸せは 孔子の 罪なる 事 を 不知と 云て 一 

笑 仕^ 

返書 略、 不德 にして 虚名 を かう ふりた る 故 

に ：s。 佛 者の 事の みならす、 ゆめにも 不知 

事 ともを もとり あつめて、 抽 夫に 歸し申 ゆ。 

人の あしく 仕な したる 事 を もお ふせ ゆ。 當 

世に 申 わけはなら す 5。 後世に は虛實 おの 

つから しられ 可 申 s。 後世の 名 も 望な く： S 

へ とも、 當 世の 名 を 好 は 利に 近く； 百歲の 

後 は ほむる 者 そしる 者と もに 不殘ゅ へ は、 

公論に なりて 虚說 造言 は 跡な く 消失、 仁義 

忠信の 誠なら て はと、 まり 不申 ：s。 武士の 

心の 位 三 段 御座 ゆ。 德を好 を 上と し、 名 を 

好 を 中と し、 利 を 好 を 下と 仕 ひ。 利 を 好 者 

は 義理 を も 恥 を も か へ りみ す、 逆心 をして 

も 國郡を 得 立身す る 事に は おもむき ゆ。 臣 

下にしても 朋友に しても たのまれす ゆ。 名 

を 好 者 は 不義 被 遣の 惡事を は不仕 ゆ。 去 乍 
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文明 ノ 運-一 テ 文章 了 ラ ハ ル。 文章 ハカ ザリ 一一 近シ。 器物 一一 至 ルマデ 多 ナリ 

ヌ。 カザ リ過ル 時ハ欲 生ジ奢 長ズ。 コ 、 一一 ヲィテ 禮儀ノ 則 アツ テ不 過不奢 

欲ヲ フサ グ モノ ナリ。 是ヲ 名ヅケ テ式ト 云。 此式ャ 時處位 ァリ。 其 人 I ーァ 

ラ ザ レ バ 語ガ タシ。 後世 ハ 禮儀ス 則 時處位 一一 不叶、 奢 欲 ノ源ヲ フサ ガズ。 

當然 ノ式ナ クシ テ奢 ヲォサ へ、 儉ヲ ナサ シメン トス。 大海 ヲ手 一一 テフ セ グ 

タトへ ノ如シ 問、 其 禮儀ノ 則 ノ當然 ナル式 ハイ 力，、、 云、 予其位 一一 

ァ ラズ、 亦 時-一 ァ ラズ。 知ト云  云べ カラ ズ 問、 今 質朴 無欲 ノ 風俗 ト 

ナ ラバ、 農 人 尸 ョ カルべ シ。 然 *H 數十年 ノ奢ト カザ リ -ー ヨリ テ職ヲ 立 タル 

ェ商ハ 幾 万人 ト云 數ヲ 不知。 男女 妻子 共-一 ゥェ 一一 及べ シ。 タト ヒ古 者ノ美 

風ナリ トモ、 數多ノ 者 困窮 一一 及 ビナバ 、仁政 トハ 云ガタ カル. べキカ 云、 

是以時 處位ノ 至善 ァリ、 一人 モ 困窮 一一 及 者 ハナ キヤウ ァリ 問、 左樣ノ 

事 一一 ハ上 ス タク ハ へ 多 カラ デ ハナ リガ タ カルべ キカ 云、 仁者 ハ上ヲ 損 

シ下 一一 益ス。 故-一 不富ト 云 ハ身ノ 爲ノ財 用 ナキヲ 云。 签 ノ時ハ 天下 一一 財 用 

ミチく テ多 モノ ナリ。 財 用 ト云ハ 、金銀 錢等ノ 事 一一 ハァ ラズ。 金銀 多 トキ 

ハ却テ 天下 困窮 スル モノ ナリ。 眞ノ 財用ト 云ハ、 五穀 ノ多ト 薪 材木 麻 綿 等 
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あやまりて 當 世の 名 を 好 ひへ は、 本の 邪 正 

をかん かへ す、 入の ほむる 事に した かひ^。 

當 世の 人の ほむる 事 を 塞に 記して 見： § へ 

は、 後世の そ-」 りと なる 事 有 之 ものに ゆ。 

當 世に は 其 時の なら はしに て 道に たか いた 

る 事 を も ほめ、 にく けれ は、 よき を も あしき 

と 申な し：！；。 此餘 多の あやまり にした かひ 

！ S へ は、 名 を 好て 不袭に 入と も 有 之"。 畢 

竟 生前の 名 は 利に 便 ある 事に 6。 死後の 名 

は 利 心なく JSC 孝子 忠臣 良 女 友愛 約 信 仁 勇 

無欲な との 事なら て は、 後世の 名と はなら 

さる 也 

K 來 3^. ソぉ、 此間江 州へ 罷越飆 泉庵老 滑と 

參會申 ゆへ は 御う はさ 被 申出； s。 內々 承 及 

ゆ は佛法 そしりの 高 Se! 人に てより つかれ も 

すましき 樣に思 ひしが 、奴々 無我の 人 かな。 

舉者 ふり 少も なし。 かたの CJ くよ き 人なる 

に、 何とて 世 11 に は あしく いふ やらん。 乍 


民生 日用 ノ物ヲ 云 ナリ。 签ノ道 十 年-一 及 テ行ハ ル 、時ハ 五穀 ァ マリア リ。 

是-ー ヲィテ 四時 ノ理 I- 配 シテ、 大身 小身 共-我 一年 ノ 財用ヲ 四-了 ン、 三分 

ヲ以テ 其 年 ノ用ヲ 達シ、 一分 ヲ タク ハ へ トス-  * 天ノ春 生ジ、 夏 S ジ， 秋 

ミ ノリ、 夂， 一 一 時ノ 造化 ハカ クシ ヲサ メ、 來歲ノ 陽 生 ヲ タク ハュル 一一 合ス。 

如 此スル 時ハ、 九 年 一一 シテ 一二 年 ノ用ァ マ リ、 三十 年 一一 シテ 十年ノ タク ハ へ 

ァリ。 是ヲ以 不時 ノ用 一一 ソ ナフ ルナ リ。 タト ヒィ カナ ル大旱 大風 洪水.^ 災 

ノ變- 一 アイ テモ 民不 lg。 夷狄 ノ難 ァリ トテモ 軍用 乏キ コト ナシ。 天下 ノ爲 

ノ タク ハ へナ レバ、 多 トイへ. トモ 一人 ノ富 トイ ハズ。 君子 ハ心ヲ 洗ヒ、 小 

人 ハ其樂 ミヲ樂 テ外ノ 願 ヒナ シ。 签ノ道 至 レリ 問、 むかし 天下の 奉行 

職 諸侯より 金銀 多と りたる 時代 は、 天下 も ゆたかに、 不取 時代 はかへ りて 

天下 困 <K せし 事 あり。 しかれば 上 無欲に して 財 散 じ、 有 欲に て 財 あつまる 

ともい ひがたき か 云、 道な き 代の 風俗 は、 奉行 職の 欲と 無欲と 取と 不 

取と は、 欲 ありて 取た るかた はまされ り。 いかむ となれば、 其 人に さ、 ぐ 

る は 莫大なる 事に あらす。 奉行の 取ざる は 事の 外む つかしき 事 也。 何 を か 

她 走に とて 振舞 音信、 奉行の 用に もた、 ざる 事に 金銀 をつ かひて、 とりた 


去儒學 せられす は いまたよ からん と 被 申 

一笑いた し 罷歸^ 

返書 略、 此 物語 被 仰 聞： S にて 签を 得； s。 世 

間 を 見 申 ゆに、 八ム 家に は 公家 意知 あり、 武 

士には 武士 習 あり、 儒者に は 儒者 かたき あ 

り 0 予も 儒者 意知なら ひたる 事 を さとり！ so 

聖人の 學は 人倫 を 明らかにせん となり。 よ 

く 學ぶ人 は 平 かなる 好 人となりて、 何の か 

たき も Iffll 理 にて 御座 5 

^ 來書 略、 贵老、 は 道學を 以て 天下に 名 を 

得 給 ふ 人 也。 然るに 一向の 初學の 者の 漾に 

博學の 者に 逢て は 字 をた つね、 故事 を 問 袷 

ふとて 入 不審 申： S 

返書 略、 予 本より 文學 なく ゆ。 然と も 字 は 

字書に たつね、 故事 は 史書な とに たつね^ 

は >- 事す み 可 申 ひへ 共、 左 樣に勞 して 物 知 

ふり 仕 ゆ は、 何の 益な き 事に ゆ。 幸に 博識 

の 人： S は  >- たつぬ へき 道理に s。 世人 予を 
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るよりも 十倍 百倍の 费ぉ來 る 者な り。 又 其 奉行へ 出入の 者に、 ことぐ く 

まいな ひすれば、 一 人 取た る 十倍 百倍つ い ゆる こと はり 也。 是 によりて 奢 

日々 に 長 すれば、 諸國の ±. 民の 奢澤 一所に つきて、 天下 困窮す る 者な り。 

吾 京に て大原 八瀨の 薪を賣 にて これ を さとれり。 八瀨大 原の 山內の 恰好に 

は 民家 すくなし。 ； J の 故にうる 所 も 今 出 川の あたり、 西 はむ ろ町邊 まで 少 

の閱 をうる 也。 それ も此 薪ば かり をた のむ にあら す。 伏 見より たかせに て 

上る 木 を も 買 をき てた く 上 なれば 多事に あらす。 この 故にむ かしょり 今に 

至て、 八瀨大 原の 柴 薪つ 5- く 事な り。 もし 八親大 原の 在所 を 多くして、 京 

へうる 所 ひろくば、 山つ き、 木う りなく ならむ 事數十 年の 內な るべ し。 上 無 

欲 なれ ども、 天下の はやく 衰微し 亡る 事 は、 天下の 主の 都 ひろくして 奢 長 

じ、 諸國の 潤澤を はやく か はかす 故な り。 ^.-れ益にはぁらで__*」_-ーー也。 天下 

の 潤澤を も剝盡 し、 みづ からの 潤 澤をも はぎ 盡し ぬる は 四海 困窮な り。 無 

欲に てよ き樣 なれ ども、 道 を 知 ざれば 有 欲に してし まりた るに はかへ りて 

おとれり 0 都せば く 通路 自由なら すぱ、 たと ひ 欲 ありて 財 用 を あつむる と 

も、 剛惡 だに なくば、 奢て 無欲なる より は 久し かるべし 
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以てお して 逍學の 先 覺と仕 ゆ。 予 に先覺 と 

成へ き德 なく ゆ。 た、 よく 人に くたり て、 

不知 事 をた つぬ る 事の み、 少 人の 先 K たる 

にたり 可 申： §也 

W 來 tE 略、 先 y たまく <} ^會仕 W へ 共、 

何のた つね 問 可 申た く はへ もなくて 別れ 申 

殘 念の 至に 御座； S 

返書 略、 うたか ひなき 故にて ゆ。 ffi に受 5 

する 者 は 行 はれさる * 有 之 w。 これ をた つ 

ねて 行 はるへ き 道 を 知 を 間學と 申；^。 人倫 

日用の 上に をゐ てよ く 心 を 用 ひ、 手 をく た 

し 給 は k 必 うたか ひ出來 可 申^ 

88 來 K 略、 士は賢 を こいね かふと 承 ゆ 間、 

いにしへ の 賢人の 行跡 をに せひへ とも 及 か 

たく ゆ。 たまく 少計 a- ひ 得た る樣 にても 

心根 は 凡夫に て 外。 外 君子に して 內 小人と 

や 可 申れ。 いか V 受用可 仕 ゆ 哉 

返 害 略、 予近 比い にしへの K 人君 子の 心 を 


1 五六 

^ 一  日中- 爲 市，。 致.^ 天下， 之 民 1 i_ バニ 天下 之 交-易 メ而メ 退 各 得 rr 其， 

ゼ. T カウ 

所 r 蓋. -取ー レールす 諸喊嗑 一一 

^人 天下 ノ民 ヲ見タ マ フ 一一 有餘 了リ、 不足 ァリ、 生 ヲ養ノ 道 全力 ラズー 一一に 一 

ノ象 ヲ晃玉 フー 一、 口中 一一 物 ァリ、 タイア ハス ル トキ ハ 味了リ テ生ノ 養トナ 

ル。 又卦ノ 德ヲ見 タマ へ パ、 上 明 一一 下 動ク。 是ニ ヨリ テ 日中 一一 市ヲ ナシ、 

天下 國々 所々 一一 ヲィ テ人ヲ ァ ッ メ、 有ト コ 口 ノ物ヲ 以テ、 無ト コ ロノ 物-一 

力 へ テ、 各 其 生 ヲ養コ ト ヲ得セ シメ 給フ。 五穀 アル 者 ハ魚ナ シ。 魚 アル 者 

ハ 五穀 ナシ。 交易 スル時 ハタ ガヒ I ー用ヲ 達ス。 農業 ノ事 トス ル者ハ 献カマ 

ヲ造 ルー 一. ー トマ ナシ。 敏鎌ヲ 造 ル者ハ 耕作 ヲカ ヌル 事ァタ ハズ。 故 一一 農 人 

ハ易ル 一一 五穀 ヲ以 テシ、 銀冶ハ 農具 ヲ造 リテ タガヒ 一一 交易 シテ各 其 所ヲ得 

タリ。 万物 皆 如此。 又 農 人 職人 自來 テ易ル 一一 イト マナ シ 。商人 コレヲ 買 取 

テ相 通ズー HIil ハ 上ヲ離 一一 シ下ヲ 震 一一 ス。 離ハ明 ナリ。 日中 一一 トル。 震ハ動 

ナリ。 市 一一 トレリ。 上 明-下 動ク ハ噬溘 7 義 ナリ。 又 上 明 一一 下動ハ 有道ノ 

世ノ象 ナリ。 上 道 ァリテ 明 カナ レ バ進メ ザ レ >ti 、天下 善ヲナ シ、 戒 メザレ モ. 

惡ヲ ナサ ズ 0 上 ノ好タ マフ ハ 仁義 禮智信 ノ德 也。 惡ミタ マフ ハ 不仁 不義 不 


察し、 自己に 隨れ ると ころ を 見て、 學舍の 

か へ に 書付 還、 小人 を はなれ、 君子と なる 

へき 一助に いたし ゅを则 うつし 致 進覽ゅ 

君子 

^ 一  仁者の 心 動な きと 大山の とし、 無欲 

なる か 故によ く靜 なり 

M 1 仁者 は 太虚 を 心と す、 天地 方 物 出 泉 

河 海み iHijn 有 也。 春夏秋冬 幽明 昼夜 

風 雷雨 露霜 雪 皆 わか 行 也。 順逆 は 人 

聳の i なり、 死生 は 昼夜の 道 也。 

何 を か 好み 何 を かにくまん、 義と共 

にした かひて 安し 

S 一知 者の 心留 滞な きと 流水のと し。 穴 

に みちひき- - につ ゐて 終に 四海に 達 

■ す。 意 をお こし を このます、 萬 事 

不得已 して 應す、 無事 を 行て 無爲也 

W 一知 者 は 物 を 以物を 見る 、己に ひとし 

からん 事 を 欲せず。 故に 周して 比せ 
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禮不智 不信 ノ凶德 ナリ、 ト人皆 心 一一 通 ジ知故 ナリ。 其 上 闇キ處 ナラ， テハ惡 

ヲ ナサ ズ。 盜賊乇 夜 ヲ好ミ 不義 ヲ ナス。 人 モ夜ヲ 悅ビ、 狐锂蚊 鼠/類 マ. テ 

夜 ヲ得テ 出 ルガ 如シ。 天下 道 クラ ケ レバ 種 *  ノ 小人 惡 人出 ル モノ ナリ。 聖 

主 賢 君 ノ政ハ 何ノ勞 スル事 モナ シ。 タザ 道 明 一一 シテ上 ュ位シ タマ フバ カリ 

也。 日月 ノ天ー I 力 、 リテ、 天下 ノ人其 處ヲ得 テ用ヲ ナス ガ如 シ。 下 動ハ人 

々其 所作 ヲッ トメ テ動 ナリ。 イソ ガ ハ シキ動 一一 ハ ァ ラズ。 人 ハ 動物 トイ へ 

ルモ此 心 ナリ。 上明ナ レバ 天下 ノ人皆 眞實ー 1 シテ、 カザ リナ クへッ ライナ 

シ。 名利 ナク 便利 ナシ。 故  一 I 夙 一一 ヲキ 夜ハ 一一 イネ テ善ヲ ナシテ 不已。 無用 

ノ 世事 ナキ故 II 靜 II シテ樂 メリ。 善 ヲ爲ト 云ハ、 人々 ナスべ キ事ヲ ナシテ 

名利 ノ マジ ハ リナ キヲ 云。 如此ナ レバ 天下 ハ治メ ザ レドモ 平 カナリ。 噬嗑 

ノ道 至レ、 リ 

お 一 神 農氏沒 黄 帝 堯舜氏 作 si^rl 其/ 變 一"。 使つ 民" 不ブ 倦。 神ラ而 化-之。 

使 r 一民， 宜 r レ之。 易- 窮ぶハ 則 ザ if 0 々ス ル寸 ハ則チ 通ズ。 々ズル 寸ハ則 * 久シ。 是 け以テ 

自 t 天祐い 之。 il- フ 先- -不ト 云：： 利？。 黄 帝 堯舜。 垂 衣裳？ 而メ 天-下 治 S 蓋シ 

取 一 レー ルナ" 諸 乾坤-一一 
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す。 小人 は 我 を 以て 物 を 見る、 己に 

ひとし からん. 0 を 欲す。 故に 比して 

周せ ず 

^ 一  君子の 意思 は 内に 向 ふ、 己 ひとり 知 

ところ を 慎て、 人に しられん 事 を も 

とめず、 天地 砷明 とまし はる。 其 人 

から 光風 赛 月のと し 

S 1 心地 虚中 なれ は 有する となし、 故に 

間と を 好めり。 まされる を 愛し、 お 

とれる をめ くむつ 富贵を うらやます、 

£ 接 を あな とらす。 富贵は 人の 役な 

り、 上に 居の み。 貧賤 は易簡 なり。 

下に 居の み。 富贵 にして 役せ され は 

乱れ、 &: 賤 にして 易簡 ならされ はや 

ふる。 贵 富なる 時 は 贵富を 行 ひ、 貧 

賤 なる 時 は 貧賤 を 行 ひ、 すへ て 天命 

を 樂て吾 あっから す 

W 一志 を 持す るに は 伯 夷 を師 とすへ し、 


一 五八 

神 農 ヨリ 黄 帝 マテ ノ間五 百餘歲 • 叉 黄 帝 ョリ堯 舜マデ 三百 餘歲 ナリ。 天下 

古今 ノ休ヲ 見 レバ 大方 五 百年 一一 ハ大 變シ、 五十 年 一一 ハ小 變ス" 其變 一一 通ジ 

テ 時-一 ヨロ シ カラ ザ レ バ 、人民 退屈 シ、 ヲ n タル モノ ナリ。 ソレ ヨリ 色々 ノ 

惡事乇 生ジ、 風^ ノ乱 トナル モノ ナリ。 黄 帝 堯舜ノ 時ハ、 伏 犧神農 ノ時ト 

天下 ノ 人情 時 變大 一一 カハ レ リウ 故 一一 其變 一一 通ジテ 時位ノ 宜キヲ ナサ シ メタ 

マへ バ、 人民 善ヲ爲 一一 進テ 退屈 セザ リシナ リ。 天地人 ヲ 一 貫-一 シテ 万古 一 

日ナル モノ ハ誠 ノミ。 古今 力 ハ リナ キ モノ ハ 五 典十義 ナリ。 纏 式法 度ハ時 

處位 一一 ョッ テ變通 シテ定 マラ ズ。 神而化 之トハ 聖人 ハ過化 存祌ノ 妙 ァリ。 

神明 ノ德 アル 故 一一、 ヲ ドサ-、 レドモ 天下 ヲソレ 、賞 セザレ ♦ トモ 人民 ス 、ム。 

日月 ノ 照臨 シ 流行 ス ルガ 如ク、 恐 テ愛シ 日々 善 一一 化シテ 不知。 易ノ 理ヲ以 

テ見 レバ、 万事 キ ハ マリ テ行 ヒガ タク、 爲ガ タクナ ル時ハ 必ズ 變ズ。 明 王 賢 

君ハ其 時運 ト共 一一 變通シ テ可レ 行 可レ爲 易レ知 易け 從政敎 ァリ。 世ノ 中キハ マ 

ル時ハ 多事 多 物 一一 シテ煩 シクナ ル モノ ナリ。 此ヲ變 通 シ宜ク ス ルハ 县簡ノ 

善 也。 易簡ナ ル時ハ 長久 ナリ。 易 簡ハ即 天地 ノ德 也-" 民ノ 父母 タル ノ道ナ 

0 多事 多！^ ヲ易簡 -_ ス 

リ。 故-一天 ノ顥ァ リテ吉 ナリ。 民 ミナ 其 利ヲ利 トス。 。黄 帝堯 舜ノ 三聖ハ 


衣 を 千忸の 岡に ふる ひ、 足 を 万里の 

流に あら ふかぶ-くなる へし。 衆 をい 

る乂 こと は 柳 T 惠を舉 へし。 天空し 

て 鳥の 飛に まかせ、 海 ひろくして 魚 

のおと るに した かふ か CJ くなる へ し 

% 一人 見て よしと すれと も祌 のみる CJ よ 

からさる 事 はせ ず、 人 見て あし X と 

すれと も、 天の みると よき 事 を はこ 

れを なすへ し。 一 僕の 罪 かろき を 殺 

して 天下 を 得 こと もせす、 何 そ 不義 

に與 して 乱に した かはん や 

小人 

W 一  心 利害に 落 入て 暗昧也 C 世事に 出入 

して 何となくい そか はし 

M 1 心 思 外に 向て 人前 を SS めみ、 或は 頑 

空、 或は 妄慮 

W 一順 を 好み 逆 をい とひ、 生 を 愛し 死 を. 

にくみて 願の み 多し 
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i  - 一  ハ其 力へ シャゥ 大事 也。 タ 、 -I 易簡儉 約- 1 ス レバ 飢寒- 1 及ブ者 *J 万 入 出来ん *  - 

頭 一一 冠ヲ 着シ、 身-一十一 一章 ノ 衣裳 ヲ 服シ、 日々 南面 ノ位 一一 マ シ， --、 琴 一 

/ シ ラベ 也。 1K 性 本 オア^ 者 ハ其時 二當テ 1 入モ難 義セザ ルカ  <, ツヤ ゥヲ， 知べ、 シ S 

瑟ヲ 調樂ミ タマ フバ カリ 也。 シ カレ iii 君子 ハ其 心ヲッ クシ テ下 ヲメ クミ 一 

小人 ハ其カ ヲ盡テ 上 一一 シタ ガヒ、 君 ハ首ノ 如 ク臣ハ 手足 ノ如 シ。 諸侯 ハ 弟，； 

ノ 如ク、 民 ハ子ノ 如シ。 無事 ヲ行 ヒ無爲 一一 シーア 成、 コ レ德 治ノ至 ナリ。 天 一 

不 以言而 四-時 行 レ百物 生。 天氣ク ダリ 地氣ノ ボリ テ和 スル ノミ。 天 氣クダ 一 

ラズ 地氣ノ ボラ ザル 時ハ、 四時 不レ 行、 万物 不， 生、 上 ノ心下 一一 ク ダリ、 人 一 

情 時 變ヲク ハ シク 知テ、 惠ミ ノア マネ キハ天 氣ノク ダル 一一 取， 乾ノ 道ナリ 。一 

下 ノ心上 一一 歸服 シテタ ガハザ レバ、 天下 ノ事ナ ラズト 云 コトナ キハ、 地氣 1 

ノ ノボル 一一 取、 坤ノ道 也。 臨 は 下ニ以 ュ齚ヲ i スル II 衆， 以テ" 寬 § コレ 乾坤 ％ノ 

簡ノ德  一 I トル 也。 日本一 一 テモ王 代 ス 昔 ハ易簡 チリ。 仲哀 天皇 應祌天 白： V  、、ヅ ： 

カラ 大將ト ナリテ 九州 マデク ダリ タマ ヒ、 甲胄 ヲ枕 トシ、 山野 ヲ家 トシ ター 

マ ヒ タル 一一 テ易 簡ナル 事知レ タリ。 遠國ノ 山賤マ デモ 天子 ヲ 大切 一一 思 奉 リー 

fc ナタ * ク カウ  ん 

テ、 何-一 テモ ヨキ 物ァ レバ、 王- サ、 ゲン トテ 都へ 上 レリ。 日 南北 向ノ喧 一 

ヲ王 一一 サ、 ゲン ト思ヒ シ昔 物語 ヲォ 。カナ ル事 一一 云テ笑 へ ドモ、 王化 ノ至」 

リ 感ズル 一一 堪 タリ。 天 氣クダ リク ダル 事、 名 モナ キー 草 一木 乇 造化 ノ メグ」 


卷俸七 


五 九 J 


蕃山仝 集 第一 册 

曜は富 § 樂の類 也。 逆 は 貧錢患 

難の 類 也 

S 一  愛して は 生ん と を 欲し、 惡んて は 死 

なむ. t を 欲す、 すへ て 命 を 不知 

5 一  名聞 深 けれ は 誠 すくなし。 利欲 厚け 

れは義 を 不知 

S 一  己より $f 贵 なる を うらやみ、 或は そ 

ねみ、 己より 貧賤なる を あなと り、 

或はし のぎ、 才知 藝 能の 己に まされ 

i ありても 益 をと る 寧な く、 己に 

した かふ 者 を 親む。 人に 間 £ を 恥て 

一 生 無知 也 

S 一物 毎 赏義に は 叶 はされ 共、 當 世の 人 

の ほむる 事 なれ はこれ をな し、 赏義 

に 叶ぬ る 事 も、 人 そしれ はこれ を や 

む。 眼前の 名 を 求る 者 は 利 也。 名利 

の 入 これ を 小 入と いふ。 形の 欲に し 

たか つ， て 道 を しらされ はなり 


一 六 0 

ミ 一一 モ ル 、事 ナキガ 如ク、 奥山 ノ賤 男賤 女マヂ モ 王德ノ 仁政 _1 ァヅ カラ ズ 

ト 云事ナ シ。 上/下 ヲ見 タマ フ事 子/如 クナル 故 一一 、 下 ノ上ヲ 見 奉 ル事父 

母ノ 如シ。 仁政 トテ 人ゴト 一一 物ヲ タマ ハル 一一 ハ 非ズ。 井ヲホ リテ水 ノミ、 

田 ヲタガ ヘシ テ 食ス。 帝 德ノ恩 ハ何カ 了ルャ トイへ ル信ノ 仁政 ナリ。 無道 

ノ代 一一 ハ、 タカへ セド モ食ヲ 得ズ。 婦ハ織 ドモ衣 ヲ得ズ 、却テ タカ へ サズ、 

ヲ ラズ、 民ヲ メグ マザル 者、 衣食 一一 飽滿 セリ。 天下 ミナ 耕 シテ食 シ織テ 着、 

ェ商 ハカへ テ 食ス。 イト マナ ケレた セハく シキ事 ナク、 贫ナレ 衣食 乏 

シ カラ ザルハ 政道 ノ大 ナル德 ナリ。 上 一人 ョク民 ヲ子ノ 如 タス ルノ 仁心 厚 

ク、 無欲 一一 シ テ恭儉 ナラデ ハナ ラザ ルコト ナリ。 帝堯 四海 ノ主 一一 シテ、 茅 

茨 キラ ズ、 祸 柱丹ヌ ラズ。 黑木作 リカ ャブ キナル ハ ヨキ 敎ナ リ。 日本 二 テ 

モイ 一一 シへ ハカ タノ 如クナ リト見 ヱテ、 天 照 皇ノ御 宫殿ハ 力 ャブキ ナリ。 

シ カル 二 後世 モ u コ シ秦ノ 始皇ガ 惡政ナ リシ 咸陽 宫ノ 一  殿 ヲゥッ シテ、 大 

事 尤ナリ 

問、 天下 ノ廣 ヲ子ト シ 惠ミタ マ ハ ♦  、、バ 今瑟ヲ モ テア ソビタ マヲ 〔フー-一〕 ノ ィ 

トマ ハ アルマ ジキカ 云、 時 ナリ。 禹ノ水 ヲ治タ マヒ シ時ハ 婦ヲメ トリ 


s 一人の 己 を ほむる を 聞て は、 實に 過た 

る 事 にても 悅ひ ほこり、 己 を そしる 

を 聞て は、 有 £ なれ はおとろ き、 な 

き Co なれ はいかる。 あやまち を かざ 

り、 非 を とげて、 ると を 不知。 

人み な 其 人から を 知、 その 心根の 邪 

を 知て とな ふれと も、 已 ひとりよ く 

かくして しられす と 思えり。 欲する 

所を必 として 諫を ふせいで いれす 

S 一人の 非 を 見る を 以て 己 知 ありと 思へ 

り。 人々 自滿せ さる 者な し。 これ を 

木の葉 天狗と 云 

^ 一道に たか ひて ほまれ を 求め、 義にそ 

むいて 利 を 求め、 士は媚 と 手 だて を 

以て 綠を 得、 庶人は 手く ろ を て 利 

を 得 也。 これ を 不義に して 富 かつ 貴 

き は 浮める 雲のと しとい へり。 終に 

子孫 を 亡す にい たれと も不察 


給 ヒテ僅 一一 四日 ナ リシ 一一 、帝ノ ミコト ノリ ヲゥ ケテ出 クマ ヒ、 天下 ヲ メグ リ 

テ 外- 八 年 居 タマ ヘリ。 八年ノ 間-三度 マ デ我門 ヲ通リ テモ門 內へ入 タマ 

ハ ズ。 御子 生レ テナ キタ マ フ ヲ聞タ マ ヒテモ 門  一 I 入 テ見タ マ ハ ズ 0 子ト モ 

シ タマ ハ ザ ルガ 如シ。 八 年 ノ程久 シキコ ト也。 タト ヒ 1 1 一年 程 力 、 ル事ナ 

リ ,1-、 我家 ヲ過ル トキ ハ、 内 II 入テ 五三 日ノ 休息 ハ アルべ キコト ナリ。 ソレ 

マデ コ ソアラ ズ IIT 入テ 妻子 家內ノ 安否 ヲ見タ マ フ ホ ドノ 事ハ アルべ キ事 

ナレ ドモ、 天下一 一水 ァフ レテ、 人ノ 居所 不定 コト ヲ憂タ マフ 事、 我 子ド乇 

ノ多ク 流浪 ス ル如ク 思ヒ給 ヒテ、 シ バラク モ御心 一一 イト マナ 力 リシ 故 ナリ。 

八 年 ノ聞冬 トナク 夏 トナク 水ヲヮ タリ タマ ヒシ故 一一、 御手 足 II ハ拼ァ 力-、 

リア リト 云リ。 其 時何ノ イト マ ァリテ 力 琴 瑟ヲ調 ンャ。 其 後 水 ミナ 海 一一 切 

ヲ トシ、 人民 居ヲ 安シ、 五毂 ミノ リシ 時ハ、 天下 ミナ 樂ヲ得 タリ。 此時 

又 イマ ダ心 モト ナ キト テ、 國ヲ メグ リ代 宫ヲ 下シ、 諸 役人 ヲ召ョ セ、 朝夕 

念ヲ入 スグル トキ ハ、 人民 其 事- ッカハ レテ 耕作 ノ イト マナ ク、 事 忙シク 

シテ 父母 妻子 ュ ルくト 養フ事 モナ ラザ ル樣ュ ナ ルべシ 。然 ル時ハ 色々 ノ 

惡事モ 出来、 偽モ 生ジ、 風俗 ァシク ナリテ 洪水 ノ難 一一 ハ越ヌ ベ シ。 洪水 ハ 
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1 小人 は 己 ある £ を 知て 人 ある CJ を不 

知、 をのれ に 利 あれ は 人 を そこな ふ 

事 を も か へ りみ す 0 近き は 身 を 亡し、 

i? は 家 を 亡す。 自滿 して 才资 なり 

と 思える 處の もの これな り C 愚 これ 

より 甚き はなし 

^ 來害 格、 志 は 退と も不 «1 ゆ。 隨分 つと 

め はけます 樣には 仕 ゆ へ 共、 氣質 柔弱 故に 

進み かたく ゆ。 志の 親切に なき 故 共 被存ゅ 

返書 略、 被 仰 越 S 處は氣 の 力の み を はけ ま 

すに て ゆ。 たと ひ强カ ありて  一 tr- つとめす 

くや かに 進 ゆ 共、 德の 力なら され は 根に 入 

て、 入镥の 益に はなら す： S  。氣カ は 時 ありて 

おとろえ； s。 又 根に 不明なる 處有 之" へ は 

くじき 易 ゆ。 德のカは明かなる^^ょり出ゅ 

へ は、 氣 質の 强柔 によらす ：s。 知 仁 勇 ある 

時 は 共に あり、 擦 性 を 尊て 問學 による はこ 

れを 明に する 受用 にて ：s。 知 明かに なり ゆ 


人身 ノ憂 ナリ。 風俗 ノ ョ カラ ザルハ 心ノ愛 ナリ。 人民 ノ難 7 ゾ イチ 一一 タカ 

ナル 時ハ、 肝要 ノ事バ カリ ヲョ クシ テ、 ソ レ./ ^ノ 位々 -ー ヨキ 人ヲ ソナ； 

ヨキ 敎ヲ ナシテ 後、 上 タル 人 ハ無爲 一一 シテ 琴瑟 ヲ樂ミ タマ ヒ、 小事 ハ 無事 一 

一一 ナリ、 大事 ハ 小事 ト ナルャ ウー 一、 下知 法度 ュ ルく トシ テ位シ タマ へバ、 一 

天下 大平ー I シ テ贵賤 上下 共 一一 ユタカ ナル モノ ナリ。 天ヲ見 レバ 日月 星辰 ノ 一 

四象バ カリー ーテ、 蓥夜 四時 行 ハレ 万物 生ズ。 地ヲミ レバ 水火 土石 ノ四靈 バー 

カリ 一一 テ、 雨露 霜雪 風 雷 時 一一 イタ リテ 万¥ -ス。 上 一一 日月 星辰 力 、リ、 下 一 

一一 水火 土石 ッ ラナ ル。 衣裳 ヲ タレ タル 象ナ 1。 黄 帝 堯舜、 衣裳 ヲ タレ テ無ー 

爲 一一 シテ 天下 治 マリ シハ、 天地 ト德ヲ 合セタ マフ 故 ナリ。 夫 生 トシ 生ル モー 

ノ 一一  ハ必 ズ生樂 ァリ。 正キコ トー 一 樂マザ レバ、 邪 ナル樂 ミ出來 モノ ナリ。 

無道 ノ時 凡夫 ノ樂 トス ル コ トハ、 或 ハ心ヲ 乱リ、 或ハ 身命 ヲ縮 メ病ヲ 生ジ、 

或 ハ氣隨 -I ナリ、 或ハ f ヲ失 ヒ、 或ハ 奢或ハ 吝リ、 或 ハ家ヲ 亡シ、 或ハ 

人ヲ 报ジ、 下ヲ 虐スル 一一 及 プノ 樂ミ 多シ。 コ レヲ俗 樂ト云 ナリ。 欲 ノコ ノ； 

ムコト ナル故 11  、 樂ノ 樣ナレ 流 レ蕩 ケテ心 クラ クナ リ、 或ハ サ カダチ モー 

トリ ナド シテ、 却テ 大ナル 苦トナ レリ。 聖人 ハ此 人情 ヲ知タ マフ 一一 ヨリ 國ー 


へ はやめむ とすれ とも 不已の 勇力 自然に 生 

し so 私欲の 煩 も くらき 處に有 之 明なる 

時 は 天理 流行して 一 体の 仁 あら はれ ：5。 明 

に 知 ゆへ は 則 親切の 志 立 ゆ。 これ を 明より 

誠 あると 申 ゆ。 誠より 明なる は 聖人に て 御 

さ ゆ。 これ を 明に する 功を受 用せ ずして、 た 

--に 志の 親切な らん 事 を 御 願 ゆ は、 舟な く 

て 海 を わたらん とする か £ くにて w。 故に 

大攀の 道 は 明德を 明かに すると を 先し ゆ。 

親 民 至善 はみ な 明德の 功夫 受用 にて 御座： S 

^ 来書 略、 國々 に 道に 志す 者 出来て、 貴 

老を たつね 來り ゆへ 共、 御對談 なき 故に、 

江 西の 手筋と たつね より § へ は、 むかし は 

g も 及 g はさり し 者、 其舉 流と て敎 ゆ。 志 

は 寅に ゆへ 共、 文盲 故に 陽 儒陰佛 なと い ふ 

やうなる 不正の 學を 信して、 江 西の 學 術と 

思へ り。 あたら 志 あたら 人 をす て 申 ゆ。 又 

國處へ も よびなと 仕 ゆ。 本より 右之師 をい 
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天下 治リ、 無事  一 I シテ 人民 生樂ヲ ナスべ キノ 時-一 至テ ハ、 天地 ノ 律呂 ヲゥ 

ッ シ テ 雅樂ヲ 作リ、 正キ處 K ヲィ テ樂ミ タマへ バ 、 下 ミナ コレ I ー化シ テ雅 

樂ヲ好 メリ。 或ハ 糸竹 ノ調 ヲモ テア ソビ、 或 ハウタ イマ イナ ドス レル、 雅 

樂ノ 風ハ淡 一一 シテ甚 面白 キコ トモ ナク、 又 ァク事 モナ シ。 是 一一 深 キ者ハ 道 

德ヲ 助ケ、 淺 キ者モ 不知 不識 眞樂 一一 遊テ 風俗 美 ナリ。 勉ジテ 君子 ナラ デハ 

眞 ノ樂ミ ハ シ ラザル モノ ナリ。 樂マ ズ シ テ ハ國 天下 ヲ ユタカ-一治 ル コ卜ハ 

ナラザ ルナ リ。 故 一一 樂 メル 君子 ハ民ノ 父母 ナリ トイ ヘリ。 亦 古人 云、 有 レバ 

レ 德則チ 樂ム。 樂ム 寸ハ則 チ能ク 久シ。 詩-一 云ク。 樂 メル 只 君子 邦-家， 之 基 ナリト 云リ。 

天下 ノ人 上ノ樂 ヲ以テ 人々 ノ樂 トシ テョ a コ ベリ。 後世 ハ上 タル 人 ノ樂ハ 

ミナ 下々 ノ 困窮 トナ レリ。 道德 ヨリ 出ルト 人欲 ヨリ 出ル トノタ ガイ ナリ。 

セィ ガク  ィ，\* カク 

天下 ノ 人心 正 樂ナキ 時ハ、 必ズ 淫樂ヲ コル モノ ナリ。 天子 諸侯、 公卿 大夫、 

、 、 

娃樂 ヲ好ム 時ハ、 人欲 日々 - 一盛 ニナ リテ奢 生ジ、 士貧ク 民 困窮 ス。 天下 ミ 

ナ！^ 樂 ヲ好テ 人心 邪 一一 ナリ、 風俗 ミ ダル。 終-一 乱世 トナ ル。 生 付 正 キ君ハ 

是 ヲ忌テ 娃樂ヲ セズ。 シラザ レバ 正 樂ヲモ セズ。 行 義高ク 和 ナク、 万事 法 

度 强ク、 俗語 ノ石 一一 テ 手ヲッ メタル 樣ナ レ バ、 諸人 氣ヲッ メテ、 或 ハ病者 煩 
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たし！ S 者 は、 外に は 中 江 氏の 舉の 名高 を か 

り、 内に は 渡世の 爲に 仕： S へ は、 文 Si さへ 

しかと なく、 何のと りしめ なく tS 故に、 む 

さとした る 風俗に なりゆき、 或は 徒黨 かま 

しきい ひとな とも 出來： so 贵老 かって 御存 

知な き 辜に ：5。 右 之 者 共 は 以 老を むし 

かしき 人に 思 ひて そしり 申： § へ とも、 世人 

は 其 寅 を不存 して、 舉 友と かってん 仕 ゆへ 

は、 あしき 事の 罪 は 中 江 氏、 扭は贵 老へか 

X り 申； 5。 今より は 志 ありて たつね 麥： S 人 

に 御 あ ひ 1:^ へ かしと 存ゅ 

返書 略、 內々 承 及た る 事に ：s。 拙 夫 事 病 者 

にて 人と 久 敷かたり： S 事 不成！ 5。  二三 度 も 

つ \ けて 人と 出合 ゆ へ は 其 跡 大に草 臥 ゆ。 

學者を あつめ 敎 S 事な と は 中々 成不申 ゆ。 

去 乍氣色 もよ き 時分、 遠方より たつ ねられ 

§ 人に はせ めて 1 兩 度つ --對 面 仕て、 敎る 

事 こそ 不罷成 1 共、 道學の 大筋と 今日 問學 
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人 多シ。 士民 II ゥ トミ テ 其代ス 力 ハリー ーハ 必ズ氣 ヲノべ ン コトヲ マチ、 

世繼 ノ君モ 先代 ノカ タキ 一一 コリ、 諸人 モウ トミ ティ サム ル事ナ レバ、 上下 

>4i  I 一  1^ 氣ヲ ハラ シテ、 犬- ュ ルムコ ト 了リ。 其 正 キト 云 モカ タキ バ カリ 一一 

テ和ナ キハ、 禮樂 カネ ザル故 ナリ。 正 樂ハ淸 風和氣 ァリ。 上 タル 人 是ヲ好 

トキ ハ心 ユタカ 一一 シテ、 下 タル 者是ヲ ナス 時ハ 欲スク ナシ。 君臣 父子 夫婦 

兄弟 朋友 和- k ス。 或 ハ時ノ 興 一一 乘ジテ 糸竹 ヲ奏 シ、 或ハ 一人 シ ラベ テ靜 

一一 樂ム モノ ナ レバ、 恭儉 - シテ 驕奢 ナシ。 五倫 和睦 スル クミ。 コ レ 黄帝堯 

舜ノ 衣裳 ヲ タレ テ 天下 治 マル ナリ。 禮モ亦 後世 ノゴ トク 煩 シキ事 一一 ハ ァラ 

ズ。 說 命-一 モ禮煩 則 乱 トイ へ リ。 禮 ハ恭儉 一一 シテ 事スク ナク、 和 アル ヲ以 

テ士ロ トス。 無道 ノ世 一一 ハ禮 ナキ故 一一、 贵賤 yJi _1 苦勞ス ル事ヲ 不知。 マ タ學 

者ハ 跡ノミ 見テ眞 ノ鱧ヲ 知ザル ュへ 一一、 格法ヲ トメ テ禮 ナリ トイ へ リ。 故 

一一 世俗 ヨリ 儒 道 ノ禮ハ ナ リガ タキ 事 也ト思 ヘリ。 今ノ世 一一 モ時處 位 一一 叶タ 

ル ノ 禮行ハ レバ、 上下 贵賤斥 一一 安堵 シテ、 心ヒ n ク体ュ ルャ カナ ル樣 - 

思べ シ。 儉約ノ 戒ナク シ テロ  〔モー-一〕 厚キ 風俗 トナリ 長久 ナルぺ シ 

M  一  it 木 ，ぎ 舟ぶ i 亇 -x， ま. 楫ト。 舟— 楫， 之.. 利。 以テ濟 "不通 r  S 遠， 


いたされ 5 次第と 心 持 計 は 語て 返し 度存ゅ 

義度々 有 之 ゆへ 共、 世間の 勢に て 身 を 心に 

まかせす S へ は不及 是非 ：5。 如 仰 わきく 

にて あしき 事の 有 之 罪 はしらぬ 此方の 身に 

かう ふり ゆ。 一生 無 實の遣 言 虚說を 負て 終 

へき 者と 存； 5。 天地神明の 照覧た かふ まし 

く 御 鹿： &へ は、 なき 跡に はおの つからしら 

れ可申 5。 本より 名利に 心なく ゆへ は、 無 

資の罪 はう かめる 雲の ことくに^ 

W. 来書 略、 よき 學 者に 罷成 度と 心懸 ゆへ 

共、 志のう すき 故に やお こたり かちに て， 

むなしく 光陰 を！ ^ 事 無念 に存 

返書 略、 よき 學 者に 御成 ゆ 事 は 御 無用に 可 

被 成 ゆ。 贵樣は 武士に て 御座； S 間、 よき 士に 

御な り S 樣に 昼夜 御 心 かけ 可 被 成： s。 た i 

名字な しによ き 人と 申 S かま £ の 人と 可 被 

思 召 ゆ。 まとの 人 は 八ム家 なれ はよ き <ム 家と 

みえ、 武家 なれ はよ き 武士と みえ、 町人 なれ 
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以テ利 美-下 r 蓋. * 取 Iri 諸澳ー 

ク ヮ,\ 

ノ卦巽 ノ木坎 水ノ上 一一 ァリ。 叉 巽ハ風 ナリ。 木 水上 一一 ゥ カン デ風 フク 

時 ハ行べ シ。 車馬 ノ不 及處ュ 至ル。 聖人 是 一一 ョッテ 木 ノ中ヲ エリ、 虚 一一 シ 

テ舟ト ナシ、 楫ヲ作 テ舟ヲ ュ カシム。 帆 ト櫓ト 其 中 一一 ァリ。 曰 中 二 市ヲナ 

シテ 交易 スト ィ へ >iT 步行ナ リガ タク、 車馬 ノ及ガ タキ 不通 ノ 所-一 ハ舟ヲ 

作 チ川澤 湖水 海岸 ヲ渡 シ、 物ヲ ノセテ 有無 ヲ通ゼ シム。 第 一 ハ 如此ノ 不通 

ノ 地-一 モ、 敎化ノ 及 テ道ヲ 知 シムべ キ タメ ナリ 

服 レ牛ヲ 乘8。 引 t 重キ" 致，〕 遠？ 以テ利 美 下 r 蓋- シ取ユ ルナ リ諸隨 _ー 一 

上古 |ー  ハ牛 イマ ダ鼻 ヲトヲ サズ、 馬 イマ グ鶴的 轡ヲッ ケザル 故 一一 用ヲ ナサ 

ズ。 是 一一 至 テ始テ 牛ヲッ カヒテ 重ヲヒ カセ、 馬 一一 ノリ テ遠 キー 一行。 ミナ 其 

天然 一一 ョッテ 其性ヲ 遂シム ルナ リ。 一一 一一； j 卦ノ象 上 ヨロ コビ 下ゥ ゴク。 人 牛 

馬 一一 ノル 時 ハ物勞 シテ人 安ズ。 是 下動テ 上悅フ ナリ。 又：。 1 ハ剛 也。 S ハ柔 

ナリ。 剛來 リテ柔 一一 ク ダル 時 ハー 一一 ート ナル。 牛馬 《カツヨ シ。 然レ 人 一一 

シ タガヒ ッカハ ヽ ル 〔〇- 一字 ル 、一-一〕 ハ是 剛ノ柔 ユタ ダル ノ義 也。 後世 ノ 聖人 隨 

卦ノ象 ト義ト ヲ見テ 天下 ヲ利シ タマ フ。 ソ レ人ハ 万物 ノ靈 -ー シテ知 アル 故 
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はよ き 町人、 百姓 なれ はよ き 百姓と 見え 申 

！ 5。 よき 舉者と 申 W に は 風 あり、 くせ あり。 

其 類に を ゐては ほめ ゆても 其 法な く、 其 習 

なき 所へ 出 ゆ へ は， 却て 入の 目 を さし 耳 を 

おとろ かしゅ。 其 ゆへ はよ き學 者と 申： &に 

は 外の； J?^ 多 5。 其 ：5?^ をのけ て 見 ゆ へ は. 

赏 はか はる 事な くひ。 た トぉ義 ある 人の み 

松柏の しほめ るに おくる、 たのもしき 所 御 

座： s。 取 分 武士た る 人の 肝要に て 御座 外 

n 來害 略、 &土 B 速宗申 ゆ は 大乘の 學者 

は戒を たもつに 及 はす、 たと ひ 悪 をな して 

も彌陀 を賴み 妙法 をと な ふれ は、 成佛 うた 

かひな しとい ひ、 善行 をす る をは雜 行の 人 

なり、 地獄に 落へ しと 設： §。 尤 本願 寺宗同 

前に： s。 法然坊 日蓮 法師な とか 樣の わけ も 

なき CJ をい ひて， 一宗 を ひろめ ゆ を、 よく 

ひろめさせ 給 ひたる 事に ゆ。 今 は數百 茂の 

なら はしと も 可 申 初に か樣の 車に てお 
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- 一人 ヨリ モ剛 ナル モノ ミナ シタ ガフ ナリ。 舟揖 ヲ作ハ 植物 ノ材 一一 隨テ河 海 

通ズ。 服 牛 乘馬ハ 動物 ク性ー 1 隨テ 道路 通ズ。 牛 ノ性ハ 順 ナリ。 故 一一 是ヲッ 

カフ。 馬 ノ性ハ 徤ナリ 。故 一一 是  一一 ノル。 牛 一一 モ ノリ、 馬ヲ モッ カフ コト ァリ 

トイへ It- 、第一 ノ處- 一 ョッテ 云リ。 トモ 一一 遠ヲ イタ シテ 天下 ヲ利ス ルナ リ 

ゥヅ タク  3 

お 一 重-門 磐 t 柝，. 。 以テ待 r 一 暴-客 T。 蓋. -取ユ "ナ， 諸豫一 

豫ハ ァラ カジ メ^ル ノ義 ナリ。 舟 車馬 牛ノ利 出來テ 天下 ミチ ヒラケ 通 ズ。 

故 一一 人民 ミナ 其處ヲ 得。 其 { 且キ ヲ得テ 悅ブ。 豫ハ 喜悅豫 樂ノ時 ナリ。 人悅 

豫ス ル時ハ 怠惰 ノ ツイ H ァリ。 怠— 惰シテ 備ナキ 時 ハ必ズ 難 生ズ。 其 上 四 

方 道路 ヒラ ケテ ハ 邊境ノ 禮儀ヲ 不知 者、 或ハ暴 人ナド 乇至ル コトァ ラン 力。 

故 一一 カネ テ門ヲ 力 サネ柝 ヲゥッ テ備ヲ ナス 時ハ憂 ナシ。 鬥 ハ外ノ 暴-客 ヲ 

フ セギ、 拆ハ ノ怠 惰ヲ 戒ム。 上世 ハ門戶 《風雨 ヲフ セグバ カリー 一 テ戶ザ 

ス事 ハナ 力 リシナ リ。 此 時-一至 テ始テ 屋ノ戶 ヲ閉、 外 一一 門ヲ マフ ケ タリ。 

一！ 一に  一 ノ卦中 ノト ヲリ アキ タル ハ 大路 ノ如シ iJKK  ノ卦ノ 卦ノ 外-一 1 陽 フサ 

ガリ タル ハ門ヲ マフ ケテ、 一 1 安 ク靜ナ ルノ象 ァリ。 叉 外卦ノ ニ陰ヲ 重鬥ノ 

象 一一 トリ、 下ノ 一  陽ヲ賴 柝-ー トリ タル トモ 云リ。 外 卦ハ溪 ナリ。 溪 ハ動ナ 


こりた る は 不審に 存 ゆ 

返書 略、 法然坊 制禁敎 示の 書 を 見 侍れ は、 

云、 可 止 r 於 r; 念 佛門ー 號"" ：： 無 fr 戒行？ 

專-， Jr- ^^食肉 T 適，. 守 is 儀 s"。 名二雜 

行，人T。憑i1彌陀ぶ願7者ハ。說^^レ"恐ル、， 

レ造 ナス S 悪"。 事戒 ハ是レ 佛法ノ 大地 也。 衆 行 

雖ト ^ 區ナ？ 同 ク專- 一；^ 之 S 是.' 以- T 善導 和尙ハ 

擧け I 不レ見 一一 女人 r 此ノ 行狀， 之 赴 * 過 r リ 

タク t 

*l._-o 讓， 豪 不ユ順 者。 敏" 失 i1 

如來/ 之 敎 r- 別 ご 背 rj 祖師， 之舊跡 一一 旁-' 

無レ 據者激 

日蓮 坊云、 十七 出家 ノ後ハ 不レ帶 f 一 妻子 T 不 

レ 食セレ 肉- S  il^  ノ人尙 可 ル。 况ゃ正 法， 

行 入 哉 

二 祖如此 に ゆへ は、 末流の 坊主と は 大に異 

なり、 法 然坊は 學カ戒 行 共に まさりた る 鉢 

に ゆ。 日蓮 不帶 妻子と 書 ゆ 處は尤 きとくに 

w。 持 ほと なら は 妻子と て 可 持 ゆ。 かくれ 
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リ。 一陽 內外ノ 聞 一一 ヲィテ 動クハ 拆ヲ擊 テ戒ム ルノ義 ナリ。 雷 出け 地 ，フル 

フ ハ、 天 ノ春夏 悅豫ノ 時-一 ヲィテ 戒ムル /理ナ リウ 君子 治世 ノ時 一一 ヲィテ 

武備 ヲゴ ソカ 一一 マフ ケタ マフ モ此 義ナリ 

^ 一  斷 爲 •〕 杵ト。 # お. -爲 $ 臼ト。 曰 I 杵， 之， 利。 萬 民 以テ濟 う 蓋. 戚， 1 ルナ， 

.  スクフ 

詣 小-過. 一 

園不多  n 

上世 ハ人稀 一一 シテ 五穀 ヲ作 リ出ス コ ト 少シ。 多ハ木 ノ實魚 ナド食 トセ シカ 

、 、 

ド乇、 次第 一一 人多ク ナリ、 五穀 ヲ作 ルコ トモ 多 力 リシ 故 一一、 ソレ くノ器 

ナクテ ハ 民 用多ク 费テ、 養生 ノ道 全力 ラズ。 五毂ノ 皮批ヲ トル 一一 ヤス カル 

セ ゥクヮ 

ベ キ器ヲ 作 ント思 ヒ給ヒ M 卦ノ象 ヲ見タ マ へバ、 上ゥゴ キ下ト ♦、 マ ル。 

上 動クノ 震ハ木 ナリ。 下 止ルノ 艮ハ土 ナリ。 農 木 上 一一 ゥゴ キ艮土 下-一 ト*、 

マ ル ハ杵臼 米ヲ治 ルノ象 ナリ。 是ニ ョッテ 地ヲホ リカ タク シテ 五穀 ヲ入、 

木 ヲケ、 ヅリ土  II 入 トコ a ヲフ トク シ テウス ヅカ シ ムレ パ、 皮ヌケ 正味 ァラ 

ハ レテ、 万民 養生 ノ利ヲ 得 タリ。 耒耜ハ 耕 稼ノ始 ナリ。 臼 件 ハ脫粟 ノ始ナ 

yo 後世 一一 至 テ木ヲ エリ クボ メテ曰 トシ、 叉 土ヲネ リナ ドシテ 作 レリ。 又 

米ハ モミ ヲ脫ス ルス リ曰ヲ 作 タリ。 次第 一一 五穀 多 ナリ、 人多ナ ルガ 故-一、 
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たる 事 は 有 間 敷 ひ。 しかれと も 出家と なり 

ゆうへ は， 戒 なくて は 出家に あらす： S との 

事に： §。 世間の 坊主の 說法は 己 か 破戒 無 作 

法の いひ わけとみ え 申 ゆ。 身す きの 事に！ S 

へ は、 とかくの ひはんに 不可 及 $ 

^ 来書 略、 思に 思索 资照 のた かひ 御 さ ゆ 

由 承 ゆ。 く はしく 承 度 ひ 

返書 略、 古人 心 を くるしめ 力 をき はむ る は 

整に いたり 易しと いへ り。 是 思索の 事に て 

心の 本然 ふさ かりて 至理 てらさす ゆ。 

藝は其 術の 功 を 接ての ちな り、 世俗の 分別 

はりく つのかん かへ と 見え； s。 宽裕 温厚に 

して ひたし 泰 ふとき は、 心 本然 を 得て 明赛 

の 照す ところ あり。 これ を S 照と 申 ：s。 分 

別 は 自然に 出て 自得し、 藝 は從容 として 其 

品た かしと もい へり。 詩 哥に至 まてた くみ 

なる は 本意に 非と 承 ゆ。 又 世事 は 其 事に な 

れ、 藝は其 術 を しらされ は、 鏡 前に 白 布 を 
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人用ノ 速力 ナル ャゥヲ モト メタル 也。 人,' モャキ 米、 ムシ 米ナ ドハ、 菜ヲト 

ルモ、 ヌカヲ 取モ異 ルコト ナシ。 臼 一一 テッキ ハ ャク 食トナ ス。 是 上古 臼 件 

ノ模樣 ナルべ シ。 軍 中 一一 テ カリ 田 トテ、 田 ヨリ イネ ヲ カリ 來テ其 マ 、 食ト 

スルモ 同ジ。 ムシ ロヲキ セ水ヲ カケ、 其 上 II  土ヲカ ケ火ヲ タキ テ、 ムシ テ 

食 トス。 是 上古 鍋釜 ナキ時 ノ模樣 ナルべ シ。 又 小過 ハ スコ シキ ナルモ ノス 

グ ルナ リ。 小 ハ陰ー I トル。 中 一二 一陽 パ カリ 1^ テ、 上下 ミナ 陰 ナリ。 陰ノ多 

ヲ以テ 小 キナル モノ 過ルト 云。 陰ハ 小人 II トル 0 陽ハ 君子 一一 トル。 食道 ハ 

小人 多 カラ デ ハナ リガ タシ。 小人 內外 一一 ミチ テ食 ヲ作テ 君子 ヲ養フ ノ理ナ 

リ。 此 小人 ハ 庶人ヲ サス。 君子 ハ 在位 有 德 カネ テ 云ナリ 

弦ノ 木- 爲 弧ト。 剣？ 爲 5 矢ト。 弧 矢.' 之 _ 利。 以テ 威； <, 天下 マ 蓋シ 取， 諸 

睽ハ ソムク ナリ。 乖ク者 ヲパ威 ヲ以テ 服スべ シ。 弓ハ 武器 ノ始 ナリ。 一一 一； 5 一 

卦ノ 象、 上ハ離 火、 下 ハ澤水 ナリ。 火ハ 動テノ ボリ、 水 ハ動テ 下ル。 是ソ 

ムィテ 和セザ ルノ象 ナリ。 然レ ドモ暌 テ用ヲ ナス ノ 道理 ァリ。 コ、 I ーヲィ 

テ 弓矢 ヲ作タ マフ。 木ヲタ ハメ弦 ヲカケ テ弓ト シ、 木 ヲケヅ リテ其 サキヲ j 


はりた るか としとい へり。 不知 を は 不知と 

し、 知 を は 知と す、 眞知其 中に あり。 知者 

はまと はさる のみ 

n 来書 略、 聖人の 仰ら れ たる 事 は 何れの 

國、 何れの 人に もよ く 相 叶 ひと 承； 5。 しか 

れ とも 喪祭の 禮儀 なと は、 今の 時 所 位に 行 

かたき 事 多 御 さ ゆ。 三年の 喪 は 取 分な り 申 

間 敷 5。 擧 者の 我と 思 ひ 立てつ とめゆた に 

名资か はり 申 Js。 とくる 事 は 十に  一 二と み 

え ゆ。 それた に 其 人の 得た る 事 か、 境界の 

しからし むる 樣 なる 事 斗に ゆ。 もし 上より 

法に 御 定ゅは \ 偽の 端と なり、 罪人 多出來 

可 申と 存ゅ。 むかし 聖人の 法 を 少計國 に 行 

はれし 人 御座： S へ は、 國人 かなし ひて、 孔子 

とい ひし 人 はいかなる 悪人 哉覧、 か. -る迷 

惑なる 事 を 作 S て、 人 を くるしめられ J§ と 

申た る 由に 5。 今 も 儒道の 法 を 立てし いつ 

とめさせ 申 ゆ は- 是 にか はり 申 間 敷 ゆ。 ま 
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ト クシ、 ハヅヲ ッケテ 矢 トス。 コレ曲 レルヲ 体 トシ、 直 キヲ用 トス。 休 用 

相乖 クノ理 ナリ。 又 先へ ャラ ントテ 吾 前へ ヒク。 是又 ソムキ テ用ヲ ナス ナ 

リ。 木 ハマ ガリ テ弦 ハス グナ リ。 弓ハ立 矢ハ横 ナリ。 マ ガリ タル 方へ 不張 

シテ、 ソリ タル カタ ヨリ 引力 ヘシ テ張。 ミナ ソムィ テ用ヲ ナス ノ義 ナリ。 

重 鬥擊柝 ハ小盜 暴人ナ ドノ 防 ナリ。 大賊或ハ東夷南蠻西1^-ぉ狄ナドノ中國 

ヲミ ダラ ン爲 一一 來リ、 又ハ 諸侯 ノ 叛逆 ナドー 一 ハ 弓矢 ノ備ナ クテハ は ギガ タ 

シ。 弓矢 ノ 武具 ァリ テモ威 ナキ時 ハ恐ル 、 コト ナシ。 武具 ヲ備へ 武事 ヲナ 

ラ ハシ、 武備 嚴重  一丁 ンテ威 アル 時ハ、 四方 是ヲノ ゾンヂ 恐レ、 ヲ カスべ キ 

ノ 心ヲコ ラズ。 文事 アル モノ ハ必ズ 武備 ァリ。 文事 ハ 仁政 ヲ 行テ士 民ヲナ 

デ安ズ ルノ事 ナリ。 禮樂 制度 其 中-一 ァリ。 武備 ハ 文事 ノ 美ヲト ゲン 爲 一一、 

國 天下 ノ瞥固 ナリ。 今 神事 ノ 大祭-一 ハ辻ガ タメ ノア ルガ 如シ。 聖人 ハ德仁 

愛-一 シテ 神武 ノ威 ァリ。 其 上 一一 文武 ノ業車 ノ兩輪 ノ如ク 備リテ ヲコタ リナ 

シ。 故-天下 ノ 人恐テ 愛ス。 夷蠻 戎狄乇 仁政 ヲシ タヒ、 威武 ヲ恐 テ來 服ス。 

是ヲ 四海 一家 ノ 如ク、 中國 一 人 ノ如シ ト云。 又禽獸 一一 ハ人 3 リモ タケク 力 

ッ ヨキ 物 多シ。 兵器 ナキ時 ハ禽獸 人家 一一 マジ ハリ 害ス ルコト ァリ。 禽獸ヲ 
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ぶ-に 健の 初め 乱の 端と も 可成！ S 

返書 略、 聖人の 言 は 何れの 時處 位に もよ く 

應し； S へ 共、 联§ あしきに よりて 害に 成 

申赛に ゆ。 喪の 事 も 死 を 以て 生 を ほろ ほさ 

すと 御座！ s。 1 言に て 行 ひやす き 道理 明白 

に ゆ。 病 者 か 無 氣カか 情う すく 習た るか、 

如此 たくい の 人に、 法のと くいた させ ひ は 

>, 忽 親の 死を以 子の 生 を 亡し 可 申 ゆ。 近 

世 は 人の 生 ：3s 根よ はく、 休 や はら かに 成 

来り 5。 た \ 人の みならす f も 同し。 近 

年 木の 性の よはくな りたる 事 は 諸人の 知と 

ころ 也。 糸竹 金石 も 又し かり。 無心の 物た 

に運氣 につれ て は 如此。 况ゃ 人に を ゐてを 

や。 今の 人の よはく 情う すくなり たる 

に は、 世間の 定法の 五十 日の 忌 精進に て 相 

^に so もし 氣 根つ よく 志學カ 共に ありて 

其 上に 心 喪 を 加 へんと 思 ふ 人 あら は， 又 五 

十日 も 祝言 等の 座敷へ 不出 ほとの 事に て 可 


1 七 0 

トヲザ ケ惡ヲ ォ ドス-一 ハ弓 矢ノ德 -シク ハナ シ。 作 リ^-一  ハ弓モ 木 一一 テ作 

リ、 矢 モ木ヲ ケヅリ テ作レ ル ハ、 弓矢 一一- タ ヨリ ヨキ 木ァ" タル 十 ルべ -ン。 

万事 物 ノ始ハ 質素 ナル物 ナリ。 夫ソム イチ 用ヲ ナス コトハ 弓矢 ノミ -ァラ 

ソ ムィテ  ： 

ズ。 陵ハ乖 異ノ義 ナリ。 天-地 睽 而其ノ 事 同. i。 男女 其， 志 通 ス也ト 

云リ。 亦上-ー-け火，下-ースぶ澤^-睽ナリ。 君子 以テ： V 而異ト 云リ。 君子 ノ 俗-交 ル 

コ ト形同 ク心異 ナリ。 是疾 ノ卦ノ 火 澤体ヲ 合セテ 性同ジ カラ ザ ルガ 如シ 

一 一 上-古-一 ハ穴 |居メ 而 野— 處ス。 後-世 ノ 聖人 易 M 之以ュ 宮窒 T。 上け 楝" 下 iNF 

タ. Ttv ゥ 

以テ待 1 風-雨 T。 蓋.^ 取 ュネ， 諸大壯 一一 

上世 ハ 人ノ 家屋 ナ シ。 冬ハ穴 -I ス メリ。 今 山ノ南 日向 3 キ所 II 石 ヲタ、 ミ 

ァゲ、 外 -ー 土ヲ ヲキ、 ッ カノ ャゥ -I シテ、 中虚ナ ル モノ ァリ。 是 日本 上古 

ノ 穴居 ナルべ シ。 上世 ハ 人 ノ氣血 健 一一 シ テ カツ ョ カリ シト 見へ タリ。 俗- 

ハ昔 シ氷ノ 雨フリ タル 時、 此ッカ 穴-一入 タル ナドィ へ >1-、 其 始タシ カナ ラ 

ズ。 只 穴居 ト ミエ タリ。 夏ハ 野處 スト 云リ。 シパ土 ノ上ー I 力 ャナド ヲシキ 

テ居タ ル ナルべ シ。 柴木ノ 長キヲ g: 方 ヨリ ヒキ ョ セ テ上ヲ ュ ィ、 中ヲ虚 ュ 

シ、 中 ノ柴ヲ カリ ヌキ、 上 一一 ハカ ャナ ドヲ カケ、 今ノ イナ グ n 維子 * トャナ に 


也 o 神前の 股 は 日本の 古法のと くた るへ し。 

これより 上の つとめ をし ゐひは \、 舉 者と 

いふと もた へさる 者 多 かるへ し。 其 人の 罪 

にあら す。 人情 時變を 不知して しゅる 者の 

通な り。 物 極れ は 必す變 する 道 理 にて ひ 間、 

百年の 後 は 人の 氣根 まし、 形 鉢つ よくな り、 

世 中 質素の 風に かへ りて、 情も少 あつ is 

德の學 も 興起し、 至 治の 澤を かう むる 時い 

たりな は、 予 かいひ 置し 事 を すくなし とい 

ひ、 うすし として そしる 者 あらん。 今た に 

誠 を 大事と 思 はさる 學者 は、 法に よって 非 

とする 者 あり。 しかりと いへ とも 道のお こ 

らんと するめく みの 時に 當て、 誠 を 亡し 偽 

をな さん 事 は予か 心に をゐ てし のびす。 予 

いまた 凡 情 をまぬ かれす といへ とも、 狂 見 

ありて 大意 をみ る 故に、 世の そしりに ひか 

れ すして 獨 立り， 他の 學者は 狂 見な けれ は、 

そしり を もや ふり 得す、 氣鉢 よはく 情 叶 は 
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ノ 様-一 シテ、 居 タル トキ コ へ タリ。 上古 ノ柴 ノィ ホリ是 ナリ。 ヒ キヨ セテ 

ムスべ バ 柴ノィ ホリー 一 テ トク レバ 本ノ 野原 リケ リウ トヨミ シモム 力 .:. - ヲ 

聞傳 ティ へ ルカ。 亦 山中 II 住居 ス ル者ハ 冬 ハ岩ノ ホー マ ナド、 岸カゲ -ー カタ 

ヨリ テ今ノ 岩屋 ナ ドノ 樣 II シ テ住、 夏ハ 木 ノ枝ノ ョ キ處 I 一  叉木 竹ヲ ナ ラベ 、 

ユカ ノゴ トク シテ、 上 ヲヲ、 ィ、 鳥 ノ巢ノ ャゥ 11 シテ、 木ノ上 一一 住 タリ。 

上古 ノ 人 ハ 無病 ナ リシ 故 I 一 、 穴居 シ テ モ濕氣 ユア タラ ズ、 野 處巢居 シ テ モ 

風雨-一 モイタ マザレ tt-、 次第 一一 世ノ中 自由 II ナリ、 氣血ョ ハク、 病 氣生ジ 

テ、 穴居 シ テ ハ 濕 氣ヲィ タミ、 野處 シテハ 風雨- 1 ヲカ サル。 故 一一 其 時ノ聖 

タイ ゾゥ 

人民 居ヲ ナサ ント思 ヒ給ヒ Ksl 卦 ノ象ヲ 見タ マ へバ， 雷雨 ゥゴ ィ テ ミ チ ミ 

ッレ >ir 乾ハ下 I 一安 ジ、 上ノニ 陰筻へ ワカ レテ、 ク ダル 時 ハ下ノ 一陽 コレ 

ヲタ モッ。 是 一一 ヲィテ 一 陽ヲ楝 II カタ ドリ テサ シ ァゲ、 上 ノー 一 陰 ヲャネ 11 

カタ ドリ テ 双べ フキ タシ、 乾ノ 三 陽ノ下 一一 スクャ カー 一 立 タル ヲ柱 一一 カタ ド 

リ、 始テ 宫窒ノ 制ヲ作 リタ マ フ。 是-ー ヲィテ 人居大 - 壯 二 シテ、 禽 獸ト異 

ルコト 遠シ。 亦 大壯ノ 義ナリ 

へ  ホウ ムノ  キス  ll- 

^ 一  古.^ 之 is?" 。厚 ク衣， >_"之以8？ 。葬 中 野 一一 。不 ゼ不 JT 。喪 期 IH.- 
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され は 法 を も 行と 不能。 名聞 ふかき 者 は 身 

を 亡し、 あさき は舉 共に K せり、 ま. t に惜 

むへ し。 故に 世に 器せ あり、 1* 義 ある 人 は 

多 は 聖人の 道 を 尊 ふといへ とも、 大難 ある 

によりて さけて よらす。 其 人々 いへ り、 信 

する に は あらされ 共、 表む き佛 法に たより、 

宗旨 を 立て 常の 武士 なれ は 難な し、 學 者と 

なる 時 は、 其 法 を 行 はされ は、 其珠に そし 

られ、 本な き 惡名を かう ふりぬ。 行 時 は 身 

くづ をれ、 武士の つ とめ もなら ぬ樣 なれ は、 

黉は 不忠に も 落 入 也。 道 は 五倫の道 .Jr 就 

中 忠孝 を學 といへ とも、 忠孝の K はなき に 

似たり。 道 はき- -た くも あれと もむ つかし 

といへ り。 よきな き 率に； s。 今の 時 大に志 

ある 人 は、 たと ひ 其 身上 i 深 愛情 ありて、 

三年の 喪 を つとむへ き 者な りと も、 人の 師 

父兄と なりて 子弟 を みちひく へきなら は、 

己 ひとり 高く 行 去て 人の つ きかたき 事 は 


1 七 二 

レ數。 後-世， 聖义。 Hr;! 之- 以 s:5。 蓋. -取 _ レ， ミ諸 大- 過- 

上世 ハ棺椁 モナ ク、 ッカヲ ツキ、 木ヲゥ H 石ヲ立 ルコト ナク、 亦 t{  I 一居 コト 

モナ シ。 人死ス レバ 廣野ノ 人 ナキ處 -ー ヲ クリ、 其 上 II 薪ヲ積 テ覆タ ルバ 力 

リナ リ。 ホ ドナ ク 朽失テ 跡 ナシ。 精氣物 トナリ 遊-魂 變ヲ ナス コト ハリー 一 

テ、 人死ス レバ 魂氣ハ モト ヨリ 天 II ユキ、 瑰体ハ 土-一 歸スル 常ノ理 一一 シタ 

ガ ヘル/ ミ。 別 ヲナゲ ク事モ 哀情 ノ 力 ギリ ホ ドナ ゲクノ ミナ リ。 生死 ハ陰 

陽 ま夜ノ 道- シテ、 天理 ノ 自然 ナ レバ、 一一 クムべ カラ ズ。 タ、 > 别ヲ カナシ 

メル ノミ。 其 哀惰ハ 人 II ヨリ テ 厚薄 多少 ァリ。 上世 ノ人ハ カザル 心 ナキ故 

一一、 我心 ノ誠ホ ドー ーッ クセリ 。故 二 喪期數 ナカ リシナ リ 。夫 死 - 一事 ルコト 生 

一一 事 ルガ 如ク スル 本意 ハ、 ム ナシキ カラ ヲ云 II 非ズ。 吾モ 精祌コ ソ吾 ナレ、 

親 モ精祌 コソ親 ナレ、 精祌去 トキ ハ形ハ 住 了 ラシ タル 古屋ノ 如シ。 コノ精 

神ヲ明  一一 乂 トイ、、 幽 II ハ 鬼神 ト云。 君子 ノ心ハ 人 鬼 幽明 - ^  シテへ 

ダ テナ シ。 是故 一一 死-一事 ルコト 生 一一 事 ルガ 如ク ス ルナ リ。 我 身ノ死 タルカ 

ラハ谷 淵-一 投ス テン トモ 可 チリ。 莊子我 死 ナハ野 II ス テョ、 天地 ヲ以 チ棺 

椁 トセ ント云 シモ此 心 ナリ。 然レ  上古 II ハ生ル 時モ屋 ナカ リシ カバ、 死 


せし。 くたり ついて 衆と 共に 行 ふへ し。 武 

將の道 も 同し。 1 人ぬ け かけして 高名す る 

は lg 夫の 勇 也。 人に 將 たる 者 は 想 軍勢の か 

け ひきす へ き 程 をかん か へ て 進退す。 已か 

馬の はやき かために ひとり ゆかす。 大道 は 

俗と 共に 進 返す、 はなる へからす。 俗 をぬ 

きんする 者 は 一 流と なりて 俗 をな さす。 天 

地の 化育 を 助へから す、 終に 小道と なれり。 

異端と 是非 を相爭 へり。 道の 行 はれさる 事 

常に こ X にあり。 俗にぬ きんすへ き は 民の 

父母た るの 德 のみ 
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シテモ 棺ナシ 。後世 ハ生 ル時屋 ァリ。 シ カル ュ へ I 一死 シテ則 土 ュ入ル コト、 

理 ノ常ト ハ 云 ナガ ラ、 孝子 ノ心 II ヲィ テ不忍 トコ 。 ァリ。 i4j キ カラ トイ へ 

ドモ、 今 マデ 父母 トシ ッ 力へ タル 人 ノ形ナ レバ、 ヲ 口 ソカニ ハモ テナ シガ 

タシ。 生 テ屋窒 了 レバ、 死シ テモ棺 アルべ キ義 ナリ。 是又 生-一事 ルガ 如 

ノ心 也。 ム ナシキ カラマ デヲモ 衣服 セシ メ、 棺椁 ヲ作テ 厚クス ルハ、 孝子 

タイ クヮ 

ノ心 ノ厚キ ,1 過ル 大過 ノ義 ナリ。 叉； 一一 一一； ノ象ヲ 見 タマ へバ、 澤ヲ上  一 I シ木 

ヲ下 一一 ス。 S ハ木 ナリ。 又 入 ナリ。 澤ハ土 也。 木ヲ 土- 1 ィル ヽノ義 ナリ。 

是- ヨリ テ棺 椁ノ制 ハジ マリ ヌ。 又： 一一 ハ悅 也。 親ノ カラマ ヂヲ木 一一 ィレテ 

土  II キス. 孝子 ノ 心安 堵スル ハ悅ノ 義ナリ 或 問、 南 軒 張 氏.' 曰ク。 君子、， 

不 =, 以 k- 下" 儉 -萁， 親 一。 於 一而 メ過 チ无 也。 丹-陽 都 氏， 曰 さ 曰 件棺 

槔 、ふ 所， &す使 民 rf" 生" S 死" 无？ s。 所 -= 以. ーノ 伎，, 於 人 f 者。 過 也し 

然 生， 不レ足 大事 r 故-取 f, 小 i 過， 之義 r 而 -13。 送 ま i 『以テ 

當ー  1- 大事 一。 故-取 I 一大-過 ノ之義 -5。 カク ノ如 クナ レバ 不及ト n  n ヲ モト、 

ノ へ テ、 葬ヲ アッタスべ キ義 ナリ。 董永ガ 身ヲゥ リテ、 一 生 人 ノヤ ッ コ ト 

ナ" テ、 親 ヲ厚ク 葬 タル ハ、 マコト 一一 天下 ヲ以テ 其 親- 儉セザ ルナ リ。 大 
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集義 和書 卷 第五 

書簡 之 五 

K 來雷 略、 仕置 法度 は 人情 をよ く 知て 時 

位に 應 する ものと 承れり。 尤の義 に ひ。 

昔た まく 道 を 以政を せんとお ほしめ した 

る 君 もお はし ましし かと、 時の 舉者唐 流 を 

以て 日本に 行 はんとせ しか は、 と iij ほり 

つか ゆる 處 多て やみ 給 ひぬ と 申 ひ。 おしき 

Co にて： S 

返耆 略、 道と 法と は 別なる も 0. にて ゆ を 心 

得 違て、 法 を 道と 覺ぇ た るお - まり 多 ゆ。 法 

は 中 園の 聖人と い へ とも 代く に眷 り"。 

况ゃ日本へ移しては行ひかたき^；^^ゅ。 道 

は 一 「綱 五常 是 なり" 天地人に 配し 五行に 配 

す。 いまた 道镲の 名な く 聖人の 敎 なかり し 

時 も、 此道は t に 行 はれたり。 いまた 人な 


I モ 四 

事 II 當ル II 足べ キカ 云、 書-一 ハ 主意 ァリ、 時 ァリ、 爲-ー ス ルコト ァリ。 

言/ ミ ヲ信ズ ル者ハ ツイ H ァリテ 益スク ナシ。 コ トぐグ - 書ヲ信 ゼバ書 

ナキ II ハシ カジ ト云リ 0 其 上 言 一一 ハ 加キ： 賢 トイへ >ii 不同 モノ ァリ。 ナ ヅムト 

キハ相 難シ。 相爭- 一至 ルべ シ。 同キ モノ ハ 仁義 ナリ。 夫 葬祭 ハ家ノ 有無 一一 

カナ フト 云リ。 生ル時 モ飮食 衣服 宮室 器物 ミナ 有無-一 シタ ガフ者 ナリ。 何 

ゾ 死ノミ 有無 一一 カナ ハ シメ ザルべ キヤ。 小過 大過 ハ卦ノ 力 サナリ ヲ見テ 象 

ヲ トレリ。 小大ノ 文字 II 力、 ハル II 了 ラズ。 故 一一 孔子 モ禮ノ 法-一 力、 ハリ 

テ、 誠ノ ウス クナ ラン 事ヲ カナシ ミ タマ ヒ、 禮ハヲ ゴリテ 儲へ ン ヨリ ハ、 

儉 一一 シテ敬 ノア ルヲ ヨシ トス。 喪ハ 事物 ヲ ヲサ メト、 ノ ヘン ヨリ ハ、 哀戚 

ノ情 了ルヲ ヨシ トス トノ タマ ヘリ。 君子 ノ 天下 ヲ以テ 其 親-一 儉 セザル コ ト 

ハ、 大舜ノ 父 モシ 無 近 ヲナシ タル 時、 コレ ヲ助ン ガ爲ナ ラバ、 天下 ヲ捨タ 

マフ 事、 ャブレ タル ワラ ゲッ ヲス ツル ガ如ク カロ クシ タマ ヒテ、 負 テノガ 

レ タマ ハ ントノ  、干； 意 ナリ。 天下 ヲダー 一 親 ノ爲ー I ス ツル コ ト 易シ。 况ャ其 外 

ノ物 ヲャ。 然レ >H 親ノ養 ノ爲葬 7 爲 トテ、 家ノ 有無 ヲ ハカ ラズ、 産業 ヲャ 

プリ、 家人 ヲ クル シメ、 祭紀 ヲ絕ヲ モカ ヘリ ミズ ト云 -I ハ 非ズ。 古人 性 命 


かりし 時 も 天地に 行 はれ、 いまた 天地な か 

りし 時 も 太虚に 行 はる。 人絕 天地 無に 歸す 

といへ とも 亡る となし。 况ゃ 後世 を や。 法 

は 聖人 時處 位に 應 して 事の 宜 きを 制作した 

まへ り。 故に 其 代に ありて は 道に 配す、 時 

去 人位 か はりぬ れは聖 法と いへ とも 用 ひか 

たきもの あり。 1$ を 行 時 は 却て 道に 害 あ 

り、 今の！ J の 道と し 行 ふ は 多 は 法な り。 

時 M 位の 至善に 叶 はされ は 道に は あらす。 

しかの みならす、 今の 法に 泥み たる 舉者は 

仁義 を しらす、 爭心 利害 等の 凡 情 逢く、 只 己 

か氣 質の 近き か 爲に事 を 勤め、 法 を 用 ひ、 經 

舉 の 文理 をい ふ を以道 者な りと おもへ り。 

佻 中の 人此德 あれに 此病 あり、 寛仁なる 生 

付の 者 は 行事に 非なる i あり、 大意 を 見る 

者 は 細 行を不 顧、 篤 紫なる 者 は 才知 不足な 

り。 作法よ くつと めて 爭心 我滿 なる もの あ 

り、 人に たか ふる を 悅て擧 を 好む 者 あり。 
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ノ 父母-一事 タル 者 ァリ。 情欲 ノ 父母 一一 事ル者 ァリ。 夫 董永ガ 至孝 ハ マ コト 

一一 凡 情 ノ及ガ タキ 慮 ナリ。 凡夫 ハ 幼少 ナ ル時バ カリ 父母 ヲシ タプ。 成人 一一 

シタ ガイ テ 妻子 ヲ 愛シ、 財寶ヲ 求メ、 君 一一 事テ 位祿ヲ 願ヒ、 朋友 一一 外聞 ヲ 

思 ヨリ、 種々 ノ 名利 胸中 一一 ョコ タハ" テ、 父母 ヲ思フ 心 日々 一一 ウス シ。 生 

ヲ養 モ死ヲ 送モ、 愛敬 ト 外聞 ト共ュ 相 交 レリ。 然ル 一一 董永ハ 親 ノ養ヲ ユタ 

力 II セ ンガ爲 一一 妻ヲ迎 へズ、 一家 ノ產ヲ 盡シチ 生 ル間ノ 養 トシ、 死 セル 時 

ハ 我身ヲ ゥリテ 葬ヲナ セリ。 全体 ノ 精神 親 一一 奉ジテ 私ノ願 ナシ。 人 ノナリ 

ガ タキ 孝 ナリ。 故 一一 至誠 神 ヲ感ゼ シメテ 、天道 神 女 ヲァタ へ 身 ヲゥケ シム。 

コ レ其志 ヲ好シ タマ へバ ナリ。 然レ 其 行 一一 ヲィ テハ、 情欲 ノ 父母 一一 事-一 

近シっ 貧ナ ラバ 貧ホ ドー ー葬ヲ ナサ バコ ソ、 親ノ 心モコ ヽ 口 ョ カルべ ケレ。 

身 ヲゥリ テ葬ル ハ 分ノ義 一一 過 タリ。 葬 一一 身 ヲゥリ タル 一一 テ、 先祖 ヨリ ノ田 

地 家財 等ヲ コ トぐク 平生 親ノ 養ノ爲 一一 ウリツク シ タル 處ミ H タリ。 是叉 

親ノ性 命明ナ ラバ 大 一一 イタ マ シキ事 也。 グー-、 今日 情欲 ノ 父母 ヲ樂マ シ メル 

ノ ミナ リ。 コ レ厚 II 過 ト云ノ  、主意 ト時ト ヲヮキ マ へ ザ レ バ ナ" -」 古 者始テ 

棺ヲ作 タル 時ハ、 山林 多 力 リシ カバ、 目前 ノ木ヲ 伐 テゥチ ヮリ箱 一一 サシ、 死 
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初の 三 は德に 付ての 病な り、 後の 二 は 凡 心 

を 根と して 外 をよ くす る 者な り。 然れ とも 

其 生 付 文理に さとき か、 事.； 8 るに 得た る 

かの 處 あれ はなり。 雁の 行に 長幼の 序の 正 

しき CJ は 格 法 者と いふと も 及へから す。 

鸯の 夫婦よ く 和き、 他 夫 ttK に 通せす、 雄 

鳥 死しても 雌鳥 ひとった てると は 人と いへ 

ともよく 及 ふ もの すくなし。 これ 臈は陽 鳥 

に て 火氣を 多く 得たり。 火 氣の砷 は 膿な り、 

この 故に 不知 不識 かくの £ し。 鴛 si$ 

にて 水氣を 3£ たり。 水 氣の祌 は 知な り、 故 

に 夫婦 有 別の 道 不知して あり。 只 これの み 

にて 他の 事 は 皆 水鳥な り。 今の 學者 孟子に 

繼て道 を 任す とい ふ 者 あれと も、 只 其み つ 

からた かふる 所の 者 は 文義を 講談し、 格 法 

をい ふの みなり。 或は 師 とし 學 ひたる 者 を 

毀て は 己を是 とし >  或は 他の 學者の 非を揚 

る を 以てみ つから 賢な りと す。 心に 利欲 逞 


1 七 六 

者 ヲ入タ ルバ カリ ナリ。 何ノ 造作 モナ キ事ナ リキ。 ゾ レヲダ II 厚キ I 一過 ル 

ト S シハ、 其 時 マ デハ質 直- 1 シテ 道理 ノ マ 、ナ リシ カバ、 死者 ハ土 一一 歸ス 

ル コトバ カリ-一 テ、 其 マ 、地 一一 葬シ- 一、 箱-一入 ハ 厚-一過 ル トノ義 ナリ。 觀 

ノ親 タル ハ鬼祌 ナリ。 さシキ カラ ハ今 マデ住 タル 古屋ナ レバ、 ゥチ ステ、 

モ可 ナリ。 覲ノ住 タル 战ト テ、 其 上 二 カク ノ如 クス。 是ヲ以 テ其時 -ー ハー tel 

キ I 一過 タル ト云 リ。 後世 ハ其本 ノ心ト 時 トヲ考 へズ、 次第 II 念ヲ入 スギ、 

カザ リヲ加 へ テ 分限 II 過 テナ リガ タキ 事ヲ ック スヲ 以テ、 厚 一一 過ルト 心得 

タリ。 大ナル アヤ マリナ リ。 叉 生 ヲ養ハ 大事 一一 當ル 一一 不足。 死 ヲ送テ 大事 

一一 當ル II 足ト 云乇、 葬 ノ厚ヲ 云 一一 ハァ ラズ。 凡夫 ノ心ハ 眼前 バ カリ 11 テ、 

無聲 無臭 ノ理ヲ 不知 ュ へ 一一、 何モ無 トコ B 一一  怠惰 ス ル者 ナリ。 生 ル親ヲ 目 

ノ 前- テ 疎-一 スル者 ハマ レナ リ。 大方 ハ ョ ク養フ モノ ナ レバ、 其 生 付ョク 

テ 少シキ 人-一過 タル トテモ 大事-一 ハ當ガ タシ。 其 至誠 ノ德 ハイ マダ見 H ザ 

ルナ リ。 親 死 シテ其 鬼神-一事 ルコト 誠 ァ"。 敬 ァリ。 幽明 一貫 ナル 人ナラ 

バ 君子 ト云 モノ 也。 シ カラバ 國家 天下 ノ 大事 ヲ頼 ミア ヅケテ モタシ カナ ラ 

ン 4 ナリ 0 三日 三月 期 三年 ナ ドノ 作法 ハ 皆鬼祌 II 事ル 次第 ナリ。 親ノ 精神 


く 常世の 名 を 求めて、 d;: 一：： こ^くと は 市井 

の 凡俗に 違 ふとな し。 况ゃ其 他 は 只 朱 王の 

をい ふ はかりな り。 佛 氏の 日蓮 一向に 

似たり。 たと へ は 能 をす るかと し。 公家 或 

は 武將の g;" 束して、 是は房 崎の 大臣 義經な 

と V 名乘 とも、 其實 は猿樂 なる かとし。 凡 

心を不 免し て 朱 陸王學 なと - いふ とも 其實 

は 凡夫な り。 たと へ 格 法の 學者心 志 殊勝な 

る 者 ありて、 行 はんとす る 事 善な りと も、 

人情- 2 委しからて は 遂られ ましく ゆ。 又 今 

の 人情に 從 ふと 申 もの はしから す。 義 のま 

さに なすへ き 道理 を も， 人情 あし 乂 とて 不 

行者 有 之、 此は 人の 利欲 を， V たて、 義をそ 

こな ふ 者に て ゆ 。善事と 義理と 又 分別 あり。 

事 は 善な りと も 人情に 戻りな は 遠慮 ある へ 

し。 1^ の大 なるとに は 人情 を 揮る へきに あ 

らす！ 6 

ほ 來窨 略、. 他姓の 子 を 養子と する は 僻事 
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体ヲ ハナ レ テ 氣色ミ H ズ、 音聲キ コ へ ザル故 一一、 別ヲ カナ シ メ开、 實ハ死 

生 不二 也 0 故 一一 生時ハ 人-一事 ル禮ヲ ナシ、 死 時ハ鬼 II 事 ル鱧ヲ ナス ナリ。 

時 處位ノ 至善 ヲ 不知 シ テ、 有益 ノ 分-一過 テ葬ヲ ナス ヲ以テ 厚一 一過 ルト 心得 

タル ハ愚 ナリ。 愚者 ハ何ゾ 大事 一一 當ル 一一 足べ キヤ。 夫 禮ハ繼 ベ キコ トヲナ 

シ、 傳べキ コトヲ ナス ト 孔子 モノ タマ へ リ。 今 ノ學者 ノ厚キ 一一 過ル ト云乇 

ノハ、 後世 一一 俥べ カラ ズ、 子孫 繼べ 力 ラ ズ。 變 一一 通ゼ サ レバ 民人 鱧 法 一一 退 

.、 

屈ス。 少 キノ 哀情 ノ誠マ デモ 事 ノ調ガ タキ 一一 失シ テウス クナ ルナ リ。 孔子 

喪ハヲ サメン ヨリ ハ戚 トノ タマ ヒ シ聖言 II ハ大 一一 タガ へ リ。 其本ヲ 不知 シ 

テ、 末 一一 力、 ハ ルガ 故 ナリ。 終 一一 ハ西戎 ノ佛法 ヲヒキ 人テ、 中國ノ 道ヲト 

口 へ タルモ 此 ナヅミ 一一 ョッテ 也 

お 一 上-古" 結 t 繩" 而治. 5 後世.' 聖人 易" i 之 "_以11 書-契 r 百官以^：治さ 万民 

ク ハイ 

7< ；チ； si 力 ニス 0  シ -又レ ルナ リ Ken  hi/ - 一 

耳 二 1  一一 口.？？' - 

上世 ハ人淳 一一 事簡ナ リシ カバ、 國家 天下 ノ 政事 一一 ヲィ テ、 大ナル 事 一一 ハ大 

繩 ヲ結テ ヲキテ トシ、 小 キナル 事 一一 ハ小繩 ヲ結テ 定ヲナ シ タリ。 是 一一 テ事 

タリ ヌ。 後世 ハ 風俗 次第 一一 薄ク事 繁クナ リテ、 欺キ 詐ルコ ト與リ タル 故- 1、 
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なり- ^^»子となるも不義なりと今時の»H^ 

被 申 由に て、 儒道の 立派の やうに 承： s。 ケ 

樣の 事に て少 シ道を 面白 思 ひ 候 者 も 返き 申 

ゆ。 如何 漾の 道理に て ひ 哉 

返書 略、 生 民の 始は 天地 を 父母と し、 氣化 

に 伎て 生れ： S へ は、 人 皆 天地の 子孫に て ゆ。 

いつれ を 泰てか 子と ならさる へく ゆや。 古 

の 人の C1 姓 を 撵て秦 子と せし と は 故 御座 

$。 世に 功 ありて 天子より 姓 を 給り、 德ぁ 

りて 家 を 起した るの 子孫、 代々 祭 を 奉し ゆ 

へ は、 其有德 有功の 子孫 ある を不 立して、 

無 功德の 子孫 を 立る £を いみて なり。 絕て 

なき 時 は いつれ をな り とも 泰は て 不叶事 に 

!§。 又たとひ*^s;の人の同姓の遠きか有之 

て も、 天下 國 家の 任 重き 家 か、 人 を 多く 扶 

持す る 家に て. 不德 不才の 同姓 を 立 かたし。 

たと ひ 立ても 無 程 失 ふへ き やうなら は、 才 

德 ある 人 に 譲る へし。 有 唐 氏 は 有 虞 r を 
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繩ノ 政事-一 テハ 事ト、 ノ ィガ タシ。 ：ーーー 一一 ノ卦 ヲ見タ マ へ バ、 君子 ノ道 長シ。 

小人 ノ道 亡ビ ナン トス。 明 夬ノ意 ァリ。 是 一一 ヲィテ 文字 ヲ作 テ善惡 邪正ヲ 

明 一一 シ、 符節 ヲ作 テ眞僞 ヲタ、 -、 シ タマ ヒシ カバ、 小人 ノ 邪曲 カク ル 、處ナ 

クシ テ が.. 4^。 書ハ 文字 ヲ云、 契 ハヲシ デナ ドノ 類 ナリ。 是 文明 ノ始 ナリ。 

君子 澤ノ 天-一 ノボル 象 ヲ見タ マ ヒテ、 祿ヲ ホドコ シ、 下 11 及 サン トス。 上 

一一 恩澤 アル 時ハ 必ズ下 ミナ 是 一一 ウル ヲフ モノ ナリ。 恩 澤ノ下 I ーク ダルコ ト 

ハ、 仁者 ヲ富 シメテ 國郡ノ 上！ 一  置- 1 ァリ。 澤ノ 天-一 ノボル ハ、 民ノ 父母 タ 

ルべ キ 仁者 ノ君位  一一 丁 ガリ、 恩 澤ノ下 11 ク ダル 象 也。 水 ハ下ル モノ ナ レバ、 

天  一一 ノボル 時 ハ必ズ 下- 1 ク ダル 義 ナリ。 此 時必ズ 小人 ノサ マタゲ ァリ。 故 

-ー 明 夬ノ義 ァリテ 明 力 -1 邪曲 ヲタ -.、 シ决 去ナリ 


立て 祭 を 奉せ しめ 給 ふかと し。 主君よりも 

祭 を も 奉せ しめ、 家 をも嗣 しめらる へき や 

う 可 有事-一： &。 又 同姓の 子孫 あら はい つれ 

の國、 何の 處 にても 小身な りと も 祭 は 奉す 

へし。 祿は 官職に 依て 賜る 天祿 なれ は、 天 

下國家 大小の か はり はありと も、 有 德有才 

に讓 るへ きの 義 なり。 同姓の 子孫 も 今 は 小 

身と もこの 陰 に 依て、 いつれ の 時に か 家 

をお こすへ き や はかる へからす。 或は 子と 

し 或は 讓 りこの 二の 間 は 時の 勢に した かふ 

へし。 今の 格 法の 學者家 語の 故事 を て 申 

:S へど も、 家 語に はまし はりあり、 聖人の 

語に は 有 ましき と覺 ゆる 事と も ひ 

£ 來書 略、 今時 格 法の 學 者の 言に 秦 子と 

して 我 氏 を 名のらせ なから、 我 娘と あはす 

る は 兄弟 夫婦と なるな り。 甚非 なりと 申 ゆ。 

然れ とも 天下お しなへ て如斯 なれ， は、 その 

言 は 立 かたく ひ。 諸人の 道畢 をう とむ 1 端 

集 義和害 $0 
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義論之 一 

一 1 心 友 問、 論語の 敎は仁 を 主と し、 大學の 敎は知 を 主と する £ は 何ぞゃ 

答 云、 論語 は 聖人い まして 直に をし へ 給 ふ。 故に 仁 を 主と し 給 ふ。 仁 

は 德の本 なれば なり。 大學は 聖人す でに 去 給 ひ、 後聖 世に出 給 ふこと あり 

がた かるべき 前 知 あるに よりて、 知 を 主と し 給へ り。 智は德 の 神明に して 

性の 先見す る ものな り。 天下の 惑 を わき まへ て、 人倫 を 明かに する 書 なれ 

ば、 知 を 主宰と して 自反愼 獨の實 体と す。 聖人い まさ M る 時、 問舉 する 人 

は、 大學を 入 德の鬥 とし、 論語 を 入 德の窒 とす 

... 1 心 友 問、 貴老 易と 孝經と をなら ベ 給へ り。 易 は 玄妙 深遠 廣大高 明なる 

書な り。 孝經は 童子の 始 てなら ひまな ぶ 書の 樣 にいへ り。 されば うたが ひ 

なき こと あた はす 答て 云、 言 近くして 旨 遠き もの は 善 言な りと は孝經 

のた ぐ ひなり。 易 は 天地に よって 道 德を發 明し 給 ふ 故に、 其 語勢 幽遠な り。 
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にて ゆ。 道理の 至極した る 事に て U 哉 

返書 略、 聖人の 法に も 人の 妻と なる 者 は 夫 

の 父母 を 父母と すと あり。 本 生の 父母の 喪 

は輕 くな り、 夫の 父母の 喪 は 三年に なると 

御座 ゆ。 夫の 家に 往ては 我 兄弟 父母の 服 皆 

そかれ 申 5。 これ を も 兄弟 夫婦と なると 可 

申 ゆや。 理窟に て は 如何 樣 にも 被 申： g へと 

も、 又つ かへ 塞る こと 出來 ゆ。 たと ひ少は 

道に 不叶亊 有 之 ゆ 共、 世俗お しなへ て ある 

となら は毁 るへから す。 其國に 入て は大夫 

を も そしらす と： s。 况ゃ 天下の なら はした 

る を や。 あらたまる へき 事なら は 天 T 文明 

の 時 至て 改り可 申 ：-。 たと ひ 率 は改て 善な 

りと も、 心の 德聖 鼓に 不叶ゅ は乂、 何の 益 か 

可 有 之 や。 つとめて 改 へき は 我心の 凡 習な 

り。 今の 學者已 か 心の 凡 習 をは不 洗して、 世 

俗 を そしり 法 を 立む とす。 その 心 は 俗に も 

おとれる 者 あり、 人 これ を 知て 指さし 笑へ 
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孝經は 人倫に をいて 道 德を敎 袷 ふ。 故に 其 語勢 親切な り。 爱を 以てよ く 易 

をみ る 者 は、 近く 身に 取て 親切に 受 用し、 幽遠の 事と なさす。 よく 孝經を 

^ぶ もの は、 詞の 近き によって 幽深玄 遠の： b をう しな はす。 中和 をいた し 

て 天地 位し、 万物 育す るの 極 功、 神聖の 能事 こ V にある 事 を しれり。 孝經 

は 句 どに 心 をと M むべ からす。 尤と むべき 所 も あれ ども、 先 は 大抵に 兑 

樣 あり。 易 は 勿論 大意 あれ ども、 句 どに 窮 りなき 道理 あり。 畢竟 易 をば 近 

く兑、 牵經 をば 高く 見 を 習と す。 いかんと なれば、 易 は 天道な り。 近く 人 

道に 合すべし。 孝經は 人道な り。 遠く 天道に 合すべし。 程 子， 云 さ 易" 因" 

爻象一 論；. 一 變化マ 因 i 化 ulm。 因_^ 神 論ズさ 因 _x_- 論 S 行 マ 大-體 

通 コ論メ 易-道 マ 而メ終 メ而. ^成. 芝。 不" 一一 一口 而鮝：， ず コ卜 云-乎 德 _ 行 一-。 こ の 

故に 易 は 畢竟 人の 德行を 成に 歸 するな り。 人の 德行は 孝より 犬なる はなし 

^ 一  心 友 問 孝 之 心 法 答 云、 孝 は 天地 未粛の 前に あり。 大虚の 神道な 

り。 天地人 万物み な 孝より 生ぜり。 春夏秋冬、 風 雷雨 露、 孝に あらざる はな 

し。 仁義 禮智は 孝の 條现 なり。 五 典 十義は 孝の 時な り。 神理の 含— 蓄 のと 

ころ を 孝と す。 言語 を 以て 名 付い ふべ からす 0 し ゐて象 を 取て 孝と いふ。 


り。 道と する 所の 法 は 時勢に もとり、 實義 

は 世俗に も慢れ は、 いつの 時に か道學 をお 

こすへ く ゆや。 吾人 眞志 あら は あし. -と思 

ふ CJ は、 我の みせす して 可也。 人を毁 るへ 

からす 

^ 來 螯 略， 天子に あらされ は 禮樂を 不作 

と： &へ は. 儒 法の 喪祭 をお こすも 禮を 作の 

類に て 可 有 5 や 

返書 略、 王 代に 遣唐使 あり、 纏樂 官位 衣冠 

の 品々 まても 受來て 用 ひ 給 ふ は 皆 儒 法な 

り。 喪祭の 事 は 古 は 神道の 法 ありき。 中 比 

佛 法に 移りて 祌道絕 たり、 社家に 少殘れ る 

事 ありと いへ とも、 平 入 は 取 用 かたき やう 

にい ひなら はして、 世人よ るへ き 所 を しら 

す。 予は 内々 神道に より 行へ き 喪祭の 法た 

にあら は 用た て ゆへ 共 成 かたきよ しに S へ 

は、 無 是非 打 過 5。 扱 は 儒 法と 佛 法と 古よ 

り 人々 の 心のより 次第に 用來 ゆ。 佛 法は釋 
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孝の 字 老子の 一 一 を 合て 作れり。 文字の 傍 偏と なす 時には 粛を はぶきし なり" 

天地い まだ ひらけざる 大虚の 時には、 理を老 とし 氣を 子と す。 天地す でに 

ひらけて は、 天を老 とし 地 を 子と す。 乾坤 を老 とし 六 子 を 子と す。 日を老 

とし 月 を 子と す。 易の 字 曰 月 を 合て 作れり。 日月 老子 其義 一な り。 易と 孝 

經と へだてな き 道理な り。 山を老 とし 川 を 子と す。 中 國を老 とし、 東夷 南 

蠻西戎 北狄を 子と す。 君を老 とし 臣を 子と す。 夫を老 とし 婦を 子と す。 德 

性の 感 通に をいても 仁は老 なり。 愛 は 子な り。 此理を 以て 万事 万物に をし 

て みれば、 孝の 理 なくして 生す る ものな し。 此神理 の 我が 心に 有する もの 

タヅ サへ . 

を 取て 受用 とすれば 愛敬な り。 上より 見く だせば 老 夫の 幼子 を携 たる 体に 

して 愛の 象な り。 下より 見 あぐれば、 子の 老を 戴きた る 体に して、 敬の 象 

なり。 其 親 を 愛する の 心 は、 天下に をいて にくむべき 者な し。 其 親 を 敬す 

るの 心 は、 天下に をいて 馒 りかろ しむべき 者な し。 愛敬 親に つか ふる 一 心 

の 上に 盡 して、 天地 同根 万物 一 体の 性 命 明かな り。 よく 一 日 も 私欲 亡て 天 

理存 する 時 は、 其大を たづぬ るに 外な く、 其 小 をみ るに 內 なし。 II に 初て 

仁 をい ふべ し。 義は 孝の 異なり。 禮は 孝の 品 節な り。 智は 孝の 神明 也。 信 
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より 初て 火葬に したる 事 なれ は、 皆 火葬 

たるへ くひへ とも、 $3： 人と 社家と は 大方 土 

葬に して、 髮をも 不鋭者 ひ。 是又儒 法 也。 

王 代に も 神儒佛 まし へ 用ら れゅ 故に 東 照 神 

君 も 神儒佛 三な から 用と 仰ら れ； 5。 然れは 

王 代 武家 共に 用 ひ 来れり、 何 そ 作と 可 申： S 

や。 近年 中絕 して 見なれ ぬと ゆへ に S 虫 氷 

を 疑に て ゆ。 古 は 日本に も 盛な りし 學 校の 

設け >  孔子 祭な とも 中興せ は 珍し かるへ く 

ふ 

W 來書 略、 近年 假名 書の めつ らしき か 出 

:S へ は、 大方 贵老の 御作と 申 1-。 拙 夫な と 

見して はかっての as と存書 多く 6。 又とり 

まか ふ ほと よく 似た る も 御座 5。 Is 

物の 內を 取て S3 たる もみえ ゆ。 然と も 語勢 

後し く火氣 まし はり、 寅 は 各 別 違： S へ とも、 

しらぬ 人 は 皆 贵老の 被 遊た ると 存. 3 に； §o 

實 の御齊 物の 益 まて 淺く なり ゆ 审氣の 毒に 
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は 孝の 實也。 赤子 孩提の 時 孝の 理 初て 親 を 愛する に發 出す、 花の 淺に ほこ 

ろび むと する が どし。 其 長す るに 及て 子の 心に 親 を # ぶの 敬 生す、 花の 淸 

香の ごとし。 此 愛敬の 德 親に 初めて あら はる 、故に、 本分の 名 を めら ため 

す。 親に つか ふる 道 を 孝と 云、 母に つかへ て は 愛 あら はれ 敬存 す。 父に つ 

か へ て は 愛敬なら び あら はれなら び存 す。 子に をいて は 愛 事 を 用て 敬內に 

伏す。 是を 父の 慈と 云。 父の 慈と 子の 孝と を 合て、 父子 有 親と いふ。 此孝 

德君 にっかへ て は 敬 外にして 愛內 なり。 臣に をいて は 愛敬なら び 伏して 威 

嚴備 り、 仁政 行 はる。 君の 仁と 臣の忠 と を 合て、 君臣 有義 とい ふ。 妻に を 

いて は 愛 みちびき 敬 存す。 夫に をいて は 敬 J を 用 ひて 愛存 す。 夫の 和義と 

妻の 貞順を 合て 夫婦 有^と いふ。 心 ありて 如此 する にあら す。 心の 妙に て 

自然と かく 變 化するな り。 其 中 をの づ から 本末 淺 深の 天則 あり。 兄に つか 

ふる J 父に つか ふるが どし。 弟 をめ ぐむ こと 子 を 愛する がごと し。 兄の 惠 

と 弟の 悌とを 合て 長幼 有 序と いふ。 朋友 は眞赏 無妄の 天道 を 父母と したる 

兄弟 なれば、 實 なきもの は 朋友に あらす。 是を 以て 朋友 有 信と いふなり。 

一人の 人 あり、 子に 逢て は 父と よばれ、 父に を. S て は 子と いひ、 君の 前に 


存ゅ 

返書 略、 仰のと くに ゆ。 五倫 書な と は 正し 

く 作者 有 之 5。 我等の 生れぬ 前に 出た る 書 

にて、 七十 餘の人 は 五十 年 前に 見た ると 申 

者御座^!。 我等の 書に 極り、 此間 批判の 書 

まて 出 申 ゆ。 其 外 我等の 名 もしらぬ 書に、 

我等の 作と 申 か 多き よし 承 ゆ。 又 我等の 作 

と 申 t も 無 余 義と存 ； S ほ とよく 似た る も 有 

之 ゆ。 我等の I を 朝夕 見て取 用た ると た 

るへ く ゆ。 我等 不德 にて 道に 入と 浅く、 世 

間の 習 深く ゆ ゆへ に、 世間の 人に よく あ ひ 

たる 所 ありて、 取 用ら れ： § かと 存 ひ。 され 

とも 愚か 志す 所 はしから す、 全く 當 世の 名 

利を不 求： s。 百 歳の 後 は 正邪 明白に しられ 

可 申 u。 一  旦讒 にあ ひ、 難に あ ひ、 惡名を 

得 ゆ とても、 浮る 雲の CJ  くにて： S へ は、 何 

とも 不存 ゆ。 當世は 大勢の 人の 好む 所に 從 

ひ、 惡む 所に 曳れ S へ は、 毀譽 共に 眞偽正 
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は 臣と名 付、 家臣 は 又 君と 稱す るが ごとし 0 畢竟 一 人の 人 なれ ども、 逢に 

したがって 名 か はれり。 本心の 一 德 なれ 共、 位に よりて 神通變 化して 其義 

極り なし 

お 一 學士 ありて 問て 云、 顔 子の ごとく あやまち を ふた」 びせ ざる 事 は、 大 

賢の 心地なら ではなる まじき となり。 何と ぞ受 用の 道 も 侍るべき や。 答 

云、 ま XJ とに 甲に あやまつ 事 を 乙に またせざる 事 は、 後世の 學 者の 及が た 

き 所な り。 亞聖の 地位に て は 事々 さ樣 にも あるべき 事な り。 吾人と い へど 

も 外 ざまに 心得ち が ひたる 過 は 大に悔 さとりて、 其 非 を 知た る 以後 は 一 一度 

せざる 事 あり。 自己 今日の 受 用に をいて、 過 を 二度せ ざるの 工夫 は、 ひそ 

かに 人に 聞 侍り。 心なく して 道に はなる-^ を 過と いひ、 心 ありて 過 をと ぐ 

るを惡 とい ふ。 思 はす しらす 心 上に 一 念 道 を はなれぬ る を 過と す。 旣に こ 

れを しれば、 少も心 思に と め を かす、 速に かち さると、 たと へば 大 なる 

爐- 火の 中へ 一- 點の雪 を ちらす がごと し。 火の 上までお としつ けす、 火氣 

を 以て 消し さるな り。 少し にても 道 を はなる k の 念 慮 をし りて 不去 は、 過 

を ふた- -び するな り。 二度 すれば 惡に 近し。 吾人い まだ 氣質 を變 化せす、 

卷第八  1 八-一 


春 山 全集 第一 册 

邪 さた かなら す ：50 百 歲の後 は 今の 譽る 人、 

毁る人 共に と 、 まらす、 好惡 移り 易り ゆへ 

は、 万歳 不朽の 公論に 罷成 ：-。 其 時なら て 

は 君子の 名 も 定り不 申 ：s。 程 子と 東 坡とは 

君子と 小人に て黑 白？， せた る 人品に て ゆ つれ 

とも， 其 時には 程 子 派、 東坡？ W とて 天下の 

S. 術 二に 分れて 相承 5。 後世に は 東坡は 一 

人の 詩人と なり、 程 子 は 万 i 德の 師と仰 

か.； ひ； §。 愚 これに 比する にて はなく ゆ 

へ 共、 當 世の 毀 をよ けす、 譽を不 求、 只 後 

世に はっかし からぬ K を存 ゆ。 後世に はつ 

る ことなき は、 我等の 心の 神明に 正して せ 

さる 所 あるな り 

22 來書 略、 十月の 亥の 日 を 亥の子と 申て 

餅 を 作て いわ ゐ申： § 事 は 何とした るい はれ 

にて ゆや 

返書 略、 和漢の 故事 S や 未知 6。 愚見 を以 

道理 を辨へ ゆへ は、 十月 は 純 陰の H にて 陽 
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其 平 人の 位 をぬ けざる 閒は、 其 心地の 位 ほどなる 聞-思 ほ は畫 夜に 幾度 一 

もき ざす 事な り。 たと ひ 百度 萌す とも、 よく 一念 獨 知の 上に おぼえさ とり 一 

て、 速 かに かち さり、 知て 後 暫く も 滞留な きを 受 用と す。 これ を 遠から す- 

して 復す とも. S  ふべ し  問、 聖學の 心 法 此外は あるべ からす。 如 此間斷 j 

なく 交 用せば 終に 君子の 地位に も 企及なん か 答 云、 これ は尊德 性の ェ. 

夫 也。 こ、 にば かりと まり 居て、 惑 を わき まふる 學問 なくして は、 今日 一 

の 常人の 位 をぬ けがた し。 しかる ゆへ に 右の 工夫 もす、 ますして、 後々 に 一 

は 退屈せ り。 惑を辨 へて 眞智照 ぬれば、 今日の 凡 位 をぬ けぬ る 故に、 只今： 

晝 夜に を とづる. - 間思雜 慮の 妄は、 一度に 十 も 二十 も 亡失す。 色々 の 妄はー 

みな 味き 所に あつまる ことなり。 大陽 東に 出 給へば 夜中に 出 ありき つる 狐.！ 

独 蚊 虫の たぐ ひまで、 皆 何方へ 行 やらむ、 なきが ごとし。 こ、 に步士 あら- 

んに、  歩行の 者に て 其 風の 卑俗なる を 悟り、 神妙に せんと 思 は？、 苦 勞にー 

してや、 もせば 舊 お出ぬべし。 馬に 乘 ほどの 身上に 成て は、 本の 歩行の 者 

の 風俗 aB5 はす しらすな くなら む。 我 身の 人が らいかむ と 省て、 よくみ づー 

からの 凡 位 をし り、 時 々に まど ひ を わき まへ、 心 法の 受用 間斷 なければ、 ， 


なく ゆ。 亥の 月の 亥の 日 はいよ く 陰の 極 

なり。 陰極て は 陽 を 生す、 生す る 者 は 母な 

り、 生 せらる  >- 者 は 子な り。 餅 は 陽物な り。 

故に 先人 身 の 陽 を 調て 天地 の氣を 助けん と 

す。 陰陽 相對 する 時 は 陽 を 凌り、 君臣と し、 

夫婦と しても 君 をな みし、 夫を輕 しめ、 や 

i も すれ は 陰の 爲に陽 を 破る CJ あり。 CJ に 

微陽は 純 陰に 敵し かたし。 子と する 時 は 養 

育して 生長せ しむ。 故に 陽 を 亥の子と いへ 

るか、 日本 は 東方 なれと も小國 なり。 陽の 

穉 なり。 是 故に 別して 陽 をい ゎゐ そた て 

むと する 心に て 可 有 か A>^:s 

R 來書 略、 具足の あわせめ は、 左 を 上に 

いたし ゆ。 具足 屋に問 申 ゆへ とも、 古来よ 

りの 仕來 なり。 其 故 を 不知と 申： s。 其外老 

兵 i なと に 尋申ゅ へ ともしれ 不申^ 

返書 略、 一た ひ戎 衣して 天下 をた もっと 書 

經に 見え 申 5。 戎の服 は 左 まへ なり。 其 上 
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段々 に 其 位 をぬ けて、 終に 德に入 君子の 地位に 及ぶ 者な り。 これ を 氣質變 

化と もい へり 問 云、 怒を遷 さすと は、 こ、 の 者に， S かれ ども、 其氣か 

しこの ものに く はへ す。 平 人 は 一 人に いかりて は 終日 其氣 とけす。 顏 子の 

い かり は 其 不義 其惡 逆に ありて、 人に あらざる ゆへ に、 其 怒の 氣 うつさす、 

鑑の美 を 照し 惡を 照す ごとく、 去て 跡な きに て 侍る や 答、 尤 其と をり 

にて は 侍れ ども、 其 分に て は 今日の 受 用と 成が たくして、 た 聖賢の 嗱ば 

かりなり。 今日 吾人に ありても、 聖人の 怒に 同じき こと あり。 むかし 物語 

をき、 て も、 長 田が 義朝 をた ばかり、 鎌 田 を 殺した る 所に て は、 誰もに く 

き 心 生じ、 いかり 發 して 其 時に 居 まし かば、 一刀 切た くお も ふなり。 又 今 

の 時 にても 他に 不義 無道なる もの あれば、 いかりに くむ 心 生じぬ。 しかれ 

ども 此怒 は、 性 命の 正に 本 づきて、 私欲の まじ はりな き 故に、 た^-氣の廣 

大剛强 になり たるば かりにて、 相 火の たかぶり なく、 內心 常よりも 淸 明な 

り。 これ 一 は 各 我等 ごときと いへ ども、 聖人の 心地に 近く 侍るな り。 是を 

怒に うつらす と 云。 聖人 は 今日の 交，. 接と. S へど も 私欲の まじ はりな く、 

万事み な 性 命の 上より 發 する 故に 如此 し。 吾人 は 他人の 上に は 如此く 明か 
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南西 北の 人 はみ な 衣服に 袖な くひ。 中國の 

人 も 甲胄した る 時 は 戎狄の 形に 似たり。 こ 

の ゆへ に戎 衣と 申 ゆ。 戎 衣なる かゆへ に 左 

をう へ に する にて 可 有； 5 

^ 來軎 略、 主 忠信の 語 諸 儒の 說を閗 ひと 

いへ とも、 文義 におて 理を云 所 は 聞へ たる 

やうに 御座： S へ とも、 今日の 受 用に 取て は 

しかと 合点 不參： & 

返 害 略、 大^の 傳に 誠意と いへ る は 則主忠 

信の 工夫な り。 主 忠信 は 本 休 n 夫な り。 誠 

意 は 工夫 本体な り。 主 忠信 は 未發の 時に 誠 

を泰ふ 也。 誠意 は 已發の 時に 誠を存 するな 

り。 誠 は 天の 道な り、 誠 を 思 ふ は 人の 道な 

り。 誠 をお も ふ 心 S: 實 なれ は、 誠すな はち 

主と なりて- 思念 をから すして 存 せり。 是 

主 忠信な り。 又 先 儒の 說に虞 心に 發 する こ 

れを忠 とい ひ、 蜜 理を盡 す、 これ を 信と い 

ふといへ り。 此解 面白 覺ぇゅ 


1 八 六 

なれ ども、 身の 交-接する 所に をいて は 私欲 まじ はる 故に、 其 怒る 所 は 道理 

にても、 相 火た かぶり 內心 ふす ぼり くらく 成 故に、 氣 いれて し まり、 言 

語つ ゐでを あやまり、 平復の 時 後悔お ほし。 これ を 怒に うつる といへ り。 

文 王 一 たびい かり 給 ひて、 天下の 民 安し。 架 人 はいかり 給 ふ i なし。 もし 

いかり 袷へば、 天理 存じ 人欲 亡び、 善人 あら はれ 惡人 退き、 雷雨の 動が ご 

とく、 惡人を それて 其 逆心の 旰を 消な り。 いかりの みに も あらす、 悲哀と 

カラ ャ ► ト 

いへ 共 吾人に ありて 聖人に 近き こと あり。 五 百 歲千歲 むかしの 事、 漢大倭 

となく、 物の 哀 なる 事 をき、、 又は 道理の 至極 を 聞て は、 淚 しきりにして 

と J. むべ からす。 一体の 心 眞實惻 -怛の 情に を こる といへ ども、 本心の 靈— 

臺に をいて 少しも 損益な し。 平 人の 心 はかへ りて 常よりも 惡念妄 思いたら 

すして、 善に 近き こと あり。 私欲の まし はりな きが 故 也。 

15, 1 學友 問、 格物致知の 心 法 は、 古昔の 經 にもな く、 孔聖の 語に も 見え 侍 

らす。 子 思 初て 發 明し 給た るか 答 云、 易の六十四卦、 其 位に 應 じて 格 

致の 心 法 あらす と 云 ことなし。 易 簡明 白に いづれ へ も 通へ る樣 に、 初て か 

、げ 出し 給 ひしと は、 堯の舜 に 傳給ふ 執 中の 心 法 也。 孔子の 顔 子に 傳給ふ 


^ 來 is 略、 親の 喪 を つとむる は學 者の 大 

義と 承； g へと も 行と 成 かたく ゆ。 少シ道 を 

悅： S 甲斐 もな く 恥し く存" 間 一 向に 學をゃ 

め 可 申と 存 ：5 得と も、 これ も 又 御 をむな 

しく 仕に て： S へ は、 何とも 辨へ かたく ゆ 

返書 略、 古人 は 欲 薄く 情 厚く 世事 すくなく 

氣カ つよく 無病に も ありし ゆへ に、 三年の 

喪 をつ とめられ ゆ。 いまた 三年 を 不足と 思 

ひし 人 あり。 又少 はっとめ て 及た る 人 も あ 

り。 後世の 人 は 世間 多事に して 欲の 爲に心 

を 奪れ、 情 薄く 氣カ 弱し。 こ の ゆ へ に勒て 

なり かたく 企ても 及 かたし。 大國 たに もし 

かり、 况ゃ 日本 は小國 にて 人の 魂魄の 精う 

すく 堪忍の 力 弱し。 聖人 起 給 ふと も 日本の 

今の 人に はし ゐて 三年の 喪 をな さしめ 給 は 

し。 世の なら はしの く たれる と 千載に 及ぬ 

れは、 今の 世に 生れて は 道 を 悅ひ法 を 行 は 

むと 思 ふ 志 ありと も 氣カ叶 かた かるへ し。 
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非 禮視聽 言動す る ことな かれと、 これ 皆 格物致知の 義 なり。 曾 子の 一貫 を 

忠恕と や はらげ 給 ふ どく、 子 思又孔 曾の 傳の 心を述 て， 經 一 章と し 給 ふ 時 I 

格物致知 とい へり 問、 視聽 言動 を 云て 肝要の 思 を 淺し給 ふこと はいか 

V- 答、 四時と 云て 土用 をい はす。 元 亨利貞 と 云て 誠 をい はす。 仁義 禮 

智と 云て 信 をい はす。 四に 應 じて はなれざる もの は、 い はすして 其內 にあ 

り。 視聽 言動の 四の もの 思 を 主と せす と 云， i なし。 其上顏 子に は 思の 格 は 

不用と あり。 中 人 以下の 學は、 善 を 思 ひ 善 を 行て、 惡を 思ひ惡 をな すに か 

ふるな り。 心 思 躬行と もに 善の みに して 惡な きを 善人と 云。 凡俗 を 出る の 

初な り。 是 より 信 美大 聖祌 にす、 むべ し。 顏子 は旣に 大人な り。 惡 念の 靈 

臺 に往來 せざる のみなら す、 善 念 も 亦 往来せ す。 何の 思の 格 あらん や。 し 

かれ ども 三月 仁に 違 はざる の 語 あり。 春夏秋冬 みた 三月に して 相 易る もの 

なれ ま、 三月と， S へば 一 年中の 事な り。 年月日 時 を へ て、 終に 仁に たが ふ 

とな 〉。 然れ ども 三月 違 はすと いふ も Q は、 たまさかに 暫の間 善 念の きざ 

しある £ あり。 おも ふこ ともなく、 する WJ もな く、 寂然 不動に して 感じて 

通す る 聖人の 心 S に はす XJ しおよ ばざる MJ あり。 しかれ どもた 一片の 浮 


卷第八 


1 八 七 


蕃山 全集 第 1 册 

«< 君 m 起 給 ひ. 世事 次第に すくなく、 人の 

利欲 年々 に 薄く、 趙義 あっき 風俗と なりて 

璺 なら は， 風雨 時 をた かへ す、 寒 暴 節を不 

失して 物の 生長 かたく 成な は、 人の 形體も 

健に なりて、 人情 厚くなる へし。 然らは 喪 

のっとめ のみなら す、 萬 事の 行 業 64 くな り 

て、 其 世の 一 年 は 今の 百日よりも 勤 やす か 

るへ し。 今 SJ 子 別れて 五 年 七 年 f 幕し 

Is になる 者 も、 平生の 事 は 喪の 体なら す、 

これ 哀情 餘ぁ りと い へ とも 氣根； 1 く 堪忍の 

精な き ゆ へ なり。 况ゃ 哀情の 薄き 者つ とめ 

てな す へ き や。 たと へ 少は 哀情 ありても 氣 

体！！ く 病 時 は、 泰 生より おのっから 薄くな 

り ゆく ものな り。 又 人の 氣質 品々 あり、 生 

付の 35 たる 方に はっとめ も 人に 異なり、 禮 

義の法 は 得 たれと も、 利 心 深き 者 あり。 仁 

愛 ありて 人を惠 み、 財 をお しまぬ 者 も趙法 

に は 疎かなる 者 あり。 勇武 あれと も 不仁な 
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雲の 大虚を 過る がごと し。 それ だに 平 人に ありて は舉 べき ほどの 善 なれ ど 

も、 顔 子に おいて は 自然の 体に あらざる 故に、 其 善 念 を 須臾 もと めす。 

遠から すして 復 するな り 問、 心 上 だに 如此 ならば、 視聽言 動の 末の 事 

を吿給 ふと はいか 答、 顔 子 高明廣 遠の 事に をいて は 聖人に 同じ、 今 

さら 吿給 ふべき にあら す。 平 人より 聖人に 至る もの は、 本を務 るに 急な り。 

末の 事に は 心 もっかす、 殘り ある t と あり。 仁 は 天地万物 を 以て 一体と す。 

淺 すべき ものな し。 これによ つて 末の 事を吿 給へ り。 顔 子 治國の 論に をい 

て輅晃 等を以 こたへ 給 ふ 所に て 知べ し 問、 先生の 論 は 陽 明 子の 傳に似 

たり。 朱 子 王子 格 致に をいて は黑 白の たが ひ ある £ はいか 答、 愚 は 

朱 子に もとらす、 陽 明に もとらす、 た 古の 聖人に 取て 用 ひ 侍るな り。 道 

統の傳 のより 来る こと 朱 王 共に 同じ。 其 言 は 時に よって 發 する 成べ し。 其 

眞に をいて は 符節 を 合せた るが ごとし。 叉 朱 王 とても 各 別に あらす 0 朱 子 

は 時の 弊 をた むべ きがため に、 理を 窮め 惑を辨 るの 上に 重し。 自反 愼獨の 

功な きに あらす。 王子 も 時の 弊に よって 自反 愼獨の 功に 重し。 窮理 の學な 

きに あらす。 愚 拙自反 愼獨の 功の、 內に 向て 受 用と 成 事 は、 陽 明の 良智の 


る 者 あり、 ill にして 眞實 薄き 者 あり。 如 

此の 人々 己 か 生 付の 得た る 所に 自滿 して 不 

足 所 を 不辨、 互に 相 助る 事 あた はさる のみ 

ならす， 却て 相 爭ひ相 敵と す。 贵殿は 勇な 

れ とも 仁 を 好て 人 を 愛し 給 ひ、 利 心すくな 

し。 仁と 無欲と 勇と は道德 にお ゐて 長せ る 

所な り C 縵の格 法に たへ さる？ -は琉 俗の 習 

にして- 天下 皆し かり、 貴殿 一人の 罪に あ 

らす。 一 の 不足 を以 三の 德を錢 すへ きと は、 

上世と いふと も あるへ からす、 况ゃ 末代に 

お ゐてを や。 貴殿の 德を 以上 代に 生れ 給 は 

i 必す禮 にも 厚 かるへ し。 それ 太古に は禮 

の 格 法な し、 只 誠に 專 なり。 伏羲神 農の 代 

に は 三年の 喪な く、 哀情 數 なし。 心地 光明 

にして 飾な かりき。 仁 勇 無欲 は伏羲 氏の 時 

に 生れて、 必す尊 ひらる へし。 鱧の 格 法 一 

<? 以て 儒者の 道を盡 せりと おも ひ、 凡 情 

の 名利 伏藏 する もの は堯の 代に いれら るへ 
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發 起に 取、 惑を辨 るの 事 は 朱子窮 理の學 により 待り。 朱 王の 世學 者の まど 

ひ 異なり。 地 を 易ば 同じ かるべし。 窮理 とて 事々 物々 の理 とさに いひて は 

人のう たが ひ あり。 た > -學 者の 心の まど ひ ある 所の 事物に よって、 其理を 

窮る なり。 されば 是は 初學の 時の 事な り。 大意 心に 知得 すれば、 いまだ 不 

辨 不知の 事、 千万の 事物 前に 來る といへ ども まど ふべき J なし。 異學. の 一 

^心 を盡す 悟と いふ もの は、 聖學に をいて は 力 おもいれ す、 心 をも勞 せす 

して 遊びながら 得と なり 

お 一 攀友問 云、 同じく 聖賢に て 侍れば、 何れも 孝行なら ざると は ある まじ 

きに、 大舜文 王 曾子閔 子の 數人 ばかり 孝子の 數に入 侍る i はいか ^ 答 

云、 歲 寒して 松栢の 凋に おくる、 こと をし り 侍りぬ。 平生 無事の 時には 聖 

賢の 善行？ J にめ づ らしく いふべき 様な し。 聖賢の 道 を 行 ひ 給 ふ は、 人の 無 

病の 時と 同じ 理 にて 常な り。 其 時 は 凡夫もう ち 見た る 所 はわ かちが たし。 

明 者の 目に は黑 白の ごとく わかるべき 事 なれ ども、 大 不孝 か大惡 人に て だ 

にあらねば、 夏山の 綠は夏 木 冬 木の わかち しらぬ 目に は、 た ^青山とば か 

りみ るな り。 大難に あ ひ 大變に 逢て は、 凡人と 君子との わかち 大に ちが ひ 
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からす。 贵殿 この 格 法 者の そしりに？？ ill て、 

天性の 德を 1® せむ と 思 ふ は大に 不可な り。 

それ 喪 は 終 を « む なり、 祭 は 遠 を？ S なり。 

民の giiM: きに 歸す、 尤 人道の 重す る 所な り。 

然れ とも 喪祭 共に 時 處位を はかる へし。 只 

心の 誠を盡 すの み。 格 法に 拘て不 叶 をし ゐ、 

不能 を かさら は 必すサ 、本 を そこな ふ へ し。 

格 法の 儒者の 世に 功 ある 事す くな からす、 

予 かこと き 者 も恩德 にか &れ り。 然れ とも 

心 法に うとき かゆへ に、 自己の 凡 情な 不知、 

又 行 ふと 日本の 水 土に 不叶、 人情に あたら 

す、 儒 法 をお こすと いへ とも、 終に 又 儒 法 

を 破る 事 を しらす。 贵 殿-一一 一年の 喪の 法 は あ 

たはす とも、 心の たけ 誠 は 盡し給 ふへ し。 

追 遠の 祭 も 又なる へ き ほとの こと を 行て、 

自己の 誠 を 盡し給 ふへ し 

93 來^ 略、 喪の 中 魚 鳥 を 食せ さると 生類 

を 忌の 義 なら は、 佛 家の 流に 似たり。 祭 鱧 
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あり。 孝子の 數 にいへ る 5^ 賢 は、 いづれ も あ ふ 所の 境界 常なら ぬ 所 ありし 

故にて 侍り 問、 人の 行 は 孝より 犬なる はなしと いへ り 。しかるに 孝行 

は 架 賢に も を とらす して、 聖賢の 品に はもれ たる 人 侍る はいか 曰、 

それ は氣 質の 美に て 侍り 。いまだ 大道 を 見す して 入 德の學 はしら ざれ ども、 

氣 質に 木 氣の精 を 多くう けて 生れ ぬれば、 木 氣の神 は 仁なる が 故に、 慈，. 孝 

懇< 切に して 俗に 小心と もい ふ ものに て 孝行なる ものな り。 其方の 氣 質に 

あっき ほど、 又 他の 靈明 うすければ、 孝行なる ほどに とて、 擧用 ひて は國 

家の 政道な どに は不ネ なる が 多く 侍り。 此人賢 聖の師 に 逢て、 心 法 を受用 

せら るれば、 それ は 叉 常の 人に ちが ひ、 各 別 入 德の功 はやく、 他の 不足な 

る 所 もます MJ やすく 侍り。 曾 子の ごとき 是 なり。 むかし 曾 子 父の ために a- 

をく さきれ り。 あやまりて 风の根 をた つ。 曾哲 怒て 大杖を あげて 會子 をう 

つ 。曾 子た えて 地に 伏たり。 狂 I 者 なれば すて V 家に 入ぬ。 しばらく 有て 

曾 子よ みが へれり。 父の 心 もとな く 思 ひ 給 はむ こと を はかりて、 曾 哲の前 

に 跪き、 さきに 不敬の 罪 あり。 大人 力 を 用 ひて 敎給 ふと 云て 我方に 歸り、 

琴 を 彈じ詩 を 詠 じて、 父に 痛みな き と をし らしめ たり。 聞 人淚を 流し 感 


に 肉 を 用る 時 は 又 生類 を 忌 にても 無 ゆ。 拙 

者 若く 無病な りし 時 は、 年中 蔬食水 飲して 

も 何とも 不存 ゆき。 近年 は 年寄 病 者に 成 ゆ 

故 か、 五日 生魚 を 食せ され は nil カ乏か £  く、 

十 曰 食せ され は S. あしく 成：^、 か樣 にて 

は 三年の 喪 は不及 申に、 三月 も 成 申 ましく 

ゆ。 加 〔0 如 力〕 何とも 辨へ かたく 6 

返書 略、 喪に 一 の 主意 あり、 憂の 中 なれ は 

すへ て 何事 も靜 にして 事に あっから す。 肉 

食の 味 を 求る ひの 類 なれ は 食せ す、 蔬 

食して 命 を 奏 ふの みなり。 只 酒 肉 を 忌の み 

ならす、 五 辛 其 外 何 にても 相 火 を 助け、 精 

をます へ き 物 を 食せ す。 腎水墜 く閉て 人道 

の感 をいた さしと なり。 蔬食 味な けれ は 腹 

にみ たす、 力な けれ は 杖つ きて 起居す、 喜 

怒 共に 發 すると を不 得、 t れ皆壯 年の 者 生 

樂を ふせ かむ かためな り。 故に 老て 小兒の 

とくなる 者 は、 肉 を 食し 酒 を 飲、 たた 喪服 
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じあへ り。 門人 悅て 夫子に 吿 たり。 孔子 聞 召て， 吾 道の 學 者に あらす、 門 

にいた る ことな かれと。 侍者 驚 て 其 故 をと ふ。 孔子 曰、 われ 人に 孝を敎 

るに 大舜 を師 とせす と 云？ J なし。 舜は 父の 小 杖 を 持てう つ 時 は、 うたれ て 

退き 給 ふ。 大杖を 持て 追 時 は、 其 あたりに 近付 給 はす。 父 をして 人 を 殺す 

の 罪に いたらし めじと なり。 今 曾 子 幸に よみが へり たれば こそ あれ、 もし 

其 ま. -に 死たら ば、 曾哲は 孝子 を 殺の 罪 をまぬ がれ じ。 何 ぞ大杖 を 見て は 

やく 退かざる や、 心 を 用ざる の甚 しきな りと。 門人 曾 子に 吿 たり。 曾子趨 

口 ドン. ホク トツ 

りて 其 罪 を 謝す 0 曾 子 は 生得 孝行な り、 しかれ ども 氣質 鈍 木訥なる 

ありき。 聖師 にっかへ て 大學の 心 法 を受用 給へば、 愚なる も 明かに 柔 なる 

も剛 く、 此 身ながら 神化 變 通して 大賢の 位に 至り 給へば、 天下の 事に おひ 

て 何事 も 聖人に たが ふ 事な し 

一^ 一  心 友 問 孝 經之大 網  答 云、 孝 經の心 法 は 正レ心 修レ身 天-命の 分 を 

ノ リ 

安 じて、 人々 處 所の 位に 隨て道 を 行なり。 天の 人 を 生す ると、 物 あれ w 則 

あり。 天子の 富貴に は をの づ から 天子の 則 あり。 公侯 伯 子 男 をのく 則 あ 

り。 © 大夫士 其 道 あり。 農工 商其務 あり。 其 行 ふ 所の 大小 は 各 別 なれ ども、 


卷笫八 


1 九 1 


蕃山 全集 iSU 册 

の 身に あるの みなり。 病人 も 又し かり。 こ 

れを 食して 樂 とせす、 只 生 を やしな ふ はか 

りなり。 氣血 盛に 精神つ よき 者 は、 味 を 

忌の みならす、 蔬食 といへ とも 腹に みたし 

めす、 夏凉 しくせ す、 冬 煌に せす、 著て 安 か 

らす、 寢て 安から す。 これ は 古の 人 氣血健 

に 筋骨つ よく- 無病に して 精神 盛な りし か 

は、 聖人 其 人の 位に 伎て 制し 給へ る 法な り。 

今時の 人 を 如此せ は、 生を滅 さむと 目前な 

り。 生 を 秦ふ時 は 怒の 情發し 易く、 生樂 

の 念 動 し. - 常の 食 を 食し. 常の 衣 を 著し、 

常の 居 を 安して、 不怒不 笑 不架事 は、 聖人 

大賢 さて は 天質の 美に あらす して はいかて 

か 叶へ き や。 この ゆへ に 古の 人 喪に は必す 

法 あり、 法な けれ は 勤る £J あた はす。 今の 

人 法 は 身の 位に 不叶、 又 法を不 立して は 行 

るへから す。 しかれ は 俗に 隨ひ給 はんより 

外 は 有 ましく ゆ。 俗 忌の 間 も 元氣を そこな 


一九二 

孝の 心 法 はか はりな し。 大河の 水の ながれて 所に 隨て象 をな すが ごとし 0 

方々 にて 田地の ために 井手 をつ くれば、 其 井手！ どに 流る、 がごと し。 ひ 

き k に 就て 蜜 夜 をと M めす。 外 a 溫 にして 內 明かなる の性 はか はりな し 。君 

子の 象な り。 小人の 心 法 は 外 をて らして 內昏 し。 人の 非 をかぞ へて 己が 不 

善 を 改めす、 燈— 薹の もと くらき がごと し。 天下の 人み な內 明かに して 己 

が 不足 をし り、 外溫 にして 人の 非 を とがめす。 天下の 人み な 我に まさ Kliw 

あるる を 知 は 孝の 象の ごとく、 相た すけて 天下 平なる べし。 孔子の 時す で 

に 異端の を こるべき 萠 あり。 孔門の 學者は 皆 人々 の本產 あり。 多く は 日本 

の 地士と 云が ごとくに て、 古風の 田地の 家督 あり。 學は正 心 修身の 志に て 

まなぶ ものな り。 出て つか ふる 人も國 用の つとめ あり。 役儀な く： へ產 なく 

して、 道 を說て 人に やしな はる \者 はな かりし かど も、 堯舜三 王の 盛な り 

し 時と はか はりて、 何となく 五 等の 人倫ば かりの 様に はなき 勢 あり。 孔子 

の 時 を 得 給 はすして、 天下 を 周流し 袷 ふ も 古に なき 風な り。 聖人に して 時 

の 變を行 ひ 給へ ども、 後世の 人 これ を 似せて  一二 變 する 時 は、 五 等の 人倫 

の 外に 道舉を 以て 家 を 建て 產業 とする 者 出来る 勢な り。 孔子 は 方々 にて 小 


はさる やうに、 みっから はかりて 藥を股 用 

する 心 持に て、 折く 魚 を 用ら るへ し。 貴 

殿 年 被 寄 ひとても いまた 五十に て S へ は、 

七十の 人の やうに も 成 まし。 又 若き 時 無病 

の 人の やうに も 成 ましく  其 間 御 料簡 あ 

るへ く： § 

^ 來書 略、 内々 の 仰に 三年の 喪 は 今の 人 

の 情に は不 叶と 承： S へと も、 律儈行 入な と 

を 見 申せ は 又 成 ましき 事 かと も 不被存 ゆ。 

淨土宗 日蓮 宗 なとの 中に 居て は 立ら れ まし 

くいへ とも、 律と て 別に 立き り ゆへ は、 同 

し 凡僧な から 戒をも 持 ゆ 間、 喪 も居處 衣服 

飲食に 至 まて 別に 於て 仕 s は k とかく 三年 

はっとめ 過し 可 申 ゆ。 又 心 喪と て 外む き は 

か はらね とも、 心に 喪 を 勤る と 申： S へ とも * 

是は 一 向に 急 度 立る よりも 成 かた かる へ き 

かと 存； § 

返書 略、 仰のと く 律 僧 行人な と は 喪の 勤 ほ 
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宫をも 辞せす して 役儀 をつ とめ 給 ひき。 孟子に 至て はは ゃ師と あがめられ 

て、 方々 の 馳走 あり。 宫祿 なく 產業 なし。 德 のおと ろへ たるな り。 しかれ 

ども 孟子 は 大賢に て 孔子に 繼 立て 天運の 變を行 ひし 人 なれば、 其 身に をい 

ひ 〔0 ひお ゥ ミ！？ い 4 シ〕 てはい ふべき 樣 なし。 後世に 至て 孟子の 德 なき 人、 孟 

子の 風に なら ふ 時 は、 まさしく 道學を 說て產 業と する になれ り。 たと ひ 其 

人 私欲の けがれな く、 道 を 行 とても、 五 等の 人倫 を 離れて 道 者と 云 もの 出 

來る時 は、 はや 五 等の 人 は 道 を 離る、 所 あり。 終に は 道學は そな へ 物と 成 

て、 天下 國 家の 用 をな さす。 其 後 道者佛 者と て 人倫の 外に 道 を說て 渡世と 

する 者 多く、 爭ひを こりた るは尤 なり。 孔子 此萌を 見 給 ひし 故に、 五 等の 

孝を發 明し 給 ふなり。 万歳 道 學の鑑 也。 此鑑に 違 ふ 人 は 堯舜の 徒に あら ざ 

る 事 明らけ し。 問、 五 等は數 すくなき 事に て 侍れば、 古 とても 五 等ば か 

りに て は 用達す まじき こと、 思 はれ 侍り。 曰、 大綱 は 五 等 なれ ども、 其 

一等く に 類 ひ 多し。 天子ば かり 只 一人に てお はします。 曰 本の 今にて は 

又 大樹 一 人 也。 諸侯 一 等と い へ 共、 公侯 伯 子 男の 五 品 あり。 外に 叉 L 射庸の 

國 あり。 日本 にても 名 XJ そ 違 ひたれ、 此品 あり。 四 五十 万 石の 以上 は 公侯 
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となる £ もな 之 体に ゆ。 然れ とも それ は 後 

世に 桎樂へ 行む とい ふ 迷 ひに 牽れて か、 又 

身す きのた めに か、 據所 ありての 事に ゆ。 

今時の 百姓に 律佾の 一食と 申 物 を與へ ひ は 

>< よき 振舞と 可存 ゆ。 坊主に は 大方 貧き 者 

なり ゆへ は、 是以 苦勞 とは存 ましく ゆ。 又 

不垤戒 なと は律佾 にて なくと も、 かせ 奉公 

人な と は 大方 無 &非 つとめ 申 ゆ。 拙者 も氣 

根よ き 時分 は 名 K ましり に 三年の 喪 は 可動 

と存 ゆき。 如何にも 贵 殿の 御 氣 さしに て は 

成 可 申 ひ。 古の 心 喪と 申 は、 身に 眼 を 著せ 

ぬ はかりに て， 作法 は 皆 喪の 拉と 見え 申 ひ。 

今時 心 喪 をな すと 申され ゆ は 尤志は 殊勝に 

も ゆ へ とも、 しかと 仕た る 事に て はなく ゆ。 

大道 を 心と する 者 は、 たと ひ 其 身 は 喪 をつ 

とむ へき 道 を 得たり とも， 時の 人なる まし 

きと なれ は、 光 を 和け 塵に 同し くして、 万 

歳 を 見る £ 1 日の ことく、 誠 を 立、 無事 を 


1 九 四 

の ごとく、 三十 万 石の 少し 上下 は 伯の どく、 十五 万 石の 上下 は 子 男 Q ごと 

く、 十万 石 以下 は 时庸の ごとし。 これ 諸侯 一等の-^ に 品な り。 卿大夫 一等 

と は、 其 德行佚 儀の 道理 同じき 故に、 大小 高下 をし なべて 一 等と い へり。 

其 内の 品 をい へば、 天子の 公卿 大夫 は、 公卿 は 公侯に なぞらへ、 大夫は 伯 

に なぞらへ、 元 士は子 BR に なぞら ふ。 諸侯の 卿 大夫は 小身 なれ ども、 人の 

臣 として 君の 命 をった へ、 國 政に ぁづ かる。 故に 天子の 老 諸侯の 老 共に 大 

臣 とも 老臣 共い ふ は 行事の か はりな き ゆへ なり。 一 國 にても 諸侯 は 其國に 

君と して、 佚 儀なければ.^ 君の 行 あり。 臣 なれ ども 天子 も 客の 禮を 以て 待 

給へ り。 今日 本 にても 諸 大名の 參府の 送迎に は、 老中 を 御 使と してお もく 

もてなさる. 1 と 同前な り。 日本 のむ かし、 上代と 中世と 時勢の か はり 

し を  Byl 人の 

投に少 もた がふと あれば、 長久なら ざる ものな り。 士 一  等と は其內 ことに 

しなぐ おほしと. S へど も、 德 行のお なじき 故な り。 番頭 幷 一 人 立の 歷々 

を 上 土と 云べ し。 物 頭 與頭組 付 にても、 千 石 以上の 人 は 中士の 品なる ベ し 0 

千 石 以下の 平士は 下士なる べし。 所 司 代 は武宦 なり。 中 夏の 士師 なり ゥ 代 


行 ひ、 ^^を創め統をたれ、 衆と 共に 進む へ 

し。 己 ひとり 名譽 をな すへから す、 衆の な 

すましき と を 行 ふ 者 は 天下の 肺た る へ から 

す。 法に 落て 一 流と なり、 俗と はなれな は、 

いつれ の 時 か 道 を 起す へき や。 後世の 人の 

氣体 つよく 情 厚くな りたる 時 は、 予か言 を 

薄し とし そしる 者 あらむ か、 誠に 願 ふ 所な 

り。 一念 燭 知の 所に ぉゐて 天を師 とし 神 を 

友と せ は、 法の CJ  く 勤る を以 すくれ たりと 

せす、 や はらく る を 以惰れ わと せす。 名 を 

さけ 氣勢 をし つめて 誠 をお も ひ 給 は k 幸甚 

» 來書 略、 人 あり 貴老の 和書 を 見 申て、 

名高き 人なる か文學 拙き と 見えて 甚 あさま 

なり。 かほと におろ かなら むと は E はさり 

しと 嘲り 被 申 s。 我等な と は 益 を 得！ S へ と 

も、 かやう に そしる 人 ひ へ は、 御 書物の 世 

間に ちらさる やうに 仕度 6 

返書 略、 人の 申さる、 處少も 違 事な し。 夫 
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宫は 農に 兵 ありし むかし は 上士の 役儀た るべ し。 日本の 今 は 兵が 農 を はな 

れし 故に、 下士の 役と なれり。 或は 庶 人の 宫 にある もの、 役と も 成ぬ。 江 

戶大 坂の 町奉行 は 中士の 位に て、 威勢 は 今の 上士 よりも を もき ものな り。 

國々 の 町奉行 は大 かた 下士より 出ぬ。 中士 にして 兼る も あり。 少づ、 の 物 

奉行 はお ほく は 下士より 出る も あり。 それよりも ひき、 は庶 人の 官 にある 

のた ぐ ひも あり。 中小 姓と 云に は、 大身の 子 も 小身の 子 も あれば 下士の 內 

なり。 歩 士は庶 人の 官 にある たぐ ひなり 0 物よ み醫 者な ど は、 町より おこ 

りたる は、 庶 人の 官 にある たぐ ひと も 云べ し。 町醫 者は庶 人の 內ェ 商の た 

ぐ ひたるべし。 禰 I 宜 など は庶 人の 官 にある たぐ ひなり。 又祌 職に 高宫も 

あり。 天文 道 樂道醫 業な ど は 代々 其 家 ありて なす もよ し。 心 を 用 ひて く は 

しきが 故な り。 しかれば とて、 家と 成て 人の する を ふせぐ は ひがごと なり。 

尤た 人 にても 其 道に 得た る 人出 来れば、 其 家へ 敎る こと も あり。 た I- 道 

學 のことば かり 史宫 物よ みの 外に は、 それ 者と いふ もの、 其 家と 云 もの は 

なき 理 なり。 其 ゆへ は 五 等の 人倫の あまねく 學て、 人々 の 業に をいて 受用 

する ことなり。 人 幼年に は學 び、 壯 年に は 行 ひ、 老て敎 る は 古今の 常な り。 

卷第八  1 九 五 


蕃山 全集 第一 册 

道理の gss にして 見れ ともく あかぬ もの 

は聖經 なり。 高 明に して 親切なる もの は g 

傳 にあり。 今時の 人文 筆 達者に て 精 を 出し 

ゆ 共、 古の 聖經 賢傳に はよ も をよ ひゆ まし。 

愚か 和 W の 主意 は 直にして 近き にあり。 直 

に 近くて 無學の 心に も 通し 易く、 文章の 美 

なきもの は淺 かとし。 然れ とも 近と 851 と は 

似て 犬に 異なり、 世の 搴 者の 窗に 向て いふ 

£ はき. - となる も、 香 を 離れ 平生の 交に な 

りて は、 無學の 凡俗に もお とれる こと あり。 

又. さ」 道 を 尊て 少は 行と いへ とも、 璧 S の 

のみ 見て、 其 故 を しらす、 時處 位の 至善 

を辨 へす、 人情 時變に 通せす、 一流と はな 

るへ きか、 大同の 基本なら す、 これ をなん 

淺 とはい ふへから む。 予聖語 を 工夫 受 H5 し 

て 得と ある を 人の 問に こたへ、 或は 遠方の 

同志の 求に 應す。 聖經 賢傳を 心に 得て 日用 

に 行 はんとす。 i の 政令に 通し 學 術の 人 
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誰 道 者と ある こと はなく、 親 は 子の 師 たるが ごとし。 其 同じき 人の 內を以 

て、 上より 大 學小學 のっか さ を 命じ 給 ふ MJ なれば、 初より 人に をし へむ と 

て、 學問 する 人 もな く、 人に 敎る家 とてもな き 道理な り。 士 とい ふ もの は 

小身に て德 行の ひろき もの なれば、 上下 通用の 位に て、 上 は 天子 諸侯 卿大 

夫の 師と 成、 下 は 農工 商 を敎へ 治る ものに て 秀れば 諸侯 公卿 ともなり、 く 

だれば 庶人 ともなり、 才德 ありながら 隱 居して 庶 人と 同じく 居 を處士 とい 

へり。 大道 を 任じて 志大 なる もの は士 なり。 公卿 諸侯の 本 地なる 故に、 赍 

なれば 公卿 諸侯 もく だって 士を 敬し 給ぬ。 德と 年と 位との 三 を 天下の 達 尊 

とい ふ。 朝廷に して 上下の 禮の ある 所に て は 位 を 尊び、 常の 交に は 年 を 尊 

び、 世 をた すけ 人に 長た るの 道に をいて は德を 尊ぶ。 公侯 は 士の賢 をう や 

まひ 給 ひ、 士は 公侯の 位 をう やま ひ、 たが ひに 相 敬す るの 義な り。 志 同し 

て 心 を 友と する 時 は、 双方の 尊卑 相 忘る 義も あり 0 道 を しらざる 人 は 我 本 

地 を 忘て 一 旦 のうかべ る 富 中； □； に 奢て 士を慢 れり。 然れ ば才德 ある もの は隱 

れて不 出、 中 人 以下の 者 はい やめに なり、 心から 下楚に 成て 天下に よき 士 

出来ざる ものな り。 拉庶人 一 等と 云 は、 農が 本に て ェ商は 農 をた すくる も 


倫に 行る へ き 一 助 ともなり なんか。 予か和 

書 は 人情 時變 をし るに 便 あらん か。 道德の 

學の 政令に 合一す る 益と もなら は、 淺には 

あらて 近 きなるへ し。 世間の 文學の 政令に 

用ら れ さると 久し、 人倫と 學 問と 二に なり 

て 床 道具と なりたる CJ を 歎きて なり。 寶に 

用て 見る 人 はかならず 疑 あり、 疑 あら は予 

か 主意 しらる へし。 然らは 今に 益 あると あ 

らむ、 古に 及へ きに あらす、 後世に 傳へか 

らす。 予も又 一 人の 天 民な り， 天の 靈 あり、 

いは さる は 罪 ある CJ に ゆ 

S 來書 略、 今時 武藝に 術の 者 も、 師 とな 

れは 郡國の 君と 同座し、 無禮 至極なる もの 

有 之 ゆ。 師と 申う へ は如斯 あるへ き 道理に 

て： S や 

返書 略、 天下に 達 尊 三 あり、 德と 年と 位と 

なり。 朝廷の 衣冠 を 著し 貴賤の 次第 を 分つ 

へき 所に て は、 位 ある 人 を 尊 ふなり。 鄉里 
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のな り。 ェとは 工匠ば かりに あらす。 銀 冶 白が ね屋 塗師屋 小細工 師、 すべ 

て 何 にても 職 をす る 者 を 云。 商 は あき 人に て、 居ながら あきな ひする も、 

國々 ありき て 有 所の 物 をな き 所へ 通す る も、 手に 所作なくて、 金銀 を 以て 

世 を 渡る 分 は をし なべて 商な り。 まづ 人の 初 は 農な り。 農の 秀 たる 者に、 

たれと りたつ ると なくす ベて 物の 談合 をし、 指圖 をう くれば 事 調り ぬる 故 

に、 其 人の 農事 をば 寄 合て つとめ、 惣の 裁-!: のために 撰びの けたる が士 

の 初な り。 在々 所々 あり VJ 後叉秀 たる 者に、 惣の士 が 談合し ひきま はされ 

て 諸侯 出来ぬ。 又 諸侯の 內 にて 大に秀 たる あり。 其德 四方へ きこへ、 をの 

く 不及 所は此 人より 道理 出る 故に、 寄 合て つがね とし、 天子と あ ふぎた 

る ものな り。 拔士の 中より 公卿 大 夫と 云 もの を 立、 農のう ちょり ェ商を 出 

して、 天下の 万事 備り、 天地の 五行に 配して 五倫 五 等 出来た るな り 

I む 一 學友 問、 孝を以 天下 を 治と， S へり。 しからば 孟宗の 至孝なる も、 天子 

とせば 堯舜の 御代た るべき か 曰、 孟宗 ごときの 數子 はた r 天質の 美な 

り。 いまだ 性 命の 學に 委しから す。 爱を 以て 其 親に 事る 所 も 叉 情欲の 父母 

也。 雪中に 爭を 求る は 性 命の 父母に つか ふるの 心に あらす。 舜 はもと め 給 
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の 常の 交に て 孝弟 を專 とすへ き 所に て は 年 

を 尊 ふな わ。 ^を 助け 民に 長た るの 德を慕 

ひ、 迷 を 辨へ心 法 を 明に する 所に て は德を 

1® ふなり。 故に 古 は 王公と い へ とも 民間の 

S 者に 降り 給へ り。 しかるに 彼 一 の 藝師た 

る 者、 自己の 分を辨 へす、 小藝を しらて 道德 

仁義 も 同 1^ の やうに 心得た る 成へ し、 甚味 

き 事な り、 是又资 人 も あやまり 給へ り。 有 

德は禮 を 以来し、 .S は 祿を以 招き 給 ふへ 

く はおの つ から 爭 CJ ある へ からす 

^ 來書 略、 世間に すへ 物き りたる 者の 子 

孫は絕 ると 申 5。 罪 ありて きらる  >- 者 なれ 

は、 我 きらても 入 これ をき り 申 5。 昔 物語 

に 竹の 雪 を ふる はしめ て、 其 下知した る 者 

に はか 乂ら て、 おとした る 者に か- "りたる 

tj なと 申 $ へ とも 理窟に て 申" へ は 心得 か 

たく ゆ 

返書 略、 世 中に し わさこ そ 多に、 人 をき る 
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はじ。 た V 性 命の 父母に 事て 後 • 孝 を 以て 天下 を 治べ し。 みづ からの 心 を 

盡し、 性 命 明かなる 時 初て 父母の 性 命に 事る こと を 得べ し。 愛-敬 盡， 一 於 

事 親 • 一。 而德 -敎加 _ つ 於 百-姓 r 刑 一， 於 四-海 一一と いふ もの 也。 如此 なれば 天 

下 皆 正 人と なる。 天下 正 人と なる 時 は、 天下の 人の 悅心を 得て、 其 父母に 

つかへ 給 ふなり。 先祖 天地 大？ M ともに 其悅心 をう け 給 ふ。 此 時に 至て 天地 

の氣 初て 至極の 和 あり。 鳳-凰 i、- 錢も此 大和の 氣 中に 生じ、 神-龍 靈-龜 も 

海中に 生す。 風雨 民の 願 ひに 應じ 五穀 大に みのり、 草木 生長して 留滞 なし。 

鳥 獸魚蟲 みな 其 生 を遂。 山-鬼の 親 魅 魍魎 皆 吉祌に 化し、 蛇 鵜み な 龍に 隨 

ひ、 虎狼 深山に 遁れ かくる。 出れば かなら す 弓矢に あたる。 天下の 沉，. 魂 

滞- 魄 一時に 消て 跡な し。 惡鬼 よるべき 所なければ、 ことぐ く 亡て 

淺 なし。 天災 地妖 生すべき 所な し。 人 爲の禍 乱 何に よってお こらん や。 外 

に 邪 氣のを かすな く、 内に 七 情の 相 勝な し。 疾病 いづく よりな らん や。 大 

舜の孝 を 以て 天下 を 知 給 ふ 至德の 化如此 し。 中国の 民の 其 風 を むはい ふ 

に をよ ばす。 東夷 西 戎南變 北狄の 耳に もき かす、 通路な き 國.- まで も、 此 

時に 至て 無事 をた のします とい ふ,^ なし。 堯舜は 人倫の 至りと いふ これな 


を 事と 仕 ゆ は 不仁の 心 ある 故な り。 其 心に 

大髁 當る にて ひ。 吾等 見 § にもす へ 物き り 

たる 者の 子孫 絕た るか 二人 まて 有 之 ひ。 常 

の 武士に て： S へ は、 きらぬ とても 誰し ゆる 

人 もな く ：5。 好て 上手 をす る ゆへ にこ そ 主 

人 も 被 仰 付 朋友 も 頼み 申 事に ：5。 しかの み 

. ならす よくき る 者 あれ は 罪の 輕き者 も きら 

る k やうなる あやまり も 有 之 体に ：s。 其 上 

すへ 物に よりて、 あらみ の 打 やう 昔に か は 

-ン、 當分 きる、 やうに はかり 仕； § 故、 後世 

まて 用に 立！ S は少 かるへ く： s。 古 は 今時の 

やうに 樣 物 は SIS へ 共、 人々 かねよ き 

刀 を さし、 今に 傳て古 身 は 重 喪と 成 5 

^ 来書 略、 下學 上達の 義下 人事 を 學て上 

天理に 達すと 承て 理 通す るか ことく なれと 

も、 受用 となして 手に 不入 5 

返 S 略、 易に 形に して 上なる 者 を 道と いひ、 

形に して 下なる 者 を 器と 云の 上下 を 見て 分 
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り。 如 此の 至 治 は 孝 を 以てせす して 何 を 以て かせん。 堯舜の 道の 豐に 高き 

こと、 明辨 せす して 明か 也" 彼 異端の 諸家 は 大-鵬 の 側の 蟬と 鶴篛の ごと 

し。 日 を 同して 語る ベから す。 孝 經に四 段の 敎 あり。 天に 四時の あるが ご 

とし。 第一 段 は條理 也。 第二 段 は 極 功也。 春 夏の 道に 配す。 第三 段 は 反— 覆 

して 心 法を發 明し 給 ふ。 第 四 段 は 變を說 給 ふ、 秋 冬の 義に 配す 

！ 1 或 問、 他の 國 にて は 誰 にても 天下 を 取て は 王と なる 事なる に、 日本に 

て はかく 天子の 御 筋 一統に して、 天下 を 取 人 も 臣と稱 し、 將軍 にして 天下 

を 知 給 ふはい かなる いはれ にて を はします や 云、 中 夏 は 天地の 中國に 

して 四海の 中に あり、 南に 六の 國 あり、 西に 七の 國 あり、 北に 八の 國 あり、 

東に 九の 國 あり。 是を 四海と いふ。 南 を蠻と 云、 虫に かたどれり。 西 を 戎 

と 云、 い ぬに かたどれり。 北 を狄と 云、 けものに かたどれり。 東 を 夷と 云、 

人に かたどれり。 四海の うちにて すぐれたり。 九 夷の 內 にて 朝鮮 琉球 i 本 

をす ぐれたり とす 0 三 國の內 にて は 又 日本 をす ぐれたり とす 0 然ば中 夏の 

外 四海の 內には 日本に 及べき 國 なし。 是 天照皇 神武 帝の 御德 によれり。 大 

荒の 時日 本の 地 生の 人 は 禽獸に 近し。 しかる 所に 天 照皇の 神聖の 德を 以て、 
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明に ゆ。 想して 形 色 ある 者 はせ 器な り。 故 

に！？ f 倫 も 器な り。 父子 君臣 夫婦 兄弟 朋友の 

交 は 形に して 下なる の 器 なれと も、 父 は 慈 

に 子 は 孝に して 父子 親 ある は 形に して 上な 

るの 道な り。 故に 五倫の 交に お ゐて逍 を 行 

ひ德 をな す は 下 學 上達な り。 理を 究め 性 を 

盡し 命に 至と 其 中に あり。 五倫 を 本と せす 

して 空に 理を 究め 性 を 見る は 異學の 流な 

り。 萵 しとい へ とも 虛 見なる かゆへ に德に 

入 業 を 立る £ あた はす、 なぞ をと く かとく 

のさと りなり。 其 悟と 云 もの も眞 なち す、 

人道 を 明か にせさる かゆへ に 造化 を 不知、 

造化の 祌 理を辨 へさる かゆへ に迹 のみ 兑て 

まとへ り。 下學 せす して 上達 を 求め、 上達 

も又5^さるものなり 

^ 来書 略， 此比 § を 見て 君子 不重不 威 

の 章の 說を得 ゆ。 君子 は學 者の 稱 なり。 學 

問 は學て 君子と なる の 道 なれ は、 舉者を 指 


二 〇〇 

此 の 人の 靈 によりて 敎を なし 給 ひて より、 初て 人道 明かな り。 天照皇 

は 地 生に を はし まさす。 神武 帝 其 御子 孫に して 天統 をつ ぎ 給へ り， - 氏系圖 

を 云 事 も、 王孫の た 人となりて、 國 土の 姓に 異なる が 故な り。 然れ ども 

一度た 人となり ぬれば、 天統 をつ がす 地 生に ひとしき ゆへ に、 天下 をと 

りても 帝王の 號を 得事不 叶、 三種の神器 を 身に そへ 奉りて、 天津 ひつぎ を 

ふまん 事 は、 天 照 皇の恐 多く、 且 天威の ゆるさぬ 所 あり。 日本の あらん か 

ぎり はかくの 如くなる べし。 他の 國に はなき 例 なれ 共、 日本に て は 必然の 

理也 問、 かくの，：： i く ゆへ ある  わたり 侍 

りき や 云、  給へ るな り。 む 

かし は 日本 國中 1 國の ごとくに て、 今の 樣 なる 國 郡の 大名な かりし なり。 

都より 代官と して 受領 をつ か はし 給 ふ國々 は 農兵 也。 其 後  國 

々に 我 ま、 なる 者 出来て、 王 命 を 用 ひざれば、 征伐に つか はされ し 人、 則 

其國を 治め、 子孫 は をの づ から 國 主の ごとく なれり。 國々 にて は歴々 大名 

なる 者 を 官位なければ、 凡人と 稱し、 宫位卑 ければ 地下と. S ひて 輕 しめ あ 

などら るれば、 其 心に  ものうき 事に 思 ひう とめり。 故に たらん 


て 君子と いへ り。 在位の 君子と い ふ も同理 

なる へし。 古 は 人の 上た る 人 は 皆道德 あり、 

故に 在位の 人 を 君子と いへ り。 重と 不 重と 

は氣 質に あり、 生付靜 にして 輕々 しからぬ 

人 はお の つ から 人の なれあな とらぬ 所 あれ 

は 威 あるかと し。 學 所の 道 も能受 用して 堅 

固な り。 氣質輕 く浮氣 なる 者 は あな とりや 

すくして 威 あらす、 舉 所の 道 も 得心 隨 なら 

す。 故に 學 者の 人品 靜重 にして 威嚴 なる は、 

たと へ は 田 畠の 地 ふくよ きか CJ し。 しかれ 

ともよき 種 をう ゑされ は 地 ふくの 厚 も 詮な 

し。 主 忠信 は 美 種 をう ゆるな り。 己に しか 

さる 者 を 友と せす。 過て は 速に 改て 憚す。 

吝 ならさる は 耕作の 道 をよ く 勤る かとし 

返書 略、 此 章の 文 義說得 かたし、 此發明 聞 

へやす きのみ。 予か見 ひ は誡の 心に ある を 

忠と いひ、 事に 行 を 信と 云、 中心 を忠 とす。 

天理 自然の 誠心に ありて {41 々如た る 者な 


こと を 願 はす、 其 折節 武臣の 大家 棟梁 を 取ぬ る 人 あれば、 則した が ひて 主 

君と し、 士の禮 儀 有事 を よろこびぬ。 是  給 ひし 

根本な り 0 もと 武家 公家と わかる、 は ひがごと 也。 むかし はなき 事 也。 是 

も 奢り ゆへ 出來 たる 事 也 問、  五 百餘年 

の 聞に 天道 命 を 改め 給 ふ 事 六 七 度な り。 代の みじか かりし u は 何ぞゃ 

云、 それ  給 ひし 故 也。 か はりた る 代の 初に は 傍輩た る 事 近し。 

よって 士の禮 儀 正し。 富貴 年々 に まさり、 奢り 長 じ ぬれば 將 軍の 士 はむか 

しの 公家の ごとく、 國々 の士は 地下よりも くだれり。 大名 も 我家 來 程の 人 

に をされ、 家中の 諸士は 頭の あがるべき 樣 なし。 是 いきどおりの 本 也。 將 

軍 家の 諸 士は御 威光な りと 不禮 をつ くす を 以て 眉目と 思へ り。 勢に を さる 

、程 こそ あれ。 天道 はみ てる を かく なれば、 少 ほころびた ちぬれば、 諸士の 

い きどお り 時 を 得て、 臣 たらん と 思 ふ 者 すくなし。 前車の くつが へる いは 

0 足 利 家 十四 代と 申 侍れ ども、 七 八 代 以後 は 公方と 申 名ぱか 

れを 知者 まれな り。 。 問、 今時  小身に て 官位 高く、 人に 無 鱧 をな 

りに て、 今の  如くに 成て 絶たり。 其 亡びた る 第一 は 士の鵡 儀ヲ失 ひたる より 

し 給へ り。 むかしの 名殘 あらため 給 はす、 其 非 を さとらざる にて おはし ま 
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り。 所謂 未！？^ の 中な り。 人 言 を 信と す、 人 

の 言 はかなら す 寅 あるへ きものな り。 偽る 

もの は 私欲 これ を 害すれ はなり。 忠は德 の 

本な り。 信 は 菜の 始 なり。 人身の 主な り。 

故に 忠信 を 主と すと いへ り。 心 友 を 友と い 

ひ、 面 友 を朋と 云。 人 を 擇ひ捨 るに あらす。 

己に しか さ る 者 を も 面 友と して 禮を以 交 を 

なすへ し。 小人 を 親て 心 友と し、 德を害 ふ 

へから さるの み。 君子の 過 は 日 H の 食の £ 

しとい へり。 速に 改るを 尊と しとす。 善 こ 

れ より 犬なる はなし。 が-人より 君子に 至る 

の 道路な り。 たと へ氣 質靜贯 なりと も、 內 

に德 業の 本た る 誠な く 外 過 を改. るに 憚 は 1 

旦威 重なる か £ くな りと も、 へ：， i に は 恐る へ 

き CJ なきの 實を人 皆 知 へし。 たと へ 氣質輕 

* しくして 浮氣に 近くと も、 忠信 を 主と し 

過 を 改め 善に うつら は、 浮 氣の惯 除て 天然 

の淸 くさ へ たる 本に 歸る へ し。 人 皆 これ を 


二  C 二 

入、 ひ 離 £ そめた る もの 也。 夭 下の 人心 は 集りが たし。 たまく 集りた、 る も はなれ 易 

十 J や Ik 、しから 1^。 し は 奢りに よって 權威を 失 ひ 給 へれ ども そ 

し。 旣 はなれ そめて は 取 か へ し 成が たきもの 也。 1 旦の勢 ひに の h; て 丄、. 15、 は ff, る 

^は 5 ハ 寺の 事な り。 今 は  おはし ませば わざ 

&事を しらず。 是賴 朝より 此 かた， 武家の 天下の 長久- ら ざる 所 也 , つ . 

と V いたかなる がよく ^。今にして 人に くだり 耠 はく  侍べ し む 

かし 權威 ありし 時なら ば 謙り 給 ふが よし。 今 は 少しもく だらぬ がよく ^0 

武家よりも 隨分 敬た まふが 禮儀 にて^。 問、 時 有て  かへ る 

事 も 可 有 か。 云、 中/、 かへ る まじく^。 

昔 は 武家より 御 氣遣も 有べき 事なる が、 今 は 何の 御用 心 

もな き 御 事 也。 是を以 いよく 位 を 位に 立て 尊敬し 給 ふが、 日本の 爲 にて 

又 將軍家 御 冥加の ため 也 問、 日本の 國の爲 と は 如何なる 道理 ゆや。 御 

冥加の 義は尤 に^ 云、 もろこしよりも 日本 をば 君子 國と ほめたり。 其 

故 はもろ こしの 外に は 日本 程 禮樂の 道 正しく、 風流なる 國は 東西南北 にな 

き 事 也。 それ は 禁中 を はします 故にて ゆ。 淸盛賴 朝より このかた は 武人 

と 成て、 武勇の つ よき 人 天下 を とれり。 武は 野人に 近き 程 達者に 成 申 ゆ。 

武家と いへ ども 久しく 治り ぬれば、 次第に 上ら ふに なり、 おごり 生じ、 や 


よみして 其 誠 あるに 恥お そる へし。 威 これ 

よりよ き はなし、 學 これより 堅き はなし。 

君子の 重 を 以學を 堅く し、 威 を 以外 邪 を ふ 

せく £は 文武の 道な り。 恭敬に して 禮義正 

しき は 重に あらす や。 死生 貧富の 間 其 心 を 

動 さす、 其 志 を 奪へから さる は 威に あらす 

や。 氣 質の 輕 重に よるへ からす、 己に しか 

さる 者 を 友と し 親み、 今の 凡 位 を 安す る は 

平 人の 常な り。 賢を師 とし 善 を 友と して 過 

を 改め 義に 移る は 曰 新 成德の 業な り。 只學 

者の 蜜は不 重に あり、 不重者 は 内に 主な き 

かゆへ なり。 生 付の 靜 なると 動と に は よら 

す ゆ。 心に 主 ある を 重し とす。 主 ある 時 は 

おのっから 威 あり。 家に 主人 あると、 あき 

家なる と を 以て 見て 分明 也 

S 來書 略、 經書を 見 ひに 始中終 悉く 解せ 

むと 仕 "へ は、 心氣勞 して 却て 塞る やうに 

愛へ！ s。 一  經の中 肝要の 所 を 見得て 可なる 
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はら かにな りて、 心ば かり はたけ &れ ども、 武勇の 達者 はおとれ り。 大方 一 

は 心 もつれ 申 事に て^。 其お とろへ ざまに は 野人 出て、 天下 を 取れり。 こ" 

の 故に 國主 といへ 共、 田夫をさる事ぃくばくもなく：^;。 公家なくて 幾度 も 一 

か はりな ば、 一 1 三百 年の 內には 天竺 南蠻 にか はらぬ あら ゑび すと 成 侍べ し。 一 

禁中 を はします 故に、 天下 治て 後に はかなら す將軍 家參內 をと げられ、 諸 一 

大名 皆 あつ， まり 給 ひ、 束帶 衣冠の 禮儀を 見て、 初て 人の 則 ある 事 を 知、 御遊 一 

の 体 管 被の ゆたか 成 を 聞て、 初て 太平の 思 ひ をな せり。 彼と いひ 是 とい ひ、 . 

己が 身 を かへ りみ るに まことの ゑび すなり。 此 無道に して は國 天下の しり 一 

がた き 事 を しれり。 野人より おこり 給へ ども、 天下 を 知 ほどの 人なる 故、 一 

必古禮 を あ ふぎ 古樂 をした ひ、 禁中 を あがめて 君臣の 義を 天下に 敎給 ひ^  ノ 

天下の 人是を 見て  主筋と し、 かくの ごとく あがめ. 

奉り、 主君と なして かしこまり 給へ る は、 誠に 道 ある 君な り、 我等い かで 國 * 

郡 を 給 はりながら、 忠 を存ぜ ざら む やと、 むかし 賊心 ありし 者 も、 たち ま： 

ち ひるが へして、 普 代の 思 ひ をな せり。 こ- -を以 世の 太平 すみやか なり。 一 

禁中 を はし まさで はいかで 此德 あらん や。 こ、 を 以て 日本 國の ためと は 申 一 
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へき 力 

返書 略， 始 より 終 まて 句々 皆 解せ むと する 

は， 心を勞 して 巒を 解す るに て； S へ は、 受 

用の 本意に あらす； &。 又耍を 得たり と 思 ふ 

て、 他 を にす る も 弊 あり。 情 性 を 吟詠し 

§ を すると は 詩の みに あらす ゆ。 道 

理本行 は 我心な り、 經傳は 我心の is^ 理を解 

したる 者な り 。經傳 をよ み 得て 悅ふ もの は、 

我心の 道理 を 見得 たれ はなり。 我心の 道理 

は 無窮な り。 鬻 中の 一章 を 肝 S 、- として 止る 

へ からす。 又甚 解す へからす。 甚解 する 時 

は 書 を 本 行と して 我心 を 失 ふの 弊 あり。 吾 

心の 位と 舉 術の 次第と を以受 用の 要と 思 ふ 

所 は 時に よりか はり 有 之 ものに！ §。 故に 時 

に 我心に 受 用の 耍を得 はよ きなり。 鹿く わ 

たりて 道德を n 妻し、 日 新の 功 を 積て 氣質 

を變 化し 給 ふへ し 

？ J 再 書 略、 廣 くわたり ゆと は經傳 はなに 


二  0 四 

なり。 今 川 良 俊 云、 文 道 を しらで は 武道 終になる ベから すと、 此良 俊は武 

家の 世と なりて 此 かたの 文武 一 一道の 人 也。 世の 兵乱 は 人の 病氣の ごとし。 

邪氣甚 しき 時 は 其 邪 をせ むる の藥 なくて 不叶。 邪氣 さりて 共 跡 虚した る 時 

は、 人 參白朮 等の 靈藥 なくて は ひたち かたし。 戰國に は 武勇の はかりごと 

にて、 國を 取と いへ 共、 すでに 歒 なくなり、 圃 虚して 戰國 のつ ぐの ひ 今日 

の 養生なければ、 永久な りが たし。 歒 去て 後の 養生 は 文武の 道 也。 病後の 

人参の ごとし。 病 邪と いへ 共 人參を 主として 攻擊藥 を も 用ゐる ごとく， 戰 

國 といへ ども 大將は 仁義の 德 なくて 不叶事 也。 太 由 道 灌は其 初 あら 武者に 

て、 馬 を はせ 劍を u 、ろむ る 外 無 他事。 有時縻 狩に 出て 鳥に よらん 爲に、 

民の 家に 立 寄て みのを かり 耠 ふに、 夫 は 野に 出て 妻の みあり、 山吹の 枝 を ひ 

とつ 折 来て 御前に さし 置て、 とかくの 言葉 もなくて 入ぬ 0 道灌 他の 家に 至 

りて みのを かり 給 ひき。 歸 りて 其 夜 人々 と 物語し 袷 ふ 時、 今日の かりばに 

て 事 を 語 給 ふ。 其 中に 京の 客 歌道に たづ さはる 人の こたへ し は、 其 女 は ゆ 

へ ある 者の 落 ぶれた るなら むか。 夫の みのをき て 出て 內 にな かりし を、 賤 

の 女と して 大 守に 言葉 を か はし 奉らむ 事 恐れ ありと 思 ひて、 山吹の 技を以 


を てよ く： s や 

返書 略、 予か廣 くと 申：^ は、 無 極の 理に体 

して 心 を これの みとと-めさる を 申 ひ。 古 

へ 書の すくな かりし 時に 却て 聖賢 多し、 經 

傳は a 殿の 御 心 寄 次第に 孝 經大學 中庸に て 

もたり ぬ へ し。 論語 孟子 にても 足ぬ へ し。 

五經 にても たりぬ へし。 其 中 十 か 七 八 まて 

も 解し 殘 すと も妨 なく ゆ。 要は 書中に あら 

す、 我心に あり。 大意 を 得 時 は 天下 疑な し、 

何 そ 書の 文義を 事と しゅはん や 

^ 来書 略、 天下の 佛者貴 老を怫 敵な りと 

申 ゆ。 佛 者に は 我慢 邪心の 者 多： S- 間、 貴老 

を窖 ありと して 失 はむ 事 を 願 ふ 者 可 有 之 ゆ 

間 御用 心 可 被 成 S 

返書 略、 天下の 佛者 多き £ 千万 を 以か そふ 

へからす、 根 を 堅く せし と 千歳に 餘れ り。 

天下 佛 者の 有なら さる はなし。 予か 如き 不 

德の獨 夫 五 尺に たらぬ 1 身 を 以て、 天下の 


て 御 いらへ 申た るなる べし。 古哥に 七重 八重 花 はさけ ども 山吹の みの ひと 

つ だに なき ぞ あやしき。 其 時 道灌廿 ばかりにて を はしき。 手 をう ち を どろ 

きさて く耻 しき 事 也。 國 郡の 上に 居ながら 賤女 にも を とれり。 むかしよ 

り士は 文武 一 ー道と^Jそ云なれ。 我等し、 お ふ 狩人に よきき ぬきせ て 上に 置 

たるが どし、 とて それより 學問 をつ とめ 給 ひて、 其 比の 武將に はまれなる 

文筆の 達者に て、 詩歌 は 云に 及ばす、 經傳を も 學び給 ひき。 其學 問の 事 は 

世に しる 人 多し 問、 かなら す 王者に  と は 如何なる 

道理 侍る にや。 もと の 主 なれば、 本に  ことにて ゆ 云、 

代 を かさねて 天下 をた もつ は 天の 廢 する 所な りと い へり。 しかれ 共 王者 は 

天神の 御子 孫に して 地 生に あらす。 ことに 日本に をいて 廣大の 功德を はし 

ます 故、 天下の 權勢 をば さり 給 ひて、 や はら かにして 上に おはし ませば、 

いつまでも 日本の 主にて を はします 道理に て 侍り。 武家 もた とひ 天威の ゆ 

るし 有と も、 みづ から と 成て はむ つかしき 事 也。 臣 として 攝政 などの 心 

にて 天下 を 知 給 ふ は 心 易き 事 也。 何たる 無分別の 人 有て 王と は 成 給 ふべ か 

らん。 叉 此方よ hs  申 事 は、 
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佛 者の 敵と なり、 佛 法を滅 すへ きか。 つら 

く おもむみ るに、 今の 佛者 人間 世に ぉゐ 

てはい また 盛 勢を不 失と いへ とも、 天命 は 

すてに 滅亡に おもむけ り。 如何と なれ は 物 

あり、 たと へ佛者 あしから すと も、 

盛なる と 極ら は、 なと 衰る 時な からむ や。 

然るに 今の 怫者 不仁 無道なる £ 凡俗に 越た 

り 。奢 も 又 極り ぬ。 これ 天命の 絕 たる 所 也。 

故に 予か 如き 不德の 小身 も 彼み つ から 敵と 

するな るへ し。 みっから 敵 を 生せ は 予を失 

ふ 共絕る こと あらし。 予か命 天に あり * 用 

心すと も 失 はるへ し、 用心せ すと も 失 はる 

へ からす 

お 來雷 略、 道本大 なり、 何そ大 造の 名 を 

申！ S や 

返書 赂、 世の 道 をい ふ 者す こしきな り、 故 

に 大道の 名 あり。 大道と は 大同な り、 俗と 

共に 進む へし。 镯拔 すへから す、 衆と 共に 


11〇 六 

時 さへ、 

ひ 給へ り。 今 はな を/ \ぅ とくな り 給へば、 たと ひかへ し 奉り 給 ふと も、 

やがて 乱 逆 出来て 本まで も あやう かるべく^。 武家の 人の 

はんと は、 共に 無分別た るべき 也。 然れ ども 一 ッ 

の 道 あり。 將軍 家に 賢 君 出 を はしまして、 三十 年 も 用意 あり、 家 を 作る ご 

とく 地形より くみ 立、 末代までの 法 を まう けて 奉り 袷 は s^、 人 じち も 何も 

いらで、 又 五 百年 も 風波な く 世 中 ゆたか なるべし。 後世に はかくの ごとき 

の 人出 袷 ふべき も はかりが たく^ 問、 永祿天 正の 比 禁中 公家に がく 

敷 衰微し 給へ る處 に、 秀吉の 御馳走に て 結構に 被爲 成た る はきと くの 御 事 

なり 云、 戰國 にて 誰 心 をつ け 奉る 人 もなかり し 聞、 朝夕の 御つ きも 

なりが たき 様子と 承れば、 誰 にても 御馳走 不 仕して 不叶事 也。 秀吉 の御馳 

走 はきと くながら も、 道 を 知 給 はざる ゆへ、 禁中の 御た め、 日本の ための 

御馳走なら ざれば、 一旦 くつろぎた まふば かりにて、 

はいらざる ものな り。 K なくして 事物 過る 時 は 火災 度々 至 ものな り。 然は 


行 ふ へ し。 獨異る へ からす、 他人 惡事 をな 

さは 已の みせぬ にて よし、 人 をと かめ そし 

るへから す。 善の 行へ きこと あら は、 己一 

人な すへ し、 人に せむ へからす。 三軍の 將 

の 士卒と 共に かけひきして 獨 夫の 勇 を ひ 

さる か £ し。 衆の 從 へき 氣を 見て は、 さき 

たって す k むる と あり。 己氣カ あり 共、 人 

のした かひ かたき CJ はなさす、 世の 道學の 

小道なる CJ いはす して しりぬへ し 

遠方の 冏 志の 所望に よりて 心 法の 圖解 を與 

^ 心 法 圔醉 


終 こ. は 禁中の 靈物も 亡ぬべし。 道 ある 人の 御馳走な らば、 禁中の 御 位 を 尊 

く あ ふぎ 奉り、 いにし へ の 禮樂の 結ぬ 樣に、 御 神 樂には 御 神 樂の領 をつ け、 

節會 御遊 等に も、 それく に領 をつ け 奉り、 其 事の かなら す 行 はる i 様に 

し、 宮殿 諸道 具 等 は 質素に して、 禮 儀の 叶べき ばかりな らば、 禁中の 正實 

立て、 を ごり の を こたり もな く、 火災の 憂 も 有 まじき 也。 公家 中 も 衣冠 束 

帶の時 は、 禮 儀う やくしく、 平常 は の 分に 應 じて を ごり なき 樣に、 ， 

まいらせば、 公家の 公家た る 所 乱れす して 長久 

なるべし。 大名 緣 など の衰 べき はしと 成 事 也 。內緣 によって 奢り 生じ、 

禮樂を もつ とめられす。 其 子 は 父方の 家督 は 小身 なれば、 母方の 人の 多き 

方へ よりなら ひ 給へ り。 母方 は 野人に して 慝禮を 好み、 俗にして 輕樂 なら 

では しらざる 故に、 ほどなく 娃樂を このみ 被 出 事 也。 是ぞ  初に 

て^。 風 を 移し 俗 を かふる に は、 樂 よりよ き はなし。 公家の 風俗 やがてう 

つり か はりて、 いやしく 成 給 はん 事、 目前 たるべく  公家 中 かくの ごと 

く なれば、  をの づ から をし へ 奉るな り 0 王者の を はしまして、 國 

に 益 有事 は、 いにしへの 禮樂を こたら すして、 俗と ことなる 故な れば、 其 
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□ ハ <^-然不動ノ象也 0 ハ 流行 活動.' 象 也 

ロハ 理ヲ ©シ〇 ハ氣 ヲ圆 セリ。 太 虛ハ理 

氣/ ミ、 天道 ハ 至誠 無 息 也。 故-誠 字ヲ中 

一一 書ス。 誠ハ夭 ノ道ナ レ ハ也。 其 中 ヲノッ 

カラ 元 や 利. a ノ條理 ァリ、 是 ヲ天ノ 四德ト 

云 OS: 徳 モト 一理-一 メ 無方ノ 神ナレ 天地 

開ケ 形象 ァラ ハレ テ後、 木ハ 方 一一 位ス。 木 

氣ノ 神ヲ元 トス、 故-一 左-一書 ス。 火ハ 南方 

一 I 位ス 0 火氣 ノ神ヲ t 广 トス、 故-一； 一  ス 0 

金ハ 方-位 ス 0  ,5-111 浙ノ 神ヲ利 トス、 故 二 

右-一 螯ス。 永ハ 北方-一位 ス。 水氣ノ 神ヲ貪 

トス、 故 一 1 背 一一 書ス C 元理感 シ木氣 流行 シ 

テ 万物 生 スルヲ 春 トス。 亨 理感シ 火氣 流行 

シテ 万物 長 スルヲ 夏 トス。 利 理感シ 金氣流 

行シテ 万物 収 マル ヲ； 5.^ トス。 な理感 シ水氣 

流行 シテ葸 物 藏ル、 ヲ冬 トス。 土ハ 中央-一 

位ス、 土氣ノ 神ヲ誠 トス。 シ カレ ai 土用 ハ 

四季 一一 應ス ルカ 故-一四 隅 一一 醫 ス。 相 生スル 


二 〇 八 

資 たえて みる 所な く、 俗と ひとしからば、 終に は あやうく おはし まさ 

むか 0 是 ひとへ に 秀吉の 無道の 御馳走より 初れ り。 あらため たま はん 〇 大 

樹出を はし まさす ば、  乂 あやう かるべき か。 

共い ひがたし。 戰國の 後人 道 いづ くにもとめ 給 はんや。 人道に 禮樂 なくば 

禽獸に 近 からん。 しからば 合戰 やむ 時な かるべし。 たと ひしば らく 治世 あ 

り 共、 道な く、 人心く らくば、 終に は 吉利支 丹に とらるべき か。 しからば 

天地す でに 破れた る 也。 天運い まだ 午の 會の 初に あり。 天道 は 至善な り。 

無 好 人の 三 字 は 有 道の 人の 言に あらす。 たのみ 思 ふば かりなり 


ノ序ハ 4$ 土 金 水 也。 火 ハ土ノ 母 ナレハ 土 

ハ未申 一 フ盛位 トス。 是 天地 鬼神 ノ 造化 ヲナ 

シ テ無盡 藏ナル 道理 也 

P 

足 

え 


/ み 

ft 

惟 此無極 ノ理 11 五ノ  § 合 シテ人 トナリ 明 

德ソナ ハル、 是 ヲ性ト 云。 性 中 ヲノッ カラ 

仁義 醴智 信/ 條理 ァリ。 天 ノ元ノ 人 一一 アル 

ヲ仁ト 云、 天 ノ亨ノ 人 一一 アル ヲ禮ト 云、 天 

/利/人 11 アル ヲ義ト 云、 天ノ良 ノ人 11 ァ 

ル ヲ智ト 云、 天ノ 至誠 無 息 ノ眞ノ 人-一 アル 

,7 信ト 云。 タトへ ハ同シ 水/流 ナレ ！ 1； 所 一一 

，リテ 川 ノ名ノ 力 ハル カ如シ C 仁義 禮智信 

ハ 天理 未 發ノ中 也。 故 一 1 □  二 書ス。 喜怒哀 
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義論之 二 

^ 一  心 友 云、 我 常に 夜 寝られす、 さるに よって 心氣 つかれ、 食の 味 ひも XJ 

、ろよ からす。 或は 風邪に を かされ、 種々 の 病 も 虚に乘 じて 入ぬ。 心 術の 

つたなき 故なる ベ けれども、 其 故 を しらす 答 云、 夜 寝られざる こと 疾 

病の なす 所と い へ ども、 大方 は 思慮 多くして 精神 を銷 よりお こる ものな り。 

天下 何 を かお も ひ、 何 を か 慮らむ。 義に隨 ひ 理に應 ぜんの み。 知者 は 無事 

なる 所 を 行と. S へり。 万事 私より なすべ からす、 天 を 以てう ごくべし。 好 

むこ ともなく にくむ こ ともなく、 やむ こと を 得すして 應 する を、 天 を 以て 

うごく と 云。 平 人 は 私の 願 ひ あり。 時 を 待ざる のう ごき をな さむと す、 是 

故に 思慮 多し。 天下 我に あらざる ものな し、 何 を か 願 ひ 何 を か 求めむ。 心 

围平. 

ほど 大事なる もの はなし。 聖人 凡 JK 同じき 所な り。 天下 を あた へんと 云と 

も 命に は換 ベから す。 されば 天下よりも 重き もの は 我 身なり。 いきて は義 

卷第九  1  一 0 九 
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樂 ハ氣ノ ナリ。 故- -〇- 一 謇ス。 惻隱達 

悪辞讓 是非 ハ 仁義 智ノ 端ナリ トイ へ モ、 

氣 11® シテ IS 色 ニァラ ハ ル、 故 二  0 一一 書 

ス。 仁ハ 生理 也。 其 本体 ハ無 無臭 ナリト 

ィへ トモ、 感シテ 天下 ノ コト -1 通スル トキ 

ハ 慈愛 側 簾 ノ心ト ナル。 天下 國 |*{ ナク 

テハ 一日 モ立 カタ シ、 *^ 天ノ元 « 春 ヲ以テ 

万物 ヲ生 スルー 一 合ス。 イカ ナル愚 夫 愚婦モ 

赤子 ノ 井-一入 ラ ン トス ルゴ 見テ ハ甚 イタ ミ 

カナシ メル 心 生シ、 ハシ リヨ リテ イタ キス 

クフモ ノ也。 此 時-一 アタリ テ ハ其 赤子 ノ父 

一一 ウレ シク思 ハレン トノ心 モナ シ、 スクハ 

ズ " 不仁 ナ ル者 トチ、 人-一 ァシ クイ ハレン 

ト思フ 心 モナ シ。 其 父母 ヲ知 不知 ノ辨 へモ 

ナシ。 此心ヲ 人-一 習 知 タル 一一 モア ラス、 天 

機 一一 ゥコ ィテ 不能 已、 ミ ッ カラ モ 不知 處ナ 

リ。 故-一 是ヲ仁 ノ端ト 云 也。 趙ハ 天理 ノ亨 

德-ー メ 盛大 流行 ノ至 神ナリ トイ へ Hi  、天下 


二 一  〇 

理を失 ひ、 死して は 名 を 全くす る ことにせ かなら す 死す。 しかれば 命より 

も義は 重し 問、 後悔の 心 切なる 故に 精力 を勞し 忘る、 こと あた はざる 

K1 あり。 後悔なくて は 先非 を改 むべき 樣も なし、 いか 受 用し 侍るべき や 

云、 悔は 凶な り 吉にを もむ くの 道な り。 しかれ どもつ よく 悔る はかへ 

りて 先非の 病ぬ けざる 根な り。 公 も 我 もむ かし ありた る 過失の、 <fr は 跡 か 

たも なくなりて、 心氣か はりた る こと は、 おも ひ 出ても 悔 はなし。 た よ 

そのとの ごとし。 おも ひ 出して かしら を かき 汗 出る は、 いまだ 其 過失の 根 

伏藏 して、 またも 其 境 あらば なすべき が 故 也。 其 上 精神 を たもつの 道 をし 

、、、、、、、 

くせず、 洪然の 氣を親 ふの 受用 

らで、 氣を 養と 至齊を 保つ がごと くの 受用 なき 故 也。 何ぞ すこしの ほめ そ 

、、 、、、、、、、、、、、、、、、、 

^  ：  \  ，フ  阐郡 

しり を 以て、 此靈寶 を 煩すべき や。 義に當 ては國 天下と いへ ども、 やぶれ 

ヽ、  、 、 

たる わらぐつ をす つるが ごとし。 是 故に 君子 は覺- 照あって 思-索た し。 平 

人の 分^ 思慮と い へど も、 ふと 覺照 にいたり たる 時、 道理う かぶ ものな り。 

、 、 、 

たと ひ 人 しらすと も、 我心に 不善 あらば 德に耻 べし。 人 先非 を 知て そしる 

とも、 吾心に 淸く改 去て、 今 すでにな きこと ならば、 何の 後悔 か あるべき 


/コ トー I 感スル トキ ハ 恭敬 辞讓ノ 心トナ 

ル。 上下 貴賤 ノ分 定リ、 位 品 ァリテ 相爭ハ 

ズ、 相シノ ガス シ テ 天下 太平 也。 天下 太平 ナ 

ル時ハ 物ソナ ハ ル、 天 ノ夏ヲ 2? 万物 盛長ナ 

ルー-合 ス。 神明 ノ宮 社-一 近付 トキ ハ 自然 一一 

恭敬 ノ心ヲ n リ- 主君 ノ位 ヲスク 時ハ君 

ヰ マサ ス トイへ m 敬 心 生ス。 一文字 ヲシラ 

ヌ賤男 賤女モ 客ァレ ハ 馳走 シ タキ 心 ァリ。 

飲食 菓子 1 一至 ル マテ 多 ヲァタ へ少 キヲト 

リ、 能ヲ ュ ッ リア シキヲ 食 スルノ 事 アラス 

ト云 「ナ シ。 故 1 一 是ヲ禮 ノ端ト 云。 義ハ天 

理 ノ利德 11 メ 神武 ノ勇 ァリ、 天下 ゾ コト- 一 

感シテ ハ善惡 邪 正ヲ斷 製ス。 天 7 秋 ヲ以テ 

實 ノル 物 ハ成 實シ、 葉ヲ ツル モノ ハ黄 ハミ 

ヲチ、 虔實ヮ カル、 11 合ス 。羞惡 ノ心ハ 我 11 

悪ァレ ハ恥 カシク 思ヒ、 人  一 I 不義 アル トキ 

ハ 一一 クム 心 生ス。 此恥ノ 心 深 キ者ハ ョク過 

ヲ改メ 善 一一 ゥッ リ. 賢人 君子/地位 一 1 モ至 
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悔は 非を改 るの 筌蹄 なり。 改て後 心 上に と むれば かへ りて 煩 をな すなり 

一 一 心 友 問て 云、 志の 主 本 は 何とか 立 侍るべき や 答 云、 仁義 身に あり。 

これ を 用て つきす。 不義 をに くみ 惡を はづる もの- -心 にある を 主 本と す。 

トケ  ウス ct  クリ  クロ 

磨 ども 嶙 がす、 涅に すれ ども 緇 ます。 心み にう しな はんと 思 ふと も 忘る ベ 

からす。 た 此靈明 天 を 根と して 朽 す。 然れ ども 心 法の 受用を しらざる 人 

は、 我に ありながら 我物なら す 問、 外により 人に よる は 志の 實 なら ざ 

る 故 か。 己が ためにす るの 工夫 はいか 5- 受 用し 侍るべき や 云、 天地の 

S すれば 

聞に 己 一 人生て ありと 思 ふべ し。 天を師 とし、 神明 を 友と して 見 時、 外人 

、 、 、 > 

によるの 心なし。 かくの どく なれば、 內 固して 奪 ふべ からす。 外 和して と 

、、、、、、、、 、、、、\*、、、、 、、、、、 

力む へ 力 ら IT 

、、、、、、 

S 1 心 友 問て 云、 今の 時に して 德を 好み 道 を 行 ふ 者 は、 伏犧の 時の ごとし 

と 承りぬ。 され ども 我等 は 放— 逸なる 中に 習來 ぬれば、 威儀 を 慎む 所より、 

心 を 用す して は 心氣も 存じが たく を ぼえ 侍り。 あやまり にて 侍るべき や 

答 云、 方 はなん たちの 身に ある ことなれば、 あやまり にて はなし。 威儀 

の愼み 事の つとめな ど は、 氣 力の なす 事 なれば、 老年 病 衰の人 は 叶が たし。 
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リ 易シ。 無學 /野人 トイ へ トモ 死へ キ處 一一 

テ死シ 、主君 ノ難 一一 當テ ハ命ヲ カロン シ、 名 

ヲ 後世-一 ァ クル 者 アル ハ此羞 惡ノ心 アル 故 

也。 故 11 義ノ端 上 K。 智ハ 天理 ノ貞德 -ー メ 

心 ノ祌明 也。 空々 トメ 衆 理ヲ妙 一一 ス。 天下 

ノコ トー ー感 シテハ 是非 善悪 ノ鑑ト ナル。 天 

ノ冬ヲ 以テカ クシ 天氣 清明 11 y 來歳春 夏 秋 

ノ 根トナ ルー 1 合ス。 智ノ 本体 一一 是非 善惡ト 

云モ ノア リテヮ カツ II 非ス， 一物 ナ クシ テ 

虔明神 整ナル 故-一、 万事 万物 ノ形 ァラハ レ 

情ヮ カル 、 ナリ。 鏡 ノ虔明 11 メ 一物 ナキ故 

- 一物 ノ形ヲ ゥッス 力 如シ。 鏡 ハ虔明 ナルノ 

ミ 一一 テ神靈 ナキ故 1 一物 ヲゥ ッス ハ カリ 也。 

智ハ 神明 ナル故 11 能 天下/ 亊ヲ ッカサ トリ 

物 ヲ成ス 也。 然 K 鋭 ヨリ 外 11 ハ智ノ 象 1 ーナ 

ス へキ 物ナキ 故-一 古今 タト へ トス ル也。 惣 

シテ タトへ ハ 一端 ノ 形容 也。 全体 不測 ノ祌 

タト ュ へ キ樣ナ シ。 鏡-一 扇子 成 共 1 物 
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然れ どもつ とめば 一 念獨 知の 地に あり。 寢っ 起つ を こたり ある 樣に 見へ て 

も、 病 者 か 老体 かにて、 氣 つかれて はやす み、 氣 力付て はおき てつと め、 

獨 知に 暫くの 間斷 なき 人 あるべし。 人め に は 夙に をき 夜半に 寢て、 たと ひ 

及が たき 行 ありと も、 獨 知に を こたる 人 あるべし。 それ 心 を 正し 身 を修る 

より、 家 を 齊へ國 を 治る に 至る まで、 誠 を 立る より 先なる はなし 0 貴殿 氣 

カ强 くての 勉は 過る にあら す。 我 氣カ衰 ての 勉も 亦不 及に あらす。 誠 を 立 

て 時 虚位に したが は J -、 ともに 伏 犧の民 たるべし 

IK 1 心 友 問て 云、 禮は大 なる 所より 始 るべき に、 飮 食に 始 ると いへ る はい 

か e 答 云、 天 尊く 地 卑きは 禮の始 なり。 無言の 敎 なり。 男女 これにの 

つと り、 父子 君臣 これ をのり とす。 性 命の 正に 本づ くもの なり。 しかれ ど 

も 衆人の 氣 質の 濁り かたよる もの は、 其神靈 のて らしう すくして 失 ひやす 

し。 飲食 男女 は 人の 大欲 存 すれば、 蹭 なくして は相爭 ふに 及ぶ が 故な り。 

其禮は 人々 固有の 天理に 本 づきて 敎給 ふが 故に、 飮 食は義 ありても とめ、 

時 ありて 食す。 ^：^多きを譏り少きをとる。 男女 は 媒の言 を まち 婚姻の 禮を 

備て後 相 交 はる。 且 夫婦と なりても 賓 主の ごとき^ 道 あり 0 先王 ま づみづ 


ゥ ッ シ置 テ是ヲ ノ ケサル トキ ハ他 ノ物ゥ ッ 

ラス。 智モ 空々 トメ 一物 ナキ時 ハ能萬 事 一一 

應ス、 智識/タク ハ へ アル トキ ハ眞知 自然 

ゾ照ー I 非ス。 知者 ハ 無事 ナ ル處ヲ 行 トテ知 

者/ 國 天下/政 ヲナ シ事ヲ ト ル ハ易簡 一一 テ 

何ノ ム ッカ シキ事 モナ ク、 水 ノ琉ル 、 力 如 

ク也。 知 二 是非 ハ ナケレ Hi 物ノ 是非 身ノ善 

悪ヲヮ カツ モノ ハ知 ナル故 11、 是非 ノ心ヲ 

知/端 ト云 ナリ。 信ハ 至誠 無息ノ 天理-一 メ 

仁義 禮知ミ ナ信ァ リ、 故 = 四端ミ ナ眞 塞？ 

妄 ナリ。 天道 一一 元亨利 貞ヲ云 テ誠ヲ 不言 力 

如シ。 四時 皆 土用 アル 力 如シ。 誠 ハ天ノ 道 

ナリ。 誠 ゾ思フ ハ人ノ 道ナリ 0 故 11 信ヲ 中 

一一 書ス。 仁義 躐知モ 無 方ノ神 理ナレ ほ、 ヲ 

ナシク $< 木金土/神 ナル 故-一、 天地 ノ方 

位 一一 配 シテ謦 ス "四 端モ又 四時-一 配 シテ書 

ス。 喜 怒 哀樂ヲ 四隅-一書 ス ル者ハ 天/時 一一 

カタ トル。 喜 ハ春ノ 色 ナリ。 哀ハ秋 ノ聲ナ 
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からの 德を 明かに して 先 じ 給 ひ、 且禮を 以てと. - のへ 給へば、 人々 固有 ひ 

天眞感 I 激鈹- 舞せ られ耻 る こと ありて 格る ものな り 

W 一  學者 問て 云、 即レ 物-一 窮 1 ハ， 理づと は 事々 物々 について、 事々 物々 の 道 

理を 窮め 知と 云 儀 か 云、 しかり。 其 事 々物々 の 理と云 もの、 いか 心 

得 袷 ふ、 其 意 を しらす。 愚が 見 侍る は、 物 は 事 也。 事 は 物の 用に して、 物 

は 事の 体な り。 二に あらす。 五倫の 物 あれば 五倫の 事 あり。 五倫の 物 は 君 

臣 父子 夫婦 兄弟 朋友な り。 五倫の 事 は 五 典十義 なり。 五倫の 物に 即て五 典 

. ：: .  カク プッチ チ 

十 義の理 をく はしく 窮て、 心に 得 身に 行 を 格物致知と 云。 知は理 なり。 今 

の 理を窮 と 云 は、 書の 上に て、 文に 即て講 明し、 或は 签談に 議論す。 これ 

物に 即て 理を窮 るに あらす、 文 を 以て 友を會 するとい ふ ものに て、 友を以 

て 仁を輔 るに はいたら す。 仁を輔 ると 云 は、 父子の 親、 君臣の 義、 夫婦の 別、 

長幼の 序、 朋友の 信に をいて、 過る を 磨し 不足 を 補 ひ、 互に 過ち を 吿て相 

輔る ものなる に、 今の 學者は 過 を 聞 こと をい とひ、 至情 を 云 者 をに くめば、 

即け 物- -窮, ルー 其.' 理 V の實を 失へ り。 しからば 天下の 事々 物々 の理 を窮、 博 —識 

多，. 聞な りと 云と も 何の 益 か あらむ 問、 天下の 物莫 不ト云 有い フ理。 唯於テ 
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リ。 樂ハ 夏ノ象 ナリ。 怒ハ 冬/ 氣也。 喜ハ 

愛ヲ カネ、 哀 ハ懼ヲ カネ、 怒 ハ悪ヲ カネ、 樂 

ハ欲ヲ カヌ。 心 正 キ時ハ 七 js 一一  ァ タル。 

故 二 聖人 喜 怒 哀樂ハ 四時 一一 配ス。 文 王 

度 イカリ 玉ヒテ 天下/民 安キ モノ ハ冬ノ 寒 

氣ッョ クシ テ來歳 §g 年ナ ルカ 如シ C 又 犬 人 

合一 ノ鬪 一一 五倫 ノ五典 十義ヲ 窗スル 者ハ、 

天 一一 五行 ァリテ 人 一一 五倫 ァリ。 五行 ノ神ハ 

元 卒利贞 誠 ナリ。 五倫 ノ晴 ハ 仁義 謄知信 也。 

故-一 父子 ノ親 ハ仁ナ リ。 君臣 ノ 義 ハ 則義 也。 

夫婦 ノ別ハ 知 ナリ。 長幼 ゾ序 ハ趙 ナリ。 朋 

友 ノ信ハ 則 信 ナリ。 父母. N 子 ヲ愛シ 秦育シ 

長 ナス ヲ慈ト 云。 子ノ 父母 ヲ愛 敬シ、 安ス 

ル ヲ孝ト 云。 君ノ 臣民 ヲァ ハ レミ、 各 其 利 

ヲ利 トシ、 其樂ヲ タノ シミ、 其 生ヲト クル 

樣ー 一政 敎ヲナ シ玉フ ヲ仁ト 云。 臣下 ノ身命 

ヲ 君-奉 リ、 二心 ナク眞 赏ヲ盡 ヲ忠ト 云。 

夫ノ 婦ヲァ ハ レ ミ、 夫ノ 家-一心 ヲ止テ 安座 


1 二 四 

.,理"_有レ未_$窮も 故-一 其， 知 有： 不ル 也。 天下 Q 物と あれば、 必 しも 五倫 

ル 1 

に 極る ベから す。 公の 說の ごとくに て は、 文理 不分明が ごとし 云、 天 

下の の 重き もの は齋家 治國平 天下な り。 其 中の 一 事く は 天の 與 たる 才 

知 あり。 君 も 其 質の 得た る 所 を 察し 給 ひて， 其 職 を 命し 給 ひ、 臣 もみ づか 

らの天 を盡す ものな り。 身 を修 るに とく、 人を贲 るに ゆるやかに、 知 さと 

く 行 篤き 人 を 選" て、 敎を 掌ら しめ 袷 ふ 0 曰 本のむ かし ^51; 和— 院弊學 院の師 

困。 いにしへ は是 を國師 といへ り。 人倫 を 明らか にす る u 師 官 なる を 

あるが ごとし S 山川 地理に 得た る才 あれば、 山川 池澤を つかさど らしめ 給 

^者に 與へ たる は 道な き 代の 誤 也 A 

ふ。 物の 生長の 道に さとき 人 をば 農箏を 掌ら しめ 給 ふ。 今の 郡 代の ごとし。 

よく 赏罸を こと はるべき 人 をば 士師の 職に 置 給 ふ。 今の所 司 代の ごとし。 

律呂の 理に 明かなる 人 を ば 樂を掌 らしめ 給 ふ。 善惡の 道现 分明 にして 直言 

する 人 をば 諫 I 議大— 夫と す。 進で 忠 を^し、 退て 過 を 補 ひ、 天下 政道の 損 

益 を 知べき 人 をば 納言 として、 君 言 を 出し 納 しむ。 陰陽 鬼神の 理に 通じ、 

人情 時變に 達せる 人 をば 家宰 として 百官 を總主 らしむ。 天下の 事 は 多し、 

理は 翁な し。 右 は 只 大事の 二三 を あげたり。 一 人して 極め しるべから す。 

力 を 合せ 謀 を あつめて、 天下の 知 を 用て 天下の 事を盡 すべし。 其 不知 をば 


スル樣 一一 シ、 能敎 ミチ ヒク ヲ義ト 云。 婦ノ 

ョク 夫- シタ カヒ、 地-ニノ 天ナキ 如ク、 

我夫ノ 外-一天 下-一夫 ナキ禽 ノ道ヲ 守リ、 力 

リソメ 一一  モ後 クラ キ事 ナキ ヲ聽ト 云。 兄弟 

ハ天 倫/親-一 テ同氣 同親ナ レハ、 連 レル枝 

ノ如シ 。大 父母 ノ 次第 ヲ以テ 年長 セャタ 二、 

位ヒ トシ キ時ハ 長幼 ノ序 ァリ。 况ャ小 父母 

ノ 兄弟 ハ 骨肉 ノ恩ァ レ ハ、 兄ハ 父-一力 ハリ 

テ 弟妹ず 敎 ミチ ヒキ、 愛 養スル ヲ良ト 云。 

弟 ハ兄ヲ 父 ノ如ク 思 テ能シ タカ ヒッ カュ ル 

ヲ悌ト 云。 朋友 ハ眞實 無妄ノ 天道 ヲ 父母 ト 

シ テ ..異 親同氣 ノ 兄弟 ナレハ 、眞實 ノ 心ヲ以 

テ相交 ヲ信ノ 道ト云 ナリ。 天 ノ元亨 利 W ト 

人ノ 仁義 禮知 トハ 同体 異名 ナリ。 天ノ 五行 

ト人ノ 五倫 トハ 同氣 異形 ナリ。 天地 ハ元亭 

利 Jul ノ 理 一一 シ タカ ヒテ 四時 ヲ コナ ハル、 時 

ハ 、天地 位 シ萬物 育 ス 。人 ハ 仁義 鐘 知 ノ 性 -ー 

シタ カッテ 五倫 明 力 ナ ル時ハ $!國 治 天下 

集 義和害 &第£ 


不知と し、 知 をば 知と し、 われ 事 を 不知と もま ど はや。 人の 知 を もうら やま 

す。 吾 事に 達すれ ども 滿り とせす。 功 成て ほこらす。 耳目 手足の 各 其 用 を 

盡 して、 一 心の 妙に 歸す るが ごとし。 天 は 生じ 地 は 育す。 日月の か はるぐ 

明らかに、 四時の たが ひに 行 はる、 がごと し。 其 物 をな すに 至て は 一 なり。 

叉 天下の 事に をいて 心の 感 する 所、 身の 交 はる 所、 初 畢は疑 ひ ある 事 あれ 

ども、 正心修身の緖—餘土-^0|なれば、 好學の 人は勞 せす して 明辨 すべし。 

天下の 理を盡 すと いへば 大 なる 樣 なれ ども、 本末先後をしれば難き^*にぁ 

らす 

ゲシレ ゾゥ  > 

S 一  學友 問、 ぼ 嗣宗は 口に 人の 過失 を 論ぜす といへ り。 まことに 好 人な り 

大舜 はこれ より 犬なる 事 あり。 善 を 人 と共にし、 人の 惡を かくして 善 を あ 

げ 給へば、 惡は をの づ から きえうせ、 善 は大に 成ぬ。 人の 善 を ゆるし 給へ 

ばな り。 しかるに 孟子 はよ くもの いひて 楊 墨 を ふせぐ 者 は 聖人の 徒な りと 

いへ り 0 凡人 を だに 惡を隱 して 善 を揚耠 ふに、 楊 墨 は 少し 見所に 過不及 あ 

りと い へ 共、 凡人 をぬ け 出た る 人な り。 何 ぞ其善 を 好して 其惡を かくさ y 

る や 云、 性 は聖凡 一体なれ ども 命に 分量 あり。 よく 己が 分量 を 知て 命 
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平 也 。父母/子 ヲゥ メル ハ 春生ス ルカ 如シ。 

故 一一 左-一 軎ス。 兄弟 長幼 相ッ ラナ ル ハ 夏 長 

ス ルカ 如シ。 故 - 一前-一書 ス。 君臣 ハ極 ヲ立ル 

ノ 大義 ナリ。 君臣 相 カナ ッテ 國治リ 天下 平 

也 。天地 ノ 化育 ヲ助 テ物ヲ ナ セリ。 秋實ノ ル 

力 如シ。 故- 1 右一 一書 ス。 夫婦 ハ 人倫 ノ ハ シメ 

ナリ。 天地 開テ 1 女 ァリ、 男女 ァリテ 後 夫 

婦ァリ 、夫婦 ァ リ テ 後、 父子 ァ リ 、兄弟 ァ リ 、 

朋友 ァリ、 君臣 ァ リ。 故 -ー 五倫 皆 夫婦/内 -ー 

n モレリ。 天ノ冬 ヲ以テ カク スカ 如シ。 故 

-I 背-一書 ス。 朋友 ハ 五行 一一 配 シテハ 土 ナリ。 

土ハ 定位 ナシ。 故-一外- 1 暫ス ルノミ 


ニニ ハ 

にした がふ もの は 聖人の 徒な り。 天命に 天 吏の 任な き 者 は、 よく 默 しょく 

拙くて、 【ば 嗣宗が 人の 過失 をい はざる を師 とすべし。 其 上に 心 術 明かに し 

て、 金の 鍊 得て まじ はりな く、 至 精の 正色なる がごと く、 心 思の 存 する 所、 

天理に 專 ならば、 人欲の 煩な からむ。 是を 聖人と 云と も可& り。 聖人の 聖 

人た る 骨髓こ V にあれば なり。 天質の 分量 廣 きものに は 天 吏た るの 天命 あ 

り。 邪疋を わかち、 善惡を 明かに する に は、 或は 筆紙 を かり、 或は 言論に 

わたる HJ あり。 小人の 好て 人の 過 をい ひ、 益な くして 是非 を 論す るの 凡 心 

に は あらす。 いは ざれば 世 を 救 ふ MJ あた はざる が ためなり。 孟子の 時 は 上 

に 堯の聖 主な く、 下に 舜の 祌德 なし。 これ 叉 分 を 知の 義 なり 

お 一 奮 友 問、 贵老は 天下に 名 を 得抢ふ 人な り。 道畢に をいて は、 儒佛 みな 

貴老 によりて 目 を さましたり。 しかるに 貴老は 人に 尋問 耠ふ 事の みに して、 

いまだ 人に 敎給ふ 事 をき かす。 何 ぞ祌道 者 俗儒 歌道 者 筆 道 者 出家まで を 招 

きょせ、 或は 彼に も 行て 師 とし 學ぴ袷 ふや、 道德の 大本に をいて 窮めざる 

所 ありと や 誇り 侍らむ 云、 愚が 名は虚 なり、 何ぞ其 虚名 をいだ きて、 

物し りが ほに 人の 師 たる 任 をに な ひ 侍らむ や。 一文 は 無 文の 師 とい へば、 


心 法 ノ阈ュ □  ノ 内-一中 字ヲ 書スル 者ハ、 

中ハ 天下 ノ 大本 ナレハ 也。 上 一一 無形 無色 無 

as 無臭 ヲ 窨 ス ル者 ハ 、未 發ノ 本然 ヲ云 ナリ。 

靜虎 M 欲ハ 中ノ德 ナリ。 寂然 不動- 1  メ感ス 

ル者ハ 中 ノ神理 也。 故 一一 皆 内-一書 ス。 

神明 ヲ QD ノ間 ニ書ス ル者ハ 知 ハ心ノ 神明 

ナリ。 モト 寂然 不動 ノ理 ナリ トイへ Hi 五德 

中 先感ス ル者 也。 天下 ノ萬 事ヲッ カサ トリ 

テ照サ ズト云 「ナ シ。 動 テア ラハ レス、 有 

無 ノ間ナ ル 力 故 ナリ。 無聲 無臭 ノ 本然 11 ヲ 

ィテ ハ手 ヲ下ス へキ樣 ナシ。 聖人 ノ敎ヲ マ 

ゥケ 玉ヒ、 學者 ノ間學 ヲ好テ 理ヲキ ハメ德 

二人 ノ門 ナリ。 故 二心 ノ 神明 ヲ QD ノ間 一一 

書シ、 慎獨ヲ 以テ心 法ノ要 トス。 〇/ 内 一 一 

和字 及 ヒ動直 無 爲遂通 天下 之 故、 ヲ 書スル 

者ハ、 發シテ 節 一一 ァ タル ノ義 也。 寂然 不動 

感スル ノ本立 テ遂通 天下 之 故 ナリ。 靜虐ナ 

ルカ 故 一一 動 直 ナリ。 i ナ i 力 故- 1 無爲ナ 

集 義和害 卷 第五 


愚が ごとき 者 も、 虚名に 居て、 人の 師と ならばな り もこ そし 侍らめ ど、 師た 

るに は 損 多し。 た r いつまでも 人の 弟子に て 居 u そ 益 ある 事に て 侍れ。 言 

は 道德に をよ ベ ども、 師 たる 時は虚 中の 本然 存じが たし。 言 は 詩哥の あそ 

びに いたれ ども、 弟子た る 時 は 溫恭自 虚の眞 を 失 はす、 愚が 學 未熟なる が 

故な り。 孺 子の 歌に もとる こと あり。 況ゃ神 儒佛歌 筆の 人に をいて を や。 

愚が 人に ことなる 事 はなし。 た 人の くだる 大本 を 知て まど はざる のみ。 

自滿 して 人の 師 たる 事を好ます、 よく 人に くだりて 弟子た るに 終る 所の み 

少し 古人に 及ぶべき か。 それ 千金の 裘 は 一 狐の 腋 にあら す、 大厦 の材は 

一 丘の 木に あらす、 太平の 功 は 一 人の 略 にあら す。 古人 云、 天下 をた も 

つ 人の、 天下の 諸事 諸 物の 我 有た る こと をば しれ ども、 天下の 人の 知の 我 

物なる 事 を しらすして 問 こと を 好ます、 人の 知 を 用 ひざる は 古今い やしと 

する 所な り。 夫 耳目 口 鼻 手足の 能 を 用て 事 をな す もの は 心なり。 天下み な 

我に 異る もの ある 道理 を 知て、 よく 賢 知 を あげ、 才能 を 用て 治國平 天下 を 

なす は、 明君 良 相の 德 なり。 万物 は 生を遂 むこと をね がふ。 あつめて 春 を 

なす もの は 天 也。 聖人の 聖人た る 所の 能事 は、 よくあつ めて 大成す るな り。 
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リ。 翅ト云 テ何モ ナサ 、ルー ーハ アラス。 

人欲 ノ私 ナク、 夭 理- ーシタ カッテ 不？ お已シ 

テ應ス ル時ハ 、 終日 5» コ 卜ァ リテモ 無爲ナ 

リ。 同シ 文字- テ モ利貞 /利 ト 利欲 ノ利ト 

黑白ノ 力 ハリア リ。 天德ー- ァリテ ハ物l^利 

スル故 二 0 ナリ。 凡人 ハ已ヲ 利 スル故 一 1 欲 

ナリ。 夏 ノ禹ノ  < ^水/時 二 ァ タツ テ、 外 

八 年、 三度 其 門 ヲスキ テ入玉 ハサ ルモ 無爲 

ノ至 也。 0 /下-一視 善 善 言 善行 善ヲ 書 

スル 者ハ、 人ハ 動物 ナリ。 行 ヲ以テ 性 トス 

ルノ義 也。 善ヲ ナサ、 レハ 德ヲ積 r ナシ。 

善 ト云テ 事ヲ作 爲 スルー 一 ハァ ラズ。 六 藝-ー 

ァ ソフモ 善ヲス ルナ リ。 今 曰 マサ-一 ナス へ 

キ事ヲ ス ル ハ皆善 也 


二 一  < 

古今 才 なきに あらす、 あつむる 人なければ 乏し。 あつむる と 云 はよ く 問 こ 

と を 好て、 人の 知 を 用る にあり。 天下の 知 を 先立る もの は 天下の 知に 師た 

り。 己が 知 を 先立る 者 は 人の 下なる こと を辨 ふべ し 

お COIR ゥ〕 心 友 問、 文い まだ ひ- r けざる 故に、 昔 は 美質の 人々 も聖學 に 入 

袷 は ざり しと 承 侍れ ども、 四書 五經 すでに 渡りて、 たれ もよ く讀 たる な 

り。 かく 明かなる 書 を 置ながら 辨 へな かりし 事 なれば、 聰明と も 申が たく 

や 侍らむ 云、 今 は 旣に百 千年 を 經て數 人の 手に わたり 講 明 も かさなり、 

其 上に 近年 は宋朝 明朝の 書 渡りて * 明かなる 時節に 生れ 出て、 勞せ すして 

知た る tj なれば、 心 やすき 樣にを もへ り。 唐に て は 其國の 書な り。 其 上文 

字 も 達者なる だに、 孔孟の 後 千 歲不傳 して 宋明を まちて， ゎづ かに 世に しら 

れ たり。 五穀 は 種の 美なる もの なれ ど、 熟せ ざれば 夷 稗に もしかざる なれ 

ば、 聖人の 道學も 熟せ ざれば、 佛學 にもし かざりし 尤 なり。 聖學の 日本 

にて 東 しらみ ほどの 時分 は、 佛舉 のさかん なる 事 日屮の ごとし 

IC5 一  心 友 問、 大學先 后の 主 は いづれ の 所に て 侍る や 曰、 正 心 也。 心 を 

正せん と 思へば 意 を 誠にす。 誠意の 工夫 は 致 知 格 物 也。 國 天下 を 平 治せむ 


爽 

a: 

ま 

js^ 《- や 

、も ^ . 


と 思へば、 家 を齋、 一家 齋て 天下 平な り。 家 を かさねて 國 とす、 國を かさ 

ねて 天下と す。 其齋 家の 本 は 身なり。 身の 主 は 心 也。 一 度 心 正して 家齋 り、 

國 治り 天下 平 かなり 問、 大學 工夫の 實地は いづれ の所ぞ 曰、 誠意 

なり。 是以傳 の 初 は 誠意 を 首と す。 致 知 格 物 は 誠意の 工夫な り。 何ぞ 別に 

格 致の 傳 あらん や。 所謂の 二字 を 以て 分明なる 事な り 

g 一  心 友 問、 孔子 絕四 s 意と あり。 しかるに 誠意と S は 何ぞゃ 曰、 母 

意と 云 は 聖人の こと 也。 意 は不常 往来の 念な り。 間思雜 慮と も 云。 聖人に 

は 初より なし。 學 者た に 意な からん とせば、 異學の 流と なるべき か。 心 

は 本 空な り。 しかるに 空と 觀 する は圖 上に 圔を按 する がごと し。 心 本意な 

し。 た！ -に其 本来の ごとくな らんと せん は 非な り。 誠にす る は 意 をな くす 

るの 工夫な り。 誠にす る 時 は をの づ から 母 意に 至るな り。 意 念の 不常 往来 

して 自欺 もの は 心の 靈臺 くもり 有て、 神明 てらさ る 所 あれば なり。 こ、 

を 以て 其 知の 靈照 不味の 全体 をいた さむと す。 然れ共 空々 に 明かに すべ か 

らす、 不常 往来の 念 を うちはら ひ、 生す る 欲 をた ち 去て、 善惡 ともに 心 鏡 

にと めす、 空の本体をぃたす^Jとは其功すみゃかなれ共、 瘧の間 曰の ご 
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凡 心/ 國モ GD ヲ ナシテ 神明 ヲ書ス ル 「君 

子/園-一同 キ 者ハ、 人 ト生レ タル 者ハ 聖人 

凡夫 共 n 天性 一一 ヲィ テカハ リナ シ。 善ヲ知 

悪 ヲ知ノ 神明 アラス ト云 「ナ シ。 人々 不義 

ヲ -ーク ミ悪ヲ ハ ヅ ル ノ 良知 是 ナリ。 タ，、 愼 

If? ト自欺 ノタガ ヒ ヨリ 千里 ノア ャ マリ ト成 

テ、 君子 小人 ノ名 アル ナリ 。然 一念 自反シ 

テ感ヲ ヮキマ へ！ g ヲ愼ミ 過ヲ改 メテ善 一一 ゥ 

ツル 時ハ、 凡夫 モ 君子 トナル へ シ。 故 一一 祌 

明ノミ 同シク 書スル モノ 也。 小人 ハ自 欺テ 

氣 II 隨ュ へ 一一、 心ノ体 空ナル 時モ眞 {.^ ナラ 

ス。 故- 1 □ 中二 頑 空 マ書ス C 念慮ゥ コク 
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時ハ妄 ナリ。 故-一意 必固我 間思雜 Ail ヲ 〇 

中 一一 書ス。 左右 ノ 十二 字ハ凡 心/常 ヲ 書ス。 

重キ モノ ヲァ クル/ ミ。 頃モ / ハ吝 ナルモ 

ノヲソ シリ、 吝 カナ ル者ハ ほ ル者ヲ ソシル 

トイへ モ 、 共-一 凡心ノ マョ ヒナ ル r ヲ 不知。 

甚シキ 者ハ欲 Is  ノ  二-一  ヲチ 入ル。 故 一一 下-一 

書ス 
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n-ノ 〇 ヲハ ナレテ 高 キヌ 悟道 トス ル モノ 

ハ 、 見所 / ミ 二  y 用ヲ ナサ 、 ル r ヲ示ス nj 

〇 ハ 理氣 ナリ。 理氣ハ アルト キハ 共- ァ 

リ、 ハナ ルへ カラス。 ハナ ル、 時ハ □ モ 

實理ナ ラス 〇 モ眞 氣ナ ラス。 □ 中 一 一 見 性， 


ニニ  0 

とく、 水の ごみ を わさせた るが ごとし されば 氣質變 化の 期な し。 た，、 天 

下の 桌 物に をいて 吾心の 明 不明 を覺 て、 實々 に 功 を 用べ し。 天下 國家も 物 

也。 五倫 も 物な り。 天下の 事物に をいて、 我心の まど ふ 所 ある は、 知の 不 

明な り 0 尤知善 知惡の 良知 あれ ども、 善 を 知ながら せす。 悪 を 知ながら 不 

去 は， 眞知 にあら す。 又 其 知 良知に あらす ともい ひがたし。 いまだ 窮理の 

功いたら すして、 精義 入神の 實 地なければ なり。 士 たる 者の 盜を なさ る 

事 は、 窮理 のいたり て铕義 神に 入 たれば なり。 如 此のた ぐ ひ 又 人々 の 上に 

あるべし。 知 明か なれば 間 思雜慮 もな し。 此 一 ばかり は 聖人の 母 意に 同じ 

問、 如此 なれば、 朱 子の 說に 近し。 陽 明 物 を 以て 五 事と する の說、 易 

«t  11 宇宙 

簡 ならす や 曰、 五 事 も 又 物 也 天下の 事物 を 離れて 五 事な し。 五 事 を 離 

函 宇宙  、 ， 

れて 天下な し。 五 事の 非禮 とい ふ も 我 知の くらき 所より を これり。 我心 神 

、 、 

明なる 時、 何ぞ五 事の 非禮 あらん や。 五 事の 非 禮を當 下にた くし をさむる 

を自反 愼獨と 云。 五 事の 非禮を 終に おさむる を 窮理と 云。 其實は 一 なり 

問、 致 知 は 愼獨の 工夫に あらす や 曰、 愼獨の 工夫 は 誠意な り。 自欺 

ことなき もの は獨を 慎に あらす や。 致 知 はた 5- 聖人に 至る の 的な り。 工夫 


ヲ書ス ル モノ ハ 異端 トイ へ トモ 寂然 不動 無 

欲 無爲ノ 性ヲ見 タル 「 ハ 1 ナリ □ ハ無ノ 

至極 ナリ。 聖學ニ ハ其 無ヲョ クキハ メタル 

故-一 惑 ナシ。 異 拳-一 ハ無 ヲィへ トモ 無ヲキ 

ハ ムル r イタラ ズ。 故 11 サ トリ タル 所 二 則 

惑 ァリ。 籠 ノ神理 ヲ見ソ n ナ ヒテ、 天地 

ヲモ 輪廻 ト見 タリ。 故-一 曰、 儒學 一一 ハ 天道 

ト W テ大 ナル 事-一 スレ トモ、 天地 ノ道 トモ 

-I 惠ナリ 0 シ カル 故-一太 虐 ヲ出テ is ヲハ 

ナル、 ト云リ 。太虐 外 ナシ、 n ェ 出へ キ所 

ナシ。 又輪廼 ナシ。 ハナ ルへキ モノ ナシ。 

タ 、 □  ノ 寂然 不動 無欲 i 11 ノア ラ ハレ 

ズ。 アト ナ キノ 眞ヲ 見テ、 佛性 トシ、 コ 、 

二 至 テ不生 不滅 ナルヲ Is トシ、 M 生々 

ノ氣ヲ ハナ レテ 二度 生 レズ。 子孫 ナキ ヲ以 

テ出離 生死 ト ス ルナ ル ヘシ。 造化 ハ 無盡藏 

-I  メ無中 ヨリ 生ズ。 生ス ル者ハ 消ス、 行モ 

ノ ハカへ ラス、 輪廻 ト云 「ナ シ。 無始 无終 
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は 全く 格 物に あり。 格 物 は下學 なり 。致 知 は 上達な り。 道の 大意 を 知 時 は， 

天下い まだ 窮めざる の理、 いまだしら ざるの 事に 逢ても 心の まど ふ ことな 

し。 鏡の いまだう つさざる かげ、 うつした るかげ の へだてな きが ごとし。 

犬なる やう なれ ども、 聖學に をいて はさの みかたき 事に あらす。 精— 義不 レバ 

レ 入- W 神-一 用 を なすこと なし。 大意 を 見も學 知の 精義 入い 神 _ 一 たる 也。 入德の 

功 あっから では、 聖學の 至善に あらす 

0 1 心 友 問、 一旦 豁然 貫通の 語 は異學 悟道の 習 ひ あるに 似たり 云、 大 

かたに 見れば 悟道の 見に 似 たれ ども、 意 を 以てむ か へて 己が 受 用の いたる 

に對應 して みれば さもな し。 予 天下の 事物の 理を 窮めん とも 心がけす、 修 

身の あまりの いとま を 以て 文を學 び、 心の 通ぜ ざる 所 まど ひ ある 事 を辨へ 

ぬる 聞に、 道の 大意 心に うかびぬ。 それより 後天 下の 理に をいて 疑 ひなし。 

围の 至善に 

儒佛 によらす、 天下の 學者 来ても いか とお も ふ 心 もな し。 聖學に をいて 

あら ざれ  . ， 

は あさき ことなれ 共 大意 を みれば 貫通と もい ふべき か 問、 しからば 責 

、、、、、、、、 

老は程 朱に も をと り 給 ふま じき か 云、 しからす。 程 朱 剛強 仁 厚 明敏の 

質に して 此 大意 をし り 給へ ぼ 則 賢人な り。 愚が 質 柔弱 輕薄魯 鈍たり。 たま 
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ト ハ云 ヘシ、 不生 不滅 トハ 云へ カラス。 □ 

/前後 ァ ラ ハ レ ズ、 形象 as 臭タ ニナ ケ レハ、 

又滅ス ルト云 「モ アルへ キ樣ナ キヲ、 不生 

不滅 トイへ ルナ ル へ シ 


0  ノ ミ 二  メ  n- ナキヲ S6 ト スル モノ ハ、 

禽獸ハ 形 氣ノ欲 ノミヲ 3? テ心 トス 0 故 一 10 

中-主 欲ノ 二字 ヲ童 ス。 理ノ知 « ナケレ ハ 

虔生 浪死ト テ生ル モヮキ マへ ナク、 死スル 

モク チウ セヌ ルバ カリ 也 C 禽 歡 トテモ □ 

0 ハナ ル、 「ハナ ラネ トモ、 一一 ゴリテ クラ 

キ 故-, 理ノ i ハ見 ェズ。 故 一一 ナキカ 如. 

シ 


く 大意 をし ると いへ ども、 氣 質の 害 を なすこと すくなから す。 入 德の功 

を 勉て曰 久しから ざれば、 凡 を 離る、 XJ とかたし。 人 は 一 度に よく すれば、 

己 は 百度に する のか はりな り。 剛強 明敏の 人と いふと も、 大意 をし るの 後 

こ、 にと まるべ からす 問， 食點の 大意 をみ ると 貴老の 大意 を 得と 同 

じき や 曰、 又 高下 淺深 あり。 見は大 かた 相似ても 質 を 以て 犬に ちが ひ 

ある £ なり。 た 德に 入の 後氣 質の 煩な し 

J 一  心 友 問、 今の 時に して 先王の 道 を 用 ひば、 忠質 文のう ち いづれ を 用 ひ 

給 ふべき や 云、 愚が しらざる 所な り。 緊君を こり 給 は 忠を用 ひ 給 ふ 

べき か 問、 今 は 文 過 ぬれば 質に より 度 思 ひ 侍り 云、 今 は 奢りと い 

ふ ものに て、 文に も あらす、 質 も 亦 文の 下地な り。 た 忠は 誠の みなり。 

誠 立ば 僞去 べし。 奢と 飾と は 多は僞 也。 此 なら ひ 除て 後 貧に ゆくべし。 世 

をへ て 文 あら はれん か 問、 置 君 を こり 給 は 1-、 善悪 邪 正の あら はなる 

は 改め 袷 ふべき か 云、 理屈に よって は 改め 給 ふべ からす。 人情に 應じ 

時 處に隨 て 改め 給 ふべ し。 初て 大道 をお こさんと 思 ふ 者 は、 法 を 先にす ベ 

からす。 伏犧氏 はかう ぶりな く 衣裳な し。 宮殿なく^ 度 品 節な し。 其 神聖 


fi. 臈ノ 長幼/序 ァ リテ、 行ヲミ タラサ 

ルハ □  ノ照シ アル-似 タリ。 曰、 陽 鳥 一一 

テ 火氣ヲ 多ク受 テ生シ タル 物 ナリ。 火氣 / 

神ハ緩 ナリ。 故-一 自然-一 シ カリ。 禮 ヲ知テ 

ナス 二 非ス。 故 一一 其 他 ノ事ハ 皆 鳥 ナリ。 人 

ハ績ヲ 知 ナカラ 挺 護ナル ハ禽獸 11 モヲ トレ 

リ。 サレ ハ詩 入モ人 トメ 趙ナク ハ何ソ ハ ャ 

ク 死ザル トイ ヘリ。 人 タル 者ハ 無欲 ノ性ヲ 

固有 シテ、 M 欲 ノ理ヲ 知 ナカラ、 欲 ノミヲ 

心 トス ルハ 禽獸 異ナ ラズ。 禽獸ハ キン シ 

ゥト生 タル 物ナレ ハ罪 ナシ。 人ハ 人/性 ァ 

9 テ禽歡 二 近キ ハ大ナ ル耻 也。 或 問、 心 ハ 

整 覺ノ名 ナリ。 人物 トモ -1 靈 覺ァリ C 心ノ 

虚靈 知覺ハ 1 ナリ。 理氣 ノ知覺 一一 アル 力 如 

タキ コュル ハ 如何。 曰、 靈覺ノ 本ハ理 也。 

理 ノ螯覺 ハ至テ 明-一至 テス ミヤ カナリ。 故 

一一 感ト ノミィ ハレ テ知覺 ハ 云 カタ シ。 至テ 

神塞ナ ルカ 故 ナリ。 聖人 ハ人ノ 神明 ナリ。 
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亦こ& にあり。 是 故に 養生 家に は 呼吸の 息 をかぞ ふること あ」 


たるに^^ぁらす  ， 

； 1 心 友 問て 云、 ま 賢 も 又靜坐 あり や 答て 云、 靜坐 あり。 孔子 閑居し 

■  围是 自然の 静坐也 

給 ふ 時 は 申々 如たり。 夭々 如たり。 。心 主な き 時 は必す 散す。 故に 忠信 を 

主と す。 これ を 意 を 誠にす とも 云。 人欲の 妄は聞 思 雜盧と 成ぬ 偽な り。 其 

意 を 誠にす る 時 は、 忠信 主と 成て 天理 流行す、 空々 如たり。 故に 呼吸の 息 

はいた；^ きょりく びす に 至り、 休 ゆるやかに 色溫 なり。 是靜 坐の 至な り。 

心に 妄 ある 時 は 息 喉よりか へる。 心 誠なる 時 は膀の 本な り 出。 養生の 術 も 

內に主 を 

、 、 、 、 

立れば、 じちら す。 精 祌內に 守て 氣血順 流す るの 初擧 とす 

、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、 

ぬ 一 朋友 問て 云、 雨 ご ひとて わけ もた きを どり などしても 自然に 雨 降 こと 

は 降 合せた る 物 か 答 云、 しかり。 世 聞の 雨 ご ひ は 神の 納受し 給 ふべき 

事に て はな けれ 共、 其し わざの 善 惡には よらで、 た 民の 心根に 感じて 雨 

降せ 給 ふこと あるな り。 たかへ すよりか りお さめ、 米と する までの 民の 辛 

苦 万事の 費、 あげて かぞ へがた し。 しかの みならす、 日で りと いへば 雨 ご 

ひ を もよ ほせり。 一 二輪の 大明 神へ ひでりに 雨 ご ひの を どり を かけ 奉る に、 
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X ハ 聖人 ノ イマ タヒ ラケサ ^也。 禽獸魚 

蟲 ハ氣 -1 コリテ 質 ヘンナ ル故ニ  覺 二 

ブシっ 故 11 末 11 ナリテ 氣質ノ 靈覺ノ ミナ リ。 

本理 ノ照ハ ヲ ョバ ス。 入ハ 靈5^ 全シ。 故 一一 

生ヲ知 リ死ヲ 知リ、 死メ不 亡モ/ 存ス。 獸 

ハ生ヲ 不知、 死ヲ 不知、 死 メ亡ブ 氣質ノ 知 

覺ァ ツキ 故 一一、 死ョ カナシ ム 「ヲ知 ノミ。 

鳥ハ戳 ヨリ モ知 ウス シ、 イタ ンテ 哀鳴ス 

レ トモ 死 ヲ恐ル 、心 ハナ シ。 大鳥ハ 獸二近 

キ モア リ。 魚 ハ感ノ ミア リテ 知资 ナシ。 草 

木ハ感 モナ シ、 質 ノ生ノ ミナ リ。 次第-一知 

置 ノウ スキヲ 以テ不 ニノ 二 ヲ見ル へ シ 
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ニニ 四 

三十 餘鄉の 入用 は 金 ニ千兩 にも 及びた ると 云 物語 をき" ぬ。 何國 にも 年. - 

の を かへ りみ ざるの みならす、 日で りの 雨 ご ひに だて-給 人より 少 のた 

すけ ありた る こと をき かす。 扨 かり をさむれば、 し へ たげ しぼりとれり。 

勢 犬に ちが ひても のい はねば こそ あれ、 何 ほどか うらめしく、 なさけなき 

ことならん。 むかし は晴を 祈り、 雨 を 祈る こと は、 其 所の 奉行 代官 國 郡の 

主の 任な りき。 今 は 百姓 共の 心ば かりなれば、 雨 を 祈る ことのみ 知て、 晴 

を 祈る 義 をば しらす。 長雨に て 田 畠の 作物く さり ぬれ ども、 い たづら に 日 

をお くるな り 問、 明 者 ありて 雨 ご ひせば 如何 あらむ 云、 雨 ご ひし 

て 雨 降べき 道理 ある もの は昔樂 にしく はなし。 天 正の 比 犬に 曰で りす。 諸 

寺 諸 社の いのり を盡 しても 雨 ふらす。 其 時 勅 定に樂 は 五行の 精神 をう つし 

て 五 昔 を そな へ、 年の 十一 一月に 配して 十一 一律 を 有せり。 四時 土用の 調 あり。 

天地神明に 感 する, t 正しく すみやか なり。 盤 涉調は 冬の しらべに て 水の 氣 

is. ^なり。 此 調子 を 吹た てば 天地の 水氣を もよ ほすべし。 しかれ 共 かくてり 

つ V- きたる 時、 水の 聲を なすと も、 火 氣の大 なる に をされ て水氣 生す る 事 

得が たし。 盤涉 調の 靑海波 を 1^ 調に うつして 奏せよ。 双 調 は 春の しらべな 
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義論之 一 

お 心 友 間、 論語の 敎は仁 を 主と し、 大學 

の 敎は知 を 主と すると は 何 そや 

答 云、 論語 は 聖人お はしまして 直に をし へ 

給 ふ。 故に 仁 を 主と し 給 ふ。 仁 は德の 本な 

れは 也。 大舉は 聖人す てに 去 給 ひ、 後聖世 

に ふ へ き CJ ありかた かるへ き 前 知 ある 

によりて、 知 を 主と し 給へ り。 智は德 の 神明 

にして 性の 先見す る もの 也。 天下の 惑 を わ 

きま ゑて 人倫 を 明に する 書 なれ は、 知 を 主 

宰 として 自反 慎. 獨の實 体と す。 聖人い まさ 

V る 時間 舉 する 人 は 大學を 入德の 門と し、 

4i 語 を 入德の 室と す 

^ 心 友 間、 貴老： と 孝 漣と をなら へ 給へ 

り。 易 は 玄妙 深遠 廣大高 明なる 書な り。 孝 
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り。 木 氣の音 也。 木 は 火の 母な り。 水の 子な り。 水火 は赶 すれ 共 木の ため 

には子な り。 母な り。 木に 水 を ふくまば 火氣 をの づ から や はらぎ て、 雨 降べ 

し。 大 原野の 祌 前にて 樂を 奏せよ と を ほせ あり。 はたして 大に雨 ふれり 

問、 しからば 神前に あらす とも、 い ゑ-^ にても 同じ u ならん か 云、 

しからす。 これ を 天に す、 むる 神なくて はふら す。 又 双 調の 靑海波 は 以前 

にう つした ると も. S へり。 それ は いづれ にても あれ、 雨 ご ひに 用 ひ 給 ふ 道 

理に をいて は 同じ 事な り。 中 夏 にても 雨 ご ひに は樂を 用たり 

0 一  心 友 弓 を 一 僕に 持せ て 野 を 行ける に 逢ぬ。 吿て 云、 夫 武士の^ 名 をば 

弓 取と. S へり。 しかるに 何 ぞみづ から 持 給 はざる や。 一 僕 は 草履 を も 持な 

るに、 弓と ひとつに もた する 事 は 敬な きなり。 武具に は 弓矢より 尊き はな 

し。 弓 立に たて、 はもた しむる 共、 直に は 持す ベから す。 古 は 大將軍 だに 

弓 を 人に はもた せ 給 はす。 公家の 大將中 少將も 武官 なれば 弓矢 は 身 を はな 

ち 給 はす。 其 上さし 矢、 的 前 等の 間 相 しれ、 こぶしの 定 たるに は 射手なる 人 

も、 山野に して 行 あ ひに 射る 時 は、 ことのほかなる ちが ひ あり。 弓矢 取の 

耻 辱に あらす や。 不心懸 のいた す 所な り。 古の 人 は 隣 ありき にも 弓矢 を 手 

卷第九  ニニ 五 


蕃山仝 集 第 1 册 

經は 童子の 始 てなら ひまな ふ 書の やうに い 

へり。 され はうた かひな き CJ あた はす 

答て 云、 言 近くして 11曰 遠き もの は 善 言 也と 

は孝經 のとき CJ なり。 易 は 天地に よって 道 

德を發 明し 給 ふ。 故に 其 語勢 幽遠な り。 孝 

經は入 倫に を ひて 道德を i ふ。 故に 其 語 

勢 親切な り。 爱を 以てよ く 易 を 見る もの は 

近く 身に 取て 親切に 受 用し、 幽遠の 事と な 

さす。 よく 孝 經を學 ふ もの は 言葉の 近き に 

よって 幽深玄 遠の 皆 をう しな はす。 中和 を 

いたして 天地 位し 萬 物 育す るの ® 功、 神聖 

の 能事 こ 、にある 事 を しれり。 孝經は 句と 

に 心 をと V むへから す。 尤と、 むへ き 所 も 

あれと も、 先 は 大抵に 見樣 あり。 易 は 勿論 

大意 あれと も、 句 £ に究 りなき 道理 あり。 

畢竟 易 を は 近く 見、 孝 經をは 高く 見る そ 習 

なる。 いかむ となれ は 易 は 天道な り、 近く 

人道に 合すへ し。 孝經は 人道 也、 遠く 夭 道 


： 人 木の葉 にても 見かけて、 間 を 積り、 矢 を はなち、 其 はづれ あたり を 見 

て、 聞 を ふみ、 度 かさなれば、 間 を もつ もり そこな はす。 矢の ちらざる 事 も 

的 前に ひとし。 武士と 生れて 弓馬 をなら はざる は 武士に あらす。 なら ふと 

い へども用をなさ ^-るは本意にぁらす 云、 弓 を 射す 馬に よく のら ざれ 

ども 皆武 十； は 立 侍り。 さ樣 にむ つかしき 事なら ば、 誰か 嗜 侍らむ。 昔 も 弁 

慶 など は、 打 物 取て 武勇の 譽れを あら はし 侍りき 曰、 弁慶 弓 を しらぬ 

に は あらす。 た 打 物に 得た る 故な り。 武士た る 者 は 武蔡に は 一遍 わたり 

侍れ 共 得た る 事 を 先と す。 今 は 鎚 をに ぎり 武偏 だに すれば よしと 思へ 共、 

それ は理 運の 事な り。 それば かりにて は 武士の 野人と いふ ものな り。 知行 

を 袷 はりて 優々 として をる 蔡 なれば、 多 錢をも 心がけて こそ、 せめて 御 恩 

を も 報す ベ けれ。 しからば 慰みの 様に せす とも 用 をな すべき ことなり。 武 

官に 居て、 其 所作に を こたる は贵 殿の 良知に は 心よ きか こ- - ふよから ざる 

か。 內に 向て 心に 尋 袷へ。 一心 だに よくばと 人 ごとに いふ， AJ なれ 共、 死す 

べき 所に て は 女 も 身 を なげ、 長袖 も 身 を果し 侍り。 射手 一 人に て は 所に よ 

り 歒百人 はふ せぐべし。 天下の 武士た 1 心よ 鐘よ とば かりい は i -、 日本 


に 合す へ し 

^ 心 友 問 孝 之 心 法 . 答 曰、 孝 は 天 

地 未 喪の 前に あり。 大虛の 神道 也。 天地人 

萬 611 孝より 生せ り。 春夏秋冬 風 雷雨 露 孝 

にあら さる はなし。 仁義 鑀智は 孝の 條理 也。 

五 典 十義は 孝の 時 也。 神理の 含蓄のと ころ 

を 孝と す。 言語 を以名 付い ふへから す、 し 

ゐて象 を 取て 孝と いふ。 孝の 字 老子の 二 を 

合て 作れり。 文字の 傍 偏と なす 時 は 畫 を 

はふくな り。 天地い また ひらけす、 大虛の 

時には 理を老 とし、 氣を 子と す。 天地す て 

に ひらけて は、 天を老 とし 地 を 子と す。 乾 

坤を老 とし 六 子 を 子と す。 日を老 とし 月 を 

子と す。 易の 字 日月 を 合て 作れり。 日月 老 

子其義 一 なり。 易と 孝經と へ たてな き 道理 

也。 山を老 とし 川 を 子と す。 中 國を老 とし 

東 南蠻 II 戎北狄 を 子と す。 君を老 とし 臣 

を 子と す。 夫を老 とし 婦を 子と す C 此理を 
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の 弓矢よ はくなる べし。 大平 記の 時分に も此 きざし ありし 故に や、 楠 正 成 

も 射手 を 褒美して、 弓 をす、 めら れ しこと 見えたり。 今 も 志 あらん 士は名 

將を 憂し むべ からす 

M 一  心 友 問、 先度 弓 を 小者に 持せ たる 者 を戒給 ひし こと 道理 至極ながら、 

今時 は 武士の 他行に 手づ から 持が たし。 一 僕の 小身 者 は 弓 立 もこと ぐし" 

しかれば 弓の 稽古 もやむ に 近し。 如何し 侍らん や 曰、 先度 は 武士の 弓 

矢 を 尊ぶ の 大義と 心がけの 道 を 申 侍り。 まことに 今の 門 をなら ベ、 いら か 

たちつ きたる 隣 ありき に は、 手づ から 持 侍る とも 何の や くもなく、 かへ 

りて 人の 目に 立 こと あらん。 小者 一人に 弓 立 も 過 侍らん。 か樣の 事に も 時 

處位 あり、 弓矢 を尊ブ 心の 誠 だに あらば、 はき か へ の ざう り 木履 もたせす。 

みづ から はきた るば かりにて 出 ざまに 手 を あら はしむ るか、 弓矢 を 紙に ま 

きても たしむ るか、 いか やうに もなる べき ことなり。 弓矢 は 八幡 太 神宮の 

のりうつり を はします 祌器 ともい へり。 武神の 舍 なり。 尊信の 誠 明かなら 

ば、 今の 時 所な りと も、 みづ から 持ても 目に た.^ ぬ £ あるべし。 世界 は 我 

心の 誠より なりて、 我 世界と なる ものな り 
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SJ 事 萬 物に をして みれ は、 孝の 理 なくし 

て 生す る ものな し。 此神理 の 我 か 心に ある 

もの を 联て受 用と すれ は 愛敬 也。 上より 見 

くた せは老 夫の 幼子 を携 たる^に して 愛の 

象 也。 下より 見 あくれ は 子の 老を 戴きた る 

鉢に して 敬の 象な り。 其 親 を 愛する の 心 は 

天下 をへ て もに くむへ き 者な し。 其 親 を 敬 

する の 心 は 天下 を へ て も 接り かろし む へ き 

者な レ。 愛敬 親に 事る 一 心の 上に 寄して 天 

地 同 S! 物 1 体の 性 命 明 也。 よく 一  日 も 私 

欲 亡て 天理 存 する 時 は、 其大 をた つぬ るに 

外な く、 其 小 をみ るに 內 なし。 溢に 初て 仁 

をい ふへ し。 義は 孝の 勇な り。 縛 は 孝の 品 

節 也。 智は 孝の 神明 也。 信 は 孝の 實 なり。 

赤子 孩提の 時、 孝の 理 初て 親 を 愛する に發 

出す。 花の 緣に ほころ ひんと する か とし。 

其 長す るに 及て 子の 心に 親 を 尊 ふの 敬 生 

す。 花の 淸 香の MJ し。 此 愛敬の 德 親に 初て 


ニニ 八 

お 一 心 友 問て 云、 秀吉公 無道に して 天下 すみやかに、 手に入た る 事 はいか 

^ 答て 云、 秀吉公 も はじめの ほど は あしから ざり し 也。 漠州 宇留馬 Q 

城主 大澤次 郞左衞 門 尉 を 信 長 公の 味方と なして 同道 ありし に、 信 長 公大 澤 

が剛 なる に 恐れて、 又 心を變 じな ばむ つかし からん。 此度 ころす べしとの 

耠 へり。 秀 吉しゐ てな だめ 給へ ども 許容な し。 其 時秀吉 宿所に 歸給 ひて、 

大澤を よびよせ、 贵 殿の 身の上に 心 もとな きこと あり、 我 を 人質に 取て 急 

ぎ 退れ よと て、 大澤に 身 を まかせられたり。 大澤 心は剛 なりし かど も、 な 

さけな かりし かば、 心得たり とて、 よのつねの 人質の ごとくに 脇 指 を拔、 

秀吉 公の 心 もとに をし あて、 其 夜 退たり。 是 より 後 敵 味方の あっか ひに も、 

秀吉 とい へば 誰も 信じて ゆるしたり ときく。 己が 人 を 味方に なびけ つる 信 

をた がへ じと て、 俄かなる 時に 一命 を かろんじ、 みづ から 人質と 成 KJ は 成 
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がた き 行なり。 かく 仁義 共に ありし 人なる 故に、 天下 すみやかに 手に入た 

、 、 、 、 

り。 後に 不行儀 無道に 成 給 ひし rj は 凡 心に て 道 を 知 袷 はざる 故に、 天下 太 

平に 成て 愼 みの 心 も を こたり、 且凡 情の たのしみ 思 ふま、 に 得 たれば 乱た 

るなる べし。 玄宗も 初 は 堯舜の 治 を も かへ さんと 思 ひ 給 ひて、 孝 經の序 ま 


あら はる  >- 故に 本分の 名 を あらためす。 親 

に つ かふる 道 を 孝と 云。 母に つかへ て は 愛 

あら はれ 敬存 す。 父に つかへ て は 愛敬なら 

ひ あら はれ、 なら ひ存 す。 子に を ひて は 愛 

事 を 用て 敬 内に 伏す。 是を 父の 慈と 云。 父 

の 慈と 子の 孝と を 合て、 父子 有 親と いふ。 

此孝德 君に 事て は 敬 外にして 愛内 也。 臣に 

を ひて は 愛敬なら ひ 伏して 威嚴備 り、 仁政 

行 はる。 君の 仁と 臣の忠 と を 合て 君臣 有義 

とい ふ。 妻に を ひて は 愛 みちひき 敬存 す。 

夫に を ひて は 敬と を 用 ひて 愛存 す。 夫の 和 

義と 妻の 貞順を 合て 夫婦 有 別と 云。 心 あり 

て如此 する にあら す。 心の 妙に て 自然と か 

く變 化する 也。 其 中 をのつ から 本末 淺 深の 

天則 あり。 兄に つか ふる CJ 父に つか ふる か 

とし。 弟 をめ くむと 子 を 愛する かとし。 兄 

の惠と 弟の 悌とを 合て 長幼 有 序と い ふ。 朋 

友 は眞蜜 无妄の 天道 を 父母と したる 兄弟な 
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でも 書耠 ひし ほどの 事 なれ 共、 後 は 情欲に 乱れ 給へ り。 是 故に 聖人 も 人心 

惟危 との 給 ひし 也 

S 一  學者 問、 北 野 を 聖廟と 申 侍れ 共、 聖賢に 怨 怒の 心 は ある まじき 事なる 

に、 怨靈 となり 祟 をな し、 火氣甚 しく 執着 ふかな 人 を、 いかで か 神と しあ 

がめ 申 事に て 侍る や 曰、 これ 世の 傳 あやまり 也。 菅 公の 怨靈 となり、 

祟 をな し 給 ひたる に は あらす。 配所の 詩に 云、 去— 年 今-夜 侍； へ 一" 淸-凉 一一 。 秋- 

思 詩- 篇獨，  斷  ^  腸， i  恩-賜， 御-衣" 今 在 ^此_ -。 捧，. 持 毎-日 拜 >1 餘香 1 此詩を 

吟じ 給へ。 誠に 忠心 ふかく 感慨 多き >J と、 其 人 を 見 奉る がごと し。 怨 怒の 

心は少 もな し。 然れ共 孝子の 怨 忠臣の 怨と云 こと あり。 平 人の 不知 所 也。 

小-弁の 詩 は 孝子の 怨 なり。 孝子の 心なら では しられぬ 義 ありと 古人 もい 

へり。 菅 公の 怨も 忠臣の 怨 あるべし。 忠臣なら では しられぬ 心 あり。 雷と 

なり 祟 をな し 給 ひたる と 云 MJ は、 菅 公の 靈 にあら す。 天道 其 忠臣の 誠を感 

じ 給 ひて とがめ 給 ひし ものな り。 周 公の 忠を あら はさんと て、 大風 吹し 類 

なり 問、 彀 山に いたりて 文 學の師 なりし 人 をた のみ 給へ るに 承引な か 

りし かば、 怨て 柘榴を 口に 含み 吐かけ 給 ひし かば、 燃 あがりて 妻戶燒 たり。 
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れは、 實 なきもの は 朋友に あらす。 是を以 

朋友. とい ふ 也。 一人の 人 あり、 子に 逢 

て は 父と よはれ * 父に をいて は 子と いひ、 

君の 前に は 臣と名 付， 家お は 又 君と 稱 する 

かとし。 畢竟 一人の 人 なれと も 逢に した か 

つて 名 か はれり。 本心の 1 德 なれと も、 位 

によりて 祌通 變化レ て其義 極り なし 

^ 學士 あり、 問て 云、 顔 子のと く あやま 

ち を ふた ひせ さる 車は大 g の 心地なら て 

はなる まし き^なり。 何と そ受 用の みち も 

侍る へき や  答 云、 まとに 甲に あやま 

つ £ を 乙に またせ さる^ は 後世の 舉 者の 及 

かたき 所 也。 亜聖の 地位に て は 車々 左樣に 

なる ものに て ゆや 不心得 ：s。 吾人と いへ と 

も 外さ まに 心得ち かひた る 過 は、 大に悔 さ 

とり c、 其 非 を 知た る 2? 後 は 二度せ ぬが あ 

り。 自己 今日の 受 用に を ひて、 過 を 二度せ 

さるの H 夫 は、 ひそかに 人に fi^ り。 心な 
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北 ハ妻戶 後まで 有た ると 申 侍れば、 公の の 給 ふごと くにて は ある まじき と覺 

え 侍り 云、 これ さ 海と 守敏 との 古 の 類 也。 海と 守敏と 1^ 勢 を-印 ひ 

て、 守敏 天下の 龍神 を 捕て ゎづ かなる 水瓶の 內に をし こめ 置て 大早 させし 

に、 { 仝 海 北 天竺 無熱 地の 龍祌 獨守敏 にした が は ざり し を 請 じて 雨 ふらせし 

といへ るた ぐ ひなり。 夫 春雨 五月雨 は 氣化を 以て ふる 雨な り。 六 七月 は氣 

化の 雨 まれな り。 夕立 を 以て 田 畠 草木 を 養 ふ ものな り。 夕立と いふ は山澤 

氣を 通じて 雪 雨 をお こす 故に、 郡 を さか ひ 村 をよ ぎて 山 祌の氣 のいた る 所 

かぎり あり。 龍 雨 は 雨の 變に てた まさかなる 事な り 0 是 なを かぎり ありて 

遠く ゆかす。 龍 雨の 變を しらで、 雨 はみ な 龍の わざと 思へ る は理を しら ざ 

れば なり。 是を 以て 兩 僧の 術 いつはり なる £ を 知べ し。 自然に 早し 叉 雨 ふ 

りたる を兩 僧の 行 力 ゆへ とい ひて、 つけ ましたる 說也。 民 問の を どり にさ 

へ 日で りに 雨 ふる 事 あれば、 空 海い のりて ふりた る 事 も 有べ し。 叉 守敏と 

さ-海と たが ひに 調伏して いのりけ るに、 雙 方の 佛祌の いる 矢 空中に なり や 

ますと い へり。 {仝 海の 書 をけ る 書 を みれば、 佛學 のみなら す、 儒學も あり、 

さほどの 我慢 邪心 は 有べ からす。 其上佛 神と いふ もの 邪知 我慢の 者に くみ 


くして 道に はなる i を 過と いひ、 心 ありて. 

過 をと ぐる を惡 とい ふ。 思 はす しらす.， S 上 

に 一念 道 を はなれぬ る を 過と す。 已 にこれ 

を しれ は 少も心 思に と I- め を かす、 速に か 

ち さると たと へ は 犬なる 爐 火の 中へ 一点の 

雪 を ちらす かとし。 火の 上 まてお としつ け 

す、 火 氣を以 消し さる 也」 少 にても 道 を は 

なる 、 の 念 慮 をし りて 不去は 過 を ふた V ひ 

するな り。 二度 すれ は 悪に 近し。 我人い ま 

た氣 質を變 化せす。 其 平 人の 位 をぬ けさる 

間 は、 其 心地の 位 ほと なる 間 思雜慮 は、 昼 

夜に 幾度 もき さす 事 也。 たと へ 百度 萠 とも 

よく 一  念獨 知の 上に おほえさ とりて 速に か 

ち さり、 知て 後 暫も滯 §1 なき を受 用と す。 

これ を 遠から すして 復す ともい へ り 

間、 聖學の 心 法 此外は あるへ からす。 如此 

間斷 なく 用 ひな は、 終に 君子の 地位に も 企 

及 ひ 侍なん か 答 云、 これ は尊德 性の H 
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し、 たて わかれて 合戰 する 事 有べき や。 空 海を餘 り. ほむる とて、 大惡- ^とす 一 

る 事 を しらす。 菅公を ほむる とて あたら 忠臣に 疵，^ 付る 事 を 不知。 其 時坊ー 

主の 夢に みたる 事共い へり。 やけ 妻戶を 證據 とせば、 何故 やけた る やらん 一 

知べ からす。 みさかり に 出て 深き 川 水 を 左右へ わけて 通りた ると い へ る、 ； 

こ^-ひとっにて他の信するにたらざる事を知べし。 幻術 を 以て 水な き 所に 

K の 出た る樣 に、 人の 目に 見す る 事 はあり。 まことの 水に は あらす。 ま？ J の 

深き 水 を 舟な く 車に てわたる とい ふ 道理 はなき 事な り。 されば 空 海 も 正 法 一 

に 奇特な しと. S へり。 正 法と 云 は 道理 也。 道理にもれたる事はみな邪法^^ー 

り。 少出 たる 水の にごりて ふかく 見えた るが、 しゐ てわたるべき ほどの 事 一 

ゆへ わたりた るなる べし。 天の いかりに て 雷の 甚 しき を菅公 のた、 りと て ： 

ゑい 山の &n を 召て いのらせられ たる 事 は あるべし 問、 天神の 御手 跡と 一 

て弗經 世に 多し。 佛學を 博く し 給へば 叉 聖廟と は 申が たからむ か 云、 \ 

其 時 はい まだ 聖佛の わかち もな き 世に て 侍り。 いづれ となく 只 博く 物 をし； 

る を 以て 學問 とせり。 たく 其 人の 德業を 見て 聖者と しり、 佛者 としる ばか 一 

り 也。 菅公は 五倫の道 正しく 其 取 行 ひ 給 ひし J は 皆 天下 太平の 政道な り。 一 
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夫 也。 こ  に はかりと 乂 まり 居て 惑 を わき 

まふる の舉 間な くして は、 今日の 常人の， 位 

をぬ け かたし。 かるが 故に 右の H 夫 もす. - 

ますして、 後々 に は 退屈せ り。 惑 を 弁へ て 

«智 照 ぬれ は、 今 y の 凡 位 をぬ けぬ る 故に、 

只今 OS に をと つる、 間思雜 慮の 妄は 1 度 

に 十.， i> 廿も 亡失す。 色々 の妄は 皆昧き 所に 

あつまる 事な り。 大陽 鬼に 出 給へ は、 夜中 

に 出 ありき つる 狐狸 蚊 虫の たく ひ 迄、 皆 何 

かたへ 行 やらむな きかと し。 こ k に 步士ぁ 

らんに 步 行の 者に て、 其 風の 卑俗なる を 悟 

り、 神妙に せんと 思 は、、 苦 身に してや k 

もせ は @ 習 出 侍る へし。 馬に 乘る ほとの 身 

上に なりな は、 本の 歩行の 者の 風俗 は 思 は 

すしら すなくな りぬ へ し。 我 身の 人から い 

かむ と 省て、 よくみ つからの 凡 位 をし り、 

時々 二 まと ひ を わき まへ、 扱 心 法の 受用間 

斷 なけれ は、 段々 に 其 位 をぬ けて 終に 德に 


P3 敏明 にて 人の 成しが たき 事 をな し  t  .  ,  [f 

されば5主^^とぃはんに疑ひぁるぺからす。ょみがたき書の卢までも菅公付 

、*、、、、、*、、、、、、、、、、 

給へ，。。 ぎ！： ば 。。のに .1^?*:^ は ぼへ ましき。 天神の 御手 跡と 云に はに せ 多く 侍 

？ 、、、、：、：、 

_1 きと い ( り 

り。 i 仝 海の 經と 申に さへ 誰と もしれ ぬ 筆 多し。 むかし 一犬 虚 を^れば 今 は 

万 犬聲を ゆ、 聲を 吠る もの は理を しらねば 實 なりと おもへ り 

Is 一  學友 問、 子路 はや ぶれた る 衣服 を 着し、 美服 を 着した る 者と 立なら び 

て も 不耻を 以て 名 を 得たり。 しかるに 五六 十 年 以前まで も內 所贫乏 なる 者 

も、 おもてむき をば つとめ、 借 銀 有ても なき 体 をし、 めいらぬ 額 をす る を 

以て 男氣 とし 武士と し诗 りき。 今 は 勝手よ ろしき 者 も 不自由 成体 をし、 借 

銀な き 者 も ありと. S ふ。 內所 にて は 美服 を 着 すれ 共、 公界へ はふる き 物 を 

着す る樣 なり。 子路の ほまれ 用る にたら す。 古今 風俗のう つり か はわるな 

り。 今 借 銀 ある 者に は 益 多し。 なき 者に は 損 多し。 予が 友に 有餘 はな けれ 

共、 as 銀 はなし。 此者 すこした く はへ たらば 富有に も 成べき 者 なれ ども、 

人の 難懷 をす くひ、 下々 をめ ぐみ、 愁 じて ほどこす… を 好み 侍れば、 有餘 

あるべき 樣 なし。 しかれ ども 借 銀な きが 故に、 世俗より をして し はきと 名 


入 君子の 地位に 及 ひ 侍り。 これ を 氣質變 化 

ともい へり  問、 曰、 怒を遷 さすと は 

こ-" の ものに いかれ 共、 其氣 かしこの もの 

にく はへ す。 平 人 は 一人に いかりて は其氣 

ほとけす して 一 日 も 機嫌 あし \。 顏子 のい 

かり は 其 不義 其 悪逆に ありて 人に あらす。 

こ V を以其 怒の 氣 うつさす、 鑑の美 を 照し、 

悪 を 照す ことく 去て 跡な きに て 侍る や 

答、 尤 さやう にて は 侍れと も、 其 CJ  く 心 

得た る 分に て は、 今日の 受 用と 成 かたくし 

て、 た、 聖賢の は かりなり。 今日 我人に 

ありても 聖人の 怒に 同し きと あり。 むか レ 

物語 をき x て も、 長 田 か義朝 をた はかり 鎌 

田 を 殺した る 所に て は、 誰もに くき 心 生し、 

いかり 發 して、 -其 時に 居たら まし か は， 1 

刀 切た くお も ふ 也。 又 今の 時 にても 他に 不 

義 M なる もの あれ は、 にくき いかり 生し 

ぬ。 しかれと も 此怒は 性 命の 正に 本つ きて 
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付、 たく はへ も 有 やうに 申 侍り。 此者を ごら す 不作法なら す。 ついえな き 

所より し はきと い へる か。 又 しれる 者に 借 銀 ある 者 あり。 此者 無欲より す 

りきり たるに も あらす、 人 をす くひて 不足に も あらす。 借 銀な きむかし よ 

り 人の 患難 を もめぐ ます。 下々 の 困窮 を も かへ. nN みす。 百姓の 飢寒 を もす 

く はす。 親類 知 昔の をち め を も 見過し、 無理なる ことに も 下人に 物 を わき 

まへ させ、 樣. _< きたなく 不仁なる しわざの み 有て、 禮儀 のっとめ はし 侍ら 

ね 共、 借 銀 あるば かりにて、 をして 器用 人の 數に 入、 外人の そしり うらみ を 

得ざる がごと し。 如此 なれば、 右の 借 銀な く、 よく ほどこし. めぐみ、 禮儀 

のっとめ いたし 侍りし 者 も 退屈して、 年來 のつ 、しみ も ゆるくな り、 人な 

みに 借 銀出來 侍り。 借 銀 すれば そしり 恨み 共に まぬかれて 心 やすし。 た^ 

此 かたに 益 多し と 人 毎に 思 ひ 侍れば、 かく 世 中に すりきり 多く 成 行 侍るな 

るべ し JS て 云、 この 故に かの 勇 を 尊ぶな り。 大勇 力の 人なら では 世俗 

非道の そしりに ひかれす して、 獨立 しがた く、 仁 善 をと ぐる 事 成が たき も 

のな り。 吾子 柿 山伏の 狂言 を 見す や。 鳴べき 理 なけれ ども 人な かんとい へ 

ばな き， 飛べき 樣 なけれ 共 人と ばんと いへば とぶ。 只 人の ほめ そしりに の 

 bsii'.  -—i  -, 
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私欲の まし はりな き 故に、 た 、氣 の廣大 SP 

强 になり たろ はかりに て、 相 火の.^』 かふ、 

なぐ， 內心 常よりも 淸明 也。 これ 一 は 各 我 

等と きとい へ とも 聖人の 心地に 近く 侍るな 

り。 是を 怒に うつらす とい ふ。 聖人 は 今日 

の 交接と いへ とも 私欲の ましり なく、 萬 事 

皆 性 命 上より 發 する 故に 皆 如此。 吾人 は 他 

人の 上に は如此 明か なれと も， 身の 交接す 

る 處にを ひて は、 私欲 まし はる 故に、 其 怒 

る 所 は 道理 にても、 相 火た かふり、 内心 ふ 

す ほりく らく <jg:g に、 氣 いれて し、 まり * 

言語つ ゐてを あやまり、 平復の 時拷 ハゅ お ほ 

し。 これ を 怒に うつる とい へり。 文 王 一た 

ひい かり 給 ひて、 天下の 民 安し。 聖人 はい 

かり 給 ふ £ なし。 若い かり 給へ は 天理 存し、 

人欲 亡 ひ 善人 あら はれ、 悪人 退き、 雷雨の 

動かと く、 惡人を それて 其 逆心の 肝 を 消 也。 

只い かりの みに あらす、 悲哀と いへ とも 吾 


二  =1四 

み 心 ありて、 定見な き 者 如此し 

^ 一  心 友 問、 貴 老六藝 を^して、 御 は馬衛 なりと かき 袷へ る を そしる 者 あ 

り" 御 は 車 を 御す る 術な り。 日本の 乘 馬の 術に あらす といへ り 云、 初 

學の人 とても 御の 車 法た る 事 を 不知 者な し。 日本に て 六 藝を云 時 は 御は乘 

馬に 當れ り。 其上易經にも服^Fー_^t馬•ーとぁり。 馬術の 始は乘 馬な り。 車 

は 後世 文備 りたる 時の 制な り。 もろこし といへ ども 五— 胡乱-レア 華， 以— 來。 惟 

知ミ 鞍-馬， 爲， 1，.. 便-利 ，。 雖，， 萬- 乘， 之 尊 猶執 -iis- といへ る 時 は、 

今 は乘 馬な り。 物必 盛衰 あり、 車 御 は 盛なる 時の 法な り。 古人 乘？ 車-。 f 

中不 n 內 i 顧 T。 不二 親ク 指？ 不， dss 行 ま 則 鳴 i- 佩 T。 在 i 車-則 聞，， 

和-驚；。 式 5 ォ" §視；1 馬-尾 r 自 -然- 一有 ri 箇， 君子 大- 人， 氣-象 一とい へり。 

禮の 盛なる 時に 生れた る 君子の ことなり。 もし 如此 にして 必す大 \ とすと 

いは t -、 舜の 野人た る 時 は 聖人と すべから ざる か。 伊 ftMf 華の 野に 耕し、 

傅說储 夫の わざ をせ し 時、 何 ぞ此体 あらん。 それ 物の 始は 質素な り。 盛な 

る 時 は 文備れ り。 衰に 及て 事 略す。 始と衰 と 其 事業 各^ なれ 共、 物 盛 なれ 

ばかなら す をと ろ ふ。 をと ろへ て は始に 近し。 いにしへの 車 戰の法 後世 復 


人に あって 聖人に 近き と あり。 五 百 歳 千歳 

昔の £、 漢太诱 〔倭 力〕 となく 物の 哀 なると 

V, 道理の 至極 を IS て は、 淚し き、 りに して 

と. 1 むへから す。 一体の 心眞實 惻怛の 情に 

おこる といへ とも、 本心の 靈臺に をいて 少 

も 損 5a なし。 平 人の 心 はかへ りて 常よりも 

悪念 妄 思いたら すして 善に 近き £ あり。 私 

欲の まし はりな きか 故 也 

お 學友 間、 1 致 知の 心 法 は 古昔の 經に 

もみえ す。 孔聖の 語に も 見へ 侍らす。 子 思 

初て 發 明し 給 ふか 答 云、 易の 六十 四 

卦其 位に 應 して 格 致の 心 法 あらす と 云と な 

し。 易 簡明 白に いつれ へ も 通る やうに、 初 

て か --け 出し 給 ひ しと は 堯の舜 に 18 ふ 執 

中の 心 法 也。 孔子の 顏 子に 傅 給 ふ 非 禮視聽 

言動す る ことな かれ、 とこれ 皆 § 致 知の 

義 也。 曾 子の 一 貧 を 忠恕と や はらけ 給 ふと 

<. 子 思 また 孔 曾の 傳の心 を 述て經 1 章と 
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しがた し。 上古の 服牛乘 馬と い へる 所に 歸 たる ものな り。 故に 令の 六藝を 

いふ 時 は、 御は乘 馬な り。 日本に て義經 義貞正 成までの 馬戰 はもろ こし 上 

代の 車戰 のどし。 車戰は 上手 なれば 犬に 利 あり。 中 野な どに て 俄かなる 時 

に は 城廓 ともなり、 陣屋 共 成な り、 下手 なれば 騎馬に を とれり。 日本の 馬 

戰も 上手 なれば 勝利 あり。 下手に て はなり がた し。 この 故に 近代^ をり 立 

たる 鐘 軍に なりて、 馬 軍 はまれな り。 義經は 打 物の 達者つ よ 馬の 手き V を 

十二 人す ぐり て、 前後左右に 立て 數 万の 歒をか ゆなび け、 かたき をく だく 

事 をな せり。 義貞正 成 KJ れを 學で義 貞は 十六 人 正 成 は 一 一十 一 人 ありし とな 

り。 殘る 所の 兵 も 相つ 1- きたる 達者 多し。 ニ將 共に 數 千の 敵に かけあ ひ、 

中 を わり かけやぶ り、 必死に 入て 一生 を 全くせ り。 源平の 戰に 平家 方より 

惡 七兵衛 景淸、 越 中の 次 郞兵衞 などい ふ 一 人當 千の 大勇 力の 兵 二十 一騎 ま 

で 木戶を 開て 出し かど も、 熊 谷 父子が よき 馬に のりて、 達者の きこえ あり 

ければ、 かけ 合する あた はすして、 皆 あてた を されん 事 を 恐れし なり e 

日本の 武道に も 盛衰 あり。 今 はいに しへ に 及が たし 

^ 1 心 友 問、 至理を 書と いへ ども かな 書 なれば、 世人 かろく 思 ひ 侍り。 文 
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し 給 ふ 時 格物致知 といへ り 

間、 親 聽見動 を 云て 干 要の 思 を 殘し拾 ふと 

はいか、 答、 四時と 云て 土用 を い は 

す。 元 亨利貞 と 云て 誠 をい はす、 仁義 智 

と 云て 信 をい はす。 四に 應 して はなれさる 

もの は、 いはす して 其 内に あり。 視驄 言動 

の 四の もの 思 を 主と せす とい ふ CJ なし。 其 

上顏 子に は 思の 格 は 不用と あり。 中 人 以下 

のお は、 善 を 思 ひ蓥を 行て、 悪 をお も ひ 悪 

をな すに かふるな り。 心 思 躬行と もに 善の 

みに して 悪な きを 善人と いふ。 凡俗 を 出る 

の 初な り 。是 より 信 美 大聖 神に す、 むへ し。 

顏子 は旣に 大人な り。 悪念の 靈摄に 往来せ 

さろ のみなら す、 1 も 又往來 せす、 何の 

思の 格 あらん や。 然と も 三月 仁に 蓬 はさる 

の 語 あり。 春夏秋冬 皆 三月に して 相 易る も 

の なれ は、 三月と いへ は 一年中の となり。 

年月日 時 をへ て 終に 仁に たか ふ £ なし。 し 


,  1 1 三 六 

字 ある 人 は^ 以見 にたら すと す， - 其 かな 書 を 漢字の 文に なをせば、 唐の 書 

にこと なる 事な し。 しかれ 共 道德を しれる 人の かきたる 假名 書 を、 道德を 

知ざる 人な をし 侍れば. かな 書より はこ k ろ を とれり。 をと りても まさる 

f 

かな 書より は、 人の 思 ひ 入よ く 侍るべき か 答 云、 それ 道 は聲モ なく 臭 

、 A  、 、 

もな くして 存ぜ り。 思に 及が たし。 思 は 言に のべが たし。 言 は 書に 盡 しが 

たし。 漢字の 文章に ふくめる 深理は 和字の 假名 書に うつしが たし。 しかり 

といへ 共、 學者聖 經賢傳 の 吾心の 註釋 なる 道理 を 失 ひ、 心 を 外にして 經傳を 

見 時 は經傳 本と なり、 吾心 末と 成ぬ。 故に 經傳の 文の 高く 深き を もて あそ 

び、 其理を 口にの ぶる ばかりにて 心 を 失へ り。 文の 奥義 も 口耳の 學 となり 

て 齋家治 國の用 をな さ る 事 久し。 是正 心 脩 身の 實學 にあら ざれば なり。 

假名 書の 直に 理を發 明して、 人心の まど ひ を 解、 人情 時變に 通じて 心 思 を 

內に向 はしめ、 齋家 治國の 用に たより あらん は 時に とりて 益す くな からす。 

此心を 得て 後 聖經を 見 時 は、 聖經の 文理 皆內に 向て、 心 法始て 得べ し。 眞 

に 聖人に まみ ゆる ごとくの 餘情 あり。 キ： 經 にあら ざれば 賢傳 とい へど も 及 

がた し。 况ゃ 假名 書 は 奥義 を 述べから す。 文 を ふみと よむ もふくむ の義な 


かれと も 三月 違 はすと いふ もの は、 たま さ 

かに 暫の間 善 念の きさし ある CJ あり。 おも 

ふと もな く、 する ともなく、 寂然 不動に し 

て感 して 通す る 聖人の 心地に は、 少ぉ よは 

さる こと- 三月の 後な き CJ あた はす。 然共 

た." 1 片の浮 雲の 大虚を 過る かとし。 それ 

たに 平 人に ありて は譽 へき ほとの 善 なれと 

も、 顏 子に を ひて は 自然の 体に あらさる 故 

に、 その 善 念 を 須臾 もと X めす。 遠から す 

して 復 するな り 間、 心に たに 如此な 

らは、 視聽 言動の 末の £ を ilfii ふと はいか 

>- 答、 顏子 高明廣 遠のと に を ひて は 

聖人に 同し、 今 さら 吿給 ふへ きに あらす。 

平 人より 聖人に 至る もの は 本を務 るに 急 々 

なり。 末の CJ に は 心 もっかす、 殘り ある CJ 

あり。 仁 は 天地 萬 物を以 一体と す、 殘 すへ 

きものな し。 これによ つて 末のと を^ 給へ 

り。 顏子 治國の 論に を ひて 輅冕 等を以 こた 
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り。 中の く を 略して ふみと 云。 みむ は 五 音 通す。 和の 言葉に は此例 多し。 一 

和字の 書に は 道理 を 述べし-, - 道理 を ふくみが たし。 故に 三十 一 字の 詠哥に ： 

つらねて 心 を ふくめり。 これ 吾國の 風の 妙な り。 たと ひやまと ことばの 假ー 

名 書 も 此心を 得た らんに は、 など かふくむ 道理な かるべき。 初より 漢書 を 一 

ば 深く 取て 見、 和書 をば あさく おも ひて 見 故に、 漢文に か はらぬ 和書 ぁスニ 

も、 其 、しむな しく うづ もれぬ。 漢土の 人と い へ 共、 經傳の 文理 * ゲ もて あそ： 

選道德  トし 

びて、 道 を しらざる 者 多し。 書中の ふくむと ころ 心 法に 益な し。 叉 K を悅； 

て 多 身の 學を すると 思へ る も、 法に 落て 心 法 を 不知 人 多し。 如此 たぐ ひの 一 

,  一 

人の かきたる 書 は、 漢文の 書 も 見に たらす。 たと ひ 和字の かな 書に して 含 一 

む 神妙な しとい ふと も、 德を 知て 文に はせ す、 道 を 見て 法に 落す。 いふ 所 一 

實學 ならば、 信じて みる 人み な實に おもむく べしし 天下 古今の 文學 する 人 一 

あげて かぞ へがた しとい へ 共、 實を ふみ 行 ふ 人 まれな り。 心は實 なる も 、も 一 

法 を 不知 故に、 道學の 日用に 便な き 事 久し。 和書たり と. S ふと も 人生 日用 一 

の受 用に 签 あり。 齋家 治國の 情に 便 あらば あなどる ベから す。 此心を 得て 一 

後 經傳を 見ば、 書み な 我心の 註解と なりて、 先 1  口す る 所 を 知べ し  一 
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へ 給 ふ 所に て 知へ し 間、 先生の 論 は 

陽 明 子の 傳に 似たり。 朱 子 王子 格 致に をい 

ては黑白のたかひぁる^！^はぃか i 答、 

愚 は 朱 子に もとらす、 陽 明に もとらす、 た 

X 古の 聖人に 取て 用ひ恃 るな り。 S3 統の傳 

のより 來 ると 朱 王 共に 同し。 其 言 は 時に よ 

つて 發 する 成へ し。 其 露に を ひて は 符節 を 

合せた るか CJ し。 又朱王とても^^；別にぁら 

す。 朱 子 は 時 の^をた めんかた めに 理を究 

め、 惑 を 弁る の 上に 贯し。 自反 慎獨の 功な 

きに あらす。 王子 も 時の 弊に よって 自反慎 

獨の 功に 重し。 究理の 學 なきに あらす。 愚 

拙 自ー陝 愼獨の 功の 内に 向て 受 用と 成 事 は、 

陽 明の 良 智の發 起に 取、 惑 を 弁る の 事 は 朱 

子 究理の 學 により 侍り。 朱 王の 世に 人の ま 

とひ 異なり。 地 を 《^ へ は 同し かるへ し。 究 

理 とて 事々 物々 の理と 空に いひて は 人のう 

たか ひ あり。 た- -學 者の 心の まと ひ ある 所 


二  =1 八 

^ 1 心 友 問、 柳 下惠の 和に も淸 あり や 答 云、 淸 あり。 た 三 X 質の つと 

めすして なす 所 和に あり。 無作法 不行儀の 中に 居て、 汝は汝 をせ よ、 我 は 

我 を せん。 汝安ぞ よく 我 をけ がさん や。 是涅に すれば：！ まざる の 架な り。 

淸 これより よき はなし 問、 しからば 伯 夷叔齋 〔^^£11 れ *^〕 にも 又 和 あ 

り や 云、 和 あり。 た 天質 淸に 多の み。 無欲 無我に して 人と 爭£ なき 

は 和に あらす や。 孟子に 惡 をに くむの 心 をお すと い へ る 所 を あしく 見て、 

伯 夷 を淸に 過た る 人の 様に 思へ り。 孟子 は 其 心根の 淸を 察しき はめて いへ 

るな り 0 常の 行蹿 にある にあら す 

一  心 友 問、 天下 國 家事な き？ 1 あた はす。 上に 居 人無爲 にして 治 こと 有が 

たかるべし。 人世み な爲事 あり、 いかなる を か無爲 とい ふべき 答 云、 

世人 馬の 人 次第なる を無爲 なる 馬 也と いへ り。 此言 暗に 理に あたれり。 そ 

れ馬を 使 もの は 人な り。 人 をつ かふ もの は 天な り。 人の 理 にしたがって 動 

き、 私意 を まじへ ざる は 是無爲 なり。 事の 多少 動靜 にか- - はらす、 出て 勞 

すべき 時に 勞せ すして 閑居す る は、 無爲 にあら す。 隱 居して ひとり 其 身 を 

よくすべき 待に 當て、 出て 世間 を 渡る も無爲 にあら す。 皆 名利 を 主として 


の、 事物に よって 其 理を究 るな り。 され は 

是は初 i& の 時のと なり。 大意 心に 知得 すれ 

は、 いまた 不レ辨 のと、 本 不知の 事、 千 萬 

の 事 ®i に來 ると い へ とも まと ふへ き 事な 

し。 異學の 1 代 心 を盡す 悟と いふ もの は、 

聖學に を ひて は 骨 を も おらす、 心 を も勞せ 

すして 遊 ひなから 得る £ なり 

^ 學友 間、 云、 同し く 聖賢に て 侍れ は、 何 

れも 孝行なら すと いふ £ は ある ましき に、 

大舜文 王 曾子閎 子の 數人 はかり 孝子の 敷に 

入 侍る £ はいか V 答 云、 歳 塞して 松 

招の 紅 紫に をく る Co をし り 侍りぬ。 平生 

無事の 時には、 聖賢の 善行と にめ つらし く 

いふへ き樣 なし。 聖賢の 道 を 行 ひ 給 ふ は、 

人の 無病の 時と 同し 理 にて 常 也。 其 時 は 凡 

夫もう ちみた る 所 はわ かち かたし。 明 者の 

目に は黑 白の Co  くわ かたれ 侍らん つれと 

も、 大 1$ か大惡 人に てた にあら ね は、 夏 
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私意に を こる ものな り。 馬の 馬屋 を 出す 時は轡 すま ひ をして 不出。 又 馬屋 

へ 引 こむ 時 は を どり はねて 不 入が ごとし。 是を くせ 馬と いふ。 無爲 にあら 

す。 人 も 天理の 自然にしたがって、 或は 勞し 或は 休す。 其 聞に 私心 を 入 ざ 

る は無爲 なり。 君た る 人の 時 所 位に したがって 無事 を 行 ひ 給 ひ、 天下 國家 

淨淸 なる を無爲 にして 治と 云 

一は 一 心 友 問、 議論 講明甚 親切に、 道理く はしけれ ども、 其 心 術 躬行に 名利 

の 交り ある は 何ぞゃ 答 云、 心 法 は 問擧の あらき、 く はしき に は よらす。 

た 心の むか ふところ 異なり。 心內 にむ かふ 時 は、 一言に しても 精 微を盡 

すべし。 心外に 向 もの は 千言万語の 親切なる 講習 をな すと も、 た- 說 話の 

みに して 精微に 入と あた はす。 心 は 本の 凡 心なり、 何ぞ 名利 をまぬ かれん 

や 問、 心い か して 内に むか ふべき や 云、 これい ひがたし。 吾子 

の 心 初より 內に むかへ り。 他の 學 者の 心 を 見て 分明なる べし。 內に 向た る 

人に 學時 は、 學 者の 心 自然に >,£ にむ かふ。 外に 向た る 人に 學時 は舉 者の 心 

自然に 外にむ かひ 去。 親切の 心 術と もに 外にむ かふ 事 を 不知。 是意 を以意 

を傳 ふ、 言語の 及ぶ 所に あらす 

卷俸九  11 111 九 


蕃山 全集 第一 《ー 


二 四 〇 


山の 靑 は、？ 4 冬 木の わかち しらぬ 目に は、 

た  > -靑 山と はかり 見るな り。 大難に ぁひ大 

變 にあ ひて は、 凡人と 君子との わかち 大に 

ちか ひ あり。 孝子の 敷に」 ふ i は、 何も 

あ ふ 所の 境界 常なら ぬ 所 ありし 故にて 侍り 

間、 人の 行 は 孝より 大 なる はなしと 

いへ り。 然るに 孝行 は聖 EW にもお とらす し 

て、 聖 S の 品に はもれ たる 人 侍る はいか、 

曰、 それ は氣 質の 美に て 侍り。 いまた 

大道 を 見す して 入 德の舉 はしらされ とも、 

i に 木 氣の精 を 多くう けて 生れ ぬれ は、 

木 氣の神 は 仁なん か 故に、 慈 孝 懇切に して、 

俗に 小心と もい ふ ものに て 孝行なる ものな 

り。 其方の 氣 質に あっき ほと、 又 他の 靈明 

うすけれ は、 孝行なる ほと にと て舉用 ひて 

は、 國 家の 政道な とに は 不才なる かお ほく 

侍り。 此人賢 聖の師 にあ ひて、 心 法 を受用 

せら るれ は、 それ は 又 常の 人に ちか ひ 各 別 
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義論之 三 

な 一 心 友 歎て 云、 後世 道 は 行 はれ ざら むか 


答 云、 此 遠方の 小國に 生れ 


ながら、 聖 神の 道 德を學 びて 異端に おちす、 死生 一貫 贫富 一致の 理 をき は 

困 幽明 入 鬼 

め、 天地万物 うたが ひなき 事 は、 人生の 幸 何事 か是 にしかん C 理に 大小な 

、 、 、 、 

し。 我 も 亦 一大 虔 なり。 我に をいて 天地 位し、 萬 物 育せ り。 心 善の みに し 

、 、 、 

て惡 なくば、 今の 世に 生れても 堯舜の 民 也。 万物 一体の 情 は 人のう へ をな 

げかで も かな はす。 しかれ どもし ゐて なげく は 非 也。 命 を 不知 也 

IM 1 舊友 問、 日本 は武國 なり。 しかるに 仁 國と云 は 何ぞゃ 云、 仁國な 

るが 故に 武 なり。 仁者 は 必す勇 あるの 理 明かなら す や。 北狄は 國也。 然 

れ共 不仁に して 禽獣に 近し 。勇者 は必 しも 仁 あらす の 至言 まこと ならす や。 

夫 仁 は 人 也〕 心の 德 なり。 慈愛 惻隱は 人の 情なり。 無欲 無爲は 人の 本 也。 

天 は 其 心 万物に あまね きが 故に 無心な り。 仁 は 万物 を 以て 一： 1£ とする 故に 


入 德の功 はやく 他の 不足なる 所 もます *t や 

すく 侍り。 曾 子の ことき 是也。 むかし 曾 子 

父の ために 瓜 をく さきれ り。 あやまりて 瓜 

の 根 をた つ。 曾哲 怒て 大杖を あけて 曾 子 を 

うつ。 曾 子た えて 地に 伏たり しかと も、 狂者 

なれ はすて V 家に 入ぬ。 しはらく 有て 曾 子 

よみ か へれり。 父の 心 もとな く 思 ひ 給 はん 

CJ を はかりて、 曾哲の 前に 跪き、 さきに 不 

敬の 罪 あり、 大人 力 を 用 ひて 敎給 ふと 云て、 

我方に 歸り、 琴 を 彈し詩 を 詠して、 父に 痛 

みなき CJ をし らしめ たり。 遠近と なく 朋友 

となく 聞 人淚を 流し 感 しあへ り。 門人 说て 

夫子に 吿 たり。 孔子 聞 RP て、 吾 道の 學 者に 

あらす。 門に いたる £ なかれと、 侍者 驚て 

其 故 をと ふ。 孔子 曰、 われ 人に 孝を敎 るに 

大 舜を師 とせす とい ふとな し。 舜は 父の 小 

杖 を 持てう つ 時 はう たれて 退き 給 ふ。 大杖 

を 持て を ふ 時 は 其 あたりに ちかつ き 給 は 
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無欲な り。 動に 公 を 以てす。 故に 無爲 なり。 仁者の 樂は山 也と は、 仁者の 

心 を かたどる に 山の.： ：o し。 無欲なる が 故に 靜な りつ 知者の 樂は 水な りと は、 

知者の 心 を かたどる に 水の どし。 源 ふかき もの は 流 遠し。 ふかきと は 神化 

の あっき を 云。 知者 は 無事なる 所 を 行 ふ。 流水の 物た る、 內 明かに して 外 

順な り。 大知は 愚なる が どし。 泥土の ためにし ばし 濁る も 行て は 終に すめ 

り。 誠のお ほふべ からざる なり。 知者 はま ど はす、 勇者 は を それす、 仁者 

は うれへ す。 知 は 明の 至な り。 勇 は 義の德 なり。 仁 は 生の 精な り。 此 故に 

仁者 はいの ちな がし 

12 一  心 友 問、 むかし 漢に黄 老の道 を 好て 淸靜の 化 行 はれたり と。 しからば 

異端 も 亦 用る に 益 あるか 答 云、 陰陽 を 和 調す る は、 實は儉 節に あり。 

孔子 曰、 約 失 之 者 すくなし と。 愚 もまた 黄 老の畢 者な り。 淸靜 にして 欲 

すくな からん u をね がふ。 本より 榮利 をした はす、 皆 聖人の 一端な り。 老 

子 云、 學道日 損すと。 道 は 天理な. 5。 學は 習て 明に する の義 なり。 天理に 

したが ひ 習て 人倫 を 明かに する 時 は、 人欲 日々 に 損亡す。 よく 道 を 學ぶ者 

は 大事 化して 小事と なり、 小事 は 無事と なる。 多 は 日々 に 約に 歸し、 奢 は 
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す。 父 をして 人 を 殺す の 罪に いたらし めし 

と 也。 今 曾 子 幸に よみ か へ りたれ はこ そ あ 

れ、 所 あしくて 其 ま V に-;^ な は、 曾 哲は孝 

子 を 殺の 罪 をまぬ かれし。 何 そ 大杖を 見て 

はやく 5^ かさる や、 心 を 用 さるの 甚 しき 也 

と。 門人 曾 子に 吿 たり。 曾子趨 りて 其 罪 を 

謝す。 曾 子 は 生れ 付て 孝行に はお はしけれ 

とも、 s;fs 木訥なる 所 ありき。 然れと 

も 大舉の 心 法を受 用し 給へ は、 愚なる も 明 

に、 柔 なる も 剛く、 いきな から 神化 變 通し 

て、 大 の 位に 至り 給へ は、 天下の 事に を 

いて 何事 も 聖人に たか ひ 給 ふとな し 

^ 心 友 間 孝經之 大綱  答 云、 孝經 

の 心 法 は 正レ心 修レ身 天命の 分 を 安して 人 

々處 ると ころの 位に 隨て道 を 行 也。 天の 人 

を 生す る £、 物 あれ は 則 あり。 天子の 富贵 

に は をのつ から 天子の 則 あり。  <ム 侯伯 子 男 

をのく 則 あり。 蜘 大夫士 その 道 あり。 晨 


日 々 に 儉に歸 す。 これ 皆 曰 捩す るの 義也。 損じ 盡 すの 至 は 我心 大虔と 成て 

一物な し。 是 故に 思 ふ 事 もな く、 する KJ もな し。 思 ふ HJ みな 文理なる を 思 

ふ なしと いふ。 なす 事み な禮 俵なる を、 する Hi なしと いふ。 た M 人欲い 

まだつ きざる が 故に、 思 ひ は 文理 を 失て 妄念と なり、 わざ は禕 儀に たが ひ 

て雜吝 となる 問、 儉 約の 一 事い かにして か 陰陽 を 調和す るに 至べき や。 


陰陽 調和せば 雨風 も 民の 願に したが はんか 云、 儉 約の 本 は 無欲な り。 

、 

上 無欲 なれば 事 すくなし。 無事 をた のしむ 者 は 財 を たっとびす。 財 をた つ 

とび ざれば あつむる u なし • 財 をの づ から 天下に 散 じて 民 もた からと せす。 

たからと せ ざれば 相爭 HJ なし。 井 を ほりて 水の み、 田 を 耕して 貧す。 五穀 

のみ 年々 に 多く 生じて 水. i< の，^ し。 人に 不仁の 者 ある MJ なし。 戶ざ、 ざれ 

ども 盜 なし。 それ 如此 なる 時 は 刑 政 用る 所な し， 衣裳 を たれて 天下 治れり， 

围を しへ  風俗  節 

これ 禮樂の 質 也。 こ、 に 初て 學 校の 政、 孝弟 忠信の 敎を なすべし-" 儉 約の 

、、  、、、、、、、  、  、 

義 至れり 盡 せり 

^ 一  朋友 曰、 吾 しれる 人文 學を 好めり。 常の 武士の やうに 剛毅に もな く、 

文書の み を 事と し、 靜 なる 休な り。 學 者の しるしと 奇特に おも ひ 侍り . 


ェ商 その 務 あり。 其 行處の 大小 は 名 別 なれ 

とも、 孝の 心 法 はか はりな し。 大河の 水の な 

かれて 處に隨 て 象 をな すか とし。 方々 にて 

田地の ために 井手 をつ くれは、 其 井手 ほと 

に 流る、 か £ し。 ひき X に 就て 昼夜 をと \ 

めす。 外溫 にして 內 明なる の 性 はか はりな 

し。 君子の 象な り。 小人の 心 法 は 外 を てら 

して 内昏 し。 人の 非 を かそへ て、 己 か 不善 

を改 す。 燈臺の もと 昧か £ し。 天下の 人み 

な 内 明に して 己 か 不足 をし る。 外溫 にして 

人の 非 をと かめす。 天下の 人み な 我に まさ 

る 所 ある to を 知 は 老子の 象のと く、 相た す 

けて 天下 平なる へし。 孔子の 時す てに 異端 

の 起る へき 萌し あり。 孔門の 學者は 皆 人々 

の. S1 あり、 多く は 日本の 地 士と云 か tj く 

にて、 古風の 田地の I あり。 學は 正心修 

身の 志に てまな ぶ もの 也。 出て つか ふる 人 

も國 家の 一 忟 のっとめ あり。 口に 道 を設て 

集義 和書 卷笫六 


答 云、 剛毅なら す靜 かなる は尤 よき 事な り。 しかれ ども 文書の み 事と すと 

聞 所 はいか あらん。 公家 か、 史儒 か、 出家な どに して はよ かるべし。 武 

士 たるう へ は をの づ から 其つ とめ あり。 孔子 も 書 をのみ 事と はし 給 は ざり 

き。 士大 夫な りし 故に 文武 共に かねて 射 御の 道 を も 得 給へ り。 文 道 をば す 

きて 武藝は 不得手な るか、 きら ひなら ば 其 不得手 も きら ひも 天性の 生 付な 

れば不 苦な り。 公家に は 筋なくて はかな ふま じければ、 文 學者か 右筆 か、 

又は 武家 にても、 武藝の いらざる 舉 公 も あれば、 其 中 を 撰ぶ か。 拔は 農工 

商に なりと もく だるべき ことなり。 文武 を かねす して 不叶。 平 さ ぶら ひの 

位に 居ながら、 一 向つ とめざる は 其 良知に もこ、 ろよ からざる u なり。 し 

かれば 其 業に ゐて 其つ とめな き 者 をよ しと はい ひがたし。 た 天性の 我 分 

ほどの 所に 身 を をくべき £ なり。 我 友に よき 人 がらなる 人 あり。 いつも 此 

人 を わけて 士の 手本と す。 勇力 ありて 武藝に 達し、 武士の 中に もまれなる 

f 困す と 

士 なり。 又納言 大臣と しても そな はれる 所 あり。 心. S さぎよ く、 風け だか 

く、 諸士の 上に を かで かな はざる 人 也。 道 を 好み 德 をした ひて を こたる 5 

なし。 無事にして しづかなる 人な り 
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«義 なく * 本產 なくして 道 を說て 人に やし 

な はる. - もの はな かりし かと-も、 堯舜三 王 

の 盛な りし 時と はち かひ， 何となく いろめ 

きて、 五 等の 人倫 はかりの 樣に はなき 勢 あ 

り。 孔子の 時 を § はすして、 天下 を 周流 

し 給 ふ も 古に なき 風 也。 聖人に して 時の 變 

を 行 ひ 給へ とも、 後世の 人 これ を 似せて 一 

ニ變 する 時 は、 五 等の 人倫の 外に 道學 を以 

家 を 建て、 產業 とする もの 出来る 勢な り。 

孔子 は 方々 にて. S を も 辞せす して 役義を 

つとめ 給 ひき。 孟子に 至て はは ゃ師と あが 

めら れて、 方々 の 馳走 あり。 官祿 なく 產菜 

なし。 德 のおと ろへ たる 也。 しかれと も孟 

子 は大经 にて 孔子に 繼 立て 天運の 變を行 ひ 

し 人 なれ は、 其 身に をゐ てはい ふへ き やう 

なし。 後世に 至て 孟子の 德なき 人 孟子の 風 

になら ふ 時 は、 まさしく 道 學を說 て 產荣と 

する になれ り。 たと へ 其 人 私欲の け かれな 


二 四 四 

1 心 友 問、 敬を不 失と すれ 共、 何の 心 もな く 居 多し 云、 何 心 もな 

き は 人心の 常 也。 敬と いひ 戒愤 恐懼と いふ は 主意な り。 常に 心に これ を 持 

する にあら す。 敬 は 心の 也。 15 臾も 離べ からす。 只 主意の むか ふ 所 異な 

る を 以て 君子と いひ、 小人と いふ。 外に 向て 人の 0^ 聞す る 所の みを愼 み、 

內 心に 耻 ざる を 離る と 一 K。 则 凡夫 也。 君子 は 主意と する 所- S: にあり。 天地 

神明 を 師友と して、 人の 见聞 及ばざる 地 一念 獨 知の 所に をいて 戒 酒す。 是 

を 愼獨と 云。 己が 心に 耻て ひとりし ると ころ を愼 みなば、 いづれ の 時に か 

不善 をな し、 不義 をな さんや。 義 と共に 隨て 好惡の 欲な き 時 は， 天理 常に 

存 す。 敬 これより 犬なる はなし。 只 敬 は 一 のみ、 外にむ かひ 內 にむ かふの 

別 あり。 君子 小人の わかる k 所な り 

^ 一  心 友 問、 夫レ 仁-者"。 己 レ欲士 ヰート 而立 ^ 人 ，0 己い 欲 ^ 達." 一 卜而達 5 人" と は 

何とい ふ そや 云、 仁者 は 己 あるるな し。 凡夫の 立身と 云 は、 己一 人 

の爲 にして 人の 害 ある £を 察せす。 己が 欲心 を 達する のみ 也。 己 ある と 

のみ 知て、 人 ある i を しらす。 この 故に 幸 を 得ても 民望 を 失へ り。 君子 は 

万物 一 体 道 器 一 貫の 身 を 立、 道 を 達す。 故に 時に 逢て 志 を 得 時 は、 兼て 天 


く、 道 を 行 とても、 五 等の 人倫 を 離れて、 

道 者と 云 もの 出来る 時 は、 はや 五 等の 人 は 

道 を 離る- -所 あり。 終に は 道 學は床 道具と 

成て、 天下 國 家の 用 をな さす。 其 後 道者佛 

者と て、 人倫の 外に 道を說 てすき は ひとす 

る ものお ほく、 爭ひ 起り たる は尤 也。 孔子 

此萌 を御覽 ありし 故に、 五 等の 孝を發 明し 

給 ふなり。 萬 歳 道 學の鑑 也。 此鑑に 違 ふ 人 

は 堯舜の 徒に あらさる £ 明らけ し 

問、 五 等は數 すくなき とに て 侍れ は、 古と 

て も 五 等 はかりに て は 用達す ましき 事と 思 

ひ 侍り 曰、 大綱 は 五 等より 外な けれ 

とも、 其 一等く に 類 ひ 多し。 天子 はかり 

只 一人に てお はします、 日本の 今にて は 又 

大樹 御 一 人な り。 諸侯 一等と いへ とも 公侯 

伯 子 男の 五 品 あり。 外にい また 附庸 の國ぁ 

り。 日本 にても 名 こそ 違 たれ、 此品 あり。 

四 五 ナ万石 以上 は <ム 侯の さく、 三 拾 万 石の 


下 をよ くす。 時に 不 逢して 志 を 得ざる 時 は、 獨其身 をよ くす。 然れ ども 人 を 
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立、 人 を 達する の道德 は、 渾 然として 備れ り。 それ 國 天下の 困窮す るて」 は、 

、 、 、 

君子 先 困窮して 達せ ざれば な to- 

問、 能 ク近ク 取 i"^ と は 如何 曰、 中庸-一 曰、 子 ，曰。 道" 不， 遠， 人-一。 人ノ之 

爲レ 道，^ 而遠 t 人-一 。不， 可 一一 以テ爲 I レ道ト 。詩-曰、 伐： 柯ヲ 伐？ 柯テ 。其， 則 不レ遠 カラ。 

執 一 レア 柯ヲ 以テ 伐， お".。 晩 而視！ 之.. 猶以爲 4"r。 故 一一 君子 ハ以ー X， 治 5 人， 6 改 テ而メ 

止ル。 忠-恕 ハ違ル い 道， 不レ 遠？ 70 施 諸 己-一一 而不ル 1 願 ハ亦勿 ^ 施； V. 於 人 一一。 これ 

能 近く 譬を とる 也。 斧の 柄 をき るに、 則 手に 持た る 柄 を 手本と する MJ なれ 

ば甚 近し。 然れ ども 人 作に て 二 物 なれば 猶 遠し。 忠恕の 道は是 よりも. 近 t 

あり 0 人 を 以て 人 を 治る は 二人の やう なれ ども、 心の 天理 は 天下一 貫な 

り。 己が 好む 所の 義理 は 人 も 好み、 惡む 所の 不義 は 人 もに くむ 故な り。 中 

心を忠 とす。 中 は 天下の 大本 也。 天理 自然の 眞を 中と 云、 如 心を恕 とす。 

天 l-bl 然の眞 心の 如く 受 用して 違 はざる を 云。 故に 天理 一 源の 眞を 推て 人 

に 及す 時 は、 中國 本朝と いへ ども 違と なし。 後 来の 習 心 私心 私欲 を 以て 交 

とき は、 兄弟と いへ ども 墻に鬩 ぐの 憂 あり。 此ゅ へに 能 近く 譬を 取て 忠恕 
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すこし 上下 は 伯の CJ  く， 十五 万 石の 上下 は 

子 男のと く， 十万 石 以下 は S 庸の とし。 こ 

れ 諸侯 一 等の 內の 品な り ^大夫 一 等と は、 

其德行 仪義の 道理 同し き 故に、 大小 下 を 

しなへ て 一等と いへ り。 其 内の 品 をい へ は、 

天子の 公 鄉大夫 は、 公卿 は 公侯に な そらへ、 

大夫は 伯に な そら へ 、 元 士は子 男に な そら 

ふ。 諸侯の 卿 大夫は 小身 なれと も、 人の 臣と 

して 君の 命 を傳へ 、國 天下の 政道 をと る。 故 

に 天子の 老、 諸侯の 老 ともに 大臣と も 老臣 

共 いふ は • 行事の か はりな き 故 也。 日本に て 

は犬臣 とに こりて よむ 時 は 官に定 り， .Klnl 

とすみ ていふ 時 は、 國々 にても 其 家の」. 

をい へり。 官位の かま ひなく、 道理のお は 

かりにて 云 也。 大將 とに こりて いふ 時は官 

となり、 大將 とすみ ていふ t.? は 武士の 上に 

居 者の 通稱 にて、 官位の かま ひなし。 大師 

とすみ ていふ 時 は 大政 大臣の 車 なれと も、 


の 道を受 用す る 時 は、 仁の 方是 より 切なる はなし 

^ 1 心 友 問、 攻 f 一" 乎 異-端 7 斯レ 害— 也— 已。 孔聖の時ぃまだ道家佛-：！^-^の學者 

なし。 何 を か 異端との 給へ る や 答 云、 六 藝も亦 異端な り" is!- にあ そぶ 

時 はよ し、 一^に 專 よる 時 は 害 あり。 ー藝 といへ ども 道の おもかげ なき HJ 

は あらす。 道德 をお さめて 卷に 遊ぶ 者 は 君子な り。 大道 を しらで 藝 によつ 

て 道 を 兌 者 はこれ を 至極と おもへ り。 聖 "資 傳受の 心 法 をき、 て も、 我 道の 

外に あらす と 思 ふなり。 追け 術， 者" 以 一，， 小-道 T 自ぃ溺 といへ り。 外にむ かひ 

{ 仝 を わしり て、 心！^ に 入 £ なし。 いづれ の藝も 上手に 至て は 道の 一端に 合 

同せ すと 云 KJ なければ なり。 小人 の^者に して は 可な り。 士君子の 事に し 

て は 大に害 あり。 文學に 達して 經簿の 上に をいて 道 を 見者 も 亦 同じ。 夫大 

道 は 五 典 十義を 明かに し、 心 を 正し 身 を 修め、 五 等の 人倫の 外に 出ざる も 

の 也。 佛者は 五倫 を 離れ、 道 者 は 五 等 を 出たり。 いづれ も 道の おもかげ を 

ばい へり。 是故 にこれ を 異端と いふ。 孔孟 以後の 儒者と 云 もの も 又 異端 多 

し。 五 等の 外に 出た るが どし 

一 心 友 問、 君子 は 天 を もうらみ す、 人 を もとが めすと いへ り。 しかるに 


犬師 とに こりて い へ は 出家の 官 となる も あ 

り。 么とは かりい ひて は 三 公の 爵 となれ と 

も， 誰 公 何 公と いへ は、 常に 人 を 敬す る 通 

稱た るか At し。 小身 にても 詣侯は 其 國に君 

として 役義 なけれ は、 人君の 行 ある 也。 臣 

なれと も 天子 も 客の 躔を以 待 給へ り。 今日 

本 にても 諸 大名の 參府の 迎に は、 御 老中 

を 御 使と して 結搆 にもて なさる k と 同前な 

り。 日本 王 代の むかし 上代と 中世と 時變ち 

かひし 所 を 

聖人の さた 

めに 少 ももる itj あれ は、 長久なら さる も 

のな り。 士 一等と は 其 内 £ にしな く お ほ 

しとい へ とも、 德 行のお なしき 故 也。 番頭 

幷組 はつれの 歷々 を 上 土と いふへ し。 物 頭 

與頭組 付 にても、 千石已 上の 人 は 中 土の 品 

なる へ し 0 千石已 下の 平士は 下士なる へ し。 

所 司 代 は 武官 也。 中 夏の 士師 也。 むかしの 
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又 詩 は うらみつべし といへ る はいか- 答 云、 天 を もうらみ す、 人 を も 

とがめざる もの は、 富貴 貧賤 悅樂 憂患す ベて 人生の 順逆み な 命 あり。 己に 

あらす とい ふ J なし。 是 故に 其 位に 素して 行 ふ。 其 外 を 願 はす。 みづ から 

かへ りみ、 獨を愼 むの みなり。 詩 は うらみつ べしと は 和 光 同 塵の 心 を 以て、 

奥より はしへ 出た るが どし。 人 は 人と 友な ふべ し。 禽獸 木石と 友た るべ か 

らす。 うらみす とがめす とて、 見所 をた て、 心 を はげしく する 時 は 和 を 失 

へり。 衆人 愛敬の 德 によって 詩 を 作り 哥を よむ。 うらむ べきと を うらみ、 

風すべき R1 を 風す。 た 一目 葉に ていへば、 事が ましく 和 を さまた ぐる u あ 

り。 詩哥 にの ぶれば、 いふ 者 罪な く、 きく 者戒 むる にたれ るの 德 あり。 高 

困吴  . 

明獨 立の 地位 あれ ども、 くだって 俗に 同じく す。 淸淨 明白の 心 思 を や はら 

げて 世と 共に 進退す。 とが むれ 共. S からす、 うら むれ 共 もとらす。 おさな 

き 子 を 愛して はわら はべの 言 をな すが どし。 これ を 奥より はしへ い で、 詩 

をつ くり、 哥 をよ むと 云。 凡人の うらみに ことなり、 無心 溫 和の 至 はた 

に うらむ る も 親み となるべし。 作て なすに あらす。 心 は 神明 不測 也。 所に 

したがって 變 化す。 自然の 妙な り 


卷第十 


11 四 七 


蕃山 全集 第 一 册 

犬將 にも 征夷 將軍の 任に も あたり 侍る へ 

し。 代官 は 袋に 兵 ありし むかし は 上 士の役 

義 たるへ し。 日本の 今 は 兵 か 農 を はなれし 

故に 下士の 役と なれり。 或は 庶 人の 官 にあ 

る もの 、仪と も 成ぬ。 江戶大 坂の 町 華 行 は 

中士の 位に て、 威勢 は 今の 上士 よりもお も 

きものな り。 國々 の 町奉行 は大 かた 下士よ 

り 出ぬ。 中士 にして 兼る も あり。 少っ、 の 

物 奉行 は 多 は 下士より 出る も あり。 それよ 

り も ひくき は庶 人の 官 にある のた くひ も あ 

り。 中小 姓と 云に は 大身の 子 も、 小身の 子 

も あれ は、 下士の 內也。 步 士は庶 人の 官に 

あるた くひ 也。 物よ み 残 者な と は、 町より 

おとりた るは庶 人の 官 にある たく ひと もい 

ふへ し。 町 接 者は庶 人の 内、 ェ商 のた くひ 

たるへ し。 騸宜 なと は庶 人の {R にある たく 

ひ 也。 又 神職に 高官 も あり。 天文 道 樂道醫 

梁な と は 代々 其 f りて なす もよ し。 心 を 


二 四 八 

S 1 朋友 問て 云、 江 西の 舉者、 感應篇 をよ み、 叉 誦經の 威儀 をつ とめたり 

ときく。 世人； J れを笑 ふ 者 あり 0 ま なる か 答 云、 ま， t なり。 細工の 

しなら ひに は、 け づりそ な ひお ほく、 馬の 乘 なら ひに は 度々 落る がごと 

し。 聖賢 傳受の 心 法の 師 なくて、 中 江 氏 初て さまぐ に 心 をね りて 試ら れ 

き。 心 法の 受用 にたより あるべき u は、 まづ 取て 受 用して たすけと せり。 

ふたつ の WJ 全くよ しと はお も はれ ざり しか ど、 志の きとくなる 所 ある は、 

誦經の 威儀な り。 凡 習の 過惡を こまかに 記した る もの は 感應篇 なり。 こ、 

を 以てしば らく 用ら れ たり。 紙 捻して 一 日の 過 をむ すび、 善 をな したる i 

も ありき。 皆 細工 初にて 事 はよ から ざり しか ども、 志 はよ かりし かば 悔べ 

からす。 され ど 人倫に をいて 如 此の 事 あるべ からす。 志 は 殊勝 なれ ども 異 

端の 流に まが ふ 故に、 我 は 不用な り。 故に 三經の 初に 威儀 ありし を もこれ 

をけ づ りたり。 蜚 6SEt の 神 を 祭祀す ると 義 あり、 M あり 

、、、-、、、、、、、、、、 、 ， , 

^ 1 心 友 問、 敬つ 鬼-神？ 而逮 *』s 之-一と は 何と 云と ぞ 答 云、 鬼神の 德を知 

とき は、 敬 禮の心 厚し。 身の 潔齋 心の 純一、 よくと、 の ほら ざれば、 つか 

ふまつ る i かな はす。 其 上 神 は非禮 をう けす、 義禮を 待て 祭祀すべし。 又 


用 ひて く はしき かためな り。 しかれ はとて 

家と なりて 人の する を ふせく は ひか CJ 也。 

尤た乂 人 にても 其 道に 得た る 人出 來れ は、 

其 家へ 敎る とも あり。 た.^ 道學の おはが 

り、 史 {B^ よみの 外に は、 それ 者と いふ も 

の 其 家と 云 もの はなき 理也。 いかむ となれ 

は 五 等の 人倫の あまねく 學て、 人々 の 業に 

をいて 受用 する となり。 人 幼年に は學 ひ、 

壯 年に は 行 ひ、 老て敎 る は 古今の 常 也。 誰 

道 者と ある CJ はなく、 親 は 子の 師た るか Co 

し。 其 同し き 人の 内 を以、 上より 大學 小學 

のっか さ を 命し 給 ふと なれ は、 初より 人に 

をし へんと て學 間す る 入 も、 人に 敎る 家と 

て もな き 道理な り。 ひとり 士と いふ もの は 

にて 德 行の ひろき もの なれ は、 上下 通 

用の 位に て、 上 は 天子 諸侯 卿大 夫の 師 とな 

り、 下 は SJ^H 商 を をし へ 治る ものに て、 秀 

れは 諸侯 <ム 卿 ともなり、 くた れは庶 人と も 
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正直の 心 眞實の 情 ありて 後禱 るべ し。 故に 心 ありて 遠 ざく るに は あらす。 

鬼神の 鬼神た る 所 をし る 者 は 誠 敬の 至て をの づ から 遠ざかる 也。 遠ざかる 

と 云て、 一向につ かへ ざるに は あらす。 凡人 は 鬼神の 名 をのみ 知て 德を不 

知。 是 故に 身の 盛 服 心の 潔齋を もと、 のへす して、 みだりに なれ 近付 もの 

f  問、 其 鬼に あらす して 祭る は るな りと は、 何とい ふ u ぞ 

云、 義 もなくて みだりに 勸 請の 宮社多 は 皆 其 鬼に あらざる なり。 眞實 正直 

の 心 也。 神明の 德を 尊びした ひ 奉る にて はなく、 欲心 僞 巧の 者 ども、 神明 

の奇惟 をい ひて、 みだりに 取た てた る 所へ 參 りて、 福 を 祈る は 皆 SS る 也 

問、 庶人は 其 親なら では 不 祭と 承る に、 伊勢 參宮 し、 其 外 至尊の 神々 へ 

參 侍る KJ はいか V- 云、 天 をば 天子なら では 祭 給 はす。 しかれ ども もろ 

こし にても 平 人の 天に いのりて 其感 ありし, t あり。 祭 ど は 其 人なら では 成 

がた き MJ 也。 或は 德 をした ひて 參り、 或は 親の ため 君の ためな どに て、 誠 

の 心より 禱 ると 云 は、 祭と はちが ひたる なれば、 誰 にても くるしから 

す 問、 神明の 爵利 生と 申 事 はたし かなる 道理お はします や 云、 

たしかなる 事に て 侍り。 しかれ ども 正 神の 罸利 生と、 邪神の 罸利 生との か 
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なり、 才德 ありな から 隱 居して 庶人と 同し 

く 居 を慮士 といへ り。 大道 を 任して 志大な 

る もの は士 なりつ 公卿 諸侯の 本 地なる 故に、 

S なれ は 公 鄉諸 侯 もく た つて 士を 敬し 拾 

ぬつ 德と 年と 位との 三 を 天下の 達 _» と い ふ： 

朝廷に して 上下の 禮の ある 所に て は 位 を 

ひ、 在所に て 常の 交に は 年を錄 ひ、 世 をた す 

け、 人に 長た るの 道に をいて は 德を尊 ふ。 

公侯 は士の S をう やま ひ 給 ひ、 士は 公侯の 

位 をう やま ひ、 たか ひに 相 敬す るの 義也。 

志 同して 心 を 友と する 時 は- 双方の 尊卑 相 

忘る 義も あり。 道 を しらぬ 人 は 我 本 地 を 忘 

て、 一 且 のうかめ る 富 に 奢て 士を 慢れ り。 

然れ は才德 ある もの は隱 れて不 出。 中人以 

下の もの はい やめに なり、 心から 下輩に 成 

て 天下に よき 士出來 す。 扭庶人 一等と いふ 

は 農が 本に て、 ェ商 は嫠 をた すくる もの 也。 

ェとは 工匠ば かりに あらす。 蹈治白 かね や 


はりあり。 神明の 德は 不測 也。 故に 約束の どく 目に 見 ゆる £は& し。 伊お 

— 衝 ある 

太 神宮 は靈钟 にて おはします 故に、 人 * の 心に おば ゆる 利 生お はします u 

、 、 、 、 、 

なれば、 かくの，： t く 諸人 參り 侍る となれ ども、 これ ぞ あらたなる 、て、 

約束の やうに 目に 見 ゆる tj はなし。 又な きに も あら ざれ ども、 正祌の 奇特 

に は 跡な し。 天道の 感應も 又 かくの ごとし。 孔子 匿と 云 所に て 人た がへ に 

て 殺されん とし 袷 ひし 時、 大風 起て 取 ま はした る もの ども を 吹た をしたり 

しかば、 驚きて よく 見ければ、 心 かくる 者に て はなし。 其 時 医 の 者 ども 辭 

して 退きたり。 これ 天道の 助 也。 又陳蔡 兩國の 間に 園れ 給 びて、 七日 食 を 

たち 給 ひぬ。 此時は 米 も ふらす 。凡人の 神の 神た る理を しらざる 者 は、 此時 

にも 米 や ふらんと 思 ふべ し。 ふらざる 所が まるの 天道 神明の 理 なり。 異端 

の 神通力 はか やうの 時に も 米 を ふら するどき HJ おほし。 多 は 方便 說 なり。 

もし ありても 邪神の 幻 I なり。 正 神の 常に は あらす 

一  學者 あり 問て 云、 我國の 同志 夜な/、 會を なして 靜 坐し、 議論す。 签 

を 得と 不可 過 之 答 云、 君子 は 無欲 を 以て 靜 とす。 行住坐臥 共に 靜 坐な 

り。 何ぞ 別に 靜と云 もの をな さんや。 心 思 義理 を專 にす る 時 は、 いふ HJ 皆. 


塗師ゃ 木地 引、 ナヘて 何 にても 職 をす る 者 

をい ふ。 商 は あき 人に て 居な から あきな ひ 

する も， 國々 ありき て、 有 所の 物 を > なき 所 

へ 通す る も、 手に 所作なくて、 金銀 を 元に 

して 世 を 渡る 分 は をし なへ て 商な り。 先人 

々初 は褒 なり。 嫠の秀 たる 者に たれと り 立 

ると なく， 想が 物の 談合 をし、 指 圔 をう く 

れは事 調り ぬる 故に、 其方の 農事 は 寄 合て 

つとめん ほと に、 惣の 裁判 をして 給 はれと 

て 撰 ひのけた るが 士の 初な り。 在々 所々 あ 

りて 後、 又秀 たる 者に 惣の士 か 談合し ひき 

ま はされ て 諸侯 出來 ぬ， - 又 諸侯の 内に て大 

に秀 たる あり。 をのく 不及 所は此 人より 

道理 出る 故に 寄 合て つかねと し、 天子と あ 

ふきた るな り。 扭士の 中より 公鄉大 夫と 云 

もの を 立、 晨 のうちより ェ商を 出して、 天 

下の 萬事備 り、 天地の 五行に 配して 五倫 五 

等出來 たる 也 
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義論 なり。 何ぞ 別に 議論と 云 もの を 作らん や。 其 上 夜な/、 のき 合に は 其 

亭主の 家- s: の 者 共の 勞す るの みならす、 客の 家 內の者 も 亦 主人の 歸を 待て 

不寢。 夏 は 蚊 虫に くら はれ、 夂 A は寒氣 にいた む。 十 人 よれば 十 家の 者 を 苦 

勞せ しむ。 凡 男女 百 人の 難儀な り。 陰陽 晝 夜の 動 息 を あやまる のみなら す、 

晝は 常の 飮食 あり、 夜 は 不時の 飮食 あり。 人の 產を やぶる に 至べ し。 人の 

產を やぶる 時 は、 くるしむ 者數を しらす。 つ ゐには 民の 迷惑と 成ぬ 0 下男 

下女 等に は 臨時の 食 を も あたへ ざれば、 舉 者の 下人と 成て は無舉 者の 者よ 

り も くるしむべし。 佛 氏の 徒 五倫 を 離れ、 五 等 を 出て 學 にの みか、 り 居 者 

は、 それ を 常と すれば 各^の 事 也。 五倫に 居て 五 等 を 行 もの は、 をのく 

つとめ あり。 謇は 動て 夜 は 休すべし。 天下の 敎 なき MJ 久し。 晩にお どろき 

て 道 を 尊れば、 古に は 准ら へがた し。 先學 にっきて 惑 を わき まへ、 心 術 を 

求べ し。 しかると も朝釵 後、 日中、 晚坎の 後、 或は 夜なら ば 春 夏 冬 は初昏 

まで、 秋 は四ッ 時まで もく るし かる まじき か。 毎日 毎夜と 云 MJ は あるべ か 

らす。 きけ る 所 をば これ を 習 ひ、 これ を 行べ し。 我 近比會 のしげ くして 益な 

き 事 をお ぼ ゆる 故に、 文才 ある 人に は 書 をよ ましむ。 文才な き 人に は 書簡 
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間、 遊民と は 河く を かいふへ き や 云 * 

びくびくに 山伏 は 遊民の 犬なる もの 也。 其 

外 色 々 の 遊民 多し。 本 民の 中に も 遊民 あり。 

世の そこな ひになる あきな ひ 所作 をす る 者 

はェ の 遊民 也。 た、 ェ 商の みならす、 武 

士の 中に も 遊民 あり。 人民 を敎へ 治る 役者 

にて、 何の 弁へ もな く、 かへ りて 下 をし へ 

たけ、 しほり 取て 己 か 奢と し、 武道 武藝も 

心 かけす、 事 有ても 何の 役に も 立 ましき 者 

は、 國の簪 固に もなら され は、 是又 遊民 也。 

男女の 目し ゐ はむかし は 遊民に あらさり 

き。 いつの 代よりか 遊民と なりたり。 く は 

しき 事 は 1 且の義 論の 盡 すへ き處 にあら 

す。 他日 記し 置た る 書 あり 

ぬ 學友 間、 孝を2^天下を治とぃへり。 し 

から は 孟宗の 至孝なる も 天子と せ は 堯舜の 

御代た る へ きか 云、 孟宗 £ きの 數子は 

た. -天 S の 美 也。 いまた 性 命の 學に 委し か 


議論の 集 を あたへ、 惑 を わき まへ 心 法に 本づ くの 便と す。 其に 折々 の會は 

ぬ A 此末 数 言 有、 別- 1 Is- 益 ノ卷- 一記 ス 

益 あるべし A 

S 1 學 者の 云、 先日 我 友 格 致の 心 法 をき く、 甚 親切 也と、 是 故に 来たり 

答 云、 先日 愚が 心 法の 受用格 致に 發 したるな らん。 今日は 吾心 签 * たり、 

いはむ 所 を 不知。 人の た、 くに 應じ、 我心の 時に より 感 する 所 異なる £ あ 

り。 或は 至善の 語に よって 發 する 時 も あり。 愼獨の 義に發 する 時 も あり。 

皆 自然 也。 今作爲 してい は 親切の 請 あるべ からす。 記憶の 學 にあら ざれ 

ば定 てい はん 所 を おぼえす 

^ 一  學者 問て 云、 靜 坐しても 事 をな しても 間 思雜慮 多して、 溫和 慈愛 恭敬 

惺々 の 本心 存じが たし。 此 妄念 去と も 跡より 来て 退治 成が たし 答 云、 

温和 慈愛 恭敬 懂々 も 亦氣象 也。 發 して 節に あたる 時 は 和と いふべ し。 此八 

字の 名 付べき 所 もな き 大本 を 中と 云。 おも ふ WJ もな く爲？ J もな く、 寂然 不 

動に して、 感じて 通す る もの 也。 先 學の此 r^H 子 を 下す i は、 初 學の受 用す ベ 

き樣を 不知 者の ためにし ばらく い へ るな り。 其氣象 をと めて 本心と せば、 

かげ をと めて 形と する 也。 又伏權 氏より 孔孟に 至ても、 靜坐 をい へる？ 1^ 


らす。 爱を2^其親に事る所も又情欲の父母 

なり。 雪中に 笋を 求る は 性 命の 父母に 事る 

の 心に あらす。 舜 はもと め 給 はし。 た、 性 

命の 父母に 事て 後 孝を以 天下 を 治へ し。 み 

つからの 心 を $1 し、 性 命 明なる 時 初て 父母 

の 性 命に ると を 得へ し。 愛敬 盡於事 親、 

而德敎 加 於 百姓、 刑 於 四海と いふ もの なり。 

如此 なれ は 天下 皆 正 人と なる。 天下 正 人と 

なる 時 は、 天下の 人 悅心を at て 、其 父母に 事 

洽ふ 也。 先祖 天地 大虚 ともに 其悅心 をう け 

給 ふ。 此 時に 至て 天地の 氣 初て 至極の 和 あ 

り。 風凰 麒麟 も此太 和の 氣 中に 生し、 神 龍 

s 龜も 海中に 生す。 風雨 民の 願 ひに 應し、 

五穀 犬に みのり、 5 小の 生長 留滞 なし。 鳥 

戳魚蟲 皆 其 生 を遂、 山 鬼の 魅 魅魍鍾 皆吉神 

に 化し、 蛇 IS みな 龍に 隨ひ、 虎狼 深山に 遁 

れ かくる。 出れ はかなら す 弓矢に あたる。 

天下の 沈 魂滯魄 1 時に 消て 跡な し。 leii 邪 
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きかす。 君子 は 有事 無事 共に 靜 ならざる 時な し。 心無 欲なる が 故に 常に 錚 

也。 靜 坐すべき の 心なく して、 時ぁって坐する^^ぁり。 心 ありて 靜坐 する 

は 自然の 無爲 にあら す。 先學の 浮氣躁 念の 者の ために、 しばらく 靜坐 をい 

へる WJ も ありし なり。 主意 を しらで なべて 用るならば、 病な き 者に 藥をぁ 

たへ て、 病を發 する が _io き 事 あらん。 間 思 雜盧を 去 MJ は、 、王 意に ありて ェ 

夫に あらす。 今の * 者の 主 をた て V 去む とする は、 其 主と 思 ふ も眞の 主に 

あらす。 氣 によって 作せ るな り。 闇夜に 狐狸 を かり 退けん とて、 松明 をと 

ぼす が どし。 狐^ はくら きを 味方と すれば、 追跡より 来れり。 間 思 雜慮も 

また かくの どし。 た 眞の 主意 不立心 裏に 小人の 根 あるが 故に、 鈸 上の 蠅 

を を ふに 似たり。 小人の 根 は閱思 雜盧を わかし 出す の 泉 源な り。 天理 人欲 

ならびた &す、 忠信 を 主と し 天理 存す るの 主意た V ば、 小人の 根 去て 天 根 

かた かるべし。 しからば 間思雜 慮何ぞ 憂に たらん や。 たと ひしば らく 来る 

とも、 わら はべの 時の あそび を 夢み るが どし。 心に と まらざる のかげ な 

れば、 工夫 を 用 ひすと いへ どもと げす。 退治 せんとお も はすと も、 心 源 を 

すまし をるべし。 たと へば 大陽 東に 出 給へば、 狐狸 かくれ 失て 跡な きが ど 
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氣 よるへ き 所な けれ は £  くく 亡て 殘な 

し。 天災 地 夭 生す へき 所な し。 人ゐの fS 乱 

何に よってお こらむ や。 外に 邪 氣のを かす 

なく、 內に七 情の 相 勝な し。 疾病い つくよ 

りならん や。 大舜の 孝を以 天下 を 知 給 ふ 至 

襟の 化 如此。 中國の 民の 其氣を 望む はいふ 

におよ はす、 來夷西 戎南蠻 = ^の 耳に もき 

かす、 通路な き國々 まても 此 時に 至て 無事 

をた のします とい ふとな し。 堯舜は 人倫の 

至りと はこれ 也。 如 此の 至 治 は 孝を以 せす 

して 何を以 かせん。 堯舜の 道の に髙 きと 

明辨 せす して 明 也。 彼 異端の 諸家 は 大鵬の 

側の 禪と繊 IS のこと し。 日 を 同して 語る へ 

からす。 孝 經に四 段の 敎 あり、 天に 四時の 

あるか £ し。 第 一 段 は^ 理 なり。 第一 一段 は 

極 功な り。 春复の 道に 配す。 第三 段 は 反覆 

して 心 法を發 明し 給 ふ。 第 四 段 は 變を說 給 

ふ。 秋 冬の 義に 配す 


二 五 四 

し。 明德は 心の 大陽 なり。 明德 明かなる 時 は 百 戒千愼 用べき 所な し。 た マ 

天然 無心の 敬の み 存じて 暫く も はなる ベから す 

5 一  學者 問て 云、 父なる 者 學術を 大に嫌 ひ 侍り。 一人の 友の 云、 父の 心に 

さか ふ は ひが どなり。 學問も 孝弟 を 行 はむ がた め なれば、 父に そむきて 學 

問すべき 様な し。 心に 義 不義の 道现 だに 明かなら ば， 外學 問に よると よら 

ざると は、 時の 宜 にした がふべ し。 學 友の 食に 出る J なかれと。 叉 一 人の 

友の い へる は、 父の 學術を きらへ る は 愚痴な り。 性 命の 父母に つか ふる を 

大 孝と きく。 たと ひ 父 命に さか ふと も 無 是非るな り。 道 を 學て好 人と 成よ 

り大 なる 孝 は あるべ からす。 たと ひ 父 は勘當 すると も 我に 非義 なきう へ は、 

くるし からざる ことなり。 人と 生れて 此 時節 をむな しく 過さん 事 は あさま 

しき 率な りと。 此兩 俊に まど ひ 侍り。 十が 六 は 後の 義を 耳よりに 思 ひ 侍れ 

ども、 何と やらん ねざめに は； J 、ろよ からぬ 折々 も 侍り 答 云、 我は始 

の義 にした が ひ 侍らん。 大舜の 性 命の 父母に つかへ 給 ひて、 父母の 心に か 

な ひ 給 はぬ とい ふ KJ は、 父母 大惡 人に して 惡を すれば なり。 今贵 殿の 親父 

には惡 人の 名な し。 其 人 がら 平 人 也。 贵 殿の 寅 を 見に、 學 問の かざり をの 
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ぞ きて 見れば、 實の人 がら 平 人 也。 其 上 親父に は 人情 時變の 知識 あり。 貴殿 

には此 知識な し。 貴殿 は 學術を 以て 親父に まされり と 思 ひ 給 ふべ けれど、 

學 術に をいても 害 ある？ 1 は 見れ ども、 益 ある u を 見す。 尤 小人の 不作法 惡 

事 をな すに くらべて は签 ありと も. S ふべき か。 君子の 學は 心と 行と 二 あら 

す。 心 正しければ 行 正し。 心 和 すれば 行 もや はらげ り。 貴殿の 心 術 は 心と 

行と 二になる が，^ - し.^ 學 友の 交に は 和 あれ 共、 世 聞の 交に は 和な し。 右の 

したしき もうと く なれり。 親類 知 昔み な 離れて 同志との み晝 夜の 會を なせ 

り。 わきより 見て 黨と云 共い ひわけ しがた からん。 其 年中の 所作 をみ 

「逸 兵法 

れば、 武士の 家に 生れながら、 武藝を もっとめ す。 弓馬 合戰の 道の 心がけ 

もな しつ 先以 君に 不忠な り。 一 門した します、 朋友 信 あらす。 父の 嫌へ る 

所 至極な り。 貴殿に は 道理な く、 親父に は 道理 ありて、 勘當 ならば 親に も 

不孝な り。 何 を 以て か 人倫と し、 何 を 以て か聖學 とせん。 後の 異見 は棄恩 

入 無爲。 眞實 報恩 者に 似たり。 名 は聖學 にして 實 は異學 なり。 異學は 人倫 

を 離.^ -て^ M たてた る 法な り。 人道 を ひくし とし、 聖人 を 非と したる もの 

. ^れ ま.、 各^の 也。 人道に 居て 聖學 をす る 者の、 實を 異學に 合する 事 は 
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義論之 二 

« 心 友 間て 云、 我 常に 夜 寢られ す、 是に 

よって 心氣 つかれ 食の 味 ひも こ- -ろ よから 

す。 成 は 風邪に おかされ、 種々 の 病 もよ は 

みより， 入ぬ。 心 術の よから さる 故なる へけ 

れ とも、 其 故 を しらす 答て 云、 夜寢 

られ さる 事 疾病の なす 所と いへ とも、 大方 

は 思慮 多して 精神 を銷 よりな す もの 也。 天 

下 何 を かお も ひ 何 を か 慮らん。 義に 隨ひ理 

に應 せんの み。 知者 は 無^なる 所 を 行と き 

く。 萬 事 私より なすへ からす、 天を以 うこ 

くへ し。 好む CJ もな くにくむ CJ もな く、 や 

む CJ を 得すして 應 する を 天を以 うこく と 

云。 平 人 は 私の 願 ひ あり、 時 を 待 さるのう 

ときをな さむと す。 是 故に 3^ 慮 多し。 天下 


二 IfH ハ 

似て 非なる ものな り。 聖 門の 罪人. ならす や。 一向に 五倫 を 離れ 五 等 を 出た 

る 者なら ば、 S 殿な どの 行 も 可な らん か。 五倫に 居て 五 典 十 義を學 び、 武 

士 にして 五 等 を 行 はんとな らば、 すみやかに 虔を すて、 K をと り、 父 命に 

したがって 會合 議論 を やめ、 武藝 をつ とめて. 冢業 にう とからぬ やうに し 給 

へ。 學 文の 名 を 去て、 作法 正しくば、 親類 知 音 もみな 贵 殿に 化し 給 はん。 

親父 も 初て 學 術の 益 を 見知 袷 ふべ し。 宿に て 一 人 書 を 見 給 ふば かり は 誰か 

とがむ る 人 あらん。 親類 知 昔の 交 もみな 問學會 合の 座と 成べ し。 其 間 暇 を 

以て 文を學 び、 文 を 以友を 會し袷 は S -、 親父 もさ またげ 給 はじ。 學友も 多 

は 武士 なれば、 共に 武藝 を學 び、 武^^1の間に議論講明し給へ。 武士の 所作 

をす て 五倫の 親 を 離れて、 年月 を 空しく し耠は 可な らん や。 他人 は 嘲り 

笑べ し。 父の 淺 からぬ 慈愛 なれば こそ、 勘 當し給 ふなるべし 

SS 1 心 友 問て 云、 いとまな くして 心 術の 受 用す、 みがた し。 祿を 辞し 宫を 

去て、 靜に 成て 志 を はげまさば、 上達の 功 もしる しあるべき か 答 云、 

架 贊の學 いとま ありて 後修る をき かす。 たと ひ 初めい とま ある 身に て舉 

たりと も、 出て 仕て 學所を 試み 行 はんと こそお も ふべき に、 官 祿 を 去 退て 


我に あらさる ものな し。 何 を か 願 ひ 何 を か 

求めん。 心 ほと なる 大事の 物 はなし。 聖人 

凡夫 同し き 所 也。 天下 を あたへ むと いふと 

も 命に は換 へからす。 しかれ は 天下よりも 

^きもの は 我 か 身なり。 いきて は 義理 を 失 

ひ、 死して は 名 を 全くす る CJ あれ はかなら 

す 死す 0 しかれ は 命よりも 義は 重し 間、 

M の 心 S なる 故に 精力 を勞し 忘る も あ 

たは さる £ あり。 後悔なくて は 先非 を改む 

へき やう もな し。 いか &受 用し 侍る へき や 

云、 悔は 凶より 吉に おもむく の 道 なれ 

はよ きなり。 しかれと もつ よく 悔る はかへ 

りて 先非の 病ぬ けさる 根な り。 いかむ とな 

れは公 も 我 もむ かし ありた る 過失の、 今 は 

跡 も 形 も なくなりて、 心氣か はりた る とに 

はお も ひ 出ても 悔 はなし。 た、 よその 事の 

MJ し 0 おも ひ 出て かしら かき、 汗 出る はい ま 

た 其 時の 過失の 1 藏 して、 またも 其 境 あ 
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受 用すべき と は 何事 ぞゃ。 遊民 をね がふ か。 今の 學 者の 風 をき けば、 會合 

をし げくして 議論 を 好み、 氣 方の あ ひたる 人々 と 打 寄て、 晝夜 となく あ も 

ぶ を 以て 學 問の 事と す。 主人なくて 如此 ならば 彌 安樂な らんと おもへ り。 

此 人- ねが ひ を とげて ニー 變 せば、 心身 共に 異端と 成 者 あらん。 或は 壯年、 

或は 無病の 者 は 事業な くして 居が たし。 或は 老人、 或は 病 者 なれば、 妻子 

の あたり ならでは 居が たし。 近 比 江 州に 土民 あり、 富有に して 田地 多し。 

しかるに 氏 筋な き £ を 憂て 名 ある 地士に 名字 を もら ひ、 村 中 を 招きよ せ、 

ス キク：  5  C 

其 由 を 披露せ り。 今まで は 朝夕に 鋤 鍬 を 取て 田 畠に 出、 やどに ては繩 怯ま 

でも 手 かけ、 色々 いとまな かりし に、 士に 成て はか 、る賤 しき わざ をば せ 

ざる R1 なりと 思 ひ、 座に あがり、 半日ば かり 默然 として をり、. 大 あくびし 

て 云け る は、 扨々 成 まじき もの を士に 成たり。 朦 々たんくと して 士はぁ 

しきもの 也と. S へり。 我 は 今の 學 者の 便利 を 好み、 志 を とげて 後、 此 田夫 

の悔 あらん KJ をな げく 也。 年 わかき 人の 用 もな き 奉公 せんより は、 退て 氣 

力 ある 間に 文武の 道藝 にも 達せん などお もへ る は 叉 さも あるべき 事な り。 

古の 八 歳より 三十 歳まで 道藝 にの みか i り 居た る 風に も かよ ふべ きか。 佛 
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ら はなす へき か 故 也。 其 上 精神の 天下 第 1 

の 大事の 物なる こと を 明に 辨 へしら すし 

て、 氣を泰 £至« を 保つ かとくの 受用 なき 

故な り。 何 そす こしの ほめ そしり を以、 此 

整賓を 煩す へき や。 義に當 ては國 天下と い 

へと も、 や ふれた る わらくつ をす つるか Hi 

し。 故に 君子 は资 照あって 思索な し、 平 人 

の 分別 1 といへ 共、 ふと 覺 照に ゆきた る 

時 道理う かふ ものな り。 たと ひ 人 かってし 

らす とも、 我心に 不善 あら は、 德に 恥へ し。 

人 先非 を 知て そしる とも， 吾心に 清く 改去 

て、 今す てに なき 事なら は、 何の 8 か あ 

るへ き や。 悔は 非を改 るの 签蹄 なり。 改て 

後 心 上に と、 むれ はかへ りて IS をな す 也 

5 心 友 問て 云、 志の 主 本 は 何とか 立 侍る 

へき や 答 云、 仁義 身に あり、 これ を 用 

てっきす。 不義 をに くみて 悪 を はつる もの 

V 心に ある を 主 本と す。 磨と も碟 かす、 涅 
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者と い へど も， 問 修行の なすべき わざ あれば、 一 日 も 身の やすき MJ はなし。 

况ゃ 人道に をいて を や 

一 一 朋友 問、 むかし はか はりた るん ありし ときく。 今 はなき tj は 何ぞゃ 

云、 人 も 万物 も 常なる もの、 すぐれたる はよ し。 か はりた る は あし、。 今 

は 人々 何 にても か はりた る 事の み 好み 侍る ゆ へ に、 入に も 万物に も か はり 

たる もの 多し。 か はり もの は 天下 國 家の 害になる ばかり 也。 人心 は靈 なる 

もの 故に、 人心に 好む WJ は 今までな き 物 も 生す るな り。 むかし は祷も ひと 

へ の 紅白 一 一色なら ではな かりし に、 人の 好み もて あっか ひて より 百花 も 出 

來 たり。 近年 又 五月つ、 じ を 好めば、 色々 の 花 出来ぬ。 ん 道に 德 を^み な 

ば、 善人 贊者餘 多 出来なん。 贵殿 のか はり ものとの 給 ふ は、 古の すぐれた 

る 人の 事なる べし 

J 一  朋友 問、 人のに くむ 者 は 命な がく、  "^のおし む 者 は 命み じかき u は 何 

ぞゃ 曰、 よき 人に は あかざる 故に 長命なる 者 あれ 共 しらす、 たまく 

短命なる 人 あれば おしく 思へ り。 あしき 者に はあく 故に、 短命なる 者 あれ 

ども しらす。 たま-/^ 長命 なれば うとみ 心に かくる 也。 又 好 人 は 神 氣靈な 


に すれと も雜 ます。 こ、 ろみに うしな はむ 

と 思 ふと も 忘る へからす。 た、 此靈明 天 を 

根と して 朽す。 然れ上 も 心 法の 受用を しら 

さる 人 は、 我に ありな から 我 か 物なら す。 

ほけ （>  しき 人のう つ i なき か £ し 

問、 外により 人に よる は 志の 實 ならさる 故 

なる か、 己 かために する の 工夫 はいか V 受 

用し 侍る へき や 云、 天地の 間に 己一 人 

生て あると おも ふへ し。 天を師 とし、 神明 

を 友と して 見る 時、 外人に よるの 心なし。 

かくの CJ く なれ は 内 固して 奪 ふ へ からす、 . 

外 和して とかむ へからす 

« 心 友 間て 云、 今の 時に して 德を 好み 道 

を 行 も の は 伏義の おのと しと 仰 をう け 給り 

侍れと も、 我等 は 放逸なる 中に 習來 ぬれ は、 

威儀 を 憤む 所より 心 を 用す して は 心 氣も存 

しかたく 覺 侍り。 あやまり にて 侍る や 

答 云、 方 はなんだ ちの 身に あると なれ は、 

集義 和書 卷笫七 


り。 靈 なる 人 は 病 者に も 成 やすく、 命 みぢかき 理も あり。 靈草 名木の 植が 

たきが ごとし。 惡人は 神 氣不靈 なり。 不靈 なる 者 は 無病に も あり、 命な が 

き理も あり。 名 もな き雜木 野草 はすて V も 生長し やすし。 質しぶ ときが 故 

なり。 惡を なせ ども. S まだ 惡 人の 地位に 入 はまらす してな せば、 名 も 立 や 

すく、 身 も 亡 やすし。 惡 人の 地位に 入き りて、 みづ から も 恥ざる 者 は、 大 

方の 惡行 ありても 人 しらす。 公儀の 大法 を だに を かさ れ ば. 乱行の みに 

て も 一 生 をく る もの 也。 如此 者に は 神罰 も を そし。 利根なる 人に は 神罰 も 

はやし。 內虔 なる もの は ひ き はやくして、 鳴 £ すみやか 也。 內 みて. る 物 

はた  >- きても ひ M かざる が,！： i し。 吉凶の 應も亦 かくの どし 

J 一  心 友 問、 隨 分の 悟道 修行の 儈 といへ ども、 怫法を そしれば 忿戾 の氣ぁ 

ら はれ、 かたの どくの 心學 者と い へど も、 儒 を そしれば 不平の 色 見え 侍り。 

を かせ ども はから ざるの 心 位 は 高き とに て 侍り 0 云、 何 道何學 とい ひて、 

叉 其 者に かたぎ あり。 かたぎの ある は 大道に あらす。 怫學の i はしらす、 

聖學は 入道 也。 一人の 私すべき にあら す、 そしる 人 はみ づ から 己 を そしる 

也。 何ぞ 道に 私して 不平の 氣 あらん や 0 己が 非 を そしらば 省察すべし。 道 
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あやまり にて はなし。 威儀の 慎み 事の つと 

め 等 は、 氣 力の なす 事 なれ は、 老年 病衰の 

人 は 叶 かたし。 然れ とも 一 念攝 知の 地に あ 

り。 人め に は M におき 夜半に 寢て、 及 かた 

きっとめ ありと も、 镯 知に おこたり ある 人 

あるへ し。 人目に は錢っ 起つ おこたり ある 

やうに み ゆる 人 ありと も、 病 者 か 老人 かに 

て、 氣 つかれて はやす み、 氣カ 出來て はお 

きて つとめ、 獨 知に 暫くの 間斷 なき 人 ある 

へし。 それ 心 を 正しみ を修 るより、 家を齊 

へ國を 治る に 至 まて、 誠 を 立る より 先なる 

はなし。 贵殿 氣カ强 くての 勉は 過る にあら 

す。 我 M カ衰 ての 勉も 又不 及に あらす。 誠 

を 立て 時 所 位に し たかは、、 共に伏^^の民 

たるへ し 

^ 心 友 問て 云、 躍 は 飲食より 始 ると 申せ 

共、 大 なる 所より こそ 始 るへ きものと 思 は 

れ 侍り 答 云、 天 尊く 地 卑きは 趙の始 


二 六 〇 

を そしらば 默 すべし。 默 すべく して 默 せざる は 其 心の 正に あらす。 君子 は 

己に 益な く 人に 签 なきの 言は發 せす 

s; 一  心 友 問、 書 をよ まざる 者 も、 志 あらば 善人までに は 至べ しと 承 はれり。 

年より 侍れば 今より 文學 すべき やう もな し。 念なる 事 也 曰、 壯年な 

る 人の 善 信 美 大聖 神に 志 ざ、 す。 これにて たれり とせん は 至誠 無 息の 天眞 

にあら す。 年老た る 人の 殘 多と 云 も 亦 あやまり 也。 入の 人た る 道 を 知て、 

神人 死生 疑 ひなき は大 なる 悅 ならす や。 これ を あしたに 道 を 聞て 夕に 死す 

とも 可也と. S へり。 これより 後 一 日 も 進み 給 はん は 幸な り。 货殿 もす でに 

善人の 數也。 信 美の 位に 至らす とも 不 息の 性存 せば 何の 恨む る 事 か あらん 

^ 一  心 友 問、 異端に はさと 云、 無と 云。 聖學 はた 買の みか 答、 空 則 

赏 なり。 形 色 ある もの は 常な し。 常な き 物 は 眞の實 にあら す。 形 色な きも 

の は 常な り0 常なる 物 を K とい ふ。 異學 はい まだ 無 をき はめえ す。 聖： 學は 

無を盡 したる ものな り。 上天の *AJ は聲 もな く 臭 もな し。 至れり。 是 故に 好 

人 は心靜 にして 色 見えす。 福 来ても 甚 よろこびす。 禍 来ても 甚 憂す。 呼吸 

ク ビス  *^^/\  ディ ソ 

の <& いた  >  きょり 踵に 至れり。 綿々 となが くつ ける のみ 也。 泥-想 人と 


也。 無言の 敎 なり。 男女 これに のっとり、 

父子 君臣 これ をのり とす。 性 命の 正に 本つ 

くもの 也。 しかれと も 衆人の 氣 質の 獨 りか 

たよる もの は、 其 神 fig のて らしう すくして 

失 ひやす し 0 飲食 男女 は 人の 大欲 存 すれ は、 

縫な くして は相爭 ふに 及 ふか 故 也。 其禮は 

人々 固有の 天理に 本つ いて 敎洽 ふか 故に、 

飲食 は義 ありても とめ、 時 ありて 食す。 且 

多き を 譲り 少 きをと る。 男女 は 媒の言 を ま 

ち、 婚姻の 艚を備 て 後 相 交る。 且 夫婦と な 

りても 賓， 王の £ き 別 道 あり。 先王 まつ 自ら 

の德を 明に して 先し 給 ひ、 U3 禮を以 と乂の 

へ 給へ は、 人 々固有の 天眞 感激 鼓舞せられ、 

恥る CJ ありて 格る もの 也 

-5= 舊友 問、 世に _»8 負た をし とい ふ CJ あり。 

大切なる 人の CJ を は ひ いき もせす して は不 

叶篯 なり。 然と も あしく すれ は 其 人の 害に 

なる £ あり。 しから は n® 負に も 道 侍る や 

集. 義和害 卷第七 


も 云べ し 。稿 木 死灰と 云と も 害 あら じ。 異學の 有と いふ も眞の 有に あらす- 

無と 云 も眞の 無に あらざる もの あり。 義理の みに して 欲な き 者 は、 生れぬ 

先 も 同じ。 欲の み 知て 義理 を しらざる 者 は禽獸 なり。 欲と 云は此 形の 心の 

生樂 なり。 欲の 義 にしたがって うごく を 道と 云。 琵— 琶 箏を以 たと へむ。 

其 形 は 有な り。 其 虔中は 無な り。 糸 を かけて 用 をな す は 道な り。 天地万物 

有無 不離して 道存 せり。 故に 有形 はみ な 無に 歸す。 無 中の 神 を 性 命と 云。 

性 命に したが ふ を 道と 云。 有無 は 自然の 形体 也。 君子 はた に 無と いはす、 

無形 無色 無聲 無臭と はいふべ し 

お 一 心 友 問、 書簡に 先王の 制し 給 ふ 喪服の 數は 過る を を さへ て 立 給 ひし 法 

也と ある 所 心得が たく 侍り。 むかし 閔子 三年の 喪 を はりて 孔子に 見られし 

に、 夫子 琴 を さ づけ 袷へば、 少しら ベて 聲を なす？ 1 あた はす、 淚をを さへ 

て 申されけ る は、 哀情い まだつ きざれ ども、 先王の 禮 あれば、 あへ てす ご 

さすと いひて しりぞけり。 子 夏 三年の 喪 終て 孔子に 見られし に、 夫子 琴 を 

授け 給へば、 しらべて 聲を發 してた のしめり。 哀情 はやくつ きたれ 共、 先 

王の 禮 あれば， つとめて 及たり とい ひて 退けり。 かくの AO く なれば、 孔聖 
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云、 世の中の 人の OS 負た や-しと いへ るに 

甚 しき 事の み をい へ り。 我ら は ひ いきして 

人 をた をさぬ もの はつ ゐに兑 侍らす。 若-^ 

負 を せんとなら は 其 人の 本心に 叶樣 にす へ 

き 也。 こ. -に 愚に 道 を 聞 人 侍らん、 か 

いふ 所 は 其 人の 惑 をと き、 其 人の 過不及 を 

格し、 其 人の 心 術を自 反せし めて、 架 人の 

道の 高に 登る へき 梯子の ドの 一 級と せんと 

す。 其 惑と け、 其 過不及、 ひとしく 其 放心 

をお さめ はやむ へし。 始終の 鏡と すへ き は 

孝經四 © にしく はなし。 もし その 人我 等の 

和解の 寄 等 を 信して そこに 止り、 "81^ して 

他の 舉者を そしりな とし 給 は、、 愚か；. 4 心 

にあら す。 愚 をた をし ぬる 人な り。 其人自 

己の 窓 を 解て、 一 人悅 ひす。 自己の 放心 を 

おさめて 獨 知を愼 むに あらす して、 た、 我 

心に かな ひたる もの- -ひ いきをする 也。 其 

人から 本の 凡 心なら は、 愚か 學術 世に をい 


も 或はす  >- め、 或は を さ へ 給 ひき。 過る を を さ へて とば かり は 申が たかる 

べき か 答 云、 愚 は 上古の はじまり をい ひし 也。 それ 先王の 天に 緩て 極 

を 立 給 ふと、 誠 を 本と し 給 ふべき か。 つとめ を 本と し 袷 ふべき か。 自然に 

したが ひ 給 ふべき か。 制作 を 先にし 給 ふべき か。 た 1^ 誠 を 本と し 給 ふべ し。 

誠 を 本と して 自然に 應じ、 時に したがって つとめ をな し、 制作お はします 

べし。 過る を を さ ゆる は 誠 を 立る 也。 自然に 應 じて 作爲な きなり。 これ 法 

の はじめ 也。 後世に 生れて 情う すき 者、 古の 人 は を さへ て だに 三年の 喪 あ 

りしに、 せめてつ とめて 成と も 三年に は 及ばで かな はざる 義 也と 思 ひて、 

く はだて なしたり。 中古のう すき は 今の あっきに もまされり。 世 中 事す く 

なく 欲う すきが 故 也。 後世 は 多事に して 心う ば 、れ、 多 欲に して 情う すし。 

孔子の 時に も 平 人に 三年の 喪 を つとむる 者 はまれな りき。 孔門に も 七十 1 1 

賢の 外に は 多 は 有べ から-や。 三年の 喪に 朝に 祥 祭の 禮を 行て、 夕に 歌うた 

ひし 者 を、 子 路の笑 はれし を、 孔子 聞 召て、 由が 人 を 素る K- やます、 三年 

の 喪 は 久しとの 給へ り。 世 中の なら はし、 人情の くだりた る 勢 を 見 給 ひて、 

餘義 なき 所 を 知 給へば なり。 成が たき u をつ とめし むる を 以て 聖 作の はじ 


て 何の 益 か あらん。 か へ りて 1 の 流 を 結 ひ、 

一 の 爭の端 をた つるな り。 た乂に 益な きの 

みに あらす、 道 は 聖人の 大道 なれと も、 其實 

は 1 人の 日蓮 法然等 や-作 出すな り。 愚 をし 

て 天下の 罪人と なせり。 t た をし これよ 

b 犬なる は あらし。 Is か 本心 を ひいきせ 

は 愚か 書 を 持して、 愚かい ふ 所の 惑 ある 人 

あら は 解へ し。 惑な く はやむ へし。 愚か 說 

を W 其 放心 をお さむ へ き 入なら は敎 へ し。 

其 人に あらす はやむ へし。 其 人外に むきた 

る 心 を 内に せ は、 はやく 愚か 說を棄 て聖經 

に 本つ かしむ へし。 世 中に 愚か 名の 亡て 跡 

なか..： んぃ は、 愚か 本心な り。 悅 ひこれ に 

過へから す。 愚か 本心 を悅 はしめ てこ そ晶 

負す るの 蜜なら め。 愚か 本心 を 憂し めて ひ 

いきと おも はむ は、 毒魚の 肉 を 以親を 養 ふ 

もの U し。 それ 天下に 名の あら はれて 益 

ある へ きも の は 孝子 忠臣 貞女 友 弟 眞责の 人 


めと せば、 これ 僞を敎 る 也。 何ぞ 天に 繼て極 を 立 給 ひ、 忠貧を 本と し、 禮 

は 後なる か Q 主意な らん や。 今の 人情 精力に て は 曰 本 王 代の 服 期の 法 可な 

らん か。 それ も 少し 道行 はれす して は 立が たかるべし。 今の 俗に まし 加へ 

ん事 は、 人々 の氣 質と 學カ とに あるべし。 たと ひ 道行 はる、 とも、 もろ こ 

しの 法の どくに は 成べ からす、 日本の 水 土に よるの 制 あるべき か 問、 

閔 子の 三年の 喪 終ても 哀情 やまざる を、 君子なる かなとの 給 ひし は尤 なり。 

子 夏の やう./^ つとめてた のしめる を も、 君子なる かなと ありし を、 子 

貢のう たが ひとはれ しに、 孔聖 のこた へ 給 ひし は、 大方 通じ 侍れ ども、 上下 

淺 深の 位 ははる かなる やうに おぼえ 侍り 云、 閎子 は氣質 美に して 文學 

力 ふかし。 つとめす してな し 給へ る 也。 子 夏 は 天質 をよ ばす、 舉カ ばかり 

を 以てつ とめて いたれり。 しからば 閎 子の 質 あらば 閑 子に は 及 K1 あらん。 

子 夏の 質に して 子 夏に はおよ びが たからん。 世 中の 人 を 見る に、 聰明の 質 

は 篤行に 不足 也。 篤 實の質 は 才知に 不足な り。 顏子閎 子 は 二ながら かねた 

る氣 質な り。 其 上に 聖學 あれば 大賢 人な り。 知 もく らく 行 もよ からすして 

又學を 不知 者 を 愚 不肖と いふなり。 此愚 不肖 も 聖主賢 君の 德化を かう ぶれ 
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なり。 德大 なる へき もの は 聖人の 業な り。 

聖人の 常道なら すして 別に 道 をた て敎 をな 

して、 人 を そこな はさる もの はい また あら 

し。 愚か 舉 のみに あらす。 古の 大儒と い 

へと もし かり。 $ の -6 負 をす る もの は晦 

港 をた をし、 王 S- の ひ いきをする もの は 陽 

明 をた をす。 朱 子 王子 共に 名 を このむ の 中 

入に あらす、 德を おも ふの 君子な り。 た X 

時の 弊 を 除て 聖人の 道 を 明に せんとお も へ 

り。 然に 朱舉と iK て 一 流と し、 王舉と 云て 

1 流と す。 其 學者を 見れ は德を 好す 業 をな 

さす。 た&に 同異の 爭 のみ ありて 聖舉 起ら 

す。 朱 王の 本心 は 聖人の 道 を あら はさんと 

せり。 しかるに かへ りて 聖人の 道 を 塞くな 

り。 朱 王の 本心 をた かへ て、 朱 王 を かなし 

ましむ るは& 負た をし にあら す や。 若兩子 

の 本心に 叶て 兩子を ひか は、 古今 i を 註 

して 人 をして 文 翁に 联人 しむる は 朱 子に し 
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ばみ な 善人と なる もの 也。 これ を 民 をば よら しむべし、 しらし むる 

はすと. S ふなり 


あ 

た 


く はなし。 それより 後 は 後學の 力に も 及 ひ 

なん。 聖語を 35 はやむ へ し。 聖 語と い へ と 

も 我心の 註な り。 心 を 得 はやむ へし。 文武 

の 二道 を 兼て 其 功 を あら はし、 且學 者の 心 

を內 にむ けたる は 王子に しく はなし。 其內 

にむ きたる 心に て聖經 をみ る 時 は、 其理も 

其 語 も 昔の 物 なれと も 我 かものと なる £ 各 

別な り。 王子の 聖學に 益 ある 所な り。 近年 

學は 長袖の ものと して、 武士の 業なる £ を 

しら さるもの 多し。 陽 明に よって 學は 文武 

の © 業 をな すと を 知へ し。 此 二の 益 を 得 は 

やむ へし。 二子の 學 ともに 聖學に 助 ある £ 

々からす。 しかれと も ひとへ に 取 用る 時 は 

又 害 あり。 大賢 以下の 學 は 熟せ さる 所 あり。 

其 所に は 弊 生す る ものな り。 然と も 二子の 

本心 を學ふ もの は 益の み 取て 弊 をな さす 

間、 is 人に 至ら さる 前 は 翁と する 聖經な 

くて は 叶へから す。 心 を 得て やむ と はすこ 
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^ 一  心 友 問て 云、 敬 を 立る の受用 手に 不 入が 故に、 や V も すれば 離れ やす 

し。 敬存 する 時 は心氣 健 なる がごと し。 しかれ 共 或 時 は 一 物 あるが ごと 

く、 心氣 すくみた るが ごとし。 或は 頑 となり、 或は 聞 思雜盧 〔og 一， 一行 作 本し 

あり。 皆 これ を 放心と 云べき か。 お ぼ ゆる K- を そくして 歸る こと すみやか 

ならす 答 云、 敬 は 天地人 三 極の 耍道 なり。 天の 流行して やます、 日月 

のか はるぐ 明かに、 寒暑 來往 して 物 を 生す る こと 間斷 なき 所 は 敬な り。 

地の 山 澤氣を 通じて 流水 不レ舍 、風 雷雲 雨 を 起して 物 をな すと を こたらざる 

もの は 敬な り。 天地 は 無欲 也。 故に 敬 やむ 時な し。 瞬の 程な りと も 敬な く 

ば 天地 も 崩れつべし。 是 故に 敬 は 本然 固有の 德也。 外より 附 たる ものに あ 

らす。 堯の 德を禰 美して 欽 明文 思と 云。 欽は 敬な り。 易 云、 天-行 健 ナウ。 

君子 以テ .HI* 强 チ不， 息。 敬の 受用 これより 深切なる はなし。 敬 は 心の 本 鉢に 
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し 心に おちさる か とし 云、 しかり、 し 

はらく 本に 力 をつ けんか ためにい へり。 朱 

註に よって 聖 語の あらまし を 得 一 、 後 多聖語 

にわたり ぬれ は， ぽを以 1^ を 解て 聖人の 語意 

に 通す へし。 聖人の 語に は 含 一お の 味 ひ窮り 

なし。 直に 聖人に 封し 奉る か- 1 きと あり。 

心 を 得て 後い よく 親切なる 事 をお ほえぬ 

へし 

^ 場 者 間て 云、 即 レ物窮 ニ其理 一と は 事々 

物々 につ ゐて事 々物 々 の 道理 を 究め 知と 云 

儀 か。 云、 しかり。 其 車々 物々 の 理と云 も 

の いか k 心得 給 ふ、 其 意 を しらす。 か 見 

侍る は 物 は 事 也。 t ゆ は 物の 用に して、 物 は 

事の 休な り。 二に あらす。 倫の 物 あれ は 

五倫の 事 あり。 五倫の 物 は 君臣 父子 夫婦 兄 

弟 朋友な り。 五倫の 事 は W 典十義 也。 五倫 

の 物に S- て 五 典 十 義の理 を 委く究 て、 心に 

,妈 身に 行 を 格物& 知と 云。 知は理 なり。 今 


.  丄ハ 

あり、 性の 德 なり。 故に SI- 人 は 無心に して 敬存 せり。 誠より 明かなる の 性 

、、、、、、、、、、、、、、  、、、、>、、、、 

也" この 故に 欽 明と 云。 おも ひみな あや ありて 側思雜 慮な し。 無事の 時 は 

， 、、、  ，、、、、  、、、、、^、、、、v、、、、、  、、、、、 

さ々 として 幽深玄 遠な り。 昭々 として 神明 不測な り。 接る 時 は靜專 なり。 

よく を こりた る 火 を 灰 中に 埋 むが.： t く、 冬 陽氣を 地中に 包み 蓄 るが どし。 

常人の 寢 て：' の ごとくなる HJ なし。 晦に 嚮 て 入て 实 0^ するな り。 故に 時 

として 敬せ すと 云 ことなし。 天地の 大德を 生と 云。 人の 本 W 一 を 仁と 云。 天 

地に 法 "てみ. つから 强メて やます。 生々 の 流行に 合して を くれざる は 敬 也。 

夫 孝 天 之.. 經也。 地 之，. 義也。 人 之，. 行 也， -經義 行 は 一貫 也。 其 やまざる 所の 

景象を 敬と 云。 即 本体 即 工夫な り 問、 手 を 下す 所 はいか 云、 自 

反愼獨 乙れ 敬の 手 を 下す 工夫な り。 常人 は昧 によって 敬 を しらす。 明かな 

れば 自然に 敬 あり。 深淵に 臨み 薄氷 を 履.^ 時、 身の 落 入 道理 明かなる 故に、 

必す愼 む 也。 多 欲 利 せの 天眞を そこな ひ、 長生 不死の 眞身 をお としい る、 

こと、 深淵 薄氷に 過たり。 視聽 言動 思と もに 天理に したが ふ 時 は、 心廣く 

、 

体胖 かなり。 人欲に 陷る時 は 心. S たみ 身 くるしめり。 舉 テ而 シチ 時- 1 習 5 之ブ。 

天理 人欲の 苦樂 をよ くお ぼえ、 戒愼 恐懼 を 以て 心の 生 意を發 出し、 天眞の 


の 理を究 と 云 は、 著の 上に て 文に 即て講 明 

し， 1^ は 空談に 議論す。 これ 物に 即て理 を 

窮る にあら す。 され は- -を W 友を會 する ま 

て は あれと も、 友 を 以仁 を輔 るに は;' たら 

す。 仁を輔 ると 云 は、 父子の 親、 君臣の 義、 

夫婦の 別、 長幼の 序、 朋友の 信に をいて 過 

る を 磨し、 不足 を 補 ひ、 互に 過ち を 吿て相 

輔る ものなる に、 今の 現-者 は 過 を 聞 CJ をい 

とひ、 至情 を 云 もの をに くめ は、 即物究 其 

理の -3^ を 失へ り。 しから は 天下の 事々 物々 

の理 を究、 博識 多 聞な りと 云と も 何の 益 あ 

らん 間、 天下の 物 莫不有 理唯於 理有未 

窮故其 知 有不盡 也。 天下の 物と あれ は必し 

も 五條に 極る へ からす。  < ムの說 の £ くにて 

は 文理； 小 分明 かとし 云、 天下の 理の重 

きものは齊家治國^^！-天下也。 其 中の 一事 

く は 天の 與 たる 才知 あり。 君 も 其 質の 得 

たる 所 を 察し 給 ひて、 其 職 を 命し 給 ひ、 臣 
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悅を得 を 明かなる より 誠 ありと 云。 有事 無事 共に 存養 省察して 放心せ す、 

これ を 敬と 云。 何ぞ氣 象に 泥 まむ。 何 ぞ陽氣 の 健なる をた のまむ。 間思雜 

盧は 意必固 我の 欲より 生じ、 頑 空 は 其 はじめ 物 を遂の 念より 發て、 其跡茫 

然 たり。 存養 省察の 功 疎かに て、 念の 起る 所 を 不知。 旣に 物を逐 放心して 

後に お ぼ ゆ。 相-火 燃て 滅が たく、 空々 の 本体に 歸 りが たし。 如此 もの を 

敬せ すと 云な り。 敬 を 立む とお も は 5.-、 よく. 1- を辨 へて みづ から 明かに し、 

心 法 精 して 念 慮の 微を さとるに あり 

^ 1 心 友 問て 云、 當世學 者の； i に 養子と いふ？ J はなき 義 なりと. S へり。 し 

かれば とてた ちまち 家た え、 家 內の者 共 を 流浪 させん も 不便なる 事 也。 こ 

れ にっきても 世 中の 人、 學問を きらへ る もの 多し。 聖人の 法と いへ ども、 

心に をいて しのび ざ. るが ごとし 答 云、 大君の 國郡 を：！！ じ 給 ふ も 同じ 理 

也。 一 人 を 以て 國郡を 治めし む。 國郡を 以て 一 人に あたへ、 其 身 をた のし 

ましむ るに あらす。 先君の 其 國に養 ひ をき たる 者 は 一 人と して 退去 こと あ 

たはす。 用-立 も 不立も をし なべて 治 養 ふは國 郡の 主の 任な り。 郡 主な 

ければ 相 乱て 生 をた もたざる が 故な り。 今 家 も 亦し かり。 子孫な くして た 
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もみつ からの 天 を盡す もの 也。 身を修 るに 

とく 人 を責 るに ゆるやかに、 知 さとく 行 篤 

き 人 を 選て 敎を 掌ら しめ 給 ふ。 日本の むか 

し 淳和院 群 院の師 あるかと し。 山川 地理 

に 得た る才 あれ は、 山川 池澤 をつ かさ とら 

しめ 給 ふ。 物の 生長の 道に さとき 人 を は 費 

事 を 掌ら しめ 給 ふ。 今の 郡 代のと くよ く赏 

罰 をと はるへ き 人 を は、 士師の 職に 置 給 ふ、 

今の所 司 代のと し。 律呂の 理に 明かなる 人 

を は樂を 掌ら しめ 給 ふ。 善惡の f3 理分 明に 

して 直言す る 人 を は諌議 太夫と す。 進て 忠 

を盡 し、 退て 過 を 補 ひ、 天下 政道の 損益 を 

知へ き 人 をは納 言と して 君 言 を 出し 納し 

む。 S 鬼神の 理に 通し、 人情-; S 變に 達せ 

る 人 を は家宰 として 百官 を 總 主ら しむ。 天 

下の 事 は 多し、 理は究 りなし。 右 は 只 大事 

の 二三 を あけたり、 一人して 極めし るへ か 

らす。 力 を 合せ 媒を あつめて 天下の 知 を 用 


二 六 八 

えたる は， 誰 にても 兄弟お はき 者の、 いまだい ゑな く、 其 役儀 を つとむべ 

き 者 を 撰て、 位祿を あたへ、 其 家：？： の 男女 を やしな はしむべし" 諸侯と 成 

て其國 の位祿 をう くれば、 其國の 老若 を 養 ふが ごとし。 其 者 同姓なら ばす 

ぐに 祭祀 を つぐべし。 他姓なら ば往々 同姓 を 求て 我 後の 佚 者と せむ。 同姓 

其 器な くば 我 力 を 以て 祭祀 をた、 ざる はかり 事 をな すべし。 源平 藤 橘 等の 

姓 は ひろし。 く はしく 尋ねば 同姓の なき こと あら じ。 同姓 を 養子と する は 

古の 法 也。 周 人の 百世と い へど も 婚姻 不通の 法 も 同姓の 親み を ひろめて、 

人の 後 をた、 じと なり。 もし 同姓な くば 他姓と 云と も 可也。 人 は 皆 天地の 

孫な り。 同姓に あらざる はなし。 しばらく 末 を わかつ もの は 人倫 を 明かに 

し、 禮を 尊て 禽獸を さる こと 遠から しめんと 也。 其 上 大節を 守 は 君子の 義 

なり。 小節 をと る は 小人の 事な り。 小人 は 小節 を 取て 禽獣に 逮 かり、 君子 

は 大節を 守て 小人に ことなり。 政 は 小人 のん 情 風俗 を 本と す、 俄にして 人 

情 を 憂し むる 時 は 大道と げす。 故に 聖人 も 三年に して 成 こと あらん 世に し 

て、 仁 あらむ との 給へ り。 養子 入 聲等は 今日 本の 風俗と 成て、 人情の 安す 

る 所 也。 君子た る 者 は 人の 非 を そしらす、 天 を 以て ひとり 立べ し。 天下の. 


て、 天下の 事 を 塞す へし。 其 不知 を は 不知 

とし、 知 を は 知と し、 己 事 を 不知と もまと 

はす、 人の 知 を もうら やます。 己 事に 達す 

れ とも 滿り とせす。 功 成て ほこらす。 耳目 

手足の 各 其 用を盡 して 一 心の 妙に 歸す るか 

£ し。 天 は 生し 地 は 育す。 日月の か はる 

く 明に、 四時の たか ひに 行かと し。 其 物 

をな すに 至て は 一 なり。 又 天下の 事に をい 

て 心の 感 する 所、 身の 交 はる 物に あって、 

初 學は疑 ひ ある 事 あれと も、 正 心 修身の 緒 

餘土苴 なれ は、 好學の 人は勞 せす して 明辨 

すへ し。 天： >  の 理を盡 すと いへ は、 大 なる 

やう なれと も、 本末 il ん後を しれ は 難き 事に 

あらす 

55 畢者 間、 北 野を聖 鹿と 申 侍れと も、 聖 

巧に 怨 怒の 心 はなき と 承る に、 怨靈 となり 

崇を なす やうなる 甚 しき 火 氣 執着 ある 人 

を、 いかて か 今に 神と しあ かめ 申 事に てお 
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風俗と 習と は 下に ある 者の 任に あらす。 たと ひ 明君 上に 出 袷 ふと も、 我に 

法 を 立 袷 ふべ からす。 德 化の ひろまる にしたがって、 漸を 以てう つり か は 

るべ し。 問、 子路 孔子の 命に よって 射 をみ る 者 を 退けられし 時 も、 人の 後 

たる 者を耻 しめられし 事 は 如何 曰。 れ 聖賢の しわざに あら じ。 孟子 

曰、 仲 0^ は甚 しき 事 をし 袷 はざる 人な りと。 道理 は 道理 にても、 大場 にて 

人に 耻辱を あた ふる 樣 なる 不仁なる MJ は、 今日 本に て だに 少し こ、 ろ ある 

者 はせ す。 况ゃ 孔門に を. S て を や。 家 語に は 後人の 附會 のこと あり、 こと 

ぐく 信す ベから す。 當世道 だてす る學者 は、 凡 情の 勝 心 を もまぬ かれす。 

利欲の 根 を だに た、 す。 不仁 を 以て 力量に まが ひ、 古人の 跡 を 見て 變通を 

E^H^  そ" く 

しらす。 得 かたに は 禮法を 守り、 叉 得 かたに は 美風 をみ だる。 常人の 君子 

、  、 、 、 

の 大義 を とらざる こと を そしり、 凡 女に も 貞女の 節 を 守らし めんと す。 羊 

に 虎の 皮 をき する を 以て、 道 をお こさんと す。 これに 遠き 時 は を それ、 これ 

に 近き 時 は あなどる。 大道の 罪人たり。 たと ひ 虎の 質 ありと も 羊の 皮 を 着 

て 群 をみ だるべ からす C たと ひ 光 ありと もや はらげ て 塵に 同じ かるべし。 

これに 遠ければ 望 こと あり。 これに 近ければ 耻る こと あり。 君子の 學は忠 
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はします や 云、 これ 世の 傳 あやまりな 

り。 昔 公の 怨斑 となり 崇を なし 給 ひたる に 

は あらす。 配所の 詩に 云、 去年 今夜 侍 淸凉、 

i 詩篇 擬斷 腸、 恩賜 御衣 今 在此、 捧將 〔0 

持 力〕 毎日 拜餘 香。 此詩を 吟し絵 へ 。 誠に， お 

心の ふかく 感慨の 多と、 其 人 を 見 奉る かと 

し。 怨 怒の 心は少 もな し。 然と も 孝子の 怨 

忠臣の 怨と 云と あり。 平 人の 不知 所な り。 

小 弁の 詩 は 孝子の 怨 なり。 孝子の 心なら て 

はしられぬ 義 ありと 古人 もい へ り。 t ヅスム の 

怨も、 忠臣の 怨 あるへ し。 忠臣なら て はし 

られぬ 心 あり。 雷と なり 崇を なし 給 ひたる 

とい ふ £ は 、奢 公 の 霾 にあら すつ 天道 其 忠臣 

の 誠 を感し » ひ て とかめ 拾 ひ しもの なり。 

周 公の 忠を あら はさむ とて、 大風 吹し 類な 

り 問、 很 山 にいたり て 文 學の師 なり 

し 人 をた のみ 給へ るに、 _ ^引な かりし か は 

怒て、 拓摺を 口に 含み 吐かけ 耠 ひしに、 燃 
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信 を 主と す。 文 は 時に 中すべし 

^ 1 朋友 問て 云、 江 西の 學 によって 天下 皆 道の 行 はると 云 こと を しれり" 

儒佛 共に 目 を 付かへ たる は大 なる 功な り 答て 云、 . ^ぶノ し は 益 も あるべ 

困 弊 あり  ，  ： „ 

けれども 害 も 亦お ほし。 しかと 經傳 をも辨 へす、 道の 大意 を もしら で 管 

、  、 、 、 

見を是 とし、 異見 を 立て 聖舉 とい ひ、 愚人， みちびく 者 出来ぬ。 江 西 以前 

をき かず。 世間の 學者 

には此 弊な かりし なり。 天下の 人目 を さましたり といへ ども、 いまだ 德を 

、  、、、、、、 , ， , , 

む まれな り 

好の 人 を 見す。 粗學 の自滿 のつ いえ は ニーに あらす 

、 、• 、 、 

0 一  學者 問て 云、 或 人の いへ るに は、 有無の 見の 有に は あらす。 道 体に 有無 

中道 あり。 儒 は 道 体の 有な り。 今のお 体 を をし へ 行 ふが 故 也。 尤 自然の 妙 

なきに は あらす。 無と 中道 を うらと せる たり。 老子 は 無 を 本と し、 有 中 をう 

ら とせり。 釋氏は 有と とき、 無と とき、 中道と 說。 叉 中に も あらす と說 は、 畢 

竟中を 本と して 無 有 を うらと せりと いかむ 曰、 儒は尤 八：' 日 形 色の 上に 

ありと い へど も、 形 色の 主たる もの は 無な り。 頑 無に は あらす。 形 色な きの 

道 也。 • 其 無 は 神明 不測に して、 其大 外な く、 其小內 なし。 東西南北 上下 中央 


あかり 《戶燒 たり。 其 妻戶後 まて 有た ると 

巾 侍れ は、 公の のた まふ ことくに て は ある 

ましき と覺ぇ 侍り 云、 これ 作り言に て 

侍り。 我 か 山の にせん とて、 あたら 忠 

臣に研 をつ けたる もの 也。 其 時 坊主の 夢に 

見た る 事と もい ひ、 狐の しわ さなり ともい 

へり。 定家 かつらな と、 て 作り言 をして、 

謠 にうた ひ、 定 家に 難 をつ けたる 類 世に 多 

し 問、 天神の 御手 跡と て佛經 世に 多 

し。 佛學を 博く し 給へ は又聖 鹿と は 申 かた 

からむ か 云、 其 時 はい また 聖佛の わ 

かち もな き 世に て 侍り。 いつれ となく 只 博 

く 物 をし る を W 舉間 とせり。 た 其 人の 德 

業 を 見て 聖者と しり、 佛者 としる はかり 也。 

ムは 五倫の道 正しく 取 行 ひ 給 ひし？ J は、 

皆 天下 太平の 政道 也。 され は 聖廟と いはむ 

にうた かひ あるへから す。 よみかたき 書の 

点 まても 奢 <ム& へり。 聰明の 人に てお は 
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なし。 虚靈 不味な る ものな り。 是道 体な り。 故に 中と い ふ。 形 色の 主 は 無な 

り。 無の 德は中 也。 物 あれば 則 あり。 形 色 は 天性 也。 惟 聖人に して 可 i ン踐， 形， 

叉 問 云、 或 人の. S へる に は 三千 大千 世界と 云て、 此 天地の 外 無量の 世 

界 あり。 ゎづ かに 天地人 を 以て 道 を 立、 敎を なす。 狹 きに 似たり 云、 こ 

れい まだ 形 色の 見 を 離れす。 物の 大を 以て 目 を おどろかす ものな り。 道に 

大小な し。 天地の 外 天地の 內、 異なる 事な し。 且大虚 と 云 は 三千 大千 世界 

とい ふよりも 大 なり。 大虚 とい ふ も 道 体な り。 道の 外大虛 あるに あらす 

一 一 心 友 問 云、 君子と 小人と にむ かふ 時、 心と 行と 二に なり、 人前 獨居又 

內外 あり。 これ を 一 にせん とすれば 心すく み、 氣欝 する がごと し。 义 親し 

き 友と い へど も隔心 をな す樣 なり。 隔心 あれば 善 を 吿ても 聞 入 侍らす。 和 

して 一体のお も ひ をな せば、 我 を もい さめ、 人 もき、 いれ 侍り。 しかれ ど 

も 我心に を， S て 流す るが ご とく 取し めな きが ごとし、 いか 受 用し；！ るべ 

き や 答 云、 君子と 小人と、 人前と 獨 居、： の 境界 を 立て. S ふこと も、 時 

により 事に より、 人に よりて 有 やう あれ ども、 受 用の 端的に は あらす。 其 

四の 境界 をた てす、 た M 自己 一念 獨 知に 向て 愼み給 ふべ し。 大學の 慎獨の 
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しまし き。 犬 神の 御手 防と 云に は、 にせ 多 

侍れ は、 これ も 信し かたし。 其外大 神の 佛 

學の 事と も皆佛 者より いへ り。 佛 者に は 方 

便說 とて 漾々 作り言 をい ひ 侍れ は、 一とし 

て實 なき 事 也。 むかし 一 犬虚を 吠れ は 今 は 

万 犬 一お を 吠、 聲を 吠る もの は理を しらね は 

せな りと おもへ り。 仁義の 道 を しらね は、 

货<ム の 仁義 を あし さまに いひな して、 营 公 

を 眷 ると 思へ り 

S 尝間、 阮 は 口に 人の 過失 を 論せ 

すと いへ り。 ま £ に 好 人 也。 大舜 はこれ よ 

り 大成 事 あり、 善 を 人 と共にし 給 ふ。 人の 

惡を かくして 善 を あけ 洽ふ。 惡は默 してき 

えう せ、 善 は大に 成ぬ。 人の 善 を ゆるし 給 

へ はなり 0 しかるに 孟子 はよ くもの いひて、 

楊 墨 を ふせく もの は 聖人の 徒な りと いへ 

り。 凡人 をた に 悪を瞎 して 善 を揚給 ふに、 

楊 ^.4" は 少し 見所に 過不及 あり とても、 凡人 


獨の 字の 下に、 知の 字 を 付て E 袷へ。 古 は 言語 易簡 也。 獨と 云て をの づか 

ら獨 知の 心 あり。 ひとりと よめば 人前の 事 は. いふに 及ば ざれ ども、 身の ひ 

とりと 心得 侍れば、 愼 みの 格 法に 成て、 窮屈に して 心 は 主な きが ごとし。 

獨 とよみて 知の VJ  ろ を ふくむべし 

S 一  朋友 問、 君と 親と は いづれ か 重き 答、 時 中 を 重し とす。 君子 は 主 

と 親との 輕 i をい はす。 たと へば 君に したがって 軍陣に おもむ かんに、 父 

母 妻子 を 敵に とら はれたり とて、 日 比の 君臣の 義を變 じて、 敵の 臣とは 成 

ベから す。 此時は 父母 妻子 一 族よりも 君 一 人 を 重し とい はんか、 さに は あ 

らす、 た 義を 重し とする 也。 父母の 本心 も 又 亡る を 安して、 生る を耻と 

す。 父母の 形 は 亡と い へ 共、 性 命 亡びす。 又 父た る 者 不慮の 難に あ ひて、 

ころされん とせば、 たと ひ 子た る 者、 重 位重祿 をう けて 君に つか ふると も、 

すて、 父 を 引 つれての がれ かくるべし。 此時は 君よりも 親 を 重し とい はん 

か。 さに は あらす。 仁 を 重と する 也。 た 君 親の みし かるに あらす。 五常 

の 性と い へど も、 仁 を 主として 義禮智 信を赏 とする こと あり。 信 を 主と し 

て 仁義 鱧 智を賓 とする こと あり。 孝 經には 孝 を 主と し敎 給へば 仁義 も賓と 


をぬ け 出た る 人 也。 何 そ 其 善 を 好して 其惡 

を かくさ V る や 云、 性 は聖凡 一 体 なれ 

とも 命に 分量 あり * よく 己 か 分量 を 知て、 

命に した かふ もの は 聖人の 徒な り。 天命に 

天 吏の 任な きもの はよ く默 し、 よく 拙くて、 

阮嗣宗 か 人の 過失 をい はさる を師 とすへ 

し。 其 上に 心 術 明に して 金の 鍊得 てまし は 

りなく、 至 精の 正色なる か £ く、 心 思の 存 

する 所 天理に 專 なら は、 人欲の 煩な からん。 

是を 聖人と 云と も 可也。 聖人の 聖人た る 骨 

髓こ V にあれ はなり。 天質の 分量 f もの 

に は 天 吏た るの 天命 あり。 邪 正 を わかち 善 

惡を 明に する に は、 或は 筆紙 を かり、 或は 

言論に わたると あり。 小人の 好て 人の 過 を 

いひ、 益な くして 是非 を 論す るの 凡 心に は 

あらす。 いはされ は 世 を 救 ふ tj あた はさる 

かためな り oli^ 子の時 は 上に 堯の聖 主な く、 

下に 舜 、神禳 なし。 これ 又 分 を 知の 義也 
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成ぬ。 論語に は 仁 を 主と し 袷へば 孝弟 は賓 となりぬ。 官祿 をす て、 親 をた 

すくる 時に あたって、 親 を 助る は 君の 本心 よろこべり。 家 を かへ りみ すし 

て 君に つか ふまつ るべき 時に あたって、 君に 事る は 親の 本心の 悅 なり。 1 

方 うらみば こそ 輕 重と もい ふべ けれ。 道に したが ふ 時は雙 方の 悅 なり。 ま 

よ ひの 君と まよ ひの 親 は、 酒氣の 常の 心 を 失 ふが ごとし。 論す るに たらす 

J 1 或 問、 たえなん とする 家に は 善人 生れ、 おとろ へんと する 國に は賢臣 

出る と 申 乙と あり。 いかなる ゆへ にて はんべ る や 答 云、 この 理 あり。 

天道の 仁な り。 家の たえなん とする は 積悪の ゆへ なり。 末に あたりて 善人 

の 生る kKl は、 道 德を修 て 其 積悪 を 消し、 子孫 を 再 輿せ しめんとの 命 也。 

しかるに 善 は 善 なれ ども、 悪に 勝べき 道德 なければ、 終に た ゆる ものな り。 

叉衰 へんと する 國に 賢臣の あげら る、 事 は、 蓮 命す でに あやうき きざし あ 

り。 これによ りて 賢 を 思 ふの 心 有。 天道 其お とろへ を ひるが へさし めんが 

ために、 賢才 を あたへ 給へ ども、 た に 善 を えらび、 善 を 令した るば かり 

にて、 天命に 應 すべき 道德を 立ざる 故に、 終に 亡びに 至る ものな り。 これ 

を大學 にも 賢 を 見ても あぐる こと あた はす、 あげても 用る こと あた はすと 
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^ 學 者 間、 凰 鳥 は 神聖の 御代に あら はる 

、といへ り。 然るに 後世に は S にたに も 及 

はさる 時代に も 度々 出たり といへ り。 世の 

學 者 清 義を失 ひて as を またす して 動 故に、 

服 も 又 接 輝 を 見す して 下れる か 云、 こ 

れ眞の _»に あらす。 上た る 人道 を しらすし 

てた X に 虚名 を 求め、 或は 愚なる に 諧ひ者 

ともの， 目出度 御代な り、 かくしつ かなる 

事 はいに しへ とても あらし、 なと いへ は、 

まと かとお も ひて . 天地に 符瑞も あるかと 

望まる i 故に、 又 SS て虚瑞 をい へり。 たと 

ひ眞 に；^ 凰の 形 ある 烏 出る とも、 上の 德神 

聖 ならす、 人倫 明なら す は 鳳の 妖怪 成へ し。 

卿愿の 君子に はけた るかと し。 これ 妖 物な 

れは、 かへ りて 慎み あるへ し。 然るに 鳳 を 

みたる と 云 所の 民に は 役 を ゆるし 祿を給 へ 

は、 見た ると 云 もの ある 理 りなり 間、 

符瑞 いたれと も德 うすし とい ひて、 あへ て 


H 七 四 


ぃク. 


iS 一  朋友 云、 我國に 先生の 名 を 聞て、 道に 志し 来りて したが ひ學 びん こと 

12 

を 願 ふ 者 あり。 いか M 申つ か はすべき や 答 云、 古哥 にす めば またう き 

世な りけ りよ そながら おも ひし ま k の 山里 もがな。 其 人の 心に、 そ u に 行 

て學 問せば とや あらん、 かく や あらむ とお もしろ かるべき こと を 心に むか 

へて、 した はる、 なるべし 。來 りて 見 給 は i^、 一として 其 ごとくなる ^ は 

あら じ。 學術も 其 心に 好まる 、所い かやう のす ぢ なる を もしら す、 愚が 學 

た 今の ごとくならば、 人に も しられ じ、 むかし あやまりて 名 を 得たり。 

其 ひが, を 人 は 好む 者 あり。 人道 は 珍ら しき となし。 かなら す來學 をと 

めら るべ し 

1 心 友 問、 貴 老の御 事 を 知て、 ほむる 人 はすくな く、 不知して そしる 人 

は 多し。 聖人の 道 を 學ぶは 名 を 求る に は あら ざれ ども、 令名の 質なら す や。 

しかるに かへ りて そしらる、 は 何ぞゃ 答 云、 人の ほむる は 我 を勞す 

るな り。 そしる は 我 を 安す るな り。 我 病 者に して 体氣 乏し、 勞 せんこと か 

^ひがたし。 安す る こと あたれり。 故に そしり は 我 を 助るな り。 知て ほむ 


，フ け 給 はさり し はまと に s なり。 しから は 

周の を どれる 魚航に 落人た るを悅 ひよ みし 

て、 si ひし はい やしと いへ る CJ はりな り、 

いか、 云 、詔て 符瑞 を吿れ ともみつ か 

らの德 の 薄き を 省て 應せ さる はま £ に 奇特 

也。 それ 周の 魚 は 自然の 天應 也。 王 も 無心 

にして 其 天の 賜 をう け 給 ふ 也。 後世の 福 を 

求る に 汲々 なる 者の、 はじかみ のく ひ あわ 

せ を 見ても 悅とは 天地 隔別 のこ、 ろな り。 

虚名 を 好み 福 を 祈る の 心な けれ は、 人の い 

はん 所 を はかりよ くるの 氣遣 もな し。 人 を 

みるに は德と 功と を 目 あてと す。 ほめ そし 

りに よるへ からす。 この 故に 聖人 は 人倫 明 

かなら す、 政 刑 道な き 世に 薯 年の ある を は 

却て あやしき 事と して 1 へり。 しかれ は 

まつり も 道な き 世に は、 天災 地妖 たえす。 

五穀 か はる./ \- じゅくせす、 まとの 璺 年と 

いふ * はな かるへ し。 佛氏 はこれ より 甚し 
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ると 云 も、 愚に 德 ありて したしまる、 にあら す。 氣 象の あ ひかな ひたる 人 

ならん。 万人に 一 人の 知人 だに、 我を勞 する こと 甚し。 そしる 人 は 我に か 

はりて 病氣を こと はるな り。 其 そしる あまたの 人に ほめられ なば、 今 ま 

でながら へても あら じ。 且德を も そこな はれん か。 そしり は 愚が 過 を 格し 

浮氣を しづめ、 身の 養生 をな さしむ るな り。 きくる をい と はす。 ほむる Si 

愚が 過 を まし、 浮氣を 生じ 氣カを へらさし む。 きかん 事 をね が はす 問 

それ はさ も あれ 貴 老の名 を かりて 不善 をな し、 且貴老 にお ほせ 申 事 多し。 

おも ひ よらざる 惡名 をと り 給 ふと は、 道 德の疵 ともなるべき か 云、 尤 

しらぬ 惡 をお ほせられ て 名 をけ がさる" は、 無 實の雞 題な り。 たと へ をと 

る は を それ あれ ども、 聖人 を だに 陽 虎に まが ひたり。 大德の 人 は 難 も 犬に 

して、 叉 はる. -こ とも すみやか なり。 愚が ごとき 不德の 者 はわ づ かに 惡名 

など 様の 難 あり。 本より 凡人の 品 をまぬ がれざる 故に、 はる、 こ ともを そ 

し。 しかれ ども 我心に なき ことならば、 い ふと いふと もぁづ からす 

^ 一 園 て I、 不偏 不倚 過不及な きを 中と いへ り 0 帝 堯の執 中の 心 法 か 


-の ごときの みか 
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きもの あり。 世 中の よから す 災害の ある を 

は 末代？ S 世の常と ゆるし、 國君世 主の 恥と 

も戒 ともせす、 かくの CJ きものと おも はせ 

奉りぬ。 儒者の たまく 直言す る もの あれ 

は、 そしる と 名 付て 罪に あは せんとす。 小 

人に 惡 人の ゆるし を 出す のみなら す、 君子 

にも 無道の ゆるし を 出す もの 也。 古の 賢 君 

は 時の 運に よって 水 早の «1 ある を も、 己 か 

不德の 罪な りと してな けき 給へ り。 大君 は 

天地の^ 物 を 生育し 給 ふこ、 ろ を 用 ひて 王 

となり 上と いは. へり。 國君は 主上の 德 

により、 3^ のよ く 雲 雨 を 起す 功 用に たか 

はすして 諸侯と なり 給へ り。 故に 豐年 しき 

りに いたりて 災害 生せ す、 禍乱 おこらす、 こ 

れを 天地人 三才  一 K とい ふ。 聖人の 締の祭 

の 義を知 もの k 天下 を 治る £、 其 掌 を 指 か 

CJ しと 仰ら れし もこ X にあり。 天地 日 H: 星 

も 堯舜の 時の 天地 三 光な り。 春秋 も 堯舜の 


= 七 六 

は此 心至虚 にして 偏 倚す る 所な し。 故に 中と いふ、 無 過不及 は 已發の 中 を 

いへ り。 此心を 以て 万物の 變に應 す、 往 として 中に あらす と 云 ことなし。 

故に 過不及 & きなり。 中世 者 天下 之 大本 也と いへ り。 中 は 天地人の 根本と 

云 義也。 他に 求べ からす。 これに まさりた る 中の 解 はなし。 中 をう ちとよ 

む。 うち は 物の 主な り。 禁中 をう ちと 申 奉る も此義 なり。 心 をもう ちと 云 

困 。心 は 身の 主 なれば 也 

。しかれば 中 は 心の 別名な り。 心と いへば 空に して 手 をく だしが たし。 心 

の 德をか V げ出 して 中と 名 付 給へ り。 夫 中 は 思 ふこ ともなく、 する KJ もな 

画 此卞數 言 JEO  || ijp 

し。 寂然 不動に して 感じて 天下の 故に 通す る ものな り 

益-一記 ス 

0 一  心 友 問 云、 今の 世の 幼少の 子 は 大方 才知 藝能 あるが ごとし。 むかし は 

きかざりし 秀 たる 様なる 者お ほし。 しかるに 世 聞の 人 は 次第に をと り ゆく 

イネ ラクテ 

事 は 心得が たき 事に て 侍り 答 云、 しかり。 田に う ふる 稻も 晚稻 ほど 取 

赏 おほし。 今時の 子 共の 利根なる は、 稻の 早稻の ごとし。 おとなになる ほ 

ど 知 養の 取赏 すくなし。 其 上 平 人の 利 發と云 もの は 大方 鈍なる ものな り。 

わら はべの 爪く はへ して 赤面し、 入 前にても の. S ひかぬ る は、 知 あきらか 


代の 春秋 也。 萬 物 皆 か はらす、 人の^ もつ 

とも 同し、 何 そ 心 ひとつ か はるへ き や、 お 

も はさる の甚 しき 也 

S 舊友 間、 贵老は 天下に 名 を 得 給 ふ 人な 

り。 道 舉 に をいて は儒佛 みな 黄老 によりて 

目 を さましたり。 或和尙 云、 心 i にー盃 

飲て さ- <れ たり 、飲て かへ さん 者な しと 。し 

かるに 贵老は 人に 尋問 給 ふ 事の み 見る。 い 

また 人に ふ 事 をき かす。 何 をし 給 はて 

も 天下の ゆるせる 所 也。 何 そ 神道 者 俗儒 歌 

道 者 筆 道 者 出家 まて を 招き あつめ、 或は 彼 

にも 行て 師 とし 學ひ給 ふや。 道德の 大本に 

をいて 究めさる 所 ありと や 謗り 侍らん 

云、 愚か 名は虚 也。 何 そ 其 虚名 をいた きて 

物し りか ほに 人の 師 たる 任 をに な ひ 侍らむ 

や。 一文 は 無 文の 肺と いへ は、 愚か £き も 

の も 虚名に 居て 人の 師 となら は、 なり もこ 

そし 侍らめ と、 師 たるに は 損 多し。 た i いつ 
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にして 耻の心 ある 故な り。 人に 存 する もの は耻 心より よき はなし。 耻 Q 心 

明かなる 者は學 問して は 君子の 地位に もいたり、 たと ひ無學 にても、 平生 

は 人 がらよ く、 軍陳 にて は 武勇の はたらき ある ものな り。 むかしの わら は 

ベ 共に は 爪く はへ する 者 多 かりし 故に、 成人に したが ひて 一役の 用に 立 も 

の ありき。 今の わら はべ は 人お めせす、 人前 にても 利發 にものい ひ、 立ゐ 

ふるま ひよ し。 この 故に 成人す る ほど 用人に 選ぶべき 人 すくなし。 人の 親 

たる 者德を しら ざれば、 耻心 ある 子 をば しかり を どして 耻心を 亡し、 耻心 

なき 子 をば ほめ 愛して いよく ほこらしむ。 賢才 は 日々 におと ろへ、 驕吝 

は 日々 に 長す る 所 也。 かなしむべし 

5 一  心 友 問て 云、 人い へる こと あり。 大國を 治る は 小魚 を 煮る がごと し。 

いろはざる がよ きなり。 かきまぜと やかく すれば、 くだけて あしく、 何事 

も 其 ま、 にて をけば 無事にて よき を、 しゐ てよ くせんと する 故に、 かへ り 

て惡事 出来るな り。 うちまかす るに 世 こそお さまれ。 と 云 前 句に、 よきに 

のみな さむと する や あしからん。 と 付た る を古來 名句と するな り。 おもし 

ろく 思 ひ 侍り 答 云、 しかり。 小- 鮮を いろはす して 賓 るが ごとく、 政 
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まても 人の 弟子に て 居 こそ 益 ある 事に て 侍 

れ。 言に 道德に をよ へと も師 たる 時 は虚中 

の 太然存 しかたし。 言 は詩哥 の あそ ひに い 

たれと も、 弟子た る 時 は 溫恭自 虚の眞 をう 

しな はす。 愚か 學 未熟なる か 故 也。 孺 子の 

欲に もとる £ あり。 况ゃ神 儒佛敬 筆の 人に 

を ゐてを や 。愚か 人に £ なる 事 はなし 。た 、 

人の 人た る 大本 を 知て まと はさる のみ。 自 

滿 して 人の 師 たる 車 を 好ます、 よく 人に く 

たって 弟子た るに 終 所の み少 古人に 及 ふへ 

きか。 それ 千金の 裘は 狐の 腋 にあら す。 大 

s の材は 一 の 木に あらす。 太平の 功 は 一 

人の 略に あらす。 古人 云、 天下 を 持 人の 天 

下の 諸事 諸 物の 我お たる £を はしれと も、 

天下の 人の、 知の 我物なる 事 を しらすして 

問と を 好ます。 人の 知 を 用 ひさる は 古今い 

やしと すろ 所 也。 夫 耳目 口 葬 手足の 能 を 用 

て 事 をな す もの は 心 也。 天下皆我に異なな 


刑の こざかしき 事た く、 德を おさめて いつ ともなく、/、 心 を 正しくし 風^ を 

ゥ，；  fi 時 所 位-通ず るの ォ - r ゝ. c、  . 

美しく する は 上 知の 事 也。 德 なくて よき のみ 好み 行へば 人情に さかり 

诗所位 wf あはす して その 善事の 一 倍 も あしき ことになる ものな り。 藥を不 

、、、、、、、、、 

£ して 日 をへ ぬれば、 をの づ からい ゆる 病に、 下手 醫 者の 藥を用 ひて 大煩 

となす がごと し。 しかれ ども さ樣に 一 偏に もい はれす。 いろはす して をき 

て、 國 天下の 治まる ものなら ば それほど やすき 事 はなし。 誰も 天下 國家を 

ばお さむべし。 はやく 藥を用 ひ灸を すれば い ゆる 病人に、 藥を用 ひたる は 

あしきと てうちす てをき、 日 をへ て 病お もれば 死す る 外の こと.^ し。 其 ご 

とく 國家 天下 も 乱の きざし 惡の源 を 見て、 はやく 備を まう け、 其 源 をた ち、 

其き ざし を 傅 すれば、 眞の 無事に 成て 長久なる もの 也。 夫 主將は 仁と 威と 

困 。知よ く 人情 事 變 -I 通じて 可-一 あたる 時 は 

を 身に おさめて 德 とす 。 故に 紀辆 ゆるまら す。 儉乂禝 と 時 を 以てう ごきて 

あがなら す、 ft 故に 人心 正しく 成て 風俗 美な り 

、、、、、 、 、 、、、、、、、、、、、、、、 

i 一  心 友 問、 I 以テ 直い ン -s:" 義以テ 方-一 S 外， と 見え 侍れば、 聖人 も 敬の 工夫 を 

用 ひ 袷 ひたる か 云、 獨を愼 とき は 仰て 天に 愧す、 俯て 尺に 作す。 これ 

内の IP! きなり。 事物に をいて 好む tj もな く、 惡む もな く、 義 と共に 從ふ 


もの ある 理を 知て w 知 を あけ、 才能 を 用 

て 治國平 天下 をな す は 明君 良 相の 德也。 万 

物 は 生を遂 むと をね かふ。 あつめて 春 をな 

す もの は 天 也。 聖 入の 聖人た る 所の 能事 は 

よくあつ めて 大成す るな り。 古今 才 なきに 

あらす、 あつむる 人な けれ は 乏し。 あつむ 

ると いふ はよ く 間 Atls て 人の 知 を 用る に 

あり。 天下の 知 を 先た つる もの は 天下の 知 

に將 たり。 己 か 知 を 先た つる もの は 人の 下 

なると を辨 ふへ し 

S 心 友 問、 文い また ひらけさる 故に、 昔 

の 美質の 人々 も聖學 に人耠 はさり しと 承 侍 

れ とも、 四書 五經 すてに 澳 りて たれ もよ く 

よみた る 事な り。 かほと 明かなる 書 を 置な 

から、 弁へ なかり し 事 なれ は、 聰明と も 申 

かたく や 侍らん 云、 今 は 旣に百 千年 を 

» て數 人の 手に わたり、 講明も かさなり、 其 

上に 近年 は宋朝 明朝の 害 わたりて、 日の出 
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は 外の 方なる や 

0 1 心 友 問、 ： 一一 一一 一は 上 六の 一 陰、 位な く權 勢な し。 九 五は剛 にして 位 あり、 

2  1 

樓勢ぁ り。 決 シ去ル に をいて 何の 危 きこと か あらむ。 しかるに 不， 利， 即 

利ァぃ 有ル； 1 攸レ往 と， まことに 功利の 徒の ま はり 遠き と 云 もこと はり 也。 德を 

知者に あらす ば處 する こと あた はじ 云、 しかり。 剛 にして 剛を用 ひば、 

一 柔の微 なる、 決 去 こと 易 かるべし。 然 れ共剛 にして 剛を 用る は旣に 過た 

り0 寬仁 にあら す。 故に 决 去て 後 治化大 なら じ。 天地 位し 万物 育す るに 至 

らす。 是 故に 堯舜の 神武に して 天下の 兵 を i て 三 苗 を 誅し袷 ふ は 何の 危き 

ことか あらん。 剛 にして 剛を用 ひば、 决去 うちほろぼす こと やすから む。 

しかるに 悠 * として 心服 を 待 袷 ひ、 來服 せざる がた めに 軍 を かへ し、 文德を 

修メて 終に 来し 給へ り。 兵 を 以しカ を 用て 服す る XJ と を 欲し 袷 はす 0 是夬 

の剛 にして 柔を决 する こと 健に して 說び、 决 去て 和ぐ 所な り。 君子の 小人 

タチ 

を 退去 と、 かれ を斷 亡す にあら す、 和して 導き 敎て其 非 を 改め しむべし 

0 1 小人の 道 消す る 時 は决" 去す してな きが ごとし。 心 友 問、 許 由 は帝堯 

2 

の 召に 從 はす、 子 陵 は 三 公 を 辞す。 古今 れを 賢な りと す。 天下 道な き 時 
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のとくなる 時節に 生れ 出て、 勞せ すして 知 

たる £ なれ は、 心 やすき やうに おもへ り。 

唐に て は 其- i の 雷な り。 其 上文 字 も 達者な 

るた に 孔孟の 後 千歳 不 » して、 宋朝を まち 

て わつ かに 世に しられたり。 五 SK は 種の 美 

なる もの なれと も、 熟せされ は 夷 释 にもし 

かさる なれ は、 la 人の 道舉も 熟せされ は、 

佛學 にもし かさり し事尤 なり。 聖 學 の 日本 

にて 東 しらみ ほとの 時分 は、 佛舉 のさかん 

なりし 事 日中な りし 也 

M 心 友な りし 人、 弓 を 一 僕に もたせて 野 

を 行ける に 逢ぬ。 吿て 云、 夫 武士の 別名 を 

は 弓 取と 云り。 しかるに 何 そみつから 持 拾 

はさる や。 一 僕 は 草 腹 を も 持なる に、 弓と 

ひとつに もた する 寧 は 敬な きなり。 武具に 

は 弓矢より 尊き はなし。 弓 立に たて. -1 はも 

たしむ ると も 直に はもた すへから す。 古 は 

大將 軍た に 弓 に はもた せ 給 はす。 公家 


^  一 ■ はる、 は 常の 事な り。 帝堯は 聖人な り。 光武 は 賢 君な り。 何ぞ 召に 應ぜ 

ざる や。 又 世の g なりと する 所 は、 富贵を 辞し 山水 を樂 むの 淸心を 尊ぶな 

り。 大舜の 辞せす して 出 給 ふ は何ぞ や。 聖賢 中 狂の 分との み 聞て 其理 をし 

ら. f- 答 云、 大舜 の堯の 召に 應 じて、 出て 天 綠 を 受耠ふ は 易に 所謂 大- 

畜ハ不 い 家-食 吉 也の 義& り。 道 德畢術 を內に 接て 聖王賢 君の 時に あ ひ、 醴 

有て 召 袷 ふに は 出て 天 祿を受 べし。 故に 不家 食して 吉也 とい へり。 吉とは 

俗の 禍福 吉凶の 吉には あらす。 吉 善の 義 なり。 內に 積た く はふる 所の 學術 

道德を 以て 時に 施し、 天下の 艱險を 救 ふ は 天下の 吉善 なり。 道 体 は 其大外 

&く 其小內 なし。 天地の 犬なる も 道德の 中の 一物な り。 かくの 如くなる 道 

理を 人の 心中に たく はふる は大畜 なり。 聖主賢 相の 政に は 天下み な 其 利 を 

利と し、 其樂 をた のしめり。 故に 利と 云 も 利欲の 利に あらす。 利欲の 利 は 

己 を 利す るに 心 あるが 故に 吉と 云べ からす。 聖賢の 利 は 物 を 利す る なれば 

天德 なり。 聖人の 心 は 四海 一 家の ごとく、 中國 一 人の ごとし。 我 身に 天下 

を 利す るの 道德 有て、 時 至り 進む る 人 ある は、 雨露の めぐみに よりて 生す 

べき もの、 開發 する がごと し。 何の 心 か あらん や。 許 由 子 陵 は 衆人 をぬ け 


の 大將中 將少將 といへ とも、 弓矢 は 身 を は 

なち 給 はす。 其 上さし 矢 的 前 等の 間 相 しれ 

こぶしの 定 たるに は 射手なる 人 も、 山野に 

して 行 あ ひに 射る 時 は、 At の ほかなる ちか 

ひ あり。 弓矢 取の 恥辱に あらす や。 無心 掛 

のいた す 所 也。 古の 人 は 隣 ありき にも 弓矢 

を 手に 持、 木の 紫 にても みかけて、 何 間 あ 

らん かと 積り、 矢 を はなち、 その はつれ あ 

たり を 見て、 間 を ふみ、 度 かさなれ は 間 を 

もつ もり そこな はす。 矢の ちらさる 事 も 的 

さし 矢に ひとし。 武士と 生れて 弓馬 をなら 

はぬ は 武士に あらす。 ならへ とも 用 をな さ 

V る は 人 これ を だてと いへ り。 云、 たてと 

はお も ひ 侍らね と、 た-慰に 致 侍り。 弓 を 

射す、 馬に よく 乘らて も 1 土 は 立 侍り。 

さ漾 にむ つかしき 事なら は、 誰か 嗜 侍らん。 

むかし も 弁慶な と は 打 物 取て 武勇の 譽れは 

あら はし 侍りき。 曰、 弁慶 弓 を しらぬ に は 
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出て ゆたかに 凡 心 を はなれ、 淸 明なる 所 は 聖人と 道 ことなし。 許 由 子 陵み 

づ から 我 を 見た ると き、 朝に 立て 用ら るべき 才 なき 故に、 庶 人と 成て 獨り 

道 を たのしま むがた めに、 狂 見に よりて 辞した る もの か。 たと ひ 才知 SjS 量 

ありと も 狂-者 は 大意 を 見て 廣大高 明に 過たり。 堯を 以て 代官と し、 天下 

を 平 治せし め、 山水 田舍の 間に 遊ぶ こと 何の 樂か是 にしかん や。 人の 代官 

をせ じと おもへ るか。 二子の 心此 二の 內 なるべし 問、 nM 天 は 至大な 

り、 如何して か 山中に 包みた く はふる や 云、 道 は 天よりも 大 なり。 人 

の 身の 中に おさめ かくす は 又 山 天の 象な り 

5 一  畢友 問、 進て 賢 を かくさす と 聞 侍れば、 其 心に 利欲 だに なくば、 禮備 

らす とも 貴人に 說 べき 事なる か 云、 咸は男 下にして 女 上な り。 勇 上に 

女 下にして こそ 男女 尊卑の 禮儀も 正し かるべき に、 尊卑 遠て 取レ 女ぶ 口と い 

へる は、 男の 女に 下る は 陽の 陰に 先 だつ の義 也。 親！；) の 道理な り。 君の 先 

だって 賢に くだる 時 は 天下 治り、 男 先だって 夫婦 和す。 賢人 は 下に ありと 

い へど も、 臣 より 先だって 道 を 以て 上に 得らるべき 義 なし。 女 は 男に した 

がふ ものと い へど も、 男の 醴儀を 以て 求ざる には往 てしたが ふ 道な し。 咸 
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あらす。 た、 打 物に 得た る 故 也。 武士た る 

者 は武藝 に は 一 へん わたり 侍れと も- 得た 

る 事 を 上より 被 仰 付な り。 今 は 38 をに ぎり 

武 偏た にす.；； は 別 哉な きとみ え 侍れと も、 

それは理運の^$也。 それ はかりに て は 武士 

の 野人と いふ もの 也。 知行 を 給り て 優々 と 

して をる 事 なれ は、 多 藝をも 心 かけて こそ、 

せめて 御 恩 を も 報す へ けれ。 しから は 慰み 

1 へんなら すと も 用 かた をな すへ き^ 也。 

武官に 居て 其 所作に を こたる は、 贵 殿の 良 

知に は 心よ きか、 こ- -ろ よから さる か、 

に 向て 心に si へ。 一心た によく はと 人 

にい ふ Co なれと も， 死へ き 所に て は、 女 も 

身 をな け、 長袖 も 身 を果し 侍り。 射手 一 入 

にて は 所に より 敵 百 人 はふせ ぐへ し。 天 7 

の 武士た、 1 心よ II よと はかりい は、、 日 

本の 弓矢よ はくなる へし。 $記 の 時分に 

も此 きさし ありし 故に や、 楠 正 成 も 射手 を 


t? 一 

はい まだ 夫婦と ならざる の初& り。 故に 男 下女 上な り。 恒 はすで に 夫婦と 

成た る 故に、 男 上に して 女 下な り。 古 は 天子と いへ ども 賢 t を賓 とす。 賓 

の 初 は 君 先だって 精 を 以て XJ れを 招く、 いまだ 臣 とせざる なり。 其 才德を 

見て 天位 を 共に し 給 ひ、 士も亦 共に 天 祿を受 る 時 は 君臣と なるな り。 易の 

卦 五 を 君の 位と して 五の 上に 九 六 を 置 は、 賢 士を賓 とする の 象 也。 盡の 

上-九-曰 さ 不 i,s 侯 一高 コ尙_ "ス其 事 T。 觀の 六-四 • 一 云。 觀，， 國， 之 光 7 利，， 

レ用 ル1賓_パ，-了卜 王 一一。 古 は 置 德の人 あれば 人お これ を賓 とし 敬し 袷 ふ。 故に 

士の 王朝に 仕 進す るを赛 と 云と い へり。 如此 なら ざれば ともに なすこと あ 

るに たらす 

W. 一  心 友 問、 遯， 九-五-一 云。 嘉 —遯貞 -フ吉 也と 九 五 は 君の 位 也。 遞は ゆ？ のこ 

2 

とに あらす。 如何 云、 大舜は 天下 を 有て ども 與ら す。 これ 遯の 至れる 

なり 問、 好遯 5 君子 ハ吉 也。 小人.. 否と は 何とい ふこと ぞゃ 云、 

君子 は義を 見て 遯る。 義の遯 るべき 時 は好遯 す。 伯 夷 兄お を讓て 海に 遯 

れ、 叉 君臣の 義を 行て 首 陽に 飢 たる 類 也。 小人 は 世間む つかしき とて、 便 

利に よって 遯を 好み、 或は 仁愛の 心う すく、 人 を 非に 見、 己に 慢 して 遯を 


褒美して、 nr をす、 めら れし tj 見えたり * 

今 も 志 あらん 士は 名將を 憂し む へ からす 

心 友 間、 大學先 后の 主 はい つれの 所に 

て 侍 や 曰、 正 心 也。 心 を 正せん と 思へ 

は 意 を 誠にす。 誠意の 工夫 は 致 知 格 物 也。 

國 天下 を 平 治せん と 思へ は 家 を齊、 一家 齊 

て 犬 下 平な り。 家 を かさねて 國 とす、 國を 

かさねて 天下と す。 其齊 家の 本 は 身なり。 

身の 主 は 心 也。 一度 心 正して 家齊 り、 國治 

り、 天下 平 也 問、 大學 工夫の 實地 はい 

つれの 所 そ 曰、 誠意 也。 是ぉ傳 の 初 は 

誠意 を 首と す。 致 知 § は 誠意の 工夫 也。 

何 そ 別に 格 致の 傳 あらん や。 所謂の 二字 を 

以 分明なる *t 也 

^ 心 友 間、 孔子 絕 四 母 意と あり。 しかる 

に 誠意と 云 は 何 そや 曰、 母 意と 云は聖 

人のと 也。 意 は不 |e 往來の 念な り。 間思雜 

慮と も 云。 聖人に は 初より なし。 學 者た- - 
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好む も あり。 是を 以て 小人 は 否 也 問、 道不行 天下 乱世なら ば、 何國に 

か遯 去べき や 云、 知 をく らまし 德を隱 し、 凡人の 業 をな して 市井の 中 

に遯去 あり。 これ も又遯 尾して 災 なきもの なるべし。 晋の淵 明 は 酒に 隱れ 

たりと い へり。 實は 酒に 溺れす、 只 一 生 外見 を 酒の みの 用に た、 すと 成て 

終れり。 遯る 、所な くしての がる、 もの は 多く は 貧賤 を かくれ 家と す 

n 一  心 友 問、 古人 Q 語に 謀 從フ寸 i 衆-一則 合 n 天-心 一一と 云り。 世俗の 心 は 流 

俗の 弊 後 来の 習 多し。 これに 從ては 天心に 合べ しと も おぼえす 云、 衆 

のした がふ 所の もの はかなら す至當 あり。 謀と 云 時は理 もな き 流 俗の 習に 

したが ふに あらざる こと 明かな り 

IJ^ 一  朋友 問、 仁者 は 必す勇 あり。 勇者 は必 しも 仁 あらす ときく。 宽に 勇武 

の譽 ありて 不仁なる 者 あり。 北狄の 弓馬 を 得て 死 をお それざる も、 人倫に 

と をき 所 あり。 叉 仁愛に して 勇な き 人 あり。 必勇 ありと きく 時 は 疑な きこ 

と あた はす 云、 驕奢なる 者 は 仁心 仁 聞 ありて 憶病に もな けれども、 終 

に は 不仁に 流れ やすし。 且勇を も 失 ふ 者 あり.。 それ 日本 は仁國 也。 故に 古 

より 臭 者 多し。 日本の 弓矢 神と あがめ 奉る 八幡宮 は慶祌 天皇な り" 此 御代 
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に 意な からん とせ ほ、 異學の 流と なる へき 

か。 心 は 本 空 也。 しかるに 空と 掘す るは囫 

上に 圖を按 する か. t し。 心 本意な し、 た、 

に 其本來 のさくな らんと せ は、 坐 禪 入定に 

至る へし。 誠にす る は 意 をな くす るの 工夫 

也 。誠にす る 時 は をの つ から 母 意に 至る 也。 

1^ の 不 常往來 して 自欺も の は 心の 1^ 臺く 

もり 有て、 神明 てらさ、 る 所 あれ はなり 0 

こ k を 2? 其 知の 靈照 不味の 全体 をいた さん 

とす。 然れ とも 空々 に 明に すへから す、 不 

常 往来の 念 を うちはら ひ、 生す る 欲 をた ち 

去て、 善悪と もに 心 鏡に と、 めす。 {^1の本 

体 をいた すお は、 其 功 すみやか なれと も、 

瘧の間 日の とく、 水の ごみ をい させた るか 

とし。 氣質變 化の 期な し。 た、 天下の 事物 

に をいて 吾心の 明 不明 を SR てお々 に 功 を 用 

へし。 天下 y 家.^ 也。 五倫 も 物 也。 天下 

の 事物に をいて 我 か 心の まと ふ 所 ある は 知 


一 KB 

に は 近世 いづれ も 武勇す ぐれたり。 しかるに 其 君臣の 子孫た る 人々 も武衰 

へて、 事 あれば 地下に 命ぜられ しなり。 是 故に 平淸盛 受領の 五位より 武功 

を 以て 進み、 太 相國に 至り、 終に 天下の 權威を 取たり。 如 此武偏 勝れた る 

平氏 も、 ゎづ かに 二十 年の 聞に 武勇お とろへ て、 木 曾義仲 源義經 にた やす 

く 亡され たり。 源氏 關 東より 起て 京都の 平氏 を 討 亡して より 後 は、 北條家 

に 至る まで、 關東 武者 は 剛強に して、 上方 武者 は柔 かなる 樣に 馒り輕 しめ 

たれ 共、 楠 正 成 は 上方の 柔 なる 中より 出て、 しかも 小勢 &れ ども 關 東の 大 

勢 を 挫き、 世人み な 鬼神の 樣に 思へ り。 しかれば 王 代 武家 始終 人の か はり 

あるに あらす、 東西 強弱 遠 ふに あらす。 其始は 質素の 風 有て 人民 を 愛しつ 

る 故に 武勇の 譽 あり。 これ 仁者 は 必す勇 あるに あらす や。 其 終 は 奢て 用た 

ら ざれば、 人民 を 愛する こと あた はす。 後々 は 習と 成て 民 をば せめ はたり、 

しへ たぐる ものとの み 思 ひて、 一向 愛すべき ものと もしら す。 奢り や はら 

かにな り、 武勇 を 失て 滅 さる i に 至て は 手間 も いらす 問、 義經正 成 軍法 

いづれ か 勝り 侍る や 云、 正 成 も 義經に 習と い へり。 是心を 義經に 取て 

時處 位に 應ぜし 人な り。 楠の 時と 今と は 世 中の 時勢 大 にか はれり。 正 成の 


の 不明.^ 尤知善 知 悪の 良知 あれと も、 知 

善な からせす。 知 悪な から 不去 は眞 知に あ 

らす。 又 其 知 良知に あらす ともい ひかた 

し。 いまた 窮理の 功いたら すして 精義 入神 

の賁 地な けれ はなり。 士 たる 者の 盜を なさ 

、る 車 は、 究理の いたりて 精義 神に 入 たれ 

は 也。 如 此のた くひい また 入々 の 上に ある 

へ し。 知 明 なれ は 間 思雜慮 もな し。 此 一 は 

かり は 聖人の 母 意に おなし 問、 如斯な 

れは朱 子の 說に 近し。 陽 明 物 を以五 事と す 

るの 說易簡 ならす や 曰、 五 事 も 又 物な 

り。 天下，.. 事物 を 離れて 五 事な し、 五 事 を 

離れて 天下な し。 五 事の i とい ふ も 我 か 

知の くら， MS よりお これり。 我 か 心神 明な 

る 時、 何 そ 五 事の 非禮 あらん や。 五 事の 非 

鰹を當 下にた くしお さむる を自反 慎獨と 

S  。五 事の § を 終に おさむる を 究理と 云。 

其赏は 一 也 間、 致 知 は 愼獨の 工夫に あ 
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上手 を はたらきし 跡 を 似せて、 將の 器量 もな く 勝負の 利 もしら すば 大食 を 

すべし 問、 甲 州 流 越後 流 信 州 流な ど、 申 侍る は 如何 云、 三 家の 中 

にて 將の すぐれたる は景 虎な り 0 功者は信州甲州にぁh^と見ぇたs^o しか 

れ共 近代の 軍法 はせ り 合の手 行なり。 小事 を 知に は よるべし。 義經 正成義 

貞の 後は實 の合戰 はなし。 武道の 衰 へたる 故 也 問、 何 を か 今の 時處位 

とせん や 云、 將の翳 量 ありて 勝負の 利 をし る 人、 古今の 時 變を考 へて 

當 るべき 所 也 0 兼て 云べ からす 

一 朋友 問、 君子 は大受 すべく して 小受 すべから すと は 何ぞゃ  一 K、 大 

体に したが ふ もの を 大人と し、 小 体に したが ふ 者 を 小人と す。 君子 は 大人 

なり。 天下 國家道 ありて 德を 尊ぶ 時 は 用ら るべ し。 國家 天下 道なくて 事物 

の 末によ る 時 は 用ら るべ からす。 才に もまた 大小 あり。 小目の網をく^*る 

小魚 は、 盆 山の 水に 養 ふべ し。 鲤愈は 出 泉の 池に 放ち、 呑 舟の 大魚は 大海 

の 不測に あそぶべし。 鲤魚を 盆 中に 入る とき は 躍りいで、 生 を I す。 吞舟 

の 魚 を 池に 放た ば、 却て 樓蟥 のために 制せられん。 故に 廣才の 人に は國家 

の 大難 を はら はしめ、 天下の 大患 を 解 治せ しむべし。 廣才を 小事に 用る 時 
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らすゃ 曰、 愼衝の 工夫 は 誠意な り。 自 

欺 ことなき もの は 獨 を «; にあら す や。 致 知 

はた 、聖人に 至る の 的な り。 工夫 は 全く 格 

物に あり。 § は下畢 也。 致 知 は 上達な り。 

道の 大意 を 知 時 は 天下い また 究めさる の 

理、 いまた 不知の 事に あ ひても 心の まと ふ 

となし。 鏡の いまた うつさ 、るかけ、 5 つ 

したる かけの、 へたて なき か ^ し。 大 なる 

やう なれと も 聖學に をゐて はさの みかたき 

事に あらす。 精義 不人神 用 をな すと なし。 

大意 を 知 も兑る 所の 精 入神た るな り。 入 

德の功 あっから す は、 聖 學 の 至善に あらす 

^ 心 友 間、 1 旦 豁然 貧 通の 語 は異學 悟道 

の 習 ひ あるに 似たり 云， 大方に 見れ は 

悟道の 見に 似 たれ 共、 意 を 2? てむか へ て 己 

か受 用の 往 にくら へ て 見 侍れ はさ もな し。 

予天ド の 事物の 理を 究めん とも 心 かけす。 

修身の あまりの いとま を 以文 を 擊 ひ、 心の 
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は、 小人の ために 妨げられ、 小才 を 大事に 用る 時 は、 鼎 足 を 折の みなら 

す、 乱の はしと も 成ぬべし 

7 一  心 友 問， 非體 視聽， 言動す る ことな かれの 義 いか 答て 云、 糟は天 

一 2 

理也。 人欲の 私き よく 盡て 天理 流行す る を 非 糟視聽 言動せ すと 云 問、 

雷と 動と は 己より 發 する ことなれば さも 侍るべし。 視聽は 人より むか ふ も 

の 也。 惡 人の 朝に 不立、 惡 人と 不一 一一 一 n の はげしき 行なくて はまぬ がれが たか 

らん か 云、 鹿 を 逐者は 山 をみ すと い へり。 鹿に 心の 專 なれば、 山 をば 

見ても 見ざる がごと し 0 己が 心 天理に 專 なれば、 非禮を 見聞と いへ ども 不 

f 聞が ごとし。 堯舜は 天下 を 有ても ぁづ かり 耠 はす。 况ゃ 外より 来る も 

の を や 

一 學友 問、 俗に 心畢 といへば 替 りたる ことにて、 常の 學 にあら すと おも 

へり。 又 心 學の心 ま づ字を 新の 字と おもへ る 者 も あり。 聖人の 學は 心學也 

とも- S ひ、 日 新盛德 ともい へば、 いづれ にても 義理 はよ く 通す る を、 あし 

くい ひなし 侍り。 云、 畢 ならば 學、 道なら ば 道なる べし。 儒道と いひ、 心 

學と いひ、 上に 名 をく はふれば 病 あり。 道 は 天地神明の 道 也。 大虚 天地 唐 


通せ さる 所 まと ひ あるの 事 を わき まへ ぬる 

間に、 道の 大意 心に うか ひぬ。 それより 後 

天 の理 にをゐ てうた かひな し。 儒佛 によ 

らす、 天下の SP 来ても いか- -と おも ふ 心 

もな し。 聖學に を ゐては あさき となれ とも， 

大意 を 見れ は 貫通と もい ふへ きか 問、 

しから は 贵老は 程 朱に も をと り 給 ふまし 

云、 しからす。 程 朱 剛强仁 厚 明敏の 質に 

して 此 大意 をし り 給へ は 則 賢人な り。 愚か 

質 柔弱 輕薄魯 鈍な り。 たまく 大意 をし る 

といへ とも、 氣 質の 害 をな す CJ すくなから 

す。 入 德の功 を 勉て日 久しから され は、 凡 

を 離る- -、 とかたし。 人 は 一度 5,- よく すれ は 

己 は 百度に する のか はり 也。 剛强 明敏の 人 

とい ふと も、 大意 をし るの 後、 こ、 にと- - 

まるへ からす 間、 曾點の 大意 を 見る と、 

贵老の 大意 を 得る と 同し き や 云、 又髙 

下淺深 あり。 見は大 かた 相似ても 質 を以大 
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日本 共に 一貫に して 二 あらす *  * は 是を學 ぶの みなり。 心 を 離て 學 有べき 

樣 なけれ ども. 世の 學者 見所 違 ひて 心 を 外にす る 者 ある 故に、 心の 字 を 加 

へ ぬれば、 道理な きに あら ざれ ども、 德の衰 へたる が 故な り 

心 友 問、 獨を愼 とは獨 居の 時 も、 人前の ごとく 作法 正しくす る 事に て 

侍る や。 一た び は 張、 一度 は 弛す は 文武の 道と 聞 侍り。 人前と 獨 居と 同じ 

樣 にて は 甚ぎ 屈に して 遂が たかるべし 云、 人前に は 人前の 則 あり。 獨 

居に は獨 居の 則 あり。 何 ぞ事を 一 にせん や。 其 上獨を 愼は獨 知を愼 むの 心 

なり。 古 は 文法 易簡 なり。 一字 を 以て 二字の 心 を 兼た る 例お ほし。 中と 云 

て庸其 中に あり。 獨と 云て 知 其 中に あり。 獨 しる 所 は 人前 獨 居のへ だてな 

し。 人前と いへ ども 我心の 獨思ふ 事 は、 人 更に 知と なし。 吾心の 獨知所 を 

愼む時 は、 外の 窮屈なる ことなし。 思 無 邪。 無自 欺、 誠意、 これみ な愼獨 

の義 なり。 心 上に 一 念發 すれば、 善 も必自 知、 惡も必 自知は 知な り。 知 は 

心の 神明に して 本善惡 なし。 故によ く 善惡を 照す。 口に 五味な くして よく 

五味 を 辨へ、 目に 五色な くして 五色 を 分ち、 耳に 五聲 なくして よく 五 音を聽 

がごと し。 この 故に 獨知 を以 主人公と して 乙れ を愼 むは 尊德 性の 義 なり C 
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にち かひ ある. t なり。 た、 德に 入の 後氣質 

の 煩な し 

お 心 友 間、 今の 時に して 先王の 道 を 用 ひ 

は、 忠 SB! 文のう ちい つれ を S 給 ふへ き や 

云、 愚かしら さる 所な り。 S 君 起り 給 は 

-忠を 用 ひ 拾 ふへ し 間、 今 は 文 過て 侍 

れは 質に より 度 思 ひ 侍り 云、 今 は 奢り 

とい ふ ものに て、 文に も あらす、 質 もまた 

文の 下地 也。 た X 忠 はま £ のみ 也。 誠 立 は 

偽 去へ し。 おごりと かさり と は 多 は 偽 也。 

此 習の そ ひて 後 質に ゆく へし。 世 を 歷て文 

あら はれん か 間、 緊君 おこり 給 は k 善 

悪 邪 正の あら はなる は 改め 給 はんか 

云、 理屈に よって は 改め 給 ふへから す。 人 

情に 應し、 時 處に隨 て 改めた まふへ し。 初 

て 大道 をお こさんと 思 ふ もの は 法 を 先にす 

へ からす 。伏藏 氏 はかう ふりな く 衣裳な し。 

官殿 なく 趙度品 節な し。 其 神聖た るに 班 あ 


二八 八 

夫 思 は 心の 宫 なり。 しかれ ども 天理 自然の 心より 出た る 思なら すして、 人 

欲の 私に 依て 發 する 思 は 邪 也。 此兩 端を獨 知に 照して 私欲の 思な きを 無 邪 

と 云。 是又 愼獨の 意な り。 獨知を 愼て不 自欺時 は 意 誠な り。 如此 なる 時 は 

心廣 く鉢胖 なり。 浩然の 氣 天地の 聞に 塞る。 万物 皆 我 身に 備れ り。 天地 太 

虚己 にあら すと いふ u なし 

] 一 心 友 問、 箕子 周に 臣 たら じと て、 又浩 範を武 王に 傳 ると は 何ぞゃ 

2 

云、 洪範は 天の 禹 王に あたへ 耠 へるな り。 殴の 射 罪 窮て獨 夫と なる。 故に 

天 又 天下 を 以て 武王 にあた ふ。 洪 範は聖 主の 天下 を 治る 大法な り。 天の 天 

下 を あた ふる 人に つた ふべ し。 何ぞ 私の 遣 恨 を 以て これ を廢 せんや。 平氏 

三種の神器 を 抱きて 海に 入し ごときの 無道 をよ しとい ふべき や。 天下 古今 

のいた む 所な り。 箕子 周に 臣 たらす して、 朝鮮に. S たると は 周 を 非と する 

にあら す。 の世臣 なれば 其 身 一 人の 義を 立るな り 問、 王 訪-- 于箕子 _ー 

と ある 時 は、 武 王み づ から 屈して 箕 子に 就て たづね 給 ふ 也。 箕子を 召 ども 

箕チ志 を 屈して 至ら ざらん こと を 知 給へば なり。 朝鮮に 封して 賓 とし 袷 ふ 

も臣 たら じの 志を遂 しめ 給 ふ 也。 是赏に 忠恕の 道なる か 云、 しかり。 


らす 

s  、む 友 間て 云、 佛 者に は 輪廻 をい ひ 儒道 

に はい はす。 目の前に モ 虫の 蝶と 成て 飛行 

を 見れ は 生か はると 云と も ありな むか 

答て 云、 むかし 我友禪 者に 說て 云、 坐禪す 

る 事 は 何のた め そ 。即 心即佛 何の 益 か ある。 

禪者 云、 衆生 i 廻 をまぬ かれす、 悟て 成 

佛 する 時 は 二度 生 をう けす。 我 か 友 云、 た 

ね 只 ひとつに てめ くると 見た るな 花 は 根に 

かへ ると おもへ るか、 造化の 眞理を しらす 

して まと へ る もの 也。 たね 一粒う へ て 千に 

も 万に も なれり。 た、 造化の 無盡藏 より わ 

かし 出すな り。 ひとった ねと 云 事な し。 又 

物の 化生す る 事 は、 造化の 氣 のむ したつる 

によって 變 化する 也。 ぬか わら も朽 ぬれ は 

虫と 成て 出生す。 ぬか わらに 何の 輪廻の 心 

あらん、 自然の 變 化の 理を しらす。 汝 寂滅 

を眞 空と す。 聖人 は 寂感と 仰ら れ たり。 こ 
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武王箕 子の 志に 隨て 違耠 はざる も、 みづ から 其 道 を 伸るな り。 屈する にあ 

らす。 平 人より いは J -、 みづ から 高ぶる の 私心 を 屈して、 賢 を 尊ぶ の 天理 

を 伸る とやい はん。 箕 子も獨 夫の 奴と なりて、 天子に 臣 たらす。 天子 を來 

す も 天理 を 伸る 也。 武王も 天子と なりて、 獨夫 のとら はれ 人に 禮を 厚く し 

給 ふ も、 みづ からの 天理 を樂む 也。 其實は 一 なり 

1 一 心 友 問、 湯续を 放て 德に耻 るの 言 あり 。臣 として 君 をう つの 名 は、 湯 

2 

の聖 德の疵 なれば 耻る こと あり や 云、 しからす。 湯の 聖德 堯舜の ごと 

くなら ば、 续耻 て惡を なすこと 甚 しから じ。 しからば 放に いたる ベから す。 

。德 堯舜に 及ばす して.， 耻る ことうす く、 惡 をな す事甚 して、 天命つ き獨夫 

、 、 、 

となりて 天の 罸 をいた せる は、 湯の 德に耻 る 所な り 問、 武王も 同じ 事 

なる に、 德に 恥る の 言な き は 何ぞゃ 云、 武王 德に耻 るの 心 ありと. S へ 

ども、 湯の 鑑 遠から ざれば 其 言な し。 文 王い まさば 紂を うつに いたる ベ か 

ら す。 武 王の 德の文 王に 及ばす して、 紂 が惡甚 しく 成た る は、 德に耻 る 所 

也 

L 1 心 友 問、 むかしより 名 を 得た る 博 學の儒 ありと いへ ども、 道 を 輿す に 
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れ はかり にても 得心す へき 事 なれと も、 か 

た ふきた る 我 Jw にて 其 非 を しらす。 汝 寂滅 

といへ とも 帷子の ま、 にて 冬 まて は 得 居 

す。 塞き 感 あれ は 綿 入， >  重ぬ。 飢ては 飯 を 

食す。 かほ.^ する 道理 をし りなから、 無 

理に滅 せんとす。 心の 活物た る 事 を 不知 也 

W 心 友 間て 云、 聖贤も 又靜坐 あり や 

答て 云、 靜坐 あり。 孔子 閑居し 給 ふ 時 は 申 

々如たり、 夭々 如たり。 心 主な き 時 は必す 

散す。 故に 忠信 を 主と す。 これ を 意 を 誠に 

すと も 云。 人欲の 妄は 間思锥 慮と 成ぬ、 偽 

なり。 其 意 を 誠にす る 時 は、 § 主と 成て 

天理 流行す。 空々 如たり。 故に 呼吸の 息 は 

いた きょりく びす に 至る。 鉢 ゆるやかに 

色溫 なり。 是靜 坐の 至 也。 心に 妄 ある 時 は 

息のと よりかへ る。 心 誠なる 時 は 牌の 本よ 

り 出す。 養生の 術 もまた こ- i にあり。 是故 

に f« 生家に は 呼吸の 息 を かそ ふると あり。 


たらす。 藤樹 先生 は 博學の 聞な けれ 共、 聖學 興起の 端 を ひらける は 何ぞゃ 

云、 万里の 海 は 一夫に 飮 しむる こと あた はす。 三尺の 泉 は 三軍の 渴を 

やむ るに たれる といへ る ものな り 

S 一  朋友 問、 人 皆 外聞 を專 とす。 君子 も此心 あり や 云、 あり。 君子の 

外聞 は 義理 を か ざる 是 なり。 小人の 外聞 は 義理 を かく 事を耻 とせす、 た 

M 外 ざまの 樣 子よ きを 好めり。 これ 童女の 外聞な り。 たと へば 貧賤の 中に 

親類 ある を 外聞 あし、 と 思 ひて、 かへ りみ ざる は、 我 身 本より 髙 家に てい 

やしから ぬとの 外聞なる べし。 君子より これ を 見れば、 仁な く義 なし。 外 

聞 あしき ことなり。 富貴の家をば鬼常ににく〔0?;^«?;;"っ^2.!;レ〕むとぃ へる 

も， 加樣の たのもしげ なき 事に て、 人の うらみ を 得れば なり。 先祖の 積善 

の餘慶 にて 富貴になる £ なり。 親類 はみ な 先祖の 子孫な り。 贫賤の 者 を 先 

すく ふべ し。 取 あぐる ことならざる 者なら ば、 常に 念 比に 音信すべし。 贫 

賤の者 は 少しの 助に て 大に益 を 得て 悅ぶ ものな り。 人 感じ 鬼神 助く。 君子 

は 外聞 を 思 ふ 人に あら ざれ ども、 外聞 是 よりよ き はなし 

^ 1 學友 問、 程 子 云， 人 安重なる 時は畢 堅固 也と。 然ば我 ごとき 重から 

2 


心に 主 を 立れ は 心 ちらす、 精神 內に 守て 氣 

血 順 流す るの 初學 とす 

S 心 友 間て 云、 他 遣なる 秀吉 公、 何とし 

て 天下 すみやかに 手に入た る や 答て 

云、 はしめ つかた はよ かりし 也。 濃 州宇留 

馬 の 城主 大澤次 良 左 衛門尉 を 信 長  <ム の 味方 

となし、 御 護に 同道 ありし に、 信 長 公大 澤か 

剛 なる を 恐れて、 又 心を變 しな はむ つかし 

からん、 此度 ころす へしとの たまへ り。 秀 

吉達 てな ため 給へ とも 許容し 給 はす。 その 

時秀吉 宿に si ひて 大 i: をよ ひよ せ、 貴殿 

の 身の上に 心 もとな き CJ あり。 我 を 人質に 

取て 急き 退れ よと て、 大小 を拔 すて 丸腰に 

成て. s に 身 を まかせられたり。 .K 澤心は 

剛 なりし かと も 道 を 不知 者に て、 なさけな 

かりし か は、 心得た ると いひて、 よのつね 

の 人質のと くに 脇 指 を拔、 秀吉 公の 心 もと 

に をし あて、 其 夜 退たり。 これより 後敵昧 


ぬ 生 付に て は 入德有 まじき か 云、 形の 靜 なる を 以て 安重 をい ふ は 非な 

り。 心 は活潑 流行の 体 也。 水の 流て やまざるが ごとし 。やまざる 處常 なり C 

安重 其 中に あり。 山 は 其体靜 也と いへ ども、 草木 を 生じて やます。 山澤氣 

を 通じて 出 泉 あり。 流行 靜中 にあり。 故に 安重 は動靜 によらす。 心定 りて 

無欲なる 時 は 自然に 安重 也 

^ 一  學友 問、 學で志 を 立む ことい かん 云、 志 は 義理に 志すな り。 人の 

不知 を 以て 義を やぶる 乙と なき、 これ 學の始 なり 

？ Q 一  心 友 問、 先日 人 詩 聯句 をば すべき やとと ひ 侍れば、 可な りとの 給へ り。 

昨日 は 五 七 字の 上に 一 生の 精神 をつ いやす。 連 城の 玉 を 持て 雀に なげうつ 

がごと しとの 耠ふは 何ぞゃ 云、 世間 善 をす る XJ と を 不知 者 は、 碁な り 

ともう つ は、 惡事を 思 はんに はまされ り、 况ゃ詩 聯句 を や。 昨日の 人 は 善 

をな すべき 人 也。 しかるに 一 人の 聯句 者 詩作と 成て 志 を 失 はん u おしから 

す や 

^ 1 舊友問 、世間 知う とく 事に 逢て 赤面 多し。 何と ぞ處 する 道 侍るべき や 

云、 周 子 云、 巧なる は 凶な り。 拙は吉 也と。 世 聞知 は 巧に 近し、 これ 
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方の あっか ひに も、 秀吉 かく 申さる とい 

へ は 誰も 信して ゆるしたり ときく。 己 か 人 

を 味方に な ひけつる 信 をた かへ しとて、 俄 

なる Its' に 一命 を かろんし、 みっから 人質と 

なる 事 は 成 かたき 行 也。 かく 仁義 共に あり 

し 人なる 故に、 天下 はやく 手に入たり。 後 

に 不行儀 無道に § ひしと は、 凡 心に て 道 

を 知た ま はさる 故に、 天下お も ふま. -に成 

て 慎みの 心 もお こたり、 且凡 情の たのしみ 

思 ふま、 に 得 たれ は、 みたれ たるなる へし。 

玄宗も 初 は 堯舜の 治 を も か へ さんと おも ひ 

給 ひて、 孝 經の序 まて 書 給 ひし かと も、 後 

は 情欲に みたれ て、 CJ わさに いへ る わさく 

れ ふしに 成たり。 是 故に 聖人 も 入 心 惟危と 

仰ら れし也 

^ 朋友 云、 眞言 坊 まの いひし は怫法 はよ 

けれ はこ そ.^ 此繁 ual して 次第に 多な り、 儒 

道 はよ からね はこ そ錄 信す る 者 まれ 也。 今 
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凶 也 0 吾子 これに 拙き は吉也 0 又 云、 巧なる は 賊也。 拙き は懍 也と。 世間 

知な き は 自然に 德に 近し。 吾子 德を すて &賊を うらやめる はま どひな り 

問、 有德の 人の 時に 不 逢して 愚 を 守り、 性 命 を 乱世に 全くす る 事 はさ も 

有べ し。 いにしへの 聖賢 人情 時變に 達し 給へ る は、 拙き と は. S ひがたから 

んか 云、 人情 時變に 達せる は 有 德の才 なり。 生付才 ありて 道 を しら ざ 

れば 名聞 利害に 入て 世間 知と 成な り。 世 聞知 は眞知 くらければ、 人情 時變 

はしらざる ものな り。 有德の 人み な才 あるに は あらす。 才 なけれ 共有 德は 

眞知 明か 也。 己 をし. P 人 を 知、 人の 才も 己が 才の ごとし。 天に したが ひて 

無事な り。 無欲に して 靜也 問、 しからば 今の 世 聞知 は 有 道の 代に は 用 

ベから ざる か 云、 德 治の 代 には子 路の 勇、 子 貢辨も 用る 所な しとい へ 

り。 况ゃ 今の 世 聞知 を や 

^ 1 舊 友に 吿て 云、 贵殿 常に 厳牆の 本に 立り。 正 命に したが はすして 身 を 

2  K ク； 

亡さん か 云、 何と 云 £ ぞゃ 云、 貴殿 人に 對 して 無 鰭 也。 又 怒 火の 

氣 あり。 これ 身 を 亡すべき 嚴 〔05;;f 本 作び 墙に あらす や。 今まで は 幸 

にして まぬがれたり。 此 後無禮 をと がむ る 人 あらば、 兵^に 及 こと あらん。 


保 者に あはせ な は 儒者の 少き事 は 大海の 一 

粒の CJ し。 何と 申さる、 とも 佛 者に はなる 

ましき との 事 也。 これに はまけ 侍り 答 

云、 それ 則 儒道の すくれ たる 故な り。 日本 

の 1K 言の 祖師 空 海 か 書に も 賢 知 は 優 暴 花の 

とく、 愚痴 は鄧 幹の とし。 善 を あふく 類 は 

驗 蛾 の 角よりも まれに、 悪に 耽る 琉は 龍の 

if より は 多し とかけ り。 儒道 はよ き 故に 尊 

信す る 人 まれに、 佛法は あしき 故にした か 

ふ もの 多し 

むか 1 我 か友禪 者に 間て 云、 今の 淨土 

曰 蓮 本願 ilHl 本 はいか. -。 禪 答て 云、 釋 家の 

糟糠 佛を 願の" 凡 SI 也。 眞言 はいか.^。 仙 を 

ましへ 祌 を ましへ て佛 者の 形 あるの みな 

り。 陰陽師の 愚痴なる もの 也。 天台 はいか 

V-0  1:^:. 說 になつ みくり はまなる £ のみに し 

て 、雪中の 兎の 足跡 を あと へ とむ るかと し。 

又 眞言に も 似たり。 其餘 はいふに たらす。 

集義 和書 卷第七 


勝ても 負ても 犬 死なり 云、 喧 峰と. S へど もけ なげに 人 をき りて 切腹せ 

むは 犬死に あら じ 云、 貴殿い まだ 犬 死の 理を しらす。 怒 火の ためにお 

かされ、 犬の かみあ ふ，^ く なれば、 これ を 犬 死と 云な り。 かみ かちた ると 

て も 犬に あらす とい ひがたし。 古人 も 喧嘩 は 其 中に て 道理なる 方 勝者 多し 

といへ り。 貴殿 無禮 にして 火氣 ある は、 常に 無理 をた く はへ たり。 勝^Jと 

を必 とすべ からす。 夫 武士 は 君の 干城な り。 自然の 用に 備られ たり。 其祿 

を受て 私欲の 火 氣にを かされて 死す る は 不義な り。 常に 無禮 なる は 人道に 

あらす。 載 場に て 死す る 者 何 ぞ火氣 あらん。 た 死すべき 義 ある 故に 死す 

る 也。 君子の 義死は 理を盡 し 禮を盡 して 義の 必然に 死す るな り 

^ 一  舊 友に 吿て云 、貴殿 外に 好 人のと なへ あり、 身の 分際より は へりくだ 

りて 禮 儀う やくし。 音信 往来 等の なすべき 事 を か K す、 人 あ ひよく 侍れ 

ば 好 人と いへ るも尤 也。 しかるに 家人 族 人 は 凶 人 也と 思へ り。 此凶 德數年 

をへ て 外人 も 知べ し。 一 の 心 病 ある 故に、 百善變 じて 凶德 となれ り。 貴殿 

の 故 者 は表裡 せり。 外人 ほめ ざれ ども、 家人 族 人吉人 也と 思へ り。 此 人外 

相 は あし けれども、 1 の德 ある 故に、 百惡變 じて 吉 となれ り 0 外より みる 
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碟は 如何。 我 か宗は 佛心宗 とて 悟り を 以て 

至極と す。 我 か 友の 云、 人の 上に を ゐては 

g か 也。 身の上に は 何として くらき や。 天 

合 眞言 禪 共に むか し はよ くも こそ ありつら 

め、 今 は 人民の 賊也。 禹 湯の 一す 孫 なれと も 

桀 衬か惡 はうた ね はなら す。 糟糠 .A 磯 は 事 

の 害に ならす。 今の 佛者は 天下の 害になる 

車甚 し。 ^5^問屋の心行は<^のはらみて花の 

ある 時分に は 大風 吹かな とね かふ。 夏 は 早 

り を まちて よろこへ り。 夭 下の 萬 民 をいた 

めくる しめ 餓死 させて、 己 - 人の 利 を 得む 

とお もへ り C 如 此の 者と も 一 向日 述の 弟子 

にて 寺 e すれ は、 其惡心 を は 露 もさと さす 

して、 念佛の 功德を 以て 欲惡 なから Is す 

と 言、 日蓮 寺へ 參れは 法 華 を そしりた る 者 

たに、 久しくして は- S す。 その 故 は そしる 

もき \ たる 故 也。 况ゃ 一群 にても 南無 妙法 

蓮華 經と唱 る 時 は、 . 王 親 を ころした る惡人 


は 行 也。 .2: よりみる は 心なり。 行よ からね ども 心の よき は 天道 鬼神の 福す 

る 所 也。 故 者 は 日々 に吉に おもむき、 貴殿 は 日々 に 凶に 入べ し 

？ 一  學友 問、 儒 怫の辨 に 至て 佛學 にく はしからざる 故に、 彼 レ怫を 不知と 

2 

いへ り。 吾 道 を 明さん^ ため なれば、 佛 をも學 ぶべ しゃ 云、 彼と 爭 は 

んが ために 孽 びば 非な り。 其 上 懦 怫の辨 を 好む は 道 を 見 こと 大 ならざる 故 

也。 江- 漢以 テ潘" 之 S 秋-陽 以テ暴 ^ 之 ヲ。 鳴-々 乎 トメ 不レ 可， 尙 7 とい へり。 玉 

の寶 たる 乙と をし らば、 石 を 以て 是を 乱る ベから すと もい へり。 たと ひ佛 

畢 する こと 佛 者に まさると も、 彼 を 非と せば 彼佛を 不知と いはん。 彼佛を 

知と いは V- 則 吾子 佛 者なら む。 怫 者に 儒學 ひろくし たる 者 あれ ども、 其 道 

こ あら ざれば 心 を 用る ことく はしから すして、 理を見 こと あら じ。 今 儒者 

怫學 を盡す こと も 又 同じ かるべし。 自己 だに まど はすば 可也。 人に 說べか 

らす。 我 佛學せ ざれ 共、 形容 行跡 を 見て 其 心 を しれり。 しばらく 吾子が た 

めに これ をい はん。 佛學流 多し といへ ども、 天ム 口と 禪と すぐれたり。 天 

台 は 高 妙な り。 佛學 のく はしき 事禪に まされり。 しかれ ども 心に 惑 あり。 

禪は學 あら けれども、 近く 心 法に 本 付て 耍を 得たり。 惑な きが く なれ ど 


にても 成佛疑 ひなし と 云。 これに ましたる 

世界の 惡糜は あるへ からす。 糟糠と いふ は 

いまた 3； 也。 禪 はこれ より 甚 しき CJ あり。 

むかしの 禪は 悟道の 機 ある ものなら ね は あ 

へしら ひもせ さりし ときく。 今の 禪は名 

金 持に てた にあれ は、 如何 樣の 悪人 にても 

悟道 を ゆるしな てこめ り。 むかしの 禪は後 

生ノ まと ひ を はらしき。 今の 禪 はまと はぬ 

者 を もまと はす 也。 さとりた に すれ は 何 を 

しても 苦しから すと いひて、 歷々 大身の 心 

を；：^ ぬれ は 淫乱に なかれ、 奢 を樂て 百姓 を 

しほり 取、 諸士 をせ はめぬ。 文武の 家業 を 

忘れ 人君の 心行な し。 これ 亡 國の相 也。 如 

此の あしき 敎 ならて は、 禪 者の かくの £ く 

多して、 時 ォ\ 得と 云 £ はなき 事 也。 いひ わ 

けせよ といへ は 禪者面 を あかく して 不言 

S 佛者 問て 云、 耕 也 餒在其 中 學也祿 在 其 

中 何 そかくい やしき や 答 云、 義の取 や 
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も、 實は まどへ り 問、 まど ふ 所 はいかん 云、 佛 氏の 學は死 を畏る 

、によれり。 故に これ を 云て やます。 禪 さとれり とい へど も、 死 を 長る、 

より 悟 を 求む。 聖學の 徒死 生 を晝夜 とす、 常 なれば 長べき 所な し。 故に 死 

をい と はす 問、 形跡い か 1- 見べき や 云、 心迹は 形と 影との ごとし、 

わかつ ベから す" 佛氏 剃い 髮ヲ 人倫 を 棄るは 輪廻 を 恐 るれば 也。 天道 輪廻な 

し。 しかる を 輪廻と. S へる はま どへ り。 むかし 鬼 物 を 見た ると. S ふ 者 あり。 

これ 眼病な り。 其 後見た る 者な けれ 共、 傳て 恐る、 は 眼病 を傳 るな り。 白 

石 夜 衣 を 見てば けものと し、 氣 たえた る 者 ある は此傳 なり。 其 惑に 狐狸の 

乘 する も あり。 むかし 釋^ 輪廻 を 見た る は 心眼 病な り。 後世の 怫者此 心 病 

を傳て 輪廻 ありと 思へ り。 又 白 石 夜 衣の 狐狸 ありて、 其 信 をます 事 あり。 

故に 出家して まぬがれん こと を 願へ り。 眞實 道心の 出家 もし 輪廻な き理を 

しらば、 一日 も 出家に 住すべ からす。 たま- 儒學 して 輪廻に まど はざる 

坊主 ありと. S へど も、 或は 渡世の ため、 k は 其 家の 名聞な どに ひかれて、 

學カ すくなければ、 こ、 ろなら す 終 も ありと 見えたり 

W 一  學者 問、 心學 おこりて より 儒 學實に おもむき、 諸 儒の 思 ひ 入 か はりた 
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う £ なり， た ゝ義を 行て 食 を 求る CJ なかれ 

となり。 天命と 云 もの あり。 耕 は 食 を 求ん 

がた め なれと も、 かへ りて うへ て 死す る 者 

あり。 舉は 道德を 求む かため なれと も、 自 

然 に天綠 ありて うへ をまぬ かる。 利 は 求て 

得へ きものに あらす と 也。 むかしよ き佛者 

の 言に 云、 寺領を 求め 物を蓄 ふる は 大に佛 

道に そむけり。 よく 心 法 を 修め 佛道を 行す 

れは、 法力に て 其 曰 はわた す もの 也と。 汝 

はしめ より 法力の 食 を 求て 佛道を 修行す る 

ほ 朋友 間て 云、 雨 こ ひとて わけ もな きお 

どり をお とらせな としても 自然に は 雨 降 こ 

と ある は 降 あわせた る もの か 答 云、 し 

かり。 世間の 雨 こ ひ は 神の 納受し 給 ふへ き 

とに て はな けれと も、 其し わざの 善悪に は 

あらて、 た i 民の 心根の 不便 さに 雨 降せ 給 

ふと ある 也。 たかへ すよりか りお さめ、 米 


二 九 六  一 

り。 た 5^懦 のみなら す、 近年 禪學の はやり 侍る とも、 心 學に目 を さまし 敎ー 

やうよ く 成た る 故な り。 扨 懦 學は 日々 おとろ へ、 輝學 はいよ^,^ ひろ ごり 一 

侍り。 しかれば 心 舉は禪 のさき がけと なれり。 遠き 慮な しと そしり 侍る 者 

あり。 いかん 云、 しかるに あらす。 世 は 次第に 文明に なれり。 唐に て 

も 初 は佛流 わかれて ひろまり、 しかも 他 は 次第にお とろへ て、 た 禪學の 一 

みの これり。 日本 も 後 はさ 樣に成 行なん。 それ 人 は易簡 なる 事に より 易し。 一 

一向 宗 ほど 易簡 なる 立法なければ、 これに 歸 する 者 多し。 淨土 日蓮 も 後 は 一 

一向の 易簡に 習て ひろく 成ぬ。 近年 文明に したがって、 地獄 極樂 等の 說を； 

信す る 事う すし。 これより 後 はいよ-. \> さあるべし。 禪宗 はむ つかしき 事； 

f， 易 簡に敎 てし かも 悟りと て、 さの み 後生の 地獄に か- - はらす。 これ 一 

文明の 時に あへ り。 <& 'の 禪は愚 夫愚婦 のよ らん 事 を 欲して 妙 を 云、 これ 利 一 

、.：" なり。 祖師の 傳來に そむけり。 この 事な くば. S よく 盛に なりて、 他宗 は 一 

皆 を されつべし 問、 贵老 の學は 1- かりなく して 人の 志に 應じ給 は^、 一 

今 は 天下に ひろまり 侍らむ に、 なげかし き 事 也 云、 しからす。 すみ や： 

かに 戎 もの は 堅固なら す。 俄に ひろまる もの は 長久なら す。 民 九十 月に 麥ー 


とする まての 民の 辛苦、 入用の そうさ、 あ 

けて かそへ かたし。 しかの みならす、 日て 

りと いへ は 雨 こ ひ を もよ ほせり。 三輪の 大 

明祌へ ひて りに 雨 こ ひのお とり を かけ 奉た 

るに、 三十 餘鄉の 入用 は 金 ニ千兩 にも 及 ひ 

たると 云 物語 をき y ぬ。 何國 にも 年々 の 苦 

身 を かへ りみ さるの みならす、 日て りの あ 

まこ ひに たに 給 入より 少の たすけあ りたる 

事 をき かす。 扱かり おさむれ は、 しへ たけ 

しほり とれり。 勢大 にち かひて、 もの をい 

はね はこ そ あれ、 何 ほと か うらめしく なさ 

けなき CJ ならん。 むかし は晴を 祈り、 雨 を 

いのる £ は、 其 所の 奉行 代官、 扱は國 郡の 

主の 任な りき。 今 は 百姓と もの 心 はかりな 

れは、 雨 を 祈る 事の み 知て、 晴を 祈る 義は 

しらす。 長雨に て 田皇の 作物く さり ぬれと 

も、 うつらく と 日 を をく る 也 問、 百 

生よ， 明の 納受 ある CJ やらん、 なき CJ やら 
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を まきて、 ゎづ かに 生 すれば 甚 寒に を さ へられ、 雪 霜に うづ まれ、 これに 

よりて 根 を ふかく すれば、 春雨に 長 じ， 卯月の 日に 實を むすびて 豐 熟する 

もの 也。 予 fl も を さへ ある は 麥の寒 氣雪霜 なれば、 後世お こる？ J あらん 

、 

u  J- 其 i なき 事 を耻る 也。 達磨の 佛心宗 世に ひろまる 事 をに くみて、 

毒害せられ しも 其 身 死して 道 は 後世 ひとり 盛な り。 異學 とい へ 共其德 あれ 

•i なり 

一ち 一 心 友 問 、儒道お こらば 佛法は ほろび 侍らむ か 云、 道 を 興す 人 は 君 

子な らん。 君子 は 力 を 以て 物の 輿廢 をな すべから す。 我 道お こらば 佛法も 

むかしに かへ りて よくな り、 坊主 すくなく 成べ し。 なげかし き 事 は 怫者無 

道に して 盛 なれば、 天道 乘 除の 理 にて、 乱世、 に f  、て 大半 亡ぶべき か。 すく 

なく 成て 叉 久し かるべし。 乱世の 亡び はいた ましき 事 多 かるべし。 しかれ 

ども 法 は 今より はよ かるべし 問、 儒 法に は 年に一度 忌日の 精進 あり。 

毎月 精進と いふ 事は佛 法より 出た るに や 云、 佛法 にも 本 はなき 事 也と 

ハ へり。 昔 は 出家の 作法よ かりし 故に、 坊主に 成 者す くなくて、 年に 一 度 

の 精進に て 僧のと き 米 たれり。 後世 は佛法 渡世に 成て 法す たれ、 戒 やぶれ、 
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ん しらす。 たと へ は 客 はきら ひても 亭主の 

すき 成 もの を 料理す るかと し。 もし 明 者 あ 

りて 雨 こ ひせ は 如何 あらん 云、 雨 こ ひ 

して 雨 降へ き 道理 ある もの は音樂 にしく は 

なし。 後陽成 院の御 時大に ひて りす。 諸 寺 

の經諸 社の いのり をつ くしても 雨 降す。 其 

時 後陽成 院 のみとの りに、 樂は 五行の 精神 

をう つして 五 音 を そな へ、 年の 十二月に 配 

して、 十二 律 を 有せり。 四時 土用の 調 あり。 

天地神明に 感 すると 正しく すみやか 也。 盤 

涉調は 冬の しらへ にて 水の 調子 也。 此 調子 

を 吹た て は、 天地の 水氣を もよ ほす へし。 

しかれ ともかく てりに てりた る 時、 水の IS 

をな すと も 火 氣の大 なる におされ て、 水氣 

生す る £ を？ 4£ じ。 盤涉 調の 靑 波 を 双 調に 

うつして 奏せよ。 双 調 は 春の しらへ なり。 

木 氣の音 也。 木 は 火の 母な り。 水の 子 也。 

水火 はこく すれと も、 木の ため には子な り 
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難行な き 故に， 坊主 澤 山に 成て 時 米たら す.。 親の 事 なれば 毎月 思 ひ 出して 

よかるべし など、 いひて、 かくな りたる とい へり。 其 死せ る 時の 月日 こそ 

終身の 喪 有べ けれ。 其 時 にても なきに、 毎巧椅 進すべき 理 なし。 故に 君子 は 

围ふも 

不用。 しかれ ども 祭 をせ ざる 人 は 俗にしたがって 可也 問、 一年に 一度 

、 ， 

はおろ そかな りと い へ る 者 ありい かむ 云、 忌日 は 終身の 喪と て、 覲 死 

したる 其 時 月の 其 日 は、 終に あへ るが どくお も ふなり。 四時の 祭 は 吉禮な 

り。 孝子の 心に 親 を 死せ りと せす、 いける 時 もてなす がごと し。 しかれ ど 

も 神と して まつれば. 潔齋 して 我 身 を も 神明に する 道理な り。 神 はしば 

く すれば けがる、 iiT- あれば、 むかし は潔齋 して 祭る 事 は 春秋と 忌日と 三 

度な り。 後世 四時に 成て 五 度と なれり。 其 外 五節句、 朔 望の 拜は備 て不祭 

とて 潔齋 はせ す。 た 生る 時 親の 所へ 禮に 行に 同じ。 或は 君の たま 物、 或 

は 遠来の 珍 物、 或は 初物 等を備 へ、 他行の いとま ご ひ、 歸て 又吿る ごとき 

事 は、 子の 心 入 次第にて 數 なかるべし。 年に 一 度の 忌日の 外 は 皆吉禮 也。 

是 神道の 義也。 毎月 忌日 なれば 時なら す、 吉凶 相 まじ はりて、 神道 をけ が 

すに 近し、 禮 にあら す。 故に 君子 は 不用。 生る に はっか ふるに 禮を 以てし、 


母な り。 木に 水 を ふくま は、 火氣 をのつ か 

らゃ はらき て 雨 降へ し。 大 原野の 神前に を 

ゐて樂 せよ とお ほせ あり。 はたして 犬に 雨 

ふれり。 問、 しから は 神前に てな くと も、 

やとく にても おなし 事な らん か 云、 

しからす。 これ を- 大 にす めた すくる 神な 

くて はかな はす。 又 双 調の 靑海波 は、 以前 

にう つした ると もい へり。 それ はい つれに 

て も あれ、 雨 こ ひに 用 ひ 給 ふ 道理に を ひて 

は 同し 事 也。 中 夏 にても 雨 こ ひに は 樂を用 

たり 

IS 心 友 間、 先度 弓 を 小者に もたせた る 者 

を戒袷 ひし 事 道理 至極な から、 今時 は 武士 

の 他行に 手つ から もち かたし。 一 僕の 小身 

者 は 弓 たても £ くし。 しかれ は 弓の 稽古 

もやむ にち かし。 いか、 し 侍らん や 曰、 

先度 は 武士の 弓矢 を 尊 ふの 大義 を 申 侍り。 

まとに 今の 門 をなら へ、 いら かたちつ &き 

染義 和書 卷笫七 


死せ るに もっか ふるに 禮を以 する 義也 問、 貴老 出家に とき 米つ か はし 

給 ふ 事 は 何ぞゃ 云、 坊主 は 在家 を 賴て居 者な り。 家 々より 養 はすして 

は 何とす ベ き や 

^ 一  心 友 問、 今の 武士の よきと 申 は、 弓馬 兵法 をた しなみ、 晝夜 これに か 

I 1 

、り 居れり。 武藝も 世 中の 用に 立 >J と はなし。 事 ある 時の 心がけと. S ふば 

かり 也 0 兵器 は 凶器 也。 しかれば 武士 も 遊民なら す や 云、 日本 は小國 

にて 金銀 多し。 異國 より のぞむ とい へど も， 武國 故に 取得す。 武士の 武藝 

をた しなむ は 國の警 固 なれば、 遊民と はい ひがたし。 武士ながら 武道 武藝 

のた しなみ なき は 遊民なる べし 問、 吉利支 丹 あらため も 異國の 歒をふ 

せぎ 給 ふ 事と 承れり。 弓 刀 も いらす、 人心 をな びけ てと るべき 謀と 申 侍れ 

ばむ つかし からん か 云、 しかり。 北 狄は外 邪 なれば 治し 易し。 吉利支 

丹 は內病 なれば 治しが たし。 此內 病の 生す る 根本 は、 人心の まよ ひと 庶人 

の 困窮に よれり。 迷と け 困窮 やまば 根を絕 べし。 佛 法の 後生の す、 めに た 

困 後生 のす  め 

よりて、 それより まさる 法 を 作て みちびく なれば、 畢竟 佛法は 吉利支 丹の 

先達 也 0 中 夏 は 制禁 なけれ 共、 す、 むる こと あた はす。 聖賢の 國に てまよ 
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たる となりあ りきに は、 手つ から 持 侍る と 

も 何の や くもなく、 歸て 人の 目に 立 CJ あら 

ん。 小者 一 人に 弓 立 も 過 侍らん。 かやう の 

事に も 時 所 位 あり。 弓矢 を 尊 ふ 心の 誠た に 

あら は、 はき かへの ざう り 木履 もたせす、 

みっから はきた る はかりに て、 出さ まに 手 

を あら はしむ るか、 弓矢 を 紙に まきても た 

しむる か、 いか やうに もなる へきと 也。 弓 

矢 は 八幡 大神宫 のの りうつ りお はします 神 

器と もい へ り。 武神の 舍 なり。 尊信の 誠 明 

かなら は， 今の 時 所な りと もみつ から 持て 

も H にた、 ぬ £ あるへ し。 世界 は 我心の 誠 

よりな りて、 我 世界と なる もの 也 


澳義 和書 卷七終 


so 

so なく、  乂 農兵に て 民の 困窮 も  J 

ひ。 うす ゆれば 也 問、 しからば 日本に も 11 道廣 くなら ば吉 支 丹 亡び 

んか 云、 尤其理 にて 侍れ 共、 今の 懦 道に は 懦 宗 なし。 各 異見 を 立、 流 

を 立てい ひがち の樣 也。 いづれ の 儒 學も此 國の水 土に あ ひがたく、 今の 時 

に 叶が たし。 吉利支 丹の 亡びざる さきに、 まづ 他の 害 あるべき か 


集義 和書 卷第八 

義論之 三 

心 友な けいて 云、 日本に て 道 は 行 はれ 

さらむ か 答 云、 此 遠方の 小國に 生れな 

から 聖祌の 道 德を學 て 異端に おちず、 死生 

1 貫 富 1 致の 理 をき はめ、 夭 地 萬 物うた 

かひな き 事 は、 人生の 幸 何事 か是 にしかん。 

tj わさに 本 ひき をして 心 やすしと いへ る CJ 

く、 吾人の 本 ひきこれ より 大 なる はなし。 

理に 大小な し。 我 もまた 一 大虚 なり。 我に 

を ひて 夭 地位し、 蓖物 育し ぬ。 心 善の みに 

して 悪な く は、 後の世に 生れても 堯舜の 民 

なり。 萬 物 一体の 情 はなけ かぬ とい ふ 事 も 

ならず。 しかれと もし ゐて なけく は 非 也。 

命 を 不知な り 

奮 友 間、 日本 は武國 也。 然るに 仁國と 

集義 和書 卷 第へ 
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義論之 五 

^ 一  心 友 問、 孟子 は 大賢な り 。德 いまだ 聖人に 及ばざる 所 ありと いへ ども、 

學は已 に至處 にいたり ぬ。 故に 道德 仁義 をい へる E は 万歳の 師 たり。 聖人 

またお こり 給 ふ 共 かへ ざる 所な り。 しかるに 貴老 孟子の 言に したが ひ 給 は 

ざる 所 あるが < ^し。 伯 夷 は S なり。 柳下惠 は不恭 なり。 隘 と不恭 とに は 君 

子は不 由と いへ り。 貴老 はや、 も すれば 伯 夷を師 とし、 柳 下 惠を學 び 給へ 

り。 孔子の 聖の 時なる をば 師 とし 鑑 とし 給 はざる は 何ぞゃ 云、 孟子 は 

天下 万歳の 師也。 故に 中道 を か、 げ 出して 人に 的 をし めし 給へ り。 淸 とい 

ひ 和と 云、 其 人に ありて は 可な り。 師 としょる 時 はついえ あり。 故に 君子 

な不 由と いへ り。 予も 中道の 的 を 願 はざる に は あらす。 是は 終に 歸着 すべ 

き 所の 地な り。 しかれ ども 予 いまだ 凡 情 を だに もまぬ がれす して、 學 のみ 

至極 を 云 は、 我心に をいて 不 忍。 予又 後世 9 師 たるべき 者に あらす。 一日 
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云 は 何 そや 云、 仁國 なる か 故に 勇 あり、 

仁者 は 必す勇 あ るのお はり 明かなら す や。 

北狄 は勇國 也。 然と も 不仁に して 禽獸に 近 

し。 勇者 は必 しも 仁 あらす の 至言 まとなら 

す や。 夫 仁 は 人な り。 心の 德 なり。 慈愛 側 

隱は 人の 情なり。 i 無爲は 人の 本な り。 

天 は その 心 萬 物に あまね きか 故に 無心な 

り。 仁 は 萬 物を以 一 体と する 故に 無欲な り。 

動に 公を以 す、 故に 無爲 也。 仁者の 樂は山 

なりと は、 仁者の 心の もよう を かたと るに 

山のと し。 無欲なる か 故に 靜 なり。 知者の 

桀は 水な りと は、 知者の 心の 景象を かたと 

るに 水のと し。 源 ふかき もの は 流 遠し。 ふ 

かきと は 神化の あっき を 云。 知者 は 無事な 

る 所 を 行 ふ。 流水の 物た る內 明に して 外に 

くらし。 大知は 愚なる かとし。 泥土の ため 

にし はし 獨るも 行て は 終に すめり。 誠のお 

ほふへから さるな り。 知者 はま ど はず、 勇 
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も 凡 情 をまぬ がれて 君子の 心 を 得 事 は、 終身の 悅 なり。 君子の 心地に 進ま 

んに は、 予が赏 に うらやみした ふ 人を師 とし、 友と せんに はしか じ。 予が 

赏に うらやみした ひて、 其 人 を 心と せま ほしき は 伯 夷な り。 故に 常に 心の 

師 とす" 人 は 人と 交るべし。 木石 禽獣と をる ベから す。 故に ひろく 衆と 遊 

て 包 荒なる べき は 柳 下 惠を學 ぶに しく はなし。 孟子 は 後世の 爲に中 行 不易 

の 則 をい へり。 予は 自己の 德 をな さんが 爲に签 を 取の み。 古人 も 方 は汝の 

身に ありと いへ り。 心 をみ が、 むが 爲に師 をと る 事 は、 己が 位に よってみ 

づ から えらぶべき 所たり。 先覺は 醫師の ごとし。 己が 病 を 治す るに 便 ある 

人 を 求る のみ 0 いまだ 時と 淸 和と を 思 ふに いとま あらす 

^ 一  心 友 問、 子 路は曾 子 も を それし 人 也。 又 万歳の 師 なりと いへ り。 しか 

るに 衛の 難に 死す。 死せ る は 可な り。 事へ たる は 不可な り。 孔門の 賢者に 

は 不足なる がごと し 云、 子 路の過 ある 時に これ を吿 しらする 人 あれば、 

中心より 實 によろ こべり。 自己の 非 を 知て これ を改 むる J をた のしめり。 

これ 万 歲の師 たる 所な り。 人情の 大 にかたき 所な り。 予を始 て 仁義の 學に 

志 あり、 一 人の 不辜を 殺して 天下 を 得 こと もせ じと おもへ る こと は實 なり。 


者 は を それす。 仁者 は うれへ す、 知 は 明の 

至な り。 勇 は 義の德 なり。 仁 は 生の 精な り。 

是 故に 仁者 はいの ちな かし 

S 心 友 問、 何 を か 君子の 儒と いひ、 何 を 

か 小人の 儒と いふ 答 云、 儒と いふ は學 

者の 稱 なり。 道家 佛家 なと いふ 者の 如く、 

五 等の 人倫の 外に あるへ きに あらす。 小鉢 

にした かふ もの を 小人と する なれ は、 學問 

を 名利の ためにす る 者 を 小人の 儒と 云。 大 

体に した かふ 者 を 君子と いふなれ は、 學問 

して 性 命に いたり、 逢 業 は 別に 在て 學 にか 

、はらぬ 者 を 君子の 儒と いふ 也 問、 し 

から は 今時 儒者と 云て、 文學に 長して 祿を 

受る者 は 非なる か 云、 心 ある 者 は 非 也。 

心なき 者 は 非なら す。 天性 文才に 長 すれ は、 

文藝 によって 祿を受 る 者 は 天職 を 食 也。 古 

はこれ を史 ともい ひ、 儒と も 云、 其實は 一 

也。 この 故に 文才の み 有て 德 すくなき 儒者 

集 義和害 卷第八 


義に當 て は 一 命 を も か ろんぜむ と 思 へ ども、 自己の 過 を 聞 こと を 願 ふ こと、 

病て 藥を 求る がごと くなる の 心なし。 過を吿 しらする 人 あれば 過分な りと 

口に はい へど も、 中心より 發る悅 にあら す。 故に 人 も吿る こと を たのしま 

す、 多く は 知ざる のみ。 天下の 通 病な り。 甚 しき 者 は 過 を 云 を 聞て はいか 

り、 あだと し、 或は かざれり。 德を 好； J と 色 を. 好が ごとくなら ざるの 證據 

也。 子 路は賢 を 賢と して 色に かへ たる 人な り。 後世 道 寧に 名 を 得た る 人 多 

しとい へ 共、 子 路の過 を 聞て 喜べる 心に は 及が たかるべし。 衛 にっかへ た 

る ごときの 過 はかろ き 事な り。 つかへ ざる ほどの 事 は、 予 がごと き 者 もつ 

とめ 行べ し。 其 難 を 見ての がる、 心なく、 犬なる 武勇の ほまれ ありて、 後 

死 を 安くせ し 事 は 叉 かたし。 後世の 勇者と いへ 共、 義を かねざる 者 は 及べ 

からす。 子 路の行 ひし 叟は みな かたき 事な り。 過と い へ る は 少き事 也 

一お 一 心 友 問、 大舜は 善 與レ人 同 さ 舍 t 己"^ 從ぺ 人-一とい へり。 大舜は 神聖な り。 

人 は 平 人 多し、 賢な り 共 舜の德 に は 十 か 一 小 も 及べから す。 善 も 又 舜の善 

は大 にして、 人の 善 は 小き なるべし。 大 德小德 にく だり、 大善 をす て、 小 

善 をと る もの は 何ぞゃ 云、 大舜の 心 は {仝 々如たり。 天の 蒼々 昭々 たる 
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はくたって 文筆の 用 をつ とめ、 道德 ある 儀 

. 者 はの ほって >e 官大錄 をも受 たり。 かたち 

は 小人の 儒に 似 たれと も、 無心に して 天命 

に隨 ふか 故に， 小人の 儒に あらす。 心 ある 

と 云 は！ 《 は 利の ために 學 ながら、 色 を はけ 

しくし 言 をた くみに して 已か非 を かさらん 

かために 正道 を あかさす。 君子の 儒 を まき 

ら はす もの 也 問、 理學 紫學 なと、 て 人 

に敎 へ、 それによ つて 世 を わたる は、 出家 

の 法力に よって 一生 を をく るかと し。 これ 

を 非と いはむ とすれ は、 人 を 治る 者 は 人に 

«~ はる、 の 語 あり。 これ を是 とい はんとす 

れは、 異端に 相爭 て： A 等の 外の 人のと し 

云、 文才な けれ は 史の職 もっとめ す。 定 

見な けれ は理學 にも あらす、 德を 好まされ 

は寅學 ともい ひかた し。 武士の 家に 生れて 

も 武道 はきら ひなり。 農工 商に 生れた る 者 

も、 人の 下座に をる 事 をい とひ、 すこしき 
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が どし。 鏡の 虚明 にして 一物な きが、 よく 万象 をう つす がごと し。 心中 惡 

なきの みならす、 善 も 又な し。 小善 もな く大善 もな し。 人に 一善 あれば、 

一 枝の 花の 鏡に うつりた るが ごとし。 其 美 を 好せ すと いふ 事な し-" 本 鏡 中 

に 花な き 故によ く 花 をう つす。 舜の 心に 善 を 有し 給 はざる 故に、 よく 人の 

善を受 いれ 給 ふ。 天下の 善 を 許容して 其 時 所 位に あたれる を 取て、 みづか 

らも 用 ひ、 國家 にも 行 ひ 給へ り。 他より 是を 見れば、 舜 の大德 にして 常人 

の 小善 を も 好し 取 用 給 ふ は、 無我に して 己 をす て >- 人に したが ふ もの」 ご 

とし。 自己に 行 ふべき 大善 ある をす て&、 人の 小善に したが ひ 善 をす こし 

きにする に は あらす。 舜の御 心に もと 一 善の 有せるな ければ 也。 もし 取べ 

き 所なくて 善の 行 ふべき 時 あれば、 胸中より 發出 する 也。 其 人に ありて は 

小善に して 益 すくなき も、 舜の取 用 給へば 大に 成て、^ 家 天下に 益 あり。 た 

とへば こ、 にみ が、 ざる 玉 を 持た るが ごとし。 不知 者 は 石との み 思へ り。 

玉 人 これ を 取て みがく 時 は、 玉と なりて 寳 となる がごと し。 大善は 天下の 

人の 知 を 用る より 大 なるな し 

一； M 一  心 友 問、 孟子に 齊宣 王の 善を爲 にたれ りと 5 へる もの は、 揚 氏の 說を 


く 所 を 異見 を專 に し 、己 か 文才な きを 以、 

文才 ある 者の 裔業を そしり、 とば 親 a なれ 

とも 心實 ならす C 語た かけれと も 心い やし。 

口に 正道 を 論して 行 そむけり。 世俗に これ 

を 本の 装鄉愿 とい ふ。 世に S お 節の 人 多 けれ 

は、 ある 事の 分 を はなき 事と し、 なきとの 

分 を は 有事と す。 三 網 五常の 道、 天道の 善 

に 福し、 惡に鹬 し 給 ふ、 目の前なる 有との 正 

しき 事 を は 信せ すして、 地獄 極樂と 云な き 

i を は 信し した かふ 者 多し。 異端の 徒の 人 

を まと はす 所な り。 大道に 志 ある 者 は 言 を 

以 たに 世の 非 をた めむ とす。 况ゃ行 を 以て 

たむ る 事な からん か、 たと へ 心に 私な くと 

も 異端に まきる \ の 行 はなす へ からす 

g 心 友 間、 むかし 漢に黃 老の道 を 好て 淸 

靜の化 行 はれたり と、 しから は 異端 もまた 

用る に 益 あるか 答 云、 陰陽 を 和 調す る 

事 は 實に儉 節に あり。 孔子 曰、 以約失 之 者す 
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朱 子 も 取 用ら れ たる ごとく、 天質： 實 にして 好 勇 好 レ貨， 好 "色， 好 一-世-俗 之 

樂 7 といへ る ごとき、 直 を 以て 吿て かくさ る 也。 心に も あらぬ 大 雷を爲 

て 人 を 欺 者 は、 與に 堯舜の 道に 入べ からすと 書せ る 道理 至極せ り。 しかる 

に貴老 これ を 以て 道に 入べ からざる 所と し 給 ふ は 何ぞゃ 云、 孟子の 宣 

王 も 善を爲 にたれ りと いへ る は、 牛 を 見て 羊を不 見、 小 を以大 にか ふるの 

仁心 を 以てな り。 崇に を. S て 初て 宣 王に まみえ、 退て 去べき 志 ありた る は、 

貨を 好み 色 を 好むな どい へ る 耻<^ 心う すき 人なる が 故 也。 懺悔 をよ しとす 

る はせ 妙の 風な h  t?- 人 は 仁義 を 不知、 た 輪廻の み を 恐れて 執着な から 

むこと を 欲す。 故に 前 惡を饿 悔して 後、 寂减 をね が はむ とする ものな り。 

戎 狄の學 にして は 可な り。 仁義の 學に をいて 不可 也。 仁義の 性 明なる 者 は 

耻の心 あっし。 耻の心 ふかき 者 は 心に 悔悟て 非 を 改め、 善に うつる ものな 

り。 欲 惡の凡 心 をに くみてい はんと 欲すれ どもい はれす。 かくすに は あら 

す、 耻の心 あれば なり。 懺悔せ ざれ ども 改めう つる を 以てよ しとす。 織悔 

する 者 はい さぎよ きに 似 たれ 共、 其當 意ば かりにて 終に 惡を 改めす。 善に 

うつらざる ものな り。 ことわざに 鈍刀 骨 を きらす とい へ るが ごとし。 怫者 
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くな しと、 愚 もまた 黄 老の學 者 也。 淸静に 

して 欲すくな からん と をね かふ。 本より 榮 

利 をした はす、 皆 聖人の 一 雜也 老子 云、 

舉^^!0損すと、 道 は 天理な り、 學は 習て 明 

にす るの 一 ま 也。 天理に した かひ 習て 人倫 を 

明に する 時 は、 人欲 日々 に 損亡す。 よく 道 

を 學者は 火 寧 化して 小事と なり、 小事 は 無 

事と なる。 多 は 曰 々 に 約に 歸し 、奢 は 曰 々 に 

像に 歸す。 これみ な 日 損する の義 也。 損し 

盡 すの 至 は 我心 太虚と 成て 一 物な し。 是故 

にお も ふ 事 もな くす る 事 もな し。 思 CJ 皆 文 

理 なる をお も ふ £ なしと いふ。 なす 事皆趙 

儀なる をす る 事な しとい ふ。 た、 人欲い ま 

たつき さる か 故に、 思 ひ は 文？ J 失て 妄念 

となり、 わざ は禮義 にた かふて 驟吝 となる 

間、 儉 約の 一 事い かむ して か i! 陽 を 調 

S 'るに 至へ き や。 ！ 調和せ は 風雨 も 民 

の顆 にし たかはむ か 云、 儉 約の 本 は 無 
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の镞 悔して 惡を 改め、 道に 入 者 は、 輪廻と いふ 見解 ある 故 也。 小ん の 刑 翳 

と 恐れて、 惡 をな さくる がごと し。 幼少の 子 も物耻 して 人前へ 出かね、 も 

のい ひかね、 赤面が ちなる 子 は、 成人に したが ひて 才德 長す。 かなら す 1 

器量 あり、 人お めせす よくもの いひ、 人前へ 出る こと やすき 子 は、 人兑て 

利發 なると ほむれ ども、 成人に したが ひて 才知な し。 大 かた 平 人なる もの 

なり。 これ 耻の 心の 厚き と簿 きと &り。 おさなき 時 物はぢ せざる 子 は、 成人 

の後宜 王の ごとくなる ものな り。 庶 人に して は 可也。 士君子と なる ベから 

す。 宜王は 天質 朴赏 にして 直 を 以て 吿て かくす ことなき とい ふ^に は あら 

す。 これ は 又 一等の 人 也 。其 位に も あらぬ 大言 して、 人 を あざむく が あし 

き蔡 はいふに 及ばす。 欲 悪 ありながら 蓋蒇 してよ き 者ぶ りし、 歸吝 なる 者 

はいかで 堯舜の 道に 入べき や。 これ 叉い ふに 不足 

お 一 學友 問、 何 を か 治國平 天下の 耍 とせん。 云、 阈 天下の 爲に人 を 得を耍 

2 

とす。 孟子す でに これ をい へり。 人に 分つ に 肘を以 する を惠と 云。 世人 こ 

れを 仁な りと し、 德也 とす。 受る者 大に悅 ベり。 人に 敎 るに 善を以 する を 

忠と 云。 世人 これ を そね みそし り、 敎ら る、 者は悅 びす、 甚 しき はいかれ 


欲な り。 上 無欲 なれ は 事 すくなし。 無 事 を 

たのしむ 者 は 財 をた つと ひす、 財 をた つと 

ひされ は あつむる となし。 財 をのつ から 天 

下に 散して 民 もた からと せす。 たからと せ 

され は相爭 となし。 井 ほりて 水の み、 田 返 

して 食す。 五穀の み 年々 に 多く 生して 水火 

のこと し。 人に 不仁の 者 ある 事な し。 戶さ 

、されと も盜 なし。 それ 如此 なる 時 は 刑 政 

用る 所な し。 衣裳 を たれて 天下 治れり。 こ 

れ趙樂 の 質な り。 こ- -に 初て 學 校の 政 孝弟 

忠信の 敎を なすへ し。 I の義 いたれり つ 

くせり 

n  0S. なに かし は 學者程 ありて 常の 

武士の 樣に いかつに もな し。 よみかき にの 

みか、 りゐ て、 しつ かなる 鉢 也 。奇特なる 人 

にて 侍り 答 云、 いかつに なく 靜 かなる 

は 一 段と よき 事 也。 しかれ ともよみ かきに 

のみ か、 h- ゐて ときく 所 はいか i あらん。 
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り。 人に 金銀 財 用 を あた ふる は小惠 なり。 しかれ 共 其 人悅び 世の ほまれ 大 

也。 人に 善道 を敎 るは忠 なれば、 惠 よりも 大 なり。 しかれ ども 敎訓 せらる 

、者た からの 十が 一 も悅 びす。 叉 世俗の そしり を 得 事 あり。 いかにして か 

國 天下の 爲に人 を 得む や。 人み な國の 治り 天下の 平. かなる こと を 欲せす と 

いふ ことなし とい へど も、 其 治平の 根 を と を しらす。 其 本 をき はめた 

づ ぬるに 不仁な り。 民 を 見 こと 己が 赤子 を 保が ごとくな るの 慈心な き 故な 

り 0 人々 我 子 水火の 中に くるしまば、 これ をす く はざる 間 はい ねても 席 を 安 

む ぜじ。 食す ると も 味 を 甘ん ぜじ。 多くの 子ども 己 一 人の 力に して 水火の 

難 をす く ふ こと あた はざる 時 は、 これ を 助く る 術 を 得た る 人 ありと いは J^、 

年来の あだかた きなりと も、 必す往 て 手 をつ がね ひざ を か めても 我 子の 

すく ひ を 求めん。 况ゃ 賢者 は あだに あらす。 みづ からこれ をに くみてい み 

へだてた るの み。 堯は舜 を 得ざる を 以て 己が 憂と し、 舜は禹 と 皋陶と を 得 ざ 

る を 以て 己が 憂と し 給へ り。 一 人の 君子 を 求る は 万民の 苦 をす く はむ とな 

り 問、 今 も 役人なければ 何國 にても 人 を えらび たづね と はすと. S ふこ 

となし 云、 其 同位 同類に をいて たづぬ る 故に 有が たし。 天地の 理 物み 
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公家 か 史^ か 出家な とに して はよ からん、 

武士 を 立て ゐる うへ は、 をのつ から 武士の 

つとめ あり。 孔子 もよ みかき にの みか X り 

て はお はし まさ- - りき。 孔子 を多餐 なわと 

て 入 ほめ けれ は、 弓馬の うちにて はい つれ 

か 我し 得た る そ、 馬に てあらん かと 仰ら れ 

たり。 孔子 は士大 夫な りし 故に、 文武 共に 

かねて あそ はしたり。 文 道に はすき て武藝 

に 無 得手なる かきら ひなら は、 其 無 得手 も 

きら ひも 天性の 生 付 なれ は不苦 也。 公家に 

は 筋なくて はかな ふまし けれ は、 文^者 か 

右筆 か、 又は 武家 にても 武藝の いら さる 奉 

<ム も あれ は、 其 中 を 撰 ふか、 扱 は S ェ商に 

成と もく たるへ き 事 也。 文武 を かねす して 

不叶、 平 武士の 位に ゐ なから かってつ とめ 

さる は、 其 良心に も 心よ からぬ 事 也。 しか 

れは其 業に ゐて 其つ とめな き 者 をよ しと は 

いひ かたし。 た、 天性の 我 分 ほとの 所へ 身 
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な 盛衰 あり。 富贵は 久しくった はらす。 其 時代に 位高く 祿 重き 人の、 子孫 

はすで におと ろへ むと す。 故に 好 人生れ がた し。 積善の 家 はしらす、 大か 

たは 堇 明の 末お とろへ て、 又お こらむ とする 時 は、 微賤の 中に 勇 知の 人生 

る。 故に 古 は 賢 を 求る こと 野に をいて せり 問、 たと ひ 其 身 微賤な りと 

も、 德 すでに 君子なら ば、 民の 父母た る 心 あるべし。 何 ぞ招給 はす 共、 進 

て 道 をお こさ M る や 云、 其 位 其 任なければ、 其 心お こらす。 大舜 はじ 

め庶 人たり し 時 は、 た 庶 人の 業 を 事と し 給 ふの みに して、 天下の 治乱に 

心なし。 國君は 一 國の 民の 父母 也。 天下に 及ぶ 心なし。 大君 は 天下の 民の 

父母な り。 其 大臣 は 大君の 心 を 以て こ- -ろ として、 天下の 民を惠 べき 道 を 

盡す のみ。 夫 大舜の 知 は 貴賤 廣狹 をえ らばす。 居と して あたらす とい ふこ 

となく、 ゆく として 行 はすと 云 ことなし。 大資 以下の 人に は 知に 大小 あり。 

ネ知 ひろくして 天下の 任に あたるべき 人 を、 一 國に 用て は 却て つか へと 

こほりて 功なら ざる 者 あり。 又 天下に 用て はかなへ あし を をれ ども、 小國 

に 用て は 可なる 人 あり。 人 を 知て 有才を 用る こと は 君子 治國平 天下の 先務 

なり。 後せ はネの 用べき 所 をつ まびら かにせ す。 人の ほむる 者 なれば 设链 


を かたつけ な は 可な り。 我 友に よき 人から 

なる 人 あり。 いつも 此人を あけて 士の 手本 

とす。 勇力 ありて 武藝に 達し、 武士に して 

はまれなる よき 武士な り。 しかるに 座敷に 

請して みれ は、 納言 大臣と しても そな はれ 

る 所 あり。 心い さきよ く 風け たかく 上ら ふ 

なり。 諸士の 上に をら て かな はぬ 人 也。 道 

を 好み 德 をした ひて おこたる となし。 無事 

にして しっかなる 人な り 

^ 心 友 問、 敬を不 失と すれと も、 何の 心 

もな く 居る CJ 多し 曰、 何 心 もな き は 人 

心の 常な り。 敬と いひ 戒愼 恐懼と いふ は 主 

意な.《^。 常に 心に これ を 持す るに あらす、 

敬 は 心の 德 なり。 須臾 も 離へから す。 只 主 

意の 向所 Mi; なる を 以て 君子と いひ 小人と い 

ふ。 外に 向て 人の 見聞す る 所の み を 慎み、 

內 心に 恥 さる を 離る と 云、 則 凡夫な り。 君 

子 は 主意と する 所 内に あり。 天地神明 を師 
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を 命す る あり。 士の 頭と し 上に 置て は ゆたかに して、 君子の 風 ある 人 も 役 

人と する 時 は 其 事 調ら す。 其 上 生 付た る氣 質の 德 までむな しく なれり。 故 

にあたら ざる 事に 使 時 は、 あたらよ き 人 を そこな ふ もの 也。 生 付きす 多き 

人と いへ ども、 一 器量 ある 者 は、 其 得た る 事に 使 時 はよ し。 不德の 人 も 使 

やうに て德 出来る 道理な り 問、 富貴に 素して は 富貴 を 行 ひ、 貧賤に 素 

して は 貧賤 を 行 ふ。 是大 力量の 人 はよ く處 すべき か。 大賢 以上の 人なら で 

は 叶が たかるべき か 云、 これ 才の よくす る 所に あらす。 德を 知人 はみ 

なよ く處 すべし。 それ 有德の 君子 は 富貴 も淫 する 乙と あた はす。 貧賤 も 移 

す こと あた はす。 威武 も 屈する こと あた はす。 かくの ごとくに して 後 其 位 

に 素して 行 ひ、 其 外 をね が はざる べし。 德を 知人 これ を 行べ し。 才覺 あり 

とい ふと も 及 所に あらす 

M 一  或學者 問て 云、 今の 佛者は 貴人の 師 なり。 しかも 出家 は 下 をへ て 民の 

困苦 を しれり。 何ぞ 貴人に 說て佛 の濟度 利— 生の 道に 叶 はざる や。 歳の 十 

一月に は 徒— 成。 周の 十一月 今の 九月な り。 徒枉 はかちより ゆく 者の わ 

たる はしな り。 十二月に 輿-梁 成。 十二月 は 今の 十月 也。 舆 I 梁 は 車馬 を 通 
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友と して 人の 見聞 及 はさる 地 一 念視 知の 所 

に をいて 戒 す" ^^；！を愼獨と云、 己 か 心に 

恥て ひとりし る 所を愼 みな は、 いつれ の 時 

にか： 小 f なし 不義 をな さむ や。 義 と共に 

隨て好 Ic^. 一の 欲な き 時 は、 天理 常に 存す。 敬 

これより 大 なる はなし。 只 敬 は 1 のみ 外に 

向 ひ 内に 向 ふの 別 あり。 君子 小人の わかる 

i 所 也 

？ 2 心 友 間、 夫 仁者 己 欲 立 而立 人、 己 欲 達 

而 達人と は 何とい ふ CJ そや 曰、 仁者 は 

己 あると なし。 凡夫の 立身と 云 は 己 一 人の 

爲 にして、 人の 害 ある 事 を 察せす。 己 か 欲 

心 を 達する のみな り。 己 あるとの み 知て 人 

ある こと を しらす。 この 故に 幸 を 得ても 民 

望 を 失へ り。 君子 は溪物 1 休 道 器 1 賞の 身 

を 立 道 を 達す。 故に 時に 逢て 志 を 得る 時 は 

兼て： K 下 をよ くす。 時に 不 逢して 志 を 得さ 

る 時は獨 その 身 をよ くす。 然れ とも 人 を 立、 
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すべき はし 也。 農 功す でに 畢て、 民力 を 用べ し。 時 もま さに 寒 ほなら むと 一 

す。 Sil ^がると き は 民 徒 涉の爱 なし。 今 民間の 道路に は、 水に 橋な く 舟な； 

き 所 多し。 遊民み づ から 舟橋 を 作て 錢を 取て 人 を わたす。 貧なる 綜女 童子： 

はわた る こと を 得す。 たまく 民の 自力に て 橋 を わたす といへ ども、 かち 一 

の 者 さ へ わたるに あやうし。 怫 法の 制に も 過た る 今の 堂塔の 十分 一 を換ぜ 

•1. 天下の 舟橋 時になる べし。 佛法は 慈悲 を 本と すと いへ ども、 古の 賢 君の 

， 、  そ  一 

政道の 一事に も 及ばざる こと は何ぞ や。 又 Ht に 當て雨 ご ひ をす る も、 民の 一 

自力 を 以て 多の ついえ をな し、 其 はて はせ め とられぬ。 如 此事を 貴人に 申： 

す 暦 だに なき こと は 何ぞゃ 云、 雨 ご ひ はふるべき 道理 ありて、 いのる 

寺 はふり、 其 あて、 する 道理なければ ふらす。 民 は 其 わき まへ もな く、 い 

一 

のりだに すれば ふる 事と 心得て、 多の 財 用 を 損じて いのれ ども ふらざる こ 一 

と 多し。 まことに 餘義 なき 事 也。 古 は 旱に雨 をい のり、 長雨に 晴を いのる， 

【澳の  _ 

事 は 大君 國主郡 主の 任と し 給 ふ 所な り。 しかる 故に 其 ふるべき 道を盡 して 一 

、 、 /•  一 

いのる 事 を 命じ 給へ り。 されば むなしく 民の 財 をつ いやさす してい のれば 一 

必す ふること あり 問、 今時 民の わけ もな き 雨 ご ひに も 時として ふる i 一 


入 を 達する の 道 德は渾 然として 備れ り。 そ 

れ國. 大 •— の闲窮 すると は， 君子 先闲窮 して 

達せされ は 也 問、 能 近 取 譬とは 如何 

曰、 中席 曰、 子 曰、 道不遠 人。 人 之爲道 

而？ 浼人。 不可 is 道。 詩 曰、 伐柯 伐柯。 其 

則不 遠。 執柯以 伐柯。 睨 而視之 齒以爲 遠。 

故 君子 以人治 人。 改而 止。 忠恕 違道不 遠。 

施 諸 己而： f 願 亦 勿 施 於 人。 これ 能 近く 譬を 

とるな り。 斧の 柄 をき るに、 則 手に 持た る 

柄 を 手本と するとな れは甚 近し。 然れ とも 

人 作に て 二 物な れは齒 遠し。 忠恕の 道は是 

よりも 近き と あり。 人 を 以人を 治る は 二人 

の やう なれと も、 心の 天理 は 天下 一 賞な り。 

己 か 好む 所の 義理 は 人 も 好み、 悪む 所の 不 

義は人 もに くむ か 故な り。 中心 を忠 とす。 

中 は 夭 下の 大本な り。 天理 自然の 眞を 中と 

云、 如 心を恕 とす。 天理 自然の 眞 心の 如く 

受 用して 違 はさる を 云。 故に 天理 1 源の 眞 

集 義和嘗 卷第八 . 


3 

2 


と ある は 何ぞゃ 云、 其し わざ は 雨 ふるべき 道理な けれども、 其 憂情眞 

實 なり。 又 不知して 雨 ふるべき 所に をいて する 者 あれば なり。 是 等の 祌理 

いかで 今の 僧尼の 知 所な らん や。 其う へ 多く は 渡世の ための 凡 僭 なれば、 

濟度利 生の 慈悲心 も あるべ き 様な し。 故に 貴人に 近付と い へ ども 民の つい 

えい やましに 成て、 下 を くるしむ る 其 一と なれり。 まことに 論す るに たら 

す 

，世  K1 の 

朋友 問、 もろこし 日本 共に 天下 を 奪 ふ 者 は 諸侯。 大名な り。 あらそ ふ 

者 は 高 家の 一 鬥な り。 君 を 殺しない がしろ にす る 者 は 大臣 也。 たと ひ 暴君 

ありと も 乱世に はま さ， るべ し。 其 君 なくなりて 後 はよ かるべし。 諸侯に 大 

身な く、 又は ありと も、 取 立の 人ば かりにし、 一門に 高 家 を を かす 大臣に 

位祿 なき 樣 にせば 久し かるべき か 云、 孟子， 曰。 入チ" 則チ 無？； 法-家 拂 1 

士？ 出- T "則 無 敵- 國 外患， 者國 1^-- 亡。 然：1後知2^1於憂-患ー而死气^於安- 

樂 V5 法 家 は位祿 重く 作法 正しく、 繼 体の 君 道に 志す 時は師 となり、 無道な 

る 時 は 諫む。 きかざれ ども 其 法を變 せざる の 大臣な り。 代々 の 守に なり 國 

と共に 存亡す る 也。 位祿 かろくして 叶べ からす。 拂士は 君 正しければ 助て 
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を 推て 人に 及す 時 は、 中 閑 太. 朝と い へ 共 違 

となし。 後 來の習 心 私欲 を：：？ て 交と き は、 

兄弟と いへ 共 埯に鬧 くの m あり。 此ゅ へに 

能 近く  を 取て、 忠恕の 道を受 用す る 時 は、 

仁の 方是 より wig はなし 

M 心 友 間、 攻乎 異端 斯害也 巳。 孔聖の 御 

時い また 道家 佛 家の 舉 者な し。 何 を か 異端 

と 被 仰し や。 未來 をし ろしめ したる と 云 者 

あり。 聖人の 未來を f せらる、 は 如 此の 

事に は あらす。 しかれ は佛 家の つけ あはす 

る說 のとし 答 云、 六 藝も又 異端 也。 藝 

にあ そふ 時 はよ し。 專に ー藝 をお さめて よ 

りよる 時 は 害 あり。 ー藝 といへ とも 道のお 

も かけな き Co はなし。 道德 をお さめて 藝に 

あそ ふ もの は 君子 也- 大道 を しらて 藝 によ 

つて 道 を 见る者 はこれ を 至極と 思へ り。 聖 

受の心 法 をき X て も 我 道の 外 別儀な し 

とお も ふ 也。 外にむ かひ {4! を はしりて 心裡 


W  一  二 

善 をな さしめ、 君 正しから ざれば いさめた だすの 賢士 なり。 歒國 外患 は必 

しも 戰國の 時に あらす。 我 を こたり あらば、 其よ はみ ついえに 乘て災 をな 

すべき ものな り。 さ 樣の者 外に あれば、 作法 をつ 、しみ 政 をよ くす る 故に、 

其國 長久な り。 彼 も 其 善政に 感じて 歸服 する はまことの 心服な り。 其 政よ 

ければ 心服して 外の まもりと なり、 あしければ 氣 遣に してつ 、しみと なる 

者 は、 我と りたて ならぬ 代々 の 諸侯 なれば &り。 天下の 主の ために はこれ 

ほど 重^なる 者 はなし。 凡 情 は如此 もの をな くな さば、 心安くて よかる ベ 

しと 思へ ども、 君子の 心 はしから す。 故に 先王 外に 諸侯 を 立 置 給へ り。 秦 

の始皇 諸侯 大臣な くば、 万々 歲吾 子孫 天下の 主たるべ きとて、 天下に 諸侯 

一人 もな くせし かど も、 天下 を 一統せ し 年より 二世 胡亥 三年、 三世 子 嬰 四 

十六 曰に して 漢の 高祖に 降りし 年まで、 ゎづ かに 十六 年に して 秦 亡たり。 

秦の 始皇は 多の 大敵 を 亡し、 周の 世 をと りたる ほどの 大 武勇 大力 量の 人な 

りし かど も • 外に 氣 遣なる 者な き 様に せし ばかりにて、 ほどなく 亡たり。 

高祖 は領 知と て は 一 尺の 地 も 持せ す。 獨 夫の 苹 人たり しか ども、 大秦の 万 

々歲と 期した る 天下 を 亡したり 0 高祖 は 賢人 君子の 德 もなかり しか ども、 


に 人 £ なし。 いつれ の藝も 上手に 至て は 道 

の 一 端に 合同せ さると 云 事な けれ はなり。 

小人の 藝者 にして は 可也。 士君子の 事に し 

て は 犬に 害 あり。 文學に 達して 經傳の 上に 

を ひて 道 をみ る 者 も 亦 同し。 夫 大道 は 五 典 

十義を 明かに し、 心 を 正し 身 を 修め、 五 等 

ひ 人倫の 外に 出さる もの 也。 佛者は 五倫 を 

離れ、 道 者 は 五 等 を 出たり。 いつれ も 道の 

おも かけ を はいへ り。 是故 にこれ を 異端と 

いふ。 孔孟 以後の 儒者と いふ もの も 又 異端 

也。 五 等の ダに 出た るか とし 

巧 心 友 間、 君子 は 天 を もうらみ す、 人 を 

もと かめす ときく。 しかるに 又 詩 は うらみ 

つへ しとい へる はいか、 答 云、 天 を も 

うらみす、 人 を もと かめ さるもの は、 f ほ 貴 

貧據 悅樂资 患、 すへ て 人生の 順逆み な侖ぷ 

り。 己に あらす とい ふ 事な し。 是 故に 其 位 

に 素して 行 ふ、 其 外 を 願 はす。 みっから か 
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外に 諸侯 を 多く 立 置、 內に 大臣 を備へ をき て、 四百 年の 天下 を 子孫に 傳た 

r«  =g て 歒國外 なき 者 は 國恒に 亡び、 S 患 ある 者 は 生、 安樂なる 者 は 死 

する の 格言 少しもた が はす。 大身なる のみなら す、 小身と いへ ども 此 道理 

に はたが はざる なり。 足 利 家の 天下 をと りし も、 おはします 間 はよ く 

愼 みて 家 次第に 盛大に なり、 內 堅固な りしが、  政道に お 

こたり 驕奢 生じ、 一家まで 心 は. なれて、 天下の 權を失 ひたり。 もし 其 時の 

大樹 老臣 知 あり 學 あらば、 南 帝 をば 馳走して 成と もた て 置 奉りな ば、 北朝 

の 公家 は 德を愼 み 給 ひ、 將軍家 は 政道 を 重む じて 公家 も 古風 を不 失、 足禾 

家 も彌根 かたくなりて 權を失 ひ 給 はじ。 しかる を 南朝 を 亡し なば 氣 遣なる 

事な く、 万歳な らんと 思 ひ 給 ひし は、 無學 不知の 故 也。  一 


^ 一  心 友 問， 吿子 曰、 性 無 善、 無 不善と。 又先懦 曰、 無 善無惡 心の 体と。 

此ニ說 は 其 か はりな きが ごとし。 孟子 は 性 善な りと いへ り。 心の 本体 は 無 

聲 無臭と いへ る 時 は、 性 善と もい ひがた かるべき か。 三說の 異なる 所、 性 
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へ りみ 獨を 供む のみな り。 詩 は うらみつ へ 

しと は、 和 光 同 塵の 心 を 以て、 奧 より はし 

へ 出た るか ことし。 人 は 人と 友な ふへ し。 

石と 友た るへから す。 うらみす とか 

めすと て、 見所 をた て 心 を はけし くす る 時 

は、 世俗の そち こち ま いらす とい ふ もの 也。 

衆人 愛お の德 によって 詩 をつ くり 哥 をよ 

む。 うらむ へき CJ を うらみ、 風す へき CJ を 

風す。 こ i に 俗語に いへ は^がま しく、 和 

を さまた くると あり C 詩 苺に の ふれ はいふ 

者 罪な く、 きく 者戒 むる にたれ るの 德 あり。 

高明獨 立の 地位 あれと も、 くた つて 俗に 同 

しくす。 清 r が 明， H の 心 思 を や はらけ て、 世 

とともに 進退す。 とか むれと もい からす、 

うら むれと もも とらす。 おさなき 子 を 愛し 

て は、 わら はへの 言 をな すかぶ 一し。 これ を 

奥より はしへ い て > -、 詩 を 作り 哥 をよ むと 

いふ。 凡人の うらみに となり。 無心 溫 和の 


11 二  Pi  , 

善の 無 無臭に 叶處の 道理い かむ 云、 吿子が 性 無 善、 無 不善と いへ る 

主意 は 非たり。 生 これ を 性と いふの 心と 同じ。 氣の 楚覺を 見て 理の ！» 明 を 

不知が 故な り。 無 善 無 惡心之 体と いへ る は、 又吿 子が 旨に は 異なり。 心の 

体 は虛、 ：|?_ ト 味なる もの なれば、 た 5^ 惡 なきの みならす。 善と いふ 物 も 亦な 

し。 しかれ ども 性 は 心の 本然な り。 性の 感通 する 跡 を 見れば、 皆 善に して 

惡 なし。 悪と いふ もの は 人欲の 私より おこりて、 性の 感 通て-したが はざる 

よりなる ものな り。 性の ま、 にして 人欲の 害する ものなければ、 其 みな 

善 也。 孟子の 性 善と いへ る 所な り。 孟子 も 性の 本 休に 善と いふ 物 ありと い 

へる に は あらす。 無聲 無臭の 心の 本 休の 無 思無爲 寂然 不動に して、 感じて 

天下の 故に 通す る 跡 を 見れば みな 善な り。 其 跡の 皆 善に して 惡 なき 道理 を 

みて、 性 善の 理を 知べ し 

I 一  心 友 問、 孟子， 曰、 爲ぃ 政， 不レ 難。 不レ得 n 罪，^ 於 巨-室 •_-。 巨窒， 之 所， 慕 

12 

一 國慕 レ之プ とい へり。 古人 r. 國 天下 共に 王 代 も 武家 も 君 をない がしろ， こ-して 

權威 をと り、 或は 國を 奪な どす る 者 は 大家な り。 君た る 人知な く 勇な く、 う 

ちま かせ はから はする 時 は、 大臣の 心に 叶べ し。 しかれ 共 君 は 有て なきが 


至 はた >-,r ら むる も 親と なる へし。 作て な 

すに あらす。 心 は 神明 不測 也。 所に した か 

つて 變 化す。 自然の 妙 也 

^ 朋友 間て 云、 江 西 の 學者 感應篇 をよ み、 

又 誦經の 威儀 をつ とめたり ときく。 世人 こ 

れを笑 者 あり。 まとなる か 答て 云、 ま 

£ なわ。 細て： のしなら ひに はけつ り そこな 

ひお ほく、 馬の 乘 なら ひに は 度々 落る かこ 

とし。 聖賢 傳受の 心 法の 師 なくて、 中 江 氏 

初て さまく に 心 をね .=- て 見られた りき。 

心^の 受用 にたより 有ぬ へき CJ は、 まつ 取 

て受 用して たすけと せり。 兩 用の 事 全くよ 

しと はお も はれさり しかと、 志の きとくな 

る 所 ある は 誦經の 威儀 也、." 凡 習の 過 悪 を こ 

まかに 記した る もの は 感應篇 なり。 こ、 を 

以 しはらく 用たり。 紙より して 一 日の 過 を 

むす ひ、 善 をな したる 事 も ありき。 皆 細工 

初にて 事 はよ からさり しなり。 しかれと も 
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ごとし。 終に は國 天下 を 失 ふに 至べ し 。君に 知勇 ありて 君の 位 を 持 袷 はで. 

今の 大家 は 皆 損する に 近し 0 しからば 大家 は 道 ある 事 をに くむべし。 大臣 

何ぞ悅 服すべき や 云、 德を行 はすして 力と 才覺と を 用 ひなば さある ベ 

し 0 」c 令 不德の 君、 大臣の 威勢 を ふる ふ をに くみ、 力 を 用て 俄に 其 位 をお 

とさむ とす。 小知の 小臣 KJ れ をす i むる 者 あり。 君 小 臣と心 を あはせ て變 

する 所の 政、 大臣の 無道なる にさの みか はらす。 東に 减 して 西に 生す るの 

み。 しかの みなら や、 本よりの 佚 人 は 恨み をいだ き 引 入、 新しき 役人と き 

めきな どす。 共に 凡夫 なれば か はる となき 中に、 人の うらみ を 取、 損 を 

ますこと なり。 其 上人 情 は 筋目と 位の 傭れ ると を 尊ぶ もの なれば、 同じ 道 

なきに て は世臣 大家の なす 事 を うらみす。 無理と おも ふ 事に も、 より子の 

筋目 出入の 子孫な ど はした がふ ものな り。 さなき 人 も 威勢に をされ て 口舌 

なし。 今 出頭に はむかし よりのよ しみ もな く備り もな し。 却て そね む 人. 

あにば、 事 はよ くしても 心服せ ざる ものな り。 まして か はらざる 事の 少ょ 

きとい ふば かりにて は、 人心 もとより そむけり。 もし 君に 大力 量達才 あり 

て 下知し 洽は 1-、 本より 主君な り。 大家 は 傍輩 なれば、 おなじ 事の す しあ 
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志 はよ かりし か は 侮へから す。 誦經の 威儀 

感 i のっとめ ほとの 事 を も、 今 異端に す 

る もの はなし。 異端 は此 しそこな ひ ほとの 

事 あら は 上々 なる へし。 た- - 人倫に を ひて 

如 此の iffe ろ へ からす。 堯舜の 街 代に なき 

となり。 志 は 殊勝 なれと も 異端の 流に まか 

ふ 故に 我 は 不用 也。 故に 三經の 初に 威儀 あ 

りし を もこれ をけ つりたり。 聖 SK の 神 を 祭 

する *^ 義 あり 疆 あり 

^ 心 友 間、 敬 鬼神 而遠 之と は 何とい ふこ 

とそ 答 云、 鬼神の 德を 知と き は 敬禮の 

心 し。 身の 心の 純一、 よくと \ の ほ 

ら され は、 つか ふまつ ると かな はす。 其 上 

神 は 非 をう け 給 はす。 義禮を 待て 祭 fi^ す 

へし。 又 正直の 心 眞资の 情 ありて 後 1 るべ 

し。 故に 心 ありて 逮 さくる に は あらす。 鬼 

神の 鬼神た る 所 を 知者 は 誠 敬の 至て をの つ 

から 遠 かる 也 C 遠 さかる と 云て 一 向に つか 
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しきに て は 君に したが ふ こと も あるべし = され ど 君 一 人して 主に もな り、 

臣 にも 成て、 下知 はならざる もの &れ ば、 かなら すたす けの 出來 出頭 ある 

ものな り。 一 國 此出來 出頭 をに くむ 心より、 共に 君 を も そむく ものな り。 

小臣 だに かくの ごとし。 况ゃ 大臣 はいき ど ほり を ふくめり。 國の あやうき 

事 は、 大家の 威 をと りたる も、 主君み づ から 下知し 給 ふ も か はる 事 はなき 

ものな り。 たと ひ 今の 權威 をと り 過た る 大身な りと も、 俄に 威 をお とし 耻 

辱 を あた ふること なく、 君 かる 人み づ からの 德を 明に し、 行 を愼て 大臣の 

耻 恐る、 樣 にし、 君の 威 をう ばへ る は 犬なる あやまり なり。 臣の道 を盡し 

てこ そ 名 を も あぐべき ことなれと、 仁愛 ふかく 敎 みちびき、 是非 利害 を 明 

かに 得心 させ、 我方より 欲 を 損じ 德 をます 樣 にし 給 は t -、 巨 窒必す 心服し 

向べ し 0 本より よからぬ にだに 士民 ともに 久しくし たが ひ 来たる 大家 なれ 

ば， 君の 德をぁ ふぎ、 同德 にて 助と ならば、 眞に 沛然と して ふせぐ 事な か 

るべ し 問、 君の 敎 にもした が はざる 無道 人なら ばいか 云、 さほ 

どの 惡人 は國 人と もに 常にう とみ はてし もの なれば、 これ をす て V も 可な 

り。 其 上 君の 道 正しく、 仁 至て したが はざる もの & らば、 士民 みなに くむ 


へさる に は あらす。 凡人 は 鬼神の 名 をのみ 

知て 德を 不知。 是 故にめ くら 她 におち すと 

い へ ると わさの とく、 身の 盛 服、 心の 潔齊 

もと- 1 のへす して、 みたり になれ 近付 もの 

也 間、 其 鬼に あらす して 祭る は 諮るな 

りと は 何とい ふと そ 曰、 義も なくて み 

たりに 勸 請の 宫社多 は 皆 其 鬼に あらさる 

也。 眞實正直の心ょり^^：の德を拿ひした 

ひ 奉る にて はなく * かしこへ 神明のと はせ 

られ たるな と- -て、 欲心 偽 巧の 者と もの 取 

立る 所 へ參 て、 福 をい の る は 皆 へつらへ る 

也 間、 庶人は 其 親なら ては不 祭と 承る 

に、 伊勢 参宮し、 其 外 位高き 神々 へ參 侍る 

£ はいか \ 云、 天 を は 天子なら て は 祭 

給 はす。 しかれと ももろ こし にても 平 人の 

天に いのりて、 其感 ありし と あり。 祭 £ は 

其 人なら て は 成 かたきと 也。 或は 德 をした 

ふて まいり， 或は 親の ため 君の ためな とに 
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べし。 憂る に 不足 問、 君 は 祿を與 ふるだに 士民 服し がた し。 大家 は祿 

も あたへ ざるに 士 民した がふ は 何ぞゃ 云、 君 は 遠くして 尊し。 故に 親 

しからす。 何事 も かくれて 過し 易し。 大臣 は 尊 けれども 下に 近し。 少の事 

も しられ 易し。 故に 恐れ は かる ものな り。 しかの みならす、 君臣なら ざれ 

ぱ 親しき 交 も 有。 賞罸 ともに 大臣の 取な しに か、 る 所 あり。 故に 諸人 信 を 

取て 服す る ものな り。 この 故に 大臣 賢 なれば 國 天下の 治る 事 すみやか 也。 

古の 聖主 とい へど も、 賢臣を 得て あまねく 行 はる &所 なり 

^ 1 心 友 問、 冉求季 氏が 家臣と 成て、 民より とる 所ます く 多し といへ り。 

孔門の 高弟 なれば、 後世の ごとく 不仁に して、 せめと る 事 はよ も あら じと 

思 はれ 侍る に、 孔子 其 罪 をなら して XJ れを責 よとの 給へ り。 我等 ごときの 

淺學不 德の者 だに、 さは ある まじき 事なる を、 心得が たく 侍り 云、 よ 

き 不審な り。 後世の 樣に民 をし へたげ てとりた るに は あらす 0 其 はじめに 

すくなく 出した るよりも、 民 は ゆる/ \» として 物 成 は 多と りたるな り 0 民 

も悅び 地頭 も滿 足す る 事な り 問、 しからば 孔子 何とて 甚 しくせ め 給.. e 

やひ 多と りて は 民の 爲 によき こと ある まじき とお も はれ 侍り 云、 不審 
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て、 誠の 心より ると 云 事 は、 祭と はちが 

ひたる £ なれ は 誰に て もく るし からす 

問、 神明の 利 生と 申 はたし かなる 道理 

おはします や 云、 たしかなる 事に て恃 

り。 しかれと も 正 神の 利 生と 邪神の 利 

生との か はりあり。 砷 明の 德は 不測 也。 故 

に約^.-のとく、目にみゅる£はな」。伊勢太 

神宮 は 靈 神に てお はします 故に、 人く の 

心に お ほ ゆる 利 生お はします CJ なれ は、 か 

くの £ く 諸人 參 侍る £ なれと も、 これ そ あ 

ら たなる 事と て、 やくそくの 樣に 目に み ゆ 

る £ はなし。 又な きに も あらされ とも、 正 

神の 奇特に は 跡な し。 天道の 感應 もまた か 

くのと し。 孔子 医 とい ふ 所に て 入た か へ に 

て 殺されむ とし 給 ひし 時、 大風 起て 取 ま は 

したる 者 ともを 吹た をしたり しか は、 驚て 

念 を 入て 見 奉れ は、 心 かくる 者に て はなし。 

其 時 Ml の 者 ともおと ろき て 退きたり。 これ 
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尤 なり。 凡夫 は 才知 かし t けれ 共、 欲 ふかく 赏の くらき 所 あり。 共 上物の 

筋道 を しらざる 故に、 財 用の わき 出る 道 を しらす。 多く は 誰た めに もなら 

す、 ^てす たる もの 也。 古 は 農兵な りし 故につ よきと いふ 分 にても 十に し 

て 二と りたり。 民の 得分 八の 中 三 ほど は 中に てつい えてす たるべし。 仕置 

をよ くせば、 其 三の すたりな く. 一  を 上へ まし 二 を 民に ますべし。 故に 主 

人滿 足し 民悅 なり。 上下の 爲 によ けれども、 孔子の 責給ふ 主意 は、 季氏道 

に 志 あり、 仁政 を 行 はむ とする 者なら ば. 费る物 を 上下に あたへ て、 仁政の 

助と する こと 尤 なり。 季氏は 仁義 を 不知、 た 利 をのみ このめり。 しかる 

にいよ く 富し めて 其 利 心 を 助け、 奢 を 長す る は 僻事な り。 其 上惡を 後に 

のこす 道理 あり。 冉求 裁判の 聞 はよ かるべし。 奉行 か はりな ば 上へ ました 

る 所 は 其 ま、 にて、 下の ついえ 又む かしに か へるべし。 しからば 民の いた 

み 初に 倍すべし。 これ 惡を のこすな り。 君子 は 人の 惡を のこさ r る ものな 

P0 故に 孔子 深く 歎き 袷 也 

^  一  、： 3 友 問、 孔子 東 山に 登て 魯 國 を 小な りと し 給 ひ、 登： 泰山 一-天下 を 小き 

2 

なりと し 給 ふつ 居と ころ 益 高き とき は、 其 下 を 見 こと 益 小き なり。 見と こ 


天道の 助 也。 又陳蔡 兩國の 間に 圃れ铪 ひて、 

七日 食 をた ちた まひ ぬ。 此時は 米 も ふらす。 

凡人の 神の 神た る理を しらぬ 者 は、 此 時に 

も 米 や ふらんと おも ふへ し。 ふらさる 所 か 

まとの 天道、 神明の 理也。 怫氏 なとの 神 通 

力 はか 樣の 時に も 米 を ふら するとき 事お ほ 

し。 多 は僞の 方便 說 なり。 もし あり とても 

邪神の 整 也。 正 神の 常に は あらす 

^  i あり 間て 云、 我國の 同志 夜な く 

會を なして 靜 座し 義 論す、 益 を 取と 不可 過 

之 答て 云、 君子 は 無欲 を 2? 靜 とす。 行 

住 座臥 共に 靜座 なり、 何 そ 別に 靜と いふ も 

の をな さんや。 心 思 義理 を專 にす る 時 はい 

ふ £ 皆義 論な り。 何 そ 別に 義 論と いふ もの 

を 作らん や。 其 上 夜な くの 會 合に は、 其 

亭主の 家内の 者と もの 勞す るの みならす、 

客の 家 內の者 も 亦 主人の 歸を 待て 寢す。 夏 

は 蚊 虫に くら はれ、 冬 は寒氣 にいた む。 十 
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ろ旣大 なる 時 は、 其 小き なる もの 觀に 不足と い へり。 學術 かくの ごとくな 

らば、 高- 馒と なるべき か 云、 高慢 は 心せば く、 見所 小き が 故な り 0 

高慢の 者は必 胸中く らし。 道の 廣大 にして 理の 無窮なる を 知と き は、 自た 

れ りと 思 ふこと なし。 日 新 日々 新 也。 予 むかしより 國家 天下の ふさがり 通 

ぜ ざる を 聞て は、 氣の 毒に も 笑止に もお も ひて、 道行 はれば 上 安く 下 ゆた 

かなるべき もの をと 願 ひし を、 近 比 其 非 を さとりし なり。 五嶋 對 馬の 小嶋 

に 生れ そだちて、 少し 知見 ある 者 は、 其嶋 中の よくお さまら むこと を 願 ふ 

べし。 其 者 を 京 江戶へ 出しな ば、 日本 國 中の 長久 を 思 ひて、 五嶋 を 忘べ し。 

大 明の 臣 とせば 大國の 治乱 を 心に かけて、 日本 を 忘るべし。 死して 陰陽の 

神と なりて は、 普-天 率土の 造化 を 助て、 東— 夷 南 蠻西戎 北— 狄の 一方、 百 

年の 治乱の み を 心と せじ。 太虚に 歸 せば 十一 一万 九 千 六 百 歳 を 一 歳と して、 

天地の 壽 をみ じかし とせん。 何ぞ曰 本の 小國に 生れて、 ゎづ かに 五十 年 

の 命數の 間に 見所 を悅び 憂む や。 しかれ ども 理に 大小な し。 一体の 仁 感じ 

て惻隱 の情發 する は 不能 已。 然れ どもし ゐて思 ふ は 非な り。 畢竟 吾人の 位 

を こえて、 政道の 事 を 思 ふ は 勢を不 忘の 凡 情より おこれり。 孟子.' 云、 古" 
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人ょれは十家の者を^^^せしむ。 凡 5^ 女 百 

人の難^^也。 夜の 1 を あやまる の 

みならす、 昼 は 常の 飲食 あり、 夜 は 臨時の 

飲食 あり、 人の 產をゃ ふるに 至へ し。 人の 

產をゃ ふる 時 はくる しむ^ 敏. を しらす。 つ 

ゐには 民の 迷^と なりぬ。 下男 下女 等に は 

臨時の 食 を も あたへ され は、 舉 者の 下人と 

成て は 無 S? の 者よりも くるしむ へし。 佛 

氏の 徒 五倫 を 離れ 五 等 を 出て、 學 にの みか 

--り 居 者 は， 非道に もせよ 各 別の 事な り。 

五倫に 居て 五 等 を 行 もの は、 をの.（っと- 

めぁ.<=^。 昼 は 動て 夜 は 休す へし。 天下の 敎 

なき こと 久し。 晚にぉとろきて道を？^れは 

古に は 准へ かたし。 先學 について 惑 を わき 

まへ、 心 術 を 求へ し。 しかると も 朝飯 後日 

中晚 炊の 後、 或は 夜なら は 春 夏 冬 は 初昏ま 

て、 秋 は 四時 まても くるし かる ましき か。 

毎日 毎夜と い ふ^は あるへ からす。 きけ る 


之 賢 王" 好 t 善，^ 而忘 勢，。 古.. 之 士何 ゾ獨不 レ然。 樂 其 道 T 而忘？ 人 之 勢 V。 

故 平 公不 1 一寸 敬 iT レ禮さ 則不. 得 i 見 一い 之-一。 見 ルス-， n£gf 得 レ亟2- 

而— 况ャ得 而臣ぶ 2， 乎。 いにしへの 斐王賢 君 は德を 尊び 道， 樂び耠 ふ。 故 

にみ づ からの 富貴 をば 物と もし 給 はす。 君子の 富贵は ひろく 衆 をす くひ、 

敎を ほどこす に 重！： <な るば かり 也。 故に 善人 を 好し した ひ 給 ふに 當て は、 

位 を V 忘れて 禮を 重く し 給へ り。 後世 德を 尊の 道す たれたり。 時には 奇特 

なる 事の 樣に 思へ ども、 根本 天下， 達 尊 三の 中 にても 德は 天爵な り。 位 は 人 

爵 なり。 古 は 天爵 を 得た る 人に 人爵 を も あたへ たれば、 德は 位の 本に して 

二に あらす。 老を 尊び 養 ふこと も、 天爵 人爵 かねた る 賢 君 ありて 後 行 はる 

、ことなり。 しかれば 三 達 尊も德 なければ 淺りニ もむな し。 賢 王 下に ある 

S 者 を 見 給 ひて は、 位 威勢 共に 忘れて、 禮を 重く し 給 ふこと 必然の 理 なり。 

君 王の 御子な どの 民 聞に おちぶれて、 しられざる を见付 奉りた ると 同じ。 

天 舞の ある 人賤 しき 中に 居 給 ふ をお どろき 給へば なり。 賢德 ある 士の 民間 

に 居て、 人の 勢 を 忘る、 £ は、 天 を 樂び命 を 知 ゆへ なり。 畎 畝の 中に 居て 

堯舜の 道を樂 び、 共位に^^、九して行ひ、 其 外を不 願な り。 一治 一 乱は氣 化の 


所 を はこれ を 習 ひ、 これ を 行へ し。 我 近 比 

翁の しけく して、 益な き 事 をお ほ ゆる 故に、 

文才 ある 人に は 書 をよ ましむ。 文才な き 人 

に は 爵簡、 義 論の 集 を あた へ 惑 を わき ま へ 、 

心 法に 本つ くの 便と す。 其 上に 折々 の會は 

益 あるへ し 

^ 學 者の 云、 先 曰 我 友 § の 心 法 をき く、 

其 親切な りと、 是 故に 来りたり 答 云、 

先日 は 愚か 心 法の 受用格 致に 發 したるなら 

ん。 今日は 吾心 空々 たり、 いはむ 所 を 不知 

間 人の た、 くに 應し、 我心の 時に より 

感 する 所 異なる £ あり。 或は 至善の 語に よ 

つて 發 ずる 時 も あり。 愼獨の 義に發 する 時 

も あり。 皆 自然 也。 今作爲 してい は」、 親 

切の 請 有へから す。 記憶の 學 にあら され は 

定て いはむ 所 をお ほえす 

§ 學者 問て 云、 靜 坐しても 事 をな しても、 

間 思雜慮 多て、 溫和 慈愛 恭敬 惺馑の 本心 存 
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盛 表 あり。 人事の 得失 あり。 反覆 相 尋は理 の 常な り。 富貴 貧賤の 上 は 下へ 

うつり か はる は、 寒暑の 往來 する がごと し。 賢士 これ を 見て 何の 心 もな し。 

故に 王公 も 敬 をいた し、 體を盡 さ れば 切々 相 見て 其 言 を 聞 こと 不能。 上 

より 求 袷 ふだに も 召 こと 不能。 いはん や 我より 上に 求む ベ けんや。 何ぞ國 

天下の 得失 を 心と せんや。 吾人 共に 少し 問學 ある 者の、 天下 國家を 憂る は 

惻隱の 心 を ゑぼう しに 着て、 凡 情の 主たるな り。 しかの みならす、 みづ から 

の 性 命の 分 を 不知 0 天命の 勢 を 不知。 ゎづ かに.？ の 事 を 聞て は 今 を 非と 

し、 これ を 以て 變 ぜんこと を 思へ り。 甚 非な り。 其 愚 を 不知 者 は あやうし 

^ 一  心 友 問、 天下 國 家の 存亡 長短 治乱の か- -る 所の 重き もの あり や 云、 

2 

品々 あり。 一 を あげてい ひがたし。 しかれ ども 天下 國 家の 輿 起し 治平して 

長久なる 大本 一 あり。 此本存 するとき は吉 なり。 此本 亡す る 時 は 凶 也。 君 

及び 執權の 大臣、 善 を 好み 賢 を 親む 時 は、 君子 位に あり、 小人 野に あり。 

君子 進み 小人 退かば、 國家 天下 亡びん？ J を 願 ふと も 得べ からす。 三 皇五帝 

三 王の 代の 興起し 治平せ し、 其 同じき 所の 大本な り。 禮樂 法度 は 時に より 

て か はりあり とい へど も、 君子 進み 小人 退の 治 根に をいて はか はりな し。 
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しかたし。 此 妄念 去と も iS より 来て 退治 成 

かたし 答 云、 SI 和 慈愛 恭敬 惶々 も亦氣 

象な り。 發 して 節に あたる 時 は 和と いふへ 

し。 此八 字の 名 付へ き 所 もな き 大本 を 中と 

云。 おも ふ CJ もな く爲こ ともなく、 寂然 不 

動に して 惑して 通す る ものな り。 先 祭の 此 

八 字 を 下す. t は、 初 學の受 用す へき 下手 を 

不知 者の ためにし はらく いへ るな り。 其氣 

象 をと めて 本心と せ は， かげ をと めて 形と 

する 也。 また 伏攝 氏より 孔孟に 至ても、 靜 

座 をい へる. t をき かす。 君子は有^^,無事共 

に靜 ならさる 時な し、 心無 欲なる か 故に 常 

に靜 なり。 靜 坐すべき の 心なく して、 時 あ 

つて 坐す る CJ あり、 心 あり。 靜坐 する は自 

然 の無爲 にあら す。 先學の 浮氣躁 念の 者の 

ために、 しはらく 靜坐 をい へ る CJ も ありし 

なり。 主意 を しらて なへ て 用るなら は、 病 

なき 者に 藥を あた へ て 病 する か CJ き 事 


II： 三 

これに そむく もの は、 治平 &る國 天下 も 亡びに おもむく 事 すみやか なり。 

德を 不知 人 は 君 王 大臣と い へど も、 みづ から 其 知 を 足りと して 善 言 を この 

ます。 隨分我 才知 勇力 を 以て 圃 天下 をよ くせんと おも ひて、 資 知の 者 を 近 

づけ や。 責義 の士有 道の 君子 を 速 ざく る 時 は、 媚 へつら ふ 者す & みいたり 

て ほめ あぐる 故に、 いよく 予知 ありと 思 ふ 意思 長 じぬ。 其 間に 國家 天下 

の 根本く づれ て、 人情 そむきぬ る 事 を 不知。 すでに 乱 逆に 及て はお どろく と 

いへ ども かへ るべ からす。 孟子， 曰。 魯 f 使？ r 樂-平 子，" 爲 - レ政さ 吾 聞" 

之， 喜テ 而不， 寐。 公-孫 丑 *- 曰。 樂- 正-子 强ナ. -乎ミ 曰。 否 。有，， 知盧， 乎。 曰。 

否。 多 M 識- 乎。 曰。 否。 然 則奚， 爲 V 喜チ而 小， 寐。 曰。 其 爲，. C 也 好 i，。 

好ぶ 善， 足. ーャ 乎。 曰。 好 i 善 優？ r 於 天下一 一。 而 5^ 况" 魯 國"， 乎。 夫い 苟" 好 ォ- 

レ善 § 則 四-海 芏 內皆將 il. 輕. "千里 V 而来 * 吿に 之， 以上 レ善§ 夫苟不 レ好レ 善。 

則 人 ^ 曰。 馳-. <  5 予旣- 己-知 5 之， 矣。 訛-. 之- 聲音額 色"。 距 一.- 人. -於千 

里 之 外 一 -0  士止 ォ" 於 千里 之 外 r 則 韶 面諛， 之 人-至 .Mir 與 ri 面— 諛 

之， 人 一居 * 寸ハ H 欲レ治 .7 可い 一得 乎。 魯國に 孟子の 弟子 樂 正子 を あげて 政を& 

さし めんと. S ふ をき、 て、 孟子 大に悅 て 夜 もい ねられぬ となり。 かなら す 


あらん。 間 思 雜盧を 去と は 主意に ありて ェ 

夫に あらす。 今の 學者の 主 をた て \ 去らむ 

とする は、 其 主と おも ふ も眞の 主に あらす。 

氣 によって 作せ るな り。 閽 夜に 狐狸 を かり 

退けん とて、 松明 をと ほす か t し。 圈 ひろ 

けれ はは かりかたし。 狐狸 はくら きを 味方 

とすれ は 追跡より 来れり。 間 思雜慮 もまた 

かくのと し。 た > -眞の 主意 立ず 心裡に 小人 

の 根 あるか 故に、 飯 上の 蠅 をお ふに 似たり。 

小人の 根 は 間 思 雜慮を わ かし 出す の 泉 源な 

り。 天理 人欲なら ひた X す、 忠信 を 主と し、 

天理 存す るの 主意た >- は、 小人の 根 去て 天 

根 かた からん。 しから は 間 思 雜慮何 そ 憂る 

にたらん や。 たと へし はらく 來る とも、 わ 

ら はへの 時の あそ ひ を ゆめみる か とし。 心 

にと >- まら さるの かけ なれ は、 工夫 を 用す 

してと げす。 退治 せんとお も はすと も、 心 

源 をす まし をる へし。 たと へ は大陽 東に 出 

集義 和書 卷第八 


よき 士餘多 出来て 民 安 かるべ しとお も ひ 袷へば なり。 公孫丑^Jれを不審し 

て 云、 樂 正子 は 強力に してよ く 事 を つとむる に 退屈せ ざる 人 か。 知盧 〔0 慮〕 

分別 ありて 事の 裁判 をよ くすべき 人 か。 古今 人情 時變の 來歷く はしく き. - 

しる 所の 多き 人 か。 政 をす る 才は是 等の 備 なくて は 叶べ からす。 尤 大方 は 

此才 なくても 政に ぁづ かれ 共、 それ 故よ からす。 樂 正子 は 左 樣の才 ある 者 

にて はなき をと、 不審に 思 ひて 問な り 。孟子の 答に 此才 なしと い へり。 公孫 

丑し からば 政 をな さしむ る ともよく は 成 まじき を、 何ぞ悅 て不寐 や、 と をし 

返して 問へ るな り。 孟子 云、 樂 正子 は 善 を 好 者 也。 公孫 丑 善 を 好む ばかり 

にて、 大に國 の 治まらむ 事 はかた かるべし とお もへ り。 世 聞の よき 事す き 

とい ふ もの あり。 世に 善柔の 人な り。 さ 様の 類と 思へ り。 天眞異 通の わき 

まへ なく、 よき 事 とだにい へば このみした がふ 者 あり。 如 此の 人 は 政に は 

却て 害になる ものな り。 事 はよ くても 時 所 位に 叶 は ざれば、 人情に もとり 

て、 よき 事と 云 も 出ざる に は をと る ものな り。 樂 正子の 善 を 好む と 云 は 左 

様の 事に は あらす。 凡 情の 我慢な き 故に 我是を 立す。 人の 善なる を 悅び好 

して そね ます。 德性を 尊て 問學 によるの 功に て眞知 明か なれば、 正邪 をの 
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給へ は、 狐狸 かくれ 失 て^なき かとし。 明 

德は 心の 大陽 なり。 明德 明かなる 時 は百戒 

千愼 用へ き 所な し。 た& 天然 無心の 敬の み 

存し て 暫く も はなる へ からす 

S 學者 問て 云、 父なる 者 學術を 大に嫌 ひ 

侍り。 一人の 友の 云、 父の 心に さか ふ は ひ 

かとな り。 舉間も 孝弟 を 行 はむ がた め なれ 

は、 父に そむきて 舉 印すべき 樣 なし。 心に 

義 不義の 道理た に 明かなら は、 外間學 によ 

ると よら さると は 時の 宜 にした かふへ し。 

as の "に 出る とな かれと。 又 一 人の 友 は 

云、 親父の 祭 術 をき らふ は 愚痴な り。 性 命 

の 父母に つか ふる を大 孝と きく。 たと へ 父 

命に さか ふと も 無 是非 事 也。 其方の 道を學 

て 好 人と 成た るより 大 なる 孝 は ある へ から 

す。 たと へ 父 は勘當 すると も 此方に 非義な 

きうへ は、 くるし からさる 事 也。 人と 生て 

此 時節 をむな しく 過 さむ 事 は あさましき 事 


三 二  ra 

づ からよ くわ かれり。 事の 時 所 位に 叶と 不 叶と、 善の 天 53- に應 する か、 跡 

にな づ むかの 分^ は、 鏡に 美惡 をう つす ごとく わき まへ しる 也。 えらぶ 事 

は 心に あれ ども、 仁 厚 温和に して 善 を 好み、 人の いさめ を悅ぶ 故に、 人 

路 次の 遠き を も苦勞 とせす、 來て 善を吿 しらす。 下々 の 情 は 上に 立 人の あ 

まねく しらざる ことなれば、 思 ひ よらぬ 人情な ど を 知て、 政令み な 其 可に 

あたる 故に、 天下の 人民 政道に うむ ことなく、 善 をす るに いさむな り。 天 

下の 人 善 をす るに 進 時 は、 惡は をの づ から 亡びぬ。 天理 人欲 並立ざる 故な 

り。 善 を 好の 德は 一 國に 用ても よし 。犬に 天下に 用る とき はいよ くよ し。 

善 を不好 人の 氣象 は訑々 として 聲昔顏 色た かく、 賢人 知者 をば 千里の 外に 

ふせぎ、 諫を 担む 意思 あり。 善人 こばまれて 退き かくる、 時 は、 小人 時 を 

得て いよく 賢 知を惡 口し、 うとましめ、 桐 IS ふ 人の み 前後左右 にみ てり。 

もしい さめが ましき 事 をい ひて 心 をつ くる も、 上の 心に 叶べ き 所 を はかり 

てい へり。 たぐ 目の前の 問 を わたす ばかりにて、 終の 治平の 用に は不 立。 

上た る 人に 剛惡 あれば 位づ めに 亡るな り 問、 しからば 善 を 好に も 道 あ 

り や 云、 あり。 孟子.' 曰。 古-之 賢 王。 好- i 而忘 1 勢，。 古-之 賢士。 何ソ 


也と。 此兩義 に まと ひ 侍り。 十 か 六 は 後の 

義を 耳よりに おも ひ 侍れと も、 何と やらん 

ねさめ に はこ ろよ からぬ 折々 も 侍り 

答 云、 我 は 始の義 にした かひ 侍らん。 大舜 

の 性 命の 父母に つかへ 給 ひて、 父母の 心に 

かな ひた ま はぬ とい ふ £ は、 父母 大惡 人に 

して 悪 を すれ はなり。 今 貴殿の 御 親父に は 

惡 入の 名な し。 其 人から 平 人 也。 貴殿の 實 

を 見る に、 學 間の かさり をと りの けて みれ 

は、 實の 人から 平 人 也。 其 上に 御 親父 は 人 

情 時變の 知識 あり。 贵 殿に は此 知識な し。 

贵殿は S を以御 親父に まさりた ると おも 

ひ 給 ふへ けれと、 學 術に をいても 害 あると 

は みれ とも 益 ある 事 を 見す。 尤 小人の 不作 

法惡事 をな すに くらへ て は 益 ありと もい ふ 

へき か。 君子の 舉は 心と 行と 二 あらす。 正 

しけれ は 行 正し、 和 すれ は 行 もや はらけ り 0 

貴殿の 術 は 心と 行と 二になる かとし。 學友 
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獨不 is 樂 t 其 道 S 忘 f 一人， 之 勢 1 故-一王 公 *- 不 1 一寸" 致 敬 盡ーレ 11 M 不 5t 一 

丞見 一， 之 S  m^l 且 猶不レ 得， 丞 * スル 1§ 而 1 况ャ得 テ而臣 よ.〕 之.^ 乎。 古の 聖王賢 

君は聖 知の 人 ある を 聞 給 ひて は、 みづ からの 位 も 勢 も 忘た るが ごとく へ り 

くだりて、 禮を あつく しまねき 給へ り。 執政 大臣た る 人も猶 しかり。 これ 

善 を 好む の 道な り。 みづ から 德を 尊び 道 を 重す る 故な り。 善の 〔？ _1t 本 ー柞 

ル〕 好の 至極な り。 王公 位 を さしはさみ、 大臣 權 勢に ほこりて、 賢 知に くだ 

ら ざる 時 は、 善人 義士 皆 野に かくれて しられす。 IB 面 諫の人 は 利 を 好む 

ばかり なれば、 無禮 をい と はす。 いよく 君臣の 惡 をます もの 也。 賢士は 

道 德を樂 て 人の 勢 を 忘れた る 者 なれば、 王公と いへ ども 敬 を あつく し、 禮 

を 重く し 給 は ざれば、 其 知力 を盡 さしむ る 事 不能。 賢 士不悅 して 知力 を盡 

さ る 時 はあり とてもな きが ごとし。 後世 善 を 好の 君臣 ありと い へ ども、 

勢 を 忘れ 賢士を 敬す るに はいたら す。 故に 善 も 益な し 

一お 一 學友 問、 君子の 父母 を 祭祀す る 心い かむ 云、 君子 は 幽明 人 鬼 くら 

からす。 故に 死生 一 貫に してへ だてな し。 た 明々 たる 心ば かりなり。 こ 

の 故に 孝子の 心に 親 を 死せ りと せす。 祭 時には 何の 心 もな し。 至誠 を盡す 
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の 交に は 私 あれと も、 世間の 交に は 和な し。 

+!: の 親しき もうと く なれり。 8^ 知 音 皆 離 

れて、 同志との み 夜の 會を なせり。 わき 

より 見て^ 黨と いふ 共、 いひ わけし かた か 

らん。 其 年中の 所作 を みれ は、 武士の 家に 

生れな から 武 is を もっとめ す。 弓馬 合戰の 

道の 心 かけ もな し。 先以 君に 不忠 也。 一門 

したします、 朋友 信 あらす。 父の 嫩 へる 所 

尤 至極な り。 贵 殿に は 道理な く、 御 親父に 

は 道理 ありて、 ^當 なら は 親に も 不孝 也。 

何 を以か 人倫と し、 何 を 以か聖 1& とせん。 

後の S!; 見は佛 氏の 棄恩入 無爲、 MIS^ 者 

に 似たり。 名は聖 拳に して 责は 一 寺の 1 

の-！：; をな せり。 禪は 人倫 を 離て 別にた てた 

る 法 也。 人道 を ひくし とし 聖人 とした 

る もの なれ は 谷 別の * 也。 人道に 居て 聖孿 

をす る 者の 资を 禪定に 合する と は 似て 非な 

る もの 也。 聖學の 罪 入なら す や。 一向に 五 


のみ 


一 M 一  心 友 問、 和書の 前言 多くけ づ りすて 袷へ り。 五三 年 過な ば 又け づり度 

思 ひ 給 ふ 章 有べき か 云、 淺る章 今 も 半 は 心に みたす。 しかれ ども 人に 

より 迷 ひ をと くべき こと あれば けづら す。 後世の そしり は 眼前に 見 ゆれ ど 

も、 今の 人の 迷 ひ をと くべき 事 は 今日の 天驗 なり。 時文 明の 運當て 人心の 

閣昧を ひらく は、 少し 天恩に 報す るな り。 是を 以てよ の そしり を かへ りみ 

す 


倫 を 離れ、 五 等 を 出て 出家と 成た る 者なら 

は、 贵殿 なとの 行 ひも 可な らん か。 五倫に 

f  i 典 十 義を學 ひ、 武士に して 五 等 を 行 

はむ となら は、 すみやかに 虚を すて- 實を 

とり、 父 命に した かって 會合義 論 を やめ、 

武藝 をつ とめて 家業に うとから ぬ漾 にし 給 

へ。 學 文の 名 を 去て 作法 正しく は、 i 知 

音 も皆贵 殿に 化し 給 はん。 御 親父 も 初て 舉 

術の 益 を 見知 給へ し。 宿に て 一人 謦を 見耠 

ふ はか り は、 誰かと かむ る 人 あらん 。親類 知 

音の 交 も 皆 問攀會 合の 座と なる へし。 其 後 

餘 力の いとま を 以文 を學 ひ、 文を以 友を會 

し 給 は、、 御 親父 もさ またげ 給 はし。 學友 

も 多 は 武士 なれ は、 共に 武藝 を舉 ひ、 武藝 

の 間に 義論講 明し 給へ 。武士の 所作 をす て、 

五倫の 親 を 離れて、 禪 僭に 髮の ある 樣 なる 

會 をな L、 年月 を { ^しくし 給 は-可な らん 

や。 他人 は あさけ り 笑へ し。 御 親父の 淺か 
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義論之 六 

0 一  心 友 問、 仁の 理は 孔子と. S へど も 一言に して 說盡し 給 ふ £ あ たはざる 

にや。 門人の 問に 答 給 ふ 所 皆 か はれり 云、 仁 は 全 德の名 也。 門人の 問 

に 答 給 ふ は 其 心の 位に よりて 德に 入べき 端 をのた まへ り。 子， 曰。 如シ 有つ パ 

王-者 _ 必ズ 世- メ而. > 後 ，仁 ナラ. 一と。 是恩澤 の あまね ぐ 天下に 行 はる  >- を 以て 仁 

政と する の義 也。 吾心 太虚 天地の 聞に をいて 不通と ころ ある は、 未 仁と 云 

ベから す 問、 しからば 天地万物の 理、 事々 物々 にして これ をき はむ ベ 

きか 云、 さに は あらす。 事.^!物々 の理を知とぃふとも、 吾心 事々 物々 

の 上に をいて 好惡 する 所 ある 時 は 仁に あらす。 た 天下に をいて 好悪す る 

ところな く、 義 と共にしたがって 無心なる 時、 初て 仁なる べし。 醫 書に 手 

足の しびれな へたる を 不仁と いふ、 よく 形容す といへ り。 氣 不通して 人の 

はたらきなら ざると ころ あれば 也。 富貴 貧賤 死生 壽夭 夷狄 患難、 入と して 
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らぬ 慈愛 なれ はこ そ、 勘 當し餘 ふなる へし 

^ 心 友 間 云、 いとまな くして 心 術の 受用 

す >- みかたし。 綠を 辞し 官を 去て、 しっか 

に 成て 志 を はけ まさ は、 上達の 功 もしる し 

あるへ きとお も ひ 侍り 答 云、 聖 £K の學 

いとま ありて 後修る CJ をき かす。 たと へ 初 

いとま ある 身に て 學 たりと も、 出て 仕て 學 

^を 試行 はむ とこ そ 思 ふへ きに、 官祿を 去 

り 退て 受 用す へきと は 何事 そや。 遊民 をね 

かふ か。 今の 學 者の 風 をき け は、 會合 をし 

けく して 義論を 好み、 氣 合の 人々 打 寄て 耋 

夜と なく あそ ふ を以學 問の 事と す。 君な く 

て如此 なら は、 彌 安樂な らんと おもへ り。 

此人々 ねか ひ を とげて  一 ニ變せ は、 心身と 

もに 異端と 成 者 あらん。 或は 壯年 或は 無病 

の 者 は 事業な くして 居 かたし。 或は 老人 或 

は 病 者 なれ は、 妻子の あたり ならて は 居 か 

たし。 近 比 江 州に 土民 あり、 富に して 田地 
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自得せ すと いふ MJ なし。 天地の 陰陽 人生の 順逆み な 吾に 傭れ り、 何の 好惡 

する 所 あらん や。 ゎづ かに 好て ねが ひ、 惡 でさく る 心 ある は 一貫なら す、 

義と 流行せ す。 これ- 个仁 なり 

^ 一  心 友 問、 鱧 之 用和爲 貴と。 此用は 体 用の 用 共い ひ、 闭る ところの 用と 

もい へり。 惣 じて 此章受 用に 心得が たし 云、 禮の用 は 穫の行 はる、 所 

也。 禮ぃ たづが はしき 時 は必す 乱る といへ り。 和 を 知 ざれば なり。 夫禮は 

恭儉を 尊ぶ。 易簡 にして 時 所 位に 應 する 時 は、 和 ありて 行 ひ 易し。 天 は 易 

を 以て 知な り。 地 は簡を 以て 能な り。 天地 上下の 位 定は禮 なり。 易 の 善 

は 和な り。 县 なる 時 は 知 やすく 簡 なる 時 はした が ひやす し。 知 やすき 時 は 

親み 有。 したが ひやす き 時 は 功 あり。 これ n 月の か はるぐ 明かに、 四時 

運行して やます 0 天道の 悠久に して 無窮なる 所 也。 禮樂の 本な り。 人事 和 

に專 なれば 流 やすし。 故に 禮を 以て 節すべし。 禮 節なければ 和 も 又とげ が 

たし。 鱧 節 過る 時 は 煩して 叉 乱る。 故に 禮樂 たが ひに 其 根 をな す。 陰陽 動 

靜の理 なり。 先王の 道 天下の 事大 小と なく これに よらす とい ふ HJ なし。 夫 

禮は上 を 安し 下 を 治る の備 なり。 しかれ ども 古今 人情 時 變の異 成 事 あり 0 


多し" しかるに 氏 筋な き CJ を g て、 名 ある 

地士に 名字 を もら ひ、 村 中 を 振舞て 其 由 を 

披露せ り。 今 まて は 朝夕に 鋤敏を 取て 田皇 

に 出、 やとに て は繩接 まても 手がけ、 色々 

いとまな かりし に、 士に 成て はか、 る賤し 

きわ さ を はせ ぬ £ なりと おも ひ、 座に あか 

り 半日 はかりつ くくと して をり。 大 あく 

ひ をして いひけ る は、 扭々 成 ましき もの を 

士に 成たり。 藤々 たんくと して 士は あし 

き 者な りと い へ り。 我 は 今の 學 者の 便利 を 

好み、 志 をと けて 後、 此 田夫の 悔 あらん CJ 

をな けく。 年 わかき 人の 用 もな き 奉公 せん 

より は. 退て 氣カ ある 間に 文學を もしぬ き、 

文武の 道藝 にも 達せん なと おもへ る は、 又 

さも ある へ き 事 也。 古の 八 歳より 卅 歳まで、 

道藝 にの みか、 り 居た る 風に も かよ ふ へ き 

か。 佛者 といへ とも 學問 修行の なすへ きわ 

さあれ は • 一  日 も 身ら くにやすき CJ はなし。 
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易-云。 黄 帝 堯舜， ii- 衣裳 i 天-下 治 *。 通 其， 變 in 民 J 不-フ 倦。 衣裳 をた 

れて 天下 治る は 無事の 至極な り。 其變に 通じて 人の 退屈せ す。 禮法 にくる 

します。 い とふ WJ なき 樣 にし 給 ふ は、 よく 時と 人情と をつ まびら かにし 給 

へばな り。 则是和 を 貴し とする の義 なり 

t 一  心 友 問、 顔 子 仁 をと へば、 孔子 非 禮視聽 言動せ ざれとの 給 ふ。 少し 道 

德の學 に 志す もの だに、 好で 非 禮の物 を 見聞 言行す る こと はし 侍らす。 顔 

子の 大賢に して 此受用 を 事と する は 何ぞゃ 云、 其 位々 の非禮 あり。 常 

人 分 上 學者分 上の 非禮 あり。 進て 美人 大人 分 上の 非禮 あり。 聖人に 至て 初 

て 非： P なし。 顏子 聖人に 不及 こと 一 等な り。 故に 聖人に 至る ベ き 所 をの 給 

へり。 禮と. S ふ は 天理 流行して しばらく もやまざる ところな り。 易-一 云、 天- 

行健ナ "0 君 I 子 以-た ii 强 テ不， 息と. S へり。 天 I 行 健なる は禮の 体な り。 君子 

用て みづ からつ とめて やまざる は非禮 なき 也。 心 上 はいふに 及ばす。 視聽 

言： S のかろ きこと にも 須臾 も はなる V 所 ある は 顔 子分 上 乃非禮 也"  一二 月 仁 

にたが はすと い へ る も、 四時み な 三月に してう つれり。 故に 三 とい ふ は 

年中の 事 也。 年中た が は ざれば たが ふ u なし。 しかれ どもい まだ 心 ありて 
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况ゃ 人道に を ひて を や 

S8 明 友 問、 むかし はか はりた る 人 ありし 

ときく。 今 はなき 事 は 何 そや 云、 人 も 

萬 物 も 常なる もの、 すくれ たる はよ し、 か 

はりた る は あし X。 今 は 人々 何 にても か は 

りたる MJ のみ 好み 侍る。 故に 人に も i« 物に 

も か はりた る ものお ほし。 か はり もの は 天 

下國 家の 窖 になる はかりな り。 人心 は な 

る ものなる 故に， 人心に 好む CJ は 今 まてな 

き 物 も 生す るな り。 むかし は 椿 も ひとへの 

紅白 二色なら て はな かりし に、 人の 好み も 

てあつ かひて より、 百花 も 出来たり。 近年 

又 五月つ V し を 好に、 色々 の 花 出来ぬ。 人 

道に 德を 好みな ば、 善 入 g 者餘 多出來 なん。 

贵殿 のか はり ものとの たま ふ は、 古の すく 

れ たる 人の 事なる へし 

S 朋友 間、 人のに くむ 者 は 命 長く、 人の 

おしむ 者 は 命み しかき £ は 何 そや 


つとむる 故に、 三月の 宇 あり。 無心に. S たら ざれば 至誠 Q 無 息に あらす • 

顔 子 は 聖人に 近し。 一時 化する とき は則聖 なり" これ 此語を 事と する 所 也 

問、 聖人に も戒愼 あり や 云、 あり 問、 しからば 無心と いふべ 

からす 云、 戒愼則 自然に 出て 時として 戒愼 せす とい ふとな し。 則 無心 

也。 いまだ 心 あれば 時として 須臾の 息な き J あた はす。 無心に 至て 初て 息 

なし。 自 强 は克， 己 也。 不ル i 息 は復禮 也。 用て 自-， 强 -7不$ 息" とき は 天-行 

, 健に 合す。 吾心 氣 造化と 一 也。 故に 天下 吾仁內 にあり。 春夏秋冬 日月 星辰 

寒暑 風 雷雨 露霜 雪 土地 山 澤河海 ことぐ く 吾 身に 備 はらざる も Q なし。 こ 

れ 天下 仁に 歸 するな り 

一 4- 一  心 友 問. 軍陣に は 必す備 あり。 かねて 備 なき 時 は歒に 逢て やぶる、 こ 
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とすみ やか 也。 治 國の備 は 何に て 侍る や 云、 治 國の備 は 政 也。 政 をば 

孔子 旣 にの たまへ り。 足， 食" 足レ 兵， 信 I 之の 三な り。 食 不足と き は 士は貪 

ソ ウセ ゥ  ヲゴリ へッ ライ 

り 民 は 盗す。 爭詔 やます。 刑 翳た えす。 上 奢 下 諛 て 風俗い やし。 盜 をす 

る も 彼が 罪に あらす。 これ を IS する はたと へば 雪中に 庭 を はら ひ、 粟 を ま 

きて あつまる 鳥 を あみす るが ごとし。 敎へ すして 殺す だに 不仁 也。 况ゃ民 


曰、 よき 人に は あかさる 故に、 長命 成 もの 

あれと もしら す。 たまく 短命なる 人 あれ 

t おしく 思へ り。 あしき 者に はあく 故に、 

S 命なる もの あれと もしら す、 たま/ \- 長 

命 なれ はう とみて 心に か X る 也。 又 好 入 は 

神氣靈 なり。 靈 なる 入 は 病 者に も 成 やすく、 

命 もみし かき 理も あり。 靈草 名木の 植 かた 

きか £ し。 惡人は 神 氣不靈 也。 不靈 なる も 

の は 無病に も あり。 命 も 長き 理も あり。 名 

もな き雜木 野草 はすて i も 生長し やすし。 

質しぶ とき か 故 也。 悪 をな せと もい また 惡 

人の 地位に 入 はまらす してな せ は、 名 も 立 

やすく、 身 も 亡 やすし 。惡 人の 地位に 入き り 

てみ つから も 恥 さる 者 は、 大方の 悪行 あり 

て も 人 しらす。 公儀の 大法 を だに を かさ. - 

れは、 乱行の み にても 一 生 をく る もの 也。 

如此 者！ 2 は 祌罸も を そし。 利根なる 人に は 

神罰 もはやし。 內虛 なる もの は ひ.. -き はや 
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を 死地に かりお とし 入る を や。 上に 立 者 用たら ざれば 下 を むさぼる。 下 困 

窮 すれば 上 を うらむ。 これ 逆 乱の 端な り。 戰陣を またす して 圃 やぶる ベ し。 

兵 を 足に いとま あらす。 况ゃ 信の 道 を や 問、 食 を 足の 道い かん 

云、 上恭儉 にして 威嚴 ある 時 は 大夫士 むさぼらざる をた からと す。 民 は 己 

が 力に よって 五穀 を 生す。 ェ商は 粟に かへ て 食す。 年貢 をと ると 甚 すくな 

ければ、 民 遊樂を 好て 耕作の 事に を こたる ものな り。 甚 多ければ 飢寒 を 憂 

て 力たら す。 を； J たらす うへ ざる 時 は 五穀の 生す る J 限な し。 食たり 士民 

ゆたかに して 武備な き 時 は 又 乱る。 故に 武藝の すぐれたる 上手 を 招き あつ 

めて、 常に 弓馬 をなら はし、 士の 筋骨 をつ よくし、 間よ き 馬の 生す る樣 にし、 

弓う ち ， 矢師 • 矢の 根かぢ • 鳍 刀の か ぢ • とぎ 屋 • 具足 屋 • 鏠屋 • しろが 

ね屋 • さやし • 塗師屋 • 鞍燈轡 切付屋 • はりた 屋の たぐ ひ、 すべ て 武具の 

細工 人 を 多 置て、 軍用に 事 かけざる 樣に する を、 兵 を 足と いふ 也。 士民共 

に 無病に して 氣血 すぐ やかなる 政敎 をな す £ 第 一 也。 信 之 は 天道 は 誠 也。 

其 誠 を 本心と して 生れ 出た る 人 なれば、 其 元本の 誠 を 思 ひて 失 はす。 邪な 

く僞 なく、 厚き 風俗 をな す敎 なり。 此 信の 中に 仁義 禮 知の 性 理 はふく みて 
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くして^ CJ すみやか なり。 內み てる 物 はた 

、ひても ひ、 かさる か とし。 吉凶の 應も又 

如此 

^ 心 友 間， 隨 分の 悟道 修行の 僭と いへ と 

も、 佛法を そしれ は忿 戻の 氣 あら はれ、 か 

たの 如くの 心舉 者と いへ とも、 儒 を そしれ 

は！ f 平の 色 見え 侍り。 を かせと も はから さ 

るの 心 位 は 高き CJ にて 侍り 云、 何 道 何 

學と いひて 又 其 者に かたぎ あり。 かたぎの 

ある は大 S にあら す。 佛學の £ はしらす、 

聖學は 人道 也。 一人の 私すへ きに あらす。 

そしる， <- はみ つから 己 を そしる 也。 何 そ 道 

に 私して 不平の 氣 あらむ や。 己が 非 を そし 

ら はお 察すへ し。 道 を そしら は默 すへ し。 

默す へ くして 默せ さる は 其 心の 正に あら 

す。 君子 は 己に 益な く、 人に 益な きの 言 は 

發 せす 

^ 心 友 間、 書 をよ まさる 者 も 志 あら は 善 


あり 0 人と い へば 耳目 口 A の備れ るが ごとし。 民と いふ はすべ て 位な き 者 

の惣名 也。 つかへ ざるの 士ェ 商尤其 中に あり。 庶人 だに あるに まして 庶人 

を敎へ 治る 人 はいふに 及ばす。 天下 國 家の 政道のと なれば、 禮 法の 事 をの 

給 ふべき £ な るに、 信との みのた まひて、 禮儀 法度に 及ざる u 尤妙 也。 德 

のおと ろ ふるにし たが ひて 禮法 しげき もの 也。 を さ へても おこり 易し。 た 

f 立が たきもの は 誠 也。 誠不 立と き は 聖人の 禮儀 法度 全く 備る とも 何の 益 

か あらん。 五 典 十義は 誠の 條理 也。 風 厚く 事 すくなき 時 は 五倫よ く 相 親む。 

如此 しての ちく はふる に？ I 樂を 以てすべし。 繪の事 は 素に を くれたり、 禮 

は 後 かのこ、 ろ 也。 天下 闕家飮 食 衣服 備り 足て、 武具お ほく 武藝 達者に て 

誠の 道 明かに して まど ひなく、 君臣 相 和し、 父子 相 親み、 夫婦^ あり。 兄 

弟 序 あり。 朋友 相ゅづ りて 爭詔 なくば、 乱 を 願 ふと も 得べ からす 問、 

信 は 本 也。 第一に の 給 はすして 第三に の 給 ふ は 何ぞゃ 云、 これ 政の 次 

第 也。 人生れ て 飲食に あら ざれば 長す る to あた はす。 故に 衷 初にの 給へ り。 

兵 具に あら ざれば 禽獸 人に 交り 强弱相 凌て 靜 ならす。 知 を 上に し 愚 を 下に 

する の備 なり。 故に 次に の 給 ふ 赤子 母の 胎內を 出て 一整な き はじむる 所に 


人 まて は 至へ しと 被 仰 侍り。 年より 侍れ は 

今より 文學 せん 樣も なし。 殘 念なる とに て 

侍り 曰、 年と みなる 入の 善 信 美 大聖 神 

に 志 ざ、 す、 これにても よしと いはん は、 

至誠 無 息の 天眞 にあら す。 年老た る 人の 殘 

多と 云 も 亦 あやまり 也。 人の 人た る 道 を 知 

て、 神人 死生うた かひな き は 犬なる 幸なら 

す や。 これ を あしたに 道 を 聞て、 夕に 死す 

とも 可な りと 云、 すてに 本 ひきし 給 は、、 

これより 後一 日 も 進み 給 はむ は ひろ ひもの 

也。 貴殿 もす てに 善人の 數也。 信 美の 位に 

至らす とも、 II の 性 存せは 何の 恨む る CJ 

か あらむ 

^ 心 友 間、 異端に は 空と 云 無と 云、 聖學 

はた &實 のみ か 答、 空則實 也。 形 色 あ 

る 物 は 常な し、 常な き 物 は 眞の實 にあら す。 

形 色な きもの は 常 也。 常なる もの を實 とい 

ふ。 異 はい また 無 をき はめ 得す。 聖學は 
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M 天眞存 す。 父母の 赤子 を 養育す る も あたらす とい へど も 遠から ざるの 誠 

によれり。 信？ 之 は、 此 天性 を 人欲の ために そこな はざる のみ。 故に 終に 

の 袷 ふ。 故に 此 三の 大事 をの ぞくに 至て は、 不得已 してやむ る 時 は、 兵 を 

去べ し。 信 ありて 衆 和す る 時 は 杖 を 以て も 堅 甲 利 兵に 勝べき 理 あり。 又不 

得已 して 二の 大事 を 去べき 時 は、 食 を 絶てう へて 死すべし。 天下の 人 一時 

に 死して 天地 やぶる、 とも 可也。 信な く 禽獸と 成て 生ク べき 義 なし。 故に 順 

にして 義に 害な き 時の 政 は 食 を 足 を 先と す。， 恒の產 なくして 恒の心 ある も 

の はすくな し。 是も叉 誠 を 立る の備 なり。 叉 逆にして 義に害 ある 時 は 誠の 

みのこり、 持ッ 人の 命 ある、 をの づ から 此 次第な り。 食に よりて 成長し、 

兵 を 持して 生 を 全くし、 天下 を警 固す。 信の 道 を 立て 人の 義を行 ふ。 其老 

衰に 及て は 力つ きて 兵 さり、 食 咽に くだらす して 死す、 不亡 もの は 誠の み 

あり。 子 貢に あらす ば 此問を まう くる i 有べ からす。 孔子に あらす ば此答 

あら じ。 天下の 政道 治乱 得失た 此 三の 大事の 存亡に よれり。 一 も かけて 

は 國其國 にあら す、 天下 其 天下に あらす。 易簡 にして 明白 也 問、 後世 

豐年 ありて 食 足と きは士 困窮し、 凶年に して 食 不足と き は 民餓、 上下 か は 
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一四 


無を盡 したる もの 也。 上天の. t は 整 もな く 

臭 もな し。 至れり。 是 故に 好 人 は 心しつ か 

にして 色み えす。 福 来ても 甚 よろこ ひす、 

禍來て も甚褒 す。 呼吸の 息いた-きょり 踵 

に 至れり。 綿く とな かくつ 丈け るの み 也。 

泥您 人と もい ふへ し。 稿 木 死灰と 云と も 害 

あらし。 異^の 有と いふ も、 眞の 有に あら 

す。 無と 云 も眞の 無に あらさる もの あり。 

義理の みに して 欲な き 者 は 生れぬ 先 も 同 

し。 欲の み 知て 義理 を しらぬ 者 は禽獸 也。 

欲と 云は此 形の 心の 生樂 也。 欲の 義 にした 

かってう こく を 道と 云。 琵 Is を以 たと へ 

む。 其 形 は 有な り。 其 虛中は 無 也。 糸 を か 

けて 用 をな す は 道 也。 天地 萬 物 有無 不離し 

て道存 せり。 故に 有形 は 皆無に 歸す。 無 中 

の 神 を 性 命と 云、 性 命に した かふ を 道と 云。 

有無 は 自然の 形体 也。 君子 はた V に 無と い 

はす。 無形 無色 無お 無 奥と はいふへ し 


るムヽ 苦て、 位づ めに 乱世と 成 もの ある は 何ぞゃ 云、 此 そのより 來る 

所餘多 ありと いへ ども、 其 大本 三 あり。 一 に は 大都小 都 共に 河 海の 通路よ 

き 地に 都 するとき は、 驕奢 日々 に 長 じて ふせぎが たし。 商人 富て 士 貧しく 

なる ものな り。 二に は 粟 を 以て 諸 物に かふる 事 次第にう すくなり、 金銀 錢 

を 用る KJ 專 なる 時 は 諸 色 次第に 高直に 成て、 天下の 金銀 商人の 手に わたり、 

大身 小身 共に 用 不足す る ものな り。 三に は 當然の 式な き 時 は 事し げく 物 多 

くなる もの 也。 士は祿 米 を 金銀 錢 にかへ て 諸 物 を かふ。 米 粟 下 直にして 諸 

物 高直なる 時 は 用 足す。 其 上に 事し げく 物 多と き はます く 貧乏 困窮す。 

士困 すれば 民に とる 倍す。 故に 豐 年に は 不足し、 凶年に は 飢寒に 及べり。 

士民 困窮す る 時はェ 商の 者 粟に かふべき 所 を 失 ふ。 た I- 大商 のみます く 

富有に なれり。 これ 財 用の 權庶 人の 手に あれば なり。 夫 國君世 主 はかり そ 

國の權  蹈 。の權 を 商に まかす る 時 は、 諸侯と 富 

めに も 富貴。 を 人に かすべ からす。 富贵。 を 人に かすと き は、 權を失 ひて 

、、、、、、、、  、、、、、 

を爭 へり。 後 二 パ 諸國 の潤渾 かれて 

國 亡び 天下 乱る。 天下 乱る i 時 は 商の 富 は 身の あだなり。 虎 は 皮に 文 ある 

故に 田 獵の災 をいた し、 商 は 金銀 多が 故に 盗賊の 奴と なり、 或は 命 を 失へ 

り。 草木の 情なき だに 時 ありて 落葉 枯 稿す。 物の 盛衰 は 物の 自然 也。 况ゃ 


88 心 友 問、 書簡に 先王の 制し 給 ふ 喪服の 

數は、 過る を を さへ て 立 給 ひし 法な りと 御 

座： S 所、 心お ちす おほえ 侍り。 むかし 閱子 

三年の 喪お はりて、 孔子に 見 侍り。 夫子 琴 

を さつけ 給へ は、 少しら へて 聲を なすと あ 

たはす。 淚を おさへ て 申されけ る は、 哀情 

いまたつ きされと も、 先王の 禮 あれ は あへ 

てす こさす、 とい ひて しり そけ り。 子 張 三 

年の 喪 終て、 孔子に 見 侍り。 夫子 琴 を授給 

へ は、 しらへ て 聲を發 してた のしめり。 哀 

情 はやくつ きたれと も、 先王の 禮 あれ はつ 

とめて 及 ひたり、 とい ひて 退ぬ。 かくのと 

く なれ は、 孔聖も 或はす. -め 或はお さへ 給 

ひき。 おさへ てとば かり は 申 かたから むか 

答 云、 愚 は 上古め はし まりをい ひしな 

り。 先王の 天に 繼て極 を 立 給 ふ £, 誠 を 本 

とし 給 ふ へ きか。 つ とめ を！ 4 とし 給 ふ へ き 

か、 自然にした かひ 給 ふへ きか。 制作 を 先 
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一 己が 利を專 にし、 衆の 苦み をな す 者、 何ぞ 久し かるべき 

お 一 心 友 問、 孔子.' 曰。 其 i 正き ボ レポ 令セ而 行、， S 其， 身不レ £?7 雖， -令ス I 

不レ從 ザ"。 叉季康 子が 政 を 問に 對て 云、 政 は 正 也。 子 帥 に 正 を 以てせば 孰 

か あ へて 正しから ざらん、 と。 又の 給 はく、 子が 不 欲なら ば 乙れ を 賞す とい 

ふと もぬ すま じ、 と。 しかるに 後世 は 上 正し けれども 下 正しから ざる 者 あ 

り。 上不欲 なれ 共 士は欲 あり。 下々 は盜 をす る J やまざる 者 ある は 何ぞゃ 

云、 徒 善 は 政 をす るに 不足と いふ もの 也。 悪 なれ 共 君の 手に 權威 ある 

時 は 下した がふ もの 也。 善 なれ ども 君に 權柄 威嚴 なき 時 は 下した が はす。 

後世 君た る 人 其 身 正しく 不欲 なれ ども 威な きは柔 善な り。 しかの みならす 

政 をす るの 道 を しらす。 この 故に 正しく 不 欲なる は 善 なれ ども、 其 化士に 

うつらす。 其澤 民に 及ばす。 これ 氣 質の 美に して 道德 より 出た る ものなら 

ざ^ば 也。 道德に 得た る もの は 善に して 威 あり。 又 善 を ほどこす の 道 をし 

れり。 故に 其德 儀士大 夫に うつり、 其德化 民庶に 及ぶ ものな り。 故に 孔子 

曰、 君子の 德は風 也。 小人の 德は草 也。 草に 風 をく はふれば 必す 偃す と a 

故に 君子の 治世 は 殺 を 不用。 君 威なければ 殺す といへ どもした が はす、 を 
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にし 给 ふへ きか。 必す誠 を 本と して 自然に 

應し， 時に したがって つとめ をな し、 制作 

おはします へし。 過る をお さ ゆる は 誠 を 立 

る 也。 自然に 應 して 作 〔：^ なきな り。 これ 法 

の はしめ 也。 後世に 生れて 情う すき 者、 古 

の 人 はお さへ てた に； 一： 年の 喪 ありし に、 せ 

めて つとめて 成と も 三年に は 及 はて かな は 

ぬ義 なり、 とお も ひて く はたて なしたり。 

中古のう すき は 今の あっきに もまされり。 

世 中 事 すくなく 欲 5 すき か 故 也。 後世 ほと 

多事に して 心う は k れ、 多 欲に して 情す く 

なし。 孔子の 御 時に も、 平 人に 三年の 喪 を 

つとむる 者 はまれな りき。 孔門に も 七十 二 

賢の 外に は 多 は 有へから す。 三年の 喪に 期 

を 過て 歌うた ひし 者 を、 子 路の笑 はれし を、 

孔子 聞 召て、 由 か 人を賁 る £ やます、 三年 

の 喪 は 久しと 仰ら れ たり。 世の中の なら は 

し、 人情の くたり たる 勢 を御覽 して、 よき 


それざる もの 也。 其 上 君に 威な き 時は必 下に 威 あり。 下と して 上の 威 をう 

ば ふ 者は必 不善な り。 不善 なれ 共 威 ある 所に したが ふ ものな り 

S 一  朋友 問、 我甚 不才な り。 かくても 學問成 侍るべき や。 舉 問し 侍らば 何 

2 

事ぞの 用に も 立べき や。 學 によりて 才知の 生す る 道理 あらば 學ぴ たき とな 

り 云、 よく 舉ぶ者 は元來 ありつる 才知 も かくれて なきが どし。 何ぞ學 

問に よりて 才知 を 生ぜん や。 學は 己が 明德を 明かに せんと 也。 才知 ありて 

德を そこな ふ 者 は 多し。 德の 助けと なる 者 は 稀 也。 學 は天眞 のた のしみ を 

求む とす。 才知 は 己が 心 を ゎづら はしめ、 己が 身 を くるしま しむ。 舉は齊 

家 治國平 天下の 道 也。 才知 は 家と k の ほらす、 國 おさまらす。 天下 平 かな 

ら す。 故に 古人 云、 つたなき は吉 也。 たくみなる は 凶な り。 拙は德 なり、 

巧なる は賊 也と。 不才に して 拙き は德に 近し、 自然の 幸 也。 才知 有て 巧な 

る は 偽に 近し。 一 の 不祥な り。 吾子 天然の 吉を 得ながら 變 じて 凶と なすべ 

き £ をね がへ る はま どひな り。 學 はかくの どきの 迷 ひ を 解て 自明に せんと 

す。 世人 皆 夭死 をい とひて いのちな がからん Hi を 思 ふ。 不才 は 命な がく 才 

は 命 みぢかし。 人み な勞 をい とひて 安 を 願へ り。 才は勞 し 不才 は 休す。 才 


なき 所 を 知 給へ はなり。 なり かたきと をつ 

とめし むる を以聖 作の 初と せ は、 これ 僞を 

敎る なり。 何 そ 天に 繼て極 を 立 給 ひ、 忠質 

を 本と し 緩 は の ちなる かの 主意な らん や。 

今の 人 SE 力に て は 日本 王 代の 服 期の 法 可 

ならん か。 少道 おこな はれす して は 立 かた 

かるへ し。 今の 俗に まし 加 へん 事 は、 人々 

の氣 質と 學カ とに あるへ し。 たと へ 道行 は 

る i とも、 もろこしの 法の CJ  くに はなる 〈 

からす。 日本の 水 土に よるの 制 有へ きか 

間、 閱 子の 三年の 喪 終ても 哀情 やま さる 

を 君子なる かなと 仰ら れし は尤 也。 子 張の 

やう やうつ とめて、 たのしめる を も 君子 成 

かなと 仰ら れ しと を、 子路の 不審し 給 ひけ 

るに、 孔聖の 御 こたへ ありし は、 大方 通し 

侍れと も、 上下 淺 深の 位 ははる かなる 樣に 

おほえ 侍り 云、 閔子は |賢 美に して ま 

た學カ ふかし。 つとめす してな し 給へ るな 
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知 ある 者 は 己が 身の 凶 を まねく のみなら す、 人の 凶事 を もぁづ かれり。 深 

山の 木も材 ある は St 斤の 憂 有。 不材の 木 は 斧斤の 禍 なくして 其 天性 を 全く- 

す。  民に して 拙き は 其 農事 をお さめて、 他の 累 なし。 才 ある 者 は 庄屋と 

なり、 肝 煎と 成て 人の 爲 にっか はる。 武士に して 拙き 者 は 武道の たしな み 

をよ くして、 國の 干城と 成の み。 無事の 時 は 文を學 てみ づ からた のしみ、 

よき 士と 成て 他の 勞 なく 累 なし。 才智 ある 者 は 役儀 を 命ぜられて 一生い そ 

が はし。 武士 なれ ども 武業 をた しなむべき いとま もな し。 いはん や 文德を 

おさめん や。 一生 無知に して 老衰の 後悔 益な し 問、 如 此の 道學 天下に 

ひろまり 侍ら ぱ、 人み な 不才 をた のしまん。 しからば 天下 國家 誰か 是を治 

めん や 云、 才知 かくれて 人民 拙き 時は惡 なし。 不治に 平 か 也。 悪の 源 

は 才知より 生す。 至 治の 世何ぞ 才知 を 用む や 問、 堯舜 文武の 代 五 人 九 

尺の 才臣 有。 孔子 も才 かたしとの 給へ り。 才を 用た るに あらす や 云、 

これ 天下の 才知 を 亡して 惡の源 を 結の 才臣也 。今の 才と. S ふ ものに あらす。 

今の 才 は堯舜 にあり て 用る 所な し。 大才は 刀の どし。 よくと ぎて つかさ や 

をし、 晝夜身 を はなた すと いへ ども、 一生 用 ひす。 威 を 以て 無事 也。 小才 
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り。 子 張 は i 平 人に して 學カ はかり を以 

つとめて いたれり。 しから は閱 子の 質 あら 

は、 閣 子に は 及 CJ あらむ。 子 張の 質に して 

子 張に は 及 かた からん 0 世 中の 人 を 見る に、 

聰明の 質 は 篤行に 不足 也。 篤 の 質 は 才知 

に 不足 也。 顏子閔 子 は 二な からかね たる 氣 

質な り。 其上に^^學ぁれは大ほね人也。 知 も 

くらく 行 もよ からすして 又舉 を： 小知 者 を 愚 

不肖と いふ 也。 此愚 不肖 も聖主 K 君の 德化 

を かう ふれ は、 皆 善人と なる もの 也。 これ 

を 民 を はよ らしむ へし、 しらし むる £ あた 

はすと いふなり 
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は 刀 を 朝夕 用る がごと し。 人 を そこな ひ 身 を そこな ひて 無事なる いとまな 

し。 今の 才は 小才 也。 朝夕い そが はしくて 國家 無事なら す。 終に は！ i やぶ 

れ 天下 乱る。 鎮は其 カを稱 せす して、 其 德を稱 す。 力 は 驟の才 也。 世に 靄 

の 力 ある 馬 ありと い へ 共、 驥 の德. ^ければ、 平 馬に も を とれり。 驟はカ あ 

まり 有と いへ ども、 無爲 にして 幼童に も あっか はる。 故に 善 馬の 名 あり。 

况ゃ 人才 有て 德 なき は妖物 なり。 不才の 德に 近き がまされ るに はしか じ 

問、 今 家領 なく 田地な く、 金銀な き 者 はっかへ て 才知 を 不用 は、 何 をし 

て 父母 妻子 Ad 養育し 侍らん や 云、 これ 炎暑 甚寒 にも 塩 菜 を あきな ふ 者 

のどし。 贫 きがため の 仕 を 求て 己が 天性に よりて 一俊つ とむべき のみ。 其 

職 事と  >- の は i.- 可な り 

1 心 友裎子 敬の 心 法 を 問、 答 云、 言論の 及 所に あらす。 書に より 言に 

よりて 敬す る 者 は、 多く は 敬と いふ もの 胸中に ふさがりて、 心の 本然 を 失 

へり 0 古人の 心と 我心と、 心 * 相 通じて 自然に 得 こと あり。 これ 力 を 用る 

の 功な り。 我 敬の 心 法 をうる とも * 吾子に かたらば、 子が 心の 一物と なら 

む HJ を 恐る。 所-謂 中" 者 天-下， 犬-本 也。 喜 怒哀樂 未- 發， 之 時。 此， 性渾— 


集 義和ー 


義論之 四 

^ 心 友 間て 云、 敬 を 立る の受用 手に 不入 

か 故に、 や X も すれ は 離れ やすし。 敬存す 

る 時 は心氣 健なる かとし。 しかれと も 或 時 

は 一 物 あるか CJ  く、 心氣 すくみた るか こと 

し。 或は 頑 空と なり、 或は 間 思 f あり。 

皆 これ を 放心と いふへ きか。 お ほ ゆる £を 

そくして 歸る CJ すみやか ならす 答 云、 

敬 は 天地人 三 極の 要 道 也。 天の 流行して や 

ます、 日月の か はるく 明かに， 寒暑 來往 

して 物 を 生す ると 間斷 なき 所 は 敬 也。 地の 

山 澤氣を 通して 流水 不舍、 風 雷雲 雨 を 起し 

て， 物 をな す CJ おこたら さるもの は 敬な り。 

1 は 無欲な り。 故に 敬 やむ 時な し。 瞬の 

程な りと も、 敬な く は 天地 も 崩れつ へし。 
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然-< 在い 中。 心有^寸"散-逸，^-.則失1^其ノ所コ以"爲，主。 これ 說 得て よし。 無 一 

物の 敬 を 知べ し 問、 事々 物々 の 上に 天然の 中 ありと いふ もの は 何 ぞゃー 

云、 器物 其 則 を 得た る も 中な り。 飮食其 味 を 得た る も 中 也。 中 は 天下一 

の 大本 也と いへ 共、 充塞して あらす と. S ふと XJ ろな し。 其 体 を 中と いひ、 一 

其 用 を 和と いふ。 人の 不動 を 立と いひ、 動 を 行 ふとい ふが どし。 同じく 1 一 

人 Q 人 也。 百 尺の 木 根本より 枝葉に 至まで 生氣 一貫 也。 根の 、土 中に ある を 一 

大本と し、 枝葉 を 達 道と し、 土中に ある 生 意 を 中 とし枝 葉に 有の 生 意 を 和 • 

とい ふ。 され どい まだ 盡せ りと せす。 木の 木た る ゆ へんの もの を 中と し、 時 一 

に發 する もの を 和と いは 可也。 土 根 枝葉 生 意へ だてな し。 唯 中 は 見べ か 一 

らす。 和の 跡 は 春 花 秋 紅の 節に 當て 見べき のみ 問、 中と 仁と いかん 一 

云、 中 をい へば 仁 其 中に あり。 仁 をい へば 中 其 中に 有。 古の 聖王を 民の 一 

君師 といへ り。 君た る 所より 見れば 尊し。 師 たる 所より みれ ぼ 親し。 た t-j 

一人の 聖 主なるが ごとし 問、 仁と 愛と いかん 云、 仁 は 生理 也。 愛一 

は 生 氣也。 仁 は 性な り。 愛 は 情 也。 たと へば 木の 根本より 枝葉まで 流通す 一 

る 生 意は氣 也。 春 花 夏綠秋 紅の 時 色の あら はる、 は 情 也。 みな 生 氣の變 化 一 
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是 故に 敬 は 本 有の 德 なり。 外より 附た 

る ものに あらす。 堯の德 を稱美 して 欽 明文 

思と 云。 欽は 敬な り。 易-一 云、 天 行 健。 君 

子以 自强不 息。 敬の 受用 これより 深切なる 

はなし。 敬 は 心の 本体に あり。 性の 德 なり。 

故に 聖人 は 無心に して 敬存 せり。 誠より 明 

かなる の 性な り。 この 故に 欽 明と 云。 おも 

ひ 皆 あや ありて 間思雜 慮な し。 無事の 時 は 

空々 として 幽深玄 遠な り。 昭々 として 神明 

不測な り。 いぬる 時 は靜専 なり。 よくお こ 

りたる 火 を 灰 中に 埋 むか f  く、 冬の 時の 陽 

氣を 地中に 包み 蓄 るかと し。 常人の 寢て尸 

のとくなる MJ なし。 晦 きに 權て 入て 息す 

るな り。 故に 時として 敬せ すと いふ とな 

し。 天地の 大德を 生と 云。 入の 本然 を 仁と 

いふ。 天地！ 2 法て みっから 强て やます。 生 

々の 流行に 合して を くれさる は 敬な り。 夫 

孝 天之經 也。 地之義 也。 人 之 行 也。 ，1 義行 


1= 四 〇 

なり。 其變化 をな す ゆ へんの 理は仁 也。 唯 人 は 此仁を 得て 明德 そな はれり。 

明かに する 時 は 己が 有 也。 万物 は明德 なければ、 己が 物と する K- あた はす。 

仁 中に 造化 せらる k のみ 

_s 1 心 友 問、 先 儒い へり。 周 子 無 極に して 太 極と いへ る は 非 也。 聖人の 言 

2 

に 無 極の 語な し。 此 無の 字老佛 より 出来と。 此說 面白 侍り 云、 これ 文 

字に なづ めり。 易に 太 極 ありと。 是聖 語に あらす や。 易は變 易して き はま 

りなし。 き はまりな き は 無 極に あらす や 0 周 子 初て 無 極の 字 をい へる とい 

へど も、 無 極 は 易の 字の 意な り。 初て いへ るに あらす。 夫 無の 字 何 ぞ老佛 

より 出む や。 老佛も 本 は 聖學に とれり。 上天の 載 は無聲 無臭と いへ り。 佛 

語 は 本 梵字と て 日本の いろはの 言 紫の どし。 みな 中國の 字書 を かりてい へ 

り。 中國の 字異學 より 出べき 樣 なし 

カラ 

お 一 心 友 問、 先生 は 先師 中 江 氏の 言 を 用 ひすして 自 の 是を立 給へ る は 高 

2 

慢 也と 申 者 あり 云、 予が 先師に 受て たが はざる もの は赏義 也。 學術言 

行の 未熟なる と、 時 所 位に 應 すると は、 日 を かさねて 熟し、 時に 當て變 通 

すべし。 予が 後の 人 も 叉 予が舉 の 未熟 を 補 ひ、 予が 言行の 後の 時に 不叶を 


は 一 貧 也。 其 やま さる 所の 景象を 敬と い 

ふ。 即 本体 即 工夫な り 間、 手 を 下す 所 

はいか、 云、 自 K 愼獨、 これ 敬の 手 を 

下す 工夫な り。 常人 は晦 によって 敬 を しら 

す。 明か なれ は 自然に 敬 あり。 深淵に 臨み 

薄氷 を 履 時、 身の 落 入 道理 明かなる 故に 必 

す 慎むな り。 多 欲 利害の 天眞を そこな ひ、 

長生 不死の 眞の吾 をお としい る. -と、 深淵 

薄氷！ i 過たり。 視聽 言動 思と もに 天理に し 

たか ふ 時 は、 心廣 く体胖 なり。 人欲に 陷る 

時 は、 心いた み 身 くるしめり。 學而 時習 之。 

天理 人欲の 苦樂 をよ くお ほへ、 戒愼 恐懼 を 

以て 心の 生 意を發 出し、 夭 遊の 悅を得 を 明 

なる より 誠 ありと 云。 有事 無事 共に 存養省 

察して 放心せ す、 これ を 敬と 云。 何 そ氣象 

に 泥まん。 何 そ 陽氣の 健なる をた のまむ。 

間 思 雜慮は 意必固 我の 欲より 生し、 頑^^は 

其 i を逐の 念より 發て、 其 跡 茫然たり。 
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ば あらたむべし。 大道の 實義に をいて は 先師と 予と 一 毛 もた. がふ 事 あた は 

す。 予が 後の 人 も 亦 同じ。 其變に 通じて 民人う む S なきの 知 も ひとし。 言 

行， 跡の 不同 を 見て 同異 を 爭ふは 道 を 知ざる なり 問、 何 を か 大道の 實 

義と いふ 云、 五 典 十義是 なり。 一事の 不義 を 行 ひ、 一人の 罪 かろき 者 

を 殺して 天下 を 得 事 もせざる の實義 あり。 不義 をに くみ 惡を はづ るの 明德 

を 固有 すれば 也。 此明德 を 養て 日々 に 明かに し、 人欲の 爲に 害せられざる 

を 心 法と いふ。 これ 叉 心 法の 實義 也。 先師と 予 とたが はざる のみなら す、 

唐 日本と いへ 共た がふ ことなし。 此實義 をろ かなら ば 其 云 所み な 先師の 言 

にたが はすと も、 先師の 門人に あら じ 0 予が 後の 人 も 予が言 を 非と し 不用 

とも、 此實義 あらん 人 は予が 同志 也。 先師 本より 凡 情 を 愛せす、 君子の 志 

を 尊べり。 未熟の 言 を 用て 先師 を最 負す る もの を悅 ぶの 凡 心 有べ からす。 

先師 存生の 時變ぜ ざる もの は 志ば かりにて、 學術は 曰 * 月々 に 進て 一所に 

固 滞せ ざり き。 其 至善 を 期す るの 志を繼 て、 日々 に 新に する の德業 を受た 

る 人 あらば、 眞の鬥 人 成べ し。 古より 民 三に 生す。 父母 生じ 君 養 ひ 師敎ゅ 

とい へり。 恩 ひとしき 故に 共に 三年の 喪 をつ とめき。 予が 先師に をけ る も、 

：: ト - 卷集十 wiif. 卜- ；. ,!.. ,:; 卜 ： 」ii せ 1. L  ti  ？,. >  tri 
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存卷 省察の 功 疎に て 念の 起る 所 を 不知。 旣 

に 物を逐 放心して 後に お ほふ。 相 火 燃て 滅 

かたく、  {-^|々の本体に歸りかたし。 如此も 

の を 敬せ すと いふなり。 敬 を 立む とお も は 

X、 よくせ： を 弁へ てみ つから 明に し、 心 法 

を 委し て 念 傲の 微をさ と る にあり 

^ 心 友 間て 云、 今時 畢 者の 論に、 泰 子と 

いふ £ はなき 義 なりと いへ り。 しかれ はと 

てみ るく 家の たえ、 家内の 者 ともを i 

させん も 不便なる 事な り。 これにつ きても 

世 中の 人學 間と いふ もの は、 難儀なる もの 

とお もへ る あり。 聖人の 法と はいへ とも、 

心に をゐ てし の ひさる か£ し 答 云、 大 

君の 國郡を 封し 給 ふ も 同し 理 なり。 一 人 を 

以國郡 を 治しむ。 國 郡を以 一 人に あた へ 、 

一人 をた のまし むる にあら す。 先 ？一；5 の其國 

に SK ひお きたる 者 は、 一人と して 退去と あ 

たはす。 用に 立 も 不立も をし なへ て 治 養 ふ 


1 一 1 四 二 

其 恩 君 父に 同じ。 子よ く 父の 家 を 起し 臣 よく 君の 德を ひろめ、 門人よ く師 

の學を 新に せば、 ともに 恩 を 報す る 也 

S 一  心 友 問、 春夏秋冬 か はらす、 日月 星辰 同じ。 人の 形 異なる ことなし。 

2 

仁義 禮 知の 性備れ り。 しかるに 古昔 は 道 德の人 多して 今 まれなる £ は何ぞ 

や 云、 孔子， 曰。 古， 之^ I 者 ハ爲- 一 i さ 今， 之學- 者" 爲-ー ^ 人，。 これ 今 

の 世に 道 德の人 まれなる 所 也。 古， -之士  "者 利 .^ 人 今， 之 士者利 ^ 己 "0 を 

のれが ためにすべき 學は 人の 爲 にし、 人 を 利すべき の義を 失て 己 を 利す。 

この 故に 士君子 多く は 共德を 失て 小人と なれり 

お 一 心 友 問、 仁-者 ハ不， 憂へ。 知-者" 不. 惑"。 勇-者 ハ不 ，懼 レと ある 時 は、 三人 

2 

の 様に 聞へ 侍り。 君子の 道 三と あれば 三ながら 有て 君子と 云義 か。 仁者 知 

者 勇者 いづれ も 君子との 義か 云、 君子の 不憂は 仁 也。 不惑 は 知 也。 不 

懼は剪 也。 此三 ある 時 は 共に あり。 君子の 道廣大 也と いへ ども、 心の 德に 

本づく 時は此 三に すぎす と云義 也。 己 を 成 は 仁 也。 物 を 成 は 知 也。 性の 德 

也。 外內を 合する の 道 也。 故 三本 一 也。 一 人の 人 あり、 子より^ へば 父 £1。 

臣 よりい へば 君 也。 婦 よりい へば 夫と 名 付る がごと し。 仁 知勇 同じく 性の 


は、 識 郡の 主の 任な り。 國郡 主な けれ は 相 

て 生 をた もた さるが 故 也。 今 家 も 亦し か 

り。 子孫な くして たえた る は、 誰 にても 其 

佼義を つとむへ き 者の， 兄弟 多き も の , 

いまたい ゑな きを 撰て 位祿を あたへ、 其 家 

内の 男女 を やしな はしむ へし。 諸侯と 成て 

其國 の位祿 をう くれは、 其國の 老若 を 養 ふ 

か £ し。 其 者 同姓なら はすく に 祭祀 をつ く 

へし。 他姓なら は往々 同姓 を 求て、 我 後の 

gs? とすへ し。 我 は 我 才力 を 2? て 他の 役義 

にう つるへ し。 源平 藤 橘 等の 姓 は ひろし。 

上より く はしく 尋 させ 給 は、 しれさる CJ あ 

る まし。 同姓の なきと 云 CJ あるへ からす。 

同姓 を養チ とする は 古の 法 也。 周 人の 百世 

といへ とも、 婚姻 不通の 法 も、 同姓の 親み 

を ひろめて、 人の 後 をた- - じと 也。 もし 同 

姓な く は 他姓と 云と も 可な り。 人 は 皆 天地 

の 孫な り。 同姓に あらさる はなし。 しはら 


德 なれ ども、 君子の 天地 幽明 順逆 死生 禍福 を 以て 一 にして 己に あらやと 云 

tj なければ、 憂る ところな きに つきて は、 仁者と 名 付、 君子の 陰陽 人 鬼 富 

貴 貧賤 夷狄 患難 入と して 自得せ すと いふと なく、 心に と こほりな き 事 流 

水の く、 無事 を 行て 明かなる 所に つきて は、 知者と 名 付。 君子の 浩然の 

氣 天地に ふさがり、 剛強 盛大に して 万物の 上に のびやかに、 物欲に たは ま 

されす。 威武に 屈せられす。 惡鬼妖 物 猛獸も ふる k こと あた はざる 所に つ 

きて は 勇者と 名 付た るな り。 常人の 憂る 所を不 憂に よりて、 君子 を 知 J も 

あるべし。 凡夫の まど ふところに まど はざる によりて、 君子 を 知 MJ も 有べ 

し。 世人のお そる k 所 を を それざる によりて、 君子 を 知 も 有べ し。 時に 

より 三人と なして 見と も 害 あら じ。 又 仁に して 知勇 を かねす、 知に して 仁 

勇 を かねす。 勇に して 仁 知 を かねざる 者 あり。 XJ れは氣 質に 得た る 者な り。 

氣 質に 得た る 仁者 は 好て 人 を 愛し、 或は 其身溫 柔寬裕 なる ばかり 也。 不憂 

とい ふに は 及ぶ ベから す。 不憂は 知 わき まへ 勇た はまざる ところ あれば 也。 

氣 質に 得た る 知者 は 俗にい へる 分別 者 也。 しかれ ども 万物 一 体の 仁な けれ 

ば 物 を 成の 功な し。 人 聞 世の 名利 得失の 分別の みかし こくて、 幽明 死生の 
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く 末 を わかつ もの は、 人倫 を 明に し、 接 を 

尊て 禽獸を さると 逮 からしめ むと なり。 其 

上 大節を 守 は 君子の 義也。 小節 をと る は 小 

人の 事な. n -。 小人 は 小節 を 取て 禽獸に 遠 か 

り、 君子 は 大節を 守て 小人に となり。 政 は 

小人の 人情 風俗 を 本と す。 俄にして 人情 を 

憂し むる 時 は 大道と げす。 故に 聖人 も 三年 

にして 成 £ あらん 世に して 仁 あらむ、 との 

たまへ り。 泰子入 等 は 今日 本の 風俗と 成 

て 人情の 安す る 所 也。 君子た る 者 は 人の 非 

を そしらす して、 他の 事に よせ、 天 を 以て 

ひとり 義を 立へ し。 天下の 風俗と 習と は 下 

にある もの V 任に あらす。 たと へ 明君 上に 

出 給 ふと も、 俄に 法 を 立 給 ふへから す。 德 

化の ひろまる にした かって、 漸を以 うつり 

か はるへ し 問、 子路 孔子の 仰に よって 

射 を 見る 者 を 退けられし 時 も、 人の 後た る 

もの を 恥 しめられし 事 は 如何 曰、 これ 


理を 知す。 この 故にお そる k 所 も 有、 不惑と はい ひがたし。 氣 質に たる 

勇者 はなれし りたる 所に はお それざる 也。 山に 行て 虎狼 を さけざる は獵者 

の 勇 也。 海に 入て 她龍を 恐れざる は 海— 士の勇 也。 戰陣に をいて 弓矢 をい 

と はざる は 武士の 勇 也。 大森彥 七 ほど 0 武勇 者 にても 妖 物に 逢て は氣 をと 

り 失 ふこと あり。 其 上海に 入て は 海士に 及ばす。 山に 入て は獵 者に 不及。 

大勇の 名 を 得た る 武士と い へど も不懼 とはい ひがたし。 物に よりて を それ 

物に よりて を それざる は 知 てらさす、 仁 一体なら すして、 物と 二になる 故 

也。 道學に 得た る 者 はさ あらす。 勇者 は 仁 知 を かねて を そる、 所な く、 知 

者 は 仁 勇 を かねて てらさ M る 所な く、 仁者 は 知勇 を かねて S ると ころな し。 

故に 君子の 道 一二との 袷へ り。 一 も かけて は 君子と はい ひがたし 問、 我 

よくす る なしとの 給 ふ 時 は、 孔子 だに いたり 給 はざる にあら す や。 しか 

らば 後世の 人い かで か 及び 侍らん 云、 今 も 人 あり、 我よ くつと むる と 

を 同志の つとめざる 時 は、 我よ くつと め 得すと いひて 人 をす k む。 我よ く 

する 事 は 人 皆 しれり。 其 人 をす、 むる とい ふ義 はい はすして さとれり 

： 1 朋友 問、 心 學には 基 象戯の 遊び も 禁制 也と 申 侍り。 ま £ なる か 云、 


聖賢の しわ さに あらし。 孟子 曰、 仲 尼は甚 

しき 事 をし 給 はさる 人 也と。 今日 本に てた 

に 道理 は 道理 にても、 大場 にて 人に 恥辱 を 

あた ふる 樣 なる 不仁なる と は、 少心 ある 者 

はせ す。 况ゃ 孔門に をいて を や。 家 語に は 

後人の 附會 のこと あり。 CJ  くく 信す へ か 

らす。 夫 今時 道た てす る 學者は 凡 情の 勝 心 

をた にまぬ かれす。 利欲の 根た にた、 す。 

不仁 を以 力量に まか ひ、 古人の 跡 を 見て 變 

通 を しらす。 得 かたに は 鎗法を 守り、 又 得 

かたに は 美風 をみ たる。 常人の 君子の 大義 

を とら さる £ を そしり、 凡 女に も 貞女の 節 

を 守らし めむ とす。 羊に 虎の 皮 をき する を 

3f 道 をお こさんと す。 これに 遠き 時 は を そ 

れ、 これにち かき 時 は あなと る。 大道の 罪 

人 也。 たと へ 虎の 質 あわと も、 羊の 皮 を か 

ふりて ぐん をみ たるへ からす。 たと へ 光 あ 

りと もや はらげ て 塵に 同し かるへ し。 これ 
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心 學の事 は 知す、 惣 じて 道德 仁義に 志す 者 は、 人欲 を 禁制す る理 にて 侍れ 

ども、 全くぎ し 去と あた はす。 何の いとま 有て か 末の 碁 象戟を 禁じ 侍らん。 

道 學六藝 を 事と する 人 は、 日 を 愛して たらす とせり。 碁象戯 をす k むる と 

もせ じ。 文 藝武藝 を も 心がけす。 徒に 月日 を 送る 人 は、 碁 象戯の 遊び もせ 

ざるに はまされ り。 禁す るに 及ばす。 かけ 双六な ど は 博 突の 下地と も 成な 

むか。 博奕 は惡 事の 根ざし なれば 左様の きざし をば 戒ても 可也。 本 立と き 

は 末の い たづら ごと は 禁ぜ ざれ ども、 をのづ.^ らゃむものなり。 本不 立し 

て 末を禁 する は 禁ぜざる に は を とれる 5 あり 

^ 一  心 友 問、？ K 曰ク。 孟-莊 -子カ 之，. 孝" 也。 其， 不. 改？ 1 父.^ 之 臣ト與 一.1， 父， 之 

2 

政 是レ難 •〕 能シ 也と。 莊 子が 父獻子 賢德 ありて よく 人 を 用たり。 故に 其 政 

よし、 不改 R- 尤 なり。 何ぞ これ を かたしと する や 云、 父の 獻子 賢に し 

て 子の 莊子知 あり、 又 孝心 厚し。 故に 是 をよ くせり。 古今 父に えられし 者 

の 子の 代に あはざる J  二 あり。 一に は 其 者よ けれども、 子の 方す みの 者權 

をと り、 立身 せん R1 を 欲して、 父に えられし 者 を 年- あしざまにい ひなせ 

ま、 よから すお もへ り。 其 上 父子 好惡別 也。 故に 父の 臣を用 ひす、 父の 政 を 
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に 遠ければ 望と あり。 これに 近 けれ は 恥る 

CJ あり。 君子の 畢は 忠信 を 主と す。 文 は 時 

に 中す へし 

S- 朋友 間て 云、 江 西の 學 によって 天下 皆 

道の 行 はると 言 CJ を しれり。 儒 佛 共に 目 を 

付か へ たる は大 なる 功也 答て 云、 尤少 

は 益 も あるへ けれと も、 害 もまた おほし。 

しかと 經傳を も わき まへ す、 道の 大意 もし 

らて管 見を是 とし、 異見 を 立て 聖畢 とい ひ、 

愚人 を みちひく もの 出來 ぬ。 江 西 前に は 

此弊 なかり しか。 天下の 人目 を さましたり 

といへ とも、 いまた 德を 好の 人 をみ す。 粗 

學の. U 滿の ついえ は 1 二に あらす 

8 舉者 間て 云、 或 曰、 有無の 見の 有に は 

あらす。 道 体に 有無 中道 あり。 儒 は 道 休の 

有な り。 今の $ を をし へ 行か 故 也。 尤自 

然の 妙な きに は あらす。 無と 中道 もうらと 

せるな り。 老子 は 無 を 本と して 有 中 を うら 


111 四 六 

改る者 あり。 是は子 不明に して 孝心う すければ 也。 二に は 父に えられし 者 

私 多くよ からぬ 事 を 年々 見 置て、 これ を 不用。 又 父の 政 可に あたら ざるぶ- 

多ければ、 改 むる ものな り。 これ は 子 知 あり、 不孝と もい ひがたし。 父の 

本心 は 善人 を 用 ひ、 善政 を 行 ふこと を 欲す。 しかるに 是に 反する 者 は 人欲 

これ を 害すれば なり。 親の 本心に したが ひて 惡を 改め 善に うつり， 國 家の 

長久 をな して 親の 先祖に 不孝の 罪 をまぬ かれしむ る は大孝 也。 親の 好惡は 

一身の 私 也。 國家は 代々 の 守な り。 夫人 善に して 知^ 足なる 者 あり、 知 あ 

りて 行 不足なる 者 あり。 善人に して 知 不足なる 者 は、 平生の なすと ころ 行 

跡 正しと いへ ども、 肝耍 のし まりなき 故に、 其よ き 事 もお ほく は あしくな 

る ものな り。 行 不足 なれ ども 知慧 ある 者 は、 平生の なすと ころ 十に して 七 

八まで 禮儀 にあたら すと いへ ども、 阡耍 のし まりある 故に、 其よ からぬ 事 

. も 消失て、 人情 時勢に 叶 ふ もの あり。 父 善人に して ほまれ ありと い へ ども、 

知 不足 なれば 人 を 用る と あたらす。 政 時 所 位に 不叶。 子不賢 なれ ども 知 あ 

りて 人の 善惡を 見し り、 政 時 所 位に 叶へば、 外より 見て は、 父よ く 子よ か 

ら ざれ ども、 tS: より 見る 時 は 父の 代に は國 家と、 の ほらす。 子の 代に はよ 


とせり。 擇氏は 有と とき、 無と とき、 中道 

と說、 又 中に も あらす と說 は、 畢竟 中 を 本 

として 無 有 を うらと せりと、 いかむ 云、 

儒は尤 今日 形 色の 上に あり。 しかれと も 形 

色の 主たる もの は 無 也。 頑 無に は あらす。 

形 色な きの 道な り。 其 無 は 神明 不測に して 

其大 外な く、 其 小 内な し。 東西南北 上下 中 

央 なし。 虚靈 不味なる もの 也。 是道 体な り。 

故に 中と 云。 形 色の 主 は 無な り。 無の 德は 

中な り。 物 あれ は 則 あり。 形 色 は 天性な り。 

惟聖 入に して 可踐 形。 或 曰 三千 大千 世界と 

云て、 此 天地の 外 無量の 世界 あり。 わつ か 

に 天地人 を 以道を 立、 敎を なす。 狹きに 似 

たり 云、 これい また 形 色の 見 を 離れす。 

物の 大を以 目 をお とろ かす ものな り。 道に 

大小な し、 天地の 外 天地の 內 異なる 事な し。 

大虛と い ふ は 三千 大千 世界と 云よりも 大 

なり。 大虚 とい ふ も 道 体な り。 道の 外大虚 

集義 和書 卷第九 


頃箕實 なら ざ 

く 治る 者 也。 父不賢 なれ ども、 知 ありて よく 人 を 用 ひ、 政 時 所 位に 叶 ふ も 

、 、 、 

の あり. - 子 善人 なれ 共、 知なければ 終に は 不明の 所より 議言 入て 子の 代に 

、 、 、 、 

其 功と げす。 此 二の 者 は 自然の 勢 也。 父に えられし 者 こそよ からぬ 者 も 有 

、、、、、、、、、、  、、  、 

ベ けれ。 其 外 又 國に舊 功の 奉行 役人 多き を、 子の 代に なりて は、 其 賞の さ 

、 、 、 

画 も カタ  函 あり 

たなく して、 何の 功德 もな き 小人 共 方す みとて、 位祿 共に 分に 過る 者 多し。 

、  -»  、 

父子 相繼の 鱧に あらす。 この 故に 孟莊 子が ごとき 孝 すくなし 

^ 一  心 友 問、 伊 尹 は聖の 任なる 人 也。 孔子 は聖の 時なる 人な り。 と、 しか 

らば 孔子 も 任なる べき 時に 當ては 任じ 給 ふべ し。 列聖の 中、 何 か 任に 當れ 

る や 云、 湯武是 也。 天下の 治乱 万人の 安否 を 以て 己が 任と す。 故に 德 

に 恥る の 惡名を かへ りみ す。 實は 天下 を 欲する にあら す。 巢 許が 淸 あれ 共、 

任 重きに よりて 進て 辞せす。 桀を流 放せり。 若 续改る 志 ありて、 湯 王の 敎 

をぅけて道を行は^-必すむか へ て 天下 を かへ し 校くべし。 紂若悔 る 心 あり 

て武 王に 降り、 先 惡を改 て 善に うつらば、 必す 助て 仁政 を 行 はしむべし。 

武王 は紂を とら へ て 流 放し 置む とお ぼした るべき を、 剛惡勇 心 ありて 自害 
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あるに あらす 

S 心 友 間 云、 君子と 小人と にむ かふ 時、 

心と 行と 二に なり、 人前 獨居又 内外 あり。 

これ を 一 にせん と 受用仕 5 へ は、 心す、 み 

氣 うつす るか とし。 又 親しき 友と いへ とも 

隔心 をな す樣 なり。 隔心 あれ は 善 をつ くる 

CJ も 入らす、 此方への いさめ を も 申 侍らす • 

和して 一体の 思 ひ をな せ は、 此方へ もい さ 

め を 申し、 かれに もい へ はき \侍 り。 しか 

れ とも 我心に を ひて 琉 ずる かとく、 联 しめ 

なき か £ し。 何とした る 事に て 侍る や 

答 云、 君子と 小人と 人前と 獨 居との 境界 を 

t ていふ Co も、 時に より 事に より、 人 に よ 

つて 有 やう あれと も、 受 用の 端的に は あら 

す。 その 四の 境界 をた てす、 た i 自己 一念 

獨 知に 向て み 給 ふへ し。 大學の 慎 獨の獨 

の 字の 下に 知の 字 を 付て 見 給へ。 古 は 言語 

なり。 獨と 云て をのつ から 獨 知と 心得 


せり。 其 後 村 王の 子 を 立て 大國 を與へ 商の 祭 をつ がしめ 給 ふに て 知べ し， 

後世 敵の 子孫と いへば、 たづね 求て 殺と は 雲泥な り。 太 甲 無道な りし かば 

伊 尹 これ を をし こめ をき たり。 伊 尹の 幸に て 太 甲 先非 を悔 て、 伊 尹の 敎に 

したが ひ 給へば、 むかへ て 位 を かへ したり。 若 改めた ま はすば、 伊 尹 天下 

を 有つべし。 しからば 篡 ひたる の 名 あらん か。 任 重きが 故に 辞せす 問、 

しからば 天下の 民の 水火の 中に くるしむ がごと くなる,^ は、 聖賢 皆 あはれ 

み洽 ふべ し。 いづれ も 任すべき £ ならす や 云、 天 任ぜし むる 時 は 任す。 

天 任ぜし めざる 時に 任す る は 私心な り。 この 故に 孔孟 は 道 を 任じて 天下 を 

任ぜす。 孔孟の 時 諸侯の 強大なる 者み な 思へ り。 孔孟 を 助と せば 天下 を 一 

統 せんと。 若 孔孟の 才 ある 人 功名の まじ はりあり て、 時の 諸侯 を 助 まし か 

ば、 天下 を 一 統 せしめん MJ、 たなご、 ろの .5: なるべし。 又 まじ ゆるに 仁 を 

好て 義を 知ざる の 異學を 以てせば、 みづ から 天下 をと りて 人民 を 安 ぜんか。 

しかれ ども 聖贊は 道 を まげて、 天下 を 安す る i はせ す。 兵 を やめ 食 を やめ 

て、 天下の 人 餓死せ しむる とも 信の み存 すべきの 心なり 

J  一  、：！ 友 問、 天下 有 道 0 则庶 人不議 といへ る は、 法 ありて 天下 國家 政道の 


侍りき。 ひとりと よめ は 人前の 事 はいふに 

およ はねと も、 身の ひとりと 心得 侍れ は 

愼 みの 格 法に 成て 究 屈に 心 は 主な きかと 

し。 獨 とよむ て 知の こ V ろ を ふくむへ し 

s 朋友 問、 君と 親と はい つれ か 重き 

答、 時 中 を 重し とす。 君子 は 主と 親との 輕 

重 をい はす。 たと へ は 君に した かって 軍陣 

にお もむ かんに、 父母 妻子 を 敵に とら はれ 

たりと て、 日 比の 君臣の 義を變 して 敵の 臣 

と はなる へからす、 命 を 安す へきの み I 此 

時 は 父母 妻子 1 族よりも、 君 一 人 を 重し と 

いはん か、 さに は あらす。 た X 義を 重し と 

する 也 0 父母の 本心 もまた 亡る を 安して 生 

るを耻 とす。 父母の 形 は 亡と いへ とも 性 命 

亡びす。 また 父た る 者、 K. 慮の 難に あ ひて 

ころされん とせ は、 たと ひ 子た る 者 重 位 重 

祿を うけて 君に 事と もす て、、 父 を 引 つれ 

のがれ かくる へし。 此時は 君よりも 親 を 重 


善惡 をい はしめ ざる か。 軍 中に をいて 辨者 をして 歒の美 を談ぜ しめ ざれと 

<• 、ると 同じ 事に て 侍る や 云、 其 口 を辩て 私議せ しめざる に は あらす。 

自然の 勢 をい へる 也 。天下 有 道 とき は 天子 は 天下 の 富貴 を 有 て 人に かさす。 

國, 13 よ， 一 國の 富貴 を 有て 人に あ づけす。 大臣 は 君 を 助て 私の 權勢 なし。 農 

は 耕し ェは其 職 をよ くし、 商 は 有無 を 通じて 其 利 を 利と する のみ。 天下 國 

郡の 財 用 は 自然の 勢 ありて 商 はからす。 何ぞ國 天下の 政令 を議 する J をせ 

ん。 天下 道な き 時 は 國君世 主の 驕奢なる 事、 有 道の 時に 十 百倍す とい へ ど 

も、 富貴の 權は 下にう つる もの 也。 故に 商人 國 天下の 財 用の 本末 を 心に 取 

得て、 國 天下の 利 を あみし、 山 澤の淺 深 河 海の 運行 をた なご" ろの 內 にす。 

故に 商 は 日々 に 天下の 事に 委しく、  士は 日々 に 万事に うとくな りぬ。 た 

£M 人の 私議す るの みに あらす。 財 用の 權 商の 手に ありて、 心の ま、 に 成 も 

のな り。 故に 商 日々 に 富て 土日々 に 貧し、 士の 貧乏き はまる 時 は、 民に と 

ると 法な し。 士民 共に 困窮す る 時 は、 天下の ェ 商利 を 失て 衣食 を 得べき 便 

なし 0 よき 者 はわ づ かに 富 商の 數十 人の み 也。 これ を 四海 困窮す と 云。 堯 

曰、 四海 困窮 セバ 天祿永 終へ. -と。 君の 祿福 もな がくた えて、 天下 やぶる と 也。 
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しとい はむか、 さに は あらす。 仁 を 重と す 

る 也。 た、 君 親の みし かるに あらす。 五常 

の 性と いへ とも 仁 を 主として 義 智 信を賓 

とすると あり。 信 を 主として 仁義 睡智 を賓 

とすると あり。 孝 經には 孝 を 主として. i6 

へ は、 仁義 も W と 成ぬ。 論語に は 仁 を 主と 

し 給へ は、 孝弟 は賓と 成ぬ。 官祿 をす て. - 

親 をた すくる 時に あたって、 親 を 助る は 君 

の 本心よ ろ こ へ り。 家 を か へ りみ すして、 

君に 事へ き 時に あたって、 君に 事 は 親の 本 

心の 悅 なり。 一方 悅て 一方 うらみ はこ そ輕 

重と もい ふへ けれ。 道に した かふ 時 は 双方 

の 位 なり。 まよ ひの 君と、 まよ ひの 親 は、 

酒氣の 常の 心 を 失 ふかと し。 論す るに たら 

す。 或 問、 たえな むと する 家に は 善人 生 

れ、 おとろ へむ とする 國に は賢臣 出る と 申 

おあり。 いかなる 故にて 侍る や 答 云、 

此理 あり。 天道の 仁な り。 家の たえなん と 


三 五 0 

此 時に 當て彼 財 用 を 心の ま. i にして、 さかえ を 極めし 富 商 も 盗賊の 奴と 成 

て、 悲哀す とも 益な かるべし。 聖人の 言た がふ HJ なし 

1 心 友 問、 人み な 聖人 たるべし といへ り。 迂濶 なる 樣 にもき こへ、 叉聖 

人 を u と あさき 様に 思へ る 者 も あるな り 云、 其全德 をい ふ 時 は 聖人 は 

祌明 不測の 号 なれば、 平 人の しらざる 所な り。 しかれ ども 人の 人た る實体 

は 聖人と 異なる WJ なし。 人み な明德 あり。 大人 は 赤子の 心 を不失 もの 也と 

い へり。 學は後 来の 人欲 を 去て、 元本の 天理 を存 する Ki を學ぶ もの 也。 此 

心 天理に 專 にして 人欲の 私な き 時 は 則 聖人の 心なり 

一 S 一  心 友 問、 心の 內に 向と、 外に 向との 模様 はいか 云、 いひが たし。 

-2 

論語に 三人 行必 有我師 とい へり。 こ- -に人 三人 あり。 其 一 人 は 我 也。 よき 

を 一人と し、 あしき を 一人と す。 善人 を 見て は是を 好し、 これに 與し、 こ 

れを 習べ し。 不善 人 を 見て は 或は 形 これ を さけ、 或は 心 これ を さくべし。 

我 身に も 如 此の 不善 あり やと かへ り 見るべし。 是 よき 受用 なれ ども、 かく 

のどく のみ 見 時 はよ き 事 はよ けれ 共、 師外 にあり。 心の 外に 向 KJ をまぬ か 

れす。 もし 師を內 に 求めば、 善 を 見て 好す る 心 は 則 我 身に 善 を 行 ふの 師也。 


する は稜惡 の ゆへ なり。 末に あたりて 善人 

の 生る、 と は、 道 德を修 て 其積惡 をけ し、 

子孫 を 再興せ しめむ との 命 也。 しかるに 善 

は 善 なれと も、 悪に 勝へ き 1 なけれ は、 

終 にた ゆる もの 也。 又衰 へむ とする 國に 

は、 g 臣の あけら る、 事 は、 運命す てに あ 

や-つき きさし あり。 これによ りて 賢 をお も 

ふの 心 あり。 天道 そのお とろへ を ひる かへ 

さし めんかた めに、 賢才 を あたへ 給へ とも、 

た 乂に善 を えら ひ、 善 を 令した る はかりに 

て、 天命に 應す へき 道 德を立 さる 故に、 終 

に 亡 ひに 至 ものな り。 これ を大學 にも 賢 を 

見ても あくる CJ あた はす、 あけても 用る CJ 

あた はすと いへ り 

^ 朋友 云、 我國に 先生の 名 を 聞て 道に 志 

し、來てしたかひ學ひむ^^をねかふ者ぁり。 

數 通の 文 を 越 侍り。 御 ゆるし を かう ふら は 

珍る へき 樣に可 申 遣 答 云、 哥に 云、 す 
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不善 を 見て 惡む心 は则我 身の 不善 を 改る師 也。 心 は無聲 無臭 なれば、 感應 

の 跡 依て 知べ し。 明師 ありと い へ 共 1 念の 微は 知が たし。 た 我に ありて 

善惡を 知の 靈明を 奉 時す る 時 は、 師 我に 有て 幽明のへ だてな し 

^ 一  心た 入 問、 人み な 志 ありと いへ 共、 志す 所た しかなら す 云、 志と い 
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ふ は！ に 志す 也。 初學の 人道に 志 ざして、 いまだ 道 を しらすと いへ ども、 

心 思の むか ふ 所 正 也。 故に 邪 僞の惑 すくなし 問、 志な けれ 共 正き 人 あ 

り。 志 ありと いへ 共、 正しから ざる 人 ある は 何ぞゃ 云、 氣質 よき 人 は 

道 を學び ざれ ども 正しき ものな り。 氣質 あしき もの は 道に 志す とい へ ども 

俄に 善人と 成 R- あた はす。 しかれ ども 昨 曰の 我に はま さるべし。 一た び 道 

に 志す もの は、 いまだ 道 を 見る £ たしかなら ざれ ども、 志 善に むかへば、 

犬なる 不仁 不義 をば なさす。 邪 偽の 左 道な どに はま ど ふべ からす。 氣 質に 

よりて 正しき 人 は、 行跡よ しとい へど も 道 を しらざる 故 心に 守な く、 明な 

る 所なければ、 其 身 は 好 人の 樣 にみ ゆれ ども、 事の 邪 正 を 知す して 不義 を 

もます £ あり。 又 左 道な どに まよ ふ 者 あり。 天の 物 を 生す る此德 あれば 此 

あり。 知 不足なる 者 は 行 正し。 行 不足なる もの は 知 明かな り。 志 ある 者 
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め はまた 5 き 世な りけ りよ そな からお も ひ 

しま  >- の 山里 も かな。 其 人の 心に、 彼 所に 

行て 舉 問せ はか 樣に あらむ。 如此 おもしろ 

からむ。 なと 心に むかへ てお も はれん。 來 

てす み 給 は V 其 と くなる 事 は 一 も あらし。 

學術も 心に 好みお も はる、 所， いか やうな 

るすち をか悅 ばる- -を 不知。 愚か m 今の CJ 

くなら は， 人に しられし。 むかし あやまり 

て 名 を 得たり。 その ひがと を 人 は 好む もの 

あり。 人道 は 珍しき となし。 必 す來學 をと 

--め 給へ 

M 心 友 間、 贵老の 御 事 知て ほむる 人 はす 

くな く、 不知して そしる 人 は 多し。 聖人の 

道を舉 間す る は、 名 を 求る に は あらされと 

も <? の 質なら す や。 しかるに かへ りて そ 

しらる V と は 何 そや 答て 云、 人の ほむ 

る は 我を勞 する 也。 そしる は 我 を 安す るな 

り。 我 病 者に して 鉢氣 乏し。 勞 せん £ かな 


I 一一  五 二 

は 多く は 行 不足に して 知 明かなる 所 あり。 外より みる 時 は 知く らくても 行 

正しき 人 まされり。 たと へば 草木の，： t し。 今日 養 を 得て 明日 長す る 物 あり。 

其 本 を はからす して 末 を 同じく せば、 一 尺の 木の 養 を 得て 長す る は I 一尺の 

木の 長ぜ ざるに は 俄に はこえ がた かるべし 

お 〔G1R か〕 心 友 問 『ぎ、 道 一一。 據 = 於德 r 依 r; 於 仁 _,_。 遊 IT 於藝 _| すお 云， 
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他岐の 惑な く、 人道の 正き を 得む と 欲する は 道に 志すな り。 德 による は 有 

德の 人に より 近付 也。 仁に 依 は 自己 天眞の 正き に 本 づき 養て 得 所 あり、 大 

体に したが ふ もの 也。 藝に游 は禮樂 弓馬 書數 等の 人倫 日用の 事に をいて 正 

しき 所に あそぶ 也。 六 藝は至 理の寓 する 所な り。 故に 專に おさむる 時 は 末 

の理に 流て、 本心の 德を失 ふ もの 也。 游ぶ心 を 知て なす 時 は、 其 術. を盡し 

てき はむ ると いへ 共、 道德の 助けと 成て 末藝 にな がれす。 游ぶ心 を 不知し 

て 上手と なる 者 は、 道 德の大 なる を 以て 整 術の すこしき なる をな す もの 也。 

これ 其 厚 ふす ると ころ を雜 ふす る 乙と わり 也。 其 薄す る 所 を 厚 すれば 藝術 

身の 害に 成 もの 多し 

S 一  心 友 問、 詩に 興と いへ ども、 後 舉の者 興 HJ あた はす。 古のお XJ りし 者 
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ひかた し。 安す る こと あたれり。 故に そし 

り は 我 を 助る 也。 知て ほむる とい ふ も 愚に 

德 ありて、 したしまる V にあら す。 氣 象の 

あ ひかな ひたる 人な らん。 萬々 人に 一 人の 

氣合 たに 我を勞 する £甚 し。 と はり もい ひ 

つくし かたし 。そしりの 人 は 我に か はりて、 

我 病氣を CJ はるな り。 其 そしりの 多 人に ほ 

めら れな は、 今 まてな からへても あらし。 

且德を も そこな はれん か。 そしり は 愚か 過 

を 格し 浮氣 をし つめ、 身の 妻 生 をな さしむ。 

きくと をい と はす、 ほむる は 愚か 過 を まし 

浮氣を 生し、 氣カを へらさし む。 きかんと 

をね か はす 問、 それ はさ もこ そお はし 

まさん づれ とも、 貴 老の名 を かりて 不善 を 

なし、 且貴老 にお ふせ 申と おほし。 おぼし 

も かけぬ 悪名 をと り 給 ふ 事 は、 道理に も そ 

こな ひ あるへ きか 云、 尤 しらぬ 惡 をお 

ふせられて、 名 をけ かさる- -は 無實の 難題 
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はいかむ 云、 古の 文を學 びし は 詩を始 とす。 詩 は 志 をい へ る ものな り。 

善 惡邪正 共に みな 人情の 實事 也。 故に これ を 學ぶ者 は實學 也。 々倫 日用の 

實 事に をいて 善心 を感發 し、 善行 を 興起し、 惡を こらし 邪 を ふせぐ 事 をし 

れり。 これ 詩に よりて 志のお こる にあら す や 問、 禮に立 もの はいかん 

云、 禮は恭 儉謙遞 を 本と す。 虔 中に 天下の 益 を 来す。 不， 爭不 ，奢、 身 

キ フ  ク ワイ キシ JO ィ ヅザネ 

に ほどこせば 、肌膚の 會筋骸 の 束 を かたくす。 事に 用れば 節-制度 數の文 あ 

PC 家國 天下に 及ぼす とき は 吉凶 軍 賓嘉の 品 あり。 吉 は祭禮 也。 凶 は喪禮 

也。 軍 は 軍法 也。 賓は 主客 往来 交 會の禮 儀 也。 嘉は 婚姻の 禮 及び 冠 禮 をい 

ふ 也。 人恭儉 なき 者 は 心 を 喪 ひ、 身 を 失 ふ。 家國 天下に 至る まで 恭儉 謙遞 

の敎 なき 時 は、 驕奢 日々 に 長 じて 爭 逆の 事 發す。 終に 國 亡び 天下 乱る。 故 

に 身より 家國 天下に 至る まで 禮 なければ 不立。 故に 禮を 知者 は 敬 以て 心 を 

存じ、 儉 以て 身 を 修め 適 順 以て 家 をと &の へ、 謙 明 以て 國を 治め 篤恭 にし 

て 天下 平 かなる に 至れり。 禮に 立の 義 明かな り 問、 今 管 絃の樂 とい ふ 

も の を 見 侍る に、 樂 によりて 正 心 修身 齊家 治國平 天下 の 事 成就 せんと も 思 

はれ 侍らす 0 古の 樂に 成し 者 はいかむ 云、 孔子， 曰、 視，, 其， 所 ブ以。 
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なり。 たと へ をと る は を それ 多 けれと も、 

聖人 をた に 陽 虎に まか ひたり。 大德の 人 は 

難も大 にして * 又はる、 こと も すみやかな 

り。 愚かと き 不德の 者 は、 やう やく 悪名 CJ 

きの 難 あり。 本より 凡人の 品 をまぬ かれさ 

る 故に、 はる i  Co も を そし。 しかれと も 我 

心に なき ことなら は、 いふと いふと も あつ 

からす 

^ 心 友 間て 云、 かたくならす、 かたよ 

らす。 過不及な きを 中と いへ り。 帝 堯の執 

中の 心 法 かくの ことき のみ か 答 云、 こ 

れ 中の あとな り。 則 中 魔の 傅に 中 也 者 天下 

之 大本 也と あり。 中 は 天地人の 根本と 云義 

也。 他に 求へから す。 これ ほと なる よき 中 

§ はなし。 中 をう ちとよ む、 うち は 物の 

主な り。 禁中 をう ちと 申 奉る も此義 也。 心 

をもう ちとい ふ。 しかれ は 中 は 心の 別名な 

り 。心と い へ は签 にして 手 をく たしかた し 0 


觀 n 其， 所ブ 由。 察 ひ 其， 所？， 安ス * と。 こ V に 人 ありて 其 平生の なす 所 は 何事 

ぞ とみる に、 文皋 弓馬 等を學 びて、 文武の つとめに を こたら す。 其す る 所 

はよ けれ 共、 其 心の よる 所 德業を 立む がた めか。 名利 を 求む がた めかと 見 

に， 是を なし 得て 利祿を 求むべき とも、 名 を 得べき とも 思 はす。 文 を學で 

は 道理 を わき まへ、 弓馬 を 習て は 其 業 をよ くせんが 爲 なれば、 よると ころの 

心 もよ き 也。 しかれ 共 其 人の 間 暇 無事の 時、 從- 容游— 樂の 地に をいて 心 を 

用る をみ る は 其 安す ると ころ 也。 爲 ところ 依と ころまで よき 人 は あれ 共、 

安す る 所に を. S て 正しき 人 まれな り a 其 故は爲 ところ 依と ころまで は、 心 

ザ ク 

を 起して つとむれば 也。 大勇 力の 人 ありて 志篤宽 也と いへ ども、 樂を 不知 

時 は、 安す る 所に をいて 心 を 用る HJ あた はす。 或は 怠 I 惰、 或は 嚴厲 なる も 

の 也。 これ 正しき 事に あそぶ 道 を しら ざれば 也。 li- 樂を もて あそびて 後 * 心 

の 安す る 所、 遊びた のしむ 事 正して、 德に入 こと 易し。 夫樂 に五聲 十二 律 

有。 或は 歌舞し 或は 絲竹を しらべ、 人の 性情 を 養て 邪-接 を蕩 維し、 和 順に 

して 道 德を得 ものな り 0 故に 風 を 移し 俗 を 易る MJ 樂 よりよ き はなし。 道學 

の樂に 成就す る こと はり は問學 し、 正樂を 習て 後 初て 知べ し。 文學 して 道 


心の 德を か. -け 出して 中と 名 付 給へ り。 夫 

中 は 思 ふ £ もな くす る ともなし。 寂然 不動 

にして 感 して 天下に 通す る ものな り。 おも 

ふとな し。 故に かたくならす、 かたよら 

す、 するとな し。 故に 過不及な し 

^ 心 友 間て 云、 今時の 幼少の 子 は 大方 才 

知藝能 あるか し。 むかしき かさり し秀た 

る樣 なる 者 多し。 しかるに 世間の 人 は 次第 

に をと り ゆく 事 は 心得 かたき 事に て 侍り 

答 云、 しかり。 田に う ふる 稻も 晚稻 ほと 

取實 おほし。 今時の 子と もの 利根なる は稻 

の 早稻の CJ し。 おとなになる ほと 知 慧の取 

すくなし。 其 上 平 人の 利發 とい ふ もの 

は、 大方 鈍なる もの 也。 わら はへの 爪く は 

へして 赤面し、 人前 にても のい ひかね ぬる 

は、 知 あきらかにして、 耻の心 ある 故 也。 

人に 存 する もの は 恥 心より よき はなし。 耻 

の 心 明かなる 者 は、 學 間して は 君子の 地位 
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理を 知と い へど も、 樂を 不知 者 は、 其 風情に 通ぜ す。 樂を學 でも 文 * せ ざれ 

ば 其 道理に 通ぜ す。 文 學樂道 かね 用 ひても 心 術 を しら ざれば、 これ を 心に 

得て 樂 むこと あた はす。 この 故に 樂に成 者 すくなし 

g  〔0  1、 50 心 友 問、 仰 ゲバ 之彌 * 高 S 鑽." 之彌 * 堅 S 瞻- 之 在… J 前- 忽- 

焉 ぶ在レ 後- -0 此章 道の 得が たき 事 をい へ るか。 顔 子 だに 得が たき 道なら ば、 

後學の 者い かで 及 侍るべき や 云、 しかるに は あらす。 大山 を 高し とい 

へど も、 かぎり あれば のぼり 盡 すべし。 天を大 なりと いひ、 日月 を逮 しと 

いへ ども、 象形 ある 物 は 數學を 以て はかり しるべし。 た 道の 高遠 はき は 

まりなし。 故に 其 高に 付て、 仰 ゲバ 之彌 1 高して いたりが たし。 目 力 見-解の 

及ぶ ところに あらす。 鑽ヒ ハ之彌 1 堅シと は、 力 を 以て 入べ からす。 才 覺を以 

て 得べ からす。 瞻ヶ 一之 在， 前-一。 忽— 焉ト" 在" 後-一と は 文章 言語 を 以て かたど 

るべ からす。 知識の 及ぶべき にあら す。 た 實義を 明らかにして 後、 不仰 

して 高遠に 及び、 德行 ありて 後 無- 窮の 門に 入べ し。 無知の 知 を 得て 後、 無- 

方の 神に 至べ し 問、 博 文約禮 はいかん 云、 我 を 博の 文 は 致 知 格 物 

を 以て 万物 一体の 身 を 修め、 古今 人情 時變に 達して 用る 時 は 行 ひ、 舍る時 
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にもいたり、 たと へ無舉 にても、 平生は 人 

からよ く、 軍陣に て は 武„6 ^の はたらき ある 

ものな り。 むかしの わら はへ もに は 爪く は 

へす る 者 多 かりし 故に、 成人に した かひて 

一 役の 用に 立 もの ありき。 今の わら はへ は 

人お めせす、 人前 にても 利發 にものい ひ、 

立ゐ ふるま ひよ し。 この 故に 成人す る ほと 

用人に 選 ふ へ き 人 なくなし。 人の 親た る 者、 

德を しらね は耻心 ある 子 を はしかり をと し 

て 耻心を 亡し、 耻 心なき 子 を は ほめ 愛して、 

いよく ほこらしむ。 賢才 は 日々 におと ろ 

へ、 驕吝は 日々 に 長す る 所な り。 かなしむ 

へ し 

g5 心 友 問て 云、 人い へる. t あり。 大隨を 

治る は 小魚 を 煮る かさし。 いろはす してに 

たる かよき 也。 ませ かへ せ はくた けて あし 

>。 何事 も 手 をつ けす して をけ は、 無事に 

てよ きを， 少 知の 者 は 手 をつ けて なを さむ 


5 六 

は隱 る. -也。 我 を 約す るの 禮は 人欲き よくつ きて、 天理 流行す る 也。 欲スレ 

レ 罷ト不 S 能" もの は、 みる 所 明らかなる 故 也。 今の 人 志の 立が たきこと を 憂 

る 者 は、 いまだ 見所 明らかなら ざれば 也。 明らかなる 時 はこ、 ろみに やめ 

んと 欲すれ 共 やむ る J あた はす。 竭レ才 ヲとは 手のと り 足の ゆく が どし。 天 

質の 心 知 を 用る 也。 顔 子志學 より 善 信 美大に 至れり。 其才 をつ くして つと 

めて 及と ころ 也 0 如-メレ 有ル 5 所 S 立ッ. c^l 爾 タリ。 雖？ 欲ス ぃ從レ 之未レ 由， 也已。 こ 

れ より 後大 にして 化せむ とす。 功夫つ とめの 及べき にあら す。 聖學 峻絕の 

地位 言語の 不及 ところ 也。 此時顔 子 天 年 終む とする の 前なる べし。 天顔 子 

に 年 を かさまし かば、 化して 聖人と なるべき £ 期す ベから す 

t 一  心 友 問 • 知者 は 動き 仁者 は靜か 也と。 動 靜は不 相似と いへ ども、 共に 

有德の 人なる か 云、 これ 二人に あらす。 ー氣の 屈伸 天の 陰陽なる が ど 

し。 一 動ー靜 互に 其 根 をな せり。 よく 動く 者 はよ く しづかな り。 知者 は 周 

流して 事に と 1 ほらす、 物に まど はす。 故にた のしむ。 流水 を 見て 歎息 

す。 左右 其 源に 逢 ふ、 知の 象 あれば なり。 仁者 は 万物 を 以て 一体と す。 死 

生 禍福と もに 吾 有 也。 故に 生. して 不亡 もの は 命な がし。 無欲に して 靜か 


とする 故に、 かへ りて 悪事 出来 也。 うち ま 

かする に 世 こそお さまれ、 と 云 前 句に、 よ 

きに のみな さむと する や あしから むと 付た 

る を、 古來 名句と する 也。 おもしろく おも 

ひ 侍り 答 云、 しかり。 小德を いろはす 

して 煮る か CJ  く、 政 刑の 小 きりめなる 事な 

くて、 德を おさめて 位づ めに 人心 を 正しく 

し、 風俗 を 美く する は 上 知の 事 也。 德 なく 

てよ き 事の み 好み 行へ は、 人情に さかり、 時 

所 位に あはて、 其 善事の 一倍 も あしきと に 

なる もの 也。 藥を 不用して 日 をへ ぬれ は ひ 

とりな をる 病 を、 下手 醫者 にかけ ぬれ は、 大 

煩と なす か とし。 しかれと も 一 偏に さ樣に 

はかり もい はれす 0 いろはす してお きて、 國 

天下の 治る ものなら は、 これ ほと やすき tj 

は あらし。 誰も 天下 國は おさむへ し。 はや 

く藥を 用 ひ、 灸を すれ は 直る 病人に、 藥を 

用 ひたる は あしきと てうちす てをき、 日 を 
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也。 山の 象 あり。 德 性の 動て 樂を 知と いひ、 靜 かにして 壽 きを 仁と いふ 

匕 D クホド コスク 

^  〔0  一、, g か〕 心 友 問、 仁 は 全德の 名な り。 しかるに 博 1 施" 濟ぃ 衆" を 以て 仁 

よりも 大 也との 給 ふ は 何ぞゃ 云、 これ 仁の 用 をい へり。 仁 は 天地万物 

を 以て 一体と すと 5 へど も、 用に をいて は 天地の 大 なる も 人な を うらむ る 

听 あり。 堯舜 もやめ る <i はり 也。 仁者の 己 立む と 欲する 所 則 人 を 立る 所な 

り。 己 達せむ と 欲する 所、 则人を 達する の £ なり。 思 ひ はかりて しかす る 

にあら す、 仁者 は 一 己の 私な くして 天理 流行す。 故に 人我の へだてな し。 

物 を 利す るの 德 ありて、 己 を 利す るの 欲な し。 この 故に 自然にして しかり。 

よく 親切に たと へ をと る も 物と 二 あらす。 遠 は 物に とり、 近 は 身に とるな 

り。 仁の 体 をい ふ 時 は、 太虔 天地 中國 夷狄の こす 物な し。 子 貢 は 其 用に つ 

きていへ り。 故にの 給へ り。 これ 聖人 天下 を 有ッの 能-事 也。 これによ りて 

二 を 求む ベから す。 形 ある もの は必 すかく る 所 あり、 不相 通の 勢な り。 鳶 

魚 躍 形より 見れば 各^な り。 その 飛躍す る 所以の もの は 一な り 

1 一  心 友 問、 死生の 道 はま ど はすながら、 生 を 好み 死 をに くむの 心 はきよ 

くつ きがたき と 見えて、 年より 白 毛 生じ、 身体 か はり ゆく を 見て は 感慨 „^ 
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へて 病 を もれ は、 死す るより 外のと なし。 

其 £ く 國 家 天下 も 乱の きざし、 悪の 源 を 見 

て、 はやく 備を まう け、 其 源 をた ち、 其き 

さし を 轄 ずれ は、 眞の 無事に 成て 長久なる 

もの 也。 夫 主將は 仁と 成と を 身に おさめて 

德 とす。 故に 紀網 ゆるまら す。 儉と禮 と 時 

を以 うごきて 吝 ならす、 奢らす。 故に 人心 

正しくな りて 風俗 美な り 

g 心 友 間、 敬以直 内、 義以方 外、 とみえ 

侍れ は、 聖人 も 敬の 工夫 を 用 ひ 給 ひたる か 

曰、 獨 を 慎と き は 仰て 天に 愧す、 俯て 

人に 怍 す。 これ 内の 直きな り。 世 中に をゐ 

て 好む CJ もな く、 惡む ともなく、 義 と共に 

從ふ は、 外の 方なる なり 

^ 心 友 問、 nim は 上 六の 一 陰、 位な く權 

勢な し。 九 五は剛 にして 位 あり。 攛 勢 あり。 

决シ 去. -に をゐて 何の 危き CJ か あらむ。 然に 

不レ 利？ W 即 i 戎- 利ァ t 有 は 攸廷ク と、 まとに 


心お こりぬ。 いかなる 受用 にて かか、 る 凡 情 は變じ 侍るべき や 云、 こ 

れ學 者不學 者 共に 人情の 通 情 也。 くらく まど ひて 多き か、 明に さとりて す 

くな きかの たが ひのみ 也。 ともに 仁なら ざる 事 は 一な り。 孔子 川の ほとり 

に まし.， （-' て、 ゆく もの はかくの どき か、 晝夜 をと 7 めすとの 給へ り。 こ 

れ道体 也。 川 流の 見やす きを 以て 道 体の 無聲 無臭 を敎 給へ り。 吾人 白髮生 

じ、 はだへ なみより。 か はり ゆく もの は、 彼 ゆく ものと 共に ゆく 川 流の 道 

理也。 仁 を 知 もの は 何 を か 好み、 何 を かにくまん 

一お 一 心 友 問、 子， 曰、 湿- 而知 i さ 可 r まチ爲 f レ師矣 と は 前に 學び たる 

MJ を復 して、 ます^ \. 銀 練し、 い まだ しらざる ぶ-を 曰 * に たづね 知と いふ 

事 か 云、 溫故は 古の 道 を學ぶ 也。 知 新 は 今に 行 ふべき 至善 を 知 也。 い 

にしへの 道の 眞を 得て、 其 跡に よらす。 今の 時 所 位に 叶て、 知 やすく 行 ひ 

やすき 樣に敎 治る を君師 とい ふ 也。 今の 學者 博く 古の 書 を 見と い へ ども、 

心に 工夫 受用 をせ ざれば、 身に 行 ふ 所 を しらす。 書に 向て 講談す る 時は學 

者の どし。 書 を はなれて 日用 常 行に 交る 時 は、 平 人に 異なる となし。 是を 

學 びて 思 はざる 時 は 罔し と 云べ し。 又蹇夜 功夫 受 用して 心 思 を くるしめ、 


功利の 徒の ま はり 遠き とい ふ もこと はりな 

り。 德を 知者に あらす は處 する 事 あた はし 

云、 しかり、 剛 にして 剛を用 ひ は、 一 

柔の镄 なる 决シ去 易 かるへ し。 然共剛 

にして 剛を る は旣に 過たり。 寬仁 にあら 

す。 故に 決シ 去て 後 治化大 なら じ。 天地 位 

し 万物 育す るに 至らす。 是 故に 堯舜の 神武 

にして、 天下の 兵 を 擧て三 苗 を 誅シ艳 ふ は 

何の 危き ことか あらむ。 剛 にして 剛を用 ひ 

は、 决 去う ちほろ ほす こと やすから む 。然る 

に悠々 として 心服 を 待 給 ひ、 來 服せ さるが 

ために 軍 を か へ し、 文 德を條 め、 却て 終に 格 

り來し 給へ り。 兵 を 以しカ を 用て 服す ると 

を 欲し 給 はす。 是 夫の 剛 にして 柔を决 する 

と 健に して 說ひ决 去て 和く 所な り。 君子の 

小人 を 退去と、 かれ を斷 亡す にあら すして、 

和して 導き、 敎て其 非 心 を 改めし むへ し。 

小人の 道 消す る 時は决 去す し てな きかと し 
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道 を 行 はんとす る 者 あれ ども、 學せ ばくして 己が 異見に まかす る ゆ へ に、 

己 を あやまり 人 を あやまる もの あり。 これ を 思て 學 びざる 時は殆 とい ふな 

るべ し 問、 博學 とはい かほ どの 蒈を 見る rj に 侍る や 云、 古の 博き 

と いふ は 易 詩 書禮樂 弓馬 書數 のみ。 今の 万 卷の書 は あるべき 樣 なし。 數多 

の 書に わたりても、 見せば き 者 あり。 博學 ならす して ひろき 者 あり。 今 吾 

人の 己が 爲に學 ぶべき もの は、 四書 を 本と すべし。 其餘の 經傳は 年と 氣カ 

とに まかすべし。 其 家に 生れた る 者の、 其 家職 を つとむる 事 は 常の 業な り 

^ 一  心 友 問、 貴 老の書 を 見て、 口に は あざけり そしりながら、 心に は ひそ 

に 取得て みづ からの まど ひ を も わき まへ、 我心より 出た る やうに 人に も 

敎る者 侍り。 書 を あら はし 侍る にも、 貴老の 書の 筆法 發明 多し。 しらざる 

者 は いづれ を さきと も わき まへ 侍ら じ。 貴 老は秘 して 出し 給 はす、 とり 用 

る 者の 書 は 出 侍れば、 かへ りて 末 や 本に 成 侍らむ 云、 いにしへ より 實 

德 ある 人に はに せがた し。 予不德 にて 言語の みなる 故に、 人の 取 こと やす 

き 也。 夫 有 德には 親炙す る 人 其 化 を かう ぶれり。 文明の 時 は 有德の 人な け 

れ ども、 言說を 以て 世の 惑 を ひらく 功 あり。 予が 言と しられで 世に 益 あらん 
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^ 心 友 問、 許 由 は 帝堯の 召に 從ず、 子 陵 

2 

は 三 公 を辭 す。 古今 これ を S なりと す。 天 

下道な き 時に 曙る、 は 常の 事な り。 帝堯は 

聖人な り、 光武 は w 君な り、 何 そ 召に 應せ 

さる や。 又 世の SK なりと する 所 は、 富贵を 

群し 山水 を樂 むの 淸心 を. 尊 ふなり。 大舜の 

辭せ すして 出 給 ふ は 何 そや。 聖賢 中 狂の 分 

とのみ 聞て、 その 理を しらす 答 云、 大 

舜の堯 の 召に 應 して 出て、 天綠を 受給 ふ は 

具に 所 レ謂大 畜ハ不 r, 家 食 T 吉 なりの 義 なり。 

道德學 術 を內に 積て、 聖王賢 君の 時に 逢、 

綾 ありて 召 給 ふに は、 出て 天 祿を受 へし。 

故に 不察 oS{ して 吉 なりと いへ り。 吉とは 俗 

の 禍福 吉凶の 吉には あらす。 吉 善の 義な 

り。 内に 積た く はふる 所の 舉術适 德を以 

て、 時に 施し、 天下の 艱險を 救 ふ は、 天下の 

吉善 なり。 道 体 は その 大外 なく、 其 小內な 

し C 天地の 犬なる も道德 中の 一物な り。 か 
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も、 人の 言と 成て 助 あらん も 同じ 事 也 C 予が言 はな を 人の 言の どく、 人の 

言 はな を予が 言の，： t し。 共に 天の 婁 明より 生す。 たと へ 取 用る 人 あしき 心 

ありと も、 聞 人 はま どひ を辨 ふべ し。 其 言に よりて 吉利支 丹 どきの 左 道に 

まど はざる 風俗と ならば 幸甚な り 

^ 1 心 友 問、 里" 仁， 爲レ 美トと は、 孟子の 仁 は 人の 安宅 也と いへ る 意に て、 

2 

人の 身 を 安す る 所 は古鄉 なり。 心の 安樂に して 常なる は 仁 也、 との 袷へ る 

義也 とい へる 人 あり。 集註の 解 は 外 ざまの 事 也。 此說 おもしろく 侍り 

云、 しばらく 學 者の 內にカ を 付る ために はよ し。 本 解 は 集注の 旨なる べし。 

此 語は爲 にす る 事 ありての 袷へ るか。 本よりの 古鄉 ならば、 風俗 あし. -と 

て も 立 さりが たき 義も あるべし。 人の 國には 仁 里 あり とても、 行て すむ K- 

ならざる 勢 も あり。 一 篇には 定めが たし。 好て 不仁の 風俗の 地に 居 者の た 

めに 知 仁と もに 失へ る 道理 を敎 給へ るか。 此章 にて 仁 を 本心の 事と せす と 

も事闕 Hi あら じ。 所に よりて 解べ し 問、 不仁 者の 約に 居が たく 樂 にも 

久 からざる 事 は 何ぞゃ 云、 不仁 者 は 物 を 二に す。 一己の 私 を 持して 世 

を 渡る ものな り。 順 を 好み 逆 をに くみ、 富貴 をね が ひ 貧賤 をい とふ。 故に 


くのこと くなる 道理 を 人の 心中に たく はふ 

る は大畜 ななり。 聖主賢 相の 政に は、 天下 

みな 其 利 を 利と し、 其樂 をた のしめり。 故 

に 利と 云 も 利欲の 利に あらす。 利欲の 利 は 

己 を 利す るに 心 あるが ゆへ に、 吉と 云へ か 

らす。 聖賢の 利 は 物 を 利す る なれ は 天德な 

り。 璧 人の 心 は 四海 一 家の 如く、 中國 一 人 

のとし 。我 身に 天下 を 利す るの 道德 ありて、 

時 至り 進む る 人 ある は、 雨露の めくみ によ 

りて、 生す へき もの. -開發 する か £ し。 何 

の 心 か あらん や。 許 由 子 陵 は 衆人 をぬ け 出 

て、 ゆたかに 凡 心 を はなれ、 淸 明なる 所 は 

聖人と 違と なし。 許 由 子 陵み つから 我 を 見 

たると き、 朝に 立て 用ら るへ き才 なき ゆへ 

に、 庶 人となりて 獨道 をた のしまん かため 

に、 狂 見に よりて 辭 したる もの か。 たと ひ 

才知 器量 ありと も、 狂者 は 大意 を 見て、 廣 

大高 明に 過たり。 堯を 代官と し、 天下 を 


せ は/、 しき はいと ひにくむ 所 なれば、 其 地に 安す る 事 あた はす。 或は あ 

ふれ 或は やぶる、 ものな り。 富貴 を 得て は 大に悅 び、 己一 人の 榮耀 とす。 

終に は 身の 病苦 を まねき、 或は 家 を 亡す ものな り。 ともに 久しき？ -ぁ たは 

ざる 所な り。 周に 犬なる たま 物 ありて、 善人 これと めり とい へ り。 武王天 

下 を 有給 ひて、 商の 代に つみた く は へたる 財 用 を 天下に ほどこし 散 じ 給 ふ 

時、 四民の たよりなき 者に あたへ て、 餘 ある をば 善人 を えらみ 與 へて 富し 

め 給へ り。 善人 は 人欲の 私な き 者 なれば、 天下の 財 用 は 天下の 通用なる 道 

理に まかせて、 富有に 成ても みづ からた からと したの します、 人に ほどこ 

す を 以て 樂び とす。 君子 は 民の 父母と いへ る も、 父母た る ものた から あれ 

ば 子に 分ち あた ふる を 以て 樂び とする が どし。 上より 國 天下に 財 を わかち 

あたへ むとし；！ 口 ひて は、 いかほど 多く ありても あまねく をよ ばざる ものな 

P0 しかの みならす、 あたへ て 却て 害になる？ - あり。 た 其 利 を 利と する 

樣に政 をし 給 ふば かりなり。 なを ももる、 ところ あれば、 彼 善人 仁者 これ 

をす くへ り。 私に ほどこす はよ く當る ものな り。 外より 見て 我に もた まふ 

べき こと、 思 ふ 者な し。 故に 善人 を 富し め 給 ふ はもる、 ところな く 仁政 を 
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平 治せし め、 山水； H 舍の 間に 遊 ふ. t、 何の 

樂か是 にしかん や。 人の 代官 をせ じと 思へ 

るか。 二子の 心此 二の なる へし 問、 

US 一大 は 至大な り。 如何して か 山中に 包み 

たく はふる や 曰、 道 は 天よりも 大 なり。 

人の 身の 中に おさめ かくす は 又 山 天の 象な 


=1 六 二 


學友 問、 進て S を かくさす と 侍れ 


は、 其 心に 利欲た になく は、 鱧備ら すと も 

貴人に 說 へき 事なる か 曰、 或は 男 下に 

して 女 上な り。 男 上に 女 下にして こそ 男女 

尊卑の 疆儀も 正し かるへ きに、 卑 違て 取 

女吉と 云へ る は、 男の 女に 下る は 陽の 陰に 

先た つの 義 なり。 親迎の 道理 也。 君の 先た 

つて 賢に くた る 時 は 天下 治り、 男 先た つて 

夫婦 和す。 緊人は 下に ありと いへ とも、 臣 

より 先た つて 道 を 以て 上に 得らる へ き義な 

し。 女 は 男に 隨ふ ものと いへ とも、 男の 趙 


あまねく 及ぼさん がた めた J 


儀 をな して 求 さるに は、 往て從 ふの 道な し。 

或はい また 夫婦と ならさる の 初な り。 故に 

男 下女 上な り。 恒 はすて に 夫婦と なりた 

り。 故に 男 上に して 女 T なり。 古 は 天子と 

い へ とも 賢 士を賓 とす。 賓の初 は 君 先た つ 

て 禮を以 これ を 招く  。いまた 臣 とせ さる 也。 

その i を 見て 天位 を 共に し 給 ひ、 士も又 

共に 天 祿を受 る 時 は、 君臣と なる 也。 易の 

卦爻五 を 君の 位と して 五の 上に 九 六 を 置 

は、 賢 士を賓 とする の 象な り。 蠱の上 九-一 

曰ク、 不， 事へ 一王 侯 一一 一高；^ 尙 -ース 其， 事 r 觀ノ六 

四-一 云ク、 觀； -國ノ 之 光 7 利ァ： 用 ルは賓 ルー ー于 

王-一一。 古 者 賢 德の人 あれ は 人君 これ を賓と 

し 敬し 給 ふ。 ゆへ に 土の 王朝に 仕 進す る を 

賓と 云と いへ り。 如此 ならされ は、 共に な 

す to あるに たらす 

g 心 友 間、 遯， 九 五-云 ク、 嘉 遯ス貞 J 口 

なりと。 九 五 は 君の 位 也。 逛は 君のと にあ 

集 義和害 卷第九 
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義論之 七 

^ 一  心 友 問、 古人 あまた 聖人の 德を 形容す 。其 中 一人の 聖人 を *5 がき 出し 

て 親切なる は いづれ ぞゃ 云、 書 經に帝 堯の德 を 記して 云、 欽 —明文— 思 

安-々 ナ ，o 允- 恭ク 克ク讓 レ"。 光 I,- 被シ 四-表 一-格， r 于 上下 一と。 如， 此 親，. 切に し 

て 着 明なる は あら じ。 欽は 本体 固有の 敬な り。 無心 自然にして 存 せり。 維 

天， 之 _ 命お 渗 トメ 不レ已 とい ふ ものな り。 深遠に してやまざる.^ の は 常に 虔- 

靈下 —昧 也。 故に 欽 明と い ふ。 文 思 は あや あるお も ひなり。 心の 宫の 思の み 

にて、 聞 思 雜慮不 常 往来の 妄 なし。 思 ふべき 道理 ある 事に のみ 覺 照して、 不 

時の S わ i なき 故に、 思 ふといへ ども 自然な り。 故に 文 思と いふ。 安 * は 應- 

事 接— 物 起-居 動- 靜從容 として 天-則に あたる、 自 —然に 出て 無事 也。 篤，， 恭 

にして 天下 平 か 也。 易簡 にして 天地の 理得 たる 者な り。 允 は 信 也。 恭儉に 

して を ごり たかぶる 事な き は、 天地人 三 極の 至德 也。 天 は 高遠 なれ ども、 
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らす。 如何 曰、 大舜は 天下 を 有て とも 

與ら す。 これ 遞の 至れるな り。 問、 好遞ス 

君子" 吉す 小人" 否と は 何とい ふ CJ そや 

云、 君子 は義を 見て 遮る、 義の 避る へき 時 

は 好 遮す。 伯 夷 兄弟 國を讓 て 海に 遞れ、 又 

君臣の 義を 行て 首 陽に 飢 たる 類 也。 小人 は 

世間む つかしき とて、 便利に よって 遯を好 

み、 或は 仁愛の 心う すく、 人 を 非に 見、 己 

に 優して 遯を 好む も あり。 是を 以て 小人 は 

否な り 間、 f:?! 不行、 天下 乱世なら は、 

何國 にか 遯去 へき や 云、 知 をく らまし、 

德を 隠し、 凡人の 業 をな して、 市井の 中に 

遞去 あり。 これ も 又 遞尾災 なきものな るへ 

し。 晋の淵 明 は 酒に 隱れ たりと いへ り。 « 

は 酒に 溺れず、 只 一 生 外見 を 酒の みの 用に 

た. 1 ずと なりて 終れり。 遯る X 所な くして 

のがる  >- もの は、 多く は 貧賤 を かくれ 家と 

す 


三 六 四 

其氣 くだりて 万物 を 造化す 0 日月 は 高 明 なれ ども、 下 土 を 照して 淸濁 を. K 

らばす。 犬-山 高- 峻 なれ ども 山 澤氣を 通じ、 潤澤 下にく だる。 聖人 富貴に 

して 諸 民 を 子と す。 帝堯 の恩澤 天下に あまねくして、 恨み 憤 る 者 まれなる 

故に， 諫鈹を かけて 民- 庶 のい きど ほり を 直に 聞し めされし は、 下す 近き 

の 至な り。 俗にげ すち かきとい ひて、 人の ほむる も、 恭の 一端な り。 又恭 

に は恭儉 とて 自然に 儉の 道理 あり。 道德 仁義に 富有に して、 天理の 眞樂ゅ 

たかなれば、 世間の 願は少 もな し。 事物 求めなければ をの づ から 質素な り。 

心 有ての 儉約 はい やしき 所 あ り0 無欲 仁 厚より 無心に して 儉 なる は、 殊勝 

に淸 白なる 者な り。 四方の 物 を 帝土へ あつめ ざれば、 天下 ゆたかに して 帝 

土 長久なる ものな り。 これ を 財 散す る 時 は 民 あつまる とい ふなり。 克 譲と 

は 帝堯の 御心虔 明に して 一 物なければ、 百官の 諫言 天下の 善 言 をう けいれ 

給 ひて、 其 中庸の 至 理に叶 ひ、 時變に 達し、 人情に 近き もの を えらび 用 ひ 

袷へ り。 天下の 人 帝 堯の聖 知 を 忘れて 善 言 を 奉れり。 故に 四海の 人情 续さ 

す 知 袷 ひて、 其 命令よ く 可に あたれり。 みづ から 聖知を 以て 先達た ま はす、 

天下の 人の 天質の 美 を！^ さ しめらる、 は 謙 讓の至 也。 己 を 捨て 人に したが 


g 心 友 問、 古人の 語に、 謀" ト從； キ 1 衆- 

則 合 天心 一一と いへ り。 世俗の 心 は. 流 俗の 

弊 後 来の 習 多し。 これに 從ては 天心に 合へ， 

しと もお ほえす。 曰、 衆の 從ふ 所の もの は、 

必 す至當 あり、 謀と いふ 時 はわけ もな き 流 

俗の 習に した かふに あらさる tj 明 也 

g 朋友 間、 仁者 は 必す勇 あり。 勇者 は必 

しも 仁 あらす ときく。  * に 勇武の 譽 ありて 

不仁なる 者 あり。 北狄の 弓馬 を 得て 死 をお 

それさる も 人なら さる 所 多 か， t し。 又 仁愛 

にして 勇な き 人 あり。 必勇 ありと きく 時 は 

疑な きと あた はす 曰、 驕奢なる 者 は 仁 

心 仁 聞 ありて、 憶病に もな けれと も 終に は 

不仁に 流れ やすし。 且勇を も 失 ふ 者 あり。 

それ 日本 は仁國 なり。 故に 古より 勇者 多 

し。 日本の 弓矢 神と あかめ 奉る 八？ I は應 

神 天皇 也。 此 御代に は 天子の 御身 近き 臣ほ 

と 武勇す くれたり。 然るに その 君臣の 子孫 

集 義和害 卷第九 


はんと 思 ふ 心 はな けれども、 心虚 にして 一 是を 有せす。 明に して 人 を 知、 人 

の 才知の 得た る 所 をの こさす。 天下の 事 を 天下の 人に なさし め 袷へ り。 帝 

堯の 天下の 人の 才知に 主師 たる 所 は 人 不知 也。 終に 天下 を も 子に 傳へ すし 

て、 賢に ゆ づり給 ふは邏 讓の大 なる もの 也。 帝堯 一 人の 奇特に あらす * 理 

の當然 なり。 しかれ 共 此理の 當然を 行 ふ KJ 至德 にあら ざれば 行 ひがたし。 

光 n 被ス 四-表 一-と は 天の 覆と ころ、 地の 載と ころ、 日月の 照す 所、 霜 露の 隊 

る 所、 舟 車の 至る ところ、 人力の 通す る 所、 凡血氣 ある もの は 尊 親せ すと 

いふと なし。 聲名中 國に洋 溢して 施て 蠻 箱に 及び、 數 千歳の 末の世に 至り、 

日本の 遠方の 者まで も 心に したが ふ K1 あり。 格 n 于上下 一一 は 天地の 化育 を 助 

て、 陰陽の 氣 至-和 至— 順なる 故に、 風雨 民の 願に したが ひ、 時に 雨ふり、 

時に 風 ふき 枝 をなら さす、 壤を ながさす。 鳥 獸魚虫 草木まで も 其澤を かう 

ぶりて、 其 生 をと ぐる をい ふ。 帝堯 六尺の 身、 方寸の 神舍 如？ 斯ノの 廣大に 

至れり。 神明 不測の 妙 天下 古今 これにし くもの あらん や 

0 一  心 友 問、 易經に をいて 程 子 は理を 主として » をし、 朱 子 は ト笼を 主と 

して 本義 をせ り。 陽 明 子 云、 卜筮 は是理 也。 理も叉 是卜笼 也。 卜筮 は 疑 を 
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たりし 歴々 も 武勇 衰 へて、 事 あれ は 地下に 

仰 付ら れぬ。 故に 平淸盛 受領の 五位より 武 

功 を 以て 進み、 大相國 に 至り、 終に 天下の 

權威を 取たり。 如 此武偏 勝れた る 平氏 も 溢 

に廿 年の 間に 武勇 衰て、 木 曾 義仲源 義經に 

たやすく 亡され たり。 源氏 關 東より 起て 上 

方の 平氏 を 討 亡して より 後 は、 北條 家に い 

たるまて 關東 武者 は 剛強に して、 上方 者 は 

柔 かなる 樣に s り輕 しめたれ とも、 楠 正 成 

は 上方の 柔 なる 中より 出て， しかも 小勢な 

れ とも 關 東の 大勢 を 挫き、 世人 皆 鬼神の 樣 

にいへ り。 然れは 王 代 武家 始終 人の か はり 

あるに あらす。 東西 强弱違 ふに あらす。 其 

始は 質素の 風 ありて 人民 を 愛しつ る 故に、 

武勇の 譽 あり。 これ 仁者 は 必す勇 あるに あ 

らす や。 其 終 は 奢て 用たら され は、 人民 を 

愛する と あた はす。 後々 は 習と 成て 民 を は 

愛する 者と も 思 はす。 一向 資せた け、 しほ 


一一 一六 六 

決し 吾心 を 神明に する WJ を 求るな りと。 ま MJ に發 明な りと いへ ども、 いま 

だ 心よ く 落着せ す 云、 易に 無 卜の ト、 無 筮の筮 あり。 卜笼を 用る は 末 

也。 禮樂に 玉 帛鐘鈹 の 有が ごとし。 故に ト笼を 主として いへば 卜筮に あら 

すと いふ Ki なし。 理を 主として いへば、 天下の 理易 にもれ たる となし。 初- 

九" 潜— 龍ナ， 勿 ^ 用 *i 君-子 潜-龍の 時に 當て は、 よく 其 才知 を かくして ひと 

り 其 身 をよ くし、 德を養 ふべ し。 如此 するとき は吉 なり。 これに 反する 時 

は 凶な り。 これ 卜筮 を 不用して 占 明かな り。 他 皆 これにな らふべ し。 無筮 

の筑 にあら す や。 理を 以て 占ひ考 るに、 た^ふ 事な き u は筮を 用る に 及ば 

す。 た おのうた が はしき と、 時の 變に 至て は常理 のい まだ あら はれざる 

事 あり。 こ、 に をいて 卜筮 を 用て 天に 問な り。 これ 又 理也。 神明 は 不測な 

れ ども、 神明 理 にたが ふこと なし。 故に 理の 必然なる 事に は 卜筮 を 不用 

M 一  心 友 問、 陽 明 子 云、 目に 体な し。 万物の 色 を 以て 体と す。 耳に 体な し。 

万物の 聲を 以て 体と す。 真に 体な し。 万物の 臭 を 以て 休と す。 口に 体な し。 

万物の 味 を 以て 体と す。 心に 体な し。 天地万物 感應の 是非 を 以て 体と すと 

はいかん 云、 しかり。 此理 明白 也。 唯 心 はさ を 体と す。 故に 天地万物 


りと る ものな りと おもへ り。 奢り や はら か 

になり、 武勇 を 失て 滅 さる、 に 至て は 手間 

も いらす 問、 義經正 成 軍法い つれ か 勝 

り 侍る や 云、 正 成 も 義經に 習と いへ 

り。 是心を 義經に 取て、 時處 位に 應 せし 人 

也 U 楠の 時と 今と は 世 中の 時勢 大 にか はれ 

り。 正 成の 上手 をせ し 跡 を 似せて、 將の器 

量 もな く、 勝負の 利 もしら す は大負 をす へ 

し 問、 甲 州 流 越後 琉信州 流な と --申 侍 

る は 如何 曰、 三 家の 中に て將 のす くれ 

たる は 量 虎 也。 功 者 は 信 州 甲 州に ありと み 

えたり。 然れ とも 近代の 軍法 はせ り 合の手 

行 也。 少事を 知に はよ かるへ し。 義經正 成 

義貞の 後は實 の合戰 はなし。 武道の 衰 へた 

る ゆへ 也 間、 何 を か 今の 時 所 位と せん 

や 云、 將の 器量 ありて 勝負の 利 をし る 

人、 古今の 時 變を考 へて 當る へきと ころな 

り。 兼て いふへ からす 
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に をいて 感應 せす とい ふ MJ なし。 たに 心の みならす。 目 耳鼻 口 も 同じ。 目 

に 色な き は 空な り。 故によ く 五色 を 明らかにす。 耳に 聲 なき は 空な り。 故 

によく 五 音の 〔02-4 に W 本〕 きく。 鼻に 臭な き は 空な り。 故によ く好惡 をし 

る。 口に 味なき は签 也。 故によ く 五味 を わかつ。 これ 皆 心の 签錢を 目 耳鼻 

口に ひらく ものな り。 心 は 生々 の理を 以て 神と す。 日と して 生せ すと 云 MJ 

困 申 里  . 

なし。 是を 性と いふ。 性 は 心の 本然 也 

一巧 一 學友 問、 老子 慈謙儉 を三寶 とす。 其 意い かむ 云、 慈 は 仁の 實也。 

人 を 愛すれば 人 も 亦 己 を 愛す。 人の 悅ぶ心 を あつめて、 親 を 敬 ひ 子 を 愛す。 

和氣 身に みちて いのちな がし。 善 をよ みして 惡 をに くます。 至 公 無我に し 

て 心 ひろく 体 ゆるやかな り。 天地万物 皆 己が 有な り。 太虔を 心と すれば な 

り。 人の 貧賤 も 己が 貧賤の どし。 故に 義に當 て 財 をお します、 人の 富貴 も 

己が 富貴の ごとし。 故に 富貴の 人の 德 ありて 士を敎 へ、 民 を 安す る は 己が 

子の よく 家 を 保て、 己が 子 を 養 ふが どし。 不德 にして 士を 不敎、 民 を 不安 は、 

己が 子の 不明なる がごと し。 耳に 聞 目に 見るべし。 口に そしる ベから す。 

敎べ くして 敎る MJ あた はざる は 命 也。 謙は虔 明の 德 なり。 心 一 物な き 故に 
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% 朋友 間 >  君子 は大受 すへ くして 小受す 
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へからす と は 何 そや 曰、 大体に した か 

ふ もの を 大人と し、 小^に した かふ もの を 

小 入と す。 君子 は 大人 也。 天下 國 f あり 

て德を续^^は用らる へ し。 國家 天下 道な く 

て^ 物の 末によ る 時 は 用ら るへから す，.^ 才 

にも 又 大小 あり。 小 nl の 網 をく- -る 小魚 は 

盆 山の 水に «~ へし。 ii 魚 は 出 泉 Q 池に 放へ 

し。 吞 舟の 大魚は 大海の 不測に 遊へ し。 鲤 

魚 を 盆 中に 入 時 は、 躍て 座中に 水 を こ ほし、 

魚 もまた 生を遂 す。 吞 舟の 魚 を 池に 放 は 却 

て嶁竊 の爲に 制せら るへ し。 故に 廣才の 人 

には^ 家の 大難 を はら はしむ へし。 天下の 

大 m を 解 治しむ へ し。 廣才を 小事に 用る 時 

は 小人の S に妨 けられ、 小才 を 大事に 用る 

時 は、 g 足 を 折の みならす、 乱の はしと も 

成ぬ へし 

^ 心 友 間、 頗 子に 非 鱧視聽 言動 するとな 


三 六 八 

天下の 益 を 来して 爭 ことなし。 明らかな るが 故に 天下の 人み な 己に まされ 

る 所 ある を 見る。 故に ゅづら すと. S ふ MJ なし。 天下の 知 を あつめて 用 をな 

す 人の ために 苦 をに な はす、 常に ゆたか 也。 天下の 谷と なりて 人に 上たら 

ん tj を 欲せす。 しかれ ども 謙 は 尊く して 光り 卑 くして 瑜 ベから す 0 人に く 

だる 者 をば 人 常に 愛敬す。 吉祥 家門に あつまる。 儉は 無欲の 道な り。 足 Hi 

をし る 者 は 富り。 不貪 をた からと する の義 也。 事 を もとめす、 物を備 へす、 

所有に 隨て 心たり ぬ。 物す くな く 事し げから すして 靜 なり。 ま tj に 慈 仁に 

して 五倫 和睦し、 虔明にしてくらか<^^^。 無欲に して 求な くば、 これに 與 

ふるに 天下 を 以てすと も かへ り 見る ベから す。 いはん や 國郡を や。 富 これ 

より 大なる はなし 

^ 一  心 友 問、 贵老老 佛は虔 無 をき はめ 得すとの たまへ り。 彼 は 虔無を 其 道 

としてく はし。 架 學は虔 無を學 とせす。 何 を 以てし かの 給 ふや 云、 我 

心 刖太俊 也。 我心 則 聲臭形 色な し。 万物 無より 生す。 聖學は 無心に して 虔 

無存 せり。 虔 無の 至な り 0 老 佛は虔 無に 心 あり。 故に 眞の虔 無に あらす 0 

心 を 用 ひて 虔無 をい ふ。 故に 其學く はし。 しかれ ども 爲に する 所 あり。 陽 


かれと 敎給 ふ。 章の 心 大体 は 通し 侍れと も 

詳に得 かたし 曰、 仁 は 入 也。 人の 人た 

る 本然 を 得る を 仁と 云。 禮は天 JSS 也。 非禮 

は 人欲の 私な り。 人欲の 私き よく 盡て、 天 

理 流行す る を 非 鱧視聽 言動せ すと 云 

間、 言と 動と は 己より 發 する CJ なれ はさ も 

侍る へし。 視聽は 人より むか ふ もの 也。 惡 

人の 朝に 不立、 惡 人と 不言の はけし き 行な 

くて はまぬ かれ かたから むか 曰、 鹿 を 

逐 もの は 山 をみ ずと いへ り。 山 を 見す して 

はいかて か逐 へき や。 鹿に 心の 專 なれ は、 

見て みさる かとし。 已が心 天理に 專 なれ は 

i を 見聞と いへ とも 不見不 聞か £ し。 堯 

舜は 天下 を 有給 ひても あっかり 給 はす、 况 

や 外より 來る もの を や 

§ 學友 云、 俗に 心學 といへ は替 りたる と 

くお も ひ 侍り、 常の 學に 非す と 云 もの あり。 

文盲なる £ なり。 世に 聞 なれたる 內典外 
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明 子 云、 聖人と いへ ども、 仙 家の 虔 上に 一毫の 實を加 ふる あた はす。 しか 

れ ども 仙 家の 虔は 養生の 上より 来れり。 佛 家の 無上に 一 毫の有 を 加 ふると 

あた はす。 しかれ ども 佛 家の 無 は 生死の 苦 海 を 出 離す るの 上より 來れ りと。 

吿 子が 不動心 も 又 似たり。 心 を 不動 上より 功夫 を 用る 也。 心の 本 鉢 は原不 

動な り。 なす 所義 にかな はざる 事 あれば 動 もの 也 

n 一  心 友 問、 移 風"^ 易ル 1 俗"^ 無 •  い 善 V 於 樂？リ。 今の 樂を 以て 民俗 風化に 益 あ 

2 

らん KJ 心得が たし 云、 先 民俗 風化の 本た る 道學輿 起し、 上に 賢 君 立 

給 は t -、 今の あやつり など. S ふ もの も、 孝子 忠臣 貞女 等の 故事 をのべ て、 

農工 商家 業の 暇に 及て、 勞役を 休せ しめが てら、 これ をみ る を 得せし め 

ば、 風化に を. S て 益 あるべし。 他の 良心 を感 ぎす る 事 すくなから じ。 糸竹 

の雅樂 の，： ：i き は 道學に 志す 者 か、 又は 上 藤に 生 付た る 人なら では おもむき 

がた し。 道の 行 はる、 事數 年せば、 いやしき 心 奢の 習な ど 去て 漸くお もむ 

くべ し。 道德を 本と して 鱧樂行 はれば、 すたれたる 音律 歌舞の 曲 も 漸を以 

て 興るべし 問、 有 德の君 出世し 給 ひ 道 學の輿 起す るまでの 事 はかた か 

るべ し。 しからす とも 孝子 貞女 忠臣 義士 等の 故事 を 以て 操と し、 能と して 
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典な とい ふ あやまり を 常と おも ふとみ えた 

り" 又 心擊の 心の 字 を 新の 字と おもへ る 者 

も 有と いへ り。 聖人の 學 は心學 なりと もい 

ひ、 新盛德 ともい へ は、 いつれ にても 義理 

はよ く 侍れと も、 あしく いひな し 侍り 

曰、 學 なら は畢 道なら は 道なる へし。 儒道 

とい ひ 心 學 とい ひ、 上に 名 をく はふる は 病 

あり。 道 は 天地神明の 道 也。 太虚 天地 廢日 

本 共に 一貫に して 一 一 あらす。 學は是 を學ふ 

のみな り。 心 を 離れて 學 あるへ き やうな け 

れ とも、 世の 學者 見所 違て、 心 を 外にす る 

もの ある ゆへ に- 心の 字 を 加へ ぬれ は、 道 

理 なきに あらされ とも- 德の衰 へたる が 故 

也 

§ 心 友 間、 獨を ffi; と は 居間な とに ひとり 

休みても、 人前の £ く 作法 正しくす る £ に 

て 侍る や。 一た ひ は 張、 一度 は 弛す は 文武 

の 道と S 侍り。 人前と 獨 居と 同し やうに て 
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民俗の 男女に 見せしめば、 其 本心の 發見を もよ ほし、 善心 を ひらきみ ちび 

くべき か 云、 道な くして これ をな さば 必奢 べし 0 奢て 財を费 さば、 其 

ながれ 皆 民間の 困窮なる べし。 此能 あやつり のために、 妻子 離散し、 田 宅 

を 失 ふ 者 多から む。 心肝 をいた ましめ てこれ をき く £ をい とふべ し。 何の 

風化の 益 か あらむ。 其 上始は 故事 をと ると も 十 年の 前後に は 事 か はり、 風 

俗 を そこな ふやうな る MJ に 成 行べ し。 よからん と 思 ふ 事 も、 本た、 すして 

は 皆 害になる ものな り。 1 向に 善事 もな さで うち をき たるに はおとる 事 也。 

あやつり などの 座の 者 は、 凡俗の 中 にても すぐれて 習 ひあし、。 かやう の 

者の 心氣 風俗 も か はり ゆき 侍らん 時なら では、 故事の 善 も定り 侍ら じ 

問、 禮樂 をした ふ 者 あれ ども、 ふせぎて なさし めざる 人 あり。 其 言に 云、 

絃 ど は 世に 人の しらざる を 以て 其 家の 規模と す。 俗に ひろく 成て は 詮な 

き 事 也と 0 ま HJ に 公家な ど は 世俗の しらざる 風流 ある を 以て，" 人のお も ひ 

なし もこと に 侍り。 糸竹の 樂 せに ひろまり 侍らば、 公家の 御 爲には あしく 

や 侍らん 云、 樂の 世に ひろくなる KI は 公家の 御爲に はな を 以てよ き 事 

に 侍らん 0 樂を しらざる 人の 耳に は、 樂も能 拍子 も、 つくし 琴 も 同じ 乙と 


は、 甚究 屈に して かた かるへ し 云， 

人前に は 人前の 則 あり。 獨 居に は獨 居の 則 

あり。 何 そ 事 を 一に せんや。 其 上 獨を愼 知 

を愼 むの 心 也。 古 は 文法 0^ 簡 なり。 一 字 を 

以て 二字の 心 を 兼た る 例 多し。 中と 云て 庸 

その 中に あり。 獨と 云て 知 その 中に あり。 

獨 しる 所 は 人前 獨 居の へ たてな し。 人前と 

い へ とも 吾心の 獨思ふ 事 は 人 更にし る とな 

し。 吾心の 獨知所 を 慎む 時 は 外の 究 屈なる 

となし。 思 無 邪 1 無自欺 誠意、 これ 皆慎獨 

の義 なり。 心 上に 一念 發 すれ は、 善 も必自 

知、 悪 も 必自知 は 知な り。 知 は 心の 神明に 

して 本善惡 なし。 故によ く 善悪 を 照す。 口 

に 五味な くして よく 五味 を辨 へ、 目に 五色 

なくして よく 五色 を 分ち、 耳に 五聲 なくし 

てよ く 五 音を聽 かとし。 この ゆへ に 獨知を 

以て 主人 <ム として これ を愼 むは i 性の 義 

也。 夫 思 は 心の 官 なり。 然れ とも 天理 自然 
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にお もへ り。 其 中 能ば やしつ くし ごとな ど はお もしろ し。 樂は 何のお もし 

ろげ もな し。 少し 學び てこ そこと なる もの i ね も 聞へ 侍れ。 たと へ 世俗 達 

者に 琵琶 琴 を しらべ 侍れ ども、 爪 昔の けだかき 所、 公家に は 及び 侍らす。 

物 かきたる も 手 はわろ けれど、 公家の 手跡 はい やしから す。 能筆 にても 平 

人の 手跡 はけ だかき 所な し。 世. 天の ゆるせる 位 ありて、 居は氣 をう つす 

の 道理 也。 しかれば 樂び廣 く 成て、 始て 公家の 公家た る 位 もしり 侍ぬべし。 

しからざる 人 はた 5^ いらざる 物ながら、 そな へ 物と ならでは 思 はす。 其 上 

何程す、 めな さしむ る 共、 ひろく は 成 侍ら じ。 至 理の寓 する 物に て あはき 

聲 なれば、 俗と をき もの 也。 つくし ごと、 さみせん、 能 拍子な どのお もし 

ろき をす て、、 思 ひっかれ ぬ樂を 好む 人 は 百 千 人に  一 二人 也。 異なる 志 あ 

る 人なら では 好ます 

m 一  心 友 問、 いかなる をか是 中和と せん 云、 いひが たし。 過不及 を 知 

ところ 今日の 中和 也。 。中和 を 致して 天地 位し、 万物 育す とい ふ もの は德 


の 至り 也 

^ 一  心 友 問、 天地万物の 始終 十二 万歳の 數何を 以て かこれ をし る や 
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の 心より 出た る 思なら すして、 人欲の 私に 

依て 發 する 思 は 邪 也。 此兩 端を獨 知に Ei; し 

て 私欲の 思な きを 無 邪と 云。 これ 又 惯獨の 

S 獨知を 慎て 不自欺 時 は 意 誠な り。 如 

此 なる 時 は 心 廣体胖 也。 浩然の 氣 天地の 間 

に 塞る、 万物 皆 我 身に 備れ り。 天地 太虚 己 

にあら すと いふと なし 

n 心 友 道の 行 はれん と を顕ふ 云、 吾 

2 

子馬 を 失 はんか、 陵の 初九ュ 云ク、 喪 W 馬ラ 

勿，〕 逐コ ト自復 滅乂 T 無い 袼と、 夫 そむ 

いて 道行 はれさる 時、 下位に 居る 者 身に 道 

學 ありても、 世に 學を 起し 道 を 行 はんと 欲 

する 時 は、 遠く 往む とする 者の 馬 を 失 ふか 

CJ し。 觀て獨 其 身 をよ くす る 時 は 害 ある 處 

なし。 遠く 往 むと 欲する の 思 を やむ る 時 

は、 馬を逐 求され とも 馬み つから 歸た るか 

£ し。 此 時に 當 ては惡 人と いふと も 避へ か 

らす。 形 同して 心 異なる へきの み。 小人 を 
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一 窨夜則 十二 万歳に 配す。 陽 明 子 云、 夜氣淸 明の 時視 ことなく 聞, AJ なく， 

思 ふ MJ なく 作 ことなく、 淡然平 懐なる は 則 是伏镶 氏の 世界な り。 平 旦の時 

神 清く 氣朗 にして 雍. <穆 々たり。 則 是堯舜 の 世界 也。 日中 以前 禮儀 交會氣 

象秩然 たる は則是 三代の 世界 也。 日中 以後 神氣 漸く 昏く往 來雜擾 する は 則 

是 春秋 戰國の 世界、 漸 々昏 夜に して 万物 寝息し、 景 象寂篸 たる は 則 是人消 

し 物盡る 世界、 畢者 良知 を 得て 氣 のために 乱されす ば、 常に 犧皇已 上の 人 

とならん と、 S 夜の 道に 通じて 死生 をし り、 死生に 通じて 天地の 有無 を 知 

べし。 有形の もの 何ぞ 常なる べき。 我 無に 歸 する 所 則 天地の 終 也 

lob 一  心 友 問、 聖賢 君子 は 犬に 人に 異なり。 しかる を 其 世に 人知ざる …ある 
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は 何ぞゃ 云、 君子 は 富士山の 如くな らんと おもへ るか。 富士 高し とい 

へど も 平地に しかす。 万 山 を 載て 重し とせす。 河 海 をお さめて もらさす。 

廣 厚の 德 ありと い へど も、 平地 何の 見べき £ か あらん。 世 中 少し 學知有 者、 

大に 衆に 異なる が 如くなる は 庭前 築山の ごとし。 其す こしきなる £ をし る 

べし 

S 1 心 友 云、 人 死して 其 神 天に 歸す といへ り。 何の 精神 か 一物と 成て 天に 
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兑 しらすして 心 を 合する 時 は、 終 に 必 すそ 

むく 者な り 。初より 異なら は 何 そ 陵 へ き や。 

道 を學ふ もの は 心お となし かるへ し。 我よ 

り 人 を さけ は 人 何そ臉 かさる へき。 人 は 人 

と 交へ し。 小人と いふと もさくへ からす 。又 

今の 時 道行 はれす、 學 者と 世間と そむける 

£ は 世間の 罪に あらす。 世に 道 學の名 あら 

はれ、 道を學 ふとい ふ 人 はしく あれと も、 

世に を ゐて益 ある 事 は 見えす、 か へ りて 害 

ある 事 は 見えたり。 害の はしい また 多し。 

道學 いよ/ \ 世 にう とまるへ し。 道の 行 は 

る へ からさる 侖也。 害 をな す 者 は 心の ま \ 

に 動て、 害 をと- -む へき 者 は 其 害 をな す 者 

の 罪 を かう ふりて、 動と あた はす。 世人 其 

本 を 不知。 これ も 又 時の 勢 也。 世人の 罪に 

あらす。 世に 道 學の名 あら はれて 世に 犬に 

助 ある 事 一 あり。 むかしの ま \ なら は あや 

うかる へし。 しかれと も此義 吾人の 口より 

集義 和書 卷第九 


歸 すべき。 魂氣游 散し 魄体蟬 ^のどし。 空々 寂. <  たり。 た 此 空の み本來 

の 常体なら す や 云、 しかり。 世人 形体の 上より 見 を 立る が 故に、 生死 

を 以て 二に す。 この 故に 天に 歸す るの 說 あり。 吾本 不來、 天と 吾と 一也。 何 

の歸 するとい ふ… かおらむ。 吾心の 靈明則 天地の 万物 を 造化す る 主宰 也。 

則 鬼神の 吉凶 災祥 をな す精靈 也。 天地 鬼神の 精靈 主宰な くば、 吾心の 靈明 

もなからん。 吾心の 靈明 なくば、 天地 鬼神の 靈所 もなからん。 今 死体の 人 

は 精靈游 散す。 死体の 者の 天地万物 いづれ の 所に か ある や。 故に 君子 大を 

かたれば 天下よ く 載 ことなく、 小 を かたれば 天下よ く 破るな し 

^ 一 、じ 友 問、 朱 子 道心 常に 一 身の 主と 成て、 人心 毎に 命 をき くと い へ る を、 

曰 1^ 明 子 一 一心 也と. S へり。 程 子の 人心 は 人欲 也。 道心 は 天理 也と い へ る を 引 

て 云、 天理 人欲 並立す、 何ぞ 天理 主と 成て 人欲の 命 をき くと いふ J か あら 

むと。 程 子 朱 子 王子 いづれ も 賢者な り。 他の 文義に をいて はみ る 所 か はり 

有 共、 人心 道 心 天理 人欲の 所-に 如 此のた が ひ は ある まじき 事なら す や 

云、 尤、. ：：- は 一也。 人、.： a の 正 を 得 もの は 則 道心な り、 二 あるに あらす。 じ 

て 語 を 解と 古人の 意 をむ かへ て 見す して、 言語 文章の み を 以てする 時 は、 
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出す へからす 。いふへ き 事 なれと も、 いは > - 

SW にく かるへ し。 是又 人情 を 知と こ >C 也 

問、 これ 人 しらすして 世に 功 ある は陰德 

なり。 此 陽報 は 後世 必す 道行 はる へ きか 

云、 德と 害と いつれ か 多少な らん。 此後 

の 事 知 へ からす 問、 形 同し からむ も異 

ならむ も 終に 見 もせぬ 人の g 知の 人 をに く 

みそむ く は 何 そや 云、 是 人情の かくな 

り ゆく 勢 あり。 S 知の きこえ ある 人 をに く 

む 者 は SI にあら す。 必 すみつから 才知 あ 

り、 强 なり、 爭心 あり。 故に 己に した か 

ふ もの を 好して、 まされる をに くむ 心 あり。 

睽ノ上 九に 云、 暖-プ 孤 ナリ。 見 一  1 豕ノ負 n 塗" 

載 マ， 鬼， 一車 一。 先 "張 n 之" 弧 r 後 _ ス說； 1 

之 力 so 非^ 一- 婚購ス 。往， 遇け 雨-一則 吉 ナサ。 

曰 上 九 ハ^の 時に 當て 上に 立り。 強剛に し 

てみ つからよ しとす。 賢 知の 助な き は そむ 

いて ひとり 也 C 我 知に 自滿 して ® に 降らさ 
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古人の 苦心 かくれて 見えざる 故に、 非 を あぐる £ あり。 今 愚 朱 子の 意 をむ 

かへ て 見に、 人心 道心 二 ありと する に は あらす。 道心 一身の 主と 成て 人心 

命 をき くと いへ る もの は、 しばらく たと へ を とれるな り。 故に 云、 心の 虔 

靈知覺 は 一 のみと。 性 命の 正に 本 づきて 天理の 上より 知覺 する 時 はこれ を 

道心と 云。 形氣の 末により て知覺 する 時 はこれ を 人心と 云。 尤 人心 を 人欲 

と 見 も 所に よりての 文勢 也。 堯舜 傳受の 人心 道心 は 天理 人欲 を さしての 給 

ふに あらす。 人欲 なれば 危と いふまで もな く 惡也。 危 とい へ る もの は 今 あ 

しきに は あら ざれ ども、 あしくな るべき 勢 をい ふなり。 人心 は此 形の 有 間、 

形に つきて 知覺 運動す る もの を さして 云な り。 寒暑 をし り飮食 男女 を 知 所 

也。 これ を 人欲と 見 は 異學に 似たり。 人欲に は あらす。 義理の 上より 知覺 

して 塞 を ふせぐべき 理に 叶て ふせぎ、 暑 を さくべき 理に隨 てす M しくし、 

飮 食すべき 理 ある 物 を 飲食し、 男女 も禮 あり 理 ありて 相 親む。 これみ な 道 

也。 何ぞ 人心 を 人欲と せん。 寒暑 其 分に こえて 溫凉を 求め、 飮食 己に 得 ざ 

る 物を飮 食し、 男女 禮を またす、 理に不 叶して 相 交 は 人欲の 私な り。 此形 

ある 聞 は 形に 付た る 生 欲 あり。 此生 欲の 好む 所 は K にして 虚 ならす。 求め 


るの みならす、 i のき こえ ある 者 あれ は、 

己 を そしる ものな り。 志た がふとの みおも 

ひて 忌惡む 豕 のけから はしき かし かも 

泥 を 身に 蒙りた る を 見る CJ く、 阻て Si る 也 一 

上に 立 人 gli 知 をに くむと しる 時 は、 小人 こ 

れにカ を 得て 樣 々 虚說を いひ 讒を いる、 も 

の 也" 鬼 を 1 車に 载 ると は 無と を 有と する 

也。 惡む 心より は 入の 無 こと をい ふ を も あ 

ると k おもへ る 也。 然共本 善人 なれ は實の 

敵に も あらす。 正しき 人 なれ は 悪む へきと 

もな し。 ， 先 に は 弓 を 張て 射む と 思 ふ ほと 怒 

しかと も， 後に は 弓 を 弛して や はらくな り。 

1 交て 和す る 時 は 雨と なる、 婚媾 の理な 

り。 物 極れ はかなら す變 する は 常の 理也。 

そむく と 極れ は 反て 和す る 時 あり。 君子た 

る 入 一 旦の 災難に よらす して、 正理を 守て 

時 を 待へ しと 也。 又惡 まる、 人 かなら すし 

も 君子に 非す。 悪む 人必 しも 小人に あらさ 
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に應 する 物 も 又 形 色 あり。 物 あれば 則 あり。 故に 此生 欲の 節に 中るべき 精 

靈の 照し は 微妙に して 聲色 なし。 精 一 の 工夫 をろ そか なれば 存じが たし。 

精と いふ は 心 を 神明に して 相 火た かぶらす。 氣 にごらす。 淸淨の 眞樂存 す。 

故に 形氣の 欲に ながれす。 一は ー團の 天理の みに して 形 を ふむ もの 也。 二 

心なく 二道な し。 陽 明子當 世の 學 者の 心理 を 二に して、 外に向^^ルの病を 

i すに 急 なれば、 朱 子の 苦心 を 察し 意 をむ か へ て 解に いとまな く、 時の 弊に 

よりて. S へ る 成べ し。 又 程 子の 人心 を 人欲と い へる は 生 欲の 心なる ベ し。 

かろく 見て 可也 

M 一  心 友 問、 陽 明 子 云、 唐 虞 以上の 治 は 後世 復 すべから す。 三代 以下の 治 

は 後世 法と るべ からす。 惟三 代の 治 可 行。 しかれ ども 世の 三代 をい ふ 者， 

其 本 を 明に せチ して、 其 末 を 事と す。 叉復 すべから すと。 三代の 法 今の 時 

に 叶 侍る や 云、 万世 師 とすべく、 他方 法るべき は 堯舜の 治 也。 禮 いま 

だ備ら すと いへ ども、 渾 然として 存ぜ り。 篤恭 にして 天下 平な り。 易簡の 

善 至德に 配し、 中和 を 致して 天地 位し、 万物 育す るの 至 也。 子 思 云、 仲 尼 

堯舜を 祖述し、 文武 を 憲章す。 孟子 云、 堯 舜を師 として あやまてる 者 は あ 
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れ とも、 情の そむく 所より はなれ もて ゆき 

て， そむく もの、 所に は そむく 者の 言聚る 

者な り。 虚說 造言 共に なき 事 を 以て ある こ 

と V いふ 也. - 鬼 は 形な けれ は 車に のす へ か 

らす。 しかる をのす ると 云 か £ し。 昔 物語 

又は 今 もよ その CU に は 說 のこと くにて、 

人 を まと はす 虚說設 言 を 信す ましき と を 

も、 人 ことにさ とれと も * 身の上に 取て は 

辨 かたき ものな り。 孔門の 曾 子 は 大賢 也。 

又國 中に 同名の 者 ありて 人 を 殺せり。 名の 

同し きか 爲に あやまりて、 曾 参 人 を 殺せり 

と吿る もの あり。 賢 子 曾參の 母、 杼を 織け 

るか， 少も不 驚して はた を をる と 常の こと 

し。 又來 てお る 人 あれと も 信せ す。 又 来て 

吿る もの あり。 其 時母杼 をな け 捨て 走れ 

り。 夫 曾 子の S と、 其 母の 信と を 以てた に、 

三た びに 及 時 はかくの ことし。 聖賢の 知に 

あらされ はや I を 信せ すと いふと なし。 しか 


=1 七 六 

ら じと、 虞 三代 共に 其 本 を 明かに する 時 は 一 也。 其 末 を 事と する 時 はみ 

な復 すべから す。 三代 以下 は 道行れ ざれば いふに たらす。 世の 三代 をい ふ 

もの 多く は 周の 博 文の 末 を 事と せり。 夏 商 を まじへ、 時に 應 する を とれる 

者 すくなし。 孔子， 云、 夏の 時 を 行へ、 殷の 格に のれ。 周 の^を 服せ よ、 

ザク  セ ゥブ 

樂は 則韶舞 をせ よ。 これ 孔子の 堯舜 三代の 法の 其 時に 行 ふべ きもの を 取 給 

ふ 意な り。 聖人の 法 は 春夏秋冬の 時に よりて、 衣服 飮食 動作の 異なる がご 

とし。 久 ければ 弊 あり。 故に 時に 因て 报益 すべし。 叉 曰、 麻 菟は禮 也 0 今 

純は儉 せり。 吾 は 衆に 從と。 緇布冠 は 三十 升の 布 を 用る と 禮の法 也と い へ 

ども、 今の 人の 手に なりが たし。 故に 世人 これ を 省 約す 0 孔子 もした が ひ 

給 ふ 也。 三代の 禮 といへ ども、 今の 世の 人情 時勢 氣 力に 叶が たきもの は 用 

ベから す。 万々 歳と いへ 共 日本の 他方と いふと も、 祖述して 師 とすべき は 

唐 虞の 治 也。 孔子 Jlr 無爲 にして 治る もの は其舜 か。 黄 帝堯舜 衣裳 を垂 


て 天下 治 問、 陽 明 子 云、 行 ふに 太古の 俗 を 以てせん と 欲する は 老佛の 

畢術 也と。 ま KJ に 反， 朴-ー 還 V 淳-- こと は 万事 を 放 下せす ば 叶べ からす。 專-， 

無爲を 事と する は 三 王の 時に 因て 治 を 致が 如なる K- 不能 云、 無爲 にも 


るに 聖賢 は讒の 入へ き 事 を 恐れ 給 ひて、 讒 

者 を 近付た ま はす。 凡人 は 吾 知に 自慢して 

讒 なと はき、 入 まし。 何事 を も かたらせて 

廣く 聞た るかよ きな と、 いひて- 讒者を 近 

付 ぬれ はつ ゐに 善惡を あやまりて、 後世の 

そしり をいた せり。 况 やそむ く 所に そむく 

との 聚るを や 

に 心 友 問、 箕子 周に 臣 たらしと て、 又洪 

2 

範を武 王に 傳 ると は 何 そや 曰、 洪範は 

天の 禹 王に あたへ 給へ る 也。 股の 紂罪究 て 

獨夫 となる ゆへ に、 天 又 天下 をお て武 王に 

あた ふ。 洪 範は聖 主の 天下 を 治る 大法 也。 

天の 天 1^ を あた ふる 人に 傳 へし、 何 そ 私の 

遣 恨 を 以て これ を踐 せんや。 平氏 三種の 神 

器 を 抱きて 海に 入し £ きの 無道 をよ しとい 

はんか。 天下 古今の いたむ 所 也。 箕子 周に 

臣 たらす して 朝鮮に いたる £ は、 周 を 非と 

する にあら す。 殷 の世臣 なれ は、 其 身 一 人 


叉眞 あり。 跡 あり。 時に 因て 治 を 致して 近 者い と はざる は 則無爲 なり。 俄 

に 太古 淳朴の 跡 を かへ し 行 はむ と 欲すと も 得べ からす。 勢 ある 人し ゐ てな 

さば 犬に 害 あるべし。 天下の 大乱 は虚文 勝て 實行袭 るに よるとい へど も. 

事 を 以て 儉約朴 素に かへ さんと する は、 た 其 ま、 の虚 文不實 にして、 す 

て をく に は をと りて、 乱い よ すすむべし。 事の 多少 博 約に か k はらす、 

唯 心の 誠 を 立て、 天下 誠 を 尊びば 太-古 無— 爲淳— 朴の眞 ならむ。 風俗 は漸を 

以て 復 して 害 あるべ からす  , 

j 1 心 友 問、 下學 上達 は 下人-事 を學て 上天： 理に 達すと. S へりい かむ 

云、 しかり。 陽 明 子 云、 敎 へて 學 ベく、 功夫 を 用べき 者 は 皆下學 也。 上達 

は 下學の 裏に ありと。 耳目の 聰明 說 解の 精 微心 思の 功夫 は 人事 也。 此 人事 

の 中より 耳目 言說心 思の 人力に 及べから すして、 自然に 得 者 あり。 K- れ則 

上達の 天理な り。 下學 のっとめ の 誠 あるに よって 至べき 所な り 

一 一 心 友 問、 知行 合 一 といへ ども、 知て 不 行者 多し。 知 Ri は 易く 行？ J は 難 

し。 され は 知行 合一と は. S ひがた からん か 云、 王子 云、 知 は 行の 始な 

り。 行 は 知の 成 也と。 此 說易簡 にして 得たり。 知と いへ ども 行 はざる は始 
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の義を 立るな り 問、 王 訪于箕 子と ある 

時 は、 武王 みっから 屈して、 笑 子に 就て た 

つね 給 ふなり e  子 を 召と も 寞子志 を 屈し 

て 至ら さらん CJ を 知 給へ は 也。 朝鲜に 封し 

て賓 とし 給 ふ も、 臣 たらしの 志を遂 しめ 給 

ふ 也。 これ 實に 忠恕の 道なる か 曰、 し 

かり。 武王箕 子の 志に 隨て違 給 はさる も、 

みっから 其 道 を 伸るな り。 屈する にあら 

す。 平 人より いは i みっから 高 ふるの 私心 

を 屈して、 緊を尊 ふの 天理 を 仲る とやい は 

ん。 箕 子も衝 夫の 奴と なりて 天子に 臣 たら 

す、 天子 を 來すも 天理 を 伸るな り。 武王も 

天子と なりて 獨夫 のとら はれ 人に 趙を 厚く 

し 給 ふ も、 み つからの 天理 をた のしむな り。 

其资は 1 なり 
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あら. f- とい ふ CJ なし。 よく 終 ある、 とすくな しとい へる ものな り。 知 tj 實な 

ら ざるが 故に 成 u なき 也 

1 一 心 友 問、 周 子靜を 主と すと いへ り。 心を存 すれば おの づ から 靜 かなり。 

12 

自然に 未發の 中立が ごとし。 いかむ 云、 靜 によりて 靜を 求る は 氣の靜 

也。 今の 人 氣を定 得て 存心 ぶ もへ る は 未發の 中に あらす。 古人 靜を 主と 

する の 功夫 は、 平生 義に うつり、 理 にしたがって 私な きを 無欲と す。 無欲な 

れば心 自然に 靜 にして 未發 の中存 す。 此未發 の 中 は 動靜を 以て 揀益 なし。 

靜を 好む は 動 をい とふ 心 あり。 理 にした がふ-と 專 ならす。 物にさ へらる、 

は 眞の靜 にあら す。 程 子 定性 を 云、 定は 心の 本体 也。 動靜は 遇と ころの 時 

也。 王子 云、 精-神道- 德 言-動 大方 収 I 歛を 主と す。 發散は 是不， 得， 已也。 

天地万物 みな 然り。 此說 主靜の 功に 益 あり。 人 常に 不得已 して 應 するとき 

は あやまちす くな し。 心無 欲に して 行 無事 也 

心 友 問、 俗 樂眞樂 の 分い かむ 云、 憂苦 を 去て 悅樂を 求る は 樂也。 


ioo 

2 


天地の 理陽 のみに して 陰な きと あた はす。 人生の 境苦樂 たが ひに いたれり。 

苦 を. S とへ ども 去と あた はす。 樂を 求れ ども 得と あた はす。 たまく 樂を 
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義論之 五 

2 心 友 問、 同姓 不娶の 法- いまた 日本に 

2 

をいて 拉 なき CJ なれ は、 いとこより は 俗に 

隨て不 苦と ゆるし 給へ とも、 近年 同姓 をい 

むの 義を 聞傳 て、 其禮を 守る もの 少 々出来 

侍り。 これ ほと まての 謄義 をし ると も又大 

儀 也) 漸く 知た る知覺 をむな しくして、 不 

苦と ゆるし 給 はむ CJ は ほいな き Co 也。 且ぃ 

とこ を ゆるさば 叔母 姪に も をよ ひなん。 そ 

れ より 後 は 禽獸に 近くなる へし。 只此 勢に 

隨ひ、 儒 法と して 堅く 同姓 をい み、 禮義の 

則 を 廣く敎 たき CJ に 侍り 曰、 ま £ にね 

かふ 所 也。 然と も 此禮を 云 もの は、 貴殿な 

としたし み 給 ふ 人 十人廿 人に は 過 へ から 

す。 1^ は 京 家の 格 法の 學者廿 人 舟人に こ ゆ 
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得ても 樂 中に 苦 を 生す。 况ゃ 患難の 来る XJ と 冬の 寒氣 のいた るが どくに し 

ィ ナビ リ 

て、 ふせぐ ベから す。 故に 俗 樂は佛 家に いへ る 水の 泡の 如く、 電 の 影の 

ごとく、 幻の どくに して 其 有無 を定 がた し。 眞樂 は悅樂 憂患 を 以て 二に せ 

す。 憂べ くして 憂と いへ ども、 憂心 中 人欲の まじ はりなければ、 其 樂を改 

めす。 悅 ぶべ くして 悅ぶ といへ ども、 其 喜 心中 人欲の まじ はりなければ 樂 

で淫 せす。 怒るべく してい かると. S へ 共、 火氣の 動なければ 心-体 廓- 然 太- 

公に して 本体の 正を不 失。 たと へば 外人の 相- 爭 t 相-闘 者 を 見が どし。 其 

非道なる は 我心に も 怒る。 いかると いへ ども 我に ぁづ から ざれば 心 不動が 

どし。 病苦と いへ 共、 病の ために 心 体 を くるしめす、 常に 快- 活の 本： 然を 

不レ 失。 此 心の 不動と ころ 則樂 也。 ひとり 死生の 理に をいて 聖學の 徒 大体 

まど ひなし。 晝 夜の 道と ひとしき 理は さとれり。 しかれ 共 其 心 死に あたり 

て は 日 くれて. S ぬると 同じく おも ふ MJ かたし。 こ にいたり て毫髮 もい さ 

ぎょからざる 所 ある は、 全体に をいて. S まだ 融-釋 せざる 所 ある 故 也" さ 

れば いまだ 至樂 にいた る こと あた はす。 世間 死 をよ くす る 者 多し とい へど 

も、 或は 名に より、 或は 學見 により 心 を 起して、 強て 安す るな り。 晝 夜の 
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へからす。 此人 こと はかり 語て、 天下の 数 

しらぬ 世が. S の 人情 を しらす 時勢 をかん か へ 

す。 溢に 相 交る 人 を 以て 天下の 多に あて 

\ 時 至り 勢よ しとお もへ る は 不知 也。 今 

天下の 人 皆 聖人と 同性 同德 なれと も、 いま 

た 聖人の 學を不 聞。 贵賤 共に 衰世の 俗に 習 

ふこと 百 千歳 也。 何 そ 隨 義 をなら ふに いと 

まあらん や。 古の 聖人 伏義 氏より このかた 

謹て 起り 絵 ふ。 其 間近き あり 遠き あり。 

伏義 より 祌棄に 至 まて 一 莨 七 千 七 百 八十 七 

年、 祌 農より 黄 帝 まて 五 百 十九 年、 货帝有 

熊 氏 在位 百年な り。 是 まて を 三皇と 号す。 

少吴金 天 氏 在位 八十 四 年、 黄 帝の 子な り。 

顒 IS 高 陽 氏 在位 七十 八 年、 黄 帝の 孫な り。 

帝^！ぉ高辛氏少吳の孫なり。 在位 七十 年に し 

て 崩す。 子 1^ 位 をつ いて 不德 なり。 九 年に 

して 廢 せらる。 天下 帝 擎の弟 放 勦 を 尊て 帝 

とす。 此帝堯 なり。 帝 堯陶唐 氏 在位 一 百 歳 


三 八 〇 

道に 通じて 知者 すくなし 

一 65 一  心 友 問、 世 Q 學 者の 云、 人 死して 精神な し。 父母 先祖 を 祭と いへ 共、 

一 2 

共 祭を受 べき 者な し。 た 孝子の 心の 死に 事る £ 生に 事る 如くす るの み 也 

と。 誠に 我人 共に 死して は 何 か あるべき 云、 如此 見て 悟道せば まこと 

に 易き 事 也。 た V 人心の み を 見て 此見 あり。 人心 は 形 氣の心 也。 此形 なけ 

れば此 心なし。 吾人の 本心 は理 也。 理は無^^無-^終。 生生して 不， 息。 m 

sjw 心 也。 君子 は此理 明らかにして 存す。 死生 を 以て 二に せす。 人心 も 天 

理を 以て 動と き は 形 色 共に 天性に して、 形 を ふむ 者 也。 亡びざる 者 は、 常、 に 

i 子 じ、 亡る もの は 今より なし。 生死 を 以て 有無 をい ふ 者 は 道 を 不知な り 

、、 、、、、、、、、、、 

1 〔友 ST 贵 老いに しへ 仕官の 時、 罪人 あれ ども 吟味 もし 給 はす、 殺す 

一 CM 

べき 者 を もた すけ 給へ り。 和に 過た ると 申 者 あり 云、 野 拙 はむかし 風 

にて 當 世の 風に は あ ひ 侍らす。 むかしの 武士 は 人 を 大切に おも ひて、 理屈 

を f はらげ 侍れば、 罪科に 行 ふべき 者 を も、 又よ き 所 ある もの なれば おしみ 

て かくし 置、 我と 悔 さとりて 改めん？ - を 欲せし 也。 世上の 理屈 を 以て は 殺 

すべき 者 なれ ども、 其 身に 成て 見れば こと はり も ありながら、 命 をお しむ 


なり。 帝 舜有虞 氏 在位 四十 八 年な り。 是ま 

て を 五 帝と 號す。 合せて 三百 八十 九 年な 

り。 禹？^ ； I 武を三 王と 號す。 禹 より 湯に 至る 

まて 三十 九 年な り。 湯より 武 王に 至 ま 

て 六 百 四十 四 年 也。 伏義 氏の 初て 起り 給 ひ 

し £ 學ぁ りてい また 禮義 法度な し。 神 農 氏 

B 作り 給 へ とも、 耕作 醫 術の 民 を 養 ふ へ き 

と 多し。 黄 帝の 時、 禮樂の 器 あら はれ 文章 

略 見えたり といへ とも- いまた 期 數の定 な 

し。 五 帝の 時 禮義 法度 大 sl^ ありと いへ と 

も. 簡 にして 行 ひ 易し。 人民の 情！ i さか 

はす。 德化 により 善に 勸て 人の 欲する に隨 

て 制 法 出来ぬ。 夏 商 を歷て 周に 及 ひ、 文明 

の 運 極り 器物 飮食大 に 足、 無事 至りて なす 

へ き £ なし。 こ  >- に をい て 人情 を 溢れし め 

さらむ かために、 禮 義の坊 多く 出 来^期 こ 

まやかに かたし。 皆 時 所 位に 隨て行 ふ もの 

也。 今の 時 器物 多く 人 奢れる £ は 周の 盛 世 
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様なる ゆ へ に、！！ して こと はり を もい はざる 者 有、 其 心 を 察して 助け 侍り。 

今 は 世間 無事なる 故に、 理屈 專 にして 人 を 愛せす。 罪過 を もとめ 出し、 理 

屈 を 以て 穿 せば、 直なる 人 は 多く は 侍ら じ。 世 聞 さはが しく 國家 あやう 

き 時 は、 用に も 立べき 者 をば、 何事 を も 見 ゆるし、 言葉 を や はらげ て賴む 

もの 也、 といへ り。 儀に ひき かへ て はみ ぐるし かるべき 事 をお もへば、 か 

ねて 有事 無事 一 ならん と をね が ひ 侍り 

一 一 心 友 問、 聞 思 雑 慮の 妄念 はらへ 共 跡より 生じて 克 去,^ 成が たし。 いか 

マ  ガウ ブク 

なる 工夫に て か此心 i 魔 を 降伏すべき や 云、 吾子 何のた めに 此 妄念 を 

いと へる や 云、 悟道 を 得て 惑な く、 心樂を 得て 苦な からん u を 欲す 

云、 何ぞゃ 吾子が 悟道と 云 は、 闇夜の 明た るが どく 惡夢 のさめ たるが 如 

くな らんと 思へ るか 云、 しかり 云、 何ぞゃ 吾子が 願へ る心樂 とい 

ふ は、 世間 諸の 苦痛 去て、 心 常に 快樂 ならん と 思へ るか 云、 しかり 

云、 それ 諸の 惑、 諸の 苦 は 皆 私欲より 生す、 吾子 凡 根の 私欲 を秘藏 して、 

私欲より 出る もの を 去と も 終身 功な けん。 佛 者の <fr 生やす からざる が爲に 

後生 を 願が ごとし。 其 心 則 地獄なる さ を 知ざる 也。 貪欲 を 本と して 願 へば 
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の ゆたかなる にも こえつ へし。 然と も 人民 

の 心の 禮義に 習 はさる ^~ は 伏義の 時のと 

し。 伏蔡の 民は稳 義を不 習と いへ とも 質朴 

純 厚に して las うすく 利害な し。 今の 人情 

欲 厚く 利害 深き 其 習 十 百年に あらす、 根 

固く 染 深し。 俄に 世俗の 人情 を 押へ、 急に 

利害 を 妨げ は、 道行る へからす。 今の 世の 

民を敎 ると は、 幼少の 者 を 導か £ し。 童 蒙 

は泰て 神 知の 開く る を 待へ し。 世俗 は學を 

先にして 趨義を 欲する を 待へ し。 三 四 五 歳 

の 童 は義の 端す こし あら はれても の耻 かし 

き 心 あり。 知の 端す こし ひらけて 美 惡をゎ 

か つ 心 あり。 然と も い また 義 不義 を 弁 へ ず 0 

善惡 是非 をし るに は 及 はす。 六 七 八 歳に 及 

て 辭讓の 心 生す。 故に 聖人 八 歳に 至る を 待 

て 小 學に人 給 ふ。 しゅ K こなくて、 其 固有 

と 時と に從ふ 也。 五六 百歲 このかたの 世俗 

は 五六 歳の 意の 時のと し。 先學 校の 政を以 


n- 八 二 

にや、 後生 を 願 者 は 欲 ふかく 惡 行なる 者 也と いへ り。 サ， t 聞 惑 を 行て 才知 有 

とし、 苦 を聚て 利と する 者 は 終に 道學を きかざるの 人 也。 吾子 苦 惑 を さと 

れ ると は 平 人に 異なる が 如く なれ ども、 凡 心の 私欲 利害 を帶 たる MJ は 同 

じ。 夫 欲と 惑と は 1 病兩 痛に して、 間思雜 慮の 源 也。 此 源を不 結して 此間 

雜を克 治せ むと す。 凡 心 を 以て 俄に 聖人の 無 思無爲 寂然 不動 感じて 通す る 

の 位 を 望めり。 是義を 以て 翳て とる とい ふ もの 也。 身 を 終る まで 得べ から 

す。 吾子 恒の產 なけれ 共、 恒の心 あり。 盜 をせ ざるの 事に をいて は 精-義 

入 1 神-。 故に 盜 をすべき 間 思慮な し。 盗 をした る 夢 もな し。 これ 何の 工夫 

何の 舉に 得た る や。 此 一 事に は 欲 惑の 病なければ 也。 故に 一 分 心を盡 せば 

一分の 明 悟 安樂 あり。 明 悟 安樂と もに 性の 妙 用 也。 性 を 盡に從 て 生す。 明 

悟 安樂 を 求めん がた めに 學ぶ者 は 私欲な り。 私欲 を 以て 道 を 得べき £ かた 

し。 心 はこれ 活潑々 地 生々 不 息の 理也。 是 故に 心の 宫は 思と いへ り。 私欲 

の 累 除て 天理 流行す る 時 は 思慮 皆 其官を 得。 これ を 一致 百 慮と もい ふ。 

淸水 濁水 同く 一 河の 流なる がごと し。 思慮 はたと へば 水の どし。 聞 雜は濁 

のどし。 濁 をい とひて 水 をふさが むと すると も、 源 ある 泉 なれば と むべ 


て 是非 善 惡を辩 ふる 知 を ひらきて 耻を しる 

の 義を勸 むへ し。 數十年 數百歳 を歴て 後の 

君子 を俟て 體義を 起さし む へ き 也。 伏羲神 

農の 德の 周八ム 孔子に 劣れる にあら す。 周 <ム 

孔子の 知の 伏 義神嫠 に 優れる にあら す、 時 

を 共に 行 ふ 也。 只 時に 中せ さる を を とれり 

とし、 時に 中す る を まされり とすへ し。 三 

皇五帝 三 王 周八ム 孔子 共に 時 を 知て 時に 中す 

るの 知 は 同し かるへ し。 德は三 皇五帝 を ま 

されり とい ふへ し。 天地 開け 人道 あら はれ 

て、 即時に 行へ き禮 なら は、 何 そ 三 皇五帝 

同姓 をめ とら さるの 法 を 立す して、 何 そ 周 

を 待へ き や。 今の 學者 時に あらさる の禮を 

しい、 つとめて 人情 時勢に 戾り、 たまく 

道の 起る へきめ ぐみ あるに、 實を つとめす 

して 末 をと り、 ついに 本末と もに 失 ひなば、 

後世 必す時 を しら さるの 笑 ひ あらむ か。 よ 

く 幼童 を 養育す る もの は、 我 童 蒙に 求る に 
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からす。 間雜を 忌て 思慮 を やめん と 欲すと も、 心の 活潑 流行 なれば 絶べ か 

らすゥ お 泉な がれて 不レ 息と き は、 まじ はりた る獨は 一旦の 事に て、 根な 

きもの なれば、 終に は 本源の 水ば かりに 成て 淸 也。 學者も 又 期す る 所な く 

して 實を つとめて やまざる 時 は、 聞 雜の妄 は 一 旦の迷 なれば、 次第に のぞ 

き 去て、 心の 本然 を 得べ し。 天理 人欲 並不 立と いへ り。 吾子 私欲 を 心 源と 

して、 其 心 源より 出る もの を 去む とする は 惑 也。 天理 を 心 源と せば 制せす 

共聞雜 除べ し。 陽 明 子 云、 養生 は淸心 寡欲 を 要と す。 養生の 二字 SHI 私 

利ス。 此病— 根 東に 滅 して 西に 生ぜん。 淸心 寡欲 終に 得べ からす。 又 云、 寧 

靜を 求む と 欲して 念 生す る MJ なから むと 欲す。 これ 自私 自利す る 意 必の病 

也。 是 以て 念い よく 生じて、 いよ/、 寧靜 ならす と。 今 吾子 念 を はら ひ 

去て、 無念なる 所 を 本体と 思へ る は 不可 也。 これ 却て 私 念 死体 也。 維 天 之 

ァ ポク 

命於穆 トメ 不レ 已,. とい へり。 天機 活澄 しばらく もやむ ベから す。 故に 人 念な 

き 時な し、 た 正し からん tj を 欲する のみ。 思 無 邪の 三 字 心 法を盡 せり。 

言 近して 旨 遠し。 故に 學者 ゆるがせ にして 無窮の 味 を しらす。 戒愼 恐懼し 

て 獨を愼 む も 則 念 也。 君子 は 無欲 を 以て 靜 とし、 好惡 なき を 以て 無念と す 
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あらす。 童 ij ザ 我に. おむ。 今 十五 以下の 童子 

百 餘人を 聚め敎 る もの あらん。 其 中の 秀才 

一 二人 知覺 はやく ひらけた る ありて， 成人 

の 法 を 立む £ を 望む とも、 師 たる 者 知 あら 

ば、 一 二人の ために 大勢の あた はさる £ 

をな すへから す。 知覺 はやき ものに はいよ 

く 内に 省み、 を勉 むる £を 示す へし。 

衆 窗の才 長し、 知 ひらけて、 求め f 志 を 

むかへ て、 大人の 道 を 習す へし。 しから は 

秀才の 者 も才に ひかれす、 識に 滞らす して、 

赏の徳 をな すへ し。 衆 Ins はな を以 明なる よ 

り 誠 あるへ し。 若 秀少. -を 好して、 衆 r ルのぁ 

たは さる £を しいば、 秀才 は 己 か 人に 礙れ 

るに ほこり、 才に はせ 知識に ひかれて、 つ 

いに 不詳 入と ならん。 衆 童 は^に 倦、 道 を 

厭て、！ i- 校の 政の やみなん £ を ねか ふへ し。 

其君師 さり、 其 時 過な ば、 跡 かたなくなら 

んか。 今 我 同志の 人々 と 京 家の 格 法 者 は， 
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一  心 友 問、 故人のかきをきたる書を見れば博文にして約禮を！^^、 人情 時 

2  、 

變に et- して ^^1  明 也。 其 世に ありて 直談せ し 人の いへ る は、 書に て 見た 

る 様に はなくて、 あやしき が >io くなる 人な り 0 厚 勤 篤赏の 君子に あらす と 

也。 疑 ひなき HJ あた はす 云、 尤 さあるべし。 天の 物 を 生す る 二ながら 

全き となし。 厚勤篤赏にして人の見て尊信美稱する人には^_舍明の才すくな 

し。 容明 廣才の 者に は 厚 勤 篤 實の質 有が たし。 人 見て あやしと いへ る 所、 

M 睿 明の 天質に つきた る疵 也。 小兵 美男の 人に 大勇 あるが ごとし。 大勇の 

きこえ ありて 其 人 を みれば あやしき が，： ：o し。 我心 を 以てむ か へて 人 を 見る 

故な り。 神靈 ある 名 珠に疵 あるが ごとし。 石に はなべ て此疵 あれ 共疵 とせ 

す。 玉なる が 故に 瑕と す。 5^ 明の 人 北 (疵 をお ほ はす。 君子の 風 をつ くら ざ 

ると ころ、 則 君子なる 箏を しらす。 平生 しられす とも 歲 連して 松の 紅 薬に 

をく る  >- こと あるべし。 この 故に 人 をみ る MJ 古よりか たし。 た 聖人. にし 

て篤货 容明備 るべ し。 それ だに 十 一 人の 列^ 同坐し 給 は i -、 其氣象 同じ か 

るべ からす。 况ゃ 大賢 以下の 人 は 恭敬 篤實 にして、 うちみる より 君子と お 

も はる、 氣 象の 人に は、 天下 百 千歳の 習 惑 を ひき か へす ほどの 赛明 廣才は 


天下の 秀才 也。 此 輩の 聖人の 法 を 行 はん t 

を 望む と は 九 牛 か 1 毛 也。 天下の 世俗 貴賤 

いまた 聖學の 道理 をた にも 不聞。 况ゃ法 を 

行 はむ Co は 思 ひも よらす。 縦 ひ 其 中す こし 

法に 心 ある もの ありと も、 彼 百 人の 童 蒙の 

中の  一 二人に もし かじ。 縦 ひ 世俗より 學者 

にしゅる とも、 學者知 あら は 許容す へから 

す。 况ゃ 世俗の 中より 願 ふ ものな きを や。 

しかの みならす、 世俗の 人い また 學を不 聞、 

いまた 法を不 行と いへ とも、 學 者の 道 を 任 

するとお も ふ ものよりも 人から よき あり。 

天性の 德 すくれ たる あり。 今の 學者は 物 知 

たる はかりに て、 彼 好 人に は 及へから す。 

舉者 世俗の いまた しらざる 道 學を學 ひ、 い 

また 行 はさる 禮を 行と ありと い へ とも、 數 

代の 習の 汚 を も 洗 はす、 利害 をた にも 免れ 

さる あり。 意氣甚 高く して 世俗 を 見下す と 

いへ とも、 實は平 人に も 劣れる £ あり。 毀 
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なきもの 也。 それほどの すぐれたる 英才 は必す 恭敬 篤 實の所 不足 也。 しか 

れ ども 心の 無欲 淸淨 なる 事 はか はりな し 

一  學友 問、 天 は其理 万事に 應 じて 無心 也。 聖人 は 其 心 万事に 順にして 無 

情 也。 無心 無情 はよ きに とれり。 しかるに 歌に よむ 時 心 あると いふ はよ く、 

心なし とい ふ は あしき はいか 云、 歌に 心 あると いふ は、 なさけ 有と 

いふた ぐ ひに て 仁愛 あり。 物に 心得て 平 人なら ざる をい ふ 成べ し。 心なき 

とい ふ は 何 を もしらぬ 賤男賤 女に 同じき 者に て、 なさけなき 人と いふ 義成 

べし。 聖人に 無情と. S へる も 情なき に は あらす。 天地の 四時の 色の どく、 

理に 和して 氣の うごきな きを. S ふなり。 無心と 云 も 至 公に して 私心な きの 

義 なり 

お 一 或 問、 本体 はさ々 寂々 たり、 感 あるべ からす。 ゎづ かに 感 する は是氣 

也。 惻隱の 心 も 赤子の 井に 入な ど を 見て 發す。 物の 感 する HI あれば 應 する 

也。 感應は 陰陽な り。 理と いふべ からす。 仁義 禮知 共に 氣の 靈覺 也。 本然 

は 陰陽 感應を はなれた る ものに は あらす や 云， 本体の 理 は應ぜ ざれ ど 

も、 時 ありて 感す。 太虚 無一物の 時 何者か 来て 感應 すべき や、 木理の 無嫛 
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譽 利害 根 傑 けれ は 格す へ きと あれと も 至情 

を吿 かたし。 世俗み な 良知 良能 あれ は、 學 

者の 非 をみ る CJ こまやか 也。 心に 竊に慢 り 

輕 しめらる。 しかの みならす、 時 所 位に あ 

はさる 法 を 持 来て 行 はむ とす、 天下 千 百年 

のなら はしに あらす。 神道 王法の 敎 にあら 

す。 只 唐 風の 學 者の 一 流と して、 彼 一 派の 

者のと >- する のみ 也。 棋 雄の 僭 は戒 を持禪 

宗 は坐禪 する かとし。 世俗と 二に なりて 孤 

獨の 道と なりぬ。 異端と 相爭 はむ のみ 也。 

何の 時に か 道 を 行 はむ や。 それ 慈父 は 幼童 

と共に 戯れ、 不知 不識善 を 導き、 知覺の ひら 

くるに 隨て 共に おとなしくな るか ことし。 

聖人 は 俗と 共に あそ ふ。 魯 人獵較 すれ は孔 

子 も 又獵較 す。 衆と 共に 行 ふ を 以て 大道と 

す。 善なる へき 時 は 案と 共に 善 也。 時 至ら 

さる 時 は 衆と 共に 愚 也。 故に 學者俗 を 離れ 

す。 道 衆 を 離れす。 德 至り 化 及 ひ、 行 はる 
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無臭 は寂感 也。 ひとり 感ぜす ば 天地 も 何に よりて かひら くべき や。 惑の 聞 

ベく 云べき は氣 也。 本体の 感は 見べ からす、 聞べ からす。 その 跡に よって 

いふの み。 ゎづ かに 感應 をい へば 本体に あらす。 天下の 故に 通す る 所に 付 

て、 其 本 を 知の み。 故に 感と云 0 氣 にわたり たる 所 を 以てい へる は あやま 

り 也。 又 本体に 感& きと 見 も、 本体 を 不知 也。 至 神は祌 ならす 

M 一  心 友 問、 操と きは存 すと いへ り。 とる とい ふ 時 は 一物 有が どし、 い か 

V- 云、 古人の 云、 欲すべき 物 は是形 色の 上に あり。 留 蔵すべき 物は氣 

象の 上に あり。 欲すべ からす、 留藏 すべから ざる 所に をいて、 操と いひ 存 

すと いふ。 惻隱羞 惡辞讓 是非の 四 端の 發 E し 着る、 事 多くば 拔 がの しるし 

也。 忿— 懍 憂-患 好- 惡恐 I 懼 の 情 日々 に滋 長す る は放舍 亡失 のしる し 也 

問、 四 端 も 亦 情なら す や。 本心の 無-思 無- 爲 寂然 不動の 常体に あらす。 自 

然の感 はさ も あるべし。 しげき を 以てよ しとす る は 何ぞゃ 云， 天理 人 

欲並不 立、 心 天理 を 主と する 時 は 人欲 亡失す。 是を 操存と 云。 心 人欲 を、 王と 

する 時 は 天理 亡失す 。是を 放舍と 云。 天理 存 する 時 は 日夜 天理の 感應 のみ。 

故に 万物 一 体の 理 感じて は 惻隱の 情發す 0 義の理 感じて は羞 ：5*- の情發 す。 


へき 時 は 天下と ともに 行 はる。 衆 勸て悸 る 

ものな し。 昔 堯舜の 民 はい また 三百の 禮儀 

を 見す。 三千の 威儀 を 行 はすと いへ とも、 

渾 然として 縵義の 本 全し。 比屋可 封の 善人 

也。 純 厚朴 素眞實 無妄の 風俗 也。 周の 禮義 

備 りし 時の 士民 よく 及 ふと あた はす。 局 何 

そ 上古の 治 をね か はさらん や。 時文 明に 德 

衰 へたれ はやむ と を 得さる の義 也。 堯舜周 

公と もに 大聖 人な り。 皆 時な り。 然と も 今 

の 人 堯舜を 學て不 及と も、 誠に 近き 風俗な 

らん。 周 を 學て不 及は輕 薄無實 の 人と なる 

へし。 孟子 曰、 堯 舜を師 として あやまてる 

もの は あらし。 そのうへ 今の 學者 周の 同姓 

を 忌の. 法 を 行と いへ とも、 全く 周の 法に も 

叶 はす。 如何と なれ は、 尊 氏の 代 十代の 末 

より 織 田家 豐臣 家に 及て 二百 餘歳 この か 

た、 天下の 武士の 姓氏 紛れて しられす。 た 

ま- (\ 采阖 をな すと いへ とも、 證據 なく 傳 


禮知も 又し かり。 是皆眞 實無妄 の 天理 也。 これ を 天理 流行と 云 * 則 無 思 無 

爲 寂然 不動の 常体 也。 思 無 邪 を 無 思と 云、 私 己の 動な き は 無爲と 云、 天理 

の 寂然 不動 は 有事 無事 を 以て 二に せす。 陽 明 子 云、 鐘 未"？ 扣時 原- 是レ 驚？ W 天 

動 5 地 S 旣-- 扣ク時 也 只.. 是寂， 天，. 寞レ 地" 問、 天理 を 主と し 人欲 を 主と 

す。 心の 外に 天理 人欲と 云 物 あるが どし。 いかん 云、 此 心の 外に 天理 

なし。 人欲 も 亦 外なら す。 たと へば 目の どし。 喜悅 する 時の 眼 色と、 忿怒 

する 時の 眼 色と 眼 色 各 別 也と いへ ども、 同じ 目なる が どし。 た 心のお も 

むき を 以て 天理 人欲 を わかつ のみ 也。 心 裏に 向 ひ、 性 命の 本源 を不 失と き 

は、 天理 を 主と すと 云、 心 表に 向 ひ、 末にした がふ 時 は 人欲 を 主と すと 云 

なり 問、 心內 外な し、 何ぞ 裏に 向 ふとい ふや 云、 本より 心に 內外 

なし。 內 外に 出入す る をい ふに あらす、 た^ 心の おもむき を 云な り 問、 

七 情 は 聖人と. S へど もな き tj あた はじ。 放舍 のしる しと は 心得が たし 

云、 た y 聖人の みならす、 天地と い へ 共 七 情 あり。 凡夫と いへ ども 又 四 端 

あり。 凡人の 四 端 は 百姓 日 に 用て 不知と 云 もの 也。 聖人の 七 情 は 形 色 は 

天性な り、 ひとり 聖人に して 後よ く 形を踐 べしと 云 ものな り 
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なくして， 文字に 依て 彼は此 ならん といへ 

る はかり 也。 戰國 久し かりし より 今に 至て 

& 代の 間に、 大形 系阖を 失へ り。 又 姓氏な 

きもの は 心々 の 氏 を 名のり、 姓氏 ある もの 

も 我 好ましき 氏に かへ ぬれ は、 同氏 とても 

同姓に あらす。 夭 下 氏 系 傳て糙 なる は、 千 

人の 内 德に十 人なる へ し。 それた に 中間 娘 

の 孫 を 妻子と し、 妹の 子 を 防に 立れ は、 い 

つの ほと にか 他姓と なりぬ。 十 人の 中に も 

七 八 人 は 絵なら す。 公家 は 昔より 動き 給 は 

て储 なるやう なれと も、 これ も 藤氏の 家に 

源氏 を秦 子に し 給 ふとく なれ は、 又糙 なら 

す。 目の あたり しられた る 同氏の 中 を 以て 

同姓と 名 付て、 忌と を すれと も、 周 以前の 

五 服の 忌に も 及 はす。 今の 勢に て は 立が た 

し。 立 さる を 以て 百 か  一 二 を 用て、 同姓め 

とらす と 過言す。 實は 如何と もす る Co なく 

して 時 所 に 隨ふ 也。 独 も 全く 用ら れ すし 
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0 一  同志の 人々 の 書 を？， S こと、 心 を 用て 書を讀 か、 書 を 以て 心を讀 か。 多 

く は蒈を 本と して 心 を 末と し、 書の 文 義を解 せん？ J を 求て 心 を わする、 な 

らん。 陽 明 子是を 食に たと ふ。 食 は 此身を 養 ふ もの 也。 食し を はりて は 消 

化すべし。 若 食稜て 消せ ざれば 病 をな す。 後世 博 文 多 識 胸中に 滞留 者 は 食 

瞎 の 病 也と いへ り。 故によ く 書 を 見者 はかた はしょり 解 せんとせ す、 文義 

にくる します。 只 書に よって 自己の 心を說 得て 悅ぶ ところ を樂む 也。 知得 

れば本 知べき ことなし。 さとり 得れば 本 さとるべき i なし。 知覺は 知覺な 

き 所に 至らん が爲 也。 しかれ 共 不知と き は 淪埋す 問、 先 言往行 を識し 

て德 をた く はふる といへ る はいかむ 云、 本 立と き は 知識た すけと 成べ 

し。 末に よるとき は 知識 累を なす 也。 此身を 養 を 以て 主意と する 時 は、 飮 

食み な 助けと なり、 味 を 好む になが る、 時 は 病 を 生す るが どし 

_^  〔o  一、？ *〕 舊友 問、 今の 世に かま ひとい ひて、 一代 奉公 を を さへ て 先々 

を ふせぎて 困窮せ しむる こと は、 或は 死罪 流罪の 罪に つぐ 者 なれば、 たと 

はりと は 思 ひ 侍れ 共、 君子 を 諸侯に して は 如何 はから ひ 給 ふべき や 云、 

此習 久して 深ければ 論じが たし。 しかれ 共 君子まで もな く、 ちかき 世に 或 


て、 時 所に した かはんと なら は、 何 そ時處 

位の 中を擇 はさる や。 何 そ 全から さるの 法 

を 以て、 衆に 悖り、 大同の 道の 行 はれん と 

するめく みを妨 くる や。 それ 纔法は 漸を以 

て 起る もの 也。 其 間し ゆる もの あれ は必す 

大道 を 害す。 伏 羲神晨 黄 帝の 大聖 忌 給 はさ 

りしと を 忌て なさし めす。 三皇の 神聖い ま 

た S はさり しと を 行 ひ、 これより 後は此 

法に 背 を 以て 不義 無禮 とすと いへ は、 先聖 

を 非と する かとし。 謹ま さるへ けんや。 然 

とも 人情 時變 によって 時の しからし むるな 

れは、 古に 違 ふに あらす。 今の 時人 情 進ま 

す、 時變 いまた 至らす。 何 を 以て か 伏羲神 

農 黄 帝 堯舜禹 を 非と して、 周を是 とせん 

や。 先にい ふとく 周 法 を 行 はむ と 欲と も迚 

も 行 はれさる 所 あり。 是 より 後 賢 君 相騸て 

出世し 給 は >-、 性 を 賜り、 族 を 別ち 給 ふへ 

し。 數代を 歷て時 至ら は、 五 服の 忌 を 定め 
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國 主の 仁 厚寬裕 なる ありし が、 他家なら ば 切腹 もさすべき 罪 ある も ひに て 

も、 我 彼 者に なり か はりて 見ば、 必 すいひ わけあるべし。 され ど 主君に 對 

してい ひわけ は 成が たきもの 也。 又 死 をお しむに も 似 たれば、 默 して 切腹 

すると 見えたり とて、 ゆるして 扶持 を はなし 給へ り。 叉 不屆成 事に て 立 退 

たる 者 を も 先々 をば ふせぎ 給 はす。 他家に 扶持 せらる、 時、 其 主人より 子 

細な き 者 かと 尋來 ると あれば、 不屆 なりし 者 にても、 重寳 なる 者な り、 目 を 

か け^ふべ しと 返答 ありし 也。 あしき u は 身に お ぼへ ある ことなれば、 感 

淚を ながし 悅 びに 思 ひ、 それより は 古主の 言葉の 相 遠な き樣 にと たしな み、 

みなよ き 奉公人に 成 ぬれば、 其 言 もむな しからす と 人の かたり 侍りし。 人 

皆 父母 妻子 あり。 一家 を 助 立る のみなら す、 不善 人 を 善人と し 給へ り。 そ 

れ 人の 善惡を 記す は 其 役人に あら ざれば 無用の 事 也。 され ど 如 此の 善人ば 

かり は その 姓名 を 聞て 記し をき たき 事 也。 九州の 郡 主にて 十万 石ば かりの 

人と お ぼへ 侍り。 ま HI に 有が たき 好 人 也。 罪の 輕重を 論じて、 理屈 を 以て 

いは J -、 誰か ものい ふ 人 あらん。 善惡賞 罸の理 にした が はんより は、 如斯 

の大德 こそ あらま ほしく 侍れ。 天地の 間に 生れ 出て、 數十 年の つとめ をな • 
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服の か- -る 分を娶 さる やう 二なる へし。 こ 

れ則周 以前の 列聖の 古法 也。 それた に漸を 

以てし かり。 初より しかるに あらす。 天地 

ひらけ 氣化 によりて 生れし 人 は、 天地 を 父 

母と して 兄弟 也。 女 ありて 後 父子 あり、 

兄弟 あり。 此 時の 人 兄弟 夫婦と なる かと 

し。 然るに 萬 物 は明德 なく、 人 は明德 あり。 

父子 親 あり。 君臣 義 あり。 夫婦 別 あり。 故 

に 父子 麋を 共に せす、 相 交らす。 鳥 獸と異 

るの 條理を 本と して、 野處 穴居の 内、 男女 

別 あるへ き 道理 を しれり。 上古の 聖人 此明 

覺の 知に 本つ きて、 兄弟 夫婦と なる へ から 

さるの 蹌 法出來 ぬ。 天下 兄弟 相耻 るの 知 明 

に 縛 普くして 後 伯父 姪お 母 縫 子 も 快から さ 

る |g あり。 其 次の 聖人 此^ 明 を 本と して、 

伯父 M 叔母 猶子 夫婦と なる へ からさる の禮 

法 を 立 給へ り。 兄弟 伯父 甥 は 天 倫の 親近 

く 、長幼 の 禮 深し て かくの. - とし。 從毘 〔0 昆〕 
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し、 一家 を 養育すべき 者 を かま 〔0:; 一-一行 aj ひて、 世の すたり 者と なす,. J は不 

便の 事なら す や。 なを 孟子に つまびら かなり。 士に 本よりの 高下な し。 上 

下 は 一 旦の命 也。 唐 日本と もに 同じ 

le; 一  奮 友 問、 平の 淸盛常 盤が 色に 迷 ひて 敵の. 子 を 助け をき、 子孫の 憂と な 

れり。 其 外 如 此のた めし 多し。 よく たづね 求て 殺すべき 事なる か 云、 

凡人より 見 時 はしかり。 天命 を 知人より みれば しからす。 色に まよ はすし 

て 人の 根 をた つべき より は、 色に まよ ひて なりと も 助た る はまされ り。 義 

朝の 子 を不殘 殺したり とも、 淸 盛が 惡虐 平家の 奢に て は、 外より 歒 おこり 

て ほろぼさるべし。 平氏 天命に そむきて みづ から 歒を 生す る なれば、 誰と 

いふ MJ は ある まじ。 迷 ひて なりと も 助 置て 人の 後 をた、 ざる 故に、 平家の 

ほろ ぶる にも 子孫 こ、 かしこに 落と まりて 今にた えざる 也 

^ 一  心 友 問、 書簡 中 主 二 忠信？ は 本体 工夫 也。 誠意 は 工夫 本体 也 と^は、 陽 

2 

一 明 子の 學術異 學の病 あるに 似たり 如何 云、 予も此 語意 不 中和と 思へ り。 

然れ ども 義に をいて 害な きが 故に 改めす。 忠信 は 人の 人た る 根本の 德也。 

誠 は 天の 道 也。 則 本体 也。 誠 を 思 ふ は 人の 道な り。 則 工夫 也。 主 忠信 は 誠 


弟 は 他人の 始 のとし。 長幼の 鱧 も 朋友 齒し 

相讓 かこと し。 故に 上古に は 忌な し。 後世 

の 聖人 五 服 を 叙て、 君子 小人の 澤 五世に し 

て 盡る所 を. 給へ は、 父方 は 再 從昆弟 まて 

に 服 あり。 いよく 一本の 親 を 厚し、 男女 

有 別の 禮を 明に せんかた めに、 服の ある ま 

て は 婚姻 不通の 禮を 1"^: 給へ り。 母方 はいと 

この 近き といへ とも、 服な けれ は 本の tj く 

婚姻 をな せり。 姉妹の 子 は 同姓なら すと い 

へ とも 親近 けれ は 服 あり。 故に 忌 あり。 再 

從昆 弟の 外 は 同姓たり といへ とも 服な けれ 

は 婚姻の 忌な し。 是禮 也。 上古より はこ ま 

やかに して 義備れ り。 末世より は易簡 にし 

て禮缺 す。 日本に をいて 後世 聖主賢 君 起り 

給 は、、 此纔を 以て 至極と し 給 ふへ きか。 

今の 時に を ひて は、 聖賢の 君 起り 耠ふ とも、 

いまた 此禮を もな し 給 はし。 同姓 を ゆるさ 

は 親き！ i 及 はむかとの 遠慮 は， けに さも あ 

集義 和書 卷笫十 


を 思 ふの 義 なり。 誠意の 誠 は 意 を 誠にす る なれば 工夫 也 • 然れ ども 意 終に 

誠に 歸 するとき は、 誠 は 本体 也。 故に 工夫 本体と いふなり 

0 一  心 友 問、 怒チ" 思 W 雛，^ と 利害 を はかる に 似たり。 いかむ 云， 怒の 火 

氣の 中には 言 を 過し 行 を あやまり 後悔の 難 ある ものな り。 甚 しき は あだ を 

得に 及べり。 君子 は懊， 刑 ，小人 は 懐け 惠" の 類な り。 惠を おも ふ は 利害の 心 

也。 刑 をお も ふ は 君子 孝子の 愼み 也。 怒て 難 を 思 ふ は 深淵に 臨て は 落 入む 

u を 慎の 道理 也。 小人 は 甚難を 恐れさく ると いへ ども、 愚に して 火 氣にを 

かされ、 其 難 を 前に 辨 へす。 君子 は 義に當 て は 難 を さけす といへ 共、 自 まね 

く禍 をば 愼み さくるな り。 火氣 うすき 故に 心 明に して 後の 難 を 前に 知 也。 

故にい かれ 共 難 あらす。 樂て 不レ淫 *1 及て 不？ 傷に 同じ 

： 一 心 友 問、 舜の怨 慕 は 註に 非怨 父母と いへ り。 孝子の うらみ ありと 聞と 

きはいかん 云、 則 孝子の 怨 なり。 常人の 父母 を うらむ る 心に て はなし 

といへ ども、 父母 を怨 にあら すと はい ひがたし。 二三 歳の 幼子の 母に うた 

れて なきながら、 又 母 をした ひて 跡に つき 行 こ、 ろ 也 

心 友 問、 神代の 三種の神器 は 知 仁 勇の 德の 象とう け 給 はりぬ。 內侍所 
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るへ くきこ ゆれと も、 往古よりの * ^第 を 見 

れ はしから す。 日本 神代の むかし は 兄弟 も 

夫婦と なり 拾 ひき。 其 後 の 中 文明なる に 

隨て、 誰 法 を 立る にも あらされ とも、 *3 

に 遠 さかる 道理 をし りて、 兄弟 を 忌、 伯父 

姪 叔母 甥 をい み 来れり。 今 利 心 深き もの、 

家 を 他人に わたさむ とを惜 みて、 弟を聲 

とする もの ある を は、 人間の 作法に あらす、 

禽獸 也と いみに くめり。 法な く敎 なけれ と 

も 人心の 整に て、 文明の 時 至れ は漸々 久し 

て、 かくの と し。 先に もい ふ Co  く、 いとこ 

は 他人の 交の £し0 法い また を かれされ は、 

父方 母方 同し く 相 忌ず。 世の中の 風俗た る 

と數 is 也。 義に をいて 奮ら す。 上古の 

聖 神た にも 時 ありて は 忌 給 はす。 法に 泥み 

て 時 を しらす、 大道 を しら さるもの は、 太 

古の 兄弟 伯父 娃 夫婦たり し を甚た 非な りし 

とお も はむか。 其 時の 聖神を は 信せ さらん 
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を 第一と し 袷 ふが 如し。 知 を 重す る £ は 何ぞゃ 云、 人君の 國を 治め 四 

海 をた もち 給 ふ 事、 知 を 以て 主 本と す。 知 明か なれば とりし め ありて 事 可 

にあた る 故. に、 太平の 時 は 無事にして 治り、 事 ある 時 は 士民皆 主君の 下知 

を 信す。 生 付 仁愛 勇强 にして 一 旦 人に ほめら る、 人 有と い へ 共、 知 明かな 

ら ざれば 命令 可に 不當。 故に 法令 數 多に 成て 事し げし。 人 あまねく したが 

ひがたし。 しゐて 立む とすれば 人 を そこな ひ、 乱 をな す。 立る £ あた は ざ 

困 終に は衰 ふる  』 

れば 法令 出ても なきが ごとし。 人 皆 上の 下知 を 不二 信 時 ありて 國 やぶれ 天 

、、、、、、 ^、、 

下 乱る、 もの 也。 夫 神の 代人 代の 其む かし は 治 休に 通じ 給 ひし 故に、 鏡 ids 

*  、 、 、 

k を 以て 知 仁 勇の 象と し、 知 を 主と し 袷 ひし 也。 知の 貰 は 人 を 知 これ 也。 

人 を 知事 は 帝堯を 以て 師 とすべし 

W 一  心 友 問、 紂 王が 亡し こと は 自の大 惡虐を 以て 也。 商の 天下 をた もてる 

3 

こと 六 百年 なれば、 天下 皆 代々 の臣 也。 宗族 外戚 かぎりなし。 衬 亡びて 惡 

人 だに なくば、 四方 皆 商の 子孫 を 君と すべき 人情 あり、 何ぞ 同輩の 周 を 君 

とせん。 しかるに 武王紂 を 亡し 給 ひて 其 子 を 立 置、 大國を 與へ給 ふ £ は 凡 

知の 及べき 所に あらす。 天命 を知耠 へば 也。 歒の子 を たづね 求て 殺す は 子 


か。 百世と い へ とも 同姓 娶ら さるの 周 人 を 

是 として 其 時の 聖賢 を 信 せんか。 先聖の 後 

a- に 劣れる にあら す。 太古の 民の 末世の 民 

より 愚なる にあら す。 後聖の 先聖に 優れる 

にあら す。 末世の 民の 太古の 民より 知 ある 

にあら す。 それ 法 は 時 を 以て 義 あわて 起れ 

り。 法 を かれて 後に 背く は 不義 也。 日本 神 

代 王 代 武家の 代つ ゐに 同姓 を 忌の 法な し。 

法な けれ はいと こ をめ とりて 不義と 云へ き 

やうな し。 後世 法 を かれは 再 從昆弟 を娶る 

も 不義な らん。 法な けれ 共い とこより 近き 

は 天理 人情 共に 忌 出来る は 無法の 法 也。 文 

明の 時の 人心に 通して しからし むる 也。 上 

代は德 厚して 文い また 開けす。 末代 は德ぉ 

とろ へ て 文明 也 。此病 あれ はこの 德 ある 也 „ - 

上古の 人 は 偽な く 利害な し。 君子た る 人 は 

至誠 純 厚也。 小人た る もの は 質 直朴素 也。 

後世の 人の 疑 ふ 所 は 法い またな かりし はか 
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孫の ため 害 を 除く はかり どなれ 共、 これによ りて 却て 天命 を そむく 理 をし 

らす。 敵の 子 を 立 をく は 心 もとな き樣 なれ ど、 これによ りて 天命に かなへ 

ば、 却て 長久 也。 ま に 天命の 歸 すると >j ろ は 人力の 及ぶべき にあら す 

武 王は聖 知に てよ く 命 を 知 給 ふ 故なる か 云、 尤 この 理武 王の 心に 明 

白 也と いへ ども、 是を 事と し 給 ふに は あらす。 如 此の 天命 を わき まへ て 道 

を 行 ふ は 吾人の 心 術 也。 武王は 天命 を かう ぶり 伐べ くして 伐の み。 時の 勝 

負を必 とせす、 後の 利 を はからす、 害 を さけす。 故に 惡人 亡て 後 は 紂が子 は 

商の 孫子 なれば、 立て 退き 給 ふの み。 天下 これ を 主君と せば ともに 仕 袷 ふ 

べし。 天下 武王を 主君と する は 天の 命す ると ころ 也。 又 辞せす 
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り 也。 其 代の 非に あらす、 其 民の 罪に あら 

す。 今の！ 利害 深く 偽 をた にもまぬ かれ 

す。 古の 常人に も 及へから す。 末代の 君子 

たる 人 は 驕奢 利欲 也。 小人た る 者 は 姦しく 

して 相 凌き 相 諛て相 偽れり。 いまた 法 を 立 

るに いとま あらす。 况ゃ法 は 道より 出る と 

いへ とも、 道に あらさる を や。 今の 時に 當 

て 大道 をお こさむ もの は、 學 校の 政 を 先に 

して、 人々 固有の 道德 をし らしめ、 道理 を 

弁へ しむへ し。 法 は 望む 人 ありと も、 抑て 

いまた 出す へからす。 誠に 專 にして to, 欲に 

至らし むへ し。 禮文 法度 は 起り やすき もの 

也。 抑る とも 後世 必す備 るへ し。 立 かたき 

もの は 誠 也。 至り かたき もの は 無欲な り。 

縱ひ周 法 大方 行 はる V とい ふと も、 驟吝相 

交て 欲 あり。 多事 博 文に して 誠な く は、 周 

公 孔子 何 そこれ に 與し給 はむ や 
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義論之 八 

^ 一  心 友 問、 篤恭- フ而メ 天-下 平ナリ 。修け 己， 以テ I ス 。以テ 安一 1 百-姓 T といへ り。 

恭敬の みに して 天下 國家を 平 治す るの 功 をな すべき K 一は 迂遠なら す や 

云、 これた に 誠の み 也。 誠なる 人 は 其 容体 自然にう やくし。 上た る 人 誠 

の德 篤して 下に のぞみ 給 ふ 時 は、 天下の 人 天性の 誠を鈹 舞せられ て、 不知 

不識禮 儀 あっき 風俗と なりて、 愼み うや-,. \« し。 刑法 をた て x おそれし む 

る 者 は、 まぬがれん として 恥る 心なし。 心 ありて 戒愼 する 者 は 忘る、 時 多 

し。 道德 によらす してつと むる 者 は 終な し。 才知 を 用て 令す る 者 は、 一旦 

利 ありと いへ 共、 人民 もまた 知謀 を 起して 僞 生す。 君子 は 明 知に して 無爲 

を 以て 無事 也 問、 大人 は 天地と 其德を 合せ、 日月と 其 明 を 合せ、 鬼神 

と 其 吉凶 を 合すと いへ り。 これ 恭敬の 德 にかな ふべき か 云、 上下 恭敬 

に 一 なる 時は氣 和せ すと いふ MJ なし。 天地 をの づ から 位し、 万物 をの づか 
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德 いまた 聖 

入に 不及處 ありと いへ とも、 舉は已 に至處 

にいたり ぬ。 故に 道德 仁義 をい へる 事 は 万 

歳の 師 たり。 聖人 またお こり 給 ふと も かへ 

さる 處 なり。 しかるに 貴 老 孟子の 言に した 

かひ 給 はさる 處 あるか £ し 。伯 夷 は 隙 なり。 

柳下惠 は不參 なり。 隙と 不參と 君子 は不由 

といへ り。 貴老 はや 、 も すれ は 伯 夷 を師と 

し、 柳 下惠を ひ 給へ り。 孔子の 聖の 時な 

る を は^とし 鑑 とし 給 はさる は 何 そや 

云、 孟子 は 天下 万歳の 師 なり。 故に 中道 を 

か、 け 出して 人に 的 をし めし 給へ り。 淸と 

いひ 和と いふ、 其 人に ありて は 可な り。 師 

としょる 時 はつ い ゑ あり。 故に 君子 は不由 

集 義和害 卷第十 1 


ら 育す 0 人民 春風 和氣の 中に 遊で 其 利 を 利と し、 其樂 をた のしめり。 天 尊 

地 卑して 乾坤 定、 四時 行 はれ 万物 生す。 無爲 にして 成。 これ 篤恭 にして 天 

下 平なる の 至極 也。 天地と 其德を 合する 也。 日月の 道 は貞明 也。 至誠なる 

もの は常久 にして 不息、 これ 貞也。 誠なる 時 は必明 也。 則 日月と 其 明 を 合 

する 也。 鬼神 は 福 善 禍淫に 誠 也。 故に 不 怒して 威 あり。 君子 善 を 好に 誠 あ 

りて、 惡 をに くむに 實也。 其 信 人民の 心に 感 通す。 故に 天下 惡を する 事 を 

恐れて 邪僞を 忘れ、 德に 習て 善 を 常と す。 これ 鬼神と 其 吉凶 を 合する 也。 古 

今 邪僞凶 乱のお こる 事 皆不愼 より なれり。 故に 敬 は 百 邪に 勝と もい へり。 

况ゃ 有德の 君子 上に 在して、 無心の 恭敬 行 はる、 時 は、 人心の 万惡 消し、 

山川の 衆 邪 減す。 知謀 勇力 ある 者 は其才 を禮樂 弓馬 書數に 用て 天下 益 文明 

に 武威 彌盛 なり。 故に 云、 古 之^う 有 5 カラ 者ハ。 將； 一一 以テ 行？ t 禮"。 今， 之 強-一 メ 

有 $ 力 者。 將， 爲, 乱ヲ 

^ 一  心 友 問、 よく 近くた とへ をと ると 云 VJ とはい か？ 云、 これ 事に あ 

3 

ら す。 心に あり。 人 耳目 口 鼻 四 狡 を 取て たと へと せば 甚近 L とせん。 其 己 

に 有する がた め 也。 それ 仁者 は 天地 を 一身と し、 天地の 間の 万物 を 四陕百 
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といへ り。 予も 中道の 的 を しら さるに は あ 

らす、 願 はさる に は あらす。 是は 終に 歸着 

すへ き處の 地な り。 しかれと も予 いまた か 

つて 凡 情 をた にもまぬ かれす して、 學 のみ 

至極 をい ふは耻 しき 事なら す や。 我心に お 

ゐて不 忍。 予又 後世の 師 たるへ き 者に あら 

す。 一 日 も 凡 情 をまぬ かれて、 君子の 心 を 

傅 は 終身の 悅 なり。 君子の 心地に 進まん 事 

は 予か實 に うらやみした ふ 人を師 とし 友と 

せんに はしかし。 予か资 にしたい した ふて 

其 心 を 心と せま ほしき は 伯 夷 也。 故に 常に 

心の 肺と す。 人 は 人と 交へ し。 木石 禽獸と 

おる へからす。 故に ひろく 衆と 遊て 包 荒な 

るへ き は 柳 下惠を S- にしく はなし。 孟子 は 

後世の 爲に中 行 不易の 則 をい へ り。 予は自 

己の 德 をな さんか 爲に 益を联 のみ。 古人 も 

方 は汝の 身に ありと いへ り。 心 をみ か. 1 ん 

か爲 に、 師を とる 事 は、 己 か 位に よってみ 


体と す。 今の 人の 一身 を 見が どし。 外より 取來 てた とへ とする にあら す。 

この 故に 万物 を 取て たと へと すれ ども、 世人の 一身の 中に たと へ をと るよ 

り も、 親切に して 人の 心に 通す。 夫人 己が 四 技 百 体 を 見て 爪皮に いたる ま 

で 愛せす とい ふ J なし。 疾 痛快 樂 その 心に 切なり。 た 手足 しびれな へた 

る 人の みうちつ みても 其 心 を ゎづら はさす。 手足 我に 有て 疾痛 ぁづ かりし 

ら ざれば、 是を 不仁の 病と いふ。 人の 物 我の まよ ひ ありて、 他人の 困苦に 其 

心 を うごかさ 5. るた とへ とす。 聖人 は 至 神 也。 故に 天地 を 父母と し 人民 を 

兄弟と す。 不仁の 人 は 父母 兄弟の 困苦 だに 己が 四 K のどくなら す。 この 故 

に 恩 を 不知 者 あり 問、 今の 時 天下 困苦の 人 多し。 これ を 以て 一 々其 心 

を累 さば、 快樂 のい とまな からむ か 云、 義は 仁の 時な り。 天下の 主 は 

天下の 困苦 を 以て 其 心 をいた ましむ。 故に 困苦な きの 仁政 あり。 國主郡 主 

皆し かり。 士庶人 は 其 一家の 困苦に ぁづ かるべし" 是其 分に よりて 仁の ほ 

どこし 異なる は 義也" 仁 を 好て 義を 不知 者 は、 國 郡の 主として 天下 をす く 

はん KJ を 願 ひ、 士. K 人と して 國に をよ ばさん 事 を 欲す。 却て 倫 をみ だり 仁 

の累 をな す 者 あり。 VJ れ 不知な り 


つからえ らふへ き處 なり。 先覺 は醤師 のと 

し。 己 か 病 を 治す るに 便 ある 入 を 求る のみ。 

いまた 時と 淸 和と を 思 ふに いとま あらす 

_£ 心 友 間、 子 路は曾 子 もお それし 人な わ。 
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又 万歳の 師 なりと いへ り。 然るに 衛の 難に 

死す、 死せ る は 可也。 事へ たる は 不可な り。 

孔門の 賢者に は 不足なる かこと し 云、 子 

路の過 ある 時に、 これ を告 しらする 入 あれ 

は、 中心より 賓 によろ こべり。 自己の 非 を 

知て、 これ を改 むる 事 をた のしめり。 これ 

万歳の 師 たる 處 なり。 人情の 大 にかたき 處 

なり。 予を始 て 仁義の 學に志 あり、 一人の 

不辜を 殺し て 天下 を 得 Co もせ し と 思え る こ 

とは實 なり。 義に當 て は 一 命 を も かろんせ 

んと 思えと も， 自己の 過 を 聞 こと を 願 ふ CJ、 

病て 藥を 求る か £ くなる の 心なし。 過を吿 

しらする 人 あれ は、 過分な りと 禮を はいへ 

とも、 中心より 發る悅 に 非す。 故に 人も吿 
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W 1 心 友 問、 古人 云、 忿— 慾 忍 ト與， 不レ 忍。 便チ見 ，1 有 S 無ブ德 と。 これ 小 
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棟の 者の 事なる か 云、 有德は 見所 大 なる 故に、 世事 かろくして 心に か 

--ら す。 故にい かりなし。 心に 眞樂 あり、 故に 世間の 願 ひなし。 凡人 は 心 

せば くして いかり あり。 道 德の樂 を 不知して 欲 ある 者 を 以て 見 時 は、 忿怒 

の 堪忍し がた きをよ くしの びす ぐす と 見べ し 

% 1 吾人 德を なさむ 事 を 思 は 、日々 に 善 をせ むの み。 一善 签 とき はー惡 

3 

損す。 日 *J に 善 をな さば 日々 に惡 退くべし。 れ陽 長す る 時 は 陰 消す るの 

理 なり 0 久して を こたら すば、 善人と なら ざらん や。 名 は 實の聲 也。 又 善 

人の 名 あるべし。 實 あり 名 ある これ を德 とい は ざらん や。 人 利に 入 者は義 

をな みす。 義を 尊ぶ 者 は 利 をい やしむ。 天理 人欲なら びた、 ざるが 故な り 

§ 一  いにしへ 王者の 天下 をた もち 拾へ る 時 は、 王城と いへ ども 池 堀な く耍 

害せす。 是民を 保 じて 王たり。 德 治の S 風 を 見べ し。 武家の 代と なりて は 

力 を 以て 天下 を とれり。 故に 力 を 以て 有て り。 城池 を かたくして 一家 を 守 

ふと、 

のみ 也。 民 を 外にして 不， 保 さ 是 故に 力 衰る時 は 亡。 へり 

画 外 書 ||  \ 

一 一 朋友 問、 關 東に は 年貢 十 一 よりも かろき 所 あり。 然れ ども 民盜 をす る 
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ると をた のします。 多 は 不知の み。 天下の 

通 病な り。 甚 sp は 過 をい ふ を 聞て はいか 

り、 あたと し、 或は かされり。 德を 好と 色 

を 好か CJ  くなら さるの せう こなり。 子路は 

S を 賢と して 色に かへ たる 人な り。 後世 道 

學に名 を 得た る 人 多し といへ とも、 子路の 

過 を 聞て 喜へ る 心に は 及 かた かるへ し。 衞 

にっかへ たると きの 過 はかろ き 事な り。 つ 

かへ さる ほとの 事 は、 予か CJ き 者 もっとめ 

行へ し。 其 難 を 見ての かる V 心なく、 大な 

る 武勇の ほまれ ありて 後、 死 を 安くせ し 事 

は 又 かたし。 後世の 勇者と いへ とも、 義を 

かねさる 者 は 及へから す。 子 路の行 ひし 事 

はみ なかた き 事な り。 過と い へ るは少 きな 

り 

g 心 友 問、 大舜は *w 人 同、 舍己從 人と 

い へ り。 大舜は 神聖な り。 人 は 平 人 多し。 

g なりと も 舜の德 に は 十 か 一 にも 及へから 
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者 多き は 何ぞゃ 云、 是も徒 善 は 政 をす るに 不足と いふ ものな り。 日本 

もむ かし は 農兵な りし 故に、 皆 十 一 の 貢 を とれり。 十 一 よりかろ き は 其 後 

開き ましたる ものなる べし 0 飢寒に 及て 盜を する は 凡. の 常 也。 民の，： t き 

はにくから す。 上より 盜 をな さしむ るが どし 0  。政な く敎 なければ、 いた 

づら にくら す 者 多し。 この 故に 貢 かろく 地 ひろしと いへ 共、 末々 の 子弟 は 

盗 をす るに いたる 者 也。 知行 を 取 人の子 弟 だに 强盜を 好む 者 あり、 况ゃ民 

を や。 此俗 長す る 時 は 乱世の 端 を ひらく もの 也 

一 一 學友 問、 間 思雜慮 はらへ ども 生じて 制しが たし 云、 間雜の 二字 を 

妄 とす 0 思慮 は絕 ベから す、 た 邪な からん のみ。 程 子 云、 人 は 活-物 也。 

S ふせ 

動作 あるべし。 思慮 有べ し。 邪 を 閉ぐ時 は 誠 をの づ から 存す。 則 忠信 を 主 

、 

とすと い へり。 誠 は 無欲 也。 思 KJ もな く、 爲 もな し。 寂然 不動に して 感 

じて 天下の 故に 通す。 <{r 'の 人 は 一 己の 人欲 身の 主たり。 故に 思 J 天理なら 

す、 動ぶ 一 義理なら す。 思爲 共に 皆妄 也。 妄の主 を かへ すして 其 末 を ふせぐ 

とも 制し 得べ からす。 間雜を はら ふの 念 又 心 上の 累 をます べきな り。 し 

かじ 有 念 無念と もに 忘れて 誠 を 思 はんに は 


す。 善 も 又舜の 善は大 ならん。 人の 善 は 小 

きなるへ し。 大 德小德 にくたり、 大善 をす 

てて 小善 をと る もの は 何 そや 云、 大舜 

の 心 は 空々 如たり。 天の 倉々 昭々 たる かと 

し。 鏡の 虛明 にして 一物な きかよ く 万象 を 

うつす かとし。 心中 惡 なきの みならす、 善 

も 又な し。 小善 もな く 大善を もな し。 人に 

一 善 あれ は 一枝の 花の 開た るか 鏡に うつり 

たる かとし。 其 美 を 好せ すと いふ 事な し。 

本 鏡 中に 花な き 故によ く 花 をう つす。 舜の 

心に 善 を 有し 給 はさる 故に、 よく 人の 善 を 

受 いれ 給 ふ。 天下の 善 を 許容して、 其時處 

位に あたれる を 取て、 み つ から も 用 ひ 、國家 

にも 行 ひ 給へ り。 わきより 是を みれ は、 舜 

の大德 にして、 常人の 小善 を も 好し 联用給 

ふ は 無我に して、 己 を舍て 人に した かふ も 

の- -tu し。 自己に 大 善の 行へ き ある をす て 

V、 入の 小 著に した かひ、 善 をす こしきに 

. 集義 和書 卷第十 1 
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一 心 友 問、 居- ^ ヌ -俟， 乂&， の義 いか 云、 富貴 貧賤 安靜 患難 死生 赛夭 

みな 命 也。 俟は客 を あへ しらふが どし。 心 惑な く 願な く 安易の 地に 居て、 

天命の 客 を あへ しらふ 意 也。 死生 も 則 客 也。 故に 朝に 道 を 聞て 夕に 死す と 

も 可なる もの 也。 正叔. MKS 吾 日-履 1 ム-安 I 地 マ 何， カ勞シ 何， i 苦 7。 他— 人" 

日-一 踐；. 一 危-地 V0 此レ乃 チ勞- 苦さ 凡人 は 苦 を 以てた のしび とす。 これ を 惑と 

いふ。 曰々 にさ かしき 所 を 行て 幸 を 求む。 命の いたる 事 を 不知。 柔弱の 者 

はさし 當 りて 憂 哀し、 勇 强の者 はせ まりて は 是非な しとして 亡ぶ。 ともに 

、レの くらき 事 は 一 なり 


V  一  ii- 者 "其， 言 也 ，11。 言て 不行 は虔 也。 君子の 耻る 所な り。 仁 は實理 也。 
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故に 仁者 は 言行 相 かへ りみ て虔 なし。 其 言の 出る 事 を 難す る 所 也。 好 人 は 

言 すくなし。 其 行 ふるの かたき を しれば 也。 故にい へり。 肫々 たる は 其 仁 

.T>,7- キボク 卜 プ  チビ シ 

也と。 厚 をい ふ 也。 剛 --毅 木— 訥の 仁に 近き も， 質- 朴遲- 鈍に して 物に 屈せ 

す、 終に やます して 發 する 所 あれば 也 

君子， -之， 道ハ 費- フ隱 ナリ。 費 はたから とせざる 也。 たからと せざる はお 


一 3 


さめ かくさ る 意 也。 君子の 道 は あまねく 敎て かくす 事な し。 しかれ 共 言 
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する に は あらす。 舜の御 心に もと 一 善の 有 

せるな けれ は 也。 もし 取へ き 慮なくて、 善 

の 行 ふへ き 時 あれ は、 胸中より わき 出來る 

也。 其 人に ありて は 小善に して 益 すくなき 

も、 舜の取 用 拾へ は大 になり て、 國家 天下 

に a あり。 たと へ はこ 乂に みが k さる 玉 を 

持た るか £ し。 不知 者 は 石との み 思えり。 

玉 人 これ を 見て 玉な りと いひて みかく 時 

は、 被と なる か £ し。 大善は 天 T の 人の 知 

を 用より 大 なる はなし 

^ 心 友 問、 孟子に 齊宣 王の 善 を爲に 足る 

2 

といへ る 者 は、 楊 氏の 說を朱 子 も 用 ひら 

れ たると く、 天 资朴赏 にして 好 勇好貨 好色 

好 世俗 之樂 といへ る とき、 直 を 以吿て かく 

す £ なき 也。 心の 位に も あらぬ 大 言を爲 て、 

人 を 欺 者 は與に 堯舜の 道に 入 へ からすと 書 

せる、 道理 至極せ り。 しかるに 贵老 これ を 

； て 道に 入 へ からさる 處 とし 給 ふ は 何 そや 


四 〇〇 

語に のべが たき 所 ある は隱 也。 君子 かくさ 5- れ共 かくれて 發 せす、 只入德 

の人默 して 知べ し 

一 ー 一 篤-飛 ビ 魚，. 躍， 。薦魚 は 無知 也。 故に 天機に うごく。 人 は 知 ある 故に、 私 

心天 機 をふさぐ 0 程 子， 云 さ 必. 事 勿， レ 正う； の 意 也と。 必 有事と は、 人 

は 人の 性 命 あり 0 性 命に したが ふは必 有， 事 也。 勿 ^ 正う， 1 と は 私心 あるべ 

からざる 也。 人性 知 あり。 故に 深く 天機に 通す。 活潑々 地な り 

1 一 心 友 問、 怫氏は 死 を 說て生 を 不說。 孔子 は 生 を 言て 死 を 不言。 儒佛の 

3 

たが ふ 所 こ. - にあるべき か 云、 死生 一貫 也。 孔子 何 ぞ生を 言て 死 をの 

こし 給 はんや。 入の 死 を 問 は 本 をす て 、末によ る 惑 あるに よりて、 其 本に 達 

する 時 は 末 をの づ から 知べき 理ど敎 給 ふ 也。 聖人の 心に 生死な き 事、 常人 

の 心に 甕 夜な きが ごとし。 螯夜 死生 1 貫に して 二 あらす とい へ 共、 常人 は 

困 昼夜 -_  0 

t^JS 夜 を 知て 生死 を しらす。 これ 窨夜も 亦 不知 也。 しかれ 共。 疑 ひなき 者 は 

古今 不惑の 常によ るの み。 堯舜の 民 は 生死 も 亦 かくの どし。 佛氏は 生死の 

理に まよ ひて、 生死 を を そる、 が 故に、 生死 を說 i やます。 聖學に は 生死 

の 惑なければ を それな し。 故に 死生 を 不說。 和漢と もに 三千 年來 生死に 恐 


云、 孟子の 宣王も 善 を爲に 足れり とい 

へ る は、 牛 を 見て 羊 を不 見、 小 を以大 にか， 

ふるの 仁心 也。 崇 にお ゐて 初て 宣 王に 見て 

もはや；； a て 去へ き 志 ありた る は， 貨を 好み 

色 を 好む と い へ る CJ きの 耻の 心う すき 人な 

る 故 也。 さむげ をよ しとす る は 戎狄の 風な 

り。 戎人は 仁義 を 不知、 た乂 輪廻の み を 恐 

れて 執着な からん 事 を 欲す。 故に 前 惡をさ 

ん げして、 此 以後 寂滅 をね かはんと 志す も 

の 也。 戎 狄の學 にして は 可也。 仁義の 學に 

を ゐては 不可 也。 仁義の 性 明なる 者 は耻の 

心 あっし。 耻の心 ふかき 者 は、 心に 悔悟て 

非 を 改め、 善に うつる 者 也」 欲 惡の凡 心 を 

にくみて、 いわんと 欲すれ 共い われす。 か 

くす に は 非す、 耻の心 あれ は 也。 さんげせ 

されと も 改めう つる を以 よしと す。 さんけ 

する 者 はい さきよ きに 似 たれ 共、 其 當座は 

かりにて 終に 悪 を 改めす。 善に うつら さる 
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動せられ て、 生死の 夢を見て さめた る 者 まれな り。 異學は 惑に 居て 惑 を 解 

むと す。 夢中に 夢を見が ごとし。 聖人の 道 は 日月の 明かなる が どし。 まよ 

ふべき i なく、 さとるべき 事な し。 故に 孔子.^ デ。 予レ欲 5 無？" 言。 天 何， i 

言ャ 哉。 四— 時 行レ焉 百— 物 生 ス焉。 顏 子默識 して 辨 41 なく 愚なる が どくなる 

もの 是 なり 

I 一  理を いへば 氣 をの； J し、 氣を. S へば 理を のこす。 理氣 はは なれ ざれ ど 

も 言に のこす 所 あり、 た 道と、. ふ 時 はの こす 一とな し。 理氣 一体の 名 也。 

其 犬に 付て は 虚と いひ、 其 小に 付て は隱微 とい ひ、 其 妙 用に 付て は 鬼神 

とい"。 天地 位し 日月 明かに、 四時 行 はれ 万物 生す、 みな 道より なせり。 

其眞は 寂然 不動 無聲 無臭 也。 これ を 未發の 中と いふ、 天下の 大本たり。 道 

は 自然にして 窮 なしと. S へ 共、 陰陽の 度 日月の 寒暑 書 夜の 變常 ある は 無 極 

にして 太 極の 理 也。 中庸の 名 ありて 心 法の 受 用すべき 所 也。 しばらく 形 あ 

る 物に 付て 見べ し。 不發 不動 者 は 物の 根と 成、 体と なれり。 木の 根 土中に 

かくれて 花赏靑 紅の 變を なす。 其 根 土中より 出る 時 は 其 化 やむ。 人の 背不 

； S にして 四 K 作用の 体たり。 万事 皆し かり。 道 は 寂然と して 不動 隱微 にし 
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もの 也。 とわ さに 純 刀 骨 を きらす といへ る 

かとし。 佛 者の さんげして 惡を 改め、 道に 

入 もの は、 1 とい ふまよ ひ ある 故 也。 小 

人の 刑 lis を 恐れて、 悪 をな さ V るかぶ-し。 

幼少の や も物耻 し、 爪く はへ して、 人中へ 

出かね 物い ひかね、 赤面 かちなる 子 は、 成 

人に した かって 才德 長す。 必すー 器： S あ 

り。 人お めせす、 よく * いひ， 人中へ 出る 

とやす き 子 は、 人 利 S とほ むれと も、 成人 

にした かって 才知な し。 大 かた 平 人なる 者 

也。 これ 耻の 心の 厚き と、 うすきと 也。 お 

さなき 時 物 はっかし かりせ さる 子 は、 成人 

の後宣 王の CJ くなる もの 也。 庶人 にして は 

可也。 士君子と なる へからす。 宣王は 天質 

朴责 にして 直 を 以吿て かくす CJ なきと いふ 

に は あらす。 これ 又 一 等の 人な り。 其 位に 

も あらぬ 大言 をい ひて、 人 を あさむ く か あ 

しき It はいふに 不及。 欲惡 ありな から 蓋藏 
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て 不發。 この 故に 天下の 根本 也。 物に 体しての こすべ からす。 道の 不動 は 

形の 不動の どくなら す、 至 祌 至 動な りと いへ 共、 無欲に して あら はれざる 

をい ふなり 

一 心 法 は 心の 向と ころ を 慎むべし。 向所 實 なる 者 は 自然にい たる ものな 

り。 孟子 性 善 をい へり。 善は內 より 出る もの 也。 故に 邪 を ふせぐ 時 は 誠 を 

のづ から；^ す、 善と いひ 誠と いふ 皆 性の 德也。 一休 異名 也。 誠 は 則 善 也。 

善 は 則 誠 也。 今の 人心の 好み 向 ふところ、 利と 欲と にあり。 必 しも 利欲 を 

主と せんと 思 は ざれ ども、 自然に 利に おもむき、 砍に 住す。 工夫 力 を 費 さ 

すして よくす る 者 は 向所 實 なれば 也。 誠 は 天 を 以て 根たり、 固有の 德 也と 

いへ 共、 志の と XJ ろ實 にこ、 にあら ざれば、 思 ふ 時は存 し、 忘る、 時 は 

亡す るが ごとし。 工夫 を 用 ひ 力 を 付る とい へ 共、 存養 しがた し。 若 心實に 

德を 好み、 邪 を ふせがば、 誠 自然に 立て 善行 はるべし。 是を 忠信 を 主と す 

とい ふ。 忠信 外より 求め 米て 主と する にあら す、 本より， 主 也。 今 は 人欲 

主と なる が 故に、 忠信 は 心 を 起して 存 や。 客來 のどし。 故に 程 子 云、 不レ之 

レ 東-一 不， 之， 西-一 是中 也と。 東西に ゆかざる を 中と いふに あらす。 東に ゆく を 


してよ き 者 ふりし、 驟吝 なる 者 は、 いかて 

堯舜の 道に 人へ き や。 これ 又い ふに 不足 

2 心 友 間、 复后氏 は 五十に して 貢す とい 

2 

へり。 一夫 五十 畝 $ て、 五 畝 を かそへ て 

年貢に さ X けたる 也。 殷人は 七十に して 助 

すと いへ り。 始て 井田の 制 あり。 六 百 三十 

畝の 地を畫 して 九區 とする 時 は 一 區 七十 畝 

なり。 中 を 公田と す。 其 外 八 家 各 一 區 七十 

畝を受 たり。 其 力 を 借て 公田 を 助 耕して、 

其 私 田に 税 せす。 故に これ を 助 法と 云。 周 

人 はこれ を かね 用 ゆ。 百 畝に して 徹す。 鄉 

遂は貢 法 を 用 ひ、 都鄙 は 助 法 を 用 ゆ。 耕す 

時 は 八 家 力 を 同して 作り、 收る時 は 歒を計 

て 分つ。 故に これ を徹と 云。 其 實は皆 什一 

なり。 貢 法 は 十分 一 を以 常の 數 とす。 助 法 

徹法は 九 一 なりと い へ とも、 廬舍を 公田の 

中より 取、 商人 は 十四 畝 をと り、 周 人 は 二 

十 畝 をと る。 故に 商 民 は 七 畝 を公納 とし、 

集義 和書 卷第十 1 


一 So 


とせ や、 西に ゆく を必 とせす e 義 とともに したが ふとき は 中 也 

學友 問、 丁 陰 丁 陽 謂 n 之 ぼ T。 繼之者 "善 也。 成 之 者" 性 也 云、 

太 極 時に 動て 陽 生じ、 時に 靜 にして 陰 生す。 動静 は 時 也。 陰陽た が ひに 其 

根 をな す。 太 極の 時に たが はす。 太 極 もと 無 極 也。 故に 是を 道と いふ。 一 

陰 一陽 生々 してやまざる を繼 と. S ふ。 やまざる 時 は 四時 行 はれ、 日月 明か 

也。 善 これより 犬なる はなし。 造化の 流行 を 見れば 善な り。 山 下の 出 泉 其 

始 にごれる ものな し。 いまだ 淸濁 をい ふべ からす。 中間に ごり をな す もの 

あれば 本源の 水色 を 失 ふ。 こ V に をいて 淸 濁の 名 出来ぬ 。源 出に たが はす、 

繼 つける もの を淸 とい はむ がごと し。 造— 物— 者 人 を 成て 人の 性 あり。 万物 

を 成て 万物の 性 あり。 人 は 天地の 心なる ゆへ に、 一 陰 一陽の 理 全して、 明 

德備れ り。 其 性に したがって 動と き は 仁義 禮智の 性 ありて 善 也。 性の 德を 

0 の 名 ありて 0 となる 

失 ふ 時 は 不仁 不智 不禮 不義。 にして 悪。 也。 水の 中間 清濁の 異 あるが ごと 

し。 天 は 無心 無欲 也。 故に 理氣 はなる- -事 なくして、 四時 あやまた す。 人 

は 有心 有 欲なる が 故に、 心 法な きもの は あやまち あり。 聖人 以下の 人 過な 

き K1 あた はす。 よく あらたむ る を 善と す。 心 法 は 天命の 德 にした がふ 受用 
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周 民 は 十 畝 を公納 とす。 或は 并を なし、 或 

は 井 をな さすと い へ とも、 什 一 に は 過す。 

日本に て は？ X 助 傲の 中、 いつれ か 用ら るへ 

き や 云、 王 代 はいふに 不及、 武家の 代 

となりても 貢 法 を 用ら れ たり。 いにしへの 

制の 殘 たる 所 まれに 有 を 聞に、 皆 十一 の 貢 

に は 過す。 日本の 土地に は 井田の 法 は 用 か 

たし。 中國 にても 日本の 土地の 樣 なる 所に 

て は 皆 R 法 を 用たり 問、 今の 制 は 四 分 

六 分な り。 四 分 百姓と り 六 分地 頭 とれり。 

又 麥の多 出來る W か、 扨 は 外に 助と なる 事 

ある 所 は、 田に 出來る 米の 分 は不殘 地頭へ 

取て、 やうく 跡に 麥を 作て、 百姓の 食と 

する も あり。 今日 本に て 十一 の 法 を 用 は、 

大 if^ 小身 共に 武士 は 一 月 も 立 まし。 却て 乱 

の 端と なる へし。 いにしへ とても 日本に は 

行 はる へ しと も 思 はれ 侍らす 云、 今の 

世の 勢に て 十 1 の 法 は 思 ひも よらぬ 車 也。 
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なり。 人心 天理に したが ふ を 道と 云、 M 一  陰 一 陽 を 道と いふと 一 致 也。 人 

幼より 善なる 者 あり、 幼より 惡 なる 者 ある は 氣稟の 自然 也。 幼より 惡 なり 

とい へ 共、 仁義 禮智の 性な き HJ あた はす。 故に 耻る 所有、 は かると ころ あ 

り。 この 故に 成長して 人と なれり。 たえて なき 者 は 一 日 も 生べ からす。 水 

にごる といへ ども、 ひき、 にっきて くだる は 水の性 善 也。 にごる は 水の 本 

然 にあら すと い へど も、 水に あらす と. S ふべ からす。 人の 性 は 善 也と い へ 

ども、 惡も叉 性に あらす とはい ひがたし。 赤子の 時い まだ 善惡の 名な し。 後 

來 にごる 事の 多少 万 品な り。 終に にごらざる もの は 聖人 也。 少く にごりて 

はやくす める は 賢人 也。 多くに ごれ ども、 力 を 用る 事 勇に して 敏なる は、 數 

年なら すして すみ、 ゆるき は を そくすめ り。 人生れ て靜 なる 以上 は 說べか 

らす。 ゎづ かに 性 をと けば 性に あらす と. S へり 

心 友 問、 樂 める 君子 は 民の 父母 也。 たのしま ざれば 君子と する にたら 

すと い へり。 君子の たのしむ 所 は 何事 ぞゃ 云、 程 子， 云、 樂 は理 にし 

£  プ シ ザク 

たが ふを樂 とすと。 此 意味 學び ざれば 不知。 たと へば 音 樂を學 ぶが ごとし。 

セ ィザク 

淫聲 はしら ざれ ども 聞て おもしろし。 正樂 はしらざる 人 聞て おもしろから 


tn 本 も 今と むかしと は大 にか はりあり。 昔 

は と 兵と 一 にして わかれす。 軍役み な 民 

間より 出たり。 武士み な 今の 作士 とい ふ 者 

のとくな りき。 今の £ く 城下へ 出て 屋形を 

ならへ 居 Co はな かりし 也。 士と 民と 別れす 

して 十 か 一 を 出したり。 別に 士を ふちす る 

知行と て はらさる 也。 恭儉 質素に して 爵 奢 

なけれ はつい ゑな し。 十 1 にして みち たれ 

り。 今 は 土と 民と わかれて、 士を 上より ふ 

ちす る 故に、 知行と いひ ふち 切 米と いひ、 

多い る 也。 十一 の 事 はさて おき、 十 か 二三 

とりても 不足。 農に 兵な き 故に、 民 奴 僕と 

なりてと ると つよく、 いやしく 成たり 0 君 も 

士も民 も はなれ. （-に 成て、 はて はて は 想 

つまりに なりて、 乱世と なる 也 間、 む 

かしのと く 農兵に かへ し 度 事 也。 農兵 はつ 

よき ものと 承 及 侍り。 常 ゆたかに 戰陳 つよ 

く は、 これ ほと よき 事 は 侍らし。 しかれと 

集義 和書 卷第十 1 


す、 學び 得て 後 面白き 所 あり ひ 學 びて 理を 照す 事 明か なれば、 自然に 理に 

ガ ザク 

したが ふ 事 をた のしむ もの 也。 音律 耳に 入" ば 自然に 滩樂を 好む がごと し。 

凡人 は 欲に したが ふを樂 とお も ひて、 理 にした がふ をつ とめと 思へ り。 道 

を しらざる が 故 也。 君子より 見れば 欲に したが ふ は 皆 苦な り。 しかる をた 

のしみ と 思 ふ はま ど へ るな り。 雅樂の 神氣を 養て あかぬ 所 ある を しらすし 

て、 淫聲の 神氣を 害する もの を 好が ごとし 

： 一 心 友 問、 惟聖- 人？ 然レ 後チ踐 ^ 形" と は 人道 を 盡し得 也と いへ る はいか 

^ 云、 人 は 五行の 秀氣 神明の 舍、 天地の 德也 といへ り。 これによ く かな 

ふ を 人道 を盡し 得と いふべ し。 聖人 あら はれて 人の 天地の 德 たる こと をし 

れり。 是形 を踐也 

一  心 友 問、 孟子， 云、 民 rfsi 社 I 稷次 2 さ Ii.?o 此言甚 

抑- 揚 あるに 似たり。 一 國の爲 に 一 人の 君 を 置て 治しむ る 道理 を しらで、 君 

一 人 を たのしま しめて、 一 國の 人民 を くるしむ る 事の 天道に そむける 義を 

明さん が爲 なるべし 云、 しかり。 又 先天の 理也。 天地 ひらけて 人 あり、 

人の 多 を 民と いふ。 山川 國 土の 神 民の 爲に 財物 を 生す、 是 神と いへ 共 民に 
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も 今の 武士た る 者 同心いた すましき か 

云、 急に はなる まし、 道行 はれ 學明 になり 

たら は、 自 然に はなる へき 事 あり。 人君た 

る 人の 爲 にもよ く、 諸 土の S にもよ き 事 あ 

り。 當分 は民少 同心す まし。 しかれと も 民 

の a:^ にもよ き 事 なれ は、 ニー 郡 も 其 法 行 は 

れ、 民 ゆたかに なりたる を 見 は、 いつれ も 

同心す へし。 君子 は 業 を はしめ、 统を たれ 

てっかし むへ き 事 をす とい へり。 世 をへ て 

後む かしに かへ り、 贵賤 上下 共に ゆたかに 

治世 久しき 事 はなす へし 問、 代々 緊君 

出 拾 は、 こそ 左樣 にも 成へ くひ。 一代の 間 

に 成功な き 事 はお ほつ かなし 云、 誠の 

心 ありて 道 時に 叶へ は、 ffl 繼て功 をと くる 

人出 來 もの 也。 學授の 政た によ けれ は繼君 

は 次第によ き 人 あり。 大夫士 共に 子孫 はま 

すくよ くなる ものな り 問、 其 法 はい 

か x 云、 日本の 今の 時處位 あり、 より 處 
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次の 理也。 民 は 其 本 を 報じて これ を 祭れり。 人民の 多き これ を 治る ものな 

ければ 乱る。 故に 君 を 立"。 是又國 君と いへ 共 民に 次 もの 也。 孟子 先天の 

理 によりて い へり。 後天より. S ふ 時 は 君 は 上に 位して 威 重 あり、 民 は 君に 

したが ふ 者 也。 君民の 爲に 社稷 をた て、 これ を 祭れり。 是 後天 用 をな すの 

時 也 

^ 一 、い 友 問、 いにしへ 聖主賢 君 史官 を 置て、 主君の 言行 を 初めと して 天下 

3 

の 善惡を 記せし む。 おもねりて ほむる tj 不能、 いかりて そしる £ 不能、 の 

こさす かさねす、 た M ありの ま k なり。 後世 惡 逆の 主、 無道の 君の 時に 威 

權 つよく， 其 悪 を 後世に 傳 へん 事 を 恐れて これ を 記す 事 を ふせげり。 と？ 

むべき 事 やすき 勢 也。 しかれ 共と むる 事 あた はす。 本よりの 惡 名の 上に 

又 悪聲を かさぬ。 人力 こ. -に 及ばざる は 何ぞゃ 云、 鬼神 は 福 善 禍淫な 

り。 いにしへの 聖主賢 君 は 天工に か はりて 史官 を 立 給へ り。 是 造化 を 助く 

るの 道 也。 人道に 史官 を 立ざる 時 は 天命の 史宫 ありて、 善惡を 記せり 

問、 天命の 史宫其 心に 知と ころ あり や 云、 其 心に は 知 ことなし。 た マ 

天然と 其才其 時の 善惡 をし り、 或は 時 を 過て 生 るれ ども 前代の 事に 達せる 


ありと いへ とも、 跡に よるに あらす。 時に 

當て はなす へし。 かねてい ひかた し 

S!  友 間、 何 を か 治國平 天下の 要と せん 

2 

云、 國 天下の 爲に人 を 得る を 要と す。 

孟子す てに これ をい へり。 人に 分つ に 財 を 

以 する を惠と 云、 世人 これ を 仁な りと し德 

なりと す。 受る者 大に投 ひぬ。 入に 敎 るに 

善を以 する を忠と 云。 世人 これ を そね みそ 

しり、 敎らる 、者 は 位 ひす 。甚 しき は い かれ 

り。 人に 金銀 財 用を與 ふる は小惠 なり。 し 

かれと も 其人悅 ひ、 世の ほまれ 大 なり。 入 

に H を敎 るは忠 なれ は惠 よりも 大 なり。 

しかれ 共 BI せらる X 者た からの 十 か 一 も 

悅 ひす。 また 世俗の そしり を 得 事 あり、 い 

かんして か國 天下の 爲に人 を 得ん や。 人 皆 

國の 治り 天下の 平 かなる と を 欲せす とい ふ 

事な しとい へ とも、 其 治平の 根を絕 とを不 

知。 其 本 をき はめた つぬ るに 不仁な り。 民 

集義 和書 卷第十 1 


もの あり 0 皆 天道 鬼神の 福 善禍淫 也。 天下の 主と い へど も 鬼神に 勝 5 あた 

はす。 故に 人力 を 以て ふせぐ ベから す。 みづ から 惡を なす 者 は 其 心 くらき 

故に 此理を しらす。 若此理 をし らばつ とめて 善 を せんの み。 善 をす る MJ の、 

惡名を 亡す の 道なる HJ を 不知 はま ど へ る 也 

12」 一 心 友 問、 自逝は 有べき 事 か 云、 自逝 する 者 は 生死に 心 あり。 或は 

名 を 好める が 故 也。 近して は畫 夜、 遠して は 生死 也。 夜に 入て. S ぬる 者 何 

の 心 あり 何の 名 ありて 自 逝すべき や。 死生 は 天地の 常理 也。 道理に したが 

ひて 始終す る 者 は 無心 也。 むかし 程 伊川 病で 死なん とす、 郭 忠孝と 云者往 

て 見に、 伊川 目 をと ぢて 默然 たり。 忠孝 云、 夫子 平生の 學 ぶ所此 時に 用べ 

し。 伊川 云、 道 II 着ス レバ 用 一 便 チ不- 是と。 忠孝い まだ 寢鬥を 出ざる に 伊川 卒 

す 問、 とい ふ 事 は 有べき か 云、 死去 人の いひ 置べき 事 は 生淺 

る 人々 の 心に あり。 時 所に したが ひ 子孫の 位に 應じ、 義に 害な き 事 は 勢に 

まかすべき のみ。 死者 何 を かいはん。 但し 遠方へ ゆく 人の、 留守居の 及 ま 

じき 事 をい ひ をく どき 事 ある まじき にも あらす。 子弟に 敎 るの 言 は 平日の 

言な り。 遺言に 非す 
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をみ ると 已か 赤子 を 保 かとくな るの 慈心な 

き ゆへ なり。 人々 我 子 水火の 中に くるしま 

は、 これ をす く はさろ 間 は、 いねても 席 を 

安ん せし。 食す ると も 味 を 甘ん せし。 多の 

子と も 己一 人の 力に して、 水火の 難 をす く 

ふ 事. あた はさる 時 は、 これ を 助く る 術 を 得 

たる 人 ありと いは 乂、 年来の あたかた きな 

りと も、 必す往 て 手 をつ き ひさを か、 めて 

も、 我 子の すくい を 求ん。 いわん やお 者 は 

あたに あらす。 みっから これ をに くんて、 

いみへ たてた るの み。 堯は舜 を 得さる を以 

己か褒 とし、 舜は禹 と 阜陶と を 得さる を以 

己 か 憂と し 給へ り。 一人の 君チを 求る は、 

万民の 苦 をす く はむ となり 間。 今 も 役 

人な けれ は 何 S にても 人 を ゑら ひたつ ねと 

はすと いふ^な し 云、 同位 同類に をゐ 

てた つぬ る 故に ありかたし。 天地の 理 8: 

盛衰 あり。 富贵は 久しくった はらす。 其 時 
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一？ 5 一  心 友 問、 より 親に 與し 主君に そむきて 33 る は 何の 義ぞ 云、 非糟の 

禮、 非義 の義、 大人 はせ ざるの 類 也。 今の 俗 此非義 の 義を義 とす。 あやま 

りても せめて 義と思 ひて なさば 可也 0 た 1- 其 中 聞の 名利の 情に まと はれて 

せんかた なき 故 也。 盗賊 は 本より 不義の 者 なれば、 義理 を 思 ふ 者に あら ざ 

れ ども、 其 中間の 難 を 去 MJ あた はす。 これ 其 情に まと はるれば 也 問、 

より 親義を 行て 去ば 與 すべき か 云、 より 親 義を行 は 自己 一 人 義を行 

て 去べ し、 何 ぞんを ひ きゐて 其 家を危 くし、 其國 をみ ださん ゃゥ 故に 君子 

はより 親と する 人 を はじめより えらぶ 事な り 

一 S 一  心 友 問、 程 子 云、 誠 あらす、 財 をお しむ 者 は 善 をす るる 不能と。 財 は 

おしま ざれ ども 誠な き 者 あらん や 云、 名 を 好て 財 を ほどこす 者 はおし 

まざれ 共 誠な き 也 問、 不仁なる 者し はき 者 も 堂 寺の 佛 事に は 金銀 をお 

しまざる は 何ぞゃ 云、 し はき も 不仁 も 心 くらき 故 也。 後生の 偽- 妄を 

信す る も、 心の くらき 也。 くらき 故に くらき 所へ 用る と 知べ し 

お 一 心 友 問、 易— 簡と 略儀と 相 近が ごとし 云、 大に 異なり。 聖人の 敎 

3 

は 易 簡の善 ありて 略儀 を 示さす， 人に 略儀 を 敎る時 は禮儀 亡ぶ、 禮儀 亡る 


代に 位 尊、 祿重 人の子 孫 はすて におと ろえ 

ん とす。 故に 好 人生れ かたし。 積善の 家 は 

しらす、 大 かたは 靈 明の 末お とろへ て、 又 

おこらん とする 時 は、 微賤の 中に 勇 知の 人 

生る。 故にい にしへ は 賢 を 求る と 野に ぉゐ 

てせ り 間、 たと ひ 其 身 微賤な りと も、 

德 すてに 君子なら は、 民の 父母た る 心 ある 

へし。 何 そめさす とも 進て 道 をお こさ、 る 

や 云、 其 位 其 任な けれ は 其 心お こらす。 

大舜 はしめ 庶 人たり し 時 は、 た、 庶 人の 菜 

を 事と し 給 ふ 心の みに して、 天下の 治乱に 

心なし。 國君は 一 國の 民の 父母な り。 天下 

に 及 心なし。 大君 は 天下の 民の 父母な り。 

其 大臣 は 大君の 心を以 こ、 ろと して、 天下 

の 民を惠 へき 道を盡 すの み。 夫 大舜の 知 は 

贵賤 廣狹を ゑら はす。 居と して 當ら すと い 

ふ 事な く、 ゆく として 行 はすと いふ 事な し。 

大鼓 以下の 人々 は 知に 大小 あり、 才知 ひろ 


時 は 驕奢 生す、 驕奢なる 時 は 物 文 花に して 事し げし。 事し げき 時は僞 生す、 

物 文 花なる 時 は 略儀い よく 行 はる。 夫 烏帽子 直垂 ちいさ 刀 は 無位 無官の 

士の禮 服 也。 此禮服 文 色定れ ば數を 用る 事な し。 た 一く だり ありて 禮儀 

達しぬ。 下 ひとつ ふたつ は 時の 寒暑に かな ふの み。 數を用 ひ 美を盡 すべ 

き樣 なし。 ちいさが たなた 一 腰 なれば、 大中小の 脇 指 刀の さし かへ 用べ 

き 所な し。 平生はち いさが たな ひとつに て內 外と もに 事 たれり。 軍陣に 太 

刀 を |ー^ そ ゆる 者 也。 これ 禮儀備 り 人道うる はしく して 易簡 なり。 善なる に 

非す &^。 いつの ほどに か ゑぼう し 下地の ま、 にかみ を をり わげ、 ひた- -れ 

はかま を 略して 上下と す。 一 旦は易 簡に似 たれ 共、 略儀に て禮 儀なければ 小 

袖 上下 數を盡 していろ く あり。 其つ. S え かぎりなし。 ちいさが たた を 脇 

指と し、 太刀 を 刀と して 二 腰 さした る は 、かいぐし き樣 なれ ども、 國 I 容 

に i まじ はりて 治 道 長久なら す、 戰陣威 かろし。 しかの みならす、 大ゎ 

きざし、 中 脇 指、 小脇 指、 刀の さし かへ に 至まで、 其つ いえかぎ りなし。 

これ 略に よりて 奢に ながれ、 人の 禮儀 亡びて 物 多く 事し げきに 非す や。 事 

しげき 時 は 人の 精力 及が たし。 正直 律儀なる 人と いへ 共、 僞 なき 事 あた は 
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くして 天下の 任に 當る へき 人 を、 一 國に用 

て は 却て つかへ と V こほりて、 功なら さる 

者 あり。 又 天下に 用て は、 かなへ あし をお 

れ とも， 小國に 用て は 可なる 人 あり。 人 を 

知て 有才を 用る £ は、 君子 治 s 平 天下の 先 

務 なり。 今の 時才の 用へ き處 をつ まひら か 

にせす。 人の ほむる 者 なれ は 役儀 を 命す。 

土の 頭と し 上に S て は、 ゆたかに して 君子 

の 風 ある 人 も、 人と する 時 は 其 事 不調、 

生 付た る氣 質の 寒 まてむな しく なれり。 故 

に不當 事に 使 時 は、 あたらよ き 人 を そこな 

ふ もの 也。 生 付 きづ 多 人と いへ とも、 一 き 

りゃう ある 者 は、 其 得た る 事に 使 時 はよ し 

不德の 人 も 使 やうに て 德出來 る 道理 也 

間、 富贵に 素して は 富貴 を 行 ひ、 貧賤に 素 

して は 貧賤 を 行 ふ。 是大 力量の 人 はよ く處 

すへ きか。 大賢 以上の 人なら て は 叶 かた か 

るへ きか 云、 これ 才の よくす る處に v:5 


四 一 つ 

す。 この 故に 聖人 は 易簡の 善に 配して 人道 Q 錢康を 制し、 略 を戒て 多事 を 

ふせぎ、 撝の 生す る涯 をふさぎ て 誠 を 立る ものな り 

^ 一  心 友 問、 聖， 而不 5 可- S 知 S 之， 謂 I： 神 i> 先學 皆い へり。 聖人の 上に^ 

に 神人 あるに 非 すと、 いか 1- 云、 聖人に は 神 "の德 あり。 此德 ある 

聖人み づ から 不知；： お 也- - 筌 中より なき 物 を 生す る は、 鬼神の 造化な り。 天 

地 ひらけて， S まだな き 物 を はじむる は 聖人の 神德 也。 八卦 を畫 して 六十 四 

卦 とし、 天地人 三 極の 道 を あ，？ にし、 万事 万物の 理を盡 し、 醫藥灸 針の 事 

を 作し、 律呂 管絃を 輿し など、 皆 神明の 德 なくて はならざる 事 也。 律呂た 

しかに のこりて だに、 ふりの 絕 たる 樂 は 再舆 する ことなりが たし。 舜 はじ 

めて 五 鉉の琴 を 作て 南風 をうた ひ 袷へ り。 琴の 曲た えて 後 其 SHS ありと い へ 

共、 燹君良 相 もこれ をお こす 事 あた はす、 鉢 ありて だに なりが たし。 况ゃ 

跡な き 事 を 初て 作す る は 人力に 非す。 鬼神 は 人の 作用 はなら す、 人 も 鬼神 

の 妙 用 をば なす £ぁ たはす、 幽明 人 鬼の 異なる 也 0 聖人 は 人に して 神の 妙 

用 あり， 鬼神に もまされる 所 也。 しかれ 共 聖人 は 人道 をつ とめて 神妙に 心 

なし、 これ 聖 にして みづ から 知べ からざる の 神 也。 叉 聖人の 上に 神人の 位 


ら す。 德を 知人 はみ なよ く處 すへ し。 それ 

有德の 君子 は 富貴 も淫 する CJ 不能、 貧賤 も 

移す CJ 不能、 威武 も 屈する £ 不能。 かくの 

£  くにして 後、 其 位に 素して 行 ひ、 其 外 を 

ねか はさる へし。 德を 知人 これ を 行へ し。 

才覺 ありと いふと も及處 にあら す 

g 學者 あり 間て 云、 今の 佛者 は贵 人の 師 

なり。 しかも 出家 は 下 をへ て 民の 困苦 をし 

れり。 何 そ 貴人に 說て佛 の 濟度利 生の 道に 

ト はさる や。 歳の 十一月に は徒杠 成る。 周 

の 十 一 い は 今の 九月 也。 徒杠 はかちより ゆ 

く 者の わたる はし 也。 十二月に 與梁 成る。 

十二月 は S の 十月な り。 輿 梁 は 車馬 を 通へ 

き はし 也。 農 功す てに 畢て 民力 を 用へ し、 時 

もま さに 寒沍 ならん とす。 橋梁 ある 時 は 民 

徒涉の 憂な し。 今 民間の 道路に は 水に 橋な 

く、 舟な き處 多し。 遊民み つから 舟橋 を 作 

て錢を 取て 人 を 渡す。 貧なる 婦女 童子 はわ 

集」 お 和 S 卷 Jl^ 十 1 


なきに しも あらす。 伏 犧神農 黄 帝堯舜 これ 也。 禹王文 王 周 公 孔子 神に あら 

すと いふべ からす 

2 1 學者 ありて 云、 孟子 以後の 諸君 子 皆 言の 失 ありと いへ り。 師と はしが 

たからん か 答て 云、 皆師 とすべし。 其 志の 賢なる 所 は 後世の 學 者の 及 

べき 所に 非す。 言の 失 を あげて 先人の 非 をい ふ 事 は 易し。 其德を 取て 身に 

行 ふ 事 はかた し。 予が 言の ごとき も 今の 人の 惑に 當り、 今日の 受 用に 益 あ 

り 共、 時 去て 後人の 議論に 及ば r 大半 非なら む。 た^ 實儀 あれば 人の 良心 

を感發 す。 善心 興起す る 時 は 聖賢 を師 とすべし。 其 中間の 奏者 也。 世に 博 

學 篤行の 師多 しとい へ 共、 人の 良心 を 開 J あた はす。 師弟 共に 先 學の非 を 

あげ、 當 世の 畢者を 相 そしれり。 先人の 德を 好し、 今の 人の 善 を あぐる 事 

あた はす。 其 議論 可也と いへ 共、 かへ りて 人の 善 を そこな ふ 者 也 . 

一  賢 不肖 生 付と いふべ からす、 治乱 命と いふべ からす。 君 相 志 を 立て 賢 

を 求め、 戠 々其 任に あたる か あたらざる か、 つとむる かつと めざる か を 明 

に 知 時 は、 國 をの づ から 治るべし。 天下 小人 を 以てみ づ から 安 ぜ ざる は 人 

心の 靈 なり。 君 相 志 を はげまして 君子の 心 術 躬行 をな す 時 は、 士民 これに 
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たる 事 を 得す。 たまく 民の 自力に て 橋 を 

わたす といへ とも， あやうくして かちの 者 

たに やうく わたれり。 佛 法の 制に も 過た 

る 今の 堂塔の 十分 一 を 損せ は、 天下の 橋 舟 

時になる へし。 佛法は 慈悲 を 本と すと いへ 

とも、 いにしへの 賢 君の 政道の 一事に も不 

及 CJ は 何 そや。 又 早に 當て雨 こいをする 

も、 民の 自力 を 以て 大分の つい ゑ をな せり。 

かくて 大方に 出來時 は、 せめ とられぬ。 如 

此 事を贵 人に 申す 憎た になき 事 は 何 そや 

云、 雨 こい はふる へき 道理 あるに いのれ 

はふり、 其 あて、 する 道理な けれ はふら す。 

民 は その わき まへ もな くい のれ はふる 事と 

心得て、 多の 財 用 を 損して いのれと も ふら 

さる 事 多し。 ま CJ によぎ もな き 事 也。 いに 

しへ は 早に 雨 をい のり、 長雨に 晴を いのる 

事 は 大君 國主郡 主の 任と し 給ふ處 なり。 故 

に その ふるへ き 道 を 鬣して い の る CJ を 命し 


四  一 二 

したが ふ。 心 はい まだ 化せす といへ 共、 其 用 は 君子の 事 也。 この 故に 人材 

を 成 KJ はかた し。 變 化する KJ は 易しと い へり。 いまだ 王者の 德に 及ば ざれ 

共、 志 立 時は變 すべし。 大に變 すれば 犬に 益 あり。 すこしき 變 すれば す こ 

しき 益 ありと いへ り。 婦女の 知識な き、 赤子の 物い はざる だに、 誠 あ r ば 其 

欲に 應す、 あたら ざれ 共 遠から す。 况 男子の 知識 才能 あり、 民人の よくも 

のい ふ は、 慈 仁の 誠 あらば 保と 易 かるべし 

^ 一  時に したがって 變 易して 道に 從ふは 君子の 中庸 也。 時に 隨て變 易して 
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利に 隨ふは 小人の 中庸 也。 其 知の 明 は 一 也。 只 主と する 所 異なり 

^ 一  心 友 問、 孟子 言 を 知と いへ り。 道學に をいて 重き CJ は 何ぞゃ 云、 

予は予 が 言 を 知の み、 心 定る時 は 其 言 重して 舒 かなり。 不定 時 は 其 一 ilia 輕し 

て疾 問、 事の 急なる 時 はいか 云、 心 定る時 は 急な りと. S へど も 

變ぜ す， 只 其 言 すみやか なり。 重舒變 じて 分明なる 者 也。 無事の 時に 疾は 

心い そが はしき 故 也。 急なる 時 すみやか ならざる も 心と こ ほれば 也 

^ 一  心 友 問、 聖人の 言 を そる V の 意い か M 云、 聖人 は 万歳の 師也。 其 
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言 は 我に 敎る 也。 我必す これ を受用 せん-す。 故に 長る。 天より 命じて 師 


給へ り。 故に 空く 民の 財 をつ いやさす して 

いのれ は必す ふると あり 間、 今時 民の 

むさと したる 雨 こ いに も * 砖 として ふる 事 

ある は 何 そや 云、 其 事 は 雨 ふるへ き 道 

理 なけれ とも、 其 憂 情眞實 なり。 又 不知し 

て 雨 ふるへ き處 にお ゐて する 者 あれ は 也。 

これ 等の 神理 いかて 今の 儈 尼の 知 處 ならん 

や。 其 上 多 は 身す きの 凡僧 なれ は、 濟度利 

生の 慈悲心 も あるへ き やうな し。 故に 貴人 

に 近付と いへ とも、 民の つい ゑい やましに 

なりて、 下 を くるしむ る 其 一 となれ り。 ま 

£ に 論す るに たらす 

^ 朋友 間、 もろこし 日本 共に 天下 を 奪 ふ 

者 は 諸侯 大名な り。 あらそ ふ 者 は 高 家の 一 

門な り。 君 を 殺しない かしろ にす る 者は大 

臣 なり。 たと ひ 暴君 ありと も亂 世に はま さ 

る へ し。 其 君な く 成て 後 はよ か るへ し。 諸 

侯に 大身な く、 又は ありと も 取 立の 人 はか 

化 1^ 義和寄 卷笫十 1 


とす、 今日の 君命の どし 問、 大人 を を そる と、 大人 は 在位の 人 か。 在位 

の 人不德 にて 我 道 あらば 何 を か 恐れん や 云、 天命 じて 貴人と し 上に 立 

しむ ゥ 故に を そる。 畢竟 天命 を 長る、 也 問、 天 何 ぞ不德 の 人 を 命じて 

有 道の 人の 上に 立し むる や 云、 勢の 自然 也。 自然の 勢 は 天命 也。 故に 

君子 は 自然にし たが ひ、 小人 は 力 を 以て 自然に もとり、 災を まねく 者 也。 故 

に 云、 小 を 以て 大 につ かふる は 天 を を そる、 者 也と。 小 はま £ に 大に歒 す 

ベから す、 是 自然の 天命 なれば 也。 大を 以て 小に つか ふる は 天 をた のしむ 

者 也と。 大 はま 5 に 小 をした がへ 易し。 しかれ ども 恭敬して つか ふる 者 は 

義理 ある を 以て 也。 心に つか ふべき 義理 を しれ "ば、 其 義理 をた のしび て、 

外の 勢 を 忘る、 也。 將軍 家の 禁中に つかへ 給 ふが ごとし。 將軍家 は 天下 を 

我物と して 大と いふに も 及ばす C しかれ 共 天 照 太 神の 皇統に て 三種の神器 

おはし まし、 天威の をされ ざる 所 あり。 故に 代々 の 將軍家 をろ そかに し 奉 

り 袷 ふ 事 あた はす。 足 利 家の 盛 世の 時 は、 本より 將軍 家に まかせられ たる 

公家 なれば、 ないがしろにしたり とて 眉目に もなら ざるに、 天 を樂の 道理 

を しらで 勢に まかせ、 日 々に 公家の 威 をけ づ りたる 天罸 にや、 足 利 家の 威 
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りに し、 一門に 髙家 をお かす。 大臣に 位 錄 

なき 樣 にせ は 久し かるへ きか 云、 孟子 

曰、 入 則 無法 家 IB 士。 出 則 無敵 國外 患者 國 

恒亡。 然 〔o»lR〕 知 生 於 惠而死 於 安樂。 

法 家 は 位.？ g 重く、 作法 正く、  SS 鉢の 君 道に 

志す 時は師 となり、 無道なる 時 はい さむ。 

きかされ とも 其 法 を變せ さるの 大臣 也。 4^ 

々の 守に なり、 國 と共に 存亡す る 者 也。 位 

緣 かろくして 叶へから す。 拂士は 君 正しけ 

れは 助て 善 をな さしめ、 君 不正 はい さめた 

すの 賢士 なり。 敵圃外 m は必 しも 戰國の 

時に あらす。 外に 氣 遣なる 者 あり。 手前 あ 

しく は 其よ はみ、 つい ゑに のりて、 災 をな 

すへ きもの 也。 凡 情 はかくの とき 者 を はら 

いなく せ は、 心安くて よかる へしと 思へ と 

も、 君子の 心 はしから す。 左 樣の氣 遣なる 

者 あれ は、 作法 を as み、 政 をよ くす る 故に、 

長久な り。 彼 も 其 善政に 惑して 歸服 する 


四 一四  、 

も ほどなく をと ろへ て、 四 五代 は 公方と いふ 名 斗に て、 公家の どくな りて 

亡びたり。 武家の 强大を 以て 公家の 微弱なる を 尊敬し 給 ひて こそ、 後世の 

ほまれ 共 成べき 事 なれ。 強大の 人 微弱の 人 を をし つけて、 屑 目と おもへ る 

はくら き 事 也。 其 非 鱧 を 武家の 例と する 人 ある は あやまり 也 

^  一  ^友 問、 先學 云、 人心 は 人欲 也と、 先生の 解 は異也 云、 古語 を 解 
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ことん々 の 見 立 あり。 古人の 主意に 叶と. 个 叶と ありと い へ 共、 叶た るを以 

て必賢 也と せす。 不叶を 以て 不賢 とせす。 予思 ふに 人心 は 人欲に 非す。 大 

舜の給 はく 人心 惟危 と。 すでに 人欲 なれば 危と いふまで もな く惡 也。 人心 

は 形氣の 心なり。 此形 あれば 此心 あり。 聖凡 共に 同じ。 飮食 衣服 男女 等の 

心 これ 也。 旣 に形氣 あれば 欲 有、 欲 あれば M あり、 则は禮^！也。 人心 欲 あ 

りと いへ ども、 禮 儀の 天則に したが ふ 時 は 道 也。 M にした が はざる 時 は 人 

欲と なりて 惡也。 天則 は 微妙に して 聲も なく 臭 もな し、 自 反愼獨 常に 存養 

せ ざれば 失 ひ 易し。 君子の 及べから ざる は それた 人の 見ざる 所 かとい へ 

り 

お 一 心 友 問、 程 子 註に 朝-一 聞-ぼ， 夕-一死 可 ナリ矣 と は 死 得 *i 曰 也と いへ る は 


は、 眞の 心服な り。 手前よ けれ は 心服して、 

外の 守に なり、 あしけ れは氣 遣なる 者 は、 

吾 取 立なら ぬ 代々 の 諸侯な り。 夭 下の 主の 

爲に はこれ ほと 重寶 なる 者 はなし。 故に 先 

王 外に 諸侯 を 立 S 給へ り。 秦 の始皇 貴殿の 

問の とく、 諸侯 大臣な く は 万々 歲吾 子孫 天 

下の 主たるへ きとて、 天下に 大名 一人 もな 

くせし かと も、 天下 を 一 統 せし 年より、 二世 

皇帝の 子 嬰漢の 高祖に 降りし 年 まて わつ か 

十六 年に して 秦 亡たり。 秦の 始皇は 多の 大 

敵 を 亡し、 周の 世 をと りたる ほとの 大 武勇 

大力 量の 人な りし か 共、 外に 氣 遣なる 者な 

き樣 にせし はかりに て、 ほと なく 亡たり 。高 

祖は 知行と て は 一 尺の 地 も 持せ す、 揮 夫の 

浪人な りし かと も、 大秦の 万々 歳と 期した 

る 天下 を 亡したり。 高祖 は 賢人 君子の 德も 

なかり しか 共、 外に 諸侯 を 多 立 置、 內に 大臣 

を備 S て、 四百 年の 天下 を 子孫に 傳 たり。 

集毅和 卷第十 一 


何ぞゃ 云、 是字意 を ふくめり。 君子 天 年の 數を盡 して 無事に 終る も あ 

P. 義に當 りて 戰死 する も あり、 生 も 一 事 也。 死 も 一 事 也。 君子 は 事と し 

て 正 を 出す。 正に 心 ありて 死に 心なし。 是 死得是 なり 

^ 一  孽 友 問、 孔子 曰、 生 を しらすば 死 を しら じと、 生 をし らば 死 をの づか 
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らしら るべき か -云、 生 を 知 は 人の 人た る 所 を 知な り。 人の 本 を 知 は 則 

天 を 知 也。 天 を 知と き は 人-鬼 幽-明 死-生 眼前に 明白 也。 人と 生れても 人 

たる 所 を 不知 ゆへ に 人-鬼 幽— 明 二に す。 故に 目の みる 所の み 知て 見ざる 所 

を 疑 ふゆへ にさと りの 學 あり。 聖學に は 一事の 疑 ひ は あれ 共， 一生の 疑 ひ 

なし。 佛氏は 天下 國 家の 用な し。 故に 一 事の 疑 ひ を 不知、 幽明 輪廻の まよ 

ひ あり、 これ 終身のう たが ひ 也。 富 贵 貧賤 は 天命の 常、 造化の 自然な り。 

此 不同なければ 人事 を 行 ひて 造化 を 助く る rj あた はす。 故に 富貴に して 驕 

且吝 なり。 貧賤に して 憂 かつ 安ぜ ざる 時 は、 天地 鬼神の 妖依 とする 者 也。 

共に 終 をた もつ 事 あた はす。 故に 富貴の 道 は驢を このみ 人 を 愛す。 貧賤の 

道 は 外 をね が はすして よく つとむる にあり。 これ を 天地人の 三才と す 

お 一 心 友 云、 もろこし 上代の 詩よりも 後世の 上手の 詩 面目し。 この 故に 人 
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出て 敵國 外患な き 者 は 國恒に 亡 ひ、 nil 患 あ 

る 者 は 生き、 安樂なる 者 は 死す るの 格言 少 

も たかはす。 大身なる 者の みならす、 小身 

といへ とも 此 道理に はもれ さるな り 

g 心 友 間、 吿子 曰、 纖 ii 不善と、 又 

先 儒； 11、 無 善無惡 心の 体と、 此ニ說 はか は 

りなき かとし。 孟子 は 性 善な りと いへ り。 

心の 本体 は無聲 無臭と いへ る 時 は、 性 善と 

もい ひかた かるへ きか。 三說の 異なる 處、 

性 善の 無聲 無臭に 叶處の 道理い かん 

云、 吿子か 性 無 善 無 不善と いへ る 主意 は 非 

なり。 生 これ を 生と いふの 心と 同し。 氣の 

！ 0 覺を 兑て理 の？！ -明を 不知 かゆへ なり。 無 

i 悪心 之 休と いへ る は、 又 吿子か 旨に は 

異なり。 心の 体 は虚整 不味なる もの なれ 

は、 た、 惡 なきの みならす， 善と いふ 物 も 

又な きなり。 しかれと も 性 は 心の 本然な 

り。 性の 感通 する 跡 を 見れ は、 皆 善に して 


四 一 六 

の もて あそぶ も 皆 後世の 詩人の 詩の み 也 云、 尤詩は名を得たる詩-^^上 

手 也。 然れ ども 上古の 詩の 樣に 後柔 ならす 問、 しからば 後世と いふと 

も 賢人の 詩 は 優なる べき か 云、 賢者と い へど も 後世の 詩 はた 5- 其 言 紫 

の 正しき のみに て 優柔の 風 はすくな し。 賢者 は 心の 正しき のみ。 其 風 は 其 

代の 祌氣の 化する 所 あれば なり。 上代の 人 は 玉-^ を 着せり。 後世 は KT; 者 

と. S へど も 常に 着す る KJ あた はす。 是神氣 のうつ りか はれる が 故 也。 日本 

上代の 人道 德の學 はしら ざれ ども、 今の しりた らん 人の 及ばざる 所 あり。 

世 中 ゆるやか にして 祌氣 あっき 故 也。 今の 道举 ある 人 道理 をし る JJ は 古人 

よりもく はしと いへ ども. 世 中の せ はしき に 習て 神氣 うすし。 故に 風 は 古 

人に 及が たき 所 あり。 其 跡の 見べき もの は詩哥 也。 中古の 哥人畢 ひろく 名 

を 得し も、 上古の しらすよ みに よみた る 大方の 人の 哥 II も 風体 は 及ばざる 

が どし。 上代の 哥は 優柔 也。 中古 以来の 哥は 上手と いへ ども 迫-切に して 

優柔なら す。 これ 自然に 人心の 感 する 所 也。 人心 は 政教 風化の しからし む 

る 也。 其 世 中に 習た る 人の 心 氣哥の 本 なれば、 をの づ から 言に あら はる、 

もの 也 0 たまさかに 優柔に 似た る も あれ ども、 それ をよ しとして 作た る も 


悪な し。 悪と いふ もの は 人欲の 私より おこ 

りて、 性の 感通 にし たかは さるより なる も 

の 也。 性の ま. - にして 人欲の 害する ものな 

けれ は、 其 事 皆 善な り。 孟子の 性 善と いへ 

る處 なり。 孟チも 性の 本体に 善と いふ 物 あ 

りと いへ るに は 非す。 無聲 無臭の 心の 本体 

の 無 思無爲 寂然 不動に して， 感 して 天下 

の 故に 通す る 跡 を みれ は 皆 善 也。 其 跡の 皆 

善に して 惡 なき 道理 を 見て 性 善の 理を知 へ 

し 

g 心 友 間、 孟子 曰、 爲政不 難。 不得罪 於 

巨 室。 S 室 之 所 慕 一 國慕 之と いへ り。 古今 

國 天下と もに 王 代 も 武家 も 君 をない かしろ 

にして 攛威 をと り、 或は 國を 奪な とする 者 

は 大家な り。 君た る 入 知な く 勇な く、 うち 

まかせ はからる X 時 は、 大臣の 心に 叶へ し。 

しかれと も 君 は 有て なき かこと し。 終に は 

國 天下 を 失 ふに 至へ し。 君に 知勇 ありて 君 
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の なれば 自然の 風に 非す。 いにしへ は 日本の 國 遠して ひろく、 近来 は 近し 

てせば きが ごとし。 政道 ゆたかなる 時 は ひろくて、 せ はしき 時 はせば き 也。 

しかるにせば きを 以て 一 面に よく 治りた ると 思 ふ は あやまり 也。 いにしへ 

は 人心 上に 服せ しかば、 人質と いふ 事 もな く、 凶事なければ 早 使 早馬と い 

ふ HJ もな く、 禮式定 りて しげき 往来 もな し。 この 故に 諸 國のを とづれ も 遠 

く， 人の 歩行 もい そがす ゆるやか なりし かば、 日本 ひろく 東西 遠 かりし 也。 

其 代の 風哥 にあら はれて しらる、 也。 もろこし にて は國郡 村里の 婦女の 小 

歌 をと りて、 其 政 其 俗 を しれり と 云り 

ト マル  セ ナカ 

^ 一  心 友 問、 艮 n 其， 背 _1 と は 如何 云、 せなか は 不動 無欲の 所 也。 人の 

身中 目の 見、 耳の 聞、 口の 味、 鼻の 臭、 腹の 飮食、 手の 取、 足の 行、 みな 欲 

あり、 動 あり。 た^1背のみ欲なく動なし。 故に 一身の 本たり。 一身 は 背の 

不動に つきて 用 をな す 者な り。 これ 我 身に よりて たと へ を とれり。 心無 欲 

にして 身の 主たるべ し。 欲 ある 時 は 一身に 主たる こと あた はす。 况家國 天 

下 を や。 欲 は 好み 惡む なり。 好て は 得む？ J を 欲し、 惡む では 去む を 欲す。 

其好惡 にもと る 時 は 心う ごき さはぐ。 或はい かり 或は 恐れて 心く らく なれ 
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の 位 を 持 給 は、、 今の 大家 は 皆 損する に 近 

し 0 しから は 大家 は 道 ある *^ をに くむへ し。 

大臣 は 何そ悅 服す  <  き や 云、 德を行 は 

すして 力と. 14 と を 用 ひ はしからん。 古今 

不德の 君、 大臣の 咸勢を 持 をに くみ、 力 を 

用て 俄にお とさん とす。 小知の 小臣 これ を 

す \ むる 者 あり。 君小臣 とい ひ あはせ て變 

する 處の 政、 大臣の 無道なる にさの みか は 

らす。 束に 滅 して 西に 生す るの み。 しかの 

みならす、 本よりの 役人 は うらみ をいた き 

引 入、 忟人 ときめきな とす。 共に 凡夫 

なれ はか はる 事な き 中に、 人の うらみ を 取、 

損 をます 計 也。 其 上人 慎 は 筋 tH と 位の 備と 

を 尊 ふ もの なれ は、 同し 道な きに て は世臣 

大家の する 丧をは うらみす。 無理と 思 ふ 事 

ある も、 より子の 筋目 出入の 子 採な と はし 

たか ふ もの 也。 さなき も 威勢に おされて 口 

說 なし。 今 出頭に はむかし よりのよ しみ も 


四 一 八 

り。 心 は 靈明を 以て 身の 主たり。 靈 明の 真 を 失 ふ 時 は 主の 用な し。 これ を 

放— 心と いふなり 

3 一  學友 問， 雷 は 天の いかりと 云說 あり 云、 よろこびと いふべ し。 雷 

3 

雨のう ごくみ ちみて り。 草木 生 意 を まし、 人氣 す， M しく 心地 よろこばし。 

先王 以て 樂を 作り 袷へ り。 風 雷 共に 造化の 常 は よろこばし。 常に こ ゆる は 

いかりと も 云べ し。 周 公の 德を あら はさんが ために 大風お こり、 北 野の 天 

神の 忠臣の 怨を 感じて 甚雷 ありした ぐ ひ 也 

^ 一  人先赏 あり、 これ をかざる に 文 を 以てして- 禮 あり。 實 すくなく して 文 

3  n 偽の 端 

過る は 奢 也。 實 ありて 文の 不足 を儉と 云。 古の 人は實 あまり 有て 文み たす。 

、 

故に 鱧の 本と す。 今の 儉を 用る 者は禮 を， 廢 して 儉と思 へる は 誤り 也 

^ 1 心 友 問、 和漢 大勇の 者 あり、 勇に をいて は 君子の 勇に ひとし からん か 

3 

云、 氣 質に 得た る 大勇 も 死 を かろむ じ、 物に 勝 はま HJ に 君子の 勇に 

似たり。 しかれ ども 心地 光明なら す。 若 勇者 道に 志 ありて 蓋 蔵な く かたら 

しめば、 必す 恐る k 所 あらん。 心に まど ひ ある 者 は 恐な き 事 あた はす。 君 

子 は 惑な し。 知 仁 勇 は 心の ー德 也。 故に 君子 は 恐る \ ところな き 也。 小人 


なし、 備り もな し。 けっく そね みの 心 は 人 

々ある なれ は、 事 はよ くても 心服せ ぬ もの 

なり。 まして か はらぬ 事の 少 よきと いふ 計 

にて は、 人心 もとり そむけり。 たと ひ 同し 

事の 少 あしき にても、 君に 大力 量達才 あり 

て、 一人 下知し 給 は- -、 もとより 主君な り。 

大家 ははう はい なれ は、 君に した かふ 事 も 

ある へし。 君 一 人して 主に もな り、 臣 にも 

なりて、 下知 はならぬ もの なれ は、 必 すた 

すけの 出來 出頭 有 もの 也。 ー國 この 出來出 

頭 をに くむ 心より、 あわせて 君 を も そむく 

もの 也。 下々 たに かくの CJ し。 いはむ ゃ大 

臣 はいきと をり を ふくみぬ。 國の あやうき 

事 は 大家に まかれた る も、 主君の 威 をと り 

たる も か はる 事 はなき もの 也。 たと ひ 今の 

權威を 持 過た る 大臣な りと も、 俄にと りお 

として 耻 辱を與 ふる 樣 になく、 君た る 人み 

つからの 德を 明に し、 行を愼 て、 大臣の 耻 
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の 勇 は氣に 得た る 故に 氣に いさむ。 されば 死す まじき 所 にても 死し、 又 死 

すべき 義に 死せ ざる MJ も あり。 君子 は義 にい さめば、 死すべき 義を 見て は 

此身 をす つる Rl、 やぶれた る わらぐつの 如し 

0  一  二 之奧- 一入 ル 

^ 一  心 友 問、 世 聞に 義理 順義 といへ る は 皆 利 也。 さし 當る 公界の 音信 往來 

振舞 等 をい へり。 是を なさで は忽世 聞の 名利 を 失て 身に 害 あり。 これ をつ 

とむ る を 以て 義理 を か k すと 思へ る は あやまれり。 是 はなさで 不叶 公役の 

ごとき か 云、 しかり。 順 儀と はいふ 共 義理と はい ひがたし。 義理と い 

ふ は 時 を 失て 微賤に 居 者 にても、 筋目の ある をば すてす、 親類の 末々 なれ 

ばい やしと いへ 共 見 はなた す、 知 音の 由— 緖ま でも わすれす、 家 頼 0 功 あ 

りし 者の 子孫 を 取 立な ど、 たのもしき ところ ある を 義理と いふ 也。 是等は 

さし あたる 世 聞の 利に はなら す、 當 分身に は 損 ありて、 益 はなき 事 なれば、 

今の 義理 順 儀の 人、 大方 此實 をば 捨て かへ り 見す、 却て 外聞 あしきな ど 思 

へり。 善人の 名と なり、 利と なる 所 は 異なり。 心の 仁義に 本 づきて 不 忍の 

本心より なせる 義理 なれば、 人に たのもしと 思 はれ、 仁者の ほまれ ある は 

くちせ ぬ 名な り。 眼前の 利に は あら ざれ ど、 天道の 冥加に 叶 ひ、 末の さか 
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恐る  >- やうに し、 仁愛 ふかく 敎 みちひき、 

是非 利害 を 明 にい ひき かせて、 得心 させ、 

今 まて 君の 威 をう はいたる 樣 なる は、 大な 

る 辱めな り。 臣の 道を盡 して こそ 名 を も あ 

くへ きもの 也、 と 思 ひ 入、 我方より 欲 を 損 

し德 をます 樣 にし 給 は-、 巨 室必す 心服し 

向へ し。 本より よからぬ にたに 士民 共に 久 

しくした かひ 來 たる 大家 なれ は、 君の 德を 

あ ふき、 同心 同德 にて 助と なら は、 眞に沛 

然として ふせく 事な かるへ し 間、 君の 

敎 にもし たかは さる 無道 人なら はいかん 

云、 それ ほとの 惡 人な れは國 入と もに 常 

々見 かきり おる もの 也。 これ をす て 、も 可 

也。 其 上 君の 道 正しく 仁 至て し たかは さる 

者なら は、 士民 皆に くむへ し。 憂る に 不足 

問、 君 は 祿を與 ふるたに 士民 服し かた 

し。 大家 は祿も あたへ さるに、 士 民した か 

ふ は 何 そや 云、 君 は 遠くして 尊し。 故 


、  四 二  0 

へ 久しき は義 を， Si する の 利 也。 不善 人の 名利 は 小人と 共に 時め きて、 飮食 

衣服 器物 家屋 等の 上に をいて いやしき 名を悅 び、 時に あはせ て 利 あり. と 思 

へり。 欲心と 驕奢に ひまなければ、 財 用 も 乏しくなり、 少し 心に は 思 ひ 出 

て も、 焚の 義理 をば する K- あた はす。 親類 知 音の 筋目 ある 人、 家賴 などに 

は 見お とされ、 たのもし からぬ 者と いはる、 實の惡 名 をば かへ り 見す、 終 

に は 家の 亡びた ゆべき 利 を 失 ふ をば しらす、 畢竟 くらき 故 也。 心身 家國天 

下 共に 幸福 は 仁義に しく はなし。 とり わき 人に 君た る 人 義理の 實 なければ 

衆の 心 そむき 離れ、 利 を 好む の 小人の み 近付て、 國 家の ほろ ぶる 事 日 を か 

ぞ へて 待べ し 

困 一 二 之^- 1 入 

朋友 問、 佛者は 生死と いふ、 懦 者 死生と い へり。 意 あり や。 生死 は 言 

順にて、 死生 は 逆なる がごと し 云、 刖に心 はな かるべし。 しかれ 共 死 

生と 云て 言 順 也。 語默 はま 夜の ごとく、 死生 は 古今の どし といへ り。 語 は 

甕う ごくの 理也。 默 する は 夜 息す るの 理 也。 祖の死 は 父の 古 也。 父の 生 は 

今 也。 父の 死 は 子の 古 也。 子の 生 は 今 也。 天地の 造化 はおり はたの たての 

, ^し。 人の 死生 はよ こぬ きの どし。 死生 常の 理 にして 二 あらす。 故に 古今 


に 親しから す。 何事 も かくれて 過し 易し。 

大臣 は 尊 けれと も 下に 近し。 少の事 もしら 

れ：. 5 し。 故に 恐れ は k かる もの 也。 しかの 

みならす、 君臣なら ね は 親き 交 も 有、 賞罸 

ともに 大臣の 取 成に か、 る處 あり。 故に 諸 

人 信 を 取て 服す る もの 也。 この 故に 大臣 賢 

なれ は國 天下の 治る 事 すみやか なり。 いに 

し へ の聖 主と い へ とも 賢臣を 得て あまねく 

行 はる  >-處 なり 

§ 心 友 間、 冉求季 氏 か 家臣と なりて、 民 

より 取 所の 物 前より ます/ \- 多 かりし とな 

り。 孔門に 遊 ふ 人 なれ は、 後世の やうに 不 

仁に して、 責取 £0 はよ も ある ましと 思 はれ 

侍り。 然と も 孔子 其 罪 を 鳴して これ を責ょ 

との 給 ふ。 我等 £ きの 淺學 不德の 者た に、 

左様の 事 はなす まし。 心得 かたく 侍り 

云、 よき 不審に 候。 後世の 樣に民 をせ めし 

へたけ て、 しほりと りたる に は あらす。 前 
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と. S ふの み 

I ぬ 一 人 己 を 不知 は大憂 也。 己 を 不知して 人 をし らんと し、 外事 を 知 u をつ 

とむ る は 惑 也。 己 を 知て 後天 下の 事 疑 ひなき は樂 なり 

一！ 5 一  心 友 問、 漆器 は 美なる 物 也。 舜何ぞ 如 此の 美 器 を始給 ふや 云、 是 

凡人の 知と ころに 非す。 數 千歳の 後 を はかり 給へば 也。 上古 飲食の 器物 は 

多く はやき 物 也。 朝夕 用る 物 なれば、 くだけ やすく 損じ 易し。 人 も 次第に 

多くな りて 天下に 是を 用る 事 かぎりなし。 帝舜の 時より 五 百 歳 千歳の 聞に 

は 目に 見えぬ 事 なれ 共、 數 千歳へ て 後 は、 山林 あれて 人民の 難儀、 天下の 

凶 乱の 根と なるべき 勢 ひ あり。 天下の ひろき といへ 共、 つくる に 至りて は 

俄にすべき 樣 なし。 故に 山林 ふかき 時に をいて うるし をと り、 木地 をぬ り、 

飮 食の 器 を 始め 給へ り 問、 世人 貴賤と なく 我 一代 を はかる のみ、 子の 

代 をお も ふ 事 だに ふか. -ら す。 他人の 代 万歳の 後 を 憂 給 ふ 事、 何 ぞ如此 い 

たれる や 云、 父母の 子 を 愛する は 愛の 至り 也。 しかれ 共 子 不孝 なれば 

其 愛 心う すくなる 事 あり。 聖人の 民 を 見 給 ふと 凶人惡 人と い へ 共に くみ 給 

はす。 刑 罸に落 入 時 は政敎 のいたら ざる 事 をな げきて、 其 罪人 をい かり 袷 
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に すくなく 出した るよりも、 民 は ゆる./. \ 

として 物 成 は 多と りたる 也-" 民 も悅ひ 地頭 

も滿 足しての 事な り 問、 しから は 孔子 

何そ甚 せめ 給 ふや。 多と りて 民の 爲 にもよ 

き 辜 は ある ましき と 思 ひ 侍り 云、 不審 

尤 なり。 凡夫 は 欲 ふかく、 才知 かしこ けれ 

とも 蜜の くらき 處 あり。 其 上物の 筋道 をし 

ら さる 故に、 財 用の わき 出る 道 を しらす。 

多 は 誰た めに もなら す、 つ い ゑて なくなる 

ものな り。 いにしへ は廣 兵な りし 故に、 つ 

よきと いふ 分 にても、 十に して 二と りたり。 

民の 分 八の 中 三 ほと は 中に てつ い ゑて す 

たるへ し。 仕置 をよ くせ は 其 三の すたりな 

く、 一 を 上へ まし 二 を 民に ますへ し。 故に 

主人 滿 足し、 民悅 なり。 上下の 爲 よけれ と 

も、 孔子の 資給ふ 主意 は、 季氏か 道に 志 あ 

り、 仁政 を 行 はんとす る 者なら は、 つい ゆ 

る 物 を 上下に あたへ て、 仁政の 助と する 事 


し。 是则 天地 生々 の 心なり 

围  一二 之- a" - 一入 ル 

1 心 友 問、^ の 字 を 解して たからと せざる 也。 との 給 ふ は 何ぞゃ 


四 ニニ 

はす、 惡 をに くむべき は當 然の理 也。 一人 を 捨て 万人 を 助くべき が爲 也" 

天下の ひろき も 一 家の どく、 万古の 遠き も 一 日の <„t し。 仁愛の 誠 やむ 時な 


云、 


上古に は 貝 を 以てた からと す。 费の字 弗 貝の 二字 を 合す、 如 心を恕 とする 

の 類 也。 財 散す る 時 は 民 あつまる といへ り。 散す る はたから とせざる の義 

也。 用^ 廣 とい へ ると 意 相 近し。 財の 字 も 貝に したが ふ、 い にし へ 貝 をた 

からと せし 故 也" いにし へのた からの 貝 は いづれ の 貝と いふと を しらす。 

後世 金銀 錢を 以て これに か へ たり" 堯の時 天下 洪水に て 五穀 不足 ゆ へ に、 

錢を 作て 交易の 助けと なし 給へ り。 廣く 天下に 用る のみ、 いまだ 君の 藏に 

たからと し納 たる £ なし。 賢 君の たく はへ は 民の ための たく はへ 也。 故に 

王城に あつめす して 在々 所々 に 五穀 をつ み 置て 水旱 饑饉の 備 とし 袷 ふ。 民 

みな 己が 用と 思 ひて 君の 物と せす。 君の 私の たく はへ なければ 也。 これた 

からと せす して 用の 廣き 也。 道 は， 大 下の 道に して 君子の 私すべき 理 にあら 

す。 然れ ども 其 大本 は 未 發に存 して 聲も なく 臭 もな し。 聖人と い へ 共 あら 


尤 なり。 季氏は 仁義 を 不知、 た V 利の みこ 

のめり。 しかるにい よく 富し めて、 其 利 

心 を 助け 奢 を 長す る は あしき 也。 其 上惡を 

後に のこす 道理 有。 冉求載 判の 間 はよ かる 

へ し。 奉行 か はりな は 上 へ ましたる 處は其 

ま、 にて、 下の つい ゑ 又む かしに かへ るへ 

し。 しから は 民の いたみ 初に 倍す へし。 こ 

れ惡 をの こす 也。 君子 は 人の 惡を のこさ、 

る もの 也。 故に 孔子 ふかくな けき 給 ふ 也 

問、 善 戰者は 重き 罪人な りと いへ り。 然 

は 今の 軍法 者 は 非なる か 云、 是又 いふ 

に 不足。 いにしへの 軍 者 は 法に く はしき の 

みならす、 大將の 器量 ありて 勝負の 利 をし 

り、 た i かへ は 必勝、 人 を 殺す の 害 多 かり 

し 故に、 上 刑に 服へ き 者な りと いへ り。 戰に 

勝國を 合する といへ とも、 天罰に て 終に は 

其 主人 も 亡 ひ、 其 身も絕 たり。 終に 天下 を 取 

事 は 合戰の 勝負に は よらす。 よから ねと も 
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はす £ あた はす。 これ を 無と いはんと すれば 神明 不測 也。 これ を 有と. S は 

ん とすれば 形色聲 臭な し。 無欲なる が ゆへ によると ころな し。 好惡 なきが 

故に 過不及な し。 しばらく 名 を かりて 中と いへ り。 昔 も 今 も 末世 も 終に あ 

ら はれざる 物 也。 故に 造化の 根たり。 寂 空虚 無 もこれ が 名と すれば 病 あり、 

た 隱と いひて 無に ながれす、 有 をの こさす、 かくる、 と 云に つきて 其； i 

を 知、 聖人の 言 妙な り 

^  一  二 之 #  一一  \  -V 

^  一  si 友 問、 予が 母方に 微少の 親類 多く 侍り。 うと/、 しければ 恨み、 ね 

3 

ん ごろに する こと は餘 多の 者 なれば 成が たく 侍り。 予 が宗領 によめ をむ か 

へば 親類 すくなき 者 を えらぶ べしと 思 ひ 侍り 云、 是心を 立る の 過 也。 

むつ かしきと 思 ひいと ふ 心 を 以てむ かふる 故に 苦勞 なり。 むかし 大舜の 君 

雞 鳴て おきてつ とめて 善 をな し 給 ひし は 何事 ぞゃ、 人倫の 交に 道 ある 也。 

貴老 微少の 親類 多き は 善 をす る 事の 多き 也。 悅ぶ ベく 共 うれ ふべ からす。 

若貴老 微少に て 親類 富貴なら ば貴老 の を とづれ をい とはん 事、 貴老の 微少 

の ゆかり をい とへ る.！； 0  くなる べし。 しからば 遠慮して ひか へ ん より 外の 事 

あら じ。 何 を 以て か 善 をな し 給 ふと 廣 からん- - 幸に 親類 微少に て 貴 老のを 
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其 時世の 中に て は、 大 やうなる 宽 仁に 近き 

人に かたつく もの 也。 唐 日本と もに 古今の 

ためし 明かな り。 今の 軍 者 は將の 器な し。 

^負の 利 を 知へ き樣 子なら す。 時代 無事な 

る 故に しられ さる 也。 戰國 になり な は ：4 法 

者 は 大方す たるへ し。 大將の 器量 ある 主君 

を とりあわせたら は、 その 勝負の 利に ひか 

れて、 少は 用に 立 も 有へ し。 ひとり 功 を 

立へ き 者 は 不知、 唐の 軍 者 は 大方 將の器 あ 

りて、 將 軍の 任 を 得たり。 日本に て はなき 

もよ し、 あら は 害い よく 大 なる へし 

問、 山 本 勘 介 は 軍 者 なれと も信玄 家に をゐ 

て 功 を 立たり 云、 勘 介 は 勝負の 利に 器 

用な りし 者な り。 其 上信玄 とい ふ 大將の 器 

量 ある 人 を 主君に 持た る 故に、 其 得た る處 

あらわれたり。 他の 主人に つかへ たら はし 

られ まし。 然と も 軍 者に て 道 を 不聞者 なれ 

は、 軍 は 上手 にても 不仁なる 主 をと りたる 
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とづれ を 悅ぶ者 なれば、 贵老是 をした しみて、 善 をす る 事 を樂み 給へ。 貴老 

富有の 人に あらす といへ 共、 又 貧賤なら す。 志 次第にて ゆかりの 人々 の 貴 

老の志 を悅ぶ 程の 事 はなるべき 事 也。 衣服 米麥 菓子 肴 等 もし は 金銀 も 少し 

づ 、、おりに ふれ 有に まかせて、 か はるん、 あたへ、 物な き 時 は 見廻 使傳言 

の 音信 も 可也 0 己 を して 後 あき たらす して うらむ る 者 あら ば 彼が 非 也。 

とがむ ベから す。 人 皆惡名 をに くみて 令名 を 好めり。 小善 をつ みて つもら 

ざれば 令名 あら はれす。 小人 は 人の 目に 立べき 大 善なら ば せんと 思 ひて、 

小善 をば 目に も かけす。 君子 は 日々 に. なすべき 小善 を 一 もす てす。 大善も 

應 すれば これ を 行 ふ。 求て なすに あらす。 夫大善 はまれに して 小善 は 日々 

に 多し。 大善は 名に 近く 小善 は德に 近し。 大善は 人 あらそ ひて なさん とす、 

名 を 好む が 故 也。 名に よってな す 時 は大も 小と なる。 君子 は 小善 を 積て 德 

をな す もの 也。 K: の大 善は德 より 大 なる はなし 。德は 善の 淵源 也。 德 ある 時 

は 無心に して 善 かぎりなし。 贵老小 親類の 多き によりて 懇情の 善 を 行 ひ、 

德を つみ 給 はん は 幸に 非す や。 求めす して 令名き こ ゆべ し、 善 をす るの 媒 

と 思 ひ 給 は いと ふ 心 生す ベから す 。かへ りて 其つ とめ 心の 樂 となるべし。 


故に、 君臣 共に 終に は絕 亡たり 問、 聖 

人の 道 を 學 ひて 國を よく 治め、 士民を 安ん 

したりと も、 軍法 を しらて は 戰國の 時信玄 

CJ きの 功 者に あひな はまけ をと る へ きか 

云、 軍法 は 本 聖人の 始め 給 ふ もの 也。 六 

靨の 中の 禮に こもれり。 吉凶 軍賓 n とて、 

瞠に 五の 品 あり。 軍法 は 其 一品な り。 戰陳 

にて は 一 入 作法 正く と-. -の はされ はなら 

す。 いにしへの 軍 禮者は 事 をよ く 知て 備た 

る もの 也。 時に 勝負の 利 を 知て 勝 を 取 事 は 

將の 任な り。 今 もい にしへ の 事 をよ く覺た 

る 軍 者 は、 重寶 にても 有へ し。 信玄 ほとの 

さしり の 功 者よ き大將 にても、 君子の 陣に 

敵す る 事 はなる まし。 景虎 も信玄 もやう 

く 小せ り 合の 功 者な り。 合戰 をた にも 得 

もたぬ 大將 なれ は 恐る." に 不足。 况ゃ今 は 

此人々 を祖 としたる 軍法 者 なれ は、 何 ほと 

の 事 か 有へ き や 問、 或は 唐の 諸 葛孔明 
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其 上人の 悅心を あつめば、 和氣 家に みつべし。 曰々 に 無 聲の樂 をき くなら 

ん。 人心 服從 する 時 は 号令 行 はれ 禮儀立 もの 也。 和して 且禮 あらば 子孫 必 

多 福を受 べし。 易-一 云、 積-善 ノ之 家-一 ハ必ズ 有 n 餘-慶 I 

園  一 二 之奧- 一、 

心 友 問、 いかなる をか士 とい ふべき 云、 義理 を 知な り。 五 典十義 

其 中に あり 問、 いかなる を か 君と いふべき 云、 義理 を 立る 也。 君 

の 義理に 專 なる は 臣の忠 を 進む る 道 也。 人 をす、 むべき ためにす るに あら 

す。 みづ から 義理 を 尊ぶ 也。 臣下 は 其義に 感じて 心服す。 服 すれば 忠 あり 

問、 道 を 學ぶは 義理 を 知に あらす や。 しかるに 今の 問學 する 人 義理 を 

不知 は 何ぞゃ 云、 た に 經傳の 上に 義理 を論辨 し、 或は 身に 行 ふと 思 

へる 人 も、 眞を 欣 で 法に 落な ど すれば、 眞の 義理に は 遠し。 故に 氣 質の 

美なる 人の 義理 を 知た るに はしかざる 學者 多し。 生 付 義理 を 知べき 人も學 

によりて 其 知 ふさがり、 おもむき あしくな りたる も あり。 いにしへの 人 は 

文學 なけれ ども、 貴賤 共に 義理 を 知た る 人 多し。 君た る 人 一人 を 賞して 衆 

人悅ぶ は、 義理 を 以て 賞 すれば 也。 又 一 人 を 賞して 衆人 そね むは、 義理の 

賞に あら ざれば 也。 源の 義經次 信が 志に 感じて、 又た ぐ ひなかり し 名馬 を、 
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流、 日本の 義經楠 正 成 流た とと 申 W はいか 

V 云、 孔明 流と て 立た る 軍法 はなし。 

名 を かりたる 計 也 0 あり とても 跡の みなり。 

今の 時處 位に は不 合。 義經流 正 成 流と 云 

は、 齒以 名. 將の 上手 をせ し 其 跳 をい ふの み 

也。 今の 人の 位に は不 叶。 なま 兵法 大^の 

本と 成へ きのみ。 君子の 學には 軍法 を は 事 

とせす。 しかれと も 聖賢 君 チの道 德には 文 

武を かね 備 たる 者 也。 夭に 陰陽 あり、 人に 

文武 あり、 心に 知 仁 勇 あり。 君子の 位に 至 

ぬれ は、 大將の 器量 は をのつ から 備る 也。 

知 明かに して 時の よろしき を はかり、 心う 

こかす して 敵 を 恐れす。 勇に して 死 をに く 

ます。 仁に して 士 民の 父母たり。 衆の 下知 

につく 事、 f の 父に した かふ かとし。 しか 

れ とも 戰をは このます。 不得已 して 戰 とき 

は 必勝ぬ。 正 成 CJ きの 天質よ き 人 は 皆した 

かって 子弟と なる へし。 何の 敵す ると か あ 
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合戰の 中に、 事 かくべき を も かへ りみ す、 引 馬に あた へられし は 義理の 一 

賞 也。 しかる 故に 人な 給 はりた る樣に 思へ り。 利 心の 分 IS あらば、 大將 の.； 

不慮の 死 をすべき も 馬 也。 十 死に 入て 一生 を 得べき も 馬な り。 二な き 名馬 

を 死人に ひきてす てんより は、 此 大事に 臨て みづ から はなた す乘給 ふか、 若 一 

たま はらば 生て 用に 立べき 者に 給 ふべき 事と 云 は 利 也。 利 を 以て あた へば 一 

衆の 恨 あるべし。 1^ 士の心 そむかば よき 馬に 乘給 ふと も、 何の かひ か ある， 

べき。 故に 名 將は功 有し 者の 子孫 を 取 立、 親の代に 忠 ありし を わすれす、 一 

筋目 を尋て ほどく にめ ぐみ 養 ふ 時 は、 衆み な たのもしき 主君と 思 ひて、 ； 

己が 身の みならす、 子孫の ために も忠を はげます ものな り。 されば 賞 を 得； 

ざる 者 も 得た るが ごとくお もへ り。 義理 を 行て 私なければ 也。 孔子の 春秋： 

1 經の 奥旨 一 の 義理 を 立 給 ふなり。 義を 不知 は 夷狄 禽獸 也。 大學の 理も上 一 

仁 を 好む とき は 下義を 好と い へり。 しかるに 上 仁 を 好て 下義 にお こらざる 一 

者 ある は、 其仁眞 ならす して 義な ければ 也。 仁義 は 本 一 德也。 故に 君子の； 

仁 は必義 あり 問、 今時 筋目 ある 者 を 取 立、 善人 を あげても 衆 そね む 事-一 

ある は 1? ぞゃ 云、 利 心の みに して 辨へ なき 者 は、 一旦 さある 事 有、 少 i 


らん や。 もし 虎狼の 姦勇 にて 君 を も 見し 

らぬ 程の 者なら は、 つよし とい ふともう ち 

亡す に を ゐては 何事 か あるへ き や。 此後乱 

世と なりな は、 唐の 諸侯 を 連ね 合せ 戰 しむ 

る やうなる 者出來 て、 庭 鳥 を あはす る やう 

に、 方々 にて 大名 をい さめ、 手引 人 を 殺す 

を以 事と する 者 あるへ し。 久しく 亂て 治る 

へからす。 今の 軍法 者 は その 先 兆 か。 なけ 

かしき 事 也 間、 人 を 殺す を以 業と する 

か 罪 重き 事 は、 眞に 今の すゑ 物き りに 千万 

倍す る 事 を さとりぬ。 新田 畠 をお こす 者 そ 

れに 次て 罪 重き 事 は 何 そや 云、 これ 又 

不仁の 君 を 富し めて 勢 をつ よくす る なれ 

は、 悪逆の 根 をます 也 U 其 上 新田 畠 は 多 は 

古地の 害になる もの 也。 となりの 害になる 

も あり。 國には 不毛の 野 山 多 は 牛馬 を 養 ふ 

にたより よく、 薪 をと るに 足 者 也。 新田 又 

これらの 害と なる もの あり。 大方 後の 惡を 

. 集義 和書 卷第十 1 


し 義理 を も わき まへ、 心 ある 者 はしから す。 ゆく く 聞傳て 服す る もの 也。 

叉に く  k そね ましく 思し 者の 子孫に て、 上より は 恩賞なくて 不叶 筋目 あり、 

忠功 あれ ども、 其 さたな くお ちぶれ 居 を 見て は、 かく ある まじき 事と は 思 

ひながら、 凡 情の 習に て 何ともい は ざれ 共、 人々 本心 あれば そこ 意に は 君 

の たのもし からぬ 事 を 知 もの 也。 忠義の 亡る 所 也。 この 故に 明君 は 德を賞 

する に &を以 し、 功 を 賞す るに 祿を以 し、 才を 賞す るに 職 を以- す。 晝 夜の 

遷事也 

奉公に は小祿 あり、 當 座の 奉公に は 其 品の 褒美 あるべ ル 

一が 函  一一 一 j む/^ 、ノ 軍法に 敵の つかれに のぞみ、 ついえに のる と 云 K1 は 君子 もな 

すべき か 云、 國 君の 死して 其 子 幼少なる、 或は 歒將の 病疾の 時、 もし は 

水旱 にて 不作し など 難儀した る 所へ、 取 かけて 利 を 得る たぐ ひ は、 一 戰に 

國を& とい ふと も 君子 はせ じ。 人の 憂 を 以て 己が 利と する は甚 不仁なる 事 

靈無 

也。 君子の 歒の ついえに 乘 すると 云 は、 不備 不意 ごときの 彼が 不德を 討、 と 

レ s べし。 己有德 にして 彼不德 なり。 己義 ありて 彼 不義 也。 故に 討 £ あり。 

人の 憂 を 見て 悅は己 先不德 不義な り、 何 を 以て か 討 事 を せん。 賊相討 なれ 

ば 君子の 軍に は あらす 
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のこす もの なれ は、 軍 者に 次ての 惡逆 なり。 

堯舜の 代なら は 重き 罪人と なり、 堯舜の 代 

に はか 樣の者 はおの つからな けれ は、 罪す 

へき やう もな し。 ま うけてい へる 也 

g 心 友 間、 孔 東 山に 登て 魯國を 小な り 

とした まひ、 登 太 山 天下 を 小き なりと した 

まふ。 處 ところ 益 高き とき は 其 下 を視. ^益 

小き なり。 見と ころ 旣大 なる 時 は、 其 小き 

なる もの 觀に 不足と いへ り。 畢術 かくの. t 

くなら は 高 s とや 可 申： § 云、 高慢 は 心 

せ はく 見處 小き 故 也。 高慢の 者は必 胸中く 

らし。 道の 廣大 にして 理の 無窮なる を 知と 

き は、 自足れ りと 思 ふ となし。 日 新 日々 新 

なり。 予 むかしより 國家 天下の ふさ かり 通 

せ さる を 聞て は、 氣の 毒に も 笑止に も 思へ 

り。 道行 はれ は 上 安く 下 ゆたかな るへ きも 

の をと 願へ り。 近 比 其 非 を さとれり。 五嶋 

封 馬の 小燒に 生れ そた ちて、 少 知見 ある 者 
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一 心 友 問、 治 体 Q*I あれ 共、 いまだ 其 体 を しらす。 治國平 天下の 根本な 

れば其 事に ぁづ からすと いへ ども、 其 理を知 は 窮理の 舉也。 治 体 は 何ぞゃ 

云、 治 体 は 知 也。 人君 知 明かなら ざれば たと ひ 君子の 行 ありて、 万事 

正しと いへ 共、 た 1 Q しまりな き 故によ きも 皆 あしくなる もの 也。 故に 

人君 は畢を 好て 理 をき はめ、 心 をみ がき 古今の 人情 時變に 達する もの 也。 

神代より 人皇に 偉て 三種の 神 SljS を 人君の 御た からと し 給 ふ。 中に も 內侍所 

本体な り。 中庸に も 知 仁 勇と 云て、 知 を 先と す。 知 神明 なれば 仁 勇 其 中に 

あり。 學を 好と い へど も文學 のみ もて あそび、 跡に なづみ 法に よれば、 か へ 

りて 其 知 をふさぐ もの 也。 人君の 天職 あり、 人 を 愛する を 以て 心と す。 國 

主 は 一 國の 父母な り。 天下の 主 は 天下の 父母 也。 故に 樂 める 君子 は 民の 父 

母 也と い へり。 父母の 心寬 厚に して 子の 成人 をた のしめり。 怒と い へ 共 愛 

する 也。 人の 親た る もの、 子 を 大切に 思ふ餘 りに、 子の 心行 あしき 事 あれ 

ば、 腹 立の 顔色 をな す。 其實 はにくむ にあら す、 愛の 厚也。 君子の 人民に 

をけ る 事如此 し。 伯夷叔 齊みづ から ためにす る 所 は 淸に專 なれ 共、 人に を 

いて は寬 也。 怨 こ、 を 以て 希 也。 其 仁 を しるべし 


は、 其嶋 中の よくお さまらん 事 を 願 ふ へ し。 

其 者 を 京 江戸へ 出しな は、 天下の 長久 を 思 

ふて 五嶋 を 忘へ し。 大 明の 臣 とせ は、 大國 

の 治乱 を 心に かけて、 日本 を 忘る へし。 死し 

て 陰陽の 神と なら は、 普 天 率土の 造化 を 助 

て 東夷 南 蠻西戎 北狄の 一 方 百年の 治乱の み 

を 心と せし。 太虚に 歸せ は、 十二 万 九 千 六 百 

歳 を 昼夜と して、 天地の 壽 をみ しかしと せ 

ん。 何 そ 日本の 小國に 生れて、 わつ かに 五 

十 年の 命数の 間に 見る 處を悅 ひ 憂ん や。 し 

かれ 共理に 大小な し。 一体の 仁感 して^ 隱 

の情發 する は 不能 已、 し ゐて思 ふ は 非な り。 

ひつけう 吾人の 位 を こえて、 政道の 事 を 思 

ふ は、 勢を不 忘の 凡 情より おこれり。 孟 f 

云、 古 之 賢 王。 好ま f 忘 勢。 古 之 賢士。 何 

IS 不然。 樂其道 而忘人 之 勢。 故 王公 不致敬 

i。 則 不得亟 見 之。 見 且齒不 得 Igr 而况 

得 而臣之 乎。 いにしへ の 聖王賢 君 は德を 尊 
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^  C 二、 我 力〕 、： 3 友 問、 いにしへ 上國 とき； 0 えし 國も 中と なり、 中と いひし は 

下國 となり、 國 郡山澤 あれ 侍る i は、 國主郡 主の よからざる 故 也。 しかれ 

ば 王 代の 一任 四ケ 年の 法よ き 道理 あるべき か 云、 古 Q 時勢 をば 不知、 

今の 時節に は 行 ひがた かるべし。 昔と い へど も 仁政 を 行 ひ 給 はんがた めな 

らばよ かるべし。 帝舜 Q 象 を 有 庳に封 じた まひ、 代官 をつ か はして 其國を 

治しめ、 象 は 其國の 貢物 をお さめ、 諸侯の 富貴 をた のしめる 計に て、 象が 

不仁の 仕置の 民に をよ ばざる 様に し 給へ り。 日本の. S にしへ も國. <  の 貢物 

を 給 はりて、 諸侯に ひとしき 人 都に ありし も ありと 見えたり。 扨 國政は 守 

介の 下知 なれば、 帝 舜の遺 法に 近し。 仁政 を 行 はざる 時 は 秦の制 法に て、 

侯 を やめ 守 令 を 置た る 法 なれば よろしから す。 其 守 令 あしき ものなら ば、 

四 ケ年を 待べ からす。 あしから ざれ 共 さして 功 もな く、 守 令の 任な き 者な 

らば、 四ケ 年に て か はるべき 事尤 なり。 若 其 守 令 仁者に て國 政よ ろしく は 

四ケ 年に て かへん ？i は 益な かるべし。 初て いたる 一 一 一年 は國の 民情 もく わ 

しく 知が たし。 敎令も 熟せ じ。 やう- (- 仁政 も ほど し 行 はれ、 風俗 善に 

うつらん とする 比に は、 任 はて、 か はり 来る。 守 令 前の 守 令の 善政に 習て 
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ひ、 道 を 樂ひ給 ふ 故 に， みつからの 富贵を 

は 物と もし 給 はす。 君子の 富貴 は ひろく 衆 

をす くひ， ほと こすに 重 S なる 計 也。 

故に 善人 を 好し した ひ 給 ふに 當て は、 位 を 

も 忘れて 趙を 重く した ま へ り。 後世 德を 尊 

の 道す たれた る 時に こそ、 きとくなる 事の 

やうに 思へ とも、 根 木 夭 下の 達 尊 三の 中に 

て も德は 天爵な り。 位 は 人爵な り。 いにし 

へ は -fs を 得た る 人に、 人爵 を も あたへ た 

れは、 德は 伎の 本に して 二に あらす。 老を 

錄ひ養 ふと も、 天爵 人爵 かねた る 賢 君 あり 

て 後 行 はる kK- なり。 しかれ は 三 達-おも 德 

なけれ は， 殘りニ もむな し。 S 王の 下に あ 

る S 者 を 見 拾 ひて は、 位 威勢と もに 忘れて、 

穫を 重く し 拾 ふ 事 必然の 理 なり。 君 王の 御 

子な との 民間に 落 ふれて しられ さる を 見 付 

奉りた ると 同し 道理 也。 天爵の ある 人賤き 

中に ふ をお とろき 給へ は 也 C 賢德 ある 


g 一  心 友 問、 孔子 酒 G 困 をな さすとの 給へ り。 是凡 人体の 事 也。 あまり 

なる £ の樣に 聞え 侍る はいか 云、 聖人の 道 は 天の どし。 高して 且遠 

し， - 人 常に 及ば ざらん 事 を 恐る。 及ばす とせば おこたる に 近し。 故に 聖人 

の敎は 常に 俯して これに 就し め 給 ふ。 しかりと い へ 共い やしむ 所 を 以て 人 
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相 港 者 は 有が たかるべし。 甚 しき 者 は 己 を 立む がた めに 悉くけ づ りすて、 

もし はけ づらす 共用 ひざらん に は、 其德 功むな しくなる べし。 大方 時の 間 

を 渡して 過る 者 中 人な らん。 中 人に 耻を あたへ すして か はらしめ、 よき を 

ば 平 を かさねて 在國 せしめん ための 法なら ば、 四ケ 年の 大法し かるべき か 

困  一 ニ之奧 -I 入 


に敎 るの たぐ ひに は 非す。 


通 


大人の 幼童に 太刀 をつ かわしむ るが 如し。 腰 を か 

平 人 は 酒 を ひかへ て 乱に 及ばす つ よき ほどに 


V め 勢 を ひきく してう ち 太刀す る は是を 愛して なり 。聖人の 人に をし へ 玉 ふ 事是に 

飮と 思へ り。 乙の 故， に 常に 過る MJ を 不知 也、 聖人 はよ き ほどに 飮 たまへ 共 

なを も 中に 過た るかと 思 ひ 給へ り。 乱と 云 は 酒 狂に は あらす。 其 身の 中に 

過て 氣血 をみ だる をい ふ 也。 心み だれて 酒 狂に いたる 者 は 乱の 後 也。 聖人 

の 此言平 人 をして 俯して 就し むる のみに あらす。 才氣 高く 志 高遠なる 者 を 

も を さ へ て 等 を こえす、 ましめ ざる 也。 聖人の 禮を立 給 ふこと 飮食 男女に 


士の 民間に 居て、 人の 勢 を 忘る. は、 夭 

を 樂ひ命 を 知 ゆ へ 也。 畎 畝の 中に 居て 堯舜 

の 道を樂 ひ、 其 位に 素して 行 ひ、 其 外を不 

願 也。 一 治 一 戴は氣 化の 盛衰 あり。 人事の 

得失 あり C 反覆 相 尋は理 の 常 也。 富貴 ©賤 

の 上 を 下へ うつり か はる は、 寒暑の 往来す 

るか CJ し。 賢士 これ を 見て 何の 心 もな し。 

故に 王公 も 敬 をいた し、 禮を盡 さされ は 切 

々相 見て、 其 言 を 聞と 不能。 上より 求 給 ふ 

たに も 召 £ 不能。 いはん や 我より 上に 求へ 

けんや。 何そ國 天下の 得失 を 心と し 持へ き 

や。 吾人 共に 少問 8i ある 者の、 天下 国家 を 

憂る は 惻隱の 心 を ゑ ほしに 藩て、 凡 情の 主 

たる 也。 しかの みならす みつからの 性 命の 

分 を 不知。 天命の 勢 を 不知 C わつ かに 古昔 

の 事 を 聞て は 今 を 非と し、 これ を 以て 變せ 

ん こと を 思へ り。 甚た 非な り。 其 愚 を 不知 

者 は あやうし 

集義 和書 卷第十 一 


5 

3 


はじまる。 心 術も是 より 實に ふみ 行 ふべ し。 これ を 以て 淺 近の 、し、 去 

て 高 明の 理 にした がふ 者は虔 見に はせ て實學 をな さす。 是を等 を こ ゆると 

云 也。 實 なきの 高 明 は 眞の高 明に あらす。 終に 物 をな すべから す。 唐 虞の 

事業 は 古今 和漢 共に 及べから すと す。 異擧の 徒と い へど も そしる 事 あた は 

す。 然れ ども 堯舜 より 見 給 ひて は、 一 點の浮 雲の 太虚 を 過る が どし。 これ 

を 以て かたしと し 給 はす、 心 を 用 ひ 給 ふ 所 は、 人倫 日用の 中に あり。 この 

故に 唐 虞， 揖-讓 三- 盃， 酒 湯武， 征-誅 一 - 局 碁と いへ り。 堯舜湯 武の心 をし 

れり 

1 曾 子簧を 易る の 心た これ 天地 生々 の理 也。 死生 一貫に して 畫 夜の ご 

とし" 病 煩 を 以てう つされ す、 唯今 死す る を 以て 心 を うごかさす、 平生 か 

り そめに すぢ かひた る もの を 直に をき なをす がごと し。 一貫の 唯 >J 、にあ 

ら はれたり。 程 子 云、 一 人の 罪な きを 殺し 一 事の 不義 を 行て 天下 を 得 事 も 

せす とい ふ ものと 心 を 同じく すと。 予 がごと き 者 も 道に 志 あれば 一 事の 不 

義を なし、 一人の 罪な きを 殺して 天下 を 得 AJ もせざる 事 はなすべし" 簧を 

易る の 心に は 及ぶ ベから す。 大義 を 行 ふ 事 は 力なり。 又 名 根 力量 を 以て 死 
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^ 心 友 間、 天下 國 家の 存亡 長短 治亂 のか 
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> -る處 の 重 もの あり や 云， 品々 あり、 

一 を あけて いひ かたし。 しかれと も 天下 國 

家の 與 起し、 治平して 長久なる 大本 一 あり。 

此本存 する 時は吉 なり。 此本 亡す る 時 は 凶 

なり。 君幷に 執權の 大臣 善 を 好み 賢 を 親む 

時 は 君子 位に あり、 小人 野に あり。 君子 進 

み 小人 退か は、 國家 天下 亡 ひんと を 願 ふと 

も 得へから す。 三 皇五帝 三 王の 代の 興起し 

治平せ し 其 同し き處の 大本 也。 趙樂 法度 は 

時に よりて か はり 有と いへ とも、 君子 進み 

小人 退の 治 根に をゐて はか はりな し。 これ 

に そむく もの は 治平なる 國 天下 も 亡 ひに お 

もむ く 事 すみやか なり。 德を 不知 人 は、 君 

王 大臣と い へ ともみ つ から 其 知 を 足りと し 

て 善 言 を このます。 おそらく は 我 才知 勇力 

以て 國 天下 をよ くせんと 思 ひて、 賢 知の 者 

を 近付ず。 §fii の士有 道の 君子 を 遠 さくる 
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をよ くす る 者 も あり。 平 かなる 心に て箦を 易る の 正 は 日用の 養 ふ 所 至れる 

もの 也 

K 一  學友 問、 學士當 I 下 II 念と いへ り。 然れ共 孔子 は 遠き 慮た ければ、 必 

す 近き S 有との 給へ り 云、 當下 一念の 語 は 異學に 似たり。 しかれ ども 

とり 用 ひやう あるべし。 董子 云、 仁人 は 其義を 正して 其 利 を はからす。 其 道 

を 明かに して 其 功 を はからす と 先 舉皆稱 美せ り。 當下 一念と いふ 共 可也 0 

又 孔子の 遠き 慮との 給へ る は則當 下に 思 ひ はかる べきの 遠慮 也。 民の 耕作 

の 業 も 遠き 慮 也。 皆 時に 先 だち てた く はへ あり 事 あり。 これに を こたれば 

父母 妻子 饑 寮に 及べり。 是 近き 憂 也。 士大 夫より 國君 にいた るまで 入 を 

はかりて 出す J をす る も？：； 〔慮 也。 天下の 主 も 三年の たく は へ 十 年の たく は 

へなければ 凶年 饑 に 逢て 人民 をす く ふべき 道な し。 これより 兵乱お こり 

天下 乱る \ こ とも 有。 これ 近き 憂に あらす や。 子 を 養育す る も 其 心の を も 

むき 習の 美惡 をかん がへ ざれば 必人 がら あしくなる もの 也。 これ 犬なる 憂 

也。 万事 遠き 慮りなければ 变 あらす とい ふ 事な し。 俗に 遠慮と いふ も 又 通 

ぜり。 たと ひ 凶 乱の 事な く 共、 民の 父母と して 父母た るの 道 を 失 ふ は、 上 


時 は、 こ ひへ つら ふ 者 進みいた りて ほめ あ 

くれは、 いよく 予知 ありと 思 ふ 意思 まし 

ぬ。 其 間に 國家 天下の 根本く つれて、 人情 

そむきぬ る 事 を 不知。 すてに 乱 逆 及て、 お 

とろく といへ とも かへ るへから す。 孟子-一 

云、 魯 欲使樂 正子 爲政。 吾 聞 之喜而 不寐。 

<ム 孫 丑 曰。 樂 正子 强乎。 曰。 否。 有知盧 乎。 

曰。 否。 多聞識 乎。 曰。 否。 然則奚 爲喜而 

so 曰。 入 也 好 善。 好 善 足 乎。 曰。 

好 善 優 於 夭 下。 而 况魯國 乎。 夫苟好 善。 則 

四海 之 内。 皆將輕 千里。 而来 吿之以 善。 夫 

苟不好 善。 則人將 曰。 訑 々。予 旣 ta 知 之 矣_リ 

她々 之慇音 顔色。 人 於 千 a 之 外。 士止於 

千里 之 外。 則讒誰 面談 之 人 至矣。 與讒話 面 

魏之人 居。 國欲治 可 得 乎。 

魯國に 孟子の 弟子 樂 正子 を あけて、 政 をな 

さし めんと いふ を 聞て、 孟子 大に悅 て、 夜 

もい ねられぬ となり。 必 すよ き士餘 多出來 
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たる 人 は德を そこな ひ、 其 次 は 名 をお とすべし 

IS 一 、い 友 問、 貴 老堯舜 を 以て 聖人の 盛なる もの 也との 袷 ふと は 何ぞゃ 

3 

云、 三 皇は德 神明に して 行 不測 也。 後世 及が たし。 禹湯 文武 周 公 孔子 皆聖 

人 也と いへ 共、 をの づ から 盛衰 あり。 堯舜は 聖人の 盛に 當り 給へ り。 故に 

後世 作者 ありと い へ 共、 虞 帝に は 及べから すと い へり。 作者と は 聖人の 事 

也 。程 子 云、 天地 盛衰 あり、 一時の 盛衰 あり、 一人の 盛衰 あり、 一木 一草 

の榮祜 陰陽 消長の 理也。 天地 聖人 をの づ から 此理 にもる. あた はす 

問、 しからば 孔門の 諸賢 生 民 ありて より 此 かた、 孔子の どくなる は あら じ 

と い へ る は 何ぞゃ 云、 是叉實 語 也。 万事 名と 聞と は實に 過る 者 也。 見 

て は 聞た る やうに はなき もの 也。 唯 聖人の 德 のみ 言語 文筆の 形容に 及が た 

し。 故にい にしへの 聖人の 德を傳 たる は おもかげ ばかり 也。 孔子 をば 見て 

知た る もの なれば、 先聖に まさると 思へ る理 也。 列聖 心に をいて はか はり 

なし、 唯聖 にして 知べ からざる の祌德 時と 共に 盛衰 あり 

； S ぽ  一一 ー^^^ェ、入惡は其微なる時に止べ し。 盛に して 後禁 する 時は勞 してし か 

もや ぶれ あり。 君の 惡旣 に甚 しき 時 は 聖人 をして すく はしむ ると い へ 共、 
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て 民 安 かるへ しと 思 ひ 給へ は 也。 公孫 a こ 

れを 不審して 云、 樂 正子 は 強力に してよ く 

^を つとむる にたい くっせぬ 人 か。 知^ 分 

別 ありて 事の 載 判 をよ くす へき 入 か。 古今 

人情 時 gkH の來 響く はしく き. - しる 處の多 人 

か。 政 をす ろ 才は是 等の 備 なくて は 叶へ か 

らす。 尤 大方 は此才 なくても 政に あっかれ 

とも それ 故よ からす。 樂 正子 は 左 樣の才 あ 

る 者に て はなき をと 不審に 思 ひて 問 也。 孟 

子の 答に 此才 なしと い へ り。 公孫 丑し から 

は 政 をな さしむ r<ic よく はなる まし。 何 そ 

悅 て不寐 や、 とおし 返して 問へ る 也。 孟子 

云、 樂 E チは善 を 好 者 也。 ，公孫 丑 善 を 好 斗 

にて 大に國 を 治ん か ザ はかた かるへ しと 思え 

り。 世間の よき 事す きの 善と 思へ る 故 也。 

世に ^8 の 人 あり。 根本の 天眞異 道の わき 

ま なくよ き 事と さへ いへ は、 このみした 

かふ 者 あり。 か 樣の人 は 政 に は 却て 寝に 
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たが ひもとる 事 をまぬ かれす" 民の 惡 すでに 甚 しき 時 は、 聖人 是を 治めし 

むる とも 刑 をまぬ がれ じと。 己が 惡を やむ る も 又し かり。 一念の 微にを 

いて 正し 去べ し。 念 を かさね 言行に 發 して 後 は 禁ぜん とすれ 共、 心く らく 

なりて 去が たし。 大臣の 惡も驗 すこしき なる 時に 戒め ざれば、 侵し 奪 ふに 

至る もの 也 U あら はれて おさ ゆる 時 は 恨 を ふくみ そむく 者 也。 妻の ほしい 

ま、 なる も 嫁の 始 より 用心すべし。 旣に權 をと りて 夫 をない がしろ にし、 

父母に 不孝なる 時に 至りて 禁 すれば やぶれと なれり。 子 も 成人に したが ひ 

て敎 有べ し。 俗にもまぐべき時に曲ざれば、こ^^く成て制しがたしとぃひ、 

古人 も おごれる 子の 用べ からざる が どし とい へり。 妻子の みに あらす、 士 

大 夫より 民に 至る まで 皆し かり。 火の 火う ちょり 出て 物に つきた る はじめ 

は、 指 をしても けし やすし。 大 になり て 家屋に つき 大山 を やく 時 は、 むか 

ひ 近付べ からす。 國 家の 凶 乱 も 治世の 中に すく はすして、 乱世に 至りて は 

善 者 ありと い へど もい かむ ともす る,^ なし 

^ 一  心 友 問、 程 子 云、 人の 不善 を 我 かたはらに する を我不 見、 人の 善事 を 

我 かたはらに 云 を 我 聞 もの は 敬 也。 心 一 を 主と すれば 也と 0 少し 達せ ざ 


なる 者な り。 事 はよ くても 時處 位に 不叶は 

人情に もとりて よき 事と いふ も 出さる に は 

おとる 者 也。 樂 正子の 善. を 好む とい ふ は 左 

樣の 事に は あらす。 凡 情の 我慢な き 故に、 

我是を 立す。 人の 善なる を ^ ひ 好して そね 

ます。 德性を 尊て 問 8 & によるの 功に て、 眞 

知 明か なれ は、 正邪 をのつ からよ くわ かれ 

り。 事の 時處 位に 叶と 不 叶と、 善の 夭眞に 

應す るか 跡に なつむ かの 分別 は， 鏡に 美惡 

をう つす とく わき ま ゑし る 也。 えら ふ 事 は 

我心に あれと も、 仁厚溫 和に して、 善 を 好 

み 入の いさめ を悅ふ 故に、 人路 次の 遠 を も 

苦勞 とせす。 來て 善を吿 しらす。 下々 の 情 

は 上に 立 人の あまねく しら さる 事 なれ は、 

思 ひ よらぬ 人情な と を 知て、 政令み な 其 可 

に當 故に 夭 下の 人民 政道に うむ 1* なく、 善 

をす るに いさむ 也。 天下の 人. 善 をす るに 進 

時 は、 惡は ひとり 亡 ひ 失す。 天理 人欲 幷立 
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所 あり 云、 これ 目の 見ざる に は あらす、 見れ ども とがめす、 化せざる は 

見ざる 也。 凡人 は 人の 不善 を 見て、 己が せざる 事 なれば とがめに くめり。 

しから ざれば その 不善に 化する もの あり。 善事 をい ふ を 聞 者 は是を 好す る 

也 。耳の きくの みに あらす 問、 一と 〔0;^ 一 ビ.^;?! 一宇 柞.^ ；-〕 主と すると は 心 

のうちに 專 なる にや。 內に專 ならば 不善 不見不 聞 こと あらん か 云、 心 

內外 なし 0 1 とい ひ 中と 云 は 天理の 別名 也。 精神 內に專 也と はいふべ し。 

心 內に專 也と い へば 少しつ いえ あり。 一 を 主と する は 天理に 專な るの 心な 

り。 故に 不善の 中に 有と いへ ども 目 みるべく 耳 きくべし。 心 はう つらす と 

がめ ざる 也。 とがむ と， S ふ も 不善の 人に 近き 所 あれば なり 

g 一  目 を 閉て靜 坐す る は 何の 益ぞ 云、 精神の 勞 せる 時 其つ か 


れを やしな はんとな らば 可也。 動 をい とひ 靜を 好み、 思慮 を やめむ とせば 

不可な り 0 動 靜は時 也。 なすべき 事 は 皆 人事 也。 いと ふべ からす。 思 は 心 

の官 也。 正し からん と を 欲する のみ。 精神 は その 氣色顏 目に 發す。 耳の き 

く 所 目の みる 所 かぎり あり。 是 精神 はかぎ り あり。 故に 動す ぐれば 勞す。 

勞 すれば 息す、 呼吸の 數 の- し。 動 靜は晝 夜の 道な り。 死生 は 古今の 理 也。 
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さる 故 也。 善 を 好の 德は大 に 用る ほと いよ 

» ^よし。 ー國に 用ても よかる へし。 天下 

に 用る 時 は 犬に 平 かなり。 善 を不好 人の 氣 

は她々 として s» 音顏 色た かく、 賢人 知者 

を は 千里の 外に ふせき、 いさめ を こ はむ 意 

思 あり。 善人 こはまれ て 退き かくる  >- 時 は、 

小人 時 を 得て いよく 賢 知を惡 口し うとま 

しめ、 こ ひへ つら ふ 人の み 前後左右に みち 

みて り。 もし 心 付か ましく いさめ かましき 

事 をい ふ も、 上の 心に 叶へ き處を はかりて 

いふなり。 た、 目前の 間 を わたす 計に て、 

終の 治平の 用に は不 立。 上た る 人に 惡 あれ 

は、 速に 亡 ひ、 惡 なけれ は 位つ めに 亡る 也 

問、 しから は 善 を 好に も 道 あり や 

云 、あり。 孟子 曰、 古 之 賢 王。 好 善而忘 勢。 

古 之 賢士。 何獨 不然。 樂其道 而忘人 之 勢。 

故 王公 不致敬 盡纔。 則 不得亟 見 之。 見且翁 

不 得亟。 而况得 而臣之 乎 
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た 心 は 遠近な くき はまりな く內 外な し。 精神 はかぎ り あれば 養 ふ 時 は、 

內に 守て ついえす。 養の 本 は 欲 を すくなく する 也 

-ぁ困 一一 一 ir^^sl 、；士 は 何 を以か 天職と せん 云、 人 を 愛する 也。 民 は 五穀 を 

作りて 人 を 養 ふ。 婦女 はきぬ をお りて 人に 著せし む。 士 はする^ なし。 人 

を 愛せす ば 蛇 ふところ なし 問、 何 を か 人 を 愛する の 事業と せん 云、 

問擊 して 心 を 正し 身 を 修め、 上 は 賢-君の おこり 給 ふ を 待。 下 は 凡夫の まど 

ひ を さとし、 武事 をよ くして 凶賊 を ふせき、 天下 を譽 固す。 是を 文武 二道 

の 土と いふ。 人 を 愛する の 事 也。 君子 時 を 得れば 小人 皆 やしな はれて 其樂 

をた のしび、 其 利 を 利と す。 小人 時 を 得れば 君子 を を かしし のぎ、 はづか 

しめ くるしめん とす。 君子 自反敬 謹して 德签 進む。 他山の石 は あらきが 故 

に、 よく 玉 をみ がくとい へり。 君子の 德を大 にす る もの は 小人 也 

一  朋友 問、 贵老 先年 池 堤 をな して 當然の 飢饉 をす くひ、 後の 日 損 をと： 

め、 ハ拫を ふせぎ、 民 今に 至て 其 功を稱 すと いへ り，^ 何として 銀 煉し給 ひ 

しゃ 云、 予 左様の £ 見 たる 功 もな く 習た る 事 もな し。 若 かねて 功 者な 

らば 自分の 才 覺を發 して 人の 才知 をふさぐ ベければ、 功 をな すと あるべ か 


いにしへ の 聖王賢 君 は 賢 知の 人 ある を 1 

ひて は、 みつからの 位 も 勢 も 忘た る とくへ 

りくたり  て、 禮を あつく しまねき 給へ り。 

執政 大臣た る 人 も 潜し かり。 これ 善 を 好む 

の 道な り。 みっから 德を尊 ひ、 道 を 重す る 

故 也。 善 を 好の 至極な り。 王 公位 を さし は 

さみ、 大臣 權 勢に ほこりて、 賢 知に くたら 

さる 時 は、 善人 義士 皆 野に かくれて しられ 

す。 讒詔面 諛の人 は 利 を 好 計 なれ は、 Mi 

にか ま はす。 い よく 君臣の 惡 をます 者 也。 

賢 士は道 德を樂 て 人の 勢 を 忘れ おれ は、 王 

<ム といへ とも 敬 を あつく し、 禮を 重く した 

ま はされ は、 其 知力 を盡 さしむ る 事 不能。 

賢 士不悅 して 知力 を盡 さ、 る 時 はありと て 

もな きか £ し。 後世 善 を 好の 君臣 ありと い 

へと も、 勢 を 忘れ、 賢士を 敬す るに はいた 

らす。 故に 善 も 益な し 

§ 心 友 問、 治國平 天下の 條目 あり や 。云、 
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らす。 不知 故によ くな す 者に なさし めた. 90 予は 人々 のな す MJ を ゆるした 

るの み。 後に は 人に とひ たづね 見習 をし へられて 少し 功 も ありし 也。 世に 

事 を 取 行人の あやまち を 見に、 多く は 問 たづね ざるより おこれり。 京の 事 

は 京 そだちの 者に たづね、 山の 事 は 山賤に たづね、 川の 流、 洪水の 勢 は 河 

邊の 者に たづね て 談合し、 堤 をつ き 水よ け を すれば 後悔 すくなし。 事の 大 

小た とへ がた き？ 1 なれ ども、 堯の 時に あたりて、 天下 洪水の 難 あり。 是を 

治め 平ぐべき 人な し。 朝 庭の 諸臣 より 下民 人に 至る までみ な餘を さして 其 

人と す。 帝堯 ひとり 其才は あれ ども 其 功 をと げざらん 事 を 知 給へ り。 しか 

れ共其 時は舜 いまだ しられ 給 はす、 禹は 若年 也。 天下 錁の 右に 出べき 人な 

し。 其 器量 は 此難を 任すべき 人 也。 貴賤 共に す、 むる によりて 不得已 して 

命じ 給へ り。 はじめの 程 は 才知 すぐれたれば 其 功な きに 非す。 終に 成就せ 

ざる 事 は已を 立て 人に くだらざる 故 也。 夫 治乱と なく 大任に 當る者 は 其 心 

至 公に して、 己 をす て.^ 人に したが ひ、 天下の 才知 を 用 ひ 衆の はかり ど を 

盡さ れば、 其 功 をな すと あた はす。 躲 はみ づ からの 才知に 自滿 し、 はじ 

め 功 ありし に ほこり、 いよ-,^ 己 知 ありと して、 みづ から 任す る 事ます/、 
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孟子 四、 諸侯 之賓三 土地 人民 政事 喪 珠玉 者 

狭必及身傳云^_<得其资者安资失其{^^者危と 

いへ り。 後世の 人 君臣 共に あしから さる 時 

代 ありと い へ とも、 道 を不學 故に 大法 を不 

知。 まれに 文 學を好 人 ありと いへ とも、 經 

書の 上に のみ 過去て、 今日の 人事に 用る 事 

を 不知。 道の 行 はれ 天下の 平 治す ると かた 

し。 其 器； jal ありい へと も、 大法 を 不知 者 は 

行と 不能。 細工に 器用なる 者 ありと いへ と 

も、 規矩 繩墨を 得さる 時 は、 屋を 作り方 圓 

を 製す る £ 不能 か とし。 學て 大法 を 知と い 

へと も 其 器量な けれ は 行と 不能。 拙 ェに繩 

墨を與 たる か とし。 其 器 あり 大法 を 知と い 

へと も、 人情 時變に 達せされ は、 ひろく ほ 

とこす 事 不能。 つかへ と- "こほりて 不通 者 

也。 其 器 あり 大法 を 知、 人 I？ 時變に 達と い 

へ とも、 時 を 得され は 行 こと 不能。 ^基 あ 

りと い へ とも 時 を 待に はしかす。 智«. ^あり 


四 一一 一八 

强 なり。 この 故に 善 を吿る ものな く、 助な く、 人心 はなれて 大功 不成。 是帝 

堯の はじめより 終 あら じと 知 給 ひし 所 也。 世人 は の 才知の すぐれたる を 

見て す、 め、 堯は其 心の みづ からみて る を 以て 功 ある まじき 事 をし ろしめ 

したり 

is  一二 之 奥：、.^ 

一  舊友の 幼少の 子の 土 あそびす る を 見て、 あしき 事す ると て いましめけ 
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るに 吿て 云、 これ あしき 事に 非す、 彼が 今の し は ざ 也。 其う へ 土な ぶり は 

脾胃を も 養 ふべ し。 今より 第一に 戒 むべき 事 あれ 共、 かへ りて つけます と 

見えたり。 舊友 いかにと 問 云、 奴 僕 をうて、 た、 けな どい ふた はぶれ 

あり。 おさなき 子の 手 なれば いたみ もせす、 腹 も 立す。 奴 僕 もた はぶれ て、 

いたき ぞ、 かなしき ぞ などい へば、 其 子い よく 勝に のりぬ。 これ 人の い 

たみをいた むの 本心 を そこな へり。 此心 習性と 成て、 成人の 後氣隨 になり、 

妻子 をい かりの k しり * 下人 をう ち はしら かしな どす る惡 行の 根と 成、 朋友 

に は 相 勝 頃爭の 慢心と なりぬ。 世上の 人 を 見る に、 慢心 勝 心の つよき 者 は 

朋友の 交に 和 すくなし。 とわ ざに も顏 にて 人 をき ると い へる が どし。 左樣 

の 人家 內の 者に はかへ りて や はら かなる あり、 我に したが ふ 者なる 故 也。 


と い へ とも 勢に 乘に はしかす とい へり。 後 

世の 人 政事の 賓 たる 事 を 不知に や。 法度 を 

出す 事 かろくし く あさはか 也。 三の 賓 1 

も かけて は 國其國 にあら す。 土地 ありても 

人民な けれ は 居. ^ 不能。 人民 ありても 土地 

なけれ は 養 ふと 不能。 土地 人民 ありても 政 

事よ からされ は 長久なら す。 政事 はよ けれ 

は賓 となり、 よから され は 害と なれり。 君 

と 大臣との 心に あり。 慎む へき 事の 第 1 な 

り 間、 後世 器量 も 常人に すくれ 給 ひ、 

文， 學 ある 者 をめ して 道 を もき. -給 ひ、 又 下 

の 事 をし ろしめ さんか 爲に、 方々 へ よこめ 

を 廻し、 大橋說 まても きかせ、 又い やしき 

者の 入道した るな と を、 朝夕の 御 相伴に 置 

袷 ひて、 四方 山の 物 かたりせ させて si ひ 

たる あり。 しかれと も 政道よ からさる は 何 

そや 云、 むかしより 學者餘 多 ありと い 

へ とも、 道學と 仕置と は 別にな りて あり。 
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叉 朋友に はよ けれ 共、 家人に あしき 者 あり。 是は氣隨ょりぉ^Jれb^• 內外 

共に あしくて は氣 遣の みに て やすから ねば、 一 方に は ゆるがせ なりと 見え 

たり。 甚 しき 者 は內外 共に 和な きも あり。 是は 一 向怒氣 のために 胸中 ふす 

ぼり て、 苦樂 のさ かひ もしらぬ 成べ し。 これ 皆 幼少の 時より 父母 奴 僕の 敎 

へなら はせ る 所に 出たり。 終に は 父母に も 不孝に なり、 家人の あだと なる 


事 を 不知 

S 1 二  ノ奧 -I 人 

、レ友 問、 入 德の功 いづれ の 所より はじまるべき や 


0. 


云 、精神の 収 —歛 

、 

する より はじむべし。 精祌を 歛 する 事 は 言を愼 より はじまれり。 是ロは 

好み をな し、 兵 をお こすと. S へり。 誠に 吉凶の か、 る 所 也。 惡ロ 妄言 世俗 

の卑辞 は、 少し 心 ある 人 は いはす。 言の 發し 易き 事 は 吾人の 通 病 也。 或は 

道學 善事 を悅 ぶに よりて， 愼 むべき WJ を 忘れて 多言なる 者 あり。 或は 人 を 

ほむる によりて、 そね む 者 そしる 者、 是を 聞て 害になる 事 あり。 或は 心 や 

すき 朋友 一 類な ど、 おも ひて、 人の 密事 を もらす Hi あり。 聞 人君 子なら ば 

悅ぶ ベから す。 いはざる を 以てへ だてと 思 ふべ からす。 .S はすして 不叶義 

もな きに、 人の 密事 をい は 父子の 親と 云と も、 父君 子なら ば 其 子 を悅ぶ 
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一致に なすへ き 者い またな し。 器量 ある 人 

は 知 窓 ある 故に、 唐の 法の 行 ひかた き 勢 を 

知て 用 ひ 給 はす。 されと もす て かたく 貴き 

道 なれ はき i はし 給 ふなり。 知惠 なき 人 は 

いにしへ の^^と法との今に行はれさる事を 

わき まへ す。 よき 事 なれ は 行 度 思へ り。 し 

かれと も 器量な きか 故に、 行 £ 不能。 下に 

居 者 は 勢な けれ は、 行 ふ *t 不能、 これ 又 幸 

也。 又 下に 居 者 は 下の 情 を 知へ きと なれと 

も、 かむ ようの 事 は 不知 もの 也。 學カ あり、 

道 德に志 ある 人の 下に 居 者なら て は、 政の 

本と する 人情 は 不知 者 也。 たと へ は 民間に 

そた ちた る 地士を あけて、 郡 代 郡 奉行 代官 

なと にせ はよ かるへ き 事 なれと も、 道に 志 

なき 者 は、 民間に そた ちな から、 民 を 治る 

事 もしらぬ 者 也 0大 橘 說少の 益 はありと も- 

大 なる 益に はなら さる 事 也。 いやしき 者の 

入道な と は、 £ に 人情に うとき 者 也。 市井 


四 四 〇 

ベから す。 况ゃ其 外 を や。 或は 人秘 すと い へ 共、 善事 なれば くるしから す 

と 思 ひてい ふ K- あり。 善事 はたれ も 人に しられた きもの なれ ども、 秘 する 

は 故 あるべし と 知て いふべ からす。 すべて 言 はい ひて 人の 益と ならす、 己 

.S ふべき 義 なくば 默す るに しかす。 行の あしき は悔 改めて 後 は 善 也。 言の 

失 は 物に 及で 害 あれば 悔 とい へ 共 か へらす。 故に 君子 は是を はじめに 愼む 

なり 

一  舊友 問、 士之義 何 を か 先立べき や 云、 律儀 を 立べ し。 一 言の 約 誓 I 

3 

紙誓丄 目な く  人の 見ざる 所に をいて 人の いひし にたが ふべ からす。 少 

し問學 ある 者 得が たに 道理 を 付て 不信なる K- あり。 たと へば 人の 秘 する 書 

物 を かる 時に、 先の 人う つす ベから す、 見 KJ のみ ゆるす といへ る は、 其 人 

を 信じての 事 也。 しかるに かりたる 人是は 善事 なれば、 かくしう つしても 

くるしから すと 思 ひて、 うつしと むる は、 かくして 惡を なした る やうに は 

なけれ 共、 心に 律儀の 立ざる 事 は、 悪 をな したる 人に 同じ。 左様の 堅固な 

らぬ 心根 あれば、 其 事なくても 人た しかに 思 はざる 也。 人に うたが はれ ざ 

る 律 俵の 心 を立定 むべ し。 此所 なき は 人に あらす 


の 者 は 我 得 かたの 事なら てはい はす。 上た 

る 入 心 ありて 聞 給 ふと しれ は、 後に は 害に 

なる 事 多し。 きかさる に はおとれ り。 赤子 

をた もっか £ くの 深 愛な く、 眞の道 を しら 

て は 何事 も あさはかに 成 もて 行て、 是に似 

たるの 非と なり、 善 なれと も あしくなる 者 

多し 


寬文 十二 ョチ 年初 秋吉辰 

ヒ條通 二王門 町 

長 尾 平 兵 衞開刊 
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一 朋友 問、 我等 召 仕 者惡事 をな す？ J 數度 也。 常々 つよく 法度 を 立て 油斷 

なく 申 付 侍り。 しかるに かやうな る は 不足 所 侍るな らん 云、 貴方 法度 

きびしく 下知つ よきに よりて、 此惡事 あり。 しかるにたら ざると 思 ひて、 

ますく 念. を 入 給 は 惡事 いよく かさなるべし。 後に は 妻子まで も 困 

窮 して 家 亡ぶべし。 貴方の 法度 下知 は 常に 過たり。 この 故によ き 者 は 居が 

たし。 世間の 人情 を 見聞 侍る に、 人づ かひよ き 主人の 所へ はよ き 者 あつま 

り、 きびしき 主人の 所へ は あしき 者 あつまれり。 其 故 はよ き 者 をば 人々 か 

へたく 思へば、 よき 家 を えらびて 居な り。 横道 者 あしきく せ ある 者、 よ 

き 人に きら はれ 無 是非 きびしき 家へ 奉公す る 也。 きびしき に はり 合よ く、 

忍て 惡事 をな し、 主人の きびしき を 何とも 思 はざる 橫道者 あつまる と 聞え 

侍り。 この 故に 惡事 出来る 也。 又 きびしき 主人に よき 者つ か はれざる のみ 

ならす、 中 人 ありて ふと 奉公に 出ても、 たし なみうす きもの 也。 主人よ け 

れば 何と ぞ して 此 家に 久 敷居べ く 思へば、 たしな み も 出来て、 中 人 も 能 者 

になる/ AJ あり。 とげて 居べき 家と も 思 は ざれば、 主人に よく 思 はるべき と 

も 思 はす。 友 あしければ 其方に いざな はれて 中 も 下にく だる もの 也 
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お 一 心 友 問、 野 拙が 奮 友 予に問 侍り。 座の 者の むかしより 出入す る 者 あり、 

3 

三 線 尺八な どの 類 を つ； て 子弟の 相手と なさば 害 あるべし。 歌連哥 文學 など 

をし へ て 子弟の 相手と なすべき か 。彼 も 左樣の 事に 器用に て 願 ふとの 事 也。 

いか M よろし かるべき や 云、 左様の 者 はわ かき 人の 相手と 成て は あし 

き 事 多し。 大体の 出入ば かりにて 近付る £ は 無用なる べき か。 淫聲 とい ひ 

て ももろ こしの 樣に 上手なら ざれば、 日本の 俗樂は 淫聲の 格と いふば かり 

にて、 人の 心 を とら かす ほどの 害 はなし。 みづ からな しても 一 旦の 事に て 

後 はあく もの 也。 まして 人の いふ を 聞 は、 こうた 三 線と いへ 共 一時の 興に 

て 跡に のこる そこな ひ はさの みなし。 よき 事 をき く樣に はな けれども、 其 

害淺 し。 彼 者に 歌 學文學 せ させて 子弟に 近付 給 は S -、 文學の ゑぼう し、 哥 

道の 衣服き て、 同學 同輩の 如くなる べし。 あしくせば 師 ともなるべし。 本 

より 世間 を わたる 乞食 心 やむ ベから す。 いやしき 習 ひさる ベから す。 此ぁ 

しき 事 子弟に うつりし まんと、 水中に 木 を 浸した るが どくな らん。 小うた 

三 線の 害に は 百倍すべし。 左様の ものに は 其 身の 所作の みさせて 士君子の 

事を敎 ざる もの 也 0 いやしき 者 はよ き 事 を うらやみ、 よき 人に まじ はりて 


風俗 をみ だると を 好む もの 也 

S 一  學而 時習 之。 不亦說 乎。 學は 孝弟 忠信の 道 也。 君に つかへ て は 學ぶ所 

. の 忠を習 ひ、 親に つかへ て は學ぶ 所の 孝 を 習 ひ、 兄 長に は 弟 頗を習 ひ、 夫 

婦 は^あり て 和す る 事 を 習 ひ、 朋友に は眞 S を 習 ひ、 臣には 仁 を 習 ひ、 子 

に は 慈 を 習 ひ、 弟に は 愛 を 習 ふ。 人 五倫 を はなれて 時な し。 故に 時として 

なら はすと. S ふ 事な し。 五 典十義 みな 心 をみ がくの 受用 也。 自得 すれば 逍 

遙 たり。 理義の 心 を よろこばしむ ると、 美味の 口 を よろこばしむ るが _ ^し。 

故に 亦 よろこば ざらん やとの 給へ り。 悅は 自己の 生 意 也。 十一月 一 陽來復 

すれば、 寒氣 いよく 甚し。 唯 梅の み 雪中に 春 意 を 得たり 

JS 一  有朋自 遠方 來。 不亦樂 乎。 すでに 三 陽 生やる 時 は、 天-地 交- 泰す、 天 

下の 春 也。 自己の 生 意 達せり。 遠方の 人 来る 時 は、 近き 者 知べ し。 見— 龍 

田-一 0 天下 文明 也。 君子の たのしむ 所 也。 しかれ 共是 とせられす してい 

きど をら す、 時と 共に 進退す。 自己の 悅を 得れば なり。 如此は 君子なら ざ 

らん や。 君子な りと い へり 

, 5 1 レ  围ト云 へ り 

S 一  鳶.. 飛テ 戾レ 天-は 上 其 道 を 得 也。 鳶 0 天に いたる は 少しも 力 を 不用、 第 

3 
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にの りて^ をのぶ るの み 0 逍遙と して 自然に 乘じ、 手の 舞 足の ふむ MJ を不 

知の 意 也。 君子の 時に 逢て 道 を 行と かくの どし。 天運に 乘 じて 少しも 心な 

し。 其 道 を 天下に 達する のみ 也。 故に 君子 は 私の 福な し。 人民 安く 國 富有 

，ドル  と 云へ り 

なる を 以て 福と する 也。 魚 躍 一， 于淵 一 一は 下 其宜を 得な り。 。魚 淵 水に 造— 遙 

自 躍して しかる ゆ へ を しらざる が く、 有 道の 代の 民 は其樂 をた のしび、 

其 利 を 利と し、 曰々 に 善に うつりて 其 化する ゆへ を しらす。 君子 は 上に た 

のしび、 小人 は 下にた のしむ。 或は 知、 或は 不知と い へど も、 道 体 を はな 

れす、 飛魚の 踡 がごと し 
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義論之 九 

7 一  心 友 問、 北風の 詩は危 乱の きざし を 見て 去の 意と 見え 侍り。 然れば 君子 危を 見て は 命を授 るの 義に 異なり。 此 

間に 處す べきと いか.^ 答， 北-風 之 詩 二 云、 北-風 其丄ほ タリ。 雨-雪 其レ霄 。リ 惠ァ リテ而 好セ. ゆ 我ヲ。 携 レ手ヲ 同け 行。 其 i 

Jgj^llsro 旣；^}|5,12^ク；；5ナリ。 北風 はさむ き 風な り。 凉 は寒氣 なり。 夫 春 は 東風 氷 をと き 物 を 生 t 夏 は 南風 物 を 

養 ひ、 秋 は 西風 物 をな す。 冬 は 北風 物 を i す。 北風の 物 を 害する を 以て 虐- 政に たと へたり。 北風 さむき 時 はやが 

て 雪 さかむ に ふりなん 事 をし り、 國政 あしき 時 はやが て 凶 乱お こりて 亡びん， i をし る。 親き 者 志 同じき 者、 めぐみ 

ありて 我 を わすれす ば、 手 を とりあ ひて 他国へ ゆかんと なり。 ゆるく ゆるやかに 思 ふべ からす。 旣に乱 逆の 事出來 

て は 見す て、 ゆかれざる 儀 も あるべし となり。 北. 風其レ i 气 雨-雪 其レ ヒ％ 惠录而 好セ. i ヲ。 摧 t 手ヲ 同け 歸ラ. 一。 其； 虔 

其—！^?;。 旣- 一亟 カナ ル， が ナリ。 喈は 殺-風の 聲疾 なり。 凉 よりも はげしく 霏は 旁よりも つよし。 初めは 寒氣 のさむ き 

ばかりな りしが、 はや 寒風の するどなる 聲 あり。 雨 雪 分散して 密 ならん とす。 亡圃 のき ざし. S よく 急なる にたと 

ふ。 t 官を やめて 古 鄕に歸 らんと 也。 ゆるく 思 ひて 難に あひなば、 士君子の 義其 難に 死すべし。 無事なる 時に 祿を 

辞し、 佚 儀 を かへ して か へ るべ しとな り。 莫ー 1 赤シ トメ 匪で おい 狐- -0 莫 i1 黑 トメ 匪 T 云 ぃ烏-ー0 惠ァ 4 而好セ 我 S 欉-バ 手 ヲ同セ い 一車 ヲ。 
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其虔ク 其-邪 く、 旣-ー tsT? 只： 且 ナ，。 狐 は悪獸 なり。 烏 は惡鳥 也。 共に 不祥の 物 也。 これ を 以て 小人の 多き にたと へ 

たり ゥ 小人 は 國家を 亡す もの たれば、 其 不祥 狐 烏に 過たり。 又 君子 を あだと す。 よき 人 はむ つかしければ 去 事を悅 

ぶ もの 也。 故に IL* となく 事 を よせてい とま を こ ひ、 馬車に て ゆるく と 行也ッ 烏 は 食 を むさぼりて 害 をな す 鳥 也。 

春は靈 鳥の 巢を こぼち、 其 子 をと り、 夏 はな はしろ を やぶり、 秋 は 木の 實を そこな ひ、 すべて あしき 事の みする も 

の 也。 これ 小人の 愚痴に して 欲 ふかく  * 利 をむ さばり て 類を撗 じ、 物 を 害し、 上 をへ つら ひ 下 を くるしむ るに 似た 

り。 狐 は 邪知 ありて わざ は ひ をな す もの 也。 小人の 中 にても 才 ありて 事 をと り、 上の 氣に 入べき 事 をい ひ、 、王 人の 

心 を たぶらかし、 人 を まど はし、 亡 國の本 をな す は 狐に 似たり 0 少才 ありて 事 を 取 者と 見 ゆる は 皆 狐の,： t し。 故に 

赤し として 狐に あらす とい ふ 事な しとい へり 0 赤と は 少し 知 も ある 樣 なる はとい ふ 意 也。 愚痴 不肖と 見 ゆる は 皆 烏 

の贪を むさぼる がごと く&れ ば、 黑 しとして 烏に あらす と 云 事な しとい へり。 如此 にして 亡びざる はなし。 君子の 

目に は亡國 ちかく 見 ゆれ ども、 小人の 心に は 何とも 思 はす、 を ごり 居な り。 事 急に は あらね どもみ づ からな せる 禍 

なれば のがる ベから す。 亡國 にき はまり たれば 君子 機 を 見て 去な り。 又 君子の 危を 見て 命 を授と いふ は、 外より 來 

る禍 なり。 人の 難に 逢た る を 見て は 必す救 ふの 義 あり。 其 時 は 命 をお しまざる 也。 孟子 齊の宣 王 を 見て 共に する HI 

あらん 人と は 思 はれ ざれ ども、 其 比 天下の 諸侯 齊の强 をに くみ、 會 してうた むと せし かば、 宣王 難儀に 思 はれたり。 

孟子 を 客と して 馳走 あり。 行か. - りたる 事 なれば 其 難 を 聞て は 歸られ ざる 事なる 故に、 思 はす 久しく 居 袷 ひし 類 ひ 


問 \HI 中 有-麻の 詩、 程 朱の 說か はれり。 いづれ か是 ならん 云、 程 子の 說 まさりたり。 其/詩-一 云、 丘-中-一有 レ麻。 

彼レ留 tv? 一子 tlvo 彼 レ留？ 一 子- iir 將ク" 其 I 來テ 施-々 fio 丘-中-有" 麥。 彼 レ留プ 7. 一子- 國マ 彼レ 留ま 子- 國 To 將ク" 

其レ來 M がま。 丘 _ 中-有 彼レ留 IT 之， 子 r 彼 レ留？ 一 之， 子 マ 貽： 我-佩-玖 r 丘 中 は 麻 麥を植 て 人 を 養 ふべき 所 也。 

王宮 國 都に は 賢者 あつまりて 人民 ゆたかな るべき 政敎 あらむ にたと ふ。 子 嗟 子 國は其 時 朝に あるの 小人な り。 朝に 

小人 を 愛しと t-- めて 君子 は 野に かくれたり。 故に 人民 君子の 朝に 来らん,^ を 願 ふ 也。 來 食と は 家 食せ すして 朝祿を 

うけん 事 を 思 ふなり。 之 子 は 子-嗟 子- 國 同事の 小人ば かり 時め くと なり。 李 はた に 人の 口に 甘き のみに て 終に 人 

を 養 ふべき ものに あらす。 麥 ありて 食し 麻 ありて 衣に し、 其 間の 菓子に は 李 ある もよ し。 朝に 君子 賢者 有て 政敎行 

は r -、 其 下に 吏に は 小人 も くるしから じ 0 小人ば かりより 合て は 一旦 李の 口に 甘き 樣 にても 衣食なくて、 人生と ぐ 

ベから ざるが ごとし。 廣さ丘 中に 麻麥を 去て 李ば かり を植 たるが どし。 民 を 養 ふべ からす。 玖 は眞の 玉に あらす。 

佩 は 外の かざりな り。 我に i^l 人に 及ぼす 也。 人民に 及ぼす 所實 なく 理に叶 は ざれば 終に 平 治なる まじき となり。 

暴風 は 集註 まさりたり。 賢者の 事と して は 見が たし。 其 詩-云、 航彼晨 —風。 欝 彼.^ 北-林-？。 未， 見-一 君子 T。 憂— 心 

Ji— 々タ S 如，. 何メ 如： 何.^ 忘ぐ！： 我實 1 多 さ 颤は疾 飛 也。 晨風 はたか 也。 欝 はしげ りさかん なる 林の 体 也。 此疾 飛た か 

だに も、 しげれる 北 林に 歸て 安す る 所と す。 夫 は 妻 をす みかと いひて、 公用 外事 をつ とめて は歸 安す る 所と する も 

の 也。 しかるに 夫 外に 久して 我 を 問 事な し。 この 故に 憂る 心 切に して わする、 時な し。 我 はかく 思 ふに、 夫 は 何と 

して 忘れた るぞと 恨みた る 詩 也。 公用に 勞 して 歸る, t あた はすば、 かへ りていた はり 思 ふべ し。 恨 は 有べ から T5 
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是は 心の すさみに まかせて わくる かた ありし と 見えたり。 然る を そむきい からすして， 一 人 を 恨み 思 ふ は 貞女の 心 

なるべし。 墓-門 は 程 子の 說ま さりたり。 其， 詩-云、 墓-門-一有 レ 棘，。 斧以" 斯 2。 夫 也不. 良ラ。 國， - 人知 レ之。 知而 

不レ. 誰 —昔 然， 矣。 墓 鬥は墓 道 也。 いばら 生じて/、 を ふせぐ 事鬥の 如し。 夫 墓所 は 以來田 畠と 成べ からす、 鄕里 

と 成べ からす。 城 地と 成 まじき 無用の 地 を えらびて 安す る もの 也。 良 木な き 凶 僻の 地に は 荊-棘 生じ やすし。 人心 

道な く敎 なき 時 は、 邪惡 生す る 事 道路 はら はすして 荊 I 棘 生す るが どし。 是を 以てた とへ とす。 いばら あらば をの 

を 以て ひらき さくべし。 人 不善 あらば 賢師 良友 を 得て 道義 を 助けた r すべし。 今此 夫よ からす、 衆み なしり て そし 

れ ども 改めす。 是 幼少より 賢師 をた のます、 良友 をえ らばす して、 其惡 をな す 事 をと がむ るな り。 墓— 門-一有， 梅。 

有 kslhyol ^が不 ki 歌- 以テ 訊， 之 S 訊レ 而不 V 顧-.。 顚-倒 i に予 S 鵠 はふく ろう 也。 惡聲の 鳥な り。 梅 は 

驟木 なれ ども 墓-門 凶-僻の 地に 植れ ば惡 鳥の やどりと なれり。 人の 性 は 善に して 生 付よ しとい へ 共、 不善 人と 居と 

き は惡に 習て 凶 人と なる 者 也。 詩作て 諷諫 し、 深く これ をせ むれ ども 我 言 を かへ り兒 す、 必す 禍災來 りて 後 思ひ當 

るべ し。 悔と いふ 共 甲斐 有べ からすと 也 

g 一 、：；11:^^55-、 井田は九 一 とい へども、 公田ょりニ十畝をとれば、 貢の十 一 ょりもかろし。 此輕重ぁる事はぃか^- 

3  シャ 

云、 上古の ゆたかな りし 代， すこしの 輕 重に 心 は 有べ からす。 山野 は地廣 くして 舍 とる？ K 女し。 舍は 今の こな 

し 尾と いふ もの 也。 國中は 田地の 外 空地 まれ 也。 故に 公田の 中より 舍を あたへ 袷 ふ。 た 舍を與 ふるに 心 ありて、 

貢よりか ろき に 心 はなし- 此舍に は 深き 意 あり。 空地な き 所に て 田地に こなし 屋を 作る 事 は、 民 迷惑に 思 ひて つく 


ら ざる もの 也。 しかれ 共 こなし 屋と いふ ものなくて は、 いね を かり 入べき 所な し。 今 は 民間に 此舍を 持た る 者 は、 

百 人の 中に も あるかな きかな り。 この 故に 田に 直にい ね を ほし、 屋の 前につ みな ど すれば、 雨に ぬれて は 米 あしく 

なる のみに 非す、 わら もく さり 性 あしくな り、 すたる 費 多く、 民の 憂す くな からす。 長雨に 曰 をかぞ へ、 はれ を 待 

0  ^ て 

うちに、 田 5 ひの 外に ぬらせば、 もみ 叉め ぐみ はえ 出て 用に た、 す。 わらの 民の 用 を 達する と あげて かぞ へがた し。 

、 、 、 

たはら • こも - むしろ ，ず履， 藁 鞋* 馬の くつ • 牛馬の はみ、 薪の 不自由なる 所に て は、 朝夕の たき 木と す。 

かやの 手 遠き 所に て は 星の ふき 草と す。 城下に 持 出て 賣て用 を も かなへ り。 米と. S ひわら とい ひ、 此舍 なき 故の つ 

S  くて 

いえ、 天下 を 合て はおび た しき 事 也。 しかれ ども 民 は 地な く、 舍 作るべき 竹 木な く、 力なければ 是非な し。 民の 

力に は 成が たき 事 を 知 給へば、 上より 給 はる 也。 これ は 田 島に さし 次て 重き 事 也。 天下の 本 なれば 公家 武家の 文庫 

H ヨウ  力， 5  困ざる 也 

武庫 米蔵よりも 先にすべき 事 也。 生れながら 榮 —耀 にて、 民の 艱苦 を しらざる 人 は， 心 もっかす。 今 は 山野と いへ 

共 地せば く 成て、 舍を とるべき 所な し。 宗領を 立る の 法な き ゆへ に、 子弟に 田地 を わけく して、 後々 は 作り 取に 

しても 家內の 衣食に たらざる 体 也。 山野に 行て 薪 をと り賣 てうへ を 助む とすれ 共、 山林 次第に あれて 勞 する のみ。 

の 食に か はらざる 物 を 食して、 其 一 日 を をく るば かりなれば、 地 あり とても 舍 作るべき 樣 なし。 この 故に 凶年 

に は 餓死 多し。 餓死と 云 >AJ は 奉行 代官 を は 1- かると て、 病死と. S へど も、 食 あしき 故に、 腹中 損じて 死す る は 皆 餓死 

也。 是皆 仁政の 法み だれて かく 成來 ると 久し。 在々 舍 なきの 費 をお さめば、 凶年の 飢 をば すく ふに たりぬべし 

問、 唯今 仁政 を 行 ひ 給 は义、 此舍を 先し 給 ふべき か 云、 是 より 急なる 事 あり。 舎 を 命す るに いとまな し。 圃天 
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下の 多き 大君 諸侯と い へど も、 俄に はなしが たき 勢 也。 其 上 山林 あれて 今の 民 用 だに つぐの ひがたし。 此 上に 天下 

在々 の舍を 作らば 材木 薪と もに 盡て、 民い よく 困窮し、 士大夫 も 難儀に 及ぶべし。 先 仁政 を 急に せば 數十 年の 後 

仁君つ ぎお こり 給 ひて、 自然に 出来ぬべし。 夫 農 は 民の 力 をう ば ふべ からす、 勞 する 事 は 彼が 秋の 収めに 利 ある 事 

に勞 し、 使 事 は 彼が ゆく く 休息すべき 事に 使 時 は、 民勞 すと いへ 共 恨みす 0 是を 佚— 道 を 以て 民 を 使と 云 也" その 

ti. 仁君 良 相の 心に 民 を 子と する の 愛 を 立て、 用 を 節し 民に 取 事 すくなき にあり，" 如此 なれば 民の 心 君 上に 歸 服し、 

天道 類に して 天下 長久な り。 是を財 散す る 時 は 民 あつまる と 云 也 問、 貢 法の 十一 豊年 凶歳 其 わかつ-と いかむ 

云、 たと へば 一 反の 田に いね 百 束 あれば、 十 束 を 貢と す。 いにしへ は 五家と して 共に 田 か へし 共に うへ 共に かり 

て、 秋のお 實 いね. 4- 千 束 あれば、 五 百 束 を 貢と し、 四千 五 百 束 を 五家の 有と す。 これ を a 人 組と もい へり。 軍法の 

^d々もこれょり出たる也。 いにし へは農兵にて軍佼民間ょりa^，.：！り.- 今 も 九州に は 農兵の a 風 绕れる 所 ありと いへ 

り- この 故にむ かし は 毛 見と. S ふ なし。 毛 見の 費又舍 なきの 费に ひとし 問、 今の 勢に て は 毛 見と いふ 事な く 

て も 叶 まじき か" 十一に てこ そな くと も 束 をかぞ へて 分つ 法 も 行 はるべき か 云 、今 は 毛 見なくて 不叶勢 も あり： 

しかれ 共 毛 見の 仕樣 あり。 四 五 万 石 もし は 七 八 万 石 にても、 郡 奉行 心得よ く 功 者 なれば、 一 入して 毛 見す る樣 あり。 

民の 中に て 心得よ き 者 をえ-, つび、 一万 石ば かりの 毛 a- を つかさど らしめ、 當 村の 庄屋 肝 煎に 近 里の 者 を かね 二三 人 

づ、 指 加へ、 下 毛 見させ、 悵を 作りて、 郡 奉行 こ 、かしこ 顒 見の ついでに、 其 下 毛 見の 接と、 我 見 分と くらぶれば、 

め 者 はた 一目に しるべし- 日數も か、 らす * かりお さめ も 時 を 過 さす、 麥 のまき 時 も を くれす 上下 ョノ によき 也 


問、 とわ ざに 相圇 兵法 自身の 取合と いふ 樣に、 百姓に 毛 見させて は 私曲 あらん か 云、 此毛見 は 何の 手間 も 

いら ざれば、 心 見に 此毛 見の 內帳を かくし、 世間な みの 毛 見 を 入て 見 給へ、 百姓 毛 見に 五物 成 あらば、 世 聞な みの 

公儀 毛 見に は 四 六 七 分なら では 有べ からす。 三 四 分 ほど は 地頭の 損 あり」 民の 痛み は 其 上に 四 五分に も 過べき なり。 

彼此 一物 成の 費 は 有べ し。 其 故 は 世間の 毛 見 を 見に、 國 大名の 下 なれば、 五六 万 石の 郡へ は 二三 百 石 取の 士十人 も 

毛 見に 出るな り。 供の 者 七 八 人なら しにして 七 八十 人 也。 馬 を かけて 百 人に は當 るべ し。 百の 人數 一郡へ 入 こみて 

so  くつ 。野菜 

廿日 も 卅日も か、 るべ し 0 此 荷物 宿お くりに 百姓 をつ かひ 。藁鞋 。薪 米つ き 水く み 朝夕に 人 多く 勞す るの みならす、 

農の つとめ もせす、 用な き 者 も 立 さはぎ、 免の わび ど訴— 詔に 日 をく らし、 夜 を あかせば、 此 入用 又 費な り。 すい 

函- めしく す丄 *H  0  7  P 

ぶん 直に 淸く すると も、 免の 外に 毛 見の 出し 米 五六 分 は 有べ し。 其 上に よから すして 庄屋 肝 煎 私欲 あれば、 無用の 

、、、、、>  、、 

費 一物 成 は 有べ し。 担 かなた こなたす る 間に、 風 吹 雨ふりて、 いねの かり 時 過 ぬれば、 民の 心に 四に は うくべし と 

思へ る も 三 七 八 分に もうけが たくなる 事 有、 米 すくなく 成の みに あらす、 わら も あしくな りて 民 迷惑す。 とかくす 

れば麥 の 蒔 どき 卅日も を くれて、 來 夏の 取實 すくなし。 此損又 三 四 五分に も當 るべ し。 万事 手 を くれと なれば、 十 

二月 卅日迄 もい そが はしく 安き 心なし。 妻子の 女 事 も 成が たく、 こ、 かしこに て 困窮す。 其 上に たら ざれば かりて 

利 を 出しぬ。 其 外 如 此の 費 あげて かぞ へがた し。 地頭 も 損し、 百姓 はっかれ てあしき 事の あつまり は 毛 見なり。 百 

姓に 此 道理 をい ひき かせて まか すれば、 公儀 毛 見に 出合て は 大に損 ある 事 を 得心して、 奉行 代官の 目より は 免つ よ 

く 取 付て、 毛 見の いらぬ 樣に する もの 也。 今の 世の 勢に は是に まされる 仕樣 はなき なり。 無事の 時は定 免よ し。 定 
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免 なれば 大 かたの 不足 は 堪忍して 出す もの 也。 毛 見 をう くれば 免の さがり はしれて あれ 共、 右に いふ どく、 其 さが 

衝事 をし れ y 

りより は 一 tt? も SH, 、あるに よりて なり。 故に 豐凶 によらす 年々 の 見と りと いふ 事大に あしき 事 也。 此 道理 を 不知して 

P?l も 見  、 、、ゝ  毛 見 

づ. ずる 者 あり。 叉 しれ ども 私欲の ために 代官 手代な ど。 是を好 も あり。 代官 は 仁愛 有て 淸 直なる を 上と す。 私欲に 

して 不 直なる を. a- とす。 不仁に して 清 直なる を 下と す 問， 私欲 不直は 下に あらす や 云、 聞た る 所 は 不仁に 

ても淸 直なる はま さ §"。 然れ ども、 今 君の ため 國の ため 民の ために は、 私欲 不 直の 者に を とれり。 私欲の 代官に 

は 民まい な ひて 免 を さぐれば とかくつ？ きて 居な り。 私欲より まいな ひ をう けて 免 を ゆるす は不直 なれ ども、 民大 

に 困 せす。 凶事お こらす して ゆがみな りに も 無事なる は、 乱世に はまされ り。 これ 君の ため 國の爲 &らす や。 彼 

不仁に して 淸 直の 代官 をば、 世間 これ を 上と す。 しかるに 下と いふ もの は、 己が まいな ひ を とらざる を 以て 淸 とし、 

直として、 ^間にな き樣 に自滿 し、 身に くもりな きま k に、 おそる  所な く 上への 奉公ぶ りに、 免 をた かくあげ 

米 をつ よく とれり。 口 事 ざた など も 依估な く すみやかに 決斷 すれば、 世間に ほまれ 有て、 立身す る £ あり。 右の 私 

欲不 K の 者よりも 大欲なる 所 あり。 終に は 村里 あれ、 民 困窮して 乱 逆の 本と なれば、 是を 下と いふ 也。 いにしへ の 

上と せし 仁愛 淸 直の 代官 は、 今是を 下と す。 其 身 は 淸く直 なれ ども 仁愛 あり。 民の な づくを 以て 下に ゆるす 所 多 力 

るべき 事 を 疑 ふ 也。 今の 世の 勢に て は 仁心 ありと いへ 共、 人に か はりて 民に ゆるす £ はなり がた し。 民も國 用の せ 

まる 所 を しれば、 世な みに は 出す 也。 仁愛 淸 直の 奉行に は 氏 和す る 故に、 無用の 费な きを 以て、 所 も あれす、 民 も 

甚 困窮せ す。 其 跡 を 見た る 時 は 用捨 多き に 似たり。 不仁 淸 直の 者 は 一 旦 多くと ると い へ 共、 所 あれ 民 かじけ て數年 


の 後 は 免も大 にさが る もの 也。 此善惡 のしる しまで もまた す、 淸 直にして つよく とる を 以てよ き 代官と ふなり。 

淸直 不仁の 仕置に よりて 村里の 亡 所と なる 條目 をい ふべ し 

お 一 剛直の 代官 四分六 分 を目當 とす。 百姓 迷惑して 高 免な りと いへば 歩が りして 六 歩 を 年貢、 四 分 を 百姓と す 。然 

れ共 しいさし • をれ & どい ふ 物 を； J めての 事 なれば、 此 四分六 分 さへ 全から す。 藏納は 米の 吟味つ よければ、 百姓 

の 四 分 をもう ち こみて、 やうく 六 分の 米 をお さむる 故に、 百姓の 得 米 はなし。 年貢米の く づ米を あつめて 食と す 

とい へど も * 農具 諸 色の 代に は 何 を うりてと、 の ふべき や。 一 向 無理な り 

^ 一  山林 ある 村里 は 山林 を目當 にして 田に なき 高 免 を 置 あり。 この 故に 山林 日 • 々にあれ て、 後々 はたよ るべき 物な 

3 

し。 家屋 を こぼち、 田 畠 をう りて、 村の 体 昔の かげ もな く、 かじけ てと るべき 様なければ、 無 是非 免 を さぐるな り 

n 一  水 を 入れば 田と なり、 水 を をと せば 畠と なり、 麥を 田に 作て 百姓の 食と する 所有。 かやう の 所 は 四分六 分 ほど 

3 

の 高 免 を 出しても とかく 取つ C くもの なり。 然れ ども 麥の あしき 年と て 田 免の ゆるしなければ 借物 出来ぬ。 さあら 

でも Effl たらざる に、 借物の 利 をお し ぬれば、 毎年 借物 かさみて 出すべき 様なければ、 田地 をし ちに 入て 他領へ とら 

れ， 田 十 反 持た る 者 ゎづか 二三 反に なり、 村の 家居 民の 衣食 乞食の どくに 成ぬ。 其 間に 先 代官 死し などして、 前代 

の 非 をい ひ、 外聞 あしく 成 ぬれば、 俄に おどろきて 免 を さぐれ ども、 田 畠う りて 後 なれば、 一寸 ニ寸 さげても 昔の 

二三 分の さがりに も あたらす。 作 取に させても 本の 樣に はならざる なり。 奉行 代官 心 ありて、 其始に 少づ、 の 用捨 

すれば、 如此亡 所に もなら す。 免 もさ がらざる ものな り  .  , 
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^ 一  水田！ 51 地 て麥 まかれす、 山林の たよりなく、 田より 外に はよ すがな き 所 あり。 さやう の 村 は 今 とても 十に し 

3 

て 二三 を 年貢に 出し， 七 八 を 得 ざれば 民 立が たし。 此差^ を しらで、 なべて 四分六 分と 心得て 毛 見 すれば、 やがて 

亡 所と なる もの 也 

一  田地に 米の 有 ft を も はからす、 しきりに 催促して 取た つれば、 春はなくて 叶ざる 牛馬 を も 先う りて 出し、 やが 

3 

て 作の 助と なるべき 子 を も 年 切と て 奉公に 出しお さなき 男子 女子 は 永代 入に あたへ など すれば、 夫婦 共に なげき か 

なしみ て、 まめ しげ もな く心氣 かじけ て、 力つ かれ 耕作に 精 も 出されねば、 田 畠い よく 出来 あし、、 牛馬 を 冬 は 

下 直にう り、 春 高直に かい 求め、 万事 前後して 借 銀ます かさなり、 田 昌 屋敷 富 人に とられて、 民間に いへ る絕 

人となり、 其 跡の 田地 は 村 中の わりと いふ ものに なり、 家の 百 軒 も 有し 村に、 二十 三十 淺る やう なれば、 田昌 あら 

す 事 御法度と あれ ども、 作るべき 力なし。 うへ 付 まき 付た るば かりなれば、 毛 見しても むかしの 免の 半分 もな し。 

如此 なり ぬれば、 多くの すく ひ 米 を 出し 取 立む としても、 砂に て 淵を埋 むと い へ る i は ざの 如し。 昔に 歸 りが たき 

もの 也 

M 1 毎年 毛 06 を 入 あらだて.^ つよく 取 人の 領內を 見れば、 百姓 屋敷の 本屋の 跡 は 石ば かりにて かたはらに 乞食の 小 

3 

屋 のどく にして 居 者 をと へば、 其 屋敷 主にて 高 作の 百姓 也。 何として 其 田 畠 を 作り、 年貢米 を 仕 立る ぞと思 はる、 

あり。 左様に なりて はむかし 二 石 ありし 田に、 今 は 一 石 も あるかな きかな り。 しかも 米 あしき も の 也。 貪欲の 地頭 

と い へ 共、 多くと るべ き樣 なし。 かやう のた ぐ ひ 一 々いひ 盡 しがた し。 如此 なりて 國郡を f 失 はなし。 近年 ひの 


外なる 凶事 出来て、 身代う しな ひたる 人に、 民の 困窮せ ざる はなし。 民 は 是國の 本 也と いへ り。 天命の か、 る 所 也 

問、 如此 民間の 事 をの 給 ふ は 也と 人 申 侍らん 云、 國の本 は 民 也。 民の 本 は 食 也。 民 食の 事く はしく し 

ら でよ、 國郡を 治る 事 あた はす。 予 かれ を 治る ものに あらす といへ 共、 治國は 事の 犬なる ものにして、 窮理 の學こ 

れを しらざる と あた はす。 予が どき 者 だに 窮理 によりて は 少し 知事 あり。 况ゃ 大君 諸侯 は 其 任に して 天の 責 あり。 

しりき よ， では 天に 應じ給 ふべ からす。 故に 云、 人君 は 億兆に よって 尊し。 是を 撫是を 治る の 道、 至誠 を盡 すべし。 

んの 至誠 を 盡す所 子に 過た る はなし。 人君 は 民の 父母 也。 親の 子に をけ る 何 を か 先と する。 養 を かへ り 見る を 第一 

とせす や。 養道備 りて 後敎 べし。 故に 仁君 は镓 1 の艱 I を しれり。 周公旦 Q 詩-一 云、 七-月 流-火 ァリ 。九-月ぎ 衣 S 1 . 

^-BK^VO  二， 之 1 曰 g-i タリ。 無 $ 衣 無. 一 li 何！： 以チ カ卒レ 歳，。 三， 之 I 日于 耜。 四， 之-日 擧 k，。 同藝カ 婦-子 T。 

."iir 彼， 南-畝 r  い ■ 至け 喜フ。 七月 は SS 代の 七月 也。 ^^柄申に建の月なれば、今の七月也。流火は星也。 大— 火 

、、す 星 也。 此星 六月の 銜 i 地の 正-南に 見 ゆ。 七月の 昏に 至て 下りて 西に 流る、 故に 流 火と いへ り。 堯の時 は 此星仲 

夏 五月の 昏に 南に 中せ り。 周 公旦の 時まで は 一千 二百 四十 年餘 なれば、 歳-差と いふ ものに て、 十六 七 度 退く。 故 

こ 七 大火 星 六 S の昏に 中して、 七月の 昏には 地の 末の 位に 在な り。 七月 はい まだ 殘暑甚 しとい へ 共、 大火 星の 西に 

行 を 見て、 八月 を 越て 九月 霜 降べ し。 この 故にい まだ 暑氣の 中に 冬の 用意 有な り。 何事 も 時に 先達てな さ Y れば行 

當り てせ はしく、 人 痛み 煩 ひて 功な りが たきもの 也。 九月の 初て 寒く 衣 を 用べき 事 を、 七月 流 火 を 見て 心に 感 する 

事 妙な り。 故に 人に 衣 を あたへ て 寒 を ふせがし むる 事 あまね し。 一之 日 は 今の 十一月 也。 斗-柄 子に 建。 一陽の 月な 
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れば 一之 日と いへ り。 この 故に 周の 代と なりて は 此月を 以て 正月と し 用 ひたり。 裔-發 は 風の 寒き 也。 二 之 日 はチ 

の 十二月 也。 斗 柄 丑に 建す。 二 陽の 月な り。 栗 烈は氣 寒き 也。 風 吹て 寒き はい まだ 至極に あらす。 風なくても 寒き 

は 寒き の 至な り。 衣 はきぬ の 衣^な り。 接 は 毛 をり 也。 衣服の 用意なくて は 此寒氣 をし のぎて 歲を 越が たしと なり。 

三 之 日 は 今の 正月 也。 斗-柄 赏に 建の 月 也 。ュ 于.. 耜とは 農具 を 取 出し、 其 用 を 利す る 也 0 四 之 日 は 今の 二月 也。 柄 

卯に 建の 月 也。 舉， 趾は田 を かへ すなり。 すきに て 土 を かへ す は 足 を あげ、 すき を 土中に ふみ 入、 土 を はね 發 すな 

り。 易に 上.. -入" 下 動クと あり。 耜は 農具の 初 也。 今 曰 本に て は 牛にから すき を かけて 耕す 所 も あり。 馬に まぐ はと 

いふ もの を かけて すく 所 も あり。 すきに て 人の かへ す 所 も あり。 いにしへ は 上田 は 毎年 作り、 中 田 は 一年 やすめて 

作り、 下田 は 二 年 やすめて 三年め./、 にめ ぐり 一-作し なり。 この 故に こやしと いふ もの さの み 用 ひすと いへ り。 今 

は 中 田 下田 共に 毎年 間な く 作る 故に、 こやし 多く いれば、 一年中 こやし をと るに いそが はしき 所 も あり。 又む かし 

なれば 田畑に はせ ざる 地 を も 今 は 田と すれば、 人力に て はは かゆかざる 所 あり。 次第に 世間せ はしく いそが はしけ 

れ ば， 人ば かりにて はたらざる 所 も * りゥ 此 故に 牛馬の 力 を かるたり。 な？' も 上田の 地 こ、 ろよ くこ やし も いらぬ 所 

にて は、 牛馬な く 人力ば かりにて 耕す も あり。 同 我-. 婦子 T 蒙 二 彼， 南-畝-一と は 若き 者 達者なる 者 は 皆 田に 行て 勞 

する 故に、 家の 老夫 よめ 子 を ひきねて 食物 を 作り 田に をく る 也： 田- 睃は田 長と いひて 農事 を つかさどる 宫 なり。 今 

の 郡 代 郡 奉行の どし。 時に 先達てよ く 農事 を つとむる 事を悅 なり。 今の 郡 代 郡 奉行 代官の 民間 を ありく は 民の 煩 ひ 

になる 事 多し。 庄屋 肝 煎 近 村の 者まで 出て をく りむ かへ し、 宿所へ 見 1^ 宿 をく. nN とて 人足 多くつ か はれ、 さま ム、 


f^K 事の さまたげに 成 事 多し。 この 故に 功 者なる 地頭 は 民 聞へ 奉公人の 往来せ ぬ樣 にす るな り。 いにしへの 田 長 は 民 

間、 入 事し げき を 民 よろこべり。 農 を さまた ぐる 事 少しもな く * 助く る 事の み 多 かりし ゆへ なり。 七-月 流-火 ァリ。 

九-月 S 衣 S 春 さ l;"ir 有 n 鳴 ケムゃ 女 執-,. *#ぞ 違 r 彼， 微-行 一-。 爱- 求 i- き。 春.' 日 暹-々 タ，。 采 

レ 45^ ，ぎ—，々 タリ。 女 ：- 心 傷：： 悲さ 殆， f 及 一一 公-子-同け 歸" S 春の 日 初て あた、 かにして 倉 庚のう ぐ ひすな く を 聞て、 去年 

七-月の 流 火 九-月の Ilk 、きの ふけ ふの 様な りしが、 はや 春に なりて 日の どかに、 うぐ ひす もな くと 心に 感 するな 

り。 i"si は內 ふかくう つくしき かご 也。 花が たみな どの どし。 微— 行 は 細き 道 也。 柔-桑 はわ かき 桑の や はら かな 

るお〕。 とりに 行 道 は 常に 人の 往來 する 道に あら ざれば、 ほそ 道 をった ひて ゆき、 や はら かなる 桑 を 求て 蚕の 初て 

出て ちいさき に はまし むる 也。 遲-々 は 日の うら、 かに 長き 也。 日の ゆく 事 はいつ も か はらね ど 春 はなが き ゆ 

へに を そき 樣也。 敷 はしろ よもぎ 也。 かひ こ 初て 生れて いまだお ひと、 の ほら ざれば、 桑 を 食 するとな りが たき ゆ 

へに、 JIWI を はまし むと いへ り。 i6 わ はが 也と あれば、 ゆるやかなる 心 也。 春の 日な がくして ゆるやか なれば、 

天人 一体の 心に て、 女の 心 もい そが はしから す。 こが ひの 女 事に のみ 心 を 入るな り。 女 レ心傷 は悲. -は、 春 は女悲 i 秋 

は 男悲ム といへ りい 天-地の 物-化に 感 する 也。 公子 は國 君の 子弟 也。 同け 歸ルと は 春 は婚— 姻の時 なれば、 公子 國 中に 

来て かねて 緣邊を 約せ し 女 をむ かふる 也。 親-あの 禮也。 女 は 父母に 遠ざからむ 事 を 思 ひて なげくな り。 是 いにし 

へ 公子 貴家の st^ にして 驕奢な き 風俗 を 見べ し。 國 中の 女の 賢なる を 求て 妻と し、 みづから稼—穑11^11桑の事をっと 

めし かば、 家事 富有に て 民に むさぼらす。 こ Q 故に 爭 乱の 憂な し 。七-月 流-火 T さ 八-月 崔-葦 i  SI 月條ナ まト？ 桑ヲ。 
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取 r 一 彼， ぎ" 以 m; 一 i い 揚一。 i^i, 女 I 桑；。 七-月 鳴 M ；。 な-月 載， 7 績。 載.， 載 ilT; 我-朱 孔 -a 陽 i 爲 1 一 

公.. 子， 裳  一 -0 雀— 蕃は あしなり。 八月に 成て かるべし 0 こが ひの 時分 この あし を 以て 作た る 器 を 用 ゆ。 こが ひ は 来春 

三月よりの 事 なれ 共、 あし は 今年 八月になる もの なれば、 來歲 のために かりてた く はへ 置 也。 七-月 流-火 を 見て 來 

サ， \  エダ ナザ ラクハ トル 

月 は あし を かるべき 事お 思 ふ 也。 蚕-月 はこが ひの 時分 をい ふなり。 條 桑 はこが ひの 盛なる 時 は 葉ば かりつ み 

て はたらざる 故に、 枝ながら 折 来りて はまし む。 斧^ は をの まさかりの 類 也。 伐 一， 遠け 揚- は 桑に 大木 あり、 婦女の 

手に かな はす、 木す ゑの 葉 をつ む 事 はならざる 故に、 遠き 上の 枝 をば きりおとして、 下にて 葉 をと るな り。 倚 は 葉 

ばかりつ みて 枝 をた すくるな り。 女 桑 はわ かき 小 木の 桑 なれば、 ひきた はめ 葉ば かりとる 也。 きりて は 桑 もいた む 

故 也。 去 秋 流 火 を 見、 あし を かりし が、 はや 春 ふかく 夏 もき て、 こが ひの 最中と なりたり。 こが ひの 事 やうく 終 

り ぬれば、 七月き て 鳴ク腾 あり。 麻 を かりむ しひた して 緒と なしぬ。 もす は 其 時節に 鳴 鳥 なれば、 且 おどろかされ 

且感 する 也。 八月 は 其 麻 を をう み、 くろくし 黄に し、 中に てよ きをば 朱に そめて 明かに あざやか なれば 公子の 禮服 

にたて まつるな り。 赤き は 婦人の 服に 近 けれ 共、 禮服 となりて は 花やかなる も 却て 正し。 今日 本 にても 衣冠 束帶に 

なりて は 下が さねに 紅 を 著し、 太 P のっか ざ や 赤地の 錦に てつ； - みて 花やか なれ ども 少しも 見に くから す。 かへ り 

困 。武士の 太刀の つか ざ や 赤地の 錦に てつ & みたる も 同じ 

て 文明に 見 ゆ。 穫 俵の 尊き 所 也。 夫 天地の 物 を 生す る 冬 用る もの は 春 夏 出来、 夏 用べき 物 は 秋 出来て、 來 夏の 用と な 

る。 こが ひの わざ は來 冬の 用 なれば、 春 夏に 出生す。 麻 は 夏の 服 なれば 七 八月の 陰氣 になれ り。 此故 にこが ひの 時 

は 陽に 來る うぐ ひすに 感じ、 麻の 時 は 陰に なく 贍に感 す。 故に 君子 は 天に 則と りて 何事 も 時に 先達て 助な さしむ。 暑 


氣に當 りて 俄に かたびらの 用意し、 さむき に のぞみて 小袖の したく すれば せ はしくて 事たら す。 万事 手 を くれに な 

りて 世 中 ゆるやかなら す、 政道 ゆたか なれば 万事 時に 先達、 くるしめば 時に をく る、 もの 也。 四-月 秀— 萎ァ" 五-月 鳴け 

i ァ-。 八-月 其 レワ 十-月 隕-蘀 S 一， 之 I 日ュ于 絡- 取- S 血-狸 ill 公： 子.^ 裘 -_-。！ 一， 之 1 曰 其 W. シ。 載 "TP 武-功 r 

言-一 私； マ 其， 縱 r 獻ラ妍 ，于公 r 秀は花 さかす して 實 のる をい ふ。 萎 は 草の 名な り。 今の 遠 志 也と いへ り。 四月 は 

純-陽の 月に て陽氣 上に 極る 故に 微 —陰 已に胎 を 下に 受、 萎-草 これに 感じて はやく 秀っ。 網は蟬 也。 五月 は 一 陰 下 

に 生す。 故にせ み 陰氣に 感じて 先 鳴な り。 秀荬は 物 成の 初め 也。 鳴蟬は 秋の 漸也。 穫は わさいね を かる 也。 隕 —薄 

は 草木の 葉の 落るな り。 十月 は 諸 木の葉お つる 故に 風 を も木枯 とい へり。 絡 はまみ ともむ じな ともい へ り。 狐狸 は 

きつねたぬ きなり。 裘は 皮衣な り。 公子の 襄と. S ふ もの は 皆 公子の ためにす るに あらす。 初て とる 者 をまづ 公子の 

裘に 作る 也。 國 君の 子弟 山野 をめ ぐり、 民の ために 勞 すれば、 民 其 功德を 感じて かくの 如し。 二 之 日 同と は 十二月 は 

國中 HJ ぐく おこりて 山 澤を取 廻し 大に かりす る 也。 十一月 は 面々 に 少づ、 小が りし、 十二月 國 君み づ から 國 中の 

兵 を ひ きゐて 犬に かりし 給 ふ。 必 しも 獸を 多くと らんと に 非す、 軍法 をなら はさんと 也。 故に 繽 = 武-功 V といへ り。 

武事 をなら はす 也。 先人の 武威 を 以て 國 天下 を 平 治し 夷狄 をした がへ し 其 武功に 繼て 習す 也。 十一月 は 農事 終と い 

へど も 民な を 冬の 用意な ど すれば、 はやく 仕 廻た る 者 は 私に 小牧 にかり する 也。 十二月 は 民事 ことぐ く 仕 廻て 民 

力 用べ し。 故に 大に かりして 戰陣の 法 をなら はす 也。 敎 へざる 民 を 以て 戰か はしむ る は 人 をす つる 道理 也と いへ り。 

よく 軍法に ならへば 疵を かう ぶる 事 死す る 事 各 別 すくなし。 万事 なれたる 人の する 事 は 人す くな にても 功 あり。 人 
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多 なれば よく ま はる 者 也。 縦 は 一 歲豕^ は 三歲豕 也。 其 小 を 私に し大 をお ほやけ にたて まつる。 …ぐく しかるに 

あらす。 かりの 初め ゑり そめた る 時の 事 也。 いにしへ は 農兵な り。 其 上 かりの 得物 を 君 所に あつむる 事な し。 かり 

ば 近き 所 其く みく にあつ め、 數 ばかり を 書付て、 君の 御 目に かけ、 其 組に ての 得物の よき を 俗に 初 尾と いへ る 

く、 君に たてまつる 也。 多く は 皆 命じて 民間の 用と なさし め 袷 ふなり。 君の 民 を 見 給 ふ tj 子の どし。 故に 私欲 を 忘 

れて 何事に もま づ君を 思 ふ 也。 四月 は 暑さへ いまだいたら ざれば 秀萎を 見て 陰氣の 初めてき ざす 所 を 知。 五月な く 

嫘 を 聞て 一 陰 下に 生す る 事を感 す。 これより 八月の R 陰 をへ て 十月の 純 陰に 至り、 大寒 至れり。 君子 は善惡 共に き 

ざしの 時に 知て 其備を まう くる 也。 此章 冬の 末 民の いとまに かりして 武事 をなら はし、 裘を 作り 寒 を ふせぐ 事 詩の 

主意 也 0 しかるに 四月の 秀奠 五月の 鳴蟬 をい ひて 辞 を 起し 給 ふ。 其 意 其 体 優なる 事 聖人に あらす して 誰か 如此 なら 

ん。 道德の 事な くして 道 德の盛 善 言外に 明な り。 天道の 造化 人倫の 正道 文武の 美 £ ぐく 備 はれり。 五月 斯-蟲 動ス 

六 I 月ぞ g 振" 羽，。 七.. 月在レ 野-。 八-月 在.？; > 九-月 在. 戶 --。 十月 蟋-综 入 一 1 我-床， 下-一一。 窒熏 s§ 塞， 

堵， 戶，。 i 我- 婦- 子。 曰爲， 改， 入 r; 此乂 至-一 處。 斯-# 莎-雞 みなむ しの 名 也。 斯螽 はいな ごとよ めり。 さ 

れど今 俗に. S へる. S なごに は あらす。 虫 は 詩歌と もに 秋の 物と すれ 共、 斯-螽 は 五月-一鳴、 莎雞は 六月に なく。 莎雞 

はは たをりと よめり。 斯螽は 五月 一 陰 生す るに 感じて なき、 莎雞は 六月 二 陰 生す るに 感じて なく。 皆 陰 類 なれば 陰 

に 感じて 鳴 故に 夏より なくと い へど も、 虫 は 秋の 物と す 0 其 上 秋 は 盛に なく 虫 多し。 動 股， と は 初めて おどりても 

、を 以て 鳴な り。 斯螽は 雨の 股 を 以て 相 切て なく 也。 振， 羽， と はよ く 飛で つばさ を 以て 鳴な り。 松虫な ども 羽 を ふ 


る ひて なり。 蟋 g. はきり ぐす とよめ り。 今 俗にき りん、 すと 云 虫に は あらす。 斯 蟲莎雞 蟋蟀 は 一物 時に したが 

ひて 變 化して 名？, なりと いへ り。 斯螽は 五月の 中より なき、 莎雞は 六月の 中より 鳴。 七月 は此 むし 野に あり、 八月 

は屋 のの き 下に 來り、 九月 は戶 のうち かべな どに あり。 十月 は ゆかの 下に 入な り。 暑 氣の時 は 野に あり、 寒 氣には 

人 こ 近付 もの 也 0 哥 にもき りぐ すなく や 霜夜と よめり。 此 きりぐ す を 今 俗にい と" -と云 也。 穹窒は 家の 中の 十 

きまく 風の 入べき 所 をふさぐ なり。 鼠 を ふす ぶる は屋の 中に 穴し 害 をな さ义る やうに ふす ベ 出す と 見えたり。 向 

は 北に 出 たるま どなり。 夏 は あけて 風 を 通し 冬 はこれ をふさぐ なり。 槿レ 戶ヲは 竹の あみ 戶 などに て、 夏 は 風 を 通し 

冬 はぬ りて 風 を ふせぐ なるべし。 家の 老父よ め 子に 吿て 云、 天 さむく して 事 も 亦 やみぬ、 屋の冬 用意 も 成ぬ。 歳 も ほ 

どなく あらたまらん とす。 此窒に 入て 寒 を ふせぎ 春 を 待べ しと 也。 是老 者の 愛也。 此詩冬 を ふせぐ を 主と す。 しか 

るに 五月 斯螽の 鳴 を 聞て 1 陰 下に 生すべき きざし を 知、 いまだ 暑の 初めに をいて 厳寒の 事 を 思 ふ。 治世に 乱 を 忘れ 

す、 天應 をむな しくせ ざるの 義也。 九-月 ES ぎ。 十-月 料ー 禾 —k。  il^」 稷 重ず。 ^4ilis。 嗟 我 M-夫。 我， 稼 

上 1 入テ執 n 宮-功 r 晝" 爾チ 干- 4^。 レ t 爾. チ苹 L 絢。 4 其レ乘 M- -。 其 レ始テ 捲- 1 百，. 穀 r 場 はに は 也。 圃は その 

なり。 春 夏より 七 八月まで 物 生す るの 時 は 土 をお こし かへ して 茱物 をう へ、 九十 月 菜 終り、 いねかり 入る とき はつ 

きかため てこな し壤 とする 也。 十月 納こ禾 嫁 V は 田より 場に おさめ 入な り。 禾は穀 の 皮 を とらざる 惣名 といへ り。 も 

みの 事 也 0 食と する 時、 當座 にす りうす にて 皮 をと る 也。 常に はもみ にて おさめ 置な り。 米の 虫に なりてす たる 費 

なし。 其上當 座に すりて 皮 をと りたる は 風味 各 別にして、 人の 元 氣を養 ふ ものな り。 稼 は禾の 秀て實 のりて 田野に 
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ある をい ふ 也。 さきへ うへ て 後に 熟する を 重と いひ、 後に うへ てま づ 熟する を稷 と. S ふ。 禾麻寂 麥とは あさまめ む 

ぎ此 冬より 來歲春 夏 をへ て .^3 穀 のいで くるまで たく はへ 備れ りと なり。 又禾 をい ふ もの は、 禾は 五穀の 惣 名な り。 

丑穀 みなた く はへ ありと なり。 嗟 我 農夫と は 我等 農 人と いへ る < ^し。 一家の みならす、 隣家み なをし なべ ての 意 也。 

旣 同と は 田野の たなつ ものみな とり 入て 一所に あつめた るな り。 上 入 は 公へ 奉るべき 貢物 を 君の 蔵に 入な り。 執 3 

宮-功 7 と は 農事 終て 初めて 公儀の 佚 を つとむる 也。 いにしへ は 民の 力 を 用る K- 一年に 三日 也。 それ だに 農事に 指 合 

て はっか はす。 事 終ても 民の 遊ぶ いとま はなし。 やね を ふき かへ、 むね をつ 、みな をし、 垣 を ゆ ひな ど すれば、 « 

は 山野に 行て かや を かり、 夜 はな は をな ひ、 むしろ を IT こも を あみ、 父 は 晝は薪 をと り 木 をき り、 春の 耕作 前に 春 

夏 秋 冬までの 用意 をす る 也。 播：，^21-穀7は春はぃろくの物をまきぅゅるを云也。 瞎 中の 一飯 も 一粒く 民の 辛苦 

より 出たり。 いにしへの 人 は 食 するどに 其 功 を 思へ り。 天下 は 相 助 相 報 ゆる 道理な り。 故に 善 をな さ る 者 は 天地 

の賊 なり。 况ゃ驟 て 民 を くるしめ 人の 害になる もの を や。 土の 文を學 び、 禮 儀を愼 み、 弓馬に 遊び 武勇 をた しなむ 

は、 民の 耕作の 業に 同じ。 士は 天下 を警 固して 民 を 安から しめ、 君 上の 干城と なり、 武威 を 以て 世の しっかな らん 

rj を 欲す。 是道德 をし るが 故に 少し 民の 勞に 報む と 思 ふ もの 也。 國 郡の 主 は士の 文武 をす 、め、..^ の 善惡を 知、 民の 

艱苦 を わすれす して 人民の 君師 たり、 何ぞ 下の 情 を 知 を いやしと せん。 みづ から 飮食 をた しむ を 心と する を 飲食の 

人と いひて、 これ を いやしむ は 古今の 通義 也。 夫 諸侯 大夫士 の 會合は 遊ぶ に 弓馬 を以し 和す るに 禮樂 を以 す。 詩 を 

作り 哥を よみ-お 化の 功 用 を 吟詠して、 道德 仁義 を 思 ふ もの 也。 しかるに 其 人 々の 言語の 飲食 衣服 家屋 器物 米穀 金銀 


Q 事の み 及びぬ る は 其 心の 道に あらす して 欲に ある 事 をい やしと するな り 

巧 一 心 友 問、 候-人の 詩 は 賢者の 時 を 失た る もの か 云、 しかり。 其ノ 詩-一 云 、彼， 候-人 兮。 何， 一 戈 t 與， レ枚。 彼レ 其， 

3 

之， 子。 三百 赤— 芾，， 。 候-人 は 賓-客 を をく りむ かふる の宫 といへ り。 君に 先達て 隣國の 君の 客た る を をく り 迎る者 

なれば、 卿大 夫の 事な り。 戈投 はみ な 武器な り。 これ を もた する は 今の 鍾 長刀 もたせた るが ごとし。 赤芾は 大夫以 

上の 命 服と. S へり。 三百と は 人 多く つれたる 也。 維 レ賴 在レ梁 • 一。 不レ濡 r 一 其ノ冀 一。 彼レ 其， 之：！ 子不 V 稱 1 つ 服 一一。 鵜 は 鳥 

の 名 也。 羽 も ぬらさす 何の 苦勞 もな くして 梁の 魚 をと りて 食す る 也。 これ を 以てた とへ とす。 前章に いふ 人德 もな 

く 功 もなくて 富貴なる が どし。 其 服に 不 叶と は 大 夫の 服 はき たれ ども、 大 夫の 器量 はなき となり。 卿大 夫の 職 は 其 

君 を 道德に みちびき、 士を 文武に なら はし、 民 を敎へ 安す る ものな り。 其德功 一 もな くよ き 衣服 着て 人 多く つれたる 

ばかりなる は賴の 梁の 魚 をぬ すみ 食が どし と 也。 維レ 賴在レ 梁。 不， 濡？ 一 其， 味？ 彼 其 之-子 不レ遂 二 其ノ媾 r 味 はくちば 

し 也。 媾は 痛な り。 出頭し 諸 役に たづ さはり 時め くもの 也。 前章の 意な. 90 皆 小人 なれば 其寵 にかな はすと 也。 何 

の勞功 もな くよ き 事 はなき 者 なれ 共 時め くと 也。 薈 タリ 兮 蔚兮。 南-山-一朝.：！ 膀 S 婉タ" 兮蠻？ 兮。 季 -女斯 ：！ 飢 タ"。 薈蔚 

は 草木の 盛に 多き をい ふ 也。 朝 i 稱ル は雲氣 のの ぼるな り。 南山 は 君 朝に たと ふ。 小人 時 を 得て 雲氣 のぼる，： t く、 草 

木の さかむな るが 如しと 也。 婉欒 はわ かく かたちよ きなり。 少し 人に こえた る 女 は 時 を 得て 人に 寵愛 せらる、 に、 

此婉變 のかた ちょき 女う へたり。 何として 左樣 なる ぞと 思へば、 貞 正の 心 ありて、 みだりに 人に したが はす、 賢 夫 

の禮 にあら ざれば おもむかす。 時に 賢 夫な く禮 なし。 故に 困窮せ り。 これ を 以てた とへ とす。 小人 は 富貴 をき はめ、 

集義 和書 卷第 十六  ，，  四. K 三 


蕃山仝 集 0^0  四 六 四 

ya^ 者 は 貧賤 困窮に 居て うへ に 及ぶ となり。 たと ひ 十分 賢なら でも 道な き 代に は少 もよ き 者 はおち ぶる、 ものな り。 

無欲 をた て 義を行 ひて 祿位 など を 辞 すれば. 其 分に 成て 主人に も 傍輩に も 奇特と もお も はれす。 叉 むさぼり 取 付て 

か はり 居れば いつ ともなく 其 欲心 不義の 者よ く備 り、 彼淸 人の すえ は 勢 を 失て 却て 不淸 人の 下に 付、 いふか ひなき 

体になる ものな り。 初めは 無欲に して 義理 を 行 を 奇特と 思 ひし 者 も、 其な りく だり たる 末の 体 を 見て は、 今の 時代 

義理 靑白は あし， -。 無用の 禮儀 忠節 だて をして おちぶれ たりと 思へば、 それに こりて 禮儀 によらす、 子孫た る 者 も 

賢人 君子 は 世に まれ なれば、 親の 時に あはざる 道 だて をい ひて. 我等 かくな りたり。 親の 時 は 下に 居た る 者 上に を 

.e り。 世 ほに したが ひ 給 は -、 人の 下に はた k ざる もの を、 い ふが ひなき ありさま かなと 思 ひ うらむ るな り。 彼 欲 

ふ. A  く 辞すべき 職 祿をも 辞退せ すして 過した る 者 を、 初めはき たなし と 思 ひし 者 も 自然によ く備 りて、 其 体よ きを 

見て は、 かしこき 者な り、 今の 時代 を 見し リ たりと てよ きになる なり。 終に は 欲心 利害 習性と なりて、 貴賤と もに 高 

知行 を 取 を 美 目と し、 上座へ あがる を 第一 として、 本の 義 不義 を しら ざれば、 親子兄^sの中も欲に逢ては目の見ぇぬ 

風俗と なりて 凶 乱いた る ものな り。 此 きざし を 見て 賢者 は ひき こもりて 奉公せ す、 艱苦 をし のぐ とい へ ども、 父母 妻 

子 凶 乱 をば まぬ がる、 なり。 彼季女 はじめはう へたれ ども、 終に は 賢 夫の 禮を 得て やしな はる。 不貞の 女の 富貴に 

つきた る は 容色 さかんなる 間 こそ 愛せら るれ、 本より 不仁の 夫 なれば、 おとろ へて、 老後に は あさましき ありさまに 

なる もの あり。 道な き 時 は 賢 夫 貞女 共に 一 旦は 困窮す る ものな り。 こ、 の 賢 夫 は 道統の 賢人に は あらす。 f は 義を守 

るの 賢 夫な り。 心 法を受 用す る 者に は 世間の 禍福 窮通 はなき 者 也。 通達して 幸！ t を 得る 時 は 人 をよ くし、 お 塞して 


禍 難に あ ふ 時 は 其 身 をよ くす。 小人の 犯しし のぎて 息 難 來るは 君子の 德を みがく 也。 たと へば 良醫に は毒藥 なし、 

ffi. ひやう によりて 病 を 治す るが どし 
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集義 和書 顯 弗 解題  1 

一 

西州季 格が 著で 元祿十 年の 出版で ある。 上下 二 冊に なって ゐる。 序に は元祿 四 年と あるから 其の 著な りて 年 緩て 版に 一 

たったの であらう。 稀な 本で ある。 內容は 我々 として は 問題で ない と 思 ふが、 とにかく 集義 和書 を 批評した 本で ある 一 

から 附錄 として 添へ て 置いた。 藤樹鬥 人の 蕃山 先生に 對 して 心よ からす 思 ふ 一方の 現 はれで あらう。 蕃山 先生が 師のー 

說を あながちに 守らない 處 から 、同門の 人 V か、 心よ からす 思った 事 は集義 和書に 旣に 自ら 云って ゐられ る。 二 五 三番 一 

(三 四 〇 頁) に  一 

一 心 友 問、 先生 は 先師 中 江 氏の 言 を 用 ひすして 自の是 を 立 給 へ る は 高慢 也と 申 者 あり。 云、 予が 先師に 受て たが は ざ 一 

る もの は實義 也。 學術 言行の 未熟なる と、 時 所 位に 應 すると は、 日 を かさねて 熟し、 時に 當て變 通すべし。 予が 後一 

の 人 も 叉 予が學 の 未熟 を 補 ひ、 予が 言行の 後の 時に 不叶 をば あらたむべし。 大道の 實義に をいて は 先師と 予とニ 

毛 もた がふ 事 あた はす。 予が 後の 人 も 亦 同じ。 其 變に 通じて 民人う む？ J なきの 知 も ひとし。 言行" 跡の 不同 を 見て」 

同異 を 爭ふは 道 を 知ざる なり 云 *  ^ 

是で 問答 は 盡てゐ る。 在天の 師藤樹 も 其れでよ い、 わしの 心 もさう だと 云 はれる であらう。 顯非を 讀んで 見る と 西 パー 

季格 は藤樹 門下で あっても、 師の 精神 はの みこめなかった 人と 思 はれる  一 

西川季 格の 傳は 藤樹 先生 全集 第五に (通 二八 六 頁)  一 

藥義 和書 顯非^ 題  一  一 


も s  二 

西 川 季格は 伊 设大洲 加 IQ 臣ず • 初め 淸水季 格と 稱す。 M^BB^^ 0^SM 

^^s^b ひ? ほし 寬永 二十 年 小川 村に 来りて 藤樹 先生に 師事す。 或は 云 ふ、 初め 先生の 大洲を 去る ゃ季格 思慕して 

止ます。 乃ち 侯に 告げて 祿を 致して 來り從 ふと。 未だ 孰れ か是 なる を 知らす。 文集に 正 保 二 年 書，, 淸 水子 卷 iQ 文 あ 

り。 書簡集に 正 保 三年の 書 通と 慶安 元年の 書 通と あり。 參 照すべし。 季格 嘗て 蕃 山の 著 集義 和書 を んで その 說く 

ところ 先師に 對 して 不遞 なりと なして 集義 和書 顯非ニ 卷を著 はして 之を駁 せり。  死殁 年月日 詳 かなら す。 鬥 

人 詩集 中に 此の 人の 作 かと 思 はる、 「人生 七十 有 幾年 云々」 の 句 あり。 參考 すべし。 川 田 雄 琴の i 善 書院 記 追加に 

季 格が 先生に 受 くると ころの 家蔵の 聖像 あり。 その 姪 一 二重 生 重 種より 止 善 書院に 納めた る こと を皐 げたり。 その他 

末裔の 消 森 明かなら す。 

と 云って ゐられ る。 私 は是れ 以外^に 少しも 知る 虚は 無い。 此 顔 非は兩 三度 目錄 等で 見かけた が、 今に 私の 手に入ら 

ない。 其れで 井上通泰 先生の 藏害 を借梵 して こ、 に牧 めた。 一言し るして 其 厚 {i- を 謝す 


附 

錄 


蕃山 令： 集 1SM 册附錄  一一 

序 

夫 レ近歲 在 ^ 世-集 義和蒈 ノ書ハ 中 江 氏藤樹 先生 ノ 門人 熊 澤次郞 八ト云 者， ノ作リ タル 書 ナリ。 彼 レ其後 姓名 ヲ改メ 茂 山 了 

芥ト云 者， ノ事 ナリ。 我 .^ノ 時與， 渠江 西-一 テ 同門 一一 學ビ 切接ノ 友ナリ 。渠江 州へ 來 リシ 時 ハイ マ ダ大學 ノ文義 講釋乇 

不 ルレ 通  ホ ドノ 初學 ナリ。 江 州 一一 テ中江 氏 一一 親 *K シ、 致 良知 ス 至敎ヲ 聞テ少 * ク明ヲ 開キ、 其 ヨリ 漸ク 知開ケ テ集義 和書 

等ノ書 ヲ說— 述ルホ ドー 一 ナリ タリ。 皆 先師 中 江 氏 ノ恩影 ナリ。 然ル 一一 和書 ノ中 一一 師ノ道 ヲ不レ 用 シテ己 レガ是 ヲ立テ 、すハ 

師 ヲ後ト シ己ヲ 先 一一 スル ノ論說 多シ。 又師 ノ學脉 一一 背キ己 レ^ュ 道ノ 大意 不 ME 心 一一 浮 ビ悟リ 得 タル ト書シ タル 所 モア 

リ。 又 王 陽 明 ノ語ヲ &チキ タル 所モ 所々 -1 ァリ。 是皆高 滿ノ邪 火、 良知 ヲ蔽 塞シテ 己レガ 分量 ヲ不 5 知 モノ ナリ。 蓋" 先 

師中 江氏ノ 學ハ、 王 陽 明ノ致 良知 ノ說ヲ 聞テ、 孔門 一貫 ノ道 ヲ覺 得シ、 弟子 一一 モ示シ メサレ タリ。 此學咏 ヲ«、  a チ初 

舉 トイ へ  心印储 一一 シテ、 孔門 一 貫 ノ道脉 タル 事 疑 ヒナ キガ 如シ oig 土日 本/遠 キ遙 カナ ル 我，"" 圃へ如 レ此ノ 聖學/ 的傳 

相傳ソ ル事、 ^一一が lil- ノ 大幸大 s 此レ - 一如 クモ ノア ラン ャ。 然ル 一一 渠レ此 學脉ヲ 乱シテ 己" 獨" 虚譽 ヲ取ラ ン トス。 大 罰ナル 

矣哉 我甚 老衰 シ、 萬 事默シ テ死ヲ 待而已 トイへ >ii、 於 1- 此 事-一- ハ道ノ 與廢忍 默シガ タキ 所 ァリ。 故ーー不レ得レ已，^"シテ 

集義 和書 ノ中、 師ノ學 脉-ー 背 タル 論說、 又師ヲ 後一 一 シ己 レヲ先 一一 シ タル 論 說、 叉 王 陽 明ノ語 ヲ折キ タル 說、 叉 四書 ノ語 

ヲ解 クー 一、 古人 ノ本 註理ノ 明白 ナル モノ ヲ改 テ、 己 レガ自 知 ヨリ 云" 出ス 新語 等ヲ拾 擧テ、 其 非 ヲ論辨 シ小書 二 卷ヲ作 

テ号 ！< ー集義 和書 顯非 To 顯非 トハ其 非ヲ顯 スト ナリ。 是後擧 /士、 藤樹 先生/ aH- 脉ハ孔 曾 思 孟周程 王 陽 明 ヨリ ノ聖畢 一 

貫ノ的 i$ 血脉 タル 事 ヲ知 テ此 1 一心 ヲ寄セ >  渠ガ論 說大率 高 滿名ヲ 好 ムノ心 ヨリ 出テ、 聖學 ノ本理 一一 背 キタ几 事 多キ事 

ヲ知 ラバ 予ガ 本？ sni 也。 元 祿四年 辛 未 春 三月 中旬、 中 江 氏藤樹 先生 之 門人 淸水氏 後改西 川氏季 格序ス 


〇 集義和 書初 卷之 ニケ條 I 一 

一 来書 一一 今ノ世 一一 學問 スル 人ハ、 天下 國家ノ 政道 一一 預リ度 

思フ 者多ク 候。 學者ニ 仕置 ヲサセ 候 ハ、. 、國 安ク， 世靜 カナ 

ルぺ ク候ハ ンャ 

返書 ノ 中-、 舉問シ テ其マ 、仕置 ノナル 「ナ ラバ、 古ノ聖 

代 一一 ハ 五 人 九 人ナド 、云 r ハ了ル マジ キ 事ナリ 

此說 不レ然 -7。 學問ハ 修身 ヨリ 家國 天下 ヲ可 t 治， - タメ ノ 

道ナリ 。然ル  一 I 如， 此云テ ハ學問 大形 シテモ 政 ハ不レ 成 

ャ ウー I 聞 ルナ リ。 是 一 偏ノ 私論-一 メ不レ 通ゼ。 夫 レ同才 

ノ者有 5 學人ト 無， 學人ト 二 政 「ヲ サセバ 有學ノ 人ノ政 

宜シ カルべ シ。 縱ヒ 才知 ァリテ モ無學 ノ人ハ 政 ノ道ヲ 

シ ラジ。 又 同答ノ 中二、 人情 ノ免ス 所 アル 人 ノ中ノ 凶 

. 德ナキ 者-一可い シ 任ト。 是レ叉 私論 ナリ。 人情 ノ免 ス所ァ 

ル人ト テモ、 無學ナ ラバ 政ノ道 ヲ不， 知。 又 同 ジ答ノ 中 

II、 其 位.. 備リ タル 人-一可， 任ト。 是モ亦 私論 ナリ。 其 

位- 備リ タル 人 ハ勢ヒ 衆 ヲ服ス ル所 アルべ ケレ *1-、 無學 

ナ ラバ 政ノ道 ヲシ ラジ。 學デ 道ヲ知 タル 人ハ、 無學ノ 

集 V お 和書 顯非卷 之 上 


者， ト ハ各^ ナリ。 然ル 一一 有 學ノ者 ト無學 ス者ヲ 均ク 

論ズ 不可 ナリ 

〇 同 初卷ノ 四ケ條 一一 

来書 一一 楠 正 成 ハ知仁 勇 アリシ 大將ト 云リ。 

一一 タノ マレ 奉リ タル ハ智ト ハ申ガ タク ャ候ハ ン。 武家 ノ 

世ト 成テ此 カタ ヨキ 人 誰 力 候 ツル ャ 

返書 一一、 不， 知メ天 ヨリ アル ヲ氣 質ト 云、 知 テ我ガ 物 トス 

ルヲ德 ト云。 正 成ハ氣 質-一知 仁 勇ノ備 リタ ル人ト 聞へ 候 

此說 不二 分明？ 知 仁勇ハ 性ノ德  一一 メ性 一一 備リ タル モノ 

ナリ。 然 ルー I 氣 質- 備リ タル ト云 不可 ナリ。 正 成ハ聖 

學 ハ不， 知 >ii 氣質 ノ淸キ ヲ禀テ 明德ノ 光明 衆人 ヨリ 明 

一一 メ、 知 仁 勇 ノ發見 君子 一一 近キ モノ 多シト ハ 云べ シ 

〇 同 初 卷之六 ケ條- 一 

一 来書 一一、 聖人 ノ書 ヲ說 「 ハ朱子 一一 シク ハナ シ。 是ヲ 以テ朱 

學ハ則 チ聖學 ナリト 云リ。 小 學近思 錄等ノ 諸 書 ヲ學テ 力 

タノ ゴ トク 勉メ 行ヒ候 へ ktr 心 ノ微ハ 本ノ凡 情-一 候。 又 

心學 トテ內 ヨリ 勤 メ行フ ト云モ 面白 ク候。 陽 明子ハ 文武 

1 一一 
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笼備 リタ ル名將 ナリト 云リ。 サ レ 近年 心學ヲ 受用ス ル 

ト 云ん ヲ見ル 一一 、 悟 リノ ャゥ 一一 テ氣質 變化ノ 學ト モ覺へ 

ズ候 

S 書ノ屮 一一、 一，， '不義 ヲ 行ヒ、 一 ノ不 辜ヲ殺 シテ 天下 ヲ 

得ル 事モセ マジ キ所ハ 朱 子 王子 カヮ リナ ク候。 拙者 世俗 

ノ習ヒ マ タマ ヌカ レズ トイへ た、 此 一事 ハ 天地神明 二 正 

メ モ 古人 一一 耻べ カラ ズ 

此 說髙滿 ナリ。 此， 孟子 ノ語ハ 大賢 三人 ノ心德 ノ位ヲ 

孟子 察シ タマ ヒ、 孔子 ト均キ 所 アル 「ヲ 論ジ タマ ヒタ 

ルナ リ。 甚.. -髙上 ナリ。 是レ 三賢自 ラノタ マ フ 一一 非ズ。 

然 ルー ー彼レ 自-フ 天地神明 一一 正 メモ 一 ノ 不義 ヲ 行ヒ、 一 ノ 

不辜ヲ 殺シテ 天下 ヲ得ン 「 ハ セ マジ キト 云。 殊 -I 朱 子 

-主子 ト幷べ 云。 髙滿 至極 ナリ。 高滿甚キ故-ー我^^量 

ヲ不， 知 可， 耻ノ 至ナリ 

〇 同 初卷之 十二 ケ條 11 

一 來書ノ 問/中 一一 、 道學ハ ィヅ レ ノ流 カヨ ク 候ャ。 今時 朱 

擊* 格 法 • 王 學. 陸 學* 心 學ナド 、 テ色々 - 一分 レテ申 候。 皆 

古 ノ儒近 一一 テ候ャ 

返書 一一 、 學問ノ 手筋 ノ義 ィヅ レヲ吉 トモ- 惡シ トモ 申ガタ 

ク候 


此答 f レ是 ナラ。 學問ノ 手筋 ハ^ テ善悪 ノ アル 「ナ リ。 

文學詩 寧/俗 學マヂ 一一 テハ 一生 道ヲ得 「カタ シ。 ヨキ 

學 筋ハ强 テ敎テ モ知セ タキ 事 ナリ。 然ル 一一 舉筋 一一 善惡 

ナ キト 云 不可 ナリ。 又 俗儒-一 經義ヲ 聞 テョ シト 云。 是 

叉 不可 ナリ。 學筋ァ シキ 俗儒 ハ經 義ヲ說 モ理淺 ク或理 

違フ。 各^ ノ 事ナリ 

〇 同 初卷之 十三 ケ條- 一 

一 来書-一、 物 讀-ー 經義ヲ 聞 膜， 心民ハ 如何 受用 可レ仕 候ャ。 

委細 -ー 承 度 候 

返書 -ー、 聖 經賢傳 理正ク 候へ バ誰レ 讀テモ 同"" 事 -ー候 

此答不 レ然. 萬 事 皆 是非 差 刖ァリ 。如 レ此云 トキ ハ無 > - 

差^。， 夫 道ヲ知 タル 學者、 又 思 「筋 ヨキ 學者 ノ聖經 賢^ 

ヲ 講明ス ル ハ 理深ク 理徹ス 。道 ヲ不 げ知畢 者义學 筋惡キ 

學者ノ 講明ハ IT 淺ク理 不レ徹 *0 大ナル 遠 ヒア リ。 然ル 

二 同事 ト云ハ 皆 自知ノ 私論 ナリ。 又 去 n 人欲 づァ 天理 

ヲ存ル ノエ 夫ハ、 善 ヲスル ヨリ 大ナル ハナ ク候。 善ト 

云ハ別 一一 事ヲ作 テナ ス 一一 非ズ、 人倫 口 用ノ ナスべ キ「 

ハ 皆善ナ リト" 此說モ 亦 不可 ナリ。 去 X 欲ズ 克クレ 己- 

ノ謂" ナリ。 ，存； 1 天理 T ハ復レ 贈-一 テ不レ 失 一一 其， やむ T 萬 事 

-ー應 ズルノ 謂 e ナリ。 然ル II 善 ヲスル ヨリ 大ナル ハナ 


シ、 善 〈人倫 日用 ノ ナスべ キ r ハ皆善 ナリト 云。 是レ善 

ヲ 事- ス。 不可 ナリ。 夫レ善 ハ是レ 至善 則 性 則 天理 ナリ。 

孟子 一一 孜. >T  メ爲， 善， 者， ハ舜之 徒也ト アル ハ、 朝 ヨリ 善 

心 一一 從テ萬 事  一 I 應 ズルノ 謂" ナリ。 又 心 法/書 ハ大學 

中庸 論語 ト云 テ、 第 一 肝耍 ノ孝經 ヲ淺ス 不可 ナリ。 孟 

子 ヲ淺ス モ 不可 ナリ 

〇 同 初卷之 十四 ケ條- 一 

一 来書 一一、 武王 • 太公望， 伯 夷 • 叔齊ノ 是非 ヲ論 ズル モノ 

古今 多 候へ ドモ、 其， 精義 心得 ガ タク 候 

返書 II  、 古 ノ事ハ 不， 存候。 只今 武王 • 太公望 . 伯 夷 ，叔 

齊 御座 候 ハ * 、拙者 ハ伯夷 一一 從ヒ首 陽 山 一一 入 申べ シ 

此說偏 一一 ノ不， 正。 武 王/行 ヒタ マフ 所 ハ事變 ノ上ノ 

權道 ナリ。 伯 夷ノ行 ヒメ サル 、所ハ 正道 ナリ。 論語 一一 

モ 未け 可；， 權トァ レバ、 權道ハ 正道 ヨリ 一等 高 上活法 敷。 

然ル 一一 聖人 II 不レ從 メ伯夷 一一 從テ首 陽 山 一一 入ラ ン 「如 

何。 孟子 モ伯夷 ハ隨ナ リトノ 玉フ。 是又 聖人 一一 少キ下 

ナル所 

〇 同 初卷之 十八 ケ條- 一 

一 来書 II、 拙者 文學ハ 少シ仕 候へ 才德 ナクテ li 者 トイ 

尸 レ、 且" 祿ヲ 受候コ ト耻カ シキ事 II テ候 

集義 和書 顯非卷 之 上 


返書 ノ末 一一、 五等ノ 人倫 ノ外 一一 道 者 アル ヲ以テ 異端 トス 一 

レバ、 儒者 *佛 者 一一 異端 ナリ  一 

此 說不， 是ナ -5 儒者 ト云名 ハ定テ 中古 ヨリ 有べ シ。 上. 一 

古 ハ名ノ 不レ定 コト多 キト 見へ タリ。 孔子 曰、 汝" 爲 「一 君 一 

子 之 儒 r 勿 レぃ爲 n 小人 之 雷 r 是ヲ 以テ見 レバ 聖人 ノ道ー 

ヲ學テ 其 理ヲ心 一一 得、 身 一一 行フ ハ 君子 ノ儒 ナリ。 其 人 一 

祿 仕スル 時-一 及テ、 朋友 學 ヲ望ム トキ ハ是 ヲ敎導 スルー 

モ 五等ノ 人倫 ノ中ノ 君子 ノ儒 ナリ。 天子 公卿 大 夫へ 敎ー 

導ス ル モ同ク 君子 ノ li ナリ。 又 其 人 不レ爲 „祿 仕 f 處士ー 

ノ時 一一 及テ 他人 擧ヲ aTH トキ 一一 敎； T 導 スル之 一 乇亦五 等ノ； 

人倫 ノ中ノ 君子 ノ儒 ナリ。 孔曾思 孟皆其 人 ナリ。 異端 一 

ト ハ難レ 言。 異端 トハ 聖人 ノ道ノ 外 一一 似 テ似ヌ 道 ヲ發； 

シ 出シ、 他人へ モ敎へ 示スヲ 異端 ト云。 然ル 一一 儒者 ヲー 

異端 ト云 ハ 新語 ナリ。 縱ヒ 聖人 ノ敎ヲ 心 -I 守リ身 一一 行 一 

r 不， 成、 文字 ノ 學詩 聯句 ノ學 而已 11 ティ ツモ 凡夫 ヲ 安一 

ンズル 學者ト テモ、 小人 ノ 懦又ハ 俗儒 ト ハ 云べ シ。 異： 

端トハ 云べ カラ ズ  _ 

叉 同 ジ答ノ 中 _ー 、 大樹 • 諸 侯 • 卿大夫 •  士  • 庶人ノ 五 等： 

ノ人コ ソ道者 一一 テ 候へ、 儒者 ハ 一 人ノ藝 者ナリ  一 

此說モ 亦 新語 ナリ。 大樹 諸侯 卿大夫 庶人ル -ー 聖人 ノ道； 

五  一 
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ヲ 學ビ、 心 一一 得 身 一一 行 フ人ハ 五等ス 人倫 ノ中ノ 道者ナ 

リ。 聖人 ノ舉 ヲ不レ 聞、 聖道ヲ 得心 セザ ル人ヲ § ト云 

ベ キ理ァ ラン ャ。 孔子 モ 君子 ノ儒、 小人 ノ儒 トノ 玉フ。 

然ル 一一 儒者 ヲ 一 人ノ 藝者ト 云"、 又 異端 ト云ハ 何 ゾャ。 

是 皆髙滿 ヨリ 出ル 言 詞- ーメ理 モナ キ 「-ー 多言 シ、 無學 

ノ人ヲ 感スハ 彼ガ言 ナリ 

〇 集義 和書 二 卷之六 ケ條- 一 

1 來 書-一、 拙者 在所-一 氣 逸物 ナル者 ァリ。 知行 二百 石ノ身 

上ナ リシ ガ、 死期 一 I 望 ミテ其 子 一一 云 ャゥハ 、天下 ハマ ヮ 

リ持 ナリ、 油 斷スナ 0 トテ死 シ去リ 候 0 天下 ノ 武士 タル 

者、 此心 ナキハ フ ガイ ナキ ャゥ I 一 申 者 ァリ。 然 ラバ 無 學 

ノ 人ハ臣 _|  メモ 頼ミガ タク 候。 勢 ヒ及バ ヌ故 一一 コ ゾ從ヒ 

仕へ 候へ。 取" ハズシ テハ皆 主人 ヲモ失 ヒ可レ 申ャ。 

返書 一一 、 天下 ノ 武士 ノ 心 ハ 不， 知 候。 摅ジ テ 天下 ハ 父祖 ョ 

リ受來 リシナ ラバ 是非-及 バズ。 好 テ筌マ シキ 「一一 非ズ。 

國郡モ 又 同ジ。 野 拙 ハヲソ レナ ガラ 大樹 君ヲ 代官 トシ 奉 

マ ッリ * 治世-一 ュ ル ュ ルト 住ミ侍 ルト存 候へ バカャ ウノ 

有ガ タキ 「ナク 候 

此ノ 說甚. * 過言。 名ヲ好 ム滿心 ヨリ 云出シ タルモ 7 ナリ。 

不實 ノ言詞 ナリ。 又 大樹 君ヲ 代官 トシ 奉リ、 治世 一一 ュ 


六 

ルュル ト住ミ 侍ル。 此言甚 無 V 憚/言 辭 ナリ。 高滿良 

知ヲ蔽 塞シテ 狼疾ノ 人ノゴ トシ。 不レ 忍々 A 

〇 集義 和書 三卷之 一 ケ條- 一 

ー來 書-一、 性心氣 如何 ガ見 侍ルべ キヤ 

返書/中 一一 、 吾人 ノ 一  身 一一 取テ云 7 ハ、 流行 ス ル モノ ハ氣 

ナリ。 氣ノ靈 明 ナル所 ヲ心ト 云。 靈明 ノ中ュ 仁義 禮智ノ 

德 アル ヲ性ト 云 

此說ー 氣ノ本 ヨリ 云 トキ ハ其理 如，〕 不ル 遠 トイ へ >^、 性 

心 氣ヲ說 トキ ハ 倒 二 取 リナ シテ 不可 ナリ。 申庸 一一 天， 

命ス" 謂 r 一之" 性 T ト アルト キハ、 天命 M チ我ガ 性 ナリ。 天 

命ハ理 ナリ、 祌ナリ 、氣 トハ云 e ガタ シ。 性心ハ 一物 ナ 

サイ  t トシ ゥク 

«-。 一身 ノ 主宰 タル 所ョ リイへ バ心ト 云" 均ク 禀ル處 

ヨリ 云 ハ性ト 云。 流行 スル モノ ハ氣 ナリ。 氣 一一 ハ靈明 

知覺ナ シ。 理氣ハ 合一 ナリ トイへ *1-、 性 心氣ヲ 分テ云 

トキ ハ少ク 差， 刖 ァリ。 蓋シ 天命 我 ガ性ト 成 トキ ハ、 性， 

仁義 禮智ノ 德備リ テ知覺 靈明ナ ル 「 不ヒ 一目 シテ明 カナ 

リ 

〇 同 三卷之 三ケ條 一一 

1 来書 一一、 身 死 テ後此 心 ハイ 力 や 成候ャ 

返書 一一、 冬-至 テ ハ夏ノ 帷子 ヲ思フ 心 ナシ。 此形 アル 


ガ 故-一形 ノ心 ァリ。 此 身死ス レバ 此形ノ 心ナシ 

再 書ノ問 一一、 然 ラバ 顔子ノ 死後 モ盜 跖ガ 死後 モ同 ジキカ 

返書 II  、 此ノ性 此ノ形 ヲ生ジ テ形ノ 爲.' 一一 生ゼ ラ レズ。 又 形 

ノ死ス ルガ 爲 一一 死 セズ。 惡人ノ 心-一 尸 今 ヨリ シテ 性理ヲ 

不レ 知。 死後 ヲ 待べ カラ ズ 。君子 ノ心ハ 八 マ ヨリ シテ形 色 一一 

役 セラ レズ。 死生 ヲ以テ 1 1 ッ -ー セズ。 又 死後 ヲマ タズ 

此 返書 ノ說 大略 聞へ タル ガ如ク チレ 氏、 受 用ノ爲 一一 不 

レ委 力，。 全 ク不， 備ト云 モノ ナリ。 生ノ時 聖學ヲ 擧テ道 

ヲ 知得 スル トキ ハ惑 ヒ醒テ 萬苦サ ル。 故 一一 常 一一 明々 悠 

ぺ タリ 。死テ 天地 鬼神 ニ歸ス ル 「分明 ナリ。 聖學 ヲ不ル 

レ聞 モノ ハ性理 ヲ不レ 知。 常 二 識心ノ 人欲 一一 引 レテ、 晝 

夜|?^5|.^トシテ性理ヲ亡ス0 死後 識心 ト俱 一一 流テ天 

地 鬼神 一一 歸スル 「不 I レ能。 故 一一 孔子， 曰 朝-一 聞 而死" - 

レ 夕-可也 ト 。是レ 道ヲ不 レ聞シ テ死ス ル乇 ノヲ哀 テナ リ。 

聞トハ 徒-一 聞 一一 非ズ。 聞テ 知得 スルノ 謂" ナリ 

〇 同 三 卷之十 ケ條- 一 

ー來書 一一、 無 學-ー シ テ政ヲ 執" 行ハ、 無 レ燈シ テ夜ル 行 ガ如シ 

ト 云リ。 然 ル - 貴老 舉者ク 政 ハ 心得 ガ タ シトノ タマ ヒ、 

叉 其 筋目 アル 人力、 其備 リアル 人ョ シトノ タマ フハ 心得 

ガ タク 候 

集義 和書 顯非 之 上 


返書 7 中 一一、 才知 ナ クシ テ學 アル 人 ノ政ヲ スルハ 盲者 ノ 

晝ァ リク ガ 如シ。 聞 タルマ 、一一 脚キ 候へ 斥 不二 分明-候。 

時 所位ノ 至善 可 レ量ャ ゥナク 候 

此說 自知ノ 私論 ナリ。 學 アル 人ト云 トキ ハ、 學 テ道ヲ 

知得 セザル 人ハ學 アル 人ト 云べ カラ ズ。 學 アル 人ナラ 

バ善ヲ 好ムべ シ。 善 ヲ好ム 人政ヲ セバ、 天下 一一 アマ ネ 

カラン。 然乇 イワン ャ國 ヲャ。 才 イナ キ モノ ハ道ヲ 知 

得スル r ナラ ズ。 道ヲ 知得 スル トキ ハ才ト 知 其， 中 一一 ァ 

タマ 

リ。 孟子 樂 正子 ヲ論 ジ給ヒ タル 所 一一 此理 クヮシ 

〇 同 三卷之 三十 六 ケ條- 一 

1 來晝 一一 古今 鬼神 有無 ノ說 キヮ マ リガ タク 候 

返書 一一、 聖人 神明 不測 トノ タマ ヒ候。 明白 ナル 道理-一 テ 

候へ ドモ、 不測 ノ理 一一 不！ #セ 一一 ャ。 愚者 ハ有 トシ 知者 ハ 

無 トス。 言論 ノ及ブ 所 一一 非ズ。 能知ル モノ ハ默識 心通ス 

ぺ シ 

此說 不二 分明 4 實理ノ 妙 用 ヲ神ト 云。 陰陽 ト分 レテハ 

陰陽 ノ妙用 鬼 祌ナリ 01 ー氣ノ 良能 造化 ノ跡其 中 一一 ァリ。 

夫人 ハ理 氣ノ聚 リテ成 モノ ナリ。 人死テ 其神ヲ 鬼神 ト 

云乇理 リナ リ。 言論 ノ及 所- 1 非ズ ト云テ ハ初學 ノ惑フ 

所ァリ 

七 
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〇 集 義和睿 四 卷之 四十 四ケ條 -ー 

1 勿ル正 ト ハ驗ヲ 急 ガザ ルナ リ。 勿 さ心ト ハヲコ タラ ザル 

ナリ。 勿 ^ 助ケ長 ス"， トハ、 才覺ヲ 用ュべ カラ リ 〔〇 ザノ **〕 ル 

ナリ 

サキ  ゾム  ァテ * スル 1 

此說 乇 理的當 セズ。 本理 -ー背 ケリ。 讃モ 惡 シ。 勿^ 

—スル 1 

ァテ、 スル 「ナ カレ トヨ ムハ理 不通。 勿" 正 セ イス ル 

「ナカ レト 讚テ可 ナリ。 强制ノ 意ナリ 0 勿 ^ 正レ 心ュト 

ハ强 テ守ル 「ナカ レトノ 謂 ナリ。 驗ヲ急 ガザ ルノ謂 一一 

ハ ァ ラズ。 勿 ゆ 助ケ長 スル， ト ハ效. シ ヲ急グ 「ナカ レトノ 儀 

ナリ。 才覺ヲ 用ュべ カラ ザルノ 謂-一 ハァ ラズ。 此ノ孟 

子ノ敎 ハ存養 ノエ 夫ノ 第一 ナリ。 强 テ守ル トキ ハ終 一一 

力 屈 テ退ク モノ ナリ。 空 一一 向テ 射 ガ 如シ。 弓 カ盡ル 

トキ ハ矢則 落ク。 シルシ ヲ急グ トキ ハ、 氣屈シ 身 报ズ。 

宋人ノ 苗 ヲ拔ガ 如シ。 故 一一 只 勿け 忘， ノエ 夫 肝要 ナリ。 

ヲ サム  *  、  - 

放心 ヲ牧ル 工夫 强テ守 ラズ、 験シヲ イソ ガズ忘 レ怠ラ 

ズ、 放心 シテ ハ其マ 、幾度 モ 引返々 々イット ナク 年月 

ヲ以テ 放心 ナ キヤウ 一一 牧ムべ キト ナリ。 放心 セザル 時 

ハ 良知 明 一一 シテ義 不義 邪 正 ヲ知ル 「明鏡 ノ物ヲ 照スガ 

如シ。 是畢者 道 一一 至ル 工夫 ノ 眼目 ナリ。 又 孟子 曰、 先 

S 寸" 其大" ナ„ "者 1 則 其少？ "者， 不鈿 feK^ ，焉 ト、 是 


八 

前ノ勿 ^ 忘， ノエ 夫ト 同意 ナリ。 心 一一 ハ 天地 萬 物 ノ理備 

リタ レバ 高大 ナル モノ ナリ。 天下 ノ 大本 ナリ。 故-一心 

ヲ 指テ大 ナルモ ノト 云リ。 立ルト ハ不は 放心 セ 「ナ リ。 

キザス 

不. ゆ 放心 セ時ハ 良知 明  一一 ノ 人欲 萠 トイへ  ><、 其 マ 、克チ 治 

テ引ル 、 「ナ シ。 此ヲ少 t 者不レ 能レ奪 ，，ト 云、 是等皆 

學者道 一一 至ル 工夫 ノ耍 領ヲ 示シタ マフ ナリ 

〇 集義 和書 五 卷之 一 ケ條- 

一同 姓 ヲ不， 娶問ノ 返書、 道理 大方 キコ へ タレ, 1 偏ノ論 

一一 メ不？ 通 所 ァリ。 其 文ノ中 一一 聖人 ハ俗 ト开 一一 遊ブ。 魯 

人 獵較ス レバ 孔子 乇亦獵 較ス。 衆 ト>1^  II 行 7 ヲ以テ 大道 

トス 

此說不 レ是。 聖人 何ノ理 モナ ク俗ト -1 遊ビ タマ フー 一 

ァ ラズ。 孔子 魯人ト It-  二 獵較シ タマ フハ 勢ヒ已 ムコト 

不レ得 シテ、 暫ク獵 較シタ マフ ナリ。 終 一一 ハ獵 較ノ俗 

事 自然 一一 止ムャ ウー I 爲 タマ ハ ント ナリ。 故-一 先 二-い 簿ヲ 

制 f; 祭器 V タ マ フ。 然ル 一一 俗ト _H 一一  遊ブ ヲ以テ 大道 トス 

メ トラ  タ 

ト云非 ナリ。 且又 同姓 ヲ不レ 娶ノ法 立テガ タキノ 說ハ 

宜 (ナ リ。 天下一 一道 不 バ行 ハレ。 殊 一一 敫 百年 系 圖乱レ 姓氏 

§ レタ レバ、 此法俄 11 立テガ タキ 「。 然レ >R 婚姻 ク道 

父方 ノ從 兄弟 マ， テ ヲ免シ タル ハ 不義 ナリ。 世間 一 1 處女 


ハ多キ モノ ナリ。 事カキ タル 所爲 ナリ。 何ノ故 モナ ク 

父方 ノ從 兄弟 マデ ヲ娶ル 「ヲ免 サバ、 婚姻 ノ禮 壌レ終 

一一 ハi^叔^ 一一  及ビ禽獸道 一一 至リナ ン。 セメテ 父方 ノ從 

兄弟 マデハ 婚姻 セザル ノ法ヲ 立 テ可ナ ラン。 是 孔子 ノ 

禮ヲ 愛ミタ マフ 心ナ ラン 力 

〇 集義 和書 六卷之 心法圖 解-一 

キ ド アイラ ク 

1 人道 ノ心法 ノ園解 一 I 喜 怒 哀樂ハ 氣ノ靈 覺ナリ 故 一一 0 ユ 

書ス 

此說 不レ是 ナラ。 喜 怒哀樂 《性 ヨリ 發メ情 ナリ。 氣ノ靈 

覺 一一 非 ズ。 發メ 氣ト共 一一 發見 スル ノミ。 惻懞 • 羞惡 • 

辭讓 . 是 此四端 猶以性 ヨリ 發メ情 ナリ。 發スル トキ 

氣ト共 一一 發見 ス。 是理氣 ハ不レ 離レ故 ナリ。 聲 色-一 ァラ 

ヮル 、 乇其故 ナリ。 本来 性 ヨリ 發ス。 然ル 一一 氣ノ 靈覺 

ト云、 不可 ナリ。 靈覺ハ 性 一一 云。 氣 一一 不レ云 

〇 同心 法 之 圖-ー 

一 中 ヲロノ 内 一一 書シ 神明 ヲロトひ トノ 間-一書 ス 

此圖 不，. 是。 中ハ 神明 ナリ、 神明 ハ中 ノ本體 ナリ。 然ル 

- 居 位ヲ別 一一 ス、 何 ノヤ。 有無 ノ 聞- 祌 ノ顯レ タル ヲ 

機上 14。 故 一一 有無 ノ間ハ 機 ノ居位 一一 メ神ノ 居 位 一一 非ズ。 

叉愼 獨ヲヒ トリ ヲ愼 ムト讀 トキ ハ、 獨居 ノ時ノ ミヲ愼 

集義 和書お 非 卷之上 


ム 事ノ樣 一一 聞へ テ 惡シ。 愼— 獨 トヨミ テ可 ナリ。 獨ト ハ 

獨- 知トテ 是非 ヲ知ル 良知 ノ事 ナリ。 機 ト獨ト 良知 ト ハ 

一物 一一 シ テ名ノ 異ナル モノ ナリ 

〇 同 凡 心之圖 I 一 

-  -  ヅヮ，\ クウ 

一 中  一 I 頑 さ ヲ書ス 

是 同クハ 放心 ト 書べ キ事 ナリ。 頑さハ 放心 ノウ カレ テ 

念ナキ モノ ヲ云 ナリ 

〇 同 悟道 之 圖ノ解  一 I 

一 曰ク □  ノ 中-一見 性ヲ 書スル モノ ハ 異端 トイへ >ii 寂然 不動 

無欲 無爲ノ 性ヲ見 タル 「 ハ 1 ナリ 

此說 不レ是 ナラ。 ョク見 性に ン タルモ ノハ、 ョク 天理- 1 從 

フ 。異端 ハ 天理 一一 不， 從。 是眞 一一 見性シ タルモ ノー 一有 ン 

ャ。 叉 無ノ 至極 ナリト 。是又 不可 ナリ。 無 極 一一 メ 

太 極 ト云テ 可 ナリ。 天理 ハ 寂-一 メ 而感、 感 5 而寂 ナル乇 

シク ワイ 

ノナリ 0 無ノ 至極 ト云 トキ ハ 異端 ノ稿木 死灰 一一 似 タリ。 

叉實 一一 天理 ヲ 見得 セ ズ シ テ 寂然 不動 無欲 無爲 一一 至ル乇 

ノ アルべ ケンャ 

〇 同 禽獸之 圖之解 ノ末ー I 

一 或 問ノ答 一一、 理ノ靈 覺ハ至 テス ミヤ カナリ。 故-一知 覺ト 

ハ 云 ガタシ 

丸 
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此 說不レ 分明す さ 靈 覺知覺 皆性ノ 光照 ヲ云、 楚妙 ナル所 

ヨリ 提覺 トイ ヒ、 ョク 知ル所 ヨリ 知覺ト 云。 二 アル 一一 

非ズ。 叉 氣ノ靈 覺ト云 不可 ナリ。 氣 一一 ハ知 覺ナシ 

〇 集 義和窨 八 卷之ー ケ條- 

1 論語 ノ敎 大學 ノ敎ヲ 問フ、 答 一一、 論語 ハ 聖人 在テ直 一一 敎 

タ マフ。 故 I 一仁 ヲ主 トシ タ マフ。 大學ハ 聖人 旣 -I 去 タ マ 

ヒ、 後聖世 一一 出タ マフ r 有ガタ カルべ キ前知 アル 一一 依テ、 

知ヲ主 トシ タマ ヘリ 

此說不 レ是ナ ラ。 論語 ノ敎大 學ノ敎 ルー 一孔 聖御 在世 ノ敎 

ジ ュ ヅ 

一一 メ、 殊 = 大學 ハ初學 聖人 ノ 道-一至 ル 學術ヲ 前後 クヮ 

シ クロ 說ナ サレ敎 へ 示シタ マフ ナリ。 朱 子 之 所謂 經 一 

ケィ ジュヅ 

章是 ナリ。 曾子モ 亦此經 一章 ヲ繼述 ノ敎タ マフ。 思 子 

一一 至テ 後世 此傅 ヲ失ン 「ヲ 1^ テ則 傳ヲ作 リ附會 メ大學 

ー卷 ノ書ト ナシテ 後世 一一 殘シタ マフ。 然ル 一一 後聖世 一一 

出タ マフ r 有ガタ カルべ キ前知 アル 一一 ョ ッテ、 知ヲ主 

トシ タマ ヘリ ト云 0 是^ 自知ノ 私 巧ノ說 ナリ。 蓋 論語 

一一 仁ヲ以 テ敎タ マフ ハ、 大學ノ 敎ヲ聞 タル 學者知 仁 一 

カル ガュへ 

德ナル 「ヲ 知テ、 仁ヲ以 テ道ヲ 問。 故 一一 仁 ヲ以テ 答 

タ マフ。 外 二心 アル 一一 非ズ 0 仁ヲ說 ケバ知 其中チ 一一 ァ 

リ。 知 ヲ說ケ バ仁其 中 一一 ァリ。 殊ー 一大 學ハ聖 學ノ學 術 


1 0 

ノ 首尾 委細 II 說キ 示シタ マヒ タル 書ナ レバ、 聖學ノ 徒 阡 

耍 トス ルノ書 ナリ。 論語 ハ大學 ノ道ヲ 裁 培 スルノ 書 敷 

〇 同 八卷之 1 1 ケ條- 一 

一 心友ノ 問ノ 答ノ中 II 孝經 ハ句ゴ トー 一心 ヲ止ム ベ 力 ラ ズ 

此言 不レ然 S 孝經 ハ 孔聖晚 年 ！ 一作 シタ マフ 書- テ 大事 

ラダ ャカ 

ノ書 ナリ。 一字 モ忽 一一 スル書 一一 非ズ。 詞 パ穏ナ レドモ 

意味深長 ナリ。 然ル 一一 句ゴ ト 一一 心 ヲ止ム ベ カラ ズト云 

不可 ナリ 

〇 同 八 卷之三 ケ條- 一 

一 心 友 問 二 孝 之 心 法？ 答ノ中  一 I 、臣 一一 ヲィテ ハ 愛敬 ナ ラビ 伏ク 

シテ威 嚴備リ 仁政 行ル 

此 說不， 然。 臣ヲ治 ルー 1 愛敬 隱伏 シテ 威厳 バ カリー 一 テ 

ハ ョク 悅服ス ル r ァ. ラジ。 是故 一一 臣 ヲ治ル 二 モ 愛敬 ナ 

； N  d ゾカ 

クテ ハナ ラザル r ナリ。 臣ヲ 疎 I ーセザ ルハ愛 スルト 

云 モノ ナリ。 臣ヲ不 $ 馒ハ敬 スルト 云 モノ ナリ。 五倫 

ノ交 リ何レ 一一 交ル トシ テカ 愛敬 ヲ失 フノ 理ァラ ンャ 0 

愛敬 ヲ失フ ハ 孝經ノ 本意 一一 ァラズ 

〇 同 八卷之 五ケ 條- 一 

ー擊友 格物致知 ノ發明 ヲ問。 答ュ、 思 子又孔 曾ノ傳 ノ心ヲ 

述テ經 一 章ト シ タマ フ時 格物致知 ト云リ 


此 說不， 然 0 大學ノ 書ヲ王 陽明ハ 孔子 ノ 御作 一一 テー篇 一 

ノ 書トノ タマ ヒ、 朱 子ハ經 傳ヲ分 テ說タ マ ヘリ。 經傳 

ヲ分テ モ經ハ 孔聖ノ 御作 ナリト 云 「ナ リ。 格物致知 モ 

經語 ナリ。 然ル 一一 格物致知/語 ハ思子 始テノ タマ ヒ 

セル ト云ハ 何 ダャ。 格物致知 ハ聖學 ノ眼ノ 語 ナリ。 然 

ル 一一 聖人 一一 不レ出 メ思子 一一 出 ンャ。 大ヒ 一一 不レ 是. <  々 

又 同 章 ノ中ノ 問" 一一、 先生 ノ論ハ 陽 明 子ノ傳 一一 似 タリ。 朱 

子 王子 格 物 一一 ヲ ィテハ 黑白ノ チガヒ アル 「ハイ 力 *、 

答-一、 愚ハ朱 子- 1 モ不レ 取。 陽 明-一 モ不レ 取。 只古ノ 聖人 

一一 取 テ用ヒ 侍 ルナ リ 

此答不 實ノ至 リナ リ。 彼レ 中年 中 江 氏藤樹 先生/門人 

ト成 テ敎ヲ 聞ク。 則 良知 ノ至敎 ヲ受テ 少ク明 ヲ開ク 「 

了 リ。， 其レ ヨリ 知略 開 ケテ如 レ此ノ 和書 等ヲ モ說述 タル 

ナリ。 是レ皆 師ノ恩 ナリ。 藤樹 先生 ハ王陽 明ノ書 一一 依 

テ 良知 ノ說ヲ 聞。 孔門 一 貫 ノ道ヲ 知得 シ テ 門人 一一 敎示 

セ リ。 若ナ 陽 明藤樹 先生, 此 學術ヲ 聞 「ァタ ハジ。 

然ル 一一 高恩 ノ師且 王 陽 明 ヲ外ュ シテ、 愚ハ 只古ノ 聖人 

一一 取 テ用ヒ 侍 ルナ リト 云ハ何 ゾャ。 只 我 一 人 虚譽ヲ 取 

ン ト欲ス ルナ ラン。 苟ニ不 實高滿 ノ極此 一一 シクモ ノア 

ラン ャ 


〇 同 八 卷之七 ケ條- 一 

丁む 友 問 二 孝 經之大 網 r 答ノ中 一一 天 ノ人ヲ 生 ズルコ ト物ァ 

レバ 則 ァリ。 天子 ノ 富貴 一一 ハ ヲノヅ カラ 天子 ノ則 ァリ。 

公侯 伯 子 男 各 則ァリ 

？ *-テ  ィ  *  » 

此說 不-- 分明？ 取 二 民 之彝- 好- - 此.. 懿德 V ト アルト キハ 

人々 ヲノヅ カラ 良知 良能 ノ則 備リ タル 「ヲ云 ヘリ。 故 

一一 彝ヲ取 i 德ヲ好 ムトノ 「ナ リ。 天子 一一 ハ 天子 ノ则ァ 

. リ、 諸侯-一 ハ 諸侯 ノ則 アルト 云-一 ハ非ズ 

又 同 章ノ末 一一、 孔子 時ヲ得 タマ ハ ズシテ 天下 ヲ 周流 シタ 

マフ モ古 一一 ナキ風 ナリ。 又 孔子 ハ方. <  一一 テ 小官 ヲ乇不 

レ辭 セシテ 役儀 ヲ勉 メタ マ ヒキ。 孟子 一一 至 テハ旣 一一 ハヤ 師 

トァガ メラ レテ 方々 ノ 馳走 ァリ。 宫祿ナ ク產業 ナシ。 德 

ノヲ トロへ タル ナリ 

此言辭 皆 ナ高滿 ノ伏藏 ヨリ ffi タリ。 聖賢 ヲ馒ル ト云モ 

ノナリ 0 不， 忍々々。 蓋 孔子 ノ 天下 ヲ 周流 シ タマ フハ、 

其 時 天下 ノ 人民 道 ヲ不， 知， 惡虐 無道 極 リ弑， 父 ヲ弑ぃ 君" 

ノ禽獸 道 一一 至ル。 是故 - 一孔 聖嘆カ シク痛 マ シク思 召。 

國郡ノ 主 一 人 一一 ナリ 道 ヲ知セ タキ トテ 周流 シタ マ フ 

ナリ。 是萬物 一 體ノ心 明 カナ ル故 ナリ 0 上古 ノ 聖人 地ヲ 

替 タマ ハ ♦  、皆然 ラン。 又 孔子 ハ方. _< 一一  テ 小官 ヲ不 レ辞セ 

】 1 
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フカ 

役儀 ヲ勉 メタ マフ、 ト此事 曾 テ未レ 聞。 孔子 若 カツ シ 

時贫ノ タメ ク让 ニー 委吏乘 ffl ヲ勉 メタ マフ 而已。 然ル 

二方々 二 テ 小官 ヲ 辞シタ マ ハズ ト云ハ 虚言 ナリ。 又孟 

子 ノ時ハ 孔子 ノ時 ヨリ 百 有餘歲 後一 I シテ彌 々天下 禽獸 

ァラ？ V 

一一 入リ 父子 君臣 兄弟 皆 戰テ以 テ利ヲ 爭フ。 孟子 此" 時 II 

タタ ゼユ 

當テ 天下 一一 只 一 人 卓然獨 立シテ 孔子 ノ道ヲ 任 ジ傳へ 天 

下 ノ感ヲ 救 ハント 欲シ タマ ヒ、 諸 國ヲ遊 說シタ マフ ナ 

リ。 是 孔子 ノ 周流シ タマ フト 同意 II シテ， 聖賢 世ヲ痛 

ム不- 忍-心 ノ行ヒ 則 仁ノ術 ナリ。 又 孟子 ハ宫祿 ナク產 

業 ナシ。 德ノ衰 へ タル ナリト 云、 是レ 何ノ說 ノヤ。 惡 

アナ ド 

言 ノ甚キ モノ ナリ。 聖賢 ヲ慢 ルノ罪 天道 恐シ。 夫レ學 

0 ゥ  ケィ 

士ノ 牢人シ タル 時、 或ハ卿 大夫ノ 牢人ナ ラバ 五 等ノ人 

倫 ノ中ノ 卿大夫 ノ牢人 ナリ。 或 ハ士ノ 牢人ナ ラバ 五 等 

ノ 人倫 ノ中ノ 士ノ牢 人 ナリ。 何ダ 五等ノ 人倫 ヲ離レ ン 

ャ。 且學 士ノ牢 人ス時 < 身 二 孝弟 忠信 ノ道ヲ 行ヒ、 弟 

子從フ トキ ハ 弟子 一一 モ 孝弟 忠信 ノ道ヲ 敎ュ。 務ヲ爲 素 

逸 セザル 「是 ヨリ 大ナ ルモ ノア ラン ャ。 師弟 ノ道ハ 古 

今 常 ナリ。 然ル 一一 却 テ學士 ノ牢人 スルト 其 マ 、田ヲ 作 

リエ 商 ヲ爲テ 生業 ヲ立ル 「ヲ善 トス ル ノ理ァ ラン ャ。 

是皆心 ノ偏所 ヨリ 良知 ヲ昧 マ シ云 出ス言 詞ナリ 


二 一 

〇 集義， W 書 九卷之 六ケ條 -I 

ー學友 問。 阮 嗣宗ハ 口 一一 人/過失 ヲ論 ゼズト 云リ。 誠 一一 好 

人 ナリ。 大 舜ハ是 ヨリ 大ナル 「ァ リ。 善 ヲ人ト 共 ュス。 

カク 

人 ノ惡ヲ 蔵 シテ善 ヲ舉タ マへ バ、 惡ハ ヲノヅ カラ キ へ ゥ 

セ、 善ハ大 11 ナリヌ 0 人ノ善 ヲュル シタ マへ バナリ 。然 

モノ イツ ャゥボ ク フセダ  ト 

ル 二 孟子 ハ能ク 言テ楊 墨ヲ防 モノ ハ 聖人 ノ徒ナ リト 云リ。 

凡人 ヲダ 二 惡ヲ蔵 シテ善 ヲ揚タ マ フ ニ揚 墨少シ 見所-一過 

不 及ァリ トイへ It 凡人 ヲ脫 出テ タル 人 ナリ。 何ゾ 其善ヲ 

好ンデ 其惡ヲ カタ サ，、 ルャ 

答 II  、 性 ハ聖凡 一 體ナレ *R 命 一一 分量 ァ リ。 ョ ク己ガ 分量 

ヲ知テ 命 一一 從フ モノ ハ 聖人 ノ徒ナ リ。 天命 二 天 吏 ノ任ナ 

キ モノ ハ ョク 默ショ ク拙ク シテ 阮嗣宗 ガ人ノ 過失 ヲ イワ 

ザ ルヲ師 トスべ シ 

此說不 V 通ゼ。 學者 天命 ノ任ナ キト テ、 口 ヲ閉テ 敎へズ 

ン バ 無舉ノ 人 一人 モ知 ヲ開ク 「ァタ ハズシ テ 愚昧. 小知 

§ 一一  近 カラ ン。 故 -ー 周 茂 叔モ闇 者" 求メ  明， 而 師道 立" 

トノタ マ へ リ 。又 古今 俗語 一一 モー 文ハ 無 文/ 師ト 云リ。 

此諺 理ナキ 一一 ァ ラズ。 師弟 ノ道ハ 古今 常 ナリ。 然ル 一一 

モク 

只 一 向  一 i 默ス ルノミ 道ナラ ンャ 

〇 同 九卷之 十ケ條 -I 


1 心 友 問 • 孔子 絕，， 四 勿 r 意ト ァリ。 然ル- 一誠 意ト云 ハ何ダ 

ャ 

答 一一、 勿 意 ト云ハ 聖人 ノ事ナ リ， 意 ハ不常 往來ノ 念 ナリ。 

聞 思雜慮 トモ 云。 聖人 一一 ハ初 ヨリ ナシ。 又 曰、 心 本意 ナ 

シ。 徒-一 其本來 ノ如ク ナリト セン ハ非 ナリ。 誠-一 スルハ 

意 ヲナク スル ノエ 夫ナ. リ。 誠 一一 ス ル時ハ ヲノヅ カラ 母 意 

ュ至 ルナ リ 

此 說不， 是。 大學ノ 書 一一 誠意 ト有テ 絕意ト ナシ。 然ル 

トキ ハ意ハ 本来 在 モノ ナリ。 聖人 ハ 誠意 ノミ、 王 陽 明.' 

曰、 意 ハ心ノ 發本ト 善 有テ惡 ナシ、 特 "私欲 一一 動 テ後惡 

ヮタ 

ァ リト。 是ヲ 以テ見 レバ、 心 ノ發メ 事物 II 應ジ 涉ル所 

ヲ意ト 云。 凡夫 ハ形氣 ノ欲習 心ノ惑 ァリ。 其ノ欲 其， 惑 

意 トルー ー交リ 發ス。 是ヲ 私意 ト云。 私意 一一 ハ善惡 アル 

ナリ。 蓋シ 心ノ發 一二 一種 ァリ。 形氣ノ 欲ノ交 リナ ク、 直 

- 發ス ル乇ノ ハ情 ナリ。 七 情 四端是 ナリ。 形 氣ノ欲 習 

心ノ惑 ヒ交リ 發スル モノ ハ皆 私意 ナリ。 聖人 一一 ハ形氣 

ノ欲 習心ノ 惑" ナシ。 故 一一 誠意 ナリ。 又 意 ノ註ー I 、意ハ 

心 ノ寄ル 所 萬惡ノ 本ト云 トキ ハ、 一念 物 一一 寄 所 ハ意ナ 

リ 0 或ハ色 ヲ見テ ハ色 一一 寄" 寶ヲ見 テハ寳 一一 寄 S 其， 外 

卜 •、  n ヲ 

萬 事-寄-' 滞 ル是レ 私意 ナリ。 色 或 ハ寳ー I 寄 リ滞リ 終-一 

集義 和書 顯非卷 之 上 


不義 ノ色、 不義 ノ寶 ヲ求ル トキ ハ、 意ハ萬 惡ノ本 一一 非 

ズャ。 又 意 ノ註ー I 意 ハ好惡 ノ心ト 云 トキ ハ好ム マジ キ 

「ヲ 好ミ、 惡ム マジ キ 「ヲ 惡ミ、 凡テ 物-一 應ジ テ念ヲ 

起ス。 是皆 形氣ノ 欲、 習 心ノ惑 ヨリ 出ル念 一一 シテ 私意 

意 念 ナリ。 不 常往來 ノ念モ 形氣ノ 欲、 習 心 ノ惑ノ 影 一一 

シ テ是 モ 意ナリ 。然 ル 一一 渠意 ヲ不常 往來ノ 念トノ ミ 云、 

何 ノ說、 ゾャ。 委シ カラ ザ ルノ至 ナリ。 又 論語 ノ母 意ハ 

孔子 門弟 子へ 示 シ玉フ 語 ナリ。 宋ノ 楊簡カ 曰、 孔子 毎々 

戒_1 學者 t 勿レ t 意絕 fi 其， 昏亂 ノ之萌 r 也。 此見 親切 ナリ無 

字. ヲ不レ 用 シテ母 字ヲ下 スヲ見 レバ、 楊簡 ノ所レ 見ノ理 

分明 ナリ 

又 同 章 一一 窮理ノ 功不， 至シテ 精義 入レ 神-一 ノ實 地ナケ レバ 

ナリ。 士 タル モノ  、盜ヲ ナサ-マル 「ハ 窮理ノ 至リテ 精義 

神 一一 入タ レバ ナリ。 如， 此 タグ ヒ人. <ノ|； 一 I 乇 有べ シ 

此說モ 又 不レ是 ナラ。 易ノ 窮理ハ 道理 ヲ深 ク究メ 盡スヲ 

云。 精義 神 一一 入 トハ、 義ヲ深 ク究メ 至極 二 至 リ入タ ル 

ヲ云。 然ル 一一 爱 一一 事物 ノ理 ヲ究ル 「一一 取ル非 ナリ。 且ッ 

士 タル モノ、 盗ヲ セザル 「ハ學 問 II テ 道理 ヲ 究メ、 ソ 

レュ へ 盜ヲセ ザ ルー 一 非ズ。 士 タル モノ、 盜ヲセ ザルハ 

士風ノ 習 t ナリ。 幼少 ノ時 ヨリ 士 タルモ ノハ盜 ヲセザ 
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ル モノ ナリ 。盜ヲ ス ルハ大 ナル耻 ナリト 父母 ノ云ヲ 聞、 

又 友 ノ云ヲ 聞テ、 自然 ト信ジ ゆ、 盜ヲ スル 心ナキ 十リ。 

習" ハ性ト 成 ルノ義 ナリ。 馨問シ 道理 ヲ究メ 精義 祌 -1 入 

タル ト云 一一 〈ァ ラズ 

又 同 章 ノ中ノ 問 一一、 致 知 ハ愼獨 ノエ 夫-一 非ズャ 

答-一 愼獨 ノエ 夫ハ 誠意 ナリ 

此問 モ答モ 不可 ナリ 。致 知モ愼 獨モ皆 誠意 ノエ 夫 ナリ。 

アヤ マ 

然ル -I 倒， 一一 云 IS リ タリ 

又 同 章 ノ中ー I 大意 ヲ モ 學知ノ 精義 神 I 一入 タル ナリ。 入 

德ノ功 厚 カラ デハ 聖學ノ 至善  ー| 非ズ 

此 說モ不 レ是ナ -，。 至善 ハ心 ノ本體 ナリ。 然ル- 一事 ノ上 

- 云ヒ、 工夫 ノ上 一一 云、 皆 非ナリ 

〇 同 九卷之 十 一 ケ條- 一 

クワヅ クワン トウ 

一心 友 問、 一旦 豁然 貫通 ノ語 ハ異學 悟道 ノ習" アル-一 似タ 

リ、 如何 

答-一 、大形 _ 一見 レ バ 悟道 ノ 見-一 似タ レ 斥、 意 ヲ以テ 迎テ己 

ガ受用 ノ至ル -ー 對應メ 見 レバ サ モナ シ。 予 天下 ノ 事物 ノ 

理ヲ 究メン トモ 心ガ ケズ、 修身 ノ アマ リノ 暇ヲ以 テ文ヲ 

學ビ、 心 ノ通ゼ ザル所 マドヒ アル 「ヲ辨 へ ヌル 間-一 、道ノ 

大意 心 II 浮ビ ヌ。 ソレ m リ 後天 下ノ理 一一 ヲィ テ疑ヒ ナ シ 


一 a 

此 說不， 分明 ナラ。 聖學 一貫 ノ道脉 ハ孔首 思 孟ノ敎 導-一 

テ易 簡明 白 ナリ。 其， 後 戰國年 久ク聖 道 長ク滅 ビタリ。 

然レ jiU 木 朝 -I 至テ周 程此ヲ 引返 シ タマ ヒ、 又 世 一一 明 カナ 

リ。 其/後天 下 ノ畢者 道ヲ外 一一 求メ、 或ハ 文學而 已ヲ學 

クワン 

トシ、 或 ハ萬物 ノ理ヲ 究ルヲ 以テ學 トシ、 聖舉 一貫 ノ 

血脉 5^ ル 、 「又 久シ。 漸ク大 明ノ世 一一 至テ、 王 陽 明 先 

生 古本 大學ノ 致 知 格 物 ノ說、 叉 孟子 良知 ノ說 一一 依テ、 

孔門 一 赏 ノ道ヲ 覺得シ タマ ヒ、 天下- 1 示シタ マフ。 其 

ヨリ 聖學 一貫 ノ血 脉粲然 トシ テ叉 世-一明 カナリ。 我." 

朝 一一 テ ハ中江 氏藤樹 先生、 王 陽 明ノ致 良知 ノ說 一一 依テ、 

聖門 一貫 ノ道ヲ 知得 シ 弟子 一一 教示 ス。 故- 1 於-い 今-一 傳ル 

者， 了 ッテ、 一貫 ノ血脉 未， 滅ビ。 實 -I 道德ー 一志 アル 者ノ  、 

此致 良知 ノ說ヲ ，"トキ ハ、 則 一貫 ノ聖學 常 下 一一 知得 

シ、 心印糙 一一 シテ覇 柄 手 一一 ァリ。 故-俗 學ヲ事 トセ ズ、 

異端-一 不レ 惑ハ。 日  一 I 進 修ノ益 ァリ。 其德ー I 至ルノ 高下 

つ 或ハ 氣質ノ 淸淘、 或ハ 習ノ淺 深、 或 ハ功ヲ 用ルノ 

多少-一 アル 而已。 然ル 一一 渠レ師 ノ學脉 一一 背キ、 自己 ヲ立 

テ曰。 文 ヲ學ビ 心ノ不 $ 通ゼ所 惑" アル 事 ヲ辨へ ヌル 聞 

一一、 道ノ 大意 心-一 浮 ビヌ。 其 ヨリ 後天 下ノ理 一一 ヲヰテ 

疑 ヒナ シト 云。 是何ノ 說ダャ 。異學 頓悟ノ 見 一一 似 タリ。 


叉 一 且 『き" JTi パ 旨-近 シ。 夫レ爲 5 方- 圓" 者， ハ 以ス 

レ, 正 S 音， 者ズ以 5 六 律 S 然ル 一一 聖人 ノ道ヲ 

攀テ 聖學ノ 規矩 ヲ用 ヒズン バ 能ク成 レス モ ノア ラン ャ 。渠レ 

只 空." <  II 文 ヲ學ブ 間 一一 、道ノ 大意 心 一一 浮 ブト 云 トキ ハ、 

眞ノ聖 學ト云 ガタシ 

〇 集義 和書 十卷之 五ケ 條 一一 

心 友問レ 敬ヲ不 レ失ト ス レ  >1-、 何ノ心 モナ ク居 ルコ ト多シ 

答 II、 何 心 モナ キハ 人心 ノ常 ナリ。 敬ト云 ヒ戒懼 ト云ハ 

主意 ナリ。 常 11 心-一 此ヲ 持スル 一一 ァ ラ ズ 

此說不 レ委。 初 學ノ時 敬 ヲ不レ 持シテ ハイ ツモ 放心 ノミ 

I 一  テ年ヲ 重テ學 ド乇益 アルべ カラ ズ。 初 學ノ時 ハ間モ 

ナク心 一一 省リ. - 守ラデ ハカ ナヮ ヌ 「ナ リ。 受用年 ヲ重テ 

手 II 入 時ハ、 不レ 守シテ ヲノヅ カラ 守 リ有テ 、放心 スル， 

「ナ シ。 然ル -I 常 一一 敬 ヲ持ス ル 一一 ァラ ズト云 ハ 何ダャ 

〇 同 十卷之 七ケ條 II 

一 心 友 問， 攻 I. ー乂乎 異端 r 斯害ナ "ク 也已ト C 孔聖 ノ時ィ マダ道 

家佛家 ノ學者 ナシ。 何" ヲカ 異端 トス タマ へ ルャ 

答 II、 六 藝乇亦 異端 ナリ 

此說 六藝モ 異端 ナリト 云ハ叉 新語 ナリ。 盖 藝ハ義 ナリ。 

クト  ナス 

聖人 ノ道ノ 一端 一一 シテ 五等ノ 人倫 ノ位 一一 ョッテ 勉メ爲 

集義 和書 顯非卷 之 上 


ぺキ 「ナリ 0 其 一 藝- 長ジ タル 人 ス自滿 シテ、 聖人 ノ 

道 トテモ 化 理ノ外 II 替ル 「有 マジ キト 思ハ 無學ュ へ ナ 

リ。 井 ノ中ノ 蛙 大海 ヲ不レ 見ト云 モノ ナリ。 是ヲ 異端 

ト ハ 云 ガタシ 。異端 ハ 孔子 ノ時 I 一  モ多ク ァリキ 。長- 沮 

荷 W 蒉 丈-人、 又 ハ愿讓 • 子桑戶 等凡テ 老子 ノ道 

ヲ是 トス ル モノ、 皆 其時ノ 異端 ナリト 云べ シ 

〇 同 十 卷之十 .一 ケ條- 一 

一 學者ァ リ問テ 曰。 我 ガ國ノ 同志 夜ナ 々會ヲ ナシテ 靜坐シ 

義 論ス。 益 ヲ得ル 「不レ 可， 過レ 之- 

答-一 、君子 ハ 無欲 ヲ以 テ靜ト ス。 行住坐臥せ 一一 靜坐 ナリ。 

何.、 ソ^ 一一  靜ト云 モノ ヲ ナサ ンャ。 心 思 義理 ヲ專 一一 スルト 

キハ云 「皆義 論 ナリ。 何ダ 別-一義 論ト云 モノ ヲ作 ラン ャ 

へ プシ * シャゥ  セィ 

此答ー 偏ノ論 II シ テ不， 委。 王 陽 明， 日。 、力  1，^, セバ靜 

坐ヲセ ョト。 是レ初 學ノ時 ハ受用 親, ナリ トイ へ >H 、時 

ト シ テ、. ：" 紛擾 セズト 云 「ナ シ。 或ハ怒 一一 動 キ或ハ 物 一一 

r ク S  ] '  ィ カル ハツ ャゥ 

齊リ、 或ハ事 多-屈 シ、 是等ノ 類 皆 意氣發 揚シ、 又ハ 

欝 結シテ 紛擾 スル モノ ナリ。 此時靜 坐シテ 放心 ヲ治ル 

一一 益 速 カナリ。 是故 I ー靜坐 ハ初學 放心 ヲ牧ル 第一 ノエ 

夫 ナリ。 夫レ 靜坐ス ルトハ 先リ靜 一一 坐シ、 默シテ 氣ヲ治 

メ心ヲ 存シ、 呼吸 ノ息ヲ 調 ルナ リ。 然ル トキ ハ 放心 牧 

5 


蕃山 全集 ^1 烦 SEa 

リ 良知 照明 ナリ。 是初學 ハ靜坐 ノエ 夫 ナクテ ハナ ラザ 

ル r ナリ。 彼/ 異學ノ 紙衾ヲ カプリ、 膝ヲ クミ 舌 ヲクヒ 

出シ、 眼 半 バヒラ ヰ テ空ヲ 念 ズルノ 類 一一 ハァ ラズ。 且义 

聖賢 ハ 心 紛擾 スル 「ナシ 。故 一一 事 ナキ時 ハ只靜 一一 居タ 

マ フ ノミ。 又 義論ス ル 「モナ クテ ハナ ラザル 「ナ リ。 

初 學ノ時 ハ猶， 以チ ナリ。 道理 ノ 上-一 テモ 書ノ上 一一 テ乇 

事ノ上 一一 テモ、 理ノ不 1 通ゼ トコ ヲ友 ト義論 シテ、 通 

ズ ルハ大 ナル签 ナリ。 又夜咄 夜食 ヲ禁 ズル 「其 理ナキ 

一一 ァラ ズ。 然レ ルー 偏ノ論 II シテ失 W 和 S 折々 朋友 ト 

夜咄 スルモ 人情 ノー ッノ樂 ミナ リ。 殊 -I 老人 ハ古キ 「 

ヲ 語リ、 遠 所 ノ人ハ 遠所ノ 「ヲ 語リ、 家業- 1 力 シコキ 

人 《家業 ノ 「ヲ 語リ、 何レ -ー 小益ナ キー 一 モ 非ズ。 强テ 

イタ づラ 

禁ズル ハ非 ナリ。 只 徒 11 夜半 過 マデ長 咄スル 「ヲ禁 

ヲゴリ  カタ ムキ 

ジ、 又驟 タル 夜食 大酒 ヲ禁ジ テ可ナ ラン 力。 僻 一一 夜咄 

夜食 ヲ禁 ズルハ 自知ノ 私論 一 1 シテ、 聖賢 ノ 公道 一一 ァラ 

ズ 

〇 集義 和書 十卷之 十八 ケ條- 一 

1 心 友 問、 書 ヲョマ ザ ル者モ 志ァラ バ 善人 マ デ 一一 ハ至ル ベ 

キ 「ト 承ハ レリ。 年 ヨリ 侍 レバ 今 ヨリ 文 學スべ キヤウ モ 

ナ シ、 淺 念成ル 「ナリ 


ケ 1 六 

答 II  、 壯ネ ナ ル人ノ 善 信 美 大聖 神 二 志 ザス是 -1 テ足リ ト 

セン ハ、 至誠 無 息 ノ天腐 ユア ラズ。 年老 タル 人ノ 淺多ト 

云乇亦 アヤ マリナ リ。 人 7 人 タル 道ヲ M テ、 神人 死生 疑 

ァシタ 

ヒナ キハ 大ナル 悅ナラ ズャ。 是ヲ 朝-一道 ヲ聞テ 夕-一死 ト 

モ 可也 ト 云リ。 是 ヨリ 後一 曰 モ進ミ タマ ハン ハ幸 ナリ。 

贵 殿モ旣 一一 善人 ノ數 ナリ。 信 美ノ位 一一 至ラズ トモ、 不息 

ノ性^^セ バ何ノ恨ル 「力 有ラ ン 

此答ノ 中理不 f 一分 明 1 所。 多シ。 朝タ 一一 道 ヲ聞テ 夕 一一 死 

トモ 可也 也 トハ、 只道ノ 物語 ヲ聞ノ ミヲ云 一一 非ズ。 聞テ 

悟リ 得ルノ 謂ナリ 。然ル 一一 輕ク云 非ナリ 。又 同 答ノ末 一一 、 

貴殿 モ旣- 一善 人ノ數 ナリ。 此， 說又 不可 ナリ。 善人 ト 

トウ テツ  テ ウダ ヅ 

ハ學 問ノ功 積ミ道 ヲ見ル 「透徹 シ、 凡 心 ヲ超脫 シテ向 

後 不善 一事 乇不" レ爲 ュ至テ 善人 ト免 ス。 初テ 君子 ノ地 

位 11 入ル者 ナリ。 然ル  一 I 輕ク云 非 ナリ。 無學ノ 人何ダ 

善人 ノ 位-一入 ル 「ァ ラン ャ。 平 人 II 勝レ タル 人ナ ラバ 

好 人トハ 云べ シ。 善人 トハ 免スべ カラ ズ。 久畢ノ 人トテ 

モ 善人 ノ位 一一 至ル 者， 今ノ世 一一 一人 乇 アルべ ケンャ C 

若 アル 「モア ラン ャ 

〇 同 十卷之 十九 ケ條- 一 

一心 友 問、 異端- ハ签ト 云 t 無ト 云、 聖學ハ 只 實而已 力 


答 一一、 空 則チ貰 ナリ。 形 色 アル モノ 《常 ナシ。 常 ナキモ 

ノ ハ 眞ノ實 II ァ ラズ。 形 色ナキ モノ ハ常 ナリ。 常 ナル乇 

ノ ヲ實ト 云。 異學 ハイ マダ無 ヲ究メ  H ズ、 聖畢ハ 無ヲ盡 

シ タルモ ノナリ 

此， 說不 レ是。 異端 ト i レ タリ。 iiu 本 ト佛語 ナリ。 

何 ダ此ヲ s^" ハ ン。 儒-一 ハ無極 一一 シテ 大極ト 云"、 又虚靈 

虛明ト 云。 是 無極ノ 中-一太 極 ァリ、 虚ノ中 一一 神 ァリ。 

然ル トキ ハ 有無 ハ離ヌ モノ ナリ。 專ラ 一一 さ無ヲ 云べ 力 

ラズ。 識、 レノ 有無 ヲ離 レテ、 本鉢ノ 有無 存 スト 云テ可 

ク ワイ ティ ゾ 

ナ ラン 力。 專ラ 一一 签無ヲ 云 トキ ハ， 稿 木 死灰 ナリ 泥懇 

レシ 

人ナリ 


集義 和書 顯非卷 之 上 終 

雄 1 和 ssr: 非 卷之上 
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集義 和書 顯非卷 之 下 

〇 集 義和害 十一 卷之 三ケ條 - 

1 朋友 問 テ云、 江 西ノ學 一一 依テ 天下 皆 道行 ハル、 ト云 r ヲ 

知 レリ。 儒佛 II- 一一  目ヲ 付ケ替 タル ハ 大ナル 功ナリ 

ェ牛  ガイ  シカ 

答テ 曰、 尤モ少 ハ益モ 有べ ケレ *R 害モ 亦多シ 。然ト 經傳ヲ 

ク フン  ィ 

モ辨 へズ、 道ノ 大意 ヲ シラデ 、管：： -ヲ是 トシ 異見 ヲ立 テ、 

ミチ ビ  クダ  ヅ イエ 

聖學ト 云" 愚人 ヲ導ク 者 3,1 來ヌ。 江 西 以前 一一 ハ此弊 ナカ 

リシナ リ。 天下 ノ 人目 ヲ醒シ タリ トイへ tir ィ マ ダ德ヲ 

好ムノ 人 ヲ不レ 見。 略學ノ 自滿ノ ツイへ ハ  一二 一一 ァラズ 

此答髙 滿ノ惡 心 ヨリ 師ヲ腫 シ己ヲ 立ント 欲スル ノ言詞 

ナリ。 師 ノ道ヲ 乱ルノ ミナ ラズ、 惑，〕 民 ヲ充ニ 塞スル 仁義 V 

ノ至リ 天罰 恐。 シ。 夫レ 扶桑 ノ si 學藤樹 先生 一一 初テ開 

*v  フタ 

ク。 其， 先 キ雖レ 有 rr 學者 T 略書 一一 涉リ 文字 ヲ知" 而已ヲ 

學 トシ テ、 修身 正 心 ノ聖學 ヲ不レ 知。 故-一年 ヲ重 ネ學ヲ 

爲 トイへ >ir イツ モ元 トノ 凡俗 ナリ。 然ル 11 先師 藤樹先 

生 出デタ マ ヒ、 王 陽 明ノ致 良知 ノ說 一一 依テ、 孔門 一 貫ノ 

道ノ 端的 ヲ 知得 セリ。 其 日用 • 行 住 • 坐 臥ノ體 ヲ見ル 

.11、 苟 一一 平人ノ 及べ キ モノ  II 非 ズ。 其德 容尊テ 親マズ 


ト云者 ナシ。 是賈- 一 扶桑 古今 一 君子 ナリ。 渠レ焉 及べ 

ケンャ 0 其 門人 ノ學ノ 未熟 ハ 先師 早 死 セル 故 ナリ。 又 

ハ氣質 ノ惡キ ュ へ ナリ。 何ダ師 ノ道ノ 咎ナラ ン ャ。 然 

ルー 一 咎ヲ歸 セン トス。 渠レ ガ畢ノ 未熟 I 一  シテ高 滿ノ邪 

火ノ甚 キ事苟 II 可 k 哉。 夫 先師 ス德ハ 江漢以 チ洗レ 之、 

秋陽以 テ犒レ 之、 峰々 乎 メ不レ 可レ加 也ト云 ル如キ モノ ナ 

リ。 如レ此 ノ學德 アル -ー 依テ、 天下 懦怫 >R 一一 目ヲ 醒シ. 

ヲノヅ カラ  カレス C-IN キ 

自 聖 學ノ宗 トス。！！^ 嗽モ 似スル 「ナ ラン ャ。 彼 

少 シク此 和書 等 ヲ云述 ルモ皆 先師 ノ德化 ナリ。 先師 一一 

不. ぶ學バ 一言 モ 1 ル 「ナ ラン ャ。 嗚呼 集義 和書 ノ中、 

集義  一 I 非ズシ テ背義 タル 「不 レ少 

〇 同 十一 卷之 二十 一 ケ條- 一 

ニー  ノ 問-一、 言 ト動ト ハ己 ヨリ 發スル 「ナ レバ サモ 侍ルべ 

シ、 視聽ハ 人 ヨリ 向モ/ ナリ。 惡人ノ 朝 一一 不 レ立惡 人ト不 

レ言ノ 厲シキ 行" ナクテ ハ 免レガ タカ ラン 力 

答  一 I、 鹿 ヲ逐フ 者 ハ山ヲ 見ズト 云リ。 鹿-心 ノ專 ラナ レ 

バ、 山ヲ見 テモ不 Is 見ガ 如シ。 已ガ心 天理-一 專 ラナ レバ、 


非觼ヲ 見聞 ク トイ へ ル^レ 見 不レ問 ガ如シ 

此答理 違 ヘリ。 非." 禮-- 勿 ュ視聽 言動 r, 「トハ 、禮 ハ理ナ 

リ、 心 ノ本體 ナリ。 心 ノ本體 ヲ離レ テ視聽 言動 スル r 

ナ カレ。 本 體ノ上 ヨリ 視聽 言動 セ ョトノ 義ナリ 。外ョ 

リ向フ 非禮 ヲ視聽 言動 セザレ トノ謂 一一 ハァラ ズ 

〇 同 十一 卷之 二十 ニケ條 _ 一 

1 問、 俗 一一 心學ト 云ハ替 "タル 「II テ 常ノ學 一一 非ズト 思へ 

V0 又 心 學ノ心 之 字 ヲ新ノ 字ト思 ヘル モア リ。 聖人 ノ學 

ハ心 舉ナリ トモ 云ヒ， 日 新 盛德ト モイへ バ、 何レ II テ乇義 

理ハョ ク逋ズ ルー ーァシ ク云ナ シ侍リ  ， 

答 II 、 學ナ ラバ 學， 道ナ ラバ 道 ナルべ シ。 儒道 トイ ヒ、 

心學 トイ ヒ、 上 I 一名 ヲ加 レバ 病ァリ 

此答 無， i 差^ f 怫 道ァリ 道家 ァリ。 其， 外 色々 異端 ノ道 

ァリ。 只 道トバ 力 云テ ハ紛レ ルー 一 依テ、 聖人 ノ道ヲ 

ill! 追 ト 云分ケ タル ナリ。 叉 俗 學トテ 外-一 求ル學 ァリ。 

故-聖人 ノ攀ハ 心 一一 求 ル心學 ナリト 云分タ "0 心學ハ 

儼學ノ 「ナ リ。 18 ト云 心學ト 云" 何ノ妨 カァラ ン 

〇 同 十一 卷之 二十 三ケ條 _ 一 

1 慎 獨ノ問 ノ答ノ 中 一一、 思" 無 i 邪 無 f; 自欺 マ、 誠-さ 思 ヲ是皆 

慎獨ノ 義ナリ 

集 義和窖 顯非卷 之 下  ト 


此 答愼獨 ヲ本體 一一 云 違 ヘリ。 愼獨 S 自欺 ハ、 誠意 ノエ 

夫 ナリ。 大 畢ノ傳 一一 分明 ナリ 

〇 同 十一 卷之 二十 六ケ條 -  ： 

一 問フ昔 ヨリ 名ヲ得 タル 博學ノ 儒者 ァリ トイ へ X、 道 ヲ興ス 

一一 不レ 足ラ。 藤樹 先生 ハ博 學ノ 聞へ ナケレ 聖學 ノ端ヲ 

開ケ ル ハ 何- ゾ ャ 

答  一 I、 萬 里 ノ海ハ 一夫 一 1 飮シ ムル 「能 ズ、 三尺 ノ泉ハ 三 

軍 ノ渴ヲ 止 ルー 一足 トイ ヘル モノ ナリ 

スグ t 

此 答不， 一正 直 マ。 藤樹 先生 ハ博 學モ 諸人 一一 勝 タル 人ナ 

リ。 氣質 聰明 二 シテ無 t 師ー 一文 開ケ タリ。 先生 十三 歲 

ノ 時禪寺 へ 手 習 1 一 上 ラレ タリ。 其 時禪僧 一一 四書 ノ  讀 

ヲ習 ヘリ。 禪僧ノ 「ナ レバ 然ト 不レ 知、 ァラ マシ 習レタ 

リ。 其 後 再ビ師 一一 就ズ、 儒 書 字書 ヲ聚 メ獨搴 セラ レタ 

"0 十七 八歳ノ 時文 開ケ理 通ジ、 二十 四 五歲ノ 時マデ 

一一 十三 經 ハ 云 ュ 不レ 及、 諸子 百家ノ 書、 又 ハ 軍書 醫書 マ 

デ悉ク 見 盡シ、 1 字 一 理ノ疑 ヒナ キが 如シ。 如レ 此ノ聰 

明 ノ氣質 ノ人ュ へ、 聖人 一貫 ノ學 脉ヲ學 得シ、 日本 聖 

擧ノ 開基 トナ レリ。 勿論 藤樹ノ 學ハ博 學ヲ事 トセ J: レ 

^, 弟子 トシ テ師ノ 才能 ヲ敝 ヒ、 輕ク 三尺 ノ泉 一一 譬フ 

r 如何 

1 九 
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〇 同 十一 卷之 二十 七ケ條 -I 

1 朋友 外聞 ヲ問フ 答ノ中 一一、 先祖 ノ 積善 ノ餘慶 二 テ 富貴 一一 

ナ ル r ナリ 

如レ 此云テ ハ 、富貴 -ー ナル ハ 先祖 ノ 積善 而已 -ー テナ ルャ 

ゥ-ー 聞ュ。 佛道ノ 因果 ノ說 一一 紛テ 惡シ。 富貴 贫賤 一一 

皆 自然 一一 天命 ノ致ス 所-一 シテ、 其 上 II 先祖 ノ 積善 镜惡、 

又 自身 ノ 善惡 一一 從テ 報應ノ 理ァリ 。怫者 一 偏 一一 因果 ノ 

說ヲナ シテ、 天 ノ開ル 乇人ノ 生 ルモ皆 因果 ナリト 云 如 

キノ 理 一一 ハ ァラズ 

〇 集義 和書 十二 卷之ニ ケ條- 一 

1 、^*1^子路衞 -I 死 ス ル 「ヲ 問フ。 答ノ 中-一 、 予 ヲ始テ 仁義 

ノ學 一一 志 ァリ、 一人 ノ不 辜ヲ 殺シテ 天下 ヲ得ン 「ハセ ジ 

ト思 ヘル 「ハ 赏ナリ 

此言辭 度 々出 テカシ マ シ。 縱心 一一 サャ ゥ思フ 1MB 一一  ハ 

力 Q ク 

出シ トモ ナキ 「ナ リ。 重キ 「ヲ輕 云、 不 黄-近 シ 

又 同 シ答ノ 末 一一、 子 路衞- 一 仕へ ラレ タル 如 キノ 過チ ハ輕キ 

r ナリ 

此說モ 不レ委 力-さ 子 路衞- 一 仕へ ラレ タル ハ大ナ ル過チ ナ 

I 有レ德 古人 モノ タマ ヘリ。 德ジテ 古人 ノ事 ハ善ハ 

善、 惡 ハ悪ト 正直-一 論メ可 ナリ。 私論 ヲナ シテ ハ後學 


二  0 

アヤ マ 

ヲ謬リ 不レ宜 ラ0 子路ハ 善-一志 ス 「賁 一一 シテ 過ヲ聞 「ヲ 

喜べ リ。 是萬 世ノ師 タル 所、 然レ 血 氣ノ勇 一一 偏 一一 シ 

テ理昏 キ所ァ リタ ルト 見へ タリ。 孔子へ モ 折折 難問 ヲ 

カケラ レ タルモ 其， 故ナラ ンカ。 衞 一一 仕へ ラレ タルモ 理 

ノ昏 キ所ョ リノ 過 ナルべ シ 

〇 同 十二 卷之 七ケ條 1 一 

ユウ ク ヮ ，\  .  , 

一朋 友 問 5 其答ノ 末-一 憂患 アル 者 ハ生キ 、安樂 ナル 者. 'ハ死 

ス ルノ 格言 少モ タガ ハ ズ 

此 孟子 ノ語ヲ 身ノ 存亡 而已 一一 取 „ -ハ 意味 淺シ。 心ノ上 

へ取テ 深シ。 人 憂患 アル トキ ハ 心 感動 シ省 アツ テ 先非 

ヲ悔ヒ 道ヲ求 ルノ心 生ズ。 安樂 ナル モノ ハ常 11 俗樂而 

已 一一 引レ 道義 ノ心 死亡 ス ルトノ 「ナリ 

〇 集義 和書 十三 卷之 一 ケ條ニ 

一心 友 問フ。 其 答ノ末 二、 天下 II 於 テ好惡 スル所 ナク、 義 

ト. 一一  從テ 無心 ナル時 初テ仁 ナルべ シ 

無心 ノ 一 一字 去" タキ 字 ナリ。 好惡ス ル所ナ ク義ト t<  II 

從フ 一一 テ 聞へ タリ。 無心 其， 中-一 ァリ。 無心 ハ本 ト佛語 

ナリ。 無心 II 心ァ レバ 無心 一一 住シテ 不二 變通 r 心ノ本 

體-ー 非ズ。 程 子 曰、 人 不レ可 レ曰ニ 無心 r 可，〕 曰レ無 ri 私 

心- 


〇 同 十三 卷之三 ケ條- 

1 心 友 問、 顔 子仁ヲ 問へ バ 孔子 非 鱧視聽 言動 セザ レトノ タマ 

フ。 少 シ道德 一一 志 ス者ダ 一一 好テ非 II ノ物ヲ 見聞 言行 ス ル 

「ハ セズ。 顔子ノ 大賢-一 シテ 此受用 ヲ事ト ス ル ハ 何ゾャ 

答 一一、 其 位々 ノ非禮 了リ。 常人 分 上 學者分 上ノ非 禮ァリ 

此答 不レ是 ナラ。 克け 已ュ復 S- 一格 シけ物 ，致い 知" 是 一 致ノ ェ 

夫 一一 シテ、 初學 ヨリ 善 信 II 至ル マデ ノエ 夫 ナリ。 是顏 

子 初學ノ 問ナラ ン。 然ル 一一 高 上 一一 取 ナシ云 遠 ヘリ。 又 

3 ゥ ホウ 

禮ヲ 容貌 上ノ禮 トス 非 ナリ。 禮ハ理 ナリ、 心ノ 本體ナ 

リ。 視聽 一一 目 動 皆 心 ノ本體 一一 至テ、 本 體ノ上 ヨリ セョト 

ノ示シ ナリ。 此. -克 已ノ示 一一 テ顔 子初學 ノ時ノ 問ナル 

r 分明 ナリ 

〇 同 十三 卷之 六ケ條 1 一 

1 朋友 問フ， 我甚 不才 ナリ、 カク テモ學 問 ナルべ キヤ。 此答 

ノ屮 一一、 不才 一一 シ テ拙キ ハ德 一一 近シ。 自然 ノ幸 ナリ。 才 

知 有 テ巧ナ ルハ僞 一一 近シ。 ーノ 不祥 ナリ。 吾子 天然 ノ吉 

ヲ得 ナガ ラ變ジ テ凶 II ナスべ キ 「ヲ 願フハ 惑 ヒナ リ 

此答甚 * 偏 ナリ。 不才 II シ テ拙キ ハ酒囊 飯袋ノ 役-一 タ 

、ズト 云 モノ ナリ 。然ル 11 自然 ノ幸 ナリト 云ハ何 ノヤ。 

夫 レ人ノ 才知 アル ハ氣質 明 カナ ル故 ナリ。 自然 ノ幸ナ 

お 和書 非 卷之下 


リ 0 天下 ノ 官職 才 ナクテ ハ 任シガ タシ。 故 一一 德 アル 人 

才 アラバ 天下 國家 ノ寶 タラ ン。 自知ノ 才而已 一一 テ ハ 

人欲 ヲ 交へ テ 害ァリ 

〇 同 十三 卷之 七ケ條 >1 

1 心 友 程 子敬ノ 心法ヲ 問フ。 答 一一 曰ク、 言論 ノ及所 一一 非ズ 0 

フサ ガ 

言 一一 寄テ 敬スル モノ ハ多ク ハ敬ト 云 モノ 胸中  一 I 塞 リテ、 

、や ノ 本然 ヲ失 へ リ 0 古人 ノ心ト 我心 ト相 通ジテ 自然 二 得ル 

r ァ リ 

如 レ.， ^敬ヲ 高遠 一一 云 トキ ハ、 初學下 ^ 手.' 「ヲ 失シテ 不可 

ナリ。 夫" 敬 何ゾ知 リガ タカ ラ ン、 常！ 一敬 一 1 至 9 居 r ハ難 

シ トイへ  、敬 ヲ知ル r ハカ タキ 一一 非ズ。 孟子 ノ曰、 學 

問 ノ之道 無 ffi、 求 1 つ 放心 i 已、 以，， 此語 T 敬 可レ知 也" 

放心 セザル 時ハ敬 ヲ存シ タル ト云 モノ ナリ。 放心 シ タ 

ル時ハ 敬 ヲ失ヒ タル ト云 モノ ナリ。 本.^ け此- トキ ハ敬 

頓 I 了ン レリ 

叉 同 章ノ中 一一 問 2 仁 ト愛ト 如何 

答 一一 仁ハ 生理 ナリ。 愛ハ生 氣ナリ 

此 答モ不 レ委。 愛ハ情 ナリ。 氣ト 云べ カラ ズ。 發スル 

時氣ト II 發シ テ聲色 一一 露ル トイへ >IT 本ト性 ヨリ 發シ 

テ情 ナリ。 氣 ト情ト 小異 ァリ、 一致 II 云べ カラ ズ 

11 一 


着 山 仝^ 一冊 附 Si 

〇 同 十三 卷 之.^ ケ條- 一 

1 心 友 問，、 先儒ィ へ リ。 無 lig 一一  シテ大 極ト云 ルハ非 ナリ。 

聖人 ノ言  一 I 無極ノ 語 ナシ。 此無ノ 字老怫 ヨリ 出来 ルト。 

此， 說 面白 ク侍リ 

答-一 是 文字 一一 泥 メリ。 易-一大 極ァ リト。 是レ聖 語 一一 ァラ 

ズャ" 易ハ 變易シ テ究リ ナ シ。 究 リナ キハ 無 極 一一 ァ ラ ズ 

ャ。 周 子 初テ無 極ノ字 ヲ云ル トイへ >ti、 無 極ハ易 ノ字ノ 

意ナリ 

此說巧 ナリ。 周 子 無 極 一一 シテ大 極ト云 ルハ、 老佛 天道 

ノ 根元 ヲ 無極ト 云 一一 ョッテ 周 子 曰 S 不レ 然虛屮 一一 神ァ 

リ、 此ノ神 天地 萬 有 ノ元ト タル 故-一、 無 極-一 シテ 大極ナ 

リト。 是レ老 佛ノ道 ト大ィ 一一 遠 ヒ有ル 「ヲ 示シタ マフ。 

叉 易 ノ字ヲ 無 極/字 一一 牽合 ス、 略理 アルガ 如シ トイへ 

巧 11 シ テ本理  一 I ァラズ 

〇 同 十三 卷之九 ケ條- 

1 心 友 問 フ、 先生 ハ 先師 中 江 氏 ノ言ヲ 不レ用 シテ自 ノ是ヲ 立 

タマ ヘル ハ髙滿 ナリト 云 者ァリ 

此答ノ 中-一 、 師ノ學 術 言行 ノ 未熟 ノ所ト 云ヒ、 叉 己レト 

師ト幷 ご K、 皆高滿 至極 ノー 一目 詞 チリ.^ 如レ 此ノ不 レ忍ノ 

言 ヲ出シ テ省ナ キハ苟 一一 所謂 狼疾ノ 人ト云 モノ ナリ。 


ニニ 

論語 ュ曰 ク、 是レ" モ可 忍ブ也 孰レ， i 不：： 可い 忍 也 

〇 同 十三 卷之 十七 ケ條- 一 

一心 友 問、 心ノ內 一一 向ト外 一一 向 トノ？ 1^ 樣 ハイ カガ。 此答ノ 

末 一一、 心ハ 無聲 無臭 ナ レ バ 感應ノ 跡 一一 依テ知 i へ シ 

此答 不一 一分 明 マ，。 心ハ如 ii 明鏡 r 常- 1 應メ常 一一 寂 ナリ。 

鏡ノ 常-照 シ、 常 一一 寂  一丁 ンテ無 レ聲モ 無レ臭 モガ 如シ。 心 

內 I 一向 フト ハ 放心 セズ シテ內 一一 省.. -ァ ル時ヲ 云、 外 一一 向 

フト ハ 放心 シ テ內ヲ 離レ、 外-一 馳ス ル時ヲ 云 ナリ。 然 

ル -I 感應ノ 跡 I 一  依 テ知レ ト云何 ノヤ 

〇 同 十三 卷之 二十 ケ條 _ 一 

一 心 友 ノ問ノ 中、 第三 番ノ 問" 一一、 今 管 終 ノ樂ト 云 モノ ヲ見 

侍ル 一一、 幾 一一 依 テ正心 修身 齊 國平 天下 ク審 成就 セ ン 

トモ 思 ハレ 侍 ラズ。 古 ノ樂- 一成 シ モノ ハ 如何 

尹： 一一 、 孔子 曰、 視 一一 其， 所； レ以. J ル觀 一一 其， 所 由 其， 所； 

レ安ズ ルト 

此 答不レ 薪ナラ 也。 此 論語 ク 語 ハ a レ人， 見 レぃ已 /方 + ナリ。 

.K シクフ  -r サギ fnft ラ 

然 ル II 爱 一一 牽合 ス 、 现.， ^レ潔 也。 蓋. ン樂 ハ 聖作 ノ 音樂 

ノ事 ナリ。 其樂 ヲ聞キ 其理ヲ 知得 ス ル トキ ハ、 人欲 ノ 

據レ淸 ク盡キ 凡 風 勿 チ變メ 君子 ノ 美風 ト成ク 益 ァリ。 

是樂， -成ル ノ義 ナリ。 然 此ノ樂 日本-一 ハナ シ。 夫レ樂 


ハ 和ナリ 。中和 一一 致ル トキ ハ樂- 一成" ナリ 

〇 同 十三 卷之ー 一十 七ケ條 1 一 

一 心 友 問フ、 里ハ仁 ナル. 1? 美 シト撵 テ而不 ュ居ー レフ 仁- 焉$ 得い \T 

スル 1 ヲ 0 

此問ノ 答ノ中 一一， 本解ハ 集註 ノ如ク ナルべ シ。 此 語ハ爲 

一一 スル事 了 リテノ タマへ ルカ 

此說 ネヂケ タリ。 王 陽 明 曰、 非 s;i 里" ト。 夫 レ身ノ 居 

住ス ル所ハ 仁厚ノ 風俗 ノ里 宜シ。 然レ 人々 不 W 成 勢 

サァ 

ヒナ リ。 處 5 心ヲ所 ハ居レ 仁ニ而 宜シ。 心 ノ中仁 不仁 ヲ擇 

テ仁 - 一居べ キ 「チリ。 是レ學 者 工夫 ヲ用テ 成ル所 ナリ。 

ハイ ナ>  ヲク 

然ル 一一 放心 廢弛メ 常 一一 人欲 ノ上 一一 心ヲ處 者， ハ 知ァリ 

トズル r ヲ得 ンャ。 此意 一一 テ 聞へ タリ。 渠師ヲ 後 トシ 

クギ 

己レ ヲ先ト セン 心 アル ヨリ、 王 陽 明 ノ說モ 折 カン トス。 

髙滿可 J 哀哉  , 

〇 集義 和書 十四 卷之 五ケ 條 -1 . 

一心 友 問フ、 貴老 老佛ハ 虚無 ヲ究メ 得 ズトノ タマ ヘリ。 彼レ 

ハ 虚無 ヲ其道 トシ テ委 シ、 聖舉ハ 虚無 ヲ學 トセ ズ。 何ヲ 

以 テカ然 カノ タマ フャ 

答-、 我 ザ 心 太虚 ナリ。 我 心 則 聲臭形 色 ナシ。 萬 物 無ョ， 

リ 生ズ、 聖學ハ 無心-一 シテ 虚無 存セ リ。 虚無 ノ至 リナ リ。 

集教和 霧顯非 之 下 


老佛ハ 虚無 一一 心 ァリ。 故  一 I 眞ノ 虚無-一 ァラズ 

此答ノ 無心 虚無 ス語ハ 異端 ノ 言 一一 シ テ聖學 ノ 言 一一 ァ ラ 

ズ" 聖學 ヨリ 云 トキ ハ、 虚靈ト 云. - 虚明ト 云." 又虚 一一 

シテ神 ナリト 云。 夫 レ萬物 無 ヨリ 生ズ トイへ >si 生ズル 

モノ ハ虚 中ノ神 ナリ。 故-一虚 一一 シテ神 ナリ。 徒-一虚 ト 

カウ  ク ワイ 

不レ 可， 云 也。 徒-一虚 無ト云 トキ ハ稿木 死灰 異端 ノ事ナ 

リ。 聖鬥 ノ學者 異端 ト爭 テ虚 1^; ノ  二字 ヲ不レ ー^^ レ用也 

〇 同 十四 卷之 九ケ條 一一 

一心 友 云、 人 死シテ 其， 祌天 一一 歸 スト 云リ" 何 ノ精祌 カー 

物 ト成テ 天 一一 歸ス べキ。 魂 氣游散 シ魄體 蟬脫ノ 如シ、 签 

々寂々 タリ。 只此空 クミ 本來ノ 常體ナ ラズャ 

答テ 云、 然リ。 世人 形 體ノ上 ヨリ 見ヲ立 ルガ 故  一 I 生死 ヲ 

以 テニッ II ス。 此故 1 一天  一 I 歸ス ルノ說 ァリ。 吾- <  本不來 

天ト吾 トー ナリ。 何ノ歸 スルト 云- r カァ ラン。 吾 ザ心ノ 

靈明 M 天地 ノ萬 物ヲ 造化 スル 主宰 ナリ。 則 鬼祌ノ 吉凶 災 

祥ヲ ナス 精靈 ナリ。 天地 鬼神 ノ精靈 主宰 ナ クバ 吾- 心 / 

靈明 モナ カラン。 今 死 體ノ人 ハ精靈 遊 散ス、 死體 ノ者ノ 

天地 萬 物 何 レノ所  一 I 力 アル ャ 

此 問答 _ー  不レ委 ま、 如レ此 云テハ 道ヲ知 タル 者 ノノ死 

ト、 道 ヲ不レ 知 凡夫 ノ死ト 一致 一一 落テ 差別 ナシ。 夫道ヲ 
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知 タル 者， ノ死 スルハ 、精 靈遊散 シ テ天 一一 歸ス。 元 來是レ 

天 トー 體ナ レバ ナリ。 道 ヲ不レ 知者， ハ 存生 ノ時 ヨリ 精 

靈ヲ放 失 シテ、 ii 心 人欲 而已ノ 身トナ レバ、 死シテ モ識 

心 人欲 ノ 心而已 ナリ。 何ゾ天 二 歸スル 「ァラ ンャ。 故 

一 一孔 聖道ヲ 不レ知 モノ、 死スル ヲ哀テ 曰、 朝 _ ー聞レ 道？ 而 

死 ユタ-一 可也 

〇 同 十四 卷之十 ケ條- 一 

一 心 友 問フ、 朱 子 道心 常-一 一 身 ノ主ト 成テ， 人心 毎 一一 命ヲ聞 

トイ へ ルヲ陽 明 子 二心 ナリト 云リ。 程子ノ 人心 ハ人 欲ナ 

リ。 道心 ハ天 现ナリ ト云ル ヲ引テ 曰、 天理 人欲 並立 ズ。 

何ゾ 天理 主 ト成テ 人欲 ノ命ヲ 聞 クト云 「力 アラント。 程 

子 朱 子 王子 ィヅ レモ 者 ナリ。 他 ノ文義 一一 於テハ 見所 替 

リアル トモ、 人心 道心 天理 人欲 ノ所 一一 如此ノ 違ハ有 マジ 

キ事 ナラズ ャ 

答 臼， 尤心ハ 一 ナリ。 人心 正ヲ 得" モノ ハ 則 道心 ナリ。 一 一 

アル - ー非ズ 

此答 不レ是 ナラ。 人心 正 ヲ得ル モノ ハ 道心 ト云是 遠 へ リ。 

道、. ヲ以テ 人、 レノ非 ヲ正ス 時ハ、 人心 惡ク 一一 走ラ ザルノ 

、  ゥケ 

ミ。 道心 トハ 各刖 ナリ。 道心 ハ 自然 一一 天 ヨリ 禀 タル 人 

ノ 本心 II シテ 義理 ヲ知ル 心 ナリ。 人心 ハ形ノ 上 ヨリ 發 


二 四  3 

スル心 II シ テ 義理 ヲ不, 知。 故 二 識心 人心 一一  義理 一一 一 

不レ發 メ邪ノ 本 タリ。 程子ノ 人心 ハ 人欲 ナリ トノタ マフ 一 

モ尤 ナリ。 叉 道心 1 ー從 テ行フ トキ ハ 人心 ハ退キ f ぽル。 i 

人心 一一 從 テ行フ トキ ハ 道心 ハ退 キ隱ル 。是 天理 人欲 並ビ 一 

不 ルレ 立ノ理 ナリ。 然ル 一一 朱 子 道心 常 一一 一身 ノ主ト 成テ， 一 

人心 毎 II 命ヲ 聞トノ タ マフ トキ ハ、 道心 人心 胸中 - 一二： 

ァリ、 王 陽明ノ  二心 ナリ 0 不 是トノ タマ フ乇叉 尤ナリ 

又 同- シ答ノ 中-一 云， ハ、 摁ジ テ語ヲ 解スル 「古人 ノ 意ヲ迎 

テ見 ズシテ 言語 文章 而已ヲ 以スル トキ ハ、 古人 ノ 苦心 隱ー 

テ 見へ ザ ル故 一一 非タ ァグル 「ァ リ。 なマ 愚 朱 子 ノ意ヲ 迎テー 

ル 一一 、人心 道心 二 ッァリ トス ル 一一 ハ 非ズ。 道心 一 身 ノ主ー 

ト成テ 人心 命ヲ M ト云ル モス ハ暫 ク譬ヲ トレ ルナ リ 一 

此 言辭大 一一 非ナ. リ" 王 陽 明 ハ心德 ァラク 古人 ノ語ヲ 解 一 

タ マフ 「意 ヲ迎 テ見タ マ ハズシ テ、 一一 目 語 文章 ノ ミ 一一 攣 

リ テ兌ラ ル、 ュ へ-、 古人 ノ 苦心 カク レ テ見 へ ズ非ヲ 

ァゲ ラレ タリ。 我 ハ心德 煉レテ 朱子ノ 心ヲ迎 テ見ル -ー、 

人心 道心 ニッ ァリト ス ル 二 ハァ ラズ、 此通 I 一  聞 へ タリ。 

高滿 至極 ナリ。 王陽明ホドノ德高キ人、古人ノ語ヲ解.^ 

タ マフ -I  、 意ヲ迎 テ見タ マフ マジ キヤ。 言語 道斷、 1^ 

一一 粮突ノ 人 ナリ。 凡 テ此， 章 自知ノ 論 說多シ  _ 


〇 同 十四 卷之十 一 ケ條- 一 

一心 友 問フ、 陽 明 子 曰、 唐 虞 以上 ノ治ハ 後世 復スべ カラ ズ。 

コ 一代 以下 ノ治ハ 後世 法ルべ カラ ズ。 唯 三代/治 可レ 行。 然 

レ 世ノ 三代 ヲ云 モノ 其 本 ヲ明カ I 一  セズ シテ其 末 ヲ事ト 

ス。 又 復スべ カラ ズト。 三代 ノ法今 7 時-一 叶ヒ 侍ルャ 

答 II、 萬世師 トスべ ク 他方 法ルべ キ ハ堯 舜ノ治 ナリ。 禮 

n シビ， \  トク キ m ゥ 

イマ グ不レ 備-フ トイへ lli、 渾然 トシ テ存 セリ。 篤恭ュ シテ 

天下 平 ナリ。 易 簡ノ善 至德ー 1 配シ、 中和 ヲ致 シテ 天地 位 

シ、 萬 物 育 スルノ 至 ナリ。 子 思 曰。 仲 尼 堯舜ヲ 祖述 シ文 

武ヲ 憲章 ス。 孟子 曰、 堯 舜ヲ師 トシ テ謬ル モノ ハ ァラジ 

ト 

此答. 小レ是 0 陽 明 子 ヲ睡テ 我ガ知 ヲ先ダ テン トス、 高滿 

パノユ ン カウ 

至極 ナリ。 蓋 シ唐虞 以上 ハ 上古 ナリ、 時 ノ人ノ 氣質谆 厚 

朴赏 ナリ。 堯舜ノ 君 神人 ノ德 ァリ。 故-其 ノ德 速力 一一 天 

下 I 一  感化 メ人 善-一 移ル 「ハ不 レ及レ 言-一、 天地 ノ氣 マデ化 

メ 風雨 モ和ギ タリ。 末世 如 レ此ノ 治 復スべ ケ ンャ。 王 陽 

明 ハ；^ 理 ヲノク マフ ナリ。 渠ガ云 所ヲ知 リタ マフ マジ 

T ャマ 

キヤ。 又 孟子 ノ堯 舜ヲ師 トシ テ謬ル モノ ハァラ ジトノ 

タマ フハ、 中和 無欲 人 ヲ知ノ 道、 是ヲ師 トシ テ誤 ル乇 

ノ ハァラ ジトノ 「ナ リ。 堯舜ノ 治 ヲ復ス ベ シトノ タマ 

集義和 W 顧 非 卷之下  1 


フ 一一 ハ ァラズ 

〇 同 十四 卷之 二十 二 ケ條ー I 

一心 友 問、 操 トキ ハ存 スト 云 ヘリ。 操ト云 トキ ハ 一物 アルガ 

如シ 如何  • 

此答ノ 三 段 メノ答 一一 曰。 此心ノ 外 一一 天理 ナシ。 人欲 乇；^ 

ナ ラズ。 譬 バ目ノ 如シ。 喜 悅スル 時ノ眼 色ト、 忿怒 スル 

時ノ眼 色ト各 別ナリ トイへ *1-、 同 ジ目ナ ルガ 如シ。 只 心 

ノ赴 ヲ以テ 天理 人欲 ヲ分 ッノ ミナ リ。 心裏チ 一一 向ヒ、 性 

命ノ 本源 ヲ不 1 失 時ハ、 天理 ヲ主ト スト 云、 心 表-一向 ヒ末 

_| 從フ 時ハ 人欲 ヲ主ト スト 云ナリ 

此說 不レ是 ナラ。 人欲 モ不 i 外ト云 トキ ハ、 佛 者善惡 不二 

ノ說 一一 同ジ。 孟子 ノ性 善ノ 說ト大 一一 違 ヘリ。 蓋シ 人欲 

尸 形チ生 ジ テ 後出 來 ル心 ナリ。 識心 人欲 同ジ類 ナリ。 本 

心ハ天 一一 本 ヅク則 天理 ナリ。 天理 一 1 人欲 ノ交リ 有ノ理 

ァ ラン ャ。 然ル 一一 人欲 乇 天理 ノ外ナ ラズト 云ヒ、 又趣キ 

, ヲ以テ 天理 人欲 ヲ分 ット 云、 是 何ノ說 ゾャ。 夫 試 一一 見 

ョ、 人欲 起ル時 良知 ハ是ヲ 惡クト 知テ不 レ從。 是 天理 人 

欲 各 別ナル 「可レ 知 也。 良知 ハ則 天理 ナリ 

〇 同 十四 卷之 二十 六 ケ條- 一 

一 心 友 問、 書簡 ノ中、 主 忠信 ハ本體 工夫 ナリ。 誠 _ ース 5 意リ ハ 

二 五 
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工夫 本 體ナリ トイ ヘル ハ、 陽 明 子 ノ學術 異學ノ 病 アル 一一 

似リ 如何 

答 曰、 予モ此 語意 不-- 中和 V  ，ト思 ヘリ。 然 レル義 一一 於テ害 

ナ キ故 一一 改 メズ 

此 問答ト モ 11 不, 是ナ S 蓋シ 忠信 ノ 一 一字 本 體ヲ以 テ說ク 

所 ァリ。 工夫 ヲ以テ 說ク所 ァリ。 論語  一 I 主；？ ョ 忠信 T ト 

アル ハ 本 體ヲ以 テ說タ マ フナリ 。則 本體 工夫 ナリ。 主 一一 

忠信？ ノ敎、 本 體ヲ、 王 トス ル 一一 テナ キト キ ハ何ヲ カ主ト 

セン ャ。 叉 意ヲ誠 一一 スル ハエ 夫 ナリ。 誠意 ハ本 體ノ作 

用 ナリ。 是 工夫 本 體ー I ァラ ズャ。 然ル 一一 異學ノ 病 アル 

II 似リ トイ ヒ、 又予 モ此， 語意 不一 一中 和 1 ト思 ヘリ ト云. 

是何ノ 言 ノヤ 

〇 集義 和書 十五 卷之 九ケ條 一一 

一 君子 之 近" 费ラ隱 ナ"。 费 ハタ カラ トセ ザ ルナ リ。 齊 トセ 

ザル ハヲサ メカ クサ ヾル意 ナリ 

此ノ說 巧-一 シテ 惡シ。 集註 ノ 通-一 用ノ廣 キト 見テ 能クキ 

コへ タリ 0 駕飛ヒ 魚 躍ノ詩 ヲ引タ マフ モ用ノ 廣キヲ 示 

シ タマ フナル べシ 

〇 同 十五 卷之 十四 ケ條- 一 

ー學友 問、 一 陰 一陽 謂：； 之， 道 t 


11 六 

此答ノ 中 一一、 人ノ性 善ナリ トイへ ド乇、 惡モ亦 性-一 ァラ 

ズ ト云ガ タ シ 

此說善 惡渾ズ ノ說 一一 近シ。 性 善ノ說 一一 背キ 犬-一 不レ 是ナラ 

〇 同 十五 卷之 三十 一 ケ條- 一 

ー舉友 問く 孔子 曰、 不 ユ知レ 生" 不レ可 レ知レ 死" 也ト、 生ヲ知 

ラ バ 死ヲノ ヅ カラ 知 ラルべ キヤ 

答 一一、 生ヲ知 レ-ハ 人ノ人 タル 所ヲ知 ルナ リ。 人ノ本 ヲ知ハ 

則 天ヲ知 ナリ。 天ヲ 知" トキ ハ人鬼 幽明 死生 眼前 一一 明白 

ナリ 

此說 大略 キコへ タレ 个レ委 "-70 生ヲ知 トハ人 ノ人タ 

ル心ヲ 知 ナリ。 人ノ人 タル 心ヲ知 トキ ハ、 天ヲ知 リ且ッ 

未發ノ 中ヲ知 S シル トハ徒 一一 知 ルー ーァ ラズ、 ョク 知得 

シテ我 有 トス ルナ リ。 存生 中 其， 心-一止 テ 一息 ノ M 乇 

不；. 一 放 失 T トキ ハ、 則 其， 心 死後 ノ心ニ シテ、 死後 ノ 心外 

11 アル 一一 ァラ ズ。 是人鬼 幽明 死生 一貫 ノ 理知べ シ 

〇 同 十五 卷之 五十二 ケ條- 一 

1 首 子簧ヲ 易ルノ 說ノ末 一一 予 ガゴ トキ 者 ノモ道 一一 志ァ レ パ 、 

一 ッノ 不義 ヲ爲、 1 人ノ罪 ナキヲ 殺シテ 天下 ヲ得」 - 「モ セ 

ザル r ハナ スべシ 

此言 詞數. < 出ス是 大義 ナリ。 小義 一一 ァ ラズ。 然ル 一一 輕 


井中 藤 
上 村 田 


ク云 不可 ナリ。 外 ヨリ 免 サバ可 ナリ。 己 ヨリ 云ハ 人乇 

免サヌ 高言 ト云 モノ ナリ。 君子 ノ可 レ耻所 ナリ。 所レ言 

ノニ事 ヲ以テ 天下 ヲ辭 シテ 名ノ爲 一一 セザル モノ ハ -ま人 

一一 ァラズ ン バァタ ハジ。 然ル 一一 輕ク數 々云 フ薄ナ ルカ 哉 

〇 同 十五 卷之 六十 五ケ 條-ー 

畢 テ而メ 時-一 習 S ヲ 不二 亦說 T 乎 學ハ 孝弟 忠信 ノ道 ナリ。 

君子 仕テ ハ學ブ 所 ノ忠ヲ 習ヒ、 親 一一 ッ 力へ テ ハ學 ブ所ノ 

孝ヲ習 

如レ此 說テハ 五倫 ノ 上-一 テ 習フノ ミー 一 聞へ タリ。 本 解 


一一 非ズ。 學ハ 道ヲ學 ブナ リ。 習 ハ學ビ 得 タル 道理 ヲ心 

ジ ュ ク 

一一 省？. i 夫 受用シ 孰スル 「ナ リ。 時ト ハ時 一一 了 ラズト 

云 「ナ シ。 一息 ノ無 ri 間斷, 工夫 受用 スル r ナリ。 如レ此 
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學 ブ時ハ 道理 益々 融通 シ心 一一 自謙 シ。 是悅ビ ナリ。 

大 學ノ自 謙 ト、. 論語 ノ不レ 悅乎ト 同意 ナリ。 若" 如レ此 

不レ 學シテ 文字 事物 ノ上ノ ミヲ事 トス ルモ / ハ 俗學ナ 

リ。 故 一一 學而 ノ篇ヲ 論語 ノ發端 一一 出 シテ、 聖學ノ 本意 

ヲ示シ タリ。 王 陽 明日、 樂ミハ 心 ノ本體 ナ"。 故-一 擧テ 

樂 i  - 不 S 至 ハ爲 レ學卜 - 不レ 足ト、 此語可 レ味也 


集義 和書 顯非卷 之 下 終 

元 祿十龍 集 丁 丑年 林 鐘 辛 酉 日 


和 数 非 51 &之下  一一 七 


日 東帝畿 書林 


庄 右衛門 ^ 

五 兵 衞 - 

忠兵衞 も 


